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連続したアニメーション 1283
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ビューから 1315
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はじめに

Tableau Cloudは、Tableauで作成されたコンテンツを共有、分配、および連携する安全なクラウ

ドベースソリューションです。

Tableau Cloudのリリースノート

Tableau OnlineはTableau Cloudに変わりました。

このトピックでは、最新リリースの新機能について説明します。

次のVizを使用して、Tableau Cloudの新機能を探索します。機能をクリックすると、ツールヒント

にその機能の詳細ドキュメントへのリンクが表示されます。フィルターを探索して、検索を絞り込みま

す。データをダウンロードして、カスタマイズされたリストを作成します。

機能で検索のダッシュボードを使用して、製品またはバージョンの新機能のリストを表示したり、機

能がいつリリースされたかを調べたりすることができます。ダッシュボードは現在、最新バージョンの

Tableau Cloudの場合は、既定でTableau Cloudに設定されています。
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Webの作成とビューの操作

Webの作成とビューの操作に関する新機能と拡張については、「Tableau DesktopとWeb作成

のリリースノート」を参照してください。これらのタスクに関連するその他のトピックについては、「 

WebでのTableauの使用」を参照してください。

以前のバージョンのTableau Cloudで導入された機能

2022年 6月以降のTableau Cloudの最新情報は、Tableau Cloudのリリースノートに掲載され

ているTableauリリースナビゲーターを使用して確認してください。

以前にリリースされたバージョンの機能の概要について説明します。

Tableau Cloudのすべてのリリースノート|すべての既知の問題

2 Tableau Software
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https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/whatsnew_desktop.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/whatsnew_desktop.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/web_author_home.htm
https://www.tableau.com/ja-jp/support/releases/online
https://issues.salesforce.com/


以前のバージョンでの追加

2022年 6月の追加

Azure Active Directoryを使用してユーザーとグループをプロビジョニングする

サイト管理者は、ユーザー管理を自動化し、グループをプロビジョニングし、Azure Active Directory

を介してTableau Cloudサイトロールを割り当てることができるようになりました。詳細については、

「Azure Active Directoryを使用したSCIMの構成」を参照してください。

Tableau連携アプリを使用してTableau REST APIへのアクセスを認可する

連携アプリを使用すると、JSONWebトークン(JWT)を使用して、ユーザーに代わってREST API

へのアクセスをプログラムで認可できます。

詳細については、「接続済みアプリのアクセススコープ」を参照してください。

サイトごとにデフォルトで「データの説明を見る」を有効にする

サイト管理者は、サイト設定と「データの説明を見る」権限を使用して、デフォルトで「データの説明

を見る」を有効にできます。作成者は、[「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで、ワー

クブックのオプション[オンラインで表示したときに「データの説明を見る」をこのワークブックで使用でき

るようにする]を設定する必要がなくなりました(ワークブックの設定は削除されました)。表示モード

での「データの説明を見る」へのアクセス権限は、サイト設定、サイトロール、「データの説明を見

る」権限に基づいています。

詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの制御を参照してください。

メトリクスの比較と日付範囲を調整する

メトリクスの設定を編集して、比較、日付範囲、ステータス指標を変更できるようになりました。以

前は、メトリクスを作成したときにのみこれらのオプションを設定できました。詳細については、「メトリ

クスの構成を編集する」を参照してください。
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ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する

Tableau Cloudでデータストーリーを作成できるようになりました(英語のみ)。データストーリーを

利用するとダッシュボード内に物語風のインサイトを自動的に生成することができ、時間を節約で

きるだけでなく、関連するインサイトを明らかにできます。ダッシュボードを操作すると、データストー

リーが記述したストーリーが調整され、データをより深く掘り下げて、重要なインサイトをより迅速に

特定できるようになります。詳細については、「Tableauデータストーリーを作成する(英語のみ)」

を参照してください。

パブリッシュされたデータソースを編集する

6月の時点で、Amazon Athena、OData、Databricks、SharePointリストなどを含む、より多くの

種類の接続を編集できるようになりました。詳細については、パブリッシュされたデータソースを編

集するを参照してください。

アクセラレートされたビューを自動的に一時停止する

不要なリソースを消費しているビューのアクセラレーションを自動的に一時停止できるようになりま

した。アクセラレーションを自動的に一時停止する前に、1日、1週間、または1か月あたりのアク

セラレーションタスクが失敗する回数のしきい値を設定できます。詳細については、ビューの高速

化を参照してください。

ICU 68.2のアップグレードを理解する

セキュリティを向上させ、言語サポートを向上させるために、現在のユニコード用の国際コンポーネ

ント(ICU)ライブラリを68.2にアップグレードしています。この更新により、順序付けの問題が解決

され、新しいユニコード文字の処理が改善されます。この更新は、ダッシュボードの並べ替え、フィ

ルタリング、計算に影響を与える可能性があります。計算フィールドで文字列比較を使用する場

合は、計算が引き続き期待どおりに機能していることを確認してください。詳細については、「文

字列関数」を参照してください。

Tableau Catalog -データ管理の一部

系列での「データに聞く」レンズの表示 -系統ペインにレンズ情報が含まれるようになりました。詳

細については、インパクト分析での系列の使用を参照してください。
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仮想接続 -データ管理の一部

仮想接続のリビジョン履歴のサポート-リビジョン履歴を使用すると、接続への変更を表示したり、

リビジョンを削除したり、接続を以前のバージョンに復元したりできます。

データポリシーテスト用の拡張フィルター機能 -仮想接続エディターで、データポリシーが適用され

た状態でデータをプレビューすると、ポリシーで許可されている値とフィルターで除外されている値を

確認できるようになりました。

Tableau BridgeのOauthサポート

Tableau Bridgeは、Snowflake、Google BigQuery、Googleドライブ、Salesforce、OneDriveへ

の接続の認証方法としてOauthをサポートするようになりました。Oauthを使用すると、ユーザー名

とパスワードによるベーシック認証よりも優れたセキュリティが提供され、管理が容易になります。詳

細については、「OAuth対応プライベートクラウドベースのデータソースをパブリッシュする」を参照し

てください。

2022年 5月の追加

管理者インサイトのジョブパフォーマンスデータソース

管理者インサイトを使用すると、サイトの可視性が高まります。ジョブパフォーマンスデータソースに

接続して、サイトのバックグラウンドジョブのイベントとランタイム情報を確認できるようになりました。

ジョブには、抽出更新、Bridge更新、フロー実行が含まれます。詳細については、管理者インサイ

トを使用したカスタムビューの作成を参照してください。

2022年 3月の追加

Bridgeプールの Ipv4アドレスのサポート

ドメインをBridgeプールにマッピングする場合、サイト管理者はプライベートネットワークの許可リス

トで Ipv4アドレスを指定して、接続に Ipv4アドレスを使用するデータソースと仮想接続を更新で

きます。詳細については、IPアドレスを参照してください。
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ビューの読み込み時間のアクセラレート

ワークブックの所有者、サイト管理者、およびサーバー管理者は、ビューの読み込み時間をアクセ

ラレートできるようになりました。ビューの高速化は実行時間の長いクエリを事前計算するため、

ワークブックの読み込みが高速になります。詳細については、ビューの高速化を参照してください。

[データの表示 ]ウィンドウのカスタマイズ

ワークシートでは、データの表形式の表示を[データの表示 ]ウィンドウでカスタマイズできます。既

定のビューからの列を削除、列の順序の変更、列の並べ替え、または列の追加などを行い、コン

テキストをより詳細に表示します。その後、参照元データのカスタマイズされたビューをCSVファイ

ルとしてダウンロードして、チームと共有できます。

注 : [データの表示 ]ウィンドウをカスタマイズすると、変更内容は [データの表示 ]ウィンドウが開

いている間のみ保持されます。

新しい [データの表示 ]ウィンドウとカスタマイズオプションは、Tableau Cloud、Tableau Server、お

よびTableau Desktopで使用できます。詳細については、「参照元データの表示」を参照してくだ

さい。
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[データの表示 ]ウィンドウとそのオプションには、Tableau Cloud、Tableau Server、およびTableau

Desktopのキーボードナビゲーションとスクリーンリーダーからアクセスできます。詳細については、

"Tableauのキーボードアクセシビリティ"の「データの表示ウィンドウ」を参照してください。

Web上でワークブックのシートの説明を開く

Tableau CloudとTableau Serverで、シートの説明で表示できるようになりました。Web上でワー

クブックを編集しているときに、[ワークシート]メニューで [シートの説明 ]を選択します。フィールドの

説明は、Web上でも表示できます。詳細については、「ワークブックのフィールドとシートについて」を

参照してください。

Tableauの検索動作に加えられた変更

2022 Springリリース以降、Tableauの検索結果ページの検索機能が変更されました。このリリー

ス以前は、「部分的なトークン一致」を可能にするためにコンテンツにインデックスが付けられていま

した。つまり、部分的な文字列を検索できました。たとえば、「super」を検索した場合、結果には、

「super」という単語自体がなくても、「Superstore」という単語がタイトル、説明、または列に含まれ

たコンテンツが表示される場合がありました。

2022年春の時点で、「完全なトークン一致」と「あいまいなトークン一致」の両方をサポートする新

しい方法でインデックスが作成されるようになりました。これは、表示される結果が完全な文字列に

基づくようになり、部分的な一致は行わないことを意味します。あいまい一致では、完全な文字列

の部分的な一致が提供されます。「Superstore」を見つけるには、「superstore」か、その文字列

全体のバリエーション(たとえば、「supertor」、「sperstore」、「superstores」など)を検索する必要

があります。「super」で検索しただけでは、部分的な文字列の一致が返されません。このアプロー

チの目標とメリットはノイズを減らし、検索文字列に可能な限り一致するコンテンツに結果を制限

することです。

この変更を利用するための推奨事項 :

l クエリで完全な単語を使用する

l コンテンツのタイトルまたは説明に含まれる単語を検索する
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クイック検索

クイック検索の動作は変更されていないため、部分的なトークン一致は引き続きサポートされます

が、クイック検索の結果が検索結果ページの結果と同じにならない可能性が高くなります。

Tableau Catalog -データ管理アドオンの一部

仮想接続の認証とデータ品質の警告 - 仮想接続に対して認証とデータ品質の警告を設定でき

るようになりました。

仮想接続を系列に表示 -系列ペインに仮想接続と仮想接続テーブルの両方の情報が含まれる

ようになりました。詳細については、インパクト分析での系列の使用を参照してください。

開発者向けリソース

メタデータAPI での仮想接続 -仮想接続と仮想接続テーブルは、メタデータAPIを使用してアド

レス指定できるようになり、使用時に出力に表示できるようになりました。詳細については、

Tableau Metadata APIリファレンスの「メタデータモデルの理解」を参照してください。

仮想接続 (データ管理アドオンの一部 )

Salesforce コネクタによる仮想接続のサポート- TableauをSalesforceのデータに接続して、行

レベルのセキュリティを実装した仮想接続とデータポリシーを作成できます。仮想接続の詳細につ

いては、仮想接続とデータポリシーについてを参照してください。

仮想接続がスペース使用量ビューに追加されました。仮想接続は、スペース使用量ビューの統

計にオブジェクトタイプとして追加されるため、管理者は仮想接続が使用しているディスクスペー

スの量を確認できます。

2022年 1月の追加

Salesforce CDP用 OAuthの設定

Tableau Cloudのサイト管理者が、Salesforce CDPのOAuthを設定できます。詳細について

は、Tableau CloudをSalesforce Data Cloudに接続するを参照してください。
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管理者インサイトのデータソースの更新

Tableau Cloudサイト管理者は、管理者インサイトのデータソースがサイトで更新される頻度を指

定できるようになりました。詳細については、管理者インサイトの管理を参照してください。

Tableau Cloudサインインの更新

複数のTableau Cloudサイトに追加されたユーザーの場合、サインインプロセスで、ユーザーはアク

セスしようとしているサイトのサイトURIを入力するように求められます。詳細については、Tableau

Cloudへのサインインを参照してください。

管理者インサイトでビューの読み込み時間を取得する

新しい管理者インサイトのデータソースを使用すると、Tableau Cloudサイトの可視性が高まりま

す。Vizの読み込み時間に接続して、サイトにパブリッシュされているビューの読み込み時間に関す

る情報を確認できます。詳細については、管理者インサイトを使用したカスタムビューの作成を参

照してください。

2021年 12月の追加

MFA検証方法のリセット

サイト管理者は、通常のMFA検証方法をすべて失い、サイトからロックアウトされたユーザーに対

して、MFAをリセットできるようになりました。詳細については、多要素認証 とTableau Cloudを参

照してください。

IdP開始のSLOをサポート

Tableau Cloudは、サービスプロバイダー (SP)が開始するシングルログアウト(SLO)をサポートす

るだけでなく、IDプロバイダー (IdP)が開始するSLOもサポートします。SAMLの構成と要件の詳

細については、Tableau CloudのSAML要件を参照してください。
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Tableau接続アプリを使用して、埋め込みコンテンツのSSOを有効にする

2022年 1月初めより、サイト管理者は、Tableauに接続されたアプリを使用して、Tableau

CloudサイトとTableauコンテンツが埋め込まれているカスタムアプリケーションとの間に、明示的

な信頼関係を作成および管理できます。接続アプリを使用すると、どのコンテンツをどこに埋め込

むことができるかを制限し、IDプロバイダー (IdP)と統合しなくても、シングルサインオン(SSO)を

使用して埋め込まれたコンテンツにアクセスできる機能をユーザーに提供できます。詳細について

は、アプリケーション統合のためにTableau接続済みアプリを使用するを参照してください。

複数のプライベートネットワーク間でより多くのデータを最新の状態に保つ

サイト管理者は、複数のBridgeプールを設定して、データ鮮度タスクの負荷を分散できるように

なりました。プールはドメインにマッピングできるため、特定のデータを最新の状態に保つためにプー

ルを専用化したり、プライベートネットワーク内の保護されたドメインへのアクセスを制限することで

セキュリティを維持することができます。詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参

照してください。

Tableau Cloudで直接、ファイルベースのデータソースの更新をスケジュールおよび管理する

Bridgeバージョン2021.4.3以降、Bridgeを使用したファイルベースのデータソースの更新が

Onlineスケジュールと統合されます。パブリッシャーは、Tableau Cloudから直接、ファイルベースの

データソースの更新をスケジュールおよび管理できます。詳細については、Bridge更新スケジュー

ルの設定を参照してください。

注 : サイト管理者は、ファイルベースのデータソースが存在するドメインにマップされたプールに、

Bridge 2021.4.3クライアントを少なくとも1つ持っている必要があります。

仮想接続のデータ鮮度サポート

Bridgeを使用して、プライベートネットワークのデータに接続する新しい仮想接続を最新の状態

に保ちます。サイトで仮想接続を作成して使用するには、Data Management Add-onを有効に

する必要があります。仮想接続の詳細については、仮想接続とデータポリシーについてを参照し

てください。
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パブリッシュされたデータソースを編集する

パブリッシュされたデータソースをTableau Cloudで編集できるようになりました。以前は、ワークブッ

クに埋め込まれたデータソースのみを編集できました。

パブリッシュされたデータソースを新しく作成する場合でも、既存のパブリッシュされたデータソースを

編集する場合でも、[データソース]ページから結合を作成してスキーマを編集できます。次に、スク

ラッチパッドを使用して、変更をテストし、フォルダーを作成し、階層を整理し、データソースをパブ

リッシュする前にフィールドとエイリアスの名前を変更します。これらはすべてTableau上で行いま

す。詳細については、パブリッシュされたデータソースを編集するを参照してください。

ダッシュボードオブジェクトをコピーして貼り付ける

オブジェクトを現在のダッシュボード内、または他のシートやファイルのダッシュボードからコピーして貼

り付けることができるようになりました。ただし、ダッシュボードのシート、特定のシートに依存するアイ

テム (フィルターなど)、またはデバイスレイアウト上のオブジェクトはコピーできません。サポートされて

いないアイテムの完全なリストと詳細な手順については、「オブジェクトをコピーする」参照してくださ

い。
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ダッシュボード、ストーリー、およびワークシートでアニメーションを再生する

ダッシュボード、ストーリー、およびTableauを使用する任意のワークシートで、アニメーションを再

生できるようになりました。[再生 ]ボタンをクリックして、最新のアニメーションを巻き戻し、再生しま

す。アニメーションを再生する速度 (実速度、2倍速、1/2速 )を選択することもできます。アニメー

ションを使用すると、コンテキスト内でデータがどのように変化するかを確認できるため、データにつ

いてより適切な結論を出すことができます。詳細については、アニメーションの書式設定を参照し

てください。
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「データに聞く」のVizをSlackで共有する

Tableau管理者がSlackとの統合を設定すると、レンズにアクセスできる人なら誰とでも、「データ

に聞く」のVizをすぐに共有することができます。ブラウザーの右上隅にある[共有 ]アイコンをクリック

し、テキストボックスに特定のユーザー名を入力します。

詳細については、メール、Slack、またはリンクを介して「データに聞く」 (Ask Data)のVizを共有す

るを参照してください。

「データに聞く」の分析関数用に予約済みの用語を使用する

以前は、データソースのフィールド名と値に含まれる分析用語は、「データに聞く」によって無視され

ていました。現在は、「average (平均 )」、「group (グループ)」、「filter (フィルター)」、「limit (制

限 )」、「sort (並べ替え)」、「date (日付 )」などの用語は、他の形式のデータと同じように扱われるた

め、内容を変更することなくデータソースを分析できるようになりました。
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「データに聞く」でテーブル計算にアクセスする

「データに聞く」で、テーブル計算を使用してフィールドをクエリできるようになりました。これらの計算

のクエリ式には、フィルター、制限、または「前年比」の比較などを含めることはできません。

「データに聞く」レンズをお気に入りに追加する

「データに聞く」レンズをサイトのお気に入りリストに追加して、それらのレンズを容易に再利用でき

るようになりました。

「データに聞く」レンズの作成者にフィードバックを提供する

レンズの構造や「データに聞く」の活用方法について質問がある場合、作者に直接フィードバック

を送信できます。

「データに聞く」のクエリボックスの左側にある「i」アイコンをクリックします。

次に、ヒントダイアログの下部にある[レンズ作成者に連絡 ]をクリックします。

このオプションはデフォルトで有効になっていますが、レンズの作成者は、ユーザーがレンズに関する

質問をメールで送信できるようにします。の手順に従ってこのオプションを非表示にすることができ

ます。

「データに聞く」レンズを作成するときにフィールドとテーブルの名前を変更する

データソースのフィールド名とテーブル名がユーザーに理解できる用語になっていない場合、レンズ

の作成者はレンズごとにこれらのアイテムの名前を変更できるようになりました。
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左側で、個々の表またはフィールドにカーソルを合わせ、鉛筆アイコンをクリックします。

次に、右側の鉛筆アイコンをクリックして、より良い表現の名前を付けます。

詳細については、Tableauサイトでレンズのページを作成または構成するを参照してください。

Webページにメトリクスを埋め込む

メトリクスを埋め込むことによって、関連するWebページやアプリにメトリクスを含めることができま

す。メトリクスを埋め込むには、Tableauサイトで提供されている埋め込みコードをコピーするか、独

自の埋め込みコードを記述します。埋め込まれたメトリクスは、Tableau CloudまたはTableau

Serverでメトリクスが埋め込まれているサイトと同じサインインおよびパーミッションの制限に従うた

め、メトリクスのデータは安全です。詳細については、「Webページへのメトリクスの埋め込み」を参

照してください。

メトリクスの新しい比較とステータスを設定する

メトリクスを作成するときに、日付範囲の調整、履歴比較の設定、ステータスインジケーターの設

定を行えるようになりました。設定した比較とステータスはメトリクスカードに表示されるため、過去

の時点や特定の値と比較して、そのメトリクスがどのように推移したかをわかりやすく示すことができ

ます。詳細については、メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )を参照してください。
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Salesforce管理者インサイトとNonprofit Cloud

Salesforceに接続した後、Salesforce管理者インサイトとNonprofit Cloudに対して追加のワー

クブックとデータソースをパブリッシュできるようになりました。コンテンツは組織に合わせてカスタマイ

ズされており、Tableau CloudでSalesforceのデータを探索できます。詳細については、

Salesforceデータを使用したワークブックの作成を参照してください。

アドオン

仮想接続とデータポリシー - Data Management Add-onの一部

仮想接続とデータポリシーは、別途ライセンスされたTableau CloudのData Management Add-

onに含まれています。この新しいデータ管理機能を使用すると、ユーザーに対してデータベースへ

の一元的な接続を提供することができ、データポリシーを使用して接続内のテーブルに行レベル

のセキュリティを定義することもできます。詳細については、仮想接続とデータポリシーについてを

参照してください。

仮想接続でクイックヘルプを利用する

新しい仮想接続を作成してテストするとき、クリックするだけでヘルプを利用できます。製品に搭載

されたクイックヘルプは、仮想接続エディターでの現在の場所や操作状況に応じて、関連するヘ

ルプコンテンツをジャストインタイムで表示します。画面の右上にある?アイコンをクリックするだけ

で、移動できるヘルプウィンドウが開きます。
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Tableau Catalog -データ管理アドオンの一部

コンテンツ系列ページのカスタムSQL 情報 -カタログの系列ページには、ユーザーがコンテンツ内の

カスタムSQLについてさらに理解するのに役立つ情報が表示されます。

l 系列ページのバナーで、カスタムSQLを使用するコンテンツを識別します。

l カスタムSQLクエリを確認できます。

l 不完全な系列になる可能性のあるカスタムSQLクエリには、警告が表示されます。

詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの「サポートしている系列」を参照してくださ

い。

Tableau Catalog でカスタムSQL クエリのT-SQL 方言をサポート- T-SQL方言をサポートするこ

とにより、カスタムSQLが使用されているときにTableau Catalogでより完全な系列を提供できま

す。詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの「サポートしているクエリ」を参照してく

ださい。

データ品質に関する警告メールのリンクから[データの詳細 ] ペインを自動的に開く-サブスクリプ

ションメールのデータ品質に関する警告をクリックすると、ビューが開き、[データの詳細 ]ペインが表

示されます。また、新しい埋め込みパラメーターshowDataDetailsを使用すると、[データの詳細 ]
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ペインが表示された状態でビューを開くことができます。詳細については、Tableau Desktopと

Web作成ヘルプの「埋め込みコードのパラメーター」を参照してください。

継承された説明を系列ページのフィールドリストに表示 -フィールドの説明がフィールドのアップス

トリームに存在する場合、説明の継承元に関する情報とともに、説明が系列ページのフィールド

リストに表示されるようになりました。詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの

「フィールドの説明の継承方法」を参照してください。

外部アセットに基づいてPrep フローを簡単に作成 -データベースとテーブルを、PrepWeb作成の

新しいフローの開始点として使用できるようになりました。詳細については、Tableau Prepヘルプ

の「新しいフローを開始する」を参照してください。

2021年 9月の追加

Slackでデータの共有、コラボレーション、最新情報の入手を行う

Tableau for Slackアプリを使用して、SlackでTableau通知を表示できるようになりました。これ

により、Tableau Cloudのサイト管理者は、Slackワークスペースに接続できます。接続すると、ラ

イセンスのあるTableauユーザーは、コメントでメンションされたとき、チームメートがコンテンツを共

有したとき、データがデータ駆動型アラートで指定されたしきい値に達したときなどに、Slackで通

知を表示できます。詳細については、TableauとSlackワークスペースの統合を参照してください。

ワークブックを個人用スペースに保存する

CreatorとExplorerは、Tableauサイトの各 Web作成者のプライベートな場所である個人用ス

ペースに、編集したコンテンツを保存できるようになりました。個人用スペースに保存されたコンテン

ツは、そのユーザー専用であり、追加したリソースガバナンスで制御できます。[設定 ]で、個人用

スペースを有効にして、ユーザーの容量制限を設定できます。管理者は、引き続き、個人用ス

ペースのコンテンツを含む、すべてのコンテンツにアクセスして管理できます。詳細については、パー

ソナルスペースでプライベートコンテンツを作成および編集を参照してください。
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ワークブックのデータ鮮度ポリシーを設定する

ワークブックのデータ鮮度ポリシーを使用すると、パフォーマンスとデータ鮮度のバランスを取ることが

できます。データがキャッシュされていると、ライブ接続のワークブックではパフォーマンスが良くなります

が、古いデータがキャッシュされていると、ワークブックのユーザーがVizで見たとき、混乱や不満を招

く可能性があります。データ鮮度ポリシーを使用すると、ワークブックの所有者や管理者はデータ鮮

度ポリシーを細かく選択できるようになりました。これにより、ビジネス上のニーズに応じて、最新の

データを表示できるようになりました。

Tableau CloudまたはTableau Serverの [ワークブックの詳細 ]ダイアログから、[データ鮮度ポリシー

の編集 ]を選択します。その後、次のいずれかを選択します。

l サイトのデフォルト(Tableau Cloudでは12時間 )
l 常にライブ(Tableauは常に最新のデータを取得します)
l データが最新であることを次の間隔で確認 ...。12時間ごとなどの間隔を設定します。

l データが最新であることを次の日時で確認 ...。月曜日、水曜日、金曜日の太平洋時間の

午前 9時などの日時を設定します。

データ鮮度のポリシーを使用すると、ビジネスのニーズを満たすスケジュールで、ワークブックのパ

フォーマンスを最適化できます。詳細については、クエリキャッシュとビューの高速化のデータ鮮度ポ

リシーの設定を参照してください。
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パブリッシュされたデータソースの名前を変更する

Tableau CloudおよびTableau Serverで、保存権限のある、パブリッシュされたデータソースの名

前を変更できるようになりました。パブリッシュされたデータソースの名前を変更するには、[その他

のアクション]メニューをクリックし、ワークブックの名前を変更するのと同じように [名前の変更 ]を選

択します。「データソースREST APIの更新」を使用して、パブリッシュされたデータソースの名前

を変更することもできます。パブリッシュされたデータソースの名前が変更されると、次のデータソー

スの更新が完了した後に、そのデータソースを使用するすべてのワークブックで新しい名前が使用

されます。詳細については、「パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス」を参照してくださ

い。
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軸のアニメーションを使用して、スケールの変化を確認して理解する

軸のアニメーションが、Tableau Desktop、Tableau Cloud、およびTableau Serverで利用できるよ

うになりました。たとえば、Vizをフィルター処理して新しいデータグループを含めると、新しい値が追

加されたために軸のスケールが変化することがわかります。軸のアニメーションを使用すると、コンテ

キスト内のスケールの変化を確認できるため、データについてより適切な結論を出すことができま

す。詳細については、「アニメーションの書式設定」を参照してください。

高度なフィルター処理を使用する

以前はTableau Desktopでのみ使用可能だった高度なフィルター処理を、Tableauを使用する

任意の場所から使用できるようになりました。ワイルドカードを使用して、フィルター条件に一致する

文字列をフィルター処理します。または、[条件 ]や [上位 N個 ]のフィルターで機能する数式を作

成します。詳細については、「カテゴリデータ(ディメンション)のフィルター」を参照してください。
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メトリクスの新しいパーミッション機能を設定する

「メトリクスの作成または更新」のパーミッション機能がワークブックに追加されました。詳細について

は、「パーミッション」トピックのパーミッションの機能とテンプレート」を参照してください。

2021.3より前は、「メトリクスの作成または更新」機能は、「フルデータのダウンロード」機能で制

御されていました。2021.3より前に作成したワークブックでは、「フルデータのダウンロード」機能を

使用できていたユーザーは、「メトリクスの作成または更新」機能を使用できます。

この新機能によりデータをよりきめ細かく制御できるため、ユーザーに対して、ビューでのフルデータ

の表示またはダウンロードを禁止しながら、メトリクスの作成を許可できます。

新しいサイト設定と「データの説明を見る」を実行するパーミッション機能を使用して、「データの説

明を見る」へのアクセスを制御する

Tableau管理者は、サイト設定で「データの説明を見る」の利用可否を制御できるようになりまし

た。2021.3より前は、「データの説明を見る」を有効または無効にする機能は、tsm構成設定オ

プションであるExplainDataEnabledを使用して、サーバーレベルでのみ制御していました。

作成者は、「データの説明を見る」を実行するパーミッション機能を使用して、ワークブックのレベル

で「データの説明を見る」の利用可否を制御できるようになりました。詳細については、「パーミッ

ション」トピックの「データの説明を見る」を参照してください。

注 : 「データの説明を見る」を表示モードで使用できるようにするには、ワークブックの作成者

は、[「データの説明を見る」設定 ]ダイアログボックスで、[オンラインで表示するときに、この

ワークブックで「データの説明を見る」を使用できるようにする]オプションも選択する必要があ

ります。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの制御を参照してください。

アイテムごとのタグの数を制限する

新しい設定を使用すると、ワークブックやメトリクスなどのTableauコンテンツや、データベースや

テーブルなどの外部アセットにユーザーが追加できるタグの数を制限できます。この設定により、タ

グがリソース消費の問題を引き起こさないようにできます。タグの制限数を小さくすると、新しいタグ

は制限を超えて追加されませんが、既存のタグはアイテムの制限を超えていても削除されません。

詳細については、サイト設定リファレンスを参照してください。
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JDBC接続またはODBC接続のカスタマイズをBridgeが使用していることを確認する

Tableauデータベースカスタマイズ (TDC)ファイルを使用して汎用的な JDBC接続またはODBC

接続をカスタマイズする場合は、汎用 JDBCまたはODBC接続に .tdcファイルを使用で説明され

ている手順を使用して、これらのカスタマイズがBridgeでも使用されていることを確認できます。

JSONログを使用してBridgeの更新をモニタリングする

BridgeクライアントのJSONログファイルに接続して、更新ジョブをモニタリングするためのデータ

ソースとビューを作成します。詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してくださ

い。

「データに聞く」レンズの作成者にフィードバックを提供する

レンズの構造や「データに聞く」の活用方法について質問がある場合、作者に直接フィードバックを

送信できます。

1.「データに聞く」のクエリボックスの左側にある「i」アイコンをクリックします。

3.ヒントダイアログの下部にある[レンズ作成者に連絡 ]をクリックします。

このオプションはデフォルトで有効になっていますが、レンズの作成者は、ユーザーがレンズに関する

質問をメールで送信できるようにします。の手順に従ってこのオプションを非表示にすることができま

す。
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「データに聞く」の分析関数用に予約済みの用語を使用する

以前は、データソースのフィールド名と値に含まれる分析用語は、「データに聞く」によって無視さ

れていました。現在は、「average (平均 )」、「group (グループ)」、「filter (フィルター)」、「limit (制

限 )」、「sort (並べ替え)」、「date (日付 )」などの用語は、他の形式のデータと同じように扱われる

ため、内容を変更することなくデータソースを分析できるようになりました。

「データに聞く」のテーブル計算にアクセスする

パブリッシュされたデータソースに、集計または並べ替えのテーブル計算のある計算フィールドが含

まれている場合でも、「データに聞く」は、他のフィールドと同じようにそれらのインデックスを作成して

分析できるようになりました。データをフィルター処理または制限するテーブル計算はサポートされ

ていません。

「データに聞く」でより長いフィールド値を使用する

「データに聞く」は、以前の制限である10,000をはるかに超える、最大 200,000文字の長さの

フィールド値にインデックスを付けることができるようになりました。

Dremio用カスタムOAuthの設定

バージョン2021.3以降、Dremio用カスタムOAuthを設定できます。詳細については、OAuth接

続を参照してください。

アドオン

Tableau Catalog -データ管理アドオンの一部

継承された説明がWeb 作成で表示される-フィールドの説明がフィールドのアップストリームに存

在する場合、説明の継承元に関する情報とともに、説明がWeb作成に表示されるようになりま

した。詳細については、Tableau DesktopとWeb Authoringのヘルプの「パブリッシュされたデータ

ソースのフィールドの説明」を参照してください。

個人用スペースのアセットにインデックスを付ける- Tableau Catalogは個人用スペースのアセット

にインデックスを付けることができますが、系列ツールを参照するユーザーには、個人用スペースの

ワークブックに関する情報ではなく、「パーミッションが必要」と表示されます。
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データ品質警告をサブスクリプションメールに表示する -ワークブックまたはビューのアップストリーム

アセットに警告がある場合、サブスクリプションメールにデータ品質警告を含めることができます。詳

細については、サブスクリプションのデータ品質に関する警告を参照してください。

2021年 8月の追加

色分けされたデータ型と、制限と並べ替えに関する簡素化された表現を「データに聞く」で表示す

る

「データに聞く」でクエリを作成すると、数字、テキスト文字列、表などのデータ型を識別する色分け

された便利なアイコンが表示されます。フィルターの制限と並べ替えの表現も簡素化され、「データ

に聞く」によるクエリの解釈がより明確になりました。

「データに聞く」の解釈に使用される要素を特定する

「データに聞く」では、入力した内容がどのように解釈で使用されるかについて、視覚的なフィード

バックが追加されました。無視された単語はグレー表示されます。その他の単語にカーソルを合わ

せると、その単語が上記の解釈にどのように組み込まれているかがわかります。
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「データに聞く」レンズのフィールドの説明を編集する

レンズの作成者は、ユーザーがフィールドにカーソルを合わせたときに表示される説明をカスタマイ

ズできるようになり、レンズユーザーの人たちにフィールドの目的をより適切に説明できるようになり

ました。説明の内容を変更するには、フィールド名の右にある鉛筆アイコンをクリックします。

2021年 6月の追加

TableauでMFAを使用

セキュリティ環境が変化し、ユーザーの認証資格情報を危険にさらす脅威が一般的になるにつれ

て、組織とユーザーを保護するための強力なセキュリティ対策を実装することが重要になっていま

す。組織がシングルサインオン(SSO)の IDプロバイダー (IdP)と直接連携していない場合は、

Tableau認証で多要素認証 (MFA)を有効にして、ユーザーのサインインプロセスをより安全にす

ることができます。

詳細については、次のいずれかを参照してください。

l サイト管理者の場合は、多要素認証とTableau Cloudについてを参照してください。

l ユーザーの場合は、多要素認証への登録を参照してください。
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「データに聞く」の合理化されたサイト設定

「データに聞く」の合理化されたサイト設定では、すべてのデータソースに対してサイト全体で機能

を無効または有効にできるようになりました。サイト全体で有効になっている場合、インデックス作

成の頻度はデータソースごとにカスタマイズできます。詳細については、サイトでの「データに聞く」

(Ask Data)機能の無効化または有効化を参照してください。

コレクション内のアイテムを整理する

コレクションは、ユーザーが自分にとって意味のある方法でコンテンツを整理できるようにするプレイリ

ストのようなものです。Viewer、Explorer、Creatorはすべて、コレクションを作成して共有できます。

詳細については、「コレクション内のアイテムを整理する」を参照してください。

コレクションの限定プレビューに参加した場合、パブリックコレクションを制御するためのサイト設定は

存在しません。現在、コレクションのパーミッションは、他のタイプのコンテンツと同じ方法で制御され

ます。詳細については、「コレクションのパーミッション」を参照してください。

Salesforceデータを使用してワークブックを作成する

SalesforceデータをTableau Cloudに統合して、サイトのユーザー向けのスターターコンテンツを作

成できるようになりました。Salesforceに接続すると、すぐに使用できるワークブックとデータソースが

Tableauで公開され、セールスクラウドとサービスクラウドで分析を迅速に開始できるようになりま

す。詳細については、Salesforceデータを使用したワークブックの作成を参照してください。

Webオーサリングで抽出の設定を構成する

Webオーサリングで作成する抽出の設定を構成できるようになりました。必要に応じて、抽出内の

データの保存方法、フィルターの定義方法、およびデータ量の制限方法をTableauに指示するオ

プションを設定できます。詳細については、Web上での抽出の作成を参照してください。

Einstein Discoveryの予測をWeb上の準備フローに取り入れる

バージョン2021.2以降、Einstein Discoveryに組み込まれている予測モデルをWeb上の準備フ

ローに直接取り込むことができるようになりました。

Tableau Software 27

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/collections.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/permissions.htm#collections


注 :この機能を使用するには、Einstein Discoveryにアクセスするように構成された

Salesforceライセンスとユーザーアカウントが必要です。

機械学習と人工知能の力を利用して、フローデータを一括スコアリングし、行レベルで予測結果

の新しいフィールドを生成できます。また、予測結果に影響したフィールドに関するデータを含める

ために、上位の予測変数と推奨される改善フィールドを追加できます。予測ステップをフローに追

加し、Einstein Discoveryにサインインして、デプロイされたモデルから選択し、それらをフローデー

タに適用します。次に、フロー出力を生成し、新しいデータソースを使用してTableauで予測され

た結果を分析します。この機能はTableau Prep Builderバージョン2021.1.3で初めて導入され

ました。詳細については、Tableau Prepヘルプの「フローにEinstein Discovery Predictionsを追

加する」およびWeb上でのフローの作成と操作を参照してください。

サイト内の複数の分析拡張機能

バージョン2020.2以降、サイトごとに複数の分析拡張機能の接続を作成できるようになりまし

た。つまり、言語や接続の要件が異なる組織で、同じTableau Serverサイトで分析拡張機能を

使用でき、ワークブックごとに使用する接続が異なります。サイトの分析拡張機能の構成について

は、分析拡張機能を使用した接続の構成を参照してください。分析拡張機能の使用について

は、「分析拡張機能を使用した式の受け渡し」(Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ)を参照

してください。

注 : 2021.2の時点では、Einstein Discoveryの分析拡張機能はサイトごとに1つに制限されてい

ます。

パブリッシュされたダッシュボードで「データの説明を見る」の説明を共有する

「データの説明を見る」のユーザーインターフェイスを検討し直し、幅広いビジネスユーザー向けに

最適化しました。作成者 (Creatorまたは編集権限のあるExplorer)は、公開されたワークブック

のダッシュボードとシートの閲覧者に対して、「データの説明を見る」を有効化できるようになりまし

た。閲覧者は、ビュー内の関心のあるマークを選択し、「データの説明を見る」を実行して、以前

よりも深くデータを探索できます。
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表示モードでの「データの説明を見る」へのアクセスはデフォルトで有効になっていないため、作成者

はこのオプションを有効にする必要があります。表示モードで「データの説明を見る」を有効にする

方法については、「データの説明を見る」へのアクセスの制御を参照してください。

「データの説明を見る」の詳細については、「データの説明を見る」を使用して、インサイトをより早く

発見する、「データの説明を見る」を使い始める、「データの説明を見る」を使用する場合の要件と

考慮事項を参照してください。

カスタムOAuthを構成する

サイト管理者は、サイトのカスタムOAuthクライアントを構成して、デフォルトのOAuthクライアント

を上書きできるようになりました。詳細については、カスタムOAuthを構成するを参照してください。

Bridgeを使用してより多くのデータを最新の状態に保つ

Bridgeに、次のコネクタのサポートが追加されました。

l Alibaba AnalyticsDB for MySQL
l Alibaba Data Lake Analytics
l Databricks
l Denodo
l Impala
l Kyvos

Bridgeの接続の詳細については、Bridgeを使用した接続を参照してください。

新しい管理者インサイトデータソースを探索する

新しい管理者インサイトデータソースを使用すると、Tableau Cloudサイトの可視性が高まりま

す。グループデータソースに接続して、ユーザーのグループへのメンバーシップを確認したり、サイト

コンテンツデータソースに接続して、サイトのコンテンツアイテムに関するガバナンス情報を確認した

りできるようになりました。詳細については、管理者インサイトを使用したカスタムビューの作成を参

照してください。

Tableau Catalog -データ管理アドオンの一部

フィールドの説明の追加 -公開されたデータソースのフィールドについての説明を追加して、データ

ソースページの [系列 ]タブの [説明 ]列に表示できます。ビジュアライゼーションを作成すると、[デー
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タ]タブにもその説明が表示されます。詳細については、Tableau DesktopとWeb Authoringのヘ

ルプの「パブリッシュされたデータソースのフィールドの説明」を参照してください。

データ品質に関する警告の更新

l 警告メッセージ用のフォーマットされたテキストのサポート-データ品質に関する警告メッ

セージを作成または編集するときに、太字、下線、および斜体でテキストを書式設定した

り、リンクや画像を含めたりすることができるようになりました。詳細については、データ品質

に関する警告の設定を参照してください。

l 警告に必要なメッセージ -データ品質に関する警告を作成するときに、ユーザーに表示す

るメッセージを入力することが必要になりました。(抽出の更新またはフローの失敗を監視す

るようにTableauを設定しているときは、その結果生成される警告には適用されません)詳
細については、データ品質に関する警告の設定を参照してください。

継承された説明が Tableau Desktop に表示される-フィールドの説明がフィールドの上流に存

在する場合、説明の継承元に関する情報とともに、説明がTableau Desktopに表示されるよう

になりました。詳細については、Tableau DesktopとWeb Authoringのヘルプの「パブリッシュされた

データソースのフィールドの説明」を参照してください。

テーブルのフルネームが表示される-テーブルのフルネームがテーブルページに追加されました。

タグによるフィルター - [接続先 ]ダイアログボックスで、データベース、ファイル、およびテーブルをタグ

でフィルターできるようになりました。

埋め込みまたは非埋め込みによるフィルター - [外部アセット]ページで、データベース、ファイル、お

よびテーブルをアセットカテゴリ(埋め込みまたは非埋め込み)でフィルターできるようになりました。

Web上でパラメーターアクションを作成する

Tableau CloudとTableau Serverの両方でパラメーターアクションを作成できるようになりました。

パラメーターアクションを作成するとき、vizでデータを表示する方法をカスタマイズします。また、

ユーザーは、vizと直接対話することにより、パラメーター値を変更できます。詳細については、「パ

ラメーターアクション」を参照してください。

Web上でセットアクションを作成する

Tableau CloudとTableau Serverの両方でセットアクションを作成できるようになりました。セット

を使用してデータのサブセットを定義し、次に、セットアクションを使用して、セット内のメンバーを

30 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/qs_content_page.htm#describe-fields-in-a-published-data-source
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/qs_content_page.htm#describe-fields-in-a-published-data-source
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/qs_content_page.htm#describe-fields-in-a-published-data-source
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/actions_parameters.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/actions_parameters.htm


ビュー内の他のデータと比較する方法を制御します。詳細については、「セットアクション」を参照し

てください。

2021年 4月の追加

Salesforce認証

組織でSalesforceを使用している場合、OpenID Connectを使用したシングルサインオンで

Salesforceアカウントを使用するようにTableau Cloudを設定できます。Salesforce認証を有効

にすると、ユーザーはSalesforceサインインページに誘導され、認証資格情報を入力するように

求められます。この情報は、Salesforceで保存および管理されています。最小限の構成が必要に

なる場合があります。Salesforce認証を参照してください。

2021年 3月の追加

リニューアルされた通知センターで新しいコメントや共有の通知を確認する

Tableauサイトの右上隅にあるベルアイコンを選択して、新しいコメントや共有の通知を表示でき

るようになりました。再設計された通知センターには、フローおよび抽出ジョブの更新も表示されま

す。この更新では、古い通知は引き続きメールで送信されますが、通知センターには表示されませ

ん。メールで古い通知を引き続き受信するには、サイト設定に移動します。[通知の管理 ]で、通

知のタイプごとに [メール]を選択します。詳細については、「Tableauサイトの概要」を参照してくだ

さい。詳細については、サイト設定リファレンスを参照してください。

Tableau Catalog -データ管理アドオンの一部

データ品質に関する警告の自動化 -抽出の更新エラーとフローの実行エラーを監視するように

Tableauを設定できます。障害が発生すると、Tableauはデータ品質警告を生成してユーザーに

表示します。詳細については、データ品質に関する警告の設定を参照してください。

クイックサーチ結果の拡張 -クイックサーチ結果に外部アセットのタグが含まれるようになりました。
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Einstein Discovery予測をTableauダッシュボードに追加

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能では、ユーザーがビューでマークを選択すると、予測

が動的に更新され、予測結果の改善案が表示されるようになりました。作成者は、拡張機能オ

ブジェクトをダッシュボードのキャンバスにドラッグし、拡張機能ギャラリーからEinstein Discoveryを

選択し、Tableau Cloudで拡張機能を構成できます。詳細については、「Einstein Discoveryダッ

シュボード拡張機能を使用してTableauで予測を探索する」を参照してください。

SalesforceとTableauで必要なライセンス、アクセス、およびパーミッションについては、「アクセス

要件」を参照してください。

TableauのEinstein Discoveryの概要については、TableauのEinstein Discoveryページと

tableau.comのデモを参照してください。

Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を有効にするために必要な構成ステップの詳細に

ついては、Einstein Discovery統合の構成を参照してください。

2020年 12月の追加

Web上での抽出の作成

Tableau Desktopを使用せずに、Webオーサリングで抽出を直接作成できるようになりました。詳

細については、Web上での抽出の作成を参照してください。既存のワークブックに加えて、新しい

ワークブックを抽出できます。必要に応じて、抽出の作成をバックグラウンドで実行でき、完了する

と通知を受け取ることができます。この機能により、抽出の作成中に作成セッションを閉じることが

できるため、長い時間がかかる可能性のある大規模な抽出で役立ちます。

Web上でのフローの作成と操作

Tableau Prep Builder、Tableau Server、またはTableau Cloudを使用して、フローを作成し、

データのクリーニングと準備が行えるようになりました。データへの接続、新しいフローの作成、およ

び既存のフローの編集を行うことができ、作業は数秒ごとに自動的に保存されます。自分だけが

利用できる下書きフローを作成するか、フローをパブリッシュして他のユーザーが利用できるようにし
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ます。Webから個別のフローを実行するか、Data Management Add-onがある場合は、Tableau

Prep Conductorを使用してスケジュールに従ってフローを自動的に実行します。詳細については、

Web上でのフローの作成と操作を参照してください。

コレクション内のアイテムを整理する(限定プレビュー)

コレクションは、Tableauコンテンツを整理できるプレイリストのようなものです。個人が参照するため

のプライベートコレクションを作成するか、サイト上の他のユーザーが参照できるパブリックコレクショ

ンを作成します。詳細については、「コレクション内のアイテムを整理する」を参照してください。

Tableau管理者は、サイト設定の [Allow public collections (パブリックコレクションを許可する)]
を変更することで、ユーザーがコレクションをパブリックに設定できるかどうかを制御できます。

コレクションは、Tableau Cloudの限定プレビューとして利用できます。サイトがプレビューに含まれて

いなければ、コレクションは表示されません。プレビューに参加したいTableau管理者の方は、こち

らからサインアップしてください。

Tableau Catalogの更新 (Data Management Add-onの一部 )

Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudのライセンスが別途設定されているData

Management Add-onの一部として含まれています。詳細については、Tableau Catalogについて

を参照してください。

このリリースには以下の機能が含まれます。

データ品質に関する警告履歴の管理ビュー -サイト管理者は、データ品質に関する警告履歴

(事前に作成された管理ビュー)を使用して、サイト上でデータ品質に関する警告がどのように使用

されているかを確認できます。詳細については、データ品質に関する警告履歴を参照してくださ

い。

Tableau Desktop で品質に関する警告の詳細を表示する- Tableau Desktopユーザーは、[デー

タ]タブの警告アイコンにカーソルを合わせて、ワークブック内のデータに影響を与えるデータ品質に

関する警告の詳細を確認できます。詳細については、データ品質に関する警告の設定を参照し

てください。
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メトリクスが系列に表示され、データ品質に関する警告が示される-データ品質に関する警告

が、警告の影響を受けるメトリクスに表示されるようになりました。メトリクスは系列ツールにも表示

され、インパクト分析を実行する際に、データの変更がメトリクスにどのような影響を与えるかを確

認できます。詳細については、メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )を参照してくださ

い。

Tableau Prep Conductorの更新 (Data Management Add-onの一部 )

現在、Data Management Add-onは、Tableau Prep Conductorでフローをスケジュール設定およ

び監視するためだけに必要です。他のフロー関連タスクでは、アドオンのライセンスを取得する必

要がなくなりました。詳細については、Tableau Prep Conductorを参照してください。

分析拡張機能

分析拡張機能では、RやPythonなどの言語を含むワークブックや、他のツールやプラットフォーム

を使用して、Tableauの動的な計算を拡張できます。これらの設定エンドポイントを使用すると、

Tableau Cloudのサイトで分析拡張機能を構成できます。分析拡張機能を使用した接続の構

成を参照してください。

「データに聞く」の使用状況および導入の管理ビュー

「データに聞く」の使用状況の新しい管理ビューを使用して、ユーザーがサイトで「データに聞く」を

どのように使用しているかを表示できるようになりました。ダッシュボードでは、見出しの値のメトリク

スとともに、「データに聞く」を頻繁に使用しているユーザー、データソース、およびデータソース所

有者がハイライトされます。詳細については、[「データに聞く」 (Ask Data)の使用状況 ]ビューを参

照してください。

2020年 9月および10月の追加

Bridge (レガシー)スケジュールが新しい場所に移動

データを最新に保つためにBridge (レガシー)スケジュールを使用する必要がある抽出データソー

スの場合、データソースページのアクションメニューの新しい場所からBridge (レガシー)スケジュー

ルを検索して構成できます。詳細については、Bridge更新スケジュールの設定を参照してくださ

い。
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注 :推奨スケジュールの場所は変更されておらず、Online更新スケジュールと引き続き統合されて

います。ただし、推奨スケジュールには、統合をより適切に反映するために「推奨」というラベルが付

かなくなりました。ここで説明するBridge関連の更新はすべて、新しいOnlineスケジュールエクス

ペリエンスをサポートするために行われました。

カスタム抽出更新スケジュール

抽出更新スケジュールは完全にカスタマイズ可能になり、事前に設定されたスケジュールのリストか

ら選択する必要がなくなりました。これで、抽出更新のカスタマイズされた時間単位、日単位、週

単位、および月単位のスケジュールを作成および管理できるようになりました。

詳細については、「Tableau Cloudでの更新のスケジュール」を参照してください。

Webページオブジェクトをオフにする

ダッシュボードのWebページオブジェクトにターゲットURLが表示されないようにするには、サイト設

定で [Web ページオブジェクトを有効にする]をクリアします。

2020年 8月の追加

サイトのタイムゾーンを抽出用に設定する
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サイトでは、抽出ベースのデータソースの既定タイムゾーンは、協定世界時 (UTC)です。サイト

管理者は、別のタイムゾーンを設定できるようになりました。

詳細については、時刻設定の変更を参照してください。

非アクティブなワークブックの抽出更新を自動的に中断する

Tableauではリソースを節約するために、非アクティブなワークブックの抽出更新タスクを自動的に

中断することができます。この機能は抽出の完全更新のみに適用され、抽出の増分更新は対

象外です。また、週に1回以上の頻度で実行する更新スケジュールのみに適用されます。

詳細については、非アクティブなワークブックとデータソースの抽出更新を自動的に一時停止する

を参照してください。

サインイン時にロールを付与するユーザーグループのライセンスを管理する

管理者は、ユーザーグループの最小サイトロールを設定し、そのユーザーグループを作成または

変更するときに、[サインイン時にロールを付与 ]を選択できます。[サインイン時にロールを付与 ]を

有効にすると、管理者はグループごとにサイトロール機能を指定し、ユーザーが実際に必要なとき

にライセンスをプロビジョニングできるため、ライセンスを管理するための手動作業が軽減されます。

管理者は、ユーザーがサインインするまでライセンスの付与を待つことにより、アクティブでないユー

ザーにライセンスを付与することなく、ライセンスプロビジョニングを合理化できます。詳細について

は、サインイン時にライセンスを付与を参照してください。

古いコンテンツをアーカイブ用にタグ付けする

2020.2で導入された [古いコンテンツ]管理ビューには、コンテンツを古いコンテンツとしてタグ付け

できる機能が追加されました。また、ダグ付けされたコンテンツをアーカイブできます。詳細について

は、「古いコンテンツ」を参照してください。

Tableau Catalogの更新 (Data Management Add-onの一部 )

Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudのライセンスが別途設定されている

Data Management Add-onの一部として含まれています。Tableau Catalogの詳細については、

Tableau Catalogについてを参照してください。

このリリースには以下の機能が含まれます。
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Tableau Desktop でデータ品質に関する警告を表示する-データ品質に関する警告が設定され

たTableau Desktopでワークブックを開くと、警告アイコン(青色の円または感嘆符が付いた黄色

い三角形 )がワークブックのシートページの [データ]タブに表示されます。詳細については、データ品

質に関する警告の設定を参照してください。

「機密データ」警告タイプが追加された-この新しい警告タイプを使用して、組織内の機密データ

に対してデータ品質に関する警告を設定できます。詳細については、データ品質に関する警告の

設定を参照してください。

埋め込みアセットは外部アセットにリストされる- [外部アセット]ページにリストされた埋め込みアセッ

トを表示できます。詳細については、インパクト分析での系列の使用を参照してください。

外部アセットにタグ付け -データベース、テーブル、および列にタグを追加します。特に個人を特定

できる情報 (PII)が含まれたテーブルや列にタグを付けることができます。詳細については、Tableau

DesktopとWeb作成ヘルプの「タグアイテム」を参照してください。

Webの作成とビューの操作

Webの作成とビューの操作に関する新たな機能と拡張については、「Tableauユーザー向け新機

能」および「Web作成とTableau Desktop機能の比較」を参照してください。Web作成とビューの

操作に関連するトピックについては、「WebでのTableauの使用」を参照してください。

2020年 6月の追加

Tableau Bridge

Bridge のアップグレードやインストールは不要 – パブリッシャー向け

オンプレミスのリレーショナルデータに接続するデータソースのみを使用するパブリッシャーの場合、

現在のクライアントを維持したり、最新のクライアントにアップグレードしたりする必要がなくなります。

推奨スケジュール (次のブレット)を使用して更新スケジュールを移行する場合、管理者が少なくと

も1つのBridge 2020.2クライアントをインストールして設定している限り、準備は既に完了してい

ます。詳細については、Bridge更新スケジュールの設定を参照してください。

統合された抽出更新スケジュール
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現在、Bridgeの推奨スケジュールは、Tableau Cloudの更新スケジュールと統合されています。パ

ブリッシャーの場合、統合された更新スケジュール ([推奨 ]スケジュールと呼ばれる)には次の利点

があります。

l 独自のデータソースを管理するための制御性と柔軟性が向上します。

l 接続認証資格情報の更新など、特定のデータソースを管理する際にサイト管理者への

依存が軽減されます。

詳細については、OnlineスケジュールとBridge (レガシー)スケジュールを参照してください。

プライベートクラウドデータを最新の状態に維持する

Bridgeを使用して、プライベートネットワーク内からのみアクセス可能なクラウドデータを最新の状

態に維持します。詳細については、プライベートクラウドデータにBridgeを使用するを参照してく

ださい。

抽出更新に対して有効化されたプール

クライアントは、ネットワーク内のすべての2020.2クライアントで、ライブクエリに加えて抽出更新を

プールできます。サイト管理者の場合、抽出更新のプールには次の利点があります。

l 可用性の提供、スループット、遅延に関して集中できます。

l ライブクエリと抽出更新のワークロードの特性に合わせてクライアントプールの構成を最適

化できます。

詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してください。

更新された [設定 ] ページ

38 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



サイト管理者はBridgeの簡素化された [設定 ]ページを使用して、プールに含めるクライアントまた

はプールから除外するクライアントを構成したり、警告アイコンを表示することにより、最新バージョン

にアップグレードする必要があるクライアントを簡単に把握したりできます。詳細については、Bridge

クライアントのプールの構成を参照してください。

注 :警告アイコンは、ダウンロード可能な新しいクライアントがある場合にのみ表示されます。警告

アイコンは、クライアントまたは関連するBridgeデータソースに問題があることを示すものではありま

せん。

2020年 5月の追加

抽出更新のサイト容量の更新

サイトのパフォーマンスを向上させ、一貫したスケジュールエクスペリエンスを確保するために、サイト

には、1日の同時抽出更新の容量が割り当てられます。詳細については、Tableau Cloudサイト

の容量を参照してください。

複数テーブルの分析にリレーションシップを使用してデータを組み合わせる

関係は、Tableauで複数テーブルの分析を行うためにデータを組み合わせる新しい柔軟性の高い

方法です。現在、データソースは、新しい論理レイヤーで複数テーブルのデータモデルに対応して

います。Tableauでは、データソース内の個別のテーブルを認識し、各テーブルのネイティブの詳細

レベルで集計を実行します。

Creatorは、リレーションシップを使用してテーブルを組み合わせることができます。論理テーブル間

の関係を使用すると、平均や合計などの集計をコントロールする特殊な計算を作成しなくても、

複数テーブルのデータを適切な詳細レベルで簡単に検索して分析できます。
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関係の結合タイプを指定する必要はありません。Tableauでは、ワークシート内の分析のフィール

ドとコンテキストに基づいて、適切な結合タイプが自動的に選択されます。

注 : Tableau ServerやTableau CloudのWeb作成の [データソース]ページで関係を編集

できるようにするには、ワークブックで埋め込みデータソースを使用する必要があります。パブ

リッシュされたデータソースのデータモデルを編集することはできません。

複数テーブルの分析に対応するために、Tableauインターフェイスのいくつかの部分が変更されま

した。[データソース]ページ (キャンバス、データグリッド)、[データの表示 ]ウィンドウ、ワークシートの

[データ]ペインが更新され、複数テーブルの分析が可能になりました。詳細については、「インター

フェイスのさまざまな部分に対する変更」を参照してください。

注 : Tableau 2020.2以降、データの表示の列の順序が変更されました。この変更は、関係

と論理テーブルをサポートするために必要なものです。詳細については、「Tableau 2020.2以

降におけるデータの表示の列の順序変更」を参照してください。

リレーションシップとデータソースの変更について詳しくは、次のトピックを参照してください。

l 2020.2のデータソースと分析で変更された内容

l 2020.2の関係、データモデル、データソースに関する質問

l Tableauデータモデル

l データの関連付けとパフォーマンスオプションを使用した関係の最適化

l 関係を使用する複数テーブルのデータソースでの分析動作

l 複数テーブルの分析のトラブルシューティング

l チュートリアル:関係を敬遠しないで

次のTableauブログの投稿「関係、パート1: Tableauで新しいデータモデリングを導入する」を参

照してください。

データを追跡するためのメトリクスを作成する

メトリクスはデータの変更を追跡するのに役立ちます。ユーザーはビューからメトリクスを作成し、そ

れらのメトリクスを使用して、日次売上などの主要な数値を監視できます。ユーザーによるメトリク
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スの作成方法については、メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )を参照してください。

Tableau Cloud管理者は、ユーザーがサイトのメトリクスを作成したり、無効にできることを確認し

てください。詳細については、メトリクスのセットアップを参照してください。

セットコントロールを追加して、ユーザーがセットのメンバーをすぐに変更できるようにする

セットコントロールを使用すると、閲覧者は編集モードを使用せずにセットメンバーを選択できま

す。ユーザーは、ビュー内のカードを直接操作することで、セットのメンバーの追加や削除が簡単に

行えます。セットアクションと組み合わせることで、2つの強力で補完的な機能が備わるため、興味

のあるセットを簡単に視覚化できます。
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詳細については、「セットの作成」を参照してください。またはブログ投稿の「セットコントロールを使

用したユーザーフレンドリーなパッケージでの強力な分析 (英語 )」をチェックしてください。

Vizを直接操作して、セットの値の追加と削除を行う

セットアクションを使用すると、あなたとユーザーはビジュアライゼーションそのものを操作して、セット

に値を追加・削除できます。これは、Vizを直接操作して、どのマークを含めたり除外するかを選

択するだけで行えます。新しいセットコントロール機能と組み合わせることで、2つの強力な分析

機能が備わるため、データをさらに深く洞察できます。
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詳細については、「セットアクション」を参照してください。

ブラウザにワークブックをアップロードして開く

Tableauワークブックは、Tableau Desktop、REST API、TabCmdを使用してパブリッシュしなくて

も、Tableauサイトにアップロードできるようになりました。Tableauサイトでは、Creatorまたは

Explorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持つユーザーは、[新規 ] > [Workbook Upload (ワー

クブックのアップロード)]を選択して、twbまたは .twbxファイル (最大 50 MB)をプロジェクトにアップ

ロードできます。詳細については、「Tableauサイトへのワークブックのアップロード」を参照してくださ

い。
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Tableau Cloudで自宅からダッシュボードスターターにアクセスする

サイト管理者のCreatorは、Tableau Cloudのホームページからダッシュボードスターターにアクセ

スできるようになりました。これらの事前に設計されたダッシュボードを使用して、Salesforceや

ServiceNow ITSMなどの一般的なビジネスアプリケーションのデータを迅速に視覚化します。詳

細については、アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化するを参照してください。

Tableau Catalogの更新 (Data Management Add-onの一部 )

Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudのライセンスが別途設定されている

Data Management Add-onの一部として含まれています。Tableau Catalogの詳細については、

Tableau Catalogについてを参照してください。

このリリースには以下の機能が含まれます。

重要な警告を強調表示する:データ品質に関する警告を強調表示するよう設定すると、警告の

影響を受けるビジュアライゼーションのユーザーに通知が表示され、その警告はTableauのどの場

所よりも目立つ黄色で表示されます。詳細については、データ品質に関する警告の設定と、

Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの「ビューでのデータの探索と分析」で「[データの詳細 ]を使

用したビジュアライゼーション情報の表示」を参照してください。

[系列 ] ペインにダッシュボードが表示される: [系列 ]ペインでダッシュボード項目を選択すると、ダウ

ンストリームダッシュボードのリストを表示できます。詳細については、インパクト分析での系列の

使用を参照してください。

認証状況とデータ品質に関する警告により外部アセットをフィルターする:検索を使用して外部ア

セットの選択肢を絞り込むことに加えて、データベース、ファイル、テーブルを認証状況とデータ品

質に関する警告でフィルターできるようになりました。

接続時に使用できるその他のフィルター:データに接続するときに、接続のタイプに基づいてデータ

ベースとテーブルをフィルターできます。

新機能の詳細

Web作成やWeb上のビューを使用した操作に関する新機能や新たに拡張された機能は、

「Tableauユーザー向け新機能」と「Web作成とTableau Desktop機能の比較」に一覧表示さ
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れています。Web作成とビューの操作に関連するトピックについては、「WebでのTableauの使

用」を参照してください。

2020年 2月の追加

動的パラメーターによるパラメーターの自動更新

パラメーターの現在の値を、ビューに依存しない単一値計算の結果として設定できるようになりまし

た。また、データソース列に基づいてパラメーター値のリスト(ドメイン)を更新することもできます。つ

まり、Tableauでワークブックを開き、パラメーターによって参照されるデータソースに接続するたび

に、ワークブック内でそのパラメーターを参照するすべての場所で最新の値またはドメインが使用さ

れます。
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詳細については、「パラメーターの作成」を参照してください。

外部アイデンティティプロバイダーを介したユーザープロビジョニングとグループ同期の自動化

IDプロバイダ(IdP)を使用して、Tableau Cloudのユーザーの追加または削除を自動化したり、グ

ループのメンバーの追加または削除を自動化したりできます。Tableau Cloud IdPユーザー管理は

クロスドメインID管理システム (SCIM)標準を使用しています。これはユーザー ID情報の交換を

自動化するためのオープン標準です。現在、以下の IdPのSCIMをサポートしています。

l Okta
l OneLogin

SCIMは、Tableau Cloudなどのクラウドアプリケーションでユーザーをプロビジョニングするのに使

用されます。クラウドIdPでは、アプリケーションとグループへのユーザーの割り当てを含め、ユーザー

IDの一元的な管理が行われます。IdPはSCIM標準を使用することで、「ダウンストリーム」のア

プリケーションが IdPでセットアップされたプロビジョニング割り当てと同期されるようにします。この方

法でユーザー管理を行うと、セキュリティが向上し、Tableau Cloudのサイト管理者がサイトユー

ザーとグループメンバーシップの管理のために手動で行う必要がある作業量が大幅に低減しま

す。

詳細については、外部 IDプロバイダーを介したユーザープロビジョニングおよびグループ同期の自

動化を参照してください。

ログインベースのライセンス管理のサポート

ログインベースのライセンス管理 によって、Tableau ServerとTableau CloudでCreatorロールを

持つユーザーのライセンスを管理できます。ExplorerまたはViewerのロールを持つユーザーは、こ

の機能を使用できません。Tableau ServerまたはTableau Cloudでロールベースのサブスクリプ

ションを使用している場合は、ログインベースのライセンス管理 を使用してライセンス管理を簡略

化し、個別のTableau DesktopおよびTableau Prep Builderプロダクトキーを削減できます。管

理する必要があるのは、オンプレミスのTableau Server用の1つまたは複数のプロダクトキーだけ

です。Tableau Cloudの場合は、プロダクトキーを管理する必要は全くありません。

詳細については、「ログインベースのライセンス管理を使用したTableauのライセンス認証」を参照

してください。
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パーミッションダイアログの更新

新しいパーミッションダイアログでは、パーミッションをより迅速に設定できます。新しいパーミッション

テンプレートと機能グループは、一般的なユーザーシナリオに適しています。ダブルクリックで編集

モードを開始できる直接編集により、パーミッションルールの編集をこれまで以上に簡単に行えま

す。選択内容を事前に指定せずに、グループとユーザーを同時に検索できます。カスタムのパーミッ

ションルールをコピーし、別のグループやユーザーに貼り付けることができます。また、新しい設定に

より、より直感的にプロジェクト管理をプロジェクトリーダーに引き渡すことができます。パーミッション

の詳細については、「パーミッション」を参照してください。

ネストされたプロジェクトのロック

パーミッションの規制をより柔軟に行えるようになりました。ネストされたプロジェクトで、プロジェクトの

パーミッションを個別にロックできます。最上位のプロジェクトを、さまざまなパーミッションモデルを持

つプロジェクトの組織用コンテナとして使用できます。管理者以外のユーザーが、ロックされた新しい

プロジェクトを作成できます。詳細については、「コンテンツパーミッションをロックする」を参照してくだ

さい。

[今すぐ実行 ]設定

この新しい設定により、管理者は、ユーザーが抽出更新、フロー実行、サブスクリプションを手動で

実行することを許可するかブロックするかを構成できます。[今すぐ実行 ]設定は [全般 ]設定ページ

にあり、既定ではユーザーがジョブを手動で実行できるように選択されています。

Tableau Catalogの更新 (Data Management Add-onの一部 )

Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudのライセンスが別途設定されているData

Management Add-onの一部として含まれています。Tableau Catalogの詳細については、

Tableau Catalogについてを参照してください。

このリリースには以下の機能が含まれます。

追加されたコネクタ-より多くの外部アセットのデータに接続できます。Google Big Query、Google

ドライブ、Googleスプレッドシート、Box、Dropbox、OneDrive用のコネクタのサポートが追加され

ました。
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ワークブックの作成 - [外部アセット]ページのほか、Catalogでサポートされる接続用のデータベー

スやテーブルのページからワークブックを作成できます。詳細については、Tableau DesktopとWeb

作成ヘルプの「Creators: Web作成入門」で「Tableau Catalogユーザーが外部アセットからワー

クブックを作成する」を参照してください。

認証状況とデータ品質に関する警告によるフィルター:データソース、データベース、ファイル、テー

ブルは認証状況で、データソースは接続で、データベースとテーブルはデータ品質に関する警告

で、それぞれフィルターできます。詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプで、

「Creators: Web上のデータへの接続」の「[データに接続 ]ページを開く」か、「Tableau Serverま

たはTableau Cloudを使用したデータへの接続」の「Tableau Desktopからの接続」を参照してく

ださい。

拡張された [データの詳細 ] ペイン-

l 過去 12週間にシートまたはダッシュボードが参照された回数を示すスパークラインが表示

されます。

l ビューに警告があることを簡単に確認できます。

l フィールドを拡張すると、説明や計算などのメタデータが表示されます。

l ワークブック内のフィールドが説明を継承している場合は、説明の元の場所を確認できま

す。

詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの「ビューでのデータの探索と分析」

で「[データの詳細 ]を使用したビジュアライゼーション情報の表示」を参照してください。

2019年 10月の追加

Webの作成とビューの操作

Web作成やWeb上のビューを使用した操作に関連する新機能および新たに拡張された機能の

包括的なリストについては、「Tableauユーザー向け新機能」および「Web作成とTableau

Desktop機能の比較」の「データの準備、作成、表示をWebで行う」の下に記載されている機

能を参照してください。Web作成とビューの操作に関連するトピックについては、「Webでの

Tableauの使用」を参照してください。
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ビューの推奨

Tableau Cloudで、ユーザーが関連するコンテンツを見つけるのに役立つビューの推奨を提供する

ようになりました。これらの推奨の詳細については、「お勧めビューを見つける」を参照してください。

[設定 ]ページの [ビューの推奨 ]でオプションを調整することで、推奨をサイトに表示するかどうか、ま

たは推奨ツールヒントにユーザー名を表示するかどうかを制御できます。

テーブルのビジュアライゼーションに関する機能強化

作成者は、最大 50列の幅広いテーブルを作成できるようになりました。さらに、不連続フィールド

を持つ幅の広いテーブルで左右にスクロールできるようになりました。詳細については、「テーブル構

造の定義」を参照してください。また、datavis.blogでTableau Public Ambassador、Marc Reidに

よる投稿「50-column tables」も参照してください。

Web上での抽出の作成

Tableau Desktopを使用せずに、ブラウザーで抽出を作成できるようになりました。詳細について

は、Web上での抽出の作成を参照してください。また、tabcmdの新しいcreateextractsコマ

ンドとdeleteextractsコマンドを使用して、パブリッシュされたワークブックまたはデータソースの

抽出を作成、削除することもできるようになりました。詳細については、tabcmdコマンドを参照して

ください。

管理者インサイトでビューの読み込み回数を取得する(ベータ版 )

管理者インサイトの最新バージョンに、[Viz Load Time Drilldown (Viz の読み込み回数に関す

る詳細 )]ダッシュボードと[TS Web 要求 ]データソースが含まれるようになりました。両方のリソース

を使用すると、ビューを作成しているユーザーが、それらのビューを使用しているユーザーのエクスペリ

エンスをより深く理解できるようになります。詳細については、事前作成されたワークブックを確認す

るおよびデータソースを確認するを参照してください。

ダッシュボードとデータソースは、要求に応じリリース内のベータ機能として使用できます。ベータ版

に参加したり、新しい管理者インサイトコンテンツに関する考えやアイデアを提供したりするには、

Early Feedbackにサインインします。
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Tableau Bridgeクライアントが実行されていないときにメール通知を無効にする

スケジュールされた更新がスケジュール外で実行中と表示される場合、または実行中でないクライ

アントに関する通知を停止する場合は、メール通知を無効にできます。詳細については、Bridge

クライアントの設定の変更を参照してください。

アクセス権の要求

ユーザーは、表示パーミッションがないプロジェクト、ワークブック、またはビューを表示するためのアク

セス権を要求できるようになりました。コンテンツへのアクセス権を要求すると、Tableauはそのコン

テンツのパーミッションを管理するユーザーに、要求に関する情報とアクセス変更の手順が含まれ

たメールを送信します。パーミッションの管理に関する詳細については、パーミッションを参照してく

ださい。

ユーザー情報の表示制限

[ユーザーの表示状態 ]サイト設定を使用すると、管理者は、ViewerおよびExplorerサイトロー

ルを持つユーザーにサイト上の他のユーザーやグループを表示されるかを管理することができます。

これは複数のクライアントにより使用されているサイトで重要な場合があります。[ユーザーの表示

状態 ]が [Limited (制限 )]に設定されている場合、ExplorerとViewerは、他のユーザーに関す

る情報 (別名、プロジェクトの所有権、コメントなど)を表示できません。Creatorと管理者 (サイト

管理者 Explorerを含む)は、引き続きユーザー情報を表示できます。既定では [ユーザーの表示

状態 ]は [フル]に設定されています。詳細については、サイトユーザーの表示状態の管理を参照

してください。

サイトでの「データに聞く」機能の有効化または無効化

サイト管理者は、サイト設定の [全般 ]領域で「データに聞く」の可用性を制御できます。詳細に

ついては、サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)機能の無効化または有効化を参照してください。

サンドボックス拡張機能の管理

Tableauでは、Tableauがホストする保護された環境で実行される新しいタイプのダッシュボード

拡張機能である、サンドボックス拡張機能をサポートするようになりました。ネットワーク対応拡張

機能と同様に、サンドボックス拡張機能はWebアプリケーションで、カスタムダッシュボードゾーン

で実行されます。また、Tableau拡張 APIを利用してダッシュボードの残りの部分を操作できま
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す。ネットワーク対応拡張機能にはWebへのフルアクセス権がありますが、サンドボックス拡張機

能はTableauの外部でデータを共有したり、ネットワーク呼び出しを行ったりすることはできません。

サンドボックス拡張機能は、Tableauユーザーと管理者に新しいレベルのセキュリティを提供しま

す。

拡張機能の制御に関する詳細については、Tableau Cloudでのダッシュボードの拡張機能の管理

を参照してください。拡張機能のセキュリティと展開戦略の詳細については、Tableau Serverヘル

プの「拡張機能のセキュリティ」を参照してください。

2019年 9月の追加

イタリア語のサポートを追加

Tableauでイタリア語のサポートが追加されました。現在、次の11種類の言語のいずれかでユー

ザーインターフェイスを表示するようにTableauを設定できます。

l 中国語 (簡体字 )
l 中国語 (繁体字 )
l 英語 (英国 )
l 英語 (米国 )
l フランス語

l ドイツ語

l イタリア語

l 日本語

l 韓国語

l ポルトガル語

l スペイン語

詳細については、Tableauユーザーヘルプの「言語とロケールの変更」を参照してください。

すべてのTableau製品でイタリア語がサポートされることに加えて、ヘルプもこれらの言語で提供さ

れます。希望する言語でヘルプを表示するには、Tableau WebサイトのTableauヘルプページの

下部にスクロールし、フッターから言語を選択します。
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Tableau Data Managementアドオン

Data Managementアドオンは、顧客がTableau ServerまたはTableau Cloud環境でTableau

コンテンツやデータアセットを管理する際に役立つ新しいライセンスです。Data Managementアド

オンにはTableau Prep ConductorおよびTableau Catalogが含まれています。詳細については、

データ管理 についてを参照してください。

Tableau Prep Conductor:データ管理 の一機能

Tableau Prep Conductorは、Tableau ServerやTableau Cloudのライセンスが別途設定されて

いるData Managementアドオンの一部として含まれています。Tableau Prep Conductorは

Tableau Cloudのスケジュール調整機能および追跡機能を活用しているため、データが変更にな

る際に、Tableau Prepにログインして個々のフローを手動で実行するのではなく、フロー実行を自

動化してフロー出力を更新することができます。詳細については、Tableau Prep Conductorを参

照してください。

Tableau Catalogの機能 —データ管理 の一機能

Tableau Catalogは、Tableau ServerやTableau Cloudのライセンスが個別に設定されている

Data Management Add-onに含まれており、データ管理領域でさまざまな機能を使用することが

できます。Tableau Catalogを使用すると、データの検出、データアセットのキュレーション、データ

品質の伝達、インパクト分析の実施、およびTableauコンテンツで使用されるデータ系列の追跡

を実行できます。詳細については、Tableau Catalogについてを参照してください。

TableauメタデータAPI

開発者の方で、Tableau Catalogによりインデックスが作成された、または公開されたメタデータを

利用することに関心がある場合には、TableauメタデータAPIのヘルプを参照してください。
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「データの説明を見る」を使用したビューの検索と調査

「データの説明を見る」を使用すると、Viz内のマークについて調査して新しい点を見つけ、詳しく調

べることができます。「データの説明を見る」にはデータに関する新しいウィンドウがあり、現在の

ビューに含まれないデータソースの潜在的な関連データを含め、選択したマークの統計的説明が

提案されます。

編集パーミッションを持つCreatorおよびExplorerは、Desktopでビューの編集時に「データの説明

を見る」を使用したり、Tableau CloudやTableau ServerでWeb上のビューを編集したりすること

が可能です。

説明によりデータポイントによるマーク値への影響についての情報やビジュアライゼーションが得られ

ます。さらに詳しく調べるには、ビジュアライゼーションを開くことができます。詳細については、

Tableauユーザーヘルプの「「データの説明を見る」を使用したビューの調査」を参照してください。

「データに聞く」の向上

ユーザーは「データに聞く」をHTMLページに埋め込んだり、相対日付フィルターを調整したり、コン

テキストでの上位および下位の外れ値を表示したりすることができるようになりました。詳細につい

Tableau Software 53

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/explain_data.htm


ては、Tableauユーザーヘルプの「「データに聞く」機能を使用した自動的なビューの構築」を参照

してください。

データソース所有者とTableau管理者は、フィールド名に加え、フィールド値の類義語を追加で

きるようになりました。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「「データに聞く」機能のデータを

最適化する」を参照してください。
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ジョブ管理

サイト管理者は、ジョブの表示、監視、管理を行うことができます。詳細については、Tableau

Cloudでのバックグラウンドジョブの管理を参照してください。

2019年 5月の追加

Tableauに使用する言語を10種類から選択
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Tableauでサポートされる言語として、中国語 (繁体字 )と英語 (英国 )の2つが新たに追加され

ました。現在、次の10種類の言語のいずれかでユーザーインターフェイスを表示するように

Tableauを設定できます。

l 中国語 (簡体字 )
l 中国語 (繁体字 )
l 英語 (英国 )
l 英語 (米国 )
l フランス語

l ドイツ語

l 日本語

l 韓国語

l ポルトガル語

l スペイン語

詳細については、Tableauユーザーヘルプの「言語とロケールの変更」を参照してください。

すべてのTableau製品で2つの言語が新たにサポートされることに加えて、ヘルプもこれらの言語

で提供されます。希望する言語でヘルプを表示するには、Tableau WebサイトのTableauヘルプ

ページの下部にスクロールし、フッターから言語を選択します。
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ヘルプのデザイン

各ヘルプページの右下隅には青色の [フィードバックの送信 ]アイコンが表示され、トピック内のコン

テンツに関するご意見を簡単に送信できます。アイコンをクリックすると、トピックが役に立ったかどう

かを当社に知らせたり、改善な必要な点についてコメントしたりすることもできます。

管理者インサイトを使用したカスタム管理ビューの作成

サイトで管理者インサイトプロジェクトを有効にし、Tableau Cloudの導入、サイトトラフィック、ライ

センス割り当てなどに関するカスタム管理ビューを作成します。詳細については、管理者インサイト

を使用したカスタムビューの作成を参照してください。
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未完了の抽出更新に関するメールアラートの構成

Tableau Bridgeがスケジュールされた更新を実行する抽出データソースの所有者は、更新が未

完了の場合にメールアラートを送信するようにTableau Cloudを構成できます。詳細について

は、Bridgeクライアントの設定の変更を参照してください。

Tableau Bridgeの向上

Tableau Bridgeクライアントとワークフローに行われた追加の向上は以下のとおりです。

l クライアントメニューからTableau Bridge関連の管理ビューにアクセスする。

l ライブクエリがクライアントから直接サポートされているかどうかをすばやく特定する。

l クライアントが実行中でないためにスケジュールされた更新を開始できない場合にメールア

ラートを受信する。

注 : Tableau Cloudを2019.2にアップグレードすると、一部のデータソースの所有者に、実

行されていないTableau Bridgeクライアントに関する通知が表示される場合があります。

詳細については、スケジュールされた更新がスケジュール外で実行中と表示される:を参照

してください。

「データに聞く」の向上

ユーザーは「データに聞く」で、会話スタイルで質問し、単純計算を適用するほか、複数のシートを

作成できるようになりました。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「「データに聞く」機能を

使用した自動的なビューの構築」を参照してください。
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データ管理者およびサイト管理者の場合 :

l "year (年 )"および "date (日付 )"のような単語は分析関数で使用するために指定されてい

るため、フィールド名では回避する必要があります。

l フィールド名に対応する同義語を追加する機能はデータソース所有者とTableau管理者

に制限され、ユーザーにとっての使用感の一貫性が高まるようになりました。

l 使用状況分析ダッシュボードでは、最も人気のあるクエリや上位ユーザーなどの有用な情

報が表示されます。

詳細については、Tableauユーザーヘルプの「「データに聞く」機能のデータを最適化する」を参照

してください。

ホームページとナビゲーションの向上

ユーザーと管理者では、新しいナビゲーションの変更とナビゲーションページにより、関連するコンテ

ンツの開始と検索が容易になります。
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l 新しい [ホーム]ページを使用して最近のビューにアクセスし、お気に入りコンテンツを見つけ

て、サイトで人気のある内容を確認します。ウェルカムバナーとアクションは、ユーザーが始

めやすいようにサイトロールに合わせて設定されています。

l 専用の [お気に入り]ページと[最近 ]ページでは、ユーザーが最も重要なコンテンツすべて

にアクセスできます。関連コンテンツを検索するには、各ページの右側にある並べ替えオプ

ションとフィルターオプションを使用します。

l 左側にある新しいナビゲーションパネルでは、[検索 ]ページを含むサイト上の重要なページ

間をすばやくジャンプすることができ、すべてのサイトコンテンツを1つの場所で表示すること

ができます。パネルは画面サイズに対してレスポンシブで、展開することができます。
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l ユーザーがビジュアライゼーションを表示または作成すると、左側のナビゲーションパネルが非

表示になり、分析用のスペースがさらに広くなります。ヘッダーがコンパクトで、プロジェクト階

層の移動、サイトの検索、必要に応じたお気に入りへのアクセスを容易に行うことができま

す。

詳細については、Tableauユーザーヘルプの「Tableauサイトの概要」を参照してください。

アラートのサイドパネル

任意のビューでユーザーが [アラート]を選択すると、Vizで既に存在しているアラートが新しいパネ

ルに表示されます。他のユーザーに表示されるアラートを作成するには、アラートの作成時に[他の

ユーザーにも表示する]を選択します。2019.2より前に作成されたアラートは他のユーザーには表

示されませんが、更新は可能です。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「Tableau Cloud

またはTableau Serverからのデータ主導アラートの送信」を参照してください。

Viewerロールでサポートされているカスタムビュー

以前は、カスタムビューの作成にはCreatorまたはExplorerライセンスが必要でしたが、現在は

Viewerもそれらを作成できるようになりました。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「カスタ
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ムビューの使用」を参照してください。

サイトで既定のスタートページの設定

管理者は、サイト上のすべてのユーザーに対する既定のスタートページを設定できます。サイト

ユーザーがTableau Cloudにサインインするときに、管理者が設定したスタートページにランディン

グします。詳細については、すべてのユーザーの既定のスタートページの設定を参照してください。

Web作成の向上

l データソースの作成時に、パラメーターでストアドプロシージャを追加します。

l 選択したマークのマーク全体との比較、行と列、集計など、ビューに関する情報を見つける

には、Web作成のステータスバーを参照してください。ステータスバーの詳細については、

Tableauユーザーヘルプの「ステータスバーの情報」を参照してください。

l フィールドをドロップするメニューを使用し、フィールドの集計を変更します。任意のカードや

シェルフのフィールドを右クリックしながらドラッグし(macOSでは左クリックしてOptionを押し

ながらドラッグ)、集計タイプを選択します。これにより、選択した集計でカードまたはシェルフ

にフィールドがドロップされます。

l パラメーターを作成、編集、削除します。

2019年 2月の追加

コンテンツブラウジングの改善

共有コンテンツを新しい方法でブラウジングできます。プロジェクトを開くと、そのプロジェクトに含ま

れるすべてのコンテンツ(ワークブック、ビュー、データソース、フロー、ネストされたプロジェクト)を単

一のグリッドまたはリストで表示することができます。異なるコンテンツタイプで別々のページを移動

する必要がなくなるため、コンテンツを見つけるのが簡単になりました。詳細については、「Tableau

サイトの概要」を参照してください。
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「データに聞く」機能でVizを自動的に作成する

「データに聞く」は、データを操作するためのまったく新しい方法で、Tableauで質問を入力すると瞬

時に回答が得られます。回答は自動的なデータビジュアライゼーションの形で得られ、フィールドを

手動でドラッグアンドドロップしたり、データ構造のニュアンスを理解したりする必要はありません。

「データに聞く」を使用すると洗練された自然な質問をでき、時系列分析や空間分析のような主

要な分析概念や、「去年」、「一番早い時期の」、「一番人気の」といった会話調のフレーズの理

解がサポートされています。

「データに聞く」は、データソースに直接アクセスできるすべてのユーザーロール、つまりCreator、

Explorer、Interactorで利用可能です。

詳細については、Tableauユーザーヘルプの「「データに聞く」機能を使用した自動的なビューの構

築」を参照してください。
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ベクトルタイルの背景マップ

Tableau CloudやTableau Publicで作成されたマップ、またはこれらにパブリッシュされたマップでは

ベクトルタイルが使用されるようになり、地理的データの探索を迅速に行えるようになりました。パ

ンとズームの際にマップの表示がよりシャープで滑らかになり、ラベルやアイコンのサイズや形状が

ビューに合わせて動的に変化します。新しいベクトルタイルのマップでは、操作性が滑らかで軽くな

るように、Tableauの背景マップに利用している基盤テクノロジーが変更されました。また、

Tableauマップの背景地図製作法も更新されました。
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Web作成の新しいクラウドコネクタ

Tableau CloudまたはTableau Serverをお使いのデータに接続するために、Box、Dropbox、

Googleドライブ、Google BigQuery、OneDriveコネクタを使用します。詳細については、

Creators: Web上のデータへの接続を参照してください。

プロジェクトカードの画像

プロジェクトカードの画像はプロジェクトカードに表示されなくなります。ただし、プロジェクトカードが

プロジェクトの説明に最後に使用したアイテムとして追加され、! (感嘆符 )で囲まれている場合は

除きます。詳細については、「プロジェクトイメージの追加」を参照してください。

サブスクリプション通知の一時停止

ビューまたはワークブックをサブスクライブすると、定期的にメールによるそのコンテンツのスナップショッ

トを受信します。何かの原因でサブスクリプションの失敗が起こる場合には、失敗アラートを再開ま

たは削除するリンクが記載されたメール通知を受信します。詳細については、ビューまたはワークブッ

クへのサブスクリプションの作成を参照してください。
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Tableau CloudおよびTableau Publicでの新しい地理的データの表示

Tableau CloudおよびTableau Publicには、Tableau Desktopとは異なる新しいソースの地理的

データがあります。マップがTableau Desktopで地理的データ層を使用する場合、そのマップを

Tableau CloudまたはTableau Publicにパブリッシュすると、凡例内の期間や値の区切りなど、

若干の違いに気づくかもしれません。さらに、Tableau Desktopで "Block Group (グループをブロッ

ク)"データ層オプションを使用するマップは、Tableau CloudまたはTableau Publicへのパブリッ

シュ時に自動的に"Census Tract (国勢統計区 )"に更新されます。Tableau Desktopに表示さ

れる以下の6つの地理的データ層は、マップをTableau CloudまたはTableau Publicにパブリッ

シュする際には存在しません。

l 母集団増加の投影

l 世帯増加の投影

l 住戸数増加の投影

l 可処分所得 (中央値 )
l 着工年 (中央値 )
l 居住期間 (平均年数 )

Tableau DesktopからTableau Serverにマップをパブリッシュしても、矛盾が生じることはありませ

ん。

フィルターの向上

ビュー内の複数値のフィルターで複数の値を選択するには、Ctrlを押しながらクリックします (Mac

ではControlを押しながらクリック)。選択した値は、隣接しない可能性があり、灰色のハイライト

で示されます。値の選択時に、チェックボックスのいずれかをクリックして、同時に値を消去または

選択することができます。

Web作成機能の拡張

l Web作成用の新しいクラウドコネクタ: Tableau CloudまたはTableau Serverをお使いの

データに接続するために、Box、Dropbox、Googleドライブ、Google BigQuery、OneDrive

コネクタを使用します。

l データの向上 : Tableau CloudまたはTableau Serverの新しいデータソースに接続してい

る作成者は、初期 SQLの実行やカスタムSQLクエリへの接続を行い、結合計算を追加
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して結合内のフィールド間の不一致を解決できるようになりました。

l ダッシュボードアイテムの区別を明確にするため、[レイアウト]ペインの [アイテムの階層 ]領
域またはキャンバス上の各オブジェクトのドロップダウンメニューを使用して、名前を変更でき

るようになりました。

l Webへのパブリッシュ後、ブラウザで [デバイスのレイアウトをプレビュー]をクリックすると、デス

クトップコンピューター、タブレット、スマートフォンでのデザインの外観を確認することができま

す。

新機能に関連する詳細については、Tableau DesktopとWeb作成のヘルプの「新機能」も

参照してください。

管理ビューを使用してTableau Bridgeの抽出更新タスクを確認および監視する

管理ビューを使用して、Tableau Bridgeで実行される抽出更新タスクを確認および監視します。

詳細については、Bridgeの抽出を参照してください。

Tableau Bridgeで抽出の更新のタイムアウト制限を設定する

更新タスクを長時間実行しても他の抽出の更新に影響が出ないようにするため、Tableau Bridge

クライアントで実行される更新タスクにタイムアウト制限を適用できます。詳細については、Bridge

クライアントの設定の変更を参照してください。

Tableau CloudでTableau Bridgeクライアントのバージョン番号を確認する

サイト管理者は、サイトに関連付けられたTableau Bridgeクライアントのバージョン番号を

Tableau Cloudで確認できます。

Tableau Software 67

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/whatsnew_desktop.htm


注 :クライアントのバージョン番号がない場合は、クライアントがインストールされているコンピュー

ターにログオンしてクライアントからTableau Cloudへサインインします。それでもバージョン番号が

表示されない場合は、最新のクライアントにアップグレードすることを検討してください。

ヘルプのデザイン

コンテンツのナビゲーションに役立つ更新が行われ、新しい右クリックメニューが加わりました。これ

により、1つのページ上でさまざまなトピックをすばやく検索し、選択することができます。

2018年 10月の追加

Web作成機能の拡張

l 密度マップおよびグラフの作成密度マークを使用して、データ内の「ホットスポット」を特定

できるようなマップおよびグラフを作成します。

l ダッシュボードにイメージオブジェクトを追加します。簡単にイメージの調整、ターゲットURL

の追加、および代替テキストの追加を行い、ダッシュボードのアクセシビリティを向上させま

す。

l ダッシュボードにナビゲーションボタンを追加します。ボタンがあると、ユーザーが別のダッシュ

ボード、シート、またはストーリーに移動するのに役立ちます。オプションで独自のイメージを

使用してボタンをカスタマイズするか、ガイドとなるツールヒントテキストを追加します。

l ワークシートの背景色を[なし]に設定してワークシートを透明にします。

l [クロス集計として複製 ]を選択すると、ワークブックに新しいワークシートを挿入し、シートに

元のワークシートからのデータのクロス集計ビューを表示します。

l ポイント注釈、マーク注釈、エリア注釈の作成、移動、サイズ変更を行います。

新機能に関連する詳細については、Tableau DesktopとWeb作成のヘルプの「新機能」も

参照してください。
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製品のヘルプ検索、ナビゲーション、およびレイアウトの改善

製品ヘルプの検索結果に、すべてのTableau製品とヘルプ記事に関する結果が含まれるように拡

張されました。目次の配置やパンくずなど、ヘルプのレイアウトやナビゲーションが更新され、製品間

のヘルプ使用感で統一性が向上しました。

行レベルでの抽出データの保護

Tableauでは、行レベルのセキュリティを実装するために既存の方法を使用して、行レベルでの抽

出データを保護します。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「データ行レベルでのアクセス

の制限」を参照してください。

2018年 7月の追加

Tableau CloudがLinuxサーバーに移行しました。詳細については、Tableau Webサイトの

「Tableau Cloudポッドの移行」を参照してください。

Tableauヘルプの変更点

製品ヘルプの検索結果に、すべてのTableau製品とヘルプ記事に関する結果が含まれるように拡

張されました。目次の配置やパンくずなど、ヘルプのレイアウトやナビゲーションが更新され、製品間

のヘルプ使用感で統一性が向上しました。

Tableau BridgeとTableau Desktopの個別インストール

2018.2リリース以降、Tableau BridgeはTableau Desktopとは別にインストール可能です。

Tableau Bridgeの要件、以前のバージョンのTableau Desktopとの互換性、およびTableau

Bridgeクライアントインストールの詳細については、「Tableau Bridgeのインストール」を参照してく

ださい。

Tableau Bridgeでの自動再起動なし

スタンドアロンのTableau Bridgeクライアントでは、自動的に再起動するために自動再起動間隔

を使用していません。以前のバージョンのTableau Bridgeで必要な自動再起動間隔の詳細につ

いては、Tableauナレッジベースの「Tableau Bridgeのよくある質問 (英語 )」を参照してください。
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注 : Tableau Bridge 2018.1以前からTableau Bridge 2018.2にアップグレードする場合、構成

ファイルに残っている自動再起動間隔は無視されます。

Tableau Cloudでのフォントのサポート

Tableau Cloudは次の「Web対応」フォントが含まれています。Arial、Courier New、Georgia、

Tableau、Times New Roman、Trebuchet MS、Verdana。

ビジュアライゼーションでTableau Cloudでは使用できないフォントが使用されている場合、

Tableau Cloudは代わりに既定のシステムフォントを使用してビジュアライゼーションを表示しま

す。詳細については、Tableau Webサイトのナレッジベース項目「パブリッシュした後、予想どおり

のフォント表示がされない」 を参照してください。

アプリケーションモードを使用してTableau Bridgeでライブ接続を確認する

アプリケーションモードを使用してTableau Bridgeでライブ接続をすぐに確認できるようになりまし

た。つまり、サイト管理者がこのオプションを有効にしている場合、ユーザーがWindowsにログオン

しているときだけライブクエリを実行するよう選択することもできます。詳細については、「Tableau

Bridgeのしくみ」を参照してください。

Tableau Cloudでのダッシュボードの拡張機能の管理

ダッシュボードの拡張機能によって、ユーザーが他のアプリケーションのデータをTableauで直接操

作できる新しい方法を提供するWebアプリケーションが提供されます。Tableauで実行を許可す

るダッシュボードの拡張機能を制御し、拡張機能によるデータへのアクセスを管理することができま

す。拡張機能の制御に関する詳細については、Tableau Cloudでのダッシュボードの拡張機能の

管理を参照してください。

@mentionsでデータコメントに同僚を含める

ビューで見つけた説得力のあるデータについての会話に誰かを含めるには、コメントに@mention

します。名前を入力し始めると、御社のTableauアカウントにマッチする同僚の名前が表示され、

そこから選択できます。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「ビューのコメント」を参照して

ください。
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サイト管理者は@mentionsをサイト設定の全般セクションで無効にできます。

Web作成機能の拡張

l 外部アプリケーションをダッシュボードの拡張機能に接続することでダッシュボード機能を強

化します。Tableauユーザーヘルプの「ダッシュボードの拡張機能を使用する」を参照してく

ださい。

l ダッシュボードアイテムに視覚的なグリッドを割り当てる。Tableauユーザーヘルプの「ダッシュ

ボードのサイズとレイアウト」を参照してください。

l キーボードショートカットを使用してWebで迅速にビューを作成および編集します。Tableau

ユーザーヘルプの「キーボードショートカット」を参照してください。

l マルチ接続データソースを作成し様々なデータベースからのデータを統合する(クロスデータ

ベース結合 )。Tableauユーザーヘルプの「データの結合」を参照してください。
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l Web上の同じデータ接続からのデータをユニオンする。Tableauユーザーヘルプの「データ

のユニオン作成」を参照してください。

l ファイルベースのデータソースを扱う際には、データをクロス集計書式からコラム書式にピボッ

トすることができます。Tableauユーザーヘルプの「ピボットデータ([列 ]から[行 ])」を参照し

てください。

l データグリッドにある選択した値をCtrl+C (Windows)または (Command+C) (macOS)を

押してコピーします。あるいは、メタデータグリッド内の選択した値をコピーするには、右クリッ

クし、[コピー] を選択します。

l スキーマ検索を使用して[データ]ペインのフィールドを検索します。

l 並べ替えの管理が向上。各ペインのコンテキスト内でディメンション値を並べ替えるには、

ネストされた並べ替えを使用します。計算フィールドの作成やディメンションの組み合わせを

行う必要はなくなりました。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「視覚化でのデータ

の並べ替え」を参照してください。

また、ビューの[列 ]または[行 ]でディメンションィールドを右クリックすることで[並べ替え]ダイア

ログボックスにアクセスできるようになりました。
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l ビューを変更した場合 (例えば、フィルターの調整など)、まずカスタムビューを保存せずに、

データドリブンアラートを作成できるようになりました。

l 2つの方法で [軸の編集 ]ダイアログボックスを開けるようになりました。軸の一番上 (垂直

軸 )の近くまたは右 (水平軸 )にカーソルを合わせて、表示されるドロップダウン矢印をクリック

します。または、軸をダブルクリックします。

l 軸の [対数 ]スケールを選択したら、[対称 ]を指定して0または負の値を含むデータをス

ケール軸に表示します。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「軸の編集」を参照し
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てください。

l ビューを右クリックして注釈を作成および削除し(ワークシートまたはダッシュボードで)、次に

ポイントまたはマーク注釈を選択します。注釈を再度右クリックすると注釈を編集または削

除できます。
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Tableau Cloudにすでにパブリッシュされている抽出における計算のマテリアライズ

Tableau Cloudにパブリッシュ済みの抽出に含まれる計算をさかのぼってマテリアライズする必要が

ある場合は、tabcmdを--addcalculationsオプションと共に使用してパブリッシュ済みの抽出

を更新します。抽出での計算のマテリアライズの詳細については、Tableauユーザーヘルプの「抽

出での計算のマテリアライズ」を参照してください。tabcmdオプションの詳細については、

refreshextracts workbook-nameまたは refreshextracts datasource-nameを参照してください。

2018年 4月の追加

新しいユーザーベース期間ライセンスを使用可能

Tableauでは様々なタイプのユーザーベース期間ライセンスが提供されるようになり、Web作成な

ど一連の機能を様々な価格で利用できます。これにより組織は、様々なユーザーでのデータ分析
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やデータビジュアライゼーションのニーズに合わせてライセンスを設定する、より大きな柔軟性が得

られます。詳細については、「ユーザーベースのライセンス」を参照してください。または各ライセンス

の権限については、「Tableauの価格」を参照してください。

クラウドベースのデータをダッシュボードスターターですばやく分析

ダッシュボードスターターは、Salesforce、ServiceNow、Oracle Eloqua、Marketoなどのクラウド

ベースのシステムから得たデータをすばやく作成および分析するのに役立ちます。新しいワークブッ

クを作成し、主要なビジネスメトリクスに合わせて作成された美しく情報豊かな数種類のデザイン

から選択するだけです。詳細については、アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視化する

を参照してください。

Tableau Bridgeの追加クライアントの構成によるライブ接続の負荷分散

サイト管理者は、別のコンピューターにTableau Bridgeの追加クライアントを構成し、ライブクエリ

を負荷分散することができます。詳細については、「パブリッシャーにオンプレミスデータへのライブ

接続の維持を許可」を参照してください。

Tableau Bridgeを使用した進行中のスケジュールされた抽出更新のキャンセル

場合によっては、進行中の抽出更新をキャンセルする必要があります。Tableau Bridgeを使用し

てスケジュールに従って抽出を更新するように構成している場合、進行中の抽出更新をキャンセ

ルできます。詳細については、「Tableau Bridgeデータソースのスケジュールの作成」を参照してく

ださい。
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Web上のデータへの接続

Creatorユーザーライセンスがあると、ブラウザで直接データに接続できます。Excelまたはテキスト

ベースのデータソースをアップロードし、クラウドデータベースやエンタープライズのサーバー上に格納

されているデータに接続するか、サイトに保存されているパブリッシュされたデータに接続します。詳

細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を参照してください。

Web上のデータの準備

Creatorユーザーライセンスでは、[データソース]タブを使用して分析用データの準備を行います。

結合の作成、新しいデータソースの追加、Data Interpreterを使用したデータのクリーニングなどを

行います。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を参照してください。

埋め込みビューへのアクセシブルなツールバーの追加

すべてのユーザーがコメントを追加したり、ビューをダウンロードしたり、他のユーザーと共有できるよ

う、作成者はアクセシブルなツールバーを有効にすることができます。詳細については、「ビューのパ

ブリッシュと埋め込み」および「アクセシビリティのためのビューの作成」を参照してください。

以前のバージョンのTableauでのワークブックのダウンロード

別のバージョンのTableauにワークブックをダウンロードする必要があることがあります。たとえば、

ワークブックを以前のバージョンのTableau Desktopで開く必要がある場合などです。現在のバー

ジョンでワークブックをダウンロードするか、以前のバージョンにダウングレードするオプションがありま

す。バージョンの互換性の詳細については、「バージョン間でワークブックの互換性を持たせる」を参

照してください。.
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Web作成機能の拡張

l Web上でビューを編集する場合、行のヘッダーの幅および列のヘッダーの高さをサイズ変更

できます。

l [表示形式 ]がダッシュボードで利用できるようになりました。

l テキストを編集するには、注釈をダブルクリックします。

l ツールヒント内 Vizワークシートの非表示と表示を切り替えます。ツールヒント内 Vizである

ターゲットワークシートで [非表示 ]をクリックします。ツールヒント内 Vizワークシートを再度

表示するには、ソースワークシートで [すべてのシートの再表示 ]をクリックします。

l ビュー内の階層データをフィルターするには、[階層内のすべての値 ]フィルターオプションを

使用します。
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l 線マークタイプをステップラインまたはジャンプラインに変更するには、[マーク]カードの [パス]

プロパティをクリックします。

l 軸設定を編集するには、軸をダブルクリックします。

2018年 2月の追加

コメントを削除してディスカッションスレッドを合理化する

コメントが不必要または不正確な場合、簡単に削除できます。右上隅にあるXをクリックするだけ

です。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「ビューのコメント」を参照してください。

2018年 1月の追加

Tableau Cloudサーバーはバージョン10.5にアップグレードされました。

データソースの推奨

推奨されるデータソースはTableau DesktopユーザーにTableau ServerおよびTableau Cloudに

パブリッシュされた関連するデータソースを示します。このような推奨は、現在のユーザーと同じよう

な使用行動をとる所属の組織の他ユーザーにより使用されているパブリッシュされたデータソースに

基づきます。

提案の内容を正確に、そして最新に保つため、サーバーでは定期的に以下の内容を確認します。

l 新しいコンテンツ(新規または更新されたデータソースなど)。

l 新しい使用情報 (Laura Rodriquezが食品のケータリングデータソースを使用した、Henry

Wilsonが月ごとの売り上げデータソースを使用した、など)。

推奨されるデータソースの詳細については、Tableauユーザーヘルプの「認定、推奨データソース

およびテーブルの使用」を参照してください。
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ネストされたプロジェクト

より広範なエリア内でコンテンツをサブセクションに分割したい場合に、プロジェクトの階層を作成で

きるようになりました。たとえば、各部門のプロジェクトを作成できます。それぞれの最上位のプロ

ジェクトには、認証済みのデータへの接続や進行中のコラボレーションなど、利用者の利用方法

によって個別のコンテンツが入ります。詳細については、次の記事を参照してください。

l プロジェクトを使用したコンテンツへのアクセスの管理

l 「WebでのTableauへの移動」記事の「プロジェクトの移動」

抽出ファイルが新しい .hyper形式を使用

抽出を作成するときは、新しい .hyper形式が使用されます。この新しい形式の抽出は、改良さ

れたデータエンジンを活用します。以前のデータエンジンと同じ分析およびクエリパフォーマンスを

サポートしますが、より大きな抽出に向いています。また、.tde抽出で抽出タスクを実行すると、抽

出が .hyper抽出にアップグレードされます。詳細については、「.hyper形式への抽出のアップグ

レード」を参照してください。

値の計算方法の変更

データソースの効率性とスケーラビリティを向上させるため、また商用データベースと調和した結果

を生成するために、バージョン10.5ではデータソースに含まれる値を異なる方法で計算できま

す。場合によってはこの変更により、バージョン10.4 (およびそれ以前 )とバージョン10.5 (およびそ

れ以降 )の間でビューに含まれる値やマークに違いが生じる可能性があります。これは抽出データ

ソースに該当するほか、複数接続データソース、ファイルベースのデータへのライブ接続を使用す

るデータソース、Googleスプレッドシートのデータに接続するデータソース、クラウドベースのデータ

ソース、抽出のみのデータソース、WDCデータソースに該当する可能性があります。詳細につい

ては、Tableauユーザーヘルプの「ビュー内の値とマークの変更」を参照してください。

Desktopのオペレーティングシステム要件 (64ビットを32ビットに置換 )

バージョン10.5以降、Tableau Desktop、Tableau Reader、およびTableau Public (デスクトップ)

は64ビットのオペレーティングシステムでのみ実行できます。32ビットのWindowsオペレーティング

システムに対応しているのは、Tableau Desktop、Tableau Reader、およびTableau Publicの

バージョン10.4までです。
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Web作成での新機能

l テキストオブジェクトのダッシュボードへの追加と編集。

l ワークシートとダッシュボードのタイトルの編集。タイトルをダブルクリックして、[タイトルの編集 ]
ダイアログボックスを開きます。

l 傾向線の編集と傾向モデルの説明表示。傾向モデルを表示するには、傾向線の任意の

場所にカーソルを合わせます。Web上で傾向線を編集するには、傾向線をクリックしてカー

ソルを固定し、[編集 ]メニューをクリックします。

l 傾向線の [累乗 ]オプションへの追加。

l 1つのディメンションを[データ]ペインの別のディメンションにドラッグすることによる階層の作

成。

l フィールドへの既定のカラープロパティの設定。

l 定量的色の凡例での詳細設定の使用 (日付は含まれていません)。

l Web上での軸の編集。Webで [軸の編集 ]ダイアログボックスを開くには、ビューの軸をダブ

ルクリックします。[軸の編集 ]ダイアログボックスで使用できるオプションには、[二軸を同期 ]、
軸範囲のクリア([リセット])、およびメモリの編集などがあります。また、フィールドのコンテキス

トメニューで [二重軸 ]を有効または無効にすることもできます ([行 ]または [列 ]シェルフの [メ

ジャー]フィールドを右クリック)。

フィルター検索は既定で非表示

フィルター検索オプションはページの右側にあり、デフォルトで非表示です。[フィルター]ペインが開い

ているときは暗い色のアイコン( )、[フィルター]ペインが閉じているときは明るい色のアイコン(

)に切り替わります。検索の詳細については、「コンテンツの検索」を参照してください。

フィルター検索を使用するには、 をクリックします。
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2017年の追加

2017年 9月の追加

Tableau Cloudサーバーはバージョン10.4にアップグレードされました。

データ主導アラート

データがビジネスにとって重要なしきい値に達すると、データ主導アラートが自動的にユーザーが指

定した主要な人々にメール通知を送信します。これらのアラートを作成および管理する方法の詳

細については、Tableauユーザーヘルプの「データ主導アラートの送信」を参照してください。

データソース証明書

適切なデータソースを選別してデータを洗う際、この証明書が役立ちます。サイト管理者および

プロジェクトリーダーは、組織のセキュリティおよびコンプライアンス基準、または定義されるその他の
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あらゆる基準を満たすデータソースを認定できます。詳細については、「ユーザーが信頼できるデー

タを見つけやすくするため認証を使用する」を参照してください。

Tableau Bridgeのライブ接続サポート

Tableauからアクセスを求めることなく、サイト管理者がTableau Bridgeのライブクエリ機能を有効

化できるようになりました。Tableau Bridgeを使用してオンプレミスのリレーショナルデータへのライブ

接続を維持したり、抽出の更新をスケジューリングして実行することができます。詳細については、

「Tableau Bridgeを使用したデータの鮮度に関するオプションの拡張」を参照してください。

ビュー上でのコメント機能の強化

データから有用な情報を引き出すために行うやり取りをさらに促進できるよう、コメント機能のデザイ

ンを一新しました。新しい [コメント]ペインはビューの下ではなく右側に表示されるため、会話とデー

タを同時に閲覧できます。プロファイル画像も自動的に表示されるため、素早く他のユーザーを識

別できます。話に上がっているデータを強調するために、コメントを付与したインタラクティブなスナッ

プショットを追加して、フィルターを適用したビューをシェアできます。

デスクトップブラウザで追加したコメントはすべてTableau Mobileでも表示される(逆も同じ)ため、

場所を選ばずに仕事仲間と簡単にやり取りを行えます。コメントが含まれるワークブックを編集して

も、(ビューの名前が変わらない限り)コメントはビューに残ったままになります。詳細については、

「ビューのコメント」を参照してください。

ビューを表示したユーザーを把握

自分がビューを所有している場合、組織内の誰がビューを閲覧したのか素早く確認できます。メイ

ンサイトページの最上部にある[ビュー]をクリックします。次に対象のビューにカーソルを合わせ、右

上のメニューで [このビューを表示したユーザー]を選択します。

埋め込みビューにおけるWCAG準拠のドロップダウンフィルター

埋め込みビューからアクセスした場合、単一の値 (ドロップダウン)や複数の値 (ドロップダウン)のフィ

ルターがWCAGに準拠するようになりました。詳細については、「アクセシビリティのためのデータ

ビューの作成」および「アクセシビリティのためのビューの作成」を参照してください。
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Web作成での新機能

枠線と背景色をコントロールしつつ、ダッシュボードの余白を正確に調整

今まで空のオブジェクトを使ってダッシュボードのレイアウトを調整していたのであれば、この新しい

余白調整機能が活躍するはずです。パッディングによってダッシュボード上の各アイテムを正確に

配置できるだけでなく、枠線と背景色を使ってそれらを視覚的に強調できます。詳細については、

「パディング、境界線および背景色をアイテム周辺に追加する」を参照してください。

Web上でビューツールバーをオンにする

以前のリリースでは、Web上でオーサリングするときにマップビューで作業しているときのみビュー

ツールバーを表示、使用できました。これ以後、ビューツールバーはWebオーサリング中のワーク

ブックで、あらゆるビューまたはダッシュボードからオンにすることができます。トップメニューから、[ワー

クシート] > [ビューツールバーの表示 ]の順に選択してオプションを選択します。

グループの編集

Tableauバージョン10.4から、グループを編集できるようになりました。グループを編集するには、

[データ]ペインでグループフィールドを右クリックし、[グループの編集 ]を選択します。そうすると[グ

ループの編集 ]ダイアログボックスが開くので、既存のグループのメンバーを追加 /削除したり、グ

ループフィールドで新しいグループを作成したりできます。また、[別の]グループを[含める]ことも可

能です。詳細については、「データのグループ化」を参照してください。

別名の作成

Tableauバージョン10.4から、ディメンションのメンバーの別名を作成し、ビューに表示されるラベル

を変えることができるようになりました。フィールドの別名を作成するには、[データ]ペインでディメン

ションを右クリックし、[別名 ]を選択します。[別名の編集 ]ダイアログボックスの [値 (別名 )]でメン

バーを選択し、新しい名前を入力します。詳細については、「別名を作成してビューのメンバーの

名前を変える」を参照してください。

線の書式設定

Webでの作成時に、ワークブック内のすべての線をすばやく変更することができます。[書式設定 ]
> [ワークブック]を選択し、[ワークブックの書式設定 ]で [線 ]セクションを展開して選択を行いま

す。詳細については、「ワークブックレベルで書式設定」を参照してください。
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2017年 7月の追加

サブスクリプションスケジュール用の、ユーザー固有のタイムゾーン

これまでのサブスクリプションスケジュールは単一のゾーンに制限されていましたが、任意のタイム

ゾーンをユーザーが選択できるようになりました。ブラウザウィンドウの一番上で名前をクリックしてか

ら、[アカウント設定 ]を選択します。次に、[サブスクリプションタイムゾーン]のところで、作成するス

ケジュールで使用するタイムゾーンを選択してください。

2017年 6月の追加

すべての抽出の更新に既定のタスク優先順位を適用

すべてのTableau Cloudの顧客に処理が公正に配分されるように、スケジュールされた抽出の更

新のタスク優先順位をサイト管理者が設定する機能が削除されています。以前に設定された優

先順位はすべて既定の値に戻ります。

2017年 5月の追加

Tableau Cloudサーバーはバージョン10.3にアップグレードされました。

Tableau Cloud同期クライアントはTableau Bridgeに進化しました。

要求に応じて提供される限定リリースです。Tableau Online同期クライアントがいくつかの新機能

とともに新しい名前を授かりました。Tableau Bridgeを使用してオンプレミスのリレーショナルデータ

へのライブ接続を維持できます。また、抽出の更新のスケジュール用にこれまで同期クライアントに

提供されていた機能は、すべてBridgeにも備わっています。既存のスケジュールは、同期クライア

ントでこれまで定義されていた通りに引き続き実行されます。

ライブクエリ機能は、現在はサイト管理者によって、要求に応じてのみ利用できます。詳細につい

ては、「Tableau Bridgeを使用したデータの鮮度に関するオプションの拡張」を参照してください。

アイデンティティプロバイダーからの暗号化されたSAMLアサーション

アイデンティティプロバイダーからの暗号化されたSAMLアサーションがTableau Cloudでサポートさ

れるようになりました。SAMLのシングルサインオンの設定の詳細については、「サイトでのSAML認

証の有効化」を参照してください。
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サポートユーザーのサイトアクセス

Tableau Cloud管理者は、承認されたTableauサポート技術者にTableau Cloudサイトへのア

クセスを許可して、カスタマーサポートのケースをトラブルシューティングできるようにすることができま

す。詳細については、「サポートアクセスの有効化」を参照してください。

ヘルプのリニューアル

バージョン10.3以降、Tableau DesktopヘルプはTableauヘルプに変更となります。Tableauヘ

ルプには、Tableau Desktop、Tableau Server、およびTableau Cloudでのデータの分析や使用

に関連したすべてのヘルプトピックが含まれます。このヘルプはワークブックやデータソースを作成し

てパブリッシュするユーザーや、Tableauでビューを閲覧、操作、共有するユーザー向けです。

この変更に関するフィードバックや、当社のコンテンツ改善に関してのフィードバックやアイディアがご

ざいましたらお知らせください。各ページの上部にあるフィードバックバー([このページは役に立ちま

したか?])を使用すると、コメントフィールドが開きフィードバックを送信できます。

「WebでのTableauの使用」には、これまでTableau ServerヘルプやTableau Cloudヘルプに

あったトピックへのリンクがあります。

Web作成での新機能

Tableau ServerとTableau CloudでのWeb作成に関するトピックが、バージョン10.3以降

Tableauヘルプへと移動しました。

データソースの保存

パブリッシュされたワークブックに埋め込まれているデータソースを、他のユーザーが接続できる独立

したパブリッシュ済みデータソースとしてTableau ServerおよびTableau Cloud上に保存できるよ

うになりました。データソースを保存する際に、ワークブックを更新して新しく保存したデータソース

と接続するかどうかを選ぶことができます。
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定量的色の凡例の編集

カラーパレットを編集してWeb作成で連続した色の凡例を使用できるようになりました。[色の編

集 ]ダイアログボックスは、[マーク]カードから開くか、または凡例のドロップダウン矢印をクリックして

開くことができます。

[マーク] カード: 凡例
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HEX値を入力して最初と最後にカスタム色を設定することもできます。

独立した凡例の色の編集

ビューでメジャーに個別の色の凡例を作成する場合に、既定のカラーパレットや、ビューが

Tableau Desktopからパブリッシュされる際に色の凡例ごとに割り当てられたカラーパレット以外も

使用できるようになりました。
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Web作成モードでは、色の凡例ごとに異なるカラーパレットを選択できるようになりました。凡例の

ドロップダウン矢印をクリックして [色の編集 ]ダイアログボックスを開き、カラーパレットを選びます。

HEX値を使用して最初と最後にカスタム色を設定することもできます。

ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ

Web作成モードで、次のように[マップオプション]ダイアログボックスを使用して、利用者がマップ

ビューを操作する方法をカスタマイズできます。

l マップスケールの表示

l マップ検索の非表示

l ビューツールバーの非表示

l パンとズームをオフにする

詳細については、「ユーザーによるマップの操作方法のカスタマイズ」を参照してください。

Web上での数値の書式設定

Tableau ServerおよびTableau Cloud上のビューでメジャー用の数値の基本的な書式設定を指

定できるようになりました。詳細については、「Tableau ServerやTableau Cloudでの数値とNULL

値の書式設定」を参照してください。
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ストーリーの作成

Webオーサリングで、ストーリーを作成することでデータを物語風に伝えたり、背景を提供したり、

決定と結果の関連を示したりすることができます。または、単に強力な説明を行うこともできます。

詳細については、「ストーリーの作成」を参照してください。

ビンの作成と編集

連続メジャーからビンを作成し、Tableau ServerやTableau Cloudで編集します。Tableau

Desktopでの操作方法と同様です。詳細については、「連続メジャーからのビンの作成」を参照し

てください。
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ビューでの表示形式へのフィールドのドラッグ

該当するディメンションやメジャーを選択して、ビューエリアにドラッグします。[表示形式 ]ビューが自

動的に作成されます。その後、他の [表示形式 ]オプションをクリックしてさまざまなビュータイプを試

してみることができます。

ビューでの連続した階層のドリルアップとドリルダウン

連続した階層のあるビューでは、連続軸上のヘッダー付近にカーソルを置いて [+]や [-]のコントロー

ルを表示します。クリックしてドリルダウンまたはドリルアップします。
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2017年 3月の追加

Google認証

Google認証によって、Tableau CloudでGoogle IDとパスワードが使用できるようになり、便利に

なりました。これにより、Tableau Cloudへアクセスするときにサインインを要求されることが少なくな

ります。これらの認証資格情報は、サイト管理者によって一元管理されているため、複数のパス

ワードをリセットする必要がなくなりました。Google認証の詳細については、「認証」を参照してく

ださい。

サブスクリプションのカスタムスケジュール

これまでサブスクリプションスケジュールは一連の標準オプションに限定されていましたが、スケ

ジュールが最適に機能するようにメール通知を受信できるようになりました。詳細については、

「ビューのサブスクライブ」を参照してください。
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2017年 2月の追加

Tableau Cloudサーバーはバージョン10.2にアップグレードされました。

以下の「Tableau Serverの新機能」は、Tableau Cloudにも適用されます。

l アクセシビリティ準拠のサポート

ここで説明している機能は、アクセシブルなビューを作成してTableau CloudまたはTableau

ServerにパブリッシュするTableau Desktop作成者向けです。

l Web作成機能の拡張

2016年の追加
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2016年 11月の追加

Tableau Cloudサーバーはバージョン10.1にアップグレードされました。

Web作成機能の拡張

l ビュー内のヘッダーの表示または非表示。

l ダッシュボードの読み取り専用デバイスレイアウトを表示する。

全画面ビュー

ビューを拡大するには、ツールバーの一番右にある[全画面表示 ]をクリックします。ビューを以前

のサイズに戻すには、Escを押します。

高優先アラートのサブスクリプションを送信する

高優先度の情報が存在する場合にのみビューにデータを含めるよう構成した場合、新しいサブス

クリプションオプション[ビューが空の時は送信しない]を選択します。詳細については、「ビューのサ

ブスクライブ」および「サブスクリプション設定の管理」を参照してください。

tabcmdをダウンロードする新しい場所

Tableauのウェブサイトの「Tableau Serverリリース」 ページにて、tabcmdインストーラーを入手で

きるようになりました。この場所では常に、最新のバージョンの tabcmdを見つけることができます。

tabcmdのダウンロードは、リリースノートページの、バージョン番号の下にあります。

Tableau Cloudヘルプからのリンクも変更されました。このリンクをブックマークに追加する場合は、

「tabcmdのインストール」で更新できます。

Tableau Cloudへのサインイン

Tableau CloudにはTableauクライアントからサインインできます。クライアントの例としては、Web

ブラウザー、Tableau Desktop、Tableau BridgeおよびTableau Mobileがあります。直接、または
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Webページに埋め込まれたTableauビューからサイトにサインインできます。

サインインのオプションと手順

サイト管理者がTableau Cloudサイトをどのように設定したかに応じて、次のいずれかの方法でサ

インインします (これらは、認証タイプとも呼ばれます)。

l シングルサインオン

シングルサインオン(SSO)とは、ユーザーが社内の他のアプリケーションで使用しているのと

同じユーザー名とパスワード(認証資格情報 )を使用できるように、管理者がTableau

Cloudサイトを設定していることです。

シングルサインオンを使用する場合、認証資格情報はサードパーティの IDプロバイダー

(IdP)によって、Tableau Cloudの外で管理されます。Tableau Cloudにサインインするため

の認証資格情報を入力すると、承認されたユーザーであることをIdPがTableau Cloudに

通知します。

l 多要素認証を備えたTableau

Tableau認証 (TableauIDとも呼ばれる)で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合

は、TableauIDの認証資格情報ともう一つの検証方法とを組み合わせてTableau Cloud

にアクセスします。

TableauID認証資格情報は、Tableau Cloudサイトにアクセスするために使用されている

メールアドレスとパスワードで構成されます。また、これらの認証資格情報を使用して、ホワ

イトペーパーなどTableau Webサイト上の他のコンテンツにアクセスすることもできます。

MFAに登録した後、検証方法を選択できます。詳細については、「多要素認証への登

録」を参照してください。

l Tableau

多要素認証を備えたTableauを使用するようにサイトがまだ更新されていない場合

は、Tableau認証タイプを暫定的に引き続き使用することができます。

Tableau Software 95

Tableau Cloudヘルプ



サイトが使用する認証資格情報のタイプを判断する方法

サイトがシングルサインオン(SSO)の認証資格情報を使用するように設定されている場合は、サ

イト管理者からユーザーに通常通知されますが、ユーザーは組織内の他のプログラムにサインイン

する場合と同じユーザー名とパスワードを使用します。

サイトがSSOを使用するように設定されていない場合は、多要素認証を備えたTableauを使用

してサイトにサインインします。この場合、ユーザーはサイトへの招待メールを受け取ります。メール

のリンクをクリックすると、パスワードを作成できます。メールアドレスとパスワードがTableauIDとな

ります。次に、サインインするたびに使用する本人確認の検証方法を、少なくとも1つ登録するよ

うに求められます。

サイトの設定状況や、使用する認証資格情報がわからない場合は、Tableau Cloudのサイト管

理者に確認してください。

サインインするには (Tableau CloudのURLを含む)

サインイン場所に応じて、次のいずれかを実行します。

次からサインインする場合 : 以下を実行します。

Webブラウザー アドレスバーにTableau CloudのURL
https://online.tableau.comを入力します。

コンテンツをパブリッシュまた

はコンテンツにアクセスする

Tableau Desktop

[サーバー] > [サインイン]を選択し、Tableau Cloud
URL: http://online.tableau.comを入力します。

Tableau Bridgeにサインイ

ンするTableau Desktop
[サーバー] > [Tableau Bridge クライアントの開始 ]を
選択します。

Tableau Mobileアプリ [サインイン]、[Tableau Cloud に接続 ]の順にタップ

します。
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SSOを使用するサイトの場合

1. Tableau Cloudのサインインページでメールアドレスを入力し、[サインイン]をクリックします。

1つのサイトにのみ追加されている場合は、アイデンティティプロバイダーのサインインフォーム

にリダイレクトされます。再度、ユーザー名とパスワードを入力します。サードパーティーが

ユーザーを認証し、Tableau Cloudにリダイレクトします。

2. SSOを使用する複数のサイトに追加されている場合は、アクセスするサイトのURI

(Uniform Resource Identifier)を入力し、[続行 ]をクリックします。

2022年 1月現在、サイトのプライバシーを維持するにはサイトのURIが必要です。サイトの

URIは、Tableau Cloudサイトの一意の識別子であり、認証後にサイトのURLに表示され

ます。たとえば、サイト名 "Company X"はURLにhttps://us-east-

1.online.tableau.com/#/site/companyxと表示されます。サイトのURIを覚えな

くてもいいようにする場合は、ブラウザーでサイトのURLをブックマークして、そのTableau

Cloudサイトにすばやくリダイレクトして認証することができます。
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注 :サイトのURIを覚えていない場合は、[Forgot Site (サイトを忘れた場合 )]をク

リックし、指示に従ってメールアドレスを確認してください。5分以内に確認コードが1

つだけ送信されます。Tableauからのメールが表示されない場合は、迷惑メールのフォ

ルダーを確認してください。コードの入力に複数回失敗すると、コードが失効するた

め、正しいコードを慎重に入力してください。確認後、ユーザー名に関連付けられてい

るサイトのリストにリダイレクトされます。このクライアントでは、メールアドレスを30日間

再確認する必要はありません。
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多要素認証を備えたTableauを使用するサイトの場合

1. Tableau Cloudのサインインページで、メールアドレスとパスワードを入力し、[サインイン]を
クリックします。

2. サイト管理者がユーザーを複数のTableau Cloudサイトに追加している場合は、サイトの

URI (例 :サイトの名前 )を入力して[続行 ]をクリックすします。たとえば、"myco"をサイトの

URIまたはサイトの名前として入力します。

3. パスワードを入力し、[サインイン]をクリックします。
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4. サインインプロセスを完了するには、Tableau Cloudプロンプトに従って、MFA登録プロセ

ス中に選択した検証方法を使用して IDを検証します。

注 :

l Tableau Cloudに初めてサインインする場合やMFAに初めて登録する場合は、多

要素認証への登録のセクションを参照してください。

l 組み込みのオーセンティケーター、セキュリティキー、またはリカバリコードのいずれか

の検証方法を1つだけ登録したTableau Cloudにサインインしている場合は、バッ

クアップとなる追加の検証方法を登録するようにリダイレクトされます。

たとえば、Salesforceオーセンティケーターアプリを検証方法として登録した場合は、次の

プロンプトが表示されます。
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a. モバイルデバイスでプッシュ通知をタップすることで、プロンプトに応答します。

b. リクエストの詳細が正しいことを確認し、[承認 ] をタップします。IDが検証されると、

Tableau Cloudサイトにリダイレクトされます。
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サインアウトするには

サインアウトするには、任意のページの右上隅にある表示名を選択し、[サインアウト]を選択しま

す。
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サイトでシングルサインオンが使用されており、[サインアウト]リンクが表示されない場合は、ブラウ

ザータブまたはウィンドウを閉じます。サイトおよび会社のユーザー情報を管理するアイデンティティ

プロバイダーがシングルログアウトをサポートするよう設定されていない場合、[サインアウト]リンクは

表示されません。

サインイン認証資格情報の保存

Tableau Cloudでユーザー名が記憶されるようにするには、サインインページで [Remember me
(記憶する)]を選択します。次回サインインすると、Tableauはユーザー名を入力します。ユーザー

はパスワードを入力する必要があります。

SSO認証を使用するサイトの場合、Tableauはユーザー名を記憶し、既定のサイトも設定しま

す。次回サインインすると、Tableauはユーザー名を入力し、サイトのURIを要求せずに、IdPにリ

ダイレクトして認証を行います。

どちらのシナリオでも、次の場合に既定のサイトが置き換えられます。

l 別のTableau Cloudサイトにサインインして、もう一度 [Remember me (記憶する)]を選

択する場合。

l ディープリンク、特定のサイトを指すURLを使用して、Tableau Cloudにアクセスし、そのサ

イトにサインインする時に[Remember me (記憶する)]を選択する場合。

Tableauからユーザー情報を消去するには、Webブラウザーを使用してCookieを削除します。
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接続されたクライアント

サイト管理者は、承認されたTableauクライアントが直接サインインすることを許可できます。クラ

イアントの例については、このトピックの序論の部分を参照してください。

認証済みクライアントから正常にサインインした後、TableauストアはTableau Cloudとの接続を

保存するセキュアトークンに認証資格情報を保存します。このトークンを使用すると、サインインし

なくてもTableau Cloudサイトに直接アクセスできます。

保存済みのサインインをクリア

l サイトとの接続を終了するには、接続されているクライアントから明示的にサインアウトでき

ます。たとえば、Tableau Desktopで、[サーバー] > [サインアウト] を選択します。

l Tableau Desktopから既存のサーバー接続をすべて削除するには、[ヘルプ] > [設定とパ

フォーマンス] > [保存済みサインインをクリア]を選択します。

注 :サイト管理者は、サイトへのユーザー接続を保存するセキュアトークンを禁止することが

できます。

Internet Explorerでの埋め込みビューへのサインイン

埋め込みビューのあるWebページを参照すると、ビューが表示されるフレームにサインインボタンが

表示されます。Internet Explorer (IE)を使用しており、認証資格情報を入力しても、サインイン

ボタンがビューで置き換わらない場合は、ブラウザーセキュリティ設定によりビューへのアクセスがブ

ロックされている場合があります。

IEは、セキュリティゾーンを使用して、Wabサイトへのアクセスレベルを判別しています。Tableau

の埋め込みビューをIEで表示するために、アクセスするWebサイトとTableau Cloudアドレスを正

しいセキュリティゾーンに追加できます。
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Webアドレスの IEセキュリティゾーンへの追加

1. Internet Explorerで、Tableauビューを含むWebサイトを参照します。

2. [ツール]ボタンをクリックして、[インターネットオプション]を選択します。

3. [セキュリティ]タブで、次のように、Webサイトを適切なセキュリティゾーンに追加します。

l Tableauビューを含むサイトが組織の内部の場合は、[ローカルイントラネット]を選

択し、[サイト]をクリックして、さらに[詳細設定 ]をクリックします。サイトがまだ存在し

ない場合は、それを[Web サイト]リストに追加します。

l サイトが組織の外部の場合は、[信頼済みサイト]を選択し、[サイト]をクリックして、

それを[Web サイト]リストに追加します。

4. Tableau Cloudを追加するには、以下の手順を行います。

[信頼済みサイト]を選択し、[このWeb サイトをゾーンに追加する]ボックスに

*.online.tableau.comと入力します。

5. [追加 ]をクリックしてから、[閉じる]をクリックします。

これらの手順は、Microsoft Windowsページ「セキュリティゾーン:Webサイトの追加または削除」か

ら抜粋したものです。

注 :提供されたリンクは、Tableau Webサイトから離れます。これらの外部 Webサイトへのリン

クが正確かつ最新で関連性が高いものであるように確保するために極力努めていますが、

Tableauでは外部プロバイダーによって維持されているページの正確性または新鮮度について

責任は負いかねます。コンテンツに関する質問の答えを求める場合、外部サイトにお問い合

わせください。

多要素認証への登録

アカウントのセキュリティを確保するために、2022年 2月 1日より、多要素認証 (MFA)は

Tableau Cloudの要件になりました。この要件を満たすために、Tableau認証でMFAを有効にす
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ることができます。MFAが有効になっている場合、Tableau Cloudにサインインするたびに使用す

る本人確認の検証方法を、少なくとも1つ登録する必要があります。注 : Tableau Desktopまた

はTableau BridgeをTableau Cloudと組み合わせて使用している場合は、バージョン2021.1以

降を実行している必要があります。

MFAはセキュアなアカウント認証方式であり、ユーザーが本人であることを証明するために、2つ

以上の情報を提示する必要があります。それらの情報は「認証要素」と呼ばれ、ユーザーは

Tableau Cloudにサインインするときに提示します。最初の要素は、Tableau Cloudへのサインイ

ンに使用するユーザー名とパスワード(TableauID認証資格情報 )です。追加の要素は、

Salesforceオーセンティケーターや、サードパーティの時間ベースのワンタイムパスコード(TOTP)ア

プリなどの、オーセンティケーターアプリによって生成されるコードです。

サポートしている検証方法を比較し、使用要件を確認するには、Salesforceヘルプのトピック「多

要素認証の検証方法」を参照してください。

重要 :

l 多くの場合、Tableau Cloudの検証方法として、携帯電話にインストールする必要がある

モバイルオーセンティケーターアプリが使用されています。

l Tableau Desktop、Tableau Prep Builder、Tableau Bridge、Tableau コンテンツ移行

ツールからTableau Cloudへの認証を行う場合、WebAuthnまたはU2Fをサポートするセ

キュリティキーや組み込みのオーセンティケーターは使用できません。

l リカバリコードオプションは、最初の検証方法セットを登録した後にのみ使用できます。

MFAに登録するには

1. ユーザー名とパスワードを使用してTableau Cloudにサインインします。MFAに登録するよ

うに求められます。

2. 検証方法を選択します。

たとえば、[Salesforce オーセンティケーター]をクリックします。
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3. Tableau Cloudダイアログの手順に従って、選択した検証方法をTableau Cloudアカウント

に関連付けます。

たとえば、ステップ2でSalesforceオーセンティケーターアプリを選択した場合は、次の手順

を実行するように求められます。

a. iOSまたはAndroidのモバイルデバイスで、App StoreまたはGoogle Playから無料

のSalesforceオーセンティケーターアプリをダウンロードしてインストールします。

b. モバイルデバイスでアプリのインストールが完了したら、アプリを開いて[アカウントの追

加 ]をタップします。
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c. Tableau Cloudで、ダイアログのアプリから2ワードのフェーズを入力し、[接続 ]をク

リックします。

4. サインインプロセスを完了するために、Tableau Cloudは、モバイルデバイスのオーセンティ

ケーターアプリを介してサインイン要求を承認するように求めます。要求を受け入れると、あ

なた本人であることが確認されます。その後、サイトにリダイレクトされます。

たとえば、Salesforceオーセンティケーターの検証方法を使用する場合は、次の手順を実

行します。

a. Tableau Cloudに次のプロンプトが表示されたら、モバイルデバイスでプッシュ通知に

応答します。
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b. Salesforceオーセンティケーターアプリで、リクエストの詳細が正しいことを確認しま

す。

c. [承認 ]をタップします。あなたはサイトにリダイレクトされます。

検証方法の管理

MFAの使用を開始すると、Tableau Cloudの [マイアカウント設定 ]ページにある[MFA 検証方法

の管理 ]リンクをクリックして、検証方法を管理できます。

このページでは、リカバリコードを含む、検証方法の追加や削除を行うことができます。たとえば、新

しい携帯電話を入手した場合は、古い携帯電話の確認方法をすべて削除してください。オーセン

ティケーターアプリの構成をバックアップから新しい携帯電話に復元してもコピーできない場合は、

オーセンティケーターアプリをもう一度インストールして登録する必要があります。詳細については、

「アカウント設定の管理」を参照してください。
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リカバリコードについて-緊急時のみ

ロックアウトが発生するリスクを軽減するために、ユーザーはMFAに登録した後、バックアップとして

リカバリコードを追加することをお勧めします。通常のMFA検証方法にアクセスできない場合は、

緊急シナリオでのみ使用するリカバリコードを用いて、Tableau Cloudにサインインできます。[リカ

バリコード]オプションを追加すると、Tableau Cloudへのサインインに使用できる10個の使い捨て

コードのリストが生成されます。

重要 :

l リカバリコードのオプションを追加した後は、リカバリコードのリストにアクセスできなくなるた

め、緊急時に使用できるように、これらのコードをすぐにコピーして安全な場所に保管して

おいてください。

l リカバリコードは、主要な検証方法として使用しないでください。リカバリコードは、通常の

MFA検証方法にアクセスできない場合の緊急シナリオでのみ使用してください。

110 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



ロックアウトされた後にサイトへのアクセスを回復

重要 :サイトからロックアウトされないように、[リカバリコード]オプションを追加することを強くお勧めし

ます。リカバリコードは、緊急シナリオでのみ使用する必要があります。

通常のMFA検証方法をすべて失った場合は、Tableau Cloudサイト管理者に連絡して、MFA

検証方法のリセットを要求する必要があります。MFA検証方法がリセットされたら、「多要素認証

への登録」の手順に従って、MFAに再度登録します。

ライセンスモデルを理解する

このトピックでは、さまざまなライセンスモデルと、それらに関連する可能性のあるプロダクトキーまた

はサブスクリプションについて説明します。プロダクトキーとサブスクリプションがTableau Cloudでどの

ように表現されるかを示した、視覚的にわかりやすい内容が「Tableauカスタマーポータル」にありま

す。

プロダクトキーをTableauカスタマーポータル (Tableau DesktopおよびTableau Prep Builder)で

確認する場合は、製品固有のプレフィックスに注意してください。

プロダクト

キープレ

フィックス

説明

TC Tableau Creatorのプロダクトキー。Tableau DesktopおよびTableau Prep
Builderのアクティブ化または非アクティブ化に使用できます。

TD Tableau Desktopのプロダクトキー。Tableau Desktopのアクティブ化または非ア

クティブ化にのみ使用できます。これは従来のプロダクトキーであり、もう販売も提

供もされていません。

期間ライセンスモデル

Tableauの期間ライセンスモデルは、Tableau Cloudの使用を許可する指標で定義されていま

す。期間ライセンスは、サブスクリプションライセンスとも呼ばれます。Tableauは現在、Tableau

Cloudへのアクセスをサブスクリプションライセンスで販売しています。サブスクリプションライセンスモ
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デルでは、お客様は1年間のサブスクリプション料金を支払います。サブスクリプションの有効期限

が切れると、ソフトウェアは動作しなくなります。

サブスクリプションライセンスには、ロールベースのサブスクリプションとコアベースのサブスクリプション

があります。すべてのロールと機能を備えた1つのライセンスキーを購入することもできます。このラ

イセンスは、更新可能なサブスクリプションライセンス(Updatable Subscription License、USL)と

呼ばれます。Tableau Cloudでアクティブ化する必要があるキーは1つだけであり、購入の全体を

表しています。

l ユーザーベースライセンスでは、使用可能な各役割タイプのライセンスに基づいてユーザー

を追加できます。

l 組み込みアナリティクスの使用ベースのライセンスでは、Tableauクラウド内のTableau

Viewerユーザーアカウント数には制限がありません。代わりに、ライセンスは使用ごと、より

具体的には分析インプレッションごとになります。

ロールベースのライセンスモデル

Tableauではロールベース期間ライセンスを提供しており、一連の機能をさまざまな価格で利用

できます。ロールベースの期間ライセンスには、Display、Viewer, Explorer、Creatorの4種類があ

ります。

l Displayライセンスを使用すると、広い範囲の内部ユーザーにTableauコンテンツを共有し

て表示することができ、対話形式ではない共用の画面を使用したダッシュボードを提供で

きます。Displayライセンスには、個別のサイトロールはありません。Displayライセンスを使

用する場合、管理者は、ライセンスを取得したディスプレイの場所ごとに専用のログインア

カウントを作成します。これは、個々のユーザーのログインアカウントとは異なり、最大のサ

イトロールであるViewerを割り当てます。

l Viewerライセンスでは、Tableau Cloudでワークブックを表示し、操作することができます。

Viewerライセンスではユーザーに対し、Tableau Mobileへのアクセス、ワークブックへのコメ

ント追加、さまざまな形式でのビジュアルのエクスポート、ワークブックのサマリーデータのダウ

ンロード、それ自体に関するサブスクリプションの作成、データドリブンアラートの受信も許

可します。

l Explorerライセンスでは、以前のTableau Cloudリリースで利用可能なユーザーベースの

期間ライセンスと似ており、Viewerライセンスで提供される権限に加えて、追加の権限が
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含まれています。Explorerライセンスでは、Webブラウザーを使用したワークブック作成権限

のほか、コラボレーション機能の完全なセットへのアクセスが許可されます。

l Creatorライセンスでは、Tableau Cloudを使用する際に幅広い権限が付与され、Tableau
DesktopやTableau Prep Builderも使用できます。Creatorライセンスでは、Explorerライ

センスで使用できるすべての権限に加え、Tableau Cloudを使用する際に、次の権限を使

用できます。

l 新しいデータソースから新しいワークブックを作成したりパブリッシュしたりする。

l [データ]ペインの埋め込みデータソースを編集する。

l 新しいデータ接続を作成したりパブリッシュしたりする。

l Tableau DesktopとTableau Prep Builderでは、ログインベースのライセンス管理 ア

クティベーションを使用します。

埋め込み分析

Tableauの埋め込み分析サービスは、Tableau Cloudの限定使用ライセンスであり、Tableau

Cloudの分析機能を外部向けソリューションに組み込み、組織外のクライアントにTableauコンテ

ンツとインサイトを提供したいお客様が利用できるようにしたものです。

注 :埋め込み分析ライセンスは、フル活用のライセンスと同じ環境では使用できません。埋め

込み分析ライセンスに変更するには、まず既存のフル利用ライセンスを非アクティブ化してか

ら、埋め込み分析ライセンスをアクティブ化します。

たとえば、ある組織が、消費者データを分析し、さまざまな消費者の人口統計に関する行動パ

ターンのレポートを生成するサービスを実行しているところを考えてください。このシナリオでは、

Tableau Cloudは「人口統計アナライザー」という名前の特定の専用アプリケーションをサポートし、

エクスポートされたTXTファイルやSQLデータベースと接続します。組織はセキュアポータルでクライ

アントがビジュアライゼーションを利用できるようにし、クライアントはそこにログインしてアカウントを管

理し、結果を表示します。エンドユーザーは、ポータルへのアクセスに使用するアカウントによって一

意に識別されます。

ライセンスを確認するには、カスタマーサクセスにお問い合わせください。
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使用ベースの埋め込み分析ライセンスモデル

使用ベースの埋め込み分析ライセンスモデルでは、CreatorとExplorerは引き続きユーザーごと

に定義されますが、Usage Viewerは分析インプレッションで測定される使用量ごとにライセンスさ

れます。

分析インプレッションとは、Usage Viewer (組織外の閲覧者 )が、外部向けアプリケーション内にあ

る(または関連する) 1つまたは複数の埋め込み分析にアクセスすることを指します。たとえば、

Viewerが次のアクションを実行している場合です。

l ダッシュボードを読み込んでいる

l ワークシートを読み込んでいる

l Tableauメトリクスを読み込んでいる

l APIまたはUIを介して、画像、PDF、PowerPoint、Tableauワークブックなどのビジュアライ

ゼーション(ダッシュボードまたはワークシート)をダウンロードまたはエクスポートしている

l サブスクリプションを受け取っている

l データドリブンアラートを受け取っている

注 :現在、「データに聞く」は、使用ベースのライセンスでは有効になっていません。「データに

聞く」は、使用ベースのライセンスで将来有効になります。

サイト管理者は、分析インプレッションの使用状況に関する概要メールを毎月受け取ります。これ

により、サイト管理者は使用状況を把握し、予算を管理できます。また、アカウントマネージャー

にいつでも使用状況の指標をリクエストして、使用状況を把握することもできます。

機能ライセンス

機能ライセンスは、他のライセンスとは異なる方法で販売されます。独立ライセンスを含む機能

は、展開内のすべてのユーザーでライセンスを取得する必要があります。
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これらの機能は毎年ライセンスを取得するものであり、ライセンスという意味では、これらの機能を

ユーザーベースで使用できるかどうかについては「すべてか無しか」となります。

l データ管理

l Advanced Management
l ログインベースのライセンス管理

注 :更新可能なサブスクリプションライセンスには、機能とロールの両方が1つのライセンスに

含まれています。別の機能やそれに関連するロールのために、複数のライセンスやプロダクト

キーをアクティブ化する必要はなくなりました。

データ管理

データ管理 ライセンスには、Tableau CatalogとTableau Prep Conductorが含まれています。詳

細については、データ管理 についてを参照してください。

Advanced Management

Tableau Cloud Advanced Managementは、展開ごとにライセンスが付与されます。Advanced

Managementと含まれている機能の詳細については、Tableau Cloud上のTableau Advanced

Managementについてを参照してください。

ログインベースのライセンス管理

ログインベースのライセンス管理 (LBLM)により、Tableau DesktopとTableau Prep Builderのライ

センス発行が簡素化されます。エンドユーザーはプロダクトキーをアクティブ化する必要がなく、

Cloud CreatorsがCloudサイト(LBLM)にサインインすることにより、Tableau DesktopとTableau

Prep Builderをアクティブ化して使用できます。

詳細については、ログインベースのライセンス管理を使用してTableauをライセンス認証するを参照

してください。
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ログインベースのライセンス管理を使用して

Tableauをライセンス認証する

ログインベースのライセンス管理 は、Tableau Cloud内でCreatorロールのライセンス管理とライセ

ンス認証を行う優先オプションであり、デフォルトで有効になっています。ログインベースのライセン

ス管理 を使用すると、許可されたユーザーはTableau Cloudにサインインして、Tableau Desktop

やTableau Prep Builderのライセンス認証およびロックの解除を実施できます。ログインベースのラ

イセンス管理 により、Tableau DesktopおよびTableau Prep Builderのプロダクトキーを配布して

管理する必要がなくなります。

個々のTableau DesktopまたはTableau Prep Builderを承認するために必要なTableau Cloud

サイトは1つだけです。Tableau DesktopとTableau Prep Builderを使用してライセンス認証と中

央型ライセンス管理を行うユーザーには、Creatorのロールを割り当てることができます。また、ログ

インベースのライセンス管理 によってライセンス使用率をより良く把握することができます。

Tableau Cloudの管理ビューを使用して、Creatorロールの割り当て数と使用率を1か所で表示

できます。管理ビューでは、Creatorライセンスを使用しているユーザーに関する情報が提供され、

Tableau DesktopとTableau Prep Builderの最新のライセンスリースとバージョンが表示されるた

め、Tableauの展開を監視するのに役立ちます。

ログインベースのライセンス管理 は以下のTableau製品でサポートされています。

l Tableau Cloud

l Tableau Server 2020.1以降

l Tableau Desktop 2020.1+

l Tableau Prep Builder 2020.1.3以降

ログインベースのライセンス管理の動作方法

ログインベースのライセンス管理 を使用している場合、Tableau DesktopまたはTableau Prep

Builderは定期的にTableau Cloudと連携し、ユーザーがCreatorであることを確認し、実行する

116 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



許可を得ます。Tableau CloudはTableauにある実行承認 (ATR)サービスに接続して、Tableau

Desktopクライアントがライセンス認証を許可されていることを確認します。ATRサービスは、ライセ

ンスと認証期間を検証および管理します。下の図は、クライアント、Tableau Cloud、およびライセ

ンス発行サービスの間の通信プロセスを示しています。

Tableauは共通ポート(80および443)を使用してインターネット要求を行います。ほとんどの場

合、Tableau DesktopまたはTableau Prep BuilderがインストールされているPC、および、実行

中のネットワークは、既に必要なアクセスを許可するよう構成されています。Tableauで使用される

ポートの詳細については、「インターネットアクセス要件」を参照してください。

ログインベースのライセンス管理 とTableau Cloud

1. Tableau DesktopまたはTableau Prep Builderをインストールし、[認証資格情報を使用し

てライセンス認証 ]を選択します。Tableau Cloudサイトにサインインします。

2. Tableau Cloudは、ユーザーがCreatorであることを確認します。そうでない場合は、エラー

が発生します。そうである場合、Tableau CloudがATRサービスと通信します。

3. ATRサービスはATRリースをTableau Cloudに返します。

4. Tableau CloudはTableau DesktopまたはTableau Prep BuilderにATRリリースを提供し

てライセンス認証を完了します。
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ログインベースのライセンス管理を使用する

ログインベースのライセンス管理を使用するには、Tableau DesktopをインストールしてTableau

Cloudとともに使用する必要があります。

ステップ1:ログインベースのライセンス管理を有効にする

ログインベースのライセンス管理 は、バージョン2020.1以降 Tableau CloudおよびTableau

Desktopでは既定で有効になっています。ログインベースのライセンス管理 を使用するには、

Tableau DesktopをインストールしてTableau Cloudで使用する必要があります。Tableau

Desktopバージョン2020.1以降を使用している場合は、「ステップ3: Tableau Desktopをアクティ

ブ化するに進んでください。

2021.1より前のバージョンでは、ログインベースのライセンス管理 はサポートされていません。

Tableau DesktopやTableau Prep Builderのインストール時に

ログインベースのライセンス管理 設定を変更します

コマンドラインでログインベースのライセンス管理 設定を変更するには、管理者としてコンピュータ

のコマンドラインからインストーラー .exeファイルを実行します。msiファイルを抽出する必要がある

場合は、「Windows (MSI)インストーラーの抽出と実行」の手順を実行します。

既定の45日 /1,209,600秒以外の期間を使用するには、ATRREQUESTEDDURATIONSECONDS

スイッチを含めます。例 :

tableauDesktop-64bit-2020-1-0.exe /quiet /norestart ACCEPTEULA=1

ATRREQUESTEDDURATIONSECONDS=43200

.exeファイルが格納されているディレクトリからコマンドを実行するか、コンピューターの .exeファイル

への完全パスを指定する必要があります。ネットワーク上の共有ディレクトリからセットアッププログ

ラムを実行しないでください。代わりに、インストール先のPC上のディレクトリに .exeファイルをダウ

ンロードします。
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次の例は、ログインベースのライセンス管理を無効にするWindowsインストーラーコマンドを示して

います。

tableauDesktop-64bit-2020-1-0.exe /quiet /norestart ACCEPTEULA=1

LBLM=disabled

または

tableauPrepBuilder-64bit-2020-1-0.exe /quiet /norestart ACCEPTEULA=1

LBLM=disabled

ログインベースのライセンス管理 を使用するときにユーザーがアクティブ化に使用するTableau

Serverの既定のURLを設定するには、ACTIVATIONSERVERまたはWorkGroupServerオプ

ションを追加します。

exeを更新するには:

tableauDesktop-64bit-2021-4-0.exe /quiet /norestart ACCEPTEULA=1

ACTIVATIONSERVER=http://<tableau_online_site_url>

レジストリを更新するには:

reg.exe add HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Tableau\Tableau

2021.4\Settings /f /v WorkGroupServer /d https://<tableau_server_

url>

注 : ACTIVATIONSERVERオプションは、初回のライセンス認証のみを目的としています。以

前にこのバージョンのTableauにサインインしたことがある場合は、WorkGroupServer

(Windows)またはWorkgroupServer (macOS)オプションを使用します。たとえば、Windows

でTableau Desktopバージョン2021.1を使用していて、以前に正常にサインインしたことがあ

る場合は、WorkGroupServerオプションを使用してアクティベーションサーバーを指定しま

す。macOSのTableau Desktopでは、WorkgroupServerオプションを使用します。

macOSでは、このオプションは大文字と小文字を区別し、小文字の "g "が使用されます。
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レジストリの編集によってTableau Desktopでログインベースのラ

イセンス管理を変更します

Tableau Desktopが既にインストールされている場合は、Windowsレジストリを編集してログイン

ベースのライセンス管理 設定を変更できます。

ログインベースのライセンス管理 をオフにするには :

reg.exe add HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Tableau\ATR /f /v LBLM /d

disabled

ログインベースのライセンス管理唯一のログインオプションを作成するには:

reg.exe add HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Tableau\ATR /f /v LBLM /d

required

または、レジストリディレクトリを編集して、ログインベースのライセンス管理 を有効、無効、または

必須オプションに設定できます。

1. Tableau Desktopを実行しているコンピューターの管理者として、変更を加える前にレジス

トリファイルのバックアップを作成してください。

2. レジストリを編集し、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\TableauでATRという名前

のハイブを見つけ、必要な設定を反映するようにLBLM値を変更します。

a. 名前 : LBLM。

b. データ:enabled、disabled、または required。

3. Tableauを再起動して変更を有効にします。

ログインベースのライセンス管理 設定をTableau Desktop
macOSで変更する
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macOS上でログインベースのライセンス管理 設定を変更するには、ターミナルウィンドウで次のコ

マンドを実行してpreferencesファイルを更新した後、Tableau Desktopをインストールまたは再起

動します。

ログインベースのライセンス管理 をオフにするには :

sudo defaults write /Library/Preferences/com.tableau.ATR LBLM

"disabled"

ログインベースのライセンス管理唯一のログインオプションを作成するには:

sudo defaults write /Library/Preferences/com.tableau.ATR LBLM

"required"

macOSでログインベースのライセンス管理 を使用するときに、ユーザーがアクティブ化に使用する

Tableau Serverの既定のURLを設定します。

初回アクティブ化 :

sudo defaults write /Library/Preferences/com.tableau.ATR LBLM

"required"

2回目以降のアクティブ化 :

sudo defaults write /Library/Preferences/com.tableau.Tableau-

<version> Settings.WorkgroupServer "https://<tableau_server_url>"

注 :macOSのTableau Desktopでは、WorkgroupServerオプションを使用します。macOS

では、このオプションは大文字と小文字を区別し、小文字の "g "が使用されます。

ログインベースのライセンス管理設定

次の設定を使用してログインベースのライセンス管理を変更し、ATR期間を設定し、アクティブ化

サーバーのURLを設定します。
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設定 値 説明

LBLM enabled、
disabled、または

required

enabled (既定値 )に設定する

と、ライセンス発行画面に2種類

のライセンス認証オプション(プロダ

クトキー、認証資格情報 )が表

示されます。

disabledに設定すると、ログイ

ンベースのライセンス管理 がライセ

ンス画面に表示されません。

requiredに設定すると、ログイ

ンベースのライセンス管理 が

Tableau Desktopをライセンス認

証する唯一の方法になります (ラ

イセンス発行画面が表示されると

き、認証資格情報によるライセン

ス認証のオプションだけが表示され

ます)。

注 : LBLMがenabledまたは

requiredに設定されている場

合は、レポート作成も有効に

なります。

ATRREQUESTEDDURATIONSECON-

DS

1209600 実行の承認 (ATR)の期間 (秒 )

を設定します。これは、Tableau

DesktopとTableau Prep Builder

のインスタンスが実行を承認される

期間です。既定値は1209600秒

(14日 )です。値で区切り文字とし

122 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



てコンマを使用しないでください。

ACTIVATIONSERVER http://<tableau_

online_site_url>

初回アクティブ化の場合、ユー

ザーがアクティブ化に使用する

Tableau Cloudのサイトの既定の

URLを設定します。

WorkGroupServer (Windows)
WorkgroupServer (macOS)

http://<tableau_

server_url>

WindowsレジストリまたはmacOS

plistを更新する場合は、ユーザー

がTableau Serverのアクティブ化

に使用する既定のURLを設定し

ます。

注 :macOSのTableau

Desktopでは、

WorkgroupServerオプション

を使用します。macOSでは、

このオプションは大文字と小

文字を区別し、小文字の "g

"が使用されます。

REPORTINGFREQUENCYSECONDS 3600 ログインベースのライセンス管理 レ

ポートをTableau Serverまたは

Tableau Cloudに送信する頻度

の既定値 (秒単位 )を設定しま

す。設定できる最小値は60秒

で、デフォルトは3,600秒 (1時

間 )です。この設定を変更して、

Tableau Serverの負荷を軽減 し

たり、ネットワークトラフィックを削

減したりします。実行承認 (ATR)
リース期間の設定値に関わらず、

REPORTINGFREQUENCYSECOND-
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Sで、Tableau Desktopまたは

Tableau Prep Builderクライアント

がログインベースのライセンス管理

ライセンス認証をTableau Server
またはTableau Cloudに報告する

時間間隔を設定します。

仮想展開の追加構成

Tableau DesktopとTableau Prep Builderは、Tableau CloudまたはTableau Serverに定期的に

連絡し、Tableauがライセンスベースで実行を許可されていることを検証します。Tableau Cloudま

たはTableau Serverは、ATRサービスに連絡し、ライセンスと承認ウィンドウの長さを検証します。

Tableau DesktopまたはTableau Prep Builderの仮想 (永続的ではない)展開を設定する際

は、使用超過のアクティブ化エラーメッセージを回避するために、期間は4時間または8時間など

の低い値のいずれかに設定する必要があります。仮想マシン(VM)が返された後、ATRサービス

は、アクティブ化の監視を処理します。

Tableau Desktopをエンドユーザーにパブリッシュする前に、ソース画像で次のフラグを使用する必

要があります。各エンドユーザーは、新しいVMが配信される都度 Tableau Serverまたは

Tableau Cloudにログインすることでソフトウェアをアクティブ化します。エンドユーザーがTableau

ServerまたはTableau CloudでTableau Creatorである場合は、プロダクトキーを入力する必要

はありません。

VM上のTableau DesktopまたはTableau Prep Builderでログインベースのライセンス管理を使

用している場合、Tableau DesktopまたはTableau Prep Builderで新しいVMを起動するたびに

ライセンス情報が変更されたというエラーメッセージが表示されることがあります。このエラーによって

再起動が強制的に実行され、Tableau Desktopの再登録を求めるメッセージが表示されます。

このエラーは、ATRサービスがライセンスキャッシュと一致しない新しいトークンを送信するために発

生します。
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Microsoft Windows

Microsoft Windowsでこの問題が発生しないようにするには、Windowsインストーラーで

SYNCHRONOUSLICENSECHECKおよびSILENTLYREGISTERUSERオプションを使用します。例 :

tableau-setup-std-tableau-2020 SYNCHRONOUSLICENSECHECK="true"

SILENTLYREGISTERUSER="true" ATRREQUESTEDDURATIONSECONDS=14400

または

tableauDesktop-64bit-2020-1-0.exe /quiet /norestart ACCEPTEULA=1

ATRREQUESTEDDURATIONSECONDS=14400 ACTIVATIONSERVER=http://<tableau_

online_site_url> SYNCHRONOUSLICENSECHECK="true"

SILENTYLYREGISTERUSER="true"

Tableau Prep BuilderとTableau Desktopを1つの仮想デスクトップに配信する場合、

ATRREQUESTEDDURATIONSECONDSを設定する必要があるのはTableau Desktopのインストー

ル中だけです。ただし、Tableau Prep Builderをスタンドアロンとしてインストールする予定の場合

は、ATRREQUESTEDDURATIONSECONDSをTableau Prep Builderのインストール中に設定する

必要があります。

または、次のレジストリキーをマスター画像で編集できます。

Reg key path: HKLM\SOFTWARE\Tableau\<Tableau version>\Settings\

Reg key (String value, need to set to true to make that feature

enabled)

SynchronousLicenseCheck

SilentlyRegisterUser

MacOS

macOSでエラーが発生しないようにするには、次のコマンドを実行して

LicenseCache.Desktopフラグを'false'に設定します。
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sudo defaults write ~/Library/Preferences/com.tableau.Tableau-

<version>.plist LicenseCache.Desktop false

(オプション)ステップ2:実行の承認 (ATR)の期間を変更する

実行承認 (ATR)期間のログインベースのライセンス管理 デフォルト設定はほとんどの環境に適し

ていますが、必要に応じてこれらのデフォルト設定を変更できます。ログインベースのライセンス管

理 、実行の承認 (ATR)の期間として既定値の1,209,600秒 (14日 )が使用されます。これは、

Tableau DesktopとTableau Prep Builderのインスタンスが実行を承認される期間です。つまり、

最初の認証からライセンス認証の有効期限が切れるまでに、Tableauをネットワーク接続なしで

14日間使用できます。

ログインベースのライセンス管理 の既定の期間の値は、エンドユーザーに非永続的なVM配信ソ

リューションを配信するのには適切ではありません。ATR期間は、VMの使用に応じて4時間また

は12時間に下げる必要があります。新しいVMがエンドユーザーに配信されると、トークンを実

行するための新しい権限が作成されます。VMが返されると、このトークンも返され、要求を実行

する新しいVM承認で使用できます。

注 :ログインベースのライセンス管理では、ATR期間を決定するときに以下の階層が使用されま

す。

1. ATR サービス–すべてのユーザー/インストールに適用される最小 (4時間 /14,400秒 )と最
大 (90日 /7,776,000秒 )のATR期間を確立します。Tableau ServerやTableau
Desktopで値が指定されていない場合は、既定のATR期間 (14日 /1,209,600秒 )が指

定されます。

2. Tableau Desktop –オプションで、インストール先のPC用のATR期間

(ATRREQUESTEDDURATIONSECONDS)を指定できます。必要に応じて、既定のATR期

間 (14日 /1,209,600秒 )をATRサービスの最小 (4時間 /14,400秒 )および最大 (90日

/7,776,000秒 )の範囲の設定に変更できます。このローカルATR期間は、ATRサービスや

Tableau Serverによって設定された期間より優先されます。ただし、この既定のATR期間

は、Tableau Serverで設定されている最大 ATR期間より大きくすることができません。

レジストリを編集してTableau DesktopのATR期間を変更する
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既定の14日 /1,209,600秒以外の期間を使用するには、ATRRequestedDurationSeconds

レジストリ設定を更新します。例 :

1. Tableau Desktopを実行しているコンピューターの管理者として、変更を加える前にレジスト

リファイルのバックアップを作成してください。

2. レジストリを編集し、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Tableau\ATRで

ATRRequestedDurationSecondsを次のように更新します (0は既定の設定を使用しま

す)。

a. 名前 :「ATRRequestedDurationSeconds」という名前の文字列値を検索しま

す。

b. データ:期間が持続する秒数を追加します。たとえば、43200を追加して12時間の

期間を設定します。

3. Tableauを再起動して変更を有効にします。

macOSでTableau DesktopのATR期間を変更する

既定の45日 /1,209,600秒以外の期間を使用するには、ATRRequestedDurationSeconds

環境設定を含めます。例 :

sudo defaults write /Library/Preferences/com.tableau.ATR

ATRRequestedDurationSeconds -string "43200"

ステップ3: Tableau Desktopをアクティブ化する

Tableau Desktop for WindowsまたはTableau Desktop for macOCの2020.1以降のバージョン

では、ログインベースのライセンス管理 がサポートされています。

1. Tableau Desktopセットアップを実行します。

2. [Tableauのライセンス認証 ]画面には、[サーバーへのサインインによってライセンス認証する]
オプションが含まれます。
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3. [サーバーへのサインインによってライセンス認証する]をクリックし、Tableau Cloudリンクをク

リックします。

プロンプトが表示されたら、有効な認証資格情報を入力して、Creatorロールのサブスクリ

プションを持つユーザーとしてTableau Cloudサイトにログインし、[OK]をクリックします。

ログインベースのライセンス使用状況の表示

Tableau CloudまたはTableau Serverに関するログインベースのライセンス使用状況を表示でき

ます。レポートには、ユーザー、ホスト、ユーザーロール、製品、バージョン、ライセンス認証、使用

中のCreatorシート、使用中でないCreatorシート、Creatorシートが最後に使用された日時が

表示されます。過去 30日～ 183日間のデータを表示できます。

ログインベースのライセンス管理 ライセンス使用状況管理ビューを表示するには、次の手順を実

行します。
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1. Tableau CloudまたはTableau Serverのナビゲーションペインで、[サイトのステータス]をク

リックします。

2. [サイトのステータス]ページで、[ログインベースのライセンス使用率 ]をクリックします。

3. オプション。レポート画面では、シートが最後に使用された日時を示す時間枠の変更、アク

ションのフィルター、ユーザー名のフィルター、列による並べ替えを行うことができます。
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トラブルシューティング

ログインベースのライセンス管理 の使用中に、次のいずれかのエラーメッセージが表示される場合

があります。以下の情報を使用して問題を解決してください。

ログインベースのライセンス管理 がTableau Desktopでアクティブ化オプションとして利用できるが

Tableau Cloudサイトでは有効になっていない場合は、次のエラーメッセージが表示されることが

あります。

接続しているサーバー上でログインベースのライセンス管理 が有効になっていません。別のサー

バーを選択して接続するか、プロダクトキーを使用してライセンス認証してください。または、すぐに

作業を始めるには試用版を起動してください。

管理者やTableauアカウントマネージャーに連絡し、Tableau Cloudサイトでログインベースのラ

イセンス管理 が有効になっていることを確かめます。
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ログインベースのライセンス管理 がTableau Desktopで有効になっていない

ログインベースのライセンス管理 がTableau Desktopで有効になっていない場合、認証資格情報

を使用してTableauをライセンス認証することができません。バージョン2020.1より前のバージョン

では、ログインベースのライセンス管理 をTableau Desktopで使用する機能はデフォルトで有効に

なっていません。Tableau Desktopバージョンを確認 して、正しいバージョンが使用されていることを

確認します。

インストール中または更新プログラムでログインベースのライセンス管理 オプションがオフになっている

場合は、「手順 1:ログインベースのライセンス管理を有効にする」を参照してください。

年間サブスクリプションを購入しても、プロダクトキーの有効期限は変更され

ません

Tableau Cloudの更新を購入した後、Tableau Desktopのライセンスの有効期限が間近に迫って

いるように表示されますが、実際、有効期限は更新されています。[プロダクトキーの管理 ]では、

Tableau Cloudの新しいサブスクリプションの有効期限は、前のサイトの有効期限の2週間前まで

は更新されません。

Creatorライセンスがない

Tableau Desktopからライセンス認証を試みると、次のエラーメッセージが表示される場合がありま

す。

Creatorライセンスがありません。管理者に問い合わせてライセンスを取得してください。

このエラーは、Creatorのロールが割り当てられていない場合に表示されます。Tableau Cloudまた

はTableau Serverで複数のサイトに属している場合は、ログインベースのライセンス管理 を使用す

る際にCreatorのロールを持つサイトにサインインする必要があります。そうしなければ、このエラーが

発生します。

サーバーでアクティブ化したプロダクトキーにCreatorライセンスが含まれていることを確認するには、

TSMWeb UIを開き、[構成 ]、[ライセンス発行 ]の順にクリックします。
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最大数のPCでライセンス認証した

Tableau Desktopからライセンス認証を試みると、次のエラーメッセージが表示される場合があり

ます。

認証したTableauのライセンス数がご契約アカウントで許可されている上限に達しました。他のコ

ンピューターでTableauライセンス認証の有効期限が切れるまで、もう一度ライセンス認証するこ

とはできません。

このエラーは、複数のPCから同じCreatorユーザーの認証資格情報を使用してTableauをライ

センス認証しようとした結果、ライセンス認証の最大数を超過したときに表示されます。新しいPC

でライセンスを認証する前に、既存のPCのいずれかで実行の承認 (ATR)トークンの有効期限

が切れるまで待つ必要があります。非永続的な仮想マシン(VM)を使用している場合は、このエ

ラーが再度発生しないようにATR期間を短くすることができます。

アクティブ化を最大にするATRトークン期間を短縮するには

非永続的な仮想展開を使用する場合にこの最大使用エラーが発生した場合は、ATRの期間

を4時間 (14400秒 )に短縮すると、今後のエラーを回避できます。

次のステップでは、ログインベースのライセンス管理 を使用して以前アクティブ化された、今後使用

されなくなるコンピューターのリースを短縮して解放し、新しいコンピューターでアクティブ化できるよ

うにします。

1. 使用されなくなるTableau Desktopコンピューターで管理者としてコマンドプロンプトを開き

ます。

2. 次のコマンドを使用し、Tableauバイナリ(\bin)ディレクトリに移動します。

Windows: cd Program Files\Tableau\Tableau <version>\bin

Mac: cd /Applications/Tableau\ Desktop\

<version>.app/Contents/MacOS

3. 次のコマンドを実行して、期間を4時間に設定します (秒単位で14400)。
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Windows: atrdiag.exe -setDuration 14400

Mac: sudo ./atrdiag -setDuration 14400

4. 次のコマンドを使用して、前のATRトークンを削除します。

Windows: atrdiag.exe -deleteAllATRs

Mac: ./atrdiag -deleteAllATRs

5. 次に、既存のATRトークンを上書きします。Tableau Desktopを開きます。Tableauは、

「ライセンスが変更されました」というメッセージを表示します。[終了 ]をクリックして、Tableau

Desktopをもう一度開きます。

6. 登録ダイアログボックスで、[アクティブ化 ]をクリックしてから、既存のトークンを上書きするロ

グインベースのライセンス管理 を使用してTableau Server経由でTableau Desktopをもう

一度アクティブ化します。

7. Tableau Desktopを閉じてATR期間が経過するまで待機し(4時間など)、ATRトークンの

有効期限が切れてユーザーシートが解放されるようにします。ATR期間が経過するまで

Tableau Desktopは開かないでください。ATR期間が経過したことを確認してください。

ATRトークンのTTL Endには、将来の日付と時刻が表示されます (たとえば、今から4時

間後 )。

Windows: atrdiag.exe

Mac: ./atrdiag

8. ATRトークンの有効期限が切れたら、新しいコンピューターでTableau Serverに正常にサ

インインできます。

コンピューターをライセンス認証されていない状態に戻すには

1. 管理者としてコマンドプロンプトを開きます。

2. 次のコマンドを使用し、Tableauバイナリ(\bin)ディレクトリに移動します。

Tableau Software 133

Tableau Cloudヘルプ



cd Program Files\Tableau\Tableau <version>\bin

3. 次のコマンドを実行します。

Windows: atrdiag.exe –deleteAllATRs

Mac: ./atrdiag.exe –deleteAllATRs

注 :これにより、コンピューターからATRトークンのみが削除されます。ユーザーシートは開放

されません。ユーザーシートは、削除されたATRトークンの有効期限が切れた後にのみ開

放されます。

Tableau認証資格情報が無効である

Tableau Desktopからライセンス認証を試みると、次のエラーメッセージが表示される場合があり

ます。

Tableau認証資格情報が無効です。管理者に問い合わせてアカウントをリセットしてください。

このエラーは、Tableauのライセンスが認識されない場合に表示されます。管理者にお問い合わ

せください。

PCの時計が現在の時刻と同期されていない

Tableau Desktopからライセンス認証を試みると、次のエラーメッセージが表示される場合があり

ます。

PCの時計が現在時刻と同期していません。PCの時計を現在時刻と同期してからTableauをも

う一度ライセンス認証してください。

このエラーは、PCの時計が現在の時刻と同期していない場合に表示されます。PCの時計をイン

ターネット上のタイムサーバーと同期するか、自動時刻同期を有効にします。
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Salesforceデータを使用したワークブックの作成

TableauでSalesforceデータをすぐに作成して分析できます。Tableau Cloudサイトから直接

Salesforceにサインインし、探索するクラウドを選択します。Tableauは、Salesforceデータを統合

して、すぐに使用できるスターターワークブックとデータソースを備えたプロジェクトを作成します。そ

れらを自分で探索するか、サイトの他のユーザーと共有するかを選択します。

Salesforceプロジェクトに含まれる内容

Salesforceプロジェクトには、Salesforceデータを使用して作成されたスターターワークブックとデー

タソースが含まれています。スターターワークブックを使用して、非営利、売上、サービスクラウドに

関する質問にすばやく回答するか、Salesforce管理者インサイトに接続して組織の使用傾向を

確認します。

Nonprofit Cloud

Nonprofit Cloudに接続して、組織のプログラムを分析し、効果を促進します。
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スターターワークブックには、非営利のケース管理 -サービスの提供とスタッフの能力、非営利の

ケース管理の評価、非営利のケース管理の登録、非営利のケース管理のインテイク、および非

営利の資金調達の概要が含まれています。

セールスクラウド

セールスクラウドに接続すると、セールスファネルを視覚化し、セールスチームをより適切にサポー

トできます。

アカウントトラッキング、オープンパイプライン、商談の概要、商談のトラッキング、四半期ごとの販

売実績、トップアカウント、マーケティングリードなどのスターターワークブックが含まれています。

Salesforce管理者インサイト

Salesforce管理者インサイトに接続して、使用傾向と組織とのエンゲージメントを視覚化しま

す。

Salesforce管理者インサイトのスターターワークブックが含まれています。

サービスクラウド

サービスクラウドに接続すると、重要なサービスの指標とケースを分析および調査できます。

サービスの概要、ケースのトラッキングなどのスターターワークブックが含まれています。

Salesforceへの接続

Salesforceデータへは簡単に接続できます。サインインして探索するクラウドを選択すると、

Tableauは新しいプロジェクトを作成し、ワークブックとデータソースをサイトにパブリッシュします。パ

ブリッシュのプロセスが完了すると、他と同じように結果のワークブックを編集し、要件に合わせてす

ぐにカスタマイズできます。

Salesforceに接続するには、サイト管理者 Creatorサイトロールを持つ管理者であり、

SalesforceインスタンスへのAPIアクセス権を持っている必要があります。APIアクセスを行うに

は、Salesforce Professional Edition以降が必要です。詳細については、ユーザーのサイトロール

の設定を参照してください。
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1. Tableau Cloudサイトに管理者としてサインインし、[設定 ] > [統合 ]を選択します。

2. [統合 ]タブで、[Salesforce データに接続 ]をクリックし、プロンプトに答えてSalesforceへの

アクセスを承認します。

3. [Salesforceに接続 ]ダイアログウィンドウで、探索するクラウドを選択します。

4. プロジェクトの名前と初期パーミッションを指定します。管理者のみのパーミッションを設定す

るか、デフォルトプロジェクトからパーミッションを継承するかを選択できます。詳細について

は、パーミッションを参照してください。

5. 選択した内容を確認して、[パブリッシュ]をクリックします。

これで、新しいプロジェクトを作成し、スターターワークブックをパブリッシュしました。Tableauが

Salesforceデータの抽出を準備している間、ワークブックに表示されるサンプルデータでレイアウト

を確認することができます。Salesforceデータが更新され、ワークブックに追加されると、メールが届

きます。

注 :データソースのサイズによっては、抽出の作成に時間がかかる場合があります。

Salesforce抽出のステータスは、抽出でのバックグラウンドタスクの管理ビューで表示できま

す。

アクセスできるプロジェクトやその他のコンテンツを表示するには、ナビゲーションメニューから[探索 ]
をクリックします。
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既存のSalesforce認証情報の使用

すでにSalesforceに接続している場合は、既存の認証資格情報を使用してスターターワーク

ブックをさらに作成できます。

[統合 ]タブで、[Salesforce データに接続 ]をクリックし、使用するSalesforceの認証資格情報を

ドロップダウンメニューから選択します。Tableauは、ワークブックがサイトにパブリッシュされるたびに

新しいプロジェクトを作成します。

注 :ワークブックは、Salesforce認証資格情報が埋め込まれた状態でサイトに公開されま

す。ワークブックを表示するパーミッションを持つすべてのユーザーは、この認証資格情報に基

づいてデータを表示できます。
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データを最新の状態に保つための更新スケジュール

ワークブックを表示したりデータソースに接続したりするときに確実に最新の情報を表示するには、

更新をスケジュールする必要があります。デフォルトでは、スターターワークブックのパブリッシュ時に

作成されたSalesforceデータ抽出は、自動的に更新されません。更新スケジュールの詳細につい

ては、Tableau Cloudでの更新のスケジュールを参照してください。

以下の手順に従って、抽出の更新をスケジュールします。

1. Tableau Cloudで、Salesforceコンテンツを含むプロジェクトに移動します。

2. 更新するデータソースを選択し、[アクション]をクリックして、[抽出の更新 ...]を選択します。

3. [抽出更新の作成 ]ダイアログウィンドウで、[更新タイプ]と[更新頻度 ]を選択し、[作成 ]を
クリックします。

サブスクリプション

Salesforceワークブックを自動的にサブスクライブし、データが更新されるたびに通知メールを受け

取ります。サブスクリプションの設定を更新する場合は、「ビューまたはワークブックへのサブスクリプ

ションの作成を参照してください。

プロジェクト、ワークブック、データソースのパーミッションの変更

Salesforceデータに接続すると、Salesforceのプロジェクト、ワークブック、およびサイトで公開され

ているデータソースを操作する方法を選択できます。パーミッションを使用すると、スターターコンテ
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ンツにアクセスして独自のワークブックを作成できるユーザーを適切に指定できます。サイトのパー

ミッションを設定する方法については、「パーミッション」を参照してください。

Tableau Cloudのワークブックの作成

Salesforceデータソースを使用すると、Tableau CloudのWebオーサリングを介して新しいワーク

ブックを作成したり、「データに聞く」を使用してビジュアライゼーションを自動的にクエリおよび作成

したりできます。

l Webオーサリング: Tableau Cloudで直接データに接続し、独自のカスタムデータのビジュア

ライゼーションを探索および作成できます。詳細については、Tableau Desktopヘルプの

「Creator: Web作成入門」を参照してください。

l データに聞く:質問を入力するだけでデータと対話し、それに応じたデータのビジュアライゼー

ションを自動的に確認できます。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「「データに

聞く」を使用してビューを自動的に作成する」を参照してください。

フィールド名の置換による灰色ビューの修正

組織がSalesforceデータのデータ構造をカスタマイズしている場合、データが読み込まれた後、

変更したデータ構造をスターターワークブックで一致させる必要がある場合があります。たとえば、

組織がSalesforceのフィールド名を「アカウント」から「顧客」に変更した場合、以下のようにス

ターターワークブックで対応する変更を行い、ビューが灰色にならないようにする必要があります。
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灰色表示されたビューを修正するには、以下を行います。

1. ダッシュボードの上で [編集 ]をクリックします。

2. 灰色のシートに直接移動します。

3. 左側にある[データ]ペインで、赤い感嘆符 (!)が横に付いているフィールド名を探します。こ

の感嘆符は、組織では別の名前を使用していることを示しています。

4. これらのフィールドをそれぞれ右クリックし、[参照の置換 ]を選択します。その後、正しい

フィールド名をリストから選択します。
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TableauのEinstein生成 AI
Tableau AIを使用すると、データをより迅速に探索して分析できます。Tableau AIは、一連の新

機能により、信頼できるEinstein生成 AIをTableauプラットフォーム全体で使えるようにします。

Tableau AIは、データ分析の大衆化、大規模な洞察の提供、データ探索の簡素化、ビジネス

上の意思決定支援に役立ちます。

l 管理者にとって: Einstein Trust Layer上に構築されたTableau AIは、信頼をその最大の

価値として維持し、正確で安全なエクスペリエンスを生み出しながら、データの安全性を確
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保するよう努めています。生成 AI機能はサイトレベルでオンまたはオフにできます。

l データアナリストにとって: Tableau AIは既存のアナリストのワークフローを簡素化および合理

化し、使い始める上での技術的な壁を少なくし、反復的なタスクを減らすことにより、アナリ

ストがより戦略的な作業に集中できるようにします。

l ビジネスユーザーにとって: Tableau AIは、自然言語でスマートで状況に応じた洞察を、迅

速かつ簡単に利用できるエクスペリエンス全体にわたって提供します。

生成 AIを使用する前に用語や考慮事項を確認するには、Salesforceヘルプの「用語集」と

「Einstein生成 AIの考慮事項」を参照してください。

Tableau生成 AIソリューション

Tableau Cloudバージョン2024.1から、Tableau AIがTableau Pulseを通じて登場します。

Tableau Pulseは、業務の流れの中で、パーソナライズされたスマートで文脈に則したメトリクスとイ

ンサイトをビジネスユーザーに能動的に提供します。Pulseは、ユーザーがフォローしているメトリクス

を横断的に調べ、Tableau AIを活用して最も重要なインサイトを要約し、簡潔な自然言語で概

要を作成することで、どのメトリクスに注目すべきかをすぐに把握できるようにします。

Einstein Trust Layerの上に構築されているため、ユーザー体験にシームレスに統合されたデータと

プライバシーの制御を通じて、データは安全に保たれます。詳細についてはSalesforceヘルプの

「Einstein Trust Layer」を参照してください。

Tableau AIは現在米国英語でのみ利用できます。

注 :既定では、Tableau AI機能はオフになっています。Tableau AI機能を使用するには、

Tableau CloudサイトのTableau AIサイト設定をオンにするように管理者に依頼してくださ

い。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「サイト設定リファレンス」を参照してください。
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Einstein生成 AIと信頼

新しいテクノロジーでイノベーションを起こす間、データを安全に保つことが重要です。Tableau AI

では、信頼を第一の価値と位置づけ、正確で安全なエクスペリエンスを提供しながらも、お客様

のデータの安全性を確保するよう努めています。

Tableau AIとお客様のデータ

お客様のデータを安全に保つために、SalesforceはOpenAIなどの大規模言語モデル (LLM)プ

ロバイダーと契約を結んでいます。お客様の組織は、ご自身のプライベートデータをLLMの学習

に使用することなく、生成 AIの機能を活用できます。

信頼できる生成 AI

SalesforceのEinstein生成 AIソリューションは、信頼できる生成 AIのための5つの原則に基づ

いて設計、開発、提供されています。

l 正確さ:モデルの正確さ、精度、再現性を優先し、可能な限りモデルの出力を説明と情

報源で裏付けます。エンドユーザーと共有する前に、モデルの出力を人間がチェックするこ

とをお勧めします。

l 安全性 :業界をリードする技術を通じて、製品で使用しているモデルからのバイアス、毒

性、有害な出力を検出して軽減するよう取り組んでいます。

l 正直さ:モデルで使用するデータは、尊重する出所からのデータであり、データの使用に同

意していることを保証します。

l 人による強化 :可能な限り、ワークフローの一部に人間の関与を組み込むようにモデルを

設計します。

l 持続可能性 :私たちは、正確さを優先し、二酸化炭素排出量を削減する適切なサイズ

のモデルの構築するように努めています。

信頼できるAIの詳細については、「Salesforceリサーチ:信頼できるAI」を参照してください。
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生成 AI出力のレビュー

生成 AIは、あなたがインサイトを迅速に見いだし、ビジネス上の意思決定をより賢明に行い、生

産性を向上させるのに役立つツールです。このテクノロジーは人間の判断に代わるものではありま

せん。LLMによって生成された出力は、データ分析に組み込んだり、組織のユーザーと共有したり

しますが、この出力に対して最終的に責任を負うのはあなたです。

Tableau Prepフローで使用する計算構文を生成する場合でも、フォローするメトリクスのインサイト

を要約する場合でも、データからビジュアライゼーションを作成する場合でも、LLM出力が正確か

つ適切であることを常に検証することが重要です。

コンテンツをフロー、ビジュアライゼーション、分析に組み込む前に、コンテンツの正確性と安全性に

注意してください。

l 正確さ:生成 AIは、事実や既存の情報源に基づいていない出力を作り上げてしまう「幻

覚」を起こすことがあります。提示されたことを取り入れる前に、重要な点が間違っていない

か確認してください。たとえば、提示された計算構文はTableauでサポートされているでしょ

うか。

l バイアスと有害性 : AIは人間が造ったものであり、人間が作成したデータに基づいて学習す

るため、歴史的に疎外されたグループに対する偏見が含まれる可能性もあります。まれに、

一部の出力に有害な表現が含まれる場合があります。出力をチェックして、ユーザーにとっ

て適切であるか確認してください。

出力が標準やビジネスニーズを満たしていない場合は、それを使用する必要はありません。一部

の機能では、回答をデータに適用する前に直接編集でき、最初からやり直して別の出力を生成

することもできます。出力を改善するために、フィードバックをご提供いただき何が問題だったかをお

知らせください。

Einstein Trust Layer

Salesforceでは信頼が最大の価値であり、生成 AIアプリケーションも例外ではありません。

Einstein Trust Layerは、データとプライバシーの制御をエンドユーザー体験にシームレスに統合す

ることにより、Salesforceの生成 AIのセキュリティを強化しています。
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一連のゲートウェイと検索システムによって、リスクを軽減しながら、プロンプトをデータの中に根付

かせます。ご利用のデータを生成 AIを使用して安全に強化します。

関連性のある正確な応答を保証するために、高品質なプロンプトをモデルに送信します。

Tableau AIが生成 AIのリクエストを行うと、そのリクエストはプロンプトに変換されます。プロンプト

は、実行してほしいタスクを大規模言語モデル (LLM)に伝える方法です。プロンプトには、タスク

の指示とともに、真実に基づいた情報が含まれます。

ご利用のデータを保護するために、当社では内部および外部の厳格なセキュリティ対策を組み込

んでいます。

l Salesforceでは、プロンプトをLLMに送信するときに、標準プロトコルを使用してプロンプト

を暗号化します。

l お客様のデータは全く保持しないことを定めた契約を、当社はLLMプロバイダーとの間で

締結しています。この契約は、あなたとあなたのユーザーが、外部のLLMプロバイダーがご

利用のデータをどのように保持するかを心配する必要がないことを意味します。このモデル

は、応答がTableauに返されるとすぐに、プロンプトと応答を忘れます。

Einstein Trust Layerの動作

Tableau Pulseでのインサイトの要約は、テンプレート化された自然言語のインサイトと、決定論

的な統計モデルを使用して計算された値を基にして生成されたものです。Tableau Pulseは、制

限された安全な空間でインサイトを検出できる、メトリクスレイヤーも基にしています。

その結果、ユーザーがすぐに活用できる、理解しやすい言語でインサイトが要約されます。このよう

な技術により、当社の製品は信頼できる方法で生成 AIを採用しています。同時に、お客様の

データはグローバルモデルの学習には一切に使用されません。

Einstein Trust Layerについて詳しく知るには、Salesforce Trailheadの「Einstein Trust Layer」の

モジュールを受講してください。
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Tableauヘルプについて

技術用語における暗黙のバイアスへの対処

当社の重要な企業価値の1つである「平等」に合致させるため、用語がより包括的になるように

可能な限り変更しました。場面に応じて用語を変更すると重大な影響につながる可能性がある

ため、以下の環境では既存の用語を維持します。

l Tableau API:メソッド、パラメーター、変数

l Tableau CLI:コマンドとオプション

l Tableau Resource Monitoring Toolインストーラー、インストールディレクトリ、構成ファイル

内の用語

l サードパーティーシステムのドキュメント

暗黙のバイアスに対処する継続的な取り組みの詳細については、Salesforce Webサイトの

「Salesforceが暗黙のバイアスへの対処に継続的に取り組み、技術用語を更新」を参照してくだ

さい。

非推奨および廃止された機能

2023年 10月より、Tableauヘルプでの用語の使用を次のように調整します。

l 非推奨 :非推奨の機能とは、将来のリリースでTableauから廃止される予定の機能です。

l 廃止 :廃止された機能とは、Tableauの最新バージョンでは利用できなくなった機能です。

その機能はソフトウェアから削除されました。

まだサポート中の古いバージョンのTableauをご利用のお客様向けに、非推奨または廃止された

機能が文書に記載されている場合があります。
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サイト管理者のロールとタスク

このトピックは、Tableau Cloudサイト管理者の典型的な役割と、関連するデータマネージャーの

役割との相違について説明します。その後、サイト管理者がTableau Cloudサイトを設定するた

めに完了するコアタスクを一覧します。このセクションの追加のトピックでは、各手順について詳しく

説明しています。

サイト管理者の役割の定義方法

サイト管理者は、組織内のTableau Desktopユーザーがデータソースおよびワークブックのパブリッ

シュ、共有、管理、およびそれらへの接続ができるようにフレームワークを作成および管理する責

任を担う担当者として定義されています。たとえば、サイトマネージャーは、サイトにパブリッシュさ

れたコンテンツを直接操作するのではなく、サイトユーザーとそれらのパーミッションについて操作し

ます。

Tableau Cloudサイト管理者は、通常、組織の ITチームに所属しています。組織に正式な IT

チームがない場合、サイト管理者は、この役割を担うTableau Desktopに精通したユーザーであ

ることがあります (言わば、障害対応管理者 )。

通常、サイト管理者の責任の範疇外のタスク

このドキュメントでは、サイト管理者とデータマネージャーの役割を区別しています。データマネー

ジャーはデータソースを作成し、それをTableau Cloudにパブリッシュする役割を担います。それで

も、組織によっては同じ担当者が両方の役割を担う場合もあります。実際には、環境に適した方

法でこれらの責任を分担することになります。データマネージャーの責任の範疇の詳細について

は、「データソースとワークブックのパブリッシュ」を参照してください。

サイトの設定手順

次の表は、サイトを設定する手順の概略を示しています。組織にとって有意義な任意の順序で

手順を完了できます。このトピックの末尾に、各手順の詳しい参照先へのリンクが一覧されていま

す。
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サイトを構成する前に、サイトの認証オプション、ユーザーのサイトロール、プロジェクト、およびパー

ミッションに精通しておくことをお勧めします。プロジェクト、グループおよび全体のパーミッション戦略

について計画を立案しドキュメント化してください。これらの問題を解決するために、さまざまな設定

を試行するためのテストプロジェクトを設定するのも良い方法です。ユーザーがサイトで作業を開

始した後でも多くのサイト設定を変更できますが、本稼働後の変更は最小限に留めるように心が

けてください。

ロゴのアッ

プロード

このシンプルな最初の手順は、組織のブランドをサイトに統合する一

方、環境に慣れるために役立ちます。サインインして、[設定 ]ページに

移動し、示された場所にロゴをアップロードします。

サイトアク

セスの構

成

組織でシングルサインオンを使用している場合は、Googleアカウントま

たはSAML認証を使用するようにサイトを構成できます。それ以外の

場合は、各ユーザーがTableau Cloudに一意の電子メールアドレスと

パスワードを使用してサインインする既定のTableau ID認証を使用で

きます。

認証タイプに加え、ユーザーが初回のサインインの後、Tableauクライア

ントから直接サインイン可能にするかどうかを決定できます。これは既

定では有効になっています。

プロジェクト

の作成

プロジェクトは、サイトにパブリッシュされたデータソースおよびワークブック

へのユーザーのアクセス(パーミッション)を管理するために役立ちます。

既定プロジェクトのすべてのコンテンツに既定のグループとパーミッション

を設定し、プロジェクトをロックして、その後、それを作成するその他のプ

ロジェクトのテンプレートとして使用できます。

プロジェクトはステージング環境として使用することもできます。

パーミッショ

ン構造の

設定

Tableauでは、パーミッションはサイトロールと連携して、サイトおよびそ

のコンテンツへのユーザーのアクセスを形成します。

ユーザーの

追加

Tableau Cloudにアクセスする各ユーザーはサインインする必要がありま

す。サイトにサインインできるユーザーを決定します。Googleまたは
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ロゴのアッ

プロード

このシンプルな最初の手順は、組織のブランドをサイトに統合する一

方、環境に慣れるために役立ちます。サインインして、[設定 ]ページに

移動し、示された場所にロゴをアップロードします。

SAML認証が有効になっている場合、どのユーザーがシングルサインオ

ン認証資格情報を使用してサインインし、どのユーザーがTableauID

認証資格情報を使用してサインインするかを決定します。

認証タイプに基づいて、一度に複数のユーザーを追加またはインポート

できます。

データを

Tableau
Cloud に

送る

吟味されたデータソースをサイトにパブリッシュするTableau Desktop

ユーザー (つまり、前述のデータマネージャーの役割を担う担当者 )を

指名しておくことをお勧めします。これらは、他のTableauユーザーが接

続できる共有データソースとなります。

サイト管理者として、データソースパーミッションを一元管理できます。

サイト管理者またはデータマネージャーが一元管理できるその他の属

性には、接続情報 (認証資格情報、アクセストークン)およびクラウド

データソースの更新スケジュールがあります。詳細については、データを

最新に保つを参照してください。

サイトの使

用率とパ

フォーマン

スの分析

パブリッシュされたデータソースとワークブックの使用率、抽出更新タスク

の成功、ユーザーアクティビティなどを監視できます。

Tableau Web環境の管理者エリアの移動

Tableau ServerまたはTableau Cloudの管理者は、他のユーザーが利用できない管理者設定

にアクセスし、サイト、ユーザー、プロジェクトの構成や他のコンテンツ関連のタスクを行うことができ

ます。
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サイトロールとサイト数に基づくアクセス

Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインすると利用できるメニューは、以下の条件に

よって変わります。

l サイト管理者やサーバー管理者かどうか。

サイト管理者アクセスはTableau CloudおよびTableau Serverで利用できます。サーバー

管理者アクセスはTableau Serverのみで利用できます。

l アクセスできるサイトは1つのみ、または複数なのか。

サーバー管理者

単一サイトサーバーではサイトセレクターが表

示されず、他のすべてのメニューは同様です。
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複数サイト環境では、左側のメニューにより、

特定のサイトやすべてのサイトを修正したり、

ユーザー、グループ、スケジュール、タスク、サー

バー設定を構成したりすることができます。

すべてのサイトに影響するサーバー管理者設

定にアクセスするには、現在のサイト名の横に

ある矢印をクリックしてサイトメニューを開き、

[すべてのサイトを管理 ]を選択します。

[コンテンツ]タブと[グループ]タブがなくなるほ

か、サイトメニューのテキストが [すべてのサイ

ト]に変わり、サーバー全体の設定を管理して

いることを示します。また、[サーバーステータ

ス]などのオプションにサーバー全体の視点が

反映されます。

サイト管理者メニューに戻るには、[すべてのサ

イト]を選択して管理するサイトを選択しま

す。
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サイト管理者

Tableau CloudまたはTableau Serverのサイ

ト管理者であり、複数サイトへのアクセス権を

持っている場合は、管理するサイトを選択す

るメニューや、そのサイトのコンテンツ、ユー

ザー、グループ、スケジュール、タスクを管理す

るメニュー、およびそのステータスをモニタリング

するメニューが利用できます。

サイトセレクターには、現在のサイト名が表示

されます。別のサイトに移動するには、サイト

メニューを選択してからサイト名を選択しま

す。

1つのサイトのみへのアクセス権を持っている

場合は、サイトセレクターは表示されません

が、他のすべてのメニューは同様です。

サーバー管理者のタスク

サーバー管理者 (Tableau Server Enterpriseでのみ利用可能 ) は、次の操作を実行できます。

l サーバーのステータスとアクティビティを監視する。

l ログファイルを生成する。

l サイトを追加し、サイト設定を編集する。サーバー管理者のみが、サーバーにサイトを追加

できます。

l サーバーにユーザーを追加し、ユーザーをサイトに割り当てる。

l サイトグループを追加および管理する。
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特定サイトでのみ設定を管理するには、まずはそのサイトに移動する必要があります。各サイト内

では、次の操作を実行できます。

l 管理者コンテンツ: プロジェクトを作成する、あるプロジェクトから別のプロジェクトにコンテンツ

を移動する、パーミッションを割り当てる、コンテンツリソースの所有権を変更するなど。

l 抽出更新とサブスクリプションのスケジュールを管理する。

l サイトの活動を監視し、ワークブックパフォーマンスメトリクスを記録する。

l ユーザーがパブリッシュするコンテンツ用に、保存スペースの制限を管理する。

l Web作成を許可する。

l リビジョン履歴を有効にする。

l サイト管理者に、ユーザーの追加および削除を許可する。

l サイトが各ライセンスタイプ(Creator、Explorer、Viewer)に対して使用できるライセンスの

最大数を設定します。

l ユーザーにワークブックおよびビューのサブスクライブを許可し、コンテンツの所有者に他のメン

バーにコンテンツのサブスクライブを許可する。

l お気に入り用のオフラインスナップショットを有効にする(iOSのみ)。

サイト管理者のタスク

Tableau CloudまたはTableau Serverのサイト管理者は、次の操作を実行できます。

l 管理者コンテンツ: プロジェクトを作成する、あるプロジェクトから別のプロジェクトにコンテンツ

を移動する、パーミッションを割り当てる、コンテンツリソースの所有権を変更するなど。

l 抽出更新およびサブスクリプションのスケジュールを表示、管理、および手動で実行する。

l サイトユーザーを追加および管理する。
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l サイトグループを追加および管理する。

l サイトアクティビティを監視する。

サイト設定とコンテンツ設定のカスタマイズ

サイト設定リファレンス

Tableau管理者は、以下の設定を使用して、組織のサイトをカスタマイズできます。使用できる

設定は、サイトの構成と、Tableau CloudとTableau Serverのどちらを使用するかによって異なり

ます。サイト設定を表示および編集するには、Tableau Cloudのサイト管理者またはTableau

Serverのサーバー管理者である必要があります。

注 :特定の設定を見つけるには、Ctrl+F (Windows)またはCommand+F (macOS)を押しま

す。Tableau CloudとTableau Serverでは、これらの設定が異なる順序で表示されます。

サイト設定へのアクセス

l (Tableau Cloud)ホームページで、サイドペインを展開し、下部にある[設定 ]をクリックしま

す。
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l (Tableau Server)既存のサイトを編集している場合は、[サイト]ページでそのサイトを選択

し、[設定の編集 ]を選択します。または、単一サイトの展開で、サイドペインの下部にある

[設定 ]をクリックします。

[全般 ]タブ

設定 説明

[サイト名と

ID] (Tableau
Server管理

者のみ)

ユーザーインターフェイスに表示されるサイト名と、サイトのURLに表示される

IDを指定します。([既定 ]サイトを編集している場合は、IDを変更できませ

ん)。

URLの "#/site"の部分を変更することはできません (例 :

http://localhost/#/site/sales)。マルチサイトサーバー環境では、これらの設定

が既定サイト以外のサイトのURLに表示されます。

[ストレージ]
(Tableau
Server管理

者のみ)

[サーバーの上限 ]または [GB]のいずれかを選択します。[GB]を選択した場

合は、パブリッシュされたワークブックや抽出などのデータソースに適用するスト

レージ容量の制限に必要なGB数を入力します。

サーバーの上限を設定してサイトがそれを超えた場合、パブリッシャーはサイト

が制限内に戻るまで、新しいコンテンツをアップロードできません。サーバー管
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理者は、[サイト]ページの [最大容量 ]および [使用容量 ]列を使用して、容

量に対するサイトの使用量を管理できます。

[リビジョン履

歴 ] (Tableau
Server管理

者のみ)

サーバーに保存されているワークブック、フロー、およびデータソースの以前の

バージョンの数を指定します。

[Tableau
Prep
Conductor]

適切なパーミッションを持つユーザーがフローをスケジュール設定および監視で

きるかどうかを制御します。Tableau Prep Conductorはデータ管理 の一部で

す。詳細については、「Tableau Prep Conductor」を参照してください。

Web作成 サイトのブラウザーベースの作成を有効にするかどうかを制御します。ワーク

ブックのWeb作成が無効になっている場合、ユーザーはパブリッシュされた

ワークブックをサーバーWeb環境から作成または編集することはできません

が、代わりに、Tableau Desktopを使用してワークブックをもう一度パブリッシュ

する必要があります。フローのWeb作成が無効になっている場合、ユーザー

はパブリッシュされたフローをサーバーWeb環境から作成または編集すること

はできませんが、代わりに、Tableau Prep Builderを使用してフローをもう一

度パブリッシュする必要があります。

詳細については、Tableau Cloudヘルプの「サイトのWeb作成アクセスと機

能の設定」を参照してください。

[ユーザーの管

理 ] (Tableau
Server管理

者のみ)

サーバー管理者のみがユーザーの追加と削除、およびサイトロールの変更を

実行できるようにするか、サイト管理者にも権限を付与するかを指定します。

サイト管理者にユーザーの管理権限を与える場合、サイト管理者がサイトに

追加できるユーザー数を、次のいずれかを選択して指定します。

l [サーバーの上限 ]では、利用可能なサーバー接続ライセンス数を追加

します。コアベースのライセンス設定を使用するサーバーについては、制

限はありません。

l [サイトの上限 ]では、サイト管理者が、指定された上限までユーザーを

追加できます。

l [サイトロールの上限 ]では、サイト管理者が、サイトに指定されたライ

センス上限まで各サイトロールのユーザーを追加できます。
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詳細については、「サーバーライセンスの表示」を参照してください。

[ゲストアクセ

ス] (Tableau
Server管理

者のみ)

Tableau Serverアカウントを持たないユーザーが、ゲストアクセスパーミッショ

ンが設定されているビューを表示できます。

注 : Tableau Serverを使用している場合、管理者が [ゲストアクセス]を

無効にすることができます。

[Tableau
Catalog]

Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトがデータ管理 でライセンス設定

されている場合は、Catalog機能をオフにします。詳細については、「Catalog
の無効化」を参照してください。

[スケジュール

された更新後

のワークブック

パフォーマン

ス] (Tableau
Server管理

者のみ)

最近表示したワークブックをスケジュールされた更新で事前に計算し、それら

のワークブックをより速く開きます。詳細については、「スケジュールされた更新

後のワークブックパフォーマンスの設定」を参照してください。

[ワークブック

パフォーマンス

メトリクス]
(Tableau
Server管理

者のみ)

サイトユーザーがワークブックの実行方法 (読み込みの速度など)に関するメ

トリクスを収集できるようにします。記録を開始するには、ワークブックのURL
にパラメーターを追加する必要があります。詳細については、「パフォーマンス

の記録の作成」を参照してください。

管理対象

キーチェーンの

クリーンアップ

(Tableau
Server管理

者のみ)

サイト管理者は、サイトでOAuth接続用に保存された認証資格情報キー

チェーンを管理できます。詳細については、「OAuth接続」を参照してくださ

い。

[抽出更新タ Tableauではリソースを節約するために、非アクティブなワークブックの抽出更
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スクを自動的

に一時停止

する]

新タスクを自動的に中断することができます。この機能は、毎週またはより頻

繁に実行される更新スケジュールのみに適用されます。詳細については、

Tableau Cloudヘルプの「非アクティブなワークブックの抽出更新を自動的に

中断する」を参照してください。

リンクされたタ

スク

(Tableau

Serverおよび

サイト管理者

のみ)

サーバー管理者は、ユーザーがスケジュールを設定してフロータスクを順に実

行できるようにします。また、ユーザーが [今すぐ実行 ]を使用して、スケジュー

ルされたフロータスクをトリガーして実行できるようにすることも可能です。

この設定は、サーバーレベルで適用して、Tableau Server上のすべてのサイ

トを含めることができます。この設定は、サイトレベルで無効にして、特定のサ

イトのみを含めることができます。

リンクされたタスクをスケジュールした後にサーバー設定をオフにした場合、実

行中のタスクはすべて完了しますが、スケジュール済みのリンクされたタスクは

非表示になり、[スケジュールされたタスク]タブに表示されなくなります。

詳細については、「リンクされたタスクのスケジュール」を参照してください。

[メール設定 ]
(Tableau
Server管理

者のみ)

アラートとサブスクリプションの自動メールに表示される送信元アドレスとメッ

セージフッターを指定します。

[サイトの招待

通知 ]
(Tableau
Cloudのみ)

シングルサインオン認証を使用するサイトの場合、新しいユーザーがサイトに

追加されたときに招待メールを送信します。

[サイトのロゴ]
(Tableau
Cloudのみ)

サイト名とともに表示される画像を指定します。

スタートペー

ジ

ユーザーがサインインしたときに表示されるサイトページを制御します。既定で

は、ホームページが表示されますが、代わりに、[すべてのプロジェクト]、[すべ

てのワークブック]、または他のページを開くことができます。詳細については、
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Tableau Cloudヘルプの「すべてのユーザーの既定のスタートページの設定」

を参照してください。

注 : Tableau Serverを使用している場合、管理者がこのサイト設定を

上書きすることができます。

Tableau AIの
可用性

(Tableau
Cloudのみ)

Tableau機能に対して生成 AI機能を有効にするかどうかを制御します。たと

えば、Tableau Pulseは生成 AIを使用して、自然言語を使用して主要なメ

トリクスのインサイトを要約し、理解しやすくすることができます。

一部のお客様はTableau AIを利用できない場合があります。

Tableau AIの詳細については、「TableauのEinstein生成 AI」を参照してく

ださい。

[ユーザーの表

示状態 ]
他のユーザーに表示されるユーザー名とグループ名を制御します。詳細につい

ては、Tableau Cloudヘルプの「サイトユーザーの表示状態の管理」を参照し

てください。

「データに聞

く」の可用性

データソースに対して「データに聞く」レンズを有効にするか無効にするかを制

御します。「データに聞く」では、ユーザーは会話言語を使用してデータを照会

し、自動的にVizを表示できます。詳細については、Tableauユーザーヘル

プの「「データに聞く」機能を使用した自動的なビューの構築」を参照してくだ

さい。

[「データの説

明を見る」の

可用性 ]

適切なパーミッションを持つサイトユーザーが「データの説明を見る」を実行で

きるかどうか、および作成者が「データの説明を見る」の設定にアクセスできる

かどうかを制御します。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセス

の制御を参照してください。「データの説明を見る」の詳細については、「デー

タの説明を見る」を使用して、インサイトをより早く発見するを参照してくださ

い。

[データベース

およびテーブ

ルに関するメ

派生パーミッションを使用して、外部アセットに対する特定の機能をユーザー

に自動的に付与します。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「派生

パーミッションをオフにする」を参照してください。
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タデータへの

自動アクセス]

[系列の機密

データ]
関連するメタデータに対する適切なパーミッションをユーザーが持っていない場

合に、系列の機密データを難読化するか、またはフィルターリングするかを指

定します。詳細については、「系列の機密データ」を参照してください。

[クロスデータ

ベース結合 ]
複数のソースからのデータを結合するときに、結合プロセスが実行される場所

を指定します。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「異なるデータ

ベースのテーブルを組み合わせる」を参照してください。

[保存中の抽

出の暗号化 ]
(Tableau
Server管理

者のみ)

Tableau Serverに保存中の .hyper抽出を暗号化できます。Server管理者

は、サイト上のすべての抽出の暗号化を実施したり、特定のパブリッシュ済み

ワークブックやデータソースに関連付けられたすべての抽出をユーザーが暗号

化するのを許可したりできます。詳細については、「保存中の抽出の暗号

化」を参照してください。

[Tableauサ

ポートアクセ

ス] (Tableau
Cloudのみ)

Tableauサポート技術者がサイトにアクセスして、サポートケースのトラブル

シューティングを支援できるようにします。既定では、この機能は無効化されて

います。詳細については、「サポートアクセスの有効化」を参照してください。

[共有 ] ユーザーが他のユーザーとアイテムを直接共有できるようにします。アイテムが

共有されると、受信者は通知を受け取り、アイテムは受信者の [自分と共有 ]
ページに追加されます。この設定が有効でない場合、ユーザーは共有するリ

ンクのみをコピーできます。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「Web
コンテンツの共有」を参照してください。

[コメント] ユーザーが各ビューの [コメント]サイドペインにコメントを追加し、@mentions
で他のTableauユーザーにメールで通知できるかどうかを制御します。詳細に

ついては、Tableauユーザーヘルプの「ビューのコメント」を参照してください。

[データドリブン

アラート]
データが重要なしきい値に到達したときに、ユーザーが自動でメールを受信で

きるようにします。詳細については、Tableauユーザーヘルプのデータドリブン

アラートの送信に関するページを参照してください。

[サブスクリプ

ション]
サイトユーザーがビューをサブスクライブし、それらのビューに関するメールを定

期的に受信できるようにします。Tableau Serverでは、これらのオプションは、
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最初にサブスクリプション設定を構成している場合にのみ表示されます。

[サブスクリプ

ションのデータ

品質に関する

警告 ]

サブスクリプションに関連するアップストリームの視認性の高いデータ品質の警

告と機密度ラベルをメールに含めるかどうかを制御します。Tableau Serverで

は、これらのオプションは、最初にサブスクリプションを有効にして構成している

場合にのみ表示されます。データ品質に関する警告の詳細については、デー

タ品質に関する警告の設定を参照してください。機密度ラベルの詳細につい

ては、機密度ラベルを参照してください。

注 :データ品質の警告と機密度ラベルは、データ管理 の一部である

Tableau Catalogの機能です。

[タグ付け] ユーザーがアイテムに追加できるタグの数を指定します。既定の制限は50タ

グで、最大は200タグです。詳細については、「タグの使用」を参照してくださ

い。

[ビューの推奨

事項 ]
推奨事項をサイトに表示するかどうか、および推奨アイテムを見たユーザーの

名前を推奨ツールヒントに表示するかどうかを制御します。

注 : Tableau Serverを使用している場合、管理者が推奨を無効にする

ことができます。

[アクセス権の

要求 ]
ユーザーはコンテンツまたはプロジェクトの所有者にアクセス権の要求を送信

できます。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「サイトユーザーにコンテ

ンツへのアクセスを要求できるようにする」を参照してください。

[メトリクスコン

テンツタイプ]
サイトでメトリクスを使用できるかどうかを制御します。メトリクスをオンにする

と、ユーザーはビューからメトリクスを作成でき、メトリクスはコンテンツタイプとし

て表示されます。オフにすると、メトリクスはサイトに表示されなくなり、同期は

続行されません。メトリクスをもう一度オンにすると、これらのメトリクスが再表

示され、更新が再開されます。詳細については、Tableau Cloudヘルプまた

はTableau Serverヘルプの「メトリクスのセットアップ」を参照してください。
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従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau Cloudおよび

Tableau Serverバージョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、

TableauはTableau CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3に従来

のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリクス

を追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新

しいエクスペリエンスの詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクス

の作成」を参照し、廃止される機能のについては、「メトリクスの作成とトラブ

ルシューティング(廃止 )」を参照してください。

Webページ

オブジェクトと

Webイメージ

これらのWebページオブジェクトとイメージオブジェクトでターゲットURLを表

示できるかどうかを制御します。詳細については、Tableauユーザーヘルプの

Webページオブジェクトのセキュリティに関するページを参照してください。

[パーソナルス

ペース]
CreatorおよびExplorerサイトのユーザーがコンテンツを作成してプライベート

パーソナルスペースに保存できるようにします。パーソナルスペースがオンに

なっている場合、ユーザーのストレージ制限を設定できます。詳細について

は、パーソナルスペースでプライベートコンテンツを作成および編集を参照し

てください。

コレクション サイトでコレクションを使用できるかどうかを制御します。コレクションをオンにす

ると、ユーザーはコンテンツを整理するためのコレクションを作成したり、他の

ユーザーが利用できるコレクションを閲覧したりすることができます。詳細につ

いては、「コレクション内のアイテムを整理する」を参照してください。

[サイトにおけ

る抽出のタイ

ムゾーン]

サイトにおける抽出ベースのデータソースの既定タイムゾーンは、協定世界

時 (UTC)です。サイト管理者は、別のタイムゾーンを設定できます。詳細に

ついては、Tableau Serverヘルプの「サイトのタイムゾーンを抽出用に設定す

る」またはTableau Cloudヘルプの「サイトのタイムゾーンを抽出用に設定す

る」を参照してください。

[抽出容量制

限の通知 ]
抽出ジョブ容量の問題が原因で抽出更新ジョブがキャンセルされた場合、す

べてのサイト管理者にメールアラートを送信します。

フローパラ ユーザーは、パラメーターを含むフローをスケジュールして実行できます。
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メーター

(Tableau

Serverおよび

サイト管理者

のみ)

管理者は、フローパラメーターで任意の値が受け入れられるようにすることも

できます。このオプションを有効にすると、フローユーザーはパラメーターに任意

の値を入力できるため、ユーザーがアクセスすべきではないデータがパブリッ

シュされる可能性があります。

バージョン2023.2以降、管理者はシステムパラメーターを有効にして、ユー

ザーがファイルおよびパブリッシュされたデータソース出力タイプのフロー出力名

に日付または時刻パラメーターを適用できるようにすることができます。フロー

を実行すると、フロー出力名に開始時間が自動的に追加されます。

パラメーターは、ファイル名、パス、テーブル名のインプットステップ、またはカス

タムSQLクエリを使用する場合は、ファイル名、パス、テーブル名のアウトプッ

トステップ、およびフィルターまたは計算値の任意のステップタイプに入力でき

ます。

フローパラメーターの設定は、サーバーレベルで適用して、Tableau Server

上のすべてのサイトを含めることができます。この設定は、サイトレベルで無効

にして、特定のサイトのみを含めることができます。

パラメーターを使用する方法についての詳細は、Tableau Prepヘルプの「フ

ローでパラメーターを作成して使用する」を参照してください。

[今すぐ実行 ] Web、Rest API、およびTabcmdで [今すぐ実行 ]オプションを使用して、ジョ

ブを手動で実行できるユーザーを制御します。既定では、このオプションは

ユーザーが手動でジョブを実行できるように設定されています。管理者だけが

ジョブを手動で実行できるようにする場合は、このチェックボックスをオフにしま

す。

注 : Tableau Serverを使用している場合、管理者がこのサイト設定を

無効にすることができます。

[通知の管理 ] 抽出ジョブ、フローの実行、または他のユーザーによるコンテンツやコメント内の

メンションの共有などのイベント通知を、サイトユーザーが受信する方法を制
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御します。通知は、通知センターを介してTableauサイトに表示したり、メー

ルで送信したり、Slackワークスペースに送信したりできます。通知が有効に

なっている場合、ユーザーは [アカウント設定 ]ページで通知設定を構成でき

ます。

注 : Tableau Serverを使用している場合、サーバー管理者がこのサイト

の設定を無効にすることができます。

[通知メール

設定 ]
(Tableau
Cloudのみ)

データドリブンアラートとサブスクリプションのためにユーザーに送信するメール

通知に、リンクを含めるかどうかを制御します。これらのリンクは、ユーザーを

Tableauサイトに誘導して、コンテンツを表示したり、アラートやサブスクリプショ

ンを管理したりできるようにします。2023.2でTableau Cloudに追加されまし

た。

フローサブス

クリプション

フローの所有者がフローの出力データを含むメールを、自分自身や他のユー

ザー宛てにスケジュールに基づいて送信できるかどうかを制御します。フローサ

ブスクリプションを許可する場合、フロー出力データをサブスクリプションメール

に含めるかどうか、およびフロー出力ファイルをメールに添付するかどうかを制

御することができます。詳細については、「フロー実行の成功をユーザーに通

知する」を参照してください

[OAuthクライ

アントレジス

トリ]

コネクタのサブセットの場合、カスタムOauthクライアントを登録すると、事前

に構成されたOAuthクライアント設定を上書きできます。カスタムOAuthクラ

イアントを登録することにより、新規および既存の接続で、既定のOAuthクラ

イアントの代わりにカスタムOAuthクライアントを使用できるようになります。詳

細については、「カスタムOAuthの構成」を参照してください。

パーソナルア

クセストーク

ン(Tableau
Cloudのみ)

パーソナルアクセストークン(PAT)の作成をすべてのユーザーに対して有効に

するか、ユーザーのグループに対して有効にするか、またはどのユーザーに対し

ても有効にしないかを制御します。PATの有効期限をカスタマイズすることも

できます。これらの設定への変更は、新しいPATにのみ適用されます。既存

のPATは引き続き有効であり、変更されません。PATの詳細については、

「パーソナルアクセストークン」を参照してください。

ビューの高速 CreatorおよびExplorerサイトのユーザーが、ワークブックのビューをアクセラ
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化 レートして読み込み時間を短縮できるかどうかを制御します。ビューの高速化

を許可する場合、高速化するビューの最大数を設定し、高速化タスクが繰り

返し失敗するビューの高速化を自動的に停止するように選択できます。詳

細については、「ビューの高速化」を参照してください。

[認証 ]タブ(Tableau Cloud)

設定 説明

[認証タイ

プ]
ユーザーがサイトにサインインする方法、および初回のサインイン後にユーザーが

サイトにアクセスする方法を指定します。認証では、ユーザーの IDを検証しま

す。詳細については、「認証」を参照してください。

[埋め込み

ビュー用の

既定の認

証タイプ]

ユーザーが埋め込みビューにサインインする方法を指定します。既定では、

Tableau認証が選択されています。

認証ワー

クフローで

のユーザー

アクセスの

制御

埋め込みコンテンツで使用されるユーザー属性関数が、JSONWeb Token
(JWT)から渡されるユーザー属性を受け入れるようにします。ユーザー属性は

Tableauに渡され、ランタイムにユーザーに表示できるデータをカスタマイズおよび

制御できるようにします。詳細については、「埋め込みAPIv3」のヘルプを参照し

てください。

[自動プロ

ビジョニン

グとグルー

プ同期

(SCIM)]

サードパーティアイデンティティプロバイダー (IdP)を通じてサイト上のユーザーを

管理できるようにします。有効にすると、IdPのSCIM構成で使用する値がベー

スURLとシークレットボックスに設定されます。詳細については、「外部 IDプロバ

イダーを介したユーザープロビジョニングおよびグループ同期の自動化」を参照し

てください。

[接続され

たクライア

ント]

ユーザーが初めてサインイン認証資格情報を提供した後、Tableau Mobileや

Tableau BridgeなどのTableauクライアントがサーバーに対して認証されたまま

になることを許可します。オフにすると、ユーザーはTableau Cloudにアクセスする

たびに明示的にサインインする必要があります。詳細については、「接続されたク

ライアントからサイトへのアクセス」を参照してください。
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[Bridge]タブ(Tableau Cloud)

設定 説明

[クライアントが

通知を実行して

いない]

クライアントがサイトから切断されているように見える場合、データソース所

有者にメールアラートを送信します。

プール ライブクエリを分散し、Bridgeプール内のすべてのクライアントでジョブを更新

します。詳細については、「Bridgeクライアントのプールの構成と管理」を参

照してください。

プライベートネッ

トワークの許可

リスト

Tableau Cloudに代わって、プライベートネットワークデータへの専用 Bridge

プールアクセスを可能にするドメインを追加および管理します。

[拡張機能 ]タブ

設定 説明

[ダッシュ

ボードの拡

張機能 ]

ダッシュボードの拡張機能を管理および制御します。ダッシュボードの拡張機能

は、カスタムダッシュボードゾーンで実行されるWebアプリケーションであり、ダッ

シュボードの残りの部分を操作できます。詳細については、Tableau Cloudヘル

プまたはTableau Serverヘルプの「ダッシュボード拡張機能の管理」を参照してく

ださい。

[分析拡張

機能 ]
RとPythonとの統合用として分析拡張機能に式を渡すために使用できる関数

セットを有効にします。詳細については、Tableau CloudヘルプまたはTableau
Serverヘルプの「分析拡張機能を使用した接続の構成」を参照してください。

[Tableau
Prep拡張

機能 ]

Webでフローを作成する場合、ユーザーはEinstein Discoveryを活用したモデル

をフローに適用して、データの予測を一括でスコアリングできます。

詳細については、Tableau Serverヘルプの「Einstein Discovery統合の設定」を

参照してください。
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[統合 ]タブ

設定 説明

[Slack接続 ] SlackワークスペースとTableauサイト間の接続を表示しま

す。接続すると、Tableauサイトユーザーは、接続された

SlackワークスペースでTableau通知を確認できます。

Tableau Cloudでは、Slackワークスペース管理者に

Tableau for Slackアプリのインストールを要求し、インストー

ル後に接続を完了することができます。詳細については、

TableauとSlackワークスペースの統合を参照してください。

[分析拡張機能 ] RとPythonとの統合用として分析拡張機能に式を渡すた

めに使用できる関数セットを有効にします。詳細について

は、Tableau CloudヘルプまたはTableau Serverヘルプの

「分析拡張機能を使用した接続の構成」を参照してくださ

い。

Salesforceへのパブリッシュ

(Tableau Cloudおよび

Tableau Serverのベータ版 )

サイトユーザーはSalesforceアプリにビューをパブリッシュする

ことができます。

ビューをSalesforceにパブリッシュすると、選択したアプリにア

クセスできるユーザーは誰でも、そのコンテンツの存在を確認

することができます。ただし、ビューを表示できるのは、既存の

Tableauパーミッションを使用してサインインしているユーザー

のみです。詳細については、「ビューをSalesforceにパブリッ

シュする(ベータ版 )」を参照してください。

[接続済みアプリ]タブ

設定 説明

接続済みアプリ

Tableau接続済みアプリやTableau Cloudサイトとカスタム
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アプリケーション間の明示的な直接信頼関係またはOAuth

2.0信頼関係を作成および管理し、JSONウェブトークン

(JWT)を使用してユーザーに代わってTableau REST API

へのアクセスをプログラムによって承認します。詳細について

は、Tableau Cloudヘルプの「Tableau接続済みアプリをアプ

リケーションの統合に使用する」を参照してください。

[Mobile]タブ

設定 説明

アプリロック ユーザーがこのサイトをTableau Mobileで開くには、生体認

証方式またはデバイスのパスコードが必要です。詳細につい

ては、「Tableau Mobile展開ガイド」の「アプリロックを有効に

してセキュリティを強化する」を参照してください。

オフラインプレビュー ユーザーがTableau Mobileのサイトにアクセスしたときに、オフ

ラインプレビューを生成して表示するかどうかを制御します。

詳細については、「Tableau Mobile展開ガイド」の「デバイス

でのTableau Mobileデータの管理」を参照してください。

モバイルセキュリティポリシー 一部のセキュリティポリシーは自動的に有効になり、無効に

することはできません。モバイルセキュリティポリシーは、

Tableau MobileのMAMバージョンでは利用できません。

ジェイルブレイクの検出 「ジェイルブレイク」または「ルート化」されたデバイスを使用して

いるTableau MobileアプリユーザーがTableauのコンテンツ

にアクセスできるかどうかに加えて、ジェイルブレイクまたはルー

ト化されたデバイスが検出されたときに発生する応答のレベル

を制御します。詳細については、「Tableau Mobileアプリのセ

キュリティ設定」を参照してください。

マルウェア検出 (Androidのみ) モバイルデバイスでマルウェア検出を有効にするかどうかに加

えて、マルウェアが検出されたときに発生する応答のレベルを

制御します。詳細については、「Tableau Mobileアプリのセ

キュリティ設定」を参照してください。
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ポリシーの更新を行わないオフ

ラインの最大日数

モバイルデバイスがオフラインの状態でアプリを使用できる最

大日数を設定するかどうかを制御します。詳細については、

「Tableau Mobileアプリのセキュリティ設定」を参照してくださ

い。

デバッグの防止 モバイルデバイスでデバッガーを防止するかどうかを制御しま

す。詳細については、「Tableau Mobileアプリのセキュリティ設

定」を参照してください。

画面共有とスクリーンショット

(Androidのみ)
Tableau Mobileユーザーがアプリ内でスクリーンショットを撮っ

たり、画面共有を使用したりできるかどうかを制御します。詳

細については、「Tableau Mobileアプリのセキュリティ設定」を

参照してください。

サイトのカスタムロゴをアップロード

サイトのヘッダーにブランドアイデンティティを組み込むため、Tableauロゴを独自のロゴに置き換え

ることができます。

1. 管理者としてTableau Cloudにサインインします。

2. ロゴを表示するサイトで、[選択 ]をクリックします。

3. [サイトロゴ]セクションで、次のいずれかを実行します。

l イメージファイルをコンピューターから[設定 ]ページの表示されているエリアにドラッグ

します。
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l [ファイルの選択 ]をクリックして、ダイアログボックスを開き、そこからイメージファイルを

参照および選択します。

プレビューエリアが更新され、ヘッダー内のスペースでイメージがどのように表示されるかを示

します。

4. (オプション)利用可能なスペースにロゴが収まらず、アップロードする前にTableau外で調整

する場合、次のいずれかの方法で実行できます。

l 元のTableauロゴを表示するには、[既定にリセット]をクリックします。

l 最後に保存された設定に戻るには、[元に戻す]をクリックします。この方法は、既に

カスタムのロゴを配置しており、別のロゴを試す場合に便利です。

5. [保存 ]をクリックします。

Tableau Software 173

Tableau Cloudヘルプ



イメージファイルのヒント

l 推奨イメージサイズは48 x 48ピクセルで、最大サイズは160 x 160ピクセルです。

l Tableau Cloudサイトのほぼ黒色の背景には、透明な背景と明るい色を使用したイメージ

が最も適しています。

ダッシュボードベースのカスタムポータル

注 :この概要は、TableauのビジョナリであるMark Jacksonの作品の影響を受けています。

プロセスの詳細については、マークのブログをチェックしてください。

Tableau CloudまたはTableau Serverの標準のインターフェイスは多くの組織に適していますが、

会社ブランドの体験を作成したいがAPI開発者スキルを持っていないという場合は、Tableauダッ

シュボードに基づいたカスタムポータルの作成を検討してください。カスタムポータルを使用すること

で特定の部門やジョブのロールに関するコンテンツを整理したり、データをより完全に操作するのに

役立つ研修を組み込むこともできます。Tableauコンテンツの量が増えるにつれ、カスタムポータル

がユーザーを必要とするデータへ直接導き、簡単に詳しく探索できるよう、関連するビューや

Tableau Cloud検索へのアクセスを提供します。

ポータルデザインのスケッチを描く

Tableauの外で、紙やワイヤーフレーム作成アプリケーションを使用して始めます。組織の構造と、

各ユーザーのグループに適用されるTableauビューの数を考慮してください。コンテンツにすぐにたど

り着く、1レベルのナビゲーションを単純に必要としていますか?または、別のユーザーやレポートタ

イプのグループへのナビゲーションリンクを提供するメインページから開始し、次に、関連ダッシュ

ボードやビューが入った2番目のレベルへと進める必要がありますか?
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重要な利害関係者やデータコンシューマーからデザインについて同意が得られたら、次の段階に

進むことができます。

ロゴおよびナビゲーションエレメント用の画像を収集する

最初のモックアップを微調整しながらイメージについて考え始め、次に、それらをクリップアートのライ

ブラリや承認済みブランドグラフィックから収集するか、Photoshop or SnagItなどのアプリケーション

でゼロから作成します。一般的なグラフタイプのナビゲーションサムネイルを作成する予定がある場

合は、PowerPointも優れたソースです。

ダッシュボードのレイアウトテキスト、イメージ、および選択されたシート

異なるデバイスでのエレメントの予測可能な配置や拡大縮小を行うため、タイルレイアウトを使用

して、ポータル用にダッシュボードを含むワークブックを作成します。次に、テキストおよび画像オブ

ジェクト、ポータルの最前線でハイライトさせるデータビューシートの追加を開始します。これらのダッ

シュボードエレメントの間の隙間を調節するため、空白オブジェクトを挿入してサイズを調節しま

す。詳細については、「ダッシュボードの作成」を参照してください。
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ダッシュボードエレメントをコンテンツにリンクさせる

ポータルに2番目のナビゲーションレベルがある場合は、フィルターアクションを使用して、メインの

ダッシュボードからセカンダリダッシュボードを示します。データビューを直接開くリンクを作成するに

は、イメージオブジェクトを右クリックして [URLの設定 ]を選択します(以下の例では、色の付いた

矢印および付随するテキストは、ビューURLへのリンクです)。データソースが事前に読み込まれ

た空のビューをポイントして、ユーザーにWeb作成ワークスペースで新しいTableauコンテンツを作

成するよう促すこともできます。

ヒント:テキストオブジェクトにハイパーリンクを追加するには、フルURLを含めます

(http://www.tableau.comなど)。
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ポータルのパブリッシュ、テストおよび微調整

ワークブックをサーバーにパブリッシュして、ダッシュボードURLをユーザーに配布します。ポータルデ

ザインは、データ分析と同様に、周期的プロセスです。この時点でポータルはまだ未開のため、体

験を継続的に改善できるよう、ユーザーフィードバックの収集を開始します
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ヒント:仕上げに、Tableauツールバーを非表示にして、ポータルにカスタムの外観を与えま

す。ダッシュボードURLの最後のクエスチョンマークの後に、

「:embed=y&amp;:toolbar=n」を追加します

すべてのユーザーの既定のスタートページの設定

新しいサイトでユーザーがTableau CloudWeb作成環境にサインインすると、役割ベースのウェル

カムバナーが表示される[ホーム]画面に移動します。[ホーム]には、最近のビュー、お気に入り、

サイトで最も表示されたコンテンツも表示されます。管理者はユーザーの既定ランディングページ

をサイトレベルで変更できます。たとえば、すべてのワークブックを表示でき、ユーザーがサインイン

すると、アクセス権のあるワークブックが表示されます。

すべてのユーザーの既定のスタートページを設定するには

1. ユーザーがサイトにサインインする際に、既定ページとしたいページやフィルターされたビュー

を表示します。

2. ページの右上エリアにあるプロフィールアイコンを選択します。

3. サイト上のすべてのユーザーでスタートページを設定するには、[スタートページとして設

定 ]、[このサイトのユーザー用 ]を順にクリックします。

ユーザーが設定したスタートページと階層

ユーザーはプロフィールアイコンから独自のスタートページを設定し、アカウント設定でスタートペー

ジをリセットすることができます (詳細については、お使いのオペレーティングシステムのTableau

Serverオンラインヘルプで「プロファイルおよびアカウント設定へのアクセス」を検索してください)。

ユーザーが独自のスタートページを設定する場合、サイトで設定されたスタートページは上書きさ

れます。次回ユーザーがTableau Cloudにサインインするときに、設定したスタートページにラン

ディングします。ユーザーも管理者もスタートページを設定していない場合、ユーザーには既定で

ホームが表示されます。
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時刻設定の変更

Tableau Cloudを使用するときは、時刻に関する設定をいくつか行う必要がある場合があります。

サイトのタイムゾーンを抽出用に設定する

サイトでは、抽出ベースのデータソースの既定タイムゾーンは、協定世界時 (UTC)です。サイト

管理者は、別のタイムゾーンを設定できます。

抽出のためにサイトのタイムゾーンを設定するには次を実行します。

1. Tableauに管理者としてサインインします。

2. 設定するサイト上で、[Settings]をクリックします。

3. [Site Time Zone for Extracts]セクションで、タイムゾーンを選択して [Save]をク

リックします。

計算フィールドでは、NOW()やTODAY()などの関数がタイムゾーンを調べています。抽出の詳細

については、Tableau Desktopヘルプの「データの抽出」を参照してください。

タイムゾーン設定は、抽出ベースのデータソースに使用されるだけでなく、内部抽出にも影響しま

す。たとえば、Tableauがテキストファイルなどのファイルベースのデータソースに接続すると、抽出が

内部で自動的に作成されます。Tableauは、自動的に作成された内部抽出を使用して異なる

ソースからデータを統合します。

コンピューターの時計をUTCと同期する

Tableau Cloudサイト全体に表示されるタイムスタンプは、サイトが展開されているポッドの協定世

界時 (UTC)で表示されます。ご利用のコンピューターの時刻がサイトの時刻と一致するようにする

には、次のいずれかの方法で、コンピューターのシステム時計をUTCに同期させます。

l ご利用のコンピューターがAmazonWeb Services (AWS)に展開されている場合は、AWS

Webサイトのブログ投稿「Amazon時刻同期サービスを使用した時刻の調整」で説明され

ているように、ネットワークタイムプロトコル (NTP)のソースを使用してコンピューターのシステ

ムクロックを同期できます。
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l ご利用のコンピューターがAWS以外に展開されている場合は、米国国立標準技術研究

所 (NIST)のWebサイトの「Set your computer clock via the Internet using tools built

into the operating system (OSに組み込まれたツールを使って、インターネット経由でコン

ピューターの時計を設定する)」で説明されているように、NISTのタイムサーバーのいずれか

を使用して、コンピューターのシステムクロックを同期できます。

Tableau Mobileアプリのセキュリティ設定

2022年 12月より、Tableau MobileアプリのTableau Cloudセキュリティポリシーを調整できるよ

うになりました。これらのポリシーは、モバイルデバイスが侵害されているかどうかを確認し、

Tableau Mobileアプリとの特定のやりとりを制限することで、データを安全に保ちます。

このポリシーが適用されるのは、MAMバージョンのアプリではなく、標準バージョンのTableau

Mobileのみです。MAMアプリをデプロイしている場合は、MAMシステムの設定に加えて、

Tableau Mobileに固有のを使用してアプリを保護します。

セキュリティ設定

Tableau Cloudのサイト設定ページ、またはREST APIを使用して、Tableau Mobileのセキュリ

ティ設定を構成します。REST APIの詳細については、Tableau REST APIヘルプの「モバイル設

定のリファレンス」を参照してください。

サイトの設定ページに移動するには、以下の操作を行います。

1. 管理者としてTableau Cloudサイトにサインインします。

2. ナビゲーションペインで [設定 ]を選択します。

3. [モバイル]タブを選択します。

2022年 12月より、モバイルデバイスのセキュリティに関連するの設定が利用できるようになりまし

た。

これらの設定には、次の条件の検出が含まれます。
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l ジェイルブレイクの検出

この設定は、重大レベルではデフォルトで有効になっており、ジェイルブレイクされたり、ルート

化されたりしたデバイスでアプリが実行されていないか検出します。

l マルウェア検出 (Androidデバイスのみ)

この設定は、重大レベルではデフォルトで有効になっており、デバイスにマルウェアが存在しな

いか検出します。

l ポリシーの更新を行わないオフラインの最大日数

この設定は、デフォルトで重大レベルで有効になっており、既定の最大値は14日です。この

設定によって、設定された最大値よりも長い期間オフラインになっている(つまり、ポリシーが

更新されていない)デバイスでアプリを使用できるかどうかが決定されます。

l デバッグの防止

この設定は、既定でオンになっており、無効にすることはできません。デバイスにデバッガーが

添付されているかどうかを検出します。

l 画面共有とスクリーンショット(Androidデバイスのみ)

この設定はデフォルトで有効になっており、Tableau Mobileアプリユーザーがスクリーンショッ

トを共有できるか、アプリで画面共有を使用できるかを確認します。

ジェイルブレイク検出とマルウェア検出の設定は、重大度のレベルを変更できます。

l 警告 :ポリシーを適用し、不合格になった場合は、解除可能なブロックメッセージを表示し

ます。

l エラー:ポリシーを適用し、不合格になった場合は、問題が解決されるまでブロックメッセー

ジを表示します。

l 重大 :ポリシーを適用し、不合格になった場合はブロックメッセージを表示し、アプリはプロバ

イダーを介してログアウトまたはセッション解除を処理する方法を決定します。これはデフォル

トの設定です。
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クラウドでのセキュリティ

Tableauは、企業の所有する最も戦略的で重要なアセットとはデータであることを理解していま

す。セキュリティおよび顧客データのプライバシー維持を最優先にしています。Tableauエンタープラ

イズレベルのセキュリティ機能では、オペレーショナルセキュリティ、ユーザーセキュリティ、アプリケー

ションセキュリティ、ネットワークセキュリティ、およびデータセキュリティを管理しています。

詳細については、TableauのWebサイト(https://www.tableau.com)で次のリソースを参照してく

ださい。

l 「Tableau Cloudクラウドにおけるセキュリティ」ホワイトペーパー。

l Tableau Cloudヒント: データをクラウドへパブリッシュするためのセキュリティチェックリスト

TableauID認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインすると、それらの認証資格情

報をTableau Webサイトへのサインインにも使用できます。

オペレーショナルセキュリティ

Tableau CloudインフラストラクチャはSAS-70準拠のデータセンターでホストされ、顧客データに

対してさまざまな制御や予防措置を提供しています。

データは、Tableau Cloudに保存されている場合でもユーザーが所有しています。認証されている

ユーザーだけがTableau Cloudに保存されているデータやワークブックにアクセスでき、Tableauの

従業員やTableauの他の顧客はアクセスできません。

Tableauは、システム使用状況、アカウント状況、パフォーマンスに関連するメトリクスにアクセスし

たり監視したりすることはできます。

ユーザーセキュリティ

サイトおよびコンテンツにアクセスできるのは、サイト管理者が明示的にサイトに追加したユーザー

だけです。ユーザーをもはやシステムで認証しない場合は、ユーザーアカウントを削除して

Tableau Cloudへのアクセスを取り消し、そこに保存されているコンテンツを削除します。
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Tableau Cloudでは、アイドルユーザーのセッションタイムアウトを2時間に強制しています。つま

り、ユーザーは、Tableau Cloudを使用せずに2時間経過した後、再度認証する必要がありま

す。アイドルセッションタイムアウト値はシステム設定であり、変更できません。

Tableauアカウント

お使いのTableauアカウントは、TableauのWebサイトとサービスに対して安全で統一された認証

を提供します。

Tableauアカウントのセキュリティ機能には、次のものがあります。

l ユーザーサインインをHTTPSでセキュアに保護。

l 数回サインインに失敗して時間が経過するとアカウントをロック。

l アカウントをユーザーのメールで確認し、同一性を証明。

l パスワードは暗号化保護を使用して保存。Tableauの従業員と契約社員は、プレーンテキ

ストのパスワードにアクセス不可。

l Tableau認証 (TableauID)を使用するアカウントでは、多要素認証 (MFA)を有効にでき

ます。

Tableau Cloudサイト管理者は、ユーザーの制御と利便性を高める目的で、組織の IDプロバイ

ダーを使用するオプションを利用可。詳細については、「認証」を参照してください。

役割とパーミッション

役割は、ユーザー操作を管理するプロジェクト、ワークブック、ビュー、またはデータソースに適用さ

れるパーミッションのセットです。各資産に対し、幅広い特定のパーミッション(表示、作成、編集、

変更、削除など)を使用できます。

ネットワークセキュリティ

ユーザーとTableau Cloud間の通信はすべてSSLを使用して暗号化され、データがセキュアに送

信されています。Tableau Cloudは、TLS 1.2以上をサポートしています。TLSサポートの詳細につ

いては、Tableauコミュニティを参照してください。さまざまな暗号化技術により、ブラウザーからサー
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バー層、リポジトリ、またその逆方向の通信で安全が確保されています。他にも多くのビルトイン

セキュリティ機構が備わっており、スプーフィング、ハイジャック、SQLインジェクション攻撃を防御し

たり、毎月アップデートしながら、新しい脅威に対する検証や対応を行います。

アプリケーションセキュリティ

Tableau Cloud環境はマルチテナント設定でホストされ、顧客間でユーザー、データ、およびメタ

データを分離します。

データセキュリティ

Tableau Cloudにより、会社環境にVPNおよびトンネルを実装する必要がなくなります。多くの

データソースは定期的に抽出として取り込み、更新することができます。自動更新を使用するに

は、データソースに対する接続情報に認証資格情報を埋め込む必要があります。Googleおよび

Salesforce.comデータソースの場合、OAuth 2.0アクセストークンの形式で認証資格情報を埋

め込むことができます。

ユーザーフィルターおよびデータソースフィルターを追加し、ワークブックおよびデータソースの追加

セキュリティの範囲を限定することができます。Tableauは、ユーザー名、グループ、または現在の

ユーザーのフルネームを使用して行レベルのデータセキュリティを有効にできる[ユーザーフィル

ター]機能も提供しています。ユーザーフィルターを使用すると、データを表示しているユーザーの

情報から、データにフィルターを設定することができます。たとえば、西部地域の営業部長は、西

部の売り上げ結果を表示できますが、他の地域は表示できません。Tableau Desktopからワーク

ブックおよびデータソースをパブリッシュする場合にユーザーフィルターを設定します。

Tableauで行レベルのセキュリティを実装するために使用できる代替方法については、「Tableau

の行レベルのセキュリティオプションの概要」を参照してください。

HIPAAコンプライアンス

Tableau Cloudは、Health Information and Portability Accountability Act (HIPAA)に準拠して

いるため、ヘルスケアおよびライフサイエンス分野のユーザーのニーズに合わせて、HIPAAに適合し

た方法で利用することができます。詳細については、Salesforce Trust |コンプライアンスサイトの

ホワイトペーパー「Tableau CloudおよびHIPAAセキュリティルール」を参照してください。
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データの場所

Tableau Cloudはアマゾンウェブサービス(AWS)でホストされており、サイトとそのデータが保存され

ている地域を選択できるように構成されています。新規のお客様は、サイトのセットアッププロセス

中に次のいずれかの地域を選択できます。

領域 地域

アジア アジア太平洋 オーストラリア

アジア太平洋 日本

ヨーロッパ EU西部 アイルランド

ヨーロッパ -西部 UK

北米 カナダ ケベック

米国 -東部 バージニア

米国 -西部 オレゴン

必要に応じて、サイト移行プロセスを使用して既存のサイトを別の地域に移行できます。この変更

を要求するには、Tableauセールスアカウントマネージャーに連絡してください。詳細については、ナ

レッジベースの「コンテンツ移行ツールを使用したTableau Cloud環境の移行」を参照してくださ

い。

サイトは、選択した地域で定期的にバックアップされます。Tableau Cloudにサインインし、URLの

先頭にあるホスト名をメモして、それをデータプロバイダー認可用 Tableau Cloud IPアドレスの [サ
イトの場所 ]列と比較することで、サイトの場所を確認できます。たとえば、10ax、10ay、10az、
us-west-2bで始まるURLは、米国西部 -オレゴン地域に対応します。米国西部のオレゴン地域

のサイトに対応するデータは、オレゴンで保存およびバックアップされます。

l 新しいサイトを依頼するには、このWebフォームに入力してください。

l Tableau Cloudのメンテナンススケジュールについては、「Tableau Cloudのシステムメンテナ

ンス」を参照してください。
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関連項目

データを最新に保つ

OAuth接続

パーミッション

SAML認証のしくみ

ユーザーフィルター (Tableauヘルプ)

Tableau Cloudサイトの容量

Tableau Cloudサイトは、すべてのユーザーの分析ニーズに対応するための容量を備えています。

サイトの容量には、ストレージの容量と、抽出、メトリクス、サブスクリプション、フローのためにサイト

で実行する必要があるタスクの容量が含まれます。

概要

次の表は、サイトごとの許容容量を機能別にまとめたものです。以下の機能ごとに、容量の詳細

情報を確認できます。

容量の種類 許容量

スト

レージ

サイト 100 GB

Advanced Managementライセンスで1

TB。詳細については、「Advanced

Managementの容量」を参照してくださ

い。

個々のワークブック、パブリッシュされた

データソース、またはフローのサイズ

15 GB

Advanced Managementライセンスで25
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容量の種類 許容量

GB。「Advanced Managementの容量」

を参照してください。

抽出更

新

日次更新 Creatorライセンスごとに最大 8バックグラ

ウンダー時間

同時更新 最大 10個のジョブ*

Advanced Managementライセンスで最

大 25個のジョブ*「Advanced

Managementの容量」を参照してくださ

い。

個々の更新ランタイム 2時間

メトリク

ス

日次更新 Creatorライセンスごとに最大 8バックグラ

ウンダー時間

同時更新 最大 10個のジョブ

個々のランタイム 2時間

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau

Serverバージョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau

CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能

を廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリクスを追跡し、データについて質問するた

めのエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの詳細については、

「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについて

は、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

Tableau Software 187

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/pulse_create_metrics.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/metrics_create.htm


容量の種類 許容量

サブス

クリプ

ション

同時サブスクリプション 最大 10個のジョブ

個々のサブスクリプションランタイム 2時間

個々のメールサイズ 2 MB

フロー 同時実行フロー リソースブロックごとに1つ

個々のフローランタイム ジョブランタイム容量を参照してください。

フローのメモリ使用量サイズ 19.5 GB

ビジュア

ライ

ゼーショ

ン

読み込み回数 最大 5分

アイドルタイムアウト 30分

ユーザークエスト率 ユーザーごとに1時間あたり最大 600件

のリクエスト

クエリの使用サイズ 20 GB

ビューの

高速化

アクセラレートされたビュー サイトごとに最大 30個のアクセラレートさ

れたビューと、Creatorライセンスごとに追

加の20個のビュー。最大 750のアクセラ

レートされたビュー。

アクセラレートされたビューの更新 ビューごとに1日あたり最大 12のジョブ

メモリの使用サイズ 20 GB

各高速化の実行時間 最大 30分

*注 :システムリソースがTableau Cloud全体に公平に配分されるようにするために、各サイトには

任意の時点で実行できるジョブの数に上限があります。ただし、この制限は容量を保証するもの
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ではありません。Tableau Cloudはジョブを最適化するためにシステムリソースを割り当て、スケ

ジュールされた開始時間から15分以内にジョブを開始するようにリソースが調整されます。

ストレージ容量

Tableau Cloudサイトでは、サイトと個々のコンテンツに対するストレージ容量を備えています。

l サイトストレージ:サイトごとに100 GBのストレージ容量を備えています。ワークブック、パブ

リッシュされたデータソース、およびフローは、このストレージ容量にカウントされます。

l 個別のワークブック、パブリッシュされたデータソース、フローのサイズ:個々のワークブック、

データソース(ライブまたは抽出 )、またはサイトにパブリッシュされたフローの最大サイズは15

GBです。

注 :抽出データソースのサイズが10 GBを超える場合は、データベースへのライブ接続を使

用するか、抽出内のデータを集約してサイズを小さくすることを検討するようお勧めします。

大量の抽出を頻繁に再パブリッシュまたは更新すると、膨大な時間がかかる可能性があり

ます。また、通常これはデータの鮮度に関するより効率的な戦略を考慮する必要があること

を示しています。

ビジュアライゼーションの容量

各サイトでは、個々のビジュアライゼーション(ビューとも呼ばれます)の読み込みや、クエリの実行の

容量が指定されています。各容量タイプの詳細については、以下を参照してください。

l 読み込み時間 :サイトには、ビューの読み込みに最大 5分を費やすことができる容量があり

ます。

l アイドルタイムアウト:ユーザーは連続して30分間ビューを操作または編集しなかった場

合、もう一度操作するにはビューまたは保存されたドラフトをリロード(たとえば、ページを更

新するか、バナーが表示されている場合は [再接続 ]ボタンをクリック)する必要があります。

l ユーザーリクエスト率 :サイト上の各ユーザーは、ビューの読み込みと更新のために1時間あ

たり最大 600件のリクエストを行うことができます。この容量に達した場合、ユーザーはビュー
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を操作、編集、保存することができません。1時間後にビューを更新したり、新しいビューを

読み込んだりできます。

l クエリの使用サイズ:サイトには、抽出データソースを使用するビューのクエリを実行するた

めに、20 GBのメモリを使用できる容量があります。ビューのクエリを実行するために必要な

メモリ量は、Tableauがビュー内のマークを生成するために実行する必要があるデータ操作

の複雑さによって異なります。

注 :抽出データソースに対するクエリのみがクエリの使用容量としてカウントされます。参照

元データへのライブ接続を使用するデータソースに対するクエリは、使用容量としてカウント

されません。ただし、ライブ接続を使用するデータソースに対するクエリは、参照元データ

ベースによって強制される他のクエリの使用容量の影響を受ける可能性があります。

利用可能な十分なシステムリソースを確保するため、これらの容量タイプを超えるビューはキャン

セルされる場合があります。これにより、サイト上の他のビューが読み込めるようになります。

Viz容量を最適化するためのヒント

ビジュアライゼーションの容量を超えるビューは、Tableauがビューを生成するために実行する必要

のあるクエリが複雑すぎることを示している可能性があります。このような場合は、次のヒントを使

用してクエリを最適化し、Tableau Cloudでビューを読み込むのにかかる時間を最小限に抑えるこ

とができます。ほとんどのヒントでは、変更を有効にするために、データソースまたはワークブックを

編集してTableau Cloudにもう一度パブリッシュする必要があります。

詳細については、Tableauヘルプのワークブックのパフォーマンスに関するトピックを参照してくださ

い。

l データソースフィルターの使用 :データソースにフィルターを追加する際には、ビュー内で生

成する必要があるデータ量を削減します。データ量を減らすことで、ビューの読み込み時間

を最小限に抑えることができます。詳細については、Tableauヘルプの「データソースから

データをフィルターする」を参照してください。

l コンテキストフィルターの使用 :データソースフィルターと同様に、コンテキストフィルターは、

シートレベルでデータソース内のデータを減らします。コンテキストフィルターは、他のフィル

ターとは独立して動作し、ビューで生成する必要があるデータ量を大幅に削減できます。
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データ量を減らすことで、ビューの読み込み時間を最小限に抑えることができます。詳細につ

いては、Tableau Serverヘルプの「コンテキストフィルター付きビューパフォーマンスを改善す

る」を参照してください。

l 日付範囲の短縮 :原則として、日付には、数値やブール値などの他の種類のデータよりも

多くの計算量が必要です。ビューに日付フィルターが含まれている場合は、ビューの読み込

み時間を最小限に抑えるために、生成する必要がある日付範囲または日数を減らすこと

ができます。

l マークの削減 : Tableauはビューを生成するためにマークを計算する必要があるため、マーク

の数はビューの読み込み速度に影響を与える可能性があります。上に示したフィルターの一

部を使用したり、フィルターするセットを使用したり、データを集計するカスタムSQLを使用

するなど、マークを減らす方法はいくつかあります。詳細については、「ビュー内のマークの数

を減らす」を参照してください。

ビューの高速化の容量

各 Tableauサイトには、次のビューの高速化の容量があります。

l アクセラレートされたビュー: アクセラレータされたビューのサイトごとのデフォルト数は30です。

Creatorライセンスごとに、追加してさらに20ビューを高速化できます。アクセラレートされた

ビューの最大数は750です。

l アクセラレートされた更新 : アクセラレートされたビューは、次の4つのデータ更新イベントに

合わせて再生成されます。

l データの更新ポリシー:高速化のタイムスタンプはデータの更新ポリシーと同期しませ

ん。

l 抽出更新 :抽出更新が完了し、より新しいデータが得られます。

l アクセラレートされたビューの更新 :アクセラレートされたビューは所有者によって更新

されます。

l オプトインされたビュー:ビューは元々、高速化のためにオプトインされます。

一意のイベントごとに、事前計算ジョブがキューに入れられます。次に、バックグラウンダー

ジョブは事前計算を取得して完了し、クエリ結果をマテリアライズドビューとして保存します。
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同じワークブックに属するビューは、1つのジョブで更新されます。リソースの消費を制限する

ために、実行できる事前計算ジョブの最大数は1日あたり12ジョブに制限されています。

詳細については、「データ鮮度ポリシーの設定」を参照してください。

l 高速化メモリの使用サイズ: サイトには、バックグラウンダージョブでワークブックのデータを事

前に計算してフェッチするために使用する、20GB以下のメモリ容量があります。必要なメモ

リの量は、アクセラレートされたビューに関連付けられているクエリの複雑さによって異なりま

す。

ジョブランタイム容量

ジョブランタイム容量は、ジョブまたはタスクタイプのインスタンスが実行可能な時間であり、利用

可能なシステムリソースを保護するためにこの時間の経過後ジョブはキャンセルされます。各サイト

には、次のジョブタイプに対するジョブランタイム容量が設定されています。

l 抽出更新

l サブスクリプション

l フロー

l メトリクス

l ビューの高速化

抽出更新、サブスクリプション、メトリクスの各ジョブタイプのランタイムは最大で2時間 (120分ま

たは7,200秒 )です。ビューの高速化の最大実行時間は30分 (1,800秒 )です。

フローに関する注意 : データ管理 がないサイトの場合、サイトのフロージョブの最大実行時間は、

60分にCreatorライセンス数を掛けた時間であり、最大で24時間です。サイトにフローのワーク

ロードが大量にある場合は、データ管理 の購入して容量を増やすことを検討してください。データ

管理 があるサイトの場合、リソースブロックごとに1日あたり最大 24時間のフローを実行できま

す。制限時間を超えた場合、新しいジョブは翌日まで開始できません。同時実行フロージョブの

追加容量を購入できます。詳細については、リソースブロックを参照してください。

抽出更新に関する注 :更新ジョブがランタイムの最大値に達すると、タイムアウトエラーが発生し

ます。エラーの詳細と、抽出を変更してランタイム容量内で更新ジョブを保持する方法について

は、「更新の抽出の時間制限」を参照してください。
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同時ジョブ容量

同時ジョブ容量は、同時に実行できるジョブまたはタスクタイプのインスタンスの数です。各サイトに

は、次のジョブタイプに対する同時ジョブ容量が設定されています。

l 抽出更新

l サブスクリプション

l フロー

l メトリクス

各ジョブタイプの同時ジョブ容量の詳細は以下の通りです。

l 抽出の更新 :サイトには、任意の時点で更新できる抽出は10件までという上限がありま

す。利用可能なシステムリソースに応じて、スケジュールされた開始時刻から15分以内に

ジョブが開始されるように待機時間 (つまり、ジョブが開始されるまでの時間 )が調整されま

す。更新の容量にカウントされるジョブには、スケジュールされた更新、手動更新、抽出の

作成、更新をトリガーするコマンドラインまたはAPI呼び出し(データの増分追加など)が含

まれます。

l サブスクリプション:サイトには、任意の時点で実行できるサブスクリプションは10件までという

上限があります。利用可能なシステムリソースに応じて、スケジュールされた開始時刻から

15分以内にジョブが開始されるように待機時間 (つまり、ジョブが開始されるまでの時間 )が

調整されます。サブスクリプションの容量にカウントされるジョブには、Tableau Cloudを通じ

て直接作成されたサブスクリプションからのメールの生成、またはメールサブスクリプションを生

成するAPI呼び出しが含まれます。

l フロー:データ管理 でライセンスされている場合、サイトのデフォルトの容量は、リソースブロッ

クごとに1つの同時フロージョブです。リソースブロックはフロージョブをサポートしています。

データ管理 でライセンスされていない場合、サイトの既定の容量は1つの同時フロージョブ

であり、1つのリソースブロックがある場合と同じです。フロージョブの開始時に使用可能なリ

ソースブロックがない場合、ジョブはキューに入り、リソースブロックが使用可能になるまで待

機します。同時実行フロージョブの追加容量を購入できます。詳細については、リソースブ

ロックを参照してください。各ユーザーは、一度に最大 4つのアクティブなフローのWeb編集

セッションを持つことができます。さらにセッションを開くと、最も古いセッションが閉じられます。
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l メトリクス:各サイトには、最大 10個のメトリクスを同時に更新できるだけの容量がありま

す。メトリクスの更新方法について詳しくは、メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃

止 )を参照してください。

注 :サイトで同時ジョブ容量を使い果たした場合、キューにある他のジョブは、1つまたは複数の

ジョブが完了するまで保留状態になります。

日次ジョブ容量

日次ジョブ容量とは、サイト上のすべてのジョブを実行するためにCreatorライセンスごとに1日に

費やすことができる共有時間数です。バックグラウンダーと呼ばれるサーバープロセスが、これらの

ジョブを開始して実行します。Creatorライセンスが多いサイトでは、サイトのユーザー数増加の

ニーズを満たせるように、日次ジョブ(バックグラウンダー)の容量が大きくなります。

各サイトには、抽出更新とメトリクス更新の両方のジョブを実行する日次ジョブ(バックグラウン

ダー)容量が設定されています。

例 :

サイトに次のものがある場合 ... 既定の時間を乗算 日次ジョブ容量

10のCreatorライセンス 8時間 最大 80 時間 /日

50件のCreatorライセンス 8時間 最大 400 時間 /日

日次ジョブ容量は毎日 24:00:00 UTC (協定世界時 )にリセットされます。

抽出更新について

日次ジョブ容量にカウントされる更新ジョブには、完全更新と増分更新、抽出の作成が含まれま

す。これらのジョブは、スケジュールされた更新、手動更新、特定のコマンドラインまたはAPI呼び

出しにより開始できます。

注 :

l サイトの日次更新ジョブ容量の時間が残っていると、更新ジョブはジョブの完了にかかる時

間に関係なく実行されます。
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l サイト管理者は、サイトが毎日の更新容量の70%、90%、100%に達すると、メール通知

を受け取ります。

l サイトの日次更新ジョブ容量を使い切ると、今後の抽出更新はキャンセルされ、更新の

キャンセルを警告するメール通知がコンテンツ所有者に送信されます。

抽出更新容量を最適化するためのヒント

抽出負荷の高い環境を管理している場合は、サイトの容量を最も効率良く使用するために、いく

つかのベストプラクティスに従うことをお勧めします。

l 使用されていない抽出の更新を停止します。サイトの容量を回復する最善の方法の1つ

は、Tableau Cloudのスケジュールまたはスクリプトを使用して、使用されていない抽出の自

動更新を停止することです。更新スケジュールを削除する方法の詳細については、更新タ

スクの管理を参照してください。

l 更新の頻度を減らします。サイトの容量を回復するもう1つの方法は、抽出更新の頻度を

減らすことです。たとえば、抽出を1時間ごとに更新するのではなく、1日ごとに更新する

か、最新のデータが最も必要となる営業時間帯にのみ更新することを検討してください。更

新スケジュールを変更する方法の詳細については、更新タスクの管理を参照してください。

l フル更新ではなく増分更新を使用します。抽出の更新にかかる時間を短縮するため、完

全更新ではなく抽出の増分更新を実行することを検討してください。詳細については、

Tableau Cloudでの更新のスケジュールを参照してください。

注 :完全更新から増分更新への変更は、抽出がパブリッシュされる前にTableau Desktop

で抽出の増分更新が構成されている場合にのみ、Tableau Cloudから実行できます。詳

細については、Tableauユーザーヘルプの「抽出の増分更新を構成する」を参照してくださ

い。

l 抽出接続でなくライブ接続を使用します。データを頻繁に更新する必要があるビュー、ダッ

シュボード、およびワークブックでは、抽出の接続ではなくライブ接続を使用するようにデータ

ソースを設定することを検討してください。

l 抽出のデータを最適化します。抽出のパフォーマンスを向上させることは、抽出の更新にか

かる時間を減らすことにもつながります。未使用のフィールドの削除、フィルターを使用した未
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使用の行の削除、日付範囲の変更など、抽出のデータに対して多くの変更を加えること

で、全体的なパフォーマンスを向上させることができます。

メトリクスの更新について

抽出データソースに依存するメトリクスは、対応する抽出データが更新されると更新されるため、

日次ジョブ容量にカウントされます。

注 :ライブデータソースに依存するメトリクスは60分ごとに更新され、日次ジョブ容量にはカウント

されません。

コマンドラインやAPIの呼び出しで開始するジョブ

上で説明した容量に加えて、サイトにはコマンドラインとAPIの呼び出しに指定されたジョブ容量

が付属しています。

l 抽出更新ジョブの開始 :サイトでは、抽出更新ジョブを開始するための tabcmd

(refreshextracts)、REST API (抽出更新タスクの実行 )、およびTableauクライアント

(Python)ライブラリなどの呼び出しの容量が指定されています。サイトでは、1時間あたり

合計 20回の呼び出しが許可されます。

l ジョブのクエリまたはキャンセル:サイトでは、非同期ジョブのステータス情報をクエリしたり、

保留中および進行中のジョブをキャンセルしたりするためのREST API (ジョブのクエリとジョ

ブのキャンセル)、Tableauクライアント(Python)ライブラリなどの呼び出しの容量が指定さ

れています。サイトでは、24時間あたり20,000回の呼び出しが許可されます。

l パブリッシュ、更新、または更新ジョブの開始 :サイトでは、tabcmd (パブリッシュ)、REST

API (ワークブックのパブリッシュ、データソースのパブリッシュ、ワークブックの更新、データソー

スの更新、今すぐデータソースを更新 )、およびTableauクライアント(Python)ライブラリな

どの呼び出しの容量が指定されています。サイトでは、24時間あたり4,000回の呼び出し

が許可されます。

注 :コマンドラインまたはAPIの呼び出しの数が上記の容量を超えると、次のエラーのいずれかが

表示されます。Unknown 429 (不明 429)またはApiCallError: 429000: Too Many Requests –

Too many requests for <job type> ‘api.rest.refresh_extracts’ (API呼び出しエラー: 429000:要
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求が多すぎます– <job type> 'api.rest.refresh_extracts’)Please retry after 146 second(s). (146

秒後に再試行してください)

容量の監視

サイトの容量を監視するのに役立つツールがいくつかあります。[ジョブ]ページや [管理 ]ビューなどで

す。

ジョブページ

ジョブページには、過去 24時間以内のバックグラウンダータスクの一意のインスタンス(ジョブと呼び

ます)に関する詳細が表示されます。ジョブページを使用して、抽出更新、サブスクリプション、フ

ローなどのジョブを監視できます。

1. サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインします。

2. 左のナビゲーションペインで、[ジョブ]をクリックします。

3. [フィルター]ドロップダウンメニューの [タスクの種類 ]で、監視するジョブの種類を選択します。

ジョブページの詳細については、「Tableau Cloudでのバックグラウンドジョブの管理」を参照してくだ

さい。

管理ビュー

管理ビューを使用すると、サイト上のさまざまなタイプのアクティビティを監視できます。以下の機能

については、管理ビューを使用して、容量の使用状況に関する情報を確認できます。

l ストレージ:管理者インサイトの [領域使用量の統計 ]ダッシュボードを使用して、サイトのス

トレージ容量を監視し、サイトで最も多くの領域を占有するワークブック、データソース、およ

びフローを確認できます。[検索 ] > [管理者インサイト] > [管理者インサイトスターター] >
[領域使用量の統計 ]の順に選択します。

管理者インサイトの詳細については、「管理者インサイトを使用したカスタムビューの作成」

を参照してください。

Tableau Software 197

Tableau Cloudヘルプ



l フロー:フロー実行のパフォーマンスを監視できます。[サイトの状態 ] > [フローパフォーマンス

履歴 ]を選択します。ダッシュボードを使用して、[フロー履歴 ]でマークをクリックすると、フ

ロージョブについての詳細が表示されます。

この管理ビューの詳細については、フローの管理ビューを参照してください。

l メトリクス: "抽出以外のバックグラウンドタスク"の管理ビューを使用して、サイトのメトリクス

ジョブを監視できます。[サイトの状態 ] > [抽出以外のバックグラウンドタスク]を選択し、[タ
スク]フィルターのロップダウンから[ビューのすべてのメトリクスを更新 ]のチェックボックスをオン

にします。

この管理ビューの詳細については、「抽出以外のバックグラウンドタスク」を参照してくださ

い。

Advanced Managementの容量

Advanced Managementを使用すると、サイトで次のように容量が増加します。

l 1テラバイトのストレージ

l 最大ファイルサイズ25ギガバイト

l 最大 25件の同時抽出更新ジョブ*

Advanced Managementの詳細については、Tableau Cloud上のTableau Advanced

Managementについてを参照してください。

*注 :システムリソースがTableau Cloud全体に公平に配分されるようにするために、各サイトには

任意の時点で実行できるジョブの数に上限があります。ただし、この制限は容量を保証するもの

ではありません。Tableau Cloudはジョブを最適化するためにシステムリソースを割り当て、スケ

ジュールされた開始時間から15分以内にジョブを開始するようにリソースが調整されます。

Tableau Cloudのシステムメンテナンス

Tableau Cloudでは、サービスを提供するためのインフラストラクチャを維持するとともに、強化され

た機能を利用できるようにするため、定期的にメンテナンスを行っています。Tableau Cloud管理
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者は、ご利用サイトの更新を管理する必要はありません。ただし、メンテナンスのスケジュールを確

認して計画停止に備え、サービスの中断を回避することをお勧めします。

四半期リリースの詳細については、「Tableau Cloudの四半期リリース」を参照してください。

メンテナンスの連絡

システムメンテナンスについては、Tableau Trustページとサイト管理者への通知メールでご連絡し

ます。

Tableau Trustでのお知らせ

Tableau Trustには、Tableau Cloudのステータスに関するすべての更新が掲載されています。ス

テータスの更新には、システムメンテナンスやTableau Cloudの使用に影響を与える可能性があ

るインシデント報告などが含まれます。Tableau Cloudインスタンスのステータスを迅速に確認する

には、Tableau Trustページにアクセスするか、Tableau Trustをサブスクライブして最新情報を受け

取るようにします。

Trustにサブスクライブするには、https://trust.tableau.comにアクセスして[アップデートの購読 ]をク

リックします。電子メールやSMSメッセージでアップデートを受け取ることができ、インシデントが作

成、更新、解決されるたびにRSS通知を受け取ることもできます。
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サイト管理者へのメール

サイト管理者ロールを持つTableau Cloudユーザーは、ご利用のサイトに関する通知メールを自

動的に受信します。メールには、システムメンテナンスやTableau Cloudの使用に影響を与える

可能性があるインシデント報告などが含まれます。

通知メールには、日時、Tableau Cloudのインスタンス名、計画メンテナンスの種類、ユーザーへ

の影響、終了予定時刻などが記載されています。

システムメンテナンスの予定スケジュール

Tableauでは、システムメンテナンスの時間枠を設定しています。これにより、Tableau Cloudの

サービスを提供するインフラストラクチャのセキュリティ、可用性、パフォーマンスを維持します。メン

テナンスのスケジュールが設定されているため、計画停止に備えることができ、Tableau Cloudサイ

トの中断を回避できます。メンテナンスを行う可能性のある時間枠が事前に設定されています

が、メンテナンスが不要な月もあります。

メンテナンスを予定する場合は、Tableau Trustサイトでメンテナンス時間枠の日時を公開しま

す。Tableau Cloudインスタンス全体に影響を与えるメンテナンスの場合、Tableau Trustからの

通知をサブスクライバーとサイト管理者にメールでお送りします。通知は、メンテナンススケジュール

をTrustに掲載したとき、およびメンテナンスを行う14日前に送信します。Tableau Trustからの

通知は、各メンテナンスの開始時と終了時にも送信します。また、リマインダーとして48時間前に

も送信します。

メンテナンスのスケジュールを変更する場合は、Trustサイトでメンテナンスの掲載を更新するととも

に、Trustのサブスクライバーに電子メールをお送りします。

注 : 重要度の高いメンテナンスが必要な場合は、TrustのサブスクライバーとTableau Cloud

のサイト管理者あてに1週間以内に事前通知する場合があります。

可能な限り、かつメンテナンスが必要な場合にのみ、カレンダー月の第 1 週末と第 3 週末に、以

下の表に記載されている時間枠の中でシステムメンテナンスを予定します。組織のメンテナンスア

クティビティ(ソフトウェアのアップグレード、統合の変更など)をTableauシステムメンテナンスの時
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間枠外で計画します。極端な状況では、Tableau Cloudインフラストラクチャのシステムの可用

性、パフォーマンス、およびセキュリティを維持するために、システムメンテナンスのスケジュールがこれ

らの時間枠外に設定されてメンテナンスが行われる場合があります。

システムメンテナンスの予定時間枠

地域 インスタンス 周期 現地時間 UTC

米国 -西部
10ay、10az、
us-west-2b

毎月第 1週末

毎月第 3週末

土曜日 08:00 -

14:00 PST
土曜日 16:00 -
22:00

米国 -東部

prod-us-east-
a、prod-us-
east-b、us-
east-1

毎月第 1週末

毎月第 3週末

日曜日 11:00 -

17:00 EST
日曜日 16:00 -
22:00

ヨーロッパ -西
部

dub01、eu-
west-1a、prod-
uk-a

毎月第 1週末

毎月第 3週末

土曜日 02:00 -

08:00 CET
土曜日 1:00 -
7:00

カナダ-ケベック prod-ca-a
毎月第 1週末

毎月第 3週末

日曜日 11:00 -
17:00 EST

日曜日 16:00 -
22:00

アジア太平洋 -
日本

prod-
apnortheast-a

毎月第 1週末

毎月第 3週末

日曜日 01:00 -

07:00 JST
土曜日 16:00 -
22:00

アジア太平洋 -
オーストラリア

prod-
apsoutheast-a

毎月第 1週末

毎月第 3週末

日曜日 03:00 -

09:00 AEST
土曜日 16:00 -
22:00

注 :メンテナンス時間枠は、現地の標準時です。現地時間は、季節によって夏時間の間、

+1時間または -1時間変更される場合があります。
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Tableau Cloudの四半期リリース

Tableauは、データを使用して日々の問題を解決できる製品を提供し続けるために、絶えず革

新しています。新しい機能は、年に4回、四半期に1回出荷されます。

通信のリリース

四半期ごとのリリースは、製品内の通知を通じて通信されます。サイトのアップグレードがいつスケ

ジュールされているかの通知が送られ、アップグレードの完了後にはもう一度通知が送られます。

アップグレード中でもサイトにアクセスできるため、ユーザーはすべての機能を使用できます。四半

期ごとのリリースアップグレードに関連するダウンタイムはありません。

四半期リリースのスケジュール

メジャーリリースは、オンプレミスソフトウェアがアップグレードされる前に、世界中のTableau Cloud

のインフラストラクチャ全体に数週間にわたってロールアウトされます。四半期リリースは世界中で

順番にロールアウトされるため、正確な日時は事前に発表されていません。代わりに、リリースが

近づくと、製品内通知でユーザーと管理者に通知されます。

サイトのアップグレードがスケジュールされる約 2週間前に、製品内通知が表示されます。
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新機能について

サイトの新機能の詳細については、「近日公開」を参照してください。[Coming Soon (近日公開 )]

ページには、今後および進行中のTableauリリースに関する情報が記載されています。Tableau

Cloudのお客様は、このページにリストされている機能に既にアクセスできる場合があります。すべて

の製品のアップグレードが行われて、新機能を利用できるようになったら、Webサイトのより広範な

更新が行われます。

認証

認証とは、Tableau Cloudサイトへのユーザーのサインイン方法のオプション、および初回のサインイ

ン後のユーザーのアクセス方法を指します。認証では、ユーザーの IDを検証します。

Tableau Cloudは、複数の認証タイプをサポートしています。これらは、[認証 ]ページで設定できま

す。

サイトに対して構成している認証タイプに関係なく、Tableau Cloudにアクセスするときは、多要素

認証 (MFA)が必要です。この契約要件は、2022年 2月 1日に発効されました。詳細について

は、多要素認証とTableau Cloudについてを参照してください。

l 多要素認証を備えたTableau:これは、組み込みの既定の認証タイプです。この認証タイ

プでは、ユーザーのアイデンティティを確認するために、1) Tableau Cloudに保存されたユー

ザー名とパスワードで構成されるTableau認証資格情報 (TableauIDとも呼ばれる)と2)

オーセンティケーターアプリやセキュリティキーなどのMFA検証方法の組み合わせをユー

ザーが提供する必要があります。詳細については、多要素認証 とTableau Cloudを参照し

てください。

l Tableau:多要素認証を備えたTableauを使用するようにサイトがまだ更新されて

いない場合は、この認証タイプを暫定的に引き続き使用することができます。ユー

ザーは、Tableau CloudサインインページにTableauID認証資格情報を直接入力

します。

l Google:お客様の組織でGoogleアプリケーションを使用している場合は、Googleアカウン

トを使用してOpenID ConnectによるMFA付きシングルサインオン(SSO)をTableau
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Cloudで有効にできます。Google認証を有効にすると、ユーザーはGoogleサインイン

ページに転送され、Googleに保存されているユーザーの認証資格情報を入力するように

求められます。

l Salesforce:お客様の組織でSalesforceを使用している場合は、Salesforceアカウント

を使用してOpenID ConnectによるMFA付きシングルサインオン(SSO)をTableau

Cloudで有効にできます。Salesforce認証を有効にすると、ユーザーはSalesforceサイン

インページに誘導され、認証資格情報を入力するように求められます。この情報は、

Salesforceで保存および管理されています。最小限の構成が必要になる場合がありま

す。詳細については、Salesforce認証を参照してください。

l SAML: SSOを使用する別の方法には、SAMLを経由する方法があります。これを行うに

は、MFAを提供するサードーパーティの IDプロバイダー (IdP)を使用し、IdPと信頼できる

関係を構築するようサイトを構成します。SAMLを有効にすると、ユーザーは IdPのサイン

インページに直接リダイレクトされ、そこで IdPに既に保存されているSSO認証資格情報

を入力します。

注 :

l アクセスや管理のパーミッションは、サイトロールを通じて実装されます。サイトロールは、ど

のユーザーが管理者であり、どのユーザーがサイト上のコンテンツ消費者やパブリッシャーで

あるかを定義します。管理者、サイトロール、グループ、ゲストユーザー、ユーザー関連の

管理タスクの詳細については、「ユーザーとグループの管理」および「ユーザーのサイトロール

の設定」を参照してください。

l 認証という観点では、ユーザーはアカウントを持っているからといって、Tableau Cloud経由

で外部データソースへアクセスできる権限があるわけではないことを理解することが重要で

す。つまり、デフォルトの構成では、Tableau Cloudは外部データソースに対するプロキシと

しての役割を果たしません。このようなアクセスには、Tableau Cloudでのデータソースの追

加設定や、ユーザーがTableau Desktopから接続する際のデータソースでの認証が必要

です。

多要素認証とTableau Cloudについて

組織に損害を与える可能性のある脅威の増加とその進化に先んじるために、MFA認証は、

2022年 2月 1日以降 Tableau Cloudの必須要件になりました。MFAは、サインインセキュリ
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ティを強化し、セキュリティの脅威から組織とそのデータを保護する効果的なツールです。詳細につ

いては、Salesforceヘルプの「Salesforce多要素認証に関するFAQ」 を参照してください。

アカウントのセキュリティを強化するには、多要素認証 (MFA)を上記の他の認証方式の1つと組

み合わせて使用する必要があります。MFAは次の2つのうち、いずれかの方法で行うことができま

す。

l SSO とMFA (推奨される方式 ):MFA要件を満たすため、SSO IDプロバイダー (IdP)を使

用したMFAを有効にします。

l 多要素認証を備えたTableau (代替の方式 ): SSO IdPと直接連携していない場合は、

管理者自身とユーザーがサイトにアクセスする前に、1) Tableau Cloudに保存された

TableauID認証資格情報と2)追加の認証方式の組み合わせを有効にすることができま

す。また、ユーザー側でリカバリコードを緊急時限定のバックアップ検証方式として設定する

ことをお勧めします。詳細については、多要素認証 とTableau Cloudを参照してください。

Google、Salesforce、またはSAMLについて

サイトでGoogleまたはSAML 認証を有効にすると、外部の認証資格情報を使用してサインイン

するユーザーとTableauの認証資格情報を使用してサインインするユーザーを選択できます。サイ

トではTableauIDと外部のプロバイダーを許可できますが、各ユーザーがいずれかのタイプを使用

するよう設定する必要があります。[ユーザー]ページのオプションでユーザー認証オプションを設定で

きます。

重要 :上記の認証要件に加えて、多要素認証を備えたTableauの認証用に構成されている専

用のサイト管理者アカウントを使用することをお勧めします。SAMLまたは IdPに問題が発生した

場合でも、多要素認証を備えたTableauの専用アカウントがあれば、いつでも自分のサイトにア

クセスできます。

Tableauが接続されているクライアントからの直接アクセスを許可

する

既定では、ユーザーがサイトにサインインするために認証資格情報を提供した後、接続されている

Tableauクライアントから直接Tableau Cloudサイトに続けてアクセスできます。詳細については、接
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続されているクライアントからサイトにアクセスを参照してください。

注 : Tableau認証を使用するMFAがサイトで有効になっていて、クライアントが他の必要なサー

ビスにアクセスできないようにしているプロキシを環境で使用している場合は、必要に応じて

*.salesforce.comを追加する必要があります。

その他の認証シナリオ:埋め込みと統合

カスタムのWebポータル、アプリケーション、顧客向け製品にTableauを統合して埋め込むこと

で、分析をユーザーのワークフローに直接組み込むことができます。外部アプリケーションと

Tableau Cloudの統合や、Tableau Cloudコンテンツの埋め込みについては、意図したワークフ

ローに応じて、Tableauにアクセスするユーザーを認証するしくみがさらにあります。

l Tableau 接続済みアプリとの埋め込み:

o 直接信頼 - Tableau接続済みアプリを使用すると、Tableau Cloudサイトと

Tableauコンテンツが埋め込まれている外部アプリケーションとの間に明示的な信頼

関係を構築できるため、シームレスで安全な認証エクスペリエンスを実現できます。

この信頼関係により、IDプロバイダーと統合しなくても、シングルサインオン(SSO)

のエクスペリエンスをユーザーに提供できます。接続済みアプリを使用すると、JSON

Webトークン(JWT)を使用してTableau REST APIへのアクセスをプログラムで承

認することもできます。詳細については、「直接信頼を使用して接続済みアプリを設

定する」を参照してください。

o OAuth 2.0 信頼 - Tableau Cloudに外部認証サーバー (EAS)を登録すると、

OAuth 2.0標準プロトコルを使用して、サイトとEASの間に信頼関係を構築できま

す。この信頼関係により、IdPを介して、埋め込み Tableauコンテンツへのシングル

サインオン(SSO)のエクスペリエンスをユーザーに提供できます。EASを登録すると、

JSONWebトークン(JWT)を使用してTableau REST APIへのアクセスをプログラ

ムで承認することもできます。詳細については、「 OAuth 2.0信頼を使用して接続

済みアプリを構成する」を参照してください。
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l Salesforce 統合 : Einstein Discoveryを使用した機械学習モデルと包括的な統計分析

により、データ分析を強化します。詳細については、「Einstein Discovery統合の構成」を参

照してください。

l Slack 統合 :ライセンスを取得したTableauユーザーがSlackワークスペースでTableau通

知を利用できるようにします。詳細については、「TableauとSlackワークスペースの統合」を

参照してください。

Salesforce認証

お客様の組織でSalesforceを使用している場合は、Tableau CloudでSalesforceアカウントを

使用して、OpenID Connectによる多要素認証 (MFA)シングルサインオン(SSO)を有効にするこ

とができます。2021年春の時点で、Tableau Cloudは新しい認証タイプとしてSalesforce認証を

サポートしています。Salesforce認証を有効にすると、ユーザーはSalesforceサインインページに

誘導され、Salesforceが保存および管理している認証資格情報の入力を求められます。

Salesforceが別の IdPと認証を統合するシナリオもサポートします。

ユーザー名の要件

Salesforce組織内で使用するユーザー名は、Tableau Cloudのユーザー名フィールドと一致して

いる必要があります。両者のユーザー名はいずれも電子メール形式ですが、電子メールアドレスと

して使用することはできません。これらの属性が一致していることを確認してください。一致していな

い場合は、Salesforceの認証タイプを設定してから、以下の「ユーザー名の不一致セクションを参

照してください。

認証タイプの設定と変更

組織ですでにSalesforceを使用している場合、Tableau CloudでSalesforceに認証タイプを設

定するには、次の3ステップの手順を実施します。

1. Tableau Cloud接続アプリパッケージをSalesforceにインストールします。組織でユーザー

がTableau Cloudにサインインできるようにするために、適切なプロファイルまたは一連のパー

ミッションを割り当てて、接続されたアプリへのアクセスを管理します。さらに、接続されたアプ

リを管理者事前承認に設定します。「接続されたアプリの他のアクセス設定を管理する」を
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参照してください。

2. Tableau CloudでSalesforce認証に変更します。

l Tableau Cloudサイトにサイト管理者としてサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選

択します。

l [認証 ]タブで、[追加の認証方法を有効にする]を選択し、[Salesforce]を選択し

ます。

l ユーザーのサインインにカスタムドメインを使用するようにSalesforce組織を構成し

ている場合は、ユーザーをサインインページにリダイレクトするようにTableau Cloud
を構成する必要があります。[マイドメインの編集 ...]をクリックして、Salesforceのマ

イドメインを入力します。Tableau Cloudはドメインを確認し、それをサインインURL
として追加します。

3. 新しいユーザーを追加 (または従来のユーザーを更新 )して、Salesforceを認証タイプとし

て設定します。

トラブルシューティング

ユーザー名の不一致

Tableau Cloudの既存ユーザーが、Salesforceのユーザー名とは異なるユーザー名を使用してい

る場合は、次の手順に従います。
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1. Tableau Cloudの既存ユーザーをライセンスのないサイトロールに変更し、ライセンスの消費

を防ぎます。

2. Salesforce組織のユーザー名と一致するユーザー名で、Salesforce認証用の新しいユー

ザーをTableau Cloudに追加します。

3. 必要に応じて、Tableau Cloudの古いユーザー名で所有していた以前のコンテンツを新しい

ユーザーに移行します。

リターンURLでOAUTH_APP_BLOCKEDが返るログイン失敗

この問題は、Salesforce認証で設定されているユーザーが、サインインしようとしてもリダイレクトさ

れない場合に発生します。Tableau Cloudには次のメッセージが表示されます。

サインインに失敗しました。もう一度試してください。

このメッセージが引き続き表示される場合は、以下のステータス情報を取得して、カスタマーサポー

トに送信してください。

また、ユーザーのブラウザーのリターンURLに、次の文字列が含まれています。

/public/oidc/login?error=OAUTH_APP_BLOCKED&error_

description=this+app+is+blocked+by+admin&state=...

これは、Salesforce内の接続されたアプリが組織によってブロックされていることを示しています。セ

キュリティを重視するSalesforceのお客様の中には、すべての接続アプリをブロックした上でAPI許

可リスト機能を実装しているために、接続されたアプリが機能しないようになっている場合がありま

す。

これを修正するには、「Tableau Cloud - OIDCでのSalesforceユーザーログイン」の接続アプリが

インストールされ、適切なユーザープロフィールと一連のパーミッションが適用されていることを確認し

ます。

詳細については、以下を参照してください。

l 接続されたアプリへのアクセスを管理する

l 接続されたアプリの他のアクセス設定を管理する
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多要素認証 とTableau Cloud

より広範なSalesforceエコシステムの一環として、サイト所有者であるお客様には、お客様とお

客様のユーザーのために、アカウントをセキュリティで保護するしくみを設定していただく必要があり

ます。アカウントをセキュリティで保護する方法は、お客様の組織で利用できるテクノロジーによっ

て異なります。MFA認証は、2022年 2月 1日以降 Tableau Cloudの必須要件になりました。

MFAは、サインインセキュリティを強化し、セキュリティの脅威から組織とそのデータを保護する効

果的なツールです。詳細については、Salesforceヘルプの「Salesforce多要素認証に関する

FAQ」 を参照してください。

多要素認証 (MFA)の要件は、シングルサインオン(SSO)を提供するIDプロバイダー (IdP)を使

用することでを満たすことができます。IdPと直接連携しない場合は、多要素認証を備えた

Tableauの機能により、Tableau認証でMFAを有効にできます。

重要 :多要素認証を備えたTableauを使用する場合は、このトピック全体、とくに「ロックアウトさ

れた後にサイトへのアクセスを回復」を確認してください。

ユーザーアカウントと多要素認証

多要素認証 (MFA)はセキュアなアカウント認証方式であり、ユーザーは本人であることを証明す

るために、Tableau Cloudにサインインするときに2つ以上の情報 (認証要素 )を提示する必要が

あります。最初の要素は、ユーザーが知る固有の情報であるユーザー名とパスワードです。別の

要素は、オーセンティケーターアプリ、セキュリティキー、組み込みのオーセンティケーターなど、ユー

ザーが所有する検証手段です。

ユーザーがTableau Cloudにサインインするときに複数の認証要素を要求することで、フィッシング

攻撃やアカウントの乗っ取りなどの一般的な脅威が成功しにくくなります。MFAは、サインインセ

キュリティを強化し、セキュリティの脅威から組織とそのデータを保護する効果的なツールです。

推奨方式 - SSO でMFA を使用 :現在組織でSSO IdPを使用してMFAによる

セキュリティ強化を実施している場合は、引き続きこれを使用します。そうでない場

合は、MFA要件を満たすために、SSOを使用するようにサイトを構成し、SSO IdP

でMFAを有効にしてください。サイトのユーザーをGoogle、Salesforce、SAMLプロ

バイダーなどで認証するように構成することが可能です。
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代替方式 - Tableau でMFA を使用 : SSO IdPと直接連携していない場合、また

はTableauIDを使用している場合は、Tableau認証でMFAを有効にすることで

MFA要件を満たすことができます。この機能により、サイトへの認証を成功させる前

に、検証手段を使用する手順を追加することが可能になります。

多要素認証を備えたTableauは、次の検証方法をサポートします。

l Salesforceオーセンティケーターアプリ

l サードパーティーの時間ベースのワンタイムパスコード(TOTP)を生成するオー

センティケーターアプリ(Goolge Authenticator、Microsoft Authenticator、
Authyなど)

l Yubico YubiKeyやGoogle TitanセキュリティキーなどのWebAuthnまたは

U2Fをサポートするセキュリティキー

l Touch ID、Face ID、Windows Helloなどのビルトイン認証システム

l リカバリコード(バックアップとしてのみ)

重要 : Tableau Desktop、Tableau Prep Builder、Tableau Bridge、およびTableau

Content Migration ToolからTableau Cloudへの認証を行う場合、WebAuthnまた

はU2Fをサポートするセキュリティキーやと組み込みのオーセンティケーターは使用で

きません。これらの検証方法のいずれかが登録されている場合、お客様 (およびお客

様のユーザー)は、Tableau Cloudの [アカウント設定 ]ページから追加の検証方法を

登録できます。

サポートしている検証方法を比較し、使用要件を確認するには、Salesforceヘルプ

のトピック「多要素認証の検証方法」を参照してください。

Tableau認証でのMFAの有効化

組織がSSO IdPと直接連携していない場合は、既定の多要素認証を備えたTableauでMFA

要件を満たすことができます。詳細については、多要素認証とTableau Cloudについてを参照して

ください。

多要素認証を備えたTableauを必要とするようにサイトをまだ更新していない場合は、次の手順

に従って多要素認証を有効にします。YouTubeのビデオ「Multi-Factor Authentication

Enforcement | Tableau Cloud」で、このプロセスの概要を確認することもできます。
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1. サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインし、[ユーザー]ペー

ジに移動します。

2. 一覧表示されている最初のユーザーの横で、次の手順を実行します。

a. [アクション]メニューをクリックし、[認証 ]を選択してから、[多要素認証を備えた

Tableau]を選択します。

b. 変更を保存するには、[更新 ]をクリックします。

3. 一覧表示されているユーザー (サイト管理者を含む)ごとにステップ2を繰り返します。

ユーザーがTableauのユーザー名とパスワードを使ってTableau Cloudにサインインすると、サポー

トされている検証方法を選択するように促されます。検証方法を登録および管理するためのユー

ザープロセスの詳細については、「多要素認証への登録」を参照してください。

Tableau Bridge、tabcmd 2.0、Tableau REST APIのMFAサインインエクスペリエンスの概要につ

いては、YouTubeのビデオ「Multi-Factor Authentication: Post Enforcement | Tableau Cloud」を

参照してください。

サイト管理者アカウントのベストプラクティス

ユーザーに対してMFAを有効にする場合、サイト管理者アカウントについては次のベストプラク

ティスをお勧めします。

l 最低 2 つの検証方法を登録 :各サイト管理者のアカウントに対して、少なくとも2つの検

証方法を登録し、サイトからロックアウトされるリスクを軽減します。たとえば、第一の検証

方法を登録した後、[リカバリコード]オプションを追加して、バックアップとして一連のリカバリ

コードを生成することをお勧めします。
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l ユーザーとMFA を管理するサイト管理者アカウントを少なくとも1 つ指定 :ユーザーとMFA
の設定を管理する権限を、少なくとも1つのサイト管理者レベルのアカウント(サイト管理者

Creatorまたはサイト管理者 Explorer)に設定します。この冗長性により、別の管理者がサ

イトからロックアウトされても、管理アクセスの遅れを防ぐことができます。

検証方法の管理

ユーザーは、自分の [マイアカウント設定 ]ページで検証方法を管理できます。[MFA 検証方式の

管理 ]リンクをクリックすると、リカバリコードの追加など、その他の検証方法を追加または削除でき

ます。

リカバリコードについて-緊急時のみ

ロックアウトが発生するリスクを軽減するため、ユーザーはMFAに登録した後、バックアップとしてリカ

バリコードオプションを追加することをお勧めします。通常のMFA検証方法にアクセスできない場

合は、緊急時にのみ使用するリカバリコードを用いて、Tableau Cloudにサインインできます。[リカ

バリコード]オプションを追加すると、Tableau Cloudへのサインインに使用できる10個の使い捨て

コードのリストが生成されます。
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重要 :

l [リカバリコード]オプションを追加した後はコードの一覧にアクセスできなくなるため、緊急時

に使用できるように、これらのコードをすぐにコピーして安全な場所に保管しておいてくださ

い。

l リカバリコードは主要な検証方法として使用することを目的としたものではなく、バックアップ

のみの用途で使用する必要があります。リカバリコードは、通常のMFA検証方法にアクセ

スできない場合にのみ緊急用として使用してください。

ロックアウトされた後にサイトへのアクセスを回復

重要 :サイトからロックアウトされないように、[リカバリコード]オプションを登録することを強くお勧め

します。リカバリコードは緊急時にのみ使用する必要があります。

通常の検証方法をすべて失った場合は、別のサイト管理者に連絡して、以下の手順に従ってサ

イトへのアクセスを回復できるようにしてください。この手順を使用して、ユーザーがサイトにアクセス

できるようにすることもできます。

MFAのリセット

サイトへのアクセスを有効にするには、Tableau CloudのユーザーページからMFAの検証方法を

リセットします。

重要 :セキュリティ上の理由から、サイト管理者は単一のサイトに属するユーザーのMFA検証器

のみをリセットできます。この要件を満たしていない場合は、Tableauサポートに連絡して、ユー

ザーのMFA検証器をリセットするサポートケースを提出してください。詳細については、Tableau

ナレッジベースの「Webフォームからのケースの送信」を参照してください。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインします。

2. [ユーザー]ページに移動し、サイトへのアクセスを回復する必要があるユーザーを選択しま

す。

3. [アクション]メニューをクリックし、[MFA 検証のリセット]を選択します。

4. ユーザープロフィールページで、[設定 ]タブをクリックし、[Reset MFA Verifiers (MFA 検

証者のリセット)]ボタンをクリックします。

注 : [Reset MFA Verifiers (MFA 検証のリセット)]ボタンを表示するには、ユーザーの認

証方法を[多要素認証を備えたTableau]に設定する必要があります。
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MFA検証方法をリセットしたら、ユーザーに連絡し、「多要素認証への登録」で説明されている手

順に従ってMFAに登録し直すように依頼します。

唯一のサイト管理者としてMFAを再設定する

あなたが唯一のサイト管理者で、通常の検証方法を使えない場合は、アカウント管理者に連絡

する必要があります。Tableau Cloudへのアクセスを回復するには、Tableauがアイデンティティを手

動で確認してから、検証方法をリセットする必要があります。アカウントのリカバリプロセスをスムー

ズに行うために、次の点に注意してください。

l Tableauは、(Tableau.com上の) TableauIDプロファイルの情報を使用して、申請者が誰

であるかを検証する場合があります。そのため、電話番号などのプロファイル情報は、最新

の状態に保つことが重要です。TableauIDプロファイルの編集の詳細については、Tableau

コミュニティサイトの「Tableau Communityで名前、タイトル、電子メールアドレスを変更す

る」を参照してください。

l プレミアムサポートを利用していて、週末にサポートが必要な場合は、Tableauサポート

ケースを提出できます。詳細については、Tableauナレッジベースの「Webフォームからの

ケースの送信」を参照してください。

詳細については、Tableauナレッジベースの「多要素認証を使用するTableau IDの認証のリセッ

ト」を参照してください。

接続されているクライアントからサイトにアクセス

既定では、Tableau Cloudでユーザーは、Tableauクライアントからのサイトに直接アクセスできま

す。ユーザーが初めてクライアントからサインインするときに認証資格情報を入力すると、アクセスが

許可されます。この場合のクライアントは、Tableau Cloudと情報を交換できるTableauアプリケー

ションまたはサービスです。Tableauクライアントの例として、Tableau Desktop、Tableau Prep

Builder、Tableau Bridge、およびTableau Mobileがあります。

Tableau Cloudは、ユーザーがクライアントからサインインした際にユーザーを一意的に識別するセ

キュアな更新トークンを作成し、接続済みのクライアントを確立します。
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Tableau Bridgeの接続されたクライアントの要件

Tableau Bridgeクライアントを無人で実行できるようにするには、サイトで既定の [接続されたクラ

イアント]オプションを有効にしたままにする必要があります。有効にすると、Tableau認証で多要

素認証がサポートされます。接続されたクライアントがサイトで無効になっている場合、Bridgeで

は、Tableauのユーザー名とパスワードを使った認証のみがサポートされます。

注 : Tableau認証で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合、Bridgeクライアントは、

Tableau Bridgeバージョン2021.1以降を実行している必要があります。TableauでMFAを使用

する方法については、「多要素認証とTableau Cloudについて」を参照してください。

更新トークンの有効期限について

接続されたクライアントセッションは、更新トークンで管理されます。接続されたクライアントから

Tableau Cloudへのサインインが成功すると、更新トークンが生成されます。更新トークンは14

日間使用されなかった場合、有効期限切れになります。更新トークンの有効期限が切れた後

は、接続されたクライアントからTableau Cloudに新たにサインインする必要があります。

更新トークンが定期的に使用されている場合、その有効期限は、サイトがアクティブ化された時

期よって異なります。2023年 6月 (Tableau 2023.2)以降にアクティブ化されたサイトで生成され

た更新トークンは、180日後に有効期限切れになります。その他のサイトで生成された更新トー

クンは、1年後に有効期限切れになります。

更新トークンの有効期限が切れると、ユーザーは接続されたクライアントからサインインして、

Tableau Cloudへの認証された接続をもう一度確立する必要があります。

接続済みのクライアントの許可をオプトアウトする

サイト管理者は、この機能をオフにして、ユーザーがTableau Cloudにアクセスするたびに明示的

なサインインを要求することができます。

サイトでSAMLが有効化され、IdPのSAMLディレクトリから削除されたユーザーがTableau

Cloudへのアクセス権を持たないように設定するには、接続されたクライアントの許可をオプトアウ

トすることをお勧めします。
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1. サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインします。

2. [設定 ]を選択して、[認証 ]タブを選択します。

3. [接続されたクライアント]の下の [クライアントにこのTableau Cloud サイトへの自動接続を

許可する]チェックボックスをオフにします。

接続されているクライアントからオプトアウトする場合は、次の点を留意してください。

l クライアントによっては、[ユーザー名を保存する]チェックボックスがあり、ユーザーはユーザー

名を保存するかどうかを選択できます。ユーザーは毎回パスワードを入力する必要がありま

す。

l SAML認証を使用してシングルサインオンを行うよう構成されたサイトでは、ユーザーは初

回サインイン後、サイトに直接アクセスできます。ユーザーは、[サインアウト]リンクを選択して

明示的にサインアウトすることなくこれを実行できます。

接続されているユーザーのクライアントを削除する

サイト管理者は、特定のユーザーがサイトのメンバーではなくなったり、アカウントでクライアントの最

大数を超過しているというメッセージがユーザーに表示されたりしている場合、そのユーザーと関連

付けられている接続済みクライアント(更新トークン)を削除できます。

1. [ユーザー]を選択し、[サイトユーザー]ページで、ユーザーの表示名のリンクをクリックしま

す。

2. ユーザーのページで、[設定 ]タブを選択します。

3. [接続されているクライアント]セクションで、適切なクライアントを削除します。

また、ユーザーは自分の [マイアカウント設定 ]ページに移動して特定のクライアントを削除すること

もできます。

更新トークンの使用状況を監視する

Advanced ManagementでTableau Cloudを使用している場合、アクティビティログを使用して、

更新トークンの使用状況を監視できます。更新トークンの使用状況をキャプチャするアクティビティ
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ログ内のイベントには、トークンの発行、トークンの引き換え、トークンの取り消し、などが含まれま

すが、これらに限定されません。これらのイベントの詳細については、「アクティビティログイベントタ

イプリファレンス」を参照してください。

関連項目

Tableau Cloudへのサインイン

OAuth接続

外部 IDプロバイダーを介したユーザープロビジョニングおよびグ

ループ同期の自動化

IDプロバイダー (IdP)を使用して、Tableau Cloudのユーザーの追加または削除を自動化したり、

グループのメンバーの追加または削除を自動化したりできます。

Tableau Cloud IdPユーザー管理はクロスドメインID管理システム (SCIM)標準を使用していま

す。これはユーザー ID情報の交換を自動化するためのオープン標準です。SCIMでは、アプリ

ケーションとグループへのユーザーの割り当てを含め、ユーザー IDの一元的な管理が行われます。

IdPはSCIMを使用することで、「ダウンストリーム」のアプリケーションが IdPでセットアップされたプ

ロビジョニング割り当てと同期されるようにします。この方法でユーザー管理を行うと、セキュリティが

向上し、サイト管理者がサイトユーザーとグループメンバーシップの管理のために手動で行う必要

がある作業量が大幅に低減します。
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上の図では、IdPが更新をTableau Cloudにプッシュし、ユーザーとグループが適切にミラーリングさ

れるようにTableau CloudのSCIMエンドポイントを呼び出す頻度が制御されます。

IdP固有の構成

このトピックの後のステップでは、IdPのドキュメントと一緒に使用してTableau Cloudサイト用に

SAMLを構成する場合の一般的な情報を提供します。サポートされている次の IdPsに対して

IdP固有の構成ステップを実行できます。

l Azure Active Directoryを使用したSCIMの構成

l Oktaを使用したSCIMの構成

l OneLoginを使用したSCIMの構成

前提条件

Tableau CloudサイトでSCIMの統合を有効にするには、以下の適切なアクセスレベルが必要で

す。

l Tableau Cloudサイトへのサイト管理者アクセス

l Tableau Cloudの IdPs構成設定を修正する機能

また、SCIM機能を有効にするには、SAMLシングルサインオンをサポートするようにサイトを構成

する必要があります (SSO)。これを行っていない場合は、「サイトでのSAML認証の有効化」を参

照してから、IdPのドキュメントに従って、Tableau Cloudをアプリケーションとして追加してください。

IdPでSCIMサポートを有効にする

SCIMサポートを有効にするには、以下のステップを行います。このプロセスを完了するには、IdPが

提供するドキュメントも必要です。SAMLプロビジョニングのためにサービスプロバイダーを構成また

は有効にすることに関するトピックを探してください。
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注 : SCIMを有効にした後、IdPを介してユーザーとその属性を管理する必要があります。

Tableau Cloud内で直接変更を行うと、予期しない動作が発生したり、値が上書きされたり

する可能性があります。

1. Tableau Cloudサイトにサイト管理者としてサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選択しま

す。

2. 次を実行します。

a. [認証 ]ページで、[自動プロビジョニングとグループ同期 (SCIM)]にある[SCIM の有

効化 ]チェックボックスを選択します。

これにより、ベースURLとIdPのSCIM構成でで使用する値が入っているシークレッ

トボックスが設定されます。

重要 :シークレットトークンは、生成された直後にのみ表示されます。IdPに適

用する前に見失ってしまった場合には、[新しいシークレットを生成 ]を選択しま

す。また、シークレットトークンは、SCIMサポートを有効にするサイト管理者の

Tableau Cloudユーザーアカウントに関連付けられています。そのユーザーのサ

イトロールが変更されるか、そのユーザーがサイトから削除されると、シークレッ

トトークンは無効になり、別のサイト管理者が新しいシークレットトークンを生

成して IdPに適用する必要があります。

3. シークレットトークンの値をコピーしてから、IdP設定に移動します。Tableau Cloud SCIM

シークレットトークンを適切なフィールドに貼り付けます。

4. Tableau Cloud SCIM設定に表示されているベースURLをコピーして、IdPの適切な

フィールドに貼り付けます。

5. SCIMサポートを有効にした後、IdPのドキュメントに従ってユーザーとグループをプロビジョニ

ングします。
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SCIMシークレットトークンの置き換え

SCIM (クロスドメインID管理システム)シークレットトークンを置き換える必要がある場合は、次の

手順を実行します。

1. Tableau Cloudで、[設定 ] > [認証 ]に移動します。

2. [自動プロビジョニングとグループ同期 (SCIM)]で、[Generate New Secret (新しいシーク

レットの生成 )]をクリックします。

3. 新しいシークレットトークンを使用するようにSCIMをもう一度構成します。

また、管理者が別のユーザーに属するシークレットトークンを取り消すには、Tableau Cloudからそ

のユーザーを削除してから、サイトにそのユーザーを追加し直します。

Azure Active Directoryを使用したSCIMの構成

Active Directoryを使用してユーザー管理を構成し、グループをプロビジョニングし、Tableau Cloud

のサイトロールを割り当てることができます。

以下の手順を完了するまで、Microsoftのドキュメントが手元にあると便利です。チュートリアルの

「ユーザーを自動的にプロビジョニングするためのTableau Cloudの設定」を参照してください。

注 :アプリケーションのプロビジョニングを既に有効にしていて、Tableau SCIM 2.0エンドポイント

を使用するように更新する場合は、Tableau Cloudアプリケーションの更新に関するMicrosoft

の記事を参照してください。Tableau Cloudアプリケーションの新しいインスタンスのプロビジョニ

ングを設定する場合は、以下の手順に従ってください。

ステップ1:前提条件を実行する

SCIM機能を有効にするには、SAMLシングルサインオン(SSO)をサポートするようにサイトを構成

する必要があります。
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1. Azure Active DirectoryでのSAMLの構成の「Tableau CloudをAzure ADアプリケーショ

ンに追加する」を実施してください。

2. Azure MarketplaceからTableau Cloudを追加すると、AzureポータルとTableau Cloud

の両方にサインインしたままで、以下のページが表示されます。

l Tableau Cloudでは [設定 ]の [認証 ]ページ。

l Azureポータルでは、Tableau Cloud[アプリケーション]の [プロビジョニング]ページ。

ステップ2: SCIMサポートを有効にする

Azure Active DirectoryでSCIMサポートを有効にするには、以下の手順を実施します。以下の

「Azure Active Directoryを使用したSCIMサポートの注意点と制限事項」セクションも参照してく

ださい。

1. Tableau Cloudサイトにサイト管理者としてサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選択しま

す。

2. 次を実行します。

a. [認証 ]ページで、[自動プロビジョニングとグループ同期 (SCIM)]にある[SCIM の有

効化 ]チェックボックスを選択します。

これにより、ベースURLとIdPのSCIM構成でで使用する値が入っているシークレッ

トボックスが設定されます。

重要 :シークレットトークンは、生成された直後にのみ表示されます。IdPに適

用する前に見失ってしまった場合には、[新しいシークレットを生成 ]を選択しま

す。また、シークレットトークンは、SCIMサポートを有効にするサイト管理者の

Tableau Cloudユーザーアカウントに関連付けられています。そのユーザーのサ

イトロールが変更されるか、そのユーザーがサイトから削除されると、シークレッ

トトークンは無効になり、別のサイト管理者が新しいシークレットトークンを生

成して IdPに適用する必要があります。

222 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



3. シークレットトークンの値をコピーし、Azureポータルの [プロビジョニング]ページで、以下の手

順を実施します。

l [プロビジョニングモード]で、[自動 ]を選択します。

l [認証方法 ]で、[認証 ]を選択します。

l [シークレットトークン]で、コピーしたTableau Cloud SCIMシークレットを貼り付けま

す。

l [テナントURL]で、Tableau Cloud SCIM設定で表示されたベースURLをコピーし

て貼り付けます。

4. [接続のテスト]をクリックして資格情報が期待どおりに機能しているることを確認し、[保存 ]

をクリックします。

5. [マッピング]セクションで、[Azure Active Directory グループのプロビジョニング]と[Azure
Active Directory ユーザーのプロビジョニング]が有効になっていることを確認します。
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6. [Azure Active Directory グループのプロビジョニング]を選択し、[属性のマッピング]ページ

で、AzureからTableau Cloudに同期された属性を確認します。変更を保存するには、

[保存 ]をクリックします。

7. [Azure Active Directory ユーザーのプロビジョニング]を選択し、[属性のマッピング]ページ

で、AzureからTableau Cloudに同期された属性を確認します。変更を保存するには、

[保存 ]をクリックします。

ステップ3: Tableau Cloudアプリケーションにユーザーとグループを割り当てる

次の手順を使用して、個々のユーザーとグループをAzureのTableau Cloudアプリケーションに割

り当てます。
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1. アプリケーションページから、[エンタープライズアプリ] > [ユーザーとグループ]を選択します。

2. [ユーザー/グループの追加 ]をクリックします。

3. [割り当ての追加 ]ページでユーザーまたはグループを選択し、Creator、

SiteAdministratorCreator、Explorer、SiteAdministratorExplorer、ExplorerCanPublish、

Viewer、Unlicensedのいずれかのサイトロールを割り当てます。

上記のリストにない役割を選択すると、エラーが発生します。サイトロールの詳細について

は、「ユーザーのサイトロールの設定」を参照してください。

4. [割り当て]をクリックします。

サイトロールのグループを作成する

ユーザーはAzureの複数のグループのメンバーになることができますが、Tableau Cloudでは権限が

最も強いサイトロールのみを受け継ぎます。たとえば、ユーザーがViewerのサイトロールを持つグ

ループと、Creatorのサイトロールを持つグループのメンバーである場合、TableauはCreatorのサイ

トロールを割り当てます。

ロールの割り当てを追跡するには、Azureで「Tableau-Creator」、「Tableau-Explorer」 などの役

割固有のグループを作成することをお勧めします。その後、グループを使用して、Tableau Cloudの

正しいロールを新しいユーザーにすばやくプロビジョニングできます。

サイトロールを最も制限が少ないものから多いものの順に以下に示します。

l サイト管理者 Creator

l サイト管理者 Explorer

l Creator

l Explorer (パブリッシュ可能 )

l Explorer

l Viewer
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注 : ユーザーとその属性は、Azureを介して管理する必要があります。Tableau Cloud内で

直接変更を行うと、予期しない動作が発生したり、値が上書きされたりする可能性がありま

す。

ステップ4:ユーザーとグループをプロビジョニングする

SCIMサポートを有効にし、ユーザーとグループをAzureのTableau Cloudアプリケーションに割り

当てたら、次はご利用のTableauサイトにユーザーをプロビジョニングします。

1. [プロビジョニング]ページで [設定 ]セクションを展開し、Tableau Cloudにプロビジョニングす

るユーザーまたはグループを[スコープ]で定義します。

注 : Azure AD設定の [すべてのユーザーとグループを同期する]はTableau Cloud.で

サポートされていません。

2. [プロビジョニングステータス]を[オン]に切り替えます。

3. [保存 ]をクリックします。

保存すると、[スコープ]で定義されたユーザーまたはグループの初期同期が始まります。Azure AD

のプロビジョニングサービスが稼動している限り、同期は約 40分ごとに行われます。スケジュールと

は別に手動でユーザーをプロビジョニングするには、[オンデマンドでプロビジョニング]を選択します。

オンデマンドでのプロビジョニングの詳細については、Microsoftの記事「Azure Active Directoryで

のオンデマンドプロビジョニング」を参照してください。
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プロビジョニングが完了すると、Azure ADのユーザーまたはグループがTableau Cloudの [サイト

ユーザー]ページに表示されます。

Tableau Cloudでユーザー認証を変更する

プロビジョニングされたユーザーには、デフォルトでSAML認証タイプが割り当てられます。ユーザー

の認証タイプを変更するには、以下の手順を使用します。

1. Tableau Cloudで、[ユーザー]を選択します。

2. [サイトユーザー]ページで、認証タイプを割り当てるユーザーの隣にあるチェックボックスを選

択します。

3. [アクション]メニューで、[認証 ]を選択します。

4. [認証 ]ダイアログで、ユーザーに優先する認証タイプを選択します。

Tableau Cloudの様々な認証タイプの詳細については、[認証 ]を参照してください。

Azure Active Directoryを使用したSCIMサポートの注意点

l SCIMを使用して管理するサイトごとに、Tableau Cloudアプリを個別に追加する必要があ

ります。

l Azure ADのTableau Cloudアプリケーションでユーザーをデプロビジョニングする場合、また

はユーザーがAzure ADから完全に削除される場合、そのユーザーはTableau Cloudでライ

センスなしのサイトロールに変換されます。ユーザーがコンテンツを所有している場合、

Tableau Cloudでそのユーザーを手動で削除する前に、まずそれらのアセットの所有権を再

度割り当てる必要があります。

l サインイン時にライセンスを付与 SCIMの使用はサポートされていないため、ユーザーまたは

グループのサイトロールが誤ってプロビジョニングされる可能性があります。

l 2024年 1月 (Tableau 2023.3)から、サインイン時にライセンスを付与 (GLSI) SCIMの使

用がサポートされます。GLSIでは、グループのオプションを手動で有効にし、Tableau Cloud

のグループのメンバーであるユーザーに対して最小限のサイトロールを選択する必要があり
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ます。Azure ADでGLSI属性を使用してグループを設定することはできませんが、Tableau

CloudのAzure ADからプロビジョニングしたグループの属性を設定することはできます。

Oktaを使用したSCIMの構成

Oktaを介したユーザー管理の構成、グループのプロビジョニング、Tableau Cloudサイトロールの

割り当てを行うことができます。Tableauサイトロールおよび各ロールの機能についての詳細は、

「ユーザーのサイトロールの設定」を参照してください。

ステップ1:前提条件を実行する

SCIM機能を有効にするには、SAMLシングルサインオン(SSO)をサポートするようにサイトを構

成する必要があります。

1. Oktaを使用したSAMLの構成の次のセクションを実施します。

l ステップ1: Tableau CloudのSAML設定を開く

l ステップ2: Tableau CloudをOktaアプリケーションに追加する

2. これら2つのセクションのステップを完了し、Oktaの管理者コンソールとTableau Cloudにサ

インインしたままの状態で以下のページを表示します。

l Tableau Cloudでは [設定 ]の [認証 ]ページ。

l Okta管理者コンソールでは、[アプリケーション]、[アプリケーション]、[Tableau
Cloud]、[プロビジョニング]。

ステップ2: SCIMサポートを有効にする

Oktaを使用してSCIMサポートを有効にするには、以下のステップを実行します。以下のセクショ

ンの「Azure Active Directoryを使用したSCIMサポートの注意点と制限事項」も参照してくださ

い。

1. Tableau Cloudサイトにサイト管理者としてサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選択しま

す。

2. 次を実行します。
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a. [認証 ]ページで、[自動プロビジョニングとグループ同期 (SCIM)]にある[SCIM の有

効化 ]チェックボックスを選択します。

これにより、ベースURLとIdPのSCIM構成でで使用する値が入っているシークレッ

トボックスが設定されます。

重要 :シークレットトークンは、生成された直後にのみ表示されます。IdPに適

用する前に見失ってしまった場合には、[新しいシークレットを生成 ]を選択しま

す。また、シークレットトークンは、SCIMサポートを有効にするサイト管理者の

Tableau Cloudユーザーアカウントに関連付けられています。そのユーザーのサ

イトロールが変更されるか、そのユーザーがサイトから削除されると、シークレット

トークンは無効になり、別のサイト管理者が新しいシークレットトークンを生成し

て IdPに適用する必要があります。

3. シークレットトークンの値をコピーします。

4. Okta管理者コンソールで、以下を実行します。

a. 左側のペインで [アプリケーション]、[アプリケーション]の順に選択して[Tableau
Cloud]アプリケーションをクリックし、[プロビジョニング]タブをクリックします。

b. [API 統合を有効化 ]ボタンをクリックします。

c. [API 統合の有効化 ]チェックボックスを選択して[保存 ]をクリックします。

d. 次を実行します。
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a. [API トークン]には、前のステップでコピーしたTableau CloudSCIMシーク

レットを貼り付けます。

b. [Base URL (ベースURL)]にはTableau Cloud SCIM設定で表示された

ベースURLをコピーして貼り付けます。

5. 「API 認証資格情報のテスト」ボタンをクリックして、構成が正しく行われたことを確認しま

す。正しく設定されると、「Tableau Cloudは正常に検証されました」というメッセージが表

示されます。

6. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

ステップ3:ユーザーとグループをTableauに割り当てる

Oktaでは、ユーザーをTableauにプロビジョニングできるように、ユーザーとグループをTableauアプ

リケーションに割り当てる必要があります。

注 :Oktaでは、割り当て用とプッシュ用に別のグループを作成することを推奨しています。詳細に

ついては、Oktaドキュメントの「グループのプッシュについて」を参照してください。

1. 左側のペインで [アプリケーション]、[アプリケーション]の順に選択して[Tableau Cloud]ア
プリケーションをクリックし、[割り当て]タブをクリックします。

2. [割り当て]ドロップダウンをクリックし、[ユーザーに割り当て]または [グループに割り当て]を
選択します。

3. 次を実行します。

a. 関連するユーザーまたはグループを選択します。

b. ユーザーをTableauにプロビジョニングするサイトロールを選択します。以下のオプ

ションがあります。

l ライセンスなし

l Viewer
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l Explorer

l Explorer (パブリッシュ可能 )

l Creator

l サイト管理者 Explorer

l サイト管理者 Creator

4. 完了したら、[保存して戻る]ボタンをクリックします。

5. 必要に応じてステップ3と4を繰り返し、[完了 ]ボタンをクリックします。

ステップ4:グループプロビジョニングの有効化

Oktaを使用すると、既存のグループとそのメンバーシップをTableau Cloudにプッシュできます。グ

ループをプッシュしたら、Tableau Cloudの対応するグループが自動的に更新されるようにOktaの

グループメンバーシップを管理できます。これらの手順に従う前に、Oktaドキュメントの「グループ

プッシュの前提条件」と「グループプッシュについて」を確認することをお勧めします。

注 : SCIMを有効にすると、ユーザーとその属性は IdPを介して管理する必要があります。

Tableau Cloud内で直接変更を行うと、予期しない動作が発生したり、値が上書きされたり

する可能性があります。

前のセクションの続きから以下のステップを行います。ここではOkta管理者コンソールにサインイン

していることを前提にしています。

1. 左側のペインで、[アプリケーション]、[アプリケーション]の順に選択してTableau Cloudアプ

リケーションをクリックし、[グループのプッシュ]タブをクリックします。

2. [グループのプッシュ]ボタンをクリックし、ドロップダウンメニューから以下のオプションの1つを

選択します。
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l [Find groups by name (名前でグループを検索 )]:名前でグループを検索するに

は、このオプションを選択します。

l [Find groups by rule (ルールでグループを検索 )]:ルールに一致するグループをプッ

シュするには、このオプションを選択して検索ルールを作成します。

[Push Status (プッシュステータス)]列の [Active (アクティブ)]または[Inactive (非アクティ

ブ)]をクリックすると、グループプッシュを無効にしたり、プッシュされたグループのリンクを解除

したり、グループのメンバーシップをすぐにプッシュしたりできます。複数のグループを削除、ま

たは非アクティブまたはアクティブにするには、[Bulk Edit (一括編集 )]をクリックします。詳

細については、Oktaドキュメントの「グループプッシュを有効にする」を参照してください。

3. (オプション)複数のグループをプッシュする場合は、[保存して別のグループを追加 ]ボタンを

クリックし、前の手順を繰り返します。

4. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

Oktaを使用したSCIMサポートの注意点

l Oktaユーザー割り当て設定では、[ユーザー名 ]および [主要メールアドレス]の値が同一

である必要があります。

l SCIMを使用して管理するサイトそれぞれに、別々のTableau Cloud Oktaアプリを追加す

る必要があります。

l サイトを移行する場合は、新しいサイトでSCIMプロビジョニングを再構成する必要があり

ます。

l 新しいユーザーをプロビジョニングする際、Oktaの名と姓の属性はTableau Cloudに同期

されません。新しいユーザーは、Tableau Cloudに初めてサインインするときにこれらのフィー

ルドを設定する必要があります。

l ユーザーがOktaのTableau Cloudアプリケーションから割り当てを解除されるか、ユーザー

がOktaから完全に認証解除または削除されると、そのユーザーはTableau Cloudでライ

センスなしのサイトロールに変換されます。ユーザーがコンテンツを所有している場合、

Tableau Cloudでそのユーザーを手動で削除する前に、まずそれらのアセットの所有権を
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再度割り当てる必要があります。

l Oktaでユーザーのサイトロール (Creator、Explorer、Viewerなど)を、ユーザーレベルまた

はグループレベルのどちらかで設定できます。グループレベルでサイトロールを割り当てること

をお勧めします。ユーザーがサイトロールを直接割り当てる場合は、グループ設定が上書き

されます。

l 1人のユーザーが複数のグループのメンバーになることができます。グループには、さまざまな

サイトロールを設定できます。さまざまなサイトロールが設定されたグループにユーザーが割

り当てられる場合、ユーザーには最も制限の少ないサイトロールがTableau Cloudで設定

されます。たとえば、ViewerとCreatorを選択すると、TableauはCreatorサイトロールを割

り当てます。

サイトロールを最も制限が少ないものから多いものの順に以下に示します。

l サイト管理者 Creator

l サイト管理者 Explorer

l Creator

l Explorer (パブリッシュ可能 )

l Explorer

l Viewer

l ユーザーのサイトロールの属性をOktaで更新することができ、この変更がTableau Cloud

に反映されます。[ユーザー名 ]や [主要メールアドレス]などの他の属性は更新できません。

これらの属性を変更するには、ユーザーを削除し、属性を変更してから、再びユーザーを追

加します。

l 2024年 1月 (Tableau 2023.3)から、サインイン時にライセンスを付与 (GLSI) SCIMの使

用がサポートされます。GLSIでは、グループのオプションを手動で有効にし、Tableau Cloud

のグループのメンバーであるユーザーに対して最小限のサイトロールを選択する必要があり

ます。OktaでGLSI属性を使用してグループを設定することはできませんが、Tableau
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CloudのOktaからプロビジョニングしたグループの属性を設定することはできます。

OneLoginを使用したSCIMの構成

OneLoginを使用してユーザー管理を構成し、グループをプロビジョニングし、Tableau Cloudのサ

イトロールを割り当てることができます。Tableauサイトロールおよび各ロールの機能についての詳

細は、「ユーザーのサイトロールの設定」を参照してください。

以下のステップを完了するまで、OneLoginのドキュメントが手元にあると便利です。詳しくは、

OneLoginドキュメントの「ユーザープロビジョニングの概要」を参照してください。

ステップ1:前提条件を実行する

SCIM機能を有効にするには、SAMLシングルサインオン(SSO)をサポートするようにサイトを構

成する必要があります。

1. 次のOneLoginを使用したSAMLの構成のセクションを実施してください。

l ステップ1: Tableau Cloud SAML設定を開く

l ステップ2: Tableau CloudをOneLoginアプリケーションに追加する

2. これら2つのセクションのステップを完了した後、OneLoginポータルとTableau Cloudにサ

インインしたままで、以下のページが表示されます。

l Tableau Cloudでは [設定 ]の [認証 ]ページ。

l OneLoginポータルでは [設定 ]ページ。

ステップ2: SCIMサポートを有効にする

OneLoginを使用してSCIMサポートを有効にするには、以下のステップを実行します。以下の

「OneLoginを使用したSCIMサポートの注意点と制限事項」セクションも参照してください。

注 : 設定を変更した後は、OneLoginポータルの右上隅にある[保存 ]をクリックする必要が

あります。
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1. Tableau Cloudサイトにサイト管理者としてサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選択しま

す。

2. 次を実行します。

a. [認証 ]ページで、[自動プロビジョニングとグループ同期 (SCIM)]にある[SCIM の有

効化 ]チェックボックスを選択します。

これにより、ベースURLとIdPのSCIM構成でで使用する値が入っているシークレッ

トボックスが設定されます。

重要 :シークレットトークンは、生成された直後にのみ表示されます。IdPに適

用する前に見失ってしまった場合には、[新しいシークレットを生成 ]を選択しま

す。また、シークレットトークンは、SCIMサポートを有効にするサイト管理者の

Tableau Cloudユーザーアカウントに関連付けられています。そのユーザーのサ

イトロールが変更されるか、そのユーザーがサイトから削除されると、シークレット

トークンは無効になり、別のサイト管理者が新しいシークレットトークンを生成し

て IdPに適用する必要があります。

3. シークレットトークンの値をコピーします。

4. OneLoginポータルの [設定 ]ページで、以下を実行します。

l [API ステータス]で、[有効 ]をクリックします。

l [SCIM ベアラトークン]で、コピーしたTableau Cloud SCIMシークレットを貼り付けま

す。

l [SCIM ベースURL]で、Tableau Cloud SCIM設定で表示されたベースURLをコ
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ピーして貼り付けます。

5. [プロビジョニング]ページで、次の手順を実行します。

l [プロビジョニングの有効化 ]を選択します。

l 「OneLogin でユーザーが削除された場合、またはユーザーのアプリアクセスが削除

された場合、以下のアクションを実行する」の [一時停止 ]を選択します。

6. [保存 ]をクリックします。
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7. (オプション)「パラメーター」ページで [SCIM ユーザー名 ]を[メール]属性にマッピングします。

SCIMユーザー名をメールアドレス形式の属性にマッピングしない場合は、プロビジョニング

プロセスの一環として、ユーザーごとにこのフィールドに手動で入力する必要があります。

マッピングされた値にユーザーのメールアドレスが含まれていない場合、ユーザーをプロビジョ

ニングするときにエラーが表示されます。

ユーザーとグループをプロビジョニングするステップを完了したい場合は、OneLoginポータルにサイン

インしたまま、次のセクションに進みます。

ステップ3:ユーザーとグループをプロビジョニングする

OneLoginでは、グループやサイトロールなどのユーザー属性を割り当てる方法が複数あります。

Tableau Cloudアプリレベルで適用したり、マッピングルールを作成したり、個々のユーザーに手動

で適用したりすることができます。

始める前に、OneLoginのグループの概念は、Tableauのグループの概念とは異なる動作になるこ

とに注意が必要です。OneLoginでは、グループはセキュリティ境界として機能し、特定のセキュリ

ティポリシーをユーザーに適用します。このため、ユーザーは一度に1つのグループにしか所属できま

せん。

さらに、OneLoginが使用するロールは、さまざまなユーザーコホートがアクセスできるアプリケーショ

ンのコンテナとなります。ユーザーにロールを割り当てたら、そのロールに含まれるすべてのアプリケー

ションへのアクセスがユーザーに許可されます。これは、Tableauのグループの概念に似ています。

OneLoginでは、ユーザーは複数のロールを持つことができ、Tableau Cloudなどのターゲットアプリ

ケーションのグループにマッピングできます。

注 : 次の手順では、OneLoginポータルとTableau Cloudアプリにサインインしていることを前

提としています。これらの手順が提供するTableau固有の情報をOneLoginのドキュメントと

合わせて使用すると、グループやサイトロールの属性をユーザーにマッピングすることができま

す。
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ユーザーをプロビジョニングする

次の手順を使用して、OneLoginポータルを介して個々のユーザーをTableau Cloudにプロビジョ

ニングします。

1. [ユーザー]タブに移動して、プロビジョニングするユーザーを選択します。これにより、ユー

ザー設定ページが開きます。

2. 左側のナビゲーションメニューから、[アプリケーション]を選択します。

3. [アプリケーション]ページでプラス(+)アイコンをクリックして、ユーザーをTableau Cloudアプリ

ケーションにプロビジョニングし、[続行 ]をクリックします。

4. ユーザーの適切なTableau Cloudサイトロールを[サイトロール]フィールドに入力します。

サイトロールの詳細については、「ユーザーのサイトロールの設定」を参照してください。

5. [保存 ]をクリックします。

OneLoginのロールを持つ複数のユーザーをプロビジョニングする

OneLoginでロールを割り当てることにより、複数のユーザーをTableau Cloudにプロビジョニングで

きます。ロールへのユーザーの追加は、手動で、またはマッピングを使用して自動で行うことができ

ます。

ロールにユーザーを追加するには、以下の操作を実施します。

1. [ユーザー] > [ロール]に移動し、既存のロールを選択するか、[新しいロール]を作成します。

詳細については、OneLoginの記事「ロール」を参照してください。

次の例では、後ほどTableau Cloudでグループとして使用する「販売」のロールを示してい

ます。
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2. [アプリケーション]ページで、Tableau Cloudアプリケーションにアクセスするロールを割り当て

ます。これにより、関連付けられたユーザーが自動的にアプリケーションにプロビジョニングされ

ます。

3. [ユーザー]ページでは、ユーザーの苗字と名前を入力して手動でユーザーをロールに追加し

たり、マッピングを追加して(Active Directoryグループなどの特定の属性に基づいて)自動

的にユーザーをロールに追加したりできます。
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4. ユーザーをロールに追加した後、OneLoginロールに基づいて適切なTableau Cloudサイト

ロールを割り当てるために、アプリケーション内にルールを作成することをお勧めします。詳細

については、OneLoginの記事「アプリの設定」を参照してください。

以下のスクリーンショットでは、「販売」のロールを持つユーザーは、Tableau Cloudで

Creatorのサイトロールが割り当てられています。同様に、「マーケティング」のロールを持つ

ユーザーには、Viewerのサイトロールが割り当てられています。

既存のTableau Cloudグループにユーザーを追加する

Tableau CloudグループをOneLoginにインポートし、ユーザープロビジョニングダイアログにデフォ

ルトで選択したいグループを指定します。

1. [パラメーター]ページで [グループ]をクリックし、[ユーザーのプロビジョニングに含める]チェック

ボックスを選択します。

2. [プロビジョニング]ページに移動し、[資格 ]セクションで [更新 ]をクリックします。

これにより、Tableau Cloudからグループをインポートします。

3. [パラメーター]ページに戻り、ユーザープロビジョニングダイアログに選択値として表示したい

グループを選択します。
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4. グループのメンバーシップを変更するには、[ユーザー]ページに移動してユーザーを選択し、

[グループ]セクションで、利用可能な選択値を修正します。

定義した条件に基づいて、ユーザーを自動的にグループに含めるマッピングも作成可能です。詳細

については、OneLoginの記事「マッピング」を参照してください。

Tableau CloudのグループをOneLoginから作成する

次の手順を使用して、OneLoginマッピングの属性に基づいてTableau Cloudグループを作成しま

す。たとえば、ユーザーのロールに基づいてTableau Cloudでグループを作成します。

1. [アプリケーション]に移動してTableau Cloudアプリケーションを選択し、[ルール]を選択しま

す。

2. [ルール]ページで [ルールの追加 ]をクリックして、マッピングの編集ウィンドウを開きます。

Tableau Software 241

Tableau Cloudヘルプ

https://onelogin.service-now.com/support?id=kb_article&sys_id=95f649acdb285890d5505eea4b961904


3. [アクション]でドロップダウンメニューから[グループの設定 ]を選択し、[OneLogin からマッピ

ング]を選択します。

[次と一致する値を持つ]条件フィールドでは、正規表現を使用します。OneLoginのロー

ル名と一致するグループをTableau Cloudに作成する場合は、テキストフィールドに「.*」と

入力します。

Tableauサイトロールを割当てる

デフォルトでは、ユーザーにはViewerのサイトロールが割り当てられていて、これはViewer のライ

センスタイプを占有します。

OneLoginでサイトロールを割り当てるために使用するメソッドが何であれ、ある時点で、サイト

ロール名をテキストボックスに入力する必要があります。入力可能な値については、下にある「有

効なTableauサイトロール値」を参照してください。

サイトロールの割り当て方法を次に示します。

個々のユーザーの場合 :
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1. [ユーザー]ページでユーザーを選択し、[アプリケーション]タブに移動します。対応する

Tableau Cloudアプリケーションを選択します。

2. ユーザー設定で、サイトロールの名前を[サイトロール]テキストボックスに入力します。

複数のユーザーの場合 :

1. [パラメーター]ページで [サイトロール]をクリックし、次に [値 ]で、サイトロール属性を割り当

てるオプションの一つを選択します。

例 :

o 全ユーザーに同じサイトロールがある場合、[マクロ]を選択してサイトロール名を入

力します。

o OneLoginユーザーディレクトリに異なるサイトロールが含まれている場合、対応する

属性を選択します。

2. [ルール]ページで、ロールをTableau Cloudの特定のロールにマッピングするルールを作成し

ます。

サイトロールの割当が完了したら、[保存 ]をクリックします。

有効なTableauサイトロール値

OneLoginポータルの [プロビジョニング]ページで入力可能なサイトロール値は、現在またはレガ

シーライセンスロールに基づいています。

l 現在のライセンスロールには以下のサイトロールの値が含まれています。

Creator、Explorer、ExplorerCanPublish、ReadOnly、ServerAdministrator、

SiteAdministratorExplorer、SiteAdministratorCreator、Unlicensed、またはViewer。

l レガシー (v2018.1 より前 ) ライセンスタイプには以下のサイトロールが付属しています。

Interactor、Publisher、ServerAdministrator、SiteAdministrator、Unlicensed、

UnlicensedWithPublish、Viewer、またはViewerWithPublish。
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ユーザー属性変更の影響、または手動で変更した個々のユーザー属性をリセットする方法につい

ては、OneLogin記事「プロビジョニング属性 :既定、ルール、および手動入力の影響」を参照して

ください。

OneLoginを使用したSCIMサポートの注意点と制限事項

l SCIMを使用して管理するサイトごとに、Tableau Cloudアプリを個別に追加する必要があ

ります。

l OneLoginでTableau Cloudアプリケーションから既存のユーザーをプロビジョニング解除ま

たは削除すると、ユーザーがコンテンツアセットを所有している場合、そのユーザーは

Tableau Cloudのライセンスなしサイトロールに変換されます。ユーザーがコンテンツを所有

している場合は、Tableau Cloudでユーザーを削除する前に、まずそれらのコンテンツアセッ

トの所有権をもう一度割り当てる必要があります。

l サインイン時にライセンスを付与 SCIMの使用はサポートされていないため、ユーザーまたは

グループのサイトロールが誤ってプロビジョニングされる可能性があります。

SAML

SAML (セキュリティアサーションマークアップランゲージ)は、セキュアなWebドメインがユーザー認

証および認可データを交換できるXML規格です。Tableau Cloudを構成し、外部アイデンティ

ティプロバイダー (IdP)を使用してSAML 2.0を介したユーザーの認証を実行できます。ユーザー

認証資格情報がTableau Cloudと共に保存されることはなく、SAML を使用すると、Tableauを

組織のシングルサインオン環境に追加できます。

SAMLによるユーザー認証は、データソースやワークブックなどのTableau Cloudコンテンツに関す

るパーミッションや認可には適用されません。また、ワークブックやデータソースが接続する参照元

データへのアクセスがこれによって制御されることはありません。

注 : Tableau Cloudではサービスプロバイダーによって開始されたSAMLおよび IdPによって開始

されたSAMLの両方が、ブラウザーとTableau Mobileアプリでサポートされています。Tableau

DesktopからのSAML接続は、サービスプロバイダーが開始する必要があります。
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認証の概要

次のイメージは、一般的なサービスプロバイダーによる開始フローで、ユーザーがシングルサインオン

を使用して認証するための手順を示します。

1. ユーザーはTableau Cloudサインインページに移動するか、パブリッシュされたワークブックの

URLをクリックします。

2. 構成された IdPにクライアントをリダイレクトして、Tableau Cloudで認証プロセスを開始しま

す。

3. IdPはユーザーのユーザー名とパスワードを要求します。ユーザーが有効な認証資格情報を

送信すると、IdPはユーザーを認証します。

4. IdPは、SAML応答の形式で成功した認証をクライアントに返します。クライアントはSAML

応答をTableau Cloudに渡します。

5. Tableau Cloudは、SAML応答のユーザー名が、Tableau Cloudリポジトリに保存されてい
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るライセンスユーザーと一致するかどうかを検証します。一致が確認されると、Tableau

Cloudが要求されたコンテンツでクライアントに応答します。

Tableau CloudのSAML要件

Tableau Cloud用にSAMLを構成する前に、要件を満たすために必要な内容を取得します。

l アイデンティティプロバイダー (IdP) におけるTableau構成の要件

l SAML互換性についての注意事項と要件

l TableauクライアントアプリケーションでのSAML SSOの使用

l 認証タイプの変更によるTableau Bridgeへの影響

l XMLデータの要件

アイデンティティプロバイダー (IdP) におけるTableau構成の要件

SAML向けにTableau Cloudを構成するには、次が必要です。

l Tableau Cloud サイトへの管理者アクセス。SAMLを有効にするTableau Cloudサイトへ

の管理者アクセスが必要です。

l Tableau Cloud へのアクセスにSSO を使用するユーザーのリスト。Tableau Cloudへのシ

ングルサインオン(SSO)アクセスを許可するユーザー名を収集する必要があります。

l SAML 2.0 をサポートする IdP アカウント。外部アイデンティティプロバイダーでのアカウント

が必要です。いくつかの例としてPingFederate、SiteMinder、およびOpen AMがありま

す。IdPでSAML 2.0をサポートしている必要があります。そのアカウントへの管理者アクセ

スが必要です。

l SHA256 は署名アルゴリズムとして使用されます。2020年 5月現在、Tableau Cloudは

SHA-1アルゴリズムを使用して署名された IdPアサーションと証明書をブロックします。

l XML メタデータのインポート/エクスポートをサポートする IdP プロバイダー。手動で作成した

メタデータファイルでも動作する可能性はありますが、Tableauテクニカルサポートでは、手

動でのファイル生成やそれらのトラブルシューティングをサポートできません。

l トークンの有効期間が 24 日以下 (2073600 秒 ) を適用する IdP プロバイダー。IdPが

Tableau Cloudで設定されている最大時間 (2073600秒 )よりも長い最長期間である
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トークンを許可すると、Tableau Cloudはトークンを有効と認識しません。このシナリオでは、

Tableau Cloudにログインするときに、ユーザーはエラーメッセージ (サインインに失敗しまし

た。もう一度やり直してください。)を受信します。

l MFA を使用したSSO が有効になっています。2022年 2月以降、SAML SSOアイデン

ティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証 (MFA)がTableau Cloudの要件になりま

す。

重要 :これらの要件に加え、常にTableauID with MFA用に構成されているサイト管

理者アカウントを専用として使用することをお勧めします。SAMLまたは IdPに問題が

発生した場合は、専用のTableau with MFAアカウントを使用すると、いつでもサイトに

アクセスできます。

SAML互換性についての注意事項と要件

l SP または IdP による開始 : Tableau Cloudでは、アイデンティティプロバイダー (IdP)または

サービスプロバイダー (SP)で開始するSAML 認証のみをサポートしています。

l シングルログアウト(SLO): Tableau Cloudでは、サービスプロバイダー (SP)が開始する

SLOとアイデンティティプロバイダー (IdP)が開始するSLOの両方がサポートされます。

注 :サイトのSLO URLを取得するには、Tableau Cloudサイトが生成するメタデータXML

ファイルをダウンロードして参照します。このファイルは、[設定 ] > [認証 ]ページに移動すると

見つけることができます。[SAML]認証タイプで、[構成 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリック

し、ステップ1のメソッド1で [メタデータのエクスポート]をクリックします。

l tabcmd およびREST API: tabcmdまたはREST APIを使用するには、ユーザーは

TableauIDアカウントを使用してTableau Cloudにサインインする必要があります。

l クリアテキストアサーション: Tableau Cloudは暗号化されたアサーションをサポートしていま

せん。
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l Tableau Bridge の再構成が必要 : Tableau BridgeはSAML認証をサポートしますが、

認証を変更するにはBridgeクライアントの再構成が必要です。詳細については、認証タイ

プの変更によるTableau Bridgeへの影響を参照してください。

l 必要な署名アルゴリズム:すべての新しいSAML証明書に対して、Tableau Cloudでは

SHA256 (またはそれ以上 )の署名アルゴリズムが必要です。

l RSA キーとECDSA 曲線のサイズ: IdP証明書には、強度が2048のRSAキー、または

サイズが256のECDSA曲線が設定されている必要があります。

l NameID 属性 : Tableau Cloudでは、SAML応答でNameID属性が必要です。

TableauクライアントアプリケーションでのSAML SSOの使用

Tableau CloudユーザーがSAML認証資格情報を持っている場合、Tableau Desktopまたは

Tableau Mobileアプリからサイトにサインインすることもできます。最良の互換性を実現するため、

Tableauクライアントアプリケーションのバージョンと一致するバージョンのTableau Cloudの使用を

お勧めします。

Tableau DesktopまたはTableau MobileからTableau Cloudへの接続には、サービスプロバイ

ダーによって開始された接続が使用されます。

認証されたユーザーをTableauクライアントに再びリダイレクトする

ユーザーがTableau Cloudにサインインすると、Tableau CloudはSAML要求 (AuthnRequest)

をIdPに送信します。これにはTableauアプリケーションのRelayState値が含まれます。Tableau

DesktopやTableau MobileなどのTableauクライアントからTableau Cloudにサインインした場

合には、IdPのSAML要求内のRelayState値をTableauに返すことが重要です。

このシナリオでRelayState値が適切に返されない場合、サインイン元のアプリケーションにリダイレ

クトするのではなく、ユーザーはWebブラウザーのTableau Cloudホームページに移動します。

アイデンティティプロバイダーおよび社内 IT チームと協力し、この値が IdPのSAML要求の一部と

して含まれることを確認してください。
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認証タイプの変更によるTableau Bridgeへの影響

サイトの認証方式を変更したり、IdPを変更したりすると、スケジュールされた抽出更新でTableau

Bridgeを使用するパブリッシャーは、クライアントのリンクを解除して再リンクし、新しい方式または

IdP設定を使用して再認証する必要があります。

レガシースケジュールの場合、Bridgeクライアントのリンクを解除するとすべてのデータソースが削

除されるため、更新スケジュールをもう一度設定する必要があります。オンラインスケジュールの場

合、クライアントを再リンクした後、Bridgeクライアントプールを再設定する必要があります。

認証方式を変更しても、Tableau Cloudサイトで直接実行する(クラウドにある参照元データなど

に対する) Bridgeのライブのクエリや更新には影響しません。

サイトの認証タイプを変更する前に、Bridgeユーザーにサイト認証の変更に関するアラートで通知

することをお勧めします。そうしないと、ユーザーはBridgeクライアントが認証エラーになったり、空白

のソースデータがクライアントに表示されて初めて認証の変更に気付くことになります。

XMLデータの要件

Tableau Cloudおよび IdPによって生成されたXMLメタデータドキュメントを使用してSAMLを構

成します。認証プロセスの間、IdPおよびTableau CloudはこれらのXMLドキュメントを使用して

認証情報を交換します。XMLが要件を満たしていない場合、SAMLの構成時またはサインインの

試行時にエラーが発生する可能性があります。

Tableau Cloudは、SAML通信のHTTP POSTおよびREDIRECTのリクエストをサポートしていま

す。IdPによってエクスポートされたSAMLメタデータXMLドキュメントでは、Binding属性を

HTTP-POST、HTTP-REDIRECT、またはHTTP-POST-SimpleSignに設定できます。

サイトでのSAML認証の有効化

このトピックでは、サイトでSAMLを有効にして、シングルサインオンユーザーを選択する方法につ

いて説明します。また、SAMLから既定のTableau認証 (TableauIDとも呼ばれます)に切り替え

るステップについても説明します。SAMLを有効化する前に、認証タイプの変更によるTableau

Bridgeへの影響を含めTableau CloudのSAML要件を見直すことをお勧めします。
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このトピックでは、認証および「SAML認証のしくみ」の情報を理解していることを前提としていま

す。

IdP固有の構成情報

このトピックの後のセクションのステップでは、IdPのドキュメントと一緒に使用してTableau Cloud

サイト用にSAMLを構成する基本的な手順を提供します。次の IdPsに対して IdP-specific構

成ステップを実行できます。

l Azure Active DirectoryでのSAMLの構成

l AD FSを使用したSAMLの構成

l OneLoginを使用したSAMLの構成

l PingOneを使用したSAMLの構成

l Oktaを使用したSAMLの構成

l Salesforceを使用したSAMLの構成

SAMLの有効化

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ] を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスを選択し、[SAML]を選択

して[設定 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。
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SAML構成手順

このセクションでは、Tableau Cloud設定ページの [認証 ]タブで表示されている設定手順について

説明します。

注 :このプロセスを完了するには、IdPが提供するドキュメンテーションも必要です。SAML接

続用のサービスプロバイダーの構成や定義、またはアプリケーションの追加に関するトピックを

ご覧ください。

ステップ1: Tableauからメタデータをエクスポート

Tableau CloudとIdPとの間にSAML接続を作成するには、2つのサービスとの間に必要なメタ

データを交換する必要があります。Tableau Cloudからメタデータを取得するには、次の方法のい

ずれかを選択します。正しいオプションを確認するには、IdPのSAML 構成ドキュメントを参照して

ください。

l [メタデータのエクスポート]ボタンを選択し、Tableau Cloud SAML エンティティID、アサーショ

ンカスタマーサービス(ACS) URL、およびX.509証明書を含むXMLファイルをダウンロード

します。

l IdPが異なる方法で必要情報を求めている場合、[証明書のダウンロード]を選択します。

たとえば、Tableau CloudエンティティID、ACS URL、およびX.509証明書を別の場所で

入力する場合です。

次の図は、これらの設定がTableau CloudとTableau Serverで同じであることを表示する
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ため編集しています。

ステップ2とステップ3:外部ステップ

ステップ2では、ステップ1でエクスポートしたメタデータをインポートするために、IdPアカウントにサ

インインし、IdPのドキュメンテーションが提供している手順を使ってTableau Cloudメタデータを提

出します。

ステップ3では、IdPの文書はメタデータをサービスプロバイダーに対して提供する方法も示してい

ます。メタデータファイルをダウンロードするように指示するか、XMLコードが表示されます。XML

コードが表示される場合は、コードをコピーして新しいテキストファイルに貼り付け、ファイルに .xml

拡張子を付けて保存します。

ステップ4: Tableauサイトへの IdPメタデータのインポート

Tableau Cloudの認証ページで、IdPからダウンロードしたか、それが提供するXMLから手動で構

成したメタデータファイルをインポートします。

ステップ5: 属性の照合
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属性は、認証、認可、およびユーザーに関する他の情報を含みます。

注 : Tableau Cloudでは、SAML応答にNameID属性を含める必要があります。Tableau

Cloudでユーザー名をマッピングするときは、他の属性を使用できますが、応答メッセージには

NameID属性を含める必要があります。

l ユーザー名 : (必須 )ユーザーのユーザー名 (メールアドレス)を格納する属性の名称を入力

します。

l 表示名 : (オプションであるが推奨 )名と姓に別の属性を使用しているIdPもあれば、フル

ネームを1つの属性に保存するIdPもあります。

IdPが名前を保存する方法に対応するボタンを選択します。たとえば、IdPが名と姓を1つ

の属性で組み合わせている場合は、[表示名 ] を選択して、属性名を入力します。

ステップ6:埋め込みオプション
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ユーザーが埋め込みビューにサインインする方法を選択します。IdPのサインインフォームを表示す

る個別のポップアップ画面を開く、またはインラインフレーム (iframe)を使用するオプションがありま

す。

注意 : iframeはクリックジャック攻撃に脆弱な場合があるため、すべての IdPで iframeからの

サインインがサポートされているわけではありません。クリックジャックでは、攻撃者はユーザーに

コンテンツをクリックさせたり、入力させようとします。攻撃者は、無関係のページ上の透明な

レイヤーに攻撃するページを表示させ、これを行います。Tableau Cloudでは、攻撃者は

ユーザーの認証資格情報を取得したり認証されたユーザーを取得して設定を変更したりす

る可能性があります。詳細については、OpenWeb Application Security ProjectのWebサ

イト上の「クリックジャック」を参照してください。

IdPが iframeからのサインインをサポートしていない場合、[個別のポップアップウィンドウでの認

証 ]を選択します。

関連項目 :埋め込みビュー用の既定の認証タイプ

ステップ7:設定のテストとトラブルシューティング

ロックアウトされないように、SAML設定をテストすることをお勧めします。設定をテストすると、ユー

ザーの認証タイプをSAMLに変更する前に、SAMLが正しく設定されていることを確認できます。

設定を正常にテストするには、すでに IdPでプロビジョニングされ、SAML認証タイプが設定済み

のTableau Cloudに追加されている、サインインできるユーザーが少なくとも1人いることを確認し

てください。

Tableau Cloudに正常にサインインできない場合は、[認証 ]ページで提案されているトラブル

シューティング手順から始めてください。それらの手順を実行しても問題が解決しない場合は、

SAMLのトラブルシューティングを参照してください。

ユーザーの管理
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既存のTableau Cloudユーザーを選択するか、シングルサインオンを承認する新しいユーザーを追

加します。

ユーザーを追加またはインポートするとき、その認証タイプも指定します。[ユーザー]ページでは、追

加後にいつでもユーザーの認証タイプを変更できます。

埋め込みビュー用の既定の認証タイプ

サイトでSAMLを有効化する一環として、ユーザーがWebページに埋め込まれたビューにアクセス

する方法を指定します。

l ユーザーが認証タイプを選択する

これを選択すると、ビューが埋め込まれている場所に2つのサインインオプションが表示され

ます。1つはシングルサインオン認証を使用するサインインボタンで、もう1つは代わりに

TableauIDを使用するリンクです。

ヒント:このオプションでは、ユーザーはどちらの方法を選択するかを知っている必要があ

ります。通知の一部として、シングルサインオンサイトに追加した後でユーザーに送信

し、さまざまなサインインシナリオで使用する認証タイプを知らせます。たとえば、埋め込

みビュー、Tableau Desktop、Tableau Bridge、Tableau Mobileなどがあります。

l Tableau でMFA を使用

このオプションでは、サイトでSAMLが有効になっている場合でも、ユーザーは多要素認証

(MFA)でTableau認証資格情報を使用してサインインする必要があります。MFAを使用

してTableauにサインインするには、Tableau Cloudにサインインするたびに IDを確認するた

めの検証方法をユーザーが設定する必要があります。詳細については、多要素認証 と

Tableau Cloudを参照してください。

l SAML

Tableau Software 255

Tableau Cloudヘルプ



このオプションでは、SAMLユーザーが埋め込みビューにサインインする方法が上記のステッ

プ6で選択した設定に決定されます。

Tableau認証の使用

サイトがSAML用に構成されている場合は、サイト設定を変更して、一部またはすべてのユー

ザーに対してTableau認証資格情報を使用してサインインするように要求することができます。

l アイデンティティプロバイダーによるサイトの認証処理が必要なくなった場合、またはすべて

のユーザーに対してTableau認証資格情報を使用してサインインするように要求する場

合は、サイトレベルで認証タイプを変更できます。

l 一部のユーザーに対してはSAMLを有効にしたままにし、その他のユーザーに対しては

Tableauの使用を要求する場合は、ユーザーレベルで認証タイプを変更できます。

詳細については、ユーザーの認証タイプの設定を参照してください。

サイトの認証タイプの変更

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし、サイトを選択します。

2. [設定 ] > [認証 ]を選択します。

3. [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスを削除します。

SAML構成を非アクティブにした後、メタデータとIdP情報が保存されます。そのため、再度有効

にする場合でも、IdPとのSAML接続を再び設定する必要はありません。

SAML証明書の更新

Tableauサイトのメタデータに使用する証明書はTableauから提供され、構成を変更できませ

ん。のSAML証明書を更新するには、IdPに新しい証明書をアップロードし、メタデータを

Tableau Cloudと交換し直す必要があります。

1. サイトの管理者としてサイトにサインインし、[設定 ]、[認証 ]の順に選択します。

2. [認証タイプ]で、してUIを展開し、[設定 (必須 )]ドロップダウン矢印 をクリックします。

3. 新しいタブまたは新しいウィンドウを開き、IdPアカウントにサインインします。
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4. IdPのドキュメントに記載されている手順に従って、新しいSAML証明書をアップロードしま

す。

5. 新しいXMLメタデータファイルをダウンロードして、Tableau Cloudに提供します。

6. Tableau Cloudの [認証 ]ページに戻り、ステップ4、アップロードで、IdPからダウンロードした

メタデータファイルをインポートします。

7. [変更を保存 ]ボタンをクリックします。

関連項目

接続されているクライアントからサイトにアクセス

Azure Active DirectoryでのSAMLの構成

Microsoft Azure Active Directory (Azure AD)をSAMLアイデンティティプロバイダー (IdP)として構

成している場合は、Azure ADドキュメントとともにこのトピックの情報を使用して、Tableau Cloud

をシングルサインオンアプリケーションに追加します。

注 :

l 注 :これらのステップはサードパーティーのアプリケーションを反映しており、通知なしに変更さ

れることがあります。ここで説明する手順が IdPアカウントで表示される画面と一致しない場

合、IdPのドキュメントとともにに一般的なSAMLの構成手順およびを使用することができま

す。

l 2022年 2月以降、SAML SSOアイデンティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証

(MFA)がTableau Cloudの要件になります。

ステップ1: Tableau Online SAML設定を開く

Azure ADとTableau Cloudを一緒に使用するには、Azure AD管理ポータルでカスタムアプリケー

ションを構成します。このタスクでは、Tableau Cloud SAML設定からの情報を使用する必要があ

ります。
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1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ] を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスを選択し、[SAML]を選択

して[設定 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

ステップ2:Tableau CloudのAzure ADアプリケーションへの追加

Tableau Cloud SAML設定ページの情報をもとに、次のMicrosoft Azure記事の手順を確認

し、完了します。

l クイックスタート:エンタープライズアプリケーションを表示する

l チュートリアル: Azure AD SSOとTableau Cloudのインテグレーション

AD FSを使用したSAMLの構成

Active Directory Federation Services (AD FS)をSAMLアイデンティティプロバイダーとして構成

し、サポートされているシングルサインオンアプリケーションにTableau Cloudを追加できます。AD

FSをSAMLおよびTableau Cloudと統合する場合、ユーザーは標準的なネットワーク認証資格

情報を使用してTableau Cloudにサインインできます。

注 :

l 注 :これらのステップはサードパーティーのアプリケーションを反映しており、通知なしに変更

されることがあります。ここで説明する手順が IdPアカウントで表示される画面と一致しな

い場合、IdPのドキュメントとともにに一般的なSAMLの構成手順およびを使用することが

できます。

l 2022年 2月以降、SAML SSOアイデンティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証

(MFA)がTableau Cloudの要件になります。
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前提条件

Tableau CloudおよびSAMLをAD FSで構成する前に、お使いの環境には以下が必要です。

l AD FS 2.0 (またはそれ以降 )および IISがインストールされたMicrosoft Windows Server

2008 R2 (またはそれ以降 )を実行するサーバー。

l AD FSサーバーを保護する(例 :リバースプロキシの使用 )ことをお勧めします。ファイアウォー

ルの外からAD FSサーバーにアクセス可能な場合、Tableau CloudはAD FSがホストする

サインインページにユーザーをリダイレクトできます。

l TableauID認証を使用するサイト管理者アカウント。SAMLシングルサインオンに失敗して

も、サイト管理者としてTableau Cloudにサインインできます。

ステップ1: Tableau Cloudからメタデータをエクスポート

1. 管理者としてTableau Cloudにサインインします。

Tableau Cloudに複数のサイトがある場合は、サイトドロップダウンでSAMLを有効にする

サイトを選択します。

2. [設定 ] > [認証 ]を選択します。

3. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスをオンにして、[SAML]を選

択し、[構成 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

4. ステップ1の [メソッド1: メタデータをエクスポートする]で、[メタデータのエクスポート]ボタンを

クリックしてTableau Cloud SAMLエンティティID、アサーションコンシューマーサービス

(ACS) URL、およびX.509証明書を含むXMLファイルをダウンロードします。
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ステップ2: Tableau Cloudからのサインイン要求を承認するためのAD FSの設定

Tableau Cloudのサインイン要求を許容するようにAD FSを構成することは、複数のステップで構

成されるプロセスであり、Tableau CloudのXMLメタデータファイルをAD FSにインポートすること

から始まります。

1. 次のいずれかの手順を実行して[Relying Party Trust の追加 ] ウィザードを開きます。

Windows Server 2008 R2 の場合 :

a. [スタート]、[管理ツールへ]> [AD FS 2.0]の順に選択します。

b. [AD FS 2.0]の [Trust のリレーションシップ]で [Relying Party Trusts]フォルダーを

右クリックし、[Relying Party Trust の追加 ]をクリックします。

Windows Server 2012 R2 の場合 :

a. Server Managerを開き、[ツール]メニューで [AD FS の管理 ]をクリックします。

b. [AD FS 管理 ]の [アクション]メニューで、[依存先との信頼関係の追加 ]をクリックし

ます。

2. [依存先との信頼関係の追加 ] ウィザードで、[スタート]をクリックします。

3. [データソースの選択 ]ページで [ファイルからRelying Party に関するデータをインポートす

る]を選択し、[参照 ]をクリックしてTableau Cloud XMLメタデータファイルを指定します。

既定のファイル名は、samlspmetadata.xmlです。

4. [次へ] をクリックして、[表示名の指定 ] ページの [表示名 ] および [メモ] ボックスにRelying

Party Trustの名前と説明を入力します。

5. [次へ]をクリックして[多要素認証を今すぐ設定する]ページにスキップします。

6. [次へ]をクリックして[発行承認規則の選択 ]ページにスキップします。

7. [次へ]をクリックして[Trust の追加準備完了 ]ページにスキップします。
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8. [完了 ]ページで [ウィザードを閉じるときにRelying Party Trust に対するクレームルールの

編集ダイアログを開く]チェックボックスをオンにし、[閉じる]をクリックします。

次に、[クレームルールの編集 ]ダイアログで作業してAD FSから送信されるアサーションが

Tableau Cloudが期待するアサーションと一致するようにするルールを追加します。最低限、

Tableau Cloudではメールアドレスが必要となります。ただし、メールに加えて姓と名を含めること

で、Tableau Cloudに表示されるユーザー名がADアカウントと同じになります。

1. [クレームルールの編集 ]ダイアログボックスで、[ルールの追加 ]をクリックします。

2. [ルールタイプの選択 ]ページの [クレームルールテンプレート]で、[LDAP 属性をクレームと

して送信 ]を選択してから、[次へ]をクリックします。

3. [クレームルールの構成 ]ページの [クレームルール名 ]ボックスで、わかりやすい任意の名前

を入力します。

4. [属性の保存 ]では、[Active Directory]を選択し、以下のようにマッピングを行ってから[完
了 ]をクリックします。

マッピングでは大文字と小文字が区別され、スペルが完全に同じになっている必要がありま

す。入力した内容はダブルチェックしてください。次の表に、一般的な属性とクレームマッピン

グを示します。特定のActive Directory構成の属性を確認します。

注 : Tableau Cloudでは、SAML応答にNameID属性を含める必要があります。

Tableau Cloudでユーザー名をマッピングするときは、他の属性を使用できますが、応

答メッセージにはNameID属性を含める必要があります。

LDAP 属性 出力するクレームタイプ

AD FSのバージョンに応じて、次のようになります。

User-Principal-Name

または

E-Mail-Addresses

email

または

E-Mail Address
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Given-Name firstName

Surname lastName

AD FS 2016以降を実行している場合は、ルールを追加してすべてのクレーム値をパススルーする

必要があります。以前のバージョンのAD FSを実行している場合は、次の手順に進み、AD FSメ

タデータをエクスポートします。

1. [Add Rule (ルールの追加 )]をクリックします。

2. [Claim rule template (クレームルールテンプレート)]で、[Pass Through or Filter an
Incoming Claim (受信クレームのパススルーまたはフィルター)]を選択します。

3. [Claim rule name (クレームルール名 )]に、「Windows」と入力します。

4. [Edit Rule - Windows (ルールの編集 - Windows)]ポップアップで、以下の操作を実行

します。

l [Incoming claim type (受信するクレームタイプ)]で、[Windows account name
(Windows アカウント名 )]を選択します。

l [Pass through all claim values (すべてのクレーム値をパススルー)]を選択しま

す。

l [OK]をクリックします。

後でTableau Cloudにインポートする予定のAD FSメタデータをエクスポートします。また、

Tableau Cloud向けに適切に構成およびエンコードされていることを確認して、お使いのSAML

構成の他のAD FS要件を検証します。

1. AD FS FederationメタデータをXMLファイルにエクスポートしてから、そのファイルを

https://<adfs server name>/federationmetadata/2007-
06/FederationMetadata.xmlからダウンロードします。

2. Sublime TextまたはNotepad++のようなテキストエディタでメタデータファイルを開き、

BOMなしのUTF-8で適切にエンコーディングされていることを確認します。

ファイルがその他のエンコーディングタイプを示した場合、テキストエディタから正しいエンコー

ディングで保存します。

3. AD FSがフォームベースの認証を使用していることを検証します。サインインはブラウザー

ウィンドウで行われるため、このタイプの認証を既定にするには、AD FSが必要です。
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c:\inetpub\adfs\ls\web.configを編集し、タグを検索してから行を移動すると、リストで最

初に表示されます。ファイルを保存して、IISが自動的に再読み込みできるようにします。

注 : c:\inetpub\adfs\ls\web.configファイルが表示されない場合は、IISがインストー

ルされておらず、AD FSサーバーにも設定されていません。

4. 追加のAD FS Relying Party識別子を構成します。これにより、システムはSAMLログアウ

トを使用してAD FSの問題を回避できるようになります。

次のいずれかを実行します。

Windows Server 2008 R2 の場合 :

a. AD FS 2.0で、事前にTableau Cloud用に作成したRelying Partyを右クリックして

[プロパティ]をクリックします。

b. [識別子 ]タブの [Relying Party 識別子 ]ボックスに、

https://<tableauservername>/public/sp/metadataと入力してから[追加 ]をク

リックします。

Windows Server 2012 R2 の場合 :

a. [AD FS 管理 ]の [Relying Party Trusts]リストで、事前にTableau Cloud用に作

成したRelying Partyを右クリックして[プロパティ]をクリックします。

b. [識別子 ]タブの [Relying Party 識別子 ]ボックスに、

https://<tableauservername>/public/sp/metadataと入力してから[追加 ]をク

リックします。

注 : AD FSは、同じインスタンスに対して単一のRelying Partyを使用するTableau

Serverで使用できます。AD FSでは同じインスタンスに複数のRelying Party (複数サ
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イトのSAMLサイトやサーバー全体、およびサイトのSAML構成など)を使用すること

はできません。

ステップ3: AD FSメタデータをTableau Cloudにインポート

1. Tableau Cloudで、[設定 ] > [認証 ]の順にクリックして戻ります。

2. ステップ4の[Tableau にメタデータをアップロードする]で、IdPメタデータファイルボックス

で、AD FSからエクスポートしたファイル (FederationMetadata.xml)の名前を指定します。

3. ステップ5 属性の照合」をスキップします。

属性名をTableau Cloudが期待するものと一致させるため、AD FSで既にクレームルール

を作成しています。

4. [変更を保存 ]ボタンをクリックします。

5. 以下のいずれかを実行して、ユーザーを管理します。

l まだサイトにユーザーを追加していない場合は、左側のペインから[ユーザー]ページ

に移動して、[ユーザーの追加 ]をクリックします。次に、フォームを使用して手動で

ユーザーを追加するか、ユーザー情報を含むCSVファイルをインポートすることがで

きます。詳細については、「サイトへのユーザーの追加」、または「ユーザーのインポー

ト」を参照してください。

l すでにサイトにユーザーを追加している場合は、左側のペインから[ユーザー]ページ

に移動し、特定のユーザーの横にある[アクション]をクリックして、[認証 ]をクリックし

ます。認証方法をSAMLに変更し、[更新 ]ボタンをクリックします。

6. (オプション) [認証 ]ページに戻り、7でSAMLサインインをテストします。[構成のテスト]ボタ

ンをクリックして、構成をテストします。

ロックアウトされないように、SAML設定をテストすることをお勧めします。設定をテストする

と、ユーザーの認証タイプをSAMLに変更する前に、SAMLが正しく設定されていることを

確認できます。設定を正常にテストするには、すでに IdPでプロビジョニングされ、SAML認
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証タイプが設定済みのTableau Cloudに追加されている、サインインできるユーザーが少な

くとも1人いることを確認してください。

Tableau Cloudサイトは、ユーザーがAD FSおよびSAMLを使用してサインインする準備が整いま

した。移動先はまだhttps://online.tableau.comですが、ユーザー名を入力すると、ページがAD

FSサインインページにリダイレクトされ (上記ステップのオプションのテスト参照 )、ユーザーにAD認

証資格情報を求めるプロンプトが表示されます。

注 : SAMLサインインのテストでエラーが発生する場合、Tableau Cloud SAML構成ステップの

構成をテストして、[ログのダウンロード]をクリックし、その情報を使用してエラーをトラブルシュー

ティングします。

その他の要件とヒント

l AD FSとTableau CloudのSAML統合を設定したら、Tableau Cloudを更新し、Active

Directoryで加えたユーザーに関する特定の変更を反映する必要があります。ユーザーの追

加や削除などです。

ユーザーは自動でまたは手動で追加することができます。

o ユーザーを自動で追加するには:スクリプトを作成 (PowerShell、Python、バッチファ

イルを使用 )し、ADの変更をTableau Cloudにプッシュします。スクリプトは tabcmd

またはREST APIを使用してTableau Cloudを操作します。

o ユーザーを手動で追加するには: Tableau CloudWeb UIにサインインして[ユーザー]
ページに移動し、[ユーザーの追加 ]をクリックしてから、ユーザーのユーザー名を入力

するか、その情報が含まれているCSVファイルをアップロードします。

注 :ユーザーは削除するが、所有するコンテンツ資産は保持する必要がある場合、

ユーザーの削除前にコンテンツの所有者を変更します。ユーザーを削除すると、その

ユーザーが所有していたコンテンツも削除されます。
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l Tableau Cloudでは、ユーザーのユーザー名が一意の識別子となります。Tableau Cloud

からのサインイン要求を承認するようにAD FSを構成するステップで説明されているように、

ユーザーのTableau Cloudユーザー名は、ADに保存されているユーザー名 と一致する必

要があります。

l ステップ2: Tableau Cloudからのサインイン要求を承認するためのAD FSの設定で、

AD FSとTableau Cloudとの間で名、姓、ユーザー名の属性が一致するようにAD FSに

クレームルールを追加しました。または、「ステップ5.属性の照合」 をTableau Cloudで使

用すると、同じことを実行できます。

OneLoginを使用したSAMLの構成

OneLoginをSAMLアイデンティティプロバイダー (IdP)に使用している場合、このトピックの情報を

使用してTableau CloudサイトでSAML認証を設定できます。

これらのステップでは、ユーザーが組織のOneLoginポータルを修正するパーミッションを持ち、XML

を読み取り、値を属性に貼り付けることに抵抗がないと想定されています。

注 :

l 注 :これらのステップはサードパーティーのアプリケーションを反映しており、通知なしに変更

されることがあります。ここで説明する手順が IdPアカウントで表示される画面と一致しな

い場合、IdPのドキュメントとともにに一般的なSAMLの構成手順およびを使用することが

できます。

l 2022年 2月以降、SAML SSOアイデンティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証

(MFA)がTableau Cloudの要件になります。

ステップ1: Tableau Cloud SAML設定を開く

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[設定 ] > [認証 ]を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスをオンにして、[SAML]を選

266 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/saml_config_site.htm#SAML


択し、[構成 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

ステップ2: Tableau CloudをOneLoginアプリケーションに追加する

1. 新しいブラウザータブまたはウィンドウを開き、OneLogin管理者ポータルにサインインし、次

の手順を実行します。

a. [アプリケーション]ページで、[アプリの追加 ]を選択します。Tableauを検索し、結果

から[Tableau Cloud SSO]を選択します。このエリアでSAML 接続を構成します。

注 :OneLoginのTableau Cloud SSOオプションは、Tableau Serverでは機能しま

せん。

b. [情報 ]ページで、ポータル設定を行います。Tableau Cloudサイトが複数ある場合

は、ユーザーがサイトを選択しやすくなるように、[表示名 ]フィールドにサイト名を含め

ることを検討してください。

2. OneLogin管理者ポータルの [構成 ]ページで、Tableau Cloud [認証 ]ページのステップ1

[メソッド2: メタデータをコピーして、証明書をダウンロードする]からの情報を使用します。

a. [Consumer URL]では、[Tableau Cloud ACS URL]を選択してコピーします。

OneLoginに戻り、そのURLを[コンシューマーURL]フィールドに貼り付けます。
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b. [オーディエンス]に、Tableau Cloud エンティティIDを貼り付けます。

3. OneLogin管理者ポータルの [SSO]ページで、[SAML 署名アルゴリズム]の [SHA-256]
を選択します。
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4. OneLogin管理者ポータルの [パラメーター]ページで、値が次のように表示されることを確認

します。

Tableau Cloud フィールド 値

ユーザー名 メール

名 名

姓 姓

ステップ3: Tableau CloudのOneLoginメタデータを構成する

次の手順では、Tableau CloudのOneLogin情報を見つけて構成し、SAML構成を完了します。

1. OneLogin管理者ポータルの [SSO]ページで、[SLO エンドポイント(HTTP)]フィールドに表

示されているURIを選択してコピーします。

注 :ラベルにはHTTPと表示されますが、SLO (シングルログアウト)エンドポイントは

SSL/TLS暗号化を使用するため、URIはhttpsアドレスとして提供されます。

2. 同じページで [その他のアクション] > [SAML メタデータ]を選択してから、ファイルをPCに保

存します。

次のセクションではこのファイルをTableau Cloudにインポートします。

ステップ4: SAML構成を完了する

1. Tableau Cloudの [認証 ]ページで次の手順を実行します。

a. 4. [Tableau にメタデータをアップロードする]で、前のセクションで保存した

OneLoginメタデータファイルをインポートします。

重要 :OneLoginメタデータファイルのアップロードで問題が発生した場合は、

OneLoginで既定以外の証明書を使用することを検討してください。新しい証明書

を作成するには、OneLogin管理者ポータルから[セキュリティ] > [証明書 ]を選択し

ます。新しい証明書を作成する場合は、OneLoginのTableau Cloudアプリケーショ

ンがこの新しい証明書を使用する必要があります。
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b. 5. [属性の照合 ]で、次のように値を設定します。

l ユーザー名 :メール

l [名と姓 ]ラジオボタンを選択します。

l 名 : FirstName
l 姓 : Lastname

c. 6. [Choose default for embedding views (optional) 埋め込みビューの既定を

選択 (オプション)]で、ユーザーが埋め込みコンテンツにアクセスしたときに有効にする

エクスペリエンスを選択します。詳細については、以下の「(オプション) iFrameの埋め

込みの有効化」セクションを参照してください。

d. [変更を保存 ]ボタンをクリックします。

e. 7. [構成のテスト]で、[構成のテスト]ボタンロックアウトされないように、SAML設定

をテストすることをお勧めします。設定をテストすると、ユーザーの認証タイプを

SAMLに変更する前に、SAMLが正しく設定されていることを確認できます。設定

を正常にテストするには、すでに IdPでプロビジョニングされ、SAML認証タイプが設

定済みのTableau Cloudに追加されている、サインインできるユーザーが少なくとも

1人いることを確認してください。をクリックします。
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ステップ5: SAMLが有効になっている Tableauサイトにユーザーを追加

このセクションのステップは、Tableau Cloudの [ユーザー]ページで実行します。

1. 上記のステップが完了したら、Tableau Cloudサイトに戻ります。

2. 左側のペインから[ユーザー]ページに移動します。

3. サイトへのユーザーの追加トピックで説明されている手順に従います。

(オプション) iFrameの埋め込みの有効化

サイトでのSAMLを有効化する際には、Webページに埋め込まれたビューへアクセスするための

ユーザーのサインイン方法を指定する必要があります。これらの手順により、OneLoginダッシュボー

ドを別のサイトでインラインフレーム (iFrame)に埋め込めるように、OneLoginを構成します。インラ

インフレームを埋め込むことで、埋め込まれた要素を表示するためにサインインするユーザーに、

シームレスなユーザーエクスペリエンスを提供することができます。たとえば、ユーザーがすでに IDプ

ロバイダーで認証済みで、iFrameの埋め込みが有効になっている場合は、ユーザーが埋め込みビ

ジュアライゼーションを含むページを閲覧するときにTableau Cloudでシームレスに認証されるように

なります。

注意 :インラインフレームはクリックジャック攻撃に対しては脆弱な場合があります。クリック

ジャックとは、無関係のページ上の透明なレイヤーに攻撃するページを表示することで、攻撃

者がユーザーにクリックさせたり、コンテンツを入力させようとする、Webページに対する攻撃の

一種です。Tableau Cloudとの関連では、ユーザーの認証資格情報を取得したり、認証され

たユーザーを取得して設定を変更したりするためにクリックジャック攻撃を使用する可能性があ

ります。クラックジャック攻撃の詳細については、OpenWeb Application Security Projectの

Webサイト上の「クリックジャック」を参照してください。

1. 新しいブラウザータブまたはウィンドウを開き、OneLogin管理者ポータルにサインインしま

す。

2. [設定 ]メニューで [アカウント設定 ]をクリックします。
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3. [基本 ]ページの [フレーム保護 ]で、[フレーム保護を無効にする (X-Frame-Options)]
チェックボックスをオンにします。

PingOneを使用したSAMLの構成

PingOneをSAMLアイデンティティプロバイダー (IdP)に使用している場合、このトピックの情報を

使用してTableau CloudサイトでSAML認証を設定できます。

注 :

l 注 :これらのステップはサードパーティーのアプリケーションを反映しており、通知なしに変更

されることがあります。ここで説明する手順が IdPアカウントで表示される画面と一致しな

い場合、IdPのドキュメントとともにに一般的なSAMLの構成手順およびを使用することが

できます。

l 2022年 2月以降、SAML SSOアイデンティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証

(MFA)がTableau Cloudの要件になります。

ステップ1: Tableau Cloudメタデータの取得

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ]を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスをオンにして、[SAML]を選

択します。

3. ステップ1の [メソッド1: メタデータをエクスポートする]で、[メタデータのエクスポート]ボタン

をクリックし、メタデータファイルをお使いのコンピューターに保存します。
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ステップ2: PingOne接続の構成

1. PingOneアカウントにサインインし、[認証 ]タブをクリックします。

2. [アプリケーションカタログ]で、Tableau Cloudを検索します。

3. Tableau Cloudアイテムで、矢印をクリックしてアイテムを展開してから、[セットアップ]をクリッ

クします。

4. 「1.SSO の手順」ページで、[次のステップに進む]をクリックします。

5. 「2.接続の構成」ページの [メタデータのアップロード]で、[ファイルの選択 ]をクリックして、

Tableau Cloudから保存したメタデータファイルをアップロードします。[次のステップに進む]を
クリックします。

6. 3. [属性マッピング]ページで、IdPからの属性を使用します。
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表のその他の設定は無視してかまいません。

[次のステップに進む]をクリックします。

7. 「4.PingOne アプリのカスタマイズ」で、Tableau Cloudサイト名を[名前 ]フィールドに追加

することを検討します。これは必須ではありません。

[保存してパブリッシュ]をクリックします。

8. 「5.レビューのセットアップ」で、提供した情報を確認した後、[SAML メタデータ]の横にある

[ダウンロード]リンクをクリックし、メタデータファイルをお使いのコンピューターに保存します。
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単一ログアウトのサポート

PingOne SAML構成の一部としてTableau Cloudメタデータをインポートした場合、メタデータに

組み込まれた証明書は IdPアプリケーションの定義には適用されません。これにより、ユーザーが

SAMLサイトからサインアウトすると次のエラーが発生する場合があります。

サインイン証明書が構成されていないようです。
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証明書をIdP用に構成する

サインアウトエラーを解決するには、Tableau Cloudから証明書をダウンロードし、DERエンコード

からBase64エンコードに変換してPingOneにアップロードできます。

証明書を変換するこれらのステップはWindows固有です。

1. Tableau Cloudサイトの [設定 ] > [認証 ]ページに戻り、[SAML]が選択されていることを

確認します。

2. ステップ1の [メソッド2: メタデータをコピーして、証明書をダウンロードする]で、[証明書の

ダウンロード]ボタンをクリックし、.cerファイルをコンピューターに保存します。

3. ダウンロードしたファイルをダブルクリックし、[開く]をクイックします。

4. [証明書 ]ダイアログボックスで、[詳細 ]タブを選択してから[ファイルにコピー]をクリックしま

す。

5. 証明書エクスポートウィザードで、次の手順を実行します。

a. 開いている画面で [次へ]をクリックしてから、[Base64 エンコードX.590 (.CER)]を
選択します。

b. [次へ]をクリックし、エクスポートするファイルの名前と場所を指定します。

c. [次へ]をクリックしてサマリー情報を確認してから、[完了 ]をクリックします。

6. PingOneアカウントで、Tableau Cloudのアプリケーション設定ページに戻ります。

7. 「ステップ2: 接続の構成」の [証明書の検証 ] で、[ファイルの選択 ]をクリックしてから、作
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成した新しい .cerファイルをアップロードします。

ステップ3: Tableau Cloudサイト構成の完了

このトピックのステップ2: PingOne接続の構成で前述したとおり、PingOneアカウントを構成し、

PingOneからSAMLメタデータファイルをダウンロードした後、次の手順を完了します。

1. Tableau Cloudサイトの [設定 ] > [認証 ]ページに戻ります。

2. SAML構成の場合、4 [Tableau にメタデータをアップロードする]で、[ファイルを選択 ]ボタ

ンをクリックして、PingOneアカウントからダウンロードしたメタデータファイルに移動します。

3. ステップ5: 属性の照合に進み、記載されているとおり、残りのステップを完了します。

4. [変更を保存 ]ボタンをクリックします。

5. 7. [構成のテスト]で、[構成のテスト]ボタンをクリックします。

ロックアウトされないように、SAML設定をテストすることをお勧めします。設定をテストする

と、ユーザーの認証タイプをSAMLに変更する前に、SAMLが正しく設定されていることを確

認できます。設定を正常にテストするには、すでに IdPでプロビジョニングされ、SAML認証
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タイプが設定済みのTableau Cloudに追加されている、サインインできるユーザーが少なく

とも1人いることを確認してください。

ステップ4:ユーザーをSAMLが有効になっている Tableauサイトに追加

このセクションのステップは、Tableau Cloudの [ユーザー]ページで実行します。

1. 上記のステップが完了したら、Tableau Cloudサイトに戻ります。

2. 左側のペインから[ユーザー]ページに移動します。

3. サイトへのユーザーの追加トピックで説明されている手順に従います。

Oktaを使用したSAMLの構成

OktaをSAMLアイデンティティプロバイダー (IdP)に使用している場合、このトピックの情報を使用

してTableau CloudサイトでSAML認証を設定できます。Oktaドキュメントの「Tableau Cloud

用にSAML 2.0を構成する方法」のトピックを使用することもできます。

Tableau CloudのOktaとのSAML統合は、サービスプロバイダー (SP)開始のSSO、アイデン

ティティプロバイダー (IdP)開始のSSO、およびシングルログアウト(SLO)をサポートしています。

注 :

l 注 :これらのステップはサードパーティーのアプリケーションを反映しており、通知なしに変更

されることがあります。ここで説明する手順が IdPアカウントで表示される画面と一致しな

い場合、IdPのドキュメントとともにに一般的なSAMLの構成手順およびを使用することが

できます。

l 2022年 2月以降、SAML SSOアイデンティティプロバイダー (IdP)を介した多要素認証

(MFA)がTableau Cloudの要件になります。

ステップ1: Tableau CloudのSAML設定を開く

Oktaアプリケーションを構成するには、Tableau Cloud SAML設定の情報を使用する必要があり

ます。
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1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ] を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスを選択し、[SAML]を選択し

て[設定 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

ステップ2: Tableau CloudをOktaアプリケーションに追加する

このセクションで説明する手順は、Okta管理者コンソールで実行します。

1. 新しいブラウザーを開いて、Okta管理者コンソールにサインインします。

2. 左側のペインで、[アプリケーション]、[アプリケーション]の順に選択し、[アプリカタログの参

照 ]ボタンをクリックします。

3. 「Tableau Cloud」を検索してクリックし、[統合の追加 ]ボタンをクリックします。これにより[全
般設定 ]タブが開きます。

4. (オプション) Tableau Cloudサイトが複数ある場合は、Tableau Cloudアプリケーションのイン

スタンスとの違いがわかるように、[アプリケーションラベル]フィールドでサイト名を編集してくだ

さい。

ステップ3: SAMLを設定する

このセクションで説明する手順は、Okta管理者コンソールとTableau CloudのSAML構成設定の

両方で実行します。

1. Okta管理者コンソールで、[割り当て]タブをクリックしてユーザーまたはグループを追加しま

す。

2. 終了したら、[完了 ]をクリックします。
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3. [サインオン]タブをクリックし、[設定 ]セクションで [編集 ]をクリックします。

4. (オプション)シングルログアウト(SLO)を有効にする場合は、次の手順を実行します。

a. [シングルログアウト有効化 ]チェックボックスを選択します。

b. Tableau Cloudメタデータファイルから「シングルログアウトURL」の値をコピーしま

す。例 : <md:SingleLogoutService

Binding="urn:oasis:names:tc:SAML:2.0:bindings:HTTP-POST"

Location="https://xxxx/public/sp/SLO/xxxxxxxx-xxxx-xxxx-xxxx-

xxxxxxxxxxxx"/>詳細については、Tableauナレッジベースの「OktaでSAMLを使

用してシングルログアウトを設定する」を参照してください。

c. [詳細なサインオン設定 ]テキストボックスに、ステップbでコピーした値を入力しま

す。

d. Tableau Cloud SAML構成設定に戻って[1 Tableau Cloud からメタデータをエク

スポートする]で、[証明書のダウンロード]ボタンをクリックします。

e. Okta管理者コンソールに戻って[署名証明書 ]の横にある[参照 ]ボタンをクリック

し、ステップdでダウンロードしたファイルに移動します。

f. ファイルを選択し、[アップロード]ボタンをクリックします。

g. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

5. Tableau Cloud SAML構成設定に戻り、ステップ3の [メソッド2: メタデータをコピーして、

証明書をダウンロードする]で、Tableau Cloud[エンティティID]をコピーします。

280 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://kb.tableau.com/articles/howto/configure-single-logout-using-saml-with-okta?lang=ja-jp
https://kb.tableau.com/articles/howto/configure-single-logout-using-saml-with-okta?lang=ja-jp


6. Okta管理者コンソールに戻って以下を実行します。

a. [アプリケーション]、[アプリケーション]の順に選択してTableau Cloudアプリケーション

をクリックし、[サインオン]タブを選択します。

b. [編集 ]をクリックします。

c. [詳細なサインオン設定 ]の [Tableau Cloud エンティティID]テキストボックスにURL

を貼り付けます。

d. [Tableau Cloud ACSACS URL]でステップ7と8を繰り返します。
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注 : Tableau Cloud SAMLの構成設定は、Oktaの設定ページとは異なる順

序で表示されます。SAML認証の問題が発生しないように、Tableau Cloudエ

ンティティIDとTableau Cloud ACS URLがOktaの正しいフィールドに入力され

ていることを確認します。

e. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

7. Tableau Cloud SAML構成設定に戻り、ステップ1の [メソッド2: メタデータをコピーして、

証明書をダウンロードする]で、[証明書のダウンロード]をクリックします。

8. Okta管理者コンソールのTableau Cloudアプリケーションに戻り、[サインオン]タブで [編
集 ]をクリックして次の操作を実行します。

a. [メタデータの詳細 ]で、メタデータURLをコピーします。

b. URLを新しいブラウザーに貼り付け、デフォルトのmetadata.xmlを使用して結果を

ファイルとして保存します。

9. Tableau Cloud SAML構成設定に戻り、4. [Tableau Cloud にメタデータをアップロードす

る]で、[ファイルを選択 ]ボタンをクリックし、metadata.xmlファイルを選択してファイルをアップ

ロードします。これにより、[IdP エンティティID]と[SSO サービスURL]の値が自動的に入

力されます。

10. [Tableau Cloud User Profile Mappings (Tableau Cloud ユーザープロフィールマッピ

ング)]ページの属性名 (アサーション)を、Tableau Cloud SAML構成設定の5. [属性の照

合 ]で該当した属性名に一致させます。

11. 7. [構成のテスト]で、[構成のテスト]ボタンロックアウトされないように、SAML設定をテス

トすることをお勧めします。設定をテストすると、ユーザーの認証タイプをSAMLに変更する

前に、SAMLが正しく設定されていることを確認できます。設定を正常にテストするには、

すでに IdPでプロビジョニングされ、SAML認証タイプが設定済みのTableau Cloudに追

加されている、サインインできるユーザーが少なくとも1人いることを確認してください。をク

リックします。
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注 :接続が失敗した場合は、NameID属性をTableauでそのまま使用することを検討して

ください。

ステップ4:ユーザーをSAMLが有効になっている Tableauサイトに追加する

SCIMを使用してOktaからユーザーをプロビジョニングする場合は、ユーザーをTableau Cloudに

手動で追加しないでください。詳細については、Oktaを使用したSCIMの構成を参照してくださ

い。SCIMを使用していない場合は、以下の手順に従ってサイトにユーザーを追加します。

このセクションで説明する手順は、Tableau Cloudの [ユーザー]ページで実行します。

1. ステップ3: SAMLを設定するを完了したら、Tableau Cloudサイトに戻ります。

2. 左側のペインから[ユーザー]ページに移動します。

3. サイトへのユーザーの追加トピックで説明されている手順に従います。

ステップ5: iFrame埋め込みを有効にする(オプション)

サイトでのSAMLを有効化する際には、Webページに埋め込まれたビューへアクセスするための

ユーザーのサインイン方法を指定する必要があります。これらのステップでは、埋め込みビジュアライ

ゼーションでインラインフレーム (iFrame)を使用した認証を許可するようにOktaを構成します。イ

ンラインフレームを埋め込むことで、埋め込まれたビジュアライゼーションを表示するためにサインイン

する際に、シームレスなユーザーエクスペリエンスを提供することができます。たとえば、ユーザーがす

でに IDプロバイダーで認証済みで、iFrameの埋め込みが有効になっている場合、埋め込まれたビ

ジュアライゼーションを含むページを閲覧するときにTableau Cloudでシームレスに認証されるように

なります。

注意 : iFrameはクリックジャック攻撃に対しては脆弱な場合があります。クリックジャックとは、

無関係のページ上の透明なレイヤーに攻撃するページを表示することで、攻撃者がユーザー

にクリックさせたり、コンテンツを入力させようとする、Webページに対する攻撃の一種です。

Tableau Cloudとの関連では、ユーザーの認証資格情報を取得したり、認証されたユーザー

を取得して設定を変更したりするためにクリックジャック攻撃を使用する可能性があります。ク

ラックジャック攻撃の詳細については、OpenWeb Application Security ProjectのWebサイト

上の「クリックジャック」を参照してください。
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1. Okta管理者コンソールにサインインします。

2. 左側のペインで、[カスタマイズ] > [その他 ]の順に選択し、[IFrame 埋め込み]セクションに

移動します。

3. [編集 ]をクリックし、[iFrame 埋め込みを許可する]チェックボックスを選択して[保存 ]をク

リックします。

Salesforceを使用したSAMLの構成

SalesforceをSAMLアイデンティティプロバイダー (IdP)として構成している場合は、Salesforceド

キュメントとともにこのトピックの情報を使用して、Tableau Cloudをシングルサインオンアプリケー

ションに追加します。

注 :

l これらのステップはSalesforceのアプリケーションを反映したものであり、通知なしに変更さ

れることがあります。ここで説明するステップSalesforceで表示される画面と一致しない場

合、一般的なSAMLの構成手順、、およびSalesforceドキュメントを使用することができ

ます。

l 2022年 2月以降、Salesforceの多要素認証 (MFA)がTableau Cloudおよび

Salesforceの要件になります。

ステップ1: Tableau CloudのSAML設定を開く

Salesforceアプリケーションを構成するには、Tableau Cloud SAML設定の情報を使用する必要

があります。

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ] を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスを選択し、[SAML]を選択
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して[設定 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

ステップ2:SalesforceからTableau CloudへのSSOの構成

Salesforceドキュメント「SalesforceからTableau CloudへのSSOの設定」を参照してください。

ステップ3: SAMLが有効になっている Tableauサイトにユーザーを追加

1. Salesforce構成ステップを完了したら、Tableau Cloudサイトに戻ります。

2. 既存のTableau Cloudユーザーを選択して、[Salesforceアプリケーションプロフィールの割り

当て]ページで割り当てたユーザーをTableau Cloudに追加するか、SAMLを承認する新

規ユーザーを追加して、SAML構成を完了します。ユーザーを追加またはインポートすると

き、その認証タイプも指定します。[ユーザー]ページでは、追加後にいつでもユーザーの認証

タイプを変更できます。

詳細については、サイトへのユーザーの追加またはユーザーのインポートを参照してください。

Tableau Viz Lightning WebコンポーネントのSAMLの構成

Tableauには、Salesforce Lightningページ内にTableauビジュアライゼーションを埋め込むための

Lightning Webコンポーネント(LWC)があります。

このトピックでは、Salesforce LightningページでTableauの埋め込みビジュアライゼーションの

SSOエクスペリエンスを有効にする方法を説明します。Tableau Viz LWCシナリオのSSOには

SAML構成が必要です。Tableau認証に使用するSAML IdPは、Salesforceインスタンスで使

用するSalesforce IdPまたは同じIdPのいずれかである必要があります。
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このシナリオでは、Salesforce管理者がTableau Viz LWCをLightningページにドラッグ&ドロッ

プして、ビジュアライゼーションを埋め込むことができます。埋め込みビューへのURLを入力すると、

管理者がTableau Cloudで閲覧できるビューがダッシュボードに表示されます。

Tableau CloudでTableau Viz LWC用にシングルサインオン(SSO)が構成されている場合、

ユーザーエクスペリエンスはシームレスになります。ユーザーがSalesforceにサインインした後、

Tableauの埋め込みビューは、Tableau Cloudへのそれ以上の認証が行われることなく機能しま

す。

SSOが構成されていない場合、Tableau Cloudからの埋め込みビジュアライゼーションを表示する

には、ユーザーはTableau Cloudでもう一度認証を行う必要があります。

注 : Salesforce認証で構成されたユーザーがTableau Cloudに埋め込まれたビジュアライ

ゼーションを表示するには、Tableau Cloudでもう一度認証する必要があります。

要件

l Tableau認証に使用するSAML IdPは、Salesforceインスタンスで使用するSalesforce
IdPまたは同じIdPのいずれかである必要があります。

l SAMLがTableau Cloud上で構成されている必要があります。「サイトでのSAML認証の

有効化」を参照してください。

l SAMLをSalesforce用に構成する必要があります。

l Tableau Viz Lightning Webコンポーネントをインストールします。「Tableauビューを

Salesforceに埋め込む」を参照してください。

認証ワークフローの構成

Tableauの埋め込みビューを使用してLightningにアクセスするユーザーのサインインエクスペリエ

ンスを最適化するには、追加の構成が必要になる場合があります。

シームレスな認証を行うことができるユーザーエクスペリエンスを重要視する場合は、いくつかの追

加の構成を行う必要があります。このコンテキストでは、“シームレス”とは、Tableau Viz LWC

SSOが有効になっているSalesforce Lightningページにアクセスするユーザーが、Tableauの埋め

込みビューを表示するためのアクションを実行する必要がないことを意味します。シームレスなシナ
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リオでは、ユーザーがSalesforceにログインすると、Tableauの埋め込みビューは追加のユーザーア

クションなしで表示されます。このシナリオは、フレーム内認証によって有効になります。

シームレスなユーザーエクスペリエンスを実現するには、Tableau CloudとIdPでフレーム内認証を

有効にする必要があります。以下のセクションでは、フレーム内認証の構成方法について説明しま

す。

一方、Lightningページを操作するユーザーが、Tableauの埋め込みビューを表示するために [サイ

ンイン]ボタンをクリックしなければならないシナリオがあります。このシナリオでは、ユーザーが

Tableauの埋め込みビューを表示するためにアクションをもう1つ実行する必要があり、「ポップアッ

プ認証」と呼ばれます。

フレーム内認証を有効にしていない場合、ポップアップ認証が既定のユーザーエクスペリエンスにな

ります。

Tableau Cloudでフレーム内認証を有効にする

Tableau Cloudでフレーム内認証を有効にする前に、SAMLを構成し、有効にしておく必要があり

ます。

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[サイト] > [認証 ] を選択します。

2. [認証 ]タブで [追加の認証方法を有効にする]チェックボックスをオンにして、[SAML]を選

択し、[構成 (必須 )]ドロップダウン矢印をクリックします。

3. [埋め込みオプション]までスクロールし、[インラインフレームを使用する認証 ]ラジオボタンを

選択します。
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注意 :インラインフレームはクリックジャック攻撃に対しては脆弱な場合があります。クリック

ジャックとは、無関係のページ上の透明なレイヤーに攻撃するページを表示することで、攻撃

者がユーザーにクリックさせたり、コンテンツを入力させようとする、Webページに対する攻撃の

一種です。Tableau Cloudとの関連では、ユーザーの認証資格情報を取得したり、認証さ

れたユーザーを取得して設定を変更したりするためにクリックジャック攻撃を使用する可能性

があります。クラックジャック攻撃の詳細については、OpenWeb Application Security Project

のWebサイト上の「クリックジャック」を参照してください。

SAML IdPを使用してフレーム内認証を有効にする

前述のように、Salesforce Mobileで認証をシームレスに行うためのユーザエクスペリエンスには、

IdPでフレーム内認証がサポートされている必要があります。この機能は、IdPでは “iframe埋め

込み”または “iframe保護 “ とも呼ばれています。

Salesforceの承認リストのドメイン

場合によっては、IdPではドメイン別のフレーム内認証のみを有効にできます。このような場合は、

フレーム内認証を有効にするときに、次のSalesforceワイルドカードのドメインを設定します。

*.force

*.visualforce

Salesforce IdP

Salesforce IdPでは既定でフレーム内認証がサポートされています。Salesforce構成でフレーム

内認証を有効にしたり、構成したりする必要はありません。ただし、上記の説明に従って、フレー

ム内認証用にTableau Cloudを構成する必要があります。
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Okta IdP

Oktaヘルプセンターのトピック一般的なカスタマイズのオプションで「Oktaをiframeに埋め込む」を

参照してください。

Ping IdP

PingサポートのトピックPing Federateで "X-Frame-Options=SAMEORIGIN"ヘッダーを無効にす

る方法を参照してください。

OneLogin IdP

One Loginナレッジベース記事アカウント所有者のアカウント設定の「フレーム保護」を参照してく

ださい。

ADFSとAzure AD IdP

Microsoftでは、すべてのフレーム内認証がブロックされており、有効にすることはできません。代わり

に、Microsoftでは2番目のウィンドウでのポップアップ認証のみがサポートされます。その結果、いく

つかのブラウザーでポップアップ動作がブロックされることがあり、その場合はユーザーがforce.com

およびvisualforce.comサイトのポップアップを受け入れる必要があります。

Salesforce Mobileアプリ

ユーザーが主にSalesforce MobileアプリでLightningを操作する場合は、次のシナリオに注意す

る必要があります。

l Salesforce Mobileアプリでは、Tableauの埋め込みビューが表示されるようにSSO/SAML
を構成する必要があります。

l Salesforce Mobileアプリにはフレーム内認証が必要です。ポップアップ認証は機能しませ

ん。代わりに、Salesforce MobileアプリのユーザーにはTableauのサインインボタンが表示

されますが、Tableauにサインインすることはできません。

l ADFSおよびAzure AD IdPはMobileアプリに対応していません。

l Androidデバイスを使用するユーザーは、Tableauの埋め込みビジュアライゼーションを表示

するために最初にサインインする必要があります。その後、SSOが期待通りに機能します。
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SAMLのトラブルシューティング

このトピックでは、SAML認証を設定する際に発生する可能性のある問題の解決に関する情報

を示します。

必要なアサーションとメタデータが正しくマッピングされない

ほとんどの問題は、IdPからインポートするメタデータ、または入力するアサーション名が、対応する

IdP属性に一致しないことで発生します。SAML の問題を解決するには、まず認証ページのステッ

プ1–5に示す情報が IdPのSAML構成設定に一致していることを確認します。

Tableau Cloudでは、ユーザー名を含む IdPアサーションが必要です。ステップ1 ～ 5での確認に

加えて、ユーザーのユーザー名がTableau CloudとIdPの間で一致していることを確認してくださ

い。

アイデンティティプロバイダーでサインインページが表示されない

ユーザーが自分のユーザー名をTableau Cloudサインインページで入力し、Tableau Cloudが要

求をアイデンティティプロバイダー (IdP)にリダイレクトしますが、IdPはSAMLサインインページを返

しません。以下の理由のため、IdPがサインインページを返すことができなかった可能性がありま

す:

l SSOサービスURLが有効でない。

IdPメタデータをインポートする際は、SSOサービスURLのフィールドに正しいURLが表示

されていることを確認してください。

l IdPが受信した認証要求を認識していない。

たとえば、Tableau Cloudエンティティの IDが正しくない可能性があります。[認証 ]ページの

SAML 構成設定が破損したか、誤って変更された場合に発生する可能性があります。

この問題を解決するには、SAML構成のステップ3–4を繰り返します:

1. 自分の IdPアカウントにサインインして、IdPメタデータをエクスポートします。

2. Tableau Cloudにサインインし、[認証 ]ページを表示して、ステップ4でメタデータを再度イ

ンポートしてアップロードします。
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IdPサインイン後に何も起こらない

ユーザーが IdPのサインインページ上に正しくない認証資格情報を入力する場合、またはユー

ザーがSAMLを使用するよう認証されていない場合、一部の IdPでは認証に失敗する際にコント

ロールがTableau Cloudに返されません。

Tableau Cloudでは、[ユーザー]ページにユーザーがSAML認証で承認されているかどうかが表示

されます。

フルネームフィールドにユーザーの電子メールアドレスが表示されている

SAMLサイトでは、ステップ5で名と姓、またはフルネームのアサーションが入力されていない場合、

[フルネーム]フィールドはメールアドレスを使用して入力されます。[認証 ]設定ページで、SAML設

定のアサーションを一致させます。

シングルサインオンを使用するとユーザーを認証できない

SAML認証はTableau Cloudの外で行われるため、認証問題のトラブルシューティングは難しい

場合があります。ただし、ログインの試行はTableau Cloudによって記録されます。ログファイルのス

ナップショットを作成して、問題のトラブルシューティングに使用できます。

ユーザーがTableau Cloudで認証できない場合は、ログファイルを調べ、IdPによって返されたユー

ザー名属性値が、ユーザーのユーザー名と一致していることを確認します。

ログファイルをダウンロードするには:

1. Tableau Cloudにサインインします。

2. [認証 ]ページを表示し、ステップ7. [構成のテスト]の [SAML のトラブルシューティング]で、

[ログのダウンロード]ボタンをクリックします。

コマンドラインユーティリティを介したサインイン

Tableau CloudでSAMLを使用するよう構成されていても、tabcmdやTableauデータ抽出コマン

ドラインユーティリティ(Tableau Desktopに付属 )を使用してTableau Cloudにサインインした場

Tableau Software 291

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_refresh_extract_commandline.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_refresh_extract_commandline.htm


合、SAMLは認証に使用されません。これらのツールには、Tableau Cloudが最初にプロビジョニ

ングされたときに構成されるTableau認証 (TableauIDとも呼ばれます)が必要です。

OpenID Connect

OpenID Connectを使用してシングルサインオン(SSO)を提供するようにTableau Cloudを構成

できます。OIDCは、ユーザーがGoogleやSalesforceなどの IDプロバイダー (IdP)にサインインで

きるようにする標準認証プロトコルです。ユーザーが IdPに正常にサインインすると、自動的に

Tableau Cloudにサインインされます。

OIDCの構成には、いくつかのステップがあります。このセクションのトピックでは、OIDCでの

Tableau Cloudの使用に関する一般的な情報を提供し、IdPおよびTableau Cloudを構成する

ためのシーケンスについて説明します。

Tableau REST APIを使用してOIDCを構成するには、「OpenID Connectメソッド」を参照してく

ださい。

認証の概要

このセクションでは、Tableau CloudでのOpenID Connect (OIDC)認証プロセスについて説明しま

す。
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1.ユーザーがクライアントコンピューターからTableau Cloudにログインを試みます。

2.Tableau Cloudが認証の要求をIdPゲートウェイにリダイレクトします。

3.ユーザーに認証資格情報を求めるメッセージが表示され、IdPへの認証が正常に完了します。

IdPが応答し、Tableau Cloudに戻るリダイレクトURLを返します。リダイレクトURLには、ユー

ザーの認可コードが含まれます。

4.クライアントがTableau Cloudにリダイレクトされ、認可コードを提示します。

5.Tableau Cloudがクライアントの認可コードを独自のクライアント認証資格情報と一緒に IdPに

提示します。Tableau CloudもIdPのクライアントです。この手順は、スプーフィングまたは中間者

攻撃を防ぐことを目的としています。

6.IdPはTableau CloudにアクセストークンとIDトークンを返します。
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l JSONWeb Token (JWT)検証 :既定では、Tableau Cloudが IdP JWTの検証を実行し

ます。検出中に、Tableau Cloudは IdP構成検出ドキュメントのjwks_uriによって指定

されたパブリックキーを取得します。Tableau Cloudは IDトークンの有効期限を検証し、

次にJSONWeb署名 (JWS)、発行者 (IdP)、およびクライアントIDを検証します。JWT

プロセスの詳細については、OIDCドキュメントの10を参照してください。署名と暗号化

(英語 )」および IETFから提案された標準であるJSONWeb Tokenを参照してください。お

使いのLDPでサポートされていない場合を除き、JWT検証を有効のままにすることをお勧

めします。

l IDトークンは、ユーザー用の属性キーペアのセットです。キーペアはクレームと呼ばれます。

ユーザー用の IdPクレームの例 :

"sub" :

"7gYhRR3HiRRCaRcgvY50ubrtjGQBMJW4rXbpPFpg2cptHP62m2sqowM7G1Lwj-

N5"

"email" : "alice@example.com",

"email_verified" : true,

"name" : "Alice Adams",

"given_name" : "Alice",

"family_name" : "Adams",

"phone_number" : "+359 (99) 100200305",

"profile" : "https://tableau.com/users/alice"

7.Tableau Cloudは IdPクレームからユーザーを識別し、ステップ1からの認証要求を完了しま

す。Tableau Cloudをこのプロセスで別のクレームを使用するように構成することができます。「」

「要件」を参照してください。

8.Tableau Cloudがユーザーを承認します。

Tableau CloudとOpenID Connectの連携

OpenID Connect (OIDC)は、サービスプロバイダー (ここではTableau Cloud)とIdPとの間で交

換される情報の多くのオプションをサポートする柔軟なプロトコルです。次のリストは、OIDCの

Tableau Cloud実装の詳細をまとめたものです。これらの詳細は、Tableau Cloudがどのような種
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類の情報を送信し、期待するか、および IdPをどのように構成するかを理解するのに役立ちます。

l Tableau Cloudは、OpenID Connectドキュメントの「OpenID Connectの最終仕様」(英

語 )に記載されているように、OpenID認可コードのフローのみをサポートします。

l Tableau Cloudは、検出またはプロバイダーURLの使用に依存してOpenIDプロバイダー

メタデータを取得します。

l Tableau Cloudは、OpenID Connect仕様で指定されているclient_secret_basic

およびclient_secret_postクライアント認証メソッドのみをサポートします。これらは、

Tableau REST APIを使用して構成できます。

l Tableau Cloudはid_token属性のJOSEヘッダーにkid値を期待します。この値は、

JWKセットドキュメントのいずれかのキーと一致します。JWKセットドキュメントのURIは、

OpenID検出ドキュメントのjwks_uri値によって指定されます。JWKセットドキュメントに

キーが1つしかない場合でも、kid値を示す必要があります。

l Tableau CloudJWK x5cパラメーターに対する、およびX.509証明書の使用に対する

OpenIDサポートを含みます。

OpenID Connect用にアイデンティティプロバイダーを構成する

このトピックでは、Tableau CloudでOpenID Connect (OIDC)を使用するための IDプロバイダー

(IdP)の構成に関する情報を提供します。これは、複数のステップにわたるプロセスの1ステップで

す。次のトピックでは、Tableau CloudでのOIDCの構成および使用に関する情報を提供します。

1. OpenID Connectの概要

2. OpenID Connect用にアイデンティティプロバイダーを構成する(現在のセクション)

3. OpenID Connectに対応するようにTableau Cloudを構成する

IdPの設定

Tableau CloudでOpenID Connectを使用するには、IDプロバイダー (IdP)で使用するアカウン

ト、および IdPで使用するプロジェクトまたはアプリケーションが必要です。Tableau Cloudを構成す

るときには、次の情報を入力する必要があります。
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l クライアントID。IdPがアプリケーションに割り当てた識別子です。

l クライアントシークレット。これは、Tableauが IdPからの応答の真偽を検証するために使

用するトークンです。この値は秘密で、保護しておく必要があります。

l 構成 URL。これは、Tableau Cloudが認証要求を送信するプロバイダーのサイトにある

URLです。

リダイレクトURL

IdPによってはTableau CloudサイトのリダイレクトURLが必要となります。

たとえば、https://sso.online.tableau.com/public/oidc/loginのように使用しま

す。

IdP プロセスの例

次の手順は、プロバイダーに従うステップの概要を示しています。例として、手順ではプロバイダー

にOktaを使用します。ただし、各プロバイダーの流れは多少異なるため、手順の詳細 (および順

序 )はプロバイダーによって異なります。

1. プロバイダーの開発者サイトに登録し、サインインします。たとえば、Oktaの場合、

https://login.okta.comからオーガナイゼーションにサインインします。

2. 新しいプロジェクト、アプリケーション、依存するパーティアカウントを作成します。

3. ポータルのステップに従って、OAuth 2.0クライアントIDおよびクライアントシークレットを取

得します。後で使用するためにこれらの値を記録します。

注 : クライアントシークレットは、安全な場所に保管してください。

4. アプリケーションで、IdPがOpenID Connectの検出に使用するエンドポイントのURLを見

つけます。たとえば、Oktaはhttps://dev-

12345678.okta.com/app/exkcr888umke8ys8H8d8/sso/saml/metadataというURLを使

用します。後で使用するためにこのURLを記録します。
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または、IdPから静的検出ドキュメントが提供された場合は、後で使用するためにそのファイ

ルをコピーして保存します。

OpenID Connectに対応するようにTableau Cloudを構成する

このトピックでは、シングルサインオン(SSO)にOpenID Connectを使用するようTableau Cloudを

構成する方法を説明します。これは、複数のステップにわたるプロセスの1ステップです。次のトピッ

クでは、Tableau CloudでのOIDCの構成および使用に関する情報を提供します。

1. OpenID Connectの概要

2. OpenID Connect用にアイデンティティプロバイダーを構成する

3. OpenID Connect用にTableau Cloudを構成する(現在のセクション)

注 :

l ここで説明するステップを実行する前に、OpenID Connect用にアイデンティティプロバイダー

を構成するで説明されているOpenIDアイデンティティプロバイダー (IdP)を構成する必要

があります。

l あるいは、OpenID Connectメソッドで、Tableau REST APIを使用してTableau Cloudの

OIDC認証を構成することもできます。

要件

パラメーター

l クライアントID:この値は IdPによって発行され、登録されたTableau Cloudの識別子を指

定します。これにより、IdPは認証リクエストの送信元を把握することができます。

l クライアントシークレット:これは、Tableau Cloudが IdPからの応答の真偽を検証するため

に使用するトークンです。この値は安全に保護しておく必要があります。

l 構成 URL:この値は、ODICを使用してユーザーが認証された後に IdPがリダイレクトする

URLを指定します。URLにはホストとプロトコルを含める必要がありますが (例 :

https://cognito-idp.us-west-1.amazonaws.com/us-west-1_

12abC3DefG/.well-known/openid-configuration)、TableauはURLエンドポイ
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ントを提供します。OpenIDプロバイダーのメタデータを含むプロバイダー構成検出ドキュメン

トの場所を指定します。

オプションのパラメーター

次のオプションのパラメーターは、Tableau REST APIのOpenID Connectメソッドを使用して構成

できます。

l プロンプト:ユーザーに再認証と同意を求めるプロンプトを表示します。既定では、ユーザー

の同意はオンになっています。

l カスタムスコープ: IdPをクエリするためのカスタム範囲のユーザー関連値。

l クライアント認証 :トークンエンドポイントの認証方式。既定値は'CLIENT_SECRET_

BASIC'です。

l 必須のACR 値 :認証に使用される必須の認証コンテキストクラスの参照値リスト。

l 任意のACR 値 :認証に使用される任意の認証コンテキストクラスの参照値リスト。

クレーム

l ユーザー名 : Tableau Cloudに正常にサインインするには、指定されたユーザーをOpenID

Connect (OIDC) IdPでプロビジョニングし、Tableau Cloudのユーザーアカウントにマッピン

グする必要があります。OIDCはクレームに依存するメソッドを使用して、ユーザーアカウン

ト属性を他のアプリケーションと共有します。クレームには、メール、電話番号、名前など、

ユーザーアカウント属性が含まれます。Tableau Cloudが IdPクレームをどのようにユーザー

アカウントにマッピングしているかを理解するには、「認証の概要」を参照してください。

Tableau Cloudは IdPクレームに依存して、IdPのユーザーアカウントを.Tableau Cloudで

ホストされているユーザーアカウントにマッピングします。既定では、Tableau Cloudは、IdP

からユーザー名クレームが渡されることを期待します。お使いの IdPによっては、別の IdPク

レームを使用するようTableau Cloudを構成する必要がある場合もあります。

OktaをIdPとして使用している場合、既定のemailクレームを使用して、IdP IDを

Tableau Cloudユーザーアカウントにマッピングします。OktaをIdPとして使用していない場
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合は、お使いの IdPと連携して、Tableau Cloudを構成する必要があるクレームを決定して

ください。

注 : Tableau Cloudのユーザー名は変更不能であるため、更新することはできません。

l 名前または名 /姓のクレーム:名前または名 /姓を指定して、ユーザーの表示名を取得できま

す。

ステップ1: OpenID Connectの構成

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし[設定 ] > [認証 ]の順に選択します。

2. [認証 ]タブで、[OpenID Connect (OIDC)]を選択します。

3. ステップに従って、必要なOIDCクレームをマッピングし、任意でシングルログアウト(SLO)と

埋め込みビューの既定値を設定します。

4. 完了したら、[変更を保存 ]ボタンをクリックします。

注 :OIDC構成を編集するとき、クライアントシークレットが非表示になるため、変更を保存する前

に再入力する必要があります。

ステップ2: 構成のテスト

ロックアウトのシナリオを回避するために、構成をテストすることを強くお勧めします。ユーザーの認証

タイプをODICに変更する前に、構成をテストしてOIDCが正しく構成されていることを確認するこ

とを強くお勧めします。構成のテストを正常に実行するには、IdPですでにプロビジョニングされ、

OIDC認証タイプが構成されているTableau Cloudに追加されているユーザーとしてサインインでき

るユーザーが少なくとも1人いることを確認してください。

1. OpenID Connect (OIDC)が選択されている状態の [認証 ]タブのステップ6で、[構成のテス

ト]ボタンをクリックします。新しいウィンドウに構成に関する詳細が表示されます。

2. 完了したら、以下のステップに従ってユーザーをサイトに追加し、OIDCセットアップを完了し

ます。
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ステップ3: OpenID Connectが有効になっている Tableauサイトへのユーザーの追加

このセクションで説明する手順は、Tableau Cloudの [ユーザー]ページで実行します。

1. 上記のステップが完了したら、Tableau Cloudサイトに戻ります。

2. 左側のペインから[ユーザー]ページに移動します。

3. 「サイトへのユーザーの追加」トピックで説明されている手順に従います。

トラブルシューティング

Tableau CloudでのOpenID Connect (OIDC)の問題をトラブルシューティングするには、次のト

ピックを使用します。

OIDCプロトコルは多くの IDプロバイダーがサポートしています。OIDCプロトコルはオープンかつ柔

軟な規格であるため、すべての環境で同じように実装されるわけではありません。OIDCに対応す

るようにTableau Cloudを構成するときに管理者が直面する問題の多くは、IDプロバイダーによっ

てOIDCの実装方法が異なることが原因で発生しています。Tableau CloudでOIDCをセットアッ

プする際にエラーが発生した場合は、IdPと連携して問題を解決することをお勧めします。

コマンドラインからのサインイン

Tableau CloudがOIDCを使用するように構成されている場合でも、tabcmd、Tableau

REST API、またはTableau Data Extractコマンドラインユーティリティ(Tableau Desktopで提供 )

を使用してTableau Cloudにサインインすると、OIDC認証は使用されません。

サインインに失敗しました

場合によっては、Tableau Cloudへのサインインが失敗し、次のメッセージが表示されることがあり

ます。

Login failure: Identity Provider authentication successful for user

<username_from_IdP>. Failed to find the user in Tableau Cloud.

このエラーは通常、Tableau Cloudに保存されているユーザー名とIdPが提供したユーザー名が

一致しないときに発生します。これを解決するには、ユーザー名の値が一致していることを確認し
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てください。たとえば、Jane Smithのユーザー名がjsmith@example.comとして IdPに保存され

ている場合は、Tableau Cloudでもjsmith@example.comとして保存する必要があります。

個人用アクセストークン

個人用アクセストークン(PAT)を使用すると、管理者とTableau Cloudユーザーが有効期間の

長い認証トークンを作成できるようになります。PATを使用すると、ハードコーディングされた認証

資格情報 (ユーザー名とパスワードなど)や対話型のサインインを必要とすることなく、管理者とユー

ザーがTableau REST APIにサインインできるようになります。Tableau REST APIでのPATの使

用の詳細については、Tableau REST APIヘルプの「サインインとサインアウト(認証 )」を参照してく

ださい。

Tableau REST APIを使用して作成した、自動化されたスクリプトとタスクでは、PATを作成するこ

とをお勧めします。

l セキュリティの強化 : PATは、認証資格情報が漏えいした場合のリスクを軽減します。ユー

ザー名とパスワードを使用する代わりに、自動化されたタスクに個人用アクセストークンを使

用することで、認証資格情報が漏えいする影響を低減することができます。PATが漏えい

したり、自動化で使用されてエラーやりリスクが生じたりした場合、ユーザーの認証資格情

報をローテーションしたり失効させたりしなくても、トークンを失効させるだけで済みます。

l 自動化の管理 : PATは実行されるスクリプトやタスクごとに作成できます。これにより、管理

者とユーザーは、組織全体の自動化タスクをサイロ化して確認することができます。さらに、

PATを使用すると、ユーザーアカウントのパスワードのリセットやメタデータ(ユーザー名、メー

ルなど)の変更を行っても、認証資格情報がスクリプトにハードコーディングされている場合と

は異なり、自動化が中断されることはありません。

l 使用状況の監視 : Advanced Managementを備えたTableau Cloudを使用している場

合、サイト管理者はアクティビティログを確認して、どのユーザーがPATを作成し失効させ

たのか、どのPATが使用されていたのか、どのPATが失効したのか、どのセッションがその

PATにアタッチされていたのかを追跡できます。

注 :
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l Tableau認証で多要素認証 (MFA)が有効になっているTableau CloudへREST APIサ
インインを要求するには、ユーザー名とパスワードではなく、PATを使用する必要がありま

す。

l PATは、一般的なクライアントによるTableau Cloudへのアクセスには使用されません。

l tabcmdでPATを使用するには、https://tableau.github.io/tabcmd/から互換バージョンの

tabcmdをインストールします。

個人用アクセストークンについて

作成された個人用アクセストークン(PAT)は、ハッシュ化され、リポジトリに保存されます。PATが

ハッシュ化されて保存されると、PATシークレットはユーザーに一度だけ表示されますが、ユーザー

がダイアログを閉じた後はアクセスできなくなります。そのため、ユーザーは、トークンを安全な場所

にコピーし、パスワードと同様に扱うように指示されます。ランタイムにPATを使用する場合、

Tableau Cloudはユーザーから提示されたPATを、リポジトリに保存されているハッシュ値と比較

します。一致すると、認証済みセッションが開始されます。

認可のコンテキストでは、PATで認証されたTableau Cloudセッションには、PAT所有者と同じア

クセス権限が与えられます。

注 :ユーザーは、1つのPATで複数のTableau Cloudセッションを同時にリクエストできません。同

じサイトであれ、別のサイトであれ、同じPATで再度サインインすると、前回のセッションが終了

し、認証エラーが発生します。

PATの有効期限

個人用アクセストークン(PAT)は、15日間連続して使用されないと失効します。PATが15日

ごとよりも頻繁に使用される場合、その有効期限はPATのサイト設定に依存し、その設定はサ

イト管理者が実施できます。

PATは、有効期限が切れると認証に使用できなくなり、ユーザーの [マイアカウント設定 ]ページ

から削除されます。
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個人用アクセストークンのサイト設定

PATの作成と有効期限の構成

サイト管理者は、PATを作成および使用できるユーザー、PATの有効期限を設定できます。PAT

設定に加えた変更は、新しいPATにのみ適用されます。設定変更前に作成されたPATは、作

成時の設定を保持し、失効するまで有効です。

2023年 6月 (Tableau 2023.2)以降にアクティブ化されたサイトでは、デフォルトでPATの作成は

無効になっています。2023年 6月 (Tableau 2023.2)より前にアクティブ化されたサイトでは、デフォ

ルトで個人用アクセストークン(PAT)の作成はすべてのユーザーに対して有効になり、デフォルトの

有効期限は1年です。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし、[設定 ]ページに移動します。

2. [個人用アクセストークン]セクションで、[個人用アクセストークンを有効にする]チェックボッ

クスがまだ選択されていない場合は選択し、次のいずれかのタスクを実行します。

l [個人用アクセストークンを有効にする]チェックボックスを選択したままにし、すべての

ユーザーがPATを作成できるようにします。

l あるいは、[指定したグループのユーザーのみ]ラジオボタンを選択し、リストからグルー

プを選択して、新しいPATを作成できる権限をそのグループのメンバーであるユー

ザーのみに制限します。

注 :このオプションを選択した場合、設定を保存するにはグループを選択する必要が

あります。

3. [有効期限の設定 ]で、次のいずれかを実行します。

l まだ選択していない場合は、[180 日 ]ラジオボタンを選択します。

l あるいは、[カスタム日数 ]テキストボックスに、1 ～ 365の有効な値を入力します。
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4. 完了したら、ページの上部または下部にある[保存 ]ボタンをクリックします。

ユーザーの個人用アクセストークンを管理するタスク

PATの作成

サイト管理者は、ユーザーのPATを作成できません。ユーザーは、自分のPATを作成する必要

があります。

Tableau Cloudアカウントを持っているユーザーは、[マイアカウント設定 ]ページで個人用アクセス

トークンの作成、管理、取り消しを行うことができます。詳細については、Tableauヘルプの「アカウ

ント設定の管理」を参照してください。

PATの使用状況の監視

Advanced Managementを備えたTableau Cloudでは、アクティビティログを使用してPATの使

用状況を監視できます。PATの使用状況を記録するアクティビティログのイベントには、トークン

の発行 (更新トークンの発行 )、トークンによるログイン(PATによるログイン)、トークンの引き換え

(更新トークンの引き換え)、トークンの失効 (更新トークンの失効 )、などが含まれます。これらのイ

ベントの詳細については、「アクティビティログイベントタイプリファレンス」を参照してください。
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PATの失効

サイト管理者は、ユーザーのPATを失効させることができます。ユーザーも、[マイアカウント設定 ]
ページで自分のPATを失効させることができます。Tableauユーザーヘルプのトピック「アカウントの

管理」で説明されている手順を使用します。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし、[ユーザー]ページに移動します。

2. PATを失効させるユーザーを見つけます。サーバー管理者ページの操作とユーザー検索の

詳細については、ユーザーの表示、管理、削除を参照してください。

3. ユーザー名前をクリックし、プロフィールページを開きます。

4. ユーザーのプロフィールページで、[設定 ]タブをクリックします。

注 :サイト管理者は、ユーザーが属するすべてのサイトのサイト管理者である場合にのみ、

[設定 ]タブにアクセスしてユーザーのPATを確認できます。

5. 失効させるPATを[個人用アクセストークン]セクションで特定し、[トークンの失効 ]ボタン

をクリックします。

6. [削除 ]ダイアログで、[削除 ]ボタンをクリックします。

アプリケーション統合のためにTableau接続済みアプリを使用す

る

以降、2022年 1月初めからは、Tableau接続済みアプリを使用して、Tableau Cloudサイトと

Tableauコンテンツが埋め込まれている外部アプリケーションとの間に明示的な信頼関係を構築す

ることにより、シームレスで安全な認証エクスペリエンスを実現できます。Tableau接続済みアプリは

2022年 6月 にREST API認証をサポートするように機能が拡張されました。2023年 10月の時

点では、接続済みアプリを介したREST API認証はTableauメタデータAPIに対応しています。

構成できる接続済みアプリには、直接信頼とOAuth 2.0信頼の2種類があります。

直接信頼を使用すると、次のことができます。

Tableau Software 305

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/useracct.htm#pat
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/useracct.htm#pat


l 埋め込み可能なコンテンツへのアクセス、およびそのコンテンツを埋め込みできる場所へのア

クセスを制限する

l ユーザーは、アイデンティティプロバイダー (IdP)と統合しなくても、シングルサインオン(SSO)

を使用して埋め込みコンテンツにアクセスできる

l ユーザーは、外部アプリケーションから直接認証できる

l Tableau REST API (およびTableau Cloud 2023年 10月以降はメタデータAPI)へのアク

セスを、ユーザーに代わってJSONWeb Token (JWT)を使用してプログラムで承認できる

l ユーザーまたはアプリケーションが実行できるTableau REST API機能のスコープを設定す

る

この接続済みアプリの種類の詳細については、「直接信頼を使用して接続済みアプリを設

定する」を参照してください。

OAuth 2.0信頼を使用すると、次のことができます。

l 埋め込み可能なコンテンツへのアクセス、およびそのコンテンツを埋め込みできる場所へのア

クセスを制限する

l ユーザーがアイデンティティプロバイダー (IdP)を介したシングルサインオン(SSO)を使用して

埋め込みコンテンツにアクセスできるようにする

l OAuth 2.0標準プロトコルを使用してアクセスを提供する

l Tableau REST API (およびTableau Cloud 2023以降はメタデータAPI)へのアクセスを、

ユーザーに代わってプログラムで承認できる

l ユーザーまたはアプリケーションが実行できるTableau REST API機能のスコープを設定す

る

この接続済みアプリの種類の詳細については、「 OAuth 2.0信頼を使用して接続済みアプ

リを構成する」を参照してください。
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注 : Tableau接続済みアプリとSalesforce接続済みアプリは異なり、提供されている機能も異な

ります。現在、Tableau接続済みアプリは、外部アプリケーションにTableauビューとメトリクスを埋

め込むために最適化されており、Tableau REST APIへのアクセスを承認するために使用されま

す。(2023年 10月、Tableau CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3で、メトリクスの埋

め込み機能が廃止されました。)

直接信頼を使用して接続済みアプリを設定する

2022年 1月初めからは、Tableau接続済みアプリを使用して、Tableau Cloudサイトと外部アプリ

ケーションとの間に明示的な信頼関係を構築することで、シームレスで安全な認証エクスペリエン

スを実現できます。具体的には次のことが可能になります。

l 埋め込み可能なコンテンツへのアクセス、およびそのコンテンツを埋め込みできる場所へのア

クセスを制限する

l ユーザーは、アイデンティティプロバイダー (IdP)と統合しなくても、シングルサインオン(SSO)
を使用して埋め込みコンテンツにアクセスできる

l ユーザーは、外部アプリケーションから直接認証できる

l Tableau REST API (およびTableau Cloud 2023年 10月 以降はメタデータAPI)へのアク

セスを、ユーザーに代わってJSONWeb Token (JWT)を使用してプログラムで承認できる

接続済みアプリのしくみ

Tableau Cloudサイトと外部アプリケーション間の信頼関係は、JSONWeb Token (JWT)標準の

認証トークンによって確立および検証されます。この認証トークンは、Tableau接続済みアプリに

よって提供され、外部アプリケーションによって署名される共有シークレットを使用します。

接続済みアプリの主要コンポーネント

接続済みアプリの次のコンポーネントは、外部アプリケーションのJWTと連携して、ユーザーを認証

し、埋め込みコンテンツを表示します。

l シークレット:シークレットは、Tableauと外部アプリケーションで共有されるキーです。これら

は、JWTを形成する署名で使用されます。接続アプリを使用して認証またはREST API
認証を埋め込む場合は、シークレットが必要です。シークレットは接続済みアプリで作成で

きます。シークレットの有効期限はなく、削除されるまで有効です。

l ドメイン許可リスト(埋め込みのワークフローのみ):各接続済みアプリで許可されているドメ

インのリストを指定できます。接続済みアプリを介して埋め込まれたTableauコンテンツは、
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指定されたドメインでのみ許可されます。これにより、ビジネスで保護および承認されたドメ

インでコンテンツを公開することができます。

l アクセスレベル (埋め込みのワークフローのみ):接続済みアプリを1つのプロジェクトまたは

すべてのプロジェクトに関連付けることにより、接続アプリを介して埋め込むことができるコン

テンツを指定できます。1つのプロジェクトを指定した場合、選択したプロジェクトのコンテン

ツのみを接続済みアプリを介して埋め込むことができます。複数のプロジェクトを指定する

場合は、Tableau REST APIを使用する必要があります。

注 :セッショントークンを有効にするためには、外部アプリケーションと外部アプリケーションをホスト

するサーバーの時計が協定世界時 (UTC)に設定されている必要があります。いずれかの時計が

異なる規格を使用している場合、接続済みアプリは信頼されません。

接続済みアプリのワークフロー

埋め込みのワークフロー

次の図は、外部アプリケーション(WebサーバーとWebページ)と接続済みアプリ間の認証のしく

みを示しています。

1. ユーザーがWeb ページにアクセスします:ユーザーがWebページに埋め込まれたコンテンツ

にアクセスすると、Webページが外部アプリケーションにGET要求を送信し、そのWeb
ページのHTMLを取得します。

2. 外部アプリケーションが認証トークンを構築します:外部アプリケーションがJWTを作成しま

す。このJWTには、接続アプリからのシークレット(追加のJWT要件については以下のス

テップ3を参照 )と、埋め込みコンテンツに対するユーザーアクセスの範囲が含まれます。
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シークレットは外部アプリケーションによって署名され、後のステップで信頼関係の検証に使

用されます。

3. 外部アプリケーションが認証トークンを使用して応答します:外部アプリケーションが、Web
ページによって呼び出された埋め込みコンテンツのURLにJWTが含まれているページに応

答します。

4. Web ページが Tableau のコンテンツを要求します:埋め込みコンテンツを読み込むために、

Webページが埋め込みコンテンツのURLを呼び出し、TableauにGET要求が送信されま

す。

5. Tableau がトークンを検証します: TableauがJWTを受信し、接続済みアプリとJWTで使

用される共有シークレットを識別して、外部アプリケーションとの信頼関係を検証します。次

に、Tableauはユーザーのセッションを作成します。このセッションでは、JWTで定義された埋

め込み範囲だけでなく、許可されたドメインやプロジェクトなど、接続済みアプリで指定され

た制限も考慮されます。

6. Tableau が、埋め込みの制限付きコンテキストに基づいてコンテンツを返します:埋め込み

コンテンツは、ページが許可されたドメインの下にあり、かつ、コンテンツが許可されたプロジェ

クトにパブリッシュされている場合にのみ読み込まれます (該当する場合 )。認証されたユー

ザーは、JWTで定義された範囲で埋め込みコンテンツを操作できます。

接続済みアプリの作成

ステップ1:接続済みアプリを作成する

Tableau Cloudの [設定 ]ページから接続済みアプリを作成します。

1. サイト管理者として、Tableau Cloudにサインインします。

2. 左側のペインから、[設定 ] > [接続済みアプリ]の順に選択します。

3. [New Connected App (新しい接続済みアプリ)]ボタンのドロップダウン矢印をクリックして、

[Direct Trust (直接信頼 )]を選択します。

4. [接続済みアプリの作成 ]ダイアログボックスで、次のいずれかの手順を行います。

a. REST API認可ワークフローの場合 (認証にREST APIを使用するメタデータAPI

ワークフローを含みます)、[接続済みアプリ名 ]テキストボックスに接続済みアプリ名を

入力し、[作成 ]ボタンをクリックします。

注 : REST APIとメタデータAPIの認可用に接続済みアプリを構成する場合は、アク

セスレベルとドメイン許可リストを無視できます。
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b. 埋め込みのワークフローの場合、次の手順を実行します。

i. [接続済みアプリ名 ]テキストボックスに、接続済みアプリ名を入力します。

ii. [適用先 ]ドロップダウンメニューから、[すべてのプロジェクト]または [1 つのプロ

ジェクトのみ]を選択して、埋め込むことができるビューまたはメトリクスを制御

します。[1つのプロジェクトのみ]オプションを選択した場合は、スコープを設定

する特定のプロジェクトを選択します。これらの2つのオプションの詳細につい

ては、「アクセスレベル (埋め込みのワークフローのみ)」を参照してください。

注 :

l メトリクスを埋め込む機能は、2023年 10月 (Tableau 2023.3)に廃

止されました。

l 2024年 2月 (Tableau 2024.1)では、Tableau REST APIを使用し

て複数のプロジェクトを指定できます。詳細については、REST APIヘ
ルプの「接続済みアプリ」と「接続済みアプリの更新」のメソッドを参照

してください。

iii. ドメイン許可リストで、以下の「ドメインの書式設定」に記載されているルール

を使用してドメインを指定し、ビューまたはメトリクスを埋め込むことができる場

所を制御します。
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iv. 完了したら、[作成 ]ボタンをクリックします。

5. 接続済みアプリ名の横にあるアクションメニューをクリックし、[有効 ]を選択します。セキュリ

ティ上の理由から、接続済みアプリは作成時に既定で無効に設定されています。

6. 接続済みアプリID (クライアントIDとも呼ばれます)をメモして、以下のステップ3で使用しま

す。
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ステップ2:シークレットを生成する

接続済みアプリごとに合計 2つのシークレットを生成できます。2番目のシークレットは、シークレッ

トのローテーションの目的で使用し、シークレットが侵害された場合の問題からシークレットを保護

することができます。

1. ステップ1で作成した接続済みアプリの詳細ページで、[Generate New Secret (新しい

シークレットの生成 )]ボタンをクリックします。

2. 以下のステップ3で使用するシークレットIDとシークレット値をメモします。

ステップ3: JWTを構成する

シークレットを生成したら、外部アプリケーションから有効な JWTを送信できるようにします。JWT

は、2者間で情報を安全に転送するために使用される標準規格です。JWTは、Tableau Cloud

に情報を安全に送信するために、外部アプリケーションによって署名されています。JWTは、接続

済みアプリ、セッションが生成されるユーザー、およびユーザーが持つ必要があるアクセスレベルを

参照します。

有効な JWTには、次の情報が含まれます。

l ステップ1の接続済みアプリID (クライアントIDとも呼ばれます)

l ステップ2で生成されたシークレットIDとシークレット値

l 登録されたクレームとヘッダー:

クレーム 名前 説明または必要な値

"kid" シーク

レット

ID

必須 (ヘッダー内 )接続済みアプリ

のシークレットキー識別子
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"iss" 発行

者

必須 (ヘッダー内 )信頼できる接

続済みアプリとその署名キーを識

別する一意の発行元 URI

"alg" アルゴ

リズム

必須 (ヘッダー内 )JWT署名アル

ゴリズム。HS256のみがサポート

されています。

"sub" サブ

ジェク

ト

認証されたTableau Cloudユー

ザーのユーザー名 (メールアドレ

ス)

"aud" オー

ディエ

ンス

値は "tableau"である必要が

あります。

"exp" 有効

期限

JWTの有効期限が切れないよう

にする必要があります。JWTの

有効期限 (UTC)は、最大有効

期間 (10分 )内である必要があり

ます。

"jti" JWT
ID

クレームとして必要です。JWT ID
クレームは、JWTに一意の識別

子を提供し、大文字と小文字を

区別します。

"scp"

重要 : "scope"は使用しないでく

ださい。

範囲 埋め込みのワークフローの場合、

サポートされる値は次のとおりで

す。

"tableau:views:embed"

"tableau:views:embed_

authoring"

"tableau:metrics:embed"

(2023年 10月 (Tableau

2023.3)で廃止 )
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"tableau:ask_data:embed"

(2024年 2月 (Tableau 2024.1)

に廃止 )

注 :

l 値はリスト型として渡す必

要があります。

l tableau:views:embe-

dと

tableau:views:embe-

d_authoringの場合、

この範囲は、Tableau
Cloudで既に構成されて

いるユーザーのパーミッショ

ンを考慮し、元のビューで

使用可能な場合は、ユー

ザーが埋め込みビューの

ツールを操作できるように

します。

l 埋め込みコードでは、ツー

ルバーパラメーターを除外

することをお勧めします。

詳細については、以下の

「既知の問題 (埋め込み

のワークフローのみ)」を参

照してください。

REST API承認ワークフローの場

合は、「JWT認可をサポートする

REST APIメソッド」を参照してく

ださい。

認証にREST APIを使用するメ

タデータAPIワークフローの場
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合、サポートしているスコープは

tableau:content:readの

みです。

https://tableau.com/oda オンデ

マンド

アクセ

ス-ク
レー

ム (機
能を

有効

化 )

埋め込みのワークフローのみ。

値は "true"にして、1つまたは

複数のTableau Cloudグループ

を指定する必要があります (次の

行を参照 )。詳細については、次

のセクション「オンデマンドアクセス

(埋め込みのワークフローのみ)」を

参照してください。

https://tableau.com/grou-

ps

オンデ

マンド

アクセ

ス-ク
レー

ム (グ
ルー

プ名

を指

定 )

埋め込みのワークフローのみ。

値は、Tableau Cloudの1つまた

は複数のグループの名前に一致

する必要があります。詳細につい

ては、次のセクション「オンデマンド

アクセス(埋め込みのワークフロー

のみ)」を参照してください。

(ユーザー属性 ) (ユー

ザー

属性

値 )

埋め込みのワークフローのみ。

ユーザー属性をJWTに含めるこ

とができます。埋め込みコンテンツ

でユーザー属性関数が使用され

ると、Tableauは認証されたユー

ザーのコンテキストをチェックし、ラ

ンタイムに表示できるデータを決

定します。
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注 :

l ワークフローに影響を与え

る可能性のある既知の問

題については、

Embedding API v3のヘル

プを確認してください。

l ユーザー属性が機能する

ためには、1) [Control
User Access in
Authentication
Workflows (認証ワークフ

ローのユーザーアクセス制

御 )]の設定を有効にする

必要があり、2)コンテンツ

作成者はユーザー属性関

数を作成する必要があり

ます。

l ユーザー属性は、大文字

と小文字を区別します。

JWTの例

以下に、Java言語とPython言語の両方のJWTの例を示します。JavaとPythonの例では、そ

れぞれ nimbus-jose-jwtライブラリとPyJWTライブラリを使用しています。

Java

import com.nimbusds.jose.*;

import com.nimbusds.jose.crypto.*;

import com.nimbusds.jwt.*;

import java.util.*;
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...

String secret = "secretvalue";

String kid = "connectedAppSecretId";

String clientId = "connectedAppClientId";

List<String> scopes = new

ArrayList<>(Arrays.asList("tableau:views:embed"));

String username = "user@domain.com";

JWSSigner signer = new MACSigner(secret);

JWSHeader header = new

JWSHeader.Builder(JWSAlgorithm.HS256).keyID(kid).customParam("iss",

clientId).build();

JWTClaimsSet claimsSet = new JWTClaimsSet.Builder()

.issuer(clientId)

.expirationTime(new Date(new Date().getTime() + 60 * 1000))

//expires in 1 minute

.jwtID(UUID.randomUUID().toString())

.audience("tableau")

.subject("username")

.claim("scp", scopes)

.claim("https://tableau.com/oda", "true")

.claim("https://tableau.com/groups", "Contractors", "Team C")

.claim("Region", "East")

.build();

SignedJWT signedJWT = new SignedJWT(header, claimsSet);

signedJWT.sign(signer);

model.addAttribute("token", signedJWT.serialize());

Python

import jwt

token = jwt.encode(

{

"iss": connectedAppClientId,

"exp": datetime.datetime.utcnow() + datetime.timedelta(minutes=5),
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"jti": str(uuid.uuid4()),

"aud": "tableau",

"sub": user,

"scp": ["tableau:views:embed", "tableau:metrics:embed"],

"https://tableau.com/oda":"true",

"https://tableau.com/groups": ["Contractors", "Team C"],

"Region": "East"

},

connectedAppSecretKey,

algorithm = "HS256",

headers = {

'kid': connectedAppSecretId,

'iss': connectedAppClientId

}

)

JWTを構成した後、外部アプリケーションでコードを実行すると、トークンが生成されます。

ステップ4:次のステップ

埋め込みのワークフローの場合

JWTを構成したら、埋め込みコードを外部アプリケーションに追加する必要があります。外部アプ

リケーションが呼び出すWebコンポーネントに、上記のステップ3で構成した有効な JWTが含ま

れていることを確認します。

Tableauコンテンツの埋め込みの詳細については、次のいずれかまたは両方を参照してください。

l メトリクスの埋め込みについては、Tableauヘルプの「Webページへのメトリクスの埋め込

み」トピックを参照してください。( 2023年 10月 (Tableau 2023.3)で、Tableauはメトリク

スを埋め込む機能を廃止しました。)
l Tableau API v3の埋め込みを使用して、Tableauのビューとメトリクスを埋め込みます。

注 :埋め込みコンテンツにアクセスするユーザーを正常に認証するには、ブラウザーがサードパー

ティーのCookieを許可するように設定されている必要があります。
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REST API認証ワークフローの場合

JWTを構成したら、認証アクセスのために、有効な JWTをREST APIサインイン要求に追加する

必要があります。詳細については、「接続済みアプリのアクセススコープ」を参照してください。

メタデータAPIワークフローの場合

JWTを構成したら、有効な JWTをREST APIサインイン要求に追加する必要があります。詳細

については、「接続済みアプリのアクセススコープ」を参照してください。

接続済みアプリの管理

[接続済みアプリ]ページでは、サイトのすべての接続済みアプリを管理できます。接続済みアプリの

作成、削除、無効化などのタスクを実行できるほか、既存のシークレットが侵害されている場合

は、新しいシークレットを取り消したり、生成したりすることができます。

1. サイト管理者として、Tableau Cloudにサインインします。

2. 左側のペインから、[設定 ] > [接続済みアプリ]の順に選択します。

3. 管理する接続済みアプリの横にあるチェックボックスを選択し、次のいずれか1つまたは複

数の操作を実行します。

l 組織のセキュリティポリシーで指定されたローテーションタイムラインに従って、新しい

シークレットを生成します。追加のシークレットを生成するには、接続済みアプリの名

前をクリックしてから、[Generate New Secret (新しいシークレットの生成 )]ボタンをク

リックします。接続済みアプリは、最大 2つのシークレットを持つことができます。両方

のシークレットは同時にアクティブにすることができ、有効期限はなく、削除されるまで

有効です。

l 接続済みアプリの名前をクリックして接続済みアプリの詳細を表示し、接続済みアプ

リの作成日、ID、プロジェクトとドメインの範囲、およびシークレットを確認します。

l プロジェクトの範囲またはドメインを変更し、[アクション]メニューで [編集 ]を選択しま

す。変更を加えて、[更新 ]をクリックします。
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注 :プロジェクトまたはドメインの範囲を変更していて、埋め込みコンテンツが新しい

プロジェクトまたは新しいドメインのいずれにも存在しない場合は、埋め込みビューま

たはメトリクスを表示することができなくなるため、ユーザーが埋め込みコンテンツにア

クセスするとエラーが表示されます。

l 接続済みアプリの名前をクリックして、シークレットを削除します。接続済みアプリの

ページで、シークレットの横にある[アクション]をクリックし、[削除 ]を選択します。確

認ダイアログボックスで、もう一度 [削除 ]を選択します。

注 :接続済みアプリのシークレットが外部アプリケーションで使用されている場合、

シークレットを削除すると、埋め込みビューやメトリクスを表示できなくなります。詳細

については、以下の「接続済みアプリの無効化と削除、およびシークレットの削除に

よる影響」を参照してください。

l 接続済みアプリを無効にし、[アクション]メニューで [無効 ]を選択します。接続済み

アプリが外部アプリケーションで使用されている場合、接続済みアプリを無効にする

と、埋め込みビューやメトリクスを表示できなくなります。詳細については、以下の

「接続済みアプリの無効化と削除、およびシークレットの削除による影響」を参照し

てください。
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接続済みアプリの無効化と削除、およびシークレットの削除による影響

接続済みアプリを介してユーザーに埋め込みコンテンツを表示したり、REST APIアクセスを有効に

したりするには、接続済みアプリを有効にして、そのシークレットを生成する必要があります。接続

済みアプリが外部アプリケーションで使用されていて、無効化または削除されているか、そのシーク

レットが削除または置換されている場合、403エラーが発生します。

この問題を回避するには、接続済みアプリが有効になっていて、JWTで正しいシークレットIDと値

が使用されていることを確認します。
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アクセスレベル (埋め込みのワークフローのみ)

接続済みアプリのアクセスレベルを構成する際は、次の2つのプロジェクトタイプのうちいずれかを

選択できます。アクセスレベルは、どのコンテンツを埋め込むことができるかを制御します。

l すべてのプロジェクト:このオプションを使用すると、すべてのプロジェクトのコンテンツを埋め

込むことができます

l 1 つのプロジェクトのみ:このオプションを使用すると、指定されたプロジェクト内のコンテンツ

のみを埋め込むことができます。指定したプロジェクトにネストされたプロジェクトが含まれて

いる場合、そのネストされたプロジェクトにコンテンツを埋め込むことはできません。

複数のプロジェクトについて

2024年 2月 (Tableau 2024.1)以降、Tableau REST APIのみを使用して接続済みアプリの複

数のプロジェクトでコンテンツを有効にすることができます。プロジェクトを指定するには、接続済み

アプリの作成、または接続済みアプリの更新のいずれかのメソッドで「プロジェクトID」を使用しま

す。

注 :接続済みアプリに複数のプロジェクトが構成されている場合、Tableau Cloudは接続済みア

プリのアクセスレベルに対応する複数のプロジェクトを表示します。[1 つのプロジェクトのみ]または

[すべてのプロジェクト]を選択して接続済みアプリを更新すると、[Multiple projects (複数のプロ

ジェクト)]オプションは表示されなくなります。複数のプロジェクトに対して接続済みアプリをもう一

度構成する必要がある場合は、REST APIを使用する必要があります。

ドメイン許可リストルール (埋め込みのワークフローのみ)

接続済みアプリのドメイン許可リストを使用すると、埋め込まれたTableauコンテンツへのアクセス

をすべてのドメインまたは一部のドメインに制限するか、一部のドメインを除外するか、またはすべ

てのドメインをブロックすることができます。

ドメインオプション

接続済みアプリのドメイン許可リストを構成する際は、次の2つのオプションのいずれかを選択でき

ます。

l すべてのドメイン:既定のオプションとして、このオプションは埋め込みコンテンツへの無制限

のアクセスを有効にします。
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l 特定のドメインのみ:このオプションを使用すると、埋め込みコンテンツへのアクセスの範囲を

限定できます。このオプションを使用する場合は、次のセクション「ドメインの書式設定」指

定されている書式設定ルールに従ってください。

ドメインの書式設定

[domain allowlist (ドメイン許可リスト)]テキストボックスには、以下の書式設定の例を使用して、1

つまたは複数のドメインを入力することができます。

注 :ドメインの書式設定のルールは、Tableau REST APIで接続済みアプリのメソッドを使用する

場合にも適用されます。

一般的なシナリオに基づく書式設定の例をいくつか示します。

指定する内容 例 埋め込みへのアクセス

ドメインの範囲 *.myco.com 埋め込みコンテンツには、myco.comのすべ

てのサブドメインからアクセスできます。

すべてのポート myco.com:* 埋め込みコンテンツには、myco.comのすべ

てのポートからアクセスできます。

特定のポート myco.com:8080 埋め込みコンテンツには、myco.comのポー

ト8080からのみアクセスできます。

複数の個別の

ドメイン

myco.com
events.myco.com
ops.myco.com

埋め込みコンテンツには、3つのすべてのドメ

インからアクセスできます。

注 :複数のドメインを指定するときは、各ド

メインを新しい行に入力するか、ドメインをス

ペースで区切ってください。REST APIの場

合は、ドメインをスペースで区切る必要があ

ります。

セキュアなトラ

フィックのみ

https: 埋め込みコンテンツには、ドメインに関係な

く、安全にアクセスできます。

ドメインの範囲

のすべてのポー

https:*myco.com:* 埋め込みコンテンツには、myco.comのすべ

てのサブドメインのすべてのポートから安全に
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トへのセキュア

なトラフィック

アクセスできます。

ドメインなし [ドメインなし] 埋め込みコンテンツへのアクセスはブロックさ

れます。

オンデマンドアクセス(埋め込みのワークフローのみ)

2023年 10月以降、サイトが埋め込み分析の使用量ベースのモデルでライセンス設定されている

場合、オンデマンドアクセスを使用して、Tableauの埋め込みコンテンツへのアクセスをさらに多くの

ユーザーに拡張できます。オンデマンドアクセスを使用すると、Tableau Cloudサイトでユーザーを

プロビジョニングすることなく、接続されたアプリを通じて認証されたTableauの埋め込みコンテンツ

をユーザーが操作できるようになります。オンデマンドアクセスでは、埋め込みコンテンツへのアクセ

スをサポートするために、Tableau Cloudでユーザーを追加および管理する必要がなくなります。

オンデマンドアクセスの仕組み

オンデマンドアクセスを使用した埋め込み Tableauコンテンツへのアクセスは、コンテンツに継承さ

れる(たとえば、プロジェクトレベルで)、またはコンテンツに直接適用されるグループレベルのパーミッ

ションで判断されます。サイト管理者、プロジェクト所有者またはリーダー、コンテンツ所有者などの

ユーザーは、コンテンツにグループレベルのパーミッションを割り当てることができます。オンデマンド機

能を通じて有効化された埋め込みコンテンツにユーザーがアクセスすると、Tableauはコンテンツを

表示する前に、JWTに正しいグループメンバーシップのクレームが含まれていることを検証します。

前提条件

埋め込みコンテンツへのオンデマンドアクセスを有効にするには、次の基準を満たしている必要が

あります。

1. サイトは埋め込み分析のライセンスを使用量ベースのモデルで取得している

2. グループに対してオンデマンドアクセス機能が有効になっている

3. Tableauコンテンツに対してグループパーミッションが指定されている

4. Tableau接続済みアプリが作成されている

5. 接続済みアプリが使用するJWTにhttps://tableau.com/odaクレームと

https://tableau.com/groupsクレームが含まれている

6. Tableauコンテンツが外部アプリケーションに埋め込まれている
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これらの基準が満たされると、ユーザーはオンデマンドアクセス機能を通じてTableauの埋め込みコ

ンテンツを操作できるようになります。

オンデマンドアクセス機能の有効化

グループのオンデマンドアクセス機能を有効にするには、グループを作成または編集するときに、

[Allow on-demand access (オンデマンドアクセスを許可する)]チェックボックスをオンにする必要

があります。グループの作成の詳細については、「グループを作成してユーザーを追加する」を参照

してください。

この機能は、Tableau REST APIを使用して有効にすることもできます。詳細については、Tableau

REST APIヘルプのCreate GroupメソッドとUpdate Groupメソッドを参照してください。

オンデマンドアクセスが有効な場合の機能

埋め込み Tableauコンテンツにアクセスするユーザーには、コンテンツに対するビュー機能が付与さ

れます。ユーザーは、選択したテンプレートや、グループに設定されたカスタマイズ機能に関係なく、

表示機能を持ちます (たとえば、Viewerのロールを持つユーザーは、特定のデータソースに関して

ダウンロードする機能が明示的に付与されている場合でも、その機能を使用できません)。

オンデマンドアクセスの監視

Advanced ManagementでTableau Cloudを使用している場合、アクティビティログを使用してオ

ンデマンドアクセスの使用状況を監視できます。オンデマンドアクセスをキャプチャするアクティビティ

ログのイベントには、アクセスビューとログインが含まれますが、これらに限定されません。これらのイ

ベントの詳細については、「アクティビティログイベントタイプリファレンス」を参照してください。

制限事項

オンデマンドアクセスのワークフローでは、Tableauの埋め込みコンテンツにアクセスする特定のユー

ザーを、Tableau Cloudに対して匿名の一時的なユーザーにできるため、オンデマンドアクセス機

能を通じて有効化された埋め込みコンテンツにアクセスするユーザーは次の機能を利用できませ

ん。
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l カスタムビューを作成する

l コンテンツの [共有 ]ボタンを使用してコンテンツを共有する

l コンテンツをサブスクライブして情報のスナップショットをメールで受信する

注 : 2024年 2月 (Tableau 2024.1)以降、Tableau REST APIリクエストはオンデマンドアクセス

のユーザーとして行うことができます。

既知の問題 (埋め込みのワークフローのみ)

接続済みアプリの使用にはいくつかの既知の問題がありますが、これらは今後のリリースで対処さ

れる予定です。

l ツールバー機能 :埋め込みコンテンツにツールバーのパラメーターが定義されている場合、す

べてのツールバー機能が動作するとは限りません。この問題を回避するには、次の例のよう

にツールバーのパラメーターを非表示にすることをお勧めします。

<tableau-viz id='tab-viz'

src='https://online.tableau.com/t/<your_site>/...'

toolbar='hidden'>

</tableau-viz>

l パブリッシュされたデータソース:データベースの認証資格情報の入力を求める[ユーザーに

メッセージを表示 ]が設定されているパブリッシュされたデータソースは表示されません。この

問題を回避するには、可能であれば、データソースの所有者がデータベースの認証資格

情報を埋め込むことをお勧めします。

l 埋め込みダッシュボードの「データに聞く」オブジェクト:埋め込みダッシュボードの「データに聞

く」オブジェクトは読み込まれません。(2024年 2月 (Tableau 2024.1)、Tableauは「データ

に聞く」機能を廃止しました。)

l メトリクスとドメイン許可リスト:接続済みアプリのドメイン許可リストでアクセス制限が指定

されているかどうかにかかわらず、埋め込みメトリクスのビューが表示されます。注 :埋め込み

ビューのツールバーからアクセスされるメトリクスデータは、期待どおりに機能します。( 2023

年 10月 (Tableau 2023.3)で、Tableauはメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。)
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OAuth 2.0信頼を使用して接続済みアプリを構成する

Tableau Cloudサイト管理者は、外部認証サーバー (EAS)を登録し、OAuth 2.0標準プロトコル

を使用してTableau CloudサイトとEASの間に信頼関係を確立できます。信頼関係を確立する

ことにより、次のことができるようになります。

l Tableau Cloudサイト用に構成されているIDプロバイダー (IdP)を介して、外部アプリケー

ションに埋め込まれたTableauコンテンツへのシングルサインオン(SSO)エクスペリエンスを

ユーザーに提供する

l Tableau REST API (およびTableau Cloud 2023年 10月以降はメタデータAPI)へのアク

セスを、ユーザーに代わってJSONWeb Token (JWT)を使用してプログラムで承認できる

埋め込まれたTableauコンテンツが外部アプリケーションに読み込まれるときは、標準のOAuthフ

ローが使用されます。ユーザーは IdPに正常にサインインした後、Tableau Cloudに自動的にサイ

ンインします。以下に説明する手順に従って、EASをTableau Cloudサイトに登録します。

重要 :

l このトピックの一部の手順では、サードパーティーのソフトウェアとサービスを使用して構成す

る必要があります。Tableau CloudでEAS機能を有効にする手順については最善を尽くし

て検証していますが、サードパーティのソフトウェアとサービスが変更されたり、ユーザーの組

織の方針が異なる場合があります。問題が発生した場合、正式な構成の詳細情報とサ

ポートについては、サードパーティーのドキュメントを参照してください。

l セッショントークンを有効にするためには、外部アプリケーションと外部アプリケーションをホス

トするサーバーの時計が協定世界時 (UTC)に設定されている必要があります。いずれかの

時計が異なる規格を使用している場合、接続済みアプリは信頼されません。

ステップ1:始める前に

EASを自分のTableau Cloudサイトに登録するには、EASがすでに構成されている必要がありま

す。さらに、EASは、以下の表にリストされている登録済みのクレームとヘッダーを含む有効な

JSONWeb Token (JWT)を送信する必要があります。

クレーム 名前 説明または必要な値

"kid" キー

ID
必須 (ヘッダー内 )アイデンティティプ

ロバイダーからの一意のキー識別子

"iss" 発行 必須 (ヘッダー内またはクレームとし
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者 て)信頼できる接続済みアプリとその

署名キーを識別する一意の発行

元 URI (https)

"alg" アルゴ

リズム

必須 (ヘッダー内 )JWT署名アルゴ

リズム。サポートしているアルゴリズ

ム名の一覧は、javadoc.ioドキュメ

ントの「Class JWSAlgorithm」ペー

ジにあります。

"sub" サブ

ジェク

ト

認証されたTableau Cloudユー

ザーのユーザー名 (メールアドレス)

"aud" オー

ディエ

ンス

値は "tableau:<site_luid>"

である必要があります。

サイトLUIDを取得するには、

Tableau REST APIのサインインメ

ソッドを使用するか、以下の手順に

従ってサイトIDをコピーします。注 :
サイトIDをコピーする前に、ここで

説明する手順を使用してEASを

登録する必要があります。

1. [設定 ] > [接続済みアプリ]を
選択し、[外部認証サー

バー]接続済みアプリを選択

します。

2. [サイトID をコピー]ボタンを

クリックします。

"exp" 有効 JWTの有効期限が切れないように
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期限 する必要があります。JWTの有効

期限 (UTC)は、最大有効期間

(10分 )内である必要があります。

"jti" JWT
ID

JWT IDクレームは、JWTに一意の

識別子を提供し、大文字と小文

字を区別します。

"scp" スコー

プ

埋め込みのワークフローの場合、サ

ポートされる値は次のとおりです。

"tableau:views:embed"

"tableau:views:embed_

authoring "

"tableau:metrics:embed"

(2023年 10月 (Tableau 2023.3)

で廃止 )

"tableau:ask_data:embed "

(2024年 2月に廃止 (Tableau

2024.1))

注 :

l 値はリスト型として渡す必要

があります。

l tableau:views:embed

の場合、この範囲は、

Tableau Cloudで既に構成

されているユーザーのパーミッ

ションを考慮し、元のビューで

使用可能な場合は、ユー

ザーが埋め込みビューのツー

ルを操作できるようにしま

す。

l 埋め込みコードでは、ツール

Tableau Software 329

Tableau Cloudヘルプ



バーパラメーターを除外する

ことをお勧めします。詳細に

ついては、以下の既知の問

題 (埋め込みのワークフロー

のみ)を参照してください。

REST API承認ワークフローの場合

は、「JWT認可をサポートする

REST APIメソッド」を参照してくだ

さい。

認証にREST APIを使用するメタ

データAPIワークフローの場合、サ

ポートしているスコープは

tableau:content:readのみ

です。

https://tableau.com/oda オンデ

マンド

アクセ

ス-ク
レーム

(機能

を有

効化 )

埋め込みのワークフローのみ。

値は "true"にして、1つまたは複

数のTableau Cloudグループを指

定する必要があります (次の行を参

照 )。詳細については、次のセクショ

ン「オンデマンドアクセス(埋め込み

のワークフローのみ)」を参照してくだ

さい。

https://tableau.com/groups オンデ

マンド

アクセ

ス-ク
レーム

(グルー

プ名を

指定 )

埋め込みのワークフローのみ。

値は、Tableau Cloudの1つまたは

複数のグループの名前に一致する

必要があります。詳細については、

次のセクション「オンデマンドアクセ

ス(埋め込みのワークフローのみ)」を

参照してください。
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(ユーザー属性 ) (ユー

ザー属

性値 )

埋め込みのワークフローのみ。

ユーザー属性をJWTに含めること

ができます。埋め込みコンテンツで

ユーザー属性関数が使用される

と、Tableauは認証されたユーザー

のコンテキストをチェックし、ランタイ

ムに表示できるデータを決定しま

す。

注 :

l ワークフローに影響を与える

可能性のある既知の問題に

ついては、Embedding API

v3のヘルプを確認してくださ

い。

l ユーザー属性が機能するた

めには、1) [Control User
Access in Authentication
Workflows (認証ワークフ

ローのユーザーアクセス制

御 )]の設定を有効にする必

要があり、2)コンテンツ作成

者はユーザー属性関数を作

成する必要があります。

l ユーザー属性は、大文字と

小文字を区別します。

注 :上記のJWTクレームは、インターネット技術標準化委員会 (IETF)によって配布されたドキュ

メントの「Registered Claim Names」セクションに文書化されています。
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ステップ2: EASをTableau Cloudに登録する

EASをTableau Cloudに登録することにより、EASと自分のTableau Cloudサイトの間に信頼

関係を確立します。これは、ユーザーが外部アプリケーションに埋め込まれたTableauコンテンツに

アクセスすると、IdPで認証するようにリダイレクトされることを意味します。EASは認証トークンを

生成して、検証のためにTableau Cloudに渡します。信頼関係が検証されると、埋め込まれたコ

ンテンツへのアクセスがユーザーに許可されます。

注 :一部のEASでは、アプリケーションがTableauコンテンツにアクセスするためにユーザーの承認

を求める同意ダイアログを表示するオプションがサポートされています。ユーザーに最高のエクスペリ

エンスを提供するには、ユーザーに代わって外部アプリケーションの要求に自動的に同意するよう

にEASを構成することをお勧めします。

1. または サイト管理者として、Tableau Cloudにサインインします。

2. 左側のペインから、[設定 ] > [接続済みアプリ]の順に選択します。

3. [New Connected App (新しい接続済みアプリ)]ボタンのドロップダウン矢印をクリックして、

[OAuth 2.0 Trust (OAuth 2.0 信頼 )]を選択します。

4. [Create Connected App (接続済みアプリの作成 )]ダイアログボックスで、次いずれかの手

順を実行します。

a. [名前 ]テキストボックスに、接続済みアプリ名を入力します。

b. [Issuer URL (発行元 URL)]テキストボックスに、EASの発行元 URLを貼り付け

ます。

c. [接続済みアプリを有効にする]を選択します。セキュリティ上の理由から、接続済み

アプリは作成時に既定で無効に設定されています。
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d. 完了したら、[作成 ]ボタンをクリックします。

5. 接続済みアプリを作成したら、接続済みアプリのサイトIDをコピーします。サイトIDは、上

記のステップ1で説明したJWTの "aud" (オーディエンス)クレームに使用されます。

ステップ3:次のステップ

埋め込みのワークフローの場合

EASを使用するように自分のTableau Cloudサイトを構成した後、外部アプリケーションに埋め込

みコードを追加する必要があります。手順 1で説明したように、EASによって生成された有効な

JWTが、外部アプリケーションが呼び出すWebコンポーネントに含まれていることを確認してくださ

い。

Tableauコンテンツの埋め込みの詳細については、次のいずれかまたは両方を参照してください。

l メトリクスの埋め込みについては、Tableauヘルプの「Webページへのメトリクスの埋め込み」

トピックを参照してください。( 2023年 10月 (Tableau 2023.3)で、Tableauはメトリクスを

埋め込む機能を廃止しました。)
l Tableau API v3の埋め込みを使用して、Tableauのビューとメトリクスを埋め込みます。
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注 :埋め込みコンテンツにアクセスするユーザーを正常に認証するには、ブラウザーがサードパー

ティーのCookieを許可するように設定されている必要があります。

埋め込み用のドメイン許可リストを使用してコンテンツを埋め込むことができる場所を制御する

2023年 6月 (Tableau 2023.2)より、Tableau REST APIの「サイトの埋め込み設定の更新」メ

ソッドを使用して、Tableauコンテンツを制限なしで埋め込むか、または特定のドメインに制限して

埋め込むかを制御できるようになります。

既定では、埋め込み用のサイト設定 unrestrictedEmbeddingはtrueに設定されており、

制限なしで埋め込むことができます。または、この設定をfalseに設定し、allowListパラメー

ターを使用して、外部アプリケーションのTableauコンテンツを埋め込むドメインを指定することがで

きます。

詳細については、次のいずれかまたは両方を参照してください。

l Tableau REST APIヘルプの「サイトの埋め込み設定の更新」

l Tableau埋め込みAPI v3ヘルプの「埋め込みに関するTableauサイトの設定」

REST API認証ワークフローの場合

JWTを構成したら、認証アクセスのために、有効な JWTをREST APIサインイン要求に追加す

る必要があります。詳細については、「接続済みアプリのアクセススコープ」を参照してください。

メタデータAPIワークフローの場合

JWTを構成したら、有効な JWTをREST APIサインイン要求に追加する必要があります。詳細

については、「接続済みアプリのアクセススコープ」を参照してください。

オンデマンドアクセス(埋め込みのワークフローのみ)

2023年 10月以降、サイトが埋め込み分析の使用量ベースのモデルでライセンス設定されている

場合、オンデマンドアクセスを使用して、Tableauの埋め込みコンテンツへのアクセスをさらに多くの

ユーザーに拡張できます。オンデマンドアクセスを使用すると、Tableau Cloudサイトでユーザーを

プロビジョニングすることなく、接続されたアプリを通じて認証されたTableauの埋め込みコンテンツ

をユーザーが操作できるようになります。オンデマンドアクセスでは、埋め込みコンテンツへのアクセ

スをサポートするために、Tableau Cloudでユーザーを追加および管理する必要がなくなります。
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オンデマンドアクセスの仕組み

オンデマンドアクセスを使用した埋め込み Tableauコンテンツへのアクセスは、コンテンツに継承され

る(たとえば、プロジェクトレベルで)、またはコンテンツに直接適用されるグループレベルのパーミッショ

ンで判断されます。サイト管理者、プロジェクト所有者またはリーダー、コンテンツ所有者などのユー

ザーは、コンテンツにグループレベルのパーミッションを割り当てることができます。オンデマンド機能を

通じて有効化された埋め込みコンテンツにユーザーがアクセスすると、Tableauはコンテンツを表示

する前に、JWTに正しいグループメンバーシップのクレームが含まれていることを検証します。

前提条件

埋め込みコンテンツへのオンデマンドアクセスを有効にするには、次の基準を満たしている必要があ

ります。

1. サイトは埋め込み分析のライセンスを使用量ベースのモデルで取得している

2. グループに対してオンデマンドアクセス機能が有効になっている

3. Tableauコンテンツに対してグループパーミッションが指定されている

4. Tableau接続済みアプリが作成されている

5. 接続済みアプリが使用するJWTにhttps://tableau.com/odaクレームと

https://tableau.com/groupsクレームが含まれている

6. Tableauコンテンツが外部アプリケーションに埋め込まれている

これらの基準が満たされると、ユーザーはオンデマンドアクセス機能を通じてTableauの埋め込みコ

ンテンツを操作できるようになります。

オンデマンドアクセス機能の有効化

グループのオンデマンドアクセス機能を有効にするには、グループを作成または編集するときに、

[Allow on-demand access (オンデマンドアクセスを許可する)]チェックボックスをオンにする必要

があります。グループの作成の詳細については、「グループを作成してユーザーを追加する」を参照

してください。

この機能は、Tableau REST APIを使用して有効にすることもできます。詳細については、Tableau

REST APIヘルプのCreate GroupメソッドとUpdate Groupメソッドを参照してください。
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オンデマンドアクセスが有効な場合の機能

埋め込み Tableauコンテンツにアクセスするユーザーには、コンテンツに対するビュー機能が付与さ

れます。ユーザーは、選択したテンプレートや、グループに設定されたカスタマイズ機能に関係な

く、表示機能を持ちます (たとえば、Viewerのロールを持つユーザーは、特定のデータソースに関

してダウンロードする機能が明示的に付与されている場合でも、その機能を使用できません)。

オンデマンドアクセスの監視

Advanced ManagementでTableau Cloudを使用している場合、アクティビティログを使用してオ

ンデマンドアクセスの使用状況を監視できます。オンデマンドアクセスをキャプチャするアクティビ

ティログのイベントには、アクセスビューとログインが含まれますが、これらに限定されません。これら

のイベントの詳細については、「アクティビティログイベントタイプリファレンス」を参照してください。

制限事項

オンデマンドアクセスのワークフローでは、Tableauの埋め込みコンテンツにアクセスする特定のユー

ザーを、Tableau Cloudに対して匿名の一時的なユーザーにできるため、オンデマンドアクセス機

能を通じて有効化された埋め込みコンテンツにアクセスするユーザーは次の機能を利用できませ

ん。

l カスタムビューを作成する

l コンテンツの [共有 ]ボタンを使用してコンテンツを共有する

l コンテンツをサブスクライブして情報のスナップショットをメールで受信する

注 : 2024年 2月 (Tableau 2024.1)以降、Tableau REST APIリクエストはオンデマンドアクセス

のユーザーとして行うことができます。

既知の問題 (埋め込みのワークフローのみ)

接続済みアプリの使用にはいくつかの既知の問題がありますが、これらは今後のリリースで対処さ

れる予定です。

l ツールバー機能 :埋め込みコンテンツにツールバーのパラメーターが定義されている場合、す

べてのツールバー機能が動作するとは限りません。この問題を回避するには、次の例のよう

にツールバーのパラメーターを非表示にすることをお勧めします。
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<tableau-viz id='tab-viz'

src='https://online.tableau.com/t/<your_site>/...'

toolbar='hidden'>

</tableau-viz>

l パブリッシュされたデータソース:データベースの認証資格情報の入力を求める[ユーザーに

メッセージを表示 ]が設定されているパブリッシュされたデータソースは表示されません。この

問題を回避するには、可能であれば、データソースの所有者がデータベースの認証資格情

報を埋め込むことをお勧めします。

トラブルシューティング

埋め込まれたコンテンツが外部アプリケーションに表示されない場合、またはTableau REST API

認証に失敗する場合は、ブラウザーのデベロッパーツールを使用して、自分のTableau Cloudサイ

トで有効になっているEAS機能に関連する可能性のあるエラーコードを検査および特定できま

す。

次の表を参照して、エラーコードの説明と可能な解決策を確認してください。

エラー

コード

概要 説明 可能な解決策または説明

5 SYSTEM_USER_
NOT_FOUND

Tableau
ユーザーが

見つかりま

せんでした

この問題を解決するには、JWTの

'sub' (サブジェクト)クレーム値が、

認証済みのTableau Cloudユー

ザーのユーザー名 (メールアドレス)
であることを確認します。この値は大

文字と小文字が区別されます。

16 LOGIN_FAILED ログインで

きませんで

した

このエラーは通常、JWTの次のク

レームの問題のいずれかが原因で

発生します。

l 'exp' (有効期限 )が既定の

最大有効期間を超えていま

す。この問題を解決するに

は、有効な JWTに必要な

登録済みのクレームを確認
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し、正しい値が10分を超え

ないようにします。

l 'sub' (サブジェクト)が、不明

なユーザーを呼び出していま

す。この問題を解決するに

は、'sub' (サブジェクト)値
が、認証済みのTableau
Cloudユーザーのユーザー名

(メールアドレス)であることを

確認します。

67 FEATURE_NOT_
ENABLED

オンデマン

ドアクセス

がサポート

されていま

せん

オンデマンドアクセスは、ライセンス

認証されているTableau Cloudサイ

トを介してのみ利用できます。

142 EXTERNAL_
AUTHORIZATION_
SERVER_NOT_
FOUND

EASが見

つかりませ

ん

この問題を解決するには、正しい発

行元が呼び出されていることを確認

します。

143 EXTERNAL_
AUTHORIZATION_
SERVER_LIMIT_
EXCEEDED

EAS制限

を超えまし

た

サイトは、登録済みの外部認証

サーバー (EAS)の最大許容数 (1)
に達しました。

144 INVALID_ISSUER_
URL

発行元の

URLが無

効です

発行元のURLが無効であるか、

'iss' (発行元 )属性がJWTにあり

ません。

149 EAS_INVALID_
JWKS_URI

JWKS URI
がありませ

ん

JWKS URIが IdPメタデータに存在

しないか、JWKS URIがTableauで

構成されていません。この問題を解

決するには、有効な JWKS URIを
構成します。

150 EAS_RETRIEVE_ キーソース この問題を解決するには、JWKS
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JWK_SOURCE_
FAILED

の取得に

失敗しまし

た

URIが正しく構成されていることを確

認します。

151 EAS_RETRIEVE_
METADATA_FAILED

issuerUrl
からメタ

データを取

得できませ

んでした

この問題を解決するには、JWKS
URIが正しく構成されていることを確

認します。

10081 COULD_NOT_
RETRIEVE_IDP_
METADATA

EASメタ

データエン

ドポイント

がありませ

ん

この問題を解決するには、EASが

正しく構成されており、正しい発行

元が呼び出されていることを確認し

ます。

10082 AUTHORIZATION_
SERVER_ISSUER_
NOT_SPECIFIED

発行元が

ありません

この問題を解決するには、正しい発

行元が呼び出されていることを確認

します。

10083 BAD_JWT JWTヘッ

ダーに問題

が含まれて

います

'kid' (シークレットID)または

'clientId' (発行元 )のクレームが

JWTヘッダーにありません。この問題

を解決するには、この情報が含まれ

ていることを確認します。

10084 JWT_PARSE_
ERROR

JWTに問

題が含ま

れています

この問題を解決するには、次を確

認します。

l このJWTで参照される 'aud'
(オーディエンス)値が

"tableau"値を使用している

ことを確認します。この値は

大文字と小文字が区別され

ます。

l 'aud' (オーディエンス)と'sub'
(サブジェクト)は JWTに含ま

れています。
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10085 COULD_NOT_
FETCH_JWT_KEYS

JWTが

キーを見つ

けることが

できません

でした

シークレットを見つけることができませ

んでした。

この問題を解決するには、正しい発

行元が呼び出されていることを確認

します。

10087 BLOCKLISTED_
JWS_ALGORITHM_
USED_TO_SIGN

JWT署名

アルゴリズ

ムの問題

この問題を解決するには、署名アル

ゴリズムを削除します。

10088 RSA_KEY_SIZE_
INVALID

JWT署名

要件の問

題

この問題を解決するには、EASまた

は IdPを使用して、JWTが2048
ビットのRSAキーサイズで署名され

ていることを確認します。

10091 JTI_ALREADY_
USED

一意の

JWTが必

要です

JWTはすでに認証プロセスで使用

されています。この問題を解決する

には、EASまたは IdPが新しい

JWTを生成する必要があります。

10092 NOT_IN_DOMAIN_
ALLOW_LIST

埋め込みコ

ンテンツの

ドメインが

指定されて

いません

この問題を解決するには、設定

unrestrictedEmbeddingが

trueに設定されていること、または

domainAllowlistパラメーター

に、Tableau REST APIの「サイトの

埋め込み設定の更新」メソッドを使

用してTableauコンテンツを埋め込

むドメインが含まれていることを確認

してください。

10094 MISSING_
REQUIRED_JTI

JWT IDが

ありません

この問題を解決するには、'jti'
(JWT ID)がJWTに含まれているこ

とを確認します。

10095 EXTERNAL_
AUTHZ_SERVER_
DISABLED

EASが無

効です

サイトに登録されているEASの接

続済みアプリが無効になっていま

す。
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10096 JWT_EXPIRATION_
EXCEEDS_
CONFIGURED_
EXPIRATION_
PERIOD

'exp' (有効期限 )が既定の最大有

効期間を超えています。この問題を

解決するには、有効な JWTに必要

な登録済みのクレームを確認し、正

しい値が10分を超えないようにしま

す。

10097 SCOPES_
MALFORMED

スコープク

レームに関

する問題

このエラーは、'scp' (スコープ)クレー

ムがJWTにないか、リスト型として

渡されていない場合に発生する可

能性があります。この問題を解決す

るには、'scp'がJWTに含まれ、リス

ト型として渡されていることを確認し

ます。JWTに関するトラブルシュー

ティングのヘルプについては、auth0
サイトの「デバッガー」を参照してくだ

さい。

10098 JWT_UNSIGNED_
OR_ENCRYPTED

JWTが署

名されてい

ないか、暗

号化されて

います

Tableauは、署名されていない

JWTまたは暗号化されたJWTをサ

ポートしていません。

10099 SCOPES_MISSING_
IN_JWT

スコープの

クレームが

ありません

JWTに必要な 'scp' (スコープ)ク
レームがありません。この問題を解

決するには、'scp'がJWTに含まれ

ていることを確認します。JWTに関

するトラブルシューティングのヘルプに

ついては、auth0サイトの「デバッ

ガー」を参照してください。

10100 JTI_PERSISTENCE_
FAILED

予期しない

JWT IDエ

ラー

'jti' (JWT ID)で予期しないエラー

が発生しました。この問題を解決す

るには、新しい 'jti'で新しいJWT
を生成する必要があります。
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10101 EPHEMERAL_
USER_LOGIN_
FAILED_SITE_NOT_
UBP_ENABLED

オンデマン

ドアクセス

がサポート

されていま

せん

このサイトには、オンデマンドアクセス

を有効にするために必要な埋め込

み分析の使用ベースのライセンスが

設定されていません。詳細について

は、「ライセンスモデルを理解する」

を参照してください。

10102 EPHEMERAL_
USER_NOT_
SUPPORTED

iframe-
auth属性

が有効に

なっている

場合、オン

デマンドア

クセスはサ

ポートされ

ません

iframe-auth属性が有効になってい

る場合、このエラーが発生する可能

性があります。この問題を解決する

には、Tableau埋め込みAPIバー

ジョン3.6以降が使用されていること

を確認してください。

10103 JWT_MAX_SIZE_
EXCEEDED

JWTが最

大サイズを

超えていま

す

JWTサイズが8000バイトを超えて

いる場合、このエラーが発生する可

能性があります。この問題を解決す

るには、必要なクレームのみが

Tableau Cloudに渡されていることを

確認してください。

接続済みアプリのアクセススコープ

2022年 6月移以降 、Tableau接続済みアプリを使用すると、Tableau Cloudユーザーに代わっ

て実行するカスタムアプリケーションを通じて、Tableau REST APIをプログラムで呼び出し、アクセ

スできるようになりました。最初にサインインを要求するときに定義されるJSONWebトークン

(JWT)を使用することにより、REST APIへのアクセスが可能になります。JWT内のスコープには、

カスタムアプリケーションとそのユーザーが連携アプリを通じて利用できるREST APIメソッドが定義

されている必要があります。

REST APIへのアクセスを連携アプリを使用して承認することにより、次を実現します。

l 効率の向上 —JWTをベアラートークンとして使用すると、2つのリクエストではなく、サイン

インエンドポイントへの1つのリクエストで偽装を簡単化することができます
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l 動的なコンテンツ検索や高度なフィルタリングなど、複雑なTableau統合とバックエンドクエ

リを拡張および自動化します

スコープアクション

接続済みアプリが使用するスコープは、JWT認可をサポートするREST APIメソッド(下記 )を通じ

て、コンテンツや管理アクションへのアクセス権を付与します。スコープはコロンで区切られた文字列

であり、名前空間 tableauで始まり、アクセスが許可されているTableauリソース

(datasourcesなど)が続き、そのリソースに対して許可されているアクション(updateなど)で終

わります。

スコープが実行できるアクションは次のとおりです。

l create
l read
l run
l update
l download
l delete

たとえば、カスタムアプリケーションがUpdateDataSourceメソッドを呼び出せるようにするスコープは

次のようになります。

tableau:datasources:update

スコープの種類

使用するスコープの種類は、有効にするコンテンツまたは管理アクションによって異なります。スコー

プは通常、コンテンツ読み取り、個別、ワイルドカード、クロスカテゴリのいずれかのタイプに分類され

ます。

l コンテンツ読み取りスコープ: コンテンツ読み取りスコープtableau:content:readは、

Tableauコンテンツに対してサポートされているGETメソッドを有効にします。このスコープを

使用すると、REST APIカテゴリ全体でアクションを有効にできます。具体的には、このスコー

プを使用して、データソース、メトリクス、ビュー、ワークブック、プロジェクト、およびサイトに対

するGETメソッドを有効にします。Tableau Cloud 2023年 10月 以降は、メタデータAPI

で使用する認証資格情報トークンの作成に使用されるJWTでこのスコープも指定します。
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注 : ユーザーやグループなどの管理アクションに対するGETメソッドを有効にするには、それ

らの個別スコープを使用できます。

l 個別スコープ:サポートされているコンテンツと管理アクションを有効にするには、それらの個

別スコープを使用します。個別スコープは、通常、単一のメソッドとREST APIカテゴリに関

連付けられています。

例 :

l データソースアクションのパブリッシュまたは更新を有効にする場合は、それぞれ個

別スコープtableau:datasources:createまたは

tableau:datasources:updateを使用できます。

l ユーザーの追加または削除などの管理アクションについては、それぞれ個別スコープ

tableau:users:createまたはtableau:users:deleteを使用できます。

注 : REST APIのカテゴリをまたがるアクションを有効にできる個別スコープもいくつかありま

す。例えば、tableau:views:downloadは、データの表示やワークブックのREST API

カテゴリでアクションを有効にします。

l ワイルドカード(*)スコープ:特定のスコープでは、アクションをワイルドカード文字 (*)に置き

換えて、特定のREST APIカテゴリ内でサポートされているアクションを有効にすることがで

きます。

例 :

l ワイルドカードスコープtableau:projects:*を使用すると、プロジェクトの

REST APIカテゴリでcreate、delete、およびupdateアクションを有効にできます。

l ワイルドカードスコープtableau:users:*を使用すると、ユーザーのREST API
カテゴリでget/list、add、delete、およびupdateアクションを有効にできます。

l ワイルドカードスコープtableau:tasks:*を使用すると、抽出とサブスクプション

のREST APIカテゴリでget/list、add、delete、update、および runアクションを有効

にできます。また、このスコープは、データソースの更新 (抽出の場合 )とワークブック

の更新を有効にします。

l クロスカテゴリスコープ:コンテンツ読み取りスコープに加えて、使用された場合、さまざまな

REST APIカテゴリにまたがってサポートされているアクションを有効にする追加スコープがい

くつかあります。
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例 :

l tableau:tasks:runスコープを使用すると、データソースとワークブックのREST
APIカテゴリでアクションを有効にします。

l 繰り返しになりますが、tableau:views:downloadスコープを使用すると、データ

の表示とワークブックのREST APIカテゴリでアクションを有効にします。

l tableau:permissions:updateまたはtableau:permissions:deleteな

どのパブリッシュスコープを使用すると、データソース、ワークブック、およびプロジェクト

のREST APIカテゴリでアクションを有効にします。

REST APIアクセスを認可する方法の概要

次のリストは、JWTを介してREST APIへのアクセスをリクエストする手順をまとめたものです。

1. 次のいずれかの方法を使用して、連携アプリを作成します。

l 直接信頼を使用して接続済みアプリを設定する

l OAuth 2.0信頼を使用して接続済みアプリを構成する

2. 有効な JWT を生成します。カスタムアプリケーションは、指定したスコープで設定された有

効な JWTを実行時に生成します

3. サインインリクエストを行います。カスタムアプリケーションは、JWTを使用してサインインをリ

クエストし、Tableau認証資格情報トークンとサイトID (LUID)を返します。

4. 後続のリクエストでTableau アクセストークンを使用します。後続のREST API呼び出しで

は、1) Tableau認証資格情報トークンをX-Tableau-Authヘッダー値として使用し、2)
サイトID (LUID)をリクエストURIで使用します。

例

直接信頼を使用して連携アプリを作成する場合の例です。直接信頼を使用してREST APIを呼

び出すカスタムアプリケーションは、連携アプリが生成したクライアントIDとクライアントシークレット

を使用して有効な JWTを生成します。

JWT のスコープ

REST APIへのアクセスを正常に認可するには、JWTにREST API機能を定義するスコープが含

まれている必要もあります。たとえば、データソース関連のさまざまなメソッドを有効にするには、

JWTに次のようなスコープを含めることができます。

"tableau:content:read","tableau:datasources:create","tableau:datasou-

rces:update","tableau:datasources:download","tableau:tasks:run"
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または

"tableau:content:read","tableau:datasources:*","tableau:tasks:run"

注 :スコープの値はリスト型として渡す必要があります。

サインインリクエストのURI

REST APIを呼び出すには、カスタムアプリケーションは最初にサインイン要求を行い、Tableau

認証資格情報のトークンを生成する必要があります。

POST https://us-west-2b.online.tableau.com/api/3.16/auth/signin

リクエスト本文

JWTを使用してREST APIへのアクセスを認可するには、サインインリクエストの本文に次の例の

ような有効な JWTが含まれている必要があります。

<tsRequest>

<credentials

jwt="eyJpc3MiOiI4ZTFiNzE3Mi0zOWMzLTRhMzItODg3ZS1mYzJiNDExOWY1NmQiLC-

JhbGciOiJIUzI1NiIsImtpZCI6ImIwMTE1YmY5LTNhNGItNGM5MS1iMDA5LWNmMGMxN-

zBiMWE1NiJ9.eyJhdWQiOiJ0YWJsZWF1Iiwic3ViIjoicm1vaGFuQHRhYmxlYXUuY29-

tIiwic2NwIjpbInRhYmxlYXU6c2l0ZXM6cmVhZCJdLCJpc3MiOiI4ZTFiNzE3Mi0zOW-

MzLTRhMzItODg3ZS1mYzJiNDExOWY1NmQiLCJleHAiOjE2NDg2Njg0MzksImp0aSI6I-

jY1ZWFmMmYxLTNmZTgtNDc5Ny1hZmRiLTMyODMzZDVmZGJkYSJ9.mUv2o4gtBTrMVLE-

XY5XTpzDQTGvfE2LGi-3O2vdGfT8">

<site contentUrl="mycodotcom"/>

</credentials>

</tsRequest>

レスポンス本文

サインインリクエストに対して、Tableau認証資格情報トークンを含む、次のようなレスポンス本文

が生成されます。

<tsResponse>

<credentials token="12ab34cd56ef78ab90cd12ef34ab56cd">

<site id="9a8b7c6d5-e4f3-a2b1-c0d9-e8f7a6b5c4d" contentUrl=""/>
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<user id="9f9e9d9c-8b8a-8f8e-7d7c-7b7a6f6d6e6d" />

</credentials>

</tsResponse>

Tableauアクセストークンが生成されたら、Tableau認証資格情報トークンが後続のすべての

REST APIリクエストのヘッダーに追加されます。

ヘッダー

X-Tableau-Auth:12ab34cd56ef78ab90cd12ef34ab56cd

Tableauアクセストークンを使用する後続のすべてのREST APIリクエストは、JWTのスコープに

よって制限されます。

JWT認可をサポートするREST APIメソッド

次のスコープを連携アプリに関連付けて、カスタムアプリケーションがユーザーに代わってREST API

に対して持つことができるアクセス権とメソッドを定義できます。

注 :

l 以下の表にリストアップされていないREST API機能については、他の認可メカニズムを使

用してメソッドにアクセスできます。詳細については、Tableau REST APIヘルプの「認証メ

ソッド」を参照してください。

l サインインとサインアウトのメソッドは、共にJWT認証でサポートされていますが、2023年 6
月 (Tableau 2023.2).以降では、スコープを使用する必要はありません。

l 埋め込みAPI v3でサポートされているスコープについては、次のいずれかを参照してくださ

い。

l 直接信頼を使用して接続済みアプリを設定する

l OAuth 2.0信頼を使用して接続済みアプリを構成する

ワイルドカード(*)スコープ

ワイルドカードスコープは、特定のアクションではなく、ワイルドカード文字 (*)を使用して、特定の

REST APIカテゴリ内でサポートされている複数のアクションを有効にします。これらのスコープには

以下が含まれます。
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スコープ 有効にされるメソッド

tableau:datasources:* データソースのcreate、update、およびupdate
connectionメソッドを有効にします。

tableau:metrics:* メトリクスのquery、update、およびdeleteアクショ

ンを有効にします。

tableau:workbooks:* ワークブックのpublish、update、download、および

preview imageアクションを有効にします。

tableau:groups:* グループのcreate、query、update、およびdelete
アクションを有効にします。

tableau:projects:* プロジェクトのcreate、delete、updateメソッドを有

効にします。

tableau:users:* ユーザーのget/list、add、delete、およびupdateメ

ソッドを有効にします。

tableau:tasks:*

注 :このスコープもクロスカテゴリ

です。

抽出タスクとサブスクリプションタスクのget/list、
add、delete、update、および runメソッドを有効に

します。

ワークブックのデータソースのupdateメソッドを有

効にします。

クロスカテゴリスコープ

クロスカテゴリスコープは、複数のREST APIカテゴリにまたがってサポートされている複数のアク

ションを有効にします。これらのスコープには以下が含まれます。

スコープ 有効にされるメソッド

tableau:content:read データソース、メトリクス、ビュー、ワークブック、プ

ロジェクト、サイトなど、Tableauコンテンツの

read/listメソッドを有効にします。

tableau:tasks:run データソース、ワークブック、抽出の runメソッドを

有効にします。
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スコープ 有効にされるメソッド

tableau:views:download データの表示とワークブックのdownloadメソッドを

有効にします。

tableau:tasks:*

注 :このスコープもワイルドカード

です。

抽出タスクとサブスクリプションタスクのget/list、
add、delete、update、および runメソッドを有効

にします。

ワークブックのデータソースのupdateメソッドを有

効にします。

個別スコープ

メソッド スコープ 説明

(スコープのないメソッド) (なし) JWTでス

コープが定

義されてい

ない場合、

REST API
へのアクセス

は拒否され

ます。

サインイン (スコープは不要 ) Tableau
Cloudの

ユーザーとし

て、にサイン

インします。

サインアウト (スコープは不要 ) 現在のセッ

ションからサ

インアウトし

ます。

(コンテンツ読み取りスコープ) tableau:content:read Tableauコン

テンツ(デー

タソース、メ
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メソッド スコープ 説明

トリクス、

ビュー、ワー

クブック、プロ

ジェクト)の
read/listアク

ションを有効

にします。

データソース

(すべての

tableau:datasources:

メソッド)

tableau:datasources:* データソース

のcreateメ

ソッド、デー

タソースの

updateメソッ

ド、および

データソース

接続の

updateメソッ

ドを有効にし

ます。

データソースのパブリッシュ tableau:datasources:create データソース

をサイトにパ

ブリッシュしま

す。または、

既存のパブ

リッシュ済み

データソース

にデータを追

加します。

データソースの照会 tableau:content:read パブリッシュ

済みのデー

タソースに関

する情報を

350 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



メソッド スコープ 説明

取得します。

データソースの照会 tableau:content:read サイトでパブ

リッシュ済み

のすべての

データソース

に関する情

報を取得し

ます。

データソース接続の照会 tableau:content:read パブリッシュ

済みのデー

タソースの

サーバーアド

レス、ポー

ト、ユーザー

名、またはパ

スワード情

報を取得し

ます。

データソースの更新 tableau:datasources:update データソース

の所有者、

プロジェクト、

証明書ス

テータスを更

新します。

データソース接続の更新 tableau:datasources:update データソース

接続のサー

バーアドレ

ス、ポート、

ユーザー名、

またはパス

ワードを更

新します。
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メソッド スコープ 説明

データソースを今すぐ更新 tableau:tasks:run 抽出の更新

を実行しま

す。

Pulse

メトリクス定義の作成 tableau:insight_

definitions:create

メトリクス定

義を作成し

ます。

メトリクス定義のリスト表示 tableau:insight_

definitions_metrics:read

サイトに設

定されたメト

リクス定義を

リスト表示し

ます。また

は、オプショ

ンで特定の

メトリクスの

詳細と定義

をリスト表示

します。

メトリクス定義の削除 tableau:insight_

definitions:delete

メトリクス定

義を削除し

ます。

メトリクス定義の取得 tableau:insight_

definitions_metrics:read

メトリクス定

義を取得

し、オプション

でそれに含ま

れるメトリク

スを取得しま

す。

メトリクス定義の更新 tableau:insight_

definitions:update

メトリクス定

義を更新し

ます。
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メソッド スコープ 説明

定義内のメトリクスのリスト

表示

tableau:insight_

definitions_metrics:read

メトリクス定

義に含まれ

るメトリクスを

リスト表示し

ます。

メトリクス定義の一括リスト

表示

tableau:insight_

definitions_metrics:read

サイトで使

用可能なメ

トリクス定義

とメトリクスを

一括で取得

します。

現在のメトリクス値のインサ

イトバンドルの生成

tableau:insights:read メトリクスの

現在の集計

値を含むバ

ンドルを生

成します。

詳細なインサイトバンドルの

生成

tableau:insights:read 詳細なイン

サイトバンド

ルを生成し

ます。

出発点となるインサイトバン

ドルの生成

tableau:insight:read 出発点とな

るインサイト

バンドルを生

成します。

メトリクスの作成 tableau:insight_

metrics:create

メトリクスを

作成します。

メトリクスの削除 tableau:insight_

metrics:delete

メトリクスを

削除します。

メトリクスの取得 tableau:insight_

metrics:read

指定された

メトリクスの
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メソッド スコープ 説明

詳細を取得

します。

メトリクスの更新 tableau:insight_

metrics:update

メトリクスを

更新します。

メトリクスの一括リスト表示 tableau:insight_

metrics:read

カンマ区切り

のリストで指

定された定

義からメトリ

クスを一括

で取得しま

す。

メトリクスの取得または作成 tableau:insight_

metrics:create

定義内のメ

トリクスが存

在する場合

はその詳細

を返し、存

在しない場

合は新しい

メトリクスを

作成します。

また、新しい

メトリクスが

作成された

場合は true
を返し、すで

に存在して

いる場合は

false を

返します。

サブスクリプションの作成 tableau:metric_

subscriptions:create

指定された

ユーザーやグ
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メソッド スコープ 説明

ループの指

定されたメト

リクスへのサ

ブスクリプショ

ンを作成しま

す。

サブスクリプションのリスト表

示

tableau:metric_

subscriptions:read

指定された

メトリクスや

指定された

ユーザーへの

サブスクリプ

ションをリスト

表示します。

サブスクリプションの削除 tableau:metric_

subscriptions:delete

指定された

サブスクリプ

ションをメトリ

クスから削除

します。

サブスクリプションの取得 tableau:metric_

subscriptions:read

メトリクスへ

の指定され

たサブスクリ

プションを取

得します。

サブスクリプションの更新 tableau:metric_

subscriptions:update

サブスクリプ

ションの対象

となるメトリク

ス、および/ま
たはサブスク

ライブされて

いるユーザー

やグループを

更新します。
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メソッド スコープ 説明

サブスクリプションの一括作

成

tableau:metric_

subscriptions:create

指定された

ユーザーやグ

ループのメト

リクスに対す

る複数のサ

ブスクリプショ

ンを作成しま

す。

サブスクリプションの一括取

得

tableau:metric_

subscriptions:read

メトリクス

LUIDのカン

マ区切りリス

トで指定さ

れたメトリク

スへのサブス

クリプションを

一括で取得

します。

サブスクリバー数の一括取

得

tableau:metric_

subscriptions:read

メトリクス

LUIDのカン

マ区切りリス

トで指定さ

れた一連の

メトリクスに

サブスクライ

ブしている一

意のユー

ザー数を取

得します。

抽出

(すべての

tableau:tasks:メソッド)
tableau:tasks:* 抽出、サブス

クリプション、
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メソッド スコープ 説明

データソース

の更新 (抽
出を使用す

るデータソー

ス)、ワーク

ブックメソッド

の更新の

create、
delete、
get、list、
run、および

update
refreshアク

ションを有効

にします。

Cloudの抽出更新タスクの

作成

tableau:tasks:create Tableau
Cloudワーク

ブックまたは

データソース

の抽出更新

を作成しま

す。

抽出更新タスクの削除 tableau:tasks:delete Tableau
Cloudワーク

ブックまたは

データソース

の抽出更新

タスクを削除

します。

抽出更新タスクの取得 tableau:tasks:read Tableau
Cloudワーク

ブックまたは
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メソッド スコープ 説明

データソース

の抽出更新

の詳細を取

得します。

サイトでの抽出更新タスクの

リスト

tableau:tasks:read サイトで構

成されている

抽出更新タ

スクをリストし

ます。

抽出更新タスクの実行 tableau:tasks:run 抽出更新タ

スクを実行し

ます。

Cloudの抽出更新タスクの

更新

tableau:tasks:update Tableau
Cloudワーク

ブックまたは

データソース

の抽出更新

を更新しま

す。

フロー

フローのパブリッシュ tableau:flows:create フローをパブ

リッシュしま

す。

メトリクス

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau

Serverバージョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau

CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を
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メソッド スコープ 説明

廃止しました。Tableau Pulseでは、メトリクスを追跡し、データについて質問するため

のエクスペリエンスが向上しました。新しいエクスペリエンスの詳細については、

「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止される機能のについて

は、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

(すべての

tableau:metrics:メソッ

ド)

tableau:metrics:* メトリクスの

query、
update、およ

びdeleteア

クションを有

効にします。

メトリクスの取得 tableau:content:read メトリクスを

取得します。

メトリクスの削除 tableau:metrics:delete メトリクスを

削除します。

メトリクスを一覧表示 tableau:content:read サイトのメト

リクスの一覧

を取得しま

す。

メトリクスデータの照会 tableau:metrics:download メトリクスの

参照元デー

タをカンマ区

切り値

(.csv)形式

で取得しま

す。

メトリクスの更新 tableau:metrics:update 所有者、プ

ロジェクト、

一時停止ス

テータス、メ

トリクス名を
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メソッド スコープ 説明

更新します。

サブスクリプション

(すべての

tableau:tasks:メソッド)
tableau:tasks:* 抽出、サブス

クリプション、

データソース

の更新 (抽
出を使用す

るデータソー

ス)、ワーク

ブックメソッド

の更新の

create、
delete、
get、list、
run、および

update
refreshアク

ションを有効

にします。

サブスクリプションの作成 tableau:tasks:create サブスクリプ

ションを作成

します。

サブスクリプションの削除 tableau:tasks:delete サブスクリプ

ションを削除

します。

サブスクリプションの取得 tableau:tasks:read サブスクリプ

ションの詳細

を取得しま

す。

サブスクリプションのリスト表

示

tableau:tasks:read サイトでのサ
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メソッド スコープ 説明

ブスクリプショ

ンをリストし

ます。

サブスクリプションの更新 tableau:tasks:update サブスクリプ

ションを更新

します。

ビュー

カスタムビューの削除 tableau:views:update 指定された

カスタム

ビューを削除

します。

カスタムビューの取得 tableau:content:read 指定された

カスタム

ビューの詳細

を取得しま

す。

カスタムビューイメージの取

得

tableau:views:download 指定したカス

タムビューの

.png形式の

イメージファ

イルをダウン

ロードしま

す。

ビューの取得 tableau:content:read ビューに関す

る詳細を取

得します。

パスでビューを取得 tableau:content:read 指定された

名前を使用

して、サイト

のすべての
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メソッド スコープ 説明

ビューの詳細

を取得しま

す。

カスタムビューのリスト tableau:content:read サイト上のカ

スタムビュー

のリストを取

得します。

ビューデータの照会 tableau:views:download レンダリングさ

れたビューを

カンマ区切り

値 (.csv)形
式で取得し

ます。

ビューPDFの照会 tableau:views:download ビューをPDF
ファイル

(.pdf)で取

得する。

ビュー画像の照会 tableau:views:download ビューを画像

ファイル

(.png)で取

得します。

サイトのビューの照会 tableau:content:read サイトのすべ

てのビューを

取得します。

ワークブックのビューの照会 tableau:content:read 指定された

ブックのすべ

てのビューを

取得します。

ビューのプレビュー画像の照

会

tableau:views:download ビューのサム

ネイル画像
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メソッド スコープ 説明

(.png)を取

得します。

カスタムビューの更新 tableau:views:update 既存のカスタ

ムビューの所

有者または

名前を変更

します。

ワークブック

(すべての

tableau:workbooks:メ

ソッド)

tableau:workbooks:* ワークブック

のpublish、
update、
download、
および

preview
imageアク

ションを有効

にします。

ワークブックのパブリッシュ tableau:workbooks:create ワークブック

(.twbまたは

.twbx)をパブ

リッシュしま

す。

ワークブックの照会 tableau:content:read 指定された

ワークブックと

その詳細を

取得します。

サイトのワークブックの照会 tableau:content:read サイトにパブ

リッシュされて

いるワーク

ブックのリスト
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メソッド スコープ 説明

を取得しま

す。

ワークブックのプレビュー画像

の照会

tableau:workbooks:download ワークブック

のサムネイル

画像 (.png)
を取得しま

す。

ワークブックの更新 tableau:workbooks:update 既存のワー

クブックを変

更します。

ワークブック接続の更新 tableau:workbooks:update 接続情報を

更新します。

今すぐワークブックを更新 tableau:tasks:run スケジュール

されたタスク

の外でワーク

ブックの更新

を開始しま

す。

パブリッシュ

ファイルアップロードへの追加 tableau:file_uploads:create データのブ

ロックをアップ

ロードし、す

でにアップ

ロードされて

いるデータに

追加します

(「ファイル

アップロード

の開始」メ

ソッドでアップ
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メソッド スコープ 説明

ロードが開

始された後

に使用しま

す)。

ファイルアップロードの開始 tableau:file_uploads:create ファイルのアッ

プロードプロ

セスを開始

します。

ダウンロード

データソースのダウンロード tableau:datasources:downloa-

d

データソース

(.tdsx)をダウ

ンロードしま

す。

ビューのクロス集計 Excelの
ダウンロード

tableau:views:download ビューからク

ロス集計

データを含む

Excelファイ
ル (.xlsx)を
ダウンロード

します。

ワークブックのダウンロード tableau:workbooks:download ワークブック

(.twbまたは

.twbx)をダウ

ンロードしま

す。

ワークブック改訂版のダウン

ロード

tableau:workbooks:download ワークブック

(.twbまたは

.twbx)の特

定のバージョ

ンをダウン
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メソッド スコープ 説明

ロードしま

す。

ワークブックPDFのダウン

ロード

tableau:views:download ワークブック

のシートの画

像を含む

PDFファイル

(.pdf)をダウ

ンロードしま

す。

ワークブックのPower Point
のダウンロード

tableau:views:download ワークブック

のシートのス

ライドを含む

Power Point
ファイル

(.pptx)をダウ

ンロードす

る。

ユーザー

(すべてのtableau:users

メソッド)
tableau:users:* ユーザーの

add、
query、
update、およ

び removeア

クションを有

効にします。

グループへのユーザー追加 tableau:groups:update ユーザーをグ

ループに追

加します。

サイトへのユーザー追加 tableau:users:create ユーザーを

追加し、その
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メソッド スコープ 説明

ユーザーをサ

イトに割り当

てます。

グループ内ユーザーの取得 tableau:groups:read グループ内の

ユーザーの

一覧を取得

します。

サイト上ユーザーの取得 tableau:users:read サイト上のす

べてのユー

ザーを取得

します。

サイト上ユーザーの照会 tableau:users:read サイト上の1
人のユー

ザーを取得

します。

グループからのユーザー削除 tableau:groups:update ユーザーをグ

ループから削

除します。

サイトからのユーザー削除 tableau:users:delete ユーザーをサ

イトから削除

します。

グループ

(すべての

tableau:groups:メソッ

ド)

tableau:groups:* グループの

create、
query、
update、およ

びdeleteア

クションを有

効にします。
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メソッド スコープ 説明

グループの作成 tableau:groups:create グループを作

成します。

グループの削除 tableau:groups:delete グループを削

除します。

ユーザーのグループの取得 tableau:users:read ユーザーが

属するグルー

プのリストを

取得します。

グループの照会 tableau:groups:read サイト上のグ

ループのリス

トを取得しま

す。

グループの更新 tableau:groups:update グループを更

新します。

プロジェクト

(すべての

tableau:projects:メ

ソッド)

tableau:projects:* プロジェクト

create、
update、およ

びdeleteア

クションを有

効にします。

プロジェクトの作成 tableau:projects:create プロジェクト

を作成しま

す。

プロジェクトの削除 tableau:projects:delete プロジェクト

を削除しま

す。

プロジェクトの照会 tableau:content:read プロジェクト

のリストを取

368 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



メソッド スコープ 説明

得します。

プロジェクトの更新 tableau:projects:update プロジェクト

の名前、説

明、プロジェ

クト階層を

更新します。

パーミッション

(すべての

tableau:permissions:

メソッド)

tableau:permissions:* パーミッション

のadd、
query、
update、およ

びdeleteア

クションを有

効にします。

データソース権限の追加 tableau:permissions:update Tableau
Serverの
ユーザーまた

はグループに

データソース

へのアクセス

権限を追加

します。

デフォルト権限の追加 tableau:permissions:update プロジェクト

内のメトリク

ス、フロー、

ワークブック、

データソー

ス、データの

役割、レンズ

などのリソー

スに対するデ
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メソッド スコープ 説明

フォルトの権

限機能を

ユーザーまた

はグループに

追加します。

プロジェクト権限の追加 tableau:permissions:update ユーザーまた

はグループに

プロジェクト

への権限を

追加します。

表示権限の追加 tableau:permissions:update ユーザーまた

はグループに

ビューへの権

限を追加し

ます。

ワークブック権限の追加 tableau:permissions:update ユーザーまた

はグループに

指定された

ブックワーク

への権限を

追加します。

データソース権限の削除 tableau:permissions:delete プロジェクト

内のメトリク

ス、フロー、

ワークブック、

データソー

ス、データの

役割、レンズ

などのリソー

スに対するデ

フォルトの権
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メソッド スコープ 説明

限機能を

ユーザーまた

はグループか

ら削除しま

す。

デフォルト権限の削除 tableau:permissions:delete プロジェクト

内のメトリク

ス、フロー、

ワークブック、

データソー

ス、データの

役割、レンズ

などのリソー

スに対するデ

フォルトの権

限機能を

ユーザーまた

はグループか

ら削除しま

す。

プロジェクト権限の削除 tableau:permissions:delete ユーザーまた

はグループの

プロジェクト

権限を削除

します。

表示権限の削除 tableau:permissions:delete ユーザーまた

はグループの

表示権限を

削除します。

ワークブック権限の削除 tableau:permissions:delete ユーザーまた

はグループの

ワークブック
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メソッド スコープ 説明

権限を削除

します。

データソース権限の照会 tableau:permissions:read データソース

の権限のリス

トを取得しま

す。

デフォルト権限の照会 tableau:permissions:read メトリクス、

ワークブック、

データソース

に対する

ユーザーとグ

ループの既

定のパーミッ

ション機能を

取得します。

プロジェクト権限の照会 tableau:permissions:read プロジェクト

に対する権

限のリストを

取得します。

表示権限の照会 tableau:permissions:read ビューに対す

る権限のリス

トを取得しま

す。

ワークブック権限の照会 tableau:permissions:read ワークブック

に対する権

限のリストを

取得します。

サイト

(すべての

tableau:sites:メソッド)
tableau:sites:* サイトの

create、
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メソッド スコープ 説明

query、
update、およ

びdeleteア

クションを有

効にします。

最近閲覧したサイトの取得 tableau:content:read サインイン

ユーザーが

最近作成、

更新、アクセ

スしたビュー

とワークブック

の詳細を取

得します。

サイトのビューの照会 tableau:content:read サイト上のす

べてのビュー

を一覧表示

します。

サイトの更新 tableau:sites:update サイトを更新

します。

トラブルシューティングのスコープ

401001 -サインインエラー

エラー401001が発生した場合、サインインの応答本文には、追加の接続アプリ固有のエラーコー

ド(16、10084、または10085)のいずれかが追加されます。

たとえば、次の応答本文では、「10084」は接続アプリのエラーコードであり、REST API認証に

JWTを使用してTableau Cloudにサインインする際に起こる問題のトラブルシューティングに役立

ちます。

<error code="401001">

"summary": "Signin Error",
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"detail": "Error signing in to Tableau Cloud (10084)"

</error>

問題を解決するには、該当するエラーコードとその潜在的な原因の説明を参照してください。

l 16: Cloud でユーザーが見つかりません -このエラーは、正しくない「sub」 (ユーザー名 )が

指定されると発生する可能性があります。

l 10084: Cloud でアクセストークンを解析できませんでした-このエラーは、次の理由で発

生する可能性があります。

l JWTが無効であるか、予期しない問題が発生しました

l 正しくない [aud] (オーディエンス)が指定されました

l 直接信頼の場合、シークレットの署名に問題がありました

l 10085: Cloud でクライアントID の署名を検証するためのシークレットを取得できませんで

した-このエラーは、次の理由で発生する可能性があります。

l 指定された [iss]のクライアントIDが正しくありません

l 直接信頼の場合、正しくない [kid] (シークレットID)が指定されました

l OAuth 2.0信頼 で、JWKSourceからキーを取得できませんでした

401002 -不正アクセスエラー

エラー401002が発生し、リクエストを行う適切なパーミッションがあることを確認した場合は、JWT

に含まれるスコープが正しく、作成しようとしているリクエストと一致していることを確認してください。

エンドポイントとサポートされるスコープのリストについては、上記の「JWT認可をサポートする

REST APIメソッド」セクションを参照してください。

接続済みアプリのトラブルシューティング

埋め込みコンテンツがカスタムアプリケーションに表示されない場合、またはTableau REST API

認証が失敗した場合は、ブラウザーの開発者ツールを使用して、埋め込みコンテンツの表示に使

用されるTableau接続済みアプリ(直接信頼 )と関連している可能性のあるエラーコードを調べ

て、特定することができます。
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注 :セッショントークンを有効にするためには、外部アプリケーションと外部アプリケーションをホストす

るサーバーの時計が協定世界時 (UTC)に設定されている必要があります。いずれかの時計が異

なる規格を使用している場合、接続済みアプリは信頼されません。

次の表を参照して、エラーコードの説明と可能な解決策を確認してください。

エラー

コード

概要 説明 可能な解決策または説明

5 SYSTEM_USER_
NOT_FOUND

Tableau
ユーザー

が見つかり

ませんでし

た

この問題を解決するには、JWTの

'sub' (サブジェクト)クレーム値が、認証

されたTableau Cloudユーザーのユー

ザー名 (メールアドレス)であることを確

認します。この値は大文字と小文字が

区別されます。

16 LOGIN_FAILED ログインで

きませんで

した

このエラーは通常、JWTの次のクレーム

の問題のいずれかが原因で発生しま

す。

l 'exp' (有効期限 )が既定の最

大有効期間を超えています。こ

の問題を解決するには、有効な

JWTに必要な登録済みのク

レームを確認し、正しい値が10
分を超えないようにします。

l 'sub' (サブジェクト)が、不明な

ユーザーを呼び出しています。こ

の問題を解決するには、'sub'
(サブジェクト)値が、認証された

Tableau Cloudユーザーのユー

ザー名 (メールアドレス)であるこ

とを確認します。

67 FEATURE_NOT_
ENABLED

オンデマン

ドアクセス

がサポート

されていま

オンデマンドアクセスは、ライセンス認証

されているTableau Cloudサイトを介し

てのみ利用できます。
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せん

126 CONNECTED_
APP_NOT_
FOUND

接続され

たアプリが

見つかりま

せんでした

この問題を解決するには、接続された

アプリが有効になっていて、正しいクライ

アントID (接続アプリIDとも呼ばれま

す)がJWTで参照されていることを確

認します。

127 CONNECTED_
APP_SECRET_
NOT_FOUND

接続され

たアプリの

シークレッ

トが見つ

かりません

でした

この問題を解決するには、接続された

アプリの正しいシークレットIDとシーク

レット値がJWTで参照されていることを

確認します。

128 CONNECTED_
APP_SECRET_
LIMIT_
EXCEEDED

シークレッ

トの上限

に達しまし

た

接続されたアプリには、最大 2つのシー

クレットが許可されます。このエラーは、

3番目のシークレットを作成しようとした

ときに発生する可能性があります。

この問題を解決するには、新しいシーク

レットを作成する前に、接続されたアプ

リからシークレットを削除します。

133 INVALID_
CONNECTED_
APP_DOMAIN_
SAFELIST

ドメイン許

可リストに

1つまたは

複数の無

効な文字

が含まれ

ています

このエラーは、ドメイン許可リストに1つ

または複数の無効な文字が含まれてい

る場合に発生する可能性があります。

10083 BAD_JWT JWTヘッ

ダーに問

題が含ま

れています

'kid' (シークレットID)または

'clientId' (発行元 )のクレームが

JWTヘッダーにありません。この問題を

解決するには、この情報が含まれてい

ることを確認します。
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10084 JWT_PARSE_
ERROR

JWTに問

題が含ま

れています

この問題を解決するには、次を確認し

ます。

l このJWTで参照される 'aud'
(オーディエンス)値が "tableau"
値を使用していることを確認しま

す。この値は大文字と小文字が

区別されます。

l 'aud' (オーディエンス)と'sub' (サ
ブジェクト)は JWTに含まれてい

ます。

l Review IssueTimeまたは有効

期限が正しい形式であることを

確認してください。

10085 COULD_NOT_
FETCH_JWT_
KEYS

JWTが

キーを見

つけること

ができませ

んでした

シークレットを見つけることができません

でした。

この問題を解決するには、JWTヘッ

ダーで正しい「kid」 (シークレットID)が

使用されていることを確認します。

10089 CONNECTED_
APP_NOT_
FOUND

接続され

たアプリが

見つかりま

せんでした

この問題を解決するには、発行元が、

正しい接続済みアプリID (クライアント

IDとも呼ばれます)を呼び出しているこ

とを確認します。

10090 CONNECTED_
APP_DISABLED

接続され

たアプリが

無効に

なっていま

す

信頼の確認に使用する接続されたアプ

リが無効になっています。この問題を解

決するには、接続されたアプリを有効に

します。

10091 JTI_ALREADY_
USED

一意の

JWTが必

要です

JWTはすでに認証プロセスで使用され

ています。この問題を解決するには、新

しいJWTを生成する必要があります。

10092 NOT_IN_
DOMAIN_

埋め込み

コンテンツ

この問題を解決するには、設定
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ALLOW_LIST のドメイン

が指定さ

れていませ

ん

unrestrictedEmbeddingがtrue

に設定されていること、または

domainAllowlistパラメーターに、

Tableau REST APIの「サイトの埋め込

み設定の更新」メソッドを使用して

Tableauコンテンツを埋め込むドメイン

が含まれていることを確認してください。

10094 MISSING_
REQUIRED_JTI

JWT IDが

ありません

この問題を解決するには、'jti' (JWT
ID)がJWTに含まれていることを確認し

ます。

10096 JWT_
EXPIRATION_
EXCEEDS_
CONFIGURED_
EXPIRATION_
PERIOD

有効期限

の問題

'exp' (有効期限 )が既定の最大有効

期間を超えています。この問題を解決

するには、有効な JWTに必要な登録

済みのクレームを確認し、正しい値が

10分を超えないようにします。

10097 SCOPES_
MALFORMED

スコープク

レームに

関する問

題

このエラーは、'scp' (スコープ)クレーム

がJWTにないか、リスト型として渡され

ていない場合に発生する可能性があり

ます。この問題を解決するには、'scp'
がJWTに含まれ、リスト型として渡され

ていることを確認します。JWTに関する

トラブルシューティングのヘルプについて

は、auth0サイトの「デバッガー」を参照

してください。

10098 JWT_UNSIGNED_
OR_ENCRYPTED

JWTが署

名されて

いないか、

暗号化さ

れています

Tableauは、署名されていないJWTま

たは暗号化されたJWTをサポートして

いません。

10099 SCOPES_
MISSING_IN_JWT

スコープの

クレームが

ありません

必要な 'scp' (スコープ)のクレームが

JWTにありません。この問題を解決す

るには、'scp'がJWTに含まれているこ

378 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/api/rest_api/en-us/REST/rest_api_ref_site.htm#embedding_settings_for_site
https://help.tableau.com/current/api/rest_api/en-us/REST/rest_api_ref_site.htm#embedding_settings_for_site
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/connected_apps_eas.htm#jwt
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/connected_apps_eas.htm#jwt
https://jwt.io/


とを確認します。JWTに関するトラブル

シューティングのヘルプについては、

auth0サイトの「デバッガー」を参照してく

ださい。

10100 JTI_
PERSISTENCE_
FAILED

予期しな

いJWT ID
エラー

予期しない 'jti' (JWT ID)エラーが発

生しました。この問題を解決するには、

新しい 'jti'で新しいJWTを生成する

必要があります。

10101 EPHEMERAL_
USER_LOGIN_
FAILED_SITE_
NOT_UBP_
ENABLED

オンデマン

ドアクセス

がサポート

されていま

せん

このサイトには、オンデマンドアクセスを

有効にするために必要な埋め込み分

析の使用ベースのライセンスが設定さ

れていません。詳細については、「ライセ

ンスモデルを理解する」を参照してくだ

さい。

10102 EPHEMERAL_
USER_NOT_
SUPPORTED

iframe-
auth属性

が有効に

なっている

場合、オ

ンデマンド

アクセスは

サポートさ

れません

iframe-auth属性が有効になっている

場合、このエラーが発生する可能性が

あります。この問題を解決するには、

Tableau埋め込みAPIバージョン3.6
以降が使用されていることを確認してく

ださい。

10103 JWT_MAX_SIZE_
EXCEEDED

JWTが最

大サイズ

を超えて

います

このエラーは、JWTのサイズが8000バ

イトを超えている場合に発生します。こ

の問題を解決するには、必要なクレー

ムのみがTableau Cloudに渡されてい

ることを確認してください。

10105 ORIGIN_
HEADER_NOT_
A_VALID_URI

無効なオ

リジンヘッ

ダー

このエラーは、1) URLがドメイン許可リ

ストに指定されている、および2)オリジ

ンヘッダーに有効なURLが含まれてい

ないことが原因で発生する可能性があ

ります。

Tableau Software 379

Tableau Cloudヘルプ

https://jwt.io/


10106 ORIGIN_
HEADER_NOT_
SET

オリジン

ヘッダーが

ありません

このエラーは、1) URLがドメイン許可リ

ストで指定されている、および2)オリジ

ンヘッダーが設定されていないことが原

因で発生する可能性があります。

サイトアクティビティの監視

管理ビューの検索

[サイトステータス]ページには、さまざまな管理ビューを備えた組み込みのTableauワークブックが

あります。これらのビューは、サイトのさまざまな種類のアクティビティを監視するのに役立ちます。

l 管理者インサイトプロジェクトへのアクセスを許可して、サイトのカスタム管理ビューの構築

に利用する。

l Tableau Cloudの全般的なサイトアクティビティを表示する。

l Tableau Bridgeの全般的なアクティビティを表示する。

管理ビューへの移動

管理者インサイトプロジェクトまたは管理ビューを表示するには、[サイトステータス]をクリックしま

す。サイト管理者はサイトの管理ビューを表示できます。

管理者インサイトを使用したカスタムビューの作成

管理者インサイトを使用して、Tableau Cloud展開で視認性を高めることができます。

管理者インサイトとは、サイトのデータに関する慎重にキュレーションされたデータソースと事前作

成されたワークブックが事前に設定されているTableau Cloudのみのプロジェクトです。管理者イ

ンサイトのプロジェクトで入手可能なリソースを使用して、サイトに関するさまざまなよくある質問に

回答する際に役立つカスタムビューを作成できます。

例 :
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l 組織でのTableau Cloudの普及率はどの程度か?

l サイトの展開にどのような一般的な傾向があるか?

l どのコンテンツが人気か?

l ユーザーは何をしているか?

l ライセンスをどのように割り当てるべきか?

管理者インサイトデータソースへの接続

サイト管理者または管理者インサイトプロジェクトへのアクセス権を付与されているユーザーは、

Web作成を使用して、またはTableau Desktop経由でTableau Cloudから直接、管理者インサ

イトデータソースにアクセスできます。

Tableau Cloud より

1. Tableau Cloudにサインインし、[管理者インサイト]プロジェクトに移動します。

2. [作成 ] > [ワークブック]を選択し、開始するデータソースを1つ選択します。

Tableau Desktop から

1. Tableau Desktopを開き、[接続 ]の下で [Tableau Server]を選択します。

注 : Tableau Cloudにまだサインインしていない場合、[Tableau Serverサインイン]ダイ

アログで [Tableau Cloud]ハイパーリンクをクリックします。Tableau Cloudの認証資格

情報を入力し、[サインイン]をクリックします。

2. 検索ボックスに、目的のデータソースの名前を入力します。

3. データソースを選択し、[接続 ]をクリックして分析を開始します。
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カスタムビューの作成開始

サイトとユーザーメトリクスの分析方法を考える際は、組織がよく尋ねる次の質問のいくつかにつ

いて検討してください。

l 最も一般的なビューやデータソースは何か?

l 最もアクティブなユーザーは誰か (つまり、誰がパワーユーザーか)?

l サイト上で最も実行されることが多いタスクは何か?

l 使用されているライセンスはいくつか?

l サイトに90日以上サインインしていないのは誰か?

事前作成されたワークブックを確認する

前述の質問 (およびその他の質問 )に答えるには、事前作成されたワークブック「管理者インサイ

トスターター」にアクセスし、どのようなインサイトが得られるかを確認します。このワークブックは、サ

イトや組織に関連する固有の質問に対処する、より詳細なダッシュボードやワークブックを作成す

るためのテンプレートとして機能します。

ユーザーの詳細

フォーカス:サイトアクティビティ

データソース: TS Users
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このダッシュボードを使用して、ユーザーロール別の高度なサイトアクティビティを探索します。

このダッシュボードには、サイトのログとアクティビティメトリクスを分析できる方法の一部が表示され

ます。管理者インサイトは、最大 90日相当のデータ(Advanced Managementライセンスでは

365日相当 )を取得しますが、[Last Publish (最終パブリッシュ日 )]と[Last Access (最終アクセス

日 )]の日付はサイトが作成された日付まで戻ることができます。

このダッシュボードで実行可能な内容 :

l 右上隅のパラメーターコントロールを使用して、[Inactivity threshold (非アクティブなしきい

値 )] (既定では黄色 )を変更する。

l アクティビティの種類に基づいて、ユーザーにメールを送信できるURLアクションを作成する。

たとえば、過去 90日間でサイトにサインインしていない場合、コンテンツにアクセスしていな

い場合、またはコンテンツをパブリッシュしていない場合に、ユーザーへメールを送信します。

l このダッシュボードに追加のビューを作成して、過去 90日間 (既定 )のアクティビティ(サイン

イン、アクセス、またはパブリッシュ)と過去 30日間、60日間、およびすべての日のアクティビ

ティとを比較する。

グループの詳細

フォーカス: グループのメンバーシップとライセンス

データソース:Groups、TS Events、TS Users

ダッシュボードには、サイト上のグループとグループ化されたユーザーの数が表示されます。グループ

を選択するには、フィルターを使用するか、グループ内訳ワークシートの行またはマークをクリックしま

す。単一のグループを選択すると、メンバーシップとライセンスの詳細を表示できます。

ダッシュボードには、次の種類の情報が表示されます。

l グループメンバーシップ:サイト上のグループおよびグループ化されたユーザーの数

l ライセンス消費量 :サインイン時にライセンスを使用しているグループの割合
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l サイトロールとライセンスタイプ:どのユーザーがグループのメンバーであり、どのようなサイト

ロールが割り当てられているか

このダッシュボードをさらに活用する:メンバーシップワークシートからユーザーを選択して、すべての

グループメンバーにメールを送信します。

ログインアクティビティの詳細

フォーカス:サインインアクティビティ

接続先 : TS Events (プライマリ)、TS Users (セカンダリ)

このダッシュボードを使用して、サインインアクティビティの傾向を探索します。

左側の [Select Events or Distinct Actors (イベントまたは個別のアクターを選択 )]セレクターを使

用すると、サイトのサインイン関連のアクティビティを週単位、日単位、および時間単位で確認で

きます。このダッシュボードの背後には2つのデータソースがあるため、サインインアクティビティを最

近行ったユーザーだけでなく、すべてのユーザーによるサインインアクティビティを確認できます。

このダッシュボードで実行可能な内容 :ダッシュボードを複製し、[Login user breakdown (ログイン

ユーザーの詳細 )]のみを保持する。次に、[Last Login Date (最終ログイン日 )]のフィルターをnull

に変更して、サイトにサインインしたことがないユーザーのリストを表示します。また、ユーザーが実

行するアクションの種類に応じてメールを送信することもできます。

トラフィックと導入の詳細とイベントのパブリッシュに関する詳細

フォーカス:コンテンツへのアクセスと使用状況

接続先 : TS Events

ダッシュボードの情報には、次の種類の内容が表示されます。

l アクセスアクティビティの表示 :ビューにアクセスした日付とアクセスしたユーザー。

l データソースアクセスアクティビティ: 1)パブリッシュされたデータソースがWeb作成または

Tableau Desktopを介して接続された日付、または2)ユーザーがパブリッシュされたデータ

ソースを使用するワークブックを表示またはパブリッシュした日付。
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l ワークブックパブリッシュアクティビティ:ワークブックがパブリッシュされた日付とパブリッシュした

ユーザー。

l データソースパブリッシュアクティビティ:パブリッシュされたデータソースがパブリッシュされた日

付とパブリッシュしたユーザー。

このダッシュボードで実行可能な内容 :右上隅にある[プロジェクト名 ]セレクターを使用して、フィル

ター処理するサイト上のプロジェクトを選択する。このフィルターは、管理者インサイトスターターの

すべてのシートに影響します。

古いコンテンツ

フォーカス: コンテンツの使用量とディスク容量

接続先 : Site Content、TS Events

ダッシュボードには、次の種類の情報が表示されます。

l アクティビティ別のディスク領域使用量 :古いコンテンツとアクティブとみなされるコンテンツ(古

さのしきい値を下回る時間枠でアクセスされたコンテンツ)によって使用される領域の量。

l アイテムによって使用されている領域 :サイト上のコンテンツによって使用されている領域の

量。x軸はコンテンツが最後に閲覧されてからの経過日数を示し、y軸はサイズを示しま

す。

l 古いコンテンツや未使用のコンテンツによって使用されている領域 :古いコンテンツや未使用

のコンテンツによって使用されている領域の合計量。この情報を使用すると、最も古いコンテ

ンツや、最も領域を使用しているコンテンツを確認できます。

このダッシュボードで実行可能な内容 :

l 非アクティブしきい値を使用すると、コンテンツが古いとみなされるまでの未使用の期間を確

認できます。この値を変更すると、しきい値を満たさないコンテンツアイテムをフィルタリングで

きます。
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l プロジェクト名セレクターを使用すると、コンテンツをプロジェクトごとにフィルタリングできます。

このフィルターは、管理者インサイトスターターのすべてのシートに影響します。

l クリーンなサイトを維持するには、使用されなくなったコンテンツを削除します。不明な場合

は、削除する前に、アイテムを選択してコンテンツ所有者にメールを送信します。

領域使用量の統計

フォーカス: コンテンツのオーナーシップとディスク容量

接続先 : Site Content、TS Events

ダッシュボードには、次の種類の情報が表示されます。

l サイト容量 :サイトの総容量に対する領域使用量。

l プロジェクトごとの領域使用量 :最上位プロジェクト別の領域使用量。プロジェクトを選択

すると、他のワークシートがフィルタリングされ、コンテンツアイテム、サイズ、オーナーシップの

詳細が表示されます。

l アイテムごとの領域使用量 :ワークブック、データソース、フロー、仮想接続などのコンテンツ

アイテム別の領域使用量。

l ユーザーごとの領域使用量 :コンテンツ所有者が使用している領域の量を確認し、割り当

てられた領域を超えているグループまたはユーザーがいるかどうかを特定します。

このダッシュボードで実行可能な内容 :

l プロジェクト名セレクターを使用すると、コンテンツをプロジェクトごとにフィルタリングできます。

このフィルターは、管理者インサイトスターターのすべてのシートに影響します。

l アイテムまたはユーザーを選択してメールを送信し、コンテンツがどのように使用されているか

を明確にします。

データソースを確認する

または、管理者インサイトのデータに直接接続することができます。各フィールド(ディメンションとメ

ジャーの両方 )にカーソルを合わせて自分のデータを確認し、キャプチャされているデータの説明を
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読みます。

TS Events

TSイベントは、主要な監査データソースとして機能します。TSイベントには、サインイン、パブリッ

シュ、アクセスされたビューなど、サイトで発生するさまざまなイベントに関するデータが含まれます。

例 :一番人気のあるビューはどれか?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、TS

イベントデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[アイテム名 ]を[行 ]シェルフに、[イベント数 ]を[列 ]シェルフにドラッグしま

す。

3. [データ]ペインから[アイテムタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグし、[ビュー]チェックボック

スをオンにします。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサイ

トからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要があります。

l 「アクターユーザー ID =ユーザー ID」でTSイベントをTSユーザーに結合します

l 「アイテム ID =アイテム ID」および「アイテムタイプ=アイテムタイプ」でTSイベントをサイトコ

ンテンツに結合します

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。
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TS Users

TS Usersには、残っているライセンス、サイトロール、ユーザーが所有しているワークブックなど、

ユーザーに関するデータが含まれます。このデータソースには、Tableau Desktop、Tableau

Prep、Web作成、サイトロール固有の機能の製品アクティブ化と使用データに関連する情報も

含まれます。

2023年 12月以降、TSユーザーにはサイトのTableau Pulse情報が含まれます。ユーザーが所

有するメトリクスの数を追跡するために、新しい [Pulseメトリクス]フィールドが [ユーザーコンテンツ]

フォルダーに追加されました。

例 :使用中のライセンス数は?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、

TSユーザーデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[メジャーネーム]を[行 ]シェルフに、[メジャーバリュー]を[列 ]シェルフに

ドラッグします。

3. [行 ]シェルフの [メジャー名 ]フィールドを右クリックして、[フィルターの表示 ]を選択します。

4. [メジャーネーム]フィルターのドロップダウンメニューをクリックし、[カスタマイズ]、[適用ボタン

を表示 ]の順に選択します。

5. フィルターで、[許可されている合計ライセンス数 ]および [使用中の合計ライセンス数 ]の
チェックボックスを選択し、[適用 ]をクリックします。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサ

イトからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要がありま

す。

l 「ユーザーLUID =ユーザーLUID」でTSユーザーをグループに結合します

l 「ユーザー ID =アクターユーザー ID」でTSユーザーをTSイベントに結合します
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l 「ユーザーの電子メール=所有者の電子メール」または「ユーザーの電子メール=アイテムの

親プロジェクトの所有者の電子メール」でTSユーザーをサイトコンテンツに結合します

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

グループ

グループは、ユーザーがグループのメンバーであることを識別します。グループとユーザーをペアリング

する一意の組み合わせごとに1行のデータがあります。メンバーがいないグループ、およびグループに

属していないユーザーを含む行のデータは、空値が「NULL」として表示されます。

例 :あるグループに所属するユーザーは誰か?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、グ

ループデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[グループ名 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。

3. (オプション)ビューで、調べたいグループを選択し、[保持のみ]を選択します。

4. [データ]ペインから、[ユーザーメール]を[行 ]シェルフにドラッグして、[グループ名 ]フィールド

の右側に配置します。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサイ

トからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要があります。

l 「ユーザーLUID =ユーザーLUID」でグループをTSユーザーに結合します

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

サイトコンテンツ

サイトコンテンツは、サイト上のプロジェクト、データソース、フロー、ワークブック、ビューなどに関する

基本的な管理情報を提供します。コンテンツアイテムに関して提供されるデータは、そのアイテム
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タイプに一意である場合があります。一意のフィールドを持つアイテムタイプは、そのアイテムタイプ

に対応するタイトルのフォルダーにあります。

2023年 12月以降、サイトコンテンツのデータソースにはサイトのTableau Pulse情報が含まれ

ます。ビューの作成時、Tableau Pulse専用のフィールドは [メトリクス]フォルダ―内にあります。

注 :サイトコンテンツのデータソースに接続するユーザーには、各アイテムに設定されている権

限に関係なく、サイト上のすべてのコンテンツアイテムに関するデータが表示されます。管理

者以外のユーザーに配布する場合は、このことに注意する必要があります。

例 :サイトで公開されているデータソースの何パーセントが認定されているか?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、サ

イトコンテンツデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[移行済みデータ(カウント)]を[列 ]シェルフにドラッグします。

3. [データ]ペインから[データソースのコンテンツタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグし、[す
べて]のチェックボックスを解除してから、[パブリッシュ済み]のチェックボックスを選択します。

4. [データ]ペインから[認定済みデータソース]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

5. [列 ]シェルフの [CNT (移行済みデータ)]フィールドを右クリックし、[クイックテーブル計算 ]、
[合計に対する割合 ]の順に選択します。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサ

イトからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要がありま

す。

l 「アイテム ID =アイテム ID」および「アイテムタイプ=アイテムタイプ」でサイトコンテンツを

TSイベントに結合します

l 「所有者の電子メール=ユーザーの電子メール」または「所有者の電子メール=アイテムの

親プロジェクトの所有者の電子メール」でサイトコンテンツをTSイベントに結合します
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詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

Vizの読み込み時間

Vizの読み込み時間には、コンテンツ作成者がビューを読み込むときにユーザーエクスペリエンスを

より深く理解できるように、サイトでのビューの読み込み時間に関する情報が含まれています。

例 :読み込みに最も時間がかかるビューはどれですか?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、Viz

の読み込み時間のデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[アイテム名 ]を[行 ]シェルフに、[所要時間 ]を[列 ]シェルフにドラッグしま

す。

3. [データ]ペインから[ステータスコードのタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグし、[成功 ]
チェックボックスをオンにします。

4. [列 ]シェルフで [ディメンション]を右クリックし、[メジャー (カウント)]、[中央値 ]の順に選択し

ます。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサイ

トからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要があります。

l “アイテムリポジトリURL =アイテムリポジトリURL”で、TS EventsとサイトコンテンツにViz

の読み込み時間を結合する

l “アイテムタイプ=アイテムタイプ”で、TS EventsとサイトコンテンツにVizの読み込み時間

を結合する

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。
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ジョブパフォーマンス

ジョブパフォーマンスには、サイトのバックグラウンドジョブ(抽出更新やフロー実行など)に関するイ

ベントおよびランタイム情報が含まれます。2023年 5月以降、Job Performanceには、Bridgeク

ライアント名、プールデータ、更新の開始時刻と完了時刻を含むTableau Bridgeの更新データ

が含まれます。

例 :サイトで抽出更新とフロー実行がいくつ発生するか?

1. 「管理者インサイトデータソースへの接続」に記載されている手順のいずれかを使用して、

ジョブパフォーマンスデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[アイテム名 ]、[アイテムタイプ]、[所有者のメール]、[ジョブタイプ]を
[行 ]シェルフにドラッグします。

3. [行 ]シェルフで [アイテム名 ]を右クリックして、[並べ替え]を選択します。

4. [並べ替え]ダイアログで、[並べ替え]の [フィールド]と[フィールド名 ]の [ジョブ ID]を選択し

ます。ダイアログを閉じます。

5. [データ]ペインから[開始日 (ローカル)]を[列 ]シェルフにドラッグします。

6. [列 ]シェルフで [開始日 (ローカル)]を右クリックし、[正確な日付 ]を選択します。これによ

り、ディメンションがメジャーに変換されます。

7. [データ]ペインから[ジョブ結果 ]と[実行期間 (日数 )]をそれぞれ [マーク]カードの [色 ]と

[サイズ]にドラッグします。

例 :ジョブがキューに入れられる平均期間はどれくらいか?

1. 「管理者インサイトデータソースへの接続」に記載されている手順のいずれかを使用して、

ジョブパフォーマンスデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[開始日 ]を[列 ]シェルフに、[開始日 (ローカル)]を[行 ]シェルフにドラッ

グします。
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3. [列 ]シェルフで [開始日 ]フィールドを右クリックし、2番目の値セット(つまり、2022年 5月

11日 )から[日 ]を選択します。これにより、フィールドがメジャーに変換されます。

4. [行 ]シェルフで [開始日 (ローカル)]を右クリックし、最初の値セット(つまり、9)から[その

他 ]、[時間 ]の順に選択します。

5. [マーク]カードで、[形状 ]ドロップダウンメニューから[四角 ]を選択します。

6. [データ]ペインから[ジョブがキューに入れられる期間 ]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグしま

す。フィールドを右クリックし、[メジャー] > [平均 ]を選択します。

7. [データ]ペインから[ジョブ ID]を[マーク]カードの [サイズ]にドラッグします。フィールドを右ク

リックし、[メジャー] > [カウント(個別 )]を選択します。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサイ

トからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要があります。

l 「アイテム ID =アイテム ID」でジョブパフォーマンスをサイトコンテンツに結合する

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

パーミッション

パーミッションには、サイト上のすべてのユーザーとコンテンツに対する有効な権限が含まれていま

す。管理者は、データソースを使用して、パーミッションのセキュリティのギャップを特定し、適切な

ユーザーだけがコンテンツアイテムにアクセスできるようにすることができます。

注 :サイトロールによって、ユーザーが持つことのできる最大限のパーミッションが決定されま

す。たとえば、Viewerは、ユーザーまたはグループのルールで許可されていたとしても、Web編

集を行うことはできません。パーミッションの評価順序に基づき、ユーザーはデータソースに記

載されているものとは異なる機能を持つ場合があります。詳細については、「有効なパーミッ

ション」を参照してください。

例 :どのユーザーとグループがコンテンツにアクセスできるか?
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1. 「管理者インサイトデータソースへの接続」に記載されている手順のいずれかを使用して、

パーミッションデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[アイテムタイプ]、[アイテム名 ]、[アイテムの親プロジェクト名 ]、[パーミッ

ションの制御プロジェクト名 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。これにより、サイトのコンテンツ

の階層ビューが作成され、パーミッションがプロジェクトレベルで設定されているか、または、

個々のコンテンツごとに設定されているかなど、パーミッションがどのように決定されているか

が表示されます。

3. [データ]ペインから[被付与者名 ]と[被付与者タイプ]を[行 ]シェルフにドラッグします。こ

れらのディメンションを追加すると、コンテンツにアクセスできるユーザーとグループが表示され

ます。

4. [データ]ペインから[機能タイプ]を[行 ]シェルフにドラッグします。ユーザーとグループの機能

が表示されます。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサ

イトからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要がありま

す。

サイトに1000人を超えるユーザーがいる場合や、個々のコンテンツアセットで複数の大規模グ

ループにパーミッションを割り当てている場合、パーミッションを他の管理者インサイトのデータソー

スと結合すると、データセットが大きくなる可能性があります。大規模なグループには数百人のメン

バーが含まれます。

l "アイテムLUID =アイテムLUID"のパーミッションにサイトコンテンツを結合する(左結合 )

l "ユーザーLUID ＝ ユーザーLUID"のTSユーザーにパーミッションを結合する

l "被付与者 LUID =グループLUID"のグループにパーミッションを結合する(右結合 )

ヒント:分析を効率化するには、[すべてのユーザー]のグループルールを削除するか、ルールを編

集してパーミッションを削除します。

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。
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サブスクリプション

サブスクリプションデータソースは、作成者と受信者の名前、コンテンツアイテム、ジョブステータ

ス、スケジュールなどを含む、サイト上のサブスクリプションに関する包括的な詳細を提供します。管

理者はこのデータを使用して、サブスクリプションを通じてコンテンツにアクセスするユーザーの閲覧エ

クスペリエンスを向上させることができます。

例 :ユーザーはどれくらいの頻度でサブスクリプションを受け取るか?

1. 管理者インサイトデータソースへの接続に記載されている手順のいずれかを使用して、サブ

スクリプションとTSイベントデータソースに接続します。

2. [データ]、[ブレンド関係の編集 ]の順に選択します。

3. [ブレンド関係 ]ダイアログで、プライマリデータソースを[サブスクリプション]に設定し、[カスタ

ム]ラジオボタンを選択します。

4. [追加 ]をクリックします。

5. [フィールドマッピングの追加または編集 ]ダイアログで、[サブスクライバーのメール]を[アクター

ユーザー名 ]にマッピングし、[OK]をクリックします。

6. [OK]をクリックして [ブレンド関係 ]ダイアログを終了します。

7. [データ]ペインから[サブスクライバーメール]を[件名 ]に、[最終送信日 (ローカル)]を[行 ]
シェルフにドラッグします。

8. [データ]ペインから[イベント数 ]を[列 ]シェルフにドラッグします。

9. [アイテムLUID]、[アイテムタイプ]、[アクターユーザー名 ]が [データ]ペインのリンクフィール

ドであることを確認します。壊れたリンクがある場合は、フィールド名の横にあるアイコンをク

リックして、2つのデータソースをリンクします。

10. [データ]ペインから[サブスクリプションステータス]を[マーク]カードの [色 ]にドラッグします。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサイ

トからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要があります。

Tableau Software 395

Tableau Cloudヘルプ



l 「サブスクライバーメール=アクターのユーザー名」で、サブスクリプションとTSイベントを結

合します。

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

トークン

トークンには、パーソナルアクセストークン(PAT)、リフレッシュトークン、OAuthトークンなど、サイ

ト上のアクティブで期限切れになっていないユーザートークンに関する情報が含まれています。サイ

ト管理者は、データソースを通じてトークンの使用状況と有効期限を監視し、必要に応じて必

須のトークンをローテーションできます。

データソースには次のトークンが含まれています。

l OAuth データベース- OAuth接続に使用されるアクセストークンを管理します。トークン

は、Tableau Cloudユーザーが削除するか、データプロバイダーが取り消すまで有効です。

詳細については、OAuth接続を参照してください。

l OAuth クライアント- Tableau DesktopやTableau Prepなどの接続されたクライアントが

使用するリフレッシュトークンを管理します。詳細については、接続されているクライアントか

らサイトにアクセスを参照してください。

l パーソナルアクセストークン (PAT) - Tableau REST APIで作成された自動スクリプトやタ

スクなど、Tableau Cloudへのサインインに使用される長期認証トークンを管理します。詳

細については、個人用アクセストークンを参照してください。

サイト管理者はいつでも、不要なトークンを持つユーザーのライセンスを解除することで、トークンを

すぐに取り消すことができます。ただし、ユーザーがライセンスをもう一度取得するには、新しいトー

クンを作成する必要があります。特定の種類のトークンを削除または取り消す手順については、

前のセクションのリンクに従ってください。

例 :OAuthデータベーストークンが最後に更新されたのはいつですか?

次の例では、組織内のトークンローテーションのコンプライアンスを測定します。
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1. 管理者インサイトデータソースへの接続に記載されている手順のいずれかを使用して、トー

クンデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[トークンタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグします。[OAuth データ

ベース]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

3. [データベースタイプ]、[データベースユーザー名 ]、[最終更新日 ]を[行 ]シェルフにドラッグし

ます。

4. [行 ]シェルフで [最終更新日 ]を右クリックし、コンテキストメニューから[正確な日付 ]を選

択します。フィールドを連続フィールドから離散フィールドに変更します。

5. メニューから[分析 ]、[計算フィールドの作成 ]の順にクリックします。

a. 名前 :最終更新日からの日数

b. 計算 :

ROUND(TODAY()-[Last Updated])

6. [OK]をクリックします。

7. [データ]ペインから、[最終更新日からの日数 ]を[行 ]シェルフにドラッグします。フィールドを

連続フィールドから離散フィールドに変更します。

例 :埋め込みOAuthデータベーストークンの有効期限はいつですか?

ビューの読み込みエラーや抽出更新の失敗などのトラブルを防止するには、埋め込みOAuthデー

タベーストークンの有効期限を監視することが重要です。次の例は、有効期限が近づいている

トークンを特定し、ユーザーが認証資格情報をプロアクティブに更新できるようにする方法を示して

います。

注 : Tableauは、OAuthデータベーストークンの有効期限を保存しません。この情報を入手

するには、データベース管理者に問い合わせて、各データベースタイプの有効期限の詳細を

確認してください。
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1. 「管理者インサイトデータソースへの接続」に記載されている手順のいずれかを使用して、

トークンデータソースに接続します。

2. [データ]ペインから[トークンタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグします。[OAuth データ

ベース]チェックボックスを選択し、[OK]をクリックします。

3. [Database Type (データベースのタイプ)]と[Owner Email (所有者のメール)] を[行 ]シェ

ルフにドラッグします。

4. メニューから[分析 ]、[計算フィールドの作成 ]の順にクリックします。この例では、有効期限

が90日後のSnowflakeデータベースを使用します。

a. 名前 : Expires At (all tokens)

b. 計算 :

IF [Token Type] = 'OAuth Database'

THEN

IF [Database Type] = 'snowflake'

THEN DATEADD('day', 90, [Last Updated])

// add conditions for other database types here //

ELSE NULL

END

ELSE [Expires At]

END

5. メニューから[分析 ]、[計算フィールドの作成 ]の順にクリックします。

a. 名前 : Days Until Expiration

b. 計算 :

DATEDIFF('day', TODAY(), [Expires At (all tokens)])

6. [Days Until Expiration (有効期限までの日数 )]を[行 ]シェルフにドラッグします。フィール

ドを連続フィールドから離散フィールドに変更します。
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7. [Days Until Expiration (有効期限までの日数 )]を[フィルター]シェルフにドラッグします。

[すべての値 ]を選択し、最大値を14に設定します。これにより、14日後に期限切れにな

るトークン、またはすでに期限切れになっているトークンがフィルターされます。必要に応じて

調整します。

8. 結果の値を使用して、トークンの有効期限が近づいているユーザーに連絡します。

例 :サイト上でPATを所有しているのはどのユーザーですか?

次の例では、サイト上のPATを所有するユーザーの名前とサイトロールが表示されます。フィル

ターを調整すると、その他のトークンタイプを表示できます。

1. 管理者インサイトデータソースへの接続 に記載されている手順のいずれかを使用して、

トークンとTSユーザーデータソースに接続します。

2. [データ]、[ブレンド関係の編集 ]の順に選択します。

3. [ブレンド関係 ]ダイアログで、プライマリデータソースを[トークン]に設定し、[カスタム]ラジオ

ボタンを選択します。

4. [追加 ]をクリックします。

5. [フィールドマッピングの追加または編集 ]ダイアログで、[所有者のメール]を[ユーザーのメー

ル]にマッピングし、[OK]、OKの順にクリックします。

6. [データ]ペインから[トークンタイプ]を[フィルター]シェルフにドラッグします。[PAT]チェックボッ

クスを選択し、[OK]をクリックします。

7. [データ]ペインから[ユーザー名 ]、[ユーザーサイトロール]、[有効期限 ]、[最終使用日 ]を
[行 ]シェルフにドラッグします。

8. [データ]ペインのリンクフィールドが [ユーザーのメール]であることを確認します。壊れたリンク

がある場合は、フィールド名の横にあるアイコンをクリックして、2つのデータソースをリンクしま

す。

9. [行 ]シェルフで [有効期限 ]を右クリックし、コンテキストメニューから[正確な日付 ]を選択し
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ます。フィールドを連続フィールドから離散フィールドに変更します。

10. [最終使用日 ]に対して手順 7を繰り返します。

このデータソースをさらに活用する: Tableau Prepを使用すると、次のフィールドで管理者インサイ

トのデータソースを結合して、サイトの視認性を高めることができます。複数のTableau Cloudサ

イトからデータを分析している場合は、「サイトLUID =サイトLUID」でも結合する必要がありま

す。

l トークン所有者のサイトロールを確認するには、「所有者のメール」=「ユーザーのメール」で

トークンをTSユーザーに結合します。

l トークン所有者のグループメンバーシップを確認するには、「所有者のメール」=「ユーザーの

メール」でトークンをグループに結合します。

詳細については、Tableau Prepヘルプの「データの集計、結合、ユニオン」を参照してください。

管理者インサイトの管理

管理者インサイトとは、サイトのデータに関する慎重にキュレーションされたデータソースと事前作

成されたワークブックが事前に設定されているTableau Cloudのみのプロジェクトです。管理者イ

ンサイトのプロジェクトで入手可能なリソースを使用して、サイトに関するさまざまなよくある質問に

回答する際に役立つカスタムビューを作成できます。

管理者インサイトと管理ビューの比較

管理者インサイトプロジェクトと事前構築済みの管理ビュー (Tableau Cloudの [ステータス]ペー

ジからアクセス可能 )は、どちらもお使いのTableau Cloudサイトの正常性とアクティビティを監視

するための貴重なツールです。一方のツールが他方のツールに置き換わることはできません。

どちらのツールを使用するかを決定するには、次の事項を考慮します。

管理者インサイト 管理ビュー

l サイトのトラフィック、導

入、およびアクセス

l ユーザーロールとサイン

インアクティビティ

l サイトの全般的アクティビティ、サイトのパフォーマンス、

およびディスク容量使用率

l パフォーマンスの抽出

l Tableau Bridgeトラフィックと抽出関連のアクティビティ
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管理者インサイト 管理ビュー

l パブリッシュ関連のアク

ティビティ

l トラブルシューティング

管理者インサイトプロジェクトに含まれる内容

管理者インサイトプロジェクトは次のもので構成されています。

l 管理者インサイトのデータソース- TSイベント、TSユーザー、グループ、サイトコンテンツ、

Vizの読み込み時間、ジョブパフォーマンス、パーミッション、サブスクリプション、トークン組織

でカスタムの計算またはその他のデータを使用してデータを強化する必要がある場合は、こ

れらのデータソースを使用して新しいデータソースを作成できます。データソースの詳細につ

いては、データソースを確認するを参照してください。

l 管理者インサイトスターター:管理者インサイトデータソースに基づくダッシュボードを含む、

事前作成されたワークブック。これらのダッシュボードは、より詳細なダッシュボードとビューを

構築するためのテンプレートとして機能し、利用者のサイトの展開や組織に固有の疑問を

解決することを目的としています。ダッシュボードの詳細については、事前作成されたワーク

ブックを確認するを参照してください。

l Tableau システムアカウント—管理者インサイトプロジェクトのデータソースは、Tableauシ

ステムアカウントによって更新されます。このアカウントによって実行されたイベントはデータ

ソースには表示されませんが、Tableauシステムアカウントは既定で、管理者インサイトコン

テンツの所有者としてリストされています。このアカウントは、管理者インサイトデータを管理

者インサイトプロジェクトに提供するために存在しています。

データの鮮度について

管理者インサイトデータソースには、サイトに関して既定で最大 90日相当 (またはAdvanced

Managementでは365日相当 )のデータが含まれています。詳細については、「Tableau Cloud上

のTableau Advanced Managementについて」を参照してください。このデータソースは毎日または

毎週更新できます。Admin Insightsデータソースの更新頻度を指定するには、[設定 ]の [全般 ]
タブで [Admin Insights の更新頻度 ]までスクロールします。
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管理者インサイトスターターはこれらのデータソースに基づいているため、ワークブックのダッシュ

ボードには常に最新の情報が表示されます。Tableauは定期的にワークブック自体を更新しま

す。詳細については、このトピックで後述する管理者インサイトスターターの更新の取得も参照し

てください。

管理者インサイトへのアクセスの共有

管理者インサイトのコンテンツは、初期状態ではサイト管理者のみに表示されます。ユーザーが

ニーズやワークフローに固有のインサイトを構築、キュレーション、および取得して、最終的にコンテ

ンツをより効果的に管理できるよう、組織内の他のサイトユーザーへのアクセスを拡張することを

検討してください。プロジェクトパーミッションのサイト管理者以外への拡張の詳細については、

パーミッションを参照してください。

管理者インサイトスターターの移動または名前変更

あらかじめ組み込まれているワークブック(管理者インサイトスターター)は、別のプロジェクトに移

動しておくか、ワークブック名を変更することを強くお勧めします。これにより、変更内容が確実に

保持され、Tableauが事前作成されたワークブックに対して行う定期的な更新によって上書きさ

れないようにすることができます。

詳細については、以下の管理者インサイトスターターの更新の取得を参照してください。

管理者インサイトスターターの更新の取得

Tableauは管理者インサイトスターターの更新を定期的に取得します。更新は、管理者インサイ

トプロジェクトの管理者インサイトスターターワークブックに自動的に適用されます。更新内容は

リリースノートワークブックに要約されています。これは管理者インサイトプロジェクトでも入手可

能です。更新には、新しいフィールドやフィールドの説明、新しいビュー、既存のビューの更新など

が含まれます。

管理者インサイトスターターを最新版に更新し、ワークブックに対して行った変更が何も上書きさ

れないようにするには、以下の手順に従います。

ステップ1: 更新に備えて準備する

ワークブックに加えた変更を保持し、この変更がTableauにより上書きされないようにするため、次

の作業のいずれかを実行することをお勧めします。
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l ワークブックを別のプロジェクトに移動する

l ワークブック名を変更する

加えた変更とTableauのワークブックに関する最新の向上を両方とも維持するには、Tableauが

更新を行うごとに上記の作業のいずれかを繰り返す必要があります。

ステップ2: 更新を確認する

更新プロセスの一環として、Tableauは管理者インサイトスターターを再作成してから、管理者イ

ンサイトプロジェクトに追加します。

ワークブックで移動または名前の変更を行った場合、新しい "管理者インサイトスターター"が管理

者インサイトプロジェクトに追加されます。新しいワークブックは、変更日またはリビジョン履歴のパブ

リッシュ日で確認できます。

ステップ3: リビジョン履歴を使用して変更を元に戻す (オプション)

管理者インサイトスターターが更新される前にワークブックの移動や名前の変更をできなかった場

合や、更新が行われても問題ない場合は、リビジョン履歴を使用して変更を元に戻すことができま

す。リビジョン履歴の詳細については、Tableauユーザーヘルプの「コンテンツのリビジョンの操作」を

参照してください。

ステップ4: 行った変更を最新の管理者インサイトスターターに手動で加えるか移動する

Tableauによって変更されたのと同じワークブックに変更が反映されるようにするには、以下の手順

に従う必要があります。

1. 最新バージョンの管理者インサイトスターターワークブックでは、次のどちらかまたは両方を

実行できます。

l お使いのバージョンのワークブックで行った変更を、最新バージョンのワークブックに手

動で加えます。

l お使いのバージョンのワークブックからシートをエクスポートし、最新バージョンのワーク

ブックに保存します。シートのエクスポートの詳細については、Tableauユーザーヘル

プの「ワークブック間でのシートのエクスポートおよびインポート」を参照してください。

2. 管理者インサイトスターターが新しく更新されてユーザーによる変更を上書きしないようにす

るには、ワークブックに最後に行った移動や名前の変更をもう一度行います。
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管理者インサイトを管理するためのヒント

管理者インサイトプロジェクトがサイトにある他のプロジェクトと同様に機能している場合でも、

Tableauはプロジェクトの管理時に以下を考慮することを推奨します。

l 管理者インサイトスターターを別の場所に移動します。管理者インサイトスターターを更

新する予定がある場合、1)ワークブックを別の場所に移動する、または2)ワークブック名を

変更することをお勧めします。この作業のどちらかを行うことにより、変更内容が保持され、

Tableauがワークブックに対して自動的に行う定期的な更新によって上書きされないように

することができます。詳細については、管理者インサイトスターターの更新の取得を参照し

てください。

l データソースの移動時は注意する。管理者インサイトデータソースを管理者インサイトプ

ロジェクト外に移動すると、Tableauはそれらを更新できなくなります。また、データソースは

Tableauにより定期的に更新されます。データソースが更新され、変更内容が保持される

ように、TSイベント、TSユーザー、グループ、サイトコンテンツ、Vizの読み込み時間、ジョ

ブパフォーマンス、パーミッション、サブスクリプション、トークンのデータソースは管理者インサ

イトプロジェクト内に置いておくようにしてください。

l サイト管理者ではないユーザーなど、プロジェクトにアクセスしてコンテンツを作成する他の

ユーザーを指定する。たとえば、ユーザーが、TSイベント、TSユーザー、グループ、サイトコ

ンテンツ、Vizの読み込み時間、ジョブパフォーマンス、パーミッション、サブスクリプション、

トークンのデータソースに基づいて新しいビューを作成できるようにします。プロジェクトパー

ミッションの変更に関する詳細については、パーミッションの設定を参照してください。

ブリッジ接続されたデータソースへのトラフィック

[ブリッジ接続されたデータソースへのトラフィック]管理ビューで、サイト管理者はライブ接続した

データソースの使用状況を表示できます。このビューで、最もよく使用されているデータソースや

あまり使用されていないデータソースを特定できます。Bridgeクライアント名、データソース、およ

び時間範囲を選択することで、表示される情報をフィルターリングできます。

このビューには、過去 30日間のTableau Cloudアクティビティのスナップショットが表示されます。
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ビューの最上部には、指定した時間範囲 (デフォルトは過去7日間 )にわたって使用されているデー

タソースが表示されます。

l プロジェクトごとのデータソースの使用量 -設定したフィルターに基づいて、プロジェクトごとの

データソースの合計使用量を表示します。マークにカーソルを合わせると、データソースが使

用された回数が表示されます。選択に基づいてビューの他のセクションを更新するための

データポイントを選択します。

l 日ごとのデータソースの合計使用量 -設定したフィルターに基づいて、日ごとのデータソース

の合計使用量を表示します。カウントを表示するには、線上の点にカーソルを合わせます。

選択に基づいてビューの他のセクションを更新するための点を選択します。

ビューの下部にある2つの棒グラフには、[最小限の操作 ]によってフィルターリングされた結果が表

示されます。これらは、最も使用されたデータソースや、どのユーザーが最も頻繁にデータソースを

使用したかを示します。最小限の操作以上の操作カウントを持つデータソースとユーザーのみが

表示されます。

l 最も使用されたデータソース-これは最も使用されたデータソースのリストです。ビューの他

のセクションと同様、フィルターや任意の選択によって情報が制限されます。

l 最もデータソースを使用したユーザー -最もデータソースを使用したユーザーを表示しま

す。これは、フィルターやユーザーによる選択によって影響を受けます。
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抽出でのバックグラウンドタスク

[抽出でのバックグラウンドタスク]ビューには、サーバー上で実行される抽出特有のタスクが表示さ

れます。このビューには、過去 30日間のTableau Cloudアクティビティのスナップショットが表示さ

れます。

このビューを理解する

この組み込みの管理ビューについて理解を深めるため、以下の点に留意してください。

l [このサーバーで実行した抽出 ]テーブルに、[タイムライン]に指定された期間で実行される

抽出がリストされます。

l ステータスに基づいてテーブルをフィルターするには、[成功 ]または [エラー]をクリックできま

す。

l また、特定のタスクをクリックして選択したタスクの [抽出にかかった時間 ]グラフを更新するこ

ともできます。

l [成功または失敗した抽出の数 ]テーブルは、タスクのステータス(成功または失敗 )を更新

しますが、成功または失敗した抽出のカウントは変更されません。
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ステータス

タスクには、成功またはエラーのステータスがあります。

アイコン 説明

エラー -サーバーでタスクを完了できませんでした。

成功 -サーバーでタスクが完了しました。

タスクの詳細を見る

タスクの詳細を確認するには、カーソルを成功アイコンまたはエラーアイコンに合わせます。

タスクの詳細にあるエラー

更新タスクがタイムアウト制限に達した場合、タスクの詳細に以下のいずれかのエラーが表示され

る可能性があります。

l The query time resource limit (7200 seconds) was exceeded. (クエリ時間リソース制限

(7200秒 )を超えました。)
l com.tableau.nativeapi.dll.TableauCancelException: Operation cancelled.
(com.tableau.nativeapi.dll.TableauCancelException:操作がキャンセルされました。)

l The query time resource limit (8100 seconds) was exceeded. (クエリ時間リソース制限

(8100秒 )を超えました。)
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更新タスクのタイムアウト制限に関する詳細とこれらのエラーを解決するための提案については、

更新の抽出の時間制限を参照してください。

Bridgeの抽出

[Bridge の抽出 ]管理ビューでは、過去 30日分のTableau Bridgeによる抽出の更新アクティビ

ティを取り込みます。

あらかじめ組み込まれているこの管理ビューでは、サイトに登録された単独またはすべてのBridge

クライアントが実行する更新について、サイト管理者の次のような疑問を解決する際に役立ちま

す。

l エラーの割合 :更新が成功または失敗する頻度は?更新が失敗する場合、その理由は?
l 行われた要求 :スケジュールされる更新の数は?
l 経過時間 :更新に要する時間は?
l 飽和状態 :各クライアントのビジーの度合は?

ビューは、クライアント名、抽出データソースの作成日、抽出データソース名、更新期間などで

フィルターできます。
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このビューに関する注

l 管理ビューにデータが表示されない場合、サイトに関連付けられているBridgeクライアント

があることを確認します。または、ビューの右上隅にある"抽出が作成されました"フィルター

の値を変更してください。

l 期待する期間ベースのデータがビューに表示されない場合は、[すべての値を表示 ] ( )アイコ

ンをクリックして、[Avg.Duration of refresh (seconds) (更新の平均継続時間 (秒 ))]フィル
ターをクリアします。

l "一般的な抽出更新エラー"表で各バーにカーソルを合わせ、エラーとエラー詳細を表示しま

す。複数のデータソースがエラーに関連付けられている場合は、代わりにアスタリスク(*)が
表示されます。

l 場合によっては、[抽出のブリッジタスク]ビューのデータが欠落しているか不完全である場合

があります。これは、キャンセルされたジョブや失敗したジョブなどの特定のジョブがビューに含

まれていないためです。[抽出のバックグラウンドタスク]を使用して、抽出固有のタスクを表

示します。

抽出以外のバックグラウンドタスク

[抽出以外のバックグラウンドタスク]ビューには、サーバーで実行されていて、かつ、標準のオンライ

ン抽出更新に関係のないタスクが表示されます。たとえば、Bridgeの更新ジョブ、編集済みの

OAuth接続、サブスクリプション通知などです。このビューには、過去 30日間のTableau Cloudア

クティビティのスナップショットが表示されます。

テーブルに、指定された期間で実行されるタスクがリストされます。ステータスに基づいてテーブルを

フィルターするには、[成功 ]または [エラー]をクリックします。選択したタスクの [このサイトで実行され

たバックグラウンドタスク]グラフを更新するには、[このサイトで成功または失敗したタスクの数 ]で特

定のタスクをクリックします。

タスクには、成功またはエラーのステータスがあります。タスクの詳細を確認するには、カーソルを成

功アイコンまたはエラーアイコンに合わせます。

アイコン 説明

エラー -サーバーでタスクを完了できませんでした。

成功 -サーバーでタスクが完了しました。
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タスクに関して表示可能な内容は、タスクの ID、ステータス、優先度、タスクの作成時期、開始

時期、完了時期です。また、ジョブのランタイムも表示でき、バックグラウンドジョブの合計ランタイ

ム (ジョブのランタイムに加え、初期化やクリーンアップなどのバックグラウンドジョブのオーバーヘッド

を含む)も表示されます。さらに、どのバックグラウンダーでジョブを実行しているかを確認することも

できます。

[「データに聞く」 (Ask Data)の使用状況 ]ビュー

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Server

バージョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する

質問や変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳

細については、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照して

ください。

[「データに聞く」 (Ask Data)の使用状況 ]ビューは事前に構築されたダッシュボードであり、サイト

管理者またはサーバー管理者はこのビューで、サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)の使用パター

ンと価値を表示および把握できます。また、管理者は、「データに聞く」 (Ask Data)に対するエン

ゲージメントの増加を確認したり、社内トレーニングやロールアウトの結果を監視したりできます。

このダッシュボードでは、見出しの値のいくつかのメトリクスに加えて、「データに聞く」 (Ask Data)を

頻繁に使用しているユーザー、データソース、およびデータソース所有者がハイライトされます。
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「データに聞く」 (Ask Data)を有効にするには、サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)機能の無効

化または有効化を参照してください。

ダッシュボードの詳細

[「データに聞く」 (Ask Data)の使用状況 ]ビューには、サイト全体での「データに聞く」 (Ask Data)機

能についての情報が表示されます。次のメトリクスを使用して、ユーザーエンゲージメントを把握

し、組織へのセルフサービス分析の導入を促進することができます。

ダッシュボードの上部にある3つの見出しメトリクスには、サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)の使

用状況の概要が示されます。

l 「データに聞く」 (Ask Data) のユーザー数 -サイトで「データに聞く」 (Ask Data)を使用して

いるユーザーの総数が表示されます。
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l 「データに聞く」 (Ask Data) のクエリ数 -サイトで発行された「データに聞く」 (Ask Data)のク

エリの総数が表示されます。

l 「データに聞く」 (Ask Data) で使用されたデータソースの数 - 「データに聞く」 (Ask Data)で

使用されたデータソースの総数が表示されます。

ダッシュボードの中央では、「データに聞く」 (Ask Data)の経時的な使用状況が2つの折れ線グラ

フで示されます。

l 一定期間にわたる個別ユーザー - 「データに聞く」 (Ask Data)を一定期間にわたって使用

している個別ユーザーの数が表示されます。

l 一定期間にわたる個別データソース所有者 -一定期間にわたる個別データソース所有

者の数が表示されます。

ダッシュボードの下部にある3つの棒グラフには、「データに聞く」 (Ask Data)を頻繁に使用してい

るユーザー、データソース、およびデータソース所有者が示されます。

l 「データに聞く」 (Ask Data) を頻繁に使用しているユーザー - 「データに聞く」 (Ask Data)を

頻繁に使用しているユーザーと、各ユーザーが発行したクエリの総数が示されます。

l 「データに聞く」 (Ask Data) で頻繁に使用されているデータソース- 「データに聞く」 (Ask

Data)で頻繁に使用されているデータソースと、各データソースに対して発行されたクエリ
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の総数が示されます。

l 「データに聞く」 (Ask Data) を頻繁に使用しているデータソース所有者 - 「データに聞く」

(Ask Data)を頻繁に使用しているデータソース所有者と、各ユーザーが所有しているデータ

ソースの総数が示されます。

データ品質に関する警告履歴

環境内でTableau Catalogが有効になっている場合、サイト管理者は、データ品質に関する警

告履歴 (事前に作成された管理ビュー)を使用して、サイト上でデータ品質に関する警告がどのよ

うに使用されているかを確認できます。

Tableau Catalog (データ管理 の一部 )の詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloud

ヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

[サイトステータス]ページで、[データ品質に関する警告履歴 ]ダッシュボードを選択します。

ダッシュボードには、一定期間アクティブになっていたデータ品質に関する警告の数が表示されま

す。また、同じ期間に変更された(作成、更新、削除された)警告の数も表示されます。
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警告の詳細の表示

折れ線グラフの下には、次のようなデータ品質に関する警告の詳細が表示されます。

l 日時 -警告が作成された日時、または最後に変更された日時。

l コンテンツタイプ-データベース、テーブル、データソースなど、警告が設定されているアセッ

トのタイプ。

l コンテンツ名 -警告が設定されているアセットの名前。

l 変更者 -警告を作成または最後に変更したユーザーの名前。

l ステータス-警告がアクティブか非アクティブかを示します。

l タイプ-警告タイプは、古いデータ、警告、非推奨、機密データ、またはメンテナンス中で

す。

l 可視性 -警告は、通常 (既定 )と高い可視性のどちらかを示すように設定できます。

l メッセージ -ユーザーが警告の詳細を表示したときに、警告作成者がユーザーに表示する

ように書き込んだメッセージ。

警告履歴のフィルター処理

データ品質に関する警告履歴を確認するときに、ビュー上のマークをクリックして、ビューの下に表

示される詳細をフィルター処理できます。

日付軸の数値は、時間範囲内の日付を表します。たとえば、今日が11月 18日で、過去 7日

間のフィルター処理を行うと、日付軸には12 ～ 18と表示されます。

414 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



右上隅のフィルターアイコンをクリックすると、その他のフィルターを使用できます (時間範囲でフィル

ター処理とコンテンツタイプでフィルター処理 )。

時間範囲でフィルター処理

設定できる最大時間範囲は、過去 30日間です。

コンテンツタイプでフィルター処理

サイト上のすべてのデータ品質に関する警告を表示したり、フィルターを適用して、データソースや

テーブルなどの特定の種類のアセットに対する警告を表示したりできます。
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実行可能なユーザー

データ品質に関する警告を設定するには、サーバー管理者またはサイト管理者である必要があり

ます。

フローの管理ビュー

管理ビューを使用すると、フロー、パフォーマンス履歴、ディスク使用量に関連するアクティビティを

監視できます。[ステータス]ページにはさまざまな管理ビューを備えたTableauワークブックが埋め

込まれており、これらのビューを利用するとさまざまな種類のサーバーやサイトのアクティビティを監

視することができます。

実行可能なユーザー

Tableauサイト管理者は、管理ビューの表示と操作を行うことができます。

すべてのユーザーによるアクション

このビューを使用すると、フローがどのように使用されているかについての洞察を収集できます。これ

には、パブリッシュ、ダウンロード、フロー実行などのアクションが含まれます。ビューは、アクション、サ

イト、時間範囲などでフィルターリングできます。[合計ユーザー数 ]は、アクションを実行したユー

ザー数を表します。この値は、フィルターリングの影響を受けません。アクティブユーザー数は、選

択した期間中にアクティブであり、選択したアクションのいずれかを実行したユーザーの数を示しま

す。
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特定のユーザーによるアクション

このビューを使用すると、個々のユーザーがフローをどのように操作しているかについての洞察を収

集できます。ビューは、ユーザー名、アクションの種類、および時間範囲でフィルターリングできます。

最近のユーザーによるアクション

このビューを使用すると、過去 24時間にまたはTableau Cloudでアクティブであったユーザーが表

示されます。

Tableau Software 417

Tableau Cloudヘルプ



サーバー上でメンテナンス作業を行う必要がある場合、どのユーザーにどれくらいの影響があるか、

さらにはそれらのユーザーが何をしているのかについて知るのに役立ちます。

このビューには、最近 またはTableau Cloudにサインインした、[アクティブ]、[最近アクティブ]、およ

び [アイドル]のユーザーが表示されます。

このビューでは、アクティブなユーザーとは直近の5分間にアクションを実行したユーザー、最近アク

ティブなユーザーとは直近の30分間にアクションを実行したユーザー、アイドルなユーザーとは、最

後にアクションを実行してから30分以上が経過したユーザーを指します。

ユーザーを選択すると、そのユーザーが最近実行したアクションのみを表示できます。アクションの

詳細を表示するには、アクションの上にマウスを置きます。

バックグラウンドタスクの遅延

このビューには、抽出更新タスク、サブスクリプションタスク、フロータスクの遅延が表示されます。こ

の遅延は、タスクの実行がスケジュールされていた時刻から、実際に実行された時刻までの時間

の長さです。このビューを使用すると、タスクスケジュールの分散やタスクの最適化によってサー

バーのパフォーマンスを改善できる余地がどこにあるかを特定できます。
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遅延の考えられる原因と遅延を小さくする方法には、次のものがあります。

l 多くのタスクが同時にスケジュールされている。

ビューの例では、長い遅延を示すタスクは毎日同時にクラスター化されています。これによ

り、待機時間の急増が生じます。[タイムライン]フィルターを1日に設定すると、タスクの遅

延が時間ごとに表示されるので、多くのタスクが同時にスケジュールされている時間帯を特

定できます。1つの解決策は、タスクをオフピークの時間帯に分散して、サーバーの負荷を

軽減することです。

抽出以外のバックグラウンドタスク

バックグラウンドタスクは、スケジュールされたフローやアドホックのフローを実行するためにも作成さ

れます。このビューを使用すると、サイト上で成功または失敗したフロータスクの数を確認できま

す。タスクの詳細を確認するには、タスクのアイコンにカーソルを合わせてください。
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フロー実行のパフォーマンス

このビューは、サイト上のすべてのフローのパフォーマンス履歴を表示するために使用します。フロー

名、出力ステップ名、フロー所有者、実行タイプ(スケジュールまたはアドホック)、およびフロー実行

の開始時刻でフィルターリングすることができます。

このビューを使用すると、次のような質問に答えることができます。

l 現在スケジュールされているフロータスクは何か? –これを確認するには、[開始時刻 ]フィル

ターを使用して、調べたい時間枠を選択します。たとえば、今後 3時間でスケジュールされ

ているフロータスクを表示するには、[時間 ] -> [今後 ]を選択し、「3」と入力します。

l フロータスクの期間はどの程度か? -これに回答するには、ビュー内のマークをクリックし、タ

スク実行期間を含む詳細を表示します。
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l アドホックで実行されたフローの数、スケジュールされた実行の数はいくつか? -これに回答す

るには、[実行タイプ]フィルターを使用し、[アドホック]または [スケジュールされています]を選

択します。

このビューでは、次の情報も表示されます。

l 実行頻度が最も高いフローには、最も多くのマークが表示されます。

l 現在同時に実行されているフローを表示するには、[進行中 ]または [保留中 ]と表示されて

いるマークにカーソルを合わせて[保持のみ]を選択すると、現在実行中のすべてのフローを

フィルターにかけることができます。

l 特定の期間帯に同時に実行されているフローを確認するには、[開始時間 ]フィルターで範

囲を選択します。たとえば、[今後 3 時間 ]を選択すると、今後 3時間にどのフローが実行

されるかを確認することができます。

領域使用量の統計

このビューを使用すると、サーバー上で最も多くのディスク容量を使用しているフロー出力を特定で

きます。ディスク容量の使用率は、ユーザー別、プロジェクト別、フロー出力のサイズ別に表示さ

れ、最も近い整数に切り捨てられます。

[最小サイズ]フィルターを使用して、占有するスペースの量に基づいて、どのフロー出力を表示する

か制御します。フローにはオブジェクトタイプフィルターを使用します。
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l 最もスペースを使用しているユーザーは誰か -このセクションでは、(フローをフィルターにかけ

た時点で)最も多くのスペースを消費しているフローの所有者を表示します。ユーザー名を

クリックすると、次の2つのグラフをそのユーザーでフィルターできます。

l 最もスペースを使用しているプロジェクトは何か -このセクションでは、(フローをフィルターにか

けた時点で)最も多くのスペースを消費しているフローを持つプロジェクトを表示します。

l 最もスペースを使用しているワークブック、データソース、フローは何か–このセクションでは、

(フローをフィルターにかけた時点で)最も多くのスペースを消費しているフローを表示します。

実行可能なユーザー

l Tableau サイト管理者は、以下を実行できます。

l サイトレベルでメール通知を設定する

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する

l アラートを表示する

l フローの所有者、プロジェクトリーダー、およびフローを表示する権限が付与されているすべ

てのユーザーは、以下を実行できます。

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する

l アラートを表示する(フローの所有者 )

抽出の更新に失敗した場合に所有者に通知

する

スケジュールされた抽出の更新は、埋め込み認証資格情報やファイルパスが古いなど、さまざま

な理由で失敗する可能性があります。Tableau Cloudから直接実行するスケジュール更新の場

合、更新が5回連続で失敗すると、Tableau Cloudはサイト管理者またはデータソース所有者

が原因を解決する措置を講じるまでスケジュールを一時停止します。

サイト管理者は、Tableau Cloudを有効にし、スケジュールされた抽出更新が正常に完了しな

かった場合、データソースの所有者にメールを送信することができます。その後、データソース所

有者は、アカウント設定で個別にオプトアウトできます。

メールには、次の情報が含まれています。
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l 抽出またはワークブックの名前。

l 前回成功した更新の日付と時刻。または、前回の更新が14日以内の場合、メールには

"not in the last N days (過去 N日間更新されていません)"と表示されます。

l 連続して更新に失敗した回数。

l 埋め込み認証資格情報やファイルパス、アクションを実行するTableau Cloudへのリンクの

更新など、障害の原因を解決するために提案されるアクション。

Tableau Bridgeによるデータソースの更新に関するメールを受信する場合、いくつかの違いがあり

ます。詳細については、このトピックで後述するTableau Bridge更新の違いも参照してください。

更新失敗メールを有効にする

サイト管理者は、以下の手順で、サイトの更新失敗メールを有効 (または無効 )にすることができ

ます。オプトインする場合、各ユーザーが個別のアカウントより更新失敗メールの受信からオプトア

ウトする可能性があります。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし、[設定 ]をクリックします。

2. [通知の管理 ]で、すべてのサイトユーザーに対して通知を許可または無効にするチェック

ボックスを選択またはクリアします。

Tableau Bridge更新の違い

Tableau Bridgeを通して更新されるデータソースの場合、複数の通知方法があります。詳細につ

いては、「Bridgeのメールアラートの管理」を参照してください。

ユーザーとグループの管理

Tableau Cloudサイトにユーザーを追加して、各ユーザーのアクセスレベルを決定するサイトロール

を設定できます。複数のユーザーを管理しやすくするために、ユーザーをグループに分けて整理する

ことができます。
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サイトへのユーザーの追加

Tableau Cloudにアクセスする必要がある人は、その目的が参照、パブリッシュ、コンテンツの編

集、サイトの管理のいずれであっても、ユーザーとして追加される必要があります。管理者はユー

ザーを追加する以下のオプションを使用できます。

l ユーザーの電子メールアドレスを個別に入力します。

l CSVインポートファイルのガイドラインを使用して作成するCSVファイルからユーザーのイン

ポート。

ユーザーの追加

1. Tableau Cloudサイトにサインインし、[ユーザー]を選択します。

2. [ユーザー]ページで、[ユーザーの追加 ]、[電子メールアドレスの入力 ]の順にクリックしま

す。

3. GoogleまたはSAML認証がこのサイトで有効でない場合は、次の手順に進みます。

GoogleまたはSAML認証がこのサイトで有効になっている場合は、新しいユーザーの認

証タイプを選択できます。

l サイトのGoogleまたはSAML認証を有効にしていて、インポートされたユーザーに

外部のアイデンティティプロバイダーを介してサイトにサインインさせる場合は、

[Google/SAML 認証向けにユーザーを追加 ]を選択します。
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l 既定の電子メールアドレスとパスワードによる認証をユーザーが行うようにするには、

[Tableau 認証用にユーザーを追加 ]を選択します。

ユーザーの追加後、いつでも[ユーザー]ページに移動して認証タイプを変更できま

す。

注 : tabcmd、Tableau Data Extractユーティリティ、Tableau APIを経由して

Tableau Cloudを使用する場合、ユーザーはTableauIDアカウントで認証する

必要があります。

4. [メールアドレスの入力 ]ボックスで、ユーザーのメールアドレスを入力します。複数のユー

ザーを追加する場合は、各アドレスをセミコロンで区切ります。

たとえば、「tdavis@example.com; jjohnson@example.com; hwilson@example.com」の

ように入力します。

5. ドロップダウンリストからサイトロールを選択して、追加するすべてのユーザーにサイトロール

を割り当てます。

サイトロールの定義については、「ユーザーのサイトロールの設定」を参照してください。

6. [ユーザーの追加 ]をクリックします。

新しいユーザーの電子メールアドレスが既に tableau.comのアカウントに関連付けられている場

合、ユーザーはこのアカウント用の既存の電子メールアドレスとパスワードを使用してサインインする

必要があります。

新しいユーザーの電子メールアドレスが既に tableau.comのアカウントに関連付けられていない場

合、そのユーザーに姓と名前とパスワードを登録するプロンプトが表示されます。

ユーザーがそれらの値を提供するまで、Tableau Cloudのユーザーリストのエントリには、ピリオドが

前についた電子メールアドレスが表示されます。例 :

.snguyen@example.com

ユーザーがサインインした後、エントリがフルネームに更新されます。例 :
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Susan Nguyen

ユーザーのサイトロールの設定

またはTableau Cloudのサイトにユーザーを追加する場合、ライセンスタイプに関わらず、それらの

ユーザーにサイトロールを適用する必要があります。サイトロールはサイトに対してユーザーが持つ

ことができる最大アクセスレベルを示します。コンテンツパーミッションと併せて、サイトロールによ

り、誰にパブリッシュと操作を許可するのか、パブリッシュされたコンテンツの表示のみを許可するの

か、サイト自体でサイトのユーザーと管理者を誰が管理するのかが決定されます。

ユーザーライセンス、サイトロール、コンテンツパーミッションが連係するしくみ

ユーザーのライセンスタイプ、サイトロール、コンテンツパーミッションの交点により、ユーザーが

Tableauサイトで持つアクセスレベルが決まります。

1. ライセンスタイプはユーザーに関連付けられています。ユーザーに割り当てるサイトロールに

より、必要なライセンスタイプが決まります。

ユーザーが複数のTableau Cloudサイトのメンバーである場合、所属するすべてのサイトの

ライセンスが必要です。

2. サイトロールもユーザーレベルに設定されています。ユーザーが複数のTableau Cloudサイ

トのメンバーである場合、そのユーザーは独立したサイトロールを持つことになります。たとえ

ば、同じユーザーが、あるサイトではサイト管理者 Creatorサイトロール、別のサイトでは

Viewerサイトロールを持つことができます。

サイトロールは、ユーザーが持つことができる最大の権限を定義します。

3. サイトロールの最大の権限をユーザーが利用できるかどうかは、コンテンツリソース(プロジェ

クト、データソース、ワークブック)に対して設定されているパーミッションにより決まります。

たとえば、あるユーザーはサイトに対して次のアクセス権を持つとします。

l Creatorライセンス

l Explorerサイトロール

l プロジェクトに対する保存パーミッション機能
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このシナリオでは、ライセンスにより、Web編集環境またはTableau Desktopで新しいデータソース

への接続とデータソースの作成が許可されるほか、パーミッションルールにより、プロジェクトへの新

しいデータソースの保存が許可されます。ただし、サイトロールは保存することを許可しません。つ

まり、有効なパーミッションには保存機能が含まれていません。したがって、ユーザーはコンテンツをサ

イトにパブリッシュできません。

ユーザーがCreatorライセンスとCreatorサイトロールを持っている場合でも、少なくとも1つのプロ

ジェクトで保存機能がなければサイトにパブリッシュすることは一切できません。

詳細については、パーミッションを参照してください。

ユーザーのサイトロールの変更

1. サイト管理者としてサイトにサインインし、[ユーザー]ページに移動します。

2. ユーザーを選択してから、[アクション] > [サイトロール]を選択します。

3. 新しいサイトロールを選択し、[サイトロールの変更 ]をクリックします。
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ポインターを情報アイコンに重ね、各サイトロールが許可する一般的な機能の最大レベル

を示すマトリクスを表示することができます。詳細は、各サイトロールで許可されている一

般的な機能に続行してください。

各サイトロールで許可されている一般的な機能

注 :この情報はサイトロールに重点を置き、より一般化されています。ライセンスロールごとに

利用可能な共通の特定のタスクのリストについては、Tableau価格ページのチームおよび組

織向けタブにあるマトリックスを参照してください。

Tableauサイトロール

サイトロール名 このサイトロールで許可される最大の権限

Creator ライセンスを使用するサイトロール

—これらのサイトロールを持つユーザーには、Tableau Prep、Tableau Desktop、Tableau

Bridge、Tableau MobileなどのTableauクライアントに対するアクセス権があります。

サイト管理者 Creator Tableau Cloudで最高のアクセスレベルです。

上記のとおりコンテンツに対する無制限のアクセス権がありま

すが、サイトレベルでのアクセス権は除きます。ブラウザ、
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サイトロール名 このサイトロールで許可される最大の権限

Tableau Desktop、またはTableau PrepでTableauまたは

外部データに接続できます。新しいデータソースを作成でき

ます。コンテンツを作成してパブリッシュできます。

Tableau Serverでは、サーバー管理者が、サイト管理者に

ユーザーの管理およびサイトロールとサイトメンバーシップの

割り当てを許可するかどうかを決定できます。Tableau

Serverでは既定で、またTableau Cloudでは常に、サイト

管理者にはこれらの機能が許可されます。

Creator 以前のパブリッシャーサイトロールに類似していますが、新

機能が使用可能です。このサイトロールでは、管理者以外

は最大レベルのコンテンツアクセスが得られます。

ブラウザでTableauまたは外部データへの接続、フロー、

データソース、ワークブックの作成とパブリッシュ、Dashboard

Startersへのアクセス、パブリッシュされたビューの操作機能

の使用を行うことができます。Tableau PrepまたはTableau

Desktopからデータに接続し、フロー、ワークブック、データ

ソースのパブリッシュ(アップロード/保存 )およびダウンロードも

行うことができます。

Explorer ライセンスを使用するサイトロール

—これらのサイトロールを持つユーザーは、ブラウザまたはTableau Mobileからサーバーにアク

セスできます。

サイト管理者 Explorer サイトおよびユーザーの構成に対するアクセス権はサイト管

理者 Creatorと同じですが、Web編集環境からは外部

データまたは仮想接続に接続できません。

Tableauのパブリッシュされたデータソースに接続して新しい

ワークブックを作成したり、既存のワークブックの編集や保存
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サイトロール名 このサイトロールで許可される最大の権限

を行うことができます。Tableau Prepフローをパブリッシュする

ことはできません。

Explorer (パブリッシュ可能 ) 既存データソースを使用してWebからワークブックをパブリッ

シュしたり、パブリッシュしたビューの閲覧や操作を行ったり、

すべての操作機能を使用したりできます。

Web編集環境では、既存のワークブックを編集して保存で

きます。ワークブックに埋め込まれたデータ接続から新しいス

タンドアロンデータソースを保存したり、外部データまたは仮

想接続に接続したり、新しいデータソースを作成したりする

ことはできません。Tableau Prepフローをパブリッシュすること

はできません。

Explorer パブリッシュされたビューを閲覧および操作できます。コンテン

ツをサブスクライブし、データドリブンアラートを作成したり、

Tableauのパブリッシュされたデータソースに接続したり、アド

ホッククエリのためにWeb作成環境でワークブックを開いたり

することはできますが、作業は保存できません。仮想接続に

接続することはできません。Tableau Prepフローをパブリッ

シュすることはできません。

Viewer ライセンスを使用するサイトロール

Viewer 他のユーザーが作成した、パブリッシュされたビューを表示

し、ほとんどの操作機能を使用することができます。ビューに

サブスクライブしたり、イメージデータまたは概要データとして

ダウンロードしたりできます。データへの接続、コンテンツの作

成、編集、パブリッシュ、データアラートの設定は行うことがで

きません。

具体的な権限のリストについては、Tableauの価格ページ

のマトリックスのViewer列を参照してください。
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サイトロール名 このサイトロールで許可される最大の権限

注 :以前のバージョンにもViewerサイトロールはありました

が、新しいViewerサイトロールでは追加の権限が付与され

ます。

その他のサイトロール

ライセンスなし ライセンスのないユーザーは、Tableau Serverまたは

Tableau Cloudにサインインできません。次の状況では、

ユーザーには「ライセンスなし」のロールが割り当てられます。

l CSVファイルからユーザーをインポートします。ライセン

スレベルはライセンスなしに設定されます。

l ユーザーの追加またはインポート時に、利用可能なラ

イセンス数に達しました。

l サイト上のコンテンツを所有するユーザーを削除しま

す。ユーザーは引き続きコンテンツを所有しますが、

何も行うことはできません。

コンテンツをパブリッシュできる人物

以下のサイトロールではパブリッシュについて指定されたレベルのアクセス権が許可されます。

l サイト管理者 CreatorおよびCreatorは、完全な接続およびパブリッシュアクセスを許可し

ます。

これにはデータへの接続のほか、Tableau DesktopやWeb編集環境からの新しいフロー、

新しいワークブック、新しいデータソースのパブリッシュが含まれます。このサイトロールでは、

既存のパブリッシュされたワークブックの編集や保存、または既存のデータソースに対する更

新のパブリッシュも許可されます。
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l Explorer (パブリッシュ可能 )およびサイト管理者 Explorerでは、各サイトロールで許可さ

れている一般的な機能で説明されているように、パブリッシュ権限に制限があります。

l Explorer、Viewer、読み取り専用、およびライセンスなしではパブリッシュが許可されませ

ん。

ユーザーの表示、管理、削除

管理者は、ユーザーの追加や削除、ユーザーが属するグループの設定、サイトロールの設定な

ど、サイトのユーザー管理を行うことができます。

サイトのユーザーの表示と管理

サイトに管理者としてサインインし、[ユーザー]を選択します。このページでは、次のいずれかの操

作でユーザーを管理できます。

l グループメンバーシップやサイトロールを設定したり、サイトからユーザーを削除したりしま

す。サイトでSAMLシングルサインオンを構成した場合、選択したユーザーの認証タイプを

設定できます。

l ユーザー名を選択し、それらのユーザーにおける所有コンテンツ、サブスクライブしている

ビュー、およびアカウント設定などの詳細を表示します。

ユーザー (またはグループ)の検索
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特定のユーザー (またはグループ)を検索するには、右上のフィルターの切り替えを使用して、検索

ボックスとサイトロールフィルターを表示します。次に、検索ボックスまたはフィルターを使用して、目

的のユーザー (またはグループ)を検索します。検索オプションは、表示名とユーザー名属性を確認

します。

検索ボックスは、ワイルドカード(*)文字をサポートしています。たとえば、John*を検索すると、

Johnで始まるすべての名前が返されます。

さらに、次のような検索も可能です。

l ワイルドカード文字 (*)を特殊文字と一緒に使用して、特殊文字を含む名前を検索するこ

とができます。たとえば、sync-*や*sync-*などです。

l ユーザーをフィルターする際に、ワイルドカード文字 (*)にANDまたはOR条件を含めて使

用することができます。たとえば、*aw* AND John*と検索すると、名前にawが含まれて

いて、かつ、名前がJohnで始まるすべてのユーザーが返されます。

l 発音区分符号を含む名前を検索する場合は、名前に正確な発音区分符号を入力し

て、関連する結果が返されるようにする必要があります。たとえば、Joséを検索するには

Joséと入力します。Joseと検索すると、結果が返されません。

サイトからユーザーを削除

ユーザーを削除できるのは、そのユーザーがコンテンツ(プロジェクト、ワークブック、ビュー、データソー

ス、コレクション、データアラートなど)を所有していない場合のみです。コンテンツを所有している

ユーザーを削除しようとすると、そのユーザーのサイトロールが [Unlicensed (ライセンスなし)]に設
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定されますが、ユーザーは削除されません。

既定の [すべてのユーザー]グループで [Grant site role on sign in (サインイン時にサイトロールを付

与 )]が有効になっている場合、そのユーザーのコンテンツを別のユーザーに再割り当てするか削除

してから、ライセンスの取り消しや削除を行う必要があります。サインイン時にロールを付与する方

法については、「"サインイン時にロールを付与"の影響を受けるユーザーを削除する」を参照してく

ださい。コンテンツ所有権の変更の詳細については、「コンテンツ所有権の管理」を参照してくださ

い。コンテンツ所有権の管理

注 : Tableau Serverで管理者がサイトからユーザーを削除すると(また、ユーザーが1つのサ

イトのみに属している)、ユーザーもサーバーから削除されます。

1. サイトに管理者としてサインインし、[ユーザー]エリアに移動します。1つまたは複数の削除

するユーザーを選択し、[アクション] > [削除 ]を選択します。

2. 確認ダイアログボックスで [削除 ]をクリックします。
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ユーザーの認証タイプの設定

GoogleまたはSAMLが有効になっているサイトでは、管理者がユーザーの認証タイプを指定でき

ます。たとえば、どのユーザーがシングルサインオン認証資格情報を使用してTableau Cloudにア

クセスできるかを指定できます。

認証タイプは、Tableau Cloudへのユーザーの追加時や追加後の任意のタイミングで割り当てるこ

とができます。

1. Tableau Cloudサイトにサインインし、[ユーザー]を選択します。

2. [サイトユーザー]ページで、認証タイプを割り当てるユーザーの隣にあるチェックボックスを選

択します。

3. [アクション]メニューで、[認証 ]を選択します。

4. [認証 ]ダイアログボックスで [Google]または [Tableau with MFA (多要素認証を備えた

Tableau)]を選択します。

注

l ユーザーの認証を[Tableau with MFA (多要素認証を備えたTableau)]から[Google]に変

更すると、そのユーザーが次にサインインする際、認証資格情報を入力するために IDプロバ

イダーのサイトに転送されます。

l 既存のTableau認証資格情報を持たずに外部のアイデンティティプロバイダーの認証資格

情報を使用してサインインしているユーザーの認証タイプをTableauに変更すると、そのユー

ザーはTableauからの新しいTableau認証資格情報の作成についての指示が記載された
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メールを受信します。

l Tableauでは、常に [Tableau with MFA (多要素認証を備えたTableau)]認証用に構成

されているサイト管理者アカウントを専用で使用することをお勧めします。IDプロバイダーに

問題が発生した場合、専用のTableau アカウントを使用するといつでも自分のサイトにア

クセスできます。

l [Tableau with MFA (多要素認証を備えたTableau)]認証オプションの詳細について

は、「多要素認証 とTableau Cloud」を参照してください。

ユーザーのインポート

ユーザー情報を含むCSVファイルを作成し、そのファイルをインポートすることによって、サイトへの

ユーザーの追加プロセスを自動化することができます。CSV ファイルをインポートする場合、ユー

ザーの認証タイプも指定します。

サイト管理者は、特定のサイトにユーザーをインポートできます。サーバー管理者 (Tableau

Serverのみ)は、サーバーレベルでユーザーをインポートし、後で複数のサイトに追加できます。

注 :このトピックでは、既にCSVファイルが作成済みであることを前提として、インポートの手

順を説明します。まだファイルを作成していない場合は、CSVインポートファイルのガイドライ

ンでファイルの書式の要件とインポートオプションの一覧を参照してください。

CSVファイルからのユーザーの追加

1. Tableau Cloudサイトにサインインし、[ユーザー]を選択します。

2. [ユーザーの追加 ]をクリックしてから、[ファイルからインポート]をクリックします。
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[ユーザーのインポート]ダイアログボックスのオプションは、サイトへのユーザーのサインイン方

法によって変わります。

3. GoogleまたはSAML認証がサイトで有効でない場合は、次の手順に進みます。

GoogleまたはSAML認証がサイトで有効になっている場合は、新しいユーザーの認証タイ

プを選択できます。

l サイトでGoogleまたはSAML認証を有効にして、インポートしたユーザーが外部の

IDプロバイダーを通じてTableau Cloudにサインインできるようにするには、[Google
認証用にユーザーを追加 ]を選択します。

l 既定の電子メールアドレスとパスワードによる認証をユーザーが行うようにするには、

[Tableau 認証用にユーザーを追加 ]を選択します。

4. [ファイル名 ]で [参照 ]をクリックし、CSVファイルに移動して、[開く]をクリックします。

5. 個々のアカウントの内容を見るには、[詳細を表示する]を選択します。

先へ進むには、[ユーザーのインポート]をクリックし、最後のダイアログボックスで [終了 ]をク

リックします。

ユーザーが既にTableau Cloudサイトに存在し、インポートファイルによりユーザーで異なる

サイトロールが定義されている場合、新しいサイトロールの制限が現在のサイトロールより

厳しい場合でも、CSVファイルの定義に従って新しいサイトロールになります。これには既存

のサイト管理者が含まれます。
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CSVインポートファイルのガイドライン

ユーザー情報を格納したコンマ区切りの値 (CSV)ファイルを作成し、インポートすることによって

ユーザーの追加を自動化できます。CSVファイルには、ライセンスレベルやパブリッシュアクセスな

ど、インポートと同時にユーザーに適用する属性を含めることができます。

ユーザーをインポートするには、サイト管理ページ、またはtabcmdユーティリティを使用できます。

tabcmdを使用すると、CSV ファイルに含まれるすべてのユーザーにサイトロールを割り当てるオプ

ションが提供されます。詳細については、ユーザーのインポートまたは createsiteusers

filename.csvを参照してください。

CSVファイル形式の要件

ユーザーのインポート用のCSVファイルを作成する場合は、ファイルが必ず次の書式要件を満た

すようにします。

l ファイルに列ヘッダーが含まれていない。Tableau Cloudファイル内の各行を1人のユーザー

と見なします。

l ファイルは、UTF-8形式であり、バイトオーダーマーク(BOM)が含まれています。

l BIG-5などのエンコードはUTF-8に変換されています。この操作を行うには、テキストエディ

ターでファイルを開き、[名前を付けて保存 ]コマンドを使用します。

l ユーザー名に"@" やそれを示す文字が含まれている場合 (ドメインセパレーターを除く)、

16進形式で記号を参照する必要があります。\0x40

たとえば、user@fremont@mycompany.comは

user\0x40fremont@mycompany.comにする必要があります

CSVファイルの必須の列

次の値は各ユーザーに必須です。

l ユーザー名 :ユーザーの電子メールアドレス
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追加のCSV 列オプション

各ユーザーについて、CSVファイルに次のフィールドを含めることができます。指定がある場合、

Tableau Cloudはフィールドを使用しませんが、ファイル内で説明する必要があります。

l ユーザー名。ユーザーの電子メールアドレス。この列のみが必須です。

l パスワード。Tableau Cloudではこのフィールドを使用しませんが、各行内で後続のフィール

ドが正しく配置されるように区切る必要があります。

l 表示名。Tableau Cloudではこのフィールドを使用しませんが、各行内で後続のフィールド

が正しく配置されるように区切る必要があります。

l ライセンスレベル。これはCreator、Explorer、Viewer、またはライセンスなしである場合が

あります。

l 管理者レベル。SiteまたはNoneを使用できます。

l パブリッシュ機能利用可能な値はYes/True/1またはNo/False/0です。ライセンスレベルが

Creatorの場合、パブリッシュ機能はYes/True/1である必要があります。

CSV ファイルサンプル入力

以下の例はExplorerサイトロールを許諾されるが、サイト管理者ではなく、適切なコンテンツパー

ミッションを持っているプロジェクトに対してパブリッシュ可能なユーザーを示しています。

user1@domain.com,,,Explorer,None,true

管理者レベル列を変更することで、次のユーザーをサイト管理者 Explorerサイトロールのあるサイ

ト管理者としてインポートできます。

adminuser@domain.com,,,Explorer,Site,true

注

l CSVファイルにユーザー名の値 (メールアドレス)のみが含まれる場合 、そのユーザーはメー

ルでサイトへの招待状を受け取ります。ユーザーはサイトを結合してアカウントを作成できま
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すが、管理者がアカウント(表示名、ライセンスレベル、その他 )を構成するまでアカウント

はライセンスなしのままとなります。

l パスワード(2番目の値 )および表示名 (3番目の値 )フィールドは、Tableau Cloudでは使

用されません。これらのフィールドに対して指定された値はすべて無視されます。

ただし、ユーザーにライセンスやパブリッシュのアクセス権を設定したい場合は、前述の例に

示されているように、ファイルにこれらのフィールド用の区切り文字を含める必要があります。

l 新規ユーザーは、Tableau Cloudへ初めてサインインする際にパスワードと表示名を選択

する必要があります。ユーザーがTableauコミュニティーフォーラムなど、Tableauアカウント

を既に持っている場合、既にパスワードを持っています。

l CSVファイルには、認証タイプ(Tableau、Google、またはSAML)を設定するフィールドが

含まれていません。これは、ファイルをインポートする際にTableau Cloudで指定します。設

定はすべてのインポートされたユーザーに適用され、個々のユーザーの認証タイプを変更で

きます。

注 :代わりに、tabcmdを使用してユーザーをインポートし、すべてのユーザーに適用さ

れる認証タイプおよびサイトロールをcsvファイルで設定できます。詳細については、

「createsiteusers filename.csv」を参照してください。

CSV設定とサイトロール

ユーザーのライセンスレベル、管理者、およびパブリッシュ設定が、ユーザーのサイトロールがイン

ポートプロセス中にどのように設定されるかを決定します。次の表は、設定がサイトロールに変換

される方法を示しています。

CSV の設定 サイトロール

License level=(any)

Administrator=System

Publisher=true

サーバー管理者。この設定はTableau Serverのみに

適用され、サーバー管理中にユーザーをインポートする

(つまり、特定サイトにサインインしていない)場合にのみ

有効です。
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CSV の設定 サイトロール

License level=Creator or Explorer

Administrator=Site

Publisher=true

サイト管理者 Creatorまたはサイト管理者 Explorer。

この設定は、特定のサイトへのサインイン中にユーザー

をインポートする場合にのみ有効です。

License level=Creator

Administrator=None

Publisher=true

Creator

License level=Explorer

Administrator=None

Publisher=true

Explorer (パブリッシュ可能 )

License level=Explorer

Administrator=None

Publisher=false

Explorer

License level=Viewer

Administrator=None

Publisher=false

Viewer

License level=Unlicensed

Administrator=None

Publisher=false

ライセンスなし
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サイトユーザーの表示状態の管理

既定では、パーミッションにより許可されている場合にはすべてのサイトユーザーが別名、プロジェ

クトの所有権、他のユーザーによるコメントを表示することができます。[ユーザーの表示状態 ]設

定を使用すると、管理者は、Viewer (ビューアー)やExplorerのサイトロールを持つユーザーにサ

イト上の他のユーザーやグループが表示されるかを管理することができます。これは複数のクライア

ントにより使用されているサイトで重要な場合があります。サイトロールの詳細については、ユー

ザーのサイトロールの設定を参照してください。

ユーザーの表示状態の制限

[ユーザーの表示状態 ]を[Limited (制限 )]に設定すると、特定のコラボレーションツールに影響

が及び、Tableau CloudおよびTableau Serverのユーザー情報が非表示になります。ユーザーの

表示状態を制限すると、Viewer (ビューアー)およびExplorer (サイト管理者 Explorerを除く)の

機能が無効になるか、他の領域からユーザー情報が削除されます。[ユーザーの表示状態 ]が

[Limited (制限 )]に設定されている場合でも、Creatorと管理者にはユーザー情報が表示されま

す。

ExplorersとViewer (ビューアー) (サイト管理者 Explorerを除く)でのユーザーの表示状態を制限

するには、以下の操作を行います。

l サイトの [設定 ]ページに移動します

l [ユーザーの表示状態 ]設定で [Limited (制限 )]を選択します

[ユーザーの表示状態 ]を[Limited (制限 )]に設定する場合に影響があるサイト領域のリストを次

に示します。この機能がすべてのユーザーで無効になるという記載がなければ、管理者以外の

ExplorerまたはViewer (ビューアー)のみが影響を受けます。

領域 影響

検索 ユーザー情報が表示されない

コンテンツ所有者 ユーザー情報が表示されない (ExplorerとViewer (ビューアー)は自

分を表示できないが、[マイコンテンツ]でコンテンツを確認できる)

プロフィール写真 ユーザー情報が表示されない
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サブスクリプション ユーザー情報が表示されない

推奨事項 類似ユーザーが表示されない (すべてのユーザー)

タグの追加 /編集 ExplorerとViewer (ビューアー)はタグを表示できるが、削除や変更

ができない

"このビューを表示した

ユーザー"
無効

「データに聞く」(Ask
Data)の使用状況分

析

無効

パーミッションダイアロ

グ

無効

名前付き共有 無効 (すべてのユーザー)

アラート 無効 (すべてのユーザー)

既存のアラートが一時停止する

コメント 無効 (すべてのユーザー)

パブリックカスタム

ビュー

無効 (すべてのユーザー)

既存のパブリックカスタムビューがプライベートとして表示される

アクセス権の要求 無効 (すべてのユーザー)

Tableau Desktop Desktopでのワークブックのパブリッシュが無効になっている

ユーザーフィルターにユーザー情報が表示されない

Tableau Pulseによる

フォロワーの管理

ユーザーがフォロワーとして表示されず、ユーザーを検索しても結果が

表示されない。

Tableau Software 443

Tableau Cloudヘルプ



Tableau Catalog
(データ管理 に付属 )

ユーザー情報が表示されない

[ユーザーの表示状態 ]を[Limited (制限 )]に設定すると、Tableau ServerのREST APIおよびメ

タデータAPI呼び出しは上記の表の説明に従って動作します。

サイトのユーザーは、ビューを操作して、フィルターの適用などのビューを変更できます。そのユー

ザーが変更したビューを他のユーザーと共有する場合、またはユーザーがその変更されたビュー

(指標またはプライベートカスタムビューなど)から何かを作成した場合、そのユーザーの名前が

URLに表示されます。この変更されたビューのURLは、そのユーザーの名前を表示できるユー

ザーにのみ配布されるようにしてください。

注 :ユーザーが複数のサイトのメンバーである場合、Tableau Cloudのサインインページに

メールを入力すると、ユーザーがメンバーになっているすべてのサイトの名前が返されます。

ユーザーの表示状態の制限に関するベストプラクティス

管理者は、次の方法でユーザーとグループの情報が表示されないことも確認できます。

l 適切な関係者にコンテンツの提供のみを行うパーミッションを構成する。詳細については、

パーミッションを参照してください。

l ユーザーの表示状態が制限されていると、ユーザー ID情報は検索しても表示され

ませんが、検索しているユーザーにコンテンツに対する表示パーミッションがある場合

には、所有者の名前で検索を行うとユーザーがパブリッシュしたコンテンツが返される

場合があります。

l 同じプロジェクト内でタイトルが重複したワークブックをパブリッシュするユーザーには、

そのタイトルのワークブックが既に存在するという警告が表示されることがあります。

l 必要に応じて行レベルのセキュリティを適用します。

l ダッシュボード内のメタデータにユーザー情報が含まれていないことを確認します。

l ユーザーがアクセスできる計算にユーザーメタデータが含まれていないことを確認します

(ユーザーフィルターなど)。
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ユーザーの表示状態を[完全 ]に戻す

管理者が [ユーザーの表示状態 ]を[完全 ]に戻したとき、[ユーザーの表示状態 ]を[Limited (制

限 )]に設定してすべてのユーザーに対して無効にした機能 (コメントやアラートなど)はオフのままで

す。管理者は、サイトの [設定 ]ページでこれらの機能をもう一度有効にすることができます。

[ユーザーの表示状態 ]を[完全 ]に設定したとき、以前の機能設定は保持されず、影響を受ける

機能は自動的にオンになりません。

サポートアクセスの有効化

Tableau Cloud管理者は、承認済みのTableauサポート技術者がTableau Cloudサイトにアク

セスすることを許可して、サポートケースのトラブルシューティングの支援を得ることができます。既定

では、この機能はすべてのサイトで無効になっています。サポートアクセスを許可するにはこの機能

を有効にします。

1. Webブラウザーで管理者としてTableau Cloudにサインインし、サポートアクセスを有効にす

るサイトに移動します。

2. ナビゲーションパネルで、[設定 ]をクリックします。

3. [Tableau サポートアクセス]で、[Tableau サポートにサイトへのアクセスを許可する]を選

択します。

4. [保存 ]をクリックします。

有効にすると、Tableauサポート技術者にサポートユーザーロールが割り当てられ、サイトとそのコ

ンテンツへの管理者レベルのアクセス権が付与されます。Tableauサポート技術者は、このアクセス

権を使用して情報を収集し、問題の診断や再現を行います。Tableauサポート技術者は、ユー

ザーが許可しない限りユーザーのサイトに変更を加えません。

サポートユーザーロールは、Tableauサポート技術者にのみ割り当てることができます。サポート

ユーザーロールを新規または既存のサイトユーザーに追加することはできません。サポートユー

ザーロールが割り当てられたユーザーがサイトのユーザー制限に影響を及ぼすことはありません。サ

イトに対するサポートユーザーロールを持つユーザーを表示するには、[ユーザー]タブをクリックしま

す。

Tableau Software 445

Tableau Cloudヘルプ



サポートアクセスの無効化

ザポートアクセスを無効にすると、サポートユーザーロールを持つユーザーは、サイトにサインオンし

ていても自動的にサインアウトされます。サポートアクセスを無効にしないと、サポートユーザー

ロールを持つユーザーは16日後に自動的に削除されます。サポートユーザーが所有していたコン

テンツは、在任期間が一番長いサイト管理者に割り当て直されます。

グループを作成してユーザーを追加する

サイト管理者は、複数のユーザーを管理しやすくするために、Tableau Cloudユーザーをグループ

にまとめることができます。グループは、ユーザー (サイト管理者、プロジェクト所有者、コンテンツ所

有者など)がTableauコンテンツのパーミッションルールを適用するために使用することもできます。

ユーザーは複数のグループに所属できます。

グループの作成

1. サイトで [グループ]をクリックし、[新規グループ]をクリックします。

2. グループの名前を入力します。

3. オプションとして、次のいずれかまたは両方を実行します。
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a. サイトが埋め込み分析の使用量ベースのモデルでライセンスを取得している場合は、

[オンデマンドアクセスを許可する]チェックボックスを選択して、ワークフローを埋め込

むためのオンデマンドアクセス機能を有効にします。

詳細については、「直接信頼によって構成された接続アプリを使用するオンデマンド

アクセス」または「OAuth 2.0信頼によって構成された接続済みアプリを使用するオン

デマンドアクセス」のいずれかを参照してください。

b. [サインイン時にロールを付与 ]を選択し、グループの最小限のサイトロールを選択し

ます。詳細については、サインイン時にライセンスを付与を参照してください。

4. [作成 ]をクリックします。

注 : Tableau Cloudサイトに追加されたすべてのユーザー (オンデマンドアクセスのユーザーを除く)

は、自動的に[すべてのユーザー]グループのメンバーになります。既定では、[すべてのユーザー]グ

ループはすべてのサイトに存在します。このグループは削除できませんが、このグループのパーミッショ

ンを設定することはできます。

ユーザーをグループに追加 (ユーザーページ)

1. サイトで、[ユーザー]をクリックします。

2. グループに追加するユーザーを選択し、[アクション] > [グループメンバーシップ]を選択しま

す。

3. グループを選択し、[保存 ]をクリックします。
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ユーザーをグループに追加 (グループページ)

1. 左側のナビゲーションペインで [グループ]をクリックしてから、グループの名前をクリックしま

す。

2. グループページで、[ユーザーの追加 ]をクリックします。

3. 追加するユーザーを選択して、[ユーザーの追加 ]をクリックします。
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サインイン時にライセンスを付与

サインイン時にライセンスを付与 (サインイン時にロールを付与 )すると、ライセンスのない特定グルー

プのユーザーがライセンスを取得してTableauサイトにサインインすることができます。これにより、管

理者がライセンスを付与する作業が合理化され、ユーザーはTableauを使用するためにライセンス

を申請する必要がなくなります。

サイトロール機能と最小サイトロールの詳細については、ユーザーのサイトロールの設定を参照し

てください。

たとえば、100人の社員がいるマーケティング部門があり、そのうち25人のユーザーだけがTableau

Cloudにアクセスする必要がある場合を考えます。Tableau Cloud管理者は、どの25人が

Tableauを必要としているのかわかりません。Tableau Cloud管理者は、Explorerに対する最小サ

イトロールを持つMarketingというユーザーグループを作成して、[サインイン時にロールを付与 ]を
選択し、マーケティングにいる100人のすべてのメンバーをそのグループに追加します。グループ全

体にライセンスを付与する代わりに、マーケティング部門の25人のTableauユーザーがTableau

CloudサイトにサインインするときにExplorerライセンスを付与します。Tableau Cloudを必要とし

ないユーザーは、サインインしない限りライセンスを取得しません。

注 :利点とベストプラクティスの詳細については、Tableauのデータ主導型組織向けの計画

ツールであるTableau Blueprintにある「サインイン時にロールを付与」を参照してください。

サインイン時にロールを付与

新規または既存のグループで [サインイン時にロールを付与 ]を有効にできます。以下の手順では、

サインイン時にロールを付与する方法について説明します。ライセンスを使用する資格のある対象

者ではあるものの、使用しない可能性のある新しいユーザーを追加することができます。会社に多

数の対象ユーザーがいるものの、Tableauライセンスの数が限られている場合が例として考えられ

ます。
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1. サイトで新しいグループを追加します。

a. 左側のナビゲーションペインで [グループ]をクリックしてから、[新しいグループ]をクリッ

クします。

b. グループ名を入力します。

c. 必要に応じて、サイトが使用量ベースのモデルでライセンスを取得している場合は、

[オンデマンドアクセスを許可する]チェックボックスをオンにします。

詳細については、「直接信頼によって構成された接続アプリを使用するオンデマンド

アクセス」または「OAuth 2.0信頼によって構成された接続済みアプリを使用するオン

デマンドアクセス」のいずれかをを参照してください。

d. [サインイン時にロールを付与 ]を選択し、グループの最小限のサイトロールを選択し

ます。この設定は、ライセンスとサイトロールが、Tableau Cloudサイトにサインインす

るグループユーザーにのみプロビジョニングされることを意味します。

e. [作成 ]をクリックします。

2. ユーザーのメールアドレスを個別に入力するか、CSVファイルを使用してユーザーのイン

ポートし、サイトにユーザーを追加します。CSVファイルは、CSVインポートファイルのガイド

ラインを使用して作成します。
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l ユーザー個別に追加する場合は、メールアドレスを入力します。ユーザーを追加する

際にGoogle認証またはSAML認証を使用する方法については、サイトへのユー

ザーの追加を参照してください。

複数のユーザーを追加する場合は、各アドレスをセミコロンで区切ります。

たとえば、「tdavis@example.com; jjohnson@example.com;

hwilson@example.com」のように入力します。

l これらのユーザーのサイトロールを[ライセンスなし]に設定します。

l [ユーザーの追加 ]をクリックします。

3. ライセンスのない、これらの新しいユーザーを新しいグループに追加します。

l 左側のナビゲーションペインで [グループ]をクリックしてから、グループの名前をクリック

します。

l グループページで、[ユーザーの追加 ]をクリックします。

l 追加するユーザーを選択して、[ユーザーの追加 ]をクリックします。

詳細については、「グループを作成してユーザーを追加する」を参照してください。
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"サインイン時にロールを付与"が有効になっているユーザーロールを変更す

る

"サインイン時にロールを付与"を使用しているグループにユーザーが含まれる場合、そのユーザー

ロールは、サインインの有無にかかわらず、ライセンスなしに設定したり、そのグループに設定された

最小サイトロールよりも低いロールにダウングレードしたりできません。ただし、管理者はユーザーの

サイトロールを手動でアップグレードできます。

ユーザーのサイトロールをダウングレードするか、サイトからユーザーをライセンス解除するには、"サ

インイン時にロールを付与"が有効になっているグループからユーザーを削除します。

エンドユーザーライセンス契約の条項に従って、承認ユーザーベースで付与されたライセンスは、

新しいユーザーに恒久的に再割り当てすることができます。ユーザーは、より高いロールでサーバー

ソフトウェアにアクセスすることを恒久的に停止する場合にのみ、下位のサイトロール (ライセンスな

しを含む)にダウングレードできます。

"サインイン時にロールを付与"の影響を受けるユーザーを削除する

ユーザーがコンテンツを所有していない場合のみ、サイトからユーザーを削除できます。コンテンツを

所有しているユーザーを削除しようとすると、ユーザーのサイトロールはライセンスなしに設定され、

すべてのグループから削除されますが、ユーザーはサイトから削除されません。コンテンツの所有者

を削除するには、"サイトロールの付与"が有効になっているグループから所有者を削除するか、コ

ンテンツ所有権を別のユーザーに再割り当てします。詳細については、ユーザーの表示、管理、

削除ヘルプトピックの「サイトからユーザーを削除」を参照してください。

既定の "すべてのユーザー"グループで "サイトロールの付与"が有効になっている場合、コンテンツ

を所有しているユーザーをサイトから削除したり、ライセンスなしに設定したりできません。これらの

ユーザーを削除またはライセンス解除するには、コンテンツ所有権を別のユーザーに再割り当てし

てから、ユーザーを削除またはライセンス解除します。

Tableau REST APIを使用して、ワークブックのコンテンツ所有権を再度割り当てることができま

す。詳細については、REST APIヘルプの「ワークブックを更新する」を参照してください。REST

APIを使用して、サイトからユーザーを削除し、コンテンツ所有権を別のユーザーに転送することも
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できます。詳細については、REST APIヘルプの「サイトからユーザーを削除する」を参照してくださ

い。

Tableau Cloudでのコンテンツ所有権の再割り当てに関する詳細については、コンテンツ所有権の

管理を参照してください。

追加ライセンスの購入

Tableau Webストアを通じて追加ライセンスを購入することで、いつでもTableau Cloud展開を拡

張できます。

どのアカウントが対象になりますか?

Webストアを通じて追加ライセンスを購入するには、次の要件を満たす必要があります。

l カスタマーポータルアカウント管理者。

l 政府または非営利組織以外のアカウント。

現在、これらの要件を満たしていない場合、当社の営業チームに連絡して、ライセンスを購入して

ください。

Tableau Webストアにアクセスする

Tableau Webストアにリダイレクトして追加ライセンスを購入するには、次の手順を実行します。

1. サイト管理者としてTableau Cloudサイトにサインインし、[ユーザー]ページに移動します。

2. [ユーザー]ページで、[追加ライセンスの購入 ]をクリックし、[Web ストアに移動 ]をクリックしま

す。Webストアが別のブラウザータブで開きます。
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3. Tableauアカウントを使用してWebストアにサインインします。以前カスタマーポータルで認

証を受けた場合は、サインインを求めるプロンプトが表示されない場合があります。

4. ドロップダウンメニューを使用して、追加するCreator、Explorer、Viewerライセンスの数

を選択します。
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5. [現在の展開に追加 ]をクリックし、Webストアの [連絡先と請求 ]セクションと[概要と支払

い]セクションに進みます。

10分以内に、注文確認と新しいライセンスに関する情報が通知されます。新しいライセンスは、

支払い後すぐにTableau Cloudサイトに表示されます。

グループの削除

[すべてのユーザー]グループを除く任意のグループを削除できます。グループを削除すると、ユー

ザーはグループから削除されますが、サイトからは削除されません。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインします。

2. 左側のナビゲーションペインで、[グループ]をクリックします。

3. [グループ]ページで、削除する1つまたは複数のグループを選択します。
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4. [アクション] > [削除 ]を選択します。

オンデマンドアクセスを有効にしている場合のグループ削除の影響

2023年 10月以降、一部のサイトで、グループのオンデマンドアクセス機能を有効にできるように

なりました。オンデマンドアクセス機能が有効になっている1つ以上のグループを削除すると、サイ

トにプロビジョニングされていないユーザーは、Tableauの埋め込みコンテンツにアクセスできなくなり

ます。

コンテンツアクセスの管理

サイトのコンテンツにアクセスできるユーザーを管理し、コンテンツの所有権を制御するパーミッショ

ンを設定できます。

コンテンツのWeb編集、保存、およびダウンロードアクセスを設

定する

Web作成機能をサイトで有効にしている場合は、サイトでこの機能にアクセスできるユーザーを正

確に設定することができます。コンテンツレベルでのサイトロールとパーミッションルールを使用し

て、プロジェクト、ワークブック、データソースに対するWeb 編集、保存、またはダウンロード機能の

パーミッションを付与または拒否できます。
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注 :本ドキュメントでは、パーミッションルールで機能名を指定するためにWeb編集というフ

レーズを使用します。また、web作成とは、サーバー上でワークブックを作成したり変更したり

する一般的な機能を指します。ただし、これらのフレーズが入れ替わって使用される場合もあ

ります。

ユーザーのサイトでの直接作業を許可する理由

管理者として、人々がサイトにコンテンツを投稿するのを表面的にでも無条件に許可することには

疑問を持たれるかもしれません。しかし、少し制御するだけでその実行場所を管理することがで

き、また、コンテンツを一元管理することは管理者とユーザーの双方に大きなメリットがあります。

Web作成の是非

パブリッシャーやビジネスユーザーにとって、Web作成には以下のメリットがあります。

l 入力を提供する中心的な場所と共に、共同で作業に参加するアナリストチームが提供さ

れる。

l Tableau Desktopを持たないユーザーがデータソースに接続してワークブックを作成できるよ

うになる。

l Tableau DesktopコンピューターやVPNから離れた場所にいるユーザーが、コンピューターと

ハンドヘルドデバイスのどちらを使用していても、コンテンツにアクセスできるようになる。

l Tableauレポート全般の一貫性を保つことができるフレームワークが提供される。ワークブッ

クのテンプレートをサイト上で利用可能にすることにより、アナリストは新しいワークブックをダ

ウンロードしたり、接続、ブランディング、書式設定がすでに完了しているデータを使用して

新しいワークブックを作成したりできます。

管理者にとっては、次のようなメリットがあります。

l 管理とサポートのために展開するTableau Desktopが少なくなる。

l データベースドライバーをインストールする必要があるコンピューターが少なくなる。

l コンテンツを管理する権限。

l ユーザーがTableauで何を行うかより正確に監視できる。

Web編集には、次のような不利な点があります。

l アナリストにとって、Web編集はTableau Desktop と同程度には機能が豊富ではない (同
程度に近づきつつはあります)。
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l 管理者にとって、サーバー上で作業する人が多いと、システムのアップグレードの必要が生

じる。

l パブリッシュのガイドラインを設けることなくサイト上でコンテンツを拡散できる可能性がある。

これは、パブリッシュされているTableauのダッシュボードとデータソースに依存する人々を

混乱させるだけでなく、結局はサーバーのパフォーマンスやデータの品質を低下させる可能

性があり、データのセキュリティにも影響を及ぼしかねません。

ユーザーに役立つパーミッションの管理でコンテンツの急激な拡散を防ぐ

コンテンツのサイト上での急激な拡散を防ぐようにユーザーを支援するために、Tableau管理者の

多くは、コンテンツに対する多様なレベルのアクセス権をプロジェクトで許可しています。たとえば、

あるプロジェクトでは、すべてのユーザーにワークブックの編集と保存を許可し、別のプロジェクトで

は、認可されたパブリッシャーのみ新しいコンテンツを保存できるように構成できます。

この方法がどのように機能するかの詳細については、次のリソースを参照してください。

l マネージドセルフサービスに向けたプロジェクト、グループ、パーミッションの設定

l 「大規模な管理セルフサービス」、Tableauホワイトペーパー、Rupali Jain
PDFを表示するにはTableau Webサイトの認証資格情報が必要になる場合がありま

す。これはコミュニティフォーラムで使用したり、サポート事例の送信で使用するものと同じ

です。

適切なレベルのアクセス権のための編集、保存権限とサイトロールを調整

する

ワークブックを編集、保存、およびダウンロードするには、これらのアクションを許可するサイトロール

に加えて、ユーザーは編集関連のアクセス権を付与または拒否するパーミッションルールで定義さ

れている権限を持っている必要があります。

サイトロールアクセス

l 適切なパーミッションがコンテンツレベルで設定されている場合、CreatorまたはExplorer
(パブリッシュ可能 )のサイトロールでは [保存 ] (上書き) および [名前を付けて保存 ]/[ダウン

ロード]の両方が許可されています。

[ファイル] > [保存 ]はワークブック所有者のみが使用できます。プロジェクトおよびワークブッ

クレベルで [保存 ]パーミッション機能が付与されている場合、所有者以外のユーザーは、
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[ファイル] > [名前を付けて保存 ]を選択し、同じワークブック名を使用して、Web作成で既

存のワークブックを上書きできます。これにより、既存のコンテンツが上書きされ、所有者に

なってコンテンツへのフルアクセス権が得られます。

l Explorerサイトロールには、[Web 編集 ]機能と[名前を付けて保存 ]/[ダウンロード]機能

を付与できますが、保存することはできません (既存のワークブックを上書きしたり、新しい

ワークブックへの変更を保存したりすることはできません)。

詳細については、Web編集とWeb作成を参照してください。

マネージドセルフサービスに向けたプロジェクト、グループ、パーミッ

ションの設定

Tableau CloudとTableau Serverへのパブリッシュは簡単です。組織によっては、少し簡単すぎるく

らいの作業です。有用な方法として、作成者が独自のコンテンツをパブリッシュできるようになる前

に、制御されたフレームワークを作成します。

コンテンツを整理して、ユーザーが適切なコンテンツを見つけてアクセスできるようにするには、マネー

ジドセルフサービスのサイトを構成すると便利です。つまり、コンテンツが整理され、検出可能で、

安全であることを保証するためのガイドラインと設定を用意することで、パブリッシュプロセスのボトル

ネックを解消することができます。

この記事では、、サイト管理者がマネージドセルフサービスのサイトを設定するために活用できる手

法を示します。

1. 必要なグループとプロジェクトのタイプを特定する

2. グループを作成する

3. あいまいな点が残るパーミッションを削除し、既定のパーミッションパターンを確立する

4. プロジェクトの作成

5. プロジェクトパーミッションをロックする

注 :ここで提供する情報は、Tableau Visionariesおよび自身の経験を共有してくれた顧客の

プラクティスを基に変更を加え、簡略化しています。
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展開を計画する

Tableauのパーミッションは、グループまたはユーザーのコンテンツ(プロジェクトやワークブックなど)に

適用されるルールで構成されます。これらのパーミッションルールは、特定の機能を許可または拒

否することによって作成されます。

プロジェクト、グループ、パーミッションルールの包括的な計画を立てることは、新規に開始する場

合でも変更を加える場合でも役立ちます。詳細は自分で決められますが、すべての環境で推奨

されている2つの重要なプラクティスがあります。

l 個々のコンテンツではなく、プロジェクトでパーミッションを管理します。

l 個々のユーザーではなく、グループにパーミッションを割り当てます。

個々のユーザーレベルおよび各コンテンツ資産に対してパーミッションを設定していると、すぐに管

理不可能になります。

クローズドパーミッションモデルを使用する

パーミッション設定の一般的なモデルはオープンまたはクローズです。オープンモデルでは、ユーザー

は高レベルなアクセス権を取得し、管理者は明示的に権限を拒否します。クローズドモデルで

は、ユーザーは自分たちのジョブを実行するために必要なアクセス権のみを取得します。これは、

セキュリティの専門家が提唱するモデルです。このトピックの例は、クローズドモデルに準じていま

す。

Tableauパーミッションの評価方法の詳細については、「有効なパーミッション」を参照してくださ

い。
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必要なプロジェクトとグループのタイプを特定する

コンテンツ(プロジェクト内の)とユーザーのカテゴリ(グループとしての)に対応する構造を設計するこ

とは、サイトを設定する上で最も難しい部分ですが、この設計により継続的な管理がはるかに簡

単になります。

プロジェクト:プロジェクトは、パーミッションを管理するためのユニットとしても、組織的およびナビゲー

ション的なフレームワークとしても機能します。ユーザーが期待するコンテンツの検索方法と論理的

なパーミッション付与のバランスがとれているプロジェクト構造を作成します。

グループ:グループを作成する前に、ユーザーがコンテンツをどのように操作するかについて共通の

テーマを見つけることが役立つ場合があります。グループの作成に使用できるパターンを特定してく

ださい。個々のユーザーに対する1回限りのパーミッションは避けてください。

例 :プロジェクトとグループの構造

たとえば、すべての人がアクセスできる会社全体のコンテンツと、制限を設ける必要があるいくつか

のHRコンテンツがある環境を考えてみましょう。

プロジェクトには以下が含まれます。

l Acme Corp 会議。チケット販売のデータソースとワークブック、コンテンツ戦略のダッシュボー

ド、社内会議のプロジェクト計画が含まれます。

l 従業員の業績。従業員の内部調査に関する匿名化されたデータソースとワークブックが含

まれます。

l 人事。HRチームのメンバーのみが利用できるHRデータソースとワークブックが含まれます。

各グループは従業員が行うべき内容と一致している必要があります。

l コアコンテンツ作成者。このグループは、上位レベルのプロジェクトにパブリッシュでき、データ

ソースに幅広くアクセスできるが、コンテンツを移動したり管理したりする必要がないユーザー

を対象としています。
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l HR コンテンツ作成者。このグループは、HRデータソースにアクセスでき、HRプロジェクトに

パブリッシュできるユーザーを対象としています。

l ビジネスユーザー。このグループは、コアコンテンツ作成者によって作成されたコンテンツにア

クセスできる必要があるが、HRコンテンツが存在することさえ知らないユーザーを対象とし

ています。

l HR ユーザーこのグループは、HRプロジェクトのコンテンツにアクセスする必要があるが、コン

テンツを作成またはパブリッシュする権限を持っていないユーザーを対象としています。

l コアプロジェクトリーダー。このグループは、HRではないプロジェクトでプロジェクトリーダーの

ステータスが付与される必要があるユーザーを対象としています。

サイトロールを考慮する

パーミッションは、グループやユーザーではなく、コンテンツに関連付けられていることに注意してくだ

さい。グループに[探索 ]パーミッションを単独で付与することはできません。グループに付与できる

のは、プロジェクトとそのコンテンツの [探索 ]パーミッションです。ただし、サイトロールが特定のユー

ザーに付与されると、ユーザーが持つことができるパーミッションが定義または制限される場合があ

ります。ライセンス、サイトロール、パーミッションを関連付ける方法の詳細については、「パーミッ

ション、サイトロール、ライセンス」を参照してください。

グループを作成する

必要な情報を特定したらすぐにグループやプロジェクトを作成したくなるかもしれませんが、特定の

順序で作成することが重要です。

プロジェクト:プロジェクトは、[既定 ]プロジェクトを適切に構成してから作成してください (次のセク

ションを参照 )。これは、最上位のプロジェクトが [既定 ]プロジェクトをパーミッションルールのテンプ

レートとして使用するためです。

グループ:グループを作成してから、パーミッションルールを作成する必要があります。ユーザーはま

だグループに追加する必要はありませんが、追加することはできます。グループの作成の詳細につ

いては、「グループを使用したユーザー管理」を参照してください。

グループへのユーザーの追加の詳細については、「グループへのユーザーの追加」を参照してくださ

い。
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ヒント:複数のグループとプロジェクトを作成して、パーミッションを手動で設定するのは、面倒な作

業です。これらのプロセスを自動化し、将来のアップデートで繰り返し実行できるようにするために、

これらのタスクをREST APIコマンドを使用して実行できます。tabcmdコマンドは、単一のプロジェ

クトやグループの追加や削除、ユーザーの追加などのタスクに使用できますが、パーミッションの設

定には使用できません。

複数のグループのメンバーシップ

[HRコンテンツ作成者 ]グループと[HRユーザー]グループのユーザーを[ビジネスユーザー]グループ

に含めることができます。これにより、大半のコンテンツのパーミッションを、コアコンテンツユーザーと

ビジネスユーザーに簡単に割り当てることができます。ただし、そのシナリオでは、[ビジネスユーザー]

グループが人事フォルダーの機能を拒否されると、HRユーザーも拒否されることになります。代わり

に、[ビジネスユーザー]グループは未指定のままにしておく必要があります。これにより、特定の [HR

コンテンツ作成者 ]グループと[HRユーザー]グループに適切な機能が付与されます。

これは、Tableauパーミッションに制限が設けられているためです。[ビジネスユーザー]グループが特

定の機能を拒否された場合、その拒否によって、両方のグループのユーザーに対して許可されてい

る別のパーミッションルールが上書きされてしまいます。

グループメンバーシップの割り当て方法を決定する際は、パーミッションルールの評価方法を理解

することが重要です。詳細については、「有効なパーミッション」を参照してください。

あいまいな点が残るパーミッションを削除し、既定のパーミッションパターンを

確立する

すべてのサイトには、[すべてのユーザー]グループと[既定 ]プロジェクトがあります。
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[すべてのユーザー]グループ:サイトに追加されたすべてのユーザーは自動的に [すべてのユーザー]

グループのメンバーになります。複数のグループに設定されたパーミッションルールとの混同を避け

るために、[すべてのユーザー]グループからパーミッションを削除することをお勧めします。

[既定 ] プロジェクト: [既定 ]プロジェクトは、サイト内の新しいプロジェクトのテンプレートとして機能

します。すべての新しい最上位レベルプロジェクトは、[既定 ]プロジェクトからパーミッションルールを

取得します。[既定 ]プロジェクトでベースラインのパーミッションパターンを確立すると、新しいプロ

ジェクトの予測可能な開始点になります(ネストされたプロジェクトは、[既定 ]プロジェクトではなく、

親プロジェクトからパーミッションルールを継承することに注意してください)。

[既定 ]プロジェクトで [すべてのユーザー]グループのパーミッションルールを削除します。

1. [探索 ]を選択し、サイトで最上位レベルプロジェクトを表示します。

2. [既定 ]プロジェクトの [アクション] (…)メニューで、[パーミッション]を選択します。

3. [すべてのユーザー]グループ名の横にある[…]を選択し、[Delete Rule… (ルールを削除

…)]を選択します。

これにより、すべてのユーザーに競合するパーミッションを割り当てることなく、完全に制御できるグ

ループに対してパーミッションルールを確立できます。複数のルールを評価して、有効なパーミッショ

ンを決定する方法の詳細については、「有効なパーミッション」を参照してください。

パーミッションルールを作成する

すべての新しい最上位レベルプロジェクトが継承する[既定 ]プロジェクトの基本的なパーミッション

パターンを設定できるようになりました。[既定 ]プロジェクトのパーミッションルールを空のままにし

て、新しい最上位レベルプロジェクトごとにパーミッションを個別に作成することもできます。ただし、

大半のプロジェクトに適用する必要のあるパーミッションルールがある場合は、[既定 ]プロジェクト

でそれらのルールを設定すると便利です。

プロジェクトのパーミッションダイアログには、コンテンツのタイプごとにタブが含まれています。プロジェ

クトレベルでコンテンツのタイプごとにパーミッションを設定する必要があります。設定しない場合、

ユーザーはそのコンテンツタイプへのアクセスを拒否されます(ユーザーに明示的に許可されている

場合にのみ、機能が付与されます。機能を[未指定 ]にすると、その機能は拒否されます。詳細

については、「有効なパーミッション」を参照してください)。
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ヒント:プロジェクトレベルでパーミッションルールを作成するたびに、すべてのコンテンツタイプタブを

確認してください。

必要に応じて、パーミッションルールを作成します。

1. [+ グループ/ユーザールールの追加 ]をクリックし、入力を開始してグループ名を検索します。

2. 各タブで、ドロップダウンから既存のテンプレートを選択するか、または、機能をクリックし、カ

スタムルールを作成します。

3. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

パーミッションの設定の詳細については、「パーミッションの設定」を参照してください。

例 :各コンテンツタイプに対するプロジェクトレベルのパーミッション

この例では、ほとんどのユーザーがプロジェクトの大部分を利用できるようにする必要があります。

[既定 ]プロジェクトでは、パーミッションルールテンプレートを使用して、コアコンテンツ作成者にパブ

リッシュ権限を付与し、他のすべてのユーザーにはワークブックを操作する権限のみを付与します。

グループ プロジェクト ワーク

ブック

データソー

ス

(その他のコンテ

ンツ)

コアコンテンツ作成

者

パブリッシュ パブリッ

シュ

パブリッシュ ビュー

HR コンテンツ作成

者

ビュー 探索 ビュー なし

ビジネスユーザー ビュー 探索 ビュー なし

HR ユーザー ビュー 探索 ビュー なし

コアプロジェクトリー

ダー

プロジェクトリーダーとして

設定

N/A N/A N/A
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このパターンはクローズドモデルに従い、ほとんどのユーザーに対して、大半のコンテンツの基本的

なパーミッションのみを使用するよう制限を設けます。新しい最上位レベルプロジェクトが作成され

ると、これらのルールは既定で継承されますが、パーミッションルールは必要に応じてプロジェクトご

とに変更できます。[人事 ]プロジェクトでは、これらのパーミッションを削除し、独自のパターンを確

立する必要があることに注意してください。

プロジェクトを作成し、パーミッションを調整する

[既定 ]プロジェクトをカスタムパーミッションテンプレートを使用して設定したら、残りのロジェクトを

作成できます。各プロジェクトで、必要に応じて既定のパーミッションを調整できます。

プロジェクトを作成するには、次の手順を実行します。

1. [探索 ]を選択し、サイトで最上位レベルプロジェクトを表示します。

2. [新規 ]ドロップダウンから、[プロジェクト]を選択します。

3. プロジェクトに名前を付け、必要に応じて説明を追加します。

命名規則を設定すると便利です。たとえば、基本的な構造を<DepartmentPrefix><Team> -

<ContentUse> (例 : DevOps -モニタリング)という形式にできます。

プロジェクトのサムネイルと[プロジェクト詳細 ]ページにカーソルを合わせると、説明が表示されま

す。適切な説明があることで、操作が正しいことをユーザーに知らせることができます。

4. 必要に応じてパーミッションを調整します。

a. 新しいプロジェクトを開きます。

b. [アクション]メニュー (...)から、[パーミッション]を選択します。

c. 必要に応じて、パーミッションルールを変更します。すべてのコンテンツタブを確認す

ることを忘れないでください。

コンテンツパーミッションをロックする

パーミッションルールに加えて、プロジェクトにはコンテンツパーミッションの設定があります。この設

定は、[ロック] (推奨 )または [カスタマイズ可能 ]の2つの方法のいずれかで構成できます。
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プロジェクトをロックすることで、一貫性が維持され、プロジェクト内のすべてのコンテンツに(コンテン

ツタイプごとに)統一されたパーミッションが設定されます。カスタマイズ可能なプロジェクトでは、権

限を持つユーザーがコンテンツに個別のパーミッションルールを設定できます。詳細については、「コ

ンテンツパーミッションをロックする」を参照してください。

コンテンツパーミッションの設定に関係なく、パーミッションは常にコンテンツに適用されます。

可能なプロジェクト構造

組織によっては、特定の目的に応じたプロジェクトを作成すると便利な場合があります。以下にプ

ロジェクトの例とその使用目的を示します。これらはサンプルテンプレートであるため、必ずお使いの

環境で構成をテストしてください。

各コンテンツタイプのパーミッションルールテンプレートに含まれる機能については、パーミッションの

機能を参照してください。

例 :特定の目的のためのパーミッション設定

サーバー上で自由にコラボレーションできる共有されたワークブック

同じ部門にいる誰もが公開されたコラボレーションプロジェクトにパブリッシュできます。コンテンツは

開発中の段階です。同僚はサーバーのWeb編集機能を使用してコラボレーションできます。この

機能はSandboxと呼ばれたり、ステージングと呼ばれたりします。このプロジェクトでは、Webの編

集、保存、ダウンロードなどを実行できます。

共同で作業できるだけでなく、Tableau Desktopを持っていないユーザーでもフィードバックが寄せら

れるようになります。

グループ プロジェクト ワークブック データソース (その他のコンテンツ)

データ案内人 パブリッシュ パブリッシュ パブリッシュ TBD

アナリスト パブリッシュ パブリッシュ 探索 TBD
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ビジネスユーザー パブリッシュ パブリッシュ 探索 TBD

パブリッシュテンプレートの一部の機能 (上書きなど)は、その機能が許可されている場合でも、

ユーザーのサイトロールによって制限される可能性があることに注意してください。

注 : 「TBD」は、これらのパーミッションルールがこのシナリオでは簡単に判断できないことを示し

ますが、特定の環境に適している場合は設定できます。

編集不可能な共有レポート

これは、ワークブックおよびデータソースを作成するユーザー (アナリストおよびデータ案内人 )が、

「真似」されたり修正されたりすることがないと確信できるコンテンツをビジネスユーザーに対して閲

覧できるようにする場合にパブリッシュできるプロジェクトです。

このタイプのプロジェクトでは、サーバーのデータを再利用するために編集または取得できる機能を

すべて拒否します。許可するのは機能の閲覧です。

グループ プロジェクト ワークブック データソース (その他のコンテンツ)

データ案内人 パブリッシュ TBD パブリッシュ TBD

アナリスト パブリッシュ パブリッシュ ビュー TBD

ビジネスユーザー ビュー ビュー なし なし

アナリストが接続する吟味されたデータソース

これは、すべてのデータ要件を満たし、組織にとって「信頼できるソース」となるデータソースをデー

タ案内人がパブリッシュする場所になります。このプロジェクトのプロジェクトリーダーは、これらの

データソースを承認して検索結果の高ランクに位置付けたり、お勧めのデータソースに含めたりで

きます。
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認可されたアナリストがワークブックをこのプロジェクトのデータソースに接続することは許可します

が、ダウンロードや編集はできないようにします。[ビジネスユーザー]グループへのビュー機能を拒否

するため、このグループのユーザーはこのプロジェクトを表示することもできません。

グループ プロジェクト ワークブック データソース (その他のコンテンツ)

データ案内人 パブリッシュ TBD パブリッシュ TBD

アナリスト ビュー なし ビュー なし

ビジネスユーザー なし なし なし なし

非アクティブなコンテンツ

サイトの管理ビューが一定期間表示されていないワークブックおよびデータソースを隔離することも

できです。コンテンツをサーバーから削除する前にコンテンツ所有者に時間制限を与えます。

これを行うか、ワーキングプロジェクトから直接削除してしまうかは、組織で決定します。アクティブ

な環境にある場合は、使用されていないコンテンツが削除される心配はありません。

グループ プロジェクト ワークブック データソース (その他のコンテンツ)

データ案内人 なし なし なし なし

アナリスト ビュー ビュー TBD TBD

ビジネスユーザー なし なし なし なし

ワークブックテンプレートのソース

これは、ユーザーがダウンロードできるがパブリッシュや保存はできないプロジェクトです。認可された

パブリッシャーまたはプロジェクトリーダーによってワークブックのテンプレートが利用できるようになりま

す。組織で許可されたフォント、色、画像、および内蔵されたデータ接続を使用したテンプレートに

よって、作成者は大幅な時間短縮を実現し、レポートのスタイルに一貫性を持たせることができま

す。
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グループ プロジェ

クト

ワークブック データ

ソース

(その他のコン

テンツ)

認可された作

成者

パブリッ

シュ

パブリッシュ パブリッ

シュ

TBD

データ案内人 なし なし なし なし

アナリスト ビュー テンプレート:探索

+ 

機能 :ワークブックのダウンロード/コ

ピーの保存

ビュー なし

ビジネスユー

ザー

なし なし なし なし

次のステップ

プロジェクト、グループ、パーミッションに加え、その他のデータ管理のテーマとして次の内容がありま

す。

ユーザーの教育

すべてのTableauユーザーが優れたデータ案内人になれるようにします。最も成功を収めている

Tableau組織では、Tableauのユーザーグループを作成して定期的にトレーニングセッションなど

を開催しています。

ユーザーがサイトを正しく理解できるようになるための一般的な手法については、ダッシュボード

ベースのカスタムポータルを参照してください。

パブリッシュおよびデータ認証のヒントについては、以下のトピックを参照してください。

l ユーザーが信頼できるデータを見つけられるように認証を使用する

l ワークブックのパブリッシュの準備 (Tableauヘルプ)
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l パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス(Tableauヘルプ)

抽出の更新およびサブスクリプションのアクティビティの最適化

Tableau Serverを使用している場合は、抽出の更新およびサブスクリプションスケジュールに関す

るポリシーを作成して、サイトのリソースに影響を与えないようにします。Wells FargoおよびSprint

によるTCカスタマーのプレゼンテーションで、これらの課題について詳しく取り上げています。また、

「パフォーマンス調整」のトピックも参照してください。

Tableau Cloudを使用する場合は、次のトピックを参照して抽出の更新を実行する方法について

よく理解しておいてください。

l データを最新に保つ

l Tableau Bridgeを使用したデータの鮮度に関するオプションの拡張

監視

管理ビューを使用して、サイトのパフォーマンスおよびコンテンツの使用を監視します。

管理ビュー

プロジェクトを使用したコンテンツへのアクセスの管理

Tableau DesktopユーザーがTableau Cloudのサイトにコンテンツをパブリッシュするときに、パブリッ

シュ先のプロジェクトを選択できます。

プロジェクトは、ワークブック、データソース、レンズ、ネストされたプロジェクトなどのアセットのナビ

ゲーション、整理、およびアクセス管理に使用できます。Tableau Cloud 2022年 10月 /Server

2022.3以降では、データ管理のライセンスが付与され、Catalogが有効になっている場合、プロ

ジェクトにデータベースなどの外部アセットも含めることができます。

以下のイメージでは、Web作成環境で "Operations (運営 )"のトップレベルプロジェクト内のコンテ

ンツが表示されています。"Operations (運営 )"プロジェクトにはいくつかのネストされたプロジェクト

(ハイライト表示 )とパブリッシュされたワークブックが含まれています。プロジェクトには、他のアセット

タイプを含めることもできます。
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プロジェクトを使用する理由

プロジェクトは、Tableau Cloudにパブリッシュされたコンテンツへのアクセスを管理するために、拡張

可能なプロセスを作成するのに役立ちます。プロジェクトの利点 :

l 管理者は、より密接にコンテンツを使用するプロジェクトリーダーにコンテンツ管理を委任で

きます。サイトまたはサーバー設定への管理者アクセス権限をプロジェクトリーダーに付与

する必要はありません。

l プロジェクトリーダーはネストされたプロジェクトをトップレベルプロジェクトの下に作成

でき、単一階層内にチームのコンテンツを維持することが可能となります。

l 注 :プロジェクト所有者は、自分が所有する上位レベルのプロジェクトを削除できま

す。プロジェクトリーダーはトップレベルプロジェクトを削除できません。

l セルフサービスユーザーがサイトを参照しやすくなります。

l Tableau Cloudサイトをエリアに分割します。これらのエリアは、エリアにパブリッシュさ

れたデータの使用方法、または使用するTableauユーザーグループに基づいて、

ユーザーにアクセス権を付与します。
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l プロジェクトを使用する必要がないグループにはプロジェクトを非表示にしたり、区別

可能なプロジェクトの命名規則を作成したり、プロジェクトの説明を活用してプロジェ

クトの使用方法を明確にしたりできます。

l パーミッションを効果的に追跡できます。

l グループ内のユーザーが必要とするコンテンツアクセス権のレベルに基づいてグループ

を作成し、プロジェクトに既定のパーミッションを作成できます。これにより、新しいユー

ザーが既定で取得する機能がどれか、またこれと同様に、新しいプロジェクトの作成

時にすべてのユーザーが取得する機能がどれかを正確に把握することができます。

プロジェクト階層を作成する場合 (例 )

多くの組織には、それぞれ独特なTableauユーザーグループがあり、それぞれに独自の優先順位

やリーダーが存在します。これらのグループは、組織全体に関わるコンテンツを共有する(もしくは、

組織全体のデータソースプールからコンテンツを取り出す)こともありますが、主に、自分のチーム

専用のデータやレポートを使用します。このようなまたはこれに近いシナリオの場合、プロジェクト階

層の使用例は次のようになります。

1. サイトまたはサーバー管理者は、異なるTableauチームごとにトップレベルプロジェクトを作

成することができます。

2. 各トップレベルプロジェクトごとに、チームリーダーにプロジェクトリーダーのステータスを割り当

て、プロジェクトの所有権を変更します。プロジェクトリーダーは実質的にはコンテンツ管理

者であるため、Tableauにおけるパーミッションのしくみと、Tableauのコンテンツ管理のベスト

プラクティスを理解する必要があります。

3. 各プロジェクトリーダーは自分のプロジェクトを管理し、チームにとって都合の良い構造をプロ

ジェクト内に作成することができます。つまり、チームメンバーがどのように協力し、どのように

データやレポートを共有するかを考慮して、必要な子プロジェクトを作成することができま

す。

サイト管理者にとってのメリットは、システムの健康状態に集中できることです。Tableauユーザーに

とってのメリットは、Tableauおよびデータを使用するためのベストプラクティスを理解した人物がチー

ムのためにこれらを管理できることです。パーミッションの変更やプロジェクトの追加を行うために、IT

部門にリクエストを提出する必要はありません。

プロジェクトレベルの管理

プロジェクトの管理の詳細については、「プロジェクトを使用したパーミッションの管理」を参照してく

ださい。
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プロジェクトを追加してそこにコンテンツを移動させる

Tableauコンテンツ(ワークブック、データソースなど)がプロジェクトに含まれている必要がありま

す。Tableau Server 2022.3およびTableau Cloud 2022年 10月 以降では、データ管理のライ

センスが付与され、Catalogが有効になっていれば、外部アセット(データベースやテーブルなど)も

プロジェクトに含めることができます。サーバーおよびサイト管理者はサイト上のトップレベルプロジェ

クトを追加または削除し、パブリッシュされているコンテンツを1つのプロジェクトから別のプロジェクト

に移動できます。適切なサイトロールを持つプロジェクトリーダーは、子プロジェクトを追加または

削除し、コンテンツをプロジェクトリーダーとしてのアクセス権限があるプロジェクト間で移動できま

す。

この記事はプロジェクトの作成と移動の手順を含みます。以下の関連コンテンツも理解しておくこ

とをお勧めします。

l プロジェクトについて学び、使用するタイミングと理由を知るには、プロジェクトを使用したコ

ンテンツへのアクセスの管理を参照してください。

l プロジェクト階層を作成する前に、パーミッションの内容を読み、理解しておいてください。

l 完全なプロジェクトリーダーアクセス権を許可する特定のサイトロールの詳細については、

プロジェクトレベルの管理を参照してください。

トップレベルまたは子 (ネストされた)プロジェクトを追加する

1. 管理者またはプロジェクトリーダーとしてTableau Cloudにサインインして[探索 ]を選択し、

以下のいずれかを実行します。

l [New (新規 )] > [プロジェクト]を選択し、新しいトップレベルプロジェクトを作成しま

す (これを実行できるのは管理者のみです)。

l サブプロジェクトを作成するプロジェクトに移動して、それを開き、[New (新規 )] > [プ
ロジェクト]を選択します。子プロジェクトがある場所がわからない場合は、[探索 ]の
横にあるドロップダウンメニューから[すべてのプロジェクト]を選択するか、右上のフィ

ルターを使用します。

2. プロジェクトの名前と説明を入力してから、[作成 ]をクリックします。
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プロジェクトの説明に、書式設定やハイパーリンクを含めることができます。構文については、

[書式設定のヒントを表示 ]を選択してください。

プロジェクトの説明を入力するときは、「PROJECT (a)」のように、大文字と括弧の間にス

ペースを入れて、括弧内の内容を表示します。このスペースを省略すると、プロジェクトの説

明で表示上の問題が発生します。

注 :プロジェクトの説明を後から編集するには、選択して開き、その名前の隣にある情

報アイコンを選択し、[編集 ]をクリックします。
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アセットを別のプロジェクトに移動する

1. [探索 ]セクションで、移動するアセットを見つけます。右上のフィルターを使用して検索する

か、プロジェクト階層内を検索することができます。

2. ワークブックの [アクション] (…)メニューで [移動 ]を選択します。

3. ワークブックから新しいプロジェクトを選択し、[コンテンツを移動 ] をクリックします。

プロジェクトを移動すると、子プロジェクトとそれらのアセットを含めた、プロジェクト内のすべ

てのコンテンツが移動します。

プロジェクトの移動がパーミッションに与える影響

プロジェクトを移動すると、プロジェクトリーダーのパーミッションは新しいプロジェクト環境に適応し

ます。
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l 対象プロジェクト階層がロックされた状態の場合、以前のプロジェクトリーダーパーミッション

が削除され、新しいプロジェクトリーダーパーミッションが対象階層のトップレベルに設定され

ている内容に従って付与されます。

l 対象プロジェクト階層がカスタマイズ可能な状態の場合、以前に黙示的に付与されていた

プロジェクトリーダーパーミッションが削除され、明示的に設定されていたパーミッションは保

持され、新しいプロジェクトリーダーパーミッションが対象階層のトップレベルに設定されてい

る内容に従って付与されます。

プロジェクトとアセットを移動すると、パーミッションが影響を受ける可能性があります。詳細について

は、パーミッションを参照してください。

プロジェクトを削除する

プロジェクトを削除すると、そのプロジェクトに含まれているすべてのTableauコンテンツも削除されま

す。プロジェクトを削除し、コンテンツは削除しない場合は、コンテンツを別のプロジェクトに移動させ

てから、プロジェクトを削除します。

データベースやテーブルなどの外部アセットは削除されませんが、外部アセットの既定プロジェクトに

移動されます。(Tableau Server 2022.3以前では、アセットは [外部アセット]にあります)

重要

l プロジェクトの削除はやり直しできません。

l プロジェクトを削除すると、子プロジェクトとそれらのコンテンツを含む、そのプロジェクト内のす

べてのTableauコンテンツが削除されますが、外部アセットは削除されません。

l 既定プロジェクトや外部アセットの既定プロジェクトは削除できません。

プロジェクトを削除するには

1. [探索 ]セクションで、削除するプロジェクトを見つけます。プロジェクトがある場所がわからな

い場合は、[探索 ]の横にあるドロップダウンメニューから[すべてのプロジェクト]を選択する

か、右上のフィルターを使用します。
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2. プロジェクトの [アクション] (…)メニューで [削除 ]を選択します。

3. プロジェクトを削除することを確認します。

アセットを移動するための要件

アセットの移動は、アセットを1つのプロジェクトから削除して別のプロジェクトへパブリッシュすること

と実際に似ています。管理者以外の場合は、移動元のプロジェクトと移動先のプロジェクトで必

要となるパーミッションが異なります。

必要なサイトロール

アセットを移動するには、ユーザーに次のサイトロールのいずれかが必要です。

l サーバー管理者 (Tableau Serverのみ)

l サイト管理者 Creatorまたはサイト管理者 Explorer

l CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )

サーバー管理者またはサイト管理者のサイトロールを持つユーザーには、追加機能は必要ありま

せん。

コンテンツの移動先プロジェクトで必要となるパーミッション

管理者以外は、移動先プロジェクトに対するパブリッシュパーミッション機能が必要です。

コンテンツの移動元プロジェクトで必要となるパーミッション

管理者以外のユーザーは、次の要件を満たす必要があります。

l 元のプロジェクトのプロジェクト所有者、プロジェクトリーダー、またはコンテンツ所有者であ

る必要があります。

または

l コンテンツに対する移動パーミッション機能がなければなりません (データソースの場合、そ

のデータソースの所有者 )。データベースとそのテーブルを移動する場合、ユーザーはデータ

ベースとそのテーブルの両方に対する移動機能を持っている必要があります。
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アセットの移動の詳細については、「コンテンツの移動」を参照してください。

プロジェクトイメージの追加

Tableau Cloudで管理するプロジェクトの区別 (およびユーザーによるプロジェクトの検索 )に役立つ

よう、表示される画像をサムネイルに追加できます。イメージは次の要件を満たしている必要があり

ます。

l イメージにはHTTPSプロトコルを使用してアクセスできるようにする必要があります。共有

ネットワークディレクトリおよび関連プロトコル (UNC、SMB、AFP、NFSなど)はサポートされ

ていません。プロジェクトイメージのHTTPプロトコルは、Google Chromeでサポートされてい

ません。

l プロジェクトにアクセスするすべてのユーザーに、ターゲットイメージに対する「読み取り専用」

以上のパーミッションが必要です。

l イメージは、一般的なインターネット形式 (.jpg、.png、または .gif)にする必要があります。
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プロジェクトイメージの設定

1. Tableau Cloudでサイトへサインインします。アクセス権がある[最上位のプロジェクト]のリス

トで、更新するプロジェクトを選択するか、これに移動します。この例では、"Statistics (統

計 )"プロジェクトフォルダーにイメージを追加します。

子プロジェクトをどこで見つければよいかわからない場合は、[検索 ]ドロップダウンリストを使

用し、[すべてのプロジェクト]を選択します。

2. [詳細 ]アイコン(i)をクリックし、[プロジェクトの詳細 ]ダイアログボックスを開いてから、[編
集 ]をクリックします。

3. [詳細 ]フィールドには「Global and US statistics (世界規模および米国の統計 )」など、プロ

ジェクトの説明を入力することができます (オプション)。プロジェクトの説明の末尾で、次の

構文を使用してイメージのURLを追加します。

!http://www.example.com/image.png!
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[書式設定のヒントを表示 ]を選択して、説明文を書式設定できる方法を確認します。

注 :プロジェクトの説明に埋め込まれたイメージはサイズ変更や配置を行うことができま

せん。推奨サイズは300 x 184ピクセルです。300 x 184ピクセルではないイメージは、

サムネイルの幅に合うように拡大、縮小、またはトリミングできます。さらに、プロジェクト

の説明の末尾に追加し、! (感嘆符 )で囲む必要があります。そのようにしないと、サム

ネイルとして表示されません。

4. [保存 ]をクリックします。
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サイトユーザーにコンテンツへのアクセスを要求できるようにする

パーミッションによって、ユーザーがワークブック、ビュー、またはプロジェクト内の他のコンテンツにアク

セスして表示できるかどうかが決まります。ユーザーがアクセス権を持っていないコンテンツやプロ

ジェクトをクリックした場合、そのコンテンツのパーミッションを管理する所有者にアクセス要求を送

信することができます。
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誰かがアクセスを要求すると、そのコンテンツのパーミッションを管理する所有者 (プロジェクトレベル

またはワークブックレベル)は、要求者の名前とメールアドレス、要求されたコンテンツまたはプロジェ

クト、およびコンテンツへのアクセスを許可するリンクが記載されたメールを受信します。Tableau

Serverバージョン2022.3以前では、所有者はアクセス権を直接付与するリンクではなく、パーミッ

ションを管理するためのコンテンツへのリンクを受信します。

1. メール通知で、[Grant Access (アクセス権の付与 )]を選択します。

2. 表示されるダイアログで、ビューのパーミッションテンプレートを付与するには、[Grant
Access (アクセス権の付与 )]を選択します。ビューのテンプレート以外のアクセス権を付与
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するには、[パーミッションの管理 ]を選択します。

ユーザーがワークブックへのアクセス権を要求し、コンテンツパーミッションがプロジェクトにロックされ

ている場合、プロジェクトの所有者がその要求を受信します。同様に、ユーザーがワークブックへの

アクセスを要求し、プロジェクトのパーミッションがワークブックの所有者によって管理されている場

合、ワークブックの所有者はその要求を受け取ります。

パーミッションを付与したら、所有者は要求者にプロジェクトやワークブックを表示する機能が付与

されたことをメールで通知できます。

既定の設定

新しいサイトでは、アクセス要求の設定が既定で有効になっています。無効になっている場合に、

設定を有効にするには:

1. サイトの [設定 ]ページの [全般 ]タブに移動します。

2. [全般 ]タブで、[アクセスの要求 ]までスクロールダウンし、[ユーザーがプロジェクト、ワークブッ

ク、およびビューへのアクセスを要求できるようにする]を選択します。

3. [保存 ]をクリックします。

プロジェクトパーミッションの構成

プロジェクトのコンテンツパーミッションを調整することで、誰がアクセス要求を受信するかを制御す

ることができます。コンテンツのパーミッションが次の場合 :

l プロジェクトにロック:プロジェクトの所有者が要求を受け取ります。

l 所有者によって管理 :ワークブックの所有者は、要求を受け取ります。
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プロジェクトを使用してコンテンツアクセスを管理するには、プロジェクトを使用したコンテンツへのアク

セスの管理 およびパーミッションを参照してください。

パーミッションルールの評価方法の詳細については、パーミッション:パーミッションルールの評価」を

参照してください。

プロジェクトパーミッションの変更

管理者、プロジェクトリーダーの場合

プロジェクト自体とそのプロジェクト内のコンテンツの両方で、パーミッションをプロジェクトレベルで設

定できます。たとえば、プロジェクトレベルでワークブックパーミッションを構成すると、そのプロジェクト

にパブリッシュされたすべてのワークブックはそれらの既定のパーミッションを継承します。ただし、

Creatorがパブリッシュ時にパーミッションを変更することも、特定のユーザーがパブリッシュ済みコンテ

ンツに対するパーミッションを変更することもできます。プロジェクトレベルで設定されたパーミッション

を実行するために、コンテンツパーミッションをプロジェクトにロックできます。詳細については、「アセッ

トパーミッションのロック」を参照してください。

プロジェクトレベルでパーミッションを設定するには:

1. プロジェクトに移動します。

2. [アクション]メニュー (...)を開いて[パーミッション]をクリックします。[パーミッション]ダイアログ

ボックスが開きます。

このダイアログボックスには、上部のパーミッションルールと下部の有効なパーミッショングリッ

ドの2つの主要な領域があります。タブを使用して、コンテンツのタイプ間を移動します。
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上部で行を選択すると、有効なパーミッショングリッドへの入力が行われます。これを使用

してパーミッションを確認します。機能を表す指標にカーソルを合わせると、その特定のユー

ザに対して機能が許可または拒否される理由が表示されます。

3. 既存のパーミッションルールを変更するには、ルールを選択し、機能ボックスをクリックして、

許可 /拒否 /未指定を切り替えます。

4. 新しいルールを作成するには、

a. [+ グループ/ユーザールールの追加 ]を選択します。

b. ドロップダウンボックスからグループまたはユーザーを選択します。これにより、パーミッ

ションルールを構成できる行が作成されます。

5. パーミッションルールの行

a. 各コンテンツタイプタブのドロップダウンボックスから既存のパーミッションロールのテン

プレートを選択します。
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b. または、[コンテンツタイプ]タブに移動して機能をクリックし、カスタムルールを作成しま

す。機能は1回クリックすると[許可 ]、2回クリックすると[拒否 ]に設定され、3回目

のクリックでは選択が解除されます ([指定されていません])。
6. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

コンテンツのパーミッションの変更

管理者、プロジェクトリーダー、コンテンツ所有者の場合

プロジェクトのパーミッションがロックされていない場合、個々のコンテンツのパーミッションを変更でき

ます。

警告 : Tableauでは、Tableauサイト内のプロジェクトレベルでパーミッションを管理することを推奨

しています。これらの手順は、所有者がパーミッションを管理しているプロジェクトのコンテンツにのみ

関連します。

コンテンツのパーミッションの設定

1. コンテンツ(ワークブック、データソース、フロー、データの役割 )に移動します。

2. [アクション]メニュー (...)を開いて[パーミッション]をクリックします。[パーミッション]ダイアログ

ボックスが開きます。

このダイアログボックスには、上部のパーミッションルールと下部の有効なパーミッショングリッ

ドの2つの主要な領域があります。
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上部で行を選択すると、有効なパーミッショングリッドへの入力が行われます。これを使用

してパーミッションを確認します。機能を表す四角にマウスポインターを置くと、特定のユー

ザーでその機能が許可または拒否されている理由についての情報が表示されます。

3. 既存のパーミッションルールを変更するには、その行の [アクション]メニュー (..)を開いて[編
集 ]をクリックします。

4. 新しいルールを作成するには、

a. [+ ユーザーまたはグループルールの追加 ]を選択します。

b. 必要に応じて、右側のドロップダウンボックスを使用して、グループとユーザーを切り

替えます。

c. ドロップダウンボックスからグループまたはユーザーを選択します。これにより、パーミッ

ションルールを構成できる行が作成されます。

5. パーミッションルールの行で、ドロップダウンボックスから既存のパーミッションロールテンプ

レートを選択するか、機能をクリックしてカスタムルールを作成します。

機能は1回クリックすると[許可 ]、2回クリックすると[拒否 ]に設定され、3回目のクリック

では選択が解除されます ([指定されていません])。

6. 完了したら、[保存 ]をクリックします。
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ビューのパーミッションの設定

状況によっては、ビューを含むワークブックとは別にビューのパーミッションを指定することが有益な場

合があります。パブリッシュされたビューにパーミッションを設定するには、パブリッシュされたワークブッ

ク内のビューに移動し、上記の手順を行います。

警告 :ワークブック内でビューレベルのパーミッションを設定することは可能ですが、できる限りプロ

ジェクト(またはワークブック)レベルでパーミッションを管理することを強くお勧めします。ビューがパー

ミッションを継承するには、プロジェクトをロックするか、[シートをタブとして表示 ]でワークブックをパブ

リッシュする必要があります。詳細については、サイトユーザーにコンテンツへのアクセスを要求できる

ようにするを参照してください。

パーミッション

パーミッションは、ユーザーがワークブックやデータソースなどのコンテンツを操作する方法を決定しま

す。パーミッションは、パーミッションダイアログ内で設定するか、またはREST APIから設定します。

ダイアログの上部で、パーミッションルールはグループまたはユーザーの機能を構成します。下部の

パーミッショングリッドには、ユーザーの有効なパーミッションが表示されます。
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パーミッションの検討、設定、および管理の方法について説明している、相互に関連するトピック

がいくつかあります。主なトピックは次のとおりです。

l このトピック:基本事項、プロジェクトやその他のコンテンツに対してパーミッションルールを設

定する方法、および特定のシナリオに対するパーミッションの考慮事項について説明しま

す。

l パーミッションの機能とテンプレート:パーミッションルールの作成に使用されるさまざまな機

能を詳細に説明します。

l プロジェクトを使用したパーミッションの管理 :プロジェクトを使用したパーミッションの管理と、

ネストされたプロジェクトやロックされたプロジェクトがどのようにパーミッションに影響を与える

かについて説明します。

l 有効なパーミッション:パーミッションルールの評価方法と最終的なパーミッションの決定方

法を説明します。

l パーミッション、サイトロール、ライセンス:サイトでユーザーが行える操作を決定するために、

パーミッションがどのようにサイトロールおよびライセンスと相互作用するかについて説明しま

す。
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また、データ管理 がライセンスされている場合、外部アセットに対するパーミッションには追加の考

慮事項があります。詳細については、「外部資産でのパーミッションの管理」を参照してください。

パーミッションの基本

プロジェクトとグループ

Tableauサイトは、コンテンツの整理にプロジェクトを、ユーザーの整理にグループを使用します。

パーミッションルールが次の場合は、パーミッションの管理が容易になります。

l 個々のコンテンツではなく、プロジェクトレベルで設定します。

l 個人ではなくグループに対して設定されます。

パーミッションは、既に存在するユーザー、グループ、プロジェクト、またはアセットに対してのみ設定

できます。ユーザーおよびグループの作成、プロジェクトの作成、コンテンツのパブリッシュの詳細につ

いては、「ユーザーとグループの管理」、「プロジェクトを使用したコンテンツへのアクセスの管理」、

「データソースとワークブックのパブリッシュ」を参照してください。

機能とパーミッションのルール

パーミッションは、コンテンツの表示、Web編集、データソースのダウンロード、コンテンツの削除と

いった操作を実行できる機能で構成されます。パーミッションルールは、アセットに対し、どの機能

がユーザーやグループに許可または拒否されるかを決定します。

機能とパーミッションルールのテンプレートの詳細については、「パーミッションの機能とテンプレート」

を参照してください。

注 : 一般にパーミッションについて語るとき、「ユーザーには削除権限が必要」という表現をよく

見かけます。これは幅広いコンテキストで理解しやすい文言です。ですが、この記事のように、

技術的なレベルでパーミッションを扱う場合は、「削除機能」と言う方が正確です。このトピック

では、より正確な用語である機能を使用しますが、他の箇所ではパーミッションと書かれている

場合があることに注意してください。
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機能アイコンとその意味については、「パーミッションの機能とテンプレート」を参照してください。

ライセンスレベル、サイトロール、および複数のパーミッションルール間での相互作用は、ユーザー

が実行できる操作とできない操作の最終的な決定に関係します。各ユーザーに対して、これが

有効なパーミッションになります。詳細については、「有効なパーミッション」を参照してください。ブ

ラウザーから新しいワークブックを作成したり(Web作成 )、コンテンツを移動したりするなどの一部

のタスクは、1つの機能に包括されるとは限らず、複数の機能を具体的に構成することが必要な

場合があります。詳細については、「特定のシナリオでのパーミッション設定」を参照してください。

パーミッションの設定

パーミッションルールは、プロジェクトレベルとコンテンツレベルで、またはTableau Desktopからコン

テンツをパブリッシュする場合、設定がそれぞれ異なります。

注 : 「プロジェクトのパーミッション」という語句には、2つの意味があります。プロジェクト自体の

パーミッション機能 (ビューとパブリッシュ)があり、これはユーザーがプロジェクトと対話する方法

を制御します。また、他のコンテンツタイプに対するプロジェクトレベルのパーミッションルール

の概念もあります。この記事の「プロジェクトレベルのパーミッション」とは、プロジェクトのパー

ミッションダイアログで構成されたワークブック、データソース、およびその他のアセットに対する

パーミッションルールを意味します。これは、特定のワークブックやデータソースなどに設定でき

る「コンテンツレベル」のパーミッションルールとは対照的です。

プロジェクトレベルのパーミッション

管理者、プロジェクト所有者およびプロジェクトリーダーの場合

プロジェクトレベルでパーミッションを設定するには:
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1. プロジェクトに移動します。

2. [アクション]メニュー (...)を開いて[パーミッション]をクリックします。

[パーミッション]ダイアログが開きます。このダイアログには、上部のパーミッションルールと下部

の有効なパーミッショングリッドの2つの主要な領域があります。各コンテンツタイプにはタブ

があります。下の図は、[ワークブック]タブを示しています。
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上部で行を選択すると、有効なパーミッショングリッドへの入力が行われます。これを使用

してパーミッションを確認します。カーソルを合わせると、特定のユーザーで機能が許可また

は拒否されている理由についての情報が得られます。

3. 既存のパーミッションルールを変更するには、そのコンテンツタイプに適したタブを選択し、

機能をクリックします。

4. ルールを作成するには、[+ グループ/ユーザールールの追加 ]をクリックし、入力を開始してグ

ループまたはユーザーを検索します。各タブで、ドロップダウンボックスから既存のテンプレー

トを選択するか、機能をクリックして、カスタムルールを作成します。

機能は1回クリックすると[許可 ]、2回クリックすると[拒否 ]に設定され、3回目のクリック

では選択が解除されます ([指定されていません])。

5. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

l [なし]というテンプレートが選択されている場合、ボタンには [Delete Rule (ルールの

削除 )]と表示されます。

494 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



すべてのコンテンツタイプにプロジェクトパーミッションを設定する

プロジェクトのパーミッションダイアログには、コンテンツのタイプごとにタブが含まれています。プロジェ

クトレベルでコンテンツのタイプごとにパーミッションを設定する必要があります。設定しない場合、

ユーザーはそのコンテンツタイプへのアクセスを拒否されます。機能は明示的に許可された場合に

のみユーザーに付与されます。機能を[未指定 ]にすると、その機能は拒否されます。

ヒント:プロジェクトレベルでパーミッションルールを作成するたびに、すべてのコンテンツタイプタブを

確認してください。

アセットのパーミッションの設定を構成する

プロジェクトレベルで設定されたパーミッションルールは、そのプロジェクトに保存されたコンテンツと、

そのプロジェクトに含まれるネストされたプロジェクトの既定のルールとして機能します。これらのプロ

ジェクトレベルの既定のルールを統一するか、または編集可能かどうかは、アセットのパーミッション

の設定によって決まります。この設定は、[ロック]または [カスタマイズ可能 ]の2つの方法のいずれ

かで構成できます。詳細については、「アセットパーミッションのロック」を参照してください。

コンテンツレベルのパーミッション

管理者、プロジェクトリーダー、コンテンツ所有者の場合

プロジェクトのアセットのパーミッションがカスタマイズ可能な場合、個々のアセットのパーミッションを

変更することができます。以下の情報は、ロックされたプロジェクトのアセットには関係ありません。詳

細については、「アセットパーミッションのロック」を参照してください。

ヒント:カスタマイズ可能なプロジェクトの個々のアセットに対するパーミッションを設定することは可

能ですが、プロジェクトレベルでパーミッションを管理することを推奨します。
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アセットのパーミッションの設定

1. アセット(ワークブック、データソース、またはフローなど)に移動します

2. [アクション]メニュー (...)を開いて[パーミッション]をクリックします。

[パーミッション]ダイアログが開きます。このダイアログには、上部のパーミッションルールと下

部の有効なパーミッショングリッドの2つの主要な領域があります。(上部にタブがないことに

注意してください。アセットレベルでのパーミッションダイアログにはタブがありません)。
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上部で行を選択すると、有効なパーミッショングリッドへの入力が行われます。これを使用し

てパーミッションを確認します。機能を表す四角にマウスポインターを置くと、特定のユーザー

でその機能が許可または拒否されている理由についての情報が表示されます。

3. 既存のパーミッションルールを変更するには、機能をクリックします。

4. ルールを作成するには、[+ グループ/ユーザールールの追加 ]をクリックし、入力を開始してグ

ループまたはユーザーを検索します。ドロップダウンから既存のテンプレートを選択するか、機

能をクリックしてカスタムルールを作成します。

機能は1回クリックすると[許可 ]、2回クリックすると[拒否 ]に設定され、3回目のクリックで

は選択が解除されます ([指定されていません])。

5. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

l [なし]というテンプレートが選択されている場合、ボタンには [Delete Rule (ルールの削

除 )]と表示されます。

ビューのパーミッションの設定

ヒント:ワークブック内でビューレベルのパーミッションを設定することは可能ですが、プロジェクト(また

は必要に応じてワークブック)レベルでパーミッションを管理することを強くお勧めします。

ワークブックが [シートをタブとして表示 ]チェックボックスをオンにしてパブリッシュされた場合、そのワー

クブックのビューは、そのワークブックに設定されているすべてのパーミッションを継承します。ビューの

パーミッションダイアログは読み取り専用になります。

状況によっては、ビューを含むワークブックとは別にビューのパーミッションを指定することが有益な場

合があります。[シートをタブとして表示 ]をオフ(シートタブを非表示 )にしてワークブックがパブリッ

シュされた場合、ビューはワークブックのパーミッションで開始されますが、その後は独立して設定す

ることができます。これは、ワークブックのパーミッションルールが変更された場合、それらの変更は

ビューに適用されず、各ビューのパーミッションを個別に管理する必要があることを意味する点に注

意してください。

詳細については、「シートタブの表示または非表示」を参照してください。

パブリッシュのパーミッションの設定

コンテンツパブリッシャーの場合
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プロジェクトのアセットのパーミッションがカスタマイズ可能な場合は、Tableau Desktopからパブリッ

シュするときに個々のアセットのパーミッションを設定できます。以下の情報は、ロックされたプロジェ

クトのコンテンツには関係がありません。詳細については、「アセットパーミッションのロック」を参照し

てください。

ヒント:カスタマイズ可能なプロジェクトの個々のアセットに対するパーミッションを設定することは可

能ですが、プロジェクトレベルでパーミッションを管理することを推奨します。

1. [パブリッシュ]ダイアログボックスで、[パーミッション]の [編集 ]リンクをクリックします。

[編集 ]リンクが使用できない場合はパーミッションがプロジェクトにロックされており、プロジェ

クト所有者、プロジェクトリーダー、管理者を除き変更することができません。

2. [パーミッションの追加 /編集 ]ダイアログには、既存のパーミッションルールが表示されます。

[追加 ]をクリックしてパーミッションルールを追加するか、[編集 ]をクリックして既存のパーミッ

ションルールを変更します。

a. 左側のペインからグループまたはユーザーを選択します。グループを展開すると、含ま

れるユーザーを確認できます。

b. 右側のペインの上部にあるセレクターを使用して既存テンプレートを選択するか、ラ

ジオボタンを使用してカスタムルールを作成します。
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パブリッシュを行うダイアログから有効なパーミッションを調査することはできない点に注意して

ください。

3. 完了したら、[OK]をクリックして、パブリッシュを再開します。

注 : Tableau Prep Builderのフローをパブリッシュしているときにパーミッションを設定することはで

きません。フローに対するパーミッションを設定するには、「プロジェクトレベルのパーミッション」ま

たは「コンテンツレベルのパーミッション」の手順を参照してください。

すべてのユーザーグループをクリーニングする

既定ではすべてのユーザーが、コンテンツに対して基本的なパーミッションを持つ「すべてのユー

ザー」グループに追加されます。独自のパーミッションルールを構築するときに何もない状態から開

始するため、「すべてのユーザー」のルールを完全に削除するか、または編集してすべてのパーミッ

ションを削除することをお勧めします(パーミッションロールテンプレートは [なし]に設定します)。これ

Tableau Software 499

Tableau Cloudヘルプ



により、特定のユーザーに適用されるルールの数を減らし、今後あいまいさが生じないようにするの

に役立ち、有効なパーミッションを理解しやすくなります。

特定のシナリオでのパーミッション設定

特定のアクションでは、パーミッション機能に加え、場合によってはサイトロールの組み合わせが必

要になります。以下はいくつかの一般的なシナリオと必要なパーミッションの構成を示しています

保存、パブリッシュ、上書き

パーミッションでは、保存とは基本的にパブリッシュのことです。したがって、[上書き]および [コピー

を保存 ]の機能は、パブリッシュを許可する、管理者、Creator、またはExplorer (パブリッシュ可

能 )のサイトロールを持つユーザーにのみ付与できます。ExplorerやViewerサイトロールはパブ

リッシュ、上書き、またはコピーを保存を行うことができません。

l プロジェクトのパブリッシュ機能を使用すると、ユーザーはそのプロジェクトにコンテンツをパブ

リッシュできます。

l [上書き]機能を使用すると、ユーザーは既存のコンテンツを上書きして保存することができ

ます。コンテンツを上書きして保存すると、ユーザーはそのコンテンツの所有者になります。ま

た、ユーザーは [上書き]機能を使用して、メトリクスの説明やデータの役割の同義語な

ど、既存のコンテンツの軽微な側面を編集することができます。この方法で既存のコンテン

ツを編集しても、コンテンツの所有者は変更されません。

l [コピーを保存 ]機能を使用すると、ユーザーはコンテンツの新しいコピーを保存できます。こ

れは通常、Web作成と同時に行われ、ユーザーが変更を保存できることを意味していま

す。

すべてのコンテンツはプロジェクトとしてパブリッシュされる必要があるため、少なくとも1つのプロジェ

クトで [パブリッシュ]機能がない限り、ユーザーはコンテンツを[保存 ]または [名前を付けて保存 ]で

きないことに注意してください。プロジェクトレベルで [パブリッシュ]機能がない場合、そのコンテンツ

をパブリッシュすることはできません。

Web編集では、[ファイル]メニューの [保存 ]オプションのみがコンテンツ所有者に表示されます。そ

の所有者ではないユーザーに[上書き]機能がある場合 (コンテンツの保存を許可する)、[ファイ
ル] > [名前を付けて保存 ]を使用し、ワークブックに全く同じ名前を付ける必要があります。既存

コンテンツを上書きしようとしている旨の警告メッセージが表示されます (実際に上書きできます)。
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逆に、[コピーを保存 ]機能しかないユーザーが同じ名前を使用しようとすると、既存コンテンツを上

書きするパーミッションがない旨のエラーが表示されます。

そのコンテンツ所有者ではないユーザーがコンテンツを上書きする場合、そのユーザーは所有者に

なり、所有者に伴うすべてのパーミッションを持ちます。その後、コンテンツに対する元の所有者のア

クセス権は、所有者ではなくユーザーとしてのパーミッションで決まります。

注 : [ワークブックのダウンロード/コピーを保存 ]はワークブックに使用する結合機能です。この機

能をExplorerに付与することはできますが、コピーを保存ではなく、ワークブックのダウンロード

のみを行うことができます。Explorer (パブリッシュ可能 )、Creator、または管理者のサイトロー

ルにその機能を付与すると、ワークブックのダウンロードと名前を付けて保存の両方を行うこと

ができます。

Web編集とWeb作成

Web編集とWeb作成の機能によって、ユーザーはブラウザーでワークブックを直接編集または作

成することができます。

パーミッション機能はWeb編集と呼ばれ、サイト設定はWeb作成と呼ばれます。このセクションで

は、Webベースの編集操作やパブリッシュ操作のすべてをWeb作成と呼びます。

この機能を有効にするためのいくつかの要件があります。

l ユーザーのサイトロール:ユーザーは適切なサイトロールを持っている必要があります。

l ViewerはWeb編集を行うことができません。

l ExplorerにはWeb編集機能を付与できますが、パブリッシュは行えません。基本的

に、Web編集を使用し、既存コンテンツに基づいて疑問に対する答えをその場で見

つけることはできますが、編集内容を保存することはできません。

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはサイト管理者 Explorerはパブリッシュできますが、

サイトに既にパブリッシュ済みのデータを使用することしかできません。

l Creator、サイト管理者 Creator、サーバー管理者は、データソースをパブリッシュして

作成できます。

l パーミッション機能 :ユーザーは必要な機能に基づき、必要なパーミッション機能を持ってい

る必要があります。
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必要なパーミッションの機能設定

必要な機能 最小限の

サイトロー

ル
Web編

集

ダウ

ンロード

/コピー

を保存

上

書き

(ワーク

ブック)

パブ

リッシュ

(プロ

ジェクト)

接

続 (デー

タソー

ス)

保存を行えないWeb
作成

Explorer

許可 拒否 拒否

オプショ

ン
許可

Web作成と新しいコン

テンツとして保存

Explorer
(パブリッ

シュ可能 )
許可 許可 拒否 許可 許可

Web作成とコンテンツ

の保存 (上書き)
Explorer
(パブリッ

シュ可能 )
許可 許可 許可 許可 許可

新しいデータを使用した

Web作成と新しいコン

テンツの保存

Creator

許可

オプショ

ン

オプショ

ン
許可

オプショ

ン

オプションは、この機能が必要な機能とは関係ないことを示しています

パブリッシュ済み Tableauデータソースでのデータアクセス

Tableauサイトにパブリッシュされたデータソースには、Tableau環境内にパーミッションだけでなく、

ネイティブ認証を含めることができます。

データソースをTableauサイトにパブリッシュする場合、パブリッシャーはパブリッシュされたデータに

アクセスするための認証資格情報を設定する方法を選択することができます。この記事では、

データソースの認証資格情報を取り扱う方法について記載しています (データベースへのログイン

やGoogleスプレッドシートでの認証資格情報の入力をユーザーに求めるなど)。この認証は、ど

のテクノロジーによりデータを保持するかによって制御されます。データソースがパブリッシュされると

きに、これを埋め込むことができます。またはデータソースのパブリッシャーがユーザーにデータソース
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の認証資格情報を求めるメッセージを表示するようにすることもできます。詳細については、「データ

ソースのパブリッシュ」を参照してください。

また、Tableauでユーザーに表示 (ビュー)や、パブリッシュ済みデータソースへの接続 (接続 )を許

可または拒否するデータソース機能もあります。これらの機能は、Tableauの他のパーミッションと

同様に設定されます。

パブリッシュ済みデータソースを使用するワークブックがパブリッシュされると、作成者は、ワークブック

を使用するユーザーでTableau認証の動作方法を制御することができます。作成者はパブリッシュ

済みデータソースに対するワークブックのアクセス権を[Embed password (パスワードの埋め込

み)] (作成者のデータソースに対する接続アクセス権を使用 )または [Prompt users (ユーザーに

メッセージを表示 )] (ワークブックを表示しているユーザーの接続アクセス権を使用 )のいずれかに設

定します。データソース認証も必要となる場合があります。

l ワークブックが [パスワードの埋め込み]に設定されている場合、ワークブックを閲覧するすべ

てのユーザーには、データソースに対する作成者のアクセス権に基づいてデータが表示され

ます。

l ワークブックが [Prompt users (ユーザーにメッセージを表示 )]に設定されている場合、

Tableauが制御するアクセス権がデータソースで確認されます。ワークブックを使用するユー

ザーがデータを表示するには、パブリッシュ済みデータソースで接続機能を持つ必要がありま

す。パブリッシュ済みデータソースも[Prompt user (ユーザーにメッセージを表示 )]に設定され

ている場合、ビューアーはデータソース自体の認証資格情報も入力する必要があります。

データソースに

対するワーク

ブックの認証

データに対

するデータ

ソースの認

証

ワークブックを使用するユーザーでデータアクセスを評価する

方法

パスワードの埋

め込み

パスワードの

埋め込み

ユーザーがワークブックの作成者であるかのようにデータが表

示される

パスワードの埋

め込み

ユーザーに

メッセージを

表示

ユーザーがワークブックの作成者であるかのようにデータが表

示される(ユーザーではなく、作成者にデータソース認証でメッ

セージが表示される)

ユーザーにメッ

セージを表示

パスワードの

埋め込み

ユーザーがパブリッシュ済みデータソースに対して独自の接続

機能を持っている必要がある
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ユーザーにメッ

セージを表示

ユーザーに

メッセージを

表示

ユーザーがパブリッシュ済みデータソースに対して独自の接続

機能を持っている必要があり、参照元データの認証資格情

報を求めるメッセージが表示される

これはWeb編集ではなく、ワークブックの使用に適用されます。Web編集を行うには、ユーザーが

独自の接続機能を持っている必要があります。

仮想接続を使用するデータソースやワークブックなどのTableauコンテンツをパブリッシュするときに

パスワードを埋め込む方法については、Tableau Serverヘルプの「仮想接続」を参照してくださ

い。

コンテンツの移動

アイテムを移動するには、[アクション]メニュー (...)を開き、[移動 ]をクリックします。アイテムで新し

いプロジェクトを選択し、[アセットを移動 ] をクリックします。移動が使用できない場合、または使

用可能な移動先プロジェクトがない場合は、適切な条件を満たしていることを確認します。

l 管理者はいつでもアセットやプロジェクトを任意の場所に移動できます。

l プロジェクトリーダーとプロジェクト所有者は、アセットとネストされたプロジェクトをプロジェクト

間で移動できます。

l 管理者以外は、プロジェクトを上位プロジェクトになるように移動できないことに注意

してください。

l 他のユーザーは、次の3つの要件がすべて満たされている場合にのみアセットを移動できま

す。

l CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロール。

l 移動先プロジェクトのパブリッシュ権限 ([ビュー]および [パブリッシュ]機能 )。
l コンテンツの所有者である、またはワークブックやフローの場合には [移動 ]機能があ

る。

データベースとそのテーブルを移動する場合、ユーザーはデータベースとそのテーブルの両方に対す

る移動機能を持っている必要があります。

コンテンツやプロジェクトを移動するときのパーミッションの処理方法については、「プロジェクトとコン

テンツの移動」を参照してください。

メトリクス

従来のメトリクス機能の廃止
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Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau

Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseで

は、メトリクスを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエク

スペリエンスの詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止され

る機能のについては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

メトリクスは、パブリッシュされたワークブックのビューから作成されます。ユーザーは、次の場合にメト

リクスを作成できます。

l CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持つ

l プロジェクトで [パブリッシュ]機能を持つ

l 関連するワークブックの [Create/Refresh Metric (メトリクスの作成 /更新 )]機能を持つ

詳細については、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」と「メトリクスのセットアップ」を参

照してください。

注 : 2021.3よりも前のバージョンでは、ビューでメトリクスを作成する機能は、[すべてのデータの

ダウンロード]機能によって制御されていました。

メトリクスは独立したアセットであるため、メトリクスのパーミッションは、作成元のビューとは独立して

管理されることに注意してください(これは、データドリブンアラートやサブスクリプションの場合とは異

なります。アラートやサブスクリプションのコンテンツは、ユーザーがビュー自体の正しいパーミッションを

持っている場合にのみ表示されます)。

メトリクスの機能は単純ですが、ビュー機能については、慎重に検討する必要があります。パーミッ

ションが制限されているワークブックは、よりオープンなパーミッションが設定されるメトリクスの基準に

なる可能性があります。機密データを保護するために、特定のワークブックに対してメトリクスを作

成できないようにすることもできます。

メトリクスは所有者のパースペクティブからデータを表示

メトリクスを作成するときは、そのビューからデータのパースペクティブをキャプチャします。これは、メト

リクスにアクセスできるすべてのユーザーに、表示されたとおりのデータが表示されることを意味しま
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す。ビュー内のデータが認証資格情報に基づいてフィルターされている場合、表示されるデータ

は、他のユーザーが同じビューにアクセスしたときに表示されるデータとは異なる場合があります。

データのパースペクティブを公開することに懸念がある場合は、メトリクスの表示機能を制限してく

ださい。

「データの説明を見る」

「データの説明を見る」が使用可能な場合、ユーザーはビューでマークを選択し、マークのツールヒ

ントメニューで [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]をクリックできます。「データの

説明を見る」を編集モードと表示モードで使用できるようにするには、設定の組み合わせを有効

にする必要があります。

作成者が編集モードで「データの説明を見る」を実行したり、「データの説明を見る」の設定を編

集したりするための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで

有効に設定されています。

l サイトロール: CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )。
l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ]に設定され

ている。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableau
バージョン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[「データの説

明を見る」を実行 ]を[許可 ]にリセットする必要があります。

注 : CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )の [すべてのデータのダウンロード]機能は、極

値の説明の [フルデータの表示 ]オプションを表示するかどうかを制御します。Viewerの場

合、[すべてのデータのダウンロード]機能が常に拒否されます。ただし、「データの説明を見

る」の設定で極値の説明のタイプが有効になっている場合は、すべてのユーザーがレコードレ

ベルの詳細を表示できます。

すべてのユーザーが「データの説明を見る」を表示モードで実行するための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで

有効に設定されています。

l サイトロール: Creator、Explorer、またはViewer。
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l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ] に設定され

ている。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableau
バージョン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[「データの説明

を見る」を実行 ]を[許可 ]にリセットする必要があります。

シートタブの表示または非表示

パブリッシュされたコンテンツのコンテキストでは、シートタブ(タブ付きビューとも呼ばれる)は

Tableau Desktopのシートタブとは異なる概念です。Tableau Desktopでのシートタブの表示と非

表示を行う場合は、オーサリング環境でシートを非表示にすることを意味します。詳細については、

「ダッシュボードとストーリーでのシートの管理」を参照してください。

パブリッシュされたコンテンツのシートタブの表示と非表示 (タブ付きビューのオン/オフ)は、パブリッ

シュされたワークブックのナビゲーションを指します。シートタブが表示されている場合、パブリッシュさ

れたコンテンツには、それぞれのビューの上部に並んでナビゲーションシートタブが表示されます。

この設定は、パーミッションの機能方法とセキュリティに影響を与える可能性もあります (注を参

照 )。
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注 :ビューを含むワークブックまたはプロジェクトのビュー機能がなくても、あるビューのビュー機

能を持つことができます。通常、ユーザーがプロジェクトとワークブックのビュー機能を持たない

場合、それらのアセットが存在することを認識できません。しかし、ユーザーがビューのビュー機

能を持つ場合、ナビゲーション階層リンクなどで、ビューを表示するときにプロジェクトとワーク

ブックの名前を表示できる場合があります。これは、想定内の許容される動作です。

タブ付きビューをオフにして、独立したビューのパーミッションを許可する

一般的な方法としては推奨されませんが、ビューを含むワークブックとは独立してビューに対する

パーミッションを設定するのが便利な場合があります。これを行うには、次の3つの条件を満たす

必要があります。

1. ワークブックをパブリッシュする必要があります。パブリッシュ中にビューパーミッションを設定す

る方法はありません。

2. ワークブックは、カスタマイズ可能なプロジェクトに含まれる必要があります。

3. ワークブックではシートをタブとして表示できません (タブ付きビューは非表示にする必要があ

ります)。

ワークブックでシートがタブとして表示される場合、すべてのビューはワークブックパーミッションを継

承し、ワークブックパーミッションに対する変更はすべてのビューに影響します。カスタマイズ可能な

プロジェクトのワークブックにタブ付きビューが表示されない場合、すべてのビューでは、パブリッシュ

時にワークブックパーミッションが前提とされますが、ワークブックのパーミッションルールに対するそ

の後の変更はビューによって継承されません。

パブリッシュ済みワークブックでシートをタブとする構成を変更すると、パーミッションモデルにも影響

があります。[タブの表示 ]を使用すると、既存のビューレベルのパーミッションが上書きされ、すべて

のビューのワークブックレベルのパーミッションが回復されます。[タブの非表示 ]を使用すると、ワーク

ブックとそのビューとの関係が壊れます。

l パブリッシュ済みワークブックでシートをタブとして構成するには、ワークブックの [アクション]メ
ニュー (...)を開き、[タブ付きビュー]を選択します。必要に応じて、[タブの表示 ]または [タ
ブの非表示 ]を選択します。

l パブリッシュ時にシートをタブとして構成するには、「シートをタブとして表示」を参照してくだ

さい。
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l ビューレベルのパーミッションを設定するには、「アセットのパーミッションの設定」を参照してく

ださい。

重要 :カスタマイズ可能なプロジェクトでは、ナビゲーションシートタブが非表示の場合 (タブ付き

ビューがオフ)、ワークブックレベルのパーミッションに対する変更が適用されません。パーミッションに対

する変更は、個々のビューに対して行う必要があります。

コレクション

コレクションでのパーミッションの管理については、「コレクション」を参照してください。

パーミッションの機能とテンプレート

パーミッションは機能で構成されています。機能とは、コンテンツに対する特定のアクション(ビュー、

フィルター、ダウンロード、または削除 )を実行する能力のことです。ダイアログの [パーミッションルー

ル]領域の各行は、パーミッションルールです。パーミッションルールは、その行のグループまたはユー

ザーの各機能 (許可、拒否、または未指定 )を設定するものです。パーミッションルールには、機能

をすばやく割り当てやすくするためのテンプレートがあります。パーミッションルールはコピーして貼り付

けることもできます。

注 :プロジェクトのパーミッションダイアログには、それぞれのコンテンツタイプ(プロジェクト、ワーク

ブック、データソース、データの役割、フロー、「データに聞く」レンズ、メトリクス)があります。—

(データ管理—仮想接続、データベース、テーブルがある場合 )。(Tableau Server 2021.4と

Tableau Cloud 2021年 12月で仮想接続が追加されました。Tableau Server 2022.3、

Tableau Cloud 2022年 10月でデータベースとテーブルが追加されました)。パーミッションルー

ルを追加すると、すべてのコンテンツタイプに対するすべての機能の既定値は [未指定 ]になり

ます。それぞれのコンテンツタイプの機能を許可または拒否するには、それぞれのタブに順番に

移動する必要があります。特定のコンテンツのパーミッションダイアログには、そのコンテンツのみ

に適用されるタブおよびパーミッションルールが存在しません。

テンプレート

テンプレートは、一般的なユーザーシナリオ、表示、、探索、パブリッシュおよび管理 に基づいて、

一緒に割り当てられることが多い機能のセットをグループ化します。テンプレートを割り当てると、そ
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れに含まれている機能が [許可 ]に設定され、残りは [未指定 ]になります。テンプレートは累積的

であるため、探索テンプレートには、ビューテンプレートに加えて追加の機能がすべて含まれていま

す。また、すべてのコンテンツには、[なし] (すべての機能が未指定に設定されます)と[拒否 ] (すべ

ての機能が拒否に設定されます)のテンプレートもあります。

テンプレートは、開始点を表しており、適用後に調整できます。また、機能はテンプレートをまった

く使わずに個別に付与または拒否することもできます。どちらの場合も、テンプレート列には [カスタ

ム]と表示されます。

パーミッションのコピーと貼り付け

複数のグループまたはユーザーに割り当てる必要があるパーミッションルールがある場合は、ある

ルールから別のルールにコピーして貼り付けることができます。プロジェクトリーダーのステータスを含

むルールからコピーしたり、貼り付けたりすることはできません。

1. コピー元の既存ルールのアクションメニュー (..)を開き、[パーミッションのコピー]を選択しま

す。これは、ルールが編集モードでない場合にのみ使用できます。

2. 貼り付ける既存のルールを選択します。[+ グループ/ユーザールールを追加 ]をクリックして、

グループまたはユーザーを選択して、新しいルールを作成することもできます。

3. アクションメニュー (...)を開いて、[パーミッションの貼り付け]を選択します。

機能

各コンテンツタイプには、次のような特定の機能があります。

プロジェクト

プロジェクトには2つの機能と2つのテンプレートしかありません。プロジェクトリーダーの詳細と割り

当て方法については、「プロジェクトの管理」を参照してください。

ビューのテンプレート

[ビュー] では、ユーザーはプロジェクトを表示することができます。ユーザーにビュー機能が付与

されていない場合、そのユーザーにプロジェクトは表示されません。プロジェクトにビュー機能を付与

しても、プロジェクト内のコンテンツをユーザーが表示できるわけではなく、単にプロジェクト自体が

表示されます。
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パブリッシュのテンプレート

[パブリッシュ] では、ユーザーはTableau DesktopまたはTableau Prep Builderからプロジェクト

にコンテンツをパブリッシュすることができます。コンテンツをプロジェクトに移動したり、Web作成から

プロジェクトにコンテンツを保存したりするには、パブリッシュ機能も必要です。

ワークブック

ビューのテンプレート

[ビュー] では、ユーザーはワークブックまたはビューを表示することができます。ユーザーにビュー

機能が付与されていない場合、そのユーザーに.twbは表示されません。

[フィルター] では、ユーザーは保持のみや除外フィルターを含め、ビュー内のフィルターを操作す

ることができます。この機能がないユーザーは、ビューにフィルターコントロールが表示されません。

[コメントの表示 ] では、ユーザーはワークブック内のビューに関連付けられたコメントを表示する

ことができます。

[コメントの追加 ] では、ユーザーはワークブック内のビューに対してコメントを追加することができ

ます。

[イメージ/PDF のダウンロード] では、ユーザーは各ビューをPNG、PDFまたはPowerPointとし

てダウンロードすることができます。

[サマリーデータのダウンロード] では、ユーザーはビュー内や選択したマーク内の集計データを

表示したり、そのデータを(CSVとして)ダウンロードしたりできます。

探索のテンプレート

[カスタマイズの共有 ] では、ユーザーはワークブックに表示される“その他のビュー”のリストにカス

タムビューを追加できます。

l この機能が拒否された場合、ユーザーはカスタムビューを作成するときに [他のユーザーにも

表示する]オプションは表示されません。詳細については、「カスタムビューの使用」を参照し
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てください。この機能は、カスタムビューを共有ダイアログを使用して共有したり、リンクをコ

ピーしたりする機能には影響しません。

[完全なデータのダウンロード]では、ユーザーはビュー内や選択したマーク内の参照元データを

表示したり、そのデータを(CSVとして)ダウンロードしたりできます。

[Web 編集 ]では、ユーザーはブラウザーベースの作成環境でビューを編集できます。

l ブラウザーでの新規コンテンツの作成や、Web編集インターフェイスからのビューの保存に

は、特定の機能の組み合わせが必要となります。詳細については、Web編集とWeb作

成を参照してください。

l Web編集機能はサイト全体に対しても有効にする必要があります。そうしなければ、この

機能を持つユーザーであってもWeb編集を行うことができません。詳細については、「サイ

トのWeb作成アクセスの設定」を参照してください。

[「データの説明を見る」の実行 ] では、ユーザーはマーク上で「データの説明を見る」を編集

モードおよび表示モードで実行できます。

l ユーザーがワークブック内のマークを選択したときに「データの説明を見る」をオプションとして

表示するには、この機能をサイト設定として有効にする必要もあることに注意してください。

「データの説明を見る」を表示モードで使用できるようにするには、作成者が「データの説明

を見る」設定のワークブック内からこの機能を許可する必要もあります。詳細については、

「「データの説明を見る」へのアクセスの制御」を参照してください。

パブリッシュのテンプレート

[ワークブックのダウンロード/コピーの保存 ]では、ユーザーは (TWBXとして)パッケージドワーク

ブックをダウンロードすることができます。ユーザーはWeb編集インターフェイスからのコピーを新しい

ワークブックとして保存 (パブリッシュ)できます。

[上書き]では、ユーザーはサーバー上のコンテンツやアセットを上書き(保存 )することができま

す。

l 許可された場合、ユーザーはワークブック、データソース、またはフローをもう一度パブリッ

シュしたり、ワークブックやフローをWeb作成に保存したりできるため、所有者としてすべて
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のパーミッションへのアクセス権を得ることになります。所有者の変更後、ワークブックに対す

る元の所有者のアクセス権は、他のユーザーと同様にパーミッションで判断されます。

[メトリクスの作成 /更新 ]では、ユーザーはワークブック内のビューにメトリクスを作成でき、それら

のビューから作成したメトリクスを更新することもできます。詳細については、メトリクスの作成とトラ

ブルシューティング(廃止 )を参照してください。

管理のテンプレート

[移動 ]では、ユーザーはプロジェクト間でワークブックを移動することができます。詳細について

は、コンテンツの移動を参照してください。

[削除 ]では、ユーザーはワークブックを削除することができます。

[パーミッションの設定 ]では、ユーザーはワークブックのパーミッションルールを作成することができ

ます。

ビュー

ワークブックがロックされているプロジェクトに含まれておらず、かつ、ワークブックにシートがナビゲー

ションのタブとして表示されていない場合、ワークブックのパーミッションはパブリッシュ時にビュー (シー

ト、ダッシュボード、ストーリー)に継承されますが、パーミッションルールの変更は個々のビューで行

う必要があります。ビュー機能はワークブックでの機能と同じですが、例外として、[上書き]、[ワーク

ブックのダウンロード/コピーの保存 ]、[移動 ]の機能はワークブックレベルでのみ利用できます。

できる限りナビゲーションシートタブを表示して、ワークブックのパーミッションがビューに引き続き継

承されるようすることをお勧めします。

データソース

ビューのテンプレート

[ビュー]では、ユーザーはサーバー上のデータソースを表示することができます。
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[接続 ]では、ユーザーはTableau Desktop、Tableau Prep Builder、「データに聞く」または

Web編集でデータソースに接続することができます。

l ワークブック作成者がパブリッシュ済みワークブックのパブリッシュ済みデータソースに認証資

格情報を埋め込むと、基本的にそれらの接続機能が埋め込まれます。このため、ユーザー

はそのデータソースに対する独自の接続機能とは関係なく、ワークブック内のデータを表示

することができます。ワークブック作成者が認証資格情報をパブリッシュ済みデータソースに

埋め込まない場合、ユーザーはそのワークブックを使用するために、データソースに対する

独自の接続機能が必要です。詳細については、「パブリッシュ済み Tableauデータソース

でのデータアクセス」を参照してください。

l ユーザーは、「データに聞く」レンズを使用するために、データソースの接続機能を持ってい

る必要があります。詳細については、「サイトおよびデータソースでの「データに聞く」機能の

有効化」を参照してください。

探索のテンプレート

[データソースのダウンロード]では、ユーザーはサーバーからデータソースを(TDSXとして)ダウン

ロードすることができます。

パブリッシュのテンプレート

[上書き]では、ユーザーはデータソースをサーバーにパブリッシュし、サーバー上のデータソース

を上書きします。

管理のテンプレート

[削除 ]では、ユーザーはデータソースを削除することができます。

[パーミッションの設定 ]では、ユーザーはデータソースのパーミッションルールを作成して編集す

ることができます。

その他のアセットタイプ

ビューのテンプ

レート

探索のテンプ

レート

パブリッシュの

テンプレート

管理のテンプ

レート
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フロー [ビュー]で

は、ユーザーはフ

ローを表示する

ことができます。

[フローのダウ

ンロード]では、

ユーザーはフ

ローを(.tflxとし
て)ダウンロード

することができ

ます。

[実行 ]で

は、ユーザー

はフローを実

行することが

できます。

[上書き]

では、ユー

ザーはフロー

をパブリッシュ

し、パブリッ

シュされたフ

ローを上書き

できます。

[移動 ]で

は、ユーザーは

プロジェクト間

でアセットを移

動することがで

きます。詳細

については、コ

ンテンツの移

動を参照して

ください。

[削除 ]で

は、ユーザーは

アセットを削除

することができ

ます。

[パーミッ

ションの設定 ]
では、ユーザー

はアセットの

パーミッション

ルールを作成

することができ

ます。

データの役割 [ビュー]で

は、ユーザーは

データの役割を

表示することが

できます。

N/A [上書き]
では、ユー

ザーはデータ

の役割をパブ

リッシュし、パ

ブリッシュされ

たデータの役

割を上書きし

て、パブリッ

シュされた

データの役割

の同義語を

編集できま

す。

メトリクス(従来のメト

リクス機能は、

Tableau Serverバー

[ビュー]で

は、ユーザーはメ

トリクスを表示す

N/A [上書き]
では、ユー

ザーはメトリク
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ジョン2024.2と2024
年 2月のTableau
Cloudで廃止されま

す。詳細については、

「メトリクスの作成とト

ラブルシューティング

(廃止 )」を参照してく

ださい。)

ることができま

す。

スを上書き

し、メトリクス

の詳細を編

集できます。

「データに聞く」レンズ [ビュー] で

は、ユーザーは

レンズを表示す

ることができま

す。

N/A [上書き]
では、ユー

ザーはレンズ

を編集するこ

とができます。

仮想接続 [ビュー] で

は、ユーザーは

仮想接続を表

示できます。

[接続 ]*で

は、ユーザーは

仮想接続を使

用してデータに

接続できます。

N/A [上書き]
では、ユー

ザーは仮想

接続を編集

できます。

データベース [ビュー] で

は、ユーザーは

データベースを

表示することが

できます。

N/A [上書き]
では、ユー

ザーはデータ

ベースのメタ

データを編集

できます。

テーブル [ビュー] で N/A [上書き]
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は、ユーザーは

テーブルを表示

することができま

す。

では、ユー

ザーはテーブ

ルのメタデータ

を編集できま

す。

コレクション [ビュー]で

は、ユーザーはコ

レクションを表示

することができま

す。

N/A N/A N/A

仮想接続の既定のカスタムテンプレートでは、表示は [許可 ]に設定されていますが、接続機能の

許可は設定されていません。ユーザーが仮想接続を使用して接続できるように、接続機能を[許

可 ]に設定してください。

プロジェクトを使用したパーミッションの管理

プロジェクトでは、ネストされたプロジェクト、プロジェクトの可視性、管理者以外のプロジェクトリー

ダー、権限のロックなどの機能を使用すると、パーミッションの管理を簡素化できます。

ヒント:プロジェクトレベルでパーミッションをどのように設定するかは、特にデフォルトプロジェクトの場

合に重要です。新しい上位プロジェクトが作成されると、既定のプロジェクトから(すべてのコンテン

ツタイプで)既定のパーミッションルールが継承されます。別のプロジェクト内でネストされている新し

いプロジェクトが作成されると、子プロジェクトは親プロジェクトから既定のパーミッションルールを継

承します。

プロジェクトの管理

プロジェクトは、コンテンツへのアクセスを整理、管理するために使用されるコンテナです。プロジェク

トを管理するために管理者以外の権限を付与することで、特定のコンテンツ管理タスクをプロジェ

クトレベルで処理することができます。

プロジェクトリーダー:プロジェクトには、プロジェクトリーダーとして設定されたユーザーであるプロジェ

クトリーダーがいます。この設定は、そのプロジェクトおよびそのプロジェクトのすべてのコンテンツに対

し、サイトロールに応じてユーザーに最大の機能を自動的に付与します。Explorer (パブリッシュ可
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能 )以上のサイトロールを持つプロジェクトリーダーは、すべての機能を使用できます。プロジェクト

リーダーは、基本的に、サイトやサーバー設定へのアクセス権がない、プロジェクトのローカル管理

者です。

階層 :上位プロジェクトを作成できるのは管理者だけです。プロジェクト所有者とプロジェクトリー

ダーは、プロジェクト内でネストされたプロジェクトを作成できます。

プロジェクト所有者とプロジェクトリーダーは、プロジェクトとそのコンテンツに加え、そのプロジェクトに

含まれるすべてのネストされたプロジェクトに対する完全な管理アクセス権を持ちます。階層では、

プロジェクトリーダーにはすべての子コンテンツへのプロジェクトリーダーアクセスが黙示的に付与さ

れます。[プロジェクトリーダー]アクセス権を削除するには、ロールが明示的に割り当てられた階層

内のレベルで、削除を行う必要があります。

所有権 :プロジェクトには複数のプロジェクトリーダーを設定することができますが、各プロジェクトの

所有者は1人です。既定では、プロジェクトは作成したユーザーが所有します。

プロジェクトの所有者は、既存の所有者または管理者が変更できます。(プロジェクトリーダーは、

プロジェクトの所有権を変更できません。コンテンツの所有権のみを変更できます)。プロジェクト

は、Explorer (パブリッシュ可能 )、Creator、管理者のサイトロールを持つユーザーが所有できま

す。プロジェクトの所有権は、プロジェクトがロックされている場合でも変更できます。

削除 :ほとんどのコンテンツは、プロジェクトにのみ存在できます。上位プロジェクトを作成および削

除できるのは管理者だけですが、プロジェクトリーダーはネストされたプロジェクトの作成や削除を

行えます。

プロジェクトを削除すると、そこに含まれるすべてのTableauコンテンツとネストされたプロジェクトも

削除されます。プロジェクトを削除する際にコンテンツを失わないようにするには、まずコンテンツを

別のプロジェクトに移動します。プロジェクトの削除を元に戻すことはできません。

外部アセットの扱いは異なります。プロジェクト内になくてもかまいません。外部アセットのプロジェク

トが削除されても、外部アセットに引き続き表示される場合、外部アセットは削除されません。詳

細については、「プロジェクト内に存在しない外部アセット」を参照してください。

プロジェクトの管理に関する詳細については、「プロジェクトを使用したコンテンツへのアクセスの管

理」および「プロジェクトを追加してそこにコンテンツを移動させる」を参照してください。
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特別なプロジェクト

Default: 「Default」という名前のプロジェクトは特別なプロジェクトです。他の最上位レベルプロジェ

クトが作成されると、それらのプロジェクトはDefaultプロジェクトをテンプレートとして使用し、

Defaultプロジェクトからすべてのパーミッションルールをコピーします (ただし、アセットパーミッションの

設定はコピーしません)。デフォルトプロジェクトを削除、移動、名前変更することはできませんが、

その説明は変更できます。デフォルトでは、このプロジェクトの所有者はいませんが、所有者を割り

当てることができます。

外部アセットのデフォルトプロジェクト: Catalogが有効になっているData Managementライセンス

がある場合、Catalogで新規または既存の外部アセットをプロジェクトに移動する必要があるとき

に、「External Assets Default Project (外部アセットのデフォルトプロジェクト)」という名前のプロジェ

クトが表示されます。Catalogは、新しい外部アセットと、削除されたプロジェクトからの外部アセッ

トを、外部アセットのデフォルトプロジェクトに配置します。デフォルトでは、このプロジェクトにはパー

ミッションルールがないため、パーミッションを追加しない限り、このプロジェクトを表示できるユーザー

はサーバー管理者とサイト管理者だけになります。このプロジェクトを削除、移動、名前変更するこ

とはできませんが、その説明は変更できます。デフォルトでは、このプロジェクトの所有者はいません

が、所有者を割り当てることができます。

プロジェクトリーダーの設定

プロジェクトリーダーとは、特定のプロジェクトまたはプロジェクト階層に対して管理者と同等なアク

セス権を持つユーザーです。

プロジェクトリーダーのステータスをグループまたはユーザーに割り当てるには

1. 適切なプロジェクトのパーミッションダイアログを開きます。

2. 既存のパーミッションルールを選択するか、または [+ グループ/ユーザールールの追加 ]をク

リックして、目的のグループまたはユーザーを選択します。

3. そのパーミッションルールのアクションメニュー (...)を開き、[プロジェクトリーダーを設定 ...]を
選択します。

注 : アクションメニューに[「プロジェクトリーダーを設定」を有効にする]オプションがある場合

は、グループまたはユーザーをプロジェクトリーダーとして設定する前に、このオプションを選択す
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る必要があります。このオプションは、そのグループまたはユーザーがプロジェクトリーダー機能

(2020.1以前 )を拒否された場合にのみ表示されます。その拒否された機能は、プロジェクト

リーダーとして設定する前に削除する必要があります。

パーミッションルールでプロジェクトリーダーを設定すると、すべての機能がプロジェクトリーダーに許

可されるため、パーミッションルールのテンプレートと機能は編集できなくなります。ネストされたプロ

ジェクトを含むプロジェクトでプロジェクトリーダーを設定すると、ネストされたすべてのプロジェクトと

そのコンテンツに対してプロジェクトリーダーのステータスが継承されます。

プロジェクトリーダーのステータスは、常にプロジェクト階層全体を通じて下方に適用され、設定さ

れたレベルからのみ削除できます。プロジェクトリーダーのステータスを削除するには、同じ手順に

従い、アクションメニューから[プロジェクトリーダーから削除 ]を選択します。グループまたはユー

ザーがプロジェクトリーダーから削除されると、パーミッションルールのすべての機能は [未指定 ]に

設定されます。これは、グループまたはユーザーにコンテンツへのパーミッションを与える他のパーミッ

ションルールがない場合、そのプロジェクトへのパーミッションと機能がなくなってしまうことを意味す

る場合があります。プロジェクトとそのコンテンツへのアクセス権を維持するには、他のグループや

ユーザーと同様に機能を設定する必要があります。

注 :プロジェクトリーダーは、ほとんどの状況でプロジェクトの抽出を更新できます。ネストされ

たプロジェクト(最上位プロジェクトではなく)の唯一のプロジェクトリーダーであり、最上位プロ

ジェクトがロックされている(ネストされたプロジェクトを含む)場合、抽出を更新することはでき

ません。

アセットパーミッションのロック

プロジェクトレベルで設定されたパーミッションルールは、そのプロジェクトに保存されたコンテンツ

と、そのプロジェクトに含まれるネストされたプロジェクトの既定のルールとして機能します。これらの

プロジェクトレベルの既定のルールが適用されるのか、または単に予備的なものとするのかは、

[Asset permissions (アセットパーミッション)]の設定によって決まります。この設定は、[ロック]
(推奨 )または [カスタマイズ可能 ]の2つの方法のいずれかで構成できます。プロジェクトをロックす

ると、コンテンツ所有者がコンテンツのパーミッションルールを変更する機能が削除されます。パー
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ミッションをロックすると、ネストされたプロジェクトに適用することも、親プロジェクト自体だけに適用

することもできます。

l [Asset permissions (アセットパーミッション)]が [ロック]されている場合 (ネストされたプロ

ジェクトを含む)、そのプロジェクトレベルで設定されているパーミッションルールは、プロジェク

ト内のすべてのアセットとネストされたすべてのプロジェクトに対して適用されます。

l [アセットパーミッション]がロックされている場合 (ネストされたプロジェクトを含まない)、そのプ

ロジェクトレベルで設定されているパーミッションルールは、プロジェクト内のアセットに対して

適用されます。ネストされたプロジェクトは、独自のパーミッションルールを使用して個別に設

定することができ、ロックまたはカスタマイズ可能として設定できます。

l [Asset permissions (アセットパーミッション)]が [カスタマイズ可能 ]な場合、そのプロジェク

トレベルで設定されたパーミッションルールは、既定でプロジェクト内のすべてのアセットに適

用されます。ただし、パブリッシュ中またはパブリッシュ後に、個々のアセットに対してパーミッ

ションルールを変更することはできます。

注 :パーミッションルールがロックされているかカスタマイズ可能であるかにかかわらず、コンテンツ

に対するパーミッションは常に適用されます。ロック済およびカスタマイズ可能な場合は、プロ

ジェクトレベルのパーミッションがプロジェクトのコンテンツにどのように継承され、それらを変更で

きるユーザーだけを参照します。カスタマイズ可能なパーミッションを持つプロジェクトでも、特定

のユーザーのみがパーミッション(コンテンツまたはプロジェクトの所有者、プロジェクトリーダー、

管理者、または [権限の設定 ]機能を持つユーザー)を変更できます。

ロックされたプロジェクト内 :

l コンテンツタイプごとのプロジェクトパーミッションルールは、すべてのアセットに適用されます。

l パーミッションを変更できるのは、管理者、プロジェクト所有者およびプロジェクトリーダーだけ

です。

l コンテンツ所有者は、パーミッションの設定機能を失いますが、コンテンツに対する他の機能

はすべて保持します。

l プロジェクト内にあるコンテンツすべてのパーミッションは予測可能です。

カスタマイズ可能なプロジェクト内 :

l このパーミッションルールは、コンテンツがプロジェクトにパブリッシュされるとき、またはネストさ

れたプロジェクトが作成されるときに既定で適用されますが、パーミッションはパブリッシュ中ま

たはコンテンツの作成後に変更することができます。
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l パーミッションの設定機能を持つユーザーは、そのコンテンツのパーミッションルールを変更で

きます。

l コンテンツ所有者は、コンテンツに対するすべての機能を持っています。

l パーミッションは、プロジェクトのコンテンツ全体で異なる場合があります。

アセットパーミッションの設定 (プロジェクトのロック)

新しい上位レベルのプロジェクトは、既定プロジェクトからすべての初期パーミッションルールを継承

しますが、[カスタマイズ可能 ]に設定されている[Asset permissions (アセットパーミッション)]設
定は継承されません。必要に応じて、設定を[ロック]に変更することができます。

[Asset permissions (アセットパーミッション)]を構成するには、次の手順を実行します。

1. サイトに管理者、プロジェクト所有者、またはプロジェクトリーダーとしてログインする必要が

あります。

2. プロジェクトで [パーミッション]ダイアログを開きます

3. 左上の [Asset permissions (アセットパーミッション)]の横にある[編集 ]リンクをクリックし

て、[Asset permissions (アセットパーミッション)]ダイアログで必要なオプションを選択しま

す。

注 :上の手順 3で左上隅に[編集 ] リンクが表示されない場合は、次のいずれのパーミッショ

ンダイアログが表示されます。(a)ネストされたプロジェクト、またはロックされているプロジェクト

内のコンテンツ。この場合、このリンクを使うと管理プロジェクトに移動できます。(b)カスタマイ

ズ可能なプロジェクトのコンテンツの一部。これは何も表示されません。または (c)ビューのアク
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セスパーミッションがそのワークブックにどのように関連付けられているかを示すビュー。ビューと

ワークブックのパーミッションの相互作用に関する詳細については、「シートタブの表示または非

表示」を参照してください。

アセットパーミッションの変更

プロジェクトの [Asset permissions (アセットパーミッション)]設定を変更すると、その新しい設定

に応じて結果が異なります。ロックされている階層でのパーミッションルールに対する変更は、管理

プロジェクトのレベルで行う必要があります。

変更元 変更先 結果

ロック済み (ネス

トされたプロジェ

クトを含む)

ロック済み 既存のパーミッションルールは変更しません。

ネストされたプロジェクトは、カスタマイズ可能になりま

す。

カスタマイズ可能 既存のパーミッションルールは変更しませんが、カスタマ

イズ可能になります。

ネストされたプロジェクトは、カスタマイズ可能になりま

す。

ロック済み ロック済み (ネス

トされたプロジェ

クトを含む)

ネストされたすべてのプロジェクトとそのコンテンツに対し

て、既存のカスタムパーミッションルールを上書きしま

す。これは元に戻すことはできません。

カスタマイズ可能 既存のパーミッションルールは変更しませんが、カスタマ

イズ可能になります。

ネストされたプロジェクトは、コンテンツのパーミッション設

定とパーミッション規則を保持します。

カスタマイズ可能 ロック済み (ネス

トされたプロジェ

プロジェクト内のコンテンツ、およびすべてのネストされた

プロジェクトとそのコンテンツに対して、既存のカスタム
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クトを含む) パーミッションルールを上書きします。これは元に戻すこ

とはできません。

ロック済み プロジェクト内のコンテンツに関する既存のカスタムパー

ミッションルールを上書きします。これは元に戻すことは

できません。

ネストされたプロジェクトは、パーミッションルールを保持

し、カスタマイズ可能な状態を維持します。

プロジェクトとコンテンツの移動

Tableauコンテンツと外部アセットの移動

パーミッション設定が異なるプロジェクト間でTableauコンテンツまたは外部アセットを移動する場

合、[Asset permissions (アセットパーミッション)]設定によって、パーミッションを適用する方法

のロジックが決まります。

l ロックされたプロジェクトにアセットを移動すると、既存のパーミッションルールが上書きされ、

移動先のパーミッションが適用されます。

l カスタマイズ可能なプロジェクトにアセットを移動すると、アセットに対する既存のパーミッショ

ンルールが維持されます。

注 : Tableau Server 2022.3およびTableau Cloud 2022年 6月より前は、外部アセットをプ

ロジェクトに含めることができませんでした。また、テーブルに対するパーミッションは、親データ

ベースの [テーブルのパーミッション]設定を介して管理されていました。Tableau Server

2022.3およびTableau Cloud 2022年 6月以降では、外部アセットをプロジェクトに含めるこ

とができます。データベースまたはテーブルをプロジェクトに移動した場合、データベースを介し

てテーブルのパーミッションを管理していた古い設定は無視され、データベースまたはテーブル

のパーミッションは、他のアセットのロジックに従うようになります。
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プロジェクトの移動

プロジェクトを別のプロジェクトに移動する場合、移動先のプロジェクトの範囲がネストされたプロ

ジェクトを含むように範囲が設定されていない限り、移動するアイテムのパーミッション設定は維持さ

れます。(この場合のプロジェクトパーミッションとは、プロジェクト自体の表示とパブリッシュの機能を

意味します。)

l 移動先のプロジェクトが [ロック(ネストされたプロジェクトを含む)]に設定されている場合、移

動するプロジェクトとコンテンツのパーミッションは上書きされます。

l 移動先のプロジェクトが [ロック] (ネストされたプロジェクトを含まない)に設定されている場

合、移動するプロジェクトのパーミッションは上書きされません。移動したプロジェクトがロック

またはカスタマイズ可能であるかは、元の設定から維持されます。

l 移動先のプロジェクトがカスタマイズ可能に設定されている場合、移動するプロジェクトの

パーミッションは上書きされませんが、編集可能になります。

移動するプロジェクトが、ロック(ネストされたプロジェクトを含む)された親の下で以前ネスト

されていた場合、移動時に、そのプロジェクトはロック(ネストされたプロジェクトを含む)の設

定を引き継ぎ、そのプロジェクトに含まれる任意のプロジェクトの管理プロジェクトになります。

注 :これは、プロジェクトが最上位プロジェクトに移動した場合と同じ結果になります。

ロックされ、ネストされたプロジェクトの移動には注意してください

ロックされた(ネストされたプロジェクトを含む)環境内で、ネストされたプロジェクトを移動するのは難

しい場合があります。ユーザーが再び移動できないような状況にプロジェクトを移動させる可能性

があります。

ネストされたプロジェクトが管理プロジェクトとは異なるユーザーによって所有されており、管理プロ

ジェクトがロックされている(ネストされたプロジェクトを含む)場合、管理者以外はネストされたプロ

ジェクトを移動できなくなる可能性があります。

たとえば、ユーザーAが所有するロックされた(ネストされたプロジェクトを含む)最上位プロジェクト

と、ユーザーBが所有する2つのネストされたプロジェクトについて考えます。ユーザーBが一方の

ネストされたプロジェクトを他方のプロジェクト内に移動すると、元に戻すことはできなくなります。

ユーザーAも戻せません。
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l ユーザーBは、移動先として最上位プロジェクトの権限を移動する権限を持っていないた

め、ネストされたプロジェクト2 を移動できません。

l ユーザーAは、移動権限がないため、ネストされたプロジェクト2 を移動できません。

l 最上位プロジェクトのプロジェクトリーダーは、ネストされたプロジェクトにトリクルダウンして

も、そのプロジェクトを移動できません。

l この状況では、ネストされたプロジェクト2 を移動できるのは管理者だけです。

コレクション

コンテンツを含むプロジェクトとは異なり、コレクションはコンテンツへのリンクのリストと考えることがで

きます。プロジェクトのパーミッションはプロジェクトのコンテンツにより継承されますが、コレクションの

パーミッションはコレクションに追加されるコンテンツに影響を与えません。つまり、アイテムを表示す

るためのパーミッションに応じて、ユーザーごとにコレクション内のアイテム数が異なる可能性があり

ます。ユーザーがコレクション内のすべてのアイテムを表示できるようにするには、それらのアイテムの

パーミッションを個別に調整します。
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コレクションのパーミッションは、パーミッションダイアログを使用して変更するか、管理者またはコレク

ションの所有者である場合は、コレクションの共有時にアクセス権を許可することによって変更でき

ます。詳細については、「コレクションへのアクセス権限の管理」を参照してください。

プライベートコレクション

コレクションを作成すると、既定でプライベートに設定されます。プライベートコレクションは所有者の

[My Collections (マイコレクション)]ページに表示されますが、サイトのすべてのコレクションのリストに

は表示されません。プライベートコレクションは、パーミッションルールが追加されていない単なるコレ

クションです。他のタイプのコンテンツとは異なり、コレクションには [すべてのユーザー]グループが既

定で追加されていません。コレクションにパーミッションルールを追加すると、プライベートのフラグが

付かなくなります。コレクションをプライベートの状態に戻すには、パーミッションルールを削除します。

プライベートコレクションは、コレクションの所有者と管理者が表示でき、そのサイトロールによって、

すべてのコレクションを表示するための有効なパーミッションが付与されます。

有効なパーミッション

パーミッションルールでは、影響を受けるユーザー (グループまたはユーザー)と、そのユーザーによる

使用が許可または拒否されている、あるいは、指定されていない機能を設定します。パーミッション

ルールを単純に設定してそれを全体に適用するのは簡単なことのように思われますが、メンバーシッ

プが複数グループに含まれていることや、サイトロールおよび所有権がパーミッションルールと相互に

作用しているため、ユーザーが機能を使用できるかどうかが明確でない場合があります。

複数の要因は特定の順序で評価され、コンテンツに対する有効なパーミッションが付与されます。

ヒント:できるだけ簡単な状態に保てるよう、(1)ユーザーではなくグループに対してパーミッション

ルールを設定すること、(2)個々のコンテンツに対してパーミッションを設定するのではなく、プロジェク

トレベルでロックされているパーミッションを管理すること、(3) [すべてのユーザー]グループのパーミッ

ションルールを削除するか、すべての機能を[なし]に設定することをお勧めします。

次の3つの条件がすべて満たされた場合にのみ、ユーザーに対して機能が許可されます。
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l その機能がサイトロールの範囲内に含まれている。

l ユーザーはその機能を持っている:
l 特定のユーザーシナリオに基づく(コンテンツ所有者やプロジェクトリーダーである、ま

たは管理者サイトロールであるなど)、
または

l ユーザーとして機能が許可されている、

または

l 機能を許可されているグループに含まれており、ユーザーまたは別のグループのメン

バーとして機能を拒否するルールがない。

l 優先度の高い別のコンテンツレベルに競合するパーミッション設定がない。

他の状況ではユーザーで機能が拒否されます。

機能にカーソルを合わせると、有効なパーミッションを説明するツールヒントが表示されます。有効

なパーミッション(実際に何を実行でき、何を実行できないか)が、指定したパーミッションルールの

記載とは異なって表示される場合がある理由について、いくつかの例を示します。

l ユーザーの機能が、サイトロールに含まれているが (管理者 )、パーミッションルールで拒否

されている可能性がある。

l ユーザーの機能が、ユーザーシナリオで許可されているが (コンテンツ所有者である、または

プロジェクト所有者やリーダーであるため)、パーミッションルールで拒否されている可能性が

ある。

l ユーザーの機能が、パーミッションルールで許可されているが、サイトロールで許可されてい

ない可能性がある。

l ユーザーの機能が、パーミッションルールで許可されているが、競合するグループまたはユー

ザーのルールにより拒否されている可能性がある。

l ユーザーの機能が、あるレベルのコンテンツ(ワークブックなど)のパーミッションルールで許可

されているが、別のレベルのコンテンツ(ビューなど)により拒否されている可能性がある。

パーミッションルールの評価

Tableauのパーミッションはより制限的です。ユーザーに機能が付与されない限り、パーミッションは

拒否されます。次のロジックでは、個々のユーザーで機能が許可されるか拒否されるかを評価し

ます。
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1. サイトロール:サイトロールで機能が許可されない場合、ユーザーは拒否されます。ユー

ザーのサイトロールで機能が許可されている場合は、特定のユーザーシナリオが評価されま

す。

l たとえば、ViewerサイトロールではWeb編集はできません。各サイトロールで実行

可能な内容の詳細については、「各サイトロールで許可されている一般的な機能」

を参照してください。

2. 特定のユーザーシナリオ:
l ユーザーが管理者の場合、すべてのコンテンツに対してすべての機能を持っていま

す。

l ユーザーがプロジェクト所有者またはプロジェクトリーダーの場合、プロジェクトに含ま

れるすべてのコンテンツに対してすべての機能を持っています。

l ユーザーがコンテンツ所有者の場合、それらのコンテンツに対してすべての機能*を
持っています。

l これらのシナリオがユーザーに適用されない場合、ユーザールールが評価されます。

*例外 :コンテンツ所有者は、パーミッションがロックされているプロジェクトでは [パーミッション

の設定 ]機能を持っていません。管理者、プロジェクト所有者、プロジェクトリーダーのみが

ロックされたプロジェクトでパーミッションルールを設定できます。

3. ユーザールール:ユーザーが機能を拒否されている場合は拒否されます。機能が許可され

ている場合は許可されます。機能が指定されていない場合は、グループルールが評価され

ます。

4. グループルール:ユーザーが機能を拒否されているグループのいずれかに含まれている場合

は拒否されます。ユーザーが機能を許可されているグループに所属している場合 (かつ、そ

の機能が拒否されているグループに所属していない場合 )は許可されます。

l つまり、ユーザーが2つのグループに所属しており、一方では機能が許可され、他方

では同じ機能が拒否されている場合、拒否が優先されるため、そのユーザーは拒否

されます。

5. 上記の条件がいずれも適用されない場合は、ユーザーはその機能を拒否されます。つまり

実際には、指定されていない機能は拒否されます。
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このため、次の3つの状況では、最終的に有効なパーミッションが許可になります。

l サイトロール (サーバー管理者、サイト管理者 Creator、サイト管理者 Explorer)により許

可される

l ユーザーがコンテンツ所有者、プロジェクト所有者、またはプロジェクトリーダーであるため許

可される

l グループまたはユーザールールにより許可される(かつ、優先度の高いルールにより拒否さ

れない)

次の3つの状況では、拒否になります。

l サイトロールにより拒否される

l ルールにより拒否される(かつ、優先度の高いルールにより許可されない)
l いずれのルールによっても付与されない

複数レベルで設定されたパーミッションの評価

アセットパーミッションがカスタマイズ可能に設定されている場合、複数の場所でパーミッション

ルールを構成することができます。どのパーミッションをコンテンツに適用するかを決める特定のルー

ルがあります。

l ネストされたプロジェクトがある場合、子レベルで設定されたパーミッションは、親レベルで設

定されたパーミッションよりも優先されます。

l パーミッションの変更をプロジェクトレベルで行っても、既存のコンテンツには適用されませ

ん。

l パブリッシュ中またはパブリッシュ後にコンテンツ(ワークブック、データソース、またはフロー)に
設定されたパーミッションがある場合は、これがプロジェクトレベルで設定されたルールより

優先されます。

l ワークブックにナビゲーションシートタブが表示されない場合、ワークブックレベルのパーミッ

ションに対する変更はビューによって継承されず、パーミッションの変更はビューで行う必要

があります。

l ナビゲーションシートタブを表示するようにワークブックを構成すると、既存のビューレベルの

パーミッションを上書きし、それらをワークブックレベルのパーミッションと同期します。シートタ

ブの表示または非表示を参照してください。
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この画像は、複数のレベルのコンテンツで機能がどのように評価されるかを示しています。

ビューに対するパーミッション

ワークブックがロックされているプロジェクトに含まれておらず、かつ、ワークブックにシートがナビゲー

ションのタブとして表示されていない場合、ワークブックのパーミッションはパブリッシュ時にビュー (シー

ト、ダッシュボード、ストーリー)に継承されますが、パーミッションルールの変更は個々のビューで行

う必要があります。ビュー機能はワークブックでの機能と同じですが、例外として、[上書き]、[ワーク

ブックのダウンロード/コピーの保存 ]、[移動 ]の機能はワークブックレベルでのみ利用できます。

できる限りナビゲーションシートタブを表示して、ワークブックのパーミッションがビューに引き続き継

承されるようすることをお勧めします。詳細については、シートタブの表示または非表示を参照して

ください。
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有効なパーミッションとオンデマンドアクセス

グループに対してオンデマンドアクセスが有効になっている場合、インラインアラートが表示されま

す。Tableauコンテンツのパーミッションがグループに依存している場合、オンデマンドアクセスには、

コンテンツにアクセスできるサイト上でプロビジョニングされていないユーザーが存在する可能性があ

ることが示されます。コンテンツにアクセスしている可能性のあるユーザーは、サイト上でプロビジョニ

ングされておらず、有効なパーミッションを持っていません。そのため、これらのユーザーは［Effective

Permissions (有効なパーミッション)]領域にリストされません。詳細については、「直接信頼によっ

て構成された接続アプリを使用するオンデマンドアクセス」または「OAuth 2.0信頼によって構成さ

れた接続済みアプリを使用するオンデマンドアクセス」を参照してください。

パーミッション、サイトロール、ライセンス

ユーザーをTableau Cloudに追加するには、使用可能なライセンスが必要です。(ユーザーをライ

センスなしで追加および構成して、最初にサインインしたときにのみライセンスを使用するようにす

ることもできます。詳細については、サインイン時にライセンスを付与を参照してください)。ユーザー

は、所属するサイトごとに1つのサイトロールを持っており、そのライセンスによって制限が設けられ

ています。ユーザーにはサイト上のコンテンツに対するパーミッションがあり、サイトロールで許可され

る内容により制限されます。

ライセンスとサイトロールはユーザーに適用されます。パーミッション機能はコンテンツに適用されま

す。

ライセンスは、Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトで作成されるとき(または初めてサイン

インするとき)にユーザーに割り当てられます。ユーザーはCreator、Explorer、またはViewerとし
てライセンスが付与されます。

l ライセンスレベルは、ユーザーがそのサーバーに対して持つ最大のサイトロールに基づいて

消費されます。

l サイト管理者 Creator、Creatorのサイトロールは、Creatorライセンスを使用しま

す。

l サイト管理者 Explorer、Explorer (パブリッシュ可能 )、Explorerのサイトロールに

は、少なくともExplorerライセンスを使用します。

l Viewerサイトロールは、少なくともViewerライセンスを使用します。

l ライセンスのないユーザーはサーバーに存在することはできますが、サインイン時にサ

イトロールが付与されて追加されない限りログインすることはできません。
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l Tableau Cloudの場合、ユーザーはサイトごとにライセンスを使用し、保有するサイトロール

は1つだけです。

サイトロールは、ユーザーがメンバーとなっているサイトごとに割り当てられます。

l サイトロールによって、ユーザーがそのサイトで持つ最大の機能が決まります(たとえば、

Viewerのサイトロールを持つユーザーは、特定のデータソースをダウンロードする機能が明

示的に付与されている場合でも、データソースをダウンロードすることはできません)。
l サイトロールは元々、そのロールに含まれている機能を付与するわけではありません。ただ

し、管理者サイトロールは例外です。管理者は常に、そのライセンスレベルに適用されるす

べての機能を持ちます。

パーミッションは、プロジェクトへの保存、ワークブックのWeb編集、データソースへの接続などの機

能で構成され、特定のコンテンツ(プロジェクト、データソース、ワークブック、ビュー、またはフロー)の

グループまたはユーザーに適用されます。

l パーミッションの機能は、他とは独立してグループまたはユーザーに付与されるのではなく、コ

ンテンツに照らして付与されます。ユーザーは、異なるコンテンツ資産に対して異なる機能を

持つことができます。

l パーミッションは、ユーザーのサイトロールとそのユーザーまたは所属しているグループのパー

ミッションルールの相互作用に基づいて評価されます。

l Web作成などの一部のアクションでは、機能の組み合わせが必要になる場合があります。

詳細については、特定のシナリオでのパーミッション設定を参照してください。

サイトロールで許可される最大の機能

これらのテーブルは、各サイトロールで使用できる機能を示しています。サイトロールを持つユー

ザーが他の方法で同様のアクションを実行できる場合もあります。たとえば、Viewerには [カスタマ

イズの共有 ]機能が付与されていないため、カスタムビューをワークブック上の他のユーザーに表示

することができませんが、ビューのURLをコピーしてカスタムビューを共有することはできます。各サイ

トロールで実行可能な内容の詳細については、「各サイトロールで許可されている一般的な機

能」を参照してください。

プロジェクト

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer
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ビュー

パブリッシュ

ワークブック

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

フィルター

コメントの表

示

コメントの追

加

画像 /PDF

のダウンロード

サマリー

データのダウン

ロード

「データの

説明を見る」の

実行 †

カスタマイズ

の共有

すべての
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データのダウン

ロード

Web編集

ワークブック

のダウンロード/コ
ピーを保存

上書き

メトリクスの

作成 /更新 ‡

移動 *

削除

パーミッショ

ンの設定

†「データの説明を見る」は、「データの説明を見る」の実行機能を使用してサイト設定およびワーク

ブックで制御することができます。表示モードでの「データの説明を見る」の可用性は、[「データの説

明を見る」の設定 ]ダイアログボックスのワークブックで制御されます。

‡ Tableau 2021.3より前は、メトリクスの作成 /更新機能は、[フルデータのダウンロード]機能によっ

て制御されていました。

データソース

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー
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接続

データソース

のダウンロード

上書き

削除

パーミッショ

ンの設定

データの役割

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

上書き

移動 *

削除

パーミッショ

ンの設定

フロー

スケジュールに従ってフローを実行するには、データ管理 ライセンスが必要です。フロー設定の詳

細については、「Web上でのフローの作成と操作」を参照してください。Explorerライセンスのユー

ザーは、Tableau Cloudでフローを実行できます。
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機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

フローのダウ

ンロード

Web編集

フローの実

行

上書き

移動 *

削除

パーミッショ

ンの設定

「データに聞く」レンズ

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

上書き

移動 *

削除
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パーミッショ

ンの設定

メトリクス

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau

Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseで

は、メトリクスを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエク

スペリエンスの詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止さ

れる機能のについては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

上書き

移動 *

削除

パーミッショ

ンの設定

コレクション

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー
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仮想接続

仮想接続には、データ管理 ライセンスが必要です。詳細については、「データ管理 についてについ

て」を参照してください。

機能 Creator Explorer (パブ

リッシュ可能 )
Explorer Viewer

ビュー

接続

上書き

移動 *

削除

パーミッショ

ンの設定

* Explorerロールに[移動 ]機能を付与することはできますが、プロジェクトの [パブリッシュ]機能を

付与することはできないため、コンテンツはどこにも移動できません。そのため、Explorerサイトロー

ルでは、[移動 ]機能は使用できないものと認識する必要があります。

クイックスタート:パーミッション

パーミッションルールは、ワークブック、プロジェクト、データソースなどのコンテンツに対するグループま

たはユーザーのアクセス権を定義する一連の機能です。

パーミッションを効率よく管理するには:

l さらに多くのグループを作成する前に、[すべてのユーザー]グループからパーミッションを削除

する
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l さらに多くのプロジェクトを作成する前に、既定のプロジェクトでテンプレートのパーミッション

を構成する

l ユーザーではなく、グループのパーミッションを管理する

l コンテンツではなく、プロジェクトのパーミッションを管理する

プロジェクトに対してグループのパーミッションルールを作成する

以下のステップの詳細については、パーミッションに関する主な記事を参照してください。このクイッ

クスタートガイドは概要であるため、パーミッションやパーミッションの管理に関する多くの重要な詳

細は記載されていません。

1.ユーザーをグループに追加する

パーミッションを管理する一般的な方法として、同じパーミッションを持つユーザーに対してグループ

を使用します。

1. 必要に応じて、サイトにユーザーを追加します。

2. サイト内で [グループ]を選択します。

3. 必要に応じて、[グループの追加 ]オプションを使用して、グループを作成します。

4. [グループ名 ]をクリックして開き、[ユーザーの追加 ]ボタンを使用して、既存のユーザーをグ

ループに追加します。

2.プロジェクトレベルのパーミッション設定にアクセスする

[探索 ]ページには、サイト上のコンテンツが表示されます。ドロップダウンを使用して、[上位レベル

のプロジェクト]または [すべてのプロジェクト]を表示します (ネストされたプロジェクトも表示されま

す)。

更新するプロジェクトに移動し、[アクション] (…)メニューを開き、[パーミッション]を選択します。
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3.パーミッションルールを作成する

新しいパーミッションルールを作成するには、[+ Add Group/User Rule (+グループ/ユーザールー

ルの追加 )]を選択します。

[テンプレート]ドロップダウンには、グループの初期機能セットを適用するためのショートカットが用意

されています。

必要であれば、機能をクリックして[許可 ]または [拒否 ]に設定するか、[未指定 ].のままにして、

パーミッションルールをカスタマイズします。
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ユーザーがパーミッションを設定できるかどうかは、サイトロール、コンテンツの所有権、およびパー

ミッションの設定機能の設定方法によって決まります。

4.ユーザーの有効なパーミッションを表示する

グループのパーミッションルールを保存したら、各ユーザーの有効なパーミッションを表示することが

できます。グループ名をクリックし、グループのユーザーおよびパーミッションを表示します。権限ボッ

クスの上にマウスのポインタを置き、その権限が許可されているか拒否されているかの詳細に関す

るツールヒントを確認します。

サイトロール

ユーザーのサイトロールは、ユーザーが取得できる最大のパーミッション数を決定します。

l サーバー管理者とサイト管理者は、すべてのサイトコンテンツにアクセスし、それに対してア

クションを実行できます。

l 所有者は、彼らがパブリッシュしたコンテンツに対して常にフルアクセス権を持ちます。親プ

ロジェクトのパーミッションがロックされていない場合は、所有者はパブリッシュされたコンテン

ツのパーミッションを変更することができます。

詳細については、ユーザーのサイトロールの設定およびプロジェクトを使用したコンテンツへのアクセ

スの管理を参照してください。

パーミッションの論理

l 拒否は許可より優先されます。

l 未指定の場合、他にパーミッションが指定されていないと拒否になります。

l コンテンツで具体的なユーザーパーミッションが設定されている場合、この設定が、コンテン

ツに対するグループパーミッションより優先されます。つまり、ユーザーパーミッションはグルー

プパーミッションより優先されます。

詳細については、「有効なパーミッション」を参照してください。
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コンテンツ所有権の管理

Tableau Cloud上でデータソースやワークブックをパブリッシュする場合、またはプロジェクトを作成す

る場合は、その所有者となります。コンテンツ所有者、適切なサイトロールを持つプロジェクトリー

ダー、または管理者がコンテンツ資産の所有権を変更できます。所有権を再割り当てすると、元の

所有者にはコンテンツアイテムへの特別な接続がありません。アイテムにアクセスする機能は、プロ

ジェクトまたはその特定アイテムに対するパーミッションによって決定されます。

コンテンツタイプごとに、所有権を変更したり受け取ったりできる人物

所有権を変更したり受け取ったりできるかどうかは、次の表に記載しているように、パーミッションとコ

ンテンツ資産との関係によって異なります。

注 :完全なプロジェクトリーダーアクセス権は一部のサイトロールでのみ利用可能です。詳細

については、プロジェクトレベルの管理を参照してください。

コンテンツ資産のタイプ 所有権を変更できる人物 所有権を受け取ることのできる人物

上位プロジェクト サーバー管理者1

サイト管理者

サーバー管理者

サイト管理者 (Creatorおよび

Explorer)

Creator

Explorer (パブリッシュ可能 )

子 (ネストされた) プロジェ

クト

サーバー管理者

サイト管理者

プロジェクト所有者

管理者または所有者 (Explorerお

よびViewerを除く)

ワークブックとデータソース サーバー管理者 サーバー管理者
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サイト管理者

ワークブックまたはデータ

ソースの所有者

このアイテムを含むプロジェ

クトのプロジェクトリーダー

または所有者

サイト管理者

Creator

Explorer

Viewer

メトリクス(従来のメトリクス

機能は、Tableau Server
バージョン2024.2と2024
年 2月のTableau Cloud
で廃止されます。詳細に

ついては、「メトリクスの作

成とトラブルシューティング

(廃止 )」を参照してくださ

い。)

サーバー管理者

サイト管理者

メトリクスの所有者

このアイテムを含むプロジェ

クトのプロジェクトリーダー

または所有者

サイトの管理者またはユーザー

(ExplorerおよびViewerを除く)

「データに聞く」レンズ サーバー管理者

サイト管理者

レンズの所有者

このアイテムを含むプロジェ

クトのプロジェクトリーダー

または所有者

サイトの管理者またはユーザー

(ExplorerおよびViewerを除く)

フロー サーバー管理者

サイト管理者

サーバー管理者およびサイト管理

者は、所有者を自分自身にのみ変

更できます。
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データの役割 サーバー管理者

サイト管理者

データの役割の所有者

このアイテムを含むプロジェ

クトのプロジェクトリーダー

または所有者

サイトの管理者またはユーザー

(ExplorerおよびViewerを除く)

コレクション サーバー管理者

サイト管理者

コレクションの所有者

サーバー管理者

サイト管理者

Creator

Explorer

Viewer

仮想接続2 サーバー管理者

サイト管理者

仮想接続の所有者

サーバー管理者

サイト管理者

Creator

1サーバー管理者サイトロールは、Tableau Serverのみに適用され、Tableau Cloudには適用さ

れません。

2仮想接続にはデータ管理 が必要です。詳細については、「データ管理 についてについて」を参

照してください。仮想接続を編集するには、データベースの認証資格情報が必要であることに注

意してください。

コンテンツ所有権の変更に関する考慮事項

l Tableau Cloudからユーザーを削除する前に、それらのユーザーはコンテンツ資産を所有し

ていないことを確認します。
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ユーザーがコンテンツを所有する場合、まずそれらの資産の所有権を再割り当てすると、そ

のユーザーを削除できます。そのようにしないと、、サイトロールはライセンスなしに設定され

ますが、それらのユーザーは削除されず、管理者のみがそのコンテンツに対する特定の対

応を取ることができます。

l 参照元データへの接続に使用する埋め込みの認証資格情報を含むワークブックまたは

データソースの所有権を変更した場合、埋め込みの認証資格情報は削除されます。フ

ローの所有権を変更する場合は、埋め込みの認証資格情報が保持されます。パブリッ

シュされたデータソースへの接続は、フローの所有者を使用して認証され、パーミッションに

基づいて承認されます。

Tableau Cloudの接続情報を編集すると埋め込み認証資格情報を更新できます。詳細

については、Tableau Cloudで接続を編集するを参照してください。または、新しい所有者

がフロー、ワークブックまたはデータソースをダウンロードし、そのアイテムをTableau Desktop

で開いて埋め込みの認証資格情報を更新してから、そのコンテンツをもう一度パブリッシュ

することができます。

l パーミッションをプロジェクトにロックしない場合、コンテンツの所有権の供与対象であるユー

ザーが、所有権の変更の際に、パーミッションのガイドラインやアカウントのパーミッションを理

解していることを確認してください。ロックしたプロジェクトでは既定で、コンテンツ所有者はコ

ンテンツにパーミッションを設定できます。詳細については、パーミッションを参照してくださ

い。

l メトリクスの所有者をViewerまたはExplorerのサイトロールを持つユーザーに変更するこ

とは可能ですが、それを行うと、メトリクスの更新が一時停止されるため、推奨されていませ

ん。メトリクスを更新、上書き、または削除するには、CreatorまたはExplorer (パブリッシュ

可能 )のサイトロールが必要です。

コンテンツリソースの所有者の変更

1. Tableau CloudWeb環境にサインインし、ナビゲーションメニューから[探索 ]を選択しま

す。

2. 別の誰かに割り当てるコンテンツに移動します。
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l 複数のワークブックなど、複数の同じタイプのコンテンツを再割り当てする場合、ドロッ

プダウンメニューからコンテンツタイプを選択します。

l 同一プロジェクト内で複数のアイテムを再割り当てする場合、そのプロジェクトに移動

します。

子プロジェクトの場所がわからない場合は、フィルターを表示し、[すべてのプロジェクト

を表示 ]を選択します。

l 同じ所有者を持つ複数のコンテンツアイテムを再割り当てする場合は、[ユーザー]
ページでユーザーを検索します。

3. 再割り当てするアイテムを選択し、[アクション] > [所有者の変更 ]を選択します。

他の表示されるメニューコマンドは、コンテンツタイプによって変わります。

4. ユーザー名を入力するか、リストからユーザーを選択します。
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5. [所有者の変更 ]をクリックします。

外部資産でのパーミッションの管理

Tableau CloudおよびTableau Serverでは、パブリッシュ済みコンテンツにアクセスして管理する

領域が提供されます。Tableau CloudまたはTableau Serverのライセンスをデータ管理 で設定

している場合は、Tableau Catalogにアクセスできます。Tableau Catalogを使用すると、サイト全

体で補助的な領域と一連の機能が追加され、サイトにパブリッシュされたコンテンツで使用される

外部資産のメタデータと系列を追跡して管理することができます。

Tableau Catalogによるコンテンツと資産のインデックス化

Catalogは、Tableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュするコンテンツのメタデータを検

出、追跡、保存します。

Catalogは次のものについてメタデータをインデックス化します。

l Tableau コンテンツ:ワークブック、データソース、フロー、プロジェクト、メトリクス、仮想接

続、仮想接続テーブル、ユーザー、およびサイト(従来のメトリクス機能は、Tableau

Serverバージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細につい

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)。

l 外部アセット: Tableauコンテンツに関連付けられたデータベースとテーブル
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CatalogはTableau環境の外部に由来するデータのメタデータを外部資産として分類しま

す。Tableau環境の外部に由来するデータは、データベースサーバーやローカル .jsonファイ

ルなど、多くの異なる形式で保存されます。

Catalogは外部データのメタデータのみを追跡し、いずれの形式 (未加工や集計 )の参照

元データも追跡することはありません。

Catalogのメタデータには次のものが含まれます。

l 系列情報またはアイテム間のリレーションシップ。たとえば、[Sales (売上高 )]テーブルには

[Superstore (スーパーストア)]データソースと[Superstore (スーパーストア)]サンプルワーク

ブックの両方とのリレーションシップがあります。

l スキーマ情報いくつかの例としては、次のものがあります:
l テーブル名、列名、および列タイプ。たとえば、テーブルAには列 A、B、およびCが

含まれ、タイプは INT、VARCHAR、VARCHARです。

l データベース名とサーバーの場所。たとえば、Database_1はSQL Serverデータベー

ス(http://example.net)です。

l データソース名およびデータソースに含まれるフィールドの名前とタイプ。たとえば、

"Superstore (スーパーストア)"データソースには、フィールドAA、BB、およびCCがあ

ります。フィールドCCは、フィールドAAとフィールドBBの両方を戻って参照する計

算フィールドです。

l ユーザーがキュレーション、追加、または管理する情報。たとえば、アイテムの説明、認証、

ユーザー連絡先、データ品質に関する警告などがあります。

Tableau Catalogのしくみ

Tableau CatalogはTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュされたすべてのコンテンツ

をインデックス化し、系列およびスキーマのメタデータを追跡します。たとえば、メタデータは、ワーク

ブック、パッケージ化されたワークブック、データソース、およびTableau ServerやTableau Cloudの

リポジトリに由来します。

インデックス作成プロセスの一環として、パブリッシュ済みコンテンツで使用される外部アセット(デー

タベースおよびテーブル)に関する系列やスキーマのメタデータもインデックス化されます。
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注 : Tableau CloudまたはTableau ServerからCatalogにアクセスできるほか、Tableauメタデー

タAPIおよびTableau Server REST APIからもインデックス化されたメタデータにアクセスできま

す。TableauメタデータAPIやREST APIでのメタデータメソッドの詳細については、Tableau

Server REST APIのTableauメタデータAPIおよびメタデータメソッドをそれぞれ参照してくださ

い。

メタデータに対するパーミッション

パーミッションは、外部アセットの表示および管理が許可されるユーザーや、系列で表示されるメタ

データを制御します。

注 : Tableau CloudまたはTableau Serverのライセンスをデータ管理 で設定していない場合、デ

フォルトでは、管理者のみがTableauメタデータAPIを使用してデータベースとテーブルのメタデー

タを表示できます。この既定の動作は、次のように"派生パーミッション"を使用するように変更で

きます。

メタデータにアクセスする

Catalog (またはメタデータAPI)を使用してメタデータにアクセスするのに使用するパーミッションは、

Tableau CloudまたはTableau Serverよりコンテンツにアクセスするパーミッションと同じように機能

しますが、系列によって公開できる機密データと外部アセットに対して付与された機能に関しては

他のいくつかの考慮事項があります。

Tableauコンテンツに対するパーミッション

Catalogでは、既存のTableauコンテンツによって既に使用されているビュー機能と管理機能を

使用し、Tableauコンテンツで表示できるメタデータを制御します。これらの機能の一般的な情報

については、パーミッションを参照してください。

派生パーミッションを使用する外部資産に対するパーミッション

Tableau CloudまたはTableau Serverのライセンスをデータ管理 で設定していない場合、次の

シナリオでは、Catalogはデフォルトで派生したパーミッションを使用し、外部アセット機能を自動

的に付与します。

ビュー機能の場合 :
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l ワークブック、データソース、またはフローの所有者である場合は、そのワークブック、データ

ソース、またはフローで直接使用するデータベースと表のメタデータを表示することができま

す。「系列に関するその他の注意事項」を参照してください。

l プロジェクト所有者またはプロジェクトリーダーの場合、プロジェクトにパブリッシュしたコンテン

ツで使用されるすべてのデータベースとテーブルのメタデータを表示できます。

l 埋め込みファイルでは、外部アセット(データベースまたはテーブル)の派生パーミッションでは

なく、ソースコンテンツ(ワークブック、データソース、フローなど)のパーミッションを使用しま

す。たとえば、埋め込みファイルを含むワークブックを表示できる場合は、そのワークブックで

使用されている埋め込みファイルとそのメタデータを表示できます。

上書きとパーミッションの設定機能の場合 :

l フローの所有者は、フロー出力で使用するデータベースとテーブルのメタデータのパーミッショ

ンの編集や管理が行えます。

注 :フローの場合、上記の機能は、フローの現在の所有者の下で少なくとも1回正常に実行され

た後にのみ適用されます。

パーミッションを確認する

管理者やアセットに対するパーミッションを設定する権限を持っているユーザーは、派生パーミッショ

ンを持っているユーザーを以下の手順で検証できます。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverにサインインします。

2. 左側のナビゲーションペインで、[外部アセット]をクリックします。

3. ドロップダウンメニューから[Database and Files (データベースおよびファイル)]または [テー

ブル]を選択します。

注 : .jsonファイルや .csvファイルのようなローカルファイルは [データベース]で外部アセットとし

てグループ化されます。
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4. パーミッションを変更するデータベースまたはテーブルの横のチェックボックスを選択し、[アク

ション] > [パーミッション]を選択します。

5. [パーミッション]ダイアログボックスで [+ Add Group/User Rule (グループ/ユーザールール

の追加 )]をクリックして入力を開始すると、グループまたはユーザーが検索されます。

6. パーミッションルール内のグループ名またはユーザー名をクリックして、下に表示される有効

なパーミッションを確認することにより、パーミッションを検証します。

外部アセットに対する派生パーミッションの優先順位

Tableau CloudサイトまたはTableau Serverで派生したパーミッションを構成する場合、外部資

産に対する各ユーザーのアクセスレベルは、関連付けられたTableauコンテンツと、Tableauがそ

のコンテンツに対して使用するルールの優先順によって決まります。

Tableauでは、[拒否 ]と評価される限り、以下のルールを順に評価していきます。いずれかのルー

ルで [許可 ]と評価されると、その権限が許可され、Tableauは評価を停止します。このルールリス

トは、パーミッションに基づいています。

ビュー機能の場合 :

1. 管理者ロール

2. ライセンス
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3. プロジェクトリーダー (Tableauコンテンツ)

4. プロジェクト所有者 (Tableauコンテンツ)

5. コンテンツ所有者 (Tableauコンテンツ)

6. 派生パーミッション(外部アセットとビュー機能にのみ適用 )

a. 管理者ロール

b. ライセンス

c. プロジェクトリーダー (外部アセット)

d. プロジェクト所有者 (外部アセット)

e. コンテンツ所有者 (外部アセット)

7. 明示的なパーミッション

上書きとパーミッションの設定機能の場合 : 

1. 管理者ロール

2. ライセンス

3. プロジェクトリーダー (Tableauコンテンツ)

4. プロジェクト所有者 (Tableauコンテンツ)

5. コンテンツ所有者 (Tableauコンテンツ)

6. 明示的なパーミッション(Tableauコンテンツ)

7. 派生パーミッション(外部アセット、上書き、フロー出力のパーミッション機能の設定にのみ適

用 )

a. 管理者ロール

b. ライセンス

c. プロジェクトリーダー (外部アセット)

d. プロジェクト所有者 (外部アセット)

e. コンテンツ所有者 (外部アセット)

派生パーミッションをオフにする

管理者は、明示的なパーミッションをデータベースとテーブルに手動で付与するために、サイトでの

派生パーミッションの既定の設定をオフにできます。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverに管理者としてサインインします。

2. 左側のナビゲーションペインで、[設定 ]をクリックします。
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3. [全般 ]タブの [データベースおよびテーブルに関するメタデータへの自動アクセス]で [データ

ベースおよびテーブルに関するメタデータへのアクセス権を許可されたユーザーに自動的に

付与する]チェックボックスをオフにします。

注 :派生パーミッションを使用してユーザーに表示される、データベースやテーブルについての

データ品質の警告メッセージは、このチェックボックスがオンになっていない場合でも、引き

続きそれらのユーザーに表示されます。

個別の外部アセットに対するパーミッションの設定

他のユーザーが外部アセットの表示、編集 (上書き)、管理を行えるように追加のパーミッションを

与えるには、ユーザーまたはグループに個々のデータベースまたはテーブルに対して管理者が権限

を明示的に付与できます。

Tableau Server 2022.3およびTableau Cloud September 2022からは、プロジェクトで外部ア

セットを整理することができます。外部アセットに対する権限の継承は、「パーミッション」のトピック

で説明されているように、Tableauコンテンツと同じように機能し、パーミッションの管理を簡素化す

ることができます。

パーミッションの機能の概要

次の表に、外部アセット(データベースおよびテーブル)で設定できる機能を示します。

機能 説明 テンプレート

ビュー データベースまたはテーブルのアセットを参照してく

ださい。

ビュー

上書き データベースまたはテーブルのアセットデータの品質

に関する警告と説明を追加または編集します。

バージョン2020.1より前のバージョンでは、上書き

機能は保存機能と呼ばれていました。

パブリッシュ

移動 データベースまたはテーブルのアセットを移動しま

す。

管理
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パーミッション

の設定

データベースまたはテーブルのアセットに対してパー

ミッションを付与または拒否します。

管理

データベースまたはテーブルに対するパーミッションを設定する

データベースまたはテーブルに対するパーミッションを設定するには、次の手順を行います。

1. 管理者または「パーミッションの設定」権限を付与されたユーザーとしてTableau Cloudまた

はTableau Serverにサインインします。

2. データベースまたはテーブルを検索します。データベースまたはテーブルの現在の場所がわ

かっている場合は、[探索 ] (Tableau Server 2022.3およびTableau Cloud September

2022以降 )から行うことができ、すべてのデータベース、テーブル、ファイルのリストを見る場

合は、[外部アセット]から行うことができます。

l [探索 ] -左側のナビゲーションペインで [探索 ]をクリックし、データベースまたはテーブ

ルが存在するプロジェクトの場所を特定します。

l [外部アセット] -左側のナビゲーションペインで [外部アセット]をクリックします。ドロッ

プダウンメニューから[データベースとファイル]または [テーブル]を選択します (注 :

.jsonファイルや .csvファイルなどのローカルファイルは、データベースの外部アセットと

してグループ化されます)。

3. パーミッションを変更するデータベースまたはテーブルの横のチェックボックスを選択し、[アク

ション] > [パーミッション]を選択します。

4. [パーミッション]ダイアログボックスで [+ Add Group/User Rule (グループ/ユーザールールの

追加 )]をクリックして入力を開始すると、グループまたはユーザーが検索されます。

5. グループまたはユーザーの初期機能セットに適用するパーミッションロールテンプレートを選

択してから、[保存 ]をクリックします。使用できるテンプレートは、[ビュー]、[パブリッシュ]、[管

理 ]、[なし]、[拒否 ]です。
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6. ルールをさらにカスタマイズするには、ルール内の機能をクリックし、[許可 ]または [拒否 ]に

設定するか、指定しないままにします。操作が終了したら、[保存 ]をクリックします。

7. 他のグループまたはユーザー用に希望する追加ルールを構成します。

8. パーミッションルール内のグループ名またはユーザー名をクリックして、下に表示される有効

なパーミッションを確認することにより、パーミッションを検証します。

プロジェクトにない外部アセット

外部アセットをプロジェクトに移動する機能がリリースされる前 (Tableau Cloud 2022年 6月

/Server 2022.3)にCatalogによって検出されたアセットは、それ以降にプロジェクトに移動されて

いない限り、プロジェクトには含まれません。

外部アセットがプロジェクトにない場合、外部アセットに対するパーミッションは、Tableau Server

2022.1およびTableau Cloud June 2022以前と同様に機能します。つまり、データベースとテーブ

ルのパーミッションは、プロジェクト内のコンテンツとは別に制御され、テーブルのパーミッションは、

データベースのパーミッションを通じて管理することができます。アクセスパーミッションは、このように

データベースレベルで設定されている場合、そのデータベースで新しく検出され、インデックス付け

された子テーブルに対するテンプレートとして機能します。また、子のテーブルが常にデータベース
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レベルで設定したパーミッションを使用するように、データベースパーミッションをロックすることもできま

す。

注 :データベースがプロジェクト内にある場合、データベースへのパーミッションをロック(またはロッ

クを解除 )することはできません。

データベースに対するパーミッションをロック(またはロックを解除 )するには、次の手順を使用します。

1. 管理者または「パーミッションの設定」権限を付与されたユーザーとしてTableau Cloudまた

はTableau Serverにサインインします。

2. 左側のナビゲーションペインで、[外部アセット]をクリックします。既定では、[外部アセット]

ページにデータベースとファイルのリストが表示されます。

3. パーミッションをロックするデータベースの隣にあるチェックボックスをオンにして[アクション] >
[パーミッション]を選択し、[Table Permissions (テーブルのパーミッション)]で [編集 ]リンクを

クリックします。

4. [データベースのテーブルのパーミッション]ダイアログボックスで、[Locked (ロック)]、[保存 ]の
順にクリックします。

5. パーミッションをロック解除するには、もう一度 [編集 ]をクリックし、[Customized (カスタマイ

ズ)]を選択します。

系列情報にアクセスする

Catalog (およびメタデータAPI)を使用すると、リレーションシップと依存関係のメタデータ(系列とも

呼ばれます)をTableau CloudやTableau Server上のTableauコンテンツや外部アセットの間で

公開できます。系列は、主に次の3つのことを示しています。

l 項目が相互に関連している方法 (直接的または間接的 )
l 相互に関連付けられている項目の数

l (適切なパーミッションがある場合 )系列内の項目に関する機密データ

系列の機密データ
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場合によっては、データ品質に関する警告メッセージ、コンテンツやアセットの名前、または関連す

るアイテムやメタデータなどの機密データが系列に含まれることがあります。

既定では、すべてのユーザーに系列の完全な情報が表示されますが、機密データは適切な

ビュー機能を持たない特定のユーザーに対してブロックされます。機密データをブロックするこの概

念は、難読化と呼ばれます。

難読化により、適切なビュー機能を持たない特定のユーザーに対して機密データをブロックしなが

ら、系列内 のすべてのメタデータを表示できます。この既定の動作では、完全なインパクト分析に

依存するワークフローを使用できます。

組織において系列内の機密データを難読化するだけでは不十分な場合は、その機密データを含

む系統の特定の部分をフィルターすることができます。

フィルターすることによって、その機密データに対して適切な表示機能を持たない、特定のユー

ザーの系列 (およびデータの詳細などの系統に関連する部分 )が除かれます。フィルターによって

系列の一部が省略されるため、この場合は完全なインパクト分析に依存するワークフローが防止

されます。

機密データの処理方法を変更するには、次の手順を実行します。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverに管理者としてサインインします。

2. 左側のナビゲーションペインで、[設定 ]をクリックします。

3. [全般 ]タブの [系列の機密情報 ]で、Tableau CloudサイトやTableau Serverのすべての

ユーザーに対して系列情報を最も適切に処理するラジオボタンを選択します。

系列に関するその他の注意事項

l 関連アセットに対するビュー機能がある場合、いつどのアセットやコンテンツが相互に関連

付けられるか、およびその機密メタデータを表示できます。

たとえば、1)関連するアップストリームデータベースとテーブルの名前、データ品質に関する

警告、合計数、2)評価対象のアセットのダウンストリームワークブックの系列に含まれる

シート(表示および非表示 )の合計数を表示できます。
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l 関連アセットに対するビュー機能がない場合、いつアセットが相互に関連付けられるかを常

に表示できます。

たとえば、1)関連するアップストリームのデータベースとテーブルが系列に存在するかどうか、

および2)評価対象のアセットに関連するデータベースの合計数またはテーブルの合計数を

表示することができます。

ただし、ビュー機能がない場合、これらのアセットに関連付けられているメタデータを表示す

ることはできません。パーミッションが制限されているためにメタデータがブロックされる場合や、

アセットがパーソナルスペースにある場合、[必要なパーミッション]が表示されます。

l 関連アセットに対するビュー機能がない場合、アセットが認証されているかどうかを常に表示

できます。

ただし、表示機能がない場合、関連するデータベースやテーブルの名前など、認証に関連

する機密情報を表示することはできません。パーミッションが制限されているためにメタデータ
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がブロックされる場合や、アセットがパーソナルスペースにある場合、[必要なパーミッション]
が表示されます。

系列の詳細については、インパクト分析での系列の使用を参照してください。

系列データを通じて検出可能なタグに関するその他の注意事項

Tableauコンテンツに加えて、外部アセットにタグを付けることもできます。タグは常に表示されます

が、系列データを通じて表示されるタグ付けされたアイテムは、難読化 (既定 )にするか、このト

ピックで前述されているようにフィルターすることができます。

タグ付けされたアイテムが難読化されている場合 :

l タグ付けされたアイテムの表示機能がある場合は、タグ付けされたアイテムとタグ付けされ

た関連アイテム、およびすべてのメタデータを表示できます。

l タグ付けされたアイテムの表示機能がない場合 :

l タグ付けされたアイテムとタグ付けされた関連アイテムのタイプは表示できますが、ア

イテムに関する機密性の高いメタデータは表示できません。たとえば、タグフィルター

を使用して、“注目に値する”というタグが付いたアイテムを表示するとします。“注目
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に値する”というタグが付いたデータベースのアイテムは表示されますが、タグ付けされ

たデータベースの名前は表示されません。

l タグ付けされた関連アイテムの数が表示されます。たとえば、“注目に値する”というタ

グのクエリを実行するとします。クエリは、タグが付いたデータベースを5つ返します。

タグ付けされたアイテムがフィルターされている場合、タグ付けされたアイテムとタグ付けされた関連ア

イテムが表示されるのは、アイテムの表示機能がある場合のみに限定されます。

タグの詳細については、Tableauユーザーヘルプの「タグアイテム」を参照してください。

資産の結果とコンテンツの結果が不一致になる可能性

Catalogに系列情報が表示される場合、Tableauコンテンツと外部アセットの情報が提供されま

す。Catalogの系列には常に、関連付けられたアイテムの真の数または結果が表示されます。ただ

し、サイトの他の領域では、表示される項目が少なくなる場合があります。これは、利用している

表示機能が原因であるかもしれません。カタログ以外では、自分のパーミッションで許可されている

コンテンツしか表示されません。

たとえば、[Superstore (スーパーストア)]データソースを見ているとします。「スーパーストア」データ

ソースの系列には、データソースが接続する上流の参照元のテーブルがいくつあるか、データソース

に依存する下流のワークブックがいくつあるかが表示されます。ただし、これらの下流にあるワーク

ブックをすべて表示する権限がない可能性があるため、「カタログ」系列の関連するワークブックの

数 (実際の合計 )は、[接続されたワークブック]タブのワークブックの数 (表示する権限があるもの)

よりも多くなる可能性があります。

パーミッションとは別の理由によって、アセットの数とコンテンツの数の不一致が生じる可能性があり

ます。詳細については、インパクト分析での系列の使用を参照してください。

実行可能なユーザー

このトピックで説明するタスクを実行できるのは、以下のユーザータイプです。

Tableau CloudサイトまたはTableau Serverの管理者
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データ管

理

機能 要件

ライセン

ス認証

済み

アセットとそのメタデータを表示する なし

アセットとそのメタデータを編集する なし

アセットとそのメタデータに対するパーミッション

を変更する

なし

アセットとそのメタデータを表示する権限を

ユーザーに付与する

デフォルト: "派生パーミッション"が有

効なユーザーは、所有するコンテンツ

の外部アセットのメタデータや、ユー

ザーがプロジェクトリーダーまたは所

有者になっているプロジェクトにパブ

リッシュされたコンテンツのメタデータを

表示できます。

アドホック:指定した外部アセットに

対して、明示的なビューパーミッショ

ンを構成できます。

アセットとそのメタデータを編集する権限を

ユーザーに付与する

指定した外部アセット(ユーザーがフ

ロー所有者であるために自動的に

付与されない場合 )に対して、"書き

込み"または上書きの明示的なパー

ミッションを構成できます。

アセットとそのメタデータ対するパーミッションを

変更する権限をユーザーに付与する

指定した外部アセット(ユーザーがフ

ロー所有者であるために自動的に

付与されない場合 )に対して、明示

的な「編集」またはパーミッションの設

定を構成できます。
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データ管

理

機能 要件

ライセン

ス認証

なし

アセットとそのメタデータをすべて表示する メタデータAPI にのみ適用する

アセットとそのメタデータを編集する データ管理 が必要です

アセットとそのメタデータに対するパーミッション

を変更する

データ管理 が必要です

アセットとそのメタデータを表示する権限を

ユーザーに付与する

メタデータAPI にのみ適用する:

派生パーミッションは、上記の手順

で有効にできます。"派生パーミッショ

ン"が有効なユーザーは、所有する

コンテンツの外部アセットのメタデータ

や、ユーザーがプロジェクトリーダーま

たは所有者になっているプロジェクト

にパブリッシュされたコンテンツのメタ

データを表示できます。

アセットとそのメタデータを編集する権限を

ユーザーに付与する

データ管理 が必要です

アセットとそのメタデータ対するパーミッションを

変更する権限をユーザーに付与する

データ管理 が必要です

CreatorまたはExplorerのライセンスを持つユーザー

データ

管理

機能 要件

ライセン

ス認証

済み

アセットとそのメタデータを表示する デフォルト: Tableau Cloudサイト管理

者やTableau Server管理者が「派

生したパーミッション」を有効にすると、

所有するコンテンツの外部アセットのメ
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データ

管理

機能 要件

タデータや、プロジェクトリーダーまたは

所有者になっているプロジェクトにパブ

リッシュされたコンテンツのメタデータを

表示できるようになります。

アドホック:明示的な表示パーミッショ

ンが付与されている外部アセットのメ

タデータを表示できます。

アセットとそのメタデータを編集する "書き込み"または上書きの明示的な

パーミッションが付与されている外部ア

セットのメタデータを編集できます。

(ユーザーがフロー所有者であるために

自動的に付与されない場合 )

アセットとそのメタデータに対するパーミッション

を変更する

明示的な "編集"またはパーミッション

の設定が付与された外部アセットに

対するパーミッションを変更できます。

(ユーザーがフロー所有者であるために

自動的に付与されない場合 )

アセットとそのメタデータを表示するパーミッ

ションを他のユーザーに付与する

明示的な "編集"またはパーミッション

の設定が付与された外部アセットに

対するパーミッションを変更できます。

(ユーザーがフロー所有者であるために

自動的に付与されない場合 )

ライセン

ス認証

なし

アセットとそのメタデータを表示する メタデータAPI にのみ適用する:

Tableau Cloudサイト管理者や

Tableau Server管理者が「派生した

パーミッション」を有効にすると、所有

するコンテンツの外部アセットのメタ

データや、プロジェクトリーダーまたは
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データ

管理

機能 要件

所有者になっているプロジェクトにパブ

リッシュされたコンテンツのメタデータを

表示できるようになります。

アセットとそのメタデータを編集する

データ管理 が必要ですアセットとそのメタデータに対するパーミッション

を変更する

アセットとそのメタデータを表示するパーミッ

ションを他のユーザーに付与する

Tableau Catalogの有効化

Tableau Catalogは、ワークブック、データソース、シート、フローなど、Tableau Cloudサイトや

Tableau Serverのすべてのコンテンツを検出してインデックス化します。(従来のメトリクス機能は、

Tableau Serverバージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細につい

ては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)コンテンツ(またはメタ

データ)、およびコンテンツのスキーマと系列についての情報を収集するために、インデックス作成が

使用されます。その後メタデータより、CatalogはTableau CloudサイトまたはTableau Server上

のコンテンツが使用するすべてのデータベース、ファイル、表を特定します。

Catalogはデータ管理 ライセンスで入手可能です。詳細については、データ管理 についてを参照

してください。

Catalogに加え、メタデータメソッドを使用してTableauメタデータAPIやTableau REST APIから

コンテンツについてのメタデータにアクセスすることもできます。

Tableau CloudのCatalog

Tableau Cloudがデータ管理 でライセンスされると、Catalogは自動的に有効になります。
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Tableau Cloudサイトにデータ管理 を使用してライセンスが付与されると、Tableau Cloudサイト

に既に存在するコンテンツのインデックスが直ちに作成されます。コンテンツのインデックス作成にか

かる時間は、持っているコンテンツの量によって異なります。コンテンツが最初にインデックス化され

た後、Catalogは新しくパブリッシュされたコンテンツや資産に対する他の変更を監視し、バックグラ

ウンドで引き続きインデックス化します。

Catalogのトラブルシューティング

Catalogの使用時に、ユーザーは次のいずれかの問題に直面する可能性があります。

「Timeout limit and node limit exceeded (タイムアウト制限およびノード制限を超過しました)」メッ

セージ

大量の結果を返す必要があるCatalogのタスクがのすべてのシステムリソースを消費してしまわ

ないようにするため、Catalogではタイムアウト制限とノード制限の両方を設けています。

l タイムアウト制限

Catalog内のタスクがタイムアウト制限に達すると、管理者およびユーザーに次のメッセージ

が表示されます。

「Showing partial results, Request time limit exceeded.Try again later. (結果の一部を

表示しています。要求時間の制限を超過しました。後でもう一度やり直してください。)」ま

たはTIME_LIMIT_EXCEEDED

l ノード制限

Catalog内のタスクがノード制限に達すると、管理者およびユーザーに次のメッセージが表

示されます。

NODE_LIMIT_EXCEEDED

Catalogの無効化

Tableau Cloudサイト管理者である場合、その機能をオフにすることで、Catalogを無効にするこ

とができます。
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各サイトのCatalogの機能をオフにする

(データ管理 が必要です)

Catalog機能はいつでもオフにできます。Catalogがオフになっている場合、Tableau Onlineから

Catalogの機能にアクセスすることができません。この機能には、データ品質に関する警告の追加

や、データベースやテーブルのアセットに対するパーミッションの明示的な管理などが含まれます。た

だし、Catalogはパブリッシュ済みコンテンツのインデックス化を継続し、メタデータにはTableauメタ

データAPIから、またTableau REST APIのメタデータメソッドからアクセスすることができます。

1. サイト管理者の資格情報を使用してTableau Cloudにサインインし、します。

2. 左側のナビゲーションペインで、[設定 ]をクリックします。

3. [全般 ]タブで、[Tableau Catalog]の下にある[Tableau Catalog をオンにする]チェックボッ

クスをオフにします。

でのメタデータのインデックス化の中止

インデックス化はTableau Cloudサイトでは中止できません。

インパクト分析での系列の使用

データの由来を把握することは、データを信頼する上で重要です。また、データを使用している他の

ユーザーを把握しておくと、環境内でデータに対する変更により受ける影響を分析できます。

Tableau Catalogの系列機能は、これらの両方を実行できます。

データ管理ライセンスがあり、Tableau Catalogが有効になっている場合は、コンテンツの系列情報

にアクセスできます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloud

のヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

系列の移動

アセットの系列を確認するには、まずアセットのページに移動します。このステップのオプションは次の

とおりです。
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l アセットを検索して選択します。

l [探索 ] からアセットに移動します。

l プロジェクト内にない外部アセット(データベースやテーブルなど)の場合は、[外部アセット]
からアセットに移動します (このオプションは、プロジェクト内にある外部アセットに対しても機

能します)。

次に、[系列 ]タブを選択します。

[系列 ]タブが表示されているが、データ管理が含まれるライセンスを持っていない場合は、[系列 ]

タブをクリックするとデータ管理のプロモーションが表示されます。このプロモーションは、アカウント設

定で無効にすることができます。

注 :フローにパラメーター値が含まれている場合、フローの系列データは表示されません。フ

ローでパラメーターを使用する方法の詳細については、Tableau Prepヘルプの「フローでパラ

メーターを作成して使用する」を参照してください。
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系列には、系列アンカー (選択したアセット)との関係における依存性を示します系列アンカーは、

データベース、テーブル、ワークブック、パブリッシュされたデータソース、仮想接続、仮想接続テーブ

ル、レンズ、メトリクス、またはフローなどです。(アンカーは、上記の図では "Orders (オーダー) (スー

パーストア)"データソース、下記の図では "Batters (バッター)"テーブルです)。アンカーの下にあるア

セットは、すべてアンカーに直接的または間接的に依存しており、アウトプットまたはダウンストリーム

アセットと呼ばれます。アンカーの上にあるアセットは、アンカーが直接的または間接的に依存する

アセットで、インプットまたはアップストリームアセットと呼ばれます。

2023年 6月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.3以降では、データソースの系列

ページに検索とフィルター (フィールドリストの右上 )が含まれており、関心のあるフィールドや関連性

のあるフィールドをすばやく見つけることができます

データソースのフィールドまたはテーブルの列を選択すると、系列がコミッション(変数 )フィールドが

表示されるようにフィルターされているこの "スーパーストア"ワークブックの例のように、フィールド(また

は列 )に依存する、あるいはフィールド(または列 )に対するアップストリームインプットに依存するダウ

ンストリームアセットのみが表示されるように系列がフィルターされます。
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[系列 ]ペインでアップストリームまたはダウンストリームアセットを選択して、その詳細を確認するこ

とができます。

[系列 ]ペインから、最初に選択したアセットに関連するアセットに移動することができます。この場

合は、ワークブックから関心のあるリンクへと移動します。

埋め込みアセットが外部アセットに表示される

データソースまたはワークブックのパブリッシュ時に[外部ファイルを含める]チェックボックスがオンに

なっている場合、Tableau Catalogは外部アセットを‘埋め込み’として扱います。外部アセット

(データベース、テーブル、またはファイル)がパブリッシュされたTableauコンテンツ(ワークブック、

データソース、フロー)に埋め込まれている場合、その外部アセットはコンテンツによって使用されま

すが、他のユーザーと共有することはできません。埋め込まれた外部アセットは、Tableauコンテン

ツからアップストリームの系列に表示され、外部アセットに一覧表示されます。

外部アセットが埋め込まれているかどうかを確認するには、外部アセットの詳細ページに移動し、

[カテゴリー]に [埋め込みアセット]が表示されているかどうかを確認します。
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埋め込まれたデータの詳細については、Tableau DesktopおよびWeb作成のヘルプの「データを

個別にパブリッシュするか、ワークブックに埋め込む」を参照してください。

系列とカスタムSQL接続

カスタムSQLを使用する接続の系列を表示する場合は、次の点に注意してください。

l 系列が完全でない可能性があります。

l Catalogでは、カスタムSQLを介してのみ認識されるテーブルの列情報は表示されません。

l フィールドの詳細カードには、接続されている列へのリンクが含まれていない場合や、接続さ

れている列がまったく表示されない場合があります。

l 列の詳細カードには、列を使用するフィールドへのリンクが含まれていない場合や、フィール

ドがまったく表示されない場合があります。

詳細については、Tableau DesktopとWebオーサリングのヘルプの「カスタムSQLのTableau

Catalogのサポート」を参照してください。

Catalogではキューブはサポートされていません

キューブデータソース(多次元データソースまたはOLAPデータソースとも呼ばれます)は、

Tableau Catalogではサポートされていません。キューブデータに依存するTableauコンテンツ(デー

タソース、ビュー、ワークブックなど)では、Catalogにキューブメタデータまたはキューブ系列は表示

されません。
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系列カウントとタブカウントの不一致

Tableau Catalogの系列ツールとTableau ServerやTableau Cloudのタブの間でアセット数が一

致しないことに気付くかもしれません。

数が一致しないことは、それぞれの系列とタブで、アセットが異なる方法でカウントされていることに

よって説明されます。たとえば、Catalogは特定の時点でインデックス化されたアセットのみをカウン

トすることができますが、Tableau ServerやTableau Cloudはパブリッシュ済みのアセットをカウント

します。カウントに差が出る他の理由には以下のものもあります。

l アセットの "ビュー"パーミッションを持っている。

l アセットが非表示である。

l 任意のフィールドがワークブックで使用されている。

l アセットが直接的または間接的に接続されている。

l アセットがパーソナルスペースにある。

ワークブックカウントの不一致の例

一例として、ワークブックでタブカウントと系列カウントがどのように決まるかを示します。

[接続されたワークブック]タブでは、次の両方の条件を満たすワークブックをカウントします。

l データソースに接続している(任意のフィールドがワークブックで実際に使用されているかど

うかは問わない)。
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l ユーザーがビューに対するパーミッションを持っている(ワークシート、ダッシュボード、またはス

トーリーであるかは問わない)。

Tableau Catalogの系列は、次のすべての条件を満たすワークブックをカウントします。

l Tableau Catalogによってインデックスが作成されている。

l データソースに接続しており、データソース内の少なくとも1つのフィールドを使用している。

l ワークシートを含むダッシュボードやストーリーなど、データソース内の少なくとも1つのフィー

ルドを使用するワークシートを含んでいる。

パーミッションが制限されているためにメタデータがブロックされる場合や、アセットがパーソナルス

ペースにある場合、Catalogは引き続きワークブックをカウントします。機密メタデータの一部を表示

するのではなく、「必要なパーミッション」を参照してください。詳細については、系列情報にアクセス

するを参照してください。

メールを使用して所有者に連絡する

系列の最後は所有者です。所有者のリストには、系列アンカーのダウンストリームにあるコンテンツ

の所有者または連絡先として割り当てられたユーザーが含まれます。

所有者にメールを送信して、データの変更を通知できます。(所有者にメールを送信するには、系

列アンカーコンテンツの "上書き" (保存 )機能が必要です)。

1. この系列のデータによって影響を受けるユーザーのリストを表示するには、[所有者 ]を選択

します。

2. メッセージを送信する所有者を選択します。

3. [メールの送信 ]をクリックして、メールメッセージのボックスを開きます。

4. テキストボックスに件名とメッセージを入力し、[送信 ]をクリックします。

データラベル

データラベルは、データアセットに設定できるメタデータです。データラベルを使用すると、データを

分類し、ユーザーに情報を伝えることができます。例 :

l あるパブリッシュされたデータソースは、他の同じような名前のデータソースよりも信頼できる

とみなされる場合があります。認定データラベルを使用すると、どのデータソースが推奨され

るかをユーザーに知らせることができます。
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l データベース内のフィールドには、古い情報が含まれている場合があります。警告データラ

ベルを使用すると、データが最新ではない可能性があることをワークブックの作成者や閲覧

者に伝えることができます。

l 従業員の収入のテーブルには、共有すべきではない機密情報が含まれている場合があり

ます。機密度データラベルを使用すると、テーブルのデータを使用するときに注意する必要

があることをユーザーに通知できます。

l 多くのパブリッシュされたデータソースは、それらをパブリッシュした部門に基づいてグループ

化できる場合があります。カスタムのカテゴリでカスタムのラベル名を付けると、さまざまな

データソースの担当部門を表現することができます。

注 :データラベルは、メタデータを分類する方法に関する、より新しい拡張可能な考え方で

す。「データラベル」という用語が存在するずっと前からデータ管理 ライセンスの一部であった

認定とデータ品質に関する警告は、現在では、2023年 6月のTableau Cloudおよび

Tableau Server 2023.3でリリースされた機密ラベルとともに、より広範なデータラベル概念の

カテゴリとみなされます。

データ管理 ライセンスは、パブリッシュされたデータソースの認定に関連する操作を除き、すべての

データラベル操作に必要です。

ラベルを付けることができるアセット

次のTableauコンテンツおよび外部アセットにラベルを付けることができます。

l データベース

l テーブル

l 列 (認証を除く) (Tableau Cloud 2022年 10月 / Server 2022.3で導入された列ラベル)
l データソース

l フロー

l 仮想接続

l 仮想接続テーブル

ラベル名とカテゴリ

各ラベルには名前とカテゴリがあります。Tableauに組み込まれている名前とカテゴリは次のとおり

です。
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名前 カテゴリ

認定済み 認定

非推奨 データ品質に関する警告

古いデータ データ品質に関する警告

メンテナンス中 データ品質に関する警告

警告 データ品質に関する警告

抽出更新の失敗 データ品質に関する警告

フロー実行の失敗 データ品質に関する警告

機密データ1 機密度

1 2023年 3月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.1以前では、機密データラベルは

データ品質警告カテゴリを使用します。

2023年 10月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.3以降では、管理者は [データラベ

ル]ページのラベルマネージャーまたはREST APIを使用して、組み込みラベルをカスタマイズした

り、まったく新しいラベル名とカテゴリを作成したりできるようになりました(Tableau Cloud管理者は

2023年 6月以降、REST APIを使用して一部の組み込みラベルを変更し、特定のカテゴリに他

のラベルを追加できるようになりました)。詳細については、データラベルの管理を参照してください。

ラベルのカテゴリ

ラベルのカテゴリは、ラベルがどこにどのように表示されるか、ラベルを設定したアセットの下流のア

セットにラベルが表示されるかどうか、どの部分がカスタマイズ可能であるかなどに影響します。

認定

複数のパブリッシャーと大量のアセットが存在するセルフサービス環境では、推奨コンテンツを見つけ

るのが難しい場合があります。認定を使用すると、信頼できるアセットに印を付けることができ、
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Tableau全体のさまざまな場所でアセットにバッジが表示されます。詳細については、「ユーザーが

信頼できるデータを見つけられるように認証を使用する」を参照してください。

データ品質警告

問題のあるデータを特定することは、ユーザーとの信頼関係を築くために重要です。データ品質警

告を使用すると、問題があることがわかっているデータアセットに印を付けることができます。データ

品質警告をアセットに設定すると、そのアセットと、それを使用するダウンストリームのアセットに警

告が表示され、データ利用者はソースデータの問題に気づくことができます。たとえば、データベー

ステーブルを非推奨としてマークすると、そのテーブルに基づくワークブックを表示しているユーザー

には警告が表示されます。

さらに、抽出更新またはフロー実行が失敗したときにデータ品質に関する警告を自動的に設定

し、成功したときに再度削除することができます。また、[データラベル]ページまたはREST APIを

使用すると、管理者は、データ品質に関する警告のラベルをカスタマイズして新しく作成することに

より、ユーザーが選択できる警告にニュアンスと具体性を追加できます。詳細については、データ

品質に関する警告の設定を参照してください。

機密度ラベル

データによっては、異なる取り扱いが必要なものもあります。機密度ラベルを使用すると、データの

機密性についての情報をデータの利用者に伝えることができます。機密度のマークをアセットに付

加すると、Tableau Cloudを閲覧しているユーザーには、そのアセットと、それを使用するダウンスト

リームのアセットにバッジが表示されます。たとえば、データベースの列を機密としてマークすると、

Tableau Cloudを閲覧しているユーザーには「機密データ」のバッジが表示されます。さらに、[デー

タラベル]ページまたはREST APIを使用すると、管理者は、機密度ラベルをカスタマイズして新

しく作成することにより、ユーザーが機密度ラベルを使用するときに選択できる分類の範囲にニュ

アンスと具体性を追加できます。

注 :機密度ラベルは2023年 6月のTableau CloudとTableau Server 2023.3で導入され

ました。Tableau CloudとTableau Serverの以前のバージョンでは、専用の機密度ラベルを

使用するのではなく、「機密データ」というデータ品質に関する警告を通じてデータの機密性

を伝えます。
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詳細については、「機密度ラベル」を参照してください。

カスタムラベルのカテゴリ

場合によっては、認定、データ品質に関する警告、機密度ラベル以外の方法でデータを分類する

必要があることがあります。管理者が定義したカスタムカテゴリを使用すると、ラベルを使用して、

組織に適した方法でアセットを分類できます。たとえば、組織の管理者は、営業、マーケティング、

その他の部門のラベルが付いた「部門」というカテゴリを作成し、サイト上のアセットに適用できるよう

にするかもしれません。詳細については、カスタムカテゴリのラベルを参照してください。

注 :管理者がラベルマネージャーを通じてラベル名とカテゴリを作成できる機能は、2023年 10

月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.3でリリースされました。Tableau Cloud管

理者は、2023年 6月、より限定的な方法でREST APIを使用して、組み込みカテゴリを持

つカスタムラベル名を作成できるようになりました。

データラベルが表示される場所

データラベルは、次のようなさまざまな場所に表示されます。

l [アセット]ページの上部 (ワークブック、データソース、テーブルなど)
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l アセットのリスト(探索ページ、外部アセットページなど)
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l Desktopの [データ]ペイン

l Web作成の [カタログの詳細 ]ウィンドウ
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l [データの詳細 ]ペイン内

色はラベルのカテゴリと視認性レベルを示します。

l 緑色は、アセットが認定されていることを示します

l 青色は、標準的な視認性の品質に関する警告を示します

l 黄色は、視認性の高い品質に関する警告を示します

l 灰色は、標準的な視認性の機密度ラベルまたはカスタムカテゴリのラベルを示します

l 紫色は、視認性の高い機密度ラベルを示します

アセットをクリックすると、そのアセットのラベルと、そのアセットによって継承されているラベルが表示

されます。品質に関する警告のラベルと機密度ラベルは継承可能であり、それらがアタッチされて

いるアセットよりダウンストリームのアセットに表示されます。アップストリームのアセットをクリックして、

そのページを表示します。認証およびカスタムカテゴリラベルは、ダウンストリームアセットには表示

されません。

アセットに付けられているカテゴリラベルの数や、アセットによって継承されるラベルの数に関係な

く、各ラベルカテゴリに存在するインジケーターは1つです。インジケーターが示す1つ以上のラベ

ルが視認性の高いラベルである場合、インジケーターには視認性の高いラベルの色が付けられま

す。たとえば、テーブルに標準的な視認性の品質に関する警告が表示され、テーブルのアップスト

リームデータベースには視認性の高い品質に関する警告が表示されているとします。このとき、黄
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色の品質に関する警告 (2)インジケーターが表示されます。これは、このインジケーターが2つの品

質に関する警告を表しており、そのうちの1つが視認性が高い警告であるためです。

データラベルダイアログ

Tableau Cloud 2024年 2月以降では、統合されたデータラベルダイアログを使用して、アセットの

データラベルを追加、削除、および変更できます。(抽出更新の監視とフローの更新の監視は、引

き続き別のダイアログで制御されます。)アセットからデータラベルに移動するときに、認証、品質に

関する警告、または機密度ラベルのオプションを選択すると、統合されたデータラベルダイアログの

適切なタブが表示されます。
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ダイアログの左側にある垂直タブは、リスト上部の [すべてのラベル]タブと[選択したラベル]タブを

除き、データラベルカテゴリに対応します。

l [すべてのラベル]タブには、カテゴリ全体におけるサイトのすべてのデータラベルが一覧表示

されます。アセットに対して選択した各ラベルにはチェックマークが表示されます。これらは、

ダイアログを開いたときにアセットに対して選択したデータラベルや、それ以降に選択したラ

ベルなどです。

l [選択したラベル]タブには、アセットに対して選択したすべてのデータラベルが一覧表示さ

れます。これらは、ダイアログを開いたときにアセットに対して選択したデータラベルや、それ

以降に選択したラベルなどです。

l 残りのタブはデータラベルカテゴリに対応し、そのカテゴリに関連付けられたすべてのデータ

ラベルが一覧表示されます。アセットに対して選択した各ラベルにはチェックマークが表示さ

れます。これらは、ダイアログを開いたときにアセットに対して選択したデータラベルや、それ

以降に選択したラベルなどです。
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ダイアログの上部にある検索バーに、入力した検索用語に一致するデータラベルが返されます。そ

の結果から必要なラベルを選択または選択解除することができます。

アセットのデータラベルを変更するには:

1. 検索バーまたは垂直タブを使用してラベルに移動し、ラベルを見つけます。

2. データラベルをアセットに追加するには、その横にあるチェックボックスをオンにします。

3. 必要に応じて、視認性レベル (該当する場合 )とメッセージを追加します。

4. アセットからデータラベルを削除するには、その横にあるチェックボックスをオフにします。

5. これらのステップを繰り返して、アセットのラベルを追加、削除、または変更します。

6. アセットのデータラベルへの変更をコミットしてダイアログを閉じるには、[保存 ]をクリックしま

す。または、ダイアログが開いてから加えたすべての変更を破棄する場合は、[キャンセル]を
クリックして、変更の破棄を確定します。

注 :データラベルの横にあるチェックボックスの代わりにデータラベルを選択すると、チェックボック

スのステータスを変更せずにラベルの詳細を表示することができます。この操作は、アセットのラ

ベルのステータスを変更せずに、ラベルの説明を確認したり、メッセージを変更したりする場合

に便利です。

統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

特定のカテゴリのラベルの詳細については、該当するトピックを参照してください。

l ユーザーが信頼できるデータを見つけられるように認証を使用する

l データ品質に関する警告の設定

l 機密度ラベル

l カスタムカテゴリのラベル

アセットのデータラベルを操作するために必要なパーミッション

アセットのラベルを表示、追加、更新、削除するには、次のパーミッションが必要です。

l データラベルを表示するには、関連するアセットに対する読み取り権限が必要です。

l 認定ラベル以外のデータラベルを追加、更新、削除するには、関連するアセットに対する

書き込み権限が必要です。

l 認定ラベルを追加、更新、削除するには、管理者であるか、アセットが含まれているプロジェ

クトのプロジェクトリーダーまたは製品所有者である必要があります。

Tableau Software 583

Tableau Cloudヘルプ



l プロジェクトにない外部アセットの認定ラベルを追加、更新、削除するには、関連するア

セットに対する変更権限が必要です。

データラベルとタグの比較

Tableau CloudとTableau Serverには、アセットを分類するための別のソリューションである、タグ

も搭載されています。データラベルとタグは大きく異なります。

領域 データラベル タグ

構造と

制御

管理者がデータラベルの範囲を制御します ユーザーが追加するタグの範囲

を制御して管理することはできま

せん

パーミッ

ション

アセットのパーミッションで、データラベルの追加 /
更新 /削除の機能を制御します

ExplorerとCreatorは、表示で

きるあらゆるアセットにタグを付け

ることができます

外観 データラベルのアイコンは見やすく、カテゴリと視

認性レベルごとに色分けされています

タグは通常、データラベルよりも

目立たず、アイコンもありませ

ん。

継承 一部のデータラベル (警告ラベルや機密ラベル

など)は、下流のアセットに表示されます

継承はありません

検索性 検索フィルター条件として使用できます 検索フィルター条件として使用

できます

APIで
のアクセ

ス可否

REST API、メタデータAPI経由でアクセス可能 REST API、メタデータAPI経由

でアクセス可能

ライセン

ス要件

データ管理ライセンスが必要です (パブリッシュさ

れたデータソースの認証を除く)
ライセンス要件はありません

使用 ユーザーによるデータの使用に影響を与える可

能性のある、重要な情報の提供に重点を置い

た構造化された分類

アセットを分類するための無制

限の方法
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タグの詳細については、Tableau DesktopとWeb作成ヘルプの「タグの使用」を参照してください。

ユーザーが信頼できるデータを見つけられるように認証を使用す

る

複数のパブリッシャーの存在するセルフサービス環境では、しばしば同じような名前を持つ、同じま

たは類似の参照元データに基づく、あるいは説明情報なしでパブリッシュされているさまざまなコンテ

ンツがTableau Cloud上のプロジェクトに含まれています。その場合、アナリストは使用するデータに

ついて自身を持てない場合があります。

ユーザーが自身の分析種別に合った、信頼され、推奨されるデータを見つけやすいように、所属組

織のデータ基準に準拠するデータを認定することができます。

パブリッシュされたデータソースの認証に加えて、Tableau ServerまたはTableau Cloudのデータ

管理 がある場合：

l Tableau Catalogが有効になっている場合、Tableauコンテンツに関連付けられているデー

タベースとテーブルを認証できます。(Tableau Catalogの詳細については、Tableau Server
またはTableau Cloudヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。)

l Tableau 2022.1以降では、仮想接続と仮想接続テーブルを認証できます。

認証はどのように信頼できるデータをユーザーから見つけやすくするか

アセットを認証する場合、アセットが表示されている場所に応じて、ユーザーに緑色のバッジまたは

緑色のチェックマークが表示されます。
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認定されたデータソースは検索結果でより上位にランク入りし、推奨されるデータソースに加えら

れます。

さらに、認証状態についての注記を設定できます。この注記は、ユーザーがバッジをクリックしたとき

に表示されるか、Web作成やTableau Desktopでデータソースアイコンにカーソルを合わせたとき

にツールヒントに表示されます。また、データソースが誰によって認証されているかについての情報

も表示されます。
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詳細については、下記のデータの認定方法の手順を参照してください。

認定するデータの選出ガイドラインを作成する

その他のTableau機能と同様、認定には柔軟性があります。アセットの認定を決定する条件を自

分のオーガナイゼーションで定義することができます。これを行うと同時に、ガイドラインを文書化し

て共有したいと希望されるかもしれません。ガイドラインがあることで、自分や他の管理者、または

プロジェクトリーダーが認定対象を選択する際に、一貫性を持たせることができます。ガイドライン

は、ユーザーが認定の意味を理解するためにも役立ちます。

全プロジェクトで同じ認定条件を使用していても、各プロジェクトで固有の条件を定義していても、

重要なのは認定が今いる環境で何を意味するのかです。

データを認定できる人物

データソースを認定するには、次のことが必要です:
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l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはCreatorのサイトロールを持っており、かつ認証するデー

タを含むプロジェクトに対してプロジェクトの所有権またはプロジェクトリーダー権限を持って

いる必要があります。

仮想接続と仮想接続テーブルを認証するには、使用する環境にデータ管理 ライセンスがある必

要があります。また、

l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはCreatorのサイトロールを持っており、かつ認証するデー

タを含むプロジェクトに対してプロジェクトの所有権またはプロジェクトリーダー権限を持って

いる必要があります。

データベースまたはテーブルを認証するには、使用する環境でTableau Catalogが有効になって

おり、

l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l データベースまたはそのデータベース内のテーブルを認証するために、データベースのパーミッ

ションを設定する権限を持っている必要があります。

データの認定方法

認定できるデータは、付与されているパーミッションや、データ管理 ライセンスを持っているかどう

か、およびTableau Catalogがお使いの環境で有効になっているかどうかによって変わります。

l パーミッションを持つすべてのユーザーが、データソースを認定できます。

l データ管理 ライセンスがある場合、パーミッションを持つユーザーは、仮想接続および仮想

接続テーブルを認定することもできます。

l データ管理 ライセンスを持っていて、Tableau Catalogが有効になっている場合、パーミッ

ションを持つユーザーはデータベース、テーブル、ファイルを認定することもできます。

アセットを認定するには:

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用するの

ではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して認証の追加と削除を行うようになり

ました。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照してくださ

い。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。
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1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、認定するアセットのタイプ

によって異なります。

l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

2. ページで、認定するアセット名の隣にある[その他のアクション]メニュー (...)を選択します。

3. [データラベル] > [Certification (認証 )] (またはTableau Server 2023.1以前では [Edit
Certification (認証の編集 )])を選択します。

4. [認定済み] チェックボックスをオンにします。(以前のバージョンのTableau Serverでは、切り

替えを使用します)。
5. 必要に応じてメッセージを追加します。メッセージを通じて、認証ステータス、データの使用

目的、その他の有用な情報をユーザーに提供します。[Message (メッセージ)]セクションに

追加する情報は、「認証はどのように信頼できるデータをユーザーから見つけやすくするか」

に前述されている認証バッジまたはツールヒントに表示されます。メッセージのテキストの書

式を太字、下線、斜体に設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキスト

の書式設定のヒントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンをクリックしま

す。(Tableau Cloud 2024年 2月以降、メッセージの使用は任意です。以前のバージョンの

Tableau CloudおよびTableau Serverでは必須でした。)
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6. [保存 ]を選択します。

認証をカスタマイズする

Tableau Cloud 2023年 6月およびTableau Server 2023.3以降、管理者は [データラベル]

ページのラベルマネージャーまたはREST APIを使用して、証明書ダイアログでユーザーに表示さ

れる証明書の説明を変更できるようになりました。詳細については、データラベルの管理を参照し

てください。

データ品質に関する警告の設定

データ品質の警告は、Tableau ServerおよびTableau Cloudのデータ管理 オファリングの一部で

ある、Tableau Catalogの機能です。Tableau Catalogの詳細については、Tableau Serverまた

はTableau Cloudヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

お使いの環境でTableau Catalogが有効になっている場合、データアセットにデータ品質の警告

を設定して、データのユーザーが問題を認識できるようにすることができます。たとえば、ユーザーに
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対して、データソースが廃止されていること、または抽出データソースの更新が失敗したことを知ら

せる必要があるとします。

データ品質の警告は、データソース、データベース、テーブル、フロー、仮想接続、仮想接続テーブ

ル、および列に対して設定できます。

データソース、データベース、テーブル、およびフローのデータ品質の警告は、バージョン2019.3の

Tableau CloudとTableau Serverで導入されました。仮想接続と仮想接続テーブルのデータ品

質の警告は、2022年 3月のTableau CloudとTableau Server 2022.1で追加されました。列の

データ品質の警告は、2022年 10月のTableau CloudとTableau Server 2022.3で追加されまし

た。

データ品質に関する警告について

データ品質に関する警告には次の2種類があります。1つはユーザーが設定する品質に関する警

告であり、もう1つは抽出を更新するときまたはフロー実行が失敗したときの品質に関する警告

(品質に関する警告の監視とも呼ばれます)で、Tableauが設定します。

l ユーザーが設定する品質に関する警告 :ユーザーが設定する品質に関する警告は、ユー

ザー自身または別のユーザーが削除するまでユーザーに表示されます。

l 品質に関する警告の監視 :抽出またはフローアセットの品質に関する警告の監視を有効

にすると、抽出を更新するときまたはフロー実行が失敗したときに、Tableauによって品質に

関する警告が自動的にアセットに追加されます。その後、抽出更新またはフロー実行が成

功すると、Tableauは品質に関する警告を自動的に削除します。

2023年 10月のTableau CloudとTableau Server 2023.3以降では、アセットレベルで監視警

告を設定することに加えて、抽出更新とフロー実行の監視をサイト全体で一度にオンまたはオフに

することもできます。サイト全体の監視の詳細については、抽出更新とフロー実行の失敗をサイト

全体で監視を参照してください。

注 : REST APIを使用して、両方の種類のデータ品質に関する警告を有効または変更するこ

とができます。詳細については、Tableau REST APIヘルプの「メタデータのメソッド」でラベルと

データ品質に関する警告を参照してください。
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データ品質に関する警告が表示される場所

Tableau CloudおよびTableau Serverでは、データソース、フロー、データベース、テーブル、列、

仮想接続、または仮想接続テーブルに警告を設定すると、その警告は、アセットおよびそのアセッ

トからダウンストリームにあるアセットのユーザーに表示されます。たとえば、あるテーブルに設定され

ている警告セットは、そのテーブルに依存しているダッシュボードを見ているユーザーに表示されま

す。ユーザーには、ダッシュボードの [データの詳細 ]タブに警告アイコンが表示され、そのペインを開

くと詳細を確認できます。

[リストビュー]でいくつかのタイプのコンテンツを探索すると、データ品質に関する警告が表示されま

す。
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注 :データ品質に関する警告の列が表示されているが、データ管理を含むライセンスを持って

いない場合は、列のヘッダーをクリックすると、データ管理のプロモーションが表示されます。この

プロモーションは、アカウント設定で無効にすることができます。

データ品質に関する警告は、アセットページの上部にも表示されます。

Tableau DesktopおよびTableau Web作成では、次のいずれかの場合に、ワークブックシートの

[データ]タブに警告アイコンが表示されます。

l ワークブックで使用しているデータソースのアップストリームに警告がある場合に、

l ワークブックシートの [データ]タブに警告アイコン(青色の円または感嘆符付きの黄色い三

角形 )が表示されます。
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注 :列および仮想接続のデータ品質に関する警告は、Tableau Desktopには表示されません。

警告の詳細を表示するには、警告アイコンの上にカーソルを合わせます。

さらに、Tableau CloudWeb作成では、データ接続またはフィールドで [カタログの詳細 ]を選択す

ることで、[データ]ペイン(データ接続またはフィールド)内のオブジェクトのすべてのラベルのプロパ

ティを確認できます。
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視認性

データ品質に関する警告は、視認性の高い警告として分類できます。視認性の高い品質に関す

る警告は、より緊急性が高く、より多くの場所に表示されます。たとえば、データソースに関する視

認性の高い警告は、誰かがそのデータソースに依存するビューを開いたときに通知を生成します。

視認性の高い品質に関する警告の場合、アイコンとバッジは黄色またはオレンジ色ですが、標準

的な視認性の警告は青色です。

1つ以上の品質に関する警告がアセットに適用される場合 (継承によって適用される、またはア

セットに品質に関する警告が複数あるため)、バッジには番号が含まれ、色は最も視認性の高いラ

ベルの色になります。たとえば、品質に関する警告が2つアセットに適用されていて、1つが標準的

な視認性の警告で、もう1つが視認性の高い警告の場合、バッジは黄色またはオレンジ色になり

ます。

サブスクリプションのデータ品質に関する警告

管理者は、メールサブスクリプションのデータ品質に関する警告をオンにして、ユーザーがビューをサ

ブスクライブしたときに、そのビューに関連付けられた視認性の高いデータ品質に関する警告を受

信メールに含めることができます。視認性の高いデータ品質に関する警告のメールには、以下が含

まれます。

l [データの詳細 ]ペインが開いている状態の関連するビューまたはワークブックへのリンク

l データソース、テーブル、データベースなど、関連するアップストリームアセットへのリンク
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管理者は、Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトの設定ページで [サブスクリプションの

データ品質に関する警告 ]オプションを選択することにより、メールサブスクリプションのデータ品質

に関する警告をオンにできます。詳細については、サイト設定リファレンスの[サブスクリプションの

データ品質に関する警告 ]を参照してください。

データ品質に関する警告の設定方法

アセットには複数の異なるデータ品質に関する警告を設定できます。2023年 6月のTableau

CloudとTableau Server 2023.3以降では、管理者はデータラベルをカスタマイズすることで、利

用可能なデータ品質に関する警告のリストに追加できるようになりました

2023年 6月のTableau CloudとTableau Server 2023.3以降では、「機密データ」はデー

タ品質に関する警告ではなくなり、代わりに機密度ラベルになりました。詳細については、

「機密度ラベル」を参照してください。Tableau Server 2023.1以前のバージョンでは、「機密

データ」はデータ品質に関する警告のままです。

データ品質に関する次の警告が組み込まれています。

l 警告

l 非推奨

l 古いデータ

l メンテナンス中

アセットにデータ品質に関する警告を設定するには、次の操作を行います。

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用す

るのではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して品質に関する警告を追加および

削除します。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照し

てください。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、データ品質に関する警

告を追加するアセットのタイプによって異なります。

596 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

l 列 - [探索 ]ページで、テーブルに移動します。または [外部アセット]ページで [テーブ

ルとオブジェクト]を選択して、テーブルに移動します。次に、リスト内で列を見つけま

す。

2. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択し、[データラベル] > [データ品質に関する

警告 ]の順に選択します。(Tableau Server 2022.3以前の列の場合は、代わりに列を選

択してから、アクションのドロップダウンをクリックして[品質に関する警告 ]を選択します)。

3. アセットにアタッチする品質に関する警告の横にあるチェックボックスをオンにします。品質に

関する警告の名前がわかっている場合は、ダイアログの上部で名前を検索し、その横にある

チェックボックスを選択できます。(Tableau Server 2023.3以前では、各アセットにアタッチで

きる品質に関する警告は1つだけです。[警告の表示 ]トグル、または [警告の有効化 ]
チェックボックスを使用して、そのアセットの品質に関する警告をオンにし、ドロップダウンリスト

から目的の警告を選択します)。
4. 視認性レベルを設定します。

5. 必要に応じて、ユーザーに表示するメッセージを入力します。(Tableau Server 2023.3以前

では、メッセージが必要です。)メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設定した

り、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示するに
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は、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンをクリックします。

6. [保存 ]を選択します。

データ品質に関する警告を削除する

警告が適用されなくなった場合は、その警告を使用しているデータアセットに移動して削除できま

す。

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用す

るのではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して品質に関する警告を追加および

削除します。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照し

てください。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

1. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択してから、[データ品質に関する警告 ]を選

択します (Tableau Server 2022.3以前の列の場合は、代わりに列を選択してから、アク

ションのドロップダウンをクリックして[品質警告 ]を選択します)。
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2. アセットから削除したい品質に関する警告の横にあるチェックボックスをオフにします。

(Tableau Server 2023.3以前では、[警告の表示 ]トグル、または [警告の有効化 ]チェック

ボックスを使用して、そのアセットの品質に関する警告をオフにします。)
3. 警告をオフにします。

4. [保存 ]を選択します。

品質に関する警告の監視をオンにするには

抽出データソースの更新失敗とフロー実行の失敗の2つのイベントを監視するようにTableauを

設定できます。イベントが発生すると、Tableauによってデータ品質に関する警告が生成され、手

動で表示する場合と同じ場所に表示されます。

抽出またはフローで明示的に監視を有効にすることも、2023年 10月のTableau Cloudと

Tableau Server 2023.3以降では、すべての抽出更新とフロー実行の失敗に対してサイト全体の

監視を有効にすることもできます。サイト全体の監視の詳細については、抽出更新とフロー実行の

失敗をサイト全体で監視を参照してください。

抽出更新またはフロー実行の失敗を明示的に監視するには、次の操作を行います。

1. 警告を作成する抽出データソースまたはフローの横にあるアクションメニュー (...)を選択し、

次の中から適切なオプションを選択します。

l Tableau CloudおよびTableau Server 2023.3以降の場合 :
l [データラベル] > [抽出更新の監視 ]
l [データラベル] > [フロー実行の監視 ]

l Tableau Server 2023.1以前の場合 :
l [データ品質に関する警告 ] > [抽出更新の監視 ]
l [データ品質に関する警告 ] > [フロー実行の監視 ]

2. 警告を有効にします。

3. 視認性レベルを設定します。(古いバージョンのダイアログには、視認性を高めるためのチェッ

クボックスがあります)。
4. 必要に応じて、抽出更新またはフローの実行に失敗した場合に、ユーザーに表示されるメッ

セージを警告の詳細に入力します。メッセージのテキストの書式を太字、下線、斜体に設

定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒントを表示す

るには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンをクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。
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品質に関する警告の監視をオフにするには

抽出更新またはフロー実行の失敗のいずれかの監視をオフにするには、次の操作を行います。

1. 警告を作成する[抽出データソース]または [フロー]の横にある[アクションメニュー(...)を選

択し、次の中から適切なオプションを選択します。
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l Tableau CloudおよびTableau Server 2023.3以降の場合 :
l [データラベル] > [抽出更新の監視 ]
l [データラベル] > [フロー実行の監視 ]

l Tableau Server 2023.1以前の場合 :
l [データ品質に関する警告 ] > [抽出更新の監視 ]
l [データ品質に関する警告 ] > [フロー実行の監視 ]

2. 警告をオフにします。

3. [保存 ]をクリックします。

抽出更新とフロー実行の失敗をサイト全体で監視

2023年 10月のTableau CloudとTableau Server 2023.3以降、管理者はサイト全体の監視を

有効にして、抽出更新の失敗やフロー実行の失敗に対するデータ品質警告を追加または削除で

きるようになりました。この機能は、[設定 ]ページの [抽出更新とフロー実行の監視 ]セクションで制

御できます。

これらの設定は、すべての新しいサイトでデフォルトでオンになっています。変更前に存在していたサ

イトでは設定がオフになりますが、管理者は設定をオンにすることができます。

注 :データ品質に関する警告の通知は、Tableau Bridgeを使用する抽出更新では表示され

ません。

サイト全体の監視と明示的な監視の関係

アセットの監視を明示的に行う設定とサイト全体で行う設定の関係は次のとおりです。

l アセットの監視が明示的に有効になっており、かつ、サイト全体でも有効になっている場

合、そのアセットの明示的な設定がサイト全体の設定より優先されます。これには、視認性

レベルやメッセージなどのプロパティが含まれます。
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l サイト全体の監視をオフにすると、次のようになります。

l 監視が明示的に有効になっているアセットは変更されません。

l 監視が明示的に有効になっていないアセットは、抽出更新またはフロー実行の失

敗の監視を停止し、それらのアセットで抽出更新やフロー実行の失敗から発生した

警告は削除されます。

l 警告ラベルが付けられなくなったアセットをカタログがもう一度取り込むため、カタログ

取り込みのパフォーマンスが一時的に低下する可能性があります。

サイト全体の監視は、2023年 10月のTableau CloudとTableau Server 2023.3でリリースされ

ました。以前のバージョンでは、明示的な監視とサイト全体の監視に相互関係はありません。

実行可能なユーザー

データ品質に関する警告を設定するには、以下のいずれかの条件を満たす必要があります。

l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l アセットに上書きできる権限がある。

データ品質に関する警告のカスタマイズ

2023年 6月のTableau CloudとTableau Server 2023.3以降では、管理者は [データラベル]

ページのラベルマネージャーまたはREST APIを使用して、[データ品質に関する警告 ]ダイアログ

でユーザーに表示されるデータ品質に関する警告を変更したり、新しい警告を作成したりすること

ができます。詳細については、「データラベルの管理」を参照してください。

機密度ラベル

データによっては、より慎重に扱わなければならないものがあります。信頼とセキュリティを確保する

には、それがどのデータなのかをユーザーが認識できることが重要です。2023年 6月のTableau

CloudおよびTableau Server 2023.3以降、データ管理 ライセンスがあればTableauの新しい

データラベルのカテゴリ「機密度ラベル」を利用できます。機密度ラベルを使用すると、ビューの作

成時や情報の共有時に注意すべき取り扱いのレベルを示すことができます。さらに、機密度ラベ

ルは、同じアセット上で、認定やデータ品質警告などの他のラベルと共存できます。管理者は、

[データラベル]ページのラベルマネージャーまたはREST APIを使用して、新たな機密度ラベルを

組織のニーズに合わせて作成することができます。
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注 : 2023年 3月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.1以前では、データの機密

度はデータ品質に関する警告「機密データ」を使用して表現されていました。2023年 6月の

Tableau CloudおよびTableau Server 2023.3へのアップグレードにより、データ品質に関する

警告「機密データ」は機密度ラベルに移行されました。

機密度ラベルを設定できるアセットの種類は、他のデータラベルを付加できるアセットの種類と同じ

です。

アセットへの機密度ラベルの設定

アセットに機密度ラベルを設定するには、次の操作を行います。

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用する

のではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して機密度ラベルを追加および削除し

ます。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照してくださ

い。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、機密度ラベルを追加す

るアセットのタイプによって異なります。

l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

l 列 - [探索 ]ページで、テーブルに移動します。または [外部アセット]ページで [テーブ

ルとオブジェクト]を選択して、テーブルに移動します。次に、リスト内で列を見つけま

す。

2. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択し、[データラベル]、[機密度ラベル]の順に

選択します。
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3. アセットにアタッチする機密度ラベルの横にあるチェックボックスを選択します。機密度ラベル

の名前がわかっている場合は、ダイアログの上部で名前を検索し、その横にあるチェックボッ

クスを選択できます。(Tableau Server 2023.3以前では、各アセットにアタッチできる機密

度ラベルは1つだけです。[ラベルを表示 ]トグルを使用してそのアセットの機密度ラベルをオ

ンにし、ドロップダウンリストから目的の機密度ラベルを選択します)。
4. 必要に応じ、ユーザーに表示するメッセージを入力します。メッセージのテキストの書式を

太字、下線、斜体に設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書

式設定のヒントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンにカーソルを合

わせます。

5. [保存 ]を選択します。

アセットからの機密度ラベルの削除

アセットから機密度ラベルを削除するには、次の操作を行います。
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注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用する

のではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して機密度ラベルを追加および削除し

ます。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照してくださ

い。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

1. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択し、[データラベル]、[機密度ラベル]の順に

選択します。

2. アセットから削除する機密度ラベルの横にあるボックスのチェックボックスをオフにします。

(Tableau Server 2023.3以前では、[ラベルを表示 ]トグルを使用してラベルをオフにしま

す。)
3. [保存 ]を選択します。

機密度ラベルが表示される場所

機密度ラベルは、Tableau Cloudを操作するときにアセット上に表示されます。データ品質警告と

同様に、機密度ラベルは、ラベルが設定されているアセットの下流のアセットにも表示されます。た

とえば、列の機密度ラベルは、テーブルページの列の各行、テーブルページの上部、およびデータ

ベースページに表示されます。
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視認性

視認性の高い機密度ラベルは、より緊急性が高く、より多くの場所に表示されます。たとえば、

テーブル上の視認性の高い機密度ラベルは、誰かがビューを作成するか、そのビューに依存する

パブリッシュされたビューを開いたときに通知を生成します。

視認性の高い機密度ラベルのアイコンとバッジは紫色ですが、標準的な視認性のラベルの場合

は灰色です。既定では、「機密データ」という名前の組み込み機密度ラベルは高視認性です。

複数の機密度ラベルがアセットに適用される場合 (継承によって適用される、またはアセットに複

数の機密度ラベルがあるため)、バッジには番号が含まれ、色は最も視認性の高いラベルの色に

なります。たとえば、2つの機密度ラベルがアセットに適用され、1つが標準的な視認性のラベル

で、もう1つが視認性の高いラベルの場合、バッジは紫色になります。

606 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



メールサブスクリプションの機密度ラベル

管理者は、メールサブスクリプションの機密度ラベルをオンにして、ユーザーがビューをサブスクライブ

したときに、そのビューに関連付けられた視認性の高い機密度ラベルを受信するメールに含めるよう

にすることができます。視認性の高い機密度ラベルが付いているメールには、次の内容が含まれま

す。

l [データの詳細 ]ペインが開いている状態の関連するビューまたはワークブックへのリンク

l データソース、テーブル、データベースなど、関連するアップストリームアセットへのリンク

管理者は、Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトの設定ページで [サブスクリプションのデー

タ品質に関する警告 ]オプションを選択することにより、メールサブスクリプションの機密度ラベルをオ

ンにできます。詳細については、サイト設定リファレンスの[サブスクリプションのデータ品質に関する

警告 ]を参照してください。

実行可能なユーザー

機密度ラベルを設定するには、以下のいずれかである必要があります。

l サーバー管理者またはサイト管理者

l アセットに上書きできる権限がある。

機密度ラベルのカスタマイズ

組み込みの機密度ラベルは、「機密データ」の1つだけです。2023年 6月のTableau Cloudおよ

びTableau Server 2023以降、管理者は、[データラベル]ページのラベルマネージャーまたは

REST APIを使用して、新しい機密度ラベル値を作成したり、既存のラベルの名前や説明を変更

したりできるようになりました。一般的には、次のような名前と説明を追加します。

l 公開 :一般に公開されます。

l 社外秘 :社員と契約社員に限定されます。このデータは社外に公開してはいけませんが、

機密保持契約 (NDA)に基づいて顧客やパートナーと共有できます。

l 機密 :認められた一部の社員と契約社員が利用できます。このデータは、法律、規制、ま

たは会社のマスターサービス契約 (MSA)による制約はありません。NDAに基づいて顧客、

パートナーと共有できます。

l 制限付き:認められた一部の社員と契約社員のみが利用できます。このデータは、法律、

規制、NDA、または会社のMSAによる制約を受ける可能性があります。
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l 極秘 :認められたごく一部の社員と契約社員のみが利用できます。第三者にアクセスを許

可する場合、より厳しい契約要件を課す可能性があります。このデータは、ほとんどの場

合、法律、規制、NDA、または会社のMSAによる制約を受けます。

詳細については、「データラベルの管理」を参照してください。

カスタムカテゴリのラベル

Tableauは、データを分類するさまざまな方法をカバーするいくつかのデータラベル (認定ラベル、

品質警告ラベル、機密度ラベル)を提供しています。ところが、ユースケースに合った、その他のラ

ベルやカテゴリが必要になる場合もあります。2023年 10月のTableau CloudおよびTableau

Server 2023.3以降、管理者が定義したカスタムカテゴリのラベルを使用してアセットを分類でき

るようになりました。たとえば、管理者は「部門」というカテゴリを作成して、販売、サービス、運用と

いう部門のラベルを登録し、アセットに適用できるようにできます。

カスタムカテゴリのラベルには、Tableau Catalogが有効になっているデータ管理 ライセンスが必

要であり、他のデータラベルと同じ種類のアセットに設定できます。ただし、カスタムカテゴリのラベ

ルは、データ品質警告ラベルと秘密度ラベルと異なり、ダウンストリームのアセットには表示されま

せん。

注 :管理者がカスタムのカテゴリとラベルを作成する場合は、データラベルの管理を参照してく

ださい。

カスタムカテゴリのラベルをアセットに設定する

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用す

るのではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用してカスタムカテゴリのラベルを追加

および削除します。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参

照してください。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

カスタムカテゴリのラベルをアセットに設定するには次の操作を行います。
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Tableau Cloudの場合

1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、ラベルを追加するアセッ

トのタイプによって異なります。

l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

l 列 - [探索 ]ページで、テーブルに移動します。または [外部アセット]ページで [テーブ

ルとオブジェクト]を選択して、テーブルに移動します。次に、リスト内で列を見つけま

す。

2. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択し、[データラベル]、[すべてのデータラベ

ル...]の順に選択します。

3. ダイアログの左側にある、カスタムラベルカテゴリに対応する垂直タブを選択します。ラベルの

名前がわかっている場合は、ダイアログの上部でラベルを検索できます。

4. アセットにアタッチするラベルの横にあるチェックボックスを選択します。

5. 必要に応じて、ユーザーに表示するメッセージを入力します。メッセージのテキストの書式を

太字、下線、斜体に設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書

式設定のヒントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンにカーソルを合わ

せます。

6. 追加するラベルごとにステップ3 ～ 5を繰り返します。

Tableau Software 609

Tableau Cloudヘルプ



7. [保存 ]を選択します。

Tableau Server 2023.3の場合

1. ラベルを設定するアセットの [その他のデータラベル]ダイアログを開きます。これを行うには、

アセットの横にあるアクションメニュー (..)を選択し、[データラベル]、[その他のデータラベル

…]の順に選択します。
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2. [ラベル]ドロップダウンを選択します。ラベル名はラベルカテゴリごとに並べられており、スク

ロールすることができます。

3. 設定するラベルを選択し、[ラベル]ドロップダウンの横にある[追加 ]を選択します。ダイアログ

の右側の [適用されたラベル]リストにラベルが表示されます。

4. この特定のアセットにオプションのラベルメッセージを追加するには、[メッセージ (オプション)]
列の鉛筆を選択し、[保存 ]を選択します。

5. 追加するラベルごとに手順 2から5を繰り返します。

6. ラベルの追加が完了したら、ダイアログを閉じます (ダイアログボックスの右上隅にある[X]を
選択するか、ダイアログボックスの外側を選択してダイアログボックスを閉じます)。
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カスタムカテゴリのラベルをアセットから削除する

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降では、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用す

るのではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用してカスタムカテゴリのラベルを追加

および削除します。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参

照してください。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

カスタムカテゴリのラベルをアセットから削除するには次の操作を行います。

Tableau Cloudの場合

1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、ラベルを追加するアセッ

トのタイプによって異なります。

l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

l 列 - [探索 ]ページで、テーブルに移動します。または [外部アセット]ページで [テーブ

ルとオブジェクト]を選択して、テーブルに移動します。次に、リスト内で列を見つけま

す。

2. アセットの横にある[アクションメニュー(...)を選択し、[データラベル]、[すべてのデータラベ

ル...]の順に選択します。

3. ダイアログの左側にある、カスタムラベルカテゴリに対応する垂直タブを選択します。必要

に応じて、[選択したラベル]垂直タブを使用して、アセットにアタッチされているすべてのラベ

ルを表示します。または、ラベルの名前がわかっている場合は、ダイアログの上部でラベルを

検索できます。

4. アセットから削除するラベルの横にあるチェックボックスの選択を解除します。

5. 削除するラベルごとにステップ3と4を繰り返します。

6. [保存 ]を選択します。
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Tableau Server 2023.3の場合

1. ラベルを削除するアセットの [データラベルをさらに表示 ]ダイアログを開きます。これを行うに

は、アセットの横にあるアクションメニュー (..)を選択し、[データラベル]、[その他のデータラベ

ル…]の順に選択します。

2. ダイアログの [適用されたラベル]セクションで、削除するラベルの行にあるゴミ箱アイコンを選

択します。

3. 削除するラベルごとに手順 2を繰り返します。

4. ラベルの削除が完了したら、ダイアログを閉じます (ダイアログボックスの右上隅にある[X]を
選択するか、ダイアログボックスの外側を選択してダイアログボックスを閉じます)。

カスタムカテゴリのラベルが表示される場所

カスタムラベルは、Tableau CloudとTableau Serverを操作するときにアセット上に表示されます。

Tableau Software 613

Tableau Cloudヘルプ



品質警告ラベルや秘密度ラベルとは異なり、カスタムカテゴリのラベルは、ラベルが設定されている

アセットのダウンストリームには表示されません。たとえば、組織に「部門」という名前のカスタムラベ

ルカテゴリがあり、「販売」という名前のカスタムラベルが属するとします。「販売」ラベルを「注文」と

いうテーブルに設定すると、ラベルは「注文」テーブルにのみ表示され、そのダウンストリームのワーク

ブックには表示されません。

実行可能なユーザー

カスタムカテゴリのラベルをアセットに追加するには (またはアセットからラベルを削除するには)、次

のいずれかである必要があります。

l サーバー管理者またはサイト管理者

l アセットに上書きできる権限がある

カスタムカテゴリのラベルをカスタマイズする

[その他のデータラベル]ダイアログに表示されるカスタムカテゴリとラベルを管理者が作成または編

集する方法については、データラベルの管理を参照してください。

データラベルの管理

2023年 10月のTableau CloudおよびTableau Server 2023.3以降、データ管理 ライセンスが

あり、管理者である場合は、ラベルマネージャーを使用してラベル名とラベルカテゴリを作成および
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編集できます。これらのカスタマイズは、ユーザーがラベルを操作するときにTableau全体でラベル

が表示される方法に影響します。

注 : REST APIの labelValuesメソッドとlabelCategoriesメソッドを使用して、ラベルとラベル

カテゴリを作成および編集することもできます (Tableau Cloud管理者は、2023年 6月の

Tableau Cloud以降、labelValuesメソッドを使用してラベルの名前と説明を作成および変更

できるようになりました)。詳細については、「REST APIリファレンス」のメタデータメソッドを参照

してください。

ラベルマネージャー

ラベルマネージャーを使用するには、管理者としてログインし、左側のナビゲーションペインから

[データラベル]を選択します。

あるいは、管理者としてログインし、[データラベル]ダイアログを開いてアセットにラベルを付けると、

左下隅に[ラベルの管理 ]リンクが表示されます。[ラベルの管理 ]リンクをクリックすると、[データラベ

ル]ページに移動します。(Tableau Server 2023.3以前では、個々の認証、データ品質に関する

警告、機密度ラベル、カスタムラベルダイアログのラベル選択のドロップダウンに[ラベルの管理 ]リン
クが表示されます。)
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ラベルマネージャーのページには、ラベルカテゴリごとに並べ替えられた各ラベルの行が表示されま

す。各行には、ラベルのカテゴリ、名前 (ここでは値と呼ばれます)、そのラベルに対してアクションを

実行するための [アクション]メニュー (...)、視認性、および説明が含まれます。
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ラベルマネージャーを使用して次のことを行います。

l 組み込みラベルを編集する

l 例 :組み込みの「メンテナンス中」という品質警告の名前を「メンテナンスモード」に変

更します。

l 例 :抽出更新監視ラベルの視認性を標準の視認性から高い視認性に変更して、

ビューに表示されるようにします。

l 既存の組み込みカテゴリを使用する新しいラベルを作成する

l 例 : 「機密」という新しい機密度ラベルを追加します。

l 組み込みラベルをデフォルトの名前、説明、視認性に戻す

l 例 :品質警告名を「古いデータ」から「期限切れ」に変更しましたが、デフォルト名に

戻します。

l カスタムカテゴリを作成する

l 例 :さまざまな事業部門のラベルを追加するために、「部門」という新しいラベルカテゴ

リを作成します。

l カスタムカテゴリに新しいラベルを作成する

l 例 :新しく作成した「部門」カテゴリに、「販売」、「サービス」、「運用」というラベルを新

しく作成します。
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データラベルのプロパティ

ラベルには名前、カテゴリ、および説明があります。品質警告または機密度カテゴリのラベルには

視認性レベルもあります。

名前

ラベル名は、さまざまな場所に表示されるラベルの通称です。たとえば、ここでは、[データラベル]
ダイアログの [品質に関する警告 ]タブでラベル名 [Deprecated (非推奨 )]が選択されています。

ここでは、ラベル名「警告」が「バッター」テーブルページの上部に表示され、[ラベルの詳細 ]にも表

示されています。
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カテゴリ

ラベルカテゴリは、ラベルがどこにどのように表示されるか、ラベルを設定したアセットのダウンストリー

ムのアセットにラベルが表示されるかどうか、どの部分がカスタマイズ可能であるかなどに影響しま

す。たとえば、品質警告ラベルと機密度ラベルはダウンストリームのアセットに表示されますが、他の

カテゴリのラベルは表示されません。別の例 :認定ラベルの説明は変更できますが、名前は変更で

きません。

組み込みカテゴリは、認定、品質警告、および機密度です。

カスタムカテゴリの場合は、[データラベル]ダイアログの垂直カテゴリタブなどにカテゴリ名が表示さ

れます。たとえば、ここではカテゴリ名「部門」が垂直カテゴリタブやラベル名リストの上部などに表

示されます。
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説明

ラベルの説明は、[データラベル]ダイアログを含むさまざまな場所に表示されるため、ユーザーはラ

ベルの用途を簡単に理解することができます。たとえば、この品質に関する警告のラベルの説明に

は、「このアセットは保守されなくなったので、使用しないでください」と表示されています。
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視認性

ラベルの外観は視認性に応じて変わります。視認性の高いラベルはより多くの場所に表示され、

ユーザーにとってより緊急に見える可能性があります。視認性のレベルは、品質警告ラベルまたは

機密度ラベルにのみ設定できます。さらに、ラベルに品質警告のカテゴリがある場合、権限を持つ

ユーザーは、品質警告ラベルを設定する各アセットのデフォルトの視認性を上書きできます。詳細

については、「データ品質に関する警告の設定と機密度ラベルの設定」のトピックを参照してくださ

い。

データラベルを作成する

ラベルを作成するには次の操作を行います。

1. [データラベル]ページで、[新しいラベル]を選択します。

2. [ラベル]カテゴリのドロップダウンからカテゴリを選択します。

3. [ラベル値 ]フィールドにラベル名を入力します。
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4. [ラベルの説明 ]フィールドにラベルの説明を入力します。テキストの書式を太字、下線、斜

体などに設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定のヒ

ントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンにカーソルを合わせます。

5. ラベルに品質警告または機密度のカテゴリがある場合は、視認性レベルを設定します。詳

細については、「視認性」を参照してください。

6. [保存 ]を選択します。

ラベル作成の制限事項

l 認定カテゴリではラベルを作成できません。認定カテゴリでは、単一の組み込みラベルのみ

が許可されます。

l 新しい監視警告を作成することはできません。ただし、「ラベルの編集」セクションで説明さ

れているように、抽出更新の失敗とフロー実行の失敗の警告は限られた方法で編集でき

ます。

l ラベルの名前の最大長は128文字です。(Tableau Server 2023.3では、ラベルの名前の

最大長は24文字です。)
l ラベルの説明の最大長は500文字です。

データラベルを編集する

既存のラベルを編集するには次の操作を行います。

1. [データラベル]ページで、ラベルの行の [アクション] (...)メニューを選択します。または、左側

のチェックボックスで行を選択し、ラベルリストの上部にある[アクション]ドロップダウンをクリッ

クします。
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2. [編集 ]を選択します。

3. (オプション) [ラベル値 ]フィールドをでラベル名を変更します。

4. (オプション) [ラベルの説明 ]フィールドをでラベルの説明を変更します。

5. (オプション)ラベルに品質警告または機密度のカテゴリがある場合は、視認性レベルを設定

します。詳細については、「視認性」を参照してください。

6. [保存 ]を選択します。

ラベル編集の制限事項

l 既存のラベルのカテゴリを変更することはできません。

l ラベルの名前の最大長は128文字です。(Tableau Server 2023.3では、ラベルの名前の

最大長は24文字です。)
l ラベルの説明の最大長は500文字です。

ラベルのカテゴリによってラベル編集のレベルを変えることができます。次の表に、指定されたカテゴリ

のラベルの編集可能なプロパティを示します。

ラベルのカテ

ゴリ

ラベルのカテゴリを

編集できる

ラベルの名前を

編集できる

ラベルの説明を

編集できる

ラベルの視認性を

編集できる

認定 不可 不可 可 N/A

品質に関す

る警告

不可 可1 可 可2

機密度 不可 可 可 可

カスタム 不可 可 可 N/A

1抽出更新またはフロー実行の監視警告のラベル名 (ラベル値 )は編集できません。

2品質警告に対して設定した視認性レベルがデフォルトの視認性です。権限のあるユーザーは、ア

セットに品質警告を設定するときに、デフォルトの視認性を上書きできます。詳細については、「視

認性」を参照してください。

データラベルを削除する

既存のラベルを削除するには次の操作を行います。
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1. [データラベル]ページで、ラベルの行の [アクション] (...)メニューを選択します。または、左側

のチェックボックスで行を選択し、ラベルリストの上部にある[アクション]ドロップダウンをクリッ

クします。

2. [削除 ]を選択します。

ラベル削除の制限事項

l 組み込みラベルは削除できません。組み込みラベルは、Tableau Cloudのデフォルトのラベ

ルです。

組み込みデータラベルをデフォルトに戻す

管理者が以前に組み込みラベルを編集していた場合、そのラベルの [アクション]メニューには [デ
フォルトラベルに戻す]が表示されます。ラベルをデフォルトに戻すと、ラベルの名前 (値 )、説明、お

よび視認性が組み込みのデフォルトに戻ります。

データラベルのカテゴリを作成する

ラベルカテゴリを作成するには次の操作を行います。

1. [データラベル]ページで、[新しいラベル]を選択します。

2. [新しいラベル]ダイアログで、[新しいカテゴリ]を選択します。

3. [カテゴリ名 ]フィールドにカテゴリ名を入力します。

4. [カテゴリの説明 ]フィールドにカテゴリの説明を入力します。テキストの書式を太字、下線、

斜体などに設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキストの書式設定の

ヒントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンにカーソルを合わせます。

5. [保存 ]を選択します。
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ラベルカテゴリ作成の制限事項

l カテゴリの名前の最大長は128文字です。(Tableau Server 2023.3では、カテゴリの名前

の最大長は24文字です。)
l カテゴリの説明の最大長は500文字です。

データラベルのカテゴリを編集する

ラベルカテゴリを編集するには次の操作を行います。

1. [データラベル]ページからラベルのカテゴリを選択し、鉛筆アイコンを選択します。または、[新
しいラベル]ダイアログまたは [ラベルの編集 ]ダイアログの [ラベルカテゴリ]ドロップダウンでカテ

ゴリを選択し、[カテゴリの説明 ]の横にある鉛筆アイコンを選択します。

2. (オプション) [カテゴリ名 ]フィールドを使用して、カテゴリ名を変更します。

3. (オプション) [カテゴリの説明 ]フィールドを使用して、カテゴリの説明を変更します。

4. [保存 ]を選択します。
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ラベルカテゴリ編集の制限事項

l 組み込みカテゴリは編集できません。

l カテゴリの名前の最大長は128文字です。(Tableau Server 2023.3では、カテゴリの名前

の最大長は24文字です。)
l カテゴリの説明の最大長は500文字です。

データラベルのカテゴリを削除する

現在 では、通常のTableau Cloudインターフェイスでラベルカテゴリを削除する方法はありませ

ん。REST APIを使用したカテゴリの削除の詳細については、「REST APIリファレンス」の「ラベル

カテゴリの削除メソッド」を参照してください。

カスタマイズのシナリオ

シナリオ:組み込みデータラベルをカスタマイズする

「警告」というデータ品質警告をより具体的にできると判断したとします。管理者は、ラベル名をデ

フォルトの「警告」から、組織にとってより実用的と思われる名前「未許可」に変更します。ユー

ザーがラベルを選択しているときに、ラベル名「未許可」が [ラベル]ダイアログに表示されるようにな

りました。

あるいは、ラベルの説明を変更して、ユーザーが [ラベル]ダイアログの警告をよりよく理解できるよう

にすることもできます。例 : 「このアセットは、マーケティング部門が求める品質基準を満たしていま

せん。」

シナリオ:カスタムのデータラベルを作成する

アセットの機密度の分類を、ユーザーがより細かく管理できるようにしたいとします。名前が「パブ

リック」と「個人情報 (PII)」という2つの新しい機密度ラベルを作成します。カスタムのラベル名「パ

ブリック」と「個人情報 (PII)」が、組み込みの機密度ラベルと並んで、[ラベル]ダイアログのドロップダ

ウンと説明に表示されるようになりました。

シナリオ:データラベルの新しいカテゴリと、関係づけるデータラベルを作成する

アセットを担当する業務部門を特定する方法が必要だとします。「部門」という名前の新しいラベ

ルカテゴリを作成します。次に、カテゴリが「部門」である、「販売」、「サービス」、「運用」という3つ
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の新しいラベルを作成します。「部門」カテゴリに関係づけられた3つのラベルが、ユーザーがアセット

に設定できる[その他のデータラベル]ダイアログに表示されるようになりました。

Tableau Cloudでのダッシュボードの拡張機能の

管理

ダッシュボードの拡張機能はWebアプリケーションで、カスタムダッシュボードゾーンで実行され、

Tableau拡張 APIを利用してダッシュボードの残りの部分を操作できます。ダッシュボードの拡張

機能を使用すると、ユーザーは他のアプリケーションのデータをTableauで直接操作できます。

注 :拡張機能を許可リストに追加し、拡張機能がアクセス可能なデータの種類を制御するに

は、ユーザーがサイト管理者である必要があります。サイト管理者は、ダッシュボードで拡張機

能を追加または表示する際に、サイト上のユーザーにプロンプトが表示されるかどうかを構成

することもできます。拡張機能のセキュリティと推奨される展開オプションについては、「拡張機

能のセキュリティ-展開に関するベストプラクティス」を参照してください。

Tableauでのダッシュボードの拡張機能の使用に関する詳細については、「ダッシュボードの拡張

機能の使用」を参照してください。

Tableau Serverについては、「Tableau Serverでのダッシュボードの拡張機能の管理」を参照

してください。

Tableau Cloudで拡張機能を実行する前に

Tableauでは、ローカルネットワークの内外にあるWebサーバー上でホストされ、Webへのフルアク

セス権を持つネットワーク対応拡張機能と、Web上のその他のリソースやサービスにアクセスするこ

となく保護された環境で実行されるサンドボックス拡張機能という、2種類のダッシュボード拡張機

能をサポートしています。
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注 : 2021.1.以降、TableauはEinstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を介した

Einstein Discoveryとの統合をサポートします。これは、Salesforce.comのデータにアクセス

できる特別な拡張機能であり、既定で許可されています。これは、ネットワーク対応拡張機

能またはサンドボックス拡張機能とは見なされません。Einstein Discoveryの統合の詳細に

ついては、Einstein Discovery統合の構成参照してください。

サンドボックス拡張機能はTableauによってホストされ、コンテンツセキュリティポリシー (CSP)など

のW3C標準を使用します。また、この拡張機能では、ホストするTableau Server以外でのネッ

トワーク呼び出しを行うことはできません。サンドボックス拡張機能ではダッシュボードでデータをクエ

リできますが、サンドボックスの外部にそのデータを送信することはできません。サンドボックス拡張

機能は、Tableau 2019.4以降でサポートされています。既定では、サイトの拡張機能が有効に

なっていればサンドボックス拡張機能を実行できます。

ネットワーク対応ダッシュボードの拡張機能はWebアプリケーションなので、Webサーバーとして

セットアップされた任意のPCで実行することができます。これにはローカルPC、ドメイン内のPC、

サードパーティーのWebサイトが含まれます。ネットワーク対応拡張機能はサードパーティーのサイ

ト上でホストされ、ダッシュボードのデータにアクセスできることがあるため、信頼する拡張機能のみ

を許可する必要があります。ネットワーク対応拡張機能のセキュリティテストを参照してください。

セキュリティ上の目的で、Tableau Cloud上のダッシュボードの拡張機能の設定を使用し、実行

が許可されるダッシュボードの拡張機能を制限することができます。

l 既定では、サイトの拡張機能が有効になっていればサンドボックス拡張機能を実行できま

す。

l 既定では、ネットワーク対応拡張機能は明示的に許可リストに追加されていない限り許

可されません。

l 既定では、HTTPSプロトコルを使用する拡張機能のみが許可され、データの送受信用の

暗号化チャネルが保証されます (http://localhostのみは例外です)。

l ネットワーク対応拡張機能でフルデータ(参照元データへのアクセス)が必要な場合は、明
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示的に許可リストに拡張機能を追加し、拡張機能にフルデータへのアクセス権を付与しな

い限り、拡張機能をTableau Cloudで実行できません。

ダッシュボードの拡張機能の制御およびデータへのアクセス

サイト管理者は、サイトの拡張機能を有効にするか、サイト上でサンドボックス拡張機能を許可す

るかを制御できます。既定のサイト設定ではサイトでのサンドボックス拡張機能の実行を許可して

いますが、拡張機能がサーバー上で明示的にブロックされている場合を除きます。既定のサイト設

定では、サイトの許可リストに表示されるネットワーク対応拡張機能の実行が許可されています。

既定ではサンドボックス拡張機能が許可されていない場合は、個々のサンドボックス内線を許可リ

ストに追加することもできます。

1. サイトでこれらの設定を変更するには、[設定 ] > [拡張 ]に移動します。

2. [ダッシュボード拡張機能 ]で、次のオプションを設定します。

l ユーザーにこのサイト上での拡張の実行を許可する

l サーバー管理者によって明示的にブロックされていなければサンドボックス拡張機能

の実行を許可する

サイト管理者はサイトの許可リストでネットワーク対応拡張機能およびサンドボックス拡張機能を

追加または削除できます。許可リストに拡張機能を追加する場合、拡張機能にフルデータへのア

クセス権を許可するかどうかを制御できます。許可リストへの拡張機能の追加とユーザープロンプ

トの構成を参照してください。

拡張機能の識別

拡張機能はWebアプリケーションとしてURLと関連付けられます。このURLは拡張機能のテスト

や検証に使用します。また、このURLは拡張機能を許可リストに追加してフルデータアクセスを

許可したり、拒否リストに追加してアクセスを禁止したりするのにも使用します。

拡張マニフェストファイル (.trex)、つまり拡張機能のプロパティを定義するXMLファイルがある場

合、URLを<source-location>要素から見つけることができます。

<source-location>

<url>https://www.example.com/myExtension.html</url>
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</source-location>

拡張機能をダッシュボードに追加した場合、URLを拡張機能のプロパティから見つけることができ

ます。[その他のオプション]メニューで [詳細 ]をクリックします。

[詳細 ]ダイアログボックスには拡張機能の名前、拡張機能の作成者、作成者のWebサイトが

拡張機能のURLとともに記載されています。

許可リストへの拡張機能の追加とユーザープロンプトの構成

ユーザーが信頼できるネットワーク対応拡張機能を確実に使用できるように、サイトの許可リスト

に拡張機能を追加できます。サンドボックス拡張機能がサイトで既定で有効になっていない場合
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は、サンドボックス拡張機能を許可リストに追加することもできます。

許可リストでは、拡張機能にフルデータアクセスを付与するかどうかを制御できます。既定では、

許可リストに拡張機能を追加すると、その拡張機能は概要 (または集計 )データにのみアクセスで

きます。また、拡張機能によるデータへのアクセスを許可するように求めるプロンプトをユーザーに表

示するかどうかを制御することもできます。ユーザーにプロンプトを表示するかどうかを構成できるよ

う、拡張機能を許可リスト(例えば、サンドボックス拡張機能 )に追加することを考えるかもしれませ

ん。ユーザーにプロンプトが表示されないようにする場合は、拡張機能をすぐに実行できます。

1. [設定 ] > [拡張 ]に移動します。

2. [特定の拡張機能の有効化 ]で拡張機能のURLを追加します。拡張機能の識別を参照

してください。

3. 拡張機能のフルデータアクセスに関し、[許可 ]または [拒否 ]を選択してください。

フルデータアクセスとは、単なるサマリーデータや集計データではなく、ビューの参照元データ

へのアクセスです。フルデータアクセスには、接続、フィールド、表の名前など、データソース

についての情報も含まれます。拡張機能を実行できるように許可リストに追加しようとしてい

る場合の多くでは、必要であれば拡張機能でフルデータへのアクセスも許可する必要があ

ります。許可リストに拡張機能を追加する前に、ネットワーク対応拡張機能のセキュリティ

テストするようにしてください。

4. [ユーザープロンプト]の [表示 ]または [非表示 ]を選択します。

既定でユーザーにプロンプトが表示されるのは、拡張機能をダッシュボードに追加している

場合、拡張機能を含むビューを操作している場合です。このプロンプトには、拡張機能の

詳細および拡張機能がフルデータにアクセスできるかどうかが記載されています。このプロン

プトによりユーザーには、拡張機能の実行を許可または拒否する権限が与えられます。

ユーザーにプロンプトが表示されないようにし、拡張機能がすぐに実行されるようにできます。

ネットワーク対応拡張機能のセキュリティテスト

ダッシュボードの拡張機能とは、Tableauのデータを拡張 APIを使用して操作するWebアプリケー

ションです。ネットワーク対応ダッシュボードの拡張機能は、ドメイン内外のWebサーバー上でホス
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トでき、ネットワークの呼び出しを行ってインターネット上のリソースにアクセスできます。このような理

由のため、またクロスサイトスクリプティングなどの潜在的な脆弱性のため、ユーザーがTableau

Desktopのダッシュボードで拡張機能を使用する前、またTableau Cloudで拡張機能を許可す

る前にネットワーク対応ダッシュボードの拡張機能をテストおよび検査する必要があります。

ソースファイルの調査

ダッシュボードの拡張機能はWebアプリケーションであり、さまざまなHTML、CSS、JavaScript

ファイルのほか、拡張機能でプロパティを定義するXMLマニフェストファイル (*.trex)が含まれてい

ます。多くの場合、ダッシュボードの拡張機能のコードはGitHubで公に入手可能なため、そこで

調査したり、ダウンロードしたりできます。マニフェストファイル (*.trex)ではソースの場所または

URLを確認でき、ここでは拡張機能がホストされている場所、作成者の名前、サポートを求める

ための作成者または会社のWebサイトが示されています。<source-location>要素はURL

を指定し、<author>要素はサポートを求める組織名とWebサイトを指定します

(website="SUPPORT_URL")。Webサイトは、拡張機能の [詳細 ]ダイアログボックスでユー

ザーに表示される[サポートの入手 ]リンクです。

多くのダッシュボードの拡張機能は、jQueryライブラリやサードパーティ用のAPIライブラリなどの外

部 JavaScriptライブラリを参照します。外部ライブラリのURLがライブラリの信頼できる場所を指

していることを検証します。たとえば、コネクタが jQueryライブラリを参照する場合、標準および安

全とみなされているサイト上にライブラリが存在すること確認してください。

すべての拡張機能では、拡張機能のホストにHTTPSプロトコル (https://)を使用することが

求められています。拡張機能のソースファイルを調査し、外部ライブラリへの参照がHTTPSをや

はり使用していること、または拡張機能と同じWebサイトでホストされていることを確認します。

HTTPSの要件に関する1つの例外は、拡張機能がTableau (http://localhost)と同じ

PCでホストされているかどうかです。

可能な限り、コードの内容を理解するようにしてください。具体的には、コードが外部サイトへの要

求をどのように構築しているか、また要求によりどのような情報が送信されるかを理解するように努

めてください。特に、クロスサイトスクリプティングを防ぐために、ユーザーにより提供されたデータが

検証されているかどうかを確認してください。
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データアクセスの理解

Tableau拡張 APIを使用すると、データソースでアクティブな表やフィールドの名前、データソース

接続のサマリーの説明、ダッシュボードの参照元データにアクセスするためのメソッドが得られます。

ビューで拡張機能がこれらのメソッドのいずれかを使用している場合、拡張機能の開発者は、拡

張機能にはマニフェストファイル (.trex)にフルデータのパーミッションが必要であることを宣言しな

ければいけません。宣言は次のようになります。

<permissions>

<permission>full data</permission>

</permissions>

Tableauはこの宣言を使用し、実行時にこのアクセスを許可するかしないかのオプションを示すプロ

ンプトを表示します。拡張機能でこれら4つのメソッドのどれかが使用されており、マニフェストファイ

ルでフルデータパーミッションを宣言しない場合、拡張機能は読み込まれますが、メソッド呼び出し

は失敗します。

拡張機能がダッシュボードからデータにアクセスする方法、および使用されているJavaScriptメソッ

ドの詳細については、Tableau拡張 APIの「参照元データへのアクセス(英語 )」を参照してくださ

い。データに関して拡張機能で確認できる内容についてさらに理解するには、データソースサンプ

ルのダッシュボードの拡張機能 (Tableau拡張 API GitHubリポジトリより入手可能 )を使用し、

getDataSourcesAsync()メソッドが呼び出されるときにどのデータが表示されるかを確認でき

ます。

隔離された環境での拡張機能のテスト

可能な場合、本番環境とユーザーのコンピュータから隔離された環境でダッシュボードの拡張機能

をテストします。たとえば、本番環境で使用されていないTableau Cloudのバージョンを実行してい

るテストPCまたは仮想マシンの許可リストにダッシュボードの拡張機能を追加します。

ダッシュボードの拡張機能により作成されたトラフィックの監視

ネットワーク対応ダッシュボードの拡張機能をテストする際は、Fiddler、Charles HTTPプロキシ、ま

たはWiresharkなどのツールを使用して、拡張機能で実行する要求や応答を調査します。拡張

機能が要求しているのがどのコンテンツかを把握するようにしてください。拡張機能が、その目的に
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直接関連しないデータやコードを読み取っていないことを確認するために、トラフィックを確認してく

ださい。

分析拡張機能を使用した接続の構成

分析拡張機能では、RやPythonなどの言語を含むワークブック、Einstein Discovery、その他の

ツールやプラットフォームなどを使用して、Tableauの動的な計算を拡張できます。これらの設定エ

ンドポイントを使用すると、Tableau Cloudのサイトで分析拡張機能を構成できます。詳細につい

ては、「分析拡張機能 API」を参照してください。

ユーザーシナリオの詳細や、Tableau Desktopまたはweb作成での分析設定の詳細について

は、「Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ」の「分析拡張機能を使用した式の受け渡し」を参

照してください。

注 : 2021年 6月以降、1つのサイトに複数の分析拡張機能の接続を作成できます。これ

には、同じタイプの拡張機能に対して複数の接続を作成することも含まれます。これまで、1

つのサイトに作成できるEinstein Discovery分析拡張機能は、1つに制限されていました。

詳細については、「Tableau Cloudのリリースノート」を参照してください。

このトピックでは、分析拡張機能を使用してTableau Cloudでサイトを構成する方法について説

明します。

セキュリティ要件と構成

Tableau Cloudでは、セキュリティ強化のために、分析拡張機能で使用される外部サービスへの

暗号化チャネルと認証アクセスが必要です。

証明書

分析拡張機能の外部サービスを実行するサーバーは、信頼されたサードパーティ認証機関

(CA)で発行された有効なTLS/SSL証明書を使用して構成する必要があります。Tableau
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Cloudは、自己署名証明書、プライベートPKIからの証明書、確立されたサードパーティCAが

信頼していない証明書などを使用して構成された外部サーバーとの接続は確立しません。

ファイアウォール構成の許可リスト

多くの組織が展開するファイアウォールでは、ネットワーク外の既知のホストの許可リストに例外を

設定する必要があります。このシナリオでは、例外として2つのTableau Cloud IPアドレスを指定

する必要があります。分析拡張機能サーバーへの接続に使用されるTableau Cloud IPアドレスは

44.224.205.196と44.230.200.109.です。

分析拡張機能設定の構成

1. Tableau Cloudにサイト管理者としてサインインします。

2. [設定 ]をクリックします。

3. [設定 ]ページで [拡張機能 ]タブをクリックし、[分析拡張機能 ]までスクロールします。

4. [サイトの分析拡張機能を有効にする]を選択します。

5. [新しい接続の作成 ]をクリックします。

6. [新しい接続 ]ダイアログで、追加する接続タイプをクリックし、分析サービスの構成設定を入

力します。
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1. 構成する必要があるオプションは、選択した接続タイプによって異なります。

l Einstein Discovery接続の場合は、[有効 ]をクリックします。

l TabPy、RServer、および分析拡張機能 API接続の場合は、次の情報を入力し

ます。

l 接続名 :接続するサーバーのタイプを指定します。RSERVEは、RServeパッ

ケージを使用したRへの接続に対応します。TABPYは、TabPyを使用した

Pythonへの接続やその他の分析拡張機能への接続に対応します。

l SSL を必須にする:分析サービスへの接続を暗号化するには、このオプション

を選択します。[ホスト名 ]フィールドでHTTPS URLを指定する場合は、この

オプションを選択する必要があります。

l ホスト名 :分析サービスを実行しているコンピューター名やURLを指定しま

す。このフィールドでは大文字と小文字を区別します。

l ポート:サービスのポートを指定します。
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l ユーザー名およびパスワードを指定してサインイン:分析サービスの認証に使

用するユーザー名とパスワードを指定するには、このオプションを選択します。

7. [保存 ]をクリックします。

分析拡張機能接続の編集または削除

構成を編集または削除するには、サイトの [拡張機能 ] タブにある[分析拡張機能 ]に移動しま

す。

[編集 ]アイコンまたは [削除 ]アイコンをクリックし、プロンプトに従って構成を変更します。

スクリプトエラー

Tableauでは、分析拡張機能を使用するワークブックがTableau Cloudに適切にレンダリングされ

ることを確認できません。必須の統計ライブラリがユーザーのコンピューター上では使用できても

Tableau Cloudで使用している分析拡張機能インスタンス上では使用できない場合があります。

分析拡張機能を使用するビューがワークブックに含まれている場合、ワークブックをパブリッシュする

ときに警告が表示されます。

このワークシートには外部サービススクリプトが含まれており、管理者が外部サービス接続を

構成するまでターゲットプラットフォーム上では表示できません。

Tableau Software 637

Tableau Cloudヘルプ



テーブル拡張機能

テーブル拡張機能を使用すると、分析拡張機能スクリプトで新しいデータ表を作成できるように

なります。カスタムのTabPyまたはRserveスクリプトを記述したり、オプションで1つまたは複数の

入力表を追加したりできます。テーブル拡張機能は、Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau

Desktopでサポートされています。このドキュメントは、Tableau Serverに焦点を合わせています。

注 :ワークブックを開いたり、データソースを更新したりするたびにデータが更新されます。

利点

テーブル拡張機能は、新規ユーザーと経験豊富なユーザーの両方に次の利点を提供します。

l より高速なデータ処理

l ローコードエディター

l 「データに聞く」と「データの説明を見る」の統合

l TabPyやRserveとの統合

l 結果を使用してダッシュボードやVizの作成が可能

前提条件

テーブル拡張機能を使用する前に、次の操作を行う必要があります。

l 分析拡張機能の構成
o 分析拡張機能の接続を構成する手順については、「分析拡張機能を使用した接

続の構成」を参照してください。

l ワークブックをパブリッシュする

テーブル拡張機能の作成

新しいテーブル拡張機能を作成するには、次の手順を実行します。
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1. パブリッシュされたワークブックを開きます。

注 :テーブル拡張機能を追加する前に、ワークブックをパブリッシュする必要があります。

2. [シート]の下にある[新しいテーブル拡張機能 ]を選択します。

3. (オプション)シートを[テーブル拡張機能 ]ペインにドラッグします。
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4. [接続の選択 ]で、分析拡張機能を選択します。

5. [スクリプト]にスクリプトを入力します。

6. [適用 ]を選択します。

7. [今すぐ更新 ]を選択すると、[出力テーブル]タブに結果が表示されます。

8. [名前 ]フィールドに、新しいテーブル拡張機能の一意の名前を入力します。

9. [シート]タブに移動して、ワークブックをパブリッシュして保存します。

注 :入力テーブルを編集した場合は、更新された出力テーブルデータを表示または使用す

る前に、[適用 ]をもう一度押す必要があります。

トラブルシューティングのヒント:テーブル拡張機能にエラーが発生した場合は、[保存 ]ボタンの横

にある円形の [データソースの更新 ]ボタンを使用してみてください。
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テーブル拡張機能と分析拡張機能

テーブルには、名前に「拡張機能」が付いた機能がいくつかあります。一部の機能は相互に関連し

ていませんが、テーブル拡張機能と分析拡張機能は関連しています。テーブル拡張機能は、分析

拡張機能との接続を介して機能します。それぞれの機能を詳しく見てみましょう。

テーブル拡張機能

テーブル拡張機能では、ワークブックの計算を作成し、分析拡張機能にデータと処理スクリプトを

送信することができます。返された結果は、[データソース]タブのテーブルとして、およびワークブック

のメジャーとディメンションとして表示されます。

分析拡張機能

分析拡張機能では、Pythonなどのプログラミング言語、外部ツール、外部プラットフォームを使って

Tableauの動的な計算を拡張することができます。分析拡張機能への接続を作成すると、計算

フィールドを介して外部サーバーと通信できるようになります。詳細については、「分析拡張機能を

使用した接続の構成」を参照してください。

Einstein Discovery統合の構成

2021年 3月以降、Tableau CloudではEinstein Discoveryとの統合をサポートしています。ダッ

シュボードの作成者と閲覧者がEinstein Discoveryの予測を利用できるようになりました。バージョ

ン2021.2.0以降では、Web上でフローを作成するときにEinstein Discovery予測も利用できるよ

うになりました。

TableauのEinstein Discoveryは salesforce.comが提供しています。適用条件については、

salesforce.comとの契約を確認してください。

TableauにおけるEinstein Discovery予測の使用方法 (ライセンス発行とパーミッションの要件を

含む)については、Tableau DesktopおよびWeb作成ヘルプの「TableauのEinstein Discovery

予測の統合」を参照してください。予測をフローに追加する方法については、「Einstein Discovery

予測をフローに追加する」を参照してください。
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Einstein Discoveryダッシュボード拡張機能

Einstein Discoveryのダッシュボード拡張機能を使用すると、ワークブックの作成者はTableauで

予測をリアルタイムに表示できます。ダッシュボード拡張機能は、Tableauワークブックのソース

データと、SalesforceにデプロイされたEinstein Discoveryを利用したモデルを使用して、インタラ

クティブにオンデマンドで予測を提供します。

Tableau Cloudサイトの構成では、保存されたOauthアクセストークンはデフォルトで許可されて

いるため、Einstein DiscoveryをホストするSalesforce組織側で、クロスオリジンリソースシェアリ

ング(CORS)を構成するステップだけが必要です。これには、Salesforce組織のパーミッションが

必要です。必要なライセンスとパーミッションの詳細については、「アクセス要件 - Einstein

Discovery」を参照してください。SalesforceでCORSを構成するための詳細については、

「Salesforce.comでCORSを構成して、Einstein DiscoveryをTableau Cloudに統合する」を参

照してください。

Einstein Discovery分析拡張機能

Einstein Discovery分析拡張機能を使用すると、Tableauの計算フィールドに予測を直接埋め

込むことができます。Salesforceにデプロイされたモデルからの予測をテーブル計算スクリプトで要

求するには、関連する予測 IDとモデルに必要な入力データを渡します。SalesforceのModel

Managerを使用してTableauのテーブル計算スクリプトを自動生成し、そのスクリプトをTableau

ワークブックで使用できるように計算フィールドに貼り付けます。

Tableau Cloudサイトの構成では、保存されたOauthアクセストークンはデフォルトで許可されて

いるため、Einstein DiscoveryをホストするSalesforce組織側で、クロスオリジンリソースシェアリ

ング(CORS)を構成するステップだけが必要です。これには、Salesforce orgの管理者パーミッショ

ンが必要です。詳細については、「Salesforce.comでCORSを構成して、Einstein Discoveryを

Tableau Cloudに統合する」を参照してください。

Einstein Discovery Tableau Prepの拡張機能

バージョン2021.2.0以降のTableau ServerおよびTableau Cloudでサポートされています
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Einstein Discovery Tableau Prepの拡張機能を使用すると、ユーザーはWeb上でフローを作成

するときに、Einstein予測をフローに直接埋め込むことができます。

Tableau Cloudサイト構成では、保存されたOAuthアクセストークンがデフォルトで許可されてい

るため、必要なステップはサーバーに対してTableau Prep拡張機能を有効にすることだけです。こ

れには、Salesforce orgの管理者パーミッションが必要です。詳細については、「Tableau Prep拡

張機能の有効化」を参照してください。

Salesforce.comでCORSを構成して、Einstein Discoveryを
Tableau Cloudに統合する

バージョン2021.1.0では、Einstein Discovery予測をTableauダッシュボードに統合する機能が

追加されました。これを行うには、Einstein Discoveryダッシュボードの拡張機能を使用します。前

提条件として、Tableau CRMをホストしていて、かつ、使用するモデルと予測が含まれる

Salesforce orgで、クロスオリジンリソース共有 (CORS)を構成する必要があります。

この手順では、Salesforce.com組織の管理者がこの構成を行う方法について説明します。

CORSの詳細については、Salesforceドキュメントの「Salesforce CORS許可リストの設定」を参

照してください。

Einstein Discovery用のCORSを構成します。

注 :この手順では、Salesforce Lightningでのプロセスについて説明します。従来のインター

フェイスを使用している場合、ナビゲーションは異なる場合がありますが、設定は同じです。

1. Salesforce.com開発者アカウントにサインインし、右上のユーザー名をクリックしてから[設
定 ]を選択します。
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2. 左側のナビゲーション列で「CORS」を検索し、[CORS]を選択します。

3. CORSの [Allowed Origins List (オリジン許可リスト)]セクションで、[New (新規 )]をク

リックします。

4. [CORS Allowed Origin List Edit (CORS オリジン許可リストの編集 )]ボックスに、

Tableau CloudのURLを「https://」から入力します。
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URLパターンの詳細については、Salesforce開発者向けドキュメント

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.chatterapi.meta/chatterapi/extend_

code_cors.htmを参照してください。

5. [保存 ]をクリックします。

TableauとSlackワークスペースの統合

Tableau ServerとTableau Cloudは、バージョン2021.3以降、Tableau App for Slackとの統合

をサポートするようになりました。これにより、Slackワークスペースで作業をしているチームメイトは、

まさにその作業環境で、Tableauスナップショットを共有し、Tableauコンテンツを検索し、Tableau

データに関する通知を受信することができます。

Tableau App for Slackを使用すると、TableauサイトをSlackワークスペースに接続できます。これ

を有効にすると、Tableauユーザーは次のことができます。

l コンテンツがチームメイトに共有されたとき、コメントでメンションされたとき、データドリブンア

ラートでデータが所定のしきい値に達したときに、Slackで通知を受信できます。Tableau
Cloudのサイト管理者またはTableau Serverのサーバー管理者がサイトで通知を有効に

していれば、ユーザーはアカウント設定を構成することで、どの通知をSlackで受信するかを

制御できます。

l TableauのURLをSlackに貼り付けるとVizのプレビューが表示されるため、ユーザーは

データ関連のコンテンツをSlackのコンテキストで直接共有できます。

Tableau Software 645

Tableau Cloudヘルプ

https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.chatterapi.meta/chatterapi/extend_code_cors.htm
https://developer.salesforce.com/docs/atlas.ja-jp.chatterapi.meta/chatterapi/extend_code_cors.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/useracct.htm


l SlackのDMおよびチャネルで、Tableauビューまたはワークブックを検索できます。

l Tableau App for Slackから最近使用したアイテムとお気に入りにアクセスできます。

詳細については、「Tableau App for Slackを使用した通知の受信、検索、共有」を参照してくだ

さい。

注 ::サイトで機能がオフになっている場合、一部の通知設定は使用できない場合がありま

す。例えば、[ユーザーの表示状態 ]が [制限付き]に設定されている場合、通知はオフになり

ます。詳細については、「サイト設定リファレンス」および「サイトユーザーの表示状態の管理」

を参照してください。

TableauサイトとSlackを統合するには、いくつかの設定手順を実施する必要があります。手順

のいくつかはTableauサイト側で必要であり、いくつかは接続先のSlackワークスペース側で必要

です。この概要では、Tableau Cloudのサイト管理者またはTableau Serverのサーバー管理者

と、Slackワークスペースの管理者の両方の手順を説明します。

要件

SlackでTableauを有効にするには、Slackワークスペースの管理者と、Tableau Cloudのサイト

管理者またはTableau Serverのサーバー管理者の両方が必要です。

Tableau CloudサイトをSlackワークスペースに接続する

Tableau Cloudサイト管理者は、1つまたは複数のTableau Cloudサイトを1つのSlackワークス

ペースに接続できます。ただし、1つのTableauサイトを複数のSlackワークスペースに接続するこ

とはできません。接続するには次のタスクを実施します。

l Tableau サイト管理者 : Tableauのサイト設定を介して、Slackワークスペースへアクセス

権をリクエストします。

l Slack ワークスペース管理者 : Slackワークスペースへのアクセス許可を求めるTableau管

理者からの要求を承認することで、Tableau App for SlackをSlackワークスペースに追加

します。

l Tableau サイト管理者 : TableauサイトをSlackに接続します。
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ステップ1: Slackワークスペースへアクセス権をリクエストする

Tableau サイト管理者

1. Slackに接続しようとしているサイトにサインインします。サイトの [設定 ]ページで、[統合 ]タ
ブを選択します。

2. [Slack 接続 ]で、[Slack に接続 ]を選択します。

プロンプトに従って、Slackワークスペースにサインインします。

3. Tableau App for Slackのインストールをリクエストします。このリクエストはSlackワークスペー

ス管理者に送信されます。必要に応じて、ワークスペース管理者にメッセージを追加できま

す。

4. [送信 ]を選択します。

Slack管理者は、リクエストの通知を受け取ります。このプロセスの詳細については、Slack

のドキュメントにある「Slack管理の管理者ガイド」を参照してください。

リクエストが承認されると、Slackbot (Slackの通知センター)から通知されます。

ステップ2: Tableau App for SlackをSlackワークスペースに追加する

Slack ワークスペース管理者

[アプリの管理 ]でTableauサイト管理者からの要求を承認して、Tableau App for SlackをSlack

ワークスペースに追加します。

詳細については、Slackのドキュメントにある「Slack管理の管理者ガイド」を参照してください。

ステップ3: TableauサイトをSlackに接続する

Tableau サイト管理者

Slackワークスペース管理者がTableauアプリケーションを承認すると、Tableau管理者は

Tableauサイトへのアプリの接続を最後まで実施できます。
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1. サイトの [設定 ]ページから、[統合 ]タブを選択します。

2. [Slack 接続 ]で、[Slack に接続 ]を選択します。

3. プロンプトに従って、Slackワークスペースにサインインします。

4. [許可 ]を選択して、TableauサイトがSlackワークスペースにアクセスできるようにします。

これで、TableauサイトとSlackワークスペースが接続されました。

TableauサイトをSlackから切断する

サイト管理者は、サイト設定の [統合 ]タブで [Slack から切断 ]を選択することで、Slackワークス

ペースからTableauサイトを切断できます。ユーザーはしばらくの間、引き続き通知を受け取りま

す。ステップ2で追加したOAuthクライアントの情報は保持され、必要に応じて新しいワークス

ペースに接続するために使用できます。

Slackユーザーは、Tableau App for Slackの [ホーム]タブから[Tableau から切断 ]を選択するこ

とで、Slackから切断できます。

Tableau App for Slackを更新する

Tableau App for Slackの新しいバージョンが利用可能になった場合は、アプリケーションを更新し

てアプリのパフォーマンスを維持し、新しい機能を使用することをお勧めします。

Tableau App for Slackを更新するには、以下を実施します。

1. サイトの [設定 ]ページから、[統合 ]タブを選択します。

2. [Slack 接続 ]で、[Slack に接続 ]を選択します。

3. [更新 ]を選択します。

注 : Tableau管理者によって適用されたアプリの更新は、同じワークスペースに接続されてい

るすべてのTableauサイトに影響します。
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Tableau App for Slackのトラブルシューティング

Slackワークスペースのアプリ承認を管理することがベストプラクティスです。ただし、Slackワークス

ペースで管理者以外のユーザーがアプリを削除できる場合、ユーザーがサイトのSlack用 Tableau

アプリを削除できる可能性があります。このシナリオでは、他のユーザーにはTableau App for Slack

が表示されますが、その機能は期待どおりに動作しません。この問題を解決するには、Slack管理

者にTableau App for Slackをアンインストールしてから再インストールしてもらいます。次に、管理

者に手順に従ってSlackをTableauサイトに接続してもらいます。

Tableau App for Slackを使用した通知の受

信、検索、共有

Tableau App for Slackを使用すると、Slackの作業環境で作業やコラボレーションを行うことがで

きます。Tableau 2023.1以降では、Tableau App for Slackからビューやワークブックを検索したり、

お気に入りのTableauコンテンツや最近表示したTableauコンテンツに簡単にアクセスできます。

Tableau App for Slackを使用すると、ビジュアライゼーションのスナップショットを表示することがで

き、Tableauサイトに戻るリンクを使用してさらに探索することもできます。一部の機能 (Slackから

のTableauコンテンツの共有や検索など)は、Tableau Serverではまだ利用できません。現在、

Tableau Serverユーザーは通知を受け取ることができます。

Tableau 2021.3以降では、データドリブンアラート、共有アクティビティ、コメントのメンションについ

て、SlackでTableau通知を受け取ることができます。通知にアクセス可能なビューまたはワーク

ブックが含まれている場合、通知には視覚的なスナップショットも含まれます。

管理者はTableauサイトをSlackワークスペースに接続して、組織全体でTableau App for Slack

を有効にすることができます。詳細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘルプの

「TableauとSlackワークスペースの統合」を参照してください。

Tableau管理者がTableauサイトをSlackワークスペースに接続した後、以下を実施します。

1. Tableau App for Slackを追加します。

2. [Tableau に接続 ]を選択します。

3. Tableauサイトにログインします。

4. [許可 ]を選択してアプリを承認します。
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注 :プライバシーについては、「プライバシーポリシー」を参照してください。

Slackからの検索、共有、最近使用したアイテムやお気に入りへ

のアクセス

Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、Tableau Cloudサイトのビューとワークブックを検索で

きます。

探しているTableauコンテンツを見つけたら、Tableauコンテンツの名前を選択してTableauで直

接開くか、[共有 ]を選択してコンテンツを個人またはSlackチャネルに送信します。共有する

Tableauコンテンツに関するコンテキストを提供するために、カスタムメッセージを作成することもで

きます。
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メッセージにTableauコンテンツのプレビュー (開けるSlackリンク)を含めるには、[スナップショットで

共有 ]を選択します。データアクセスを制限するフィルター (行レベルセキュリティなど)がTableauコ

ンテンツに含まれていない場合は、スナップショットを共有できます。スナップショットは、アクセスレベ

ルに関係なく、共有しているすべてのユーザーに表示されます。

また、Slackを離れることなく、最近表示したTableauコンテンツやお気に入りのTableauコンテン

ツにアクセスできます。Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、最近アクセスした5つの

Tableauビューまたはワークブックを表示できます。お気に入りの5つのTableauビューまたはワーク

ブックにもアクセスできます。

Tableauビューまたはワークブックの名前を選択してTableauで直接開くか、その他のアクションメ

ニュー (...)を選択して、お気に入りや最近表示したTableauコンテンツを共有します。
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SlackでのTableau通知の受信

コメント

コメントでメンションされたときに通知を受け取り、会話を続けることができます。詳細については、

「ビューのコメント」を参照してください。

共有

チームメイトが、ビューやワークブックなどを含むTableauアセットをいつ送信するかを確認します。

共有の詳細については、「Webコンテンツの共有」を参照してください。
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データドリブンアラート

データのしきい値を指定して、しきい値に達したときにアラートを受け取ることができます。詳細につ

いては、「Tableau CloudまたはTableau Serverからのデータドリブンアラートの送信」を参照して

ください。
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SlackのTableau通知を管理

Tableauサイト管理者は、サイト全体のすべての通知をオンまたはオフにすることができます。

Tableau管理者とSlackワークスペース管理者は、TableauサイトをSlackと統合し、サイトユー

ザーが通知を受信できるかどうかを制御します。有効になっていて、Tableauサイト管理者が通

知を許可している場合、すべてのサイトユーザーは、Tableau App for Slackを通じてSlackで通

知を受け取ることができます。通知に影響を与えるその他の設定がサイトで設定されているため

に、通知設定が利用できないことがあります。

Slackワークスペースに表示される通知を制御したり、Slack通知をオフにしたりするには、ページ

の上部でプロフィール画像またはイニシャルをクリックし、[マイアカウント設定 ]を選択します。
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[通知 ]で、コメントのメンション、共有、データアラートに対して、[Slack]の下にあるチェックボックス

をオンまたはオフにします。

[変更を保存 ]を選択します。

詳細については、「アカウント設定の管理」の「通知設定の変更」を参照してください。

tabcmdを使用したタスクの自動化

Tableau Cloudサイトのサイト管理タスクを、tabcmdコマンドラインユーティリティを使用して自動

化します。たとえば、tabcmdを使用してユーザー、プロジェクト、グループを作成したり削除したりす

ることができます。このセクションのトピックには、tabcmdコマンドのインストールと使用に関する情報

が含まれています。

tabcmd

注 : Tableau Cloudでは、ほとんどの場合、tabcmdコマンドラインユーティリティ2.0 (tabcmd 2.0)

を使用する必要があります。Tabcmd 2.0はTableau tabcmdで入手できます。この新バージョンで
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は、MacOSやLinuxで tabcmdコマンドを:実行し、個人アクセストークン(PAT)を使って認証す

ることで、多要素認証 (MFA)に対応することができます。バージョン2.0は、Pythonベースの

Tableau Serverクライアント(TSC)で利用可能なパブリックエンドポイントに基づいて構築されて

います。

Tableauでは、Tableau Cloudサイトでのサイト管理タスクの自動化に使用できるtabcmdコマン

ドラインユーティリティを提供しています。サイトの管理タスクを自動で実行できます (ユーザー、プ

ロジェクト、グループの作成や削除など)

重要 : tabcmd 1.0は、多要素認証 (MFA)をサポートしていません。Tableau Cloudで

tabcmdを使用するには、Tableau tabcmd 2.0 (新しいウィンドウ)を使用します。Tableauで

MFAを使用する方法については、「多要素認証とTableau Cloudについて」を参照してくだ

さい。

tabcmdのインストール

注 :これらの手順は、tabcmd 1.0コマンドラインユーティリティをインストールするためのもので

す。tabcmd 2.0コマンドラインユーティリティをインストールするには、Tableau tabcmd (新しい

ウィンドウ)に移動します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudを新しいバージョンにアップグレードする際に、更新後の

バージョンの tabcmdが必要な場合は、Tableau WebサイトのTableau Serverリリースページか

らダウンロードできます。

Tableau Serverの場合は、サーバーバージョンと一致するバージョンをダウンロードすることをお勧

めします。Tableau Cloudの場合は、バージョンの不適合によって生じる問題を避けるために、常

に最新バージョンをダウンロードすることをお勧めします。どちらの場合でも、古いバージョンの

tabcmdを使用すると、エラーや予期しない結果を引き起こすことがあります。

1. Webブラウザーを開き、Tableau Serverリリースページに移動します。Tableau Onlineを

使用している場合でも、このページに移動します。
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2. 次の製品を使用している場合 :

l Tableau Cloudでは、Tableau tabcmd 2.0 (新しいウィンドウ)を使用します。

l Tableau Server (Windows または Linux):お使いのサーバーバージョンと一致する

リリースを選択してください。

どちらの場合でも、展開された情報にメンテナンスリリースが表示されていれば、最新のメン

テナンスリリースまたはサーバーバージョンと一致するものを選択してください。

これによりリリースノートページ (解決済みの問題 )が表示され、セキュリティ改善と解決した

問題について読むことができます。

3. 解決した問題の下にある[ファイルのダウンロード]セクションまでスクロールして、tabcmdコマ

ンドを実行する予定のコンピューターと互換性のあるtabcmdダウンロードリンクを選択しま

す。
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残りの手順では、このコンピューターを"tabcmdコンピューター"と呼びます。

4. インストーラーをtabcmdコンピューターまたはそのコンピューターからアクセス可能な場所 に

保存します。

5. tabcmdコンピューターのオペレーティングシステムで適切なインストール手順を完了しま

す。

l Windows

既定では、tabcmdはC:\Program Files\Tableau\Tableau

Server\<version>\extras\Command Line Utilityにインストールされ

ています。これはインストール中に変更でき、C:\ドライブ(C:\tabcmd)のtabcmd

という名前のフォルダーに tabcmdをインストールすることを推奨します。これにより、

検索と実行が容易になり、Windows PATHに tabcmdディレクトリを追加すると、

Windowsオペレーティングシステムに関するいくつかの制限に対応できます。

注 :tabcmd設定プログラムは、tabcmdディレクトリをWindows PATH変数に

追加しません。手動で追加するか、呼び出すたびに tabcmdへの完全パスを

含めることができます。

tabcmdは、Windowsに次の2つの方法でインストールできます。

l インストーラーをダブルクリックして、UIの手順に従います。

a. 使用許諾契約書に同意します。

b. 既定以外の場所にインストールする場合は、[カスタマイズ]をクリック

し、tabcmdをインストールする場所を入力または参照します。

c. [インストール]をクリックします。
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Windows Defenderファイアウォールまたはユーザーアカウントによるメッ

セージが表示される場合は、[アクセスを許可 ]をクリックします。

l インストーラーをコマンドプロンプトから実行します。

a. tabcmdコンピューターで管理者としてコマンドプロンプトを開きます。

b. Tabcmdインストーラーをコピーしたディレクトリに移動します。

c. tabcmdのインストール:

tableau-setup-tabcmd-tableau-<version_code>-

x64.exe /quiet ACCEPTEULA=1

既定以外の場所へのインストール:

tableau-setup-tabcmd-tableau-<version_code>-

x64.exe /quiet ACCEPTEULA=1

INSTALLDIR="<path\to\install\directory>"

例 :

tableau-setup-tabcmd-tableau-<version_code>-

x64.exe /quiet ACCEPTEULA=1

INSTALLDIR="C:\tabcmd"

tabcmdインストーラーで使用できるコマンドラインオプションの完全な

一覧については、/?を指定してインストーラーを実行します。tabcmdイ

ンストーラーのコマンドラインオプションの詳細については、tabcmd用の

スイッチとプロパティのインストール (Windows)を参照してください。

tabcmdのセットアッププログラムでは、tabcmdのインストールで問題が発生した場合

に使用できるログがC:\Users\<user>\AppData\Local\Temp内に作成され

ます。ログでは、Tableau_Server_Command_Line_Utility_(<version_

code>)_##############.logという命名規則が使用されます。

l Linux
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注 : Linuxコンピューターで tabcmdを実行するには、Java 11がインストールさ

れている必要があります。RHELライクなシステムでは、これは tabcmdのインス

トール時に依存関係としてインストールされます。Ubuntuのようなシステムで

は、Java 11がまだインストールされていない場合は個別にインストールする必

要があります。

2022年 7月の時点で、Debianディストリビューションはサポートされなくなりま

した。詳細については、Tableauコミュニティのこの投稿を参照してください。

a. sudoアクセスのあるユーザーで tabcmdコンピューターにログインします。

b. ダウンロードした.rpmまたは.debパッケージをコピーしたディレクトリに移動

します。

l CentOSを含むRHELライクなディストリビューションで、次のコマンドを

実行します。

sudo yum install tableau-tabcmd-

<version>.noarch.rpm

l Ubuntuで次のコマンドを実行します。

sudo apt-get install ./tableau-tabcmd-<version>_

all.deb

Linux PCからtabcmdをアンインストールするには、実行中の各種 Linuxに関するドキュメ

ントを参照してください。

6. (オプション) tabcmdがインストールされている完全修飾場所をお使いのシステムパスに追

加すると、その場所へ変更したり、各コマンドで場所を指定したりせずに tabcmdコマンドを

実行できます。この手順は、オペレーティングシステムの種類とバージョンによって異なりま

す。詳細については、「PATH (変数 )」を参照してください。
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tabcmdの使用方法

tabcmdを使用する基本的な手順は次のとおりです。

1. 管理者としてコマンドプロンプトを開きます。

注 :Windowsでは、PowerShellを使用して tabcmdコマンドを実行しないでください。

PowerShellを使用すると、予期しない動作が発生する可能性があります。

2. Windowsコンピューターで、最初のノード以外のコンピューターに tabcmdをインストールした

場合は、tabcmdをインストールしたディレクトリに変更します。

Linuxコンピューターでは、インストールディレクトリに変更する必要はありません。

3. tabcmdコマンドを実行します。

tabcmdを使用する場合、認証されたサーバーセッションを確立する必要があります。セッションは、

Tableau ServerやTableau Cloudサイト、およびセッションを実行しているユーザーを識別します。

最初にセッションを開始してコマンドを指定するか、セッションの開始とコマンドの実行を一度に行う

ことができます。

重要 : tabcmdを使用して複数のタスクを実行している場合、各タスクを同時に(並行して)で

はなく、順番に(連続して)実行する必要があります。

コマンド(loginなど)およびオプション( -s、-uなど)は大文字と小文字を区別しませんが、ユー

ザーが指定する値 (User@Example.comなど)は大文字と小文字を区別します。

例

次のコマンドは、セッションの開始を示します。

tabcmd login -s https://prod-useast-b.online.tableau.com -t mysite -

u authority@email.com -p password
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次に、1つのコマンドでセッションを開始し、ワークブックを削除する方法を示します。ここでlogin

は必要ありません。

tabcmd delete "Sales_Workbook" -s https://prod-useast-

b.online.tableau.com -t campaign -u admin@email.com -p password

オプションの-s、-t、-u、-pなどは、tabcmd間のグローバル変数であるため、任意のコマンドと

共に使用できます。

詳細については、tabcmdコマンドを参照してください。

tabcmdコマンド

注 : Tableau Cloudでは、ほとんどの場合、tabcmdコマンドラインユーティリティ2.0 (tabcmd 2.0)

を使用する必要があります。Tabcmd 2.0はTableau tabcmdで入手できます。この新バージョン

では、MacOSやLinuxで tabcmdコマンドを:実行し、個人アクセストークン(PAT)を使って認証

することで、多要素認証 (MFA)に対応することができます。バージョン2.0は、Pythonベースの

Tableau Serverクライアント(TSC)で利用可能なパブリックエンドポイントに基づいて構築されて

います。

Tableau Cloudの tabadminコマンドラインツールで、次のコマンドを使用することができます。

login

logout

get url

addusers (グループに対して)

creategroup

deletegroup

export

createproject
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deleteproject

publish

createextracts

refreshextracts

deleteextracts

delete workbook-nameまたはdelete datasource-name

createsiteusers

deletesiteusers

removeusers

version

addusers group-name

指定したグループにユーザーを追加します。

例

tabcmd addusers "Development" --users "users.csv"

オプション

--users

特定の.csvファイル内のユーザーを指定されたグループに追加します。ファイルは、1行に

ユーザー名が1つの簡単なリストでなければなりません。ユーザー名は大文字と小文字を

区別しません。ユーザーは、既にTableau Cloudで作成されている必要があります。

詳細については、CSVインポートファイルのガイドラインを参照してください。
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--[no-]complete

このオプションをcompleteに設定した場合、変更を正常に行うには、すべての行が有効

でなければなりません。指定しない場合、--completeが使用されます。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。
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--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ
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ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

createextracts

パブリッシュ済みワークブックまたはデータソースの抽出の作成。

オプション

-d, --datasource

抽出作成対象のデータソースの名前。

--embedded-datasources

ターゲットワークブック内の埋め込みデータソース名をスペースで区切ったリスト。データ

ソース名にスペースが含まれている場合は、二重引用符で囲みます。ワークブックの抽出

を作成する場合にのみ使用できます。

--encrypt

暗号化された抽出の作成。

--include-all

ターゲットブック内のすべての埋め込みデータソースを含めます。ブックの抽出を作成する

場合にのみ使用できます。

--parent-project-path

ターゲットリソースを含むプロジェクトの親であるプロジェクトのパス。プロジェクト名を--
projectで指定する必要があります。

--project

666 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



ターゲットリソースを含むプロジェクトの名前。--workbookまたは --datasourceが指定され

ている場合にのみ必要です。指定されていない場合は、既定のプロジェクト'Default'が使

用されます。

-u, -url

URLに表示されるリソースの正規名です。

-w, -workbook

抽出作成先のブックの名前。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。
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-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--
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コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

creategroup group-name

グループを作成します。Tableau Serverグループを作成してActive Directoryグループと同期する

には、グループの作成後にユーザーを追加するには、addusersを使用します。

例

tabcmd creategroup "Development"

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。
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-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout
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サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

createproject project-name

プロジェクトを作成します。

例

tabcmd createproject -n "Quarterly_Reports" -d "Workbooks showing

quarterly sales reports."

オプション

-n, --name

作成するプロジェクトの名前を指定します。

--parent-project-path

-nオプションで指定されたネストされたプロジェクトで、親プロジェクトの名前を付けます。た

とえば、"Main (主 )"プロジェクトにある"Nested (ネスト)"という名前のプロジェクトを指定する

には、構文 --parent-project-path "Main" -n "Nested"を使用します。

-d, --description

プロジェクトの説明を指定します。
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グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file
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パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。
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tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

createsiteusers filename.csv

コンマ区切りの値 (CSV)で提供される情報に基づいて、サイトにユーザーを追加します。ユーザー

がサーバー上にまだ作成されていない場合、このコマンドはそのユーザーを作成してからサイトに追

加します。

CSVファイルには1つまたは複数のユーザー名が含まれる必要があります。また、(各ユーザー用

の)パスワード、フルネーム、ライセンスタイプ、管理者レベル、パブリッシャー (はい/いいえ)、および

電子メールアドレスを含めることができます。CSVファイルの書式設定の詳細については、CSVイ

ンポートファイルのガイドラインを参照してください。

管理者レベルおよびパブリッシャーのパーミッションをCSVファイルに含める他の方法として、--

roleオプションを含め、CSVファイルにリストされているユーザーを割り当てたいサイトロールを指

定することにより、アクセスレベル情報を渡すことができます。

デフォルトでは、ユーザーはログインしているサイトに追加されます。異なるサイトにユーザーを追加

するには、広範囲の--siteオプションを使用してそのサイトを指定します。(指定するサイト上で

ユーザーを作成するには、パーミッションが付与されている必要があります。)

例

tabcmd createsiteusers "users.csv" --role "Explorer"

オプション

--admin-type

非推奨です。代わりに、--roleオプションを使用します。

--auth-type

すべてのユーザーの認証タイプ(TableauIDまたはSAML)を、.csvファイルで設定しま

す。指定がない場合、既定ではTableauIDです。
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注 : SAML認証を使用するには、サイト自身でもSAMLを有効化する必要があります。詳

細については、サイトでのSAML認証の有効化を参照してください。

--[no-]complete

非推奨です。既定のエラー動作 : 10行の範囲内に3つ以上のエラーがある場合、コマンド

は失敗します。

--no-publisher

非推奨です。代わりに、--roleオプションを使用します。

--nowait

非同期ジョブが完了するのを待ちません。

--publisher

非推奨です。代わりに、--roleオプションを使用します。

--role

.csvファイルに含まれるすべてのユーザーに対して1つのサイトロールを指定します。--role
optionで複数のサイトロールを割り当てる必要がある場合、各サイトロールに対応する別

個のCSVファイルを作成します。

有効な値は、ServerAdministrator、SiteAdministratorCreator、

SiteAdministratorExplorer、SiteAdministrator、Creator、

ExplorerCanPublish、Publisher、Explorer、Interactor, Viewer、および

Unlicensedです。

既定値は、新しいユーザーの場合はUnlicensedで、既存のユーザーの場合は変更され

ません。また、ユーザーベースのサーバーインストールを行っている場合、および

createsiteusersコマンドによって新しいユーザーが作成されたものの、ユーザーのライセ

ンス数が既に上限に達している場合、ユーザーはライセンスなしとして追加されます。
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注 :複数サイトのTableau ServerでServerAdministratorサイトロールを--

roleオプションを使用して割り当てる必要がある場合、createsiteusersではな

くcreateusersコマンドを使用します。

--silent-progress

コマンドの進捗状況メッセージを表示しません。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。
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-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--
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コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

delete workbook-nameまたは delete datasource-name

指定のワークブックまたはデータソースをサーバーから削除します。

このコマンドは、パブリッシュ時のファイル名ではなく、サーバー上に表示されるワークブック名または

データソース名を取得します。

例

tabcmd delete "Sales_Analysis"

オプション

-r, --project

削除するワークブックまたはデータソースを含むプロジェクトの名前。未指定の場合は "既
定"プロジェクトが使用されます。

--parent-project-path

-rオプションで指定されたネストされたプロジェクトで、親プロジェクトの名前を付けます。た

とえば、"Main (主 )"プロジェクトにある"Nested (ネスト)"という名前のプロジェクトを指定す

るには、構文 --parent-project-path "Main" -r "Nested"を使用します。

--workbook

削除するワークブックの名前。
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--datasource

削除するデータソースの名前。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file
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パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。
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tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

deleteextracts

パブリッシュ済みワークブックまたはデータソースの抽出の削除。

オプション

-d, --datasource

抽出削除対象のデータソースの名前。

--embedded-datasources

ターゲットワークブック内の埋め込みデータソース名をスペースで区切ったリスト。データソー

ス名にスペースが含まれている場合は、二重引用符で囲みます。ブックの抽出を削除する

場合にのみ使用できます。

--encrypt

暗号化された抽出の作成。

--include-all

ターゲットブック内のすべての埋め込みデータソースを含めます。

--parent-project-path

ターゲットリソースを含むプロジェクトの親であるプロジェクトのパス。プロジェクト名を--project
で指定する必要があります。

--project

ターゲットリソースを含むプロジェクトの名前。--workbookまたは --datasourceが指定され

ている場合にのみ必要です。指定されていない場合は、既定のプロジェクト'Default'が使
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用されます。

-u, -url

URLに表示されるリソースの正規名です。

-w, -workbook

抽出削除先のブックの名前。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。
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-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--
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コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

deletegroup group-name

指定のグループをサーバーから削除します。

例

tabcmd deletegroup "Development"

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server
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Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-
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を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

deleteproject project-name

指定のプロジェクトをサーバーから削除します。

tabcmdを使用して、プロジェクト階層で上位のプロジェクトのみを指定できます。親プロジェクト

内のプロジェクトに対して実行するタスクを自動化するには、同等のTableau REST API呼び出

しを使用します。

例

tabcmd deleteproject "Designs"

オプション

--parent-project-path

コマンドで指定されたネストされたプロジェクトで、親プロジェクトの名前を付けます。たとえ

ば、"Main (主 )"プロジェクトにある"Designs (デザイン)"という名前のプロジェクトを指定す

るには、構文 --parent-project-path "Main" "Designs"を使用します。
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グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site
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コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1
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deletesiteusers filename.csv

ログインしているサイトからユーザーを削除します。削除するユーザーは、1行に1つのユーザー名を

指定した簡単なリストを含むファイルで指定されます。(ユーザー名以外の追加情報は必要ありま

せん。)

既定では、サーバーに1つのサイトしかない場合、またはユーザーが1つのサイトにのみ属している

場合、ユーザーはサーバーからも削除されます。Tableau Server Enterpriseのインストールでは、

サーバーに複数のサイトがある場合、サーバー管理者のサイトロールを割り当てられたユーザー

は、サイトから削除されますが、サーバーからは削除されません。

ユーザーがコンテンツを所有している場合、ユーザーロールは「ライセンスなし」に変更されますが、

ユーザーはサーバーやサイトから削除されません。コンテンツの所有者はそのユーザーのままです。

ユーザーを完全に削除するには、コンテンツの所有者を変更してからユーザーの削除を再試行す

る必要があります。

例

tabcmd deletesiteusers "users.csv"

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。
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-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie
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指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

export

Tableau Cloudからビューまたはワークブックをエクスポートして、ファイルに保存します。このコマンド

はビューに使用されるデータのみをエクスポートすることもできます。ビューデータは、集計レベルでエ

クスポートされます。詳細レベルのデータをエクスポートするには、Tableau Server UIを使用する必

要があります。詳細については、「「ビューとワークブックのダウンロード」を参照してください。

このコマンドを使用するときには、以下に注意してください。

l パーミッション:エクスポートするには、[イメージのエクスポート]パーミッションが必要です。既

定では、このパーミッションはすべての役割で許可されているか継承されますが、ワークブック

またはビューごとにパーミッションを設定することもできます。

l データのエクスポート:ビューに使用されるデータのみをエクスポートするには、--csvオプショ

ンを使用します。ビューで使用されるサマリーデータを.csvファイルにエクスポートします。

l ビュー、ワークブック、またはエクスポートするデータの指定 :
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l URLの一部をエクスポート対象を特定するために使用します。具体的にはワーク

ブックまたはビューのURLに現れる"workbook/view"文字列を使用します。「わ

かりやすい名前」は使用せず、URLの末尾にあるセッションID 「:iid=<n>」を除外

します。

例えば、TableauのSuperstoreワークブックのサンプルビュー [オーダーの詳細 ]には

次のようなURLがあります。<server_

name>/#/views/Superstore/OrderDetails?:iid=2

[オーダーの詳細 ]ビューをエクスポートするには、文字列

「Superstore/OrderDetails」を使用します。

Superstore/Order DetailsやSuperstore/OrderDetails?:iid=2は

使用しないでください。

l サーバーが複数のサイトを実行し、ビューまたはワークブックが "既定"以外のサイト

にある場合、-t <site_id>を使用します。

l ワークブックをエクスポートするには、ワークブック内でビューを開いて、URL文字列を

取得し、使用するストリングにビューを含めます。

上の例では、Superstoreワークブックをエクスポートするために、文字列

Superstore/OrderDetailsを使用します。

l ワークブックをエクスポートするには、[Tableau Desktopパブリッシュ]ダイアログボック

スで [シートをタブとして表示 ]を選択して、それをパブリッシュしておく必要がありま

す。

注 :管理ビューを含むTableauワークブックはエクスポートできません。

l ダウンロードするデータをフィルターするには、次の形式を使用してパラメーターフィル

ターを追加します。

?<filter_name>=value
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または、パラメーターのフィルター処理で、そのパラメーターにメジャーまたはディメンショ

ンの名前と一致する表示名が含まれている場合は、次の形式を使用します。

?Parameters.<filter_name>=value

l ファイルの保存形式 :形式オプションは、エクスポートするファイルによって異なります。ワーク

ブックは--fullpdf引数を使用してPDFとしてエクスポートします。ビューはPDF (--

pdf)またはPNG (--png)としてエクスポートできます。

l 保存するファイルの名前と場所 (省略可 ):名前を指定しなければ、ビューまたはワークブック

の名前から生成されます。場所を指定しなければ、ファイルは現在の作業ディレクトリに保

存されます。それ以外の場合は、完全パスまたは現在の作業ディレクトリに対して相対的

なパスを指定できます。

注 : .csvや.pdfなどのファイル名拡張子を含める必要があります。このコマンドは、

指定したファイル名に拡張子を自動的に追加しません。

l PDF エクスポートに含まれていないダッシュボードWeb ページオブジェクト:ダッシュボードは

オプションでWebページオブジェクトを含めることができます。Webページオブジェクトを含む

ダッシュボードのPDFへエクスポートする場合、WebページオブジェクトはPDFに含まれま

せん。

l 非 ASCII 文字と非標準のASCII 文字、PDF のエクスポート:名前にASCII文字セット以

外の文字、または非標準のASCII文字セットが含まれるビューまたはワークブックをエクス

ポートする場合は、その文字をURLエンコード(パーセントエンコード)する必要があります。

たとえば、コマンドに都市「Zürich」が含まれる場合、URLを「Z%C3%BCrich」とエンコード

する必要があります。

tabcmd export "/Cities/Sheet1?locationCity=Z%C3%BCrich" -

fullpdf

キャッシュをクリアしてリアルタイムデータを使用
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キャッシュからデータを取得する代わりに新しいデータクエリを強制的に実行するために、オプション

でURLパラメーターの?:refresh=yesを追加できます。独自のスクリプトで tabcmdを使用し

ていて、refresh URLパラメーターを頻繁に使用している場合、パフォーマンスに悪影響を与え

る可能性があります。リアルタイムデータが必要な場合はrefreshのみを使用することをお勧め

します (ワークブック全体の代わりに1つのダッシュボードなど)。

例

ビュー

tabcmd export "Q1Sales/Sales_Report" --csv -f "Weekly-Report.csv"

tabcmd export -t Sales "Sales/Sales_Analysis" --pdf -f "C:\Tableau_

Workbooks\Weekly-Reports.pdf"

tabcmd export "Finance/InvestmentGrowth" --png

tabcmd export "Finance/InvestmentGrowth?:refresh=yes" --png

ワークブック

tabcmd export "Q1Sales/Sales_Report" --fullpdf

tabcmd export "Sales/Sales_Analysis" --fullpdf --pagesize tabloid -

f "C:\Tableau_Workbooks\Weekly-Reports.pdf"

オプション

-f, --filename

指定したファイル名と拡張子でファイルが保存されます。

--csv

ビューのみ。ビューのデータ(サマリーデータ)を.csv形式でエクスポートします。

--pdf
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ビューのみ。PDFとしてエクスポートします。

--png

ビューのみ。イメージとして.png形式でエクスポートします。

--fullpdf

ワークブックのみ。PDFとしてエクスポートします。ワークブックは [シートをタブとして表示 ]を
有効にしてパブリッシュする必要があります。

--pagelayout

エクスポートするPDFのページの向き(landscapeまたはportrait)を設定します。指

定しなければ、Tableau Desktopの設定が使用されます。

--pagesize

エクスポートするPDFのページサイズを次のいずれかに設定します。unspecified、

letter、legal、note folio、tabloid、ledger、statement、executive、a3、

a4、a5、b4、b5、またはquarto。既定はletterです。

--width

幅をピクセル単位で設定します。既定値は 800 pxです。

--height

高さをピクセル単位で設定します。既定値は 600 pxです。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必
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要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致
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しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

get url

指定した(部分的 ) URLによって表されるTableau Cloudからリソースを取得します。結果はファイ

ルとして返されます。

このコマンドを使用するときには、以下に注意してください。
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l パーミッション:ファイルを取得するには、[ダウンロード/名前を付けてWeb に保存 ]パーミッ

ションが必要です。既定では、このパーミッションはすべての役割で許可されているか継承さ

れますが、ワークブックまたはビューごとにパーミッションを設定することもできます。

l 取得ビューまたはワークブックの指定 :取得するビューを指定するには

"/views/<workbookname>/<viewname>.<extension>"文字列を使用し、取得

するワークブックを指定するには、"/workbooks/<workbookname>.<extension>"

文字列を使用します。<workbookname> と<viewname>を、ブラウザーデビューを開い

たときにURLに表示されるワークブック名とビューに置き換え、<extension>を保存するファ

イル形式に置き換えます。URLの末尾にセッションID (?:iid=<n>)を使用したり、「わか

りやすい」名前をワークブックやビューに使用しないでください。

たとえば、"メトリクスサマリー"というワークブックでビュー "地域合計"を開くと、URLは次の

ようになります。

/views/MetricsSummary_1/RegionalTotals?:iid=1

文字列 /views/MetricsSummary_1/RegionalTotals.<extension>を使用し

てビューを取得します。

文字列 /workbooks/MetricsSummary_1.<extension>を使用してビューを取得

ｓいます。

ワークブックやビューをTableau Cloudからダウンロードする場合、.twbまたは .twbxファイル

のコンテンツは、プレーンテキストで保存されます。ユーザーがファイルを開くと、データの意

味的な手がかりとなるフィルター値を含むすべてのデータを読むことができます。

l ファイル拡張子 : URLにはファイル拡張子を含める必要があります。拡張子によって返され

る結果が異なります。ビューは、PDF、PNG、またはCSV (サマリーデータのみ)形式で返

すことができます。Tableauワークブックは、パブリッシュされたデータソースに接続するかライ

ブ接続を使用する場合、TWBとして返されます。データ抽出に接続する場合はTWBXと

して返されます。
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注 :ビューをPDFまたはPNGファイルにダウンロードし、.pdfまたは .png拡張子を含む

--filenameパラメーターを含める場合、そのURLに .pdfまたは .png拡張子を含め

る必要はありません。

l 保存するファイルの名前と場所 (省略可 ): --filenameに使用する名前に、ファイル拡張

子を含める必要があります。名前とファイル拡張子を指定しなければ、両方ともURLの文

字列から取得されます。場所を指定しなければ、ファイルは現在の作業ディレクトリに保存

されます。それ以外の場合は、完全パスまたは現在の作業ディレクトリに対して相対的なパ

スを指定できます。

l PNG サイズ (オプション):保存されているファイルがPNGの場合、ピクセル単位でURLのサ

イズを指定できます。

キャッシュをクリアしてリアルタイムデータを使用

キャッシュからデータを取得する代わりに新しいデータクエリを強制的に実行するために、オプション

でURLパラメーターの?:refresh=yesを追加できます。独自のスクリプトで tabcmdを使用して

いて、refreshパラメーターを頻繁に使用している場合、パフォーマンスに悪影響を与える可能

性があります。リアルタイムデータが必要な場合はrefreshのみを使用することをお勧めします

(ワークブック全体の代わりに1つのダッシュボードなど)。

例

ビュー

tabcmd get "/views/Sales_Analysis/Sales_Report.png" --filename

"Weekly-Report.png"

tabcmd get "/views/Finance/InvestmentGrowth.pdf" -f "Q1Growth.pdf"

tabcmd get "/views/Finance/InvestmentGrowth" -f "Q1Growth.pdf"

tabcmd get "/views/Finance/InvestmentGrowth.csv"

Tableau Software 699

Tableau Cloudヘルプ



tabcmd get "/views/Finance/InvestmentGrowth.png?:size=640,480" -f

growth.png

tabcmd get "/views/Finance/InvestmentGrowth.png?:refresh=yes" -f

growth.png

ワークブック

tabcmd get "/workbooks/Sales_Analysis.twb" -f "C:\Tableau_

Workbooks\Weekly-Reports.twb"

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user
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Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout
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サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

login

重要 : tabcmd 1.0は、多要素認証 (MFA)をサポートしていません。Tableau Cloudで

tabcmdを使用するには、Tableau tabcmd 2.0 (新しいウィンドウ)を使用します。Tableauで

MFAを使用する方法については、「多要素認証とTableau Cloudについて」を参照してくだ

さい。

Tableau Cloudユーザーをログインします。

セッションを作成するために、--server、--site、--username、--passwordグローバルオ

プションが使用されます。

注 : tabcmd loginコマンドを使用する場合は、サイトがSAMLを使用するよう構成されてい

る場合でもSAMLシングルサインオン(SSO)を使用できません。ログインするには、サイト上

で作成されたユーザー名とパスワードを渡す必要があります。サインインしているTableau

Cloudユーザーのパーミッションが付与されます。

セッションの作成で既に使用した情報を使用してログインする場合は、--passwordオプションだ

けを指定してください。cookieに保管されているサーバーとユーザー名が使用されます。
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サーバーが80 (既定 )以外のポートを使用している場合は、ポートを指定する必要があります。

サーバーで複数のサイトを実行し、デフォルトサイトでないサイトにログインしている場合にのみ、--

site(-t)オプションが必要になります。パスワードを指定しない場合、パスワードを要求するプロン

プトが表示されます。--no-promptオプションを指定し、パスワードを指定しない場合、このコマ

ンドは失敗します。

ログインした後、セッションはサーバーで有効期限が切れるか、logoutコマンドが実行されるまで

継続されます。

例

指定されたサイトIDを使用してTableau Cloudサイトにログインします。

tabcmd login -s https://prod-useast-b.online.tableau.com -t siteID -

u user@email.com -p password

オプション

-s, --server

ネットワーク上のTableau Serverコンピューターからコマンドを実行する場合は、

http://localhostを使用できます。そうでない場合は、

http://bigbox.myco.comまたはhttp://bigboxのようにコンピューターのURLを

指定します。

サーバーがSSLを使用している場合は、コンピューターのURLでhttps://を指定する必

要がありますにあります。

Tableau Cloudの場合は、サイトがデプロイされているポッドを含む完全なURLを指定しま

す。例 : https://prod-useast-b.online.tableau.com。

-t, --site

サーバーに複数のサイトがあり、ドフォルトサイトでないサイトにログインしている場合、このオ

プションを含めます。
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サイトIDは、サイトを一意に識別するためにURLで使用されます。たとえば、West Coast
Salesという名前のサイトには、west-coast-salesというサイトIDが設定されている可能性

があります。

-u, --username

ユーザーがログインするユーザー名。Tableau Cloudの場合、ユーザー名はユーザーの電子

メールアドレスです。

-p, --password

--username用に指定されたユーザーのパスワード。パスワードを指定しない場合、パス

ワードを要求するプロンプトが表示されます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定されたfilename.txtファイルに保管し、セキュ

リティを向上させることができます。

-x, --proxy

tabcmd要求にHTTPプロキシサーバーとポート(Host:Port)を指定するために使用しま

す。

--no-prompt

パスワードを要求しません。パスワードを指定しないと、loginコマンドが失敗します。

--cookie

ログオン時のセッションIDを保存します。後続コマンドは、ログインを必要としません。この値

は、このコマンドで既定です。

--no-cookie
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ログインが正常に完了した後はセッションID情報を保存しません。後続コマンドにはログイン

が必要です。

--timeout SECONDS

loginコマンドの処理まで、サーバーが待機する秒数です。既定 : 30秒です。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。
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--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は
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exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

logout

サーバーからログアウトします。

例

tabcmd logout

filename.twb(x)、filename.tds(x)、またはfilename.hyperのパブリッシュ

指定したワークブック(.twb(x))、データソース(.tds(x))、または抽出 (.hyper)をTableau Cloudにパ

ブリッシュします。

ワークブックをパブリッシュする場合、デフォルトでは、ワークブック内のすべてのシートは、データベー

スのユーザー名またはパスワードなしでパブリッシュされます。

ワークブックやデータソースに最初に割り当てられるパーミッションは、ファイルがパブリッシュされるプロ

ジェクトからコピーされます。パブリッシュされるリソースのパーミッションは、ファイルがパブリッシュされた

後に変更できます。

ワークブックにユーザーフィルターが含まれている場合、いずれかのサムネイルオプションを指定する

必要があります。

例

tabcmd publish "analysis_sfdc.hyper" -n "Sales Analysis"

--oauth-username "user-name" --save-oauth

ファイルが tabcmdと同じディレクトリにない場合、ファイルへの完全なパスを含めます。

例
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tabcmd publish "\\computer\volume\Tableau Workbooks\analysis_

sfdc.hyper" -n "Sales Analysis" --oauth-username "username" --save-

oauth

オプション

-n, --name

サーバー上のワークブックまたはデータソースの名前。省略した場合は、ワークブック、データ

ソース、またはデータ抽出がファイル名の後で指定されます。

-o, --overwrite

既にサーバー上に存在するワークブック、データソース、またはデータ抽出を上書きします。

-r, --project

指定されたプロジェクトにワークブック、データソース、データ抽出をパブリッシュします。未指

定の場合は "既定"プロジェクトにパブリッシュされます。

--parent-project-path

-rオプションで指定されたネストされたプロジェクトで、親プロジェクトの名前を付けます。た

とえば、"Main (主 )"プロジェクトにある"Nested (ネスト)"という名前のプロジェクトを指定す

るには、構文 --parent-project-path "Main" -r "Nested"を使用します。

--db-username

ワークブック、データソース、またはデータ抽出と共にデータベースユーザー名をパブリッシュ

するにはこのオプションを使用します。

保護されたOAuth接続からデータに接続し、トークンにアクセスする場合、代わりに--

oauth-usernameオプションを使用します。

--db-password
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ワークブック、データソース、または抽出と共にデータベースパスワードをパブリッシュするには

このオプションを使用します。

--save-db-password

指定されたデータベースパスワードをサーバーに保存します。

--oauth-username

ユーザーアカウントの電子メールアドレス。--nameに指定されたクラウドデータソースの保

存されたアクセストークンをユーザーが既に持っている場合、事前に構成されたOAuth接

続からユーザーに接続します。アクセストークンはユーザー設定で管理できます。

データソースへの既存のOAuth接続では--db-usernameおよび--db-passwordで

はなく、このオプションを使用します。

--save-oauth

--oauth-usernameにより指定された認証資格情報を、パブリッシュされたワークブックま

たはデータソースと一緒に埋め込み認証資格情報として保存します。

その後、パブリッシャーまたはサーバー管理者がサーバーにサインインして、そのワークブックま

たはデータソースの接続を編集すると、接続設定ではこのOAuth認証資格情報がコンテ

ンツに埋め込まれているように表示されます。

パブリッシュ後に抽出更新をスケジュールする場合、--oauth-usernameを使用してこの

オプションを含める必要があります。これは、従来のデータベース接続で--save-db-

passwordを使用するのと似ています。

--thumbnail-username

ワークブックにユーザーフィルターが含まれている場合、指定されたユーザーが表示できる内

容に基づいてサムネイルが生成されます。--thumbnail-groupオプションが設定されて

いる場合は、指定できません。

--thumbnail-group
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ワークブックにユーザーフィルターが含まれている場合、指定されたグループが表示できる内

容に基づいてサムネイルが生成されます。--thumbnail-usernameオプションが設定さ

れている場合は、指定できません。

--tabbed

タブ付きのビューと共にワークブックがパブリッシュされた場合、各シートはタブになります。

ビューアーはこのタブを使用して、ワークブック内のシートを切り替えることができます。シート

レベルのセキュリティは、この設定によってオーバーライドされます。

--append

既存のデータソースに抽出ファイルを追加します。

--replace

既存のデータソースを置換するために抽出ファイルを使用します。

--disable-uploader

増分ファイルアップローダーを無効にします。

--restart

ファイルのアップロードを再開します。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。
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-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用されな

い場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があります。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt
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指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定し

ないと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

refreshextracts workbook-nameまたは refreshextracts datasource-name

指定されたワークブックまたはデータソースに属する抽出の完全更新または増分更新を実行しま

す。

このコマンドは、パブリッシュ時のファイル名ではなく、サーバー上に表示されるワークブック名または

データソース名を取得します。ワークブックまたはデータソースの管理者や所有者のみがこの操作

を実行できます。

注 :
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l サーバー管理者がサイトで [今すぐ実行 ]設定を無効にしている場合、このメソッドは失敗し

てエラーになります。詳細については、「サーバー設定」を参照してください。

l tabcmdを使用して、クラウドでホストされるサポート対象のデータソースを更新できます。た

とえば、SQL Server、MySQL、クラウドプラットフォーム上のPostgreSQL、Googleアナリ

ティクスなど。

l tabcmdを使用してオンプレミスデータを更新するには、データソースがTableau Bridge推

奨スケジュール用に構成できるタイプである必要があります。オンプレミスデータに接続する

その他すべてのデータソース、に対しては、Bridgeまたはコマンドラインデータ抽出ユーティリ

ティを使用できます。詳しくは、Bridgeを使用してデータを最新に保つおよびコマンドライン

からの抽出更新タスクの自動化を参照してください。

例

tabcmd refreshextracts --datasource sales_ds

tabcmd refreshextracts --project "Sales External" --datasource

sales_ds

tabcmd refreshextracts --project "Sales External" --parent-project-

path "Main" --project "Sales External" --datasource sales_ds

tabcmd refreshextracts --workbook "My Workbook"

tabcmd refreshextracts --url SalesAnalysis

tabcmd refreshextracts --workbook "My Workbook" --addcalculations

tabcmd refreshextracts --datasource sales_ds --removecalculations

オプション

--incremental

増分更新操作を実行します。

--synchronous
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バックグラウンダープロセスが使用できるとすぐに実行されるように、完全なリフレッシュ操作

をバックグラウンダープロセスで使用されるキューに追加します。バックグラウンダープロセス

が使用できる場合、操作はすぐに実行されます。リフレッシュ操作がバックグラウンドタスク

レポートに表示されます。

同期更新の間、tabcmdはリフレッシュ操作の実行中にサーバーとのライブ接続を保ち、

バックグラウンドジョブが実行されるまで毎秒ポーリングします。

注 : --synchronousオプションは、Tableau Bridgeで更新されたデータソースでは

使用できません。

--workbook

更新する抽出を含むワークブックの名前。ワークブック名にスペースが含まれる場合、名前

を引用符で囲みます。

--datasource

更新する抽出を含むデータソースの名前。

--project

"既定"以外のプロジェクトのワークブックまたはデータソースを指定するには、--

workbookまたは--datasourceと共に使用します。未指定の場合は "既定"プロジェ

クトが使用されます。

--parent-project-path

--projectオプションで指定されたネストされたプロジェクトで、親プロジェクトの名前を付

けます。

例 :
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l たとえば、"Main (主 )"プロジェクトにある"Nested (ネスト)"という名前のプロジェクトを

指定するには、次の構文を使用します

l --parent-project-path "Main" --project "Nested"

l "ネスト"プロジェクト内でネストされている"Nested2"という名前のプロジェクトを指定

するには、次の手順を実行します。

l --parent-project-path "Main/Nested" --project "Nested2"

--url

URLに表示されるワークブック名です。"Sales Analysis"としてパブリッシュされたワークブック

のURL名は "SalesAnalysis"になります。

--addcalculations

ワークブックの埋め込まれた抽出の計算をマテリアライズするには--workbookと一緒に使

用し、抽出データソースの計算をマテリアライズするには--datasourceと一緒に使用し

ます。バックグラウンダープロセスが使用するキューに操作を追加します。バックグラウンダー

プロセスが使用できる場合、操作はすぐに実行されます。この操作は [抽出でのバックグラウ

ンドタスク]管理ビューに表示されます。

--removecalculations

以前マテリアライズされた計算を削除するには、--workbook または--datasourceと

一緒に使用します。バックグラウンダープロセスが使用するキューに操作を追加します。バッ

クグラウンダープロセスが使用できる場合、操作はすぐに実行されます。この操作は [抽出

でのバックグラウンドタスク]管理ビューに表示されます。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。認

証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める必

要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効です。
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-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user

Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があ

ります。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向

上させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに

関連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを

使用する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致

しない場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示さ

れることがあります。
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--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout

サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定で

は、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプション

設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフンを

含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマンドで

--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1はexportコマ

ンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

removeusers group-name

指定したグループからユーザーを削除します。

例

tabcmd removeusers "Development" --users "users.csv"
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オプション

--users

指定されたグループから指定された.csvファイル内のユーザーを削除します。ファイルは、

1行にユーザー名が1つの簡単なリストでなければなりません。

--[no-]complete

変更を正常に行うには、すべての行が有効であることが必要です。指定しない場合、--

completeが使用されます。

グローバルオプション

次のオプションは、すべてのtabcmdコマンドによって使用されます。セッションを開始するには、--

server、--user、および--passwordオプションを少なくとも1回使用する必要があります。

認証トークンは保管されているため、後続のコマンドを実行するときに、これらのオプションを含める

必要はありません。このトークンは、それを使用した最後のコマンドの実行後、5分間だけ有効で

す。

-h, --help

コマンドのヘルプを表示します。

注 :リスト上の一部のコマンドは、Tableau Cloudで tabcmdを使用する場合は適用され

ない場合があります。

-s, --server

Tableau Cloud URL。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要がありま

す。

-u, --user
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Tableau Cloudユーザー名。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

-p, --password

Tableau Cloudパスワード。セッションを開始するために少なくとも1回指定する必要があり

ます。

--password-file

パスワードを、コマンドラインではなく指定された.txtファイルに保管し、セキュリティを向上

させることができます。

-t, --site

コマンドを、単一引用符または二重引用符で囲んだTableau CloudサイトIDによって指

定されたサイトに適用することを示しています。指定されたユーザーが2つ以上のサイトに関

連付けられている場合に、このオプションを使用します。キャッシュされた認証トークンを使用

する場合、サイトIDでは大文字と小文字が区別されます。大文字と小文字が一致しない

場合、トークンがまだ有効であっても、パスワードの入力を求めるメッセージが表示されること

があります。

--no-prompt

指定した場合、このコマンドではパスワードが要求されません。有効なパスワードを指定しな

いと、コマンドが失敗します。

--[no-]cookie

指定した場合、セッションIDはログイン時に保存されるため、その後にコマンドを実行すると

きにログインする必要はなくなります。セッションIDを保存しない場合は、プレフィックスno-

を使用します。既定ではセッションは保存されます。

--timeout
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サーバーがコマンドの処理を完了するまで、指定された時間 (秒単位 )待機します。既定

では、プロセスはサーバーが応答するまで待機します。

--

コマンドラインでオプションの最後を指定します。--を使用し、--の後に続く値はオプショ

ン設定ではなく、コマンドの値として解釈することをtabcmdに示すことができます。ハイフン

を含むコマンドで値を指定する必要がある場合に便利です。次の例では、tabcmdコマン

ドで--の使用が必要になる場合を示しています。ここで、-430105/Sheet1は

exportコマンドで必要な値です。

tabcmd export --csv -f "D:\export10.csv" -- -430105/Sheet1

ヒント: Tableau Serverで使用できるTabcmd 1.0コマンドについては、「tabcmdコマンド」を参照

してください。

tabcmd用のスイッチとプロパティのインストール (Windows)

注 : Tableau Cloudでは、ほとんどの場合、tabcmdコマンドラインユーティリティ2.0 (tabcmd 2.0)

を使用する必要があります。Tabcmd 2.0はTableau tabcmdで入手できます。この新バージョン

では、MacOSやLinuxで tabcmdコマンドを:実行し、個人アクセストークン(PAT)を使って認証

することで、多要素認証 (MFA)に対応することができます。バージョン2.0は、Pythonベースの

Tableau Serverクライアント(TSC)で利用可能なパブリックエンドポイントに基づいて構築されて

います。

Tableau Serverコマンドラインユーティリティ(tabcmd)バージョン2019.4.0以降をWindowsのコ

マンドラインからインストールする場合は、次のスイッチを使用できます。

注 : Linuxバージョンの tabcmdインストーラーでは相当するスイッチはありません。

スイッチ 説明 コメント

/install |
/repair |

セットアップを 既定では、UIとすべてのプロンプトをインストールして表

示します。新規インストールでディレクトリが指定されて
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/uninstall |
/layout

"<directory>"

実行してイン

ストール、修

復、またはアン

インストールす

るか、

/layoutを

使用して、指

定したディレク

トリにインス

トールバンドル

の完全なロー

カルコピーを作

成します。

いない場合は、C:\Program

Files\Tableau\Tableau

Server\<version>\extras\Command Line

Utilityが使用されます。

/passive 最小限のUI

を使用してセッ

トアップを実行

します。プロン

プトは表示さ

れません。

/quiet |
/silent

無人の完全な

サイレントモー

ドでセットアップ

を実行しま

す。UIもプロン

プトも表示さ

れません。

注 : /silentまたは/quietのいずれか (両方で

はない)を使用します。

/norestart 再起動が必

要な場合で

も、Windows

注 :まれに、このオプションを使用しても再起動を抑
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を再起動せず

にセットアップを

実行します。

制できない場合があります。これは、他のソフトウェ

アのインストール中など、以前のシステムの再起動

がスキップされた場合に生じる可能性が最も高くな

ります。

/log "<log-

file>"

指定したファイ

ルおよびパスに

情報を記録し

ます。

既定では、ロ

グファイルは

ユーザーの

%TEMP%フォ

ルダーに作成

され、

Tableau_

Server_

Command_

Line_

utility_

<version_

code>.logと

いう命名規則

が使用されま

す。

ファイルの場所を指定しない場合、ログファイルはユー

ザーのTEMPフォルダーに書き込まれます

(

C:\Users\<username>\AppData\Local\Temp

)。インストール後、このログファイルでエラーを確認しま

す。

例 : <Setup file> /silent /log

"C:\Tableau\Logs\tabcmd-Install"

ACCEPTEULA=1

プロパティ 説明 コメント
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ACCEPTEULA=1|0 エンド

ユー

ザーラ

イセン

ス契約

(EULA)
に同意

します。

クワイ

エット、

サイレ

ント、お

よびパッ

シブイ

ンス

トール

に必要

です。1
=
EULA
を受け

入れ

る、0 =
EULA
を受け

入れな

い。

/passive、/silent、ま

たは/quietの使用時に

含まれていない場合は、

セットアップはダイアログを

表示せずに失敗します。

含まれているが0に設定さ

れている場合、セットアップ

は失敗します。

INSTALLDIR="<path\to\installation\dir-

ectory>"

指定し

た既定

以外の

インス

トール

場所に

tabcmd

Tabcmdをインストールす

る場所を指定します。使

用されていない場合、

tabcmdはC:\Program

Files\Tableau\Tabl-

eau
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をインス

トール

します。

Server\<version_

code>\extras\Comma-

nd Line Utilityにイ

ンストールされます

例 : <Setup file>

/silent

INSTALLDIR="C:\tab-

cmd"

Tableau Cloudでのバックグラウンドジョブの管

理

Tableau Cloudでは、定期的に実行される抽出更新、サブスクリプション、またはフローをユーザー

がスケジュールできます。これらのスケジュールされた項目はタスクと呼ばれます。バックグラウンダー

プロセスは、これらのタスクの固有のインスタンスを開始して、スケジュールされた時刻に実行しま

す。結果として開始されたタスクの固有インスタンスはジョブと呼ばれます。Webインターフェイスで

[今すぐ実行 ]オプションをクリックしたり、プログラムでREST APIを使用したり、tabcmdコマンドを

使用したりして手動で実行を開始した場合も、ジョブが作成されます。

たとえば、毎日午前 9時に実行される抽出更新タスクを作成するとします。この抽出更新タスク

について、毎日午前 9時にバックグラウンダーが実行するジョブが作成されます。

これらのジョブをすべて実行するため、バックグラウンダーは日中のさまざまな時刻に多くのリソース

を使用する可能性があります。ジョブ管理機能を使用すると、サイトの管理者は自身のサイトで

実行されるジョブの詳細を取得し、それらのジョブに対してアクションを実行してリソースの使用量

をより適切に管理できます。

[全般 ]設定ページの [今すぐ実行 ]設定でユーザーによるジョブの手動実行を許可またはブロック

することによっても、リソースを管理できます。既定では、このオプションはユーザーが手動でジョブを
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実行できるように設定されています。ユーザーによるジョブの手動実行を防止するには、このチェック

ボックスをオフにします。

ジョブに関する情報を含まれる[ジョブ]ページには、左側のナビゲーションメニューの [Existing
Tasks (既存のタスク)]メニューに移動してアクセスできます。

注 :ジョブに関する情報は、サイトの管理者だけが表示できます。

概要

このトピックでは、[ジョブ]ページに表示される情報を理解する方法について説明します。

Tableau Cloudサイトは、すべてのユーザーの分析ニーズに対応するための容量を備えています。

サイトの容量には、ストレージの容量と、抽出、メトリクス、サブスクリプション、フローのためにサイト

で実行する必要があるタスクの容量が含まれます。(従来のメトリクス機能は、Tableau Server

バージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細については、「メトリクス

の作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)ジョブページでは、Tableau Cloudサ

イトのタスクを監視できます。サイト容量の詳細については、Tableau Cloudサイトの容量を参照し

てください。

ページの最上部には、過去 24時間内に失敗したジョブ、完了したジョブ、およびキャンセルされた

ジョブの数を示す高度な統計が表示されます。フィルターを適用してもこれらの値は変化しません。
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生成されたジョブごとに、ジョブID、ジョブのステータス、優先度、ジョブが生成されたタスクのタイ

プ、現在の実行時間、ジョブが進行中の場合は現在までのキュー時間、キューに入っている場合

は平均実行時間と平均キュー時間が示されます。

Tableauは、過去の実行時間とキュー時間を記録し、平均実行時間と平均キュー時間を計算

します。平均実行時間と平均キュー時間はどちらも、次の式を使用して加重平均として計算さ

れます。((現在の実行時間またはキュー時間の平均 x 4) +最新の実行時間またはキュー時

間 )/5

ジョブIDは管理ビューでジョブを表示する際に役立ち。ジョブIDをクリックすると、ジョブに関する詳

細情報 (ジョブLUID、プロジェクト名、スケジュール、コンテンツ名、コンテンツ所有者、ジョブ作成

者、最後に成功したジョブ実行時間 )が表示されます。

注 : [データソース]ページから[今すぐ更新 ]を実行すると、[Job Details (ジョブの詳細 )]ダイアロ

グボックスにLUIDのみが表示されます。

タスクのタイプ

タスクには次のいくつかのタイプがあります。

l Bridgeの更新 : Cloudスケジュールを使用する完全抽出および増分抽出の更新が含まれ

ます。詳細については、Bridgeの更新ジョブについてを参照してください。

l 抽出 :これには抽出の作成、増分抽出の更新、完全抽出の更新が含まれます。。

l サブスクリプション:ワークブックとビューのサブスクリプションが含まれます。詳細については、

「ビューまたはワークブックへのサブスクリプションの作成」を参照してください。
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l フロー:スケジュールされたフローと手動のフロー実行が含まれます。

l 暗号化 :次のものが含まれます。

l 抽出の暗号化と復号化

l フローの暗号化と復号化

l 抽出とフローのキー更新

フィルター

フィルターを実行すると、特定のジョブだけを表示できます。使用できるフィルターは、ジョブのステー

タスのタイプ、タスクのタイプ、および時間範囲です。時間範囲フィルターでは、過去 1 ～ 24時間

を4時間ごとに区切った時刻から選択できます。

ジョブのキャンセル

抽出更新、サブスクリプション、およびフロー実行ジョブはキャンセルできます。一度にキャンセルでき

るのは1つのジョブだけであり、一度に複数のジョブをキャンセル用に選択することはできません。

ジョブをキャンセルすると、ジョブがキャンセルされた時刻、影響を受けたコンテンツ、キャンセル前の

ジョブ実行時刻が記載されたメールが、[ジョブのキャンセル]ダイアログボックスで選択した受信者

に送信されます。さらに、メールに含めるカスタマイズした注記を追加することができます。

受信者を選択しない場合、ジョブはキャンセルされますが、メールは送信されません。

ジョブをキャンセルするには、ジョブIDの横にある省略符号 (...)をクリックし、ダイアログを使用して

ジョブをキャンセルします。

ステータス

ジョブには7種類のステータスがあり、各ステータスにカーソルを合わせるとより多くの関連情報が表

示されます。
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l 完了しました:このジョブは正常に完了しました。ステータスにカーソルを合わせたときに表

示されるツールヒントでジョブの完了時刻を確認できます。

l 進行中 :このジョブは進行中です。ステータスにカーソルを合わせたときに表示されるツール

ヒントには、ジョブがこれまでの実行された時間が表示されます。

l 進行中 :このジョブは進行中ですが、遅れて実行されています。Tableauでは同じジョブの

平均実行時間が追跡されており、現在の実行時間が平均実行時間より長い場合は遅

れて実行されているとみなされます。ステータスにカーソルを合わせたときに表示されるツー

ルヒントには、ジョブの平均実行時間と、ジョブが現在平均よりどれほど長く実行されている

かが表示されます。
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l 保留中 :このジョブは現在保留中であり、使用可能なバックグラウンダーの容量が確保され

たときに実行されます。ステータスにカーソルを合わせたときに表示されるツールヒントには、

ジョブがキュー内にある時間が表示されます。

l 保留中 :このジョブは現在保留中ですが、遅れて実行されています。Tableauでは同じジョ

ブの平均キュー時間が追跡されており、現在のキュー時間が平均キュー時間より長い場合

は遅れて実行されているとみなされます。ステータスにカーソルを合わせたときに表示される

ツールヒントには、ジョブが現在平均よりどれほど長くキューに入っているかが表示されます。

l キャンセルされました:このジョブはサイトの管理者によってキャンセルされました。ステータスに

カーソルを合わせたときに表示されるツールヒントには、ジョブがキャンセルされた時刻と、キャ

ンセルされるまで実行された時間が表示されます。
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l 失敗しました:このジョブは失敗しました。ステータスにカーソルを合わせたときに表示される

ツールヒントには、ジョブが失敗した時刻、失敗するまで実行された時間、および失敗した

理由が表示されます。

l 一時停止 :このジョブには一時停止アイコンと一緒に [失敗しました]との表示がされます。

ジョブが5回連続して失敗すると、ジョブは一時停止します。一時停止したタスクは引き続

き使用できますが、ユーザーがそれらのタスクを再開するまで、バックグラウンダーによりその

タスクのジョブが作成されることはありません。

Bridgeの更新ジョブについて

Bridgeの更新ジョブは他のジョブタイプと同じステータスを生成できますが、他のジョブタイプとは

次の点で異なります。

l ジョブのキャンセル: Bridgeの更新ジョブは、[ジョブ]ページからはキャンセルできません。代

わりに、更新の誤用を防ぐためにBridgeクライアントに適切なタイムアウト制限が構成され

ていることを確認します。詳細については、Bridgeクライアントの設定の変更を参照してくだ

さい。
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l [Sent to Bridge (Bridge に送信済み)] ジョブステータス: [Sent to Bridge (Bridgeに送信

済み)]ジョブステータスは、Bridge更新ジョブが完了したことを示します。Bridge更新ジョブ

の完了は、更新ジョブがプール内のBridgeクライアントに正常に送信されたことを示します。

Bridge更新ジョブの完了は、更新自体が正常に完了したかどうかを示すものではありませ

ん。何らかの理由で更新が失敗した場合、パブリッシャー (データソースの所有者 )は、アカ

ウントのアラートおよび更新失敗のメールアラートの両方により通知されます。これらのア

ラートには、パブリッシャーに問題を解決するトラブルシューティングの手順が示されていま

す。

l サブスクリプションジョブとBridge 更新ジョブ:サブスクリプションジョブは、Bridge更新ジョブ

の完了によって開始することはできません。これは、Bridge更新ジョブの完了は、更新ジョブ

がプール内のBridgeクライアントに正常に送信されたかどうかのみを示し、更新ジョブが正

常に完了したかどうかを示すわけではないためです。

注 :

l Bridge (レガシー)スケジュールから発生した更新ジョブは、[ジョブ]ページではキャプチャされ

ません。Bridge (レガシー)スケジュールの更新ジョブを監視するには、[Bridgeの抽出 ]管理

ビューを参照できます。詳細については、Bridgeの抽出を参照してください。

l [ジョブ]ページに表示されるBridgeエラーのトラブルシューティングについては、プールのトラブ

ルシューティングを参照してください。
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データの管理

Tableau Cloudサイトでロゴと認証のオプションを構成したら、管理者とユーザーが必要とする

Tableauデータの共有方法になるようにコンテンツフレームワークの整理を開始できます。

Tableau Cloudサイトにコンテンツ(データ、レポートなど)を入力するには、組織のデータプロフェッ

ショナルがそのコンテンツをパブリッシュします。ライセンスタイプによっては、ユーザーはTableau

Desktopから、またはTableau CloudWeb編集環境からコンテンツに接続したり、パブリッシュした

りできます。

パブリッシュ可能なコンテンツのタイプとしては、ユーザーが複数ワークブックで共有可能なスタンド

アロンデータソースや、そのデータに基づく視覚化を使用した埋め込みデータソースを含むワーク

ブックがあります。これらのタイプにはいずれも長所と短所があり、この点については以下のパブリッ

シュのリソースで説明しています。

組織でのパブリッシュニーズを判断する

サイト管理者はサイトを開いてパブリッシュする前に、Tableau Cloudの使用レベルに対してどの

程度の準備が適切であるかを評価します。

l データアクセスに関して厳格な要件がない場合 (同じデータをすべて共有するユーザーが

少人数しかいないなど)、パブリッシュのリソースに移動してパブリッシュ手順を開始し、手順

を進めながらパブリッシュやコンテンツ管理の方法を調整できます。

l 組織の特定領域でTableauが使用されている場合や、Tableauを使用する人数が多い

場合は、パブリッシュのリソースを使用してテスト環境を作成し、アクセス権や検出可能性

の不都合を解決します。手順を進めながら方法を調整することができるとはいえ、大きな

グループのアクティブユーザーに向けてサイトを開設をした後にこれを行うのは簡単ではあり

ません。

検討の必要があるかもしれない他の要素の例としては、認可 (だれが何に対するパーミッ

ションを取得するか)、データセキュリティ、コンプライアンス要件があり、これにより、ユーザー

がパブリッシュ先やデータの場所を理解できない場合などにサポートを求めて連絡を取る
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必要性が最小限になります。詳細については、マネージドセルフサービスに向けたプロジェク

ト、グループ、パーミッションの設定を参照してください。

パブリッシュプロセスの概要

Tableau DesktopでTableau Cloudにアップロードするワークブックやデータ接続を開き、[サーバー]

メニューに移動してそれをパブリッシュします。

パブリッシュ手順の際、Tableau Cloudにサインインし、Tableau Cloudのアドレス

(https://online.tableau.com)と認証資格情報を入力します。

パブリッシュ手順では、自分や組織内の他のメンバーによるデータソースまたはワークブックへのアク

セス方法に関する決断を行う必要があります。場合によっては数レイヤーの複雑さが関係すること

があり、これらのレイヤーが適合するしくみを理解するのに役立ちます。必要な複雑さのレベルを判

断し、適切なパブリッシュガイドラインを確立するには、以下に記載されたトピックを使用してくださ

い。

パブリッシュのリソース

これらのリソースはTableauユーザーヘルプに含まれ、新しいブラウザーウィンドウで開かれます。

l パブリッシュの概念

ワークブックのパブリッシュの準備

データソースとワークブックのパブリッシュ

パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス

l 正式でないコラボレーションのための基本的なパブリッシュ手順

ワークブックを共有するためのシンプルな手順

l コンプライアンスとセキュリティ標準を満たし、データの「真のソース」を作成し、ベストプラク

ティスを活用するための包括的なデータソース計画およびパブリッシュ手順

データソースの計画
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データソースのパブリッシュ

ワークブックのパブリッシュ

Tableau Cloudのストレージ制限

1つのサイトでワークブックや抽出に使用できるストレージには、100 GBの制限があります。このス

トレージ制限は構成できません。Tableau Cloudのその他の技術仕様については、Tableau Web

サイトで技術仕様を参照してください。

Tableau Cloudのデータ接続サポート

直接 (ライブ)接続または抽出の接続を使用して、ワークブックおよびデータソースを参照元データ

ベースにパブリッシュできます。接続のいずれかまたは両方のタイプを使用する、マルチ接続データ

ソースもパブリッシュできます。ワークブックまたはデータソースで定義されるデータベース接続は、

Tableau Cloudでデータの更新をパブリッシュまたは維持する方法によって決まります。

接続タイプに精通しておらず、データ型やサポートされる接続についてのより詳しいリストが必要な

場合は、データを最新に保つを参照してください。そうでない場合には、先に読み進んでください。

Tableau Cloudへの直接 (ライブ)接続をサポートするコネクタタ

イプ

ライブ接続、パブリッシュされたワークブック、データソースを使用する場合は、参照元データベース

で現在実行されている内容が常に反映されます。

Tableau Cloudでサポートされるライブ接続 :

l クラウドプラットフォーム上でホストされているGoogle BigQuery、Amazon Redshiftデー

タ、またはSQLベースのデータ。Amazon RDS、Microsoft SQL Azureなど類似のサービ

ス。

クラウドデータへの直接接続の場合、通常はTableau Cloudをデータプロバイダーの承認

済みリストに追加する必要があります。
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l Tableau Bridgeを使用して接続を保持するSQL ServerやOracleなどオンプレミスのリ

レーショナルデータ。

Tableau Bridgeの詳細については、「Tableau Bridgeを使用してデータを最新に保つ」を参

照してください。

データベースのクレデンシャルをライブ接続に埋め込んで、パブリッシュされたコンテンツにアクセスする

すべてのユーザーが参照元データを表示できるようにします。または、ユーザーに独自のデータベー

スのクレデンシャルを指定するよう要求することもできます。この場合、サーバーでパブリッシュされた

コンテンツを開くことができても、表示するには参照元データベースにサインインする必要がありま

す。

抽出接続をサポートするコネクタタイプ

Tableauで接続可能なあらゆるタイプのデータで、ユーザーは埋め込みデータベース認証資格情

報を使用する抽出をパブリッシュし、反復する更新スケジュールを設定できます。

パブリッシュプロセスを開始する前にTableau Desktopで抽出を作成して、接続の定義をより詳

細に制御することができます。データのサンプルをパブリッシュする場合や更新を追加する機能を設

定する場合に実行します。それ以外の場合、Tableauではパブリッシュ時に抽出が作成され、完

全更新のみ実行できます。

Tableauでパブリッシュ手順が完了したら、手順に従ってデータの更新スケジュールを設定します。

Tableauデータソースまたはワークブックがクラウドにある参照元データに接続する場合、Tableau

Cloudから直接更新が実行されます。参照元データがローカルネットワークにある場合は、

Tableau Bridgeを使用します。

Tableau Bridgeの詳細については、「Tableau Bridgeを使用してデータを最新に保つ」を参照して

ください。

Creators: Web上のデータへの接続

ワークブックを作成し、Web上でビューを構築してデータを分析する前に、データに接続する必要

があります。Tableauでは、Tableau DesktopからパブリッシュされたWeb上のデータソースへの接

Tableau Software 735

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/qs_refresh_local_data.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/qs_refresh_local_data.htm


続や、Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau Publicを介したデータへの直接接続がサポー

トされています。

2019.3以降、Tableau CatalogはTableau ServerとTableau Cloudのデータ管理 の一部とし

て使用できます。Tableau Catalogがお使いの環境で有効な場合は、[探索 ]からデータに移動し

て接続するだけでなく、Tableau Catalogから、データベースやテーブルなどのさまざまなタイプの

データに移動して接続することもできます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau Server

またはTableau Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。2021.4以降、

データ管理 には、データへの中心的なアクセスポイントである仮想接続が含まれています。詳細

については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「仮想接続とデータポリシーについ

て」を参照してください。

[データに接続 ]ページを開く

Webでは接続するデータにアクセスするのに [データに接続 ]ページを使用します。Tableau

ServerまたはTableau Cloudにサインインした後、次の2つの方法でこのページを開くことができ

ます。

l [ホーム] > [新規作成 ] > [ワークブック]
l [探索 ] > [新規作成 ] > [ワークブック]

Tableau Publicを使用している場合は、作成者プロフィールからこのページを開くことができます。

l [マイプロフィール] > [Viz の作成 ]

[データに接続 ]ダイアログには、人気のある混合コンテンツのスクロール可能なリストが表示されま

す。データ管理 ライセンスを持っている場合は、仮想接続を使用してデータに接続することができ

ます。また、データ管理 を持っていてTableau Catalogを有効にしている場合は、データベース、

ファイル、テーブルなどの外部アセットに接続することができます。

レスポンシブ検索フィールドには、テキストを入力すると更新される候補のリストが表示されます。

データのタイプ、認証状況、または選択したデータのタイプに依存するその他のフィルターを使用し

て結果を絞り込むことができます。たとえば、データのタイプによっては、タグ、接続タイプ、データ品

質に関する警告、またはその他の基準に基づいてフィルターできる場合があります。旧バージョンの

ダイアログの外観と機能は若干異なりますが、全体的な機能はほぼ同じです。
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[データに接続 ]ページに表示されるタブは、使用している製品によって異なります。

Tableau Server

Tableau Serverでは、[このサイト上 ]、[ファイル]、[コネクタ]のタブから選択してデータへの接続を行

います。

[このサイト上 ]のデータへの接続

1. [このサイト上 ]は、パブリッシュされたデータソースの参照や検索を行う場合に選択します。

2. [名前 ]よりデータソースを選択し、[接続 ]ボタンをクリックします。

注 :データソースへの接続に加えてデータ管理 がある場合は、[このサイト上 ]を選択すると仮

想接続を使用してデータに接続できます。Tableau Catalogを有効にすると、データベース、

ファイル、およびテーブルにも接続できます。
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ファイルへの接続

Tableauは、Excel、テキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)、およびブラウザーで直接 1

つのファイル (.kml、.geojson、.topojson、.json、.zipにパッケージ化されたEsriシェープファイルお

よびEsri File Geodatabases)のみを必要とする空間ファイル形式のアップロードをサポートしてい

ます。[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにドラッグアンドドロップする

か、[コンピューターからアップロード]をクリックして、ファイルに接続します。アップロードできるファイル

の最大サイズは1 GBです。

コネクタの使用

[コネクタ]タブより、クラウドデータベースやエンタープライズのサーバーに格納されているデータに接

続できます。作成する各データ接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどの

データ接続では、サーバー名とサインイン情報を提供する必要があります。

「サポートされるコネクタ」には、Tableauをこれらの各コネクタタイプに接続してデータソースを設

定する方法についての情報が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない

場合、Tableau Desktopからデータに接続し、Web作成用にTableau CloudやTableau Server

にデータソースをパブリッシュできます。Tableau Desktopで「データソースをパブリッシュする」方法

の詳細をご覧ください。

Tableauでデータへの接続に成功すると[データソース]ページが開かれ、分析用データの準備を

行ったり、ビューの構築を開始できます。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を

参照してください。

Tableau Serverコネクタ

Actian Matrix*

Alibaba AnalyticDB for

MySQL‡

Alibaba Data Lake

Analytics‡

Alibaba MaxCompute‡

Googleドライブ‡

Impala‡

Kognito*

Kyvos‡

Hortonworks Hadoop Hive

OData‡

OneDrive‡

Oracle‡

Pivotal Greenplum

Database‡
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Amazon Athena‡

Amazon Aurora for

MySQL‡

Amazon EMR Hadoop

Hive‡

Amazon Redshift‡

Apache Drill‡

Aster Database*

Azure Data Lake Storage

Gen2‡

Box‡

Cloudera Hadoop‡

Databricks‡

Datorama by Salesforce‡

Denodo‡

Dremio by Dremio‡

Dropbox‡

Esriコネクタ‡

Exasol‡

Google BigQuery**‡

Google Cloud SQL‡

IBM BigInsights

IBM DB2‡

IBM PDA (Netezza)*

Kyvos‡

MariaDB‡

MarkLogic*

Microsoft Azure SQLデータ

ベース‡

Microsoft Azure Synapse

Analytics‡

Microsoft SQL Server‡

MonetDB*

MongoDB BI Connector‡

MySQL‡

PostgreSQL‡

Progress OpenEdge*

Presto‡

Qubole Presto‡

SAP HANA (仮想接続の

み)‡

SAP Sybase ASE*

SAP Sybase IQ*

Salesforce‡

SharePoint Lists‡

SingleStore (旧

MemSQL)‡

Snowflake‡

Spark SQL‡

Teradata***‡

Vertica‡
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* Linuxサーバーでは利用できません。

** Google BigQueryでは、Webからデータソースを作成するときにOAuthが必要です。サーバー

管理者がGoogle用にOAuthを設定する方法の詳細をご覧ください。

*** Teradata Web作成では、現在クエリバンディング機能はサポートされていません。詳細につい

ては、「Teradata」を参照してください。

‡データ管理 をお持ちの場合は仮想接続をサポートします。詳細については、Tableau Serverヘ

ルプの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

Tableau Catalogサポートされるコネクタ

Tableau Catalogは、Tableau Serverがサポートする一部のデータコネクタとの接続をサポートし

ています。データソース、データベース、ファイル、または表がグレー表示されている場合は、

Tableau Serverから接続することができません。ただし、適切なパーミッションがある場合は、

Tableau Desktopの [接続 ]ペインから接続することができます。

Tableau Cloud

Tableau Cloudでは、[このサイト上 ]、[ファイル]、[コネクタ]、[ダッシュボードスターター]のタブから選

択してデータへの接続を行います。

[このサイト上 ]のデータへの接続

1. [このサイト上 ]は、パブリッシュされたデータソースの参照や検索を行う場合に選択します。

2. [名前 ]よりデータソースを選択し、[接続 ]ボタンをクリックします。

注 :データソースへの接続に加えてデータ管理 がある場合は、[このサイト上 ]を選択すると

仮想接続を使用してデータに接続できます。Tableau Catalogを有効にすると、データベー

ス、ファイル、およびテーブルにも接続できます。
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ファイルへの接続

TableauはブラウザーからのExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)の直接

アップロードをサポートしています。[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにド

ラッグアンドドロップするか、[コンピューターからアップロード]をクリックして、Excelファイルまたはテキ

ストファイルに接続します。アップロードできるファイルの最大サイズは1 GBです。

コネクタの使用

[コネクタ]タブより、クラウドデータベースやエンタープライズのサーバーに格納されているデータに接

続できます。作成する各データ接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどの

データ接続では、サーバー名とサインイン情報を提供する必要があります。

「サポートされるコネクタ」には、コネクタを使用してデータをTableauに接続する方法についての情

報が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない場合、Tableau Desktop

からデータに接続し、Web作成用にTableau CloudやTableau Serverにデータソースをパブリッ

シュできます。Tableau Desktopで「データソースをパブリッシュする」方法の詳細をご覧ください。

注 : Tableau Cloudのデータに接続できない場合は、データベースが公にアクセス可能かどうか

を確認してください。Tableau Cloudは、パブリックインターネットからアクセス可能なデータにの

み接続できます。データがプライベートネットワークの背後にある場合、Tableau Bridgeを使

用して接続可能です。詳細については、「パブリッシャー: Tableau Bridgeを使用して

Tableau Cloudのデータを最新の状態に維持する」を参照してください。

Tableau Cloudコネクタ

Alibaba AnalyticsDB for MySQL‡

Alibaba Data Lake Analytics‡

Alibaba MaxCompute‡

Amazon Athena‡

Exasol‡

Google BigQuery*‡

Google Cloud SQL (MySQL

互換 )‡§

Googleドライブ‡

OData‡

OneDrive*‡

Oracle‡

Pivotal Greenplum

Database‡
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Amazon Aurora for MySQL‡

Amazon EMR Hadoop Hive‡

Amazon Redshift‡

Apache Drill‡

Azure Data Lake Storage Gen2‡

Azure Synapse Analytics (SQL

Server互換 )

Box‡

Cloudera Hadoop‡

Databricks‡

Datorama by Salesforce‡

Denodo‡

Dremio by Dremio‡

Dropbox*‡

Esriコネクタ‡

Hortonworks Hadoop Hive

IBM DB2‡

Impala‡

Kyvos‡

MariaDB‡

Microsoft Azure SQLデータ

ベース‡

Microsoft Azure Synapse

Analytics‡

Microsoft SQL Server‡

MongoDB BI Connector‡

MySQL‡

PostgreSQL‡

Presto‡

Qubole Presto‡

Salesforce‡

SAP HANA (仮想接続

のみ)‡

SharePoint Lists‡

SingleStore (旧

MemSQL)‡

Snowflake‡

Spark SQL‡

Teradata**‡

Vertica‡

*Tableau CloudでGoogle BigQuery、OneDrive、Dropbox接続にOAuth 2.0標準を使用する

方法の詳細については、「OAuth接続」を参照してください。

** Teradata Web作成では、現在クエリバンディング機能はサポートされていません。詳細につい

ては、「Teradata」を参照してください。

‡データ管理 をお持ちの場合は仮想接続をサポートします。詳細については、Tableau Cloudヘ

ルプの「仮想接続とデータポリシーについて」を参照してください。

§Tableau Cloudは、Google Cloud SQLを使用したSSLをサポートしていません。
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Tableau Catalogサポートされるコネクタ

Tableau Catalogは、Tableau Cloudがサポートする一部のデータコネクタとの接続をサポートして

います。データソース、データベース、ファイル、または表がグレー表示されている場合は、Tableau

Cloudから接続することができません。ただし、適切なパーミッションがある場合は、Tableau

Desktopの [接続 ]ペインから接続することができます。

ダッシュボードスターターを使用する

Tableau Cloudでダッシュボードスターターを使用してLinkedIn Sales Navigator、Oracle

Eloqua、Salesforce、ServiceNow ITSM、QuickBooks Onlineのデータを作成および分析するこ

とができます。[ダッシュボードスターター]タブの事前作成されたデザインのリストよりオプションを選

択し、[ダッシュボードを使用 ]をクリックします。詳細については、「クラウドベースのデータソースの

ダッシュボードスターター」を参照してください。

Tableau Public

Tableau Publicでは、サポートされているファイルをアップロードしてデータに接続できます。

ファイルへの接続

TableauはブラウザーからのExcelまたはテキストベースのデータソース(.xlsx、.csv、.tsv)の直接

アップロードをサポートしています。[データに接続 ]ペインの [ファイル]タブで、ファイルをフィールドにド

ラッグアンドドロップするか、[コンピューターからアップロード]をクリックして、Excelファイルまたはテキ

ストファイルに接続します。アップロードできるファイルの最大サイズは1 GBです。

データセットがない場合は、Tableau Public Webサイトで、無料のサンプルデータセットを確認して

ください。

コネクタの使用

[コネクタ]タブから、クラウドデータベースに格納されているデータに接続できます。作成する各デー

タ接続に接続情報を入力する必要があります。たとえば、ほとんどのデータ接続では、サインイン情

報を入力する必要があります。
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「サポートされるコネクタ」には、コネクタを使用してデータをTableauに接続する方法についての情

報が記載されています。[コネクタ]タブに必要なコネクタが表示されない場合は、Tableau

Desktopからデータに接続し、データ抽出を作成できます。

注 : Tableau Publicのデータに接続できない場合は、データベースが公にアクセス可能かどう

かを確認してください。Tableau Publicは、パブリックインターネットからアクセス可能なデータ

にのみ接続できます。

Tableau Publicコネクタ

Googleドライブ

OData

接続後

Tableauでデータへの接続を行うと[データソース]ページが開かれ、分析用データの準備を行った

り、ビューの構築を開始できます。詳細については、「Creators: Web上のデータの準備」を参照し

てください。

Web作成でデータを最新に保つ

Tableau Cloud または Tableau Server のアップロード済みファイルを更新する: Web作成用の

ファイル (Excelまたはテキスト)を手動でアップロードする場合、Tableauではそのファイルを自動

的に更新できません。データを更新するには、[接続の編集 ]を選択して新しいバージョンのファイ

ルをアップロードします。

Tableau PublicでVzに移動し、[更新の要求 ]をクリックします。Tableau Desktop Public Edition

で [Keep this data in sync (このデータを同期 )]を選択して、データを自動的に最新の状態に保つ

こともできます。

Tableau Cloud のファイルベースのパブリッシュ済みデータソースを更新する:ファイルベースのデー

タを使用するパブリッシュ済みのデータソース(Tableau Desktopよりパブリッシュ)がTableau
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Cloudにある場合は、Tableau Bridgeを使用して最新に保つことができます。詳細については、

「Tableau Bridgeを使用したデータの鮮度に関するオプションの拡張」を参照してください。

初期 SQLの実行

注 : Tableau Prep Builderバージョン2019.2.2以降では初期 SQLの使用がサポートされています

が、Tableau Desktopでサポートされているオプションと同じオプションがすべてサポートされているわ

けではありません。Tableau Prep Builderでの初期 SQLの使用については、Tableau Prep

Builderオンラインヘルプの「初期 SQLを使用した接続のクエリ」を参照してください。

一部のデータベースに接続する場合は、データベースに接続する時、たとえば、ワークブックを開く、

抽出の更新、Tableau Serverへのサインイン、またはTableau Serverへのパブリッシュ時に実行す

る初期 SQLコマンドを指定できます。ビューの更新時には初期 SQLは実行されません。この初期

SQLはカスタムSQL接続とは異なります。カスタムSQL接続はクエリの発行対象となる関係 (表 )

を定義します。詳細については、「カスタムSQLクエリへの接続」を参照してください。

このコマンドを使用すると、次を実行できます。

l セッション中に使用する一時表の設定。

l カスタムデータ環境の設定。

[サーバー接続 ]ダイアログボックスまたは [データソース]ページでは初期 SQLコマンドを追加するオ

プションを利用できます。

注 : データソースが初期 SQLステートメントの実行をサポートしている場合、[サーバー接続 ]

ダイアログボックスの左下隅に[初期 SQL]リンクが表示されます。データソースの詳細につい

ては、「サポートされるコネクタ」を参照してください。
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初期 SQLを使用するには

1. [サーバー接続 ]ダイアログボックスで、[初期 SQL]をクリックします。または [データソース]

ページで、接続先のデータベースに応じ、[データ] > [初期 SQL]か、[データ] > [クエリバン

ディングおよび初期 SQL]を選択します。

2. [初期 SQL]ダイアログボックスにSQLコマンドを入力します。[挿入 ]ドロップダウンメニュー

を使用してデータソースにパラメーターを渡すことができます。

注 : Tableauはステートメントのエラーを調べません。このSQLステートメントは、接続時に

データベースにそのまま送信されます。

ソフトウェアライセンスにより、接続への初期 SQLの使用が制限される場合があります。Tableau

Serverにパブリッシュする場合、初期 SQLステートメントを許可するようにサーバーが設定されて

いる必要があります。既定では、ワークブックをWebブラウザーに読み込んだときにこれらのステー

トメントを実行できるようにサーバーソフトウェアが設定されています。

管理者は、tsm configuration setコマンドを使用してサーバーを構成し、初期 SQLス

テートメントを無視することができます。

tsm configuration set -k vizqlserver.initialsql.disabled -v true
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サーバーで初期 SQLステートメントが許可されていない場合、ワークブックは開きますが、初期

SQLコマンドは送信されません。

tsm configuration setコマンドの詳細については、「Tableau Serverヘルプ」を参照してくだ

さい。

初期 SQLステートメントのパラメーター

初期 SQLステートメントのデータソースにパラメーターを渡すことができます。これが役立つ理由は

複数あります。

l TableauServerUserまたはTableauServerUserFull パラメーターを使用して偽装を設定

できます。

l データソースがサポートしている場合は、ユーザーが表示する権限を持つデータのみを表示

するよう、低レベルのセキュリティ(たとえば、Oracle VPDやSAP Sybase ASEなど)を設定

できます。

l ログに、Tableauバージョンやワークブック名などの詳細を提供できます。

次のパラメーターは初期 SQLステートメントでサポートされます。

パラメーター 説明 返される値の例

TableauServerUser 現在のサーバーユーザーのユー

ザー名。サーバーでの擬装の設定

時に使用します。ユーザーが

Tableau Serverにサインインしてい

ない場合は、空の文字列を返しま

す。

taroyamada

TableauServerUserFull 現在のサーバーユーザーのユー

ザー名およびドメイン。サーバーで

の擬装の設定時に使用します。

ユーザーがTableau Serverにサイ

ンインしていない場合は、空の文

字列を返します。

domain.lan\taroyamada
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TableauApp Tableauアプリケーションの名前。 Tableau Desktop

Professional

Tableau Server

TableauVersion Tableauアプリケーションのバージョ

ン。

9.3

WorkbookName Tableauワークブックの名前。埋め

込みデータソースが入ったワーク

ブックでのみ使用します。

財務分析

警告 : Tableau Desktopにはドメインが含まれていません。委任を使用しておらず、tsm設定「set

-k DelegationUseFullDomainName=-v true--force-keys」を設定している場合は、これを含める

ことができます

次の例は、初期 SQL ステートメントでパラメーターを使用できるさまざまな方法を示しています。

l この例では、Microsoft SQL Serverでセキュリティコンテキストを設定します。

EXECUTE AS USER = [TableauServerUser] WITH NO REVERT;

l この例では、DataStaxデータソースでパラメーターを使用して、ログに詳細を追加したり、

データを追跡するためのセッション変数を設定する方法を説明しています。

SET TABLEAUVERSION [TableauVersion];

l この例を使用すると、Oracle VPDに低レベルのセキュリティを設定する際に役立ちます。

begin

 DBMS_SESSION.SET_IDENTIFIER([TableauServerUser]);

end;

注 :ブロックを終了するため、Oracle PL/SQLブロックの最後にセミコロンを付ける必要があ

ります。正しい構文については、Oracleドキュメントを参照してください。
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サーバーに対する実行の保留

サーバー上でのみ実行されるよう、初期 SQLステートメントを保留にすることができます。サーバー

への実行を保留する理由の1つに、偽装を設定したコマンドを実行するパーミッションを持っていな

い場合があります。サーバー上でのみ実行されるコマンドを囲うには<ServerOnly></ServerOnly>

タグを使用します。

例 :

CREATE TEMP TABLE TempTable(x varchar(25));

INSERT INTO TempTable VALUES (1);

<ServerOnly>INSERT INTO TempTable Values(2);</ServerOnly>

セキュリティと偽装

初期 SQLステートメントでTableauServerUserまたはTableauServerUserFullパラメーターを

使用している場合、他のユーザーと共有できない専用接続を作成することになります。これにより

キャッシュの共有が制限され、セキュリティが向上し、低パフォーマンスにつながる可能性がありま

す。

MySQLおよびOracle接続で「表を作成する」際のトラブル

シューティング

MySQL接続で、初期 SQLを使用して表を作成しても表が一覧表示されない

MySQLへの接続時に、次のような初期 SQLステートメントを実行すると、Tableauでのクエリの構

築方法が理由で表が表示されない場合があります。

CREATE TABLE TestV1.testtable77(testID int);

この問題を解決するには、次のようにIF NOT EXISTSをSQLステートメントに追加します。

CREATE TABLE IF NOT EXISTS TestV1.TestTable(testID int);

Oracle接続で、初期 SQLを使用して表を作成するとTableauが停止する

Oracleに接続して次のような初期 SQLステートメントを実行すると、Tableauでのクエリの構築方

法が原因でTableauが車輪のマークが回転した状態のまま停止します。
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CREATE TABLE TEST_TABLE (TESTid int)

この問題を解決するには、次のSQLステートメントを使用します。

BEGIN

EXECUTE IMMEDIATE 'create table test_table(testID int)';

EXCEPTION

WHEN OTHERS THEN NULL;

END;

.hyper形式への抽出のアップグレード

Tableauバージョン2018では、Tableau抽出に..hyper形式を導入し、従来の.tde形式と

置き換えました。.hyper形式は、2018年以降、Tableauで抽出を作成する際の標準形式と

なっており、抽出の大部分は..hyperファイルで作成されます。2023年初頭から、Tableauは

Tableau CloudおよびTableau Publicでの.tde形式のサポートを終了します。詳細について

は、このTableauコミュニティの投稿を参照してください。

TDE抽出ファイルのサポート終了について

2023年以降、Tableau抽出の.tde形式は非推奨になります。この形式は2018年に

.hyper形式に置き換えられましたが、2023年 3月までにアップロードされたファイルには引き続

き有効です。

l この変更は、2023年 3月時点のTableau CloudおよびTableau Publicに対して行われ

ます。

l Tableau Serverのバージョン2023.1.0以降、.tde形式のファイルのアップロードは既定で

無効になっています。

既存の.tdeファイルが存在することはごく稀です。これらのファイルは2018年に.hyper形式

ファイルに置き換えられていて、ファイルに対していくつかの一般的な操作を行うと、サポートされて

いる.hyper形式に自動的かつ恒久的に変換されるためです。詳細については、以下を参照し

てください。
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抽出のアップグレードを引き起こすタスク

.tde抽出の .hyper抽出へのアップグレードは、1.)抽出の更新 (完全または増分 )、2.)抽出への

データの追加、3.) Tableau Desktop最新 を使った手動による抽出のアップグレード、これら3つの

タイミングで行われます。抽出がアップグレードされると、元の .tde抽出は、他のワークブックから参

照されていない限り、自動的にTableau Cloudから削除されます。

Tableau Cloudで、以下のタスクにより.tde抽出が .hyper抽出にアップグレードされます。

l 手動による抽出の更新

l Tableau Bridgeを使用した抽出の増分更新

注 : Tableau Bridge 10.4以前を使用した .tde抽出の完全更新では、抽出はアップグレー

ドされません。

l スケジュールされた完全抽出または増分抽出の更新

l Tableau Bridgeを使用したスケジュールされた抽出の増分更新

注 : Tableau Bridge 10.4以前を使用した .tde抽出の完全更新では、抽出はアップグレー

ドされません。

l Extractコマンドラインユーティリティを介して実行される自動更新タスク

l tabcmdを使用したデータの抽出への自動追加

l Extractコマンドラインユーティリティを使用したデータの抽出への自動追加

Web上での抽出の作成

Webでデータソースを抽出して(Tableau Desktopを使用せずに)、データソースのパフォーマンスを

向上させたり、追加の分析機能をサポートしたりできます。データソースを抽出すると、Tableau

は、データをリモートデータストアからTableau ServerまたはTableau Cloudにコピーします。デー

タを抽出するメリットの詳細については、「データの抽出」を参照してください。Webでは、Web作

成またはコンテンツサーバーで抽出を実行できます。
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Web作成で抽出を作成する

既定の抽出設定を使用して、Web作成で抽出を直接作成できます。

Web作成で埋め込みデータソースを抽出する

Web作成で抽出を作成するには、次の手順を実行します。

ヒント:抽出を作成する前にデータモデルを確定することをお勧めします。抽出の作成には時間が

かかる場合があり、新しい論理テーブルの追加など、データモデルに変更を加えると、抽出が無

効になります。

1. Web作成ペインの左下隅にある[データソース]タブをクリックします。新しいワークブックの

場合は、[データソース]タブから開始します。

2. 右上隅で、接続タイプを[ライブ]から[抽出 ]に変更します。

3. [抽出の作成 ]をクリックします。[抽出を作成 ]ダイアログボックスが表示されます。
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抽出の作成には時間がかかる場合があり、抽出の作成中に作成セッションを終了できます。抽出

の作成が失われないようにするには、ダイアログボックスで [完了時に通知する]をクリックして、抽

出したワークブックを保存する場所を指定します。抽出が成功すると、ワークブックは指定した場所

に保存され、Web作成セッションを続行できることが通知されます。抽出の作成に失敗した場合

は、抽出が作成されなかったことが通知され、Web作成で元のワークブックを再度開いて、保存さ

れていない変更を復元できます。

抽出設定を定義する
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オプションで、次のいずれか1つまたは複数のオプションを構成して、Tableauで保存方法、フィル

ター定義、および抽出のデータ量制限を設定します。

l 抽出データの保存方法を決定する

2つの構造 (スキーマ)、つまり論理テーブル (非正規化されたスキーマ)または物理テーブル

(正規化されたスキーマ)のいずれかを使用し、Tableauでデータを抽出に保存させることも

できます。論理および物理テーブルの詳細については、「Tableauデータモデル」を参照して

ください。

選択するオプションは、目的に応じて異なります。

l 論理テーブル

データソース内の各論理テーブルに対して1つの抽出テーブルを使用してデータを

格納します。論理テーブルを定義する物理テーブルは、その論理テーブルとマージさ

れて保管されます。たとえば、データソースが1つの論理テーブルで構成されている

場合、データは1つのテーブルに格納されます。データソースが3つの論理テーブル

(それぞれに複数の物理テーブルを含む)で構成されている場合、抽出データは3つ

のテーブル (論理テーブルごとに1つずつ)に格納されます。

抽出フィルター、集計、上位 N、または非正規化データを必要とするその他の機能

などの追加の抽出プロパティを使用して、抽出内のデータの量を制限したい場合は

論理テーブルを選択します。また、データがパススルー関数 (RAWSQL)を使用する

場合にも使用します。抽出データの保存にTableauではこの構造が既定で使用さ

れます。抽出に結合が含まれるときにこのオプションを使用する場合は、抽出の作

成時に結合が適用されます。

l 物理テーブル

データソース内の各物理テーブルに対して1つの抽出テーブルを使用してデータを

格納します。

754 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/datasource_datamodel.htm


抽出が1つまたは複数の等価結合と組み合わされたテーブルで構成されており、以

下の物理テーブルオプションを使用する条件を満たす場合は、[物理テーブル]を選

択します。このオプションを使用する場合、結合はクエリ時に実行されます。

このオプションにより、パフォーマンスが向上し、抽出ファイルのサイズが小さくなる可能

性があります。Tableauが推奨する物理テーブルオプションの使用については、「物

理テーブルオプションを使用する際のヒント」を参照してください。このオプションは、行

レベルのセキュリティの回避策として使用できる場合もあります。Tableauを使用した

行レベルのセキュリティに関する詳細は、Tableau Desktopヘルプの「データ行レベル

でのアクセスの制限」を参照してください。

物理テーブルオプションを使用する条件

物理テーブルオプションを使用する抽出を保存するには、抽出に含まれるデータが以

下の条件すべてを満たしている必要があります。

l 物理テーブルの結合がすべて等価 (=)結合である

l 関係プまたは結合に使用される列のデータ型は同一です。

l パススルー関数 (RAWSQL)が使用されていない

l 増分更新が構成されていない

l 抽出フィルターが構成されていない

l 上位 Nやサンプリングが構成されていない

抽出が [物理テーブル]として保存される場合、それにデータを追加することはできま

せん。論理テーブルでは、複数の論理テーブルが含まれる抽出にデータを追加するこ

とができません。

注 : [論理テーブル]オプションと[物理テーブル]オプションのどちらも、抽出のデータの保存方

法にしか影響しません。このオプションを使用しても、データソースページでの抽出の表の表

示方法には影響しません。

l 抽出するデータの量を決定する

[追加 ]をクリックして1つまたは複数のフィルターを定義し、フィールドとその値に基づいて、

抽出するデータ量を制限します。
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l 抽出のデータを集計する

[表示可能なディメンションのデータの集計 ]を選択し、既定の集計を使用してメジャーを

集計します。データの集計により、行を統合し、抽出ファイルのサイズを最小限に抑え、パ

フォーマンスを向上させることができます。

データの集計を選択すると、年、月など指定した日付に[日付のロールアップ]を選択する

こともできます。下記の例は選択できる各集計オプションでどのようにデータが抽出されるか

を示します。

元のデータ 各レコードは別々の行として表示されます。データには7行

が含まれます。

表示可能なディメン

ションのデータの集計

(ロールアップなし)

同じ日付と地域のレコードが1行に集計されています。抽

出には5行が含まれます。

表示可能なディメン

ションのデータの集計

(日付を月にロール

アップ)

日付は月レベルにロールアップされ、同じ地域のレコードが1
行に集計されています。抽出には3行が含まれます。
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l 抽出する行を選択する

抽出する行数を選択します。

すべての行、または上位 N行を抽出できます。Tableauでは、最初にフィルターと集計が適

用され、次にフィルターおよび集計の結果から指定の行数が抽出されます。行数のオプショ

ンは、抽出元のデータソースのタイプによって異なります。

注 :

l サンプリングをサポートしていないデータソースもあります。このため、[サンプリング]オプ

ションが [データの抽出 ]ダイアログボックスに見当たらない場合もあります。

l [データソース]ページまたはシートタブで最初に非表示にしたフィールドはすべて抽出

から除外されます。

制限事項

l パブリッシュされたデータソースを参照する埋め込みデータソースの抽出を作成することはで

きません。回避策として、パブリッシュされたデータソースに直接抽出を作成します。詳細に

ついては、コンテンツサーバーでパブリッシュされたデータソースを抽出するを参照してくださ

い。

l ファイルベースのデータソースの抽出を作成することはできません。ファイルベースのデータソー

スには既に特別なパフォーマンス機能があり、抽出を追加してもパフォーマンス上の利点は

ありません。

l この機能は、Tableau Cloudのブリッジベースのデータソースには適用されません。
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コンテンツサーバーで抽出を作成する

コンテンツサーバーでパブリッシュされたデータソースを抽出する

パブリッシュされたデータソースを抽出するには：

1. 管理者またはデータソースの所有者としてサインインします。

2. [ コンテンツ]タブで、[探索 ] > [データソース ]を選択します。

3. データソース名をクリックして、データソースを選択します。

4. 画面上部の [データソース名 ]の下で、[ライブ]というドロップダウンメニューを選択します。

5. 接続タイプを[ライブ]から[抽出 ]に変更します。サイトで保存時の抽出の暗号化機能が

有効になっている場合は、[暗号化 ]または [暗号化なし]を選択します。

6. 埋め込みの認証資格情報に関するエラーメッセージが表示された場合は、認証資格情

報をデータソースに埋め込みます。これを行うには、[接続の編集 ]をクリックします。[接続

の埋め込みパスワード]を選択し、[保存 ]をクリックします。
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コンテンツサーバーで埋め込みデータソースを抽出する

パブリッシュされたワークブックに埋め込まれている1つまたは複数のデータソースを抽出するには、

次の手順を実行します。

1. 管理者またはデータソースの所有者としてサインインします。

2. パブリッシュされたワークブックに移動します。

3. データソースタブに移動します。

4. 1つ以上のデータソースを選択します。

5. [アクション]ボタンをクリックします。

6. [抽出 ]をクリックします。サイトで保存時の抽出の暗号化機能が有効になっている場合は、

[暗号化 ]または [暗号化なし]を選択します。

制限事項

l 接続認証資格情報は、データソースに埋め込む必要があります。

l Webでは、増分更新や抽出フィルターなどの抽出設定を指定することはできません。

l パブリッシュされたデータソースを参照する埋め込みデータソースの抽出を作成することはで

きません。回避策として、パブリッシュされたデータソースに直接抽出を作成します。
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l ファイルベースのデータソースの抽出を作成することはできません。ファイルベースのデータ

ソースには既に特別なパフォーマンス機能があり、抽出を追加してもパフォーマンス上の利

点はありません。

l この機能は、Tableau Cloudのブリッジベースのデータソースには適用されません。

抽出されたデータを最新に保つ

データを抽出した後、必要に応じて抽出更新スケジュールを設定して、データを最新に保つことが

できます。詳細については、Tableau Cloudでの更新のスケジュールを参照してください。

抽出の監視と管理

サーバー管理者は、[抽出でのバックグラウンドタスクク]管理ビューで抽出の作成を監視できま

す。詳細については、抽出でのバックグラウンドタスクを参照してください。

サーバー管理者は、[ジョブ]ページで抽出を管理できます。詳細については、Tableau Cloudでの

バックグラウンドジョブの管理を参照してください。

データを最新に保つ

ワークブックおよびデータソースをTableau Cloudにパブリッシュ後、データを最新に保つ方法を決

定できます。パブリッシュされたデータを最新に保つためのオプションは、データソースの特性によっ

て異なります。

データソース別のデータ鮮度オプション

次の表には、データソースに応じて使用できるデータ鮮度オプション(および例外 )が記載されてい

ます。
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例外

l Tableau Cloudはいずれのキューブベースのデータソースの接続もサポートしていません。

l Tableau Cloudは、Kerberos認証を使用するパブリッシュされた接続はサポートしていませ

ん。

l SAP BWデータの抽出をTableau Cloudにパブリッシュすることはできますが、更新はサポー

トされません。SAP BWデータソースを更新する最適な方法は、それらを再パブリッシュする

ことです。

オプション

ソース パブリッ

シュオプ

ション

鮮度オプション 認証

オンプレミスデータ(プライベートネットワークからのみアクセス可能 )

ファイルベースのデータ

(Excel、.csv、.txt)

抽出の

み

Tableau Bridgeの使

用 (推奨 )

Tableau Desktopか

らの手動の更新

自動コマンドラインス

クリプト

N/A

統計ファイル

(SAS (*.sas7bdat))

抽出の

み

Tableau Bridgeの使

用 (推奨 )

Tableau Desktopか

らの手動の更新

自動コマンドラインス

クリプト

N/A

クラウドプラットフォームでホストされて ライブ Tableau Bridgeの使 Tableau Bridge
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ソース パブリッ

シュオプ

ション

鮮度オプション 認証

いるデータ

(たとえば、Amazon RDS上のOracle)

接続ま

たは抽

出

(データ

ベース

に依

存 )

用 (推奨 )

Tableau Desktopか

らの手動の更新

自動コマンドラインス

クリプト

設定での埋め込

みクレデンシャル

リレーショナルデータベース

(Tableau Desktopが接続するリレー

ショナルデータベース。たとえば、SQL

Server、Oracle、IBM DB2)

ライブ

接続ま

たは抽

出

(データ

ベース

に依

存 )

Tableau Bridgeの使

用 (推奨 )

Tableau Desktopか

らの手動の更新

自動コマンドラインス

クリプト

Tableau Bridge

設定での埋め込

みクレデンシャル

クラウドデータ(公共のインターネットからアクセス可能 )

クラウドプラットフォームでホストされる

データ

(サポートされるプラットフォームのリスト

については、

クラウドプラットフォームでホストされて

いるデータへの直接接続の許可を参

照してください)

ライブ

接続ま

たは抽

出

抽出 :

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

定

埋め込みクレデン

シャル+ IPセーフ

リスト

Tableau Cloudで

接続を編集する

Salesforce、Googleアナリティクス 抽出の

み

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

OAuth接続
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ソース パブリッ

シュオプ

ション

鮮度オプション 認証

定

保存した認証資格

情報を使用してデー

タを更新する

Google BigQuery,

Googleスプレッドシート

ライブ

接続ま

たは抽

出

抽出 :

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

定

保存した認証資格

情報を使用してデー

タを更新する

OAuth接続

クラウド(Box、Dropbox、OneDrive、

Google Drive)ファイルベースデータ

(Excel、.csv、.txt、.tab、.tsv、.json)

ライブ

接続ま

たは抽

出

抽出 :

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

定

保存した認証資格

情報を使用してデー

タを更新する

OAuth接続

Anaplan

Oracle Eloqua

ServiceNow ITSM

抽出の

み

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

定

保存した認証資格

情報を使用してデー

埋め込み認証資

格情報

Tableau Cloudで

接続を編集する
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ソース パブリッ

シュオプ

ション

鮮度オプション 認証

タを更新する

Marketo 抽出の

み

Tableau Cloudで直

接スケジュールを設

定

埋め込み認証資

格情報

Webデータコネクタ 抽出の

み

基本的なユーザー名

およびパスワード認

証資格情報の場合

は、Tableau Bridge

を使用します。

カスタム (基本的なも

のと異なる)のユー

ザー名およびパスワー

ド認証資格情報の

場合、Tableau

Desktopの [ソースか

ら更新 ]コマンドを使

用するか、Tableau

Desktopから手動更

新を実行します。詳

細については、

Tableau Webデータ

コネクタAPIヘルプの

「WDC

Authentication」トピッ

クを参照してくださ

い。

Tableau Bridge:

埋め込みクレデン

シャル

その他 :該当なし
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データプロバイダー認可用 Tableau Cloud IPアドレス

クラウドデータプロバイダーはセキュリティ対策として、認証済みの IPアドレスのリストの提出を求め

る場合があります。外部アプリケーションはこの IPアドレスに基づいてユーザーのデータにアクセスを

要求します。明示的に承認されていない IPアドレスからの要求は却下されます。Tableau Cloud

にパブリッシュしているライブ接続が途切れないようにするには、Tableau Cloudをデータプロバイ

ダーの許可リスト(セーフリスト)に追加します。

表には、サイトの場所に応じてTableau Cloudが使用するIPアドレスの範囲を示しています。

Tableau Cloudにサインインした後に表示されるURLで場所を確認できます。

ホスト名 (インスタンス) サイトの場所 IP アドレスまたは範

囲

10ax.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.208.207.197

52.39.159.250

10ay.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.218.129.202

52.40.235.24

10az.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.218.83.207

52.37.252.60

us-west-2b.online.tableau.com 米国西部 -オレゴン州 34.214.85.34

34.214.85.244

us-east-1.online.tableau.com 米国東部 -バージニア

州

50.17.26.34

52.206.162.101

prod-useast-
a.online.tableau.com

米国東部 -バージニア

州

3.219.176.16/28

prod-useast- 米国東部 -バージニア 3.219.176.16/28

Tableau Software 765

Tableau Cloudヘルプ



ホスト名 (インスタンス) サイトの場所 IP アドレスまたは範

囲

b.online.tableau.com 州

dub01.online.tableau.com ヨーロッパ西部 -アイル

ランド

34.246.74.86

52.215.158.213

eu-west-1a.online.tableau.com ヨーロッパ西部 -アイル

ランド

34.246.62.141

34.246.62.203

prod-apnortheast-

a.online.tableau.com

アジア太平洋 -日本 18.176.203.96/28

prod-apsoutheast-

a.online.tableau.com

アジア太平洋 -オースト

ラリア

3.25.37.32/28

prod-uk-a.online.tableau.com 西ヨーロッパ - UK 18.134.84.240/28

prod-ca-a.online.tableau.com カナダ-ケベック 3.98.24.208/28

これらのアドレスは、Tableau専用でTableauによって制御されます。

注 : Tableau Cloudの IP範囲で通信を可能にすることに加え、通信の種類 (HTTPまたは

HTTPS)に応じて、適切なデータベースポート(80または443など)へのアクセスを有効にす

る必要がある場合があります。

お使いのデータプロバイダー用の認可手順を見つける

次のリンクをクリックすると、一般的なデータプロバイダーのWebサイトに移動し、各プラットフォー

ムで外部アプリケーションを認証する手順が表示されます。

Amazon:
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l Redshift

l RDS

l EC2

Microsoft Azure

Google Cloud Platform

免責条項 :上記のリストのリンクをクリックすると、Tableau.comの外に移動します。外部 Web

サイトへのリンクが正確かつ最新で関連性が高いものであるように確保するために極力努めて

いますが、Tableauでは外部プロバイダーによって維持されているページの正確性または新鮮

度について責任は負いかねます。コンテンツに関する質問の答えを求める場合、外部サイトに

お問い合わせください。

Tableau CloudへのTableau Bridge接続

オンプレミスデータとTableau Cloud間の接続を円滑にするため、Tableau Bridgeは一般的な

ポート443を使用して、Tableau Cloudへのアウトバウンドリクエストを行います。詳細については、

「Tableau Bridgeのインストール」トピックの「ネットワークアクセス」セクションを参照してください。

関連項目

l データの管理

l パブリッシュされたデータソースのベストプラクティス(Tableauヘルプ)

l 抽出の更新に失敗した場合に所有者に通知する

l Tableau Cloudで接続を編集する
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クラウドプラットフォームでホストされているデータ

への直接接続の許可

クラウドプラットフォーム上でSQLベースのデータを維持する場合、ワークブックおよびデータソース

をTableau Cloudにパブリッシュすると、そのデータへの直接接続を維持することができます。直接

接続を使用する場合、データの静的抽出をパブリッシュする必要はありません。参照元データのタ

イプに応じて、データを最新の状態に維持する方法 (ライブ接続を使用するか、スケジュールに

従って抽出を更新する)を決定できます。また、コンテンツに接続するビューを開いたときに、データ

にアクセスするための認証資格情報を提供するようユーザーに要求することもできます。

注 : Tableau Cloudでは、パブリッククラウドプラットフォームでホストされているデータへの接

続のみがサポートされます。

暗号化接続を有効にする

参照元データソースについては、SSLを使用した接続の暗号化が可能です。Tableau Desktop

で接続を作成するときに、ホストされているSQLデータへの接続に対してSSL暗号化を有効に

できます。暗号化された接続を有効にするには、次のステップを実行します。

ヒント: Tableau Cloudがデータプロバイダーの承認リスト(許可リスト)に記載されていることを確

認します。

1. Tableau Desktopで、データに接続します。

2. [サーバー接続 ]ダイアログボックスで、[SSL が必須 ]チェックボックスを選択します。

3. PostgreSQL、SQL Server互換の接続、およびデータソースに証明書を埋め込むオプショ

ンがないその他の接続の場合は、[OK]をクリックして終了します。
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一部の互換接続では、リンクされているテキストは [SSL が必須 ]チェックボックスの下に表

示されます。これは、自己署名証明書などの代替証明書ファイルを指定できることを示しま

す。

4. (オプション) 自己署名またはその他のカスタム証明書を使用して、SSL経由でこのデータを

接続します。

a. 表示されるリンクを選択します。

b. [SSL 証明書の構成と使用 ]ダイアログで、証明書の .pemファイルを指定します。

たとえば、Amazon RDSでホストされているデータへのMySQL接続の場合このアド

レスでAmazonの自己署名証明書ファイルを示すことができます。

信頼できない証明書

自己署名証明書や社内 CAによって署名された証明書など、Tableau Cloudでは信頼されない

証明書を使用している場合は、Tableau Cloudからの接続に問題が発生する可能性がありま

す。次のいずれかのソリューションを試してください。

l コネクタでカスタム証明書の埋め込みが許可されている場合は、カスタム証明書を使用しま

す。これは、上記のソリューションです。

l 信頼できるパブリックCAによって署名された、データベース用の新しい証明書を取得しま

す。

l Tableauの接続プロキシであるTableau Bridgeを使用します。TDCファイルやプロパティ

ファイルを使用するか、Windowsシステムの信頼ストアに証明書をインストールすることによ

り、Bridgeを実行しているマシンで信頼されるように証明書を構成できます。

サポートされるコネクタ

サポートされているコネクタのリストについては、「Creators: Web上のデータへの接続」トピックの

「Tableau Cloud」タブを参照してください。
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コネクタでサポートされる機能の詳細については、Tableauユーザーヘルプの「サポートされるコネ

クタ」セクションの特定のコネクタトピックを参照してください。

注 :このリスト内のすべてのコネクタがTableau Prep Conductorでサポートされているわけで

はありません。サポートされているコネクタのリストを表示するには、Tableau Prep Builderを

開いて[接続 ]ペインを展開します。

関連項目

l Tableauヘルプの「サポートされるコネクタ」

Tableauの行レベルのセキュリティオプションの概

要

データのフィルターリングを、データを必要としているユーザーに基づいて行いたい場合があります。

例えば、次のような場合です。

l 地域の営業担当者に、自分の地域の売上高のみを表示させたい。

l 営業マネージャーに、自分の部下の営業担当者の統計のみを表示させたい。

l 生徒に、自分の成績に基づいたビジュアライゼーションのみを表示させたい。

データをこのようにフィルターリングするアプローチは、行レベルのセキュリティ(RLS)と呼ばれます。

行レベルのセキュリティを実現する方法はTableauの内部と外部で複数あり、それぞれに長所と

短所があります。

手動でユーザーフィルターを作成し、ユーザーを値にマッピングす

る

Tableauで行レベルのセキュリティを実現する最も簡単な方法は、ユーザーを手動で値にマッピン

グするユーザーフィルターを使用することです。たとえば、「Alice」という名前のユーザーを値「東部」

に手動でマッピングして、「地域」列が「東部」であるデータソースの行のみが表示されるようにする

ことができます。
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この方法は便利ですが、メンテナンスに手がかかり、セキュリティに注意を払う必要があります。ワー

クブックごとに行う必要があり、ユーザーベースが変更されるたびにフィルターを更新してデータソー

スをパブリッシュし直す必要があります。このタイプのユーザーフィルターを使用してアセットをパブリッ

シュする場合、ユーザーがアセットを保存またはダウンロードしてフィルターを削除し、その結果すべ

てのデータにアクセスできないようにパーミッションを設定する必要があります。

詳細については、Tableau DesktopおよびWebオーサリングヘルプの「手動でユーザーフィルターを

作成し、ユーザーを値にマッピングする」を参照してください。

データのセキュリティフィールドを使用して動的ユーザーフィルター

を作成する

この方法を使用して、ユーザーをデータ値へマッピングするプロセスを自動化する計算フィールドを

作成します。この方法では、フィルターに使用するセキュリティ情報が参照元データに含まれている

必要があります。たとえば、データソースの計算フィールド、USERNAME()関数、および「マネー

ジャー」列を使用して、ビューを必要としているユーザーがマネージャーであるかどうかを判断し、それ

に応じてビューのデータを調整します。

フィルターリングはデータレベルで定義され、計算フィールドで自動化されるため、この方法はユー

ザーを手動でデータ値にマッピングするよりも安全です。このタイプのユーザーフィルターを使用して

アセットをパブリッシュする場合、ユーザーがアセットを保存またはダウンロードしてフィルターを削除

し、その結果すべてのデータにアクセスできないようにパーミッションを設定する必要があります。

詳細については、Tableau DesktopおよびWebオーサリングヘルプの「データのセキュリティフィール

ドを使用して動的フィルターを作成する」を参照してください。

データポリシーを使用する

Tableau 2021.4以降、Tableau ServerまたはTableau Cloudでデータ管理 が有効になっている

場合、Creatorライセンスを持つユーザーは、仮想接続のデータポリシーを通じて行レベルのセキュ

リティを実装できるようになりました。仮想接続は一元化され再利用できるため、その接続を使用

するすべてのコンテンツにわたって、各接続の行レベルのセキュリティを1か所で安全かつ確実に管

理できます。
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Tableauの行レベルのセキュリティに関する前述のソリューションとは異なり、この方法では、作成

者がワークブックやデータソースのパーミッションを適切に設定しなかったために情報が漏えいするリ

スクはありません。すべてのクエリに対してサーバー上でポリシーが適用されるためです。

仮想接続のデータポリシーによる行レベルのセキュリティは、行レベルのセキュリティの他のソリュー

ションの欠点に対処するために開発されました。このソリューションを選択できる場合は、ほとんどの

状況でこのソリューションを使用することをお勧めします。

仮想接続でデータポリシーを使用する行レベルのセキュリティの詳細については、仮想接続とデー

タポリシーについてを参照してください。

データベース内の既存のRLSを使用する

多くのデータソースには、RLSのメカニズムが組み込まれています。組織がすでにデータソース内

の行レベルのセキュリティの構築に力を入れている場合は、既存のRLSを利用できる場合があり

ます。

組み込みRLSモデルの実装は、Tableauを念頭においた構築に比べて、必ずしも簡単であった

り優れたりするとは限りません。これらの手法は、一般に、組織が既にこれらのテクノロジに投資し

ており、投資を活用する場合に利用されます。

組み込まれているRLSを使用する主な利点は、管理者がデータセキュリティポリシーを1か所、

つまりデータベースに実装して制御できることです。

ユーザー属性を渡す

JSONWeb Token (JWT)に含まれるユーザー属性を渡すと、Tableau Cloudの埋め込みのワー

クフローでデータへのアクセスをカスタマイズおよび制御することができます。詳細については、埋め

込み v3 APIヘルプを参照してください。

行レベルのセキュリティオプションの比較

RLS オプショ

ン

役に立つ状況 長所 短所
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手動ユー

ザーフィル

ター

l 概念実証を行っ

ている、または、

ユーザーフィル

ターリング機能を

テストしている

l 変わることのない

ユーザーグループ

で使用する静的

なワークブックを作

成している

l パーミッションが正

しく設定されてい

ないことによる情

報セキュリティのリ

スクを理解してい

る

l 小規模でシンプ

ル

l わかりやすいマッピ

ング

l テストに適してい

る

l メンテナンスに手

がかかる

l ユーザーの所属が

変わるとフィルター

を更新し、パブリッ

シュし直す必要が

ある

l ユーザーがフィル

ターリングされてい

ないデータを見る

ことができないよう

に、パーミッション

を設定する必要

がある

l すべてのワークブッ

クに複製する必

要がある

動的ユー

ザーフィル

ター

l データ管理 ライセ

ンスがない

l フィルターリングに

使用できる情報

がデータに含まれ

ている

l パーミッションが正

しく設定されてい

ないことによる情

報セキュリティのリ

スクを理解してい

る

l セットアップが比

較的簡単

l ユーザーがフィル

ターリングされてい

ないデータを見る

ことができないよう

に、パーミッション

を設定する必要

がある

l すべてのワークブッ

クまたはデータ

ソースに複製する

必要がある

データポリ

シー

l データ管理 ライセ

ンスがある

l フィルターリングに

使用できる情報

がデータに含まれ

ている

l 一元化

l 安全

l メンテナンスが容

易

l セキュリティ責任と

分析責任を分離

l データ管理 ライセ

ンスが必要
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l データセキュリティ

の容易さは重要

な問題である

できる

データベース

内のRLS

l データベース内に

組み込まれた

RLSがすでにある

l 抽出を使用して

いない

l 組織のデータベー

スにすでに組み込

まれている可能

性がある

l Tableau以外の

データベースクラ

イアントにもポリ

シーを適用できる

l ライブクエリを使

用する必要があ

る

l 制限事項や必須

要件がある場合

があり、ITチーム

がそれらを識別で

きる

ユーザー属

性

l Tableau接続済

みアプリを使用し

て、埋め込みコン

テンツへのアクセス

を認証および承

認している

l 他のポリシーや

ユーザーのパーソ

ナライゼーションを

管理する場所と

同じところでデー

タアクセスポリ

シーを管理できる

l JWTで定義され

たユーザー属性、

サイト設定が有

効、ユーザー属性

機能を使用して

作成されたコンテ

ンツであることが

必要

分析拡張機能を使用した接続の構成

分析拡張機能では、RやPythonなどの言語を含むワークブック、Einstein Discovery、その他の

ツールやプラットフォームなどを使用して、Tableauの動的な計算を拡張できます。これらの設定エ

ンドポイントを使用すると、Tableau Cloudのサイトで分析拡張機能を構成できます。詳細につい

ては、「分析拡張機能 API」を参照してください。

ユーザーシナリオの詳細や、Tableau Desktopまたはweb作成での分析設定の詳細について

は、「Tableau DesktopとWeb作成のヘルプ」の「分析拡張機能を使用した式の受け渡し」を参

照してください。
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注 : 2021年 6月以降、1つのサイトに複数の分析拡張機能の接続を作成できます。これに

は、同じタイプの拡張機能に対して複数の接続を作成することも含まれます。これまで、1つ

のサイトに作成できるEinstein Discovery分析拡張機能は、1つに制限されていました。詳

細については、「Tableau Cloudのリリースノート」を参照してください。

このトピックでは、分析拡張機能を使用してTableau Cloudでサイトを構成する方法について説

明します。

セキュリティ要件と構成

Tableau Cloudでは、セキュリティ強化のために、分析拡張機能で使用される外部サービスへの暗

号化チャネルと認証アクセスが必要です。

証明書

分析拡張機能の外部サービスを実行するサーバーは、信頼されたサードパーティ認証機関 (CA)

で発行された有効なTLS/SSL証明書を使用して構成する必要があります。Tableau Cloudは、

自己署名証明書、プライベートPKIからの証明書、確立されたサードパーティCAが信頼してい

ない証明書などを使用して構成された外部サーバーとの接続は確立しません。

ファイアウォール構成の許可リスト

多くの組織が展開するファイアウォールでは、ネットワーク外の既知のホストの許可リストに例外を

設定する必要があります。このシナリオでは、例外として2つのTableau Cloud IPアドレスを指定

する必要があります。分析拡張機能サーバーへの接続に使用されるTableau Cloud IPアドレスは

44.224.205.196と44.230.200.109.です。

分析拡張機能設定の構成

1. Tableau Cloudにサイト管理者としてサインインします。

2. [設定 ]をクリックします。

3. [設定 ]ページで [拡張機能 ]タブをクリックし、[分析拡張機能 ]までスクロールします。

4. [サイトの分析拡張機能を有効にする]を選択します。
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5. [新しい接続の作成 ]をクリックします。

6. [新しい接続 ]ダイアログで、追加する接続タイプをクリックし、分析サービスの構成設定を

入力します。

1. 構成する必要があるオプションは、選択した接続タイプによって異なります。

l Einstein Discovery接続の場合は、[有効 ]をクリックします。

l TabPy、RServer、および分析拡張機能 API接続の場合は、次の情報を入力し

ます。

l 接続名 :接続するサーバーのタイプを指定します。RSERVEは、RServeパッ

ケージを使用したRへの接続に対応します。TABPYは、TabPyを使用した

Pythonへの接続やその他の分析拡張機能への接続に対応します。

l SSL を必須にする:分析サービスへの接続を暗号化するには、このオプション

を選択します。[ホスト名 ]フィールドでHTTPS URLを指定する場合は、この

オプションを選択する必要があります。
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l ホスト名 :分析サービスを実行しているコンピューター名やURLを指定しま

す。このフィールドでは大文字と小文字を区別します。

l ポート:サービスのポートを指定します。

l ユーザー名およびパスワードを指定してサインイン:分析サービスの認証に使

用するユーザー名とパスワードを指定するには、このオプションを選択します。

7. [保存 ]をクリックします。

分析拡張機能接続の編集または削除

構成を編集または削除するには、サイトの [拡張機能 ] タブにある[分析拡張機能 ]に移動しま

す。

[編集 ]アイコンまたは [削除 ]アイコンをクリックし、プロンプトに従って構成を変更します。

スクリプトエラー

Tableauでは、分析拡張機能を使用するワークブックがTableau Cloudに適切にレンダリングされ

ることを確認できません。必須の統計ライブラリがユーザーのコンピューター上では使用できても

Tableau Cloudで使用している分析拡張機能インスタンス上では使用できない場合があります。

分析拡張機能を使用するビューがワークブックに含まれている場合、ワークブックをパブリッシュする

ときに警告が表示されます。

このワークシートには外部サービススクリプトが含まれており、管理者が外部サービス接続を

構成するまでターゲットプラットフォーム上では表示できません。
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テーブル拡張機能

テーブル拡張機能を使用すると、分析拡張スクリプトを使用してデータテーブルを作成できます。

カスタムのTabPyまたはRserveスクリプトを記述したり、オプションで1つまたは複数の入力表を

追加したりできます。テーブル拡張機能は、Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau Desktop

でサポートされています。このドキュメントは、Tableau Cloudに焦点を合わせています。

注 :ライブ接続と同様に、テーブル拡張機能は、ワークブックを開くかデータソースを更新する

たびに更新されます。

利点

テーブル拡張機能は、新規ユーザーと経験豊富なユーザーの両方に次の利点を提供します。

l スクリプトや高度な機能をTableauに簡単に統合

l Tableauデータ接続からデータを簡単にドラッグしてスクリプトへ入力

l ローコードエディターにより、コードをデータソースへ容易に追加

l データガイドおよび「データの説明を見る」と統合

l TabPy、Rserve、その他の分析拡張機能と統合

l 結果を使用して、ダッシュボードやビジュアライゼーションを構築

前提条件

テーブル拡張機能を使用する前に、次の操作を行う必要があります。

l DesktopまたはWeb作成でデータソースを開きます。

l 分析拡張機能の構成
o 分析拡張機能の接続を設定する手順については、「分析拡張機能を使用した式

の受け渡し」を参照してください。
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テーブル拡張機能の作成

テーブル拡張機能を作成するには、次の手順を実行します。

1. パブリッシュされたワークブックを開きます。

2. データソースを開くか作成します。

3. [接続 ]で、[新しいテーブル拡張機能 ]を選択します。

4. それをデータモデルにドラッグします。

5. (オプション)テーブルをデータ接続からテーブル拡張ペインにドラッグして、分析拡張機能の

スクリプトまたは関数への入力として使用します。

l デフォルトでは、Tableauからのデータは分析拡張機能に渡され、variable _

arg1として定義されます。これは、 {‘colum_name’: [1,2,3], ‘column_
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name_2’: [3,4,5] のように、辞書のような構造です。

Python の例 :入力データは、次を使用してpandasデータフレームに変換できま

す。

import pandas as pddf = (pd.DataFrame(_arg1))

l RServeを使用する場合、入力データは変数 .arg1として定義され、データ型はリ

ストの名前付きリストです。

l サポートされているリレーショナルデータソースの場合、カスタムSQLをテーブル拡

張機能への入力として使用できます。パラメーターがカスタムSQLクエリで使用さ

れている場合、パラメーターを変更すると、クエリが再実行され、スクリプトが再計

算されます。これにより、ダッシュボードでパラメーターを動的に更新してフィルター処

理するか、値をテーブル拡張機能のスクリプトに渡すためのパスが作成されます。

6. [スクリプト]領域に、スクリプトまたは関数呼び出しを入力します。スクリプトは、辞書または

リストのリスト(基本的には JSONオブジェクト)を返す必要があります。RServeのスクリプ

トはdata.frameまたは名前付きリストのリストを返す必要がありますが、Pythonのスクリプ

トは辞書を返す必要があります。

Python の例 :次の明示的な returnコマンドを使用します。
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return df.to_dict(orient='list')

注 : TabPyでTABPY_EVALUATE_ENABLEが無効になっている場合、テーブル拡

張機能はTabPyエンドポイントの直接呼び出しをサポートしません。

7. [適用 ]を選択してスクリプトを実行します。

8. (オプション)テーブル拡張機能をデータモデル内の別のテーブルに関連付ける場合は、各

テーブルの少なくとも1つのフィールド間の関係を定義します。それらのフィールドが同じ名前

の場合、これは自動的に行われる可能性があります。

9. [今すぐ更新 ]を選択すると、結果が [出力テーブル]タブに表示されます。

注 :データモデル内のテーブルとの関係を定義していない場合、[入力テーブル]タブは空であ

り、「データプレビューは利用できません」というメッセージが表示されます。

10. (オプション) [名前 ]フィールドに、テーブル拡張機能の一意の名前を入力します。

11. [シート]タブに移動して、データの探索と視覚化を開始します。テーブル拡張機能からの結

果は、フラットファイルやリレーショナルソースからクエリされた、Tableauの他のデータと同様

に機能します。

12. ワークブックをパブリッシュして共有します。パブリッシュ先のTableau ServerまたはTableau
Cloudでは、適切なタイプの分析拡張機能を有効にして設定する必要があります。
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トラブルシューティングのヒント:スクリプトの実行に問題がある場合、分析拡張機能からのエラー

はTableauエラーメッセージに表示されます。テーブル拡張機能でエラーが発生した場合は、す

べてのコードとフォーマットが正しいことを確認し、[保存 ]ボタンの横にある円形の [データソースの

更新 ]ボタンを使用するか、もう一度 [適用 ]をクリックします。

テーブル拡張機能と分析拡張機能

これらの製品の一部は関連していませんが、テーブル拡張機能と分析拡張機能はいくつかの機

能を共有しています。テーブル拡張機能は、分析拡張機能との接続に依存して機能します。そ

れぞれの機能を詳しく見てみましょう。

ダッシュボード拡張機能

ダッシュボード拡張機能を使用すると、ダッシュボード拡張機能 SDKを使用してカスタムWebア

プリケーションをダッシュボードに追加できますが、このタイプの拡張機能はテーブル拡張機能とは

関係ありません。

テーブル拡張機能

テーブル拡張機能を使用すると、データソース内にテーブルを作成して、データとスクリプトを分析

拡張機能に送信し、結果として任意の形状の完全なテーブルを返すことができます。返された結

果は、[データソース]タブのデータモデルではテーブルとして表示され、ワークブックではメジャーと

ディメンションとして表示されます。

分析拡張機能

分析拡張機能を使用すると、Pythonなどのプログラミング言語、外部ツール、外部プラットフォー

ムを使用してTableauの計算を拡張できます。分析拡張機能への接続を作成したら、

SCRIPT_XまたはMODEL_EXTERNAL_Xと呼ばれる計算フィールドを介して外部サーバーと通

信できます。ここで、Xは予期される戻り値のデータ型です。詳細については、「分析拡張機能を

使用した式の受け渡し」を参照してください。
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ユーザーが信頼できるデータを見つけられるように

認証を使用する

複数のパブリッシャーの存在するセルフサービス環境では、しばしば同じような名前を持つ、同じま

たは類似の参照元データに基づく、あるいは説明情報なしでパブリッシュされているさまざまなコンテ

ンツがTableau Cloud上のプロジェクトに含まれています。その場合、アナリストは使用するデータに

ついて自身を持てない場合があります。

ユーザーが自身の分析種別に合った、信頼され、推奨されるデータを見つけやすいように、所属組

織のデータ基準に準拠するデータを認定することができます。

パブリッシュされたデータソースの認証に加えて、Tableau ServerまたはTableau Cloudのデータ

管理 がある場合：

l Tableau Catalogが有効になっている場合、Tableauコンテンツに関連付けられているデー

タベースとテーブルを認証できます。(Tableau Catalogの詳細については、Tableau Server
またはTableau Cloudヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。)

l Tableau 2022.1以降では、仮想接続と仮想接続テーブルを認証できます。

認証はどのように信頼できるデータをユーザーから見つけやすくす

るか

アセットを認証する場合、アセットが表示されている場所に応じて、ユーザーに緑色のバッジまたは

緑色のチェックマークが表示されます。
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認定されたデータソースは検索結果でより上位にランク入りし、推奨されるデータソースに加えら

れます。

さらに、認証状態についての注記を設定できます。この注記は、ユーザーがバッジをクリックしたとき

に表示されるか、Web作成やTableau Desktopでデータソースアイコンにカーソルを合わせたとき

にツールヒントに表示されます。また、データソースが誰によって認証されているかについての情報

も表示されます。
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詳細については、下記のデータの認定方法の手順を参照してください。

認定するデータの選出ガイドラインを作成する

その他のTableau機能と同様、認定には柔軟性があります。アセットの認定を決定する条件を自

分のオーガナイゼーションで定義することができます。これを行うと同時に、ガイドラインを文書化し

て共有したいと希望されるかもしれません。ガイドラインがあることで、自分や他の管理者、または

プロジェクトリーダーが認定対象を選択する際に、一貫性を持たせることができます。ガイドライン

は、ユーザーが認定の意味を理解するためにも役立ちます。

全プロジェクトで同じ認定条件を使用していても、各プロジェクトで固有の条件を定義していても、

重要なのは認定が今いる環境で何を意味するのかです。

データを認定できる人物

データソースを認定するには、次のことが必要です:
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l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはCreatorのサイトロールを持っており、かつ認証するデー

タを含むプロジェクトに対してプロジェクトの所有権またはプロジェクトリーダー権限を持って

いる必要があります。

仮想接続と仮想接続テーブルを認証するには、使用する環境にデータ管理 ライセンスがある必

要があります。また、

l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l Explorer (パブリッシュ可能 )またはCreatorのサイトロールを持っており、かつ認証するデー

タを含むプロジェクトに対してプロジェクトの所有権またはプロジェクトリーダー権限を持って

いる必要があります。

データベースまたはテーブルを認証するには、使用する環境でTableau Catalogが有効になって

おり、

l サーバー管理者またはサイト管理者である、または

l データベースまたはそのデータベース内のテーブルを認証するために、データベースのパーミッ

ションを設定する権限を持っている必要があります。

データの認定方法

認定できるデータは、付与されているパーミッションや、データ管理 ライセンスを持っているかどう

か、およびTableau Catalogがお使いの環境で有効になっているかどうかによって変わります。

l パーミッションを持つすべてのユーザーが、データソースを認定できます。

l データ管理 ライセンスがある場合、パーミッションを持つユーザーは、仮想接続および仮想

接続テーブルを認定することもできます。

l データ管理 ライセンスを持っていて、Tableau Catalogが有効になっている場合、パーミッ

ションを持つユーザーはデータベース、テーブル、ファイルを認定することもできます。

アセットを認定するには:

注 : Tableau Cloud 2024年 2月以降、ラベルのタイプごとに個別のダイアログを使用するの

ではなく、統合されたデータラベルダイアログを使用して認証の追加と削除を行うようになり
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ました。データラベルダイアログの詳細については、「データラベルダイアログ」を参照してくださ

い。統合されたデータラベルダイアログはTableau Serverでは使用できません。

1. アセットを検索するか、アセットに移動します。移動するステップは、認定するアセットのタイプ

によって異なります。

l データソースまたは仮想接続 - [探索 ]ページで、[すべてのデータソース]または [す
べての仮想接続 ]を選択します。

l 仮想接続テーブル - [探索 ]ページで、[すべての仮想接続 ]を選択し、認証する仮

想接続テーブルを含む仮想接続を選択します。次に、仮想接続テーブルを選択し

ます。

l データベースまたはテーブル - [探索 ]ページで、データベースまたはテーブルに移動し

ます。または [外部アセット]ページで、[データベースとファイル]または [テーブルとオブ

ジェクト]を選択します。

2. ページで、認定するアセット名の隣にある[その他のアクション]メニュー (...)を選択します。

3. [データラベル] > [Certification (認証 )] (またはTableau Server 2023.1以前では [Edit
Certification (認証の編集 )])を選択します。

4. [認定済み] チェックボックスをオンにします。(以前のバージョンのTableau Serverでは、切り

替えを使用します)。
5. 必要に応じてメッセージを追加します。メッセージを通じて、認証ステータス、データの使用

目的、その他の有用な情報をユーザーに提供します。[Message (メッセージ)]セクションに

追加する情報は、「認証はどのように信頼できるデータをユーザーから見つけやすくするか」

に前述されている認証バッジまたはツールヒントに表示されます。メッセージのテキストの書

式を太字、下線、斜体に設定したり、リンクや画像を含めたりすることもできます。テキスト

の書式設定のヒントを表示するには、[保存 ]ボタンの上にある情報 (i)アイコンをクリックしま

す。(Tableau Cloud 2024年 2月以降、メッセージの使用は任意です。以前のバージョンの

Tableau CloudおよびTableau Serverでは必須でした。)
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6. [保存 ]を選択します。

認証をカスタマイズする

Tableau Cloud 2023年 6月およびTableau Server 2023.3以降、管理者は [データラベル]

ページのラベルマネージャーまたはREST APIを使用して、証明書ダイアログでユーザーに表示さ

れる証明書の説明を変更できるようになりました。詳細については、データラベルの管理を参照し

てください。

抽出の更新に失敗した場合に所有者に通知

する

スケジュールされた抽出の更新は、埋め込み認証資格情報やファイルパスが古いなど、さまざま

な理由で失敗する可能性があります。Tableau Cloudから直接実行するスケジュール更新の場
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合、更新が5回連続で失敗すると、Tableau Cloudはサイト管理者またはデータソース所有者が

原因を解決する措置を講じるまでスケジュールを一時停止します。

サイト管理者は、Tableau Cloudを有効にし、スケジュールされた抽出更新が正常に完了しな

かった場合、データソースの所有者にメールを送信することができます。その後、データソース所有

者は、アカウント設定で個別にオプトアウトできます。

メールには、次の情報が含まれています。

l 抽出またはワークブックの名前。

l 前回成功した更新の日付と時刻。または、前回の更新が14日以内の場合、メールには

"not in the last N days (過去 N日間更新されていません)"と表示されます。

l 連続して更新に失敗した回数。

l 埋め込み認証資格情報やファイルパス、アクションを実行するTableau Cloudへのリンクの

更新など、障害の原因を解決するために提案されるアクション。

Tableau Bridgeによるデータソースの更新に関するメールを受信する場合、いくつかの違いがあり

ます。詳細については、このトピックで後述するTableau Bridge更新の違いも参照してください。

更新失敗メールを有効にする

サイト管理者は、以下の手順で、サイトの更新失敗メールを有効 (または無効 )にすることができ

ます。オプトインする場合、各ユーザーが個別のアカウントより更新失敗メールの受信からオプトア

ウトする可能性があります。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインし、[設定 ]をクリックします。

2. [通知の管理 ]で、すべてのサイトユーザーに対して通知を許可または無効にするチェック

ボックスを選択またはクリアします。

Tableau Bridge更新の違い

Tableau Bridgeを通して更新されるデータソースの場合、複数の通知方法があります。詳細につ

いては、「Bridgeのメールアラートの管理」を参照してください。
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Tableau Cloudでのデータの更新

データを手動で更新したり、データの更新をスケジュールしたりできます。

Tableau Cloudでの更新のスケジュール

クラウドでホストされているデータの抽出については、Tableau Cloudで更新タスクのスケジュールを

直接設定できます。これには、次のタイプのデータの抽出が含まれます。

l Salesforce.comまたはGoogle Analytics。
l ライブ接続を使用しない場合はGoogle BigQueryまたはAmazon Redshift。オンプレミス

のRedshiftの場合は、Tableau Bridgeを使用する必要があります。

l ライブ接続を使用しない場合や、ライブ接続がそのデータソースをサポートしていない場合

は、クラウドプラットフォームでホストされるSQLベースのデータまたはその他のデータ

(Amazon RDS、Microsoft Azure、Google Cloud Platformなど)。

サポートされるデータソースのリストについては、「クラウドプラットフォームでホストされている

データへの直接接続の許可」を参照してください。

スケジュールは、Tableau Bridgeで抽出更新を作成する場合にも使用できます。詳細について

は、「Bridge更新スケジュールの設定」を参照してください。

注 :

l Microsoft ExcelやSQL Serverの抽出、またはTableau Cloudが直接アクセスできないそ

の他のデータの抽出を更新する方法の詳細については、「Bridgeを使用した接続」を参

照してください。

l Tableau Cloudサイトは、すべてのユーザーの分析ニーズに対応するための容量を備えて

います。サイトの容量には、ストレージ容量のほかに、抽出などサイトで実行する必要があ

るタスクの容量が含まれます。詳細については、Tableau Cloudサイトの容量を参照してく

ださい。

更新スケジュールの作成

重要 !
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l [今すぐ実行 ]オプションは、[抽出更新の作成 ]ダイアログボックス使用できなくなりました。

現在、[今すぐ実行 ]オプションは [アクション]ドロップダウンメニューに表示されます。

l タスクが順次 (連続して)実行されるように構成することはできません。代わりに、タスクが順

次実行されるように抽出更新の開始時刻を調整する必要があります。

l 既存のタスクをカスタムスケジュールに移行した場合、これらのタスクの開始時刻を変更し

ない限り、タスクは並列実行されるため、想定外の結果になる可能性があることに注意して

ください。

l 同じワークブックまたはパブリッシュされたデータソースに対して複数の抽出更新のスケジュー

ルを設定した場合、ジョブが連続的に実行されます。その際、前のジョブが終了してから次

のジョブが実行されます。

1. Tableau Cloudにサインインしたら、左側のナビゲーションペインから[検索 ]を選択し、更新

するコンテンツのタイプに応じてドロップダウンメニューから[すべてのワークブック]または [すべ

てのデータソース]を選択します。

2. 更新するワークブックまたはデータソースのチェックボックスを選択し、[アクション] > [抽出の

更新 ]を選択します。

3. [抽出の更新 ]ダイアログで [更新のスケジュール]を選択し、次の手順を実行します。
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l 更新のタイプ:必要な更新のタイプを選択します。既定では、完全更新が実行され

ます。増分更新は、抽出のパブリッシュ前にTableau Desktopで構成している場合

にのみ使用できます。完全更新を実行するように設定されている1つまたは複数の

ワークブックまたはデータソースを選択した場合、増分更新を選択するオプションは

無効になります。詳細については、Tableauヘルプの「抽出の更新」を参照してくだ

さい。

l 更新の頻度 :抽出更新を実行する頻度を設定します。実行する頻度を毎時、毎

日、毎週、または毎月に設定できます。時間と曜日の間隔は、次に示すように、選
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択する繰り返し頻度によって異なります。

l 毎時 :利用可能な頻度は、特定の時間から特定の時間までの間の1時間

ごとです。つまり、指定した時間範囲でタスクが1時間ごとに実行されます。

l 毎日 :利用可能な頻度は、2時間、4時間、6時間、8時間、12時間ご

と、または1日 1回です。開始時刻と終了時刻に加えて、曜日を1つまたは

複数選択することもできます。つまり、毎日 1日 1回、または特定の曜日に

指定した時間間隔でタスクを実行できます。

l 毎週 :利用可能な頻度は、週 1日または複数の曜日の指定した時刻ごとで

す。つまり、特定の曜日の特定の時刻に週 1回タスクを実行できます。

l 毎月 :これは2つの異なる方法で設定できます。

1. 頻度間隔として[日 ]を選択すると、月の特定の日付を選択できます。

たとえば、毎月 2日、15日、28日の午後 2時 45分にタスクを実行

するように選択できます。

2. また、第 1～6週目の特定の曜日の特定時刻を選択することもできま

す。たとえば、毎月第 2水曜日の午後 2時 45分にタスクを実行する

ように設定できます。

既存のスケジュールの更新

既存のスケジュールに変更を加える場合、既存のスケジュールのリストから選択するのではなく、ス

ケジュール内の定期的なタスクを直接変更できます。

更新の抽出の時間制限

長時間実行中の更新タスクがすべてのシステムリソースを使用して、サイトの他の抽出の更新を

妨げることがないようにするため, Tableau Cloud更新タスクに対しては7200秒 (120分または2

時間 )のタイムアウト制限とも呼ばれる、時間制限があります。タイムアウト制限は、単一の抽出

がキャンセルされるまでに更新を完了するべき最長許容時間です。タイムアウト制限は設定可能

ではありません。
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タイムアウト制限を守る

タイムアウト制限に達することは一般的ではありませんが、抽出負荷の高い環境で作業している

場合にタイムアウト制限に達しないように、抽出にいくつかの修正を行うことができます。

l Tableau Cloudでの更新のスケジュール

l 増分更新をセットアップする

l 抽出のサイズを小さくする

l 抽出の更新の代替方法を使用する

l 別の時間に更新をスケジュールする

増分更新をセットアップする

更新タスクを実行する都度の完全更新ではなく、抽出を増分更新することを考慮します。

既定では、抽出は完全に更新されるよう構成されています。完全更新はデータの完全なコピーを

提供しますが、完了するのに長時間かかります。抽出の更新時間を短縮するには、抽出の増分

更新のセットアップを検討してください。詳細については、Tableauヘルプの「抽出の増分更新を

構成する」を参照してください。

注 :増分更新をセットアップしてから抽出をTableau Cloudにパブリッシュする必要がありま

す。パブリッシュした後、[抽出更新の作成 ]ダイアログで [増分更新 ]オプションを選択できる

ようになります。

抽出のサイズを小さくする

抽出のサイズを小さくすることで更新タスクを早期に完了することができます。

抽出のサイズを小さくするには2つの一般的な方法があります。使用していないフィールドをすべ

て非表示にする方法と、データソースフィルターを使用する方法です。
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l 使用していないフィールドをすべて非表示 :データソースで非表示にしているフィールドは、抽

出作成時に除外されます。抽出の作成時にフィールドを非表示にする方法については、

Tableauヘルプの「抽出の作成」を参照してください。

l データソースフィルターの追加 :データソースフィルターを追加すると、抽出の行数を減らす

ことができます。詳細については、Tableauヘルプの「データソースからデータをフィルターす

る」を参照してください。

注 :使用していないフィールドをすべて非表示にするか、データソースフィルターを追加してか

ら、抽出をTableau Cloudにパブリッシュする必要があります。

抽出の更新の代替方法を使用する

できれば、抽出をTableau Cloud以外で更新することを検討してください。

l Tableau Desktop: Tableau Desktopからパブリッシュされた抽出を手動で更新できます。

詳細については、「Tableau Desktopからのパブリッシュされた抽出の更新」を参照してくださ

い。

l Tableau Bridge:データソースに応じて、Tableau Bridgeを使用して抽出のパブリッシュを

スケジュールにセットアップし更新できます。詳細については、「Bridgeを使用してデータを最

新に保つ」を参照してください。

l Tableau データ抽出のコマンドラインユーティリティ(非推奨 ):データソースによっては、

Tableau Desktopに付属するコマンドラインユーティリティを使用して、プログラム的にパブ

リッシュされた抽出を更新することができます。詳細については、「コマンドラインからの抽出

更新タスクの自動化」を参照してください。

2022 年 10 月に非推奨 :このユーティリティは、それ以降のリリースでは使用できませ

ん。Tableau Cloudから直接アクセスできないデータソースまたは仮想接続データを更

新するには、代わりにTableau Bridgeを使用します。スクリプトを使用して更新ジョブ
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を開始するには、tabcmd refreshextractsまたはREST API抽出更新タスクの実行

を使用します。

別の時間に更新をスケジュールする

更新タスクの実行時間の変更を考慮します。詳細については、「更新タスクの管理」を参照してく

ださい。

更新タスクがタイムアウト制限に達する時のエラー

更新タスクがタイムアウト制限に達すると、次のいずれかのエラーが表示される場合があります。

ユーザーが抽出をパブリッシュした場合、または抽出の所有者である場合は、次のいずれかのエ

ラーがメールで通知される場合があります。ユーザーがサイト管理者の場合、「抽出でのバックグラ

ウンドタスク」についての管理ビューに次のいずれかのエラーが表示される場合があります。

l The query time resource limit (7200 seconds) was exceeded. (クエリ時間リソース制限

(7200秒 )を超えました。)
l com.tableau.nativeapi.dll.TableauCancelException: Operation cancelled.
(com.tableau.nativeapi.dll.TableauCancelException:操作がキャンセルされました。)

l The query time resource limit (8100 seconds) was exceeded. (クエリ時間リソース制限

(8100秒 )を超えました。)

エラーを解決し、将来的なエラーを防ぐには、上記の「タイムアウト制限を守る」を参照してくださ

い。

保存した認証資格情報を使用してデータを更新する

Salesforce、Googleアナリティクス、Google BigQuery、OneDrive、Dropbox、Quickbooks

Online、Anaplan、Oracle EloquaおよびServiceNow ITSMのデータを最新の状態に保つには、

以下を実行する必要があります。

1. データ接続に認証資格情報を埋め込む。その手順はこのトピックで説明されています

2. データソースまたはワークブックが抽出を含む場合、更新スケジュールに抽出を追加できま

す。更新をスケジュール設定する手順については、Tableau Cloudでの更新のスケジュール
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を参照してください。

データソースまたはワークブックがデータへの直接 (ライブ)接続を含む場合、データは常に最

新であり、それを更新するためにスケジュール化されたタスクを作成する必要はありません。

データ接続に認証資格情報を埋め込む

接続に認証資格情報を埋め込むには、以下の手順に従ってください。

1. Tableau Cloudにサインインし、[データソース]ページに移動します。

2. 更新したい接続のあるデータソースを選択し、[アクション]メニューで [接続の編集 ]を選択

します。

3. [接続の編集 ]ダイアログボックス内のオプションは選択したデータソースによって異なります。

利用可能なオプションを確認し、ニーズに合ったオプションを選択します。

「<コネクタ名> の認証資格情報の入力をユーザーに要求する」を選択した場合、データを

手動で更新する必要があります。これは、ユーザーにデータソースをTableau Desktopから

再パブリッシュするよう依頼するか、Tableau Cloudで更新タスクを開始することで実行でき

ます。

コネクター固有の認証資格情報

OAuthの認証資格情報を使用する

Google Analytics、Google BigQuery、Google Sheets、OneDrive、Dropbox、Salesforce、およ

びQuickBooks OnlineでOAuthアクセストークンを使用することで、安全なデータ接続が確立さ

れます。アクセストークンはTableau Cloudからデータにサインインして、認証資格情報が存在す

る限り(または手動でアクセスを取り消すまで)データへのTableau Cloudアクセスを承認することで

作成します。新しいアカウントを追加するとき、サインインページが表示されます。サインインすると、

送信する認証資格情報のための新しいアクセストークンが作成されます。

注 : DropboxはOAuth資格認証情報を使用しますが、Tableauは現在 Googleアカウント

を使用したDropboxへの認証をサポートしていません。

Tableau Software 797

Tableau Cloudヘルプ



ユーザーのグループの専用データベースアカウントを使用する場合のように、共有認証資格情報

を埋め込むことができます。または、ユーザーの個別の認証資格情報を埋め込むことができます。

アクセストークンの作成に使用するアカウントでは、更新タスクを実行するためのアクセスレベルを

許可する必要があります。

その他の認証資格情報を使用する

Anaplan、Oracle Eloqua、およびServiceNow ITSMはそれぞれデータ接続のための保存された

認証資格情報 (例えば、ユーザー名とパスワード)の使用をサポートします。

Salesforceセキュリティトークンを使用する

Salesforceの標準的な認証資格情報を埋め込む場合、データにアクセスするには、Salesforce

によりセキュリティトークンが要求される場合があります。組織の信頼できるIPリストに含まれてい

ない IPアドレスからSalesforce接続にアクセスする場合などです。このセキュリティトークンをデー

タ接続で使用されているパスワードに追加する必要があります。

セキュリティトークンには有効期限があります。Tableauがセキュリティトークンの有効期限切れで

Salesforce接続を更新できない場合、Tableauは以下のユーザーにアラートを表示します。

l 関連するワークブックおよびデータソースの作成者。

l 関連するデータソースに接続するワークブックの作成者。

l サイト管理者。

サーバー上のデータ接続を編集すると、有効期限の切れたセキュリティトークンを更新することが

できます。

Salesforce認証およびセキュリティトークンの詳細については、Salesforce.comのSOAP API開

発者ガイドの「セキュリティとAPI」を参照してください。

手動での更新タスクの開始

ほとんどのクラウドデータプロバイダーでホストされているデータの抽出は、Tableau Cloudで直接

更新できます。設定したデータソースのTableau Bridgeから更新を実行できます。
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データソースで更新がスケジュールされている場合、手動で更新を実行してもスケジュールには影

響しません。

Tableau Cloudで更新を実行する

1. データソースがパブリッシュされるTableau Cloudサイトにサインインします。

2. [データソース]ページで、更新するデータソースの横にある[その他のアクション]アイコン(…)

を選択し、メニューから[抽出の更新 ]を選択します。

3. [今すぐ更新 ]で [完全更新 ]を選択します。
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注 :スケジュール済みの更新があるデータソースでは、サイト管理者が更新を[タスク] > [抽
出更新 ]ページの [アクション]メニューから実行することもできます。

Tableau Bridgeクライアントで更新を実行する

WindowsシステムトレイからTableau Bridgeを開き、データソースの [今すぐ実行 ]アイコン( )

を選択します。

更新タスクの管理

管理者は、抽出の更新またはスケジュールの削除を手動で実行できます。

1. 管理対象のスケジュールがあるサイトにサインインし、[タスク] をクリックします。

2. スケジュールされた抽出の更新を1つ以上選択します。

3. [アクション]メニューから以下のいずれかを実行します。

l [スケジュールの変更 ] を選択し、リストから新しいスケジュールを選択します。

l [今すぐ実行 ]を選択して手動で更新を実行します。

注 :スケジュールされたタスクが抽出にない場合、[データ接続 ]ページからオンデマン

ドで更新できます。

l [削除 ]をクリックし、選択されたデータソースのスケジュールを完全に削除します。

関連項目

抽出の更新に失敗した場合に所有者に通知する
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非アクティブなワークブックとデータソースの抽出更新を自動的に

一時停止する

リソ―スを節約するために、非アクティブなワークブックとパブリッシュされたデータソースの抽出更新

を自動的に一時停止することができます。この機能は、週 1回以上の頻度で行われる完全抽出

更新に適用されます。増分更新および頻度が週 1回未満の更新は影響を受けません。

ワークブックで以下のイベントのいずれかが発生した場合、ワークブックの非アクティブカウントダウン

タイマーがリセットされます:

l ワークブックシートの表示

l ワークブックにデータドリブンアラートまたはサブスクリプションが設定されている

l ワークブックのダウンロード

l ワークブックの場所の移動または所有者の変更

パブリッシュされたデータソースの場合、データソースからデータをフェッチするイベントが発生すると、

非アクティブカウントダウンタイマーがリセットされます。これらのイベントには以下が含まれます。

l データソースに接続されているワークブックビューの読み込み

l データソースの [データに聞く]ページへのアクセス

l Tableau Desktopからデータソースへの接続

通知

抽出更新スケジュールが一時停止される3日前に、メール通知が送信されます。

抽出更新スケジュールが一時停止されると、別のメール通知が送信されます。

一時停止された抽出更新の再開

一時停止された抽出更新は、誰かがワークブックを使用すると自動的に再開されるわけではあり

ません。サイト管理者が手動で再開する必要があります。

一時停止された抽出更新を表示および再開するには、次の手順を実行します。

1. 管理者としてサイトにサインインし、[タスク]をクリックします。

2. [抽出更新 ]タブをクリックします。
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3. 1つまたは複数のアイテムを選択します。

4. [アクション]メニューで、[再開 ]を選択します。

Tableau Bridgeの使用

はじめに

l Bridgeを使用してデータを最新に保つ

l Bridgeのインストール

l Bridge更新スケジュールの設定

l プライベートクラウドデータにBridgeを使用する

l Tableau Bridgeに関するFAQ

サイト管理者向けクイックリファレンス

l Bridgeクライアントについて

l Bridgeクライアントのプールの構成

l Bridgeクライアントのプールの管理

l Bridgeクライアントの設定の変更

パブリッシャー向けクイックリファレンス

l ライブ接続を使用したBridgeデータソースのパブリッシュ

l Bridgeを介したデータ更新の停止
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l Bridgeのメールアラートの管理

l Bridgeの問題のトラブルシューティング

エンタープライズ

l Bridgeの展開計画

l ブリッジ抽出アクティビティの監視

l ブリッジ接続されたデータソースへのトラフィックの監視

l ブリッジ更新ジョブの監視

接続

l Bridgeを使用した接続

l Bridgeの接続情報の更新

セキュリティ

l Bridgeウィンドウのセキュリティ

Bridgeを使用してデータを最新に保つ

Tableau Cloudが直接アクセスできないデータソースまたは仮想接続データの場合は、Tableau

Bridgeを使用してデータを最新の状態に保つことができます。たとえば、ファイアウォールの背後で

ホストされているデータにデータソースが接続する場合は、Bridgeを使用します。
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注 :パブリックインターネットからアクセス可能なクラウドでホストされている参照元データにデータ

ソースを接続する場合、ライブ接続と抽出接続はTableau Cloudから直接実行されます。

Bridgeとは

Tableau Bridgeは、お使いのネットワーク内のマシンで実行されるクライアントソフトウェアです。ク

ライアントはTableau Cloudと連携して、Tableau Cloudが直接アクセスできないプライベートネッ

トワークデータに接続するデータソースを最新の状態に維持します。プライベートネットワークデー

タには、オンプレミスデータと仮想クラウドデータが含まれます。

動作方法

Tableau Bridgeは、ExcelファイルやSQL Serverデータなどのプライベートネットワークデータと

Tableau Cloud間をつなぐ経路として機能します。クライアントは、アウトバウンド暗号化接続を

介してTableau Cloudと通信し、ファイアウォールの背後のデータとTableau Cloudサイト間の接

続を有効にします。

BridgeがTableau Cloudと通信する方法の詳細については、「Tableau Bridgeのセキュリティ」を

参照してください。

使用できるユーザー

Tableau Cloudの承認ユーザーであれば誰でもBridgeを使用できますが、Bridgeは、組織で次

の職務を遂行するユーザー (サイト管理者とデータソースの所有者 )向けに最適化されていま

す。

サイト管理者 (またはTableau Cloudでサイト管理者またはサイト管理者 Creatorロールを持つ

ユーザー)はBridgeクライアントをインストールして管理します。詳細については、「Bridgeの展開

計画」を参照してください。
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コンテンツ所有者 (またはTableau CloudでCreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )ロールを

持つユーザー)は、通常、独自のコンテンツをパブリッシュして管理します。コンテンツの所有者は

Bridgeを使用して、Tableau Cloudとプライベートネットワークデータ間のライブ接続および抽出接

続を行います。

l ライブ接続の場合、Bridgeは、データソースまたは仮想接続のパブリッシュプロセスの一部

として自動的に検出されます。ライブ接続のサポートは、プールを通じて有効になります。

データソースの詳細 :ユーザーには、パブリッシュプロセス中にライブ接続を使用してデータ

ソースをパブリッシュするオプションが表示されます。このオプションは、ネットワーク内からのみ

アクセス可能なリレーショナルデータベースまたはクラウドデータベースに対してライブ接続が

サポートされている場合に使用できます。

ユーザーがデータソースをパブリッシュした後、プール内の使用可能なクライアントがライブク

エリを実行します。それ以外の処理は必要ありません。

開始するには、データソースをTableau Cloudにパブリッシュし、ライブ接続を維持するため

のオプションを選択します。または、ワークブックをパブリッシュしてから、ライブ接続を指定しま

す。データソースのパブリッシュの詳細については、「ライブ接続を使用したBridgeデータ

ソースのパブリッシュ」を参照してください。

注 :プライベートクラウドデータベースに接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プ

ライベートクラウドベースのデータソースをパブリッシュする」で説明されている手順に従って、

Bridgeを使用してデータの鮮度に関連するタスクを実行してください。

l 接続抽出の場合、ユーザーはデータソースまたは仮想接続の更新スケジュールを設定でき

ます。詳細については、「Bridge更新スケジュールの設定」を参照してください。

注 :プライベートクラウドデータベースに接続するデータソースをパブリッシュする場合は、「プ

ライベートクラウドベースのデータソースのスケジュールを設定する」で説明されている手順に

従って、Bridgeで実行される更新スケジュールを使用してください。

Tableau Bridgeに関するFAQ

Tableau Bridgeに関するよくある質問とその回答をご紹介します。
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ブリッジの基本

Tableau Bridgeとは何ですか?

Tableau Bridgeは、ご利用のネットワーク内のマシン上で稼動するプロキシクライアントであり、プ

ライベートネットワークにあるご利用のデータをTableau Cloudに接続するために使用します。

Bridgeは、組織のファイアウォールの背後にインストールされます。Bridgeを使用すると、ご利用の

データからTableau Cloudへ設定した安全なアウトバウンド接続を通じて、オンプレミスや仮想ク

ラウド(パブリッククラウド内にホストされた、隔離されたプライベートクラウド)にあるデータにアクセ

スできます。

「Tableau Bridgeの使用」を参照してください。

Tableau Bridgeは何に使いますか?

一部またはすべてのデータがオンプレミスにある場合、またはファイアウォールの内側の仮想クラウド

にある場合、Bridgeを使用して、データに安全にアクセスし、データをTableau Cloudに接続する

ことができます。接続できるデータは、プライベートネットワーク上の .csvファイルから、データウェア

ハウスに保存されたものまで、多岐にわたります。

Bridgeは、データを最新の状態に保つこともできます。データの変更に応じてVizを更新する必

要がある場合、Bridgeは、自動的に抽出を更新するか、オンプレミスのデータソースにライブクエ

リを行うことにより、Tableau Cloudでデータを最新の状態に保つことができます。

Tableau Bridgeのコストはいくらですか?

Tableau Bridgeは、Tableau Cloudと共に使用できる、サポート対象の無料のクライアントです。

Tableau BridgeでサポートされているOSと最小ハードウェア要件は何ですか?

BridgeはWindows 64ビットマシンおよびLinuxに対応しています。Bridge for Linuxの場合は、

カスタマイズされたDockerイメージを作成する必要があります。ハードウェアの最小要件について

は、「推奨されるソフトウェアとハードウェア」を参照してください。

Tableau CloudサイトごとにTableau Bridgeをインストールする必要がありますか?

はい。Tableau Bridgeが接続できるTableau Cloudサイトは、一度に1つのみです。Tableauで

は、他のアプリケーションのリソースと競合しないように、Bridgeクライアントをファイアウォールより内
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側にある専用の仮想マシンにインストールすることを推奨しています。1台のマシンにインストールで

きるクライアントは1つだけです。詳細については、「Bridgeのインストール」を参照してください。

Tableau Cloudから直接データに接続できる場合でも、Bridgeを使用できますか?

Tableau Cloudがデータに直接アクセスできる場合、Bridgeを使用する必要はありません。Bridge

はプロキシとして機能し、スループットによっては、データソースへの直接接続よりもBridgeのほうが

遅くなる可能性があります。

Bridgeのインストール方法は?

(Windows)インストーラーをダウンロードページからダウンロードして、「Bridgeのインストール」の手

順に従ってください。「推奨されるソフトウェアとハードウェア」を参照してください。

(Linux) Bridge for Linuxを使用するには、カスタマイズされたDockerイメージを作成し、RPMパッ

ケージをインストールして、コンテナイメージ内からBridgeを実行する必要があります。

セキュリティ

Bridgeはどのようにデータを安全に保ちますか?

BridgeとTableau Cloudの間のトラフィックは、すべてTLSを使用して保護されています。Bridge

は最初のアウトバウンドの接続を行います。すべての通信は、ポート80と443を使用してファイア

ウォールより内側から開始されます。最初のアウトバウンド接続の後、通信は双方向になります。

Tableau Bridgeがやりとりする伝送中のデータは暗号化されています。Bridgeは、コンテンツで使

用される接続の種類に応じて、次のプロトコルを使用します。

l ライブ接続とOnlineスケジュールを使用した抽出更新の場合は、セキュアWebSockets
(wss://)。

l Bridge (レガシー)スケジュールを使用した抽出更新の場合は、HTTPセキュア(https://)。

データがTableau Cloudだけに確実に転送されるようにするために、ドメインに基づくフィルタリングを

Bridgeクライアントからのアウトバウンド接続 (フォワードプロキシフィルタリング)に実装できます。

「ブリッジセキュリティ」を参照してください。

Tableau Software 807

Tableau Cloudヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/releases/bridge?_ga=2.221107416.1990179398.1663001829-720568525.1657234993
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_bridge_install.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_bridge_scale.htm#system
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_bridge_security.htm


データを保護する方法は他にもありますか?

許可リストを使用すると、データにアクセスできるサイトを特定できます。リストにないサイトからはア

クセスできません。Amazon Athena、Redshift、Azure SQL Database、Google Cloud SQLなど

のように、常に「クラウドネイティブ」なデータソースもあります。これらのデータソースでは、本来の

コネクタを使用していると、Tableau Cloudはデフォルトで IP許可リストを介して直接接続しようと

します。

データがプライベートサブネットにあり、インターネットから分離されていれば (つまり、IP許可リスト

を選択することがなければ)、Tableau Bridgeを「クラウドネイティブ」なデータソースと連携するよう

に設定することができます。

どのような権限が必要ですか?

l Tableau Bridgeクライアントへのログインに使用するTableau Cloudアカウントへのアクセス

権と、データに関連付けられたサイトへのアクセス権が必要です。

l Bridgeクライアントをプール (デフォルトプールまたは名前付きプール)に割り当てるには、サ

イト管理者のCreatorロールまたはサイト管理者のExplorerロールが必要です。

l 抽出更新を実行するには、以下が必要です。

l オンラインスケジュールの場合、ユーザーはCreatorまたはExplorer (公開可能 )が
必要です。Bridgeクライアントは、サイト管理者が正しく設定する必要があります。

l レガシースケジュールの場合、特定のBridgeクライアントにスケジュールを割り当て

る必要があるため、ユーザーはそのBridgeクライアントの所有者であるか (お客様が

CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )の権限しか持っていない場合 )、または

サイト管理者である必要があります。

l 仮想接続をパブリッシュし、Bridgeでデータを更新するには、Creatorロールまたは

Explorer (公開可能 )ロールと、Data Managementライセンスが必要です。

l (Windows) Bridgeを実行するWindowsアカウントは、接続するすべてのデータソースへの

アクセス権を持っている必要があります。

l (Windows)クライアントをサービスモードで実行するには、Windowsユーザーアカウントが

ローカル管理者グループのメンバーである必要があります。ユーザーがローカル管理者でな

い場合、Bridgeクライアントをアプリケーションモードで実行できますが、Windowsマシンに

ログインしたままにする必要があります。
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データにアクセスする際に使用される認証情報は何ですか?

レガシースケジュールでの抽出の場合、アクセス権の情報をBridgeクライアントに埋め込む必要が

あります。Bridgeクライアントの所有者は、Windowsマシンにログインし、認証資格情報を手動で

入力する必要があります。このプロセスにより、データベースの認証資格情報がWindows資格情

報マネージャーを使用してコンピューターに格納されることになります。

オンラインスケジュールの場合、認証資格情報はTableau Cloudのパブリッシュされたデータソース

の埋め込むことができます。

Windows認証を介してアクセスされるデータソースの場合、埋め込む認証資格情報はありません

が、Bridgeを実行するWindowsアカウントにはソースのデータベースへのアクセス権が必要です。

Tableau Bridgeでは、OAuthを使用するプライベートデータに接続する場合と、プライベートデー

タに結合する際にOAuthを使用するパブリックデータに接続する場合に、OAuthがサポートされま

す。OAuthは、保存された認証資格情報と、管理されたキーチェーンコネクタの両方をサポートし

ています。機能の種類は、使用するコネクタによって異なります。Bridgeは、OAuth認証を使用し

たデータソースのライブ更新と抽出更新の両方をサポートしています。

Tableau Bridgeは、Kerberos認証を使用した接続はサポートしていません。

多要素認証の要件は何ですか?

Tableau認証で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合、Bridgeクライアントを無人で実行

できるようにするには、サイトで [接続されたクライアント]オプションを有効にする必要があります。有

効にすると、Tableau認証で多要素認証がサポートされます。接続されたクライアントがサイトで無

効になっている場合、Bridgeでは、Tableauのユーザー名とパスワードの認証のみをサポートしてい

ます。

「接続されたクライアントからサイトへのアクセス」を参照してください。

接続

Bridgeがサポートしている接続の種類は?

抽出接続 :データソースや仮想接続がプライベートネットワークのデータに接続して抽出を使用す

る場合、スケジュールされた抽出の更新をBridgeを使用して実行できます。「抽出接続のその他
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の要件」を参照してください。

ライブ接続 :データソースや仮想接続がプライベートネットワークへライブ接続する場合、Bridge

を使用できます。コンテンツの所有者がパブリッシュするデータソースや仮想接続が、Tableau

Cloudが直接アクセスできないデータへライブ接続する場合、コンテンツを最新の状態に維持する

ためにライブクエリが使用されます。「ライブ接続のその他の要件」を参照してください。

Bridgeでサポートされるデータ型は、次のカテゴリのいずれかに分類されます。

l リレーショナルデータ

l ファイルデータ(Excellファイル、テキストファイル、統計ファイル (.sas7bdat)など)
l プライベートクラウドデータ(Amazon Redshift、Teradata、Snowflakeなど)詳細について

は、プライベートクラウドデータにBridgeを使用するを参照してください。

l (限定的 ) JDBCデータ

l (限定的 ) ODBCデータ

l Webデータコネクタ3.0 SDK。「Webデータコネクタ3.0 SDKを使用して構築されたコネク

タ」を参照してください。

l すべてのコネクタがBridgeに対応している場合、マルチ接続データソースで使用される

データ(すなわち、クロスデータベース結合を含むデータソース)詳細については、Tableauナ

レッジベースの「Tableau Bridgeでのクロスデータベース結合されたデータソースの更新」を

参照してください。

Bridgeがサポートしていない接続の種類は?

サポートされていないコネクタ:

l Microsoft Analysis Services
l Microsoft PowerPivot
l Oracle Essbase
l SAP NetWeaver Business Warehouse
l TableauコネクタSDKで構築されたコネクタ(.taco)およびTableau Exchangeを通して利

用可能なコネクタ。

サポートされていない接続タイプ:

l ファイルベースのデータ(Excelや .csvなど)へのライブ接続

l Google Cloud SQL、OData、Progress OpenEdge、Tableau抽出へのライブ接続

l キューブベースのデータへのすべて接続

l 仮想接続で使用する場合のSnowflake
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Bridgeを継続的に実行するように設定できますか?

(Windows) Bridgeは、アプリケーションモードとサービスモードの2つの異なるモードで実行できま

す。Tableauでは、Bridgeをサービスモードで実行することを推奨しています。クライアントがサービ

スモードで実行するように設定されている場合、クライアントを実行しているコンピューターにログオ

ンしている必要はありませんが、コンピューターがオンになっている必要があります。デフォルトでは、ク

ライアントはアプリケーションとして実行されます。つまり、スケジュールされた更新を完了するには、

Windowsユーザーはクライアントを実行しているコンピューターにログオンしている必要があります。

サインイン後、システムトレイからBridgeクライアントが開きます。

(Linux) Bridge on Linux for Containers (B4L4C)はアプリケーションモードで実行され、Bridgeを

フォアグラウンドで実行できます。

「アプリケーションモードとサービスモード」を参照してください。

ワークブックに埋め込まれたデータソースに接続できますか?

はい。Tableau Bridgeは、埋め込みデータソースを使用したTableau Cloudへのワークブックの直

接パブリッシュをサポートしています。

負荷分散とプーリング

Bridgeでデータ更新の負荷を分散するにはどうすればよいですか?

プールを構成すると、使用可能なBridgeクライアント間でデータ更新タスクを分散できます。プー

ルはドメインにマッピングされるため、プライベートネットワーク内の保護されたドメインにアクセスを制

限することで、特定のデータを最新の状態に保つためのプールとして専用化し、セキュリティを維持

することができます。

「Bridgeクライアントのプールの構成」を参照してください。

スケーリングとデプロイ

Bridgeでスケーリングするにはどうすればよいですか?

まずはじめに、少なくとも2つのTableau Bridgeクライアントを最初に構成して、冗長化することを

お勧めします。多くのBridge展開では、データを最新に保つ要件を満たすために、複数のBridge
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クライアントが必要になります。

Bridgeは、最大 10件の抽出更新を同時にサポートできます。利用可能な時間枠の中で、必

要な抽出の数を決定します。通常、行う必要のある抽出が、いくつかの時間帯に集中することよ

くがあります。その時間枠の中で、必要な抽出更新をすべて完了するには、十分な数のBridge

クライアントが必要です。例えば、実行するのに7時間かかる抽出更新があり、4時間の時間枠

で実行する場合、使用するBridgeクライアントの妥当な数は2つになります。

Bridgeは、クライアントごとに16件のライブクエリをサポートします。同時ユーザー数を決定しま

す。サイト管理者は、Tableau Cloudの組み込みの管理ビューを使用すると、データソースへのラ

イブ接続によるトラフィックを監視できます。これにより、ライブ接続を使用する特定のデータソース

がどれくらいの頻度でアクセスされるのか、概要を把握できます。

パイロットとロールアウトの一環として、時間の経過とともに使用状況を監視する必要があります。

「Bridge展開の計画」を参照してください。

監視

Bridgeを監視するにはどうすればよいですか?

「ブリッジ接続されたデータソースへのトラフィック」の管理ビューを使用して、データソースの使用

状況をライブ接続で確認できます。このビューで、最もよく使用されているデータソースやあまり使

用されていないデータソースを特定できます。

[Bridgeの抽出 ]管理ビューでは、過去 30日分のTableau Bridgeによる抽出の更新アクティビ

ティを取り込みます。Bridgeクライアントで正常に開始されたジョブのみが、Bridge Extract管理

ビューに記録されます。

Bridgeの展開計画

サイト管理者としてTableau Bridgeを初めて設定する場合やアップグレードする場合、組織に合

わせてBridgeを最適化する上で、一連の推奨事項、ベストプラクティス、従うべき計画タスクが

あります。

Bridgeの概要については、Bridgeを使用してデータを最新に保つを参照してください。
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Bridgeを展開する前に、Bridgeのさまざまなコンポーネント、それらのコンポーネントが連係するしく

み、それらのコンポーネントがBridgeの展開に与える影響について、サイト管理者として次の情報

を確認して理解します。

Bridgeソフトウェア

Bridgeは追加費用なしで提供されるスタンドアロンソフトウェアであり、Tableau Cloudと組み合わ

せて使用します。Bridgeは、プライベートネットワークのデータとTableau Cloudが接続できるように

するために、ファイアウォールの背後にインストールするシンクライアントです。

最新のセキュリティと最新機能の更新プログラムを利用するには、ダウンロードページから常に最新

バージョンのBridgeクライアントをインストールするようにしてください。詳細については、Bridgeのイ

ンストールに関するトピックを参照してください。

通常、複数のクライアントやクライアントのプールの設定と管理を組織内で担います。

l クライアントは一度に1つのサイトのみに登録できます。

l サイトに登録できるクライアント数に制限はありません。

データベースドライバー

プライベートネットワークのデータとTableau Cloudが接続できるようにするには、Bridgeがデータ

ベースと通信するためのドライバーが必要となります。一部のドライバーソフトウェアはクライアントと

共にインストールされます。その他のドライバーソフトウェアは、別途ダウンロードしてインストールす

る必要があります。詳細については、「Bridgeのインストール」トピックの「Bridgeのインストール」セ

クションを参照してください。

プールの収容力

デフォルトでは、Onlineスケジュールで更新された抽出接続を使用するデータ更新タスク、ライブク

エリ、データソースまたは仮想接続などは、プール内の使用可能なリソースの間で分配され、負荷

が分散されています。

データの更新タスク プールのサ

ポート

同時実行能力

ライブクエリ あり クライアントあたり16のライブ

クエリ
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データの更新タスク プールのサ

ポート

同時実行能力

接続の抽出 -オンライン更新スケジュール (パブ

リッシュされたデータソース)
あり クライアントごとに10接続の更

新 (構成可能 )

抽出接続 - Bridge (レガシー)スケジュール なし クライアントごとに1接続の更

新

Bridgeはスケールアップとスケールアウトをできるように設計されています。Bridgeの展開を設計

する際は、次の点を考慮してください。

l スペックの高いマシンで小さなクライアントのプールを実行している場合、各クライアントをス

ケールアップして、スケジュールされた更新ジョブをより多く並行して実行できます。

l スペックの低いマシンで大きなクライアントのプールを実行している場合、各クライアントが並

行して実行できる更新ジョブの数は減りますが、各クライアントはプール全体に高いスルー

プットと収容力を提供できます。

Tableauサイトの容量の詳細については、「同時ジョブの容量」を参照してください。

データアクセスと認証

データソースまたは仮想接続が参照元データへ接続するには、多くの場合認証が必要です。認

証が必要な場合、パブリッシャーまたは所有者はデータベースの認証資格情報を取得する方法

を設定できます。

データソースの場合

データソースに対して設定できる認証の選択肢は、プロンプトユーザーまたは埋め込みパスワー

ドです。

データソースがユーザーに対してプロンプトを表示するように設定すると、データベースの認証資格

情報は接続の際に保存されません。つまり、データソース(またはデータソースを使用するワーク

ブック)を開くユーザーは、データにアクセスするために自分のデータベースの認証資格情報を入力

する必要があります。データソースに埋め込みパスワードを設定すると、データベースの認証資格

情報は接続の際に保存され、誰でもデータソース(またはデータソースを使用するワークブック)に
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アクセスできます。詳細については、「パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報

を設定する」を参照してください。

仮想接続の場合

データベースの認証資格情報は、仮想接続の接続とともに保存され、仮想接続にアクセスするす

べてのユーザーによって使用されます。

コンテンツ管理

ほとんどの場合、サイト管理者がBridgeクライアントを所有し、管理しています。コンテンツ所有者

はデータソースまたは仮想接続を自分で管理していて、データベースの認証資格情報や更新スケ

ジュールのパブリッシュから更新に至るタスクを担っています。

タイムアウト制限

ライブクエリには、15分のタイムアウト制限があります。この制限を構成することはできません。更新

の既定のタイムアウト制限は24時間で、クライアントによって構成されます。詳細については、

Bridgeクライアントの設定の変更を参照してください。

Linuxでの導入

LinuxでBridgeを使用するには、カスタマイズされたDockerイメージを作成し、RPMパッケージを

インストールして、コンテナイメージ内からBridgeを実行する必要があります。Bridge on Linuxプロ

ジェクトはRed HatとCentOSに対応しています。詳細については、Bridge for Linuxをコンテナ用

にインストールするを参照してください。

Bridgeを導入するには、次の手順を実行します。

1. カスタマイズされたDockerイメージを作成し、最新のRPMパッケージをインストールします。

2. ドライバーをインストールします。

3. パーソナルアクセストークン(PAT)を作成します。

4. Bridgeコンテナを展開します。
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5. インストール後、Tableau Cloudサイト管理者の認証資格情報を使用してクライアントに

サインインし、クライアントが実行 されていることを確認します。

6. ブラウザーを開き、サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインイン

し、ブリッジ設定ページに移動して次のことを確認します。

a. インストールしたクライアントが、サイトに正しく接続されている。

b. クライアントはクライアントプールの一部である。

7. [Bridge 接続データソース]管理ビューを使用してBridgeライブクエリを監視し、Tableau

Cloudの [ジョブ]ページからジョブを更新します。

Windowsでの導入

最小ハードウェア推奨事項

Tableauでは、Bridgeクライアントをファイアウォールの内側にある仮想マシンにインストールして、

他のアプリケーションのリソースと競合しないようにすることを推奨しています。1台のマシンにインス

トールできるクライアントは1つだけです。

l Microsoft Windows 10以降、64-bit
l Windows Server 2012以降

l CPUはSSE4.2およびPOPCNT命令セットをサポートする必要があります

詳細については、「Windowsクライアントの要件」を参照してください。Windowsクライアントの要

件

次の表は、Bridgeを実行する仮想環境のハードウェアに関するガイドラインを示しています。この

ガイドラインは、各クライアントを並列して実行するために必要な同時更新数に基づいています。

クライアントごとに並列して実行する更新数

<=5 <=10

vCPU 4 8

RAM 16 GB 32 GB

NVMe SSD 150 GB 300 GB
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仮想環境

Tableauのすべての製品は、適切な動作環境のWindowsオペレーティングシステムと最低限の

ハードウェア要件を満たして構成されている限り、仮想化された環境でも動作します。

l Citrix環境 (非ストリーミング)
l Microsoft Hyper-V
l Parallels
l Vmware
l Microsoft Azure
l Amazon EC2

Windowsで必要なアカウント

Bridgeの展開に必要なアカウントには、WindowsサービスアカウントとTableau Cloudアカウント

の2種類があります。

Windows サービスアカウント

Bridgeクライアントは、アプリケーションモードとサービスモードの2つのモードのいずれかで動作しま

す。サービスモードでクライアントを実行するには、Windowsサービスアカウントが必要です。サービ

スモードでは、専用のログオンユーザーでなくてもクライアントを継続的に実行できます。サービス

モードが推奨されるのは、1)プライベートネットワークのデータへライブ接続するデータソースまたは

仮想接続と、2)クライアントの負荷分散 (プール)をサポートするためです。各モードの詳細につい

ては、「Bridgeクライアントについて」を参照してください。

重要 : 1つのWindowsサービスアカウントで実行するクライアント数は、10個以下にすることをお

勧めします。

Tableau Cloud アカウント

Tableau Cloudによるクライアントの認証は、クライアントにサインインしてクライアントを管理してい

るユーザーで行います。そのため、プールへのクライアントの追加や削除のような特定の管理タスク

を実行するには、クライアントとTableau Cloudサイトの両方で、Tableau Cloudサイト管理者のア

カウントが必要です。

Bridgeを管理するには、次のいずれかのサイトロールが必要です。
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l サイト管理者 Creator
l サイト管理者 Explorer

管理者のサイトロールではないCreatorとExplorerは、データソースをパブリッシュし、データを更

新し、Bridgeを使用してライブ接続と抽出接続をTableau Cloudとプライベートネットワークの

データとの間に設定することができます。仮想接続をパブリッシュし、Bridgeでデータを最新の状

態に保つためには、CreatorまたはExplorerのロールとData Managementが必要です。

容量のスケジュール設定

Bridgeクライアントは簡単に接続と切断ができるため、スクリプトを活用して、予想されるデータの

鮮度のワークロードに先立って、Bridgeの容量 (クライアントマシンの実行数 )のスケジュールを設

定できます。

たとえば、BridgeクライアントがAWSの仮想マシンで実行されている場合、次のAWSリソースを

使用してスケジュール設定を開始できます。

l AWS Instance Scheduler
l AWS Instance Schedulerを使用してインスタンスを停止および開始する方法を教えてくだ

さい。

l Lambdaを使用して、Amazon EC2インスタンスを一定の間隔で停止および起動するには

どうすればよいですか?

Windowsでの新しいBridgeの導入

Bridgeを導入するには、次の手順を実行します。

1. 各マシンに対して、Windowsサービスアカウントを使用してログオンし、最新のクライアント

をインストールします。

2. インストール後、Tableau Cloudサイト管理者の認証資格情報を使用してクライアントに

サインインし、クライアントがサービスモードで実行 されていること(デフォルトではオン)を確

認します。

3. ブラウザーを開き、サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインイン

し、ブリッジ設定ページに移動して次のことを確認します。
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a. インストールしたクライアントが、サイトに正しく接続されている。

b. クライアントはクライアントプールの一部である。

4. [Bridge 接続データソース]管理ビューを使用してBridgeライブクエリを監視し、Tableau

Cloudの [ジョブ]ページからジョブを更新します。

既存のBridge展開のアップグレード

以前のリリースと同様に、このリリースで改善されたエンタープライズの機能は、既存のBridge展開

を補完するように設計されています。他の展開と同様に、以下の手順をお勧めします。

注 :

l デフォルトプールのサイトは、特定のプライベートネットワークにアクセスするようには構成でき

ません。このプールへのアクセス範囲を縮小し、より高度なスケジューリング機能を有効にす

るには、新しいプールを作成して特定のドメインにマップすることをお勧めします。詳細につい

ては、ステップ2:プールを構成するを参照してください。

l Bridgeプールは特定のドメインにマッピングされてデータを更新するため、複数のドメインへの

接続を含む抽出データソースは、次のいずれかの方法で更新することを強くお勧めします。

l 接続が同じドメインになるように、参照元データの場所を統合する

l ライブクエリを使用するように各接続のタイプを変更する

l 各接続をデータソースに変換する

l 1) MacでTableau Desktopを使用し、2) Windowsネットワークファイル共有からファイル

ベースのデータソースをパブリッシュして、3) Onlineスケジュールを構成すると、更新は失敗

します。このファイルベースのデータソースが組織のビジネスに不可欠なリソースである場合

は、代わりにBridge (レガシー)スケジュールを構成することを検討してください。詳細につい

ては、「Bridge (レガシー)スケジュールの設定」を参照してください。

l すでにBridge (レガシー)スケジュールで構成され、特定のクライアントに関連付けられてい

る既存のデータソースは、ファイルベースのすべてのデータソースを含め、引き続き期待どお

りに実行されます。重要 :今後のリリースでは、Bridge (レガシー)スケジュールのサポートは

削除される予定です。移行を円滑に進めるために、Online更新スケジュールを使用するこ

とをお勧めします。
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ステップ1:新しいクライアントを追加する

ステップ2:新しいプールを作成し、プールにドメインをマッピングし、プールにクライアントを割り当て

る。

ステップ2:プールを構成する、ステップ3:プールのドメインを指定する、およびステップ4:クライアン

トをプールに追加するに記載の手順に従ってください。

ステップ2: Bridgeのレガシースケジュールがある場合は、データソース所有者に(レガシー)スケ

ジュールを変換するよう要求します。「Bridge (レガシー)スケジュールからOnlineスケジュールへの

移行」を参照してください。

重要 :データソースの所有者は、日常業務への影響が最も少ない抽出データソースから、更新

スケジュールの変換プロセスを開始することを推奨します。これは、Bridge (レガシー)をOnlineス

ケジュールに変換すると、既存の更新スケジュールが直ちに削除されるためです。

ステップ3:既存のクライアントをアップグレードする

既存のクライアントをすべてアップグレードします。詳細については、Bridgeのインストールを参照し

てください。

ステップ4:既存のクライアントをプールに追加する

アップグレード後、アップグレードしたクライアントがWindowサービスとして実行していることを確認

し、それらのクライアントをプールに追加します。詳細については、ステップ4:クライアントをプールに

追加するを参照してください。

Bridgeサイト容量

1つのサイトでワークブックや抽出に使用できるストレージには、100 GBの制限があります。個々

のワークブック、またはサイトにパブリッシュされたデータソース(ライブまたは抽出 )の最大サイズは

15 GBです。

Tableau Bridgeはサイトの容量に影響を与える可能性があります。

l Tableau Bridgeによって生成された抽出は、サイトのストレージ容量に影響を与えます。

l Bridgeを通じて抽出される仮想接続と埋め込みデータソースも、サイトの容量に影響を

与えます。これは、データがTableau Cloud Backgrounderを通じて処理されるためです。
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容量の種類 ブリッジがサイト容量に影

響を与えるか

ストレージ サイト はい (抽出 )

個々のワークブック、パブリッシュされ

たデータソース、またはフローのサイズ

はい

「Tableau Cloudサイトの

容量」を参照してくださ

い。

Bridge を使用した抽出更

新

日次更新 いいえ

同時更新 いいえ

個々の更新ランタイム いいえ

Bridge を使用した仮想接

続と埋め込みデータソース

日次更新 はい

同時更新 はい

個々の更新ランタイム はい

Bridgeのインストール

Tableau Bridgeは、Tableau Cloudと組み合わせてインストールして使用できるソフトウェアです。

常に最新バージョンのBridgeをインストールして、最新のセキュリティ更新と機能更新を利用でき

るようにしてください。

Tableau Bridgeは、WindowsインストールおよびLinuxのDockerコンテナで使用できます。
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ブリッジをインストールする前に

Bridgeの使用にプロダクトキーは必要ありません。Bridgeの使用はエンドユーザーライセンス契

約 (EULA)の対象となります。BridgeのユーザーはTableau Cloudの認証ユーザーである必要が

あります。

利用可能なすべてのバージョンは、Tableau Bridgeの製品ダウンロードとリリースノートのページで

確認できます。

ネットワークアクセス

BridgeはプライベートネットワークデータをTableau Cloudに接続するため、インターネット経由で

アウトバウンド接続を行う機能が必要です。最初のアウトバウンド接続の後、通信は双方向にな

ります。

必要なポート

Tableau Bridgeは、Tableau Cloudへのアウトバウンドのインターネットリクエストにポート443を

使用し、証明書の検証にはポート80を使用します。

TableauでMFAを使用

Bridgeは、多要素認証 (MFA)をサポートしています。TableauでMFAを使用する方法について

は、「多要素認証とTableau Cloudについて」を参照してください。

データベースドライバー

Bridgeは異なるデータベースに接続するTableauコネクタを使用し、データの鮮度を維持します。

これらのコネクタの一部では、データベースと通信するためのドライバーが必要です。

クライアントがサポートする他のコネクタのドライバーを取得するには、Tableau Webサイトの「ドラ

イバーのダウンロード」ページを参照してください。オペレーティングシステムの一覧をフィルタリング

し、データソースに記載されている手順を使用してください。

Windowsクライアントのインストール

Windowsのインストールでは、Tableauでは、他のアプリケーションのリソースと競合しないように、

Bridgeクライアントをファイアウォールより内側にある専用のマシンにインストールすることを推奨し
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ています。1台のマシンにインストールできるクライアントは1つだけです。

Bridgeクライアントの要件

以下は、Bridgeクライアントの管理者要件とアクセス要件です。

l Tableau Cloud.への対話式のログインを実行するためには、BridgeクライアントのUIが必

要です。

l My Tableau Bridge Repository.のコンテンツを保存するための、ブートドライブ上

のユーザープロファイル。

l ログインユーザーは、サービスモードでBridgeクライアントを実行するために、マシンのローカ

ル管理者であるか、または同等の権限を持っている必要があります。

l 現在のログインユーザーに固有のOSデータ保管庫へのアクセス

l Windowsセッションの現在のログインユーザーに固有のオンラインサーバーのログイン

トークン。

l リモートの抽出要求で使用するデータ接続認証情報 (簡単なログイン情報 )。

システムの推奨事項

BridgeはWindowsオペレーティングシステムで使用可能です。仮想マシンにクライアントをインス

トールすることもできます。サポートしているWindowsのバージョンとその他の推奨事項について

は、Bridgeの展開計画を参照してください。Bridgeの展開計画

Bridgeのインストール

以下のステップに従い、Windows Bridgeクライアントをインストールします。クライアントのインストー

ルまたは使用にTableauプロダクトキーは必要ありません。

1. Tableau Webサイトのダウンロードページからインストーラーをダウンロードします。ページに

記載されている最新バージョンをダウンロードして、最新のセキュリティ更新と機能更新を利

用できるようにすることをお勧めします。

2. インストーラーを実行します。Windowsの共有サービスアカウントを使用して、クライアントを

インストールすることができます。

クライアントの実行に使用されるアカウントは、設定時にWindowsにログインしているアカウ

ントです。
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クライアントを個別のローカルユーザーアカウントで設定した場合、アカウントを共有サービ

スアカウントに変更するにはBridgeを再インストールする必要があります。アカウントを変

更するには、現在のユーザーでBridgeをアンインストールし、共有サービスアカウントにサイ

ンインしてからBridgeをもう一度インストールして設定します。

サービスモードでは、Windowsユーザーアカウントがマシンのローカル管理者グループのメン

バーである必要があります。さらに、ファイルベースのデータソースを更新するには、アカウン

トは、ファイルデータがホストされているネットワーク共有ドライブにドメインアクセスできる必

要があります。

3. プロンプトが表示されたら、ライセンス契約に同意してから続行します。

4. (オプション) [カスタマイズ]をクリックし、インストールをカスタマイズします。次のいずれかのオ

プションを変更することができます。

l インストールの場所 :異なる場所を指定してクライアントをインストールできます。

l デスクトップショートカットの作成 : Bridgeのデスクトップショートカットを自動的に作

成しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

l [スタート] メニューショートカットの作成 : Bridgeのショートカットを[スタート]メニュー

に自動的に追加しない場合は、このチェックボックスをオフにします。

l エラーレポート作成の有効化 : Bridgeに問題が発生し、予期せず終了する場合、

クラッシュダンプファイルとログが生成され、Tableauに送信されます。このオプション

をオフにするには、インストール時にこのチェックボックスをオフにします。このオプション

は、インストール後にクライアントでオフにする(または再度オンにする)ことができま

す。詳細については、エラーレポートを参照してください。

5. クライアントのインストールを開始するには、[インストール]をクリックします。

クライアントのインストール後、デスクトップのBridgeショートカットをダブルクリックするか、Tableau

Desktop (Bridgeと同一のマシンにインストールされている場合 )からクライアントを起動できます。

マイTableau Bridgeリポジトリについて

Bridgeのインストールでは、マイTableau Bridge リポジトリというフォルダーがクライアントがインス

トールされているマシンに作成されます。このリポジトリフォルダーには、LogsやConfigurationな

ど、Bridgeが適切に動作するために必要な重要なサブフォルダーが含まれています。
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リポジトリフォルダーは、ドキュメントフォルダーの下に、\Users\<user>\Documents\マイTableau

Bridgeリポジトリのように作成されます。

重要 : Bridgeでリポジトリとして使用されるフォルダーは変更しないことを強くお勧めします。

Bridgeのアップグレード

最新バージョンのBridgeとの同期を維持すると、Bridgeクライアントの各最新バージョンに含まれ

る最新機能および修正を活用できます。

クライアントをアップグレードするには、以下の手順に従います。

1. クライアントがインストールされているマシンにログオンします。

2. サービスモードでクライアントを実行している場合は、クライアントの左下隅で、[モード]の横

にある[アプリケーション]を選択します。[アプリケーション]モードに変更すると、アップグレード

前にTableau Bridgeサービスが完全に停止します。

3. [設定 ] > [終了 ]を選択します。

4. Bridgeのインストールセクションに記載されている手順に従って、クライアントをインストール

し、アップグレードを完了します。

インストールが完了すると、クライアントは通常どおり起動します。アップグレードの前にクライアント

をサービスモードで実行していた場合は、サービスモードに戻します。

エラーレポート

エラーレポートをTableauに自動的に送信することにより、Bridgeの向上をサポートできます。エ

ラーレポートには、Bridgeクライアントが予想外に終了 (クラッシュ)したときにTableauに送信され

るクラッシュダンプファイルが含まれます。これらのファイルは、Tableauによって、クライアントの予想

外の終了を識別および解決するために使用されます。

重要 :データがプライバシー規制の対象となる場合はこのオプションをオフにしてください。
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エラーレポートに含まれる内容

暗号化されたパッケージは、クラッシュファイルとコアダンプファイル、およびクラッシュに関連するマ

ニフェストファイルで構成されます。

ファイルには、次のようなデータが含まれる場合があります:

l マシン固有の情報。ハードウェア、オペレーティングシステム、ドメインなど。

l クラッシュ発生時のメモリコンテンツのスナップショット。抽出が更新されたデータソース、ライ

ブクエリを含むデータソースなど。

l エラーを修正するために使用される顧客識別情報など、クラッシュ発生時にBridgeが処

理していた情報。たとえば、誰がどのサイトでBridgeを使用しているか、ユーザーがサインイ

ンしているクライアントの名前など。

Tableauによる機密情報の取り扱いの詳細については、Tableau WebサイトのTableauプライバ

シーポリシーを参照してください。

自動エラーレポートの構成

Bridgeでは、エラーレポートは、クライアントのインストールプロセス中、またはインストール後に直

接クライアントで自動的に送信するよう構成できます。

クライアントインストール中に自動エラーレポートオプションを有効化する

インストールの際、クライアントからエラーレポートを自動的に送信するオプションが既定で選択さ

れています。ですが、その選択は削除できます。

826 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/privacy
https://www.tableau.com/ja-jp/privacy


クライアントで自動エラーレポートオプションを無効化する

インストールプロセスの際に既定の設定を使用することにし、あとでエラーレポートの自動送信を

許可しないことにした場合には、クライアントメニューからオプションを変更可能です。

コマンドラインからのBridgeのインストール

マシンのローカル管理者は、コマンドラインからBridgeクライアントをインストールできます。

一般的なコマンドライン構文

コマンドラインからBridgeインストーラーを実行するための構文は、次のとおりです。
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tableauBridge<installer_name>.exe /option1 /option2 PROPERTY1

PROPERTY2

構文に関するいくつかの注記 :

l tableau<installer_name>.exeファイルは、インストールしようとしている製品および

バージョン用のクライアントインストーラーです。

l このオプションによりインストールプロセスの実行方法を指定します。たとえば、インストール

中に出力を表示するか、またログファイルを作成するかなどです。

l プロパティ設定は、インストールプロセス中にインストーラーが行う構成設定を指定します。

インストーラーコマンド例

次の例は、いくつかのオプションとプロパティ設定を使用したインストーラーコマンドを示しています。

TableauBridge-20232.23.0611.2007-x64.exe/quiet /passive

ACCEPTEULA=1

.exeファイルが格納されているディレクトリからコマンドを実行するか、マシンのexeファイルへの完

全パスを指定する必要があります。ネットワーク上の共有ディレクトリからインストーラーを実行しな

いでください。代わりに、クライアントをインストールする必要があるマシンのディレクトリにexeファイ

ルをダウンロードします。

インストーラーオプションとプロパティ

インストーラーでは、コマンドラインに1つ以上のオプションを指定することができます。

インストーラーオプション

オプションに関するいくつかの注記 : 

l 各オプションには、プレフィックスとしてスラッシュ(/)が追加されます。

l オプションは、プロパティの前に置く必要があります。

オプション 説明

quiet メッセージ (ステータスやインストールの進捗状況 )の表示や、ユーザー

の介入なしにインストーラーを実行します。インストールの完了後にクラ

イアントを起動しません。
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passive インストーラーを実行し、ダイアログボックスとインストールのステータスを

表示します。ユーザーに対して入力を要求しません。クライアントは、イ

ンストール完了後に起動します。

norestart 再起動の試みを抑制します。既定では、インストーラーを静音モードで

実行している場合を除き、再起動前にインストーラーによってプロンプト

が表示されます。

log

"logfile.txt"

指定したパスおよびファイルにインストール情報を記録します。パスとファ

イル名を指定してください (例 :/log "c:\logs\logfile.txt")。
既定のログファイルはシステム%TEMP%ディレクトリです。

repair インストーラーを実行し、Bridgeの既存のインストールを修復します。

h ヘルプ-インストーラーのオプションとプロパティをリストします。

インストーラーのプロパティ

インストーラーでは、コマンドラインに1つ以上のプロパティを含めることもできます。

プロパティに関するいくつかの注記 :

l これらすべてのプロパティは、クライアントの初回インストールに使用できます。初回インストー

ル後は、設定の更新に使用できません。

l プロパティ名では、大文字と小文字が区別されます。

l 等号 (=)のいずれの側にもスペースはありません。

l 各プロパティセットは、スペースで区切られます。

l オプションの後にプロパティを続ける必要があります。

プロパティ 説明 値

ACCEPTEULA エンドユーザーライセンス

契約 (EULA)に同意しま

す。このオプションを1に設

定しない場合、Bridgeを

静音モードでインストールで

きません。

1 =承認する

0 =承認しない (既定 )
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CRASHDUMP このオプションを"1"に設定

すると、クライアントがクラッ

シュするときにエラーレポー

トをTableauに自動的に

送信し、Bridgeの向上に

役立てることができます。詳

細については、エラーレポー

トを参照してください。

1 =はい (既定 )
0 =いいえ

DESKTOPSHORTCUT デスクトップショートカットを

作成します。

1 =はい (既定 )
0 =いいえ

DRIVERDIR データベースドライバーのイ

ンストールディレクトリ(既
定以外 )を指定します。こ

のオプションによってディレク

トリと、HKEY_LOCAL_
MACHINE\レジストリにエ

ントリを作成します。ドライ

バーの既定の場所は、

C:\Program
Files\Tableau\Driversで
す。

D:\Driversなどのパス。

INSTALLDIR 既定以外のインストール

ディレクトリを指定します。

インストール場所にカスタム

ディレクトリを指定し、同じ

場所にその後のリリースをイ

ンストールする予定がある

場合は、インストール先に

バージョン固有のサブフォル

ダーを指定する必要があり

ます。指定しない場合は、

D:\Software\Tableau

Bridgeなどのパス。

830 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



まず以前のバージョンをアン

インストールする必要があり

ます。

同じサブディレクトリでの複

数のバージョンのサイドバイ

サイドインストールはサポー

トされていません。

SKIPAPPLICATIONLAUNCH [1]に設定して、インストー

ルプロセスの完了時に新し

いアプリケーションが自動的

に開かないようにします。こ

のオプションは手動でのイン

ストールに適用されます。こ

のオプションを使用しても

Tableau Bridgeは自動的

に開かないため、静的イン

ストールには適用されませ

ん。

1 =はい

0 =いいえ(既定 )

STARTMENUSHORTCUT Windowsスタートメニュー

にTableau Bridgeエントリ

を作成します。

1 =はい (既定 )
0 =いいえ

Bridgeのアンインストール

Bridgeクライアントの新しいバージョンをインストールするときに、以前のバージョンをアンインストール

する必要はありませんが、その後マシンで不要になった場合はBridge 2018.2以降をアンインス

トールできます。

クライアントのアンインストールは、主にWindowsコントロールパネルから行います。

または、以下の手順に従ってBridgeをコマンドラインからアンインストールできます。
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1. 管理者としてコマンドプロンプトを開きます。

2. .exeがインストールされた場所で、以下のコマンドを実行します。

tableau<installer_name>.exe /uninstall /quiet

Bridge for Linuxをコンテナ用にインストールする

Bridge for Linuxは、コンテナ化されたワークロードのスケーラビリティと合理化された管理機能を

提供します。次の手順では、Bridge for Linuxを実行する簡便な方法について説明します。

Dockerとエコシステムで使用される主な用語の基本的な知識があることを前提としています。

DockerコンテナからBridgeをインストールして実行する

LinuxでBridgeを使用するには、カスタマイズされたDockerイメージを作成し、RPMパッケージを

インストールして、コンテナイメージ内からBridgeを実行する必要があります。

l Bridgeのレガシースケジュールはサポートされていません。詳細については、「Bridge (レガ

シー)スケジュールからOnlineスケジュールへの移行」を参照してください。

l ライブ接続を使用してSAP HANAに接続するには、パラメーターと変数を無効にする必要

があります。

前提条件

l インストール済みのDockerエンジン。Dockerコンテナの基本イメージについては、以下で

Bridge on Linuxがサポートされています。

l Red Hat 7.3.x以降と8.3以降

l CentOS 7詳細については、「CentOSへのDockerエンジンのインストール」を参照

してください。

l Tableau Bridge RPMパッケージ。

l Linuxオペレーティングシステムの使用経験。

l シェルスクリプトとDockerの基本的な経験。

l Tableauサイト管理者のパーソナルアクセストークン(PAT)。

ステップ1: Bridgeコンテナイメージを作成する

次の手順は、Bridge on Linuxの基本イメージを構築するための基本的な手順です。詳細につい

ては、「Dockerの概要」を参照してください。
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Dockerがインストールされている場合、コマンドを実行する権限を持つ唯一のユーザーは rootで

す。Dockerコマンドは、sudo またはdockerグループのメンバーであるユーザーによって実行されま

す。

1. Tableau Webサイトのダウンロードページから.rpmパッケージをダウンロードします。

2. (オプション)構成設定を編集して、クライアントの実行方法を変更できます。詳細について

は、「Linuxクライアントの設定」を参照してください。

3. 作業ディレクトリを作成し、.rpmパッケージをそのディレクトリに移動します。

cd ~$  mkdir Docker $ cd Docker $ mv <RPM_location>.rpm .

4. 作業ディレクトリにDockerファイルを作成します。例 :

$ touch Dockerfile

5. Dockerファイルを編集し、次の行を追加します。これらのコマンドはyum updateを実行

し、.rpmパッケージをインストールします。

# Centos 7 is the supported base image

FROM centos:7

RUN yum -y update

# Copy the bridge RPM package, install it, then remove it from

the image

COPY <your_bridge_rpm>.rpm /<path_of_container>

RUN ACCEPT_EULA=y yum install -y $(find . -name *.rpm) && rm -

rf *.rpm

6. docker buildコマンドを使用して、新しいコンテナイメージを構築します。次のコマンドは、現

在のディレクトリにイメージを構築し、"bridge_base"という語でタグ付けします。

docker buildx build --platform=linux/amd64 -t bridge_base .
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7. イメージの一覧に、作成したベースイメージが表示されていることを確認します。

docker images | grep bridge

ステップ2: ドライバーをインストールする

Bridgeクライアントには、プライベートネットワークデータとTableau Cloud間の接続を可能にする

ドライバーが必要です。ドライバーの場合は、「ドライバーのダウンロード」に移動してデータソース

を選択し、オペレーティングシステムとして[Linux]を選択します。

1. インストールは、ベースイメージの起動後に対話的に行うことも、ベースイメージの上にレイ

ヤーとして個別のDockerfileを書き込むこともできます。

例

MySQLドライバーRPMをディレクトリにコピーすると、次のDockerfileを使用してMySQL

ドライバーを階層化するための別の作業ディレクトリを作成できます。

# Using previously built bridge_base image

FROM bridge_base COPY mysql-connector-odbc-8.0.26-1.el7.x86_

64.rpm .

RUN yum install -y mysql-connector-odbc-8.0.26-1.el7.x86_64.rpm

例

postgres JDBCドライバーをインストールします。これも別のDockerfileで実行できます。

# Using previously built bridge_base image

FROM bridge_base COPY postgresql-42.3.3.jar

/opt/tableau/tableau_driver/jdbc/

例

Amazon Redshiftドライバーをインストールします。

# Using previously built bridge_base image
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FROM bridge_base

yum install -y unixODBC

yum --nogpgcheck localinstall -y

AmazonRedshiftODBC-64-bit-1.4.59.1000-1.x86_64.rpm

odbcinst -i -d -f /opt/amazon/redshiftodbc/Setup/odbcinst.ini

2. 新しいイメージを作成します。

docker image build -t bridge_final .

bridge_finalイメージは、前の手順でキャッシュされたイメージを使用し、すべての

Bridgeインスタンスのドライバーのインストールを自動化します。イメージリポジトリがある場

合は、イメージをリポジトリにパブリッシュし、Bridgeを実行するすべてのマシンにイメージを配

布できます。

ステップ3: Bridgeコンテナを実行する

基本イメージが構築されたので、さまざまな方法を使用してそれをデプロイできます。基本的な手

順は次のとおりです。

1. Bridgeコンテナのインスタンスを起動します。

2. ログインしてワーカーを開始します。

3. エージェントをプールに割り当てます。

注 : Bridge for LinuxはBridge (レガシースケジュール)をサポートしていません。詳細について

は、「Bridge (レガシー)スケジュールからOnlineスケジュールへの移行」を参照してください。

1. コンテナのデプロイを開始する前に、パーソナルアクセストークン(PAT)を作成します。エー

ジェントにログインするにはPATが必要です。
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次のトークン名が一致する必要があります。patTokenId

(TabBridgeClientWorkerコマンド実行時に使用 )、JSONファイル内のトークン

名、およびTableau CloudでPATを生成するときのトークン名。

2. ENV LC_ALL en_US.UTF-8を使用してDockerでロケールを設定します。

/etc/profileファイルに以下を追加することでロケールを設定することもできます。

export LANG="en_US.utf8"

export LANGUAGE="en_US.utf8"

export LC_ALL="en_US.utf8"

3. Bridgeコンテナのインスタンスを開始します。コンテナイメージをセットアップして開始するに

は、さまざまな方法があります。次の対話型メソッドは、ワーカーを開始するために必要な

手順を示しています。終了すると、コンテナは実行を停止します。

a. 次のメソッドを使用して、コンテナのシェルプロンプトにrootとして移動します。残り

のコマンドは、コンテナのこの対話型セッションのコンテキストで実行されます。

docker container run -it bridge_final /bin/bash

b. PATトークンをJSON形式のフラットファイルに追加します。例 :

/home/TaroYamada/Documents/MyTokenFile.txt

トークン構文の例 :

{"MyToken" :

"uLICC7e8SUS8ZNGe8RIFn4u==:lRihmYHI0XBKle7e8S4uSORXGqAkAl-

4"}

c. ファイルのアクセス許可を変更して、現在のユーザーにアクセスを制限します。例 :

chmod 600 MyTokenFile.txt

d. TabBridgeClientWorkerコマンドでワーカーを起動します。次のコマンドオプ

ションを指定します。
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コマンド 説明

TabBridgeClientWorker -e Bridgeクライアントワーカーを開始する

コマンド。-e引数は必須であり、コマン

ドをフォアグラウンドで実行します。現

在、バックグラウンドモードはサポートさ

れていません。

--patTokenId PATの ID。詳細については、「パーソ

ナルアクセストークン」を参照してくださ

い。

--userEmail PATに関連付けられたユーザーのメー

ル。

--client ワーカーに付ける名前。

--site URIに表示されるサイト名。URIパス

は含めないでください。

--patTokenFile PATテキストファイルのファイル名とパ

ス。

--poolId (オプション)クライアントに割り当てられ

るプール ID。プール IDの使用を参照

してください。

コマンド例

/opt/tableau/tableau_bridge/bin/TabBridgeClientWorker -e --

patTokenId="Mytoken" --userEmail="admin@tableau.com" --

client="myBridgeAgent" --site="mySite" --

patTokenFile="/home/TaroYamada/Documents/MyTokenFile.txt" -

-poolId="1091bfe4-604d-402a-b41c-29ae4b85ec94"

次のメッセージは、エージェントが開始されたことを示します。“Service started: ...”
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Control-Cを使用して、ワーカーを停止します。ワーカーを再起動するのではなく、コンテ

ナイメージで新しいワーカーを開始できます。

コマンドオプション--poolIdを使用してプールを割り当てなかった場合、クライアントはデ

フォルトのプールに割り当てられます。特定のドメインまたはVConnでクライアントを使用す

る場合は、UIを使用してクライアントを名前付きプールに割り当てることができます。このメ

ニューはTableau Cloudでは [ホーム] > [設定 ] > [Bridge]にあります。詳細については、

「Bridgeクライアントプールの構成」を参照してください。

プール IDの使用

BridgeワーカーをTabBridgeClientWorker コマンドで起動する場合、poolId は省略可

能です。ただし、クライアントの動作は、クライアントがサイトに登録されているかどうか、およびクラ

イアントがプールに割り当てられているかどうかによって異なります。Tableau Bridgeが接続または

登録できるTableau Cloudサイトは、一度に1つのみです。ログオフしてログインし直すと、クライア

ントはサイトに登録されます。

プール ID が指定されていない場合

l Bridgeクライアントが登録されている場合、クライアントのステータスは変わりません。

l クライアントがプールに割り当てられていると、クライアントはプールに割り当てられたま

まになります。名前付きプールであるか、既定のプールであるかには関係ありませ

ん。

l クライアントがプールに割り当てられていなければ、クライアントは未割り当てのままに

なります。

l 新規のBridgeクライアントである(Tableau Cloudにサインインしたことがない)場合、クライ

アントは既定のプールに割り当てられます。

プール ID が指定されている場合

l 正しいプール IDが指定されている場合、Bridgeクライアントは指定されたプールに割り当

てられます。

l 間違ったプール IDが指定されている場合、

l Bridgeクライアントが登録されていれば、クライアントは既定のプールに割り当てられ

ます。

838 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_enable_bridge_live_connections.htm


l Bridgeクライアントが登録されていなければ、クライアントのステータスは同じままで

す。名前付きプールであるか、既定のプールであるか、未割り当てであるかには関係

ありません。

プール IDの検索

プール IDを検索するには、[設定 ]の [ブリッジ]ページに移動し、プールの名前をクリックします。例 :

トラブルシューティング

ログファイルの操作

ログファイルはユーザーのMy_Tableau_Bridge_Repository/Logsフォルダーに格納されま

す。ログをtmp フォルダーに保存するには、次のコマンドを実行します。

docker container run --volume /tmp/bridge_logs:/root/Documents/My_

Tableau_Bridge_Repository/Logs -it bridge_final /bin/bash
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この例では、場所は /tmp/bridge_logsで指定されています。dockerコマンドを使用するとログファ

イルの保存が簡単化され、Bridgeログファイルをコンテナからローカルファイルシステムに手動でコ

ピーする必要がなくなります。

MySQL ドライバーが失敗する

LC_MESSAGESがUTF-8ロケールで設定されていない場合、読み取りおよび表示の問題が発

生する可能性があります。/etc/profileファイルを編集するか、次を使用してワーカーを再起

動します。

LC_ALL=en_US.UTF-8 /opt/tableau/tableau_

bridge/bin/TabBridgeClientWorker -e

Bridgeを使用した接続

Tableau Cloudが直接接続できないプライベートネットワークデータにデータソースまたは仮想接

続を接続する場合、Tableau Bridgeを使用すると簡単に接続できます。

接続タイプ

Tableau Bridgeは、ファイアウォールの背後にあるオンプレミスデータや仮想クラウド内のデータを

サポートしています。接続できるデータは、プライベートネットワーク上のCSVファイルから、データ

ウェアハウスに格納されたデータまで、多岐にわたります。

Tableau Cloudが直接アクセスできるクラウドデータについては、ほとんどの場合、Tableau Cloud

で更新スケジュールを直接設定する方がより良い選択となります。たとえば、クラウドプラットフォー

ムでホストされるMySQLデータベースに接続できる場合があります。このようなシナリオでは、

Tableau Cloudで直接この種類のデータに接続する抽出の更新スケジュールを設定できます。

抽出更新

データソースや仮想接続がプライベートネットワークのデータに接続して抽出を使用する場合、

Bridgeを使用するとスケジュールされた抽出更新を実行できます。更新のスケジュールは、ほとん

どの場合、パブリッシュプロセスの一部としてコンテンツの所有者が設定できます。抽出更新の要

件については、「抽出接続の追加要件」を参照してください。
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ライブ接続

Bridgeでは、ライブクエリと呼ばれる機能を使用して、プライベートネットワークデータへのライブ接

続を使用したデータソースまたは仮想接続をサポートしています。Tableau Cloudが直接アクセス

できないデータへのライブ接続を使用するデータソースまたは仮想接続をコンテンツ所有者がパブ

リッシュすると、ライブクエリが自動的に使用されます。ライブクエリの要件については、「ライブ接続

の追加要件」を参照してください。

l Bridgeでは、一部のクラウドデータソースのライブ接続はサポートされていません。これらに

は、Google Cloud SQL、OData、Progress OpenEdgeが含まれます。データを最新の状

態に保つには、抽出接続を使用します。

l Bridgeでは、一部のプライベートクラウドベースのデータソースのライブ接続はサポートして

いません。これには、Googleドライブ、Box、OneDrive、Dropbox、Azure Data Lake
Storage Gen2が含まれます。データを最新の状態に保つには、抽出接続を使用します。

l CSV、テキスト、Excel、統計 (.sas7bdat)などのファイルベースのデータへのライブ接続はサ

ポートしていません。

仮想接続

Bridgeでは、共有可能なデータへの中央アクセスポイントを提供する仮想接続をサポートしてい

ます。

l 仮想接続で使用する場合のSnowflakeはサポートしていません。

l 仮想接続のOAuthはコネクタベースでサポートしています。次のナレッジベースの記事と

「OAuth接続」を参照してください。

ファイルデータ

Bridgeは、CSV、Excell、テキスト、統計 (.sas7bdat)などを含むファイルデータをサポートしていま

す。

l ファイルの抽出更新は、埋め込みデータソースへの接続を除き、サポートしています。

l ファイルベースのデータへのライブ接続はサポートしていません。

Cube ベースのデータへの接続

Cubeベースのデータはサポートしていません。

埋め込みデータソース
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Tableau Bridgeは、ワークブックに埋め込まれたデータソースをサポートしています。

l CSV、テキスト、Excel、統計 (.sas7bdat)などのファイルデータのライブ接続と抽出の更新

はサポートしていません。

l プールマッピングは、Bridgeクライアントが使用されるかどうかの決定に使用されるため、

データソースはデフォルトのプールではなく名前付きプールを使用する必要があります。

パブリッシュされたデータソース

パブリッシュされたデータソースのスケジュールされた抽出は、複数のプールをサポートしていませ

ん。

Tableau Prep Builder

Tableau Bridgeを介したTableau Prepのプライベートネットワーク接続はサポートしていません。

コネクタとデータ型

Bridgeは、Tableau DesktopとTableau Cloudがサポートしているコネクタの組み合わせをサポー

トしています。サポートされていないコネクタと、コネクタとデータ型の制限事項を以下に示します。

プライベートクラウドデータ

ほとんどの場合、Tableau CloudはBridgeクライアントを自動的に検出します。場合によっては、

Bridgeを使用するために、接続を手動で構成する必要があります。詳細については、プライベー

トクラウドデータにBridgeを使用するを参照してください。

サポートされていないコネクタ

l TableauコネクタSDKで構築されたコネクタ(.taco)およびTableau Exchangeを通して利

用可能なコネクタはサポートしていません。

l Microsoft Analysis Services
l Microsoft PowerPivot
l Oracle Essbase
l SAP NetWeaver Business Warehouse

ライブ接続をサポートしていないコネクタ
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l Google Cloud SQL
l OData
l Progress OpenEdge

SAP HANA

ライブ接続を使用してSAP HANAに接続するには、パラメーターと変数を無効にする必要がありま

す。

Snowflake

仮想接続で使用する場合のSnowflakeはサポートしていません。

マルチ接続データソースで使用されるデータ

Tableau Bridgeを使用すると、データベース間で結合されたデータソースを更新できます。ワーク

ブックまたはデータソースで定義されたデータベース接続によって、Tableau Cloudでデータの更新

をパブリッシュまたは最新に維持する方法が決まります。すべての個々のデータ接続がTableau

Bridgeで更新できるタイプである限り、データベース間結合されたデータソースを更新できます。

その他のデータベース

l JDBCを使用した接続については、Tableauが提供するカスタマーサポートには制限があり

ます。「その他のデータベース(JDBC)接続に対するTableauサポート」を参照してください。

l ODBCを使用した接続については、Tableauが提供するカスタマーサポートには制限があり

ます。「その他のデータベース(ODBC)接続に対するTableauサポート」を参照してくださ

い。

Web データコネクタ

l BridgeはWeb Data Connector 3.0からデータに接続できません。詳細については、「Web
データコネクタ3.0 SDKを使用して構築されたコネクタ」を参照してください。

l Webデータ2.0は、2023.1リリースで非推奨になりました。「Webデータコネクタ2.0」を参

照してください。

l Tableauは、WDC APIとインターフェイス接続するために記述されたコネクタやその他のプロ

グラムをサポートしていません。
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Bridge for Linux

Tableau Bridgeは、コンテナワークロード用に設計されたLinuxベースのオペレーティングシステム

をサポートしています。制限事項は次のとおりです。

l Bridge for Linuxはレガシースケジュールをサポートしていません。

l Bridge for Linuxはフォアグラウンドで実行されます。これは、Windowsアプリケーションモー

ドに相当します。

l ログファイルを保存するには、Dockerコンテナとローカルファイルシステムの間でファイルまた

はフォルダーをコピーします。

l 現在、Bridge for Linuxは、Docker実行可能ファイルを使用して実行中のコンテナでコマ

ンドを実行することによってインストールされます。

認証

Bridgeクライアントを無人で実行できるようにするには、サイトで [接続されたクライアント]オプショ

ンを有効にする必要があります。有効にすると、Tableau認証で多要素認証がサポートされま

す。接続されたクライアントがサイトで無効になっている場合、Bridgeでは、Tableauのユーザー

名とパスワードの認証のみをサポートしています。

OAuth

l Bridgeは現在、OAuthを使用するプライベートデータに接続する場合はOAuthをサポー

トし、Snowflake、Google BigQuery、Google Drive、Salesforce、OneDriveのコネクタで

プライベートデータに結合する際にOAuthを使用するパブリックデータをサポートしていま

す。

l Amazon Athenaコネクタで独自の IDプロバイダー (IDP)を使用する場合は、OAuthクライ

アント設定ファイルを設定する必要があります。「Amazon Athenaで独自の IDプロバイ

ダーを使用する」を参照してください。

Windows 認証

クライアントをサービスモードで実行するには、Windowsユーザーアカウントがローカル管理者グ

ループのメンバーである必要があります。ユーザーがローカル管理者でない場合、Bridgeクライアン

トをアプリケーションモードで実行できますが、Windowsマシンにログインしたままにする必要があり

ます。
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Kerberos

Windows上のBridgeは、ファイルと一部のデータベースの両方に対して、「実行」アカウントを介し

た統合 Windows認証をサポートしています。

Bridgeの接続情報の更新

このトピックでは、データソースの所有者がプライベートネットワークデータに接続するデータソース

の接続情報を更新する方法について説明します。

注 :仮想接続の接続情報については、「仮想接続の作成」を参照してください。

データベースの認証資格情報の埋め込みまたは更新

ライブクエリとスケジュールされた更新を期待どおりに実行するには、ユーザー認証を必要とする

データソースに、データベースの認証資格情報が埋め込まれている必要があります。

データソースにデータベースの認証資格情報を埋め込むには、2つの方法があります。つまり、1)

Tableau Desktopからパブリッシュしているとき、または2) Tableau Cloudのデータソースの [接続 ]

タブからパブリッシュした後に埋め込むことができます。以下の手順で、Tableau Cloudにデータベー

スの認証資格情報を埋め込む方法について説明します。Tableau Desktopにデータベースの認

証資格情報を埋め込む方法の詳細については、「パブリッシュされたデータにアクセスするための認

証資格情報を設定する」を参照してください。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. [データソース]ページで、[接続 ]タブをクリックします。

3. [接続 ]の横にあるチェックボックスをオンにし、[アクション]メニューをクリックして、[接続の編

集 ]を選択します。

4. [接続の編集 ]ダイアログボックスで、データへのアクセスに必要なデータベースの認証資格

情報を入力し、[保存 ]をクリックします。

Bridge (レガシー)のデータベースの認証資格情報の埋め込みまたは更新

Bridge (レガシー)スケジュールを使用してデータソースを更新する場合は、Bridgeクライアントの

接続情報にデータベースの認証資格情報を埋め込む必要があります。Tableau Desktopでパブ
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リッシュするときにデータベースの認証資格情報を埋め込んだ場合でも、このタスクを実行する必

要があります。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. データソースをポイントして、表示される[編集 ]アイコン( )をクリックします。

3. ダイアログボックスで、データへのアクセスに必要なデータベースの認証資格情報を入力

し、[保存 ]をクリックします。

データソースのファイルパスの変更

Bridge (レガシー)スケジュールを使用して更新する場合、ファイルの場所はデータソースとともに

保存されます。場合によっては、次のような状況でクライアントが参照するファイルの場所を更新

する必要があります。

l ソースファイルの場所が変更された場合

l マッピングされたドライブからデータソースをパブリッシュした場合 :ファイルの更新を実行する

のに使用しているクライアントをサービスモードで実行しており、マッピングされたドライブから

データソースをパブリッシュした場合、クライアントが参照するファイルパスがフルUNCパスを

使用するように更新する必要があります。クライアントを実行中のWindowsアカウントに

は、ファイルのUNCパスの場所へのアクセス権も必要です。アプリケーションモードで実行
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しているクライアントであってもファイルベースのデータソースのUNCパスを参照することを強く

お勧めします。

上記の条件のいずれかに該当する場合は、以下の手順に従い、データソースのファイルパスを変

更してください。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. データソースをポイントして、表示される[編集 ]アイコン( )をクリックします。

3. ダイアログボックスで、パスの情報を入力し、[保存 ]をクリックします。

汎用 JDBCまたはODBC接続に .tdcファイルを使用

以下のステップに従って、Tableau Datasource Customization (TDC)ファイルを介して有効化され

た汎用 JDBCまたはODBC接続のカスタマイズがBridgeでも使用されるようにすることができま

す。

ステップ1: 汎用 JDBC またはODBC 接続をカスタマイズする

JDBCおよびODBC接続に加えることができるカスタマイズのタイプとTDCファイルの作成方法に

精通していない場合は、Tableauヘルプの「接続のカスタマイズと微調整」を参照してください。

ステップ2: TDC ファイルをマイTableau Bridge リポジトリに保存する

Bridgeが汎用 ODBCまたは JDBC接続用に指定されたカスタマイズを使用するには、以下の手

順で指定された場所にTDCファイルを保存する必要があります。Bridgeプールを介してJDBCま
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たはODBC接続を更新する場合、このステップはプール内のすべてのクライアントに対して実行す

る必要があります。

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau Bridgeリポジトリの

Datasourcesフォルダーに移動します。

フォルダーの既定の場所は、C:\Users\jsmith\Documents\マイTableau Bridgeリポジトリ

\Datasourcesです。

2. TDC (.tdc)ファイルをDatasourcesフォルダーに配置します。

3. 変更を有効にするには、クライアントを終了して再起動します。クライアントを再起動する

方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、サービスモードで実行して

いるかによって異なります。

l アプリケーションモードでは、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。

l サービスモードでは、[モード]ドロップダウンメニューから[アプリケーション]を選択し、

クライアントメニューから[終了 ]を選択します。

4. プール内のすべてのクライアントに対してステップ1 〜 3を繰り返します。

注 :

l TDCファイルを必要な場所に保存すると、同じ参照元データへの汎用 JDBCまたは

ODBC接続すべてにカスタマイズが適用されます。

l TDCファイルが使用されていることを検証するために、次のログエントリのいずれかについ

て、クライアントログファイル (たとえば、C:\Users\jsmith\Documents\マイTableau Bridge

リポジトリ\Logs)を確認できます。

l Found matching TDC
l Applying customization for genericjdbcまたはApplying

customization for genericodbc

接続タイプの変更

データソースでは、ライブ接続と抽出接続のいずれかの接続タイプを使用できます。参照元デー

タの変更を反映するためにコンテンツを更新できる頻度は、接続のタイプによって異なります。接

続されているデータによって、データソースへの接続にライブ接続または抽出接続を設定できる場
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合や、抽出接続のみが可能な場合があります。詳細については、Bridgeを使用した接続を参照

してください。

ワークブックの埋め込みデータソースの接続タイプを変更するには、「データソースの編集」を参照

してください。

接続の修復

何らかの原因によって、1つまたは複数の接続が正常な機能を停止することがあります。この場合

にはクライアントにアラートが表示され、通常、問題の原因についての情報が記載されています。た

だし、アラートにトラブルシューティングの情報が表示されず、クライアントをサービスモードで実行し

ている場合は、修復オプションを使用して接続をリセットすることができます。

1. Windowsシステムトレイを開いて、[Bridge]アイコンをクリックします。

2. ドロップダウンメニューから、[修復 ]を選択します。これによりサービスの停止と再起動が行わ

れ、問題が解決する場合があります。

ライブ接続を使用したBridgeデータソースのパブリッシュ

このトピックでは、データソースの所有者が、プライベートネットワークデータへの接続にライブ接続

を使用するデータソースをパブリッシュする方法について説明します。プライベートネットワーク(プラ

イベートクラウドを含む)データに接続するデータソースは、Tableau Bridgeに依存しています。こ

のトピックで説明するタスクは、Bridgeが既に設定されており、サイト管理者によって管理されてい

ることを前提としています。

l Bridgeは、ワークブックに埋め込まれたデータソースのデータを最新の状態に保つことができ

ます。埋め込みデータソースを使用するワークブックのパブリッシュについては、埋め込みデー

タソースの使用を参照してください。

l ライブ接続を使用するプライベートクラウドベースのデータソースをパブリッシュするには、プラ

イベートクラウドデータにBridgeを使用するを参照してください。

l ライブ接続を使用する仮想接続のパブリッシュについては、仮想接続の作成を参照してくだ

さい
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データソースをパブリッシュする

以下の手順は、ライブ接続を使用するデータソースをパブリッシュする方法を示しています。プライ

ベートネットワークデータに接続するデータソースへのライブ接続をサポートするために、Bridgeは

ライブクエリと呼ばれる機能を使用します。データソースを最新の状態に保つために、Bridgeは

データベースに直接クエリを実行し、データソースで使用するクエリ結果を返します。

1. Tableau Desktopでデータソースを作成します。

2. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択して、パブリッシュプロセスを開始します。

Tableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインを求めるメッセージが表示さ

れます。

3. [Tableau Cloudへのデータソースのパブリッシュ]ダイアログボックスで、データソースのさまざ

まなオプションを構成してから、次の手順を実行します。

l [認証 ]で、[編集 ]をクリックし、表示されるオプションに応じて、[埋め込みパスワード]
または [サーバーの実行アカウント]を選択します。

l データソースが接続されているデータやデータソースの構成方法に応じて、ダイアロ

グは既定でライブ接続をパブリッシュする状態になるか、ライブ接続または抽出をパ

ブリッシュするオプションを提供します。オプションが表示された場合は、[ライブ接続

を維持する]を選択します。

4. [パブリッシュ]ボタンをクリックします。これにより、ブラウザーウィンドウがTableau Cloudに

開きます。

5. [パブリッシュの完了 ]ダイアログボックスで、[完了 ]をクリックします。

埋め込みデータソースの使用

Tableau Bridgeは、埋め込みデータソース(EDS)とパブリッシュされたデータソースをサポートして

います。EDSのサポートにより、Bridgeを必要とする既存のコンテンツは、埋め込みデータソース

をパブリッシュされたデータソースに変換することなく、そのまま移行できます。

注 :埋め込みデータソースを含むBridge抽出更新の接続では、複数のソースからのデータ

を結合できます。「複数接続のシナリオ」を参照してください。
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考慮事項

l Bridgeは、クライアントごとに最大 16件のライブクエリをサポートできます。埋め込みデータ

ソースのサポートにより、その制限数に対して更新を1件使用することになります。

l Tableau Bridgeがサイトのキャパシティに与える影響については、「Bridgeサイトキャパシ

ティ」を参照してください。

l データがワークブックに埋め込まれると、そのデータはそのワークブック専用になります。他の

Tableau Desktopユーザーは接続できません。抽出更新のスケジュールは、パブリッシュする

データソースと同様に設定できます。

l 各埋め込みデータソースには、データへの接続が個別にあります。重複したデータのコピーに

接続する場合、たとえば、同じ元データに接続する複数のワークブックにそれぞれ独自の更

新スケジュールがある場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

l ネットワークタイプはプールマッピングによって決定されます。

l 通常、パブリッシュされたデータソースは、長時間実行される抽出更新タスクに最適なオプ

ションです。詳細については、Bridgeの更新パフォーマンスの最適化を参照してください。

制限事項

l Bridgeのレガシースケジュールはサポートされていません。

l 既定のプールはサポートされていません。埋め込みデータソースのサポートにより、Bridgeが

使用されるかどうかはプールマッピングを使用して決定されるため、データソースは名前付き

プールを使用する必要があります。

l ファイルデータ(.cvsや .xlsxなど)へのライブ接続と抽出接続は、その接続が埋め込みデー

タソースである場合、Bridgeではサポートされません。

ライブ接続を使用した埋め込みデータソース

1. データソースのプールマッピングを設定します。詳細については、「Bridgeクライアントプール

の構成」を参照してください。

2. Tableau Desktopから、データソース接続を[ライブ]に設定します。

3. ワークシートから、[サーバー]、[ワークブックのパブリッシュ]の順にクリックします。
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4. ワークブックに埋め込まれたデータソースを表示するには、[データソース]をクリックします。

5. [パブリッシュ]をクリックします。
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ワークブックがパブリッシュされると、ワークブックに含まれるデータソースを使用してワークブッ

クがレンダリングされます。

抽出接続を使用した埋め込みデータソース

1. データソースのプールマッピングを設定します。詳細については、「Bridgeクライアントプール

の構成」を参照してください。

2. Tableau Desktopから、データソース接続を[抽出 ]に設定します。

3. ワークシートをクリックし、[抽出を名前を付けて保存 ]のフォームに抽出データソースの名前

を入力します。

4. ワークシートから、[サーバー]、[ワークブックのパブリッシュ]の順にクリックします。

5. (オプション) [データソースの管理 ]メニューで、更新アクセスを許可することを選択します。
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6. [パブリッシュ]をクリックします。

ワークブックがパブリッシュされると、ワークブックに含まれるデータソースを使用してワークブッ

クがレンダリングされます。

データソースの編集

必要に応じて、ワークブックをパブリッシュした後、[データソース]タブまたはワークブックから、接続タ

イプをライブから抽出に変更できます。ワークブックから、接続タイプを抽出からライブに変更するこ

ともできます。

[データソース]タブから接続タイプをライブから抽出に変更するには、次の手順を実行します。

1. [データソース]タブに移動します。

2. [アクション]メニューで、[抽出 ]を選択します。

ワークブックから接続タイプをライブから抽出に変更するには、次の手順を実行します。
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1. [表示 ]タブに移動します。

2. [ワークブックの編集 ]をクリックします。

3. 左下隅の [データソース]タブをクリックし、右上隅の [抽出 ]をクリックします。

4. [抽出の作成 ]をクリックします。

ワークブックのデータソースが [抽出 ]に変わると、ジョブが自動的に作成されます。

接続タイプを抽出からライブに変更するには、ワークブックから接続を変更します。[データソース]タ
ブからデータソースを抽出からライブに変更しないでください。

1. [表示 ]タブに移動します。

2. [ワークブックの編集 ]をクリックします。

3. 左下隅にある[データソース]タブをクリックし、右上隅にある[ライブ]をクリックします。

4. [パブリッシュ]をクリックしてワークブックのページを更新します。

更新ジョブの表示

[ジョブ]ページから表示できるいくつかのタスクタイプがあります。
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Bridgeクライアントを使用する埋め込みデータソースの場合、タスクタイプは [抽出の更新または

作成 ]です。Bridgeクライアントを使用するパブリッシュされたデータソースの場合、タスクタイプは

[Bridge 更新 ]です。

注 :パブリッシュされたワークブックの接続タイプをライブから抽出に変更すると、スケジュールされた

ジョブが作成されます。ただし、スケジュールされたジョブの更新または [今すぐ更新 ]の実行時に、

Bridgeクライアントがデータソースに使用されたことをタスクタイプは示しません。タスクタイプは、

[抽出の更新または作成 ]としてリストに表示されます。
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抽出の更新

ほとんどのクラウドデータプロバイダーでホストされているデータの抽出はTableau Cloudで直接更

新できます。

1. データソースがパブリッシュされるTableau Cloudサイトにサインインします。

2. [データソース]ページで、更新するデータソースの横にある[その他のアクション]アイコン(...)
を選択し、メニューから[抽出の更新 ]を選択します。

3. [抽出の更新 ]を選択すると更新がスケジュールされますが、更新はすぐには実行されませ

ん。更新を実行するには、[抽出更新 ]タブに移動し、データソースの横にある[その他のア

クション]アイコン(...)を選択して、[今すぐ実行 ]をクリックします。

Bridgeの更新パフォーマンスの最適化

Tableau Bridgeは、パブリッシュされたデータソースと埋め込まれたデータソースの抽出更新をサ

ポートしています。データソースをパブリッシュすると、組織内でデータ分析を利用できる対象者を

広げることができます。埋め込みデータソースはワークブックに保存され、データソースを個別に共

有しなくても簡単に共有できます。
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パブリッシュされたデータソースと埋め込みデータソースの両方に利点があります。一般に、長時

間実行される更新タスクでは、Bridgeを介したパブリッシュされたデータソースの更新が最適で

す。実行時間が短い更新タスクや統合化されたデータソースでは、Bridgeを介した埋め込み

データソースの更新が最適です。

以下の表は、Bridgeを使用する場合のパフォーマンスに基づいて、パブリッシュされたデータソース

と埋め込みデータソースを選択するための推奨事項をいくつか示しています。

注 :パフォーマンスは、実行しているハードウェアとインフラストラクチャによって異なる場合があ

ります。

パブリッシュされたデータソースを使用する 埋め込みデータソースを使用する

データソースをパブリッシュすることは、データ

管理を一元化する上での第 1歩です。

データソースを複数のワークブックで共有

し、データソースの急増を最小限に抑え、

ユーザーが作業に適したデータを見つけられ

るようにすることを目的としたポリシーを作成

できます。パブリッシュされたデータソースの

詳細については、「パブリッシュされたデータ

ソースのベストプラクティス」を参照してくださ

い。

データソースを共有することを望まない場合で

す。データはワークブック内でのみ使用でき、接

続している他のユーザーは使用できません。

プライベートネットワーク接続のみ、あるい

は、プライベートネットワーク接続に加えて

軽量なパブリック接続のみが存在する統合

データソースに接続する場合。

埋め込みデータソースには、パブリックネット

ワークデータソースからの大規模なデータセッ

トと、プライベートネットワーク接続からの短時

間の実行タスクが含まれます。

長時間実行される更新タスクの場合。

Bridgeの展開状況によっては、パブリッシュ

されたデータソースの方が優れたパフォーマ

ンスを実現できます。

短時間実行される更新タスクの場合。データ

に直接接続されている既存のパブリッシュされ

たデータソースまたはワークブックで、データソー

スの更新時間が10分を超えると予想される

場合、埋め込みデータソースを使用すると最
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適なパフォーマンスが得られない可能性があり

ます。

長時間実行される更新タスクによってすべての

システムリソースが消費されて、サイトの他の抽

出の更新が妨げられないように、Tableau

Cloudでは更新タスクに120分のタイムアウト

制限が適用されています。「抽出更新の時間

制限」を参照してください。

埋め込みデータソースの抽出更新のトラブルシューティング

更新タスクがタイムアウト制限に達した場合は、次のオプションを使用して問題の解決を試みること

ができます。

l 抽出のサイズを小さくします。詳細については、「抽出の最適化」を参照してください。

l 完全更新を使用している場合は、増分更新を使用すると効果がある場合があります。詳

細については、「タイムアウト制限内にとどめる」を参照してください。

l 埋め込みデータソースをパブリッシュされたデータソースに変換します。

Bridge更新スケジュールの設定

このトピックでは、プライベートネットワークデータに接続するデータソースの更新スケジュールを

Tableauデータソース所有者が設定および更新する方法について説明します。プライベートネット

ワークデータに接続するデータソースの更新スケジュールは、Tableau Bridgeに依存しています。

このトピックで説明するタスクは、Bridgeが設定されていて、サイト管理者によってBridgeが管理さ

れていることを前提としています。例外についても言及しています。

このトピックでは、仮想接続の更新スケジュールの設定については説明しません。仮想接続の詳

細については、仮想接続の抽出更新のスケジュールを設定するを参照してください。

注 :
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l Bridgeは、ワークブックに埋め込まれたデータソースのデータを最新の状態に保つことがで

きます。「埋め込みデータソースの使用」を参照してください。

l クラウドベースのプライベートデータソースの更新スケジュールを設定するには、プライベート

クラウドデータにBridgeを使用するを参照してください。

OnlineスケジュールとBridge (レガシー)スケジュール

抽出接続用に設定されたデータソースの場合、Bridgeは更新スケジュールを使用して、データを

最新の状態に保ちます。

Bridgeで設定して使用できる更新スケジュールには、次の2種類があります。

l Online更新スケジュール

l Bridge (レガシー)
注 : Bridge (レガシー)スケジュールは、仮想接続の更新をサポートしていません。

使用するスケジュールは、元のスケジュールが作成されたバージョンや、データソースが接続する

参照元データの種類などの要因によって異なります。Onlineスケジュールでは、クライアント管理

タスクをサイト管理者に任せるように設計されており、Tableau Cloudですべてのデータソース管

理タスクを直接実行できます。

バージョン

Bridge 2021.4.3以降では、ファイルベースのデータソースの抽出更新でOnlineスケジュールを使

用できます。ファイルベースのデータソースに対するOnlineスケジュールでは、サイト管理者は、

Bridge 2021.4.3 (または以降のバージョン)のクライアントを少なくとも1つ設定し、クライアント

プールに追加する必要があります。

デフォルトでは、Bridge 2021.4.3より前に作成されたファイルベースのデータソースに対するスケ

ジュールは、Bridge (レガシー)スケジュールを使用します。Bridge (レガシー)スケジュールは、

Onlineスケジュールに変換できます。

スケジュールの比較

次の表は、プライベートネットワークのデータを最新に保つためのOnlineスケジュールとBridge (レ

ガシー)スケジュールの主な違いを示しています。
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Online スケジュール Bridge (レガシー) スケジュール

サポートされてい

るデータ型

リレーショナルデータ

ファイルデータ

プライベートクラウド

データ

リレーショナルデータ

ファイルデータ

コンテンツ管理 [データソース]ページ

仮想接続のページ

[データソース]ページ+指定したクライアント

スケジューリング Tableau Cloudスケ

ジュールと統合

15分と30分の増分の頻度でデータソースを更

新するように構成できます

REST API [今すぐ抽出更新を実

行 ]オプション

[今すぐデータソースを更

新 ]オプション

サポートされていない

スケジュールの管理

スケジューリングタスクはまったく同じですが、プライベートネットワークデータに接続するデータソー

スのOnlineスケジュールを設定するための主要なエントリポイントは2つあります。最初のエントリ

ポイントは、Tableau Desktopからのデータソースのパブリッシュプロセス中に設定されます。2番目

のエントリポイントは、データソースのパブリッシュプロセス後の任意の時点で設定されます。

注 : Bridgeを使用するOnlineスケジュールと、Bridgeを使用しないOnlineスケジュールがサポート

しているオプションのスケジュール設定頻度は同じです。

スケジュールの設定

ほとんどの場合、Tableau Desktopからデータソースをパブリッシュするときにスケジュールを設定し

ます。
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注 :パブリッシュされたデータソースのスケジュールされた抽出は、複数のプールをサポートして

いません。単一のデータソースでネットワークの複数の場所にあるデータソースに接続してい

る場合、複数のプールが必要になる場合があります。

1. Tableau Desktopでデータソースを作成します。

2. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択して、パブリッシュプロセスを開始します。

Tableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインを求めるメッセージが表示さ

れます。

3. [Tableau Cloudへのデータソースのパブリッシュ]ダイアログボックスで、データソースのさまざ

まなオプションを構成してから、[パブリッシュ]ボタンをクリックします。これにより、ブラウザー

ウィンドウがTableau Cloudに開きます。

注 :データソースが接続されているデータやデータソースの構成方法に応じて、ダイアログ

は既定で抽出をパブリッシュする状態になるか、抽出をパブリッシュするオプションを提供し

ます。オプションが表示された場合は、抽出をパブリッシュするオプションを選択します。

4. [パブリッシュの完了 ]ダイアログボックスで、[抽出更新のスケジュール]ボタンをクリックしま

す。
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5. [抽出更新の作成 ]ダイアログボックスで、更新のスケジュールを構成します。スケジュールの

構成方法の詳細については、「Tableau Cloudでの更新のスケジュール」を参照してくださ

い。
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6. [作成 ]ボタンをクリックします。

スケジュールの追加または既存のスケジュールの変更

何らかの理由でデータソースのパブリッシュプロセス中に更新をスケジュールできない場合、後で

いつでも新しいスケジュールを追加したり、スケジュールを変更したりできます。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、[抽出更新 ]タブをクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。
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a. 新しいスケジュールを設定するには、[新しい抽出更新 ]ボタンをクリックして、更新の

スケジュールを構成します。

b. 既存のスケジュールを変更するには、スケジュールの横のチェックボックスにチェック

マークを付け、[アクション]メニューをクリックしてから、[頻度の変更 ]を選択して更新

スケジュールを構成し直します。

4. [作成 ]ボタンをクリックします。

Onlineスケジュールの更新を行うためのネットワーク接続タイプの変更

既定では、パブリッシュされたデータソースに少なくとも1つのパブリッククラウドと1つのオンプレミス

接続が含まれる場合、Tableau CloudはBridgeを使用します。

接続タイプの編集方法については、「Tableau Cloudを使用するように更新の接続タイプを変更す

る」を参照してください。

オプション: Bridge (レガシー)スケジュールの管理

オプションで、Bridge (レガシー)スケジュールを使用してデータを最新に保つことができます。

注 :

l 重要 :今後のリリースでは、Bridge (レガシー)スケジュールのサポートは削除される予定で

す。移行を円滑に進めるために、Online更新スケジュールを使用することをお勧めします。

l Bridge (レガシー)スケジュールは、Bridgeクライアントを介してデータベースの認証資格情

報を接続に埋め込んでいる場合にのみ正常に完了します。詳細については、Bridge (レガ

シー)のデータベースの認証資格情報の埋め込みまたは更新を参照してください。

l Bridge (レガシー)スケジュールを使用する場合、クライアントに表示される時刻とTableau
Cloudに表示される時刻は、クライアントを実行しているマシンのタイムゾーンに対応しま

す。

Bridge (レガシー)スケジュールからOnline更新スケジュールへの移行

既定では、Bridge 2021.4.3より前に作成されたファイルベースのデータソースの更新スケジュール

には、Bridge (レガシー)スケジュールを使用します。Bridge (レガシー)スケジュールをOnlineスケ

ジュールに移行して、データを最新の状態に保つことができます。Onlineスケジュールは、サイト管
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理者が管理するBridgeクライアントで実行され、使用可能なクライアントのプールを利用して更

新を行います。

1. 少なくとも1つのクライアントが割り当てられた名前付きプールがあり、そのプールにドメイン

が指定されていることを確認します。詳細については、「プールの構成」を参照してくださ

い。

2. パブリッシュされたデータソースに移動し、[抽出更新 ]タブをクリックします。Bridge (レガ

シー) スケジュールがリストに表示されます。

3. アクションメニューを使用して、レガシースケジュールをすべて削除します。

4. [接続 ]タブに移動し、接続を編集します。接続にユーザー名とパスワードを入力します。

レガシースケジュールの場合、値はBridgeクライアントが実行されているサーバー上に保

持されます。オンラインスケジュールの場合、スケジュールはTableau Cloudに保持されま

す。詳細については、「プライベートなクラウドベースのデータソースのスケジュール設定」を

参照してください。
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5. 更新を再スケジュールする前に、ネットワークタイプとしてプライベートネットワークが指定さ

れていることを確認します。

6. [抽出更新 ]タブに移動し、[新しい抽出更新 ]をクリックして、名前付きプールの更新をスケ

ジュールします。

Tableau Software 867

Tableau Cloudヘルプ



7. [作成 ]をクリックして、代替のスケジュールされた更新を追加します。新しいスケジュール

が、[ブリッジ (レガシー) スケジュール]ではなく、[スケジュール]としてリストに表示されます。

Bridge (レガシー)スケジュールの設定

Onlineスケジュールのワークフローと同様に、ほとんどの場合、Tableau Desktopからデータソース

をパブリッシュするときに、Bridge (レガシー)スケジュールを設定します。

1. Tableau Desktopでデータソースを作成します。

2. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択して、パブリッシュプロセスを開始します。

Tableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインを求めるメッセージが表示さ

れます。
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3. [Tableau Cloudへのデータソースのパブリッシュ]ダイアログボックスで、データソースのさまざ

まなオプションを構成してから、[パブリッシュ]ボタンをクリックします。これにより、ブラウザー

ウィンドウがTableau Cloudに開きます。

4. [パブリッシュの完了 ]ダイアログボックスで、[抽出更新のスケジュール]ボタンをクリックしま

す。[抽出更新の作成 ]ダイアログボックスが表示されます。ここでBridge (レガシー)スケ

ジュールを構成できます。

5. [抽出更新の作成 ]ダイアログボックスで、手順に従ってスケジュールを構成します。

注 :

l 選択した日の特定の時間内に更新 : [時間 ]を選択して、その日の時間範囲を[開

始 ]と[終了 ]のドロップダウンリストで指定してから、曜日を選択します。

サーバー上のパフォーマンスを最適化するため、更新タスクは指定した日時の最大 5

分間の範囲に分散されます。たとえば、時間単位のスケジュールを設定する場合、

1:00 AMに実行するよう設定すると、1:00と1:05 AMの間の任意の時間に実行さ

れる可能性があります。
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l 完全更新または増分更新 :利用可能な場合は、完全更新または増分更新を指

定します。既定では、Tableau Cloudによって完全更新が実行されます。増分更

新は、パブリッシュする前にTableau Desktopで増分更新用にデータソースを構成

した場合にのみ使用できます。詳細については、Tableauヘルプの「抽出の更新」を

参照してください。

6. [作成 ]ボタンをクリックします。

新しいBridge (レガシー)スケジュールの追加または既存のBridge (レガシー)スケジュールの更新

データソースのパブリッシュプロセス中に更新をスケジュールできない場合、後でいつでも新しい

Bridge (レガシー)スケジュールを追加したり、Bridge (レガシー)スケジュールを更新したりできま

す。新規 (移行されていないサイトの場合 )

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、[抽出更新 ]タブをクリックします。

3. 次のいずれかを実行します。

a. 新しいBridge (レガシー)スケジュールを設定するには、データソースのアクションメ

ニューで [Bridge (レガシー) でスケジュール設定 ]を選択し、スケジュールを構成して

[更新スケジュール]ボタンをクリックします。
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b. 既存のBridge (レガシー)スケジュールを更新するには、スケジュールの横のチェック

ボックスにチェックマークを付け、データソースのアクションメニューをクリックしてから、

[スケジュールの変更 ]を選択します。このワークフローでは、更新を実行するクライア

ントを変更することはできません。更新を実行するクライアントを変更する必要がある

場合は、Bridge (レガシー)スケジュールを実行するクライアントの変更を参照してくだ

さい。完了したら、[スケジュールの変更 ]ボタンをクリックします。

その他のBridge (レガシー)スケジュール管理タスク

クライアントからの新しいスケジュールの追加または既存のスケジュールの更新

ユーザー (サイト管理者ではない)が "名前付き" クライアントを管理している場合は、Bridgeクライ

アントから新しいBridge (レガシー)スケジュールを直接追加したり、既存のBridge (レガシー)スケ

ジュールを直接更新したりできます。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. データソースにカーソルを合わせて、[スケジュール]アイコンをクリックします。これにより、

Tableau Cloudのデータソースページにブラウザーウィンドウが開きます。

3. 上記の新しいBridge (レガシー)スケジュールの追加または既存のBridge (レガシー)スケ

ジュールの更新セクションの手順 2 ～3を繰り返し、スケジュールを設定します。

新しいPC (クライアント)を追加してスケジュールされた更新を実行

スケジュールプロセスの一環として、スケジューリングダイアログでマシンを指定する必要がありま

す。指定するマシンは、更新を実行するBridgeクライアントです。

Bridge (レガシー)スケジュールには、サインインしたクライアントが表示されます。
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選択するクライアントがドロップダウンリストから使用できない場合は、次のいずれかの理由が考え

られます。

l クライアントにサインインしていません。

l クライアントが正しく登録されていないか、サイトに接続されていません。クライアントに移動

して開き、緑色、つまり「接続済み」のステータスになっていることを確認します。

l サイト管理者は、組織内のすべてのクライアントを管理します。Bridge (レガシー)スケ

ジュールを使用する場合、データソースの所有者とクライアントにサインインするユーザーは

同じである必要があります。サイト管理者がクライアントにサインインしている場合、更新を

スケジュールするには、データソースの所有権をサイト管理者自身に再割り当てする必要

があります。

進行中の更新のキャンセル

場合によっては、更新を進行中にキャンセルする必要があります。Bridge (レガシー)スケジュール

を使用するデータソースの更新のみをキャンセルできます。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. [更新のキャンセル]ボタンをクリックします。この操作で実行中の更新はキャンセルされま

す。

注 :クライアントで実行可能なBridge (レガシー)更新は、一度に1つです。2つ以上のBridge

(レガシー)更新を同時に実行する必要がある場合は、別のマシンで追加クライアントを設定して

抽出更新を実行することについてサイト管理者と相談してください。
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Bridge (レガシー)スケジュールを実行するクライアントの変更

Bridge (レガシー)スケジュールを使用していて、更新を実行する場所またはマシンを変更する場

合は、新しい更新スケジュールを設定する必要があります。サインインしたクライアントのみを使用し

て、更新をスケジュールできます。

新しいBridge (レガシー)スケジュールを設定する場合は、Bridge (レガシー)スケジュールの設定を

参照してください。新しい更新スケジュールの設定が完了したら、新しいスケジュールと同じ以前の

スケジュールを削除してください。

重要 :参照元データにアクセスするために、データベースの認証資格情報がデータソースに必要な

場合は、クライアントに戻り、接続情報を編集してデータベースの認証資格情報を埋め込む必要

もあります。データソースが参照元データにアクセスできるかどうかを確認するために、クライアントで

[テスト接続 ]オプションを使用できます。

サイトからクライアントを削除

Bridge (レガシー)スケジュールを実行するクライアントを変更した後、データの鮮度に関する他のタ

スクで使用されなくなったクライアントをサイトから恒久的に削除することを検討してください。

1. Tableau Cloudにサインインします。

2. ブラウザーの右上で、プロファイル画像またはイニシャルをクリックし、[アカウント設定 ]を選択

します。

3. [接続されたクライアント]で、サイトから削除するクライアントの横にある[削除 ]をクリックしま

す。

以前または将来の更新の確認

前回の更新がいつ行われたか、または次回の更新がいつ発生するのかを確認できます。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、[抽出更新 ]タブをクリックします。

3. スケジュールの横にある[前回更新 ]列と[次回更新 ]列を確認します。
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更新スケジュールの削除

1. Tableau Cloudにサインインし、更新スケジュールを削除するデータソースに移動します。

2. [データソース]ページで、[抽出の更新 ]タブをクリックします。

3. 削除するスケジュールの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション] > [削除 ]を選択しま

す。

プライベートクラウドデータにBridgeを使用する

このトピックでは、プライベートネットワークからのみアクセスできるAmazon RedshiftやSnowflake

などのクラウドデータに接続するデータソースをデータソース所有者がパブリッシュする方法につい

て説明します。

プライベートクラウドデータに接続するデータソースは、データを最新に保つために、Tableau

Bridgeに依存しています。ほとんどの場合、Tableau Cloudは、ブリッシュプロセスの一部として

Bridgeが必要であることを自動的に検出します。ただし、場合によっては、Bridgeを使用するた

めに、接続を手動で構成する必要があります。

クラウドデータに接続する仮想接続をパブリッシュする場合、Bridgeを使用するための追加ステッ

プは必要ありません。

このトピックで説明するタスクは、Bridgeが既に設定されており、サイト管理者によって管理されて

いることを前提としています。

Bridgeは、ワークブックに埋め込まれたデータソースのデータを最新の状態に保つことができます。

「埋め込みデータソースの使用」を参照してください。

制限事項

Bridgeでは、一部のプライベートクラウドベースのデータソースのライブ接続はサポートしていませ

ん。これには、Googleドライブ、Box、OneDrive、Dropbox、Azure Data Lake Storage Gen2が

含まれます。データを最新の状態に保つには、抽出接続を使用します。これらのプライベートクラ

ウドベースのデータソースに接続する場合は、Bridgeクライアントバージョン
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20224.23.0209.1653以降を使用してください。クライアントをアップグレードした後、データソースを

もう一度パブリッシュします。

プライベートクラウドベースのデータソースのスケジュールを設定する

Bridgeスケジュールを使用して、プライベートクラウドベースのデータソースを最新の状態に保つに

は、次の手順を実行します。

1. Tableauユーザーヘルプのトピック「データソースのパブリッシュ」のステップ1 ～ 7に従いま

す。

2. Tableau Cloudにサインインしていない場合は、サインインしてデータソースに移動します。

3. データソースページで、[接続 ]タブをクリックし、接続の横にあるチェックボックスをオンにしま

す。

4. 接続の横にある[アクション]ドロップダウンメニューから、[接続の編集 ]を選択します。

5. [ネットワークのタイプ]の横にあるダイアログボックスで、[プライベートネットワーク]ラジオボタ

ンを選択し、[保存 ]をクリックします。

ネットワークタイプの切り替えについて

ネットワークタイプを変更しても、データソースの既存のスケジュールで使用されるネットワー

クタイプは変更されません。
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既存のスケジュールが関連付けられているデータソースのネットワークタイプを変更する場

合は、新しいスケジュールを作成する必要があります。つまり、ネットワークタイプを変更す

る前に更新スケジュールを作成した場合は、その更新スケジュールを削除してから、[今す

ぐ実行 ]オプションを使用する必要があります。更新スケジュールを削除する方法の詳細

については、更新スケジュールの削除を参照してください。

次のステップに進み、Bridgeに依存する新しい更新スケジュールを作成するときに、前の

Online更新スケジュールが自動的に削除されるように設定します。

6. 構成する必要があるスケジュールに応じて、次のいずれかのステップを実行します。

l Online更新スケジュール (以前の推奨スケジュール)の場合は、スケジュールの追加

または既存のスケジュールの変更の手順に従います。

l Bridge (レガシー)スケジュールの場合は、新しいBridge (レガシー)スケジュールの

追加または既存のBridge (レガシー)スケジュールの更新の手順に従います。

注 : Tableau Cloud更新スケジュールを以前に設定していた場合、Bridgeに依存するスケ

ジュールを保存すると、Tableau Cloud更新スケジュールが自動的に削除されます。

7. [更新のスケジュール]ボタンをクリックします。

ライブ接続を使用するプライベートクラウドベースのデータソースをパブリッ

シュする

Bridgeライブクエリを使用して、プライベートクラウドベースのデータソースを最新に保つには、次

の手順を実行します。

Bridgeは、一部のプライベートクラウドベースのデータソースについて、プールとのライブ接続の更

新をサポートしていません。詳細については、制限事項を参照してください。制限事項

1. Tableau Desktopでデータソースを作成します。

2. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択して、パブリッシュプロセスを開始します。

Tableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインを求めるメッセージが表示さ

れます。
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3. [Tableau Cloudへのデータソースのパブリッシュ]ダイアログボックスで、データソースのさまざ

まなオプションを構成してから、次の手順を実行します。

l [認証 ]で、[編集 ]をクリックし、[埋め込みパスワード]を選択します。

l データソースが接続されているデータやデータソースの構成方法に応じて、ダイアログ

は既定でライブ接続をパブリッシュする状態になるか、ライブ接続または抽出をパブ

リッシュするオプションを提供します。オプションが表示された場合は、[ライブ接続を維

持する]を選択します。

4. [パブリッシュ]ボタンをクリックします。クリックすると、ダイアログボックスが開きます。

5. ダイアログボックスで、[Bridge でパブリッシュ]ボタンをクリックします。これにより、ブラウザー

ウィンドウがTableau Cloudに開きます。

6. [パブリッシュの完了 ]ダイアログボックスで、[完了 ]をクリックします。

7. データソースページで、[接続 ]タブをクリックし、接続の横にあるチェックボックスをオンにしま

す。

8. [ネットワークのタイプ]の横にあるダイアログボックスで、[プライベートネットワーク]ラジオボタ

ンを選択し(自動的に選択されていない場合 )、[保存 ]をクリックします。
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OAuth対応プライベートクラウドベースのデータソースをパブリッシュする

Tableau Bridgeでは、OAuthを使用するプライベートデータに接続する場合と、プライベートデー

タに結合する際にOAuthを使用するパブリックデータに接続する場合に、OAuthがサポートされ

ます。Bridgeでは現在、OAuthを使用する際に次のコネクタがサポートされます: Snowflake、

Google BigQuery、Google Drive、Salesforce、OneDrive。ほとんどのデータソースでは、ライブ

接続と抽出されたデータがサポートされています。

注 : Azureデータソースでは、認証タイプとしてOAuthを使用する場合、データソースは

Tableau Desktopではなく、Tableau Cloudを介してパブリッシュする必要があります。

OAuthでは、保存済み認証資格情報と管理キーチェーンのコネクタの両方がサポートされていま

す。機能のタイプは、使用するコネクタによって異なります。

1. Tableau Desktopで、プライベートクラウドデータベースに格納されているデータに接続しま

す。

2. コネクタによっては、認証タイプを選択するように求められる場合があります。オプションが表

示された場合は、[OAuth を使用してサインインする]を選択します。

3. [データソース]ページが開かれるので、分析用データを準備して、ビューの構築を開始でき

ます。

4. ライブ接続としてパブリッシュするか、抽出としてパブリッシュするかを選択します。Salesforce
などの一部のデータソースでは、ライブ接続はサポートされていません。

5. 抽出の場合は、[シート]タブをクリックして、抽出を作成して保存します。

6. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択して、パブリッシュプロセスを開始します。

Tableau Cloudにまだサインインしていない場合は、サインインを求めるメッセージが表示さ

れます。
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7. [認証 ]で、[認証タイプの選択 ]をクリックします。表示されるオプションは、データソースによっ

て異なります。ほとんどの場合、保存済み認証資格情報が推奨されます。詳細について

は、「保存した認証資格情報を使用してデータを更新する」を参照してください。

l [マイアカウントの設定 ]に認証資格情報のデータソースを保存した場合は、[埋め込

み] < [データソース名 ] >を選択します。

l 抽出されたデータの場合、更新アクセスを許可するかどうかを選択します。抽出の更

新アクセスを許可すると、スケジュールを設定するように求められます。更新をスケ

ジュールするには、埋め込みの認証資格情報を使用する必要があります。

8. Bridgeが必要な場合、パブリッシュ操作中に接続がプライベートとして検出されます。ネット

ワーク接続の状態を変更するには、[アクション]メニューをクリックし、[接続の編集 ]を選択

します。

Bridgeクライアントのプールの構成

このトピックでは、サイト管理者がBridgeクライアントのプールを構成および管理する方法について

説明します。プールを使用すると、サイト全体のクライアントが、プライベートネットワークデータに接

続するデータソースまたは仮想接続のデータの鮮度に関するタスクを負荷分散できます。

プールの構成

プールの目的は、アクセスがプライベートネットワーク内のドメインに限定されているプール内の利用

可能なクライアントにデータの鮮度に関するタスクを分散 (または負荷分散 )することです。プールを

ドメインにマッピングして、プライベートネットワーク内の保護されたドメインへのアクセスを制限するこ

とにより、特定のデータを最新の状態に保ち、セキュリティを維持することにプールを特化させること

ができます。

データの鮮度に関するタスクを実行するプール内のクライアントはランダムに選択されますが、何らか

の理由でクライアントがタスクを実行できなくなった場合、タスクは自動的にそのプール内の別の利

用可能なクライアントに再ルーティングされ、処理されます。このクライアントのプールをサポートまた

は管理するために、サイト管理者またはユーザーが他の介入を行う必要はありません。

プールは、1つまたは複数のプライベートネットワーク上のデータに接続するデータソースまたは仮

想接続を最新の状態に保つために最適化されます。プールのサポートは、Bridge (レガシー)スケ

ジュールを使用するデータソースには拡張されません。
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Bridgeは、一部のプライベートクラウドベースのデータソースについて、プールとのライブ接続の更

新をサポートしていません。詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してくださ

い。Bridgeクライアントのプールの構成

一般に、プールは次のような状況に対して最適化されます。

l Bridge が重要なサービスとして使用されている。クライアントが使用不可になっても、組織

の環境でライブクエリのサポートとスケジュールされた更新のサポートを使用する必要がある

場合。

l クライアントが最大容量である。既存のサイトへのトラフィックが現在のクライアントの容量を

超過している場合。

l Tableau Cloud が管理するファイルベースのデータソースのスケジュールがある。Bridgeク

ライアントバージョン2021.4.3以降、Bridgeプールでファイルベースのデータソースの

Onlineスケジュールが有効になりました。

l 複数のプライベートネットワークでデータを最新の状態に保つ。

l 仮想接続。(データ管理 が必要 )プライベートネットワークデータに接続された仮想接続の

データを更新するには、Bridgeが必要です。仮想接続の詳細については、仮想接続と

データポリシーについてを参照してください。

プールを構成する前に

サイトのクライアントプールを構成する前に、次の点を確認します。

l クライアントがインストールされ、実行されている必要がある。ソフトウェアとハードウェアの詳

細については、「Bridgeはスケールアップとスケールアウトをできるように設計されています。

Bridgeの展開を設計する際は、次の点を考慮してください。」を参照してください。

l クライアントはサービスとして実行するように構成されている。詳細については、アプリケー

ションモード対サービスモードを参照してください。

l クライアントで認証されているユーザーはTableau Cloudサイト管理者です。Bridgeの展

開の詳細については、Bridgeの展開計画を参照してください。

l 仮想接続を最新の状態に保つには、プール内のすべてのクライアントがBridge 2021.4 (ま
たはそれ以降 )を実行していることを確認する。
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l ファイルベースのデータソースの負荷を分散するには、次のことを確認してください。

l プール内のすべてのクライアントがBridge 2021.4.3 (またはそれ以降 )を実行していま

す。

l ファイルデータへの参照には、サーバー名またはホスト名を含む完全なUNCパスを

使用する必要があります。詳細については、「Bridgeクライアントについて」を参照し

てください。

l ファイルベースのデータソースは抽出のみです。

ユーザーロールに関する注意点

プールされたクライアントを構成および保守できるのは、サイト管理者、またはサイト管理者ロール

あるいはサイト管理者 Creatorロールを持つユーザーのみです。クライアントに対して認証された

ユーザーのタイプに関係なく、サイト管理者のみが新しいプールを追加したり、プールにクライアント

を追加したり、プールからクライアントを削除したり、プール内のクライアントを監視したりできます。

更新ジョブに関する注意事項

[ジョブ]ページには、完了したジョブ、進行中のジョブ、保留中のジョブ、キャンセルされたジョブ、

Onlineスケジュールを使用する一時停止中のすべてのBridge更新ジョブが表示されます。これに

は、ファイルベースおよび非ファイルベースのデータソースの更新が含まれます。詳細については、

「Bridgeの更新ジョブについて」を参照してください。Bridgeアクティビティを監視するさまざまな方

法については、「データの鮮度に関連するタスクの監視」を参照してください。

ステップ1:クライアントがサイトに接続できることを確認する

Bridgeがサイトと連携するためには、クライアントをサイトで認証できるようにする必要があります。

1. サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインし、[設定 ]ページに

移動します。

2. [認証 ]タブをクリックし、[接続されたクライアント]見出しの下で [クライアントにこのTableau
Cloud サイトへの自動接続を許可する]チェックボックスがオンになっていることを確認しま

す。このチェックボックスの詳細については、接続されているクライアントからサイトにアクセスを

参照してください。
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注 :この接続されたクライアントのオプションが有効になっている場合、Tableau認証で多

要素認証をサポートできる必要があります。接続されたクライアントがサイトで無効になって

いる場合、Bridgeでは、Tableauのユーザー名とパスワードの認証のみがサポートされま

す。

ステップ2:プールを構成する

プール (Bridgeクライアント2021.4以降が必要 )は、ライブクエリをルーティングし、更新ジョブを適

切なプライベートネットワークに抽出するのに役立ちます。プールを使用して、複数のプライベート

ネットワークに分散されたデータにアクセスし、ファイルベースのデータソースの抽出更新を有効にし

たり、仮想接続のデータの鮮度に関するタスクをサポートしたりします。

1. [Bridge]タブの [Pooling (プール)]で、[新しいプールを追加 ]ボタンをクリックします。

2. ダイアログボックスで、[プール]テキストボックスに新しいプール名を入力し、[保存 ]をクリック

します。

パブリッシュプロセスの一環として、少なくとも1つのプールを構成すると、Tableau Cloudは、特定

のデータソースまたは仮想接続をBridgeおよびクライアントプールに自動的に関連付けます。

ステップ3:プールのドメインを指定する

新しいプールごとに、プライベートネットワークの許可リストを介してドメインを指定する必要があり

ます。この情報は、Tableau Cloudに代わってBridgeがプライベートネットワーク内のデータへアク

セスできるようにするために必要です。

許可リストを使用して、クライアントアクセスを有効にするプライベートネットワークのドメイン名また

は IPアドレスを指定する必要があります。

ドメイン名

許可リストで指定するドメイン名は、データソース接続または仮想接続で使用されるサーバー名

です。場合によっては、Tableau Cloudのデータソースページの [接続 ]タブにサーバー名が表示

されます。

たとえば、「スターバックス」などのデータソースを最新の状態に保つには、許可リストに

「mssql.myco.lan」と「oracle.myco.lan」、または「* .myco.lan」を指定します。
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「フィットネスチャレンジ」などのデータソースを最新の状態に保つには、許可リストで「fitness-

challenge」を指定します。

その他のケースでは、[接続 ]タブにサーバー名が表示されない場合があります。サーバー名がリスト

にない場合は、コンテンツの所有者と協力してデータがホストされている場所を特定し、サーバー

名の情報がある場合は、許可リストにサーバー名を指定することを検討してください。一時的な代

替手段として、スキップしてステップ4:クライアントをプールに追加するに進み、代わりにデフォルト

プールを使用するようにクライアントを割り当てることができます。

IPアドレス

ドメイン名の代わりに、許可リストで Ipv4アドレスを指定できます。データソース接続または仮想

接続で Ipv4アドレスが使用されている場合は、許可リストで Ipv4アドレスを指定することをお勧め

します。この情報を入手するには、コンテンツ所有者と協力する必要があります。この情報がない
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場合は、一時的な代替手段として、スキップしてステップ4:クライアントをプールに追加するに進

み、代わりにデフォルトプールを使用するようにクライアントを割り当てることができます。

注 :

l セキュリティ上の理由から、Tableauアクセスを防ぐために、許可リストはデフォルトで空に

なっています。そのため、サイト管理者はBridgeを使用してTableau Cloudに送信できる

データを指定することが可能です。

l Tableau DesktopでFiddlerを使用すると、データソースへの接続時に使用されるURIを
キャプチャできます。詳細については、Fiddlerを参照してください。

l 1つまたは複数のドメインをプールに割り当てることができます。

l Tableau 2021.4より前にプールを使用するようにサイトが設定されている場合、[デフォルト

のプール]は後方互換性のためにそのままですが、特定のプライベートネットワークにアクセ

スするように構成することはできません。このプールへのアクセス範囲を縮小し、より高度な

スケジューリング機能を有効にするには、新しいプールを作成して特定のドメインにマップす

ることをお勧めします。

ドメインをプールにマッピングするには、次の手順を実行します。

1. [Bridge]タブの [プライベートネットワークの許可リスト]で、[新規ドメインを追加 ]ボタンをク

リックします。

2. [ドメイン]テキストボックスに、許可リストレジストリルールで説明されている情報を使用し

てドメインのURIを入力します。

3. [ドメインのパーミッション]で、[許可 ]ラジオボタンが選択されていることを確認します。

4. [プール]で、ステップ2で指定したURIにアクセス範囲を制限する必要があるプールを選択

します。

5. 追加のドメインごとに、ステップ1 〜 4を繰り返します。

6. 完了したら、[保存 ]をクリックします。

許可リストレジストリルール

Bridgeがアクセスできるドメインを指定するときは、次のルールを使用してください。これにより、

BridgeはTableau Cloudに代わって、プライベートネットワーク上のデータにアクセスし、データの
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鮮度に関するタスクを実行できるようになります。ドメインにより、Bridgeは、そのドメインにホストさ

れているデータベースとファイルデータの両方に接続できるようになります。

注 :

l ドメインは、許可リストに追加されたとき、データソースまたは仮想接続がパブリッシュされた

とき、または更新スケジュールが構成されたときに検証されません。

l ドメイン名とその IPアドレスの両方が検証されていないため、同じドメインが許可リストに追

加されることによる重複。このシナリオでは、あるプールがドメイン名にマップされ、別のプール

が IPアドレスにマップされる場合、データソース接続または仮想接続で指定された形式に

よって、どちらのプールがデータを最新の状態に保つかが決まります。

l ドメインはBridgeからアクセスできる必要があります。つまり、プール内のすべてのクライアント

は、指定されたドメインにアクセスできる必要があります。

l ドメインが指定されていない場合、Bridgeは、Onlineスケジュール用に構成されたデータ

ソースまたは仮想接続に対してデータの鮮度に関するタスクを実行できません。注 : Bridge
(レガシー)スケジュール用に構成されたデータソースは、引き続き同じ方法で実行されま

す。

シナリ

オ

説明 例

厳密

なドメ

イン名

FQDNとPQDNのいずれかになりま

す。ポート番号は許可されていませ

ん。

myco.com

marketing.myco.com

oracle.myco.com

ドメイ

ン名の

範囲

オプションで先頭にワイルドカード(*)

を付けて、すべてのサブドメインを含め

ます。*の直後にピリオド(.)を付ける

必要があります。

*.myco.com

正確

な

IPv4
アドレ

ス

IPv4リテラルを使用します (省略形は

許可されていません)。IPv6アドレス

は許可されていません。

255.255.0.1

192.168.0.0

IPv4
アドレ

サブネットマスクを使用して、IPv4ア

ドレスの範囲を含めます。

255.255.0.1/16
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スの範

囲

ブロッ

クドメ

イン

(名前が付いているプールのみ)このド

メイン内のホストへのBridge接続を

ブロックします。

プライベートネットワークの許可リスト

でドメインを追加または編集する場

合は、[ブロック]ラジオボタンオプショ

ンを選択します。

許可リストレジストリの例

例 1 - データベースデータ

Bridgeで、次の操作を行うとします。

l data.lanおよびsqlserver.myco.lanにあるデータに対してデータの鮮度に関するタスクを

実行します。

l oracle.myco.lanにあるデータに対してデータの鮮度に関するタスクを実行しないようにし

ます。

Bridgeがこれらのシナリオをサポートできるようにするには、ドメインを2つのプール (AとB)にマッピ

ングし、3番目のドメインをブロックします。

指定したドメイン マッピ

ング

先の

プー

ル

データの鮮度に関す

るタスクが実行される

場所

*.lan プー

ルA
data.lan

sqlserver.myco.lan プー sqlserver.myco.lan
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ルB

*.myco.lan

注 :このドメイン範囲はoracle.myco.lanのデータの

鮮度に関するタスクをブロックしますが、ドメインが明

示的に許可されている場合 (sqlserver.myco.lanな

ど)、ブロックされたドメイン範囲では、その中の特定

のドメインをブロック解除できます。

(ブロッ

ク)
-

例 2 - ファイルデータ

fileserv.myco.lanにファイルデータC:\Shared\employees.csvがあるとします。このデータへの

Bridgeアクセスを有効にするには、マシンのドメインをプールにマッピングします。次のいずれかのドメ

インをプールに指定できます。

l オプション#1: *.lan
l オプション#2: *.myco.lan
l オプション#3: fileserv.myco.lan

注 :ホストマシンは、「共有」フォルダーへのネットワークアクセスを許可する必要があります。

ステップ4:クライアントをプールに追加する

以下の手順に従って、まだプールに割り当てられていないクライアントを割り当てます。

注 :すべてのデータの鮮度に関するタスクをサポートするには、プール内のクライアントがBridge

2021.4 (またはそれ以降 )を実行していることを確認します。

1. [Bridge]タブの [割り当てられていないクライアント]テーブルで、プールに割り当てるクライアン

トに移動し、[割り当て]をクリックします。

2. [プール]ドロップダウンメニューで、クライアントに関連付けるプールを選択します。

3. プールに割り当てる未割当の各クライアントに対して、ステップ2を繰り返します。

プールのトラブルシューティング

以下のいずれかのエラーが発生すると、Bridge の更新ジョブは失敗します。

以下のエラーは、[ジョブ]ページと[抽出以外のバックグラウンドタスク]管理ビューで確認できます。
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l "errorID=NO_POOLED_AGENTS_ASSIGNED"

この問題は、既定のプールに特有のもので、次のいずれかの理由で発生する場合がありま

す。

l サーバーアドレスまたはデータソースの IPアドレスがプライベートネットワーク許可リ

ストで指定されたドメインと一致しない場合。その結果、クライアントが割り当てられ

ていないデフォルトプールに更新ジョブが送信されてしまいます。

この問題を解決するには、1)許可リストにデータソースが使用するドメイン(サー

バーアドレスまたは IPアドレス)が含まれていること、および、2)そのドメイン(サー

バーアドレスまたは IPアドレス)に少なくとも1つのプールが関連付けられていること

を確認します。詳細については、ステップ3:プールのドメインを指定するを参照して

ください。

l 既定のプールにクライアントがない場合。この問題を解決するには、少なくとも1つ

のBridge 2020.2 (またはそれ以降 )のクライアントを既定のプールに追加します。詳

細については、ステップ4:クライアントをプールに追加するを参照してください。

l "errorID=NO_POOLED_AGENTS_ASSIGNED_NAMED_POOL"

この問題は、名前が付いているプールにクライアントがない場合に発生する可能性があり

ます。この問題を解決するには、少なくとも1つのBridge 2021.4 (またはそれ以降 )のクラ

イアントを名前が付いているプールに追加します。詳細については、「ステップ4:クライアント

をプールに追加する」を参照してください。

l "errorID=NO_AGENT_IN_POOL_SUPPORTS_REMOTE_EXTRACT_REFRESH"

この問題は、プール内に少なくとも1つのBridge 2020.2 (またはそれ以降 )のクライアントが

ないときに、更新ジョブを実行しようとした場合に発生する可能性があります。この問題を

解決するには、少なくとも1つのBridge 2020.2 (またはそれ以降 )のクライアントをプールに

追加します。詳細については、ステップ3:プールのドメインを指定するを参照してください。

l "errorID=NO_POOLED_AGENTS_CONNECTED"
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この問題は、データの鮮度に関連するタスクを実行するときに、プール内のクライアントが使

用できない場合に発生する可能性があります。詳細については、上記のBridgeクライアント

のプールの構成セクションを参照してください。

l クライアントで発生する"errorID=REMOTE_EXTRACT_REFRESH_ALL_AGENTS_
BUSY"または "errorMessage: Maximum concurrency reached"

この問題は、特定の時間に実行されている更新ジョブの数がクライアントのプールの容量を

超えた場合に発生する可能性があります。この問題を解決するには、次のいずれかを実行

できます。

l プールにクライアントを追加します。詳細については、ステップ4:クライアントをプールに

追加するを参照してください。

l 各クライアントの接続プール設定で、プールのサイズを大きくします。詳細について

は、Bridgeクライアントの設定の変更を参照してください。

l "errorID= AGENTS_IN_POOL_REQUIRE_UPGRADE"

Tableau 2021.4以降、この問題は、データの鮮度に関するタスクを実行するためにプール

内のクライアントをBridge 2021.4 (またはそれ以降 )にアップグレードする必要がある場合に

発生する可能性があります。クライアントのアップグレードに関する詳細については、Bridge

のインストールを参照してください。

Bridge クライアントがサインアウト中です

この問題は、同じWindowsサービスアカウントで多数のクライアントを展開する場合に発生する

可能性があります。1つのWindowsサービスアカウントで実行されているクライアントが10個を超

えている場合、アカウントのセキュリティ対策によってクライアントがログアウトされる可能性がありま

す。詳細については、「Windowsサービスアカウント」を参照してください。

その他の潜在的なプーリングに関する問題

プーリングに関連する問題を診断する場合は、Bridgeクライアントのマシン上で、クライアントの次

のログファイルを確認することを検討してください。tabbridgeclijob_<process_id>、

jprotocolserver_<process_id>、stdout_jprotocolserver_<process_id>詳細については、Bridge

クライアントの設定の変更を参照してください。
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Bridgeクライアントのプールの管理

プールされたBridgeクライアントは、いくつかの方法で管理できます。

データの鮮度に関連するタスクの監視

[ジョブ]ページと組み込みの管理ビューを併用して、クライアントのアクティビティを監視できます。

ライブクエリ

ライブクエリのアクティビティを監視する場合、ブリッジ接続されたデータソースへのトラフィック管理

ビューを使用できます。

ジョブの更新

ジョブの更新を監視するには、次のリソースを使用できます。

l [ジョブ]ページ: [ジョブ]ページには、完了したジョブ、進行中のジョブ、保留中のジョブ、キャ

ンセルされたジョブ、Onlineスケジュールを使用する一時停止中のBridge更新ジョブが表

示されます。詳細については、「Bridgeの更新ジョブについて」を参照してください。

l [抽出以外のバックグラウンドタスク]管理ビュー: [Bridge を介して抽出を更新 ]でフィル

ター処理した後、この管理者ビューには、Onlineスケジュールを使用するBridge更新ジョ

ブが表示されます。詳細については、抽出以外のバックグラウンドタスクを参照してくださ

い。

l [Bridge の抽出 ]管理ビュー:この管理者ビューには、OnlineスケジュールとBridge (レガ

シー)スケジュールの両方を使用するBridge更新ジョブが表示されます。このビューの詳細

については、Bridgeの抽出を参照してください。

l クライアントログを使用したデータソースまたはビューの作成 : クライアントによって生成され

たJSONログファイルを使用して、独自のデータソースとビューを作成し、更新ジョブを監

視します。詳細については、以下のクライアントによるジョブの更新セクションを参照してくだ

さい。
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複数接続のシナリオ

埋め込みデータソースを含むBridge抽出更新の接続では、複数のBridgeクライアントに接続で

きるため、複数のソースのデータを結合して単一のソースであるかのようにアクセスできます。この動

作は、パブリッシュされたデータソースとは異なります。

複数のパブリッシュされたデータソース接続では、1つのBridgeクライアントに割り当てる必要があ

ります。接続が競合するプールマッピングはサポートされていません。

シナリオ1

データソース1: Tableau Cloudを通じてデータソースに直接接続された、Snowflakeの埋め込み

データソース。

データソース2:オンプレミスの複数のデータベースをユニオンする接続がある、Snowflakeのパブリッ

シュされたデータソース。

プールマッピング

l 埋め込みデータソースの場合は、Snowflakeを[プライベートネットワーク許可リスト]に追

加しないでください。[接続 ]タブで接続タイプを編集し、ネットワークのタイプを[Tableau
Cloud]に設定します。

注 :データソースがTableau Cloudに直接アクセスできる場合、Bridgeを使用する必

要はありません。

l オンプレミスデータベースへのユニオン接続を持つSnowflakeのパブリッシュされたデータソー

スの場合、接続を[プライベートネットワーク許可リスト]に追加し、[接続 ]タブで接続タイプ

を編集し、ネットワークのタイプを[プライベートネットワーク]に設定します。

シナリオ2: サポートされていません

l 2つの接続を持つパブリッシュされたデータソース:接続 1はプール1に割り当てられ、接続

2はプール2に割り当てられます。
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クライアントによるジョブの更新

上記の管理ビューを使用して更新ジョブを監視する代わりに、独自のデータソースとビューを作成

して、Bridgeクライアントが実行する更新を監視することを考えます。これを行うには、クライアント

を実行しているマシン上のクライアントのJSONログファイルに、Tableau Desktopを使用して接

続します。

注 :クライアントのJSONログファイルは、仮想接続の更新をキャプチャしません。

JSONログファイルは、オブジェクト「k」と「v」で構成されています。「k」オブジェクトは更新ジョブを

キャプチャし、「v」オブジェクトは更新の詳細をキャプチャします。更新とその詳細には以下が含ま

れています。

l スケジュールタイプ- OnlineまたはBridge (レガシー)
l データソースのタイプと名前

l 更新の開始時刻と終了時刻、期間、アップロードとパブリッシュの時刻

l エラー

ステップ1:始める前に

1つのログファイルのデータからビューを作成する場合は、スキップしてステップ2 に進めます。

クライアントのデータが複数のログファイルにある場合は、ファイルをユニオンする必要があります。

以下の手順で説明するように、ログファイルをローカルでユニオンするスクリプトを作成するか、

Tableau Desktopを使用してユニオンを実行できます。

注 :

l 以下で説明する手順では、クライアントと同じマシンでTableau Desktopを実行しているこ

とを前提としています。

l プール内の異なるクライアントからの複数のログファイルを操作する場合は、クライアントの

複数のログファイルをユニオンすることに加えて、複数のクライアントからのログファイルを結

合することで、プール内の更新を監視できます。

l Tableau CloudのWebオーサリングから直接 JSONファイルに接続することは現在サポー

トされていません。詳細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を参照してくだ

さい。
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ステップ2: JSONログに接続する

データソースとビューを作成するには、Tableau Desktopを使用してクライアントのログファイルに接

続します。

1. Tableau Desktopを起動し、[接続 ]で [JSON ファイル]を選択します。次を実行します。

a. [スキーマレベルの選択 ]ダイアログボックスで、「k」オブジェクトの詳細を含めるために

最上位スキーマを選択し、オプションで「v」オブジェクトの詳細を含めるために「v」レベ

ルのスキーマを選択して、[OK]をクリックします。

b. 接続するログファイル (たとえば、C:\Users\taroyamada\Documents\マイTableau
Bridgeリポジトリ\Logs)を選択し、[開く]をクリックします。

2. (オプション)データソースページでログファイルを右クリックし、[ユニオンに変換 ]をクリックして

ユニオンを設定します。次を実行します。

a. [ワイルドカード(自動 )]タブを選択します。

b. [検索 ]の横で、クライアントのログフォルダーがパスに表示されていることを確認しま

す。

c. [一致するパターン]で、「ExtractRefreshMetrics_*」と入力し、[OK]をクリックしま

す。

3. シートタブを選択して分析を開始し、ビューを作成します。

4. 終了したら、データソースとビューを個別にTableau Cloudにパブリッシュします。パブリッシュ

後にデータソースのBridge (レガシー)スケジュールを設定すると、データソースを最新の状

態に保つことができます。

新しいログファイルが生成されたり、あるログ固有の制限に達して古いログファイルが削除されたり

する場合があるため、作成するデータソースとビューは警告なしに変更される可能性があることに

注意が必要です。ログ固有の制限とその調整方法の詳細については、Bridgeクライアントの設定

の変更を参照してください。

プールとクライアントを管理する

[Pooling (プール)]セクションには、Bridge展開のプールとクライアントに関連する情報が含まれた

最大 5つのテーブルを表示できます。

プールについて
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最初のテーブルは、割り当てられたプールごとに整理されたサイトに登録されているクライアントで

構成されます。

2番目のテーブル [割り当てられていないクライアント]には、プールに割り当てられていないクライア

ントが示されます。ほとんどの場合、これらのクライアントは、ライブクエリを負荷分散して更新ジョ

ブを抽出する前に、プールに割り当てる必要があります。その他の場合、このテーブルのクライアン

トは、Bridge (レガシー)スケジュールを使用したデータソースの更新専用に使用されることがあり

ます。

3番目のテーブル [デフォルトのプール]は、デフォルトプール内のクライアントを示しています。

Bridge 2021.4より前にプールを使用するように構成されたクライアントは、デフォルトでこのプール

に含まれます。既定のプールのドメインは特定のプライベートネットワークにアクセスするように構成

できないため、新しいプールを作成して特定のドメインにマッピングすることにより、アクセス範囲を

縮小することをお勧めします。
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最初の3つのテーブルに表示されるクライアントから、次の情報を取得できます。

l クライアント名 (コンピューター名とも呼ばれる)。クライアントをインストールして実行しているマ

シンの名前です。

l 所有者名 (ほとんどの場合、サイト管理者 )。これは、クライアントからTableau Cloudに対

して認証された(サインインした)ユーザーです。

l プールのステータスは、最初のテーブルにのみ適用され、1)プールに割り当てられたクライアン

トがあるかどうか、2)クライアントが接続されていて、データの鮮度に関するタスクを処理でき

るかどうか、または3)プール内のすべてのクライアントが切断されているためにプールがオフラ

インになっているかどうかを示すことができます。

l クライアントのバージョン:

l クライアントが最新バージョンのBridgeを実行していない場合、この列に警告アイコ

ン( )が表示されます。必須ではありませんが、最新のセキュリティ更新と機能更

新を利用するためにアップグレードすることを強くお勧めします。最新バージョンの

Bridgeをダウンロードするには、Tableau Webサイトのダウンロードページにアクセス

してください。

注 :警告アイコンは、ダウンロード可能な新しいクライアントがある場合にのみ表示さ

れます。警告アイコンは、クライアント、関連するBridgeデータソース、または仮想接

続に問題があることを示すものではありません。

l 接続ステータス—詳細については、以下のセクションクライアントの接続ステータスを参照し

てください。

l 前回の接続 - Tableau Cloudが最後にクライアントに接続した日時を示します。
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プライベートネットワークの許可リストについて

4番目のテーブルである[許可リストのレジストリ]には、プールの範囲が設定されているドメインの

リストが含まれています。

5番目のテーブルである[Allowlist Requests (許可リスト要求 )]には、ユーザーが仮想接続を

作成しようとしたときに、接続を要求した保留中のドメインが示されます。これらのドメイン要求に

は、できるだけ早く対処して、仮想接続ワークフローからユーザーをブロック解除する必要がありま

す。

クライアントの接続ステータス

クライアントのリストにある色付きの四角とステータスラベルは、データの鮮度に関するタスクをサ

ポートするクライアントの可用性を示します。

l 緑色、つまり[接続済み]:緑色、つまり[接続済み]は、クライアントが接続されていて、ライ

ブクエリと抽出更新をサポートできる状態であることを示します。

l 赤色、つまり「接続解除済み」:赤色、つまり接続解除済み状態は、クライアントが何らか

の状況で一時的に接続解除状態になっていることを示します。最も一般的なシナリオとし
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て、クライアント自体を実行していない、または起動後にTableau Cloudとの通信を確立す

ることができなかった、などがあります。カーソルをステータスに合わせると、状況を説明する

ツールヒントが表示されます。

注 :クライアントが切断された状態の場合、ライブクエリが中断される可能性があります。こ

のような場合、ライブクエリを使用するデータソースまたは仮想接続に依存するビューは、問

題が解決されるまで適切に表示されない場合があります。

上記の状態は、クライアントに表示されるステータスに対応しています。

Bridgeクライアントについて

このトピックでは、Bridgeクライアントと、それを実行および使用するための要件について説明しま

す。ほとんどの場合、サイト管理者はクライアントのインストールと管理を担当します。

LinuxおよびWindowsのクライアントの概要

l Tableau Cloudとプライベートネットワークデータの間の接続を有効にするには、Bridgeクラ

イアントが必要です。

l Tableau Bridgeクライアントを無人で実行できるようにするには、サイトで [接続されたクライ

アント]オプションを有効にする必要があります。有効にすると、Tableau認証で多要素認

証がサポートされます。

l クライアントセッションは、BridgeクライアントからTableau Cloudへのサインインが成功した

後に生成される更新トークンによって管理されます。更新トークンは14日間使用されな
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かった場合、有効期限切れになります。更新トークンの有効期限が切れた後は、Tableau
Cloudに新たにサインインする必要があります。更新トークンが定期的に使用されている場

合、その有効期限は、サイトがアクティブ化された時期よって異なります。2023年 6月

(Tableau 2023.2)以降にアクティブ化されたサイトで生成された更新トークンは、180日後

に有効期限切れになります。その他のサイトで生成された更新トークンは、1年後に有効

期限切れになります。

l 1台のマシンにインストールできるクライアントは1つだけです。

l クライアントを実行しているマシンに適切なデータベースのドライバーがインストールされてい

る必要があります。

l 抽出接続の場合、クライアントからTableau Cloudにサインインするユーザーには、

Creator、Explorer (パブリッシュ可能 )、または2種類のサイト管理ロール (サイト管理者

Creatorとサイト管理者 Explorer)のいずれかを設定する必要があります。ユーザーがサ

イト管理者でない場合は、コンテンツの所有者である必要があります。

l ライブ接続の場合、クライアントからTableau Cloudにサインインするユーザーには、2種類

のサイト管理ロール (サイト管理者 Creatorとサイト管理者 Explorer)のいずれかを設定

する必要があります。

l ライブ接続を維持するため、Tableauコンテンツが接続するデータベースには公共のイン

ターネットからアクセスすることはできません。

Linux Bridgeクライアントについて

Tableau BridgeクライアントをLinux上のコンテナ内にデプロイできます。LinuxでBridgeを使用

するには、カスタマイズされたDockerイメージを作成し、RPMパッケージをインストールして、コンテ

ナイメージ内からBridgeを実行する必要があります。Bridge for Linuxをコンテナ用にインストー

ルするを参照してください。

Windows Bridgeクライアントについて

クライアントが実行中である場合は、クライアントがインストールされているマシンのWindowsシス

テムトレイからクライアントにアクセスできます。
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クライアントの構成要素は以下のとおりです。

1. クライアント名は、クライアントがインストールされているマシンの名前でもあります。

2. 接続状態は、クライアントがTableau Cloudに接続されているかどうかを示します。

3. サイト:クライアントが登録されているTableau Cloudのサイトを指します。

4. 設定メニューには、エラー報告を無効にしたり、クライアントとサイトのリンクを解除するための

オプションがあります。

5. データソース:既定ではこの領域に、サイト全体のクライアントによって負荷分散 (またはプー

ル)されているライブクエリの一覧が表示されます。このリストには、Bridge (レガシー)のスケ

ジュールを使用して、この特定のクライアントに割り当てられたデータソースを含めることもで

きます。

注 :このリストには、Onlineスケジュールを使用して更新したデータソースまたは仮想接続は

表示されません。Onlineスケジュールを使用して更新したデータソースまたは仮想接続を

表示するには、[ジョブ]ページに移動し、[Bridge Refreshes (ブリッジの更新 )]のフィルター

を実行します。
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6. プール状態 :データソースがクライアントプールの一部であるかどうかを示します。

l ライブ:ライブ状態は、データソースがライブ接続されていて、クライアントのプールの

一部であることを示します。注 :ライブ接続を使用した仮想接続は、このリストには

表示されません。

l 空白 :空白の状態は、クライアントがプールの一部ではないことを示します。これは、

データソースにBridge (レガシー)のスケジュールが使用されているためです。

7. レガシーオプション:これらのオプションは、カーソルを合わせると表示されます。接続情報を

編集または表示したり、スケジュールに移動したり、Bridge (レガシー)スケジュールを使用

するデータソース(カーソルを合わせると表示される)の手動更新を実行したりします。

8. クライアントモードは、クライアントをWindowsアプリケーションまたはサービスとして実行し

ているかどうかを示します。詳細については、次のセクションを参照してください。

抽出接続のWindows要件

l 抽出を更新するには、クライアントをWindowsのサービスとして実行するか、アプリケーショ

ンとして実行します。

l クライアントをアプリケーションとして実行するように設定している場合、更新が完了するの

は、Windowsユーザーがマシンの電源を入れてログオンし、Bridgeを実行しているときのみ

です。

マシンの電源がオフになったときや、ユーザーがWindowsをログオフしたとき、またはクライア

ントを終了したときは、そのクライアントで実行している(プールまたは手動による)データ

ソースまたは仮想接続の更新がTableau Cloudに届かず、データソースまたは仮想接続

はユーザーが次回サインインするまで更新されません。この間、コンテンツの所有者は

Tableau Cloudから更新失敗通知のメールを受信します。詳細については、「Bridgeを介

したデータ更新の停止」を参照してください。

l ファイルベースのデータソースの更新を問題なく完了するために、サービスとして実行するよ

うに設定されているクライアントは、マッピングされたドライブパスではなく、ソースファイルのフ

ルUNCパスを参照する必要があります。たとえば、"C:\Data\file.csv"の代わりに

"\\filesrv\Data\file.csv"を使用します。
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アプリケーションとして実行するように設定されているクライアントについては、フルUNCパスも

参照することを強くお勧めしています。詳細については、「データソースのファイルパスの変

更」を参照してください。

ライブ接続のWindows要件

l ライブクエリを実行するには、クライアントをWindowsのサービスとして実行するか、

Windowsのアプリケーションとして実行します。

l Tableau Cloudサイトごとに、ライブ接続を維持する複数のクライアントを持つことができま

す。それらのクライアントを使用して抽出の更新を行うこともできます。

l クライアントをアプリケーションとして実行するように設定している場合、ライブクエリが発生す

るのは、Windowsのユーザーがコンピューターの電源を入れてログオンし、Bridgeを実行して

いるときのみです。

コンピューターの電源がオフになったときや、ユーザーがWindowsをログオフしたとき、またはク

ライアントを終了したときは、データソースまたは仮想接続の更新がTableau Cloudに届か

ず、コンテンツは最新に維持されません。

アプリケーションモード対サービスモード

クライアントは、アプリケーションモードまたはサービスモードのいずれかで動作します。

クライアントを実行できるモードは、クライアントを実行しているWindowsユーザーアカウント、クライ

アントが登録されているTableau Cloudのサイト設定、および一般的なデータの鮮度のニーズに

よって異なります。

l アプリケーション:クライアントをアプリケーションモードで実行するように設定すると、Windows

のアプリケーションとして実行します。

このモードでは、専任のユーザーがWindowsにログオン中に、クライアントは、プライベート

ネットワークデータに接続するコンテンツのためのライブクエリやスケジュールされた更新を実

行することができます。専任のユーザーがWindowsからログオフすると、クライアントはライブ

クエリやスケジュールされた抽出の更新を維持できなくなります。
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l サービス:クライアントをサービスモードで実行するように設定すると、Windowsのサービスと

して実行します。

このモードでは、ユーザーがWindowsからログアウトした場合でも、クライアントは実行を継

続します。サービスモードでクライアントを実行するには、Windowsユーザーアカウントが

ローカル管理者グループのメンバーである必要があります。このモードは、ライブクエリとスケ

ジュールされた更新を負荷分散するプールされたクライアントに推奨されます。サービスモー

ドが既定のモードです。

モードのガイドライン

スケジュールされた更新を使

用した抽出接続

ライブ接続

アプリケーションモード l すばやく設定して、クライアントがコンテンツを最新に維

持していることを検証します。

l クライアントがデータの鮮度のタスクを実行するタイミング

をさらに厳密に制御できます。

l ユーザーはマシンのローカル管理者である必要はありま

せん。

l ユーザーはWindowsにログオンしている必要がありま

す。

サービスモード l クライアントの設定を一度行います。マシンを再起動す

る必要がある場合、クライアントはTableau Cloudに自

動的に再接続します。

l Windowsユーザーアカウントがマシンのローカル管理者

グループのメンバーである必要があります。さらに、ファイ

ルベースのデータソースを更新するには、アカウントは、

ファイルデータがホストされているネットワーク共有ドライ

ブにドメインアクセスできる必要があります。

l ユーザーはWindowsにログオンしている必要はありませ

ん。

負荷分散更新に推奨されま

す。詳細については、Bridge

クライアントのプールの構成を

ロードバランシングライブクエ

リに推奨されています。詳細

については、Bridgeクライアン
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参照してください。 トのプールの構成を参照してく

ださい。

Windowsクライアントの要件

クライアントを実行して使用するには、特定の要件セットと、データの鮮度に関するタスクに固有の

その他の要件を満たす必要があります。

主要な要件

l クライアントは、Windowsの64ビットバージョンでのみ実行できます。

l Tableauでは、Bridgeクライアントをファイアウォールの内側にある専用マシンにインストール

することを推奨しています。

l クライアントを実行しているマシンは、同じWindowsドメイン上にあることに加えて、データ

ソースまたは仮想接続で指定された参照元データベースにアクセスできる必要があります。

l マシンとWindowsユーザーの両方から、データソースまたは仮想接続で指定された参照

元データにアクセスできる必要があります。

l Tableau Cloudの[接続されたクライアント]オプションを有効にしておくと、クライアントを無人

で実行できます。有効になっている場合は、Tableau認証で多要素認証もサポートされま

す。この接続されたクライアントオプションの詳細については、Tableau Bridgeの接続された

クライアントの要件を参照してください。

詳細については、Bridgeはスケールアップとスケールアウトをできるように設計されています。Bridge

の展開を設計する際は、次の点を考慮してください。を参照してください。

サービスモードのその他の要件

l クライアントをサービスモードで実行するには、Bridgeを実行しているWindowsユーザーア

カウントが、マシンのローカル管理者グループのメンバーである必要があります。ユーザーは

Windowsにログオンしている必要はありませんが、マシンの電源がオンになっており、
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Windowsを実行している必要があります。

l クライアントをサービスモードで使用しており、ネットワーク共有ドライブでホストされている

ファイルデータに接続している場合、アカウントは、ネットワーク共有ドライブにドメインアクセ

スできる必要があります。

サービスモードで実行中のクライアントの修復

何らかの原因によって、コンテンツの接続が正常に行われなくなることがあります。この場合にはア

ラートが表示され、通常、問題の原因についての情報が記載されています。ただし、Tableau

Cloudでアラートにトラブルシューティング情報を記載できず、Tableau Bridgeをサービスとして実

行する場合、[修復 ]コマンドを使用して接続をリセットしてみることができます。

サービスモードでクライアントを修復するには、Windowsシステムトレイで [ブリッジ]アイコンを右ク

リックし、[修復 ]を選択します。これによりサービスの停止と再起動が行われ、問題が解決する場

合もあります。

一時ファイル

Bridgeの一時ファイルはC:\Users\<username>\AppData\Local\Tempフォルダーにあり

ます。

一時ファイルは、Tableau Cloudに接続したとき、またはクライアントを閉じた後に定期的に削除さ

れます。

l TEMP_*ファイルは、リフレッシュ後に削除されます。

l hyper_ファイルは、Bridgeクライアントを閉じた後に削除されます。

l TableauTempフォルダーは、システム要件により削除されません。

cleanUpTempDirOnStartUp クライアント設定は、Bridgeクライアントを起動したときに一時

ファイルを削除するかどうかを決定します。falseに設定すると、一時ファイルは削除されません。
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Bridgeクライアントの設定の変更

Bridgeクライアントでは、サイト管理者がクライアントの実行方法を変更するために構成できるいく

つかの設定があります。データソースの所有者がBridge (レガシー)スケジュールを実行するために

自分のクライアントを保持している場合は、このトピックで説明するタスクの一部を担当することが

あります。

Windowsクライアントの設定

Windowsクライアントの場合、設定ファイルの既定の場所は、C:\Users\jsmith\Documents\マイ

Tableau Bridgeリポジトリ\Configuration\TabBridgeClientConfiguration.txtです。構成ファイルに

加えた変更を有効にするには、クライアントを再起動する必要があります。

設定 設定オプション Wind-
ows
用に

設定

可能

か?

説明

serviceConnectionSet-

tings

serviceUrl 不可 Tableauサイトの

URL。

proxyServer 可 プロキシサーバーと

ポート。「プロキシ

サーバーの構成」を

参照してください。

connection connectTimeout 可 Tableau Cloudに

接続しようとするとき

のBridgeクライアン

トの待機時間。

既定値 : 1分

operationTimeout 可 Tableau Cloudに

正常に接続した
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後、各サーバー

(VizPortalなど)の
APIを呼び出す

Bridgeクライアント

の待機時間。

既定値 : 15分

maxAttemptsToRedirec-

tHttpRequests

可 サーバーへのAPI
呼び出しは、POD
からPODにリダイレ

クトできます。この

数は、サーバーAPI
呼び出しごとにリダ

イレクトできる最大

数を指定します。

既定値 : 20

connectionPool Size 可 オンラインスケ

ジュールに適用され

ます。

ログイン時に生成さ

れる更新トークンの

数です。Bridgeクラ

イアントは、

Tableau Cloudへの

接続が必要な場合

に更新トークンを使

用します。複数の

更新ジョブが同時に

処理され、各ジョブ

に1つのトークンが

必要です。
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既定値 : 10

最小値 : 1

最大値 : 100

この値を変更するに

は、クライアントのリ

ンクを解除する必

要があります。

dataSourceRefreshSet-

tings

shutdownTimeoutInSec-

onds

N/A 廃止されました。サ

ポートされていませ

ん。

downloadDataSourcesI-

nterval

可 レガシースケジュー

ルのクライアントに

割り当てられている

ライブデータソース

と抽出データソース

の名前を、一時的

にダウンロードする

時間間隔。

既定値 : 30分

checkRefreshDataSour-

cesInterval

可 Bridgeクライアント

がクライアントに割り

当てられたデータ

ソースをチェックし

て、レガシースケ

ジュールで更新が

必要かどうかを確認

する時間間隔。

既定値 : 5秒
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extractRefreshTimeou-

t

可 クライアントが実行

する更新に時間制

限を設けます。タイ

ムアウト制限は、1
つの抽出が更新を

完了させるために許

容される最長時間

であり、この時間を

過ぎると抽出はクラ

イアントによりキャン

セルされます。タイム

アウト制限に達した

ために抽出更新が

キャンセルされると、

クライアントにメッ

セージが表示され、

データソースの所

有者にメールアラー

トが送信されます。

既定値 : 24時間

仮想接続の場合、

抽出更新のタイム

アウト制限の既定

値は2時間であり、

Tableau Cloudによ

り制御されていま

す。この時間の制

限はBridgeクライ

アントでは制御でき

ません。

maxRemoteJobConcurre-

ncy

可 オンラインスケ

908 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



ジュールに適用され

ます。

クライアントが許容

するリモート更新

ジョブの最大数。こ

の設定値は、

connectionPool

の値以下である必

要があります。CPU

やRAMなどのマシ

ンの性能に合わせ

て最大値を調整し

ます。クライアントの

再起動が必要で

す。

既定値 : 10

最小値 : 1

最大値 :

conectionPool

の値

JSONLogForExtractRef-

resh

可 trueに設定すると、

クライアントは追加

のログファイルを

JSON形式で生成

します。このログは、

レガシー更新とリ

モート更新の両方

について、抽出更

新のメトリクスを抽
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出ごとに1行で取

得します。

JSON形式のログ

ファイルはTableau

Desktopで読み取

ることができ、ライブ

Vizを作成するため

のデータソースとし

て使用できます。詳

細については、

「JSONファイル」を

参照してください。

ログファイルの例は

次のとおりです。

ExtractRefresh-

Metrics_

<

timestamp

>.json

この設定オプション

の値を変更するに

は、Bridgeクライア

ントを再起動する

必要があります。

loggerSettings

設定オプションは

JSONログファイル

に適用されます。
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既定値 : false

dataSources 不可 レガシーのスケ

ジュール更新ジョブ

に適用されます。

ユーザーは編集でき

ません。

ファイルベースのデー

タソースについて、

マッピングされたロー

カルファイルの場所

のリストを提供しま

す。

loggerSettings maxLogFileSizeInMB 可 ログファイルの最大

サイズ (MB)。ログ

ファイルがそのサイズ

制限を超過する場

合、新しいログファ

イルが作成されま

す。

既定値 : 25 MB

maxBackupLogFileCoun-

t

可 許容されるBridge
ログファイルの最大

数。ログファイルの

数が制限を超える

と、最も古いログ

ファイルが削除され

ます。

既定値 : 40

remoteRequestLogFile- 可 クライアントに送信
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LifeSpan されるBridge更新

ジョブごとに、新しい

ログファイルのセット

が作成されます (
tabbridgeclijo-

b_<process_

id、データソースが

JDBCベースの場

合は

fjprotocolserv-

er_<process_

id>, and

stdout_

jprotocolserve-

r_<process_

id>)。

ログファイルの数が

maxBackupLogFi-

leCountを超過し

た場合、ログファイ

ルが削除されずに

Logsフォルダーに

残っている最大時

間の既定値は8時

間です。それ以外

の場合、これらのロ

グファイルは無期限

に残りますが、ログ

ファイルの数は

maxBackupLogFi-

leCountより少な

いか、同じになりま
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す。

<process_id>

は、Windowsプロセ

スIDです。

既定値 : 8時間

dataSyncRestartInter-

val

N/A 廃止されました。サ

ポートされていませ

ん。

internetConnectionMo-

nitorInterval

可 有効な接続がある

かどうかを判断する

ためにBridgeがイン

ターネットにpingを

送信する間隔。

既定値 : 30秒

secureStorageMonitor-

Interval

N/A 廃止されました。サ

ポートされていませ

ん。

cleanUpTempDirOnStar-

tUp

可 Bridgeクライアント

の起動時に一時

ファイルを削除する

かどうかを決定しま

す。

既定値 : true

JSONLogForLiveQuery 可 trueに設定すると、

クライアントは追加

のログファイルを

JSON形式で生成

します。ログは、抽
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出ごとに1行で、ラ

イブクエリ要求のメ

トリクスを取得しま

す。

JSON形式のログ

ファイルはTableau

Desktopで読み取

ることができ、ライブ

Vizを作成するため

のデータソースとし

て使用できます。詳

細については、

「JSONファイル」を

参照してください。

ログファイルの例は

次のとおりです。

LiveQueryMetri-

cs_

<

timestamp

>.json

この設定オプション

の値を変更するに

は、Bridgeクライア

ントを再起動する

必要があります。

loggerSettings

設定オプションは
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JSONログファイル

に適用されます。

既定値 : true

プロキシサーバーの構成

構成ファイルに加えた変更を有効にするには、クライアントを再起動する必要があります。

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau Bridgeリポジトリの

Configurationフォルダーに移動します。

2. TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを開きます。

3. proxyServerを追加し、URLとポート番号を指定します。

"serviceConnectionSettings" : {

"serviceUrl" : "https://online.tableau.com",

"proxyServer" : {

"serverName" : "http://localhost",

"serverPort" : 8888

},

"connection" : {

"connectTimeout" : "00:01:00",

"operationTimeout" : "00:15:00",

"maxAttemptsToRedirectHttpRequests" : 20

},

"connectionPool" : {

"size" : 20

}

},

4. ファイルを保存して閉じます。

5. 変更を有効にするには、クライアントを終了して再起動します。
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クライアントを再起動する方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、

サービスモードで実行しているかによって異なります。

l アプリケーションモードの場合、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

l サービスモードの場合、[モード]ドロップダウンメニューより[アプリケーション]を選択

し、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。

更新のタイムアウト制限の構成

抽出または更新の誤用を制御するには、クライアントが実行する更新の時間制限 (タイムアウト

制限とも呼ばれます)を適用できます。タイムアウト制限は、1つの抽出が更新を完了させるため

に許容される最長時間であり、この時間を過ぎると抽出はクライアントによりキャンセルされます。

注 :仮想接続の抽出の場合、既定の抽出更新タイムアウトの制限は2時間であり、Bridge

クライアントでは制御できません。別の方法として、既定の2時間以内に更新するように仮

想接続を変更するか、パブリッシュされたデータソースに切り替えることができます。

クライアントのタイムアウト制限は、既定で24時間に設定されています。クライアントのタイムアウ

ト制限は、Bridgeの構成ファイルで変更できます。タイムアウト制限に達したために抽出更新が

キャンセルされると、クライアントにメッセージが表示され、データソースの所有者にメールアラート

が送信されます。

構成ファイルに加えた変更を有効にするには、クライアントを再起動する必要があります。

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau Bridgeリポジトリの

Configurationフォルダーに移動します。

2. TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを開きます。

3. extractRefreshTimeoutの横で、更新タスクの完了までに許可された時間を変更し

ます。
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注 :設定ファイルにパラメーターが表示されない場合は、"extractRefreshTimeout"と

望ましい更新時間をdataSourceRefreshSettings設定に追加できます。

4. ファイルを保存して閉じます。

5. 変更を有効にするには、クライアントを終了して再起動します。

クライアントを再起動する方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、

サービスモードで実行しているかによって異なります。

l アプリケーションモードの場合、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

l サービスモードの場合、[モード]ドロップダウンメニューより[アプリケーション]を選択

し、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。

Bridgeログファイルの管理

クライアントは、正常動作の一環としてアクティビティのログを作成します。更新をモニタリングする場

合や、Bridgeの問題をトラブルシューティングする場合、またはTableauサポートが問題を解決す

るためにログを要求する場合に、これらのログの使用が必要になる場合があります。

Bridgeログファイルのサイズを管理したり、TabBridgeClientConfiguration.txtファイルでログファイ

ルが削除されるまでの時間を長くしたりすることができます。
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注 :tabprotosrv*という名前のログファイルは、他のBridgeログファイルとは異なります。ログファイ

ルの最大サイズは1 MBで、許可される最大数は8,192です。また、これらの値は構成できませ

ん。

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau Bridgeリポジトリの

Configurationフォルダーに移動します。

2. TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを開きます。

3. loggerSettingsの隣にある以下のパラメーターの値を変更することができます。

"maxLogFileSizeInMB" : 25

"maxBackupLogFileCount" : 40

"remoteRequestLogFileLifeSpan" : "08:00:00"

4. ファイルを保存して閉じます。

5. 変更を有効にするには、クライアントを終了してから再起動します。

クライアントを再起動する方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、

サービスモードで実行しているかによって異なります。

l アプリケーションモードの場合、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

l サービスモードの場合、[モード]ドロップダウンメニューより[アプリケーション]を選択

し、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。

Bridgeプールのサイズの管理

既定では、プール内の各クライアントは、一度に最大 10個の更新ジョブを負荷分散できます。

特定の時間に実行されている更新ジョブの数がクライアントプールの容量を超えた場合、または

その超過に対応するハードウェアリソースがある場合は、各クライアントの容量を増やすことを検

討してください。
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Windowsでは、このプロシージャでクライアントのリンクを解除する必要があります。リンクを解

除すると、サイトとクライアントとの関連付けが解除されます。つまり、Bridge (レガシー)スケ

ジュールを使用して更新されるデータソースでは、クライアントのリンクを解除すると、それらの

データソース、そのスケジュール、およびクライアントからの接続情報への関連付けが解除され

ます。Bridgeプールのサイズを変更する際は、再スケジュールプロセス(ステップ10)を円滑に

行えるように、WindowsシステムトレイのBridgeアイコンをクリックして、一覧表示されている

データソース(ステップ5)を確認することをお勧めします。

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau BridgeリポジトリのConfiguration

フォルダーに移動します。

Configurationフォルダーの既定の場所は、C:\Users\jsmith\Documents\マイTableau

Bridgeリポジトリ\Configurationです。

2. TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを開きます。

3. ConnectionPoolの横にある値を編集します。

4. ファイルを保存して閉じます。

5. WindowsシステムトレイでBridgeアイコンを右クリックし、[リンク解除 ]を選択します。

リンク解除オプションの詳細については、Bridgeを介したデータ更新の停止を参照してくださ

い。

6. 変更を有効にするには、クライアントを終了します。

クライアントの終了方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、サービス

モードで実行しているかによって変わります。

Tableau Software 919

Tableau Cloudヘルプ



l アプリケーションモードの場合、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

l サービスモードの場合、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。ダイアログ

ボックスで、[Exit client and stop activities (クライアントを終了してアクティビティ

を停止する)]チェックボックスをオンにし、[閉じる]をクリックします。

7. Bridgeを再起動します。

8. プロンプトが表示されたら、サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサ

インインします。

maxRemoteJobConcurrency設定の変更

1. クライアントをインストールしているマシンで、マイTableau Bridgeリポジトリの

Configurationフォルダーに移動します。

2. TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを開きます。

3. maxRemoteJobConcurrencyの横にある値を編集します。

4. ファイルを保存して閉じます。

5. 変更を有効にするには、クライアントを終了します。

クライアントの終了方法は、クライアントをアプリケーションモードで実行しているか、サービ

スモードで実行しているかによって変わります。
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l アプリケーションモードの場合、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

l サービスモードの場合、クライアントメニューから[終了 ]を選択します。ダイアログボッ

クスで、[Exit client and stop activities (クライアントを終了してアクティビティを停

止する)]チェックボックスをオンにし、[閉じる]をクリックします。

6. Bridgeを再起動します。

7. プロンプトが表示されたら、サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサ

インインします。

Windowsクライアントサービスを変更する

クライアントをプールに含めるには、クライアントをWindowsサービス(サービスモード)として実行す

る必要があります。既定では、クライアントはWindowsサービスとして実行するように設定されてい

るため、専用のユーザーがマシンにログインしなくても、バックグラウンドでライブクエリと更新を負荷

分散できます。クライアントをWindowsサービスとして実行するには、クライアントを実行する

Windowsユーザーアカウントがマシンのローカル管理者グループのメンバーである必要があります。

注 :データソースの所有者で、クライアントを自分で管理している場合、そのクライアントはプールに

含まれません。ただし、マシンにログオンしていない場合でも、Bridge (レガシー)のスケジュールを

バックグラウンドで実行する場合は、クライアントをWindowsサービス(サービスモード)として実行し

ている必要があります。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. [モード]のドロップダウンメニューから、[サービス]を選択します。サインインウィンドウが表示さ

れます。
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1. ローカル管理者の認証資格情報を入力します。

Windowsサービスのリストでは、Bridgeが「Tableau Bridge service」と表示されます。こ

れは、Windowsの [サービス]コンソールまたはタスクマネージャーの [サービス]タブで確認で

きます。

Windowsサービスとして実行するBridgeを停止する

クライアントをサービスとして実行しないようにするには、そのモードを変更します。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. [モード]のドロップダウンメニューから、[アプリケーション]を選択します。

クライアントをアプリケーションモードで実行している場合、ライブクエリおよびスケジュールされた更

新は、クライアントを実行しているマシンでユーザーがWindowsユーザーアカウントにログインして

いる場合にのみ実行できます。

クライアントが関連付けられているサイトの切り替え

クライアントを使用して、別のTableau Cloudサイトにパブリッシュされたコンテンツを最新の状態に

保つ必要がある場合は、既存のクライアントのリンクを解除して、クライアントから新しいサイトへの

認証を行うことができます。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. ドロップダウンメニューから、[リンク解除 ]を選択します。
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リンク解除により、クライアントからBridge (レガシー)スケジュールを使用するデータソース、

スケジュール、および接続情報のリストが削除されます。

3. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

4. プロンプトが表示されたら、サイト管理者の認証資格情報を使用して新しいサイトにサイン

インします。

5. クライアントを構成するには、次のいずれかまたは両方を実行します。

l このクライアントが、特定のクライアントに関連付けられたデータソースを更新する場

合は、データソースの所有者にデータソースを再構成してスケジュールを更新するよ

うに依頼します。

l このクライアントでライブ接続や、Onlineスケジュールを使用する抽出接続を行う必

要がある場合は、この新しいクライアントがプールの一部であることを確認します。詳

細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してください。

クライアントのリンクを解除する場合は、クライアントが更新していたデータソースのBridge (レガ

シー)スケジュールも削除する必要があります。他のデータソースでは、プール内の他の登録済みク

ライアントによってデータ更新タスクが引き続き実行されます。

詳細については、Bridgeを介したデータ更新の停止を参照してください。

Linuxクライアントの設定

構成設定を変更するには、TabBridgeClientConfiguration.txtファイルを編集し、更新されたファイ

ルを使用して新しいDockerコンテナを作成します。コンテナを作成および更新する方法の詳細に

ついては、「アプリケーションのコンテナ化」を参照してください。

設定 設定オプション Lin- 説明
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ux
用に

設

定

可

能

か?

serviceConnectionSett-

ings

serviceUrl 不

可

Tableauサイトの

URL。

proxyServer 可 プロキシサーバーと

ポート。

connection connectTimeout 可 Tableau Cloudに

接続しようとすると

きのBridgeクライア

ントの待機時間。

既定値 : 1分

operationTimeout 可 Tableau Cloudに

正常に接続した

後、各サーバー

(VizPortalなど)の
APIを呼び出す

Bridgeクライアント

の待機時間。

既定値 : 15分

maxAttemptsToRedirect-

HttpRequests

不

可

サーバーへのAPI
呼び出しは、POD
からPODにリダイレ

クトできます。この

数は、サーバーAPI
呼び出しごとにリダ
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イレクトできる最大

数を指定します。

既定値 : 20

connectionPool Size 不

可

オンラインスケ

ジュールに適用され

ます。

ログイン時に生成さ

れる更新トークンの

数です。Bridgeクラ

イアントは、

Tableau Cloudへ

の接続が必要な場

合に更新トークンを

使用します。複数

の更新ジョブが同

時に処理され、各

ジョブに1つのトーク

ンが必要です。

既定値 : 10

最小値 : 1

最大値 : 100

この値を変更するに

は、クライアントのリ

ンクを解除する必

要があります。

dataSourceRefreshSett-

ings

shutdownTimeoutInSeco-

nds

N/A 廃止されました。サ

ポートされていませ
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ん。

downloadDataSourcesIn-

terval

不

可

レガシースケジュー

ルのクライアントに

割り当てられている

ライブデータソース

と抽出データソース

の名前を、一時的

にダウンロードする

時間間隔。

既定値 : 30分

checkRefreshDataSourc-

esInterval

不

可

Bridgeクライアント

がクライアントに割り

当てられたデータ

ソースをチェックし

て、レガシースケ

ジュールで更新が

必要かどうかを確

認する時間間隔。

既定値 : 5秒

extractRefreshTimeout 可 クライアントが実行

する更新に時間制

限を設けます。タイ

ムアウト制限は、1
つの抽出が更新を

完了させるために許

容される最長時間

であり、この時間を

過ぎると抽出はクラ

イアントによりキャン

セルされます。タイ

ムアウト制限に達し
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たために抽出更新

がキャンセルされる

と、クライアントにメッ

セージが表示され、

データソースの所

有者にメールアラー

トが送信されます。

既定値 : 24時間

仮想接続の場合、

抽出更新のタイム

アウト制限の既定

値は2時間であ

り、Tableau Cloud

により制御されてい

ます。この時間の制

限はBridgeクライ

アントでは制御でき

ません。

maxRemoteJobConcurren-

cy

不

可

オンラインスケ

ジュールに適用され

ます。

クライアントが許容

するリモート更新

ジョブの最大数。こ

の設定値は、

connectionPool

の値以下である必

要があります。CPU

やRAMなどのマシ
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ンの性能に合わせ

て最大値を調整し

ます。クライアントの

再起動が必要で

す。

既定値 : 10

最小値 : 1

最大値 :

conectionPool

の値

JSONLogForExtractRefr-

esh

可 trueに設定すると、

クライアントは追加

のログファイルを

JSON形式で生成

します。このログは、

レガシー更新とリ

モート更新の両方

について、抽出更

新のメトリクスを抽

出ごとに1行で取

得します。

JSON形式のログ

ファイルはTableau

Desktopで読み取

ることができ、ライブ

Vizを作成するため

のデータソースとし

て使用できます。詳

細については、
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「JSONファイル」を

参照してください。

この設定オプション

の値を変更するに

は、Bridgeクライア

ントを再起動する

必要があります。.

既定値 : false

dataSources 不

可

レガシーのスケ

ジュール更新ジョブ

に適用されます。

ユーザーは編集で

きません。

ファイルベースのデー

タソースについて、

マッピングされたロー

カルファイルの場所

のリストを提供しま

す。

loggerSettings maxLogFileSizeInMB 不

可

ログファイルの最大

サイズ (MB)。ログ

ファイルがそのサイズ

制限を超過する場

合、新しいログファ

イルが作成されま

す。

既定値 : 25 MB

maxBackupLogFileCount 不 許容されるBridge
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可 ログファイルの最大

数。ログファイルの

数が制限を超える

と、最も古いログ

ファイルが削除され

ます。

既定値 : 40

remoteRequestLogFileL-

ifeSpan

不

可

クライアントに送信

されるBridge更新

ジョブごとに、新しい

ログファイルのセット

が作成されます (
tabbridgeclij-

ob_<process_

id、データソースが

JDBCベースの場

合は

fjprotocolser-

ver_<process_

id>, and

stdout_

jprotocolserv-

er_<process_

id>)。

ログファイルの数が

maxBackupLogF-

ileCountを超過

した場合、ログファ

イルが削除されずに

Logsフォルダーに

残っている最大時
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間の既定値は8時

間です。それ以外

の場合、これらのロ

グファイルは無期限

に残りますが、ログ

ファイルの数は

maxBackupLogF-

ileCountより少

ないか、同じになり

ます。

<process_id>

は、Windowsプロ

セスIDです。

既定値 : 8時間

dataSyncRestartInterv-

al

可 データ同期の再起

動間隔を設定しま

す。

internetConnectionMon-

itorInterval

不

可

有効な接続がある

かどうかを判断する

ためにBridgeがイ

ンターネットにping
を送信する間隔。

既定値 : 30秒

secureStorageMonitorI-

nterval

N/A 廃止されました。サ

ポートされていませ

ん。

cleanUpTempDirOnStart-

Up

不

可

Bridgeクライアント

の起動時に一時
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ファイルを削除する

かどうかを決定しま

す。

既定値 : true

JSONLogForLiveQuery 可 trueに設定すると、

クライアントは追加

のログファイルを

JSON形式で生成

します。ログは、抽

出ごとに1行で、ラ

イブクエリ要求のメ

トリクスを取得しま

す。

JSON形式のログ

ファイルはTableau

Desktopで読み取

ることができ、ライブ

Vizを作成するため

のデータソースとし

て使用できます。詳

細については、

「JSONファイル」を

参照してください。

この設定オプション

の値を変更するに

は、Bridgeクライア

ントを再起動する

必要があります。

既定値 : true
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Bridgeを介したデータ更新の停止

Bridgeスケジュールの実行中に、Tableau Bridgeを介したデータの更新を停止できます。

Bridgeの使用を停止すると、Bridgeに依存するデータソースに基づいたビューにはデータが表示さ

れなくなり、代わりに空白ページが生成されます。

Bridge (レガシー)スケジュールは、仮想接続の更新をサポートしていません。

Tableau Cloudを使用するように更新の接続タイプを変更する

既定では、パブリッシュされたデータソースに複数のデータ接続がある場合、Tableau Cloudは

Bridgeを使用します。複数のデータ接続タイプとは、少なくとも1つのパブリッククラウド接続と1つ

のオンプレミス接続を持つデータソースを指します。Onlineスケジュールの抽出更新の接続タイプを

編集して、BridgeではなくTableau Cloudを使用するように設定できます。

接続タイプを変更するには、以下の手順に従います。
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1. データソースの [接続 ]タブから[接続の編集 ]をクリックします。

2. ネットワーク接続タイプにBridgeを使用しないようにするには、[Tableau Cloud]を選択し

ます。接続タイプにBridgeを使用するには、[プライベートネットワーク]を選択します。

注 :データソースに関連するすべてのデータ接続を、同じ接続タイプに変更する必要

があります。
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Windowsクライアントを介したデータ更新の停止

このトピックでは、Bridgeスケジュールを実行しているときに、データソースの所有者がTableau

Bridge Windowsクライアントを通じてデータの更新を停止する方法について説明します。

データソースの削除

Bridgeの (従来の)スケジュールを使用するデータソースをクライアントが更新しないようにする方法

の1つは、クライアントからデータソースを削除することです。

1. Windowsシステムトレイを開きBridgeアイコンをクリックしてクライアントを開きます。

2. データソースにカーソルを合わせて、データソース名の横にある削除アイコンをクリックしま

す。

一時的または恒久的なBridgeの利用停止

l クライアントの使用を停止して、クライアントで実行されるデータソースの更新を一時的に停

止するには、システムトレイからクライアントを開いて、右上の設定メニューで [終了 ]を選択

します。

終了した場合、データソースと接続設定はそのまま残ります。

l クライアントを停止してTableau Cloudにリンクするデータソースを恒久的に削除するには、

システムトレイのTableau Bridgeアイコンを右クリックし、[リンク解除 ]を選択します。
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クライアントのリンク解除によっても、データベースやTableau Cloudアカウントの保存されて

いる認証資格情報を含め、すべての接続情報がクライアントから削除されます。

終了とリンク解除の影響

クライアントを終了し、クライアントが一時的に停止している間に次の更新が実施された場合、

データソースの所有者向けに、Tableau Cloudでアラートが表示され、メール通知が送信されま

す。

クライアントをリンク解除する場合は、クライアントが実行するBridgeの (従来の)スケジュールを

削除することをお勧めします。詳細については、以下で説明している、クライアントをリンク解除し

た後でBridgeの (従来の)スケジュールを削除する方法を参照してください。

クライアントをリンク解除した後でBridgeの (従来の)スケジュールを削除する

クライアントをリンク解除する場合は、クライアントが実行するBridgeの (従来の)更新スケジュー

ルも削除する必要があります。スケジュールが削除されない場合、更新はスケジュールどおりに試

行されます。このような場合、更新失敗通知を受け取ることがあります。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. [データソース]ページで、[抽出の更新 ]タブをクリックします。

3. スケジュールの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション] > [削除 ]を選択します。

サイトからクライアントを恒久的に削除する

サイトからクライアントを恒久的に削除すると、Bridgeの (従来の)スケジュールを設定するときにク

ライアントが表示されなくなります。
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1. Tableau Cloudにサインインし、アカウントの設定ページに移動します。

2. [接続されたクライアント]で、サイトから恒久的に削除するクライアントの横にある[削除 ]を
クリックします。

Bridgeのメールアラートの管理

スケジュールされた更新は、さまざまな理由で失敗する可能性があります。データソース所有者

は、これらの更新失敗に注意を払い、問題のトラブルシューティングを行って、データの鮮度に生じ

る空白を最小限に抑える必要があります。

メールアラートがサイト管理者によって有効にされている場合、所有するすべてのデータソースの

更新失敗についてメールアラートが送信されます。Bridgeのオンライン更新スケジュール (以前の

推奨スケジュール)またはBridge (レガシー)スケジュールを使用してデータソースの更新を促進す

る場合、受信するアラートの種類、アラートを受信するタイミング、および構成できるアラートは、

Tableau Cloudアラートの場合とは異なります。

注 :このトピックは、Bridgeデータソースにのみ適用されます。Bridgeから送信される仮想接続に

関するメールアラートは現在サポートされていません。

Bridge メールアラートの違い

l タイムアウトによる更新失敗メールは、タイムアウトの制限を超えた場合に送信されます。

Tableau Cloud上で直接実行する更新とは異なり、Bridgeの更新は24時間後にタイムア

ウトします (既定 )。ただし、サイト管理者は、各 Bridgeクライアントを介して、更新のタイム

アウト制限を大きくする(または小さくする)ことができます。詳細については、Bridgeクライア

ントの設定の変更を参照してください。

l データソース所有者は、更新失敗メールに加え、次の2つのシナリオで警告メールを受信

します。

l Bridge クライアントが実行中でない:データソースにリンクされているクライアントが実

行中でないため、今後スケジュールされている更新を開始できない場合。
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l 更新が完了していない:指定した時間が経過しても、スケジュールされた更新が完

了していない場合。

l データソースの所有者とサイト管理者は、次のバックグラウンダープロセスの実行に失敗し

た場合のアラートをメールで受け取ります。

l ブリッジプールの容量が不足している: プールの容量が制限に達したため、抽出更

新を実行できない場合。

l Bridge プール内にクライアントがない:プール内にクライアントがないため、抽出更

新を実行できない場合。

l 更新ジョブが失敗した:プールの容量が不足している、または、指定されたプールに

クライアントがないということ以外の理由で更新ジョブが失敗した場合。これは、

Bridgeクライアントへの送信に失敗したバックグラウンダー更新ジョブのすべてを捕捉

するものです。

注 :バックグラウンダーの失敗アラートで受信できる失敗メールの数に1日あた

りの制限はありません。

l Tableau Cloudは、特定のデータソースに対して、初日に5件連続で更新関連の失敗に

ついてメールを送信します。更新の失敗、クライアントが実行中でないことによるアラート、

更新がまだ完了していないことによるアラートなどです。最初の日以降もデータソースで更

新の問題が続く場合、Tableau Cloudは1日に1回メールを送信します。

l データソース所有者は、1日に最大 10通のメールを受け取ることができます。受け取る

メールは、更新の問題が連続してアクティブに発生しているデータソースごとに1通です。1

日の期間は、最初に更新の問題が発生した時刻から開始する24時間です。

l データの更新によって開始されるサブスクリプションは、データを最新の状態に保つために

Bridge抽出データソースに依存するビューまたはワークブックでは、サポートされていませ

ん。詳細については、サブスクリプションのメールが届かないを参照してください。
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プールの構成

Bridgeプールと負荷分散の問題が原因で、抽出更新が失敗する場合があります。サイト管理者

は、新しいプールを追加するか、プールの容量を変更することで、Bridgeクライアントのプールを設

定および管理できます。詳細については、「Bridgeクライアントのプールの構成」および「Bridgeプー

ルのサイズの管理」を参照してください。

レガシースケジュールの更新未完了メールアラートの設定

Bridge (レガシー)スケジュールを使用するデータソースの場合、既定では、更新が未完了のデータ

ソースのスケジュールされた開始時刻から24時間後に、更新メールアラートが送信されます。スケ

ジュールされた開始時刻の24時間以内にスケジュールされた更新が完了する場合、メールア

ラートは表示されません。

場合によっては、通知を24時間未満に行う必要があります。更新がBridge (レガシー)スケジュー

ルを使用するように構成されている場合、メールアラートを特定の更新期間に合わせて一定の時

間が経過した後に送信するように構成することができます。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、[抽出更新 ]タブをクリックしてから、[すべて選択 ]ボタンをクリックしま

す。

メールアラートでは、ユーザーがスケジュールを1つだけ選択する場合でも、メールアラートを

送信するタイミングを決定するときに、データソースのすべてのスケジュールが考慮されます。

3. [アクション]メニューから[更新メールアラートの編集 ]を選択します。
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4. [更新に関するメールアラート]ダイアログボックスで、スケジュールされた更新時刻以降のア

ラートを送信する時間と分を指定し、[OK]をクリックします。

アラートを管理する際の考慮事項

l Bridge (レガシー) スケジュールのみ: Bridge (レガシー)スケジュール用に構成された更新

に対してのみメールアラートを構成できます。

l データソースあたりのメールアラートは 1 件である: 1つのデータソースに対して1件の更

新メールアラートを構成できます。データソースに複数の更新スケジュールが設定されてい

る場合、メールアラートは、すべてのスケジュールで、次回スケジュールされている時刻に基

づいて送信されます。メールアラートのタイミングの仕組みを示す、次の2つのシナリオを確

認してください。

シナリオ1

1つの抽出データソースがあり、毎日午前 5時に実行されるように設定されている、スケ

ジュールされた更新が1件あるとします。この例では、通常、Bridgeがその時刻に更新を

完了するには30分かかります。

メールアラートに対して3時間を指定すると、午前 8時に更新が未完了であればその時

刻頃にメールが送信されます。

シナリオ2
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シナリオ1と同じデータソースがあり、以下の3つのスケジュールのメールアラートに同じ時

刻が指定されているとします。

l スケジュール1 -毎日午前 5時に実行します

l スケジュール2 - 1週間に2回、火曜日と木曜日の午後 1時に実行します

l スケジュール3 - 1週間に1回、土曜日の午前 0時に実行します

この例では、Bridgeが午前 5時に更新を完了するのに30分しかかからない可能性があり

ますが、営業時間中の場合には更新の完了に最大 3時間かかる可能性があります。

最初のシナリオと同様に、スケジュール1の更新が午前 8時までに完了しなかった場合は

メールが送信されます。"スケジュール1"の更新が完了しているかどうかに関係なく、"スケ

ジュール2"の更新が完了していない場合は火曜日の午後 4時頃にメールが送信されま

す。同様に、火曜日に何が起きたかに関係なく、"スケジュール2"の更新が火曜日の午後

4時までに完了しなかった場合はメールが送信されます。最後に、"スケジュール3"の更新

が午前 3時までに完了しなかった場合はメールが送信されます。

l メールアラートの時刻は、スケジュールされた更新の予想開始時刻に基づいている:更新

メールアラートで指定する時刻は、更新のスケジュールされた開始時刻以降の時間です。

メールアラートの頻度が多すぎる場合やまったくない場合には、時間を大きくしてメールア

ラートの頻度を減らすか、時間を小さくしてメールアラートの頻度を増やすことを検討してく

ださい。

既定値は24時間です。

l レガシースケジュールのメールアラートはオフにできない:メールアラートをオフにすることはで

きませんが、メールアラートまでの時間を長くして、メールアラートが送信されるまでにスケ

ジュールされた更新が完了するようにできます。

l 更新失敗メールを有効にする必要がある:更新失敗メールが (サイト管理者によって)サイ

トで有効にされていることに加え、データソース所有者のアカウントで更新失敗メールが有

効になっている必要もあります。
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クライアントが実行されていないときに電子メールアラートの受信を停止す

る

既定では、データソースにリンクされたBridgeクライアントが実行されていないためにスケジュール

された更新を開始できない場合、Tableau Cloudはデータソース所有者に通知するように構成さ

れています。

この電子メールを受信する主な理由は2つあります。

l クライアントが実行されているPCが稼働していない。

l 抽出データソースが、使用されなくなったクライアントに引き続き関連付けられている。

これらの理由のいずれかが当てはまる場合は、:1)クライアントがインストールされているマシンがオ

ンになっていて、クライアント自体が実行されていることを確認し、2)サイト管理者である場合はサ

イトから未使用のクライアントを削除することを検討してください。サイト管理者でない場合は、ク

ライアントからデータソースを削除できます。詳細については、スケジュールされた更新がスケジュー

ル外で実行中と表示される:を参照してください。

Bridgeウィンドウのセキュリティ

Tableau Bridgeは以下のセキュリティ設計に適用されます。

l すべての通信はプライベートネットワークファイアウォールの背後から開始されるため、追加

の例外を管理する必要はありません。

l Bridgeから/に転送されるデータは暗号化されています。

l データソースまたは仮想接続がBridge (レガシー)スケジュールを使用するよう設定されて

いる場合、データベースの認証資格情報は、Windows認証資格情報マネージャーを使

用してコンピューターに保存されます。Onlineスケジュールの場合、認証資格情報は、更

新を実行するために選択されたクライアントに渡されます。

Bridgeのセキュリティの詳細は以下のセクションに記載されています。

送信のセキュリティ

Bridgeクライアントへの/からのデータは、TLS 1.2接続により転送されます。
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注 : Tableau Bridgeは、Tableau Cloudへのアウトバウンドのインターネットリクエストにポート

443を使用し、証明書の検証にはポート80を使用します。

認証

Bridgeには2つの主な認証ポイントがあります。Tableau Cloudとプライベートネットワークネット

ワークデータです。

Tableau Cloud

Tableau Cloudに接続するには、ユーザーはBridgeクライアントを介してTableau Cloud認証資

格情報を入力します。

1)認証資格情報の入力後、2)認可トークンがTableau Cloudにより返されます。3)トークンは

Windowsオペレーティングシステムの認証資格情報マネージャーを使用してクライアントが実行さ

れているPCに保存されます。Bridgeはトークンを使用して、抽出の更新スケジュール情報のダウ

ンロードなどのさまざまなタスクを行います。

プライベートネットワークデータ

プライベートネットワークデータにアクセスするには、一部のデータソースまたは仮想接続に、データ

ベースの認証資格情報を使用した認証が必要です。コンテンツの接続タイプに応じて、クライアン

トは以下のいずれかの方法でデータベースの認証資格情報を処理します。
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l ライブ接続とOnline スケジュールを使用した抽出接続では、データベースの認証資格情

報はリクエスト時に送信され、TLS 1.2接続を使用します。

l Bridge (レガシー) スケジュールを使用した抽出接続では、データソースにデータベースの

認証資格情報が必要な場合、これらの認証資格情報をクライアントに直接入力する必

要があります。データベースの認証資格情報はWindowsオペレーティングシステムの認証

資格情報マネージャーを使用してコンピューターに保存されます。クライアントは、スケジュー

ルされた更新時間に、データベースの認証資格情報をデータベース(同様にプライベート

ネットワークファイアウォールの背後にある)に送信します。

クライアントは、プライベートネットワークデータへのアクセスに対して、ドメインベースのセキュリティ

(Active Directory)およびユーザー名 /パスワード認証資格情報をサポートしています。

プライベートネットワークファイアウォールへの変更

Bridgeクライアントでは、プライベートネットワークファイアウォールに変更を加える必要はありませ

ん。クライアントは、Tableau Cloudへのアウトバウンド接続を作成するだけで接続できます。アウ

トバウンド接続を可能にするために、クライアントはコンテンツが使用する接続タイプに応じて、以

下のプロトコルを使用します。

l ライブ接続とOnline スケジュールを使用した抽出接続の場合は、セキュアWebSockets

(wss://)。

l Bridge (レガシー) スケジュールを使用した抽出接続の場合は、HTTPセキュア(https://)。

プライベートネットワークデータへのアクセス

プライベートネットワークのデータへの接続は、BridgeクライアントがTableau Cloudの代理で開

始します。接続を開始するプロセスは、コンテンツタイプと接続タイプによって異なります。

l ライブ接続または仮想接続があるデータソースの場合、クライアントは、1) Tableau Cloud

にあるクライアントの一部であるTableau Bridgeサービスに、セキュアなWebSockets

(wss://)を使用して持続的な接続を設定します。次に、クライアントはTableau Cloudから

の応答を待ってから、2)プライベートネットワークデータへのライブクエリを実行します。クラ

イアントは3)そのクエリをプライベートネットワークデータに送信し、次に4)プライベートネッ
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トワークデータを5)同じ持続的な接続を使用して返します。

l Online スケジュールを使用する抽出接続があるデータソース場合、クライアントは、1)

Tableau Cloudのクライアントの一部であるTableau Bridgeサービスに、セキュアな

WebSockets (wss://)を使用して持続的な接続を設定します。次に、クライアントは、新し

い更新スケジュールを使用するためにTableau Cloudからの応答を待ちます。クライアントが

要求を受信すると、2)クライアントはデータソース(.tds)ファイルのセキュアな接続 (https://)

を介してTableau Cloudに接続します。3/4)次に、クライアントはジョブ要求に含まれている

埋め込みの認証資格情報を使用してプライベートネットワークデータに接続します。クライ

アントは、5)データの抽出を作成し、6) Tableau Bridgeサービスを利用して抽出を

Tableau Cloudにもう一度パブリッシュします。複数の更新要求を実行する場合は、ステッ

プ2から6を並行して行うことができます。

l Bridge (レガシー) スケジュールを使用する抽出接続があるデータソースの場合、クライアン

トは、1)新しい更新スケジュールとデータソース(.tds)ファイルのために、セキュアな接続
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(https://)を使用してTableau Cloudに接触します。2)情報が、スケジュールされた時間に

利用できる場合、3/4)クライアントは保存された認証資格情報を使用してプライベート

ネットワークデータに接続します。クライアントは5)データの抽出を作成してから、6)

Tableau Bridgeサービスを利用して抽出をTableau Cloudにもう一度パブリッシュします。

Tableau Bridgeサービスは、Tableau Cloudにあるクライアントの一部です。

オプションのフォワードプロキシフィルターリング

データがTableau Cloudだけに確実に転送されるようにするために、ドメインに基づくフィルタリング

をBridgeクライアントからのアウトバウンド接続 (フォワードプロキシフィルタリング)に実装できま

す。最初のアウトバウンド接続の後、通信は双方向になります。

以下のリストには、Bridgeがアウトバウンド接続で使用する部分修飾ドメイン名が記載されてい

ます。

l *online.tableau.com
l *.compute-1.amazonaws.com、us-east-1リージョン向けAmazon VPCのパブリック

DNSホスト名 (形式 : ec2-<public-ipv4-address>.compute-1.amazonaws.com)
l *.Compute.amazonaws.com、他のすべてのリージョン向け (us-east-1以外 ) Amazon
VPCのパブリックDNSホスト名 (形式 : ec2-<public-ipv4-
address>.compute.amazonaws.com)

l (オプション) *.salesforce.com、サイトでTableau認証 (Tableau with MFA)を使用した

多要素認証 (MFA)が有効になっており、クライアントが他の必要なサービスにアクセスする

ことを防ぐプロキシが環境で使用されている場合。

l (オプション) crash-artifacts-747369.s3.amazonaws.comは、クラッシュダンプレポートの

受信に使用します
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l (オプション) s3-us-west-2-w.amazonaws.comは、クラッシュダンプレポートの受信に使

用します

l (オプション) s3-us-west-2.amazonaws.comは、クラッシュダンプレポートの受信に使用し

ます

l (オプション) Bam.nr-data.netは、New RelicのWeb分析プラットフォームに使用します

l (オプション) Js-agent.newrelic.comは、パフォーマンスデータをNew Relicに送信します

Bridgeの問題のトラブルシューティング

Tableau Bridgeワークフローのさまざまな部分で、Tableau DesktopおよびTableau Cloudとの調

整が必要です。実行しようとしているタスク、使用している参照元データ、データソースの接続 (ライ

ブまたは抽出 )、発生している症状によっては、トラブルシューティングのいくつかのステップで、クライ

アントそのものに加えて、この2つの製品のいずれか、または両方で作業が必要になる場合があり

ます。

これらの問題とその解決手順は、データソースの所有者またはサイト管理者に委ねられる場合が

あります。

アップグレード後の一般的な問題の理解

Bridgeにアップグレードすると、Bridge特有のワークフローに加えたいくつかの変更点に気づくかもし

れません。

15 分または 30 分の更新を修正できない

Onlineスケジュールは、Tableau Cloudが許す頻度でのみ更新できます。データソースをより頻繁

に更新する必要がある場合は、Bridge (レガシー)スケジュールを使用することを検討してください。

注 : Bridge (レガシー)スケジュールを使用する場合、データソースの所有者は、データソースを更

新する指定クライアントにサインインしているユーザーと同じである必要があります。組織がクライア

ントを管理する方法によっては、サイト管理者がデータソースの所有権を取得する必要がある場

合があります。

「[この抽出を更新する] ボタンが見つからない」または「[更新を実行する場所を選択する] ボタン

が見つからない」を参照してください。
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Bridge 2020.2以降では、BridgeスケジュールはTableau Cloudスケジュールと適切に統合さ

れ、Tableau Cloudスケジュールと同じ場所で直接アクセスして設定できます。Bridgeスケジュー

ルの詳細については、Bridge更新スケジュールの設定を参照してください。

[今すぐ実行 ] オプションが見つからない

Tableau Cloudの [今すぐ実行 ]オプションは、Bridge (レガシー)スケジュールを使用するデータ

ソースの個々のデータソースページでは使用できません。ほとんどの場合、Bridge (レガシー)スケ

ジュールを使用するデータソースの手動更新は、データソースがリンクされているクライアントからの

み実行できます。

関係を使用するデータソースを更新できない

Bridge 2019.4 (以前 )では、Tableau 2020.2 (以降 )の関係を使用して作成されたデータソース

に対応していません。プライベートネットワークデータを最新の状態に保つには、最新バージョンの

クライアントを実行していることを確認してください。最新のクライアントを取得するには、ダウンロー

ドページを参照してください。

一部のデータソースがリストされていないか、クライアントで見つからない

Onlineスケジュールを使用するデータソース、またはOnlineスケジュールを使用するためにスケ

ジュールが移行されたデータソースは、クライアントから認識できません。サイト管理者は [ジョブ]

ページで、Onlineスケジュールを使用するデータソースを監視できます。詳細については、Bridge

の更新ジョブについてを参照してください。

ライブクエリとBridge (レガシー)スケジュール (Bridge 2020.1以前で作成されたスケジュールを含

む)を使用するデータソースは、クライアントに引き続き表示されます。

Bridgeを見つける

Bridgeクライアント、またはBridgeを使用するオプションが見つからない場合は、以下の提案の1

つまたは複数を試してみてください。

Bridge インストーラーが見つからない
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クライアントをダウンロードするには、Tableau Webサイトのダウンロードページに移動し、ダウンロー

ドボタンをクリックしてください。Bridgeインストーラーおよびインストールプロセスの詳細については、

Tableau CloudヘルプのトピックBridgeのインストールを参照してください。

マシンでBridge が見つからない

マシンにクライアントをインストールした後、以下のいずれかのタスクを実行するとクライアントが開き

ます。

l デスクトップにあるBridgeショートカット( )をダブルクリックする。

l デスクトップのWindowsシステムトレイでBridgeアイコン( )をクリックする。

l Windowsファイルエクスプローラーを使用し、Tableau Bridgeを検索してクライアントを見

つける。

l Tableau Desktopがこのクライアントと同じマシンにインストールされている場合は、Tableau

Desktopを開き、[サーバー] > [Tableau Bridge クライアントを起動 ]を選択する。

注 :このタスクでは、Tableau Desktop 2018.2以降を使用している場合に正しいクライアン

トが開かれます。Tableau Desktop 2018.1以前を使用している場合は、[Tableau Bridge
クライアントを起動 ]オプションを使用すると、古いバージョンのクライアントが開きます。

パブリッシュダイアログでBridge オプションが見つからない

パブリッシュダイアログにBridgeオプションが表示されない理由は、Tableau Cloudに何 (データ

ソースまたはワークブック)をパブリッシュしているかによって異なります。

データソースをパブリッシュしている場合 : 

l データソースはファイルベースです。そのため、Bridgeを使用するオプションは、Tableau

Cloudへのデータソースのパブリッシュに成功した後に表示されます。

データソースのパブリッシュに成功すると、[パブリッシュ完了 ]ダイアログが表示されます。この

ダイアログでは、Tableau Cloudの使用時にファイルベースのデータソースをBridgeを使って

更新するスケジュールを設定できます。Tableau Cloudの使用時にBridgeを使って更新す
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るスケジュールを設定する方法について詳しくは、Bridge更新スケジュールの設定を参照

してください。

l データソースはTableau Cloudが直接アクセスできるデータに接続します。

Tableau Cloudがデータソースに直接アクセスできる場合は、データを最新に保つために

Bridgeを使用する必要はありません。データに直接アクセスするためにTableauが使用可

能なコネクタのリストについては、クラウドプラットフォームでホストされているデータへの直接

接続の許可を参照してください。

l データソースは、Bridgeがサポートしていないデータに接続します。

Bridgeがサポート可能なコネクタのリストについては、接続タイプを参照してください。

インストールの問題の解決

macOS または Linux を使用している

BridgeはmacOSまたはLinuxオペレーティングシステムではサポートされていません。Bridgeを

使用するには、Windowsマシンを使用する必要があります。他のシステム要件の詳細について

は、Bridgeを使用した接続を参照してください。

マシンのローカル管理者

ログインしているWindowsユーザーアカウントは、ローカル管理者グループのメンバーである必要

があります。最低インストール要件の詳細については、ブリッジをインストールする前にを参照してく

ださい。システム要件の詳細については、Bridgeクライアントについてを参照してください。

サインインの問題の解決

複数のTableau Cloud サイトで作業を行っている、または Bridge が誤ったサイトにサインインし

ている

クライアントが関連付けられているTableau Cloudサイトで正しいユーザー名とパスワードを入力

していることを確認してください。サイトで保存されているユーザー名とパスワードが誤っている、また

はクライアントが誤ったサイトにサインインしている疑いがある場合は、クライアントの [リンク解除 ]オ
プションを使用してサイトとの関連を削除し、パスワードを消去してください。
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スケジュールされた更新の問題に関する原因の特定

スケジュールされた更新が期待通りに実行されていないことを示す症状にはいくつかあります。症状

には以下のものなどがあります。

l サイト管理者またはデータソース所有者に、Tableau Cloudでスケジュールされた更新を完

了できなかった旨のアラートが表示される。

l サイト管理者またはデータソース所有者に、Tableauから、Bridgeの更新が完了できな

かった旨のメール通知が届く。

l データソースの所有者に、Bridgeクライアントが実行されていないためにBridgeの更新がス

ケジュールどおりに開始できなかった旨のメール通知が届く。

l クライアントで、更新を完了できなかったデータソースの隣にアラートが表示される。

l ビューのデータが古い。

上記の症状のいずれかに状況が該当する場合には、以下の手順に従ってください。この手順を

行っても問題が解決しない場合は、手順の下にあるタスクの1つまたは複数を試し、更新に関す

る問題の原因を特定してください。

1. クライアントを開いてデータソースをクリックし、[詳細 ]ボタンをクリックしてエラーメッセージを

確認します。

2. エラーメッセージで更新の問題を解決できるだけの十分な情報が得られない場合は、

Tableauナレッジベースに移動し、更新の問題について検索してください。

重要 :クライアントのバージョン2018.2 ～ 2018.3を実行中に"There was a problem and the data

engine could not start properly (問題が発生しているため、データエンジンを正常に開始できませ

んでした)"というエラーメッセージが表示される場合は、バージョン2019.1以降にアップグレードする

ことを強くお勧めします。詳細については、Tableauナレッジベースの記事「Tableau Bridgeでの

データ更新時のエラー "There was problem and the data engine could not start properly"」を参

照してください。

Tableauナレッジベースで具体的な問題が扱われていない場合には、以下のタスクの1つまたは

複数を試してください。

l クライアントで認証情報を検証する:データソースで認証が必要な場合、Tableau Cloud
でデータベース認証資格情報が既に参照されていても、クライアントで正しいデータベース

認証資格情報が参照されていることを確認します。クライアントでのデータベース認証資格
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情報の埋め込みの詳細については、Bridge (レガシー)のデータベースの認証資格情報の

埋め込みまたは更新を参照してください。

l クライアントをアップグレードする:最新バージョンのクライアントにアップグレードします。最新

バージョンのクライアントは、Tableau Webサイトのダウンロードページから入手できます。イ

ンストールの詳細については、Bridgeのインストールを参照してください。

注 : Bridge 2018.2 ～ 2018.3で抽出更新が実行できなくなる問題が発生するため、

Bridge 2019.1以降にアップグレードすることを強くお勧めします。

l クライアントが実行中であることを確認する:クライアントがインストールされているマシンにロ

グオンし、クライアントが実行中であることを確認します。クライアントが実行中であることを

確認したら、データソースの手動更新を実行するか、次のスケジュールされた更新が行わ

れるまで待機します。

l ファイルベースのデータソースがUNC パスを使用していることを確認する: Bridge (レガ

シー)スケジュールを使用して、ファイルベースのデータソースを操作している場合には、クラ

イアントがUNCパスを参照していることを確認してください。詳細については、データソース

のファイルパスの変更を参照してください。

l アプリケーションモードまたはサービスモードの要件が満たされているか確認する:クライアン

トがアプリケーションモードで実行するように設定されている場合は、クライアントを実行して

いるマシンにログオンし、スケジュールされた更新が完了するようにする必要があります。クラ

イアントがサービスモードで実行するように設定されている場合は、クライアントを実行して

いるマシンにログオンする必要はありません。ただし、マシンの電源は入っている必要があり

ます。

l データソースのすべての接続がBridge でサポートされていることを確認する:

複数接続データソース(つまり、クロスデータベース結合を使用するデータソース)を更新す

る場合は、データソース内のすべての接続がBridgeでサポートされていることを確認しま

す。1つ以上の接続がサポートされていない場合、Bridgeは、サポートされていない接続

が削除されるまでデータソースを更新することができません。サポートされるコネクタのリスト

については、接続タイプを参照してください。データソースから接続を削除するには、

Tableau Desktopでデータソースを編集する必要があります。詳細については、Tableau

ナレッジベースの「パブリッシュされたデータソースの編集」を参照してください。
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l データソースを手動で更新する:データソースを手動で更新すると、問題の原因がクライア

ントにあるのか、またはDesktopからのパブリッシュやデータソース自体など、Bridgeワークフ

ローの異なる部分にあるのかを判断するのに役立ちます。

l クライアントから-問題がクライアントにより管理されるスケジュールされた更新のうち

特定のもので隔離されるか、すべてのもので隔離されるかを判断するには、パブリッ

シュされたデータソースの手動更新をクライアントより実行します。

1. クライアントを開きます。

2. 更新を手動で開始するには、スケジュールの更新が動作していないデータ

ソースにカーソルを合わせ、[今すぐ実行 ]アイコン( )をクリックします。

手動更新に成功する場合は、更新の問題に関する一時的な解決策になります。

更新に成功しない場合は、クライアントでエラーを確認し、問題の解決に役立ててく

ださい。

l Tableau Desktop から-問題がクライアントの問題か、パブリッシュされたデータソー

スの問題かどうかを判断するには、Tableau Desktopからデータソースの手動更新を

行うことができます。

1. Tableau Desktopを開きます。

2. [接続 ]ペインで [Tableau Server]をクリックし、更新されていないパブリッシュ

されたデータソースに接続します。

3. [データ]メニューでデータソースを選択し、[Tableau データサーバー] > [ソース

から更新 ]を選択します。

ソースからの更新に成功する場合は、更新の問題に関する一時的な解決策になり

ます。更新に成功せず、クライアントに同じエラーが表示される場合は、Tableau

WebサイトでTableauテクニカルサポートにお問い合わせください。

l Tableau Desktop から、データソースのローカルコピーを作成する-問題がパブリッ

シュプロセスやTableau Cloud全般にないことを判断するには、まずローカルコピーを

作成し、パブリッシュされたデータソースの更新を手動で行います。
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1. Tableau Desktopを開きます。

2. [接続 ]ペインで [Tableau Server]をクリックし、更新されていないパブリッシュ

されたデータソースに接続します。

3. [データ]メニューからデータソースを選択し、[ローカルコピーの作成 ]を選択し

ます。

4. [データ]メニューからデータソースのローカルコピーを選択し、[更新 ]を選択し

ます。

データソースのローカルコピーからの更新に成功する場合は、更新の問題に関する

一時的な解決策になります。問題はパブリッシュプロセスにあると考えられます。

l Tableau 抽出コマンドラインユーティリティを使用してデータソースを更新する: Tableau
抽出コマンドラインユーティリティを使用してデータソースを更新することは、問題がクライア

ントに固有のものであるのか、または問題がデータソースやBridgeワークフローの他の部分

にあるのかを切り分ける別の方法です。この方法も抽出を更新する自動的な方法または

一時的な方法となります。Tableau抽出コマンドラインユーティリティの設定と使用の詳細

については、コマンドラインからの抽出更新タスクの自動化を参照してください。

コマンドラインユーティリティからの更新に成功する場合は、更新の問題に関する一時的

な解決策になります。更新に成功しない場合は、Tableauテクニカルサポートにお問い合

わせください。

l スケジュールされた更新がスケジュール外で実行中と表示される:

Tableau Cloudを2019.2にアップグレードした後、クライアントが実行されていないため、今

後スケジュールされている更新を開始できない場合、データソースの所有者が複数のメー

ル通知を受信することがあります。データソース所有者は、所有する最大 10個のデータ

ソースに対して1日あたり最大 5件のメール通知を連続で受け取ることができるため、スケ

ジュールされた更新がスケジュールされた時間外に実行されていると表示されることがありま

す。データソースの所有者は、次の理由で通知を受け取ることがあります。

l クライアントを実行しているマシンが稼働していない。このシナリオで通知を停止する

には、クライアントがインストールされているマシンが稼働していること、および今後ス

ケジュールされている更新が発生する前にクライアント自体が実行されていることを

確認します。または、抽出データソースを定期的に更新する必要がない場合は、ス
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ケジュールを削除し、必要に応じてクライアントから手動で更新を行うことを検討して

ください。スケジュールの削除に関する詳細については、Bridgeを介したデータ更新

の停止を参照してください。

l 抽出データソースが、使用されなくなったクライアントにも継続して関連付けられてい

る。このシナリオで通知を停止するには、サイトの管理者としてクライアントをサイトか

ら削除できます。詳細については、Bridgeを介したデータ更新の停止を参照してくだ

さい。

サイト管理者でない場合は、次の点を考慮してください。

l 抽出データソースを更新する必要がない場合は、クライアントからデータソー

スを削除できます。詳細については、Bridgeを介したデータ更新の停止を参

照してください。

l 抽出データソースを更新する必要がある場合 (稀ではあるが)は、その抽出

データソース(およびそのスケジュール)に関連付けられているクライアントを変

更することができます。詳細については、Bridgeクライアントの設定の変更を

参照してください。

更新によって、JDBC ベースの接続を使用するデータソースへの応答が停止します

注 : Bridgeでは、JDBCドライバーを使用してサポートされていないデータベースに接続するデータ

ソースに対して限定的なサポートが提供されます。詳細については、Bridgeを使用した接続を参

照してください。

接続がJDBCベースのドライバーに依存している抽出データソースを更新すると、CPUまたは

RAMの急増により、タイムアウトエラーで失敗したり、更新自体によって応答が停止したり、または

ハングしたりする可能性があります。ほとんどの場合、これらの更新の問題は、JDBCベースの接続

が、リソースの大量消費をサポートする十分なハードウェアがないマシン上のクライアントによって処

理されていて、そのJDBCベースの接続を使用するデータソースで複数の同時更新を行っていると

きに発生する可能性があります。このタイプの問題を解決するには、次の推奨事項を確認してくだ

さい。

l 組織内のクライアントを管理しているサイト管理者の場合は、マイTableau Bridgeリポジト

リのログフォルダーで、ログファイル jprotocolserver_<process_id>およびstdout_

jprotocolserver_<process_id>を確認してください。その後、次のいずれかを行います。

l クライアントが許可する同時更新の数を減らします。詳細については、Bridgeクライ

アントの設定の変更を参照してください。
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l リソースを大量に消費するJDBCベースの接続をより適切に処理するために、

Bridgeクライアントを実行しているマシンのCPUコアとRAMを増やすことを検討し

てください。

l データソースの所有者である場合は、代わりにTableauネイティブコネクタを使用するよう

にデータソースを更新してください。詳細については、Tableauユーザーヘルプの「サポート

されるコネクタ」を参照してください。

ネットワークタイプをプライベートネットワークに変更した後の更新の問題

データソースに関連付けられているネットワークタイプをTableau Cloudからプライベートネット

ワークに、またはプライベートネットワークからTableau Cloudに更新した後は、データソースに関

連付けられている既存のスケジュールを再作成する必要があります。詳細については、ネットワー

クタイプの切り替えについてを参照してください。

パブリッシュされたデータソースに複数のデータ接続がある場合に発生する更新の問題

ファイルベースのオンラインデータソースをTableau Cloudにパブリッシュした後、パブリッシュされた

データソースに複数のデータ接続がある場合は、抽出更新が失敗することがあります。既定で

は、パブリッシュされたデータソースに複数のデータ接続がある場合、Tableau CloudはBridgeを

使用します。Onlineスケジュールの抽出更新の接続タイプを編集して、BridgeではなくTableau

Cloudを使用するように設定できます。詳細については、「Tableau Cloudを使用するように更新

の接続タイプを変更する」を参照してください。

Mac 上のTableau Desktop からパブリッシュされたファイルベースのデータの更新に関する問題

1) MacでTableau Desktopを使用し、2) Windowsネットワークファイル共有からファイルベースの

データソースをパブリッシュして、3) Onlineスケジュールを構成すると、更新は失敗します。このファ

イルベースのデータソースが組織のビジネスに不可欠なリソースである場合は、代わりにBridge
(レガシー)スケジュールを構成することを検討してください。詳細については、「Bridge (レガシー)ス
ケジュールの設定」を参照してください。

ライブクエリの問題に関する原因の特定

ライブクエリに関する問題は通常、オプションが有効になっていないこと、またはBridgeがデータ

ソースのタイプをサポートしていないことが原因です。

"ライブ" データソースがクライアントのリストにない
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"ライブ"データソースがクライアントに表示されるには、いくつかの点が必要です。最初に、サイト管

理者はサイトのプールを有効にする必要があります。次に、サイト管理者は少なくとも1つのクライ

アントをプールに追加する必要があります。最後に、データソースをライブ接続を使用してパブリッ

シュする必要があります。"ライブ"データソースがクライアントに表示されるには、3つの要素すべて

が必要です。

ライブ接続を使用してパブリッシュするオプションまたは [ライブデータソースへの接続維持 ] オプショ

ンが見つからない

Bridgeを使用してプライベートネットワークのデータソースのライブクエリをサポートするオプション

が、Tableau Cloudのサイト管理者によってプールを通じて有効にされている必要があります。この

オプションをパブリッシュ時に利用できない場合には、オプションを有効にするためにサイト管理者に

連絡することを検討してください。サイト管理者は、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してく

ださい。

データベースの認証資格情報が要求される

データソースにデータベースによる認証が必要な場合には、パブリッシュの際に認証資格情報を

データソースに埋め込む必要があります。パブリッシュの際に認証資格情報をデータソースに埋め

込んでいない場合には、Tableau Cloudでパブリッシュされているデータソースに認証資格情報を

追加できます。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページの [接続 ]タブで、接続の横にあるチェックボックスをオンにします。

3. [アクション]メニューで、[接続の編集 ]をクリックします。

4. [接続に埋め込まれたパスワード]を選択し、必要なデータベース認証資格情報を入力しま
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す。

ファイルベースまたは統計ファイルベースのデータソースを操作している

Bridgeは、ファイルベースまたは統計ファイルベースのデータソースへのライブ接続を使用するデー

タソースをサポートしていません。これらのタイプのデータソースでデータを最新に保つには、代わり

に抽出をパブリッシュし、各データソースの更新スケジュールを設定します。Bridgeがサポートする

コネクタのリストについては、接続タイプを参照してください。更新スケジュールの設定に関する詳

細については、Bridge更新スケジュールの設定を参照してください。

データソースがクライアントで "ライブ" として表示されない:

データソースがクライアントで "ライブ"として表示されない場合、データソースは抽出としてパブリッ

シュされた可能性があります。データソースが抽出としてパブリッシュされたことを検証するには、以

下のステップに従ってください。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、データソースに [抽出の更新 ]タブまたは抽出アイコン( )がある

かを確認します。このタブがデータソースに表示されている場合には、抽出としてパブリッ
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シュされました。

この問題を解決するには、Tableau Desktopからデータソースを再パブリッシュし、[ライブデータ

ソースへの接続維持 ]オプションを選択していることを確認してください。このオプションは、Bridgeに

データへのライブ接続を維持するように伝えます。
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クライアントがアプリケーションモードを実行している

Bridge 2018.2以降を使用している場合は、サイト管理者がプールを有効にした後、ライブクエリ

はアプリケーションモードとサービスモードの両方でサポートされます。しかし、クライアントがアプリ

ケーションモードを実行している場合、データを最新に保つにはログオンする必要があります。

Bridge 2018.1以前を使用している場合は、サイト管理者がライブクエリを有効にしていても、

Bridgeはアプリケーションモードでライブクエリをサポートできません。ライブクエリをサポートするに

は、クライアントがサービスモードで実行している必要があります。

アプリケーションモードまたはサービスモードでのクライアントの実行の詳細については、アプリケー

ションモード対サービスモードを参照してください。

その他のよくある問題を理解する

クライアントにデータソースのリストが入るまでに遅延がある

クライアントにデータソースのリストが読み込まれるときに、わずかな遅延 (通常は数秒 )がありま

す。これは予想されている動作です。クライアントは、データソースのリストを取得し、この情報を

表示するためにTableau Cloudへの問い合わせを行っています。

クライアントで「リンクされたデータが見つかりません」

クライアントに緑色のインジケーターと「接続済み」ステータスが表示されるものの、「リンクされた

データが見つかりません」とも表示される場合には、表示されると想定されるデータソースのタイプ

に基づき、以下の提案を確認してください。

Bridge (レガシー)スケジュールを使用する抽出データソースがクライアントに表示されると想定し

ている場合には、以下を試してください。

l 抽出の更新スケジュールが正しいクライアントに割り当てられていることを確認してください。

詳細については、Bridgeクライアントの設定の変更を参照してください。

ライブ接続を使用するデータソース、またはOnlineスケジュールを使用する抽出データソースが

表示されると想定している場合は、以下のうち1つまたは複数を試してください。
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l データソースがライブ接続を使用してパブリッシュされたことを確認してください。

1. Tableau Cloudにサインインし、データソースに移動します。

2. データソースページで、データソースに [抽出の更新 ]タブまたは抽出アイコン( )

があるかを確認します。このタブがデータソースに表示されている場合には、抽出とし

てパブリッシュされました。

l ライブ接続を使用するデータソースを支援するために、少なくとも1つのクライアントがプール

の一部であることを確認します。これを行うためには、サイト管理者にお問い合わせくださ

い。サイト管理者は、サイトとクライアントのプールが有効になっていることを確認してくださ

い。詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成を参照してください。

クライアントの赤色のインジケーターと「接続解除済み」ステータス

クライアントに赤色のインジケーターと「接続解除済み」ステータスが表示される場合には、以下に

記載する順で、以下のタスクを実行してみてください。

1. クライアントメニューで [修復 ]をクリックしてください。

2. ステップ1で問題が解決しない場合は、[モード]ドロップダウンメニューから[アプリケーション]
を選択し、数秒間待機します。[サービス]に戻り、さらに数秒間待機します。

3. ステップ2で問題が解決しない場合は、マシンを再起動します。進行中のスケジュールされ

た更新がないことを確認します。

クライアントが「ロックダウン」されたマシンで実行されている場合に、クライアントに赤色のインジケー

ターと「接続解除済み」ステータスが表示されることがあります。これは、クライアントが最小セットの

ドメインへの接続に制限されていることを意味しています。クライアントが動作のために接続する必
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要がある最小セットのドメインのリストについては、オプションのフォワードプロキシフィルターリングを

参照してください。

サブスクリプションのメールが届かない

データの更新によって開始されるサブスクリプションは、データを最新の状態に保つためにBridge

に依存するビューおよびワークブックではサポートされていません。次の条件が当てはまる場合、サ

ブスクリプションを受信しません。1)サブスクリプションがデータ更新時に受信するように構成されて

いる。2)サブスクライブするビューまたはワークブックがBidgeを使用した抽出データソースの更新

に依存している。このシナリオでサブスクリプションを使用するには、代わりに[選択したスケジュー

ル]を使用するようにサブスクリプションを構成することを検討してください。詳細については、サブス

クリプションのトラブルシューティングを参照してください。

[接続のテスト] ボタンはグレー表示されています

Tableau Cloudで接続を編集すると、[接続のテスト]ボタンがグレー表示される場合があります。

接続でカスタムSQLまたは初期 SQLを使用しているため、このボタンがグレー表示される場合が

あります。このボタンを使用して接続をテストする代わりに、手動更新を実行して接続をテストす

ることを検討してください。手動更新の実行の詳細については、手動での更新タスクの開始を参

照してください。

よくあるエラーを理解する

Bridgeの使用中に以下のいずれかのエラーが表示される場合があります。

"An error occurred while communicating with Tableau Server: Tableau Bridge does

not have a client configured for your site to handle live connections. (Tableau Server

との通信中にエラーが発生しました: Tableau Bridge ではライブ接続を処理するためにサイトに

対してクライアントが構成されていません。)"または "Cannot connect to database (データベー

スに接続できません)"

このエラーは、Bridgeによってデータの鮮度が保たれている、パブリッシュされたデータソースに接続

する際に表示される場合があります。これらの問題を解決するには、以下のタスクを記載された

順に試してください。
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l クライアントがプールに追加されていることを確認します。これを行うためには、サイト管理者

にお問い合わせください。サイト管理者は、サイトと少なくとも1つのクライアントのプールが有

効になっていることを確認してください。詳細については、Bridgeクライアントのプールの構成

を参照してください。

l クライアントに緑色のインジケーターと「接続済み」ステータスが表示されることを確認してくだ

さい。赤色または「接続解除済み」ステータスが表示される場合には、クライアントの赤色の

インジケーターと「接続解除済み」ステータスを参照してください。

"This data source requires a correct file path (このデータソースには正しいファイルパスが必

要です)"または"Unable to refresh data source because of an unsupported operation (サ

ポートされていない動作のため、データソースを更新できません)"

ファイルベースまたは統計ファイルベースのデータソース(Bridge (レガシー)スケジュールを使用して

いる)を操作している場合、クライアントが参照するパスは、UNCパスではなく、マッピングされたドラ

イブパスであるため、このエラーが表示される場合があります。この問題を解決するには、クライアン

トでファイルの場所のパスを更新する必要があります。詳細については、データソースのファイルパス

の変更を参照してください。

Tableau Cloudで更新中に次のエラーが表示される場合があります。

"Error: Failed to queue n tasks (エラー: n 個のタスクをキューに入れることができませんでした)"

このエラーは、複数のデータソースで [今すぐ実行 ]オプションを選択していて、1つまたは複数の

データソースがファイルデータに接続している場合に発生することがあります。[今すぐ実行 ]オプショ

ンは、Onlineスケジュールを使用するデータソースのみに対して使用できます。

仮想接続

仮想接続を作成しようとしているときに、以下のいずれかのエラーが表示される場合があります。

l INVALID_ARGUMENT:

"INVALID_ARGUMENT: Can't display the view because of Tableau Cloud site settings

that affect the data source used by this view. (INVALID_ARGUMENT: Tableau Cloudの

サイト設定が、このビューで使用されるデータソースに影響を及ぼしているため、ビューを表
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示できません。サイト管理者に連絡して、少なくとも1つのTableau Bridgeクライアントを

サイトに接続してください。)"

このエラーは、プライベートネットワークデータを接続する仮想接続のデータ更新タスクを実

行するためのBridge 2021.4クライアントがプールにない場合に発生する可能性がありま

す。このエラーを解決するには、サイト管理者に連絡して、バージョン2021.4クライアントが

実行されていて、接続状態にあり、プールが参照元データが配置されているドメインにマッ

ピングされていることを確認してください。

l UNKNOWN:

"UNKNOWN: There was an unknown connection error to the database. The error

message below has additional information, but you might need to ask the database

administrator to review the database logs. (不明 :データベースへの不明な接続エラーが

ありました。以下のエラーメッセージには追加情報がありますが、データベース管理者に

データベースログの確認を依頼する必要がある場合があります。)"

このエラーは、仮想接続の参照元データが配置されているドメインが特定のBridgeプール

にマッピングされていない場合に発生する可能性があります。このエラーを解決するには、サ

イト管理者に連絡して、参照元データが配置されているドメインがBridgeプールにマッピン

グされていて、少なくとも1つのBridge 2021.4クライアントが接続状態で実行されており、

プールに割り当てられていることを確認してください。

ログファイルの準備とTableauテクニカルサポートへの送信

この記事にあるトラブルシューティングステップを行ってもBridgeの問題の隔離や解決に役立たな

い場合は、Tableauにサポートを求めることができます。Tableauにサポートを依頼する前に、

Tableauによる問題の診断と解決に必要なBridgeクライアントのログファイルを収集・送信する

ため、以下のステップを行うことを検討してください。
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クリーンログファイルの準備

1. マシンでクライアントを閉じます。

l クライアントがアプリケーションモードを実行している場合、クライアントメニューより[終
了 ]を選択します。

l クライアントがサービスモードを実行している場合、クライアントをアプリケーションモー

ドに変更してから、クライアントメニューより[終了 ]を選択します。

2. マイTableau Bridge リポジトリフォルダーに移動し、これを開きます。

マイTableau Bridgeリポジトリフォルダーの既定の場所は C:\Users\jsmith\Documents\マイ

Tableau Bridgeリポジトリです。

3. マイTableauリポジトリフォルダーで、Logフォルダーの名前を変更し、Logs_archiveなどに

します。このフォルダーの名前を変更すると、クライアントは新しい "Logs" フォルダーを作成し

ます。

4. 管理者としてコマンドプロンプトを開きます。

5. Tableau Bridgeのbinフォルダーに移動します。C:\Program Files\Tableau\Tableau

Bridge\binなどです。

6. 次のコマンドを実行します。TabBridgeClient.exe -DLogLevel=Debug

注 :上記のコマンドでは大文字と小文字が区別されます。コマンドを記載通りに入力しない

と、ログファイルで問題の診断に役立てるために必要な詳細レベルで問題がキャプチャされ

ません。

このステップの後、クライアントは自動的に開きます。

問題の再現

クライアントで新しいログファイルを作成する準備ができたら、Bridgeで問題を再現してみてくださ

い。問題を再現すると、新しいログファイルは問題についての具体的な内容をキャプチャできます。

これらの詳細な内容は、Tableauが問題を隔離、診断、および解決するために非常に重要です。
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ログファイルの送信

1. 問題を再現した後、WindowsシステムトレイでBridgeアイコンを右クリックし、[終了 ]を選

択してBridgeを停止します。このステップにより、すべてのエラーがログファイルに記録され

ます。

2. Windowsファイルエクスプローラーを使用して、マイTableau Bridge リポジトリフォルダー

に移動し、これを開きます。

3. Logsフォルダーを右クリックし、[送信先 ] > [圧縮フォルダー]を選択します。

4. Tableau WebサイトでTableauテクニカルサポートにお問い合わせください。

注 :ステップ2で作成した .zipファイルが5 MBより大きい場合は、Tableauナレッジベース

の「大きなファイルの送信」を参照してください。

5. Bridgeを見つけて起動します。クライアントが以前にサービスモードで実行されていた場合

は、クライアントで [サービス]が選択されていることを確認します。

Tableau Desktopからのパブリッシュされた抽出

の更新

Tableau Desktopから、パブリッシュされた抽出に更新を送信することができます。このオプション

は、ローカルネットワークで維持するデータの抽出の更新に最も適しています。

1. Tableau Desktopで、Tableau Cloudにパブリッシュされたデータソースに接続するか、それ

に接続するワークブックを開きます。

サーバーに接続するには、https://online.tableau.comのアドレスを使用します。

[データ]ペインで、TableauServerにパブリッシュされたデータソースは名前の横にTableau

アイコンが表示されます。
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2. [データ] > [Tableau データサーバー]を選択し、次のオプションのいずれかを選択します。

l ソースからの更新

元のデータソースにあるデータを使用して抽出を更新 (完全または増分 )します。

このコマンドは、元のデータソースへの接続を含む抽出のみに使用できます。抽出

ファイルに直接接続してからパブリッシュした場合、元のデータソースへの接続は含ま

れません。

l データソースからデータを追加

ワークブックに含まれる別のデータソースから抽出を更新します。

l ファイルからデータを追加

抽出の元のデータソースの種類が同じファイルベースのデータソースまたは抽出ファ

イルである場合、ファイルのコンテンツからの抽出を更新します。

注 : Tableauデータサーバーオプションが表示されない場合、データソースがTableau Cloud

にパブリッシュされていない可能性があります (この場合、上記のアイコンが表示されていませ

ん)。Tableauデータサーバーオプションが表示されていても更新コマンドを使用できない場

合、データソースはサーバー上に存在していても抽出ではありません。たとえば、それはイン

ターネットでホストされるデータへのライブ接続です。

関連項目

Tableauヘルプの「データの抽出」セクションのトピックです。
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コマンドラインからの抽出更新タスクの自動化

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティを使用すると、抽出更新タスクを自動化できま

す。これはTableau Desktopに付属のコマンドラインユーティリティです。これを使用することで、パ

ブリッシュされた抽出データソースを更新したり、データをファイルからデータソースに追加したりでき

ます。

Tableauデータ抽出コマンドラインユーティリティの使用要件には、次のような条件が含まれていま

す。

l Windowsに搭載されているTableau Desktopで使用可能であり、Windowsシステムでの

み実行可能です。

l Tableau Desktopのトライアル版では使用できません。

l OAuthを使用しない抽出データソースに使用できます。

l 単一接続データソースの更新にのみ使用できます。マルチ接続データソースには使用でき

ません。

2022 年 10 月に非推奨 :このユーティリティは、Tableau Cloudの多要素認証要件により、

以降のリリースでは使用できません。Tableau Cloudから直接アクセスできないデータソース

または仮想接続データを更新するには、代わりにTableau Bridgeを使用します。詳細につ

いては、「Bridge更新スケジュールの設定」を参照してください。

スクリプトを使用して更新ジョブを開始するには、tabcmd refreshextractsまたはREST API

抽出更新タスクの実行を使用します。

ユーティリティの実行

1. 管理者としてコマンドプロンプトを開き、Tableau Desktopのbinディレクトリに変更しま

す。例 :

968 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_security_mfa.htm
https://help.tableau.com/current/online/ja-jp/to_sync_schedule.htm
https://help.tableau.com/current/server/ja-jp/tabcmd_cmd.htm#refreshextracts-workbookname-or-datasourcename
https://help.tableau.com/current/api/rest_api/en-us/REST/rest_api_ref.htm#run_extract_refresh_task


cd C:\Program Files\Tableau\Tableau 最新\bin

2. 以下の表で説明するパラメーターを追加して、次のいずれかのコマンドを使用します。

l tableau refreshextract

l tableau addfiletoextract

注 :ユーティリティを実行する場合は、コマンドラインまたはスクリプトで、tableau.exeではな

く、必ずtableauを指定します。

注 :トラブルシューティングを行うには、\マイTableauリポジトリ\Logsフォルダー内にある

tableaucom.txtファイルでログを確認します。

注 :マルチサイト環境では、コマンドを適用するサイトを指定します。

tableau refreshextractコマンドの構文およびパラメーター

Tableau ServerまたはTableau Cloudの抽出を更新するには、tableau refreshextract

を使用します。抽出を更新すると、前の更新以降、データソースに加えられた変更によって既存

の抽出が更新されます。

このコマンドのヘルプを参照するには、Windowsコマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。

tableau help refreshextract

パラメーターの使用

l すべてのオプションにはダブルハイフンを使用する完全形式があります (--serverなど)。

l また、シングルハイフンを使用する短い形式を持つオプションもあります (-sなど)。
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l オプションの値に空白が含まれる場合は、引用符で囲みます。

l 更新されるソースは、抽出 (.hyper)ではなく元のデータソースである必要があります。

tableau refreshextractコマンドオプション

短い形式 完全形式 説明

--source-

username

<user name>

データソース接続に対する有効なユーザー名。

このオプションは--source-passwordと共に使用

するか、

--original-fileをユーザー名およびパスワード

オプションの代わりに使用します。

注 :データソースが埋め込み認証資格情報を

使用してパブリッシュされた場合あっても、パブ

リッシュされた抽出を更新する時にユーザー名と

パスワードを提供する必要があります。

--source-

password

"<password>"

データソースユーザーのパスワード。

--original-

file <path

and file

name>

または

--original-

file <path

and folder

サーバー上でリフレッシュされるデータソースのパスお

よびファイル名。例 : --original-file

c:\folder\file.csv

マルチファイルデータソースを更新するには、データ

ファイルを含むフォルダーへのパスを渡します。例 : --

original-file c:\folder。

ファイルがネットワーク共有上にある場合は、パスに

UNC形式を使用します。
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name> \\server\path\filename.csv

--force-full-

refresh

データソースが増分更新されるよう設定されている

場合、このオプションを使用して完全な抽出の更新

を強制的に実行します。このオプションを含ませない

場合は、増分更新が実行されます。増分更新をサ

ポートしていないデータソースもあります。

-s <server

http

address>

--server

<URL>

データがパブリッシュされるTableau ServerのURL。

Tableau Cloudの場合、

https://online.tableau.comと指定します。

-t <site

id>

--site

<siteid>

複数サイト環境では、コマンドが適用されるサイトを

指定します。Tableau Cloudでは、ユーザー名が複

数のサイトに関係している場合にこの引数を使用し

ます。Tableau Serverでは、サイトを指定しない場

合、既定サイトが使用されます。

サイトIDはサイト名とは無関係であり、ブラウザーで

サイトを表示する際にURLに表示されます。たとえ

ば、Tableau Cloudにサインインした後に表示される

ページのURLが次の場合、

https://online.tableau.com/t/vernazza-

/views

サイトIDはvernazzaです。

--datasource

<datasource>

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュ

されているデータソースの名前。

--project

<projectname>

データソースが属するプロジェクト。このオプションを含

めない場合、既定のプロジェクトが使用されます。
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指定するプロジェクトがプロジェクト階層内でネストさ

れている子プロジェクトの場合、このパラメーターを--

parent-project-pathパラメーターとともに使用

する必要があります。

--parent-

project-path

path/to/proje-

ct

データソースのパブリッシュ先のプロジェクトがプロジェ

クト階層の最上位レベルにない場合、このパラメー

ターを--projectパラメーターとともに使用し、ネス

トされたプロジェクトのパスを指定します。

階層でプロジェクトレベルを区切るには、フォワードス

ラッシュ文字 (/)を使用します。プロジェクト名にフォ

ワードスラッシュ文字またはバックスラッシュ文字が入

るインスタンスを避けるには、バックスラッシュ(\)を使

用します。

たとえば、最上位レベルのマーケティングで、プロジェク

トSocial、プロジェクト名がSandboxの場合は次の

とおりです。

--project Sandbox --parent-project-

path Marketing/Social

-u <user

name>

--username

<username>

Tableau ServerまたはTableau Cloudの有効な

ユーザー。

-p

"<passwor-

d>"

--password

"<password>"

Tableau ServerまたはTableau Cloudの特定の

ユーザーのパスワード。

--proxy-

username

<username>

プロキシサーバー用のユーザー名。

--proxy- プロキシサーバーのパスワード。
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password

"<password>"

-c "<path

and file

name>"

--config-file

"<path and

file name>"

コマンドの構成オプションを含むファイルのパスとファイ

ル名情報。パスは常に二重引用符で囲みます。詳

細については、後述の構成ファイルの使用を参照し

てください。

tableau refreshextractコマンドの例

次のコマンドは、Tableau CloudへパブリッシュされたCurrentYrOverYrStatsという名前の抽出を

更新します。このコマンドは次を指定します。

l Tableau Cloudユーザーおよびパスワード。

l Tableau Cloudサイトおよびプロジェクト名。

l ホストされているデータソースへサインインするためのデータソース、ユーザー名およびパス

ワード。この場合データソースは、クラウドベースのデータソースプロバイダー (たとえば、

Salesforce.comなど)によってホストされているデータソースです。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 最新\bin>tableau refreshextract

--server https://online.tableau.com --username email@domain.com

--password "OurServerPwd" --site vernazza --project "New

Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --source-

username database_user@hosted_datasource_provider.com --source-

password "db_password"

ファイルベースのデータソースの抽出を更新するには、抽出を作成した元のファイルへのパスを提供

します。ファイルがネットワーク共有上にある場合は、マッピングされたドライブの代わりにUNC形式

を使用します。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 最新\bin>tableau refreshextract

--server https://online.tableau.com --username email@domain.com

--password "OurServerPwd" --site vernazza --project "New
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Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --original-file

"\\server\path\filename.csv"

tableau addfiletoextractの構文

Tableau ServerまたはTableau Cloudへパブリッシュされた抽出にファイルの内容を追加するに

は、tableau addfiletoextractを使用します。このコマンドを使用して2つのファイルを組

み合わせます。

最後に行った変更が適用された既存の抽出の更新のみを行う場合は、代わりに

refreshextractコマンドを使用します。既存の抽出を更新するためにaddfiletoextract

を使用すると、代わりにデータが複製されます。

このコマンドのヘルプを参照するには、Windowsコマンドプロンプトで次のコマンドを入力します。

tableau help addfiletoextract

すべてのオプションにはダブルハイフンを使用する完全形式があります (--serverなど)。また、シ

ングルハイフンを使用する短い形式を持つオプションもあります (-sなど)。オプションの値に空白が

含まれる場合は、引用符で囲みます。

tableau addfiletoextractコマンドオプション

短い形式 完全形式 説明

--file <path and

file name>

追加するデータを含むデータファイルのパスと

ファイル名情報。このファイルは、Excelまたは

Access形式、Tableauデータ抽出、または区

切りテキストファイルの場合があります。ファイ

ルをパスワードで保護することはできません。

ファイルがネットワーク共有の場合は、UNC形

式を使用します。たとえば、

\\server\path\filename.csv
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-s <server

http address>

--server <URL> データがパブリッシュされるTableau Serverの

URL。

Tableau Cloudの場合、

https://online.tableau.comと指定し

ます。

-t <site id> --site <site id> 複数サイト環境では、コマンドが適用されるサ

イトを指定します。Tableau Cloudでは、ユー

ザー名が複数のサイトに関係している場合、こ

の引数を含める必要があります。Tableau

Serverでは、サイトを指定しない場合、既定

サイトが使用されます。

--datasource

<datasource>

Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブ

リッシュされているデータソースの名前。

--project

<projectname>

データソースが属するプロジェクト。このオプショ

ンを含めない場合、既定のプロジェクトが使用

されます。

指定するプロジェクトがプロジェクト階層内でネ

ストされている子プロジェクトの場合、このパラ

メーターを--parent-project-pathパラ

メーターとともに使用する必要があります。

--parent-

project-path

path/to/project

データソースのパブリッシュ先のプロジェクトがプ

ロジェクト階層の最上位レベルにない場合、こ

のパラメーターを--projectパラメーターとと

もに使用し、ネストされたプロジェクトのパスを

指定します。

階層でプロジェクトレベルを区切るには、フォ

ワードスラッシュ文字 (/)を使用します。プロ
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ジェクト名にフォワードスラッシュ文字または

バックスラッシュ文字が入るインスタンスを避け

るには、バックスラッシュ(\)を使用します。

たとえば、最上位レベルのマーケティングで、プ

ロジェクトSocial、プロジェクト名がSandbox

の場合は次のとおりです。

--project Sandbox --parent-

project-path Marketing/Social

-u <username> --username

<username>

Tableau ServerまたはTableau Cloudの有

効なユーザー。

-p

"<password>"

--password

"<password>"

Tableau ServerまたはTableau Cloudの特

定のユーザーのパスワード。

--proxy-username

<username>

プロキシサーバー用のユーザー名。

--proxy-password

"<password>"

プロキシサーバーのパスワード。

-c "<path and

filename>"

--config-file

"<path and

filename>"

コマンドの構成オプションを含むファイルのパスと

ファイル名情報。パスは常に二重引用符で囲

みます。詳細については、後述の構成ファイル

の使用を参照してください。

tableau addfiletoextractコマンドの例

C:\Program Files\Tableau\Tableau 最新\bin>tableau

addfiletoextract --server https://online.tableau.com --username

email@domain.com --password "OurServerPwd" --site vernazza --
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project "New Animations" --datasource "CurrentYrOverYrStats" --

file "C:\Users\user2\Documents\DataUploadFiles\AprMay.csv"

構成ファイルの使用

tableau refreshextractまたはtableau addfiletoextractのいずれかで使用するこ

とができるconfig (構成 )ファイルを作成するために、ノートパッドやText Editなどのプレーンテキス

トエディターを使用することができます。構成ファイルは、同じデータソースを長時間定期的に更新

することが予想される場合に役立ちます。コマンドを実行するたびに同じオプションを入力する代わ

りに、構成ファイルを指定します。構成ファイルは、コマンドラインにユーザー名とパスワードを表示し

ないという利点もあります。

構成ファイルの作成

たとえば、config.txtという名前のファイルを作成し、Documentsフォルダーに保存したとします。そし

て、ファイル内で次に示すようなパラメーター情報を含ませました。

ホストされているデータソースからの抽出で、Tableau Cloudにパブリッシュされ、サーバーが

https://online.tableau.comの場合 :

server=https://online.tableau.com

site=vernazza

username=email@domain.com

password=OurPassword

project=New Animations

datasource=CurrentYrOverYrStats

source-username=database_user@hosted_datasource_provider.com

source-password=db_password
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コマンドラインからの構成ファイルの参照

構成ファイルを作成後、tableau refreshextractまたはtableau

addfiletoextractコマンドを実行します。この際、コマンドラインで使用する唯一のオプション

として構成ファイルを指定し、構成ファイルのパスを二重引用符で囲みます。構文は、次のとおり

です。

tableau refreshextract --config-file "<path>"

たとえば、構成ファイルの作成セクションのサンプル内で指定された抽出を更新するには、次のコマ

ンドを実行します (Tableau Desktopのバージョンのbinディレクトリで作業を行っていることを確認

してください)。

C:\Program Files\Tableau\Tableau 最新\bin>tableau

refreshextract --config-file

"C:\Users\user1\Documents\config.txt"

構成ファイルの構文の違い

構成ファイル内でオプションを指定する構文は、コマンドラインで使用する構文とは次のような点

において異なります。

l オプション名はダッシュやハイフンからは始まりません。

l オプション名とオプション値を区切るには、等号 (スペースなし)を使用します。

l スペースを含んでいる場合であっても(前に示したサンプル内のprojectオプションの場合

など)、値の前後に引用符は必要ありません (または許可されていません)。

Windowsタスクスケジューラを使用した抽出更新

WindowsタスクスケジューラをTableauデータ抽出コマンドラインユーティリティと共に使用する

と、企業のファイアウォール内のTableau Cloudデータソースを自動で定期的に更新することがで

きます。タスクが1日、1週、または1月に1回、あるいは特定のシステムイベント後に発生する

よう設定することができます。たとえば、コンピューター起動時にタスクを実行します。
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詳細については、Microsoft TechNetライブラリの「タスクスケジューラの操作方法」ページを参照し

てください。

データ主導アラートの設定

データがビジネスにとって重要なしきい値に達すると、データ主導アラートが自動的にユーザーが指

定した主要な人々にメール通知を送信します。Tableau Cloud管理者は、サブスクリプションの場

合と同様にデータ主導アラートを設定します。ユーザーがこれらのアラートを作成および管理する方

法の詳細については、Tableauユーザーヘルプの「データ主導アラートの送信」を参照してくださ

い。

1つのサイトですべてのデータ主導アラートを管理する

1. ブラウザーウィンドウの最上部で、[タスク]、[アラート]の順にクリックします。

2. 更新するアラートを選択します。

3. [アクション]メニューから以下のいずれかを実行します。

l 自身を受信者として追加または削除する。

l アラートを編集して、データしきい値、配信スケジュール、および受信者のフルリスト

を変更する。

l アラートの所有権を別のユーザーに変更する、またはアラートを削除する。

サイトのデータ主導アラートの無効化

既定ではデータ主導アラートはすべてのサイトでサポートされていますが、管理者は特定のサイトで

それらを無効にすることができます。
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1. サイトを表示した状態で、左側のナビゲーションペインにある[設定 ]をクリックします。

2. [データ主導アラート]の下で、[ユーザーに警告の作成と警告メールの送信を許可する]を
オフにします。

3. [保存 ]をクリックします。

データ主導アラートの一時停止

一時停止したアラートの再開

アラートの失敗が何度も起こると、アラートが一時停止した旨の通知メールを受信します。管理

者またはアラート所有者が一時停止アラートを再開する方法はいくつかあります。

l Tableau Webページの [タスク>アラート]エリアで、[前回タップ]列に、アラートが一時停止

になっていることを示す アイコンが表示されます。[...]> [アラートを再開 ]を選択し、アラー

トを再開します。

l 通知メールで [アラートを再開 ]をクリックし、アラートを再開します。通知を使用し、アラート

を再開することも、ビューが変更されたためアラートを削除する必要があることを示すことも

できます。

l 影響を受けるビューまたはブックのアラートパネルから。ビューまたはブックからアラートを再開

するには、アラートを選択してアラートパネルを開きます。一時停止したアラートの横にアイ

コンが表示されます。影響を受けるアラートの[ アクション> ]、[アラート再開 ]の順に選択し

ます。

アラートが再び機能するとアラート所有者にアラート通知メールが送信されます。

失敗したアラートの特定および修正

管理者は、ユーザーが気付いていない失敗したアラートをプロアクティブに識別できます。確認の

ため、以下を行ってください。
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1. サイトメニューで [ステータス]を選択します。

2. [抽出以外のバックグラウンドタスク]を選択します。

3. [タスク]ドロップダウンメニューから、[Check if Data Alert is True (データアラートが trueかどう

かをチェックする)]を選択します。

4. 右端の [エラー]をクリックし、失敗したアラートのリストを表示します。

5. 赤い障害アイコンをポイントすると、アラートの詳細を示すツールヒントが表示されます。

アラート所有者を判別するには、Tableau Cloudリポジトリのdata_alertsテーブルのアラートID番

号を探してください。でアラートID番号を検索します (サイトのアラート管理エリアで、番号に続くア

ラート名を検索できますが、複数の異なるアラートが同じ名前を使用している場合があることがわ

かります)。

注 :アラートが10回失敗すると、アラート所有者に自動的に通知されます。管理者はアラー

ト所有者が通知を受け取るタイミングをカスタマイズすることができます。
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失敗したアラートは、多くの場合、Tableau Cloudでのコンテンツの変更によって引き起こされま

す。次のような変更が生じる場合は、アラートを作成し直すことをお勧めします。

l ワークブック、ビュー、またはデータフィールドの削除または名前の変更を行う。

l ワークブックに埋め込まれたデータベースクレデンシャルが期限切れである

l データに基づくアラートには、ライブ接続で使用する埋め込みの認証資格情報が必要で

す。現在、アラートでOAuthを使用することはできません。

l データソースにアクセスできなくなる。

メトリクスのセットアップ

従来のメトリクス機能の廃止

Tableauの従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Serverバー

ジョン2024.2で廃止されます。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau
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Serverバージョン2023.3に従来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。Tableau Pulseで

は、メトリクスを追跡し、データについて質問するためのエクスペリエンスが向上しました。新しいエク

スペリエンスの詳細については、「Tableau Pulseを使用したメトリクスの作成」を参照し、廃止され

る機能のについては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

メトリクスは、売上の合計などのメジャーの集計の値を追跡するTableauコンテンツの一種です。メ

トリクスは頻繁に更新され、現在の値が一目でわかる形式で表示されるため、データを監視する

場合に便利です。ユーザーがメトリクスを操作する方法の詳細については、「 メトリクスの作成とト

ラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

ユーザーがメトリクスを作成できるようにする

サイトでメトリクスが有効になっている場合、CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイト

ロールを持つすべてのユーザーは、正しいパーミッションを持っていればメトリクスを作成できます。

メトリクスは、Tableauサイトの既存のビューから作成されます。ユーザーがビューにメトリクスを作成

できるようにするには、次の点を確認します。

l ユーザーは、ビューが属するワークブックに対する[メトリクスの作成 /更新 ]のパーミッション機

能を持っている。詳細については、パーミッションを参照してください。

l 必要な場合は、データソースのパスワードは埋め込まれます。詳細については、Tableau
Cloudで接続を編集するを参照してください。

サイトのメトリクスの無効化

メトリクスは、既定ですべてのサイトで有効になっています。サイトごとにメトリクスを無効にすることが

できます。

1. メトリクスを無効にするサイトのナビゲーションパネルで、[設定 ]をクリックします。

2. [ メトリクスコンテンツタイプ]で、[メトリックを有効にする]チェックボックスをオフにします。

3. [保存 ]をクリックします。

メトリクスコンテンツタイプを無効にすると、サイトにメトリクスが表示されなくなります。既存のメトリク

スのデータは保持されますが、これらのメトリクスは更新されなくなります。メトリクスを再度有効にす

ると、これらのメトリクスが再表示され、更新が再開されます。
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メトリクスの作成 /更新のパーミッション機能を拒否することにより、特定のワークブックのメトリクスを

無効にすることもできます。詳細については、パーミッションを参照してください。

メトリクスの管理

メトリクスはビューから作成されますが、アラートやサブスクリプションなどのビューに関連付けられて

はいません。つまり、ワークブックの管理方法と同様にメトリクスを管理するには、メトリクスの名前

の変更、移動、タグ付け、削除、または権限の設定を行います。

プロジェクト階層をナビゲートするか、次のパスを使用して管理するメトリクスを検索します。

l サイトのすべてのメトリクスを表示するには、[探索 ]セクションに移動し、[すべてのメトリクス]
を選択します。

l ワークブック内のすべてのビューから作成されたメトリクスを表示するには、ワークブックに移

動して、[接続済みメトリクス]タブを選択します。

l 1つのビューから作成されたメトリクスを表示するには、ビューを開いて、ツールバーから

[Watch (視聴 )] > [メトリクス]を選択します。

アドレスの失敗および中断されたメトリクス更新

メトリクスの更新は、次のいずれかの理由で失敗する場合があります。

l 接続されているビューが削除または変更されました。

l 接続されているビューのパーミッションが変更されました。

l データソースのパスワードが埋め込まれなくなったか、有効でなくなりました。

l メトリクスの所有者がメトリクスの更新に必要なサイトロールを持っていません。Creatorま
たはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールが必要です。

l 一時的な接続の問題が起きています。この場合は時間が過ぎると解決されます。

注 :所有者が更新に必要なサイトロールを持っていないためメトリクスの更新が一時停止さ

れている場合、所有者を変更しない限り、更新を再開したり、メトリクスを削除したりすること

はできません。

メトリクス更新が失敗する理由と、ユーザーが更新を修正するために実行できる操作の詳細につ

いては、「 失敗した更新の修正」を参照してください。
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更新が失敗する原因となった方法で接続ビューが変更された場合、メトリクスを上書きするよう

ユーザーに促しますが、そのビューは引き続き使用可能です。ユーザーは、既存のメトリクスと同じ

プロジェクトで同じ名前のメトリクスを作成することで、メトリクスを上書きできます。

一時停止された更新の再開

データソースの正しいパスワードを埋め込むなど、失敗の原因が修正された場合は、メトリクスの更

新を再開できます。

1. 影響を受けたメトリクスを検索します。更新が中断されたメトリクスは、グリッドとリストビュー

で、前回の更新時刻ではなく、[更新が中断されました]というテキストを表示します。

2. 警告メッセージで、[更新の再開 ]をクリックします。

Tableauで更新が試行されます。この試行が成功すると、確認が送信され、更新はスケジュール

に従って実行されるようになります。試行が成功しなかった場合、更新は一時停止されたままにな

ります。自分またはメトリクスの所有者は、メトリクスを削除または上書きしたり、履歴データを参照

するように維持したりできます。

管理ビューでメトリクスアクティビティを監視する

Tableau Cloudの管理ビューを使用して、メトリクスのアクティビティを監視します。

メトリクスの更新アクティビティを監視するには:

1. ナビゲーションパネルで、[サイトのステータス]をクリックします。

2. [抽出以外のバックグラウンドタスク]ダッシュボードをタップします。

3. [更新するメトリクスを表示 ]または [ビューですべてのメトリクスを更新 ]のタスクをフィルターし

ます。詳細については、抽出以外のバックグラウンドタスクを参照してください。

さらに多くのメトリクスイベントを監視するには、管理者インサイトを使用してカスタムビューを作成

します。管理者インサイトのTS イベントデータソースに接続し、[イベント名 ]ディメンションを使用

して、メトリクスの作成、メトリクスの削除、メトリクスからの移動、メトリクスへの移動、メトリクスの

更新などのイベントを確認します。詳細については、「管理者インサイトを使用したカスタムビュー

の作成」を参照してください。
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Tableau Pulse用にサイトをセットアップする(英
語のみ)
Tableau Pulseベータ版は、2023年 12月からTableau Cloudに導入されました。Tableau

Pulseベータ版への参加に興味がある場合は、このフォームに記入してください。

Tableau Pulseは、ユーザーにとって重要なメトリクスに関するパーソナライズされたインサイトを、

仕事の流れの中で直接提供します。Creator、サイト管理者 Explorer、またはExplorer (パブリッ

シュ可能 )のサイトロールを持つユーザーはメトリクス定義を追加できます。また、すべてのユー

ザーがメトリクスをフォローしてインサイトを見つけ、データの変更を把握できます。定義、メトリク

ス、およびそれらの作成方法の詳細については、Tableau Pulseでメトリクスを作成する(英語の

み)を参照してください。Viewerがメトリクスを操作する方法については、Tableau Pulseでメトリク

スを探索する(英語のみ)を参照してください。
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メトリクスをフォローしているユーザーは、データに関するインサイトを含むダイジェストをメールまたは

Slackで定期的に受け取ります。Tableau Pulseを使用すると、Tableauに定期的にアクセスしな

いユーザーでも、通常作業している環境から離れることなくデータを理解できます。これらのユー

ザーがさらに詳しく知りたい場合は、Tableau Cloud上のメトリクスにアクセスして、ガイド付きのセル

フサービスのデータ分析に参加し、さまざまな要因がデータにどのような影響を与えているかを確認

できます。

サイトのセットアップ

従来のメトリクス機能は、2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。サイト上の従来のメト

リクスはTableau Pulseに引き継がれません。保持したい従来のメトリクスがある場合は、データ

ソース、メジャー、時間ディメンションをメモし、Tableau Pulseでもう一度作成します。従来のメトリ

クスの詳細については、メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )を参照してください。
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Tableau管理者は、ユーザーがTableau Pulseを最大限に活用できるように支援できます。ユー

ザーが利用し始める前に、メトリクスに必要なデータがあることを確認し、オプション機能をオンにし

ます。

l ユーザーがメトリクスを作成できるように、サイト上にパブリッシュされたデータソースがあるこ

とを確認します。メトリクスに求められる具体的なデータ要件については、メトリクス定義の

データソース要件を参照してください。ユーザーがデータにアクセスできることを確認するに

は、メトリクスのパーミッションを参照してください。

l ユーザーがSlackでTableau Pulseダイジェストを受信できるようにするには、Tableauサイ

トをSlackに接続します。詳細については、「TableauとSlackワークスペースの統合」を参

照してください。

l ユーザーにパーソナライズされたインサイトの概要を表示したい場合は、Tableau AIをオン

にします。詳細については、Tableau AIの有効化を参照してください。

メトリクスのパーミッション

Tableau Pulseで設定する必要のあるパーミッションはありません。ユーザーはTableau Cloudナビ

ゲーションメニューからTableau Pulseにアクセスしますが、Tableau PulseのメトリクスはTableau

Cloudのプロジェクトコンテンツ階層の一部ではなく、プロジェクトベースのパーミッションによって管

理されません。メトリクスを作成または表示する機能は、データソース内のデータに接続してアクセ

スできるパーミッションに基づいています。ユーザーがメトリクスを表示するときに表示されるデータ

は、データソースに適用されている行レベルのセキュリティを考慮しています。

メトリクス定義を作成するためのパーミッション

Creator、サイト管理者 Explorer、またはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持つユー

ザーは、Tableau Pulseでメトリクス定義を作成できます。パブリッシュされたデータソースからメトリ

クス定義を作成するには、ユーザーはデータソースに接続できるパーミッションを持っている必要が

あります。詳細については、パーミッションの機能とテンプレートを参照してください。

メトリクスを表示するためのパーミッション

メトリクスのデータを表示できるかどうかは、メトリクスが接続されているデータソース内のデータへの

アクセス権に依存します。Tableau Pulseでは、データを表示するためにユーザーにサインインを求
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めるメッセージは表示されません。代わりに、ユーザーがメトリクスのデータを表示するには、次のい

ずれかに該当する必要があります。

l データソースの認証資格情報が埋め込まれていない。埋め込まれた認証資格情報の詳

細については、パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設定するを参

照してください。

l ユーザーの認証資格情報は、シングルサインオンを使用してデータソースに渡される。

l ユーザーの認証資格情報は、データソースに保存されている。詳細については、データ接

続のために保存された認証資格情報の管理を参照してください。

l データソースは、データにアクセスするための認証をユーザーに求めない。

Tableau PulseのTableau AI

Tableau Pulseは、Tableauの生成型人工知能技術であるTableau AIを使用して、ユーザーが

フォローするメトリクスに関するパーソナライズされたインサイトの概要をユーザーに提供します。これ

らの概要の言語の生成にはTableau AIが使用されますが、Tableau AIはデータインサイトの特

定には関与しておらず、インサイトの概要の数値が変更されていないことを確認するチェックも行わ

れます。Tableau Pulseが見いだすインサイトは、従来のTableau vizオーサリングのエクスペリエン

スでデータ分析に使用されるのと同じ種類の統計モデリングに基づいています。

Tableau Pulseは、ご利用のサイトのデータを使用してTableau AIをトレーニングしません。

Tableau AIはインサイトの概要を生成するプロンプト文を処理すると、プロンプト文と応答をすぐに

忘れます。ご利用のデータはTableauの外部には保存されず、Tableau AIが収集する唯一の

データは、ユーザーがインサイトの概要に関して自発的に送信するフィードバックのみです。Tableau

AIの詳細については、TableauのEinstein生成 AIを参照してください。

Tableau AIの有効化

デフォルトでは、Tableau AIはTableauサイトでオフになっています。Tableau AIを有効にすると、

ユーザーはパーソナライズされたインサイトの概要を確認することができ、メトリクスの重要な変化の

概要を簡単に把握できるようになります。

1. Tableau Cloudのメインナビゲーションメニューから、[設定 ]を選択します。

2. Tableau AIの [可用性 ]で、[Tableau Pulse インサイト概要を有効にして、主要なメトリク

スのインサイトを生成 AI を使用して自然言語で要約する]を選択します。

3. [保存 ]を選択します。
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Tableau AIを有効にすると、生成 AIが不正確または有害な応答を生成する可能性があること

を知らせる通知がユーザーに表示されます。ユーザーは、表示されたインサイト概要の品質に関

するフィードバックを、高評価または低評価を選択して残すことができます。

メトリクスのトラブルシューティング

サイト上のユーザーがメトリクス定義を作成したり、メトリクスを表示したりしてもデータが表示され

ない場合は、データソースに問題がある可能性があります。今日の日付が時系列の現在の期

間の始まりである場合 (その月の初日であるなど)、グラフにはその時点しか表示されません。これ

はデータソースの問題ではありません。期間が進むにつれて、時系列に新しいポイントが追加され

ます。

ユーザーはメトリクス定義を作成しているが、プレビューにデータがない場合 : Tableau Pulseは、

現在の期間の最初から現在までのプレビューデータを表示します。選択したメジャーに最近の

データがない場合、グラフ上にプレビューは表示されません。データソースをチェックして、データが

更新されていることを確認します。

ユーザーは以前はデータがあったメトリクスを表示しているが、現在はデータがない場合 :メトリクス

で使用されているフィールドがデータソース内で削除または変更されていないか確認します。その

変更を考慮してメトリクス定義を編集すると、その定義に関連するすべてのメトリクスに変更が反

映されます。詳細については、メトリクス定義の編集を参照してください。

更新に関する問題のトラブルシューティング

Tableau Cloudがスケジュールされた更新を完了できない場合は、更新が失敗したことを示すア

ラートが表示されます。スケジュールされた更新が5回連続して失敗すると、Tableau Cloudは更

新を一時停止します。更新が一時停止されると、ユーザーが障害の原因を修正する措置を講じ

るまで、Tableau Cloudは再試行しません。

更新が失敗した理由を説明するアラートを表示するには、ブラウザーウィンドウの右上隅にある

通知アイコン( )を選択します。
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エラーの修正と一時停止された更新の再開

更新に関する問題を解決するために、アラートに示された原因に基づいて、次のアクションを実行

することができます。

l アクセストークンの検証またはユーザー認証資格情報に関するエラー

これらの問題を修正するには、アラートの [接続の詳細 ]リンクをクリックして、スケジュールさ

れた更新が失敗したデータソースのデータソースページの [接続 ]タブに移動します。[接続 ]

タブで、データ接続の横にあるチェックボックスをオンにし、[接続の編集 ]をクリックしてユー

ザー名またはパスワードを更新するか、別のアクセストークンを選択します。接続情報が更

新されると、Tableau Cloudは更新スケジュールを再起動します。

ワークブックまたはデータソースをTableau Desktopからパブリッシュしたときに、元々認証資

格情報またはその他のデータ接続情報が埋め込まれている場合は、ワークブックまたはデー

タソースを再度パブリッシュすることもできます。パブリッシュプロセスの一部として、新しい更

新スケジュールを設定することができます。それ以外の場合、Tableau Cloudは既存のスケ

ジュールを再起動します。

l データベースが到達不能であることを示すエラー

参照元データベースがオンラインで、サインインしてデータにアクセスできることを確認します。

アラート内の [再試行 ]リンクを使用して、更新スケジュールを再起動できます。
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l Tableau Bridge に関連するエラー

Bridgeに関連するエラーのトラブルシューティングについては、Bridgeの問題のトラブル

シューティングを参照してください。

サブスクリプションのトラブルシューティング

"このメール内のビュースナップショットを正しくレンダリングできませ

んでした。"

このエラーメッセージ付きサブスクリプションを受け取った場合は、いくつかの理由がある可能性が

あります。

l 認証資格情報が見つかりません。いくつかのビューは、埋め込み認証資格情報を使用し

てパブリッシュされます。埋め込み認証資格情報が期限切れの場合、または埋め込み認

証資格情報を使用せずにビューが再度パブリッシュされた場合、上記のエラーが表示され

る可能性があります。

l データベースが一時的にダウンしています。ビューが稼働中のデータベースと接続しており、

サブスクリプションの生成時にデータベースが一時的にダウンした場合、上記のエラーが表

示される可能性があります。

メール内の画像を表示できない

登録メール内でコンテンツの画像を表示するには、ビューにサブスクライブしているユーザーに

[ビュー]パーミッションに加え、[画像 /PDF のダウンロード]パーミッションも必要です。詳細について

は、パーミッションを参照してください。

サブスクライブできない

ユーザーがTableau Server上でビューを表示でき、右上隅にサブスクリプションアイコン( )があ

る場合、ビューをサブスクライブできます。
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ビューをサブスクライブするには、サブスクライブしているビューのデータソースに埋め込み認証資格

情報を指定するか、認証資格情報に依存しないようにする必要があります。後者の例には、更新

していない抽出に接続するワークブック、またはパブリッシュ時にワークブックに含まれていたファイル

内に、データが置かれているワークブックが含まれます。認証資格情報の埋め込みは、Tableau

Desktopで発生する1つの手順です (詳細についてはTableauヘルプを参照 )。

サブスクリプションアイコンがない

ビューを表示できても、サブスクライブできない可能性があります。この原因として、。

l ビューが稼働中のデータベースの接続を使用している:稼働中のデータベースと接続してい

るビュー (最初にビューをクリックしたときにデータベース認証資格情報の入力が要求される)
は、サブスクリプション用に使用できません。サブスクリプションには、ビュー (またはワークブッ

ク)、データ、およびスケジュールが含まれます。ビューに必要なデータを配信するために、

Tableau Serverには埋め込みデータベース認証資格情報、または認証資格情報を必要

としないデータのいずれかが必要です。稼働中のデータベースへの接続が関係している場

合、Tableau Serverは認証資格情報を持たず、各ユーザーのみが認証資格情報を持ち

ます。この理由により、サブスクライブできるのは、認証資格情報が必要でないビューか、認

証資格情報が埋め込まれているビューのみです。

添付ファイルがない

管理者がサブスクリプションを有効にしている場合は、PDF添付ファイルを追加できます。PDF添

付ファイルがサブスクリプションにない場合は、PDFのサイズがメールサーバーのサイズ制限を超えて

いる可能性があります。Tableau Cloudでは、各サイトの最大メールサイズは2 MBです。詳細に

ついては、「Tableau Cloudサイトの容量」を参照してください。

Tableau 2024.1以降では、独自の送信サーバーを使用してメールを送信できるようになりました。

最大メールサイズが10 MBの添付ファイルを送信できるようになります。

この機能を有効にするには、サイト設定に移動し、[メール通知のカスタマイズ]セクションで [独自

のSMTP サーバーを使用する]の横のボックスをオンにします。
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注 :独自の送信サーバーを使用している場合、Tableauは10 MBの制限を下回るように、

添付ファイルの一部としてサブスクリプションメールの送信を試みます。ただし、これは保証さ

れません。Tableauが添付ファイルを送信できない場合は、添付ファイルが大きすぎて送信

できないことを通知するメッセージが表示されます。

サブスクリプションの一時停止

既定では、連続して5回失敗するとサブスクリプションが一時停止します。

一時停止したサブスクリプションの再開

サブスクリプションの所有者は、次の方法でサブスクリプションを再開できます。

l コンテンツ設定の [マイサブスクリプション]から

l 各ワークブックの [サブスクリプション]タブから

サブスクリプションが再開されると、アラートの失敗回数が0に戻ります。サブスクリプションの次の

評価は、スケジュールされている次回評価時に行われます。

サブスクリプションの頻度を"データ更新時"に設定できない

ワークブックでパブリッシュされた抽出への接続を使用している場合、抽出が更新されたときにサブ

スクリプションを実行するように設定できます。サブスクリプションを作成または変更するとき、ワーク

ブックで次の値を使用している場合は、[頻度 ]オプションが表示されないことがあります。

l Tableau Bridgeを介した抽出更新

l 複数の抽出更新

l ライブデータ接続

注 :ワークブックのデータソースに複数の接続が含まれていて、一方の接続がパブリッシュされ

た抽出に接続されており、もう一方の接続にTableau Bridgeが必要な場合は、サブスクリプ
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ションの頻度を[データの更新時 ]に設定できます。選択した場合、サブスクリプションは

Tableau Bridgeの更新時ではなく、抽出更新時に実行されます。

データ品質に関する警告が見つからない

次の場合、データ品質に関する警告はサブスクリプションメールに含まれます。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudがデータ管理 でライセンス設定されている。詳細に

ついては、データ管理 についてを参照してください。

l Tableau Catalogが有効になっている。詳細については、Tableau Catalogの有効化を参

照してください。

l サイト設定で、[Data Quality Warnings in Subscriptions (サブスクリプションのデータ品質に

関する警告 )]の下のチェックボックスが選択されている。

接続情報の管理

Tableau Cloudで接続を編集する

管理者とデータソース所有者は、パブリッシュされたデータソースの接続情報を管理できます。接

続情報は、データソース、所有者、およびデータへのアクセス方法を説明します。接続にデータ

ベース認証資格情報を埋め込み、ユーザーに対してデータへの直接アクセスを許可したり、スケ

ジュールされた抽出更新タスクを有効にできます。あるいは、ユーザーにサインインを要求するよう

接続を設定できます。クラウドベースデータのサーバー名を変更することもできます。

データソース所有者またはサイト管理者は、サイト上で直接この情報を管理できます。たとえば、

データソースを再パブリッシュしなくてもタグを更新したり、データソースの所有者を変更できます。

1. 変更するデータソースがあるサイトで [Explore]ページを開き、すべてのデータソースを表示

するフィルターを設定します。
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データソースが大量にある場合は、フィルターを使用してリストを絞り込みます。
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2. 更新するデータソースの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション]メニューで [接続の

編集 ]を選択します。

注 :Onlineスケジュールの抽出更新の接続タイプを、BridgeではなくTableau Cloudを使

用するように編集するには、「Tableau Cloudを使用するように更新の接続タイプを変更す

る」を参照してください。

3. 接続情報を更新し、[保存 ]をクリックします。

保存された認証資格情報を使用したデータの更新がサポートされている接続の詳細につ

いては、保存した認証資格情報を使用してデータを更新するを参照してください。

4. [データ接続 ]ページを更新して(F5キーまたはCtrl + Rを押してください)、変更内容を有効

にします。
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OAuth接続

機密データベースへの認証資格情報をTableau Cloudに保存せずに、OAuth 2.0標準を使用

して接続を作成することができます。OAuth認証をサポートしているコネクタは次のとおりです。

l Anaplan
l Azure Data Lake Storage Gen2、Azure SQL、Azure Synapse
l Box
l Esri ArcGISサーバー

l Databricks
l Dremio
l Dropbox
l Google広告、Googleアナリティクス、Google BigQuery、Googleスプレッドシート(2022 3

月に非推奨 )
l LinkedIn Sales Navigator
l Marketo
l OneDrive
l Oracle Eloqua
l QuickBooks Online
l Salesforce、Salesforce CDP
l ServiceNow ITSM
l Snowflake

Tableauから、OAuthを使用するコネクタでデータにサインインすると、ユーザーは認証プロバイダー

のサインインページにリダイレクトされます。ユーザーが認証資格情報を提示し、Tableauにデータ

へのアクセスを許可すると、認証プロバイダーはTableauとユーザーを一意に識別するアクセス

トークンをTableauに送信します。このアクセストークンは、ユーザーに代わってデータにアクセスす

るために使用されます。詳細については、次のOAuthプロセスの概要を参照してください。

OAuthベースの接続を使用すると、次のような利点があります。

l セキュリティ:データベースの認証資格情報がTableau Cloudに知られたり保存されたりす

ることはなく、アクセストークンはユーザーに代わってTableauのみが使用します。

l 利便性 :複数の場所にデータソースIDとパスワードを埋め込む代わりに、そのデータプロ

バイダーにアクセスするすべてのパブリッシュ済みワークブックとデータソースの特定のデータ
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プロバイダーに対して提供されるトークンを使用できます。

注 :さらに、Google BigQueryデータへのライブ接続の場合、各ワークブックのViewer

は単一のユーザー名とパスワードの認証資格情報を共有するのではなく、ユーザーを

識別する一意のアクセストークンを持つことができます。

OAuthプロセスの概要

次の手順では、OAuthプロセスを呼び出すTableau環境におけるワークフローについて説明しま

す。

1. ユーザーが取る行動は、クラウドベースのデータソースへのアクセスを必要とします。

たとえば、Tableau Cloudにパブリッシュされているワークブックを開きます。

2. Tableauは、ユーザーをクラウド上のデータプロバイダーのサインインページに誘導します。

データプロバイダーに送信される情報により、Tableauは要求サイトとして識別されます。

3. ユーザーがデータにサインインすると、プロバイダーはTableau Cloudのデータへのアクセスの

認可を確認するようにユーザーに要求します。

4. ユーザーの確認時に、データプロバイダーはアクセストークンをTableau Cloudに送り返しま

す。

5. Tableau Cloudは、ワークブックとデータをユーザーに提示します。

次のユーザーワークフローでOAuthプロセスを使用できます。
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l Tableau DesktopまたはTableau Cloudからワークブックを作成してデータソースに接続す

る。

l Tableau Desktopからデータソースをパブリッシュする。

l Tableau MobileやTableau Desktopなどの承認済みクライアントからTableau Cloudサイ

トにサインインします。

注 : Tableau Bridgeでは、コネクタ(Snowflake、Google BigQuery、Googleドライ

ブ、Salesforce、OneDrive)の認証にOAuthがをサポートされています。

既定の保存済み認証資格情報コネクタ

保存済み認証資格情報とは、Tableau CloudがOAuth接続用のユーザートークンを保存する

機能を指します。これにより、ユーザーはOAuth認証資格情報をTableau Cloud上のユーザー

プロフィールに保存できます。認証資格情報を保存すると、その後コネクタにアクセスして、パブリッ

シュ、編集、更新する際にメッセージが表示されることはありません。

注 : Web上でTableau Prepフローを編集する場合、再認証を求められる場合があります。

サポートされるすべてのコネクタは、Tableau Cloudのユーザーの [マイアカウント設定 ]ページにあ

る[データソースの保存済み認証資格情報 ]に一覧表示されます。各コネクタのための保存済

み認証資格情報はユーザーが管理します。

データ接続のためのアクセストークン

初期認証プロセスの後にデータへの直接アクセスを可能にするために、アクセストークンに基づい

て認証資格情報をデータ接続と共に埋め込むことができます。アクセストークンはTableau Cloud

ユーザーが削除するか、データプロバイダーが取り消すまで有効です。

データソースプロバイダーが許可するアクセストークンの数を超過する可能性があります。そのよう

な場合、データプロバイダーは新しいトークンがユーザーによって作成される際に前回のアクセスか
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らの時間の長さを使用して、新しいトークンのためのスペースを空けるために無効にするトークンを

決定します。

承認済みクライアントからの認証用のアクセストークン

既定では、Tableau Cloudサイトでユーザーが初回サインイン時に認証資格情報を入力した後、

承認済み Tableauクライアントからサイトに直接アクセスできます。また、このタイプの認証は、

OAuthアクセストークンを使用して、ユーザーの認証資格情報を安全に保存します。

詳細については、接続されているクライアントからサイトにアクセスを参照してください。

既定の管理対象キーチェーンコネクタ

管理対象キーチェーンとは、OAuthトークンがプロバイダーによってTableau Cloudに対して生成さ

れ、同じサイト内のすべてのユーザーによって共有される機能を指します。まずユーザーがデータ

ソースをパブリッシュすると、Tableau Serverからデータソースの認証資格情報を求めるメッセージ

が表示されます。Tableau Cloudは、データソースプロバイダーに認証資格情報を送信します。プ

ロバイダーは、使用するTableau CloudのOAuthトークンをユーザーに代わって返します。その後

のパブリッシュ操作では、同じクラスとユーザー名に対してTableau Cloudに保存されたOAuthトー

クンが使用されるため、ユーザーにOAuth認証資格情報の入力を求めるメッセージが表示される

ことはありません。データソースのパスワードが変更された場合、上記のプロセスが繰り返され、古

いトークンがTableau Cloud上の新しいトークンに置き換えられます。

次の既定の管理キーチェーンコネクタでは、Tableau Cloudで追加のOAuthを構成する必要はあ

りません。

l Googleアナリティクス、Google BigQuery、Googleスプレッドシート(はTableauバージョン

2022.1で非推奨、)

l Salesforce

カスタムOAuthを構成する

2021.2以降、サイト管理者として、OAuthをサポートしているデータプロバイダー (コネクタ)ごとにカ

スタムOAuthクライアントを構成して、サイトの事前構成されたOAuthクライアントの設定を上書

Tableau Software 1001

Tableau Cloudヘルプ



きできるようになりました。一意のOAuthクライアントを必要とするデータへの安全な接続をサポー

トするために、カスタムOauthクライアントを構成することを検討してください。

カスタムOAuthクライアントが構成されている場合、デフォルトの構成は無視され、サイトで作成

されたすべての新しいOAuth認証資格情報は、デフォルトでカスタムOAuthクライアントを使用し

ます。

重要 :カスタムOAuthクライアントを構成する前に確立された既存のOAuth認証資格情報は、

一時的には使用できるものの、サイト管理者とユーザーの両方が保存された資格情報の更新を

行い、データへのアクセスが中断されないようにする必要があります。

ステップ1: OAuthクライアントID、クライアントシークレット、リダイレクトURLの準備

カスタムOAuthクライアントを構成する前に、以下の情報を収集する必要があります。この情報

を入手したら、OAuthをサポートしているコネクタごとにカスタムOAuthクライアントを構成できま

す。

l OAuth クライアントID とクライアントシークレット:まずOAuthクライアントをデータプロバイ

ダー (コネクタ)に登録して、Tableau Cloud用に生成されたクライアントIDとクライアント

シークレットを取得します。サポートしているコネクタは次のとおりです。

l Azure Data Lake Storage Gen2、Azure SQLデータベース、Azure Synapse
l Databricks
l Dremio
l Dropbox
l Googleアナリティクス、Google BigQuery、Googleスプレッドシート(2022年 3月で

非推奨 )
l Intuit QuickBooks Online
l Salesforce、Salesforce CDP

l リダイレクトURL:以下のステップ2の登録プロセスで正しいリダイレクトURLを入力できる

ように、Tableau Cloudサイトが配置されているポッドをメモしておいてください。リダイレクト

URLは次の形式を使用します。

https://<your_pod>.online.tableau.com/auth/add_oauth_token
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たとえば、https://us-west-2b.online.tableau.com/auth/add_oauth_tokenなどです。

注 :ポッドの詳細については、Tableau Trustのページを参照してください。

ステップ2: OAuthクライアントIDとクライアントシークレットの登録

以下の手順に従って、カスタムOAuthクライアントをサイトに登録します。

1. サイト管理者の認証資格情報を使用してTableau Cloudにサインインし、[設定 ]ページに

移動します。

2. [OAuth Clients Registry (OAuthクライアントレジストリ)]で、[Add OAuth Client (Oauth
クライアントの追加 )]ボタンをクリックします。

3. 上記のステップ1の情報を含む、必要な情報を入力します。

a. [接続タイプ]で、カスタムOAuthクライアントを構成するコネクタに対応するデータ

ベースクラスの値を選択します。

b. クライアントID、クライアントシークレット、リダイレクトURLには、上記のステップ1で

準備した情報を入力します。

c. [Add OAuth Client (Oauthクライアントの追加 )]ボタンをクリックして、登録プロセス

を完了します。
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4. (オプション)追加のコネクタについて、ステップ3を繰り返します。

5. [設定 ]ページの下部または上部にある[保存 ]ボタンをクリックして、変更を保存します。

ステップ3:保存された認証資格情報の検証と更新

中断のないデータアクセスを確保するため、サイト管理者 (およびサイトのユーザー)は、デフォルト

のOAuthクライアントの代わりにカスタムOAuthクライアントを使用できるように、以前に保存した

認証資格情報を削除して追加し直す必要があります。

1. [マイアカウント設定 ]ページに移動します。

2. [データソースの保存済み認証資格情報 ]で、次の手順を実行します。

1. 上記のステップ2でカスタムOAuthクライアントを構成したコネクタの既存の、保存

済み認証資格情報の横にある[削除 ]をクリックします。

2. 同じコネクタの横にある[追加 ]をクリックし、プロンプトに従って、1)上記のステップ2
で構成したカスタムOAuthクライアントに接続し、2)最新の認証資格情報を保存

します。
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ステップ4:保存した認証資格情報を更新するようにユーザーに通知する

上記のステップ2で構成したカスタムOAuthクライアントのデータプロバイダーに対する、保存され

た認証資格情報を更新するように、サイトのユーザーに通知してください。サイトのユーザーは、「保

存済み認証資格情報の更新」で説明されている手順を使用して、保存された認証資格情報を

更新できます。

Tableau CloudをSalesforce Data Cloudに接続する

Tableauリリース2023.2およびData Cloud Summer 23リリースの時点で、Salesforceには、新し

いコネクタであるSalesforce Data Cloudコネクタが導入されています。新しいTableauコネクタは、

Data CloudとTableau Desktopをシームレスに接続します。Data Cloudコネクタは、Tableau

Cloud、Tableau Desktop、Tableau Prepで使用できます。

Salesforce Data Cloudコネクタのメリット

l このコネクタでは、TacoファイルとJDBCドライバーを使用してコネクタをインストールする追

加の手順が不要になります。

l コネクタはデータスペースを認識するほか、Tableau接続 UIに、オブジェクトAPI名ではな

く、オブジェクトラベルを表示するなど、使いやすさが向上しています。

l コネクタではクエリが高速化されています。

警告 : Customer Data Platformコネクタは2023年 10月に非推奨になります。コネクタは廃止さ

れるまで使用できます。コネクタが廃止されると、Tableauユーザーインターフェイスから削除され、

そのコネクタを使用するデータソースは期待どおりに動作しなくなります。コネクタは通常、非推奨

になってから1 ～ 2回のリリースを経て廃止されます。

新規ユーザー:新規ユーザーの場合は、新しいSalesforce Data Cloudコネクタを使用できます。

次のステップを実行して、Tableau CloudをCustomer Data Platformに接続します。

1. サイト管理者としてTableau Cloudにサインインします。
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2. Customer Data Platformに接続します。

3. プロンプトが表示されたら、[許可 ]を選択します。
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データ接続のために保存された認証資格情報の管理

保存された認証資格情報は、認証資格情報の入力を要求されずにデータソースに接続できるよ

うにします。接続のために保存された認証資格情報にはOAuthアクセストークン、またはユーザー

名とパスワードなどのその他の認証資格情報があります。

Tableau Cloudでは、[アカウント設定 ]ページで保存された認証資格情報の管理ができます。

注 :

l [保存済み認証資格情報 ]セクションが表示されない場合は、認証資格情報の保存の許

可について管理者に問い合わせてください。

l Web上でTableau Prepフローを編集する場合、再認証を求められる場合があります。

保存された認証資格情報を使用した接続のテスト

コネクターがテスト機能をサポートする場合、接続を保存された認証資格情報でテストできます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインし、[アカウント設定 ]ページを表示しま

す。

2. [保存済み認証資格情報 ]セクションで、テストしたい保存済み接続の横にある[テスト]リ
ンクを選択します。

このテストによりTableau CloudまたはTableau Serverがこの対応する保存された認証資格情

報を使用してアカウントにアクセスできることを確認できます。テテストが成功したにもかかわらず、こ

の接続管理を通じてデータにアクセスできない場合は、入力した認証資格情報でデータにアクセ

スできることを確認してください。
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たとえば、誤って個人のGmailアカウントを使用して接続を作成している場合や、異なるアカウン

トを使用してGoogle Analyticsデータベースにアクセスしている場合は、保存済み認証資格情

報を削除して、適切なGmailアカウントを使用してサインインする必要があります。

保存済み認証資格情報の更新

サイトにカスタムOAuthクライアントを構成した後は、既存のTableauコンテンツからのデータアク

セスが中断されないようにするために、保存済み認証資格情報を更新することをお勧めします。

保存済み資格情報を更新するには、以前保存された特定のコネクタの認証資格情報を削除し

てから、もう一度追加します。

保存済み資格情報をもう一度追加すると、新しいTableauコンテンツと既存のTableauコンテン

ツの両方で、サイト管理者によって構成されたカスタムOAuthクライアントを使用してデータにアク

セスできるようになります。カスタムOAuthクライアントの詳細については、「OAuth接続」を参照し

てください。

1. Tableau Serverにサインインし、[マイアカウントの設定 ]ページに移動します。

2. [データソースの保存済み認証資格情報 ]で、次の手順を実行します。

1. コネクタの保存済み認証資格情報の横にある[削除 ]をクリックします。

2. 同じコネクタの横にある[追加 ]をクリックし、プロンプトに従って1)サイト管理者から

通知されたカスタムOAuthクライアントに接続し、2)最新の認証資格情報を保存

します。

保存されたすべての認証資格情報のクリア

[保存されたすべての認証資格情報の削除 ]を選択すると、ユーザーアカウントから以下の項目

が削除されます。
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l アカウントに保存されているすべての接続用の認証資格情報。

注意 :これらの保存された認証資格情報のいずれかがパブリッシュ済みワークブックや

データソースで保存されている場合、これらのトークンを削除するとデータソースへのア

クセスもそれらの場所から削除されます。事実上、これはまるで影響を受ける保存され

た認証資格情報が使用されるあらゆる場所で「鍵を変える」ようなものです。

l パブリッシュされたデータ抽出やそれらに接続するワークブックへのアクセスに使用しているパ

スワード。

保存済み認証資格情報の削除

データへのTableauアクセスを削除するには、アカウントからそのデータへの接続に関連する保存さ

れた認証資格情報を削除します。認証資格情報を削除したら、次回アクセスする際にデータにサ

インインする必要があります。これにより、保存済み認証資格情報が新たに作成されます。

管理者は、すべてのユーザーが同じ共有認証資格情報を使用してデータソースに接続するよう

選択できます。この場合、保存された認証資格情報はすべてのユーザーのデータ接続に関連付

けられます。また、認証資格情報は [アカウント設定 ]ページの [保存済み認証資格情報 ]には表

示されません。

注 :Tableau Serverユーザーであるものの、保存済み認証資格情報を削除できない場合

は、サーバー設定で [ユーザーにデータソースアクセストークンの保存を許可 ]オプションをクリ

アしたかどうかについて、管理者に問い合わせてください。

Web上でのフローの作成と操作

バージョン2020.4以降、Tableau Cloudでフローを作成および操作して、データのクリーンアップと

準備を行うことができます。データへの接続、新しいフローの作成、および既存のフローの編集を行

うことができ、作業は数秒ごとに自動的に保存されます。自分だけが利用できる下書きフローを作

成するか、フローをパブリッシュして他のユーザーが利用できるようにします。データ管理 がライセンス

されている場合、Webから個別のフローを実行するか、Tableau Prep Conductorを使用してスケ
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ジュールに従ってフローを自動的に実行します。詳細については、「Web上のTableau Prep」を参

照してください。

サイトでのフローのWeb作成をオンまたはオフにする

このオプションは既定で有効になっており、ユーザーがTableau ServerまたはTableau Cloudのど

ちらでフローを作成および編集できるかどうかを制御します。

注 :この設定は、Tableau Serverでのみ変更できます。Web作成はTableau Cloudに対し

て自動的に有効になっており、無効にすることはできません。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、サイトに移動して[設定 ]をクリック

します。

2. [Web 作成 ]セクションで、[フロー]をクリアまたは選択します。ユーザーがブラウザーでフロー

を編集して、機能をオフまたはオンにできるようにします。

3. 変更内容をすぐに有効にする場合は、サーバーを再起動します。再起動しない場合、変

更内容はサーバーセッションのキャッシュ期限が切れた後、または次回ユーザーがサインア

ウト後に再びサインインしたときに有効になります。

リンクされたタスクを有効にする

Tableau CloudおよびTableau Serverバージョン2021.3以降でサポートされています。

[リンクされたタスク]オプションを使用して、最大 20件のフローを次々に実行するようにスケジュー

ルできます。リンクされたタスクは、[リンクされたタスク]オプションが選択されているスケジュールでの

み実行できます。リンクされたタスクの詳細については、「リンクされたタスクのスケジュール」を参照

してください。
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バージョン2022.1以降、リンクされたタスクは、既定で [サーバー設定 ]および作成する新しいフ

ロースケジュールで有効になっています。以前のバージョンでは、管理者は最初にオプションを有効

にする必要があります。

複数のサイトがある場合は、以下のチェックボックスをオフにすることで、個々のサイトの [リンクされ

たタスク]をオフにできます。

リンクされたタスクをスケジュールした後にサーバー設定をオフにした場合、実行中のタスクはすべて

完了しますが、スケジュール済みのリンクされたタスクは非表示になり、[スケジュールされたタスク]タ
ブに表示されなくなります。

リンクされたタスクを有効にする(バージョン2021.4以前 )

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、フローの [リンクされたタスク]を有効

にするサイトに移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [リンクされたタスク]セクションで、[リンクされたタスクをスケジュールできるようにする]を選択し

て、管理者が、リンクされたタスクを実行するスケジュールを設定できるようにします。

3. [リンクされたタスクを [今すぐ実行 ] を使用して手動で実行することを許可する]を選択し

て、ユーザーが [今すぐ実行 ]を使用して、リンクされたフロータスクを実行できるようにしま

す。

フローパラメーターを有効にする

ユーザーがパラメーターを含むフローをスケジュールして実行できるようにします。パラメーターを使用

すると、ユーザーはフローを一度構築してから、さまざまなデータシナリオに対応するようにパラメー

ター値を変更することで、フローをスケーリングできます。
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パラメーターは、ファイル名、パス、テーブル名のインプットステップ、またはカスタムSQLクエリを使

用する場合は、ファイル名、パス、テーブル名のアウトプットステップ、およびフィルターまたは計算

値の任意のステップタイプに入力できます。

Tableau Prep BuilderおよびTableau Cloudバージョン2023.2以降では、システムパラメーター

をフロー出力名に追加して、フローの実行開始日時を自動的に含めることができます。

フローパラメーターの設定は、サーバーレベルで適用して、Tableau Server上のすべてのサイトを

含めることができます。この設定は、サイトレベルで無効にして、特定のサイトのみを含めることが

できます。

フローでパラメーターを使用する方法の詳細については、Tableau Prepヘルプの「フローでパラメー

ターを作成して使用する」を参照してください。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、[フローパラメーター]を有効にする

サイトに移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [フローパラメーター]セクションで、[パラメーターを使用するフローをユーザーが実行およびス

ケジュールできるようにする]を選択して、機能を有効にします。

3. (バージョン2023.2以降 ) [Allow system generated parameters like timestamps to
be applied to output names (タイムスタンプなどのシステム生成パラメーターを出力名に

適用できるようにする)]を選択すると、ユーザーがファイルおよびパブリッシュされたデータ

ソース出力タイプの実行時に、日付またはタイムスタンプをフロー出力名に追加できるよう

になります。

4. [Allow parameters that can accept any input (任意の入力を受け入れるパラメーター

を許可する)]を選択して、フローを実行しているすべてのユーザーが実行時にフローに任意

のパラメーター値を入力できるようにします。

重要 :このオプションを設定すると、フローのユーザーはパラメーターに任意の値を入力でき

るようになり、ユーザーがアクセスすべきでないデータが公開される可能性があります。

このオプションが選択されていない場合、ユーザーは事前定義されたパラメーター値のリスト

のみから選択でき、任意の値を受け入れるパラメーターを含むフローは実行されないか、実
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行するようにスケジュールされなくなります。

Tableau Prep Conductorを有効にする

データ管理 がライセンスされている場合は、このオプションを有効にして、ユーザーがTableau

ServerおよびTableau Cloudでフローのスケジュール設定と追跡ができるようにします。Tableau

Prep Conductorの追加の構成要件については、「Tableau Prep Conductor」参照してください。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、Tableau Prep Conductorを有効に

するサイトに移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. Tableau Prep Conductorセクションで、[Let users schedule and monitor flows (ユー

ザーにフローのスケジュール設定と監視を許可する)]を選択して、機能を有効にします。

[今すぐ実行 ]を有効にする

[今すぐ実行 ]オプションを使用して、ユーザーまたは管理者のみがフローを手動で実行できるかどう

かを制御します。フローを手動で実行するには、データ管理 は必要ありません。
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1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、フローの [今すぐ実行 ]を有効にす

るサイトに移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [今すぐ実行 ]セクションで、[ユーザーに [今すぐ実行 ] を使用してジョブを手動で実行する

のを許可する]を選択して、機能を有効にします。

サーバー管理者のみがフローを手動で実行できる場合は、チェックボックスをオフにします。

フローサブスクリプション

スケジュールされたタスクでフローの実行が成功したことについて、ユーザーがフロー通知を受け取

るかどうかを制御します。この通知を有効にするには、データ管理 が必要です。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、フローサブスクリプションを有効にす

るサイトに移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [フローサブスクリプション]セクションで、[Let users send or receive emails that
include flow output data (ユーザーがフロー出力データが含まれるメールを送受信できる

ようにする)]を選択して、機能を有効にします。
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注 : .csvまたは .xlsxファイルタイプのいずれかをメールに添付するオプションは、オンプレ

ミス環境のみで使用できます。

Tableau Prep拡張機能を有効にする

バージョン2021.2.0以降のTableau ServerおよびTableau Cloudでサポートされています

このオプションを設定して、ユーザーがEinstein Discoveryに接続して、フロー内のデータに対して

予測モデルを実行できるかどうかを制御します。

Einstein Discoveryを活用したモデルを使用して、Web上でフローを作成するときに、フロー内の

データの予測を一括でスコアリングできます。予測を行うことで、より適切な情報に基づいて意思

決定を行い、ビジネス成果を向上させるためのアクションを実行できます。

フローに予測を含めるには、追加の設定を構成する必要があります。詳細については、「Einstein

Discovery予測をフローに追加する」および「Einstein Discovery統合の設定」を参照してくださ

い。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、Tableau Prep拡張機能を有効に

するサイトに移動します。そのサイトで、[設定 ] > [Extensions (拡張機能 )]の順にクリック

します。

2. [Tableau Prep 拡張機能 ]セクションで、[Let users connect to Einstein Discovery
(ユーザーにEinstein Discovery への接続を許可する)]を選択して機能を有効にします。

自動保存をオフまたはオンにします

この機能は既定で有効になっており、ユーザーのフロー作業を数秒ごとに自動的に保存します。
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管理者は、Tableau Server REST APIメソッドの「サイトの更新」とflowAutoSaveEnabled設

定を使用して、サイトの自動保存を無効にすることができますが、これは推奨されていません。詳

細については、「Tableau Server REST APIサイトのメソッド:サイトの更新」を参照してください。

Web上での自動保存の詳細については、自動保存をオフまたはオンにしますを参照してくださ

い。

サイト設定の構成については、Tableau Serverヘルプの「サイト設定リファレンス」を参照してくださ

い。

Web上のTableau Prep

Windows上の Internet Explorer 11および Internet Explorerの互換モードはサポートされていま

せん。

バージョン2020.4以降、Tableau PrepではフローのWeb作成がサポートされています。これによ

り、Tableau Prep Builder、Tableau Server、またはTableau Cloudを使用して、データのクリーニ

ングと準備を行うフローを作成できます。また、Web上でフローを手動で実行することができ、デー

タ管理 は必要ありません。

Web上でもTableau Prep Builderの同じ機能の大部分がサポートされていますが、フローを作

成して操作する場合には、いくつかの相違点があります。

重要 : Web上でフローを作成および編集するには、Creatorライセンスが必要です。ただし、デー

タ管理 は、Tableau Prep Conductorを使用してスケジュールに従ってフローを実行する場合にの

み必要です。Tableau Prep Conductorを使用して構成および使用する方法については、

Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの「Tableau Prep Conductor」を参照してください。

インストールと展開

ユーザーがWeb上でフローを作成および編集できるようにするには、サーバーでいくつかの設定を

構成する必要があります。これらの各設定の詳細については、「Web上でのフローの作成と操

作」を参照してください。

l Web 作成 :このオプションは既定で有効になっており、ユーザーがTableau Serverまたは

Tableau Cloudのどちらでフローを作成および編集できるかどうかを制御します。
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l 今すぐ実行 : [今すぐ実行 ]オプションを使用して、ユーザーまたは管理者のみが手動でフ

ローを実行できるかどうかを制御します。Web上でフローを手動で実行するには、データ管

理 は必要はありません。

l Tableau Prep Conductor:データ管理 がライセンスされている場合、このオプションを有効

にすると、ユーザーはフローをスケジュールおよび追跡できます。

l Tableau Prep 拡張機能 (バージョン2021.2.0以降 ):ユーザーがEinstein Discoveryに接

続してフロー内のデータに対して予測モデルを適用および実行できるかどうかを制御します。

l 自動保存 :この機能は既定で有効になっており、数秒ごとにユーザーのフロー作業を自動

的に保存します。

サンプルデータと処理の制限

Web上のフローを操作する際のパフォーマンスを維持するために、フローに含めることができるデータ

の量に制限が適用されます。

以下の制限が適用されます。

l ファイルに接続する場合、最大ファイルサイズは1 GBです。

l すべてのデータを含めるデータサンプリングオプションは使用できません。既定のサンプル

データの制限は100万行です。

l 大きなデータセットを使用する場合にユーザーが選択できる最大行数は、管理者によって

構成されます。ユーザーは、その制限までの行数を選択できます。

l Tableau Cloudでは、1日あたりのフローの実行数がサイト管理者によって制限されます。

詳細については、「Tableau Cloudサイトの容量」を参照してください。

データサンプルの設定については、Tableau Prepヘルプの「データサンプルのサイズの設定」を参照

してください。

Web上で利用可能な機能

Web上でフローを作成および編集すると、ナビゲーションおよび特定の機能の可用性に多少の相

違点があることがわかります。ほとんどの機能はすべてのプラットフォームで利用できますが、一部の

機能はTableau ServerまたはTableau Cloudで制限が設けられているか、まだサポートされてい

ません。次の表に相違点がある機能を示します。

メジャーエリア 例外 Tableau
Prep
Builder

Tableau
Server

Tableau
Cloud
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データへの接続 一部のコネクタは、Web上でサ

ポートされていない場合がありま

す。サーバーの [接続 ]ウィンドウ

を開いて、サポートされているコネ

クタを確認します。

フローの構築と編

成

データサンプルの

サイズの設定

Tableau ServerおよびTableau
Cloudでは、データサンプルのサ

イズは管理者が設定した制限に

従います

インプットステップ

のファイルおよび

データベース表の

ユニオン作成

インプットユニオンは、Tableau
ServerやTableau Cloudで編

集または作成することはできませ

ん。Tableau Prep Builderのみ。

データのクリーニ

ングと加工

データグリッドの

値のコピー

Tableau Prep Builderと
Tableau Serverではバージョン

2022.3.から、Tableau Cloudで

は2022.2 (8月 )から利用可能で

す。

データの集計、

結合またはユニ

オン

フローでのRおよ

びPythonスクリ

プトの使用

Tableau Cloudでフローを作成ま

たは編集する場合、スクリプトス

テップを追加することはできませ

ん。これは現在、Tableau Prep
BuilderおよびTableau Server
でのみサポートされています。
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再利用可能なフ

ローステップの作

成

Web上でフロー

を自動的に保存

する

該当しま

せん

ファイルの自動復

元

該当しませ

ん

該当しませ

ん

Tableau
Desktopでフロー

出力を表示する

抽出ファイルを作

成する

Microsoft Excel
ワークシートへの

抽出を作成する

カスタムSQLクエ

リへの接続

パブリッシュされた

データソースを作

成する

フロー出力を外

部データベースに

保存する

Einstein
Discovery予測

をフローに追加す

る
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自動保存と下書き作業

サーバー上でフローを作成または編集すると、数秒ごとに作業が下書きとして保存されるため、ク

ラッシュが発生した場合や、誤ってタブを閉じた場合でも、作業が失われることはありません。

下書きは、サインインしているサーバーとプロジェクトに保存されます。下書きを別のサーバーに保

存またはパブリッシュすることはできませんが、[ファイル] > [Publish As (名前を付けてパブリッシュ)]
メニューオプションを使用すると、そのサーバー上の別のプロジェクトにフローを保存できます。

下書きのコンテンツは、パブリッシュするまで自分以外のユーザーには表示できません。変更内容

をパブリッシュした後にそれを元に戻す必要がある場合は、[リビジョン履歴 ]ダイアログを使用して

以前パブリッシュしたバージョンを表示し、元に戻すことができます。Web上でのフローの保存の詳

細については、「Web上でフローを自動的に保存する」を参照してください。

Web上でフローをパブリッシュする

Web上でフローをゼロから作成する場合でも、既存のフローを編集する場合でも、フローを実行

する前にパブリッシュする必要があります。

l フローの下書きはサインインするサーバーにのみパブリッシュできます。

l [ファイル]メニューの [Publish As (名前を付けてパブリッシュ)]をクリックすると、下書きを別

のプロジェクトにパブリッシュできます。

l フローのデータベース接続に認証資格情報を埋め込むことで、フローの実行時に認証資

格情報を手動で入力しなくても、フローを実行できます。フローを開いて編集する場合は、

認証資格情報を再入力する必要があります。
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認証資格情報の埋め込み

注 :認証資格情報の埋め込みは、サーバー上でフローを実行する場合にのみ適用されます。現

在、認証資格情報は、データベースに接続されているフローを編集する際に手動で入力する必要

があります。認証資格情報の埋め込みは、サーバーレベルまたはサイトレベルではなく、フローレベ

ルでのみ設定できます。

次のいずれかを実行します。

l トップメニューから、[ファイル] > [接続の認証資格情報 ] > [Embeded in Published Flow
(パブリッシュされたフローへの埋め込み)]の順に選択します。

l フローをパブリッシュする場合は、[認証資格情報の埋め込み]チェックボックスをオンにしま

す。このオプションは、[Publish As (名前を付けてパブリッシュ)]を選択して新しいプロジェク

トに初めてフローをパブリッシュしたとき、または他のユーザーが最後にパブリッシュしたフローを
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編集するときに表示されます。

フローのパブリッシュ

フローをパブリッシュすると、それが現在のバージョンのフローになり、プロジェクトにアクセスできる他

のユーザーが実行および表示できます。パブリッシュされていないフローやフローの下書きに対して

行った変更内容は、フローをパブリッシュするまで自分以外のユーザーには表示できません。フロー

のステータスの詳細については、「Web上でフローを自動的に保存する」を参照してください。

フローをパブリッシュするには、次のいずれかを実行します。

l トップメニューから、[ファイル] > [パブリッシュ]または[ファイル] > [Publish As (名前を付けて

パブリッシュ)]を選択します。
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l 上部のバーで [パブリッシュ]ボタンをクリックするか、ドロップダウン矢印をクリックして[Publish
As (名前を付けてパブリッシュ)]を選択します。

実行可能なユーザー

l サーバー管理者、サイト管理者 Creator、およびCreatorは、完全な接続およびパブリッ

シュアクセスを許可します。

l Creatorは、Web作成タスクを実行できます。
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Web上でのビューの作成とデータの

探索

ビューをTableau Cloudで作成して操作できます。詳細については、Tableauヘルプで以下の

ユーザー向けトピックを参照してください。

WebでのTableauの使用

Tableauサイトの概要

Webでのビューの編集

データの結合

ダッシュボードの作成

ストーリーの作成

Webページでビューおよびダッシュボードを埋め込む

バージョン間でワークブックの互換性があるようにする

アラートとサブスクリプション

サブスクリプションのトラブルシューティング

Tableau CloudまたはTableau Serverからのデータ主導アラートの送信

Web作成とTableau Desktop機能の比較

Tableau Desktopを使い慣れていてTableau ServerやTableau CloudのWeb作成環境を初

めて使用する方にとっては、Web機能をTableau Desktopの場合と同様のやり方で使用する方

法をまとめたこのトピックが役立ちます。また、2つの環境の根本的な違いも列挙しています。
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注 :このトピックでは基本的な作成機能について要約しており、デスクトップ環境とWeb環境

のすべての違いについては扱っていません。

バージョン別の機能

各リリースに追加予定の最新のWeb編集機能のリストについては、「Tableau DesktopとWeb

作成のリリースノート」と「Tableau Cloudのリリースノート」を参照してください。または、Release

Navigator Vizでリリースごとの変更内容をフィルターして比較することもできます。

Web作成の一般的な違い

l 利用できる作成機能は、ライセンスレベルによって決まります。各ライセンスレベルで実行

可能な内容の概要については、「Tableauサイトでできること」を参照してください。

l ビュー内のフィールド上では右クリックメニューアクションを利用できますが、ワークスペースの

項目の中にはそれが利用できないものもあります。

l Web作成とTableau Desktop用のキーボードショートカットは同じではありません。Web作

成のキーボードショートカットのリストについては、「Web作成のショートカット(英語 )」を参照

してください。

Web作成機能

Web環境では、データに接続してそれらのデータソースからワークブックを作成したり、Tableau

Desktopを介してパブリッシュされたデータに接続することができます。Web上で作成されたビューま

たはTableau Desktopからパブリッシュされたビューを編集できます。

管理者は、ユーザーが持つことができるWeb作成の機能をサイトレベルで設定できます。

Explorerはワークブックの編集、パブリッシュされたデータソースからの新しいワークブックの作成、パ

ブリッシュされたデータソースへの接続、ビュー、ダッシュボード、およびストーリーの作成と編集を行

うことができます。Creatorはこれらの機能の他に、新しいワークブックの作成や、Web上のデータへ

の接続ができるほか、(Tableau Cloud上の)「データに聞く」とダッシュボードスターターを使用してす

ぐに分析を開始できます。
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データ管理

l Creators:データソースに接続するか、ファイル (テキスト、Excel、Tableauワークブック)を

アップロードするか、特定のデータソース用にあらかじめ作成されているダッシュボードスター

ターテンプレートを使用します。詳細については、「Creators: Web上のデータへの接続」を

参照してください。

l Creators: [データソース]ページでWeb上のデータを準備する。詳細については、

「Creators: Web上のデータの準備」を参照してください。

注 : Web上でデータを作成するときに [データソース]ペー

ジで表示可能な行数には制限がありますが、この制限

はブラウザーにより以下のように異なります。

l Internet Explorer: 10,000行

l その他のブラウザー: 100,000行

ブラウザーに関わりなく、Web上の [データソース]ページで

表示可能なレコードの合計数 (行数に列数を掛ける)

は、300 万です。

l 一部のデータソースへの接続時に初期 SQLを実行する

l データを関連付け、複数のテーブルからのデータを組み合わせる

l 複数接続データソースを使用し、同一データソース内または別のデータベースの異

なる表からのデータを結合する

l 結合計算の追加

l データのユニオン作成

l データのピボット処理

l グリッドの値のコピー (Ctrl + C、またはMacではCommand - C)

l データソースの編集
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l Data Interpreterを使用してデータをクリーンアップする

l カスタムSQLクエリの作成

l Explorers:パブリッシュされたデータソースに接続する。

l パブリッシュされたデータソースをブレンドする。

l データソース(パブリッシュされたワークブックに埋め込まれているもの)をパブリッシュさ

れたデータソースとして別個に保存する。

l ビューのメジャーの集計を変更する。既定のメジャーの集計を[データ]ペインで変更

する。

l スキーマでフィールドを検索する。

l 各フィールドの複製・非表示・名前変更を行う。

l フィールドのデータ型を変更する。

l メジャーからディメンションへの、またはその逆の変換を行う。

l 不連続フィールドから連続フィールド、またはその逆の変換を行う。メジャーおよび日

付ディメンションで利用できるオプションです。

l フィールドに地理的役割を割り当てる。

l ディメンションのメンバーの別名を作成する。

l グループを作成して編集する。

l セットの作成と編集 (条件付きセットは使用できません)

l パラメーターを作成、編集、削除します。番号と日付の書式設定、およびパラメー

ターに関するコメントの追加は、Webではサポートされていません。
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アナリティクス

l ワークブックでシート(ビュー、ダッシュボード、およびストーリー)を作成、編集、名前の変

更、複製およびクリアする。

l 「データに聞く」を使用してビューを自動的に作成する。

l 「データの説明を見る」を使用してビューを自動的に作成する。

l スキーマ検索を使用して [データ]ペインでフィールドを検索する

l フィールドをビュー、行、列、および [マーク]カードの各種マークタイプにドラッグする。

l [表示形式 ]を使用してビューを作成する。また、[データ]ペインから該当するフィールドを選

択してビューエリアにドラッグし、自動的に「表示形式」ビューを作成する。

l 参照元データを表示する(ツールヒントを使用 )。

l ツールヒントVizはWebビューで動作するが、Tableau Desktopで構成する必要がある。

ストーリーまたはダッシュボード内で使用するワークシートを非表示にするのと同じ方法で、

ツールヒント内 vizワークシートは非表示にできます。

l アクションはWebビューで動作するが、Tableau Desktopで構成する必要がある。

l 計算フィールドを作成および編集する。

l 連続メジャーからビンを作成し、編集する。

l 表計算を作成および編集して、簡易表計算を使用する。

l セットを作成し、セットコントロールを表示する。(Web作成では、キューブデータソースから

セットを作成できないことに注意してください。)

l [アナリティクス]ペインを使用してリファレンスライン、傾向線、その他のオブジェクトをビュー

にドラッグする。リファレンスライン、傾向線、およびリファレンスバンドを編集する。連続軸

上にリファレンス分布を作成・設定する。クラスターの追加、および予測の追加と変更は、
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Webではサポートされていません。

l ビューでマークを選択し、それらを対象にしてツールヒントの [メンバーのグループ化 ] (ペーパー

クリップ)をクリックして、グループを作成する。[データ]ペインで既存のグループを編集すること

もできます。

l 1つのディメンションを[データ]ペインの別のディメンションにドラッグすることによる階層の作

成。注 :フィールドがフォルダー内で既にグループ化されている場合は、階層を作成できませ

ん。

l パンおよびズームの有効化や無効化、マップ検索、ビューツールバー、マップの縮尺の表示

など、地図の操作に関するオプションを変更する。ユーザーは単位をマップすることもできま

す。

l ビューの連続する階層をドリルアップまたはドリルダウンする。連続した階層のあるビューで

は、連続軸上のヘッダー付近にカーソルを置いて [+]や [-]のコントロールを表示します。ク

リックしてドリルダウンまたはドリルアップします。

l ラベル、合計、および小計を表示する。

l マークラベルの表示、非表示、および書式設定

l タイトルとキャプションを表示する、非表示にする。

l フィルターおよびハイライトのカードを表示する、非表示にする。

l ビューのヘッダーを表示する、非表示にする、サイズ変更する。

l X軸とY軸を入れ替える。ビューの軸の大きさを変更する。

l ビューの大きさを変更する。

l 任意のビューあるいはダッシュボードのビューツールバーを表示する、非表示にする。

l シートをクロス集計ビューとして複製する。
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フィルターと並べ替え

l データのハイライト表示を使用する。

l フィルターを追加、編集、削除して、フィルターコントロールのレイアウトを編集します。

注 : Tableau CloudまたはTableau Serverでデータを作

成するときにフィルターできる結果の数には制限がありま

す。サーバーに大規模なドメインを読み込むときに1人

のユーザーがパフォーマンスに与える影響を制限するた

め、最初の100件の結果のみが返されます。

l パブリッシュされたデータソース全体にフィルターを適用する。

l フィルターを複数のワークシートに適用する

l コンテキストフィルター ([フィルター]シェルフの [コンテキストに追加 ]オプション)と依存型フィ

ルター (ビューに表示されるフィルターコントロールの [関連値のみ]オプション)を作成しま

す。

l ビューの合計に表計算フィルターを適用する。

l 非表示のフィールドを表示する、またはビューからフィールドを除外または削除する。

l ビューの各フィールドを昇順または降順で並べて表示する。[行 ]シェルフまたは [列 ]シェルフ

のディメンションを右クリックし、[並べ替え]ダイアログボックスにアクセスする。各ペインのコン

テキスト内のディメンション値でのネストされた並べ替え。

l ヘッダーをドラッグアンドドロップして、ビュー内にカスタム順序で並べ替えます。

書式設定

l 行のヘッダーの幅および列のヘッダーの高さをサイズ変更します。

l 線の形式などといった、ワークブックの書式設定を変更する。
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l ワークシートとダッシュボードのタイトルの編集。

l 軸を編集する(ビュー内で軸をダブルクリックする)。その他の利用可能なオプション:二重軸

の同期、軸範囲のクリア(リセット)、目盛りの設定。フィールドコンテキストメニューで [二重

軸 ]を有効または無効にする([行 ]または [列 ]シェルフでメジャーフィールドを右クリック)。対

数スケールは正または対称 (0および負の値を含む)にできる。

l 数値の書式設定 (小数点以下の桁数、パーセント、千の桁区切り、単位、通貨 )を編集

する。

l ポイント注釈、マーク注釈、エリア注釈の作成、編集、移動、サイズ変更を行う。

l 水平および垂直レイアウトコンテナー、テキスト、イメージ、ナビゲーションボタン、Webペー

ジリンク、ダッシュボードの拡張機能など、ダッシュボードオブジェクトを追加および編集す

る。

l 透明なワークシート背景を作成する(背景色を[なし]に設定する)。透明なワークシートを

透明なフィルター、ハイライター、パラメーターと組み合わせる。

l カラーパレットを変更する。カテゴリーのフィールドでは、データアイテムに特定の色とカスタム

色 (16進コードを使用 )を割り当てることができます。連続フィールドでは、開始カラーおよび

終了カラーにカスタム色 (16進コードを使用 )を設定することができます。

l デバイス固有のダッシュボードレイアウトを作成、再配置、プレビューする

l ダッシュボードアイテムの正確なサイズ、位置、間隔を設定する。

l ダッシュボード内のアイテムにパディング、枠線、背景色を追加する。

l マップビューでバックグラウンドマップを選択する。

l メジャーごとの凡例。ビューの各メジャー用に個別に色の凡例を作成する場合、Tableauは

新しい色の凡例に既定のカラーパレットを割り当てます。各メジャーの色の凡例を変更する

には、色の凡例上のドロップダウン矢印をクリックして[色の編集 ]ダイアログボックスを開き、

使用するカラーパレットを選択します。詳細については、「メジャーごとの凡例」を参照してく

ださい。
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関連トピック

Tableauサイトでできること

サイトのWeb作成アクセスの設定

Web作成の開始

Creaators: Web上のデータへの接続

Creaators: Web上のデータの準備

Webでのビューの構築

Web編集、保存、およびダウンロードパーミッションの付与

サイトのWeb作成アクセスと機能の設定

Tableau Server管理者は、パブリッシュされたビューをユーザーがWeb環境で編集し、他のWeb

作成機能を構成できるかどうかを、サイトレベルで指定できます。

既定では、Web作成機能はすべてのサイトで有効になっています。Web 編集の権限を持つユー

ザーは、サーバーで直接ワークブックを作成して編集できます。ユーザーに、パブリッシュされたワー

クブックの表示と操作を許可しながら、コア情報は変更できないように設定する場合は、Web作

成をオフにします。

以下の手順は、サイト全体に対してWeb作成および他の関連する機能を設定する方法につい

て示しています。どのユーザーにWeb編集を許可するかの詳しい制御を行うために、プロジェク

ト、グループ、パーミッションを使用できます。「Web編集、保存、およびコンテンツのダウンロードア

クセスの設定」を参照してください。

Web上のフローの作成を有効にする方法については、「Web上でのフローの作成と操作」を参照

してください。
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サイトに対するWeb作成をオンまたはオフにする

注 :この設定は現在、Tableau Serverでのみ使用できます。Web作成はTableau Cloudで

有効になっており、無効にすることはできません。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、Web作成を有効化するサイトに移

動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [Web 作成 ]セクションで、[ワークブック]を選択します。ユーザーがブラウザーでワークブックを

編集して、機能を有効にすることができるようにします。

チェックボックスをクリアし、そのサイトのWeb作成をオフにします。

3. サイトがすでに稼働中で、すぐに変更を有効にする場合は、サーバーを再起動します。

再起動しない場合、変更内容はサーバーセッションのキャッシュ期限が切れた後、または次

回ユーザーがサインアウト後に再びサインインしたときに有効になります。

注

l Web作成を有効にする場合は、適切なワークブックまたはビューで、ユーザーまたはグループ

に対するパーミッションルールがWeb 編集機能を許可していることを確認します。

l 本番サイトでWeb作成をオフにし、最後の手順でサーバーを再起動していない場合は、

ユーザーはセッションキャッシュの期限が切れるかサインアウトするまで引き続き作成アクセス

権を持つ場合があります。
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どのサイトでWeb作成を許可するかを確認する

どのサイトでWeb作成が許可されているかを確認するには、最上部のサイト選択メニューで [す
べてのサイトを管理 ]、[サイト] ページの順に選択します。

クロスデータベース結合オプションの構成

クロスデータベース結合でのパフォーマンスを向上させるため、ユーザーはHyperを使用するのでは

なく、接続されているライブデータベースを使用して結合を実行するよう許可できます。このオプ

ションは高速ですが、Tableauが接続したデータベースを使用して結合を実行する場合、ユー

ザーが接続しているファイルデータソースからのデータは一時的にデータベースの一時表に移され

ます。これによりデータがTableauの外部に移されるため、管理者はWeb作成パーミッションを持

つユーザーでこの機能へのアクセスを制限する必要があるかもしれません。

1. Webブラウザーで管理者としてサーバーにサインインし、Web作成を有効化するサイトに

移動します。そのサイトで、[設定 ]をクリックします。

2. [クロスデータベース結合 ]設定で、次のいずれかのオプションを選択します。

l [Tableau または既存のデータベースを使用 ] -このオプションは、ユーザーがライブ

データベースを使用してクロスデータベース結合を実行するよう許可するかどうかを

ユーザーが選択できるようにする場合に選択します。

l [Tableau のみを使用 ] -このオプションは、クロスデータベース結合の実行にHyper

のみを使用するようにユーザーを制限する場合に選択します。
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[Tableau のみを使用 ]を選択すると、ユーザーがサポート対象のデータソースとデー

タベースに接続する場合、Tableauによるクロスデータベース結合の実行方法を選

択するオプションがキャンバスに表示されません。この機能の詳細については、「クロス

データベース結合でのパフォーマンスの向上」を参照してください。

パーソナルスペースでプライベートコンテンツを作

成および編集

パーソナルスペースは、すべてのExplorerおよびCreatorがTableauサイトで作業するときにコンテ

ンツを保存するためのプライベートな場所です。パーソナルスペースに保存されたコンテンツは、他

のユーザーと共有することはできませんが、他のユーザーに見せる準備ができたらプロジェクトに移

動できます。パーソナルスペース内で、新しいワークブックを作成したり、ワークブックを個別のコピー

としてパーソナルスペースに保存したりできます。自分が所有する既存のコンテンツをパーソナルス

ペースに移動して編集し、後でプロジェクトに戻すこともできます。Explorerは、ワークブックに含ま

れるすべてのデータを含めて、ワークブックをパーソナルスペースにダウンロードできます。

パーソナルスペースのプライバシー

パーソナルスペースに保存されたコンテンツは、自分とサイト管理者だけが閲覧できます。サイト管

理者は、ユーザーのパーソナルスペースに直接アクセスしたり、誰かのパーソナルスペースのコンテン

ツを編集したりすることはできませんが、パーソナルスペースのワークブックを表示および管理するこ

とができます。パーソナルスペースのワークブックは、管理者の検索結果に表示されるほか、
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[Explore]ページでワークブックの場所として表示されます。また、ワークブックはプライベートである

ため、ワークブックがパーソナルスペースにある場合、[パーミッション]メニューは使用できません。

Tableau Catalogとパーソナルスペース

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau ServerとTableau Cloudに対するデータ管理

で使用できます。詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudヘルプの

「Tableau Catalogについて」を参照してください。

作業環境でTableau Catalogが有効になっている場合、パーソナルスペースに保存したワーク

ブックに関する情報はCatalogによってインデックス化されます。これらのワークブックは系列カウン

トに含まれますが、ワークブックを表示できるのは自分だけです。さらに、系統ツールを閲覧する

ユーザーには、パーソナルスペース内のワークブックに関する情報の代わりに、必要なパーミッション

が表示されます。

コラボレーションツール

ワークブックがパーソナルスペースにある場合、共有、メトリクス、コメント、アラート、サブスクリプ

ションなど、一部の機能が無効になります。自分への既存のアラートとサブスクリプションは引き続

き実行されますが、コンテンツがプライベートになっているため、他のユーザーへのアラートとサブスク

リプションは失敗します。メトリクスは、パーソナルスペースでは作成できませんが、接続されたワー

クブックがパーソナルスペースに移動されれば引き続き機能します。(従来のメトリクス機能は、

Tableau Serverバージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細につ

いては、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。)

これらの制限は、ワークブックを別の場所に移動または保存すると取り除かれます。たとえば、ワー

クブックにコメントが含まれていてパーソナルスペースに移動した場合、既存のコメントは非表示に

なります。ワークブックを別の場所に移動すると、コメントが復元されます。

パーソナルスペースでの抽出更新

リソースの消費を制限するために、既存の抽出更新は、スケジュールされている場合は引き続き

実行されますが、ワークブックがパーソナルスペースにある間は、新しい抽出更新をスケジュールす
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ることはできません。

パーソナルスペースのコンテンツを検索

左側のナビゲーションメニューからパーソナルスペースにアクセスすると、パーソナルスペースのすべて

のコンテンツを表示したり、新しいワークブックを作成したりできます。また、サイトの任意の場所で

作成または編集したワークブックを、パーソナルスペースに保存することもできます。

[すべてのワークブック]を選択すると、[探索 ]ページからパーソナルスペースのワークブックを表示す

ることができ、フィルターでパーソナルスペースのコンテンツに絞り込むこともできます。
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パーソナルスペースへのワークブックのパブリッシュ

パーソナルスペースは、Tableau Cloud、Tableau Server、Tableau Desktopから新規または既

存のワークブックをパブリッシュする、プライベートプロジェクトのように機能します。

Tableau ServerまたはTableau Cloudのパーソナルスペースへのワークブッ

クのパブリッシュ

1. ワークブックを開いた状態で、[ファイル]、[名前を付けてパブリッシュ]の順に選択します。

2. [場所 ]の下で、[パーソナルスペース]を選択します。

注 : Explorerはワークブックをパーソナルスペースに保存できるだけなので、場所の選択ダイ

アログが表示されない場合があります。
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Tableau Desktopからパーソナルスペースへのワークブックのパブリッシュ

2023.1以降、ワークブックをTableau Desktopからパーソナルスペースにパブリッシュできます。

1. パブリッシュするワークブックをTableau Desktopで開いた状態で、[サーバー]、[ワークブック

のパブリッシュ]の順に選択します。

2. [プロジェクト]で、[パーソナルスペース]を選択します。

3. [データソース]で、[編集 ]を選択します。

4. [パブリッシュタイプ]の [データソースの管理 ]ポップアップで、すべてのデータソースについて

[ワークブックに埋め込まれている]を選択します。パーソナルスペースにデータソースを個別

にパブリッシュすることはできないため、Tableau Desktopからパブリッシュする場合はデータ

ソースを埋め込む必要があります。

5. 通常どおり、パブリッシュオプションの残りの部分を入力します。詳細については、「ワークブッ

クをパブリッシュするための包括的な手順」を参照してください。

ワークブックをパーソナルスペースに移動

ワークブックの所有者であり、パーソナルスペースに空きがある場合は、既存のワークブックをパーソ

ナルスペースに移動できます。パーソナルスペースのストレージ制限は、管理者によって設定され

ます。

ワークブックをパーソナルスペースに移動するには、次の手順を実行します。

l ワークブックを選択し、[アクション]ドロップダウンメニューをクリックします。

l [移動 ]を選択します。

l [場所 ]の下で、[パーソナルスペース]を選択します。

注 : Explorerはワークブックをパーソナルスペースに保存できるだけなので、移動アクションまた

は場所の選択ダイアログが表示されない場合があります。

詳細については、「Webコンテンツの管理」ヘルプトピックの「アクションの実行」を参照してください。
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既存のワークブックまたはデータソースをパーソナルスペースに移動すると、共有、アラート、サブス

クリプションなどのツールが非表示になります。既存の抽出更新は、スケジュールされている場合

は引き続き実行されますが、ユーザーはパーソナルスペース内で新しい抽出更新をスケジュール

することはできません。

既存のサブスクリプションとアラートも継続されますが、パーソナルスペースから編集することはでき

ず、他のユーザーが受信者である場合は失敗します。既存の接続済みメトリクスは引き続き更

新されますが、接続済みビューは他のユーザーに表示されません。

パーソナルスペースからワークブックを移動

パーソナルスペースからワークブックを移動すると、共有、アラート、サブスクリプションなどのコラボ

レーションツールが表示され、既存のコメントが再び表示されます。

Tableauデータストーリーを作成する(英語の

み)
Tableauダッシュボードのエグゼクティブサマリーを書いたことのある方は、それが時間のかかる作業

であることをご存じでしょう。どのインサイトを共有するか選ぶだけでも時間がかかり、データが更新

されるたびに要旨を書き直す必要もあります。Tableauデータストーリーを利用するとダッシュボー

ド内に物語風のインサイトを自動的に生成することができ、時間を節約できるだけでなく、関連す

るインサイトを明らかにできます。ダッシュボード内のVizを探索すると、データストーリーによって書

かれたストーリーが調整され、データをより深く掘り下げて、重要なインサイトをより迅速に特定で

きるようになります。

Tableauで作業しているとき、すばやくその場所でデータストーリーオブジェクトをダッシュボードに

追加できます。また、ストーリーで使用する用語や指標をカスタマイズできるので、ビジネスで使用

していることばを使ってデータストーリーに語らせることができます。
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現在は、Tableauを使用している場所であればどこからでもTableauデータストーリーを書いたり

見たりすることができます。データストーリーを作成すると、Tableau Mobileで表示できるようになり

ます。ただし、ダッシュボードをPDFなどにエクスポートする場合、データストーリーは含まれません。

データストーリーがデータを扱う方法を理解する

データストーリーを書くために、TableauはTableau CloudまたはTableau Server環境でホストさ

れるサービスを使用します。ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加するしたり、ダッシュ

ボードからデータストーリーを表示したりすると、Tableauは、CloudのセキュリティおよびTableau

Serverのセキュリティで概説されているセキュリティ標準を使用して、関連するワークシートのデータ

をログインしている環境 (つまり、Tableau CloudサイトまたはTableau Serverインスタンス)に送信

します。データストーリーは、Tableauを使用している場所であればどこからでも書いたり見たりする

ことができます。

データストーリーの書き方について学ぶ

Tableauデータストーリーは、ルールベースのテンプレート化された自然言語生成 (NLG)を搭載し

ています。データストーリーは自動分析を実行して、基本的な計算からより高度な統計に至るま

で、参照元データについて関連性のある正確な事実を判断します。ストーリーを書くために、データ

ストーリーは事前定義された言語テンプレートのライブラリを使用して、これらの事実を自然言語の

インサイトに合成します。データストーリーは、接続されているTableauワークシートからの最新の

概要データを使用して、ランタイムにこれらのテンプレートを処理します。カスタム言語機能を活用

して、独自の言語テンプレートの生成、機能の追加、ビジネスルールの定義を行うことで、より関

連性が高く状況に応じたデータストーリーを構築することができます。

注 :データストーリーでは、インサイトやストーリーを作成する際に、生成 AI、大規模言語モデ

ル (LLM)、または機械学習は使用しません。

サイトのデータスストーリーを管理する

Tableau管理者は、サイトでTableauデータストーリーを使用するかどうかを選択できます。データ

ストーリーは既定でオンになっています。
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1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[Availability of Data Stories (データストーリーの可用性 )]セクションまで

スクロールします。

4. データストーリーをオンにするかオフにするかを選択します。

注 :データストーリーがオフになっている場合、機能をオンに戻すと、ダッシュボードに既に存在

していたデータストーリーが復元されます。

ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する

ダッシュボードを作成した後、データストーリーオブジェクトをダッシュボードに追加すると、vizにつ

いて自然言語で書かれた洞察を表示できます。現在、Tableauデータストーリーは英語のみで

書かれており、Tableau Cloud、Tableau Server (バージョン2023.1以降 )、およびTableau

Desktopで利用できます。データストーリーを作成する際、データサイズに制限はありません。た

だし、大量のデータを分析しようとすると、45秒でストーリーの生成がタイムアウトしてしまいます。

データストーリーは、データポイントが1,000以下のビジュアライゼーションで使用することをお勧め

します。

注 : Tableauデータストーリーはポップアップウィンドウで開くため、必ずポップアップを許可して

ください。全画面モードを使用している場合は、データストーリーを新しいタブで開くことができ

ます。

1. データストーリーオブジェクトをTableauダッシュボードにドラッグします。まだ行っていない場

合は、ダッシュボードにシートを追加してTableauデータストーリーを使用します。
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2. [データストーリー]ダイアログボックスで、説明する対象のワークシートを選択してストーリーを

設定します。[次へ」 をクリックすると、Tableauは関連するすべてのワークブックデータを、
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ユーザーがログインしているTableau CloudまたはTableau Serverに送信します。
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3. ストーリーに含めるディメンションとメジャーを選択します。
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4. データを最もよく説明するストーリーのタイプを選択します。

[不連続 ]は、名前や日付などの定性的な値に適しています (横棒グラフや縦棒グラフな

ど)。
[連続 ]は、時間の経過に伴う定量的な値に適しています (折れ線グラフなど)。
[全体に占める割合 ]は、全体に対する比率に適しています (円グラフなど)。
[散布図 ]は、数値間の関係に適しています (散布図など)。

5. [完了 ]をクリックします。

ビジュアライゼーションのメニューを開いて [フィルターとして使用 ]をクリックすると、ビジュアライゼー

ションのさまざまなセクションをクリックして、データストーリーをフィルタリングすることができます。
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ストーリーを生成後、[データストーリー]オブジェクトの上部にある[設定 ]をクリックすると、ストー

リーのパーソナライズやコンテキストの設定に役立つガイドが表示されます。詳細については、

「Tableauデータストーリーの構成設定」を参照してください。

注 : Tableauデータストーリーに不一致が発生した場合 (たとえば、数値がストーリーとビジュ

アライゼーションとで異なる場合 )、ビジュアライゼーションの設定方法が原因である可能性が

あります。別のシートで新しいビジュアライゼーションを作成し、[非表示のシートを使用する]

手法を活用して新しいデータストーリーを追加し、問題の原因を明らかにしてください。

自分のTableauデータストーリーに合った適切なストーリータイプ

を選択する

ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加するときは、データに適したタイプのストーリーを選

択することが重要です。時間の経過に伴う傾向についてのストーリーが必要ですか?それとも、比

較している2つの値についてのストーリーが必要ですか?このトピックでは、適切なストーリーを伝え

られるようにするために、各ストーリータイプの例を含め、さまざまなタイプのストーリーについて説明

します。

連続

連続ストーリーは、時間の経過に伴う傾向や進行状況を分析するのに最適です。

連続ストーリーを作成すると、ストーリーには、パフォーマンス、セグメント、ボラティリティ、傾向線の

コンテンツが含まれます。また、ストーリーには、複数のディメンションを使用するストーリーの貢献度

分析と相関性も含まれます。連続ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要で

す。

l 1 〜 10個のメジャーを持つ1つのディメンション

l 2つのディメンションと最大 3つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと複数のメジャーを持つ折れ線グラフの連続ストーリーです。
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不連続

不連続ストーリーは、値を比較し、各値のデータの分布を把握するのに最適です。不連続ストー

リーを作成すると、ストーリーには、データ全体の分布とグループまたはクラスタに関するコンテンツ

が含まれます。また、ストーリーには、複数のディメンションを使用するワークシートの貢献度分析

が含まれます。

次の場合は、不連続ストーリーを使用することを検討してください。

l 売上レポートの重要業績評価指標 (KPI)のドライバーを把握する。

l データディスカバリ中に外れ値をすばやく特定して把握する。

l 監査を実行するときに、ビジュアルで簡単に監視できない傾向を特定する。

l 地理的分析のために、複雑な使用率のインサイトを即座に引き出す。

l 売上と利益の間などの重要な関係を特定してコールアウトする。

不連続ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要です。

l 1 〜 10個のメジャーを持つ1つのディメンション

l 2つのディメンションと最大 3つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと2つのメジャーを持つ棒グラフの不連続ストーリーです。

1048 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



全体のパーセント

全体のパーセントストーリーには、円グラフが最適です。全体のパーセントストーリーを使用するに

は、ワークシートに次のものが必要です。

l 1つのディメンション

l 1つのメジャー

次の例は、単一のディメンションと単一のメジャーを持つ円グラフを使用した、全体のパーセントス

トーリーです。
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散布図

散布図ストーリーは、2つのメジャー間の関係を把握するのに最適です。散布図ストーリーを作

成すると、ストーリーには、2つのメジャー間の関係 (回帰 )に関するコンテンツが含まれます。ま

た、ストーリーには、データ内にグループ(クラスタ)が存在する場合、それらに関するコンテンツが含

まれます。

次の場合は、散布図ストーリーを使用することを検討してください。

l 2つのメジャー間の関係をコールアウトして、影響を特定する(回帰分析 )。
l 定義されたしきい値を上回っている、または下回っている外れ値を特定して把握する。

l データがどのように分布しているかを分析する。

散布図ストーリーを使用するには、ワークシートに次のものが必要です。

l 1つのディメンション

l 2つまたは3つのメジャー

注 :散布図ストーリーを作成した場合、選択した最初のメジャーは独立変数として、2番目

のメジャーは従属変数として扱われます。

次の例は、単一のディメンションと2つのメジャーを持つ散布図を使用した散布図ストーリーです。
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Tableauデータストーリーの構成設定

ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加すると、Tableauデータストーリーをニーズに合わ

せて構成および編集できます。データに固有の言語を使用したり、記述する分析を指定したり、

Tableauデータストーリーの表示方法をカスタマイズしたりすることができます。

Tableauデータストーリーの設定 :分析

Tableauデータストーリー内で、どの分析について記述するのか、いつの分析について記述するか

を選択できます。ストーリーのタイプと、ストーリーに含まれるディメンションとメジャーの数に応じて、

様々なタイプの分析を利用できます。ただし、散布図のストーリータイプに対する分析は現在サ

ポートされていません。詳細については、「自分のTableauデータストーリーに合った適切なストー

リータイプを選択する」を参照してください。

ストーリー用に分析を設定する

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [分析 ]タブをクリックします。

4. スイッチをクリックして、様々なタイプの分析を有効にします。

5. [セグメント]と[傾向線 ]については [設定 ]を展開し、分析を行うしきい値を設定します。

6. [保存 ]をクリックします。

様々なタイプの分析を理解する

相関性

相関姓を使用すると、2つの系列間で真の統計的相関姓を特定できます。系列が3つ以上ある

場合は、すべての組み合わせについて相関姓を分析します。たとえば、相関姓をオンにすると、2

つの製品が一緒に購入されることが多い時期を特定できます。

クラスタリング

クラスタリングを使用すると、性質が異なるデータポイントのグループ(クラスター)を単一の統計分

析を使用して特定できます。たとえば、クラスタリングをオンにすると、ある製品が特定の地域で非

常に人気が出る時期を特定できます。
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分布

分布を使用すると、平均、中央値、歪みなどの非統計的観測値を使用してデータポイントを相

互にランク付けできます。たとえば、分布をオンにすると、利益率が最も高い製品を特定できま

す。

セグメント

セグメントを使用すると、系列内のデータポイントに対する注目すべき変化を強調表示できま

す。まず、記述したいセグメント内の変化の最小割合を設定します。定義したしきい値を下回る

変化については記述されません。たとえば、60%を超える変化をセグメントのしきい値として設定

した場合、時系列上で30%の減少が見られる谷間の期間があってもストーリーは記述しませ

ん。

しきい値を設定したら、フォーマットを適用するかどうかを選択し、フォーマットしたい変化の最小割

合を設定します。

傾向線

傾向線を使用すると、線形最適線を計算し、定義された信頼度の範囲内にあるデータを特定

できます。変動性の高いデータは、一貫性のあるデータに比べて信頼レベルが低く、その信頼レベ

ルは傾向線が記述されるかどうかに影響します。傾向線は、ディメンションが1つでメジャーが1つ

のストーリーで使用することも、ドリルダウンで使用することもできます。ドリルダウンの詳細について

は、「Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ」を参照してください。

傾向線の信頼度の最小割合を設定します。しきい値を95%に設定すると、90%の信頼度で傾

向線を描画できる場合でも、ストーリーは傾向線について記述しません。しきい値を設定したら、

フォーマットを適用するかどうかを選択します。次に、フォーマットする変化の最小割合を設定しま

す。

傾向線に関するTableauデータストーリーは、ある期間にわたる絶対的な変化を伝えます。傾向

線について記述されたストーリーは、ストーリーに設定した冗長性のレベルによって異なります。ス

トーリーが高い冗長性を使用している場合、ストーリーはR二乗値について記述します。これは、

データが傾向線にどの程度適合しているかを定量化する統計的概念です。冗長性設定の詳細

については、「Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ」を参照してください。
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傾向線の設定では、ストーリーに予測を記述する将来の期間を選択することもできます。予測を

使用する場合、ストーリーは傾向線の傾きと切片を使用して、将来の期間の予測値を計算しま

す。予測の信頼度に応じて、傾向線に設定した信頼度のしきい値に上限と下限を追加します。

予測は、ストーリーにデータポイントが少なくとも30あり、それらが線形である場合に使用できま

す。

変動性

変動性を使用すると、時間の経過に伴う標準偏差を分析できます。たとえば、データの平均的な

範囲から外れた値についてストーリーに記述させたい場合、変動性を使用します。

ストーリー生成のために分析を使用する方法

この時点で、様々なタイプのストーリー用の分析が、どのように行われるのか気になるところでしょ

う。各タイプのストーリーの例を見て、ストーリーの各文を分解してみましょう。

非連続的なストーリーのための分析を理解する

連続的なストーリーでは時間の経過に伴う傾向を測定するため、データストーリーは、パフォーマ

ンス、進行、平均、合計、傾向、変動性、セグメント、予測について記述します。

次の連続的なストーリーの例は、月々の売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 全 48 か月を通じて平均売上は 最初の2つの文は、平均関数と範囲関数を
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47,858 ドルでした。

l 最小値は4,520 ドル (2014年 2月 )
で、最大値は 118,448 ドル (2017年

11月 )でした。

使用して、分析期間の平均値、最大値、最

小値について記述しています。

l 系列全体で売上は489%増加しまし

たが、最終月には減少に転じ、減少傾

向で終了しました。

3番目の文は、期間中のメジャーの全体的な

パフォーマンスに関するものです。たとえば、特

定の期間に売上が増加したか、減少したか、

傾向が変わったか、といった文が考えられます。

l 単独で最も割合が増加したのは、2014
年 3月 (+1,132%)でした。ただし、単

独で最も絶対数が増加したのは、2014
年 9月 (+53,868 ドル)でした。

4番目の文は、進行分析を使用します。この

文は、割合ベースと絶対数ベースの両方で、

そのメジャーに基づく期間中の最大の増減につ

いて記述しています。

l 3 つの系列のうち、最も強い相関を示し

たのは企業とホームオフィスであり、中程

度の正の相関があります。一般的に、

一方 (企業 )が増加すると他方 (ホーム

オフィス)も増加すること(その逆も同様 )
を示唆しています。

この文は、相関関係のインサイトです。このタイ

プの分析インサイトは、データ内の異なる系列

間の顕著な相関関係について記述していま

す。

l 売上には周期性があり、約 12か月ごと

に繰り返される周期がありました。約 3
か月ごとに繰り返される小さな周期のパ

ターンもありました。

l 売上は、2014 年 10 月 (31,453ドル)
から2015 年 2 月 (11,951ドル) の間に

大幅なプラスのピークを示し、2014 年

11 月には 78,629 ドルまで上昇しまし

た。

この文は、セグメントのインサイトです。このタイ

プの分析インサイトは、時間の経過とともに注

目すべき増減について記述しています。

l 系列全体の線形傾向は月 902 ドルの

上昇であり、系列全体では42,394 ド

ルの絶対的な変化がありました。この傾

向が次の1か月間続くと、売上は約

69,958 ドルになると予測されます。

この文は、傾向線のインサイトです。このタイプ

のインサイトは、傾向線がデータにどの程度適

合しているかを一定の信頼度で記述していま

す。傾向線を使用すると、過去の傾向に基づ

いて予測を立てることができます。
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非連続的なストーリーのための分析を理解する

非連続的なストーリーでは値を比較してデータの分布を把握できるため、ストーリーは、分布、平

均、合計、データのグルーピングやクラスターについて記述しています。

次の非連続的なストーリーの例は、製品ごとの売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 総売上は、全 17製品で合計 230 万

ドルです。

最初の文は、メジャーの合計値を計算してい

ます。

l 売上 230 万ドルを牽引したのは、電

話機 が330,007 ドル、椅子 が

328,449 ドル、ストレージが223,844
ドルでした。

2番目の文は、ディメンションのドライバーにつ

いて記述しています。この例では、ディメンショ

ンのドライバーは、総売上に最も貢献した製

品です。

l 平均値 135,129 ドルは中央値

114,800 ドルよりも大きいため、分布は

正に偏っています。

l 売上は比較的集中しており、17 製品

中 8 製品 (47%)が全体の78%を占

めています。

3番目と4番目の文は、データの分布を分析

しています。平均、中央値、データの集中度

(存在する場合 )、およびデータがどのように歪

んでいるかを分析します。これらのグループ化さ

れた変数が互いにどの程度バランスが取れて

いるかを特定するのに役立ちます。

l 上位 2 つの製品で、全体の売上の4
分の1以上 (29%)以上を占めていま

す。

この文では、クラスタリングを使用して、グループ

化できるメジャーについて記述しています。デー

タの中に目立つ明確なグループがあるかどうか
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を特定するのに役立ちます。

l 電話機 (330,007 ドル)は、17 製品の

平均の2倍以上です。

最後の文は、注目すべき外れ値について記述

しています。

散布図ストーリー用に分析を理解する

散布図のタイプのストーリーは、2つのメジャー間の関係を理解するために最もよく使用されます。

そのため、散布図ストーリーには2 ～ 3のメジャーが必要です。散布図分析は、2つのメジャー間

の関係 (回帰 )について記述し、データ内にグループ(クラスター)が存在する場合はそれについて

記述しています。

次の散布図ストーリーの例は、ディメンション全体の利益と売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 提供されたデータに基づくと、数量の増

加と利益の増加に伴い、売上が増加

しています。具体的には、数量が 1 増

えると売上が49.55 ドル増え、利益を

最初の2つの文は、回帰分析に基づいていま

す。回帰は、あるメジャーが別のメジャーにどの

ように影響するかを示します。最初の文で、ス

トーリーが利益と売上の関係を特定している
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1.00ドル増やすには売上を1.20 ドル

増やしました。

l この一般的な関係から逸脱した顧客

はほとんどなく、この関係はよく当てはま

ることを示しています。

ことに注意してください。

l 利益、数量、売上が同程度のグルー

プに整理すると、ある特徴的なグループ

が目立ちます。利益が -6,626 ドルから

1,488 ドル、数量が2から122、売上

が4.83 ドルから5,690 ドルの顧客が

651 人いました。

3番目の文は、クラスタリングから導出していま

す。クラスタリング分析は、データ内のすべての

変数にまたがって、主要なグループやクラス

ターの特定を試みます。

l Tamara Chand、Raymond Buch、
Sanjit Chandは、利益と売上の値が他

に比べて高い外れ値でした。Sean
Millerは、低い利益と高い売上で目

立っていました。

4番目の文は、平均を大幅に上回ったり下

回ったりする外れ値について記述しています。

l 利益の最小値は -6,626 ドル (Cindy
Stewart)、最大値は 8,981 ドル

(Tamara Chand)であり、その差は

15,608ドルです。顧客あたりの利益の

平均値は361 ドルで、中央値は228
ドルです。

l 数量の最小値は2 (Anthony
O'Donnell)、最大値は150 (Jonathan
Doherty)であり、その差は148です。

顧客あたりの数量の平均値は47.76
で、中央値は44です。

l 売上の分布は4.83 ドル (Thais
Sissman)から25,043 ドル (Sean
Miller)までで、その差は25,038 ドルで

す。顧客あたりの売上の平均値は

2,897 ドルで、中央値は2,256 ドルで

す。

散布図ストーリーの残りの文は、範囲と平均

の分析を使用してインサイトを記述していま

す。
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ストーリー全体の割合のための分析を理解する

ストーリータイプ全体で割合を示すと、ディメンションやメジャーが全体のどれだけを占めるかをよく

把握できます。

次の全体の割合の例は、セグメント別の売上に関するものです。

ストーリーの例 ストーリーの内容

l 総合計 SUM(売上 )は、3つのエンティ

ティすべてで230万 です。

最初の文は、メジャーの合計値を計算してい

ます。

l SUM(売上 ) 230万の内訳は、消費者

が120万、企業が706,146、ホームオ

フィスが429,653でした。

2番目の文は、ドライバーについて記述してい

ます。この例では、ドライバーは総売上に最も

貢献したセグメントです。

l 最小値は429,653 (ホームオフィス)、
最大値は120万 (消費者 )であり、そ

の差は731,748、平均は765,734で

す。

最後の文は、データの分布を分析していま

す。

Tableauデータストーリー設定の構成 :特性

Tableauデータストリー内で、特性の設定を構成してデータにコンテキストを追加すると、より多く

のインサイトが含まれたストーリーを作成できます。たとえば、ストーリー内の売上のコンテキストで

は、数値が大きいほど適切であることを指定できます。ただし、顧客苦情のコンテキストでは、数

値が大きいほど不適切になります。
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ディメンションを使用して特性を測定する

ストーリーと数値の書式設定は、メジャーが何であるかに基づいて調整されます。既定では、ストー

リーはすべてのメジャーバリューを数値として記述し、追加の計算を実行したり、特別なレンダリン

グルールを適用したりしません。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Characteristics (特性 )]タブをクリックします。

4. 数値タイプ、小数点以下の桁数、負の値など、書式設定を構成します。

5. [保存 ]をクリックします。

メジャーの特性の詳細

書式設定

値が [Percentages (パーセンテージ)]として書式設定されている場合、ストーリーは、数値の場

合のように変化率ではなく、パーセントポイントの差について記述します。[Characteristics (特
性 )]タブで数値を[Percentages (パーセンテージ)]として書式設定すると、データストーリーは数

値に100を掛けて、ストーリーに表示されるパーセンテージを作成します。

値が [Currency (通貨 )]として書式設定されている場合は、希望する通貨を指定できます。大き

な値 (100万を超える数値 )をどのように書式設定するかを指定することもできます。たとえば、

1,300,000.00ドルではなく、130万ドルと書式設定できます。

[Numbers (数値 )]と[Currency (通貨 )]の両方で、大きな値とマイナスの値をどのように記述す

るかを指定できます。マイナスの値を括弧で囲んで記述する場合、マイナスの値が括弧で囲まれ

たフレーズ内にあると、入れ子になった括弧がストーリーに表示されることがあります。

[Number (数値 )]の書式設定を選択した場合、ストーリーで (数値を使用するのではなく) 10以

下の数値をスペルアウトするかどうかを指定することもできます。

小数点以下の桁数の場合、[Dynamic (動的 )]が既定のオプションです。これは、数値の大きさ

に応じて、ストーリーでは、小数点以下のさまざまな桁数に丸めることを意味します。パーセント値

が10未満の場合、数値には小数点以下 2桁が含まれます。パーセント値が10より大きい場
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合、数値は最も近い整数に丸められます。使用する小数点以下の桁数を指定することもできま

す。これは、ストーリー全体で一貫して使用されます。

コンテンツ

大きな値に意味を割り当てることができます。たとえば、売上の値は大きいほど適切ですが、損失

の値は大きいほど不適切です。

さらに、合計または平均で値を集計する方法を選択できます。Vizで使用しているのと同じ集計

方法を選択することをお勧めします。比率メジャーの場合は、[Average (平均 )]を選択し、その

比率メジャーのコンポーネントメジャーを選択して比率を定義します。比率のコンポーネントである

メジャーは、合計可能でなければなりません。

累積メジャー (連続ストーリーのみで使用可能 )の場合は、[Sum (合計 )]を選択してから、メ

ジャーがすでに累積であることを指定します。連続ストーリーは、シリーズ全体のメジャーの合計に

ついて記述します。

並べ替え

ディメンション値を並べ替えるには、上矢印 /下矢印アイコンをクリックして、ディメンション内の最も

古いまたは最も新しい時間値に基づいて並べ替えます。

注 :ディメンション値の並べ替えは、連続ストーリーのみで使用できます。
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Tableauデータストーリー設定の構成 :表示

フォントの色やサイズなど、Tableauデータストーリー内のテキストの表示方法を構成できます。ス

トーリーで箇条書きまたは段落を使用するかどうかを選択することもできます。

ストーリーの表示を構成する

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [表示 ]タブをクリックします。

4. ストーリー構造を箇条書きにするか段落にするかを選択します。

5. フォントサイズを選択します。

6. 良い変化と悪い変化を表す色を選びます (連続したストーリーで利用可能 )。
7. 動的順序付けを使用するかどうかを選択します。

8. 圧縮ビューを使用するかどうかを選択します。

9. [保存 ]をクリックします。

ストーリー表示設定を使用するタイミングを理解する

色を使用するには、ストーリーが連続している必要があります。色を使用する場合、パレットから色

を選択して、良い変化と悪い変化を表すことができます。ストーリーが良い変化と悪い変化を判断

できるようにするには、[特性 ]タブで大きな値に意味を割り当てる必要があります。詳細について

は、「Tableauデータストーリー設定の構成 :特性」を参照してください。表示を構成した後、傾向

線またはセグメント分析のしきい値に基づいて、スタイルと色がストーリーに適用されます。

[Dynamic Ordering (動的順序付け)]をオンにすると、ストーリー内のメジャーのインサイトが、平

均値の最高値から最低値の順に動的に順序付けられます。維持したい順序がすでにある場合

は、[Dynamic Ordering (動的順序付け)]をオフにします。

[Condensed View (圧縮ビュー)]をオンにすると、ストーリーから追加のスペースが削除されます。

これは、ダッシュボードに余計なスペースがあまりない場合、またはダッシュボードに複数のデータス

トーリーオブジェクトがある場合に役立ちます。
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Tableauデータストーリー設定の構成 :ドライバー

前月比の売上が大幅に増加したとします。何が売り上げを伸ばしたのでしょうか?そして、それら

の売上げの増加を損なった(相殺した)のは何でしょうか?データストーリーにドライバーを設定す

ると、これらの質問に答えることができます。

データストーリーでは、ドライバーは合計値に貢献します。オフセッターは合計値を損ないます。不

連続ストーリーと連続ストーリーで、ドライバーとオフセッターに関するインサイトを引き出します。こ

れらのインサイトにより、データで何が起こっていて、その原因は何かについて正確に把握できるよ

うになります。

ディメンションドライバーを設定する

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Drivers (ドライバー)]タブをクリックします。

4. [Dimension Drivers (ディメンションドライバー)]セクションで、分析に最大の影響を与え

るドライバーのタイプを選択します。

[Count (カウント)]には、コントリビューターとオフセッターの最大数を設定します。

[Individual % (個別 %)]には、個別のコントリビューターとオフセッターについて記述する際

のしきい値を設定します。

[Cumulative % (累積 %)]には、集合的な価値に基づいてコントリビューターとオフセッ

ターについて記述する際のしきい値を設定します。

5. [保存 ]をクリックします。

ディメンションドライバーのタイプを理解する

l [Count (カウント)]は、ストーリーで呼び出されるエンティティ(コントリビューターとオフセッ

ター)の数を指定します。たとえば、[Count (カウント)]を使用して、データの上位 3つのコ

ントリビューターとオフセッターを確認できます。

l [Individual % (個別 %)]はしきい値を設定し、そのしきい値よりも高い値がストーリーに

含まれます。たとえば、[Individual % (個別 %)]を使用すると、合計値の5%以上を占め

るエンティティのみについて記述することを指定できます。

l [Cumulative % (累積 %)]は、含まれるエンティティが集合的に占める、合計値のパーセ

ンテージしきい値を設定します。たとえば、[Cumulative % (累積 %)]を使用すると、その

合計値の少なくとも90%に貢献したエンティティについて記述することを指定できます。この
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例では、エンティティの累積値が合計値の90%を占めるまでの大きさの順にエンティティにつ

いて記述しています。

セカンダリコントリビューターを使用する

セカンダリコントリビューターを使用するには、時間ではない2番目のディメンションが必要です。セ

カンダリコントリビューターを使用する場合、記述される各ドライバーには、セカンダリコントリビュー

ターの詳細とドライバーも含まれます。たとえば、店舗の売上を分析している場合、セカンダリコント

リビューターは部門内のクラスになります。セカンダリコントリビューターは、より深い分析を可能にし

ます。また、セカンダリコントリビューターに多くの情報を含めて、ストーリーの1つの文に収めることが

できます。

メトリクスドライバーを設定する

他のサブカテゴリーメジャーで構成されるメジャーの場合、ドライバー分析により、各メジャーがトップ

レベルの値に与えた影響を説明できます。たとえば、材料費と運用コストが総コストの要因になり

ます。

メトリクスドライバーを使用するには、メトリクス分析に複数のメジャーを含める必要があります。次

に、各メジャー間の関係を指定できます。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [Drivers (ドライバー)]タブをクリックします。

4. [Metric Drivers (メトリクスドライバー)]セクションで、最初に別のメジャーのサブカテゴリーで

あるメジャーを選択します。

5. 次に、プライマリカテゴリーであるメジャーを選択します。

6. [保存 ]をクリックします。

ヒント:詳細度設定はドライバーにも適用されます。ストーリーの詳細度設定を変更することで、イ

ンサイトの記述方法を調整できます。高い詳細度を使用すると、さらに多くの情報が括弧内に表

示されます。低い詳細度を使用すると、ドライバーについて簡潔に記述されたインサイトが得られま

す。詳細については、「Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ」を参照してください。
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Tableauデータストーリー設定の構成 :ナラティブ

Tableauデータストーリーのナラティブ設定をカスタマイズできます。具体的には、ストーリーの詳細

度と分析の詳細レベルを指定したり、データに固有の用語を追加したりできます。これらの設定

は、適切な言語と詳細レベルで記述されたストーリーをダッシュボードに作成するのに役立ちま

す。

詳細度を設定する

詳細度は、ストーリーの長さと記述される分析の詳細を指定します。高い詳細度を選択した場

合、ストーリーは、より分析的な長いインサイトを提供します。低い詳細度を選択した場合、ス

トーリーはより簡潔になり、詳細が少なくなります。

閲覧者に詳細度の変更を許可すると、パブリッシュされたダッシュボードの閲覧者は、データス

トーリーオブジェクトの詳細度レベルを変更できます。これは、ストーリーにさまざまな詳細レベルを

求めている閲覧者がいる幅広いユーザーがダッシュボードを使用する場合に役立ちます。
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ドリルダウンを設定する

ドリルダウンには2つのディメンションが含まれます。ドリルダウンは、ダッシュボードの各ディメンション

に関連付けられた数値の説明を提供します。

製品カテゴリーごとの月間売上高を示すダッシュボードがあるとします。ストーリーは、時間とカテゴ

リーの両方のディメンションについて記述するように構成されています。この場合、このストーリーに

は、時間ディメンション内およびその全体のパフォーマンスを説明する、各カテゴリーに関するインサ

イトが含まれます。

ドリルダウンの最大数を設定することで、ストーリーに含まれるインサイトの数を制御できます。ドリ

ルダウンインサイトも、メジャーの特性に割り当てられた意味に基づいてランク付けされます。ドリル

ダウンの数を減らすと、パフォーマンスが最も低いメジャー (悪い意味が割り当てられたメジャー)が

削除されます。

ディメンションの用語を追加する

用語を追加することで、ストーリーで各メジャーとディメンションにラベルを付けて参照する方法を定

義できます。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [ナラティブ]タブをクリックします。

4. ディメンションを展開して、単数と複数の両方の形式でどのように記述されるかを確認しま

す。

5. [Add Term (用語の追加 )]をクリックして、ディメンションの説明に使用するストーリーの別の

バリエーションを追加します。

6. [保存 ]をクリックします。

ストーリーでは、ディメンションについて記述するときに追加した用語を(ランダムに)使用します。

メジャーラベルを管理する

ディメンションと同様に、ストーリーのメジャーに使用されるラベルを管理できます。

1. [ナラティブ]タブで、メジャーを展開してラベルを確認します。

2. メジャーに使用する新しいラベルを入力します。
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3. [保存 ]をクリックします。

Tableauデータストーリー設定の構成 :関係

[関係 ]の設定を使用すると、複数のメジャーがあるTableauデータストーリーのメジャー間の関

係を割り当てることができます。関係を構成するには、ストーリーに1つのディメンションと複数のメ

ジャーが必要です。詳細については、「Tableauデータストーリーでカスタムメジャー関係を作成す

る」を参照してください。

関係には次の2つのタイプがあります。

l Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)
l Current/Most Recent vs Previous Period (現在 /最新と前の期間 )

割り当てレポートを実行する場合など、パフォーマンスベンチマークを上回っているか下回っている

かを知りたい場合は、[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]を使用します。ま

た、このタイプの関係は、ベンチマークを大幅に上回ったり下回ったりしているため追加の分析が必

要なデータポイントを特定するのに役立ちます。[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチ

マーク)]を使用するには、比較するメジャーの値のタイプが同じである必要があります。

主要業績評価指標 (KPI)が時間の経過とともに増加、減少、または一貫性を維持しているか

どうかを確認する場合は、[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期

間 )]を使用します。[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]を
使用するには、不連続ストーリータイプを使用する必要があります。詳細については、「自分の

Tableauデータストーリーに合った適切なストーリータイプを選択する」を参照してください。

[Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]と[Current/Most Recent vs.
Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]を同時に使用することもできます。構成された関係

の一部ではないVizのメジャーは、別の段落に記述されます。

連続ストーリーまたは不連続ストーリーの [Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]
関係を作成する

1つのメジャーが他のメジャーのベンチマークである場合は、[Actual vs. Benchmark (実際の

データとベンチマーク)]関係を使用します。たとえば、実際の売上高と売上目標を比較して、目

標を上回ったか下回ったかについてのインサイトをストーリーで記述できます。このタイプの関係を
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使用した場合、ストーリーでは不要なコンテンツが削除され、最も重要なこと、つまり、メトリクスとそ

の関連するベンチマークとの比較に焦点が当てられます。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

4. [Actual vs. Benchmark (実際のデータとベンチマーク)]のボックスをオンにします。

5. 最初に、ベンチマークとなるメジャーを選択します。

6. 次に、ベンチマークと比較するメジャーを選択します。

7. [保存 ]をクリックします。

[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]関係を作成する

[Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]関係を使用して、一定

期間にわたる2つのメジャーのパフォーマンスを比較します。たとえば、2つの製品を比較して、昨

年最も多くの収益を上げた製品を確認できます。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

3. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

4. [Current/Most Recent vs. Previous Period (現在 /最新と前の期間 )]のボックスをオンに

します。

5. 最初に、前の期間のメジャーを選択します。

6. 次に、現在の期間のメジャーを選択します。

7. 測定している期間のラベルを入力します (例：年 )。
8. 測定する期間の数を選択します。

9. [保存 ]をクリックします。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ

閲覧者に合わせてカスタマイズした言葉を使用して、ビジネスに特化したインサイトでTableauデー

タストーリーを補足できます。閲覧者にとって重要なデータストーリーから分析とデータを特定し、

独自の言語を使用して影響力のあるストーリーを作成します。全体的なTableauデータストー

リーと同様に、カスタムコンテンツで使用されるデータと変数は動的であり、ダッシュボードに合わせ

て調整されます。
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独自のインサイトを追加する

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 記述したいセクションを見つけて、[カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。

3. 表示されるフィールドにカスタムテキストを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。

ヘッダーとフッターを追加する

データストーリーの上部と下部にカスタムテキストを挿入できます。ヘッダーとフッターを使用する

と、ストーリーに独自の定性分析を追加したり、データの傾向について追加の説明を含めたり、法

的およびプライバシーに関する免責事項を追加したりできます。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [メモの表示 ]スイッチをクリックします。

3. カスタムメモを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。

これで、メモがデータストーリーの上部または下部に表示されます。

関数を追加する

データストーリーで関数を使用すると、ストーリーをカスタマイズし、あなたやあなたのビジネスにとっ

て最も重要なインサイトを見つけることができます。
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たとえば、ある期間の観光収入の平均合計を知りたい場合は、関数として [平均 ]を選択し、メ

ジャーとしてSUM(インバウンド観光 )を指定します。これにより、インバウンド観光の平均合計が返

されます。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. ボックスの右側にあるメニューをクリックして、[関数の追加 ]を選択します。

3. [データストーリー関数 ]を選択し、必須フィールドに入力します。

4. [セクションに追加 ]をクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。

これで、カスタムコンテンツがデータストーリーに表示されるようになりました。

条件を追加する

作成するカスタム文ごとに、その文がデータストーリーに表示されるかどうかを決定する条件を追加

できます。条件が満たされると、カスタム文がストーリーに表示されます。条件が満たされない場

合、カスタム文は表示されません。

各カスタム文には複数の条件を適用することができ、[条件の追加 ]ダイアログボックス内で [任意 ]

または [すべて]のボタンを使用すると条件を組み合わせることができます。
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条件文は数値比較で最もよく使用されますが、この関数は、等しい (=)または等しくない (!=)記

号を使用した文字列照合もサポートしています。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. カスタム文を入力します。

3. ボックスの右側にあるメニューをクリックして、[条件の追加 ]を選択します。

4. 条件付きロジックを通知するために使用するカスタム関数を定義します。この例では、「We
have met our quota (ノルマ達成 )」という文は、インバウンド観光の合計が5兆を超えると

表示されます。

5. [セクションに追加 ]をクリックします。

6. [保存 ]をクリックします。

これで、条件が満たされた場合にのみ、カスタム文がデータストーリーに表示されるようになりまし

た。

カスタムコンテンツを複製する

データストーリーに追加されたカスタムコンテンツは簡単に複製できるため、様々なバリエーション

の文を簡単に作成できます。しきい値を適用したり、言語のバリエーションを組み込んだり、様々

な論理的なバリエーションを作成したりする場合は、完全に構築されたカスタム文をコピーすること

をお勧めします。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 必要に応じて、関数と条件を完全に備えたカスタム文を作成します。

3. 完全な文のボックスで、ボックスの右側にあるメニューをクリックし、[複製 ]を選択します。
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4. 複製した文をクリックして、必要に応じて更新し、[セクションに追加 ]をクリックします。

5. [保存 ]をクリックします。

文をコピーすると、すべての関数と条件文もコピーされます。コピーされた箇条書きは、同じセクショ

ンの元の箇条書きのすぐ下に表示されます。

注 : コピーされた箇条書きは、元の箇条書きが含まれているセクションにのみ追加できます。

ドリルダウンセクションにカスタムコンテンツを追加する

2次元のストーリーの場合、最初のセクションの後の各セクションはドリルダウンセクションと呼ばれま

す。ドリルダウンセクションでは、個々のプライマリディメンションエンティティ(次の例では南北アメリ

カ)に焦点を当てています。

ドリルダウンセクションのコンテンツ構造は同じであるため、最初のセクション(ヨーロッパ)で追加され

たカスタムコンテンツは、追加の各セクション(南北アメリカ)に適用されます。コンテンツを作成また

は編集できるのは、最初のドリルダウンセクションのみです。

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 最初のドリルダウンセクションで、各エンティティに対して [カスタムアイテムの追加 ]をクリック

します。

3. カスタムコンテンツを入力します。

4. [保存 ]をクリックします。
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ドリルダウンセクションのカスタムコンテンツには、現在のカテゴリ値 (動的 )というコンテキスト変数

がすでに含まれています。これにより、現在のカテゴリ値 (動的 )というディメンション値オプションが

作成されます。これは、ドリルダウンセクションが含まれるセクションを常に表します。

ヒント: 単一の特定のドリルダウンセクションにのみ表示されるコンテンツを作成するには、条件付

きロジックを使用して、適切な場所にのみ書き込むようにすることができます。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテキスト変数

コンテキスト変数は、他の関数から参照できる関数です。つまり、コンテキスト変数を使用すると、

関数を他の関数内にネストできます。

コンテキスト変数を定義すると、新しい関数をTableauデータストーリーに追加するときに使用で

きる関数のように表示されます。

注 : 各カスタム文に複数のコンテキスト変数を設定できますが、カスタムコンテンツごとに各コ

ンテキスト変数を個別に定義する必要があります。

1072 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



コンテキスト変数の設定

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。

3. カスタムコンテンツボックスの右側にあるメニューをクリックし、[コンテキストの設定 ]を選択し

ます。

4. [コンテキストの追加 ]をクリックします。

5. コンテキスト変数に名前を付けて、[関数の設定 ]をクリックします。

6. カスタム関数を定義し、ディメンションを選択します。

7. [セクションに追加 ]をクリックします。

8. コンテキスト変数を設定した文にクリックして戻ります。
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9. 手順に従って [関数を追加する]します。

これで、関数を追加するときに、コンテキスト変数が [ディメンション値 ]ドロップダウンリストのオプ

ションとして一覧表示されるようになります。

コンテキスト変数を使用するタイミング:複数のメジャーの参照

データストーリーの1つの分析文で、複数のメジャーを参照したいと思います。コンテキスト変数が

なければ、1つの文に記述できるメジャーは一度に1つだけでしょう。ところが、コンテキスト変数を

使用すると、1つの文で複数のメジャーを参照できます。

コンテキスト変数を使用して複数のメジャーを参照するには、データストーリーに次のものが必要

です。

l 1つのディメンション

l 2つ以上のメジャー

1. データストーリーで [編集 ]をクリックし、[編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. [カスタムアイテムの追加 ]をクリックします。

3. カスタムコンテンツボックスの右側にあるメニューをクリックし、[コンテキストの設定 ]を選択し

ます。

4. [コンテキストの追加 ]をクリックします。

5. コンテキスト変数に名前を付けて、[関数の設定 ]をクリックします。

6. カスタム関数を定義し、ディメンションを選択します。

7. [セクションに追加 ]をクリックします。
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8. コンテキスト変数を設定した文にクリックして戻ります。

9. 1番目の関数を追加し、必要なフィールドに入力します。この例では、

[DimensionValueLabel]を選択し、次に [ディメンション]から[国 /地域 ]を選択し、次に

[ディメンション値 ]からGDPが最も高い国 (コンテキスト変数 )を選択しました。

10. [セクションに追加 ]をクリックします。

11. 2番目の関数を追加し、必要なフィールドに入力します。この例では、[値 ]を選択し、次に

[ディメンション]から[国 /地域 ]を選択し、[メジャー]からSUM(貸出金利 )を選択し、[ディメ

ンション値 ]からGDPが最も高い国 (コンテキスト変数 )を選択しました。

12. [セクションに追加 ]をクリックします。

13. [保存 ]をクリックします。

データストーリーは、私たちが関心を持っている国 (GDPが最も高い国 )の副次メジャー (貸付金

利 )についての洞察を与える文を書いています。
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コンテキスト変数を使用するタイミング:期間ごとの分析

コンテキスト変数は、データストーリーで2つの異なる期間のパフォーマンスを分析する場合に役

立ちます。カスタム文を作成すると、ドリルダウンセクションに表示されるメジャーについて記述し、

メジャーを年ごとや月ごとなどの様々な期間で比較することができます。

期間ごとの分析を設定するには、データストーリーに次のものが必要です。

l 2つのディメンション: 1つの期間ディメンション(プライマリ)と1つの非期間ディ

メンション(セカンダリ)
l 1つから3つのメジャー

1. データストーリーを作成します。

2. [フィールド]ダイアログボックスで、期間ディメンションが最初に順序付けられていることを確

認し、[次へ]をクリックします。

3. [ストーリー]ダイアログボックスで [連続 ]を選択し、[完了 ]をクリックします。

4. [編集 ]ダイアログボックスを開き、最初のドリルダウン領域で [カスタムアイテムの追加 ]を選

択します。

5. 期間を表すコンテキスト変数を2つ作成します。たとえば、「現在の四半期」と「前の四半

期」を作成します。
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6. カスタムの言葉と関数を追加して、「増加した」文を作成します。この文は、

「[CurrentDimensionValueLabel]は四半期で [X%]増加しました」というコンテンツになりま

す。

7. カスタムテキストボックスに、関数に続けて「増加しました」という単語を入力します。

8. 期間中のメジャーの変化率を返す関数を追加します。

9. [セクションに追加 ]をクリックします。

10. カスタムコンテンツを複製するし、「増加」という単語を「減少」に置き換えて、減少バージョ

ンを作成します。関数は同じままです。
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11. データに応じて1つだけが書き込まれるように、各文に条件を追加するします。

12. 「増加した」文について、次の例に従って条件を設定します。

左の引数 =値の関数

ディメンション= Quarter(オーダー日 )。期間ディメンションを選択します

メジャー= SUM(オーダー合計 )。計算に使用したメジャーを選択します

ディメンション値 =現在の四半期。コンテキスト変数の1つ

フィルターディメンション値 =現在の地域の値 (動的 )。これはプリセットされたコンテ

キスト変数です

中央の引数 = > (より大きい)

右の引数 =値の関数

ディメンション= Quarter(オーダー日 )。期間ディメンションを選択します

メジャー= Total(オーダー合計 )。計算に使用したメジャーを選択します

ディメンション値 =前の四半期。コンテキスト変数の1つ

フィルターディメンション値 =現在の地域の値 (動的 )。これはプリセットされたコンテ

キスト変数です
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13. 「減少した」文について、同じ条件を設定しますが、>記号 (より大きい)を<記号 (より小さ

い)に置き換えます。右の引数と左の引数は同じままです。

14. [保存 ]をクリックすると、データストーリーに2つの期間の分析から得られたインサイトを含む

文が記述されます。

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:関数

関数を使用してTableauデータストーリーをカスタマイズする場合は、使用できる関数、各関数の

機能、各関数に必要なディメンションとメジャーを知っていると役立ちます。

データストーリーに関数を追加するする方法を説明します。

文字をクリックして、その字で始まる関数を参照します。その字で始まる関数がない場合、アルファ

ベットの次の字で始まる関数が表示されます。Ctrl+F (MacではCommand-F)を押して検索ボッ

クスを開き、ページ内で特定の関数を検索できます。

A B C D E F G H I J K L M NO P Q R S T U VW X Y Z

Average

説明 :指定されたメジャーの平均値。
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構文 : Average(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

Count

説明 :指定されたディメンション内のディメンション値の個数。

構文 : Count(ディメンション)

Difference

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の差異。

構文 : Difference(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,

filterDimensionValue)

DifferenceFromMean

説明 :指定されたディメンション値の平均値とメジャー値の差異。

構文 : DifferenceFromMean(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue,

filterDimensionValue)

Direction

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の方向 (たとえば、増加または減少 )を説

明する言葉。

構文 : Direction(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,

filterDimensionValue,フレーズ)

Ending Label

説明 :系列の最後の期間の名前。
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構文 : Label(メジャー)

EndingValue

説明 :指定されたメジャーの系列における最後の期間の値。

構文 : EndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

Label

説明 :指定されたメジャーのラベル。

構文 : Label(メジャー)

LargestNegativeChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の負の最大値 (絶対値ベース)。

構文 : LargestNegativeChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる終了期間

の名前。

構文 : LargestNegativeChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestNegativeChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestNegativeChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestNegativeChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる開始期

間の名前。

構文 : LargestNegativeChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativeChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (絶対値ベース)となる時の開始

値。

構文 : LargestNegativeChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の負の最大値 (割合ベース)。

構文 : LargestNegativePercentChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる終了期間の

名前。

構文 : LargestNegativePercentChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestNegativePercentChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestNegativePercentChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestNegativePercentChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる開始期間の

名前。

構文 : LargestNegativePercentChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestNegativePercentChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が負の最大値 (割合ベース)となる時の開始

値。

構文 : LargestNegativePercentChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の正の最大値 (絶対値ベース)。

構文 : LargestPositiveChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestPositiveChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる終了期

間の名前。

構文 : LargestPositiveChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestPositiveChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestPositiveChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる開始期

間の名前。

構文 : LargestPositiveChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositiveChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (絶対値ベース)となる時の開始

値。
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構文 : LargestPositiveChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeDifference

説明 :指定された系列における、期間ごとの差異の正の最大値 (割合ベース)。

構文 : LargestPositivePercentChangeDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeEndingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる終了期間の

名前。

構文 : LargestPositivePercentChangeEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeEndingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の終了

値。

構文 : LargestPositivePercentChangeEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangePercentDifference

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の変化

率。

構文 : LargestPositivePercentChangePercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)
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LargestPositivePercentChangeStartingLabel

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる開始期間の

名前。

構文 : LargestPositivePercentChangeStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LargestPositivePercentChangeStartingValue

説明 :指定された系列において、期間ごとの差異が正の最大値 (割合ベース)となる時の開始

値。

構文 : LargestPositivePercentChangeStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakDifference

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける差異。

構文 : LongestStreakDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakDirection

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの方向 (正または

負 )。

構文 : LongestStreakDirection(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakEndingLabel

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの終了期間の名

前。

構文 : LongestStreakEndingLabel(メジャー, filterDimensionValue)
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LongestStreakEndingValue

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける終了値。

構文 : LongestStreakEndingValue(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakLength

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した期間の最大数。

構文 : LongestStreakLength(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakPercentDifference

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける割合の差

異。

構文 : LongestStreakPercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakStartingLabel

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークの開始期間の名前。

構文 : LongestStreakStartingLabel(メジャー, filterDimensionValue)

LongestStreakStartingValue

説明 :指定された系列において、増加または減少が連続した最長ストリークにおける開始値。

構文 : LongestStreakStartingValue(メジャー, filterDimensionValue)
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MaxLabel

説明 :指定されたメジャーの最大値を持つエンティティの名前。

構文 : MaxLabel(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

MaxValue

説明 :指定されたメジャーの最大値。

構文 : MaxValue(メジャー)

Median

説明 :指定されたメジャーの中央値。

構文 : Median(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

MinLabel

説明 :指定されたメジャーの最小値を持つエンティティの名前。構文 : MinLabel(ディメンション,メ

ジャー, filterDimensionValue)

MinValue

説明 :指定されたメジャーの最小値。

構文 : MinValue(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

PercentDifference

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値間の割合差。
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構文 : PercentDifference(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,

filterDimensionValue)

PercentOfWhole

説明 :指定されたディメンション値のメジャー値が、そのディメンションのメジャー値合計に占める割

合。

構文 : PercentOfWhole(ディメンション,メジャー, dimensionvalue, filterDimensionValue)

PeriodLabel

説明 :系列のn番目の期間 (1から開始 )の名前。

構文 : PeriodLabel(インデックス)

PeriodLabelNewest

説明 :系列のn番目の期間 (最新から開始しカウントバック)の名前。

構文 : PeriodLabelNewest(インデックス)

PeriodValue

説明 :系列のn番目の期間 (1から開始 )における指定されたメジャーの値。

構文 : PeriodValue(メジャー,インデックス, filterDimensionValue)

PeriodValueNewest

説明 :系列のn番目の期間 (最新から開始しカウントバック)における指定されたメジャーの値。

構文 : PeriodValueNewest(メジャー,インデックス)
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Range

説明 :指定されたメジャーの最大値と最小値の差。

構文 : Range(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

SortAscendingLabel

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーのエンティティ名。

構文 : SortAscendingLabel(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

SortAscendingValue

説明 :所定のランク(1から開始 )で昇順に並べ替えられた指定されたメジャーの値。

構文 : SortAscendingValue(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

SortDescendingLabel

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーのエンティティ名。

構文 : SortDescendingLabel(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

SortDescendingValue

説明 :所定のランク(1から開始 )で降順に並べ替えられた指定されたメジャーの値。

構文 : SortDescendingValue(メジャー,ランク,ディメンション, filterDimensionValue)

StartingLabel

説明 :系列の最初の期間の名前。

1090 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



構文 : StartingLabel()

StartingValue

説明 :指定されたメジャーの系列における最初の期間の値。

構文 : StartingValue(メジャー, filterDimensionValue)

StartToFinishDifference

説明 :指定された系列の最初と最後の期間の値の差。

構文 : StartToFinishDifference(メジャー, filterDimensionValue)

StartToFinishPercentDifference

説明 :指定された系列の最初と最後の期間の値の割合の差。

構文 : StartToFinishPercentDifference(メジャー, filterDimensionValue)

StdDev

説明 :指定されたメジャーの標準偏差の値。

構文 : StdDev(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

Sum

説明 :指定された2つのディメンション値のメジャー値の合計。

構文 : Sum(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, secondDimensionValue,

filterDimensionValue)
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Total

説明 :指定されたメジャーの合計値。

構文 : Total(ディメンション,メジャー, filterDimensionValue)

Value

説明 :指定されたディメンション、メジャー、ディメンション値のメトリクス値。

構文 : Value(ディメンション,メジャー,ディメンション値 , filterDimensionValue)

Z-Score

説明 :指定されたメジャーのZスコア。

構文 : Z-Score(ディメンション,メジャー, firstDimensionValue, filterDimensionValue)

Tableauデータストーリーのカスタマイズ:コンテンツの非表示と並べ替え

ストーリー内のコンテンツを非表示にしたり並べ替えたりすることで、自分やオーディエンスにとって

最も重要なコンテンツで、Tableauデータストーリーをカスタマイズすることができます。

コンテンツとセクションを非表示にする

1. データストーリーを作成し、[編集 ]をクリックして [編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. セクションの表示 /非表示を設定するには、[Show section (セクションの表示 )]スイッチを

クリックしてオン/オフを切り替えます。

3. 個々の文の右側にある青いボックスにカーソルを合わせ、ボックスをクリックすると表示 /非表

示が切り替わります。

4. [保存 ]をクリックします。
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[表示 ]に設定されている文とセクションのみがデータストーリーに表示されます。

セクション内のコンテンツを並べ替える

1. データストーリーを作成し、[編集 ]をクリックして [編集 ]ダイアログボックスを開きます。

2. 並べ替えるコンテンツの左側のメニューにカーソルを合わせます。カーソルが手のアイコンに変

わります。

3. カーソルでアイテムをクリックし、同じセクション内の任意の場所にドラッグします。

4. [保存 ]をクリックします。

設定した順序でデータストーリーに文章が表示されます。
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注 :現在、コンテンツは同じセクション内でのみ移動できます。セクション全体の移動はまだサ

ポートされていません。

Tableauデータストーリーにデータを追加する

データストーリーは、現在、2つのディメンションと1つのメジャー、または1つのディメンションと最大

10個のメジャーが含まれるストーリーをサポートしています。ダッシュボードに表示する必要のない

データについて記述する場合は、、非表示のシートを使用してダッシュボードを簡素化します。ス

トーリーに3つ以上のディメンションを追加する場合は、ディメンションを連結するか、複数のデータ

ストーリーを作成して積み重ねます。

非表示のシートを使用する

Tableauデータストーリーに含めたいデータがあり、インサイトの獲得をサポートしたすべてのデータ

を表示する必要がない場合は、非表示のシートを使用して、ダッシュボードを煩雑にすることな

く、ストーリーに追加のメジャーとディメンションを取り込むことができます。

1. データストーリーオブジェクトをダッシュボードにドラッグして、[データストーリー]ダイアログ

ボックスに記述できるワークシートを確認します。この例では、記述できる2つのワークシー

トがあります。
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2. 左側のメニューに移動して、[Floating (フローティング)]を選択し、そのシートをダッシュボー

ドにドラッグすることにより、「人口」などの別のデータソースを取り込みます。

[データストーリー]ダイアログボックスが、利用可能な新しいデータソースで更新されます。
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3. [レイアウト]をクリックし、サイズを1 x 1に調整してシートを非表示にしますが、参照元デー

タはストーリーに残します。

これで、この非表示のシートを使用してストーリーを構成できます。

注 :シートを非表示のままにするには、追加の凡例要素の選択を解除する必要がある場合

があります。

ディメンションを連結する

データに3つのディメンションと1つのメジャーが含まれていて、データが [Discrete Story (不連続

ストーリー)]である場合、計算フィールドを作成することにより、これらのディメンションのうちの2つ

を連結 (リンク)できます。

1. ストーリーで使用するワークシートで、[分析 ]をクリックし、[計算フィールドの作成 ]を選択し

ます。

2. 計算フィールドに名前を付け、次の式を使用して計算を作成し、+記号を使用してディメ

ンションを結合します。

[Dimension 1] + [Dimension 2]

ヒント:ディメンションを[計算フィールド]ボックスにドラッグして、式に配置します。
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3. [OK]をクリックします。

4. 新しい計算フィールドを[Detail (詳細 )]ペインにドラッグして、データストーリーでアクセスで

きるようにします。

複数のデータストーリーを積み重ねる

複数のデータストーリーを作成し、ダッシュボードに垂直または水平に積み重ねて、さらに多くのメ

ジャーとディメンションについて記述します。

たとえば、実際の収益とベンチマーク収益についてのストーリーを作成したい場合は、2つの異なる

ストーリー (1つは実際の収益と最初のベンチマーク、もう1つは実際の収益と2番目のベンチマー

クについてのストーリー)を作成して、これらのストーリーを比較することができます。

ダッシュボードにTableauポップアップデータストーリーを追加する

ポップアップウィンドウにTableauデータストーリーを配置できます。ユーザーは、ストーリーを開いて

読み、完了したら閉じることができます。これは、すでに確立されているダッシュボードで使用されて

いるスペースを節約したり、ダッシュボード上の乱雑な情報の量を減らしたりするための優れた方法

です。

1. ダッシュボードにTableauデータストーリーを追加する。

2. メニューをクリックして、[Floating (フローティング)]を選択し、コンテナーを[Floating (フロー

ティング]に設定します。

ヒント:コンテナーを[Floating (フローティング)]に設定するもう1つの方法は、Shiftキーを押しなが

らコンテナーをダッシュボードにドラッグすることです。

3. 左側の列の [レイアウト]タブに移動し、背景色を白に設定します。
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4. 浮動コンテナーに関連付けられているメニューをクリックして設定を表示し、[表示 /非表示

ボタンの追加 ]を選択します。これにより、ストーリーを表示または非表示にできる[X]アイコ

ンが作成されます。

注 :ストーリーが選択されている場合、ボタンは、データストーリーオブジェクトの一部であるサ

イドバーオプションによって部分的に隠されています。ボタンを表示するには、ストーリーの外

側をクリックします。

5. [X]アイコンにカーソルを合わせると、ストーリーを開いたり閉じたりする手順が表示されま

す。この例では、Altキーを押しながら[X]アイコンをクリックするように求められます。

6. プロンプトに示されているキーを押しながら[X]アイコンをクリックして、ストーリーを折りたたみ

ます。
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ストーリーは折りたたまれますが、ユーザーが必要に応じてストーリーを展開できるように、メニューは

ダッシュボードに残ります。必要に応じて、折りたたみ可能なフローティングストーリーをダッシュボー

ド内で移動できます。

Tableauデータストーリーでカスタムメジャー関係を作成する

Tableauデータストーリーで関係ストーリーを作成すると、データを別のデータセットと比較して確認

することができます。関係ストーリーを作成するには、少なくとも2つのメジャーと1つのディメンション

が必要です。多くの場合、比較したいデータはある列のデータでグループ化されています。たとえ

ば、「年」や「月」などの名前の列で、「2022」や「3月」などの値が設定されています。

簡単な計算フィールドを作成して「2022」と「2021」あるいは「2月」と「3月」で分離すると、2つの

期間を関係ストーリーで比較できます。

1. データストーリーで使用するシートから始めます。

2. [分析 ]をクリックして[計算フィールドの作成 ]を選択します。

3. 「現在の期間」などの名前の計算フィールドを作成します。

ヒント: 計算フィールドはここに示した構造に従いますが、ディメンションやメジャーの名前 (オレンジ

色のテキスト)はご利用の名前に置き換えてください。

4. 「前の期間」などの名前の計算フィールドを作成します。
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5. 新しいメジャーを[詳細 ]マークにドラッグします。

6. ダッシュボードでストーリーをクリックし、2つの新しいメジャーをデータストーリーに追加しま

す。

7. ダッシュボードで、データストーリーオブジェクトの左上隅にある[設定 ]アイコンをクリックしま

す。

8. [データストーリー]ダイアログボックスで [関係 ]タブをクリックします。

9. 2つのカスタムメジャーを使用した関係ストーリーを設定します。
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10. [保存 ]をクリックします。

これで、カスタムメジャーを比較する文がストーリーに記述されるようになりました。

Tableauデータストーリーのパラメーターを更新する

ダッシュボードにパラメーターを追加し、データストーリーを使用している場合、パラメーターをクリック

するとビジュアライゼーションが更新されますが、ストーリーは更新されません。これは、パラメーター

がフィルターのように参照元データを更新しないためです。

パラメーターデータを使用してTableauデータストーリーを更新するには、ダッシュボードに [更新 ]

ボタンを追加して、パラメーターに合わせてストーリーを更新します。

1. ワークブックに新しいシートを作成します。

2. 次の情報を使用して、新しいシートに計算フィールドを作成します。

名前 :更新

コンテンツ: "更新"

3. [OK]をクリックし、新しい計算フィールド(更新 )を新しいシートにドラッグします。

4. フィールドを右クリックし、[ヘッダーの表示 ]をクリックしてヘッダーを非表示にします。
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5. ボタンの形状を選択します。

6. ダッシュボードに戻り、更新ボタンを含むシートをパラメーターの横のダッシュボードにドラッグ

します。

7. ボタンにカーソルを合わせ、[その他のオプション]を選択し、[タイトル]をクリックしてタイトル

を非表示にします。

8. ボタンにカーソルを合わせ、[フィルターとして使用 ]をクリックします。

9. パラメーターを調整してから、新しい更新ボタンをクリックします。ボタンをクリックすると、パラ

メーターに合わせてストーリーが更新されます。

Tableauデータストーリーで表計算を使用する

表計算の作成に使用したメジャーに加えて、Tableauデータストーリーのメジャーとして表計算を

使用することができます。
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1. マークカードから、フィールドの右側をクリックしてメニューを開き、[簡易表計算 ]をクリックしま

す。

2. 表計算を作成したら、それを[データ]ペインの[メジャー]にドラッグして名前を変更します。
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3. 元のメジャー (例 :売上高 )を[行 ]シェルフにドラッグして戻し、新しい計算 (例 :売上高の

合計 )を[ツールヒント]にドラッグします。ビジュアライゼーションは同じままでも、新しいメ

ジャーにアクセスできるようになりました。
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4. ダッシュボードに移動し、データストーリーオブジェクトをダッシュボードにドラッグします。ス

トーリーを作成すると、両方のメジャーが表示されます。

Web画像をワークシートに動的に追加する

Tableauでは、画像はデータを分析する際の強力なツールです。靴の月別売上高のVizを想像

してみてください。データは、ウェッジヒールよりもハイヒールのほうが売れていることを示しています

が、この2つのタイプの靴の違いを想像することはできません。そこで、イメージの役割が登場しま

す。Web画像をワークシートに動的に追加し、それらをヘッダーで使用して視覚的な詳細を追加
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することができます。

データソースを準備する

イメージの役割は、Web画像を指すURLを含む個別のディメンションフィールドに割り当てること

ができます。データを準備するには、画像フィールドが、イメージの役割を割り当てるための

Tableauによって設定されている要件を満たしていることを確認します。

l URLで移動する先が、.png、.jpeg、.jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.gifのいずれかの画像

ファイルであることを確認します。

l 各 URLがhttpまたはhttpsで始まっていることを確認します。トランスポートプロトコルが含

まれていない場合、Tableauはhttpsを想定します。

l データセットで使用される画像の数を最適化します。通常は、フィールドごとに最大 500
個の画像を読み込むことができます。

l 各画像ファイルが200 KB未満であることを確認します。

注 : Tableau 23.1以前を使用している場合、URLは、ファイル拡張子が .jpg、.jpeg、または

.pngの画像ファイルに移動する必要があります。

Tableau 23.2以降では、.gifファイルがサポートされていますが、.gifアニメーションは、クライア

ント側レンダリングが有効になっているTableau CloudおよびTableau Serverでのみ表示さ

れます。サーバー側レンダリングが有効になっているTableau DesktopおよびTableau

Serverでは、.gifファイルが静的画像として表示されます。

Vizの複雑さによっては、Tableauがデフォルトでサーバー側のレンダリングを使用する場合が

あります。その場合、フィールドあたりの画像数は100に制限されます。複雑性の設定とサー
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バー側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」を参照してくださ

い。

データセットの例 :

製品名 製品画像 URL 製品売上高

フラット https://img.example.com/flats.png 12,118

ハイヒール https://img.example.com/highheels.png 15,865

ランニングシューズ https://img.example.com/runningshoes.png 14,200

ウェッジ https://img.example.com/wedges.png 8,665

イメージの役割をURLに割り当てる

データソースに接続したら、[データソース]ページまたはワークシートの [データ]ペインからイメージの

役割をURLに割り当てることができます。

[データソース]ページから割り当てる:

1. 画像のURLがある列を見つけます。

2. 列の左上にあるアイコンを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[イメージの

役割 ] > [URL]を選択します。

アイコンが画像アイコンに変わり、画像を使用できるようになります。

ワークシートから割り当てる:

1. 新しいワークシートを開きます。

2. 画像のURLがある個別のディメンションフィールドを見つけます。
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3. ディメンションフィールドを右クリック(MacではControlを押しながらクリック)し、[イメージの

役割 ] > [URL]を選択します。

アイコンが画像アイコンに変わり、画像を使用できるようになります。

ビジュアライゼーションに画像を追加する

ワークシートから、[イメージの役割 ]フィールドを[行 ]または [列 ]シェルフにドラッグします。これで

Viz上で画像と関連データを表示できるようになりました。
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ビジュアライゼーションを共有する

画像を含むワークブックはエクスポートして共有することができます。Vizで使用する画像は、Vizを

共有するすべてのユーザーが閲覧できるようにしてください。たとえば、ファイアウォールの内部にある

内部サーバーでホストされている画像を使用している場合は、Vizを共有するユーザー全員が画

像にアクセスするための十分な権限を持っていることを確認します。この例では、同じサーバーに接

続してVizを表示しているユーザーは、問題なく画像を表示しています。ただし、VizをTableau

Cloudサーバー上のPDFにエクスポートしているユーザーは、画像を表示できない場合がありま

す。

エクスポートされたワークブックをViewerがTableau 2022.3以前で開こうとすると、画像を表示す

ることができません。

注 :ベストプラクティスとして、スクリーンリーダーやその他のアクセシビリティソフトウェアがコンテ

ンツにアクセスできるように、イメージの役割フィールドは常にテキストの説明と一緒に配置しま

す。

画像の接続に関するトラブルシューティング

フィールドごとに許可されている画像の数を超えてる場合や、複雑なVizに大きな画像ファイルが

ある場合、またはモバイルデバイスでVizを表示している場合に、画像が表示されないことがありま

す。このセクションは、このようなエラーのトラブルシューティングに役立ちます。

Vizに画像が表示されない

Viz内の画像が多すぎる

Vizの複雑さにもよりますが、通常、フィールドごとに500個の画像を読み込むことができます。複

雑なVizの場合は、既定でサーバー側レンダリングになることがあります。サーバー側レンダリングで

は、フィールドごとに100個の画像を読み込むことができます。
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Viz内の画像が多すぎるというエラーメッセージが表示された場合は、画像をフィルターで除外し

てからやり直してください。

Tableauが画像にアクセスできない

画像の代わりに破損した画像アイコンが表示される場合は、まず画像を表示するための十分な

権限があることを確認してください (または、画像がファイアウォールの内側にある場合など)。

Tableauは画像にアクセスできなければならず、画像を表示するために別の認証を要求すること

はできません。

画像を表示する権限があり、サイズ要件を満たしている場合は、設定ページでWeb画像が有

効になっていることを確認してください。

Tableau Desktopの場合 :

1. ワークブックから、ツールバーの [ヘルプ]をクリックします。

2. [設定とパフォーマンス] > [ダッシュボードWeb 表示セキュリティ]の順に選択します。

3. [Web ページオブジェクトとWeb 画像を有効にする]がオンになっていることを確認します。

Tableau Cloudの場合 :

1. ナビゲーションパネルで、[設定 ]をクリックします。

2. [全般 ]で、下にスクロールして[Web ページオブジェクト] と[Web 画像 ]を見つけます。

3. [Web ページオブジェクトとWeb 画像を有効にする]がオンになっていることを確認します。

一部の画像がVizに表示されない

画像ファイルが大きすぎる

レンダリングするには、各画像ファイルを200 KB未満にする必要があります。画像ファイルのサイズ

を確認して、もう一度やり直してください。

以前のバージョンのTableauを使用している
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Tableau 23.1以前を使用している場合、.png、.jpeg、および .jpg画像ファイルのみがサポートされ

ます。Tableauのバージョンをアップグレードするか、使用しているTableauのバージョンでサポートさ

れている種類のファイルを使用してください。

画像のURLは httpまたは httpsで始まる必要があります

各画像のURLはhttpまたはhttpsで始まる必要があります。Tableauは現在、FTP/SMTP呼び

出しをサポートしていません。URLの形式を確認して、もう一度やり直してください。

画像ファイルはURLキーである必要があります。

イメージの役割は、.png、.jpeg、または .jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.bmp、または .gifの画像ファ

イルに移動するURLにのみ割り当てることができます。URLの形式を確認して、もう一度やり直し

てください。

画像ファイルの種類がサポートされていない

イメージの役割は、.png、.jpeg、または .jpg、.svg、.webp、.jfif、.ico、.bmp、または .gifの画像ファ

イルに移動するURLにのみ割り当てることができます。URLの形式を確認して、もう一度やり直し

てください。

Tableau 23.1以前を使用している場合、.png、.jpeg、および .jpg画像ファイルのみがサポートされ

ます。Tableauのバージョンをアップグレードするか、使用しているTableauのバージョンでサポートさ

れている種類のファイルを使用してください。

Tableau 23.2以降では、.gifファイルがサポートされていますが、.gifアニメーションは、クライアント

側レンダリングが有効になっているTableau CloudおよびTableau Serverでのみ表示されます。

サーバー側レンダリングが有効になっているTableau DesktopおよびTableau Serverでは、.gifファ

イルが静的画像として表示されます。

画像ファイルに不適切な文字が含まれている
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次の文字が含まれるURLにはイメージの役割を割り当てることはできません。

< > & \ ^ '

または以下の文字シーケンス:

..\\.\r \n \t

URLにこれらの文字または文字列が含まれていないことを確認してから、もう一度やり直してくだ

さい。

ワークシートの外に画像が表示されない

ツールヒントVizに画像が表示されない

ツールヒントのVizはサーバー側レンダリングで処理されるため、フィールドごとに最大 100個の画

像を読み込むことができます。フィールドごとの画像が100個未満であることを確認してから、もう

一度やり直してください。

サーバー側とクライアント側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」

を参照してください。

ツールヒントVizの詳細については、「ツールヒント内でビューを作成する(ツールヒントViz)」を参照

してください。

[サムネイルで表示 ]に画像が表示されない

[サムネイルで表示 ]はサーバー側レンダリングで処理されるため、フィールドごとに最大 100個の画

像を読み込むことができます。フィールドごとの画像が100個未満であることを確認してから、もう

一度やり直してください。
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サーバー側とクライアント側のレンダリングの詳細については、「クライアント側レンダリングの構成」を

参照してください。

ワークブックをエクスポートすると画像が表示されない

すべてのエクスポートおよびエクスポート関連の機能は、サーバー側レンダリングで処理されます。こ

れにより、フィールドごとに最大 100個の画像を読み込むことができます。フィールドごとの画像が

100個未満であることを確認してから、もう一度やり直してください。

モバイルデバイスで画像が表示されない

モバイルデバイスはコンピューターに比べて複雑性のしきい値が低いため、サーバー側レンダリングで

処理を完了します。そのため、フィールドごとに最大 100個の画像を読み込むことができますフィー

ルドごとの画像が100個未満であることを確認してから、もう一度やり直してください。

モバイルデバイスで複雑性の設定を変更できます。複雑性のしきい値の詳細については、「コン

ピューターとモバイルデバイスの複雑性のしきい値を構成する」を参照してください。

Web作成でパブリッシュされたデータソースに接

続する

以下のステップでは、Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインしているときに、パブリッ

シュされたデータソースに接続する方法について説明します。Webでのワークブックとビューの編集

方法の詳細については、「Webでのビューの構築」および「WebでのTableauの使用」を参照して

ください。

Tableau Desktopからパブリッシュされたデータソースへの接続方法の詳細については、このヘルプ

システムにあるコネクタの例のリファレンスの「Tableau ServerまたはTableau Cloud」を参照してくだ

さい。
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Web作成環境でパブリッシュされたデータソースに接続する

ビューの作成および編集パーミッションを持っている場合は、データに接続できます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトへのサインイン時に、ビューを選択して編集し

ます。

2. 編集モードで、[新しいデータソース] アイコン をクリックします。

3. [データに接続 ]ダイアログボックスで、パブリッシュされたデータソースを検索して選択し、[接
続 ]をクリックします。

また、Tableau ServerやTableau Cloudで直接新しいワークブックを作成する際に、パブリッシュ

されたデータソースに接続することもできます。

1. サイトにサインインして[探索 ]ページに移動し、[すべてのデータソース]を選択します。

2. データソースのリストで、使用するデータソースの横にあるチェックボックスをオンにし、[アク

ション] をクリックして[新しいワークブック]を選択します。

パブリッシュされたデータにアクセスするための認証資格情報を設

定する

ワークブックをTableau CloudまたはTableau Serverにパブリッシュするときに、接続するデータ

ソースをワークブックの一部 (ワークブックに埋め込む)として、または別のスタンドアロンデータソー

スとしてパブリッシュできます。また、パブリッシュするデータソースで認証が必要な場合、認証資格

情報の取得方法をカスタマイズできます。

データソースに対する認証のタイプは、Tableau ServerまたはTableau Cloudサイトへのユーザー

のサインイン方法からは独立しています。たとえば、ワークブック内のデータへの直接アクセスを許

可するには、データベースに、データソースの接続に対するユーザーの認証資格情報を埋め込み

ます。ただし、ワークブックを表示する人物がワークブックを開くには、Tableau Cloudまたは

Tableau Serverサイトにサインインできる必要があります。
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このトピックでは、パブリッシュプロセスの一部としてデータ接続で認証を設定する方法について説

明します。

注 :このトピックは、認証を必要としない接続 (テキストファイルやExcelファイルなど)には適用

されません。

認証タイプの設定

多くの接続タイプでは、データベースのユーザー名とパスワードを埋め込んだり、シングルサインオン

(SSO)を使用したりできます。具体的な拡張子については、このトピックで後述します。

次の手順は、データソースまたはワークブックのパブリッシュの一部として認証を設定する方法につ

いて説明します。データソースの各接続に対してこれを実行できます。

1. [ワークブックのパブリッシュ]ダイアログボックスで、ワークブックの接続をリストしている[データ

ソース]エリアに行き、[編集 ]を選択します。

2. [データソースの管理 ]ポップアップで、データソースを別にパブリッシュするか、ワークブックの

一部としてパブリッシュするかを決定した後、データソースの各接続に対して認証タイプを選

択します。使用できる認証タイプは接続タイプに依存し、次の項目が1つ以上含まれること

があります。

l ユーザーにメッセージを表示 :ビューまたはワークブックを読み込む際にユーザーがパブ

リッシュされたデータにアクセスするには、自分のデータベース認証資格情報を入力す

る必要があります。

l 埋め込みパスワード:接続に使用した認証資格情報は接続とともに保存され、自分

がパブリッシュするデータソースやワークブックにアクセスするすべてのユーザーによって

使用されます。

l サーバーの実行アカウント:ユーザーの認証に単一のKerberosサービスアカウントが

使用されます。Windowsの場合、これがTableau Serverの実行アカウントになりま

す。Linuxの場合、任意のKerberosアカウントを使用できます。

l Viewer (ビューアー) 認証資格情報 :ビューアーの認証資格情報は、SSO (通常は

Kerberos)を使用してデータベースに渡されます。

l [Impersonate with embedded account (埋め込みアカウントを使用して偽装 )]ま
たは [Impersonate with server Run As service account (実行サービスアカウン

トを使用して偽装 )]:埋め込みの認証資格情報を使用した偽装を使用すると、埋

め込みの認証資格情報に接続し、ビューアーの IDに切り替えます (これをサポートす
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るデータベースのみ)。実行サービスアカウントを使用する偽装は類似していますが、

ビューアーの IDに切り替える前にまずKerberosサービスアカウントに接続します。

l [更新を有効にしない]または [更新のアクセスを許可 ]:これらのオプションは

Salesforceなどのクラウドデータの抽出をパブリッシュするときに表示され、参照元

のデータにアクセスするにはデータベースの認証資格情報が必要です。[更新のアク

セスを許可 ]は、接続に認証資格情報を埋め込み、定期的なスケジュールでその

抽出の更新を設定できるようにします。

重要 : 抽出したデータの鮮度をどのように保つかも要素となります。

l 自動更新スケジュールを設定する場合は、接続にパスワードを埋め込む必要があります。

l クラウドデータ接続をTableau Cloudにパブリッシュするときに、Tableau Cloudをデータプ

ロバイダーの承認済みリストに追加する必要がある場合は、パブリッシュステップでアラート

が表示されます。

l Kerberos委任され、行レベルでセキュリティで保護されたデータソースより作成した抽出を

パブリッシュすることはできません。

Dropbox、OneDrive接続

DropboxとOneDriveの場合、Tableauでデータソースやワークブックをパブリッシュして[埋め込み

パスワード]を選択すると、保存した認証資格情報が作成され、そのデータソースやワークブックに

埋め込まれます。

Tableauデータソースへのワークブックの接続

接続するワークブックをTableau CloudまたはTableau Serverデータソースにパブリッシュする場

合は、参照元のデータソースにアクセスするための認証資格情報を設定する代わりに、接続先

のパブリッシュされたデータソースにワークブックがアクセスできるかどうかを設定します。元のデータ

型に関係なく、サーバーデータソースの選択肢を常に埋め込みパスワードとするか、ユーザーに要

求します。

ユーザーにプロンプトを表示するよう選択している場合、ワークブックを開くユーザーがデータを表示

するには、データソースの [表示 ]および [接続 ]パーミッションが必要です。パスワードの埋め込み

を選択すると、ユーザーは表示または接続パーミッションを持っていなくてもワークブックの情報を表

示できます。
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仮想接続

Tableau Cloud、Tableau Server 2022.3、およびTableau Desktop最新 以降、仮想接続を使

用するデータソースやワークブックなどのTableauコンテンツをパブリッシュして、[埋め込みパスワー

ド]または [埋め込み認証資格情報 ]を選択すると、コンテンツのビューアーは、仮想接続に接続し

たり、仮想接続のクエリを実行したりするための権限を持つことになります。ただし、仮想接続に関

連付けられているデータポリシーは、自身の IDではなく、ビューアーの IDを使用して常に評価され

ます。

たとえば、仮想接続を使用するワークブックをパブリッシュしたとします。ワークブックのビューアーが仮

想接続を介してデータに接続したり、データを照会したりできるようにするには、仮想接続に接続し

たり、仮想接続を照会したりするためのパーミッションを埋め込みます。そうすると、仮想接続に関

連付けられているデータポリシーによって、ワークブックのビューアーが機密データにアクセスすること

が防止されます。

仮想接続のテーブルを表示したり、そのテーブルにアクセスしたりできるかどうかの評価には、コンテ

ンツ作成者の IDが使用されます。ただし、仮想接続のテーブルに関連付けられているデータポリ

シーを評価するときは、ビューアーの IDが使用されます。また、コンテンツ作成者は、仮想接続に

対して、編集パーミッションではなく、接続パーミッションのみを埋め込むことができます。

パーミッションを埋め込まない場合は、ワークブックまたはデータソースにアクセスするパーミッションを

持つユーザーと、仮想接続に接続するパーミッションを持つユーザーのみがワークブックまたはデータ

ソースにアクセスできます。

Tableau Cloud 2022.2, Tableau Server 2022.1、およびTableau Desktop 2022.3以前では、仮

想接続の [埋め込みパスワード]および [埋め込み認証資格情報 ]オプションは機能しません。

2022.3 (Tableau CloudおよびTableau Server)または最新 (Tableau Desktop)にアップグレード

する前にこれらのオプションを選択した場合、オプションは、アップグレードした後に適切に機能する

ようになります。その後、仮想接続を照会するためのパーミッションを埋め込むことが可能になりま

す。

関連項目

l Tableau Serverにパブリッシュする場合は、Tableau Serverヘルプの「接続の編集」を参照

してください。
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l Tableau Cloudにパブリッシュし、ワークブックをSalesforce、Google Analytics、Googleス

プレッドシート、Google BigQuery、OneDrive、Dropbox、およびQuickBooks Onlineデー

タに接続する場合は、Tableau Cloudヘルプの「保存した認証資格情報を使用してデー

タを更新する」を参照してください。

l Tableau Server管理者が認証の詳細をお探しの場合にはTableau Serverのヘルプト

ピック「認証」(Windows | Linux)と「データ接続認証」(Windows | Linux)を参照してくださ

い。

パブリッシュされたデータソースを編集する

あなたがデータソースをパブリッシュし、チームが多くのワークブックでそのデータソースを使用してい

るとします。これは順調なスタートですが、あなたは、データソースをすばらしいものにするために変

更を加えることを検討しています。これらの変更を実装する前に、検討している変更がTableau

でどのように見えるかを確認する必要があります。そして、最も重要なことは、変更をテストして、

データソースを使用している既存のワークブックに悪影響を与えないようにすることです。

パブリッシュされたデータソースを編集することにより、データソースを単一のデータソースとして維

持しながら、変更をテストしてデータソースを改善できます。

注 :パブリッシュされたデータソースをブラウザで編集できるのは、Creatorのサイトロールを持

つユーザーのみです。

変更を編集してテストする

新しいパブリッシュされたデータソースを作成したり、既存のパブリッシュされたデータソースを編集

したりする場合でも、ブラウザーを離れることなく、[データソース]ページから結合を作成したり、ス

キーマを編集したりできます。その後、Scratchpadを使用して、データソースをパブリッシュする前

に、変更のテスト、フォルダーの作成、階層の整理、フィールドとエイリアスの名前変更を行いま

す。データソースを編集するときは、Tableau Cloudでオーサリングするときと同じ機能をすべて利

用できます。詳細については、「Web作成とTableau Desktop機能の比較」を参照してください。

パブリッシュされたデータソースを編集するには、次の手順を実行します。
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1. スタートページまたは [探索 ]ページから、編集するデータソースに移動します。

2. [データソースの編集 ]をクリックします。

3. [データソース]ページをクリックして、結合を作成するか、スキーマを編集します。

4. [Scratchpad]シートをクリックします。

5. [データ]ペインから、フォルダーの作成、階層の整理、フィールドとそのエイリアスの名前変

更、またはパブリッシュされたデータソースとともに保存されているメタデータの更新を行いま

す。

6. フィールドをScratchpadにドラッグアンドドロップして、変更が期待どおりに機能していること

を確認します。

7. [パブリッシュ]をクリックします。

また、ワークブックの場合と同じように、データソースのコピーを作成する場合、名前を付けてパブ

リッシュすることもできます。

注 :パーソナルスペースは、パブリッシュされたデータソースをサポートしていません。

ロールバック変更

パブリッシュされたデータソースの最後のバージョンに戻すには、次の手順を実行します。

1. 元に戻すデータソースに移動します。

2. [ファイル]をクリックします。

3. [前回パブリッシュしたときの状態に戻す]を選択します。

Tableau Software 1119

Tableau Cloudヘルプ



これにより、そのデータソースの前回パブリッシュしたときのバージョンに戻ります。

サポートされている接続を理解する

パブリッシュされたデータソースの編集では、以下をサポートしていません:

l Tableau CloudのTableau Bridgeコネクタ

l Tableau CloudとTableau Serverに埋め込まれたパスワードを使用するデータソース

また、[データソース]ページは、サポートされていないパブリッシュされたデータソース接続タイプで

は使用できません。これらのタイプには、.hyperファイルタイプが含まれますが、これに限定されま

せん。どの接続タイプがサポートされているかを確認するには、Creators: Web上のデータへの接

続を参照してください。

パーミッションについて学ぶ

パブリッシュされたデータソースを編集するには、Creatorライセンスが必要です。このライセンスに

は、それぞれのフォルダー内のデータソースに対する[保存 ]または [名前を付けて保存 ]パーミッ

ションがあります。詳細については、「パーミッション」を参照してください。

フローによってパブリッシュされたデータソースを編集する

フローによってパブリッシュされたデータソースを編集すると、次にスケジュールされたフロー中に変

更が上書きされます。その代わりに、フロー内のデータソースを編集してください。詳細について

は、「Tableau ServerまたはTableau Cloudへのフローのパブリッシュ」を参照してください。

動的な軸の範囲の使用

データを正しく分析できるように、Vizで表される範囲をユーザーが理解することは重要です。特

に、ダッシュボード内の複数のVizや複数のワークシートを同時に分析する場合、Vizによって軸

の範囲が異なるとユーザーがデータを誤解しやすくなります。たとえば、2つの棒グラフが隣り合って

表示される場合、両方のグラフの棒は同じサイズに見えることがあります。しかし、軸の範囲が大

きく異なる場合があり、グラフが誤解を招く可能性があります。
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ユーザーが軸の範囲を理解しやすいように、作成者は、軸の範囲の最小値と最大値を数値パラ

メーターまたは日付パラメーターで設定できる「動的な軸の範囲」を使用することができます。その

後、ユーザーがViz間を移動すると、軸が同期して更新されます。これにより、ユーザーは複数の

Vizにわたるデータを簡単かつ正確に分析できるようになります。また、データの範囲を制限すること

で、参照元のデータをフィルタリングしたり、データの移動平均に影響を与えたりすることなく、データ

のサブセットを表示できます。

動的な軸の範囲を使用すると、参照元データをフィルタリングすることなく軸の範囲を広くしたり狭く

したりすることもできます。これは、目標に対する進捗状況を示したり、移動平均を示したりするの

に最適です。

サポートされているフィールドタイプ

動的な軸の範囲は、選択した連続軸と互換性のあるパラメーターに対応しています。次に例を示

します。

l 数値パラメーター

l 時間パラメーター (日付または日時 )

動的な軸の範囲の設定

1. Tableauシートで、軸のパラメーターを作成します。

2. 軸を右クリックし、[軸の編集 ]を選択します。

3. [範囲 ]で、[カスタム]を選択します。次に、開始軸範囲または終了軸範囲に対して作成し

たパラメーターを選択します。

4. ダイアログボックスを閉じます。

5. ダッシュボードで複数のシートを使用している場合は、異なるシートの軸に対してこれらの手

順を繰り返します。
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制限とエッジケースについて

動的な軸の範囲は、ストーリー内では更新されません。軸に使用されているパラメーターが削除さ

れた場合、最新のパラメーター値が軸範囲として残ります。次回軸を編集するときに、使用する

新しいパラメーターを選択するように求めるエラーメッセージが表示されます。

動的な軸タイトルの使用

Tableauの柔軟性により、作成者はさまざまなデータセットをすばやく分析し、データを別の方法

で視覚化してより深い分析を行うことができます。ただし、その柔軟性には、Vizで使用されるデー

タを正確に伝える責任が伴います。たとえば、パラメーター値に応じて変化する測定単位を伝え

ることは重要です。天気予報のVizで、25度という気温が表示がされているとします。その予報

によると、華氏では、素晴らしいスキー旅行になるかもしれません。しかし、摂氏では、海水浴へ

行くことになるかもしれません。

作成者は、動的な軸タイトルを使用すると、パラメーターの値または単一値フィールド(LOD計算

など)に基づいて軸タイトルを更新できます。パラメーターのスワップを使用すると、取り扱っている

データに応じて軸のタイトルを更新できます。

1122 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/stories.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/parameters_swap.htm


サポートされているフィールドタイプ

動的な軸タイトルとして使用するには、フィールドが次の条件を満たす必要があります。

l 単一値と固定 LOD計算

l パラメーター

l 定数の計算フィールド

l 上位 1セット

動的な軸タイトルの設定

1. Tableauシートから、連続フィールドをシェルフにドラッグします。

2. 軸をダブルクリックして [軸の編集 ]ダイアログを開きます。

3. [軸のタイトル]セクションで、軸のタイトルに使用するフィールドをリストから選択します。

4. [軸の編集 ]ダイアログを閉じます。

より複雑なユースケースの場合は、まず「例 :パラメーターを使用したメジャーのスワップ」の手順に

従います。次に、以下の手順を実行します。

1. X軸をダブルクリックして[軸の編集 ]ダイアログを開きます。

2. [軸のタイトル]セクションで [パラメーター]を選択し、[プレースホルダー2]セレクターを選択し

ます。

3. [軸の編集 ]ダイアログを閉じます。

4. プレースホルダー1を使用し、これらの手順をY軸に対して繰り返します。

これで、パラメーターが変更され、軸のタイトルが表示データに応じて更新されます。

制限とエッジケースについて

動的な軸のタイトルは、[表示形式 ]を使用してVizタイプを変更するとクリアされます。また、サブタ

イトルを使用する場合、カスタムタイトルの場合と同様に、サブタイトルは動的な軸タイトルの後に

表示されます。自動サブタイトルは、少なくとも2つの期間を持つ単一の年にフィルター処理され

た、連続日付値の軸がある場合にのみ設定されます。動的な軸のタイトル機能は、ストーリー (情

報を伝えるために連携して機能する一連のビジュアライゼーション)でワークシートを使用する場合

は機能しません。
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Dynamic Zone Visibilityの使用

ダッシュボードスペースは、特にデータに関するインサイトを累進的に明らかにしたい場合に重要に

なります。Dynamic Zone Visibilityを使用すると、フィールドやパラメーターの値に基づいてゾーン

(ダッシュボードのタイルエレメントまたは浮動エレメント)を隠したり、見せたりできます。ダッシュボー

ドの操作に伴って、ダッシュボード上のゾーンが表示または非表示になります。その結果、望ましい

レイアウトが損なわれない動的なダッシュボードが実現します。

ダッシュボードでボタンをクリックすることで、オブジェクトを表示または非表示にすることもできます

が、Dynamic Zone Visibilityを使用すると、オブジェクトが自動的に表示または非表示になりま

す。この動作は、さまざまなユーザーグループがダッシュボードを使用する場合に最適です。たとえ

ば、ダッシュボードにアクセスしてきたユーザーグループに応じて、異なるゾーンを表示したい場合が

あるかもしれません。

その場合は、Dynamic Zone Visibilityでパラメーターアクションを使用することもできます。たとえ

ば、ユーザーがVizのマークをクリックすると、それまで非表示になっていたゾーンが表示されます。

この機能を使用すると、より深いレベルのデータを表示するタイミングを選択できるようになるため、

複雑なダッシュボードに最適です。

サポートされているフィールドタイプ

Dynamic Zone Visibilityでフィールドを使用するには、フィールドパラメーターは次の要件を満たす

必要があります。

l ブール値。

l 1つの値。

l Vizと無関係。つまり、フィールドは、固定された詳細レベル (LOD)の計算など、Vizの構

造とは関係がない定数値を返します。

動的なダッシュボードゾーンを構成する

次の例には、Superstore (スーパーストア)データを使用する2つのシートがあります。最初のシー

トには、カテゴリ別の売上が示された棒グラフが、2つ目のシートには、サブカテゴリ別の売上が示

された棒グラフがあります。Dynamic Zone Visibilityを使用すると、[Sales by Category (カテゴリ
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別の売上 )]ゾーンのマークがクリックされた後にのみ、2つ目のシートが表示されます。この例では、

パラメーターアクションのソースフィールドとして使用されるブール型の計算フィールドを利用していま

す。パラメターアクションのソースフィールドとして計算を使用するには、計算を[マーク]カードに追

加する必要があります。

1. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートから、パラメーターを作成します。この例で

は、パラメーターのデータ型をブール値に設定する必要があります。

2. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートから、計算フィールドを作成します。この例で

は、次の計算を使用します。True

3. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートで、作成した計算を[マーク]カードの

[Details (詳細 )]にドラッグします。

4. ダッシュボードを作成します。

5. 常に表示するシートをダッシュボードにドラッグします。この例では、[Sales by Category (カテ

ゴリ別の売上 )]を常に表示します。

6. ダッシュボードで、[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーン(ダッシュボードオブジェク

ト)をクリックします。次に、ダッシュボードの [ワークシート]メニューから、パラメーターアクション

を作成します。この例では、次の [Change Parameter (パラメーターの変更 )]アクションを

使用しています。

ソースシートが、作成したダッシュボードと[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]シートを

使用するように設定されました。

[ターゲットパラメーター]は、作成したパラメーターです。
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[ソースフィールド]は、作成した計算です。

7. [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ワークシートをダッシュボードにドラッグし

ます。

8. [Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーンをクリックします。右上のドロップダウン矢印

をクリックして、[フィルターとして使用 ]を選択します。

9. [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ゾーンをクリックしてから、[レイアウト]タブ

をクリックします。

10. [Control visibility using value (値を使用して表示を制御 )]ボックスをオンにします。

11. ドロップダウンから、ゾーンの表示を制御するために作成したパラメーターを選択します。
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注 : [Control visibility using value (値を使用して表示を制御 )]のオプションに目的のフィール

ドが含まれていない場合は、フィールドが、サポートされているフィールドタイプであることを確認

します。

これで、[Sales by Category (カテゴリ別の売上 )]ゾーンのカテゴリマークをクリックすると、ダッシュ

ボードに [Sales by Sub-Category (サブカテゴリ別の売上 )]ゾーンが表示されるようになりました。
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データガイドでダッシュボードを探検する

Tableauの新しいダッシュボードを見つけたとき、データの意味や使い方に疑問を持ったことはあり

ませんか?また、新しいダッシュボードをパブリッシュしたとき、ダッシュボードの使い方について説明

を加えられないかと思ったことはありませんか?

データガイドは、ダッシュボードについての有用な情報と、その背後にあるデータに関する洞察を提

供します。データガイドは、ダッシュボードの作成者がエンドユーザーに対して、説明やリソースへの

リンクなど、より分かりやすいコンテキストをダッシュボードに直接提供できるようにするためのもので

す。また、データガイドは、データの説明を見るによって提供されるインサイトを自動的に表示する

ため、ユーザーは外れ値を見つけたり、マークの説明について学習したりすることができます。「デー

タの説明を見る」 を利用した「Vizの説明を見る」は、異常値を示すメジャーとその背後にある潜

在的なキードライバーを特定します。

これらのコンテキストに関連する詳細を確認すると、ダッシュボードのユーザーは、新しいダッシュ

ボードをより簡単に操作することができ、より速くインサイトを見つけ、正しいデータを見ていることを

確信し、データにコンテキストを持たせ、自信を持ってVizを理解できるようになります。

データガイドを作成者としてカスタマイズする

1. ダッシュボードから[編集 ]ボタンを選択します。

2. ツールバーの [データガイド]を選択します。

3. [データガイド]ペインに、エンドユーザーがダッシュボードの目的を理解するのに役立つ説明

を入力します。

4. [リンクの追加 ]を選択し、リンクテキストとURLの説明ラベルを入力します。

5. [OK]を選択します。

6. Viz (ダッシュボードのシート)を選択します。データガイドは自動的に更新されるので、ダッ

シュボードの各 Vizに関連する説明やリソースを追加することができます。

7. 説明を入力し、そのVizに関連するリンクを追加します。

8. [OK]を選択します。

ヒント:データガイドを使用してカスタム代替テキストを記述し、Vizのアクセシビリティを向上させる

には、「より多くのテキストを表示して分かりやすいビューにする」参照してください。
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データガイドをダッシュボードのユーザーとして探索する

1. ダッシュボードで、ツールバーの [データガイド]を選択します。

2. ダッシュボードの説明を読み、ダッシュボードの作成者が提供するリソースを検索します。

3. [このダッシュボードのデータ]と[検出された外れ値 ]を展開し、ダッシュボードで使用されてい

る参照元のデータについて詳細を表示します。

4. Viz (ダッシュボード内のオブジェクト)を選択します。

5. Vizの説明を読み、ダッシュボードの作成者が提供するリソースを探索します。

6. [データサマリー]と[検出された外れ値 ]を展開すると、そのVizで使用されているデータの

詳細が表示されます。

7. [このマークのデータ]と[適用フィルター]に関する情報を表示するには、グラフの棒やマップの

地域など、マーク(または複数のマーク)を選択します。単一のマークを選択すると、その値に

ついて考えられる[説明 ]が表示されます。
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データガイドをさまざまなレベルで探索する

既定では、ワークブックを開いたとき、データガイドは閉じられています。データガイドは、ツール

バーでを開くことができます。[データガイド]ペインの上部には、選択したダッシュボードまたはViz

の名前が表示されます。ダッシュボードの作成者は、ダッシュボードと、ダッシュボードを構成する

個々のVizの両方に説明を書くことができます。

ダッシュボードレベルの詳細を理解する

ダッシュボードレベルでは、データガイドで次を行うことができます。

l ダッシュボードの名前、作成者、最終パブリッシュ日を表示する。

l ダッシュボードの作成者が書いた説明や、ビデオやWikiページなどの関連リソースへのリン

クを含める。

l ダッシュボードが使用するデータソースや、どのディメンションやメジャーが使用されているか

など、データに関する詳細を一覧表示する。

l 「データの説明を見る」で特定された、ダッシュボード内の検出された外れ値を明らかにす

る。詳細については、「「データの説明を見る」を使い始める」を参照してください。
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Vizレベルの詳細を理解する

ユーザーが特定のViz (ダッシュボードオブジェクト)を選択すると、データガイドは以下を行います。

l Vizの名前を表示する。

l ダッシュボードの作成者が書いた説明や、ビデオやWikiページなどの関連リソースへのリンク

を含める。
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l ダッシュボードで使用するデータソース(使用するディメンションとメジャーを含む)を一覧表

示する。

l 適用されたフィルターとVizで使用するデータを一覧表示にすることで、ユーザーが操作す

るフィルターによってデータがどのように影響されるかを特定する。ユーザーが変更できるフィ

ルターのみが表示されます。

l データポイントの数や並べ替えの詳細など、Vizで使用されるデータの概要を表示する。

l 「データの説明を見る」で特定された、Vizで検出された外れ値を明らかにする。詳細につ

いては、「「データの説明を見る」を使い始める」を参照してください。
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マークレベルの詳細を理解する

ユーザーがマップ上で地域などのマークを1つまたは複数選択すると、データガイドは以下を行いま

す。
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l マークの名前を表示する。

l 適用されたフィルターとVizで使用されたデータを一覧表示し、何が含まれ、何が除外され

たかがわかるようにする。

l 「データの説明を見る」で特定された、Vizで検出された外れ値を明らかにする。詳細につ

いては、「「データの説明を見る」を使い始める」を参照してください。
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Tableau Pulseメトリクスの推奨事項を取得する

Tableau Cloudでは、ユーザーがVizを選択すると、そのVizで使用されているフィールドに基づい

てデータガイドに推奨メトリクスが表示されます。ユーザーは推奨メトリクスを選択して、Tableau

Pulseで構成を続けることができます。詳細については、「Tableau Pulseでメトリクスを作成する」

を参照してください。

推奨できるフィールドはないものの、vizがパブリッシュされたデータソースを使用している場合、ユー

ザーはTableau Pulseで接続するデータソースを選択できます。データガイドがメトリクス、フィール

ド、またはデータソースを推奨できない場合でも、ユーザーはTableau Pulseを開いてメトリクスを

最初から作成することもできます。
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データガイドの表示制御

既定では、ワークブックを開いたとき、データガイドは閉じられています。データガイドを開いたり閉

じたりしても、サイトではすべてのワークブックがこの状態になります。2023.1以降、サイト管理者

は、すべてのユーザーに対してデータガイドを非表示にすることができます。これを選択すると、サイ

ト上のすべてのワークブックのTableauツールバーから[データガイド]ボタンが削除されます。データ

ガイドを非表示にするには:
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1. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

2. [全般 ]タブで [Availability of Data Guide (データガイドの利用可否 )]にスクロールしま

す。

3. [非表示 ]を選択します。

4. [保存 ]を選択します。

ワークブックの自動保存

Tableau Cloudで自動保存すると、作業中に行った編集内容が新規または既存のワークブックに

保存されます。

自動保存のしくみ

新規または既存のワークブックへの変更を開始するとすぐに、ワークブックのプライベートのドラフト

バージョンに変更が自動的に保存され始めます。他のユーザーと変更を共有する準備ができた

ら、[パブリッシュ]を使用して、最後にパブリッシュされたリビジョンを下書きに置き換えます。

注 :自動保存は、特定のタイプのアセットなど、すべてのタイプの変更を自動的に保存するわ

けではありません。このような場合、「編集内容を保存するには、ワークブックをパブリッシュする

必要があります」という通知が表示されます。

ワークブックのファイルサイズ

自動保存は、5 MB未満のワークブックに対して使用できます。サイズが大きいワークブックファイル

の変更を手動で保存するには、パブリッシュする必要があります。

複数のユーザーが同じワークブックを編集した場合はどうなりますか?

複数のユーザーが同じワークブックで作業している場合、各ユーザーの編集内容があなたのプライ

ベートな下書きに関連付けられて保存されます。ワークブックの編集を開始したときに、作業してい

るバージョンに別のユーザーからのリビジョンがパブリッシュされている場合は、通知が届きます。その

場合は、下書きを破棄して現在のリビジョンを編集するか、あなたのプライベートな下書きの編集

を再開するかを選択できます。
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警告 :プライベートな下書きの編集を開始した後に、別のユーザーがリビジョンをパブリッシュした場

合は、通知は届きません。あなたのバージョンをパブリッシュする前に別のユーザーが下書きをパブ

リッシュしている場合、そのユーザーの下書きは、あなたが行った変更内容によって上書きされま

す。

ワークブックのリビジョン履歴をチェックすると、ワークブックが最後にパブリッシュされた日時を確認で

きます。リビジョン履歴から、リビジョンをプレビューするか、以前のリビジョンを復元するかを選択で

きます。詳細については、「コンテンツのリビジョンの操作」を参照してください。

下書きを破棄して現在のリビジョンを編集することを選択した場合、下書きとアップロードされた関

連するアセットファイルは削除されます。アセットとプライベートな下書きで行った編集内容を保持

するために、他のユーザーの編集内容をあなたのプライベートな下書きに手動で組み込むことがで

きます。次に、両方の変更内容を反映したワークブックをパブリッシュします。

パーミッションの要件

自動保存を利用できるのは、ワークブックレベルのWeb編集機能を持つCreatorとExplorer (パ

ブリッシュ可能 )です。ユーザーがビューレベルのみのWeb編集機能を持っている場合、自動保

存はオンになりません。

複数テーブルのデータ分析に関係を使用する

このキャンバスにドラッグしたテーブルでは、リレーッションシップを使用します。リレーッションシップは、

Tableauで複数テーブルを分析するためにデータを組み合わせる柔軟な方法です。

関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使って

Vizを構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、

適切な結合を使用してクエリを作成します。

関係によってデータの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合す

る際の最初のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合

にのみ使用してください。この5分間のビデオで、リレーッションシップを作成するための基本につい

て学んでください。
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注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

リレーションシップのしくみの詳細については、Tableauブログ投稿を参照してください。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

新しいデータソースとワークブックを作成していますか?

データソースの構築を開始するには、テーブルを[データソース]ページキャンバスにドラッグします。

データソースで、分析に必要なすべてのディメンションフィールドとメジャーフィールドを含む単一の

テーブルを作成することができます。
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また、複数テーブルのデータソースを作成するには、さらに多くのテーブルをドラッグして、それらのリ

レーッションシップを定義します。
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リレーッションシップの使用を開始する方法については、この1分間のビデオをご覧ください。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少

し異なりますが、同じ機能を備えています。

関係の使用に関する詳細については、「データの関連付け」、「関係と結合の違い」、「Tableau

データモデル」、「関係の作成と定義」を参照してください。

Tableau 2020.2でのデータソースおよび分析の変更の詳細については、「2020.2のデータソースと

分析で変更された内容」と「2020.2の関係、データモデル、データソースに関する質問」を参照し

てください。

古いワークブックやデータソースを開いていますか?
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2020.2より前のワークブックやデータソースを2020.2で開くと、データソースがキャンバス内で単

一の論理テーブルとして表示され、「Migrated Data (移行済みのデータ)」という名前か元のテーブ

ル名が付けられます。データは保持され、ワークブックはこれまでどおり使用できます。

単一の論理テーブルを構成する物理テーブルを表示するには、その論理テーブルをダブルクリック

して、物理レイヤーで開きます。結合とユニオンを含む、基となる物理テーブルが表示されます。

Tableau 2020.2でのデータソースおよび分析の変更の詳細については、「2020.2のデータソース

と分析で変更された内容」と「2020.2の関係、データモデル、データソースに関する質問」を参照

してください。

Tableauデータモデル

Tableauで作成したすべてのデータソースには、データモデルがあります。データモデルとは、接続

したデータベーステーブルでデータをどのようにクエリするかをTableauに伝える図のようなもので

す。

[データソース]ページでキャンバスに追加したテーブルによって、そのデータモデルの構造が作成さ

れます。データモデルには、単一テーブルのように単純なものもあります。また、複数のテーブルを
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含む複雑なモデルには、リレーションシップ、結合、ユニオンなどのさまざまな組み合わせが使用され

ています。

データモデルには、次の2つのレイヤーがあります。

l [データソース]ページのキャンバスで最初に表示される既定のビューは、そのデータソースの

論理レイヤーです。論理レイヤーでは、リレーションシップ(ヌードル)を使用してデータを組み

合わせます。このレイヤーは、[データソース]ページのリレーションシップのキャンバスと考えてく

ださい。詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用する」を参照してくださ

い。

l 次のレイヤーは物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合とユニオンを使用してテーブル間

でデータを組み合わせます。このレイヤーでは、それぞれの論理テーブルに少なくとも1つの

物理テーブルが含まれています。物理レイヤーは、[データソース]ページの結合 /ユニオンの

キャンバスと考えてください。論理テーブルをダブルクリックして、結合とユニオンを表示または

追加します。

論理レイヤー 物理レイヤー

ヌードル=リレーションシップ ベン図 =結合

複数の関連するテーブルがあるデータソー

スの最上位ビュー。これが論理レイヤーに

なります。論理テーブルは、リレーションシッ

プ(ヌードル)を使用して組み合わせること

ができます。結合タイプは使用されません。

論理テーブルは物理テーブルのコンテナの

論理テーブルをダブルクリックで開き、物理

テーブルを表示します。物理テーブルは、結

合またはユニオンを使用して組み合わせるこ

とができます。この例では、書籍の論理テー

ブルが、結合された3つの物理テーブル (書
籍、賞、情報 )で構成されています。
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論理レイヤー 物理レイヤー

ように機能します。

論理レイヤー 物理レイヤー

[データソース]ページのリレーションシップ

のキャンバス

[データソース]ページの結合 /ユニオンのキャ

ンバス

ここにドラッグしたテーブルは論理テーブル

と呼ばれます

ここにドラッグしたテーブルは物理テーブルと

呼ばれます

論理テーブルは他の論理テーブルに関連

付けることができます

物理テーブルは、他の物理テーブルに結合

またはユニオンすることができます

論理テーブルは物理テーブルのコンテナの

ように機能します

論理テーブルをダブルクリックすると、その物

理テーブルが表示されます。

詳細レベルは、論理テーブルの行レベル

にあります。

詳細レベルは、マージされた物理テーブルの

行レベルにあります。

論理テーブルは、データソースにマージさ

れず、行の重複が削除された(正規化 )
状態のままになります。

物理テーブルは、論理テーブルを定義する

単一のフラットなテーブルにマージされます。

データモデルのレイヤー

データソースで表示されるトップレベルビューは、データモデルの論理レイヤーです。このレイヤーで

は、結合ではなくリレーションシップを使用してテーブルを組み合わせるため、リレーションシップの

キャンバスとみなすこともできます。

複数のテーブルのデータを組み合わせる場合、論理レイヤーのキャンバスにドラッグするテーブルに

は別のテーブルとのリレーションシップが存在する必要があります。関係の結合タイプを指定する必

要はありません。Tableauでは、ワークシート内の分析のフィールドとコンテキストに基づいて、適切

な結合タイプが自動的に選択されます。
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データモデルの物理レイヤーでは、結合とユニオンを使用してデータを組み合わせることができま

す。このキャンバスではピボットのみを使用できます。このレイヤーは、結合 /ユニオンのキャンバスと考

えることができます。以前のバージョンのTableauでは、データモデル内で物理レイヤーが唯一のレ

イヤーでした。それぞれの論理テーブルには、1つまたは複数の物理テーブルを含めることができま

す。

重要 : Tableauでは引き続き、結合とユニオンを使用する単一テーブルのデータソースを作成する

ことができます。Tableauで単一テーブルの分析を行う動作は変更されていません。アップグレード

したワークブックは、2020.2以前と同じように動作します。

詳細情報 :関係を使用したデータの組み合わせに関する関連情報については、次のトピックとブロ

グ投稿も参照してください。

l 関係と結合の違い

l 複数テーブルのデータ分析に関係を使用する

l データの関連付け

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。

[データモデル]について

以前のバージョンのTableauでは、データモデルには物理レイヤーしかありませんでした。Tableau

2020.2以降では、データモデルには論理レイヤーと物理レイヤーがあります。これにより、分析に

合わせてスキーマを使用してデータを結合するためのオプションが増えます。
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Tableau 2020.2以降では、データソースに論理レイヤーが追加されました。論理テーブルには、

物理レイヤーの中に物理テーブルが含まれています。

以前のバージョンのTableauでは、データソースにあるデータモデルは、結合とユニオンを指定で

きる単一の物理レイヤーで構成されていました。結合やユニオンを使用して物理レイヤーに追加

されたテーブルによって、分析に使用できる単一の平坦化された(非正規化済みの)テーブルが

作成されていました。

以前のバージョン 2020.2 以降

2020.2より前のバージョンのTableau 2020.2以降では、データモデルには論理レイ
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以前のバージョン 2020.2 以降

では、データモデルには物理レイヤー

だけが含まれています。

ヤーと物理レイヤーの2つのレイヤーがあります。

Tableau 2020.2では、データソースのデータモデルには、物理レイヤーの上に新しいセマンティック

レイヤー (論理レイヤー)が含まれ、ここでは、複数のテーブルを追加して相互に関連付けることが

できます。論理レイヤーにあるテーブルは、データソースにマージされず、独立した(正規化された)

状態のままで、ネイティブの詳細レベルが維持されます。

論理テーブルは、マージされた物理テーブルのコンテナーのように機能します。論理テーブルには、

単一の物理テーブルを含めることができます。または、結合またはユニオンを使用してマージされた

複数の物理テーブルを含めることができます。

新しいモデルの構築

基本的に、論理レイヤーに1つまたは複数のテーブルを追加すると、データソースのデータモデルを

構築できます。単一の論理テーブルからデータソースを作成するか、複数のテーブルをキャンバスに

ドラッグして複雑なモデルを作成できます。

l キャンバスにドラッグした最初のテーブルは、データソース内のデータモデルのルートテーブル

になります。

l ルートテーブルをドラッグした後、任意の順序でさらに別のテーブルをドラッグできます。相互

に関連付ける必要があるテーブルに加えて、各関係に対して定義する、一致したフィールド

ペアを考慮する必要があります。

l スタースキーマを作成する場合は、最初にファクトテーブルをドラッグしてから、ディメンション

テーブルをそのテーブルに関連付けると便利です。

l キャンバス内のテーブルを削除すると、関連する子孫も自動的に削除されます。ルートテー

ブルを削除すると、モデル内の他のすべてのテーブルも削除されます。

l 各関係は、少なくとも1つの一致するフィールドペアで構成する必要があります。複数の

フィールドペアを追加すると、複合リレーションシップを作成できます。一致するペアは同じ

データ型である必要があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は

変更されません。Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用さ

れます。

l リレーションシップは計算フィールドに基づきます。

l リレーションシップを定義する際は、演算子を使用して、リレーションシップで使用するフィー

ルドの比較方法を指定できます。
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関係の詳細については、「データの関連付け」の「関係の作成と定義」を参照してください。

複数テーブルのモデル

l 複数テーブルのモデルを作成するには、テーブルを[データソース]ページのキャンバスの論

理レイヤーにドラッグします。

[データソース]ページのキャンバスの論理レイヤーにドラッグするテーブルは、相互に関連している

必要があります。追加のテーブルを論理レイヤーのキャンバスにドラッグすると、Tableauでは、既

存のキー制約と一致するフィールドに基づいて、リレーションシップを自動的に作成し、そのリレー

ションシップの定義を試みます。一致するフィールドを判別できない場合は、ユーザーがそれらの

フィールドを選択する必要があります。

制約が検出されない場合は、多対多のリレーションシップが作成され、参照整合性が [Some
records match (一部のレコードが一致 )]に設定されます。これらの既定の設定は安全な選択

肢であり、データソースに対して最大の柔軟性を提供します。既定の設定では完全外部結合に

対応しており、分析する際はテーブルデータを集計してから結合を形成するとクエリを最適化でき

ます。分析には、各テーブルのすべての列データと行データを使用できます。

テーブルをダブルクリックすると、任意の論理テーブル内にデータを追加できます。これにより、[デー

タソース]ページのキャンバスの物理レイヤーが開きます。結合やユニオンを使用する必要がある
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場合は、結合したりユニオンしたりするテーブルを物理レイヤーキャンバスにドラッグできます。物理

テーブルは論理テーブルにマージされます。

複数のテーブルを組み合わせるには、「リレーションシップの作成と定義」の手順に従ってください。

単一テーブルのモデル

l 単一テーブルのモデルを作成するには、[データソース]ページの論理レイヤーのキャンバスに

テーブルをドラッグします。その後、[データ]ペインのテーブルのフィールドを分析に使用できま

す。

他のテーブルを含む単一テーブルのモデル

テーブルをダブルクリックすると、単一の論理テーブル内にデータを追加できます。これにより、[データ

ソース]ページのキャンバスの物理レイヤーが開きます。結合やユニオンを使用する必要がある場合

は、結合したりユニオンしたりするテーブルを物理レイヤーキャンバスにドラッグできます。物理テーブ

ルは論理テーブルにマージされます。

Tableau Software 1149

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/relate_tables.htm#create-and-define-relationships


この例では、データソースの関係キャンバス(論理レイヤー)に [Book]テーブルが表示されます。

[Book]論理テーブルをダブルクリックすると、結合 /ユニオンキャンバス(物理レイヤー)が開きます。

この例では、結合によって賞と情報のテーブルが書籍のテーブルにマージされます。この場合、賞

の詳細レベルでは、書籍と賞との結合は一対多になります。これにより、書籍と情報のメジャーバ

リューが重複します。重複を避けるため、書籍の論理テーブル内で賞と情報を結合する代わり

に、それらを書籍に関連付けることができます。

対応しているデータモデルのスキーマ

Tableau 2020.2で導入されたデータモデリング機能は、スターモデルやスノーフレークデータモデ

ルなどの一般的な複数のテーブルによるデータシナリオの分析を容易に行えるように設計されて

います。Tableauのデータソースでは、次のモデルタイプが対応しています。

単一テーブル

ディメンションとメジャーの混合を含む単一の論理テーブル上の分析は、Tableau 2020.2以前と

同様に機能します。結合、ユニオン、カスタムSQLなどの組み合わせを使用して論理テーブルを
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作成できます。

スタースキーマとスノーフレークスキーマ

エンタープライズデータウェアハウスでは、メジャーが中央のファクトテーブルに含まれ、ディメンション

が独立したディメンションテーブルに個別に格納される、スタースキーマまたはスノーフレークスキー

マでデータが構造化されるのが一般的です。このデータの編成では、ロールアップやドリルダウンな

ど、多くの一般的な分析フローがサポートされます。

これらのモデルは、Tableau 2020.2以降で使用できるデータモデリング機能のリレーションシップで

直接表現できます。

まず、ファクトテーブルをモデルにドラッグしてから、ディメンションテーブルをファクトテーブル (スタース

キーマ内 )または他のディメンションテーブル (スノーフレーク内 )に関連付けます。
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通常、適切にモデルされたスタースキーマまたはスノーフレークスキーマでは、ファクトテーブルと

ディメンションテーブルの間のリレーションシップは多対 1になります。この情報がデータウェアハウス

にエンコードされている場合、Tableauは自動的にこれを使用してリレーションシップのパフォーマン

スオプションを設定します。設定されていない場合は、この情報を自分で設定できます。詳細に

ついては、「パフォーマンスオプションを使用して関係のクエリを最適化する」を参照してください。

適切にモデル化したスタースキーマやスノーフレークスキーマでは、ファクトテーブルのすべての行

に、各ディメンションテーブルの一致するエントリが含まれます。これが trueでデータウェアハウスの

整合性制約にキャプチャされた場合、Tableauは自動的にこの情報を使用して、[パフォーマンス

オプション]の参照整合性設定を設定します。一部のファクトテーブル行がディメンションテーブル

内に一致する行を持たない場合 ("遅延到着ディメンション"または "早期到着ファクト"とも呼ば

れます)は、メジャーの計算時にすべての行が保持されますが、ディメンションヘッダーを表示すると

きに値が削除される可能性があります。詳細については、「パフォーマンスオプションを使用して関

係のクエリを最適化する」を参照してください。

複数のテーブルでメジャー含むスタースキーマとスノーフレークスキーマ

一部のスタースキーマまたはスノーフレークスキーマでは、分析のすべてのメジャーがファクトテーブ

ルに含まれています。ただし、多くの場合、分析のディメンションテーブルに関連する追加のメ

ジャーが関係している可能性があります。ディメンションテーブルにメジャーが含まれていない場合

でも、分析でディメンションの値をカウントしたり集計するのが一般的です。このような場合は、ファ

クトテーブルとディメンションテーブルはあまり明確に区別されていません。データモデルをわかりや

すく表示するには、まず最も細かいテーブルをデータソースのキャンバスに追加してから、そのテー

ブルに他のすべてのテーブルを関連付けることをお勧めします。
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これらのテーブルを結合して1つの論理テーブルにする場合、LOD計算またはCOUNT

DISTINCTを使用して値を重複しないようにする予防措置を講じなければ、ディメンションテーブル

内のメジャーがレプリケートされ、集計が歪んでしまいます。ただし、これらのテーブル間にリレーショ

ンシップを作成する場合、Tableauは、結合を実行する前にメジャーを集計し、不要な重複の問

題を回避します。これにより、測定の詳細レベルを慎重に追跡する必要が解消されます。

マルチファクト分析

Tableauのデータモデリング機能では、マルチファクト分析の一部の形式に対応しています。前述

のモデルが1つのディメンションテーブルにのみ関連する場合は、追加のファクトテーブル (メジャー

を含む)を追加できます。たとえば、Customer 360などの分析のように、複数のファクトテーブル

テーブルまとめてから共有ディメンションを分析できます。これらのファクトテーブルは、ディメンション

テーブルとは異なる詳細レベルにしたり、それぞれを異なる詳細レベルにすることができます。また、

ディメンションテーブルと多対多のリレーションシップを持つことができます。このようなシナリオの場

合、Tableauでは集計の前に値がレプリケートされないようにします。
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ファクトテーブルを関連付ける共有ディメンションテーブルがない場合は、カスタムSQLを使用す

るか、他のディメンションテーブルの結合またはユニオンを使用して、ディメンションテーブルを動的

に作成できる場合があります。

ファクトテーブルが2つある場合は、共通ディメンション上で相互に直接関連付けることができま

す。このタイプの分析は、ファクトテーブルの1つに共通ディメンションのスーパーセットが含まれてい

る場合に最適です。

対応していないモデル

l 複数の共有ディメンションテーブルに関連付けられた複数のファクトテーブル。ユースケー

スによっては、複数の共有ディメンションテーブルに複数のファクトテーブルが関連付けられ

ているのはよくあることです。たとえば、2つの共通ディメンションテーブル (日付と顧客 )に2
つのファクトテーブル (店舗販売とインターネット販売 )を関連付けているとします。通常、こ

のようなシナリオでは、データモデルで循環リレーションシップを作成する必要があります。循

環関係は現在サポートされていません。

このタイプのモデルを近似するには、一部のテーブルを物理レイヤーにマージします。たとえ

ば、店舗販売とインターネット販売を単一のテーブルにまとめて、そのテーブルを[日付 ]と
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[顧客 ]に関連付けることができます。あるいは、日付と顧客をクロス結合して、単一のディメ

ンションテーブルを作成し、それを店舗販売とインターネット販売に関連付けることができま

す。

l 共有ディメンション上で 3 つ以上のファクトテーブルを直接関連付ける。論理レイヤーでこ

のモデルを構築することは可能ですが、単一のテーブルのディメンションのみを使用しない限

り、不要な結果が表示される場合があります。

データモデルにおけるリレーションシップの要件

l テーブルを関連付ける際は、リレーションシップを定義するフィールドが同じデータ型である必

要があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更されません。

Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは地理的フィールドに基づいて定義することはできません。

l データモデルでは循環関係に対応していません。

l パブリッシュされたデータソース間の関係を定義することはできません。

関連付けたテーブルの利点が限られる要因

l テーブル内にダーティデータがある(つまり、適切に構造化されたモデルを考慮して作成して

おらず、メジャーとディメンションが複数のテーブルに混在している)場合、複数テーブルの分

析がさらに複雑になることがあります。

l データソースフィルターを使用すると、データ内で結合選択を行うTableauの機能が制限さ

れます。結合選択とは、Tableauで不要な結合を削除してクエリを簡略化する方法のこと

です。

l 関係全体を通じて一致しない値が多く含まれるテーブル。

l 複数のファクトテーブルと複数のディメンションテーブルを相互に関連付けた場合 (共有ディ

メンションや適合ディメンションのモデル化を試みた場合 )。

関係と結合の違い

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。リレーション

シップの結合タイプは定義しないため、リレーションシップを作成するときにはベン図が表示されませ

ん。
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関係は、2つのテーブル間の契約と考えることができます。これらのテーブルのフィールドを使って

Vizを構築する場合、Tableauは、その契約を使用してこれらのテーブルからデータを取り込み、

適切な結合を使用してクエリを作成します。

l 結合タイプが不要。必要な操作は、一致するフィールドを選択して関係を定義することだ

けです (結合タイプは定義しません)。Tableauでは、既存のキー制約と一致するフィールド

名に基づいて、リレーションシップの作成を試みます。次に、それらが使用するフィールドであ

ることを確認するか、フィールドペアを追加して、テーブルを関連付ける方法をさらに明確に

定義します。

l コンテキストに応じた自動処理。関係では、分析時にコンテキストが発生するまで結合が

行われません。ビジュアライゼーションで使用されているフィールドに基づいて結合タイプが

自動的に選択されます。分析中は、結合タイプがインテリジェントに調整され、ネイティブの

詳細レベルがデータ内で保持されます。元となる結合について考えずに、Vizのフィールドの

詳細レベルで集計を見ることができます。FIXEDなどのLOD式を使用して、関連付けら

れたテーブル内でデータが重複しないようにする必要はありません。

l 柔軟。関係は多対多にすることができ、完全外部結合を使用できます。リレーションシップ

を使用してテーブルを組み合わせるのは、全データがワークブックの単一データソースに入っ

ている、すべてのViz用の柔軟なカスタムデータソースを作成するようなものです。Tableau
では、ビジュアライゼーションのフィールドとフィルターに基づいて必要なテーブルのみがクエリ

されるため、さまざまな分析フローに使用できるデータソースを構築できます。

詳細については、「データの関連付け」と「関係を敬遠しないで」を参照してください。

結合は、データを組み合わせるためのオプションとして引き続き使用できます。論理テーブルをダブ

ルクリックして、結合キャンバスに移動します。詳細については、結合についてを参照してください。

ビデオを視聴する: Tableauで関係を使用する方法については、この5分間のビデオを参照してく

ださい。

注 :このビデオで示されている関係を編集するためのインターフェースは、現在のリリースとは少し異

なりますが、同じ機能を備えています。

また、「Tableauが関係を発明した理由」など、Action Analyticsからの関係に関するビデオポッド

キャストも参照してください。詳細については、ライブラリの [ビデオポッドキャスト]をクリックしてくださ

い。
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リレーションシップクエリのしくみの関連情報については、Tableauの次のブログ投稿を参照してくだ

さい。

l 関係 (パート1): Tableauに新しいデータモデリングを導入する

l 関係 (パート2):ヒントとテクニック

l 関係 (パート3):複数の関連するテーブルを横断して質問する

リレーションシップと結合の特性

関係は、複数のテーブルのデータを分析用に組み合わせる動的で柔軟な方法です。関係によっ

てデータの準備と分析がより簡単かつ直感的に行えるようになるため、データを結合する際の最初

のアプローチとして関係を使用することをお勧めします。結合は、必要不可欠な場合にのみ使用し

てください。

リレーションシップを使用してテーブルを組み合わせると、次のような利点があります。

l データソースの定義、変更、再利用が容易になります。

l 正確な詳細レベル (LOD)での複数テーブルにまたがるデータ分析が容易になります。

l 詳細レベルが異なる分析では、LOD式またはLOD計算を使用する必要はありません。

l 現在のビジュアライゼーションで使用されているフィールドを持つテーブルのデータに対しての

み、クエリが実行されます。

関係

l 論理テーブル間に柔軟性の高いヌードルとして表示されます。

l 2つの論理テーブル間で一致するフィールドを選択する必要があります。

l 結合タイプを選択する必要はありません。

l 関連付けられたテーブルのすべての行データと列データをデータソースでも使用できるように

します。

l データソースでは分析中も、各テーブルの詳細レベルを維持します。

l 複数の詳細レベルで独立したドメインを作成します。テーブルはデータソースにはマージされ

ません。

l 分析では、使用しているフィールドに基づいて適切な結合が自動的に作成されます。

l 集計値を重複させない (パフォーマンスオプションを[多対多 ]に設定している場合 )
l 一致しないメジャーバリューを保持する(パフォーマンスオプションを[Some Records Match
(一部のレコードが一致 )]に設定している場合 )
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結合

結合とは、データの静的に組み合わせる方法です。分析を行う前に、物理テーブル間の結合を

事前に定義する必要があり、定義を変更すると、そのデータソースを使用するすべてのシートに

影響が及びます。結合したテーブルは常に単一のテーブルにマージされます。その結果、結合した

データに不一致の値が欠落するか、集計値が重複する場合があります。

l 物理テーブルごとにベン図アイコンが表示されます。

l 結合タイプと結合句を選択する必要があります。

l 結合した物理テーブルは、データの組み合わせが固定された単一の論理テーブルにマージ

されます。

l 不一致のメジャーバリューをドロップする可能性があります。

l フィールドが異なる詳細レベルである場合、集計値が重複する可能性があります。

l 抽出フィルターや集計など、データの単一テーブルが必要なシナリオに対応できます

リレーションシップの使用要件

l テーブルを関連付ける際は、リレーションシップを定義するフィールドが同じデータ型である

必要があります。[データソース]ページでデータ型を変更しても、この要件は変更されませ

ん。Tableauでは、クエリの参照元データベースのデータ型が引き続き使用されます。

l リレーションシップは地理的フィールドに基づいて定義することはできません。

l データモデルでは循環関係に対応していません。

l パブリッシュされたデータソース間の関係を定義することはできません。

関連付けたテーブルの利点が限られる要因

l テーブル内にダーティデータがある(つまり、適切に構造化されたモデルを考慮して作成して

おらず、メジャーとディメンションが複数のテーブルに混在している)場合、複数テーブルの分

析がさらに複雑になることがあります。

l データソースフィルターを使用すると、データ内で結合選択を行うTableauの機能が制限

されます。結合選択とは、Tableauで不要な結合を削除してクエリを簡略化する方法のこ

とです。

l 関係全体を通じて一致しない値が多く含まれるテーブル。

l 複数のファクトテーブルと複数のディメンションテーブルを相互に関連付けた場合 (共有

ディメンションや適合ディメンションのモデル化を試みた場合 )。
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結合について

データソースの物理レイヤー内のテーブル間では引き続き結合を指定できます。論理テーブルをダ

ブルクリックして、物理レイヤーの結合 /ユニオンのキャンバスに移動し、結合またはユニオンを追加し

ます。

すべての最上位の論理テーブルには、少なくとも1つの物理テーブルが含まれています。論理テー

ブルを開くと、その物理テーブル間の結合を表示、編集、作成できます。論理テーブルを右クリック

し、[開く]をクリックします。テーブルをダブルクリックしても開くことができます。

作成したデータソースには2つのレイヤーがあります。最上位のレイヤーは、データソースの論理レ

イヤーです。論理レイヤーでは、関係を使用して表間でデータを組み合わせます。

次のレイヤーは、データソースの物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合を使用してテーブル間

でデータを組み合わせます。詳細については、「データモデルの構造」を参照してください。
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パフォーマンスオプションを使用してリレーションシップクエリを最適

化する

パフォーマンスオプションは、リレーションシップ内の2つのテーブル間のカーディナリティ(一意性 )と

参照整合性 (一致する記録 )を定義するオプションの設定です。これらの設定は、Tableauでの

分析中にクエリを最適化するのに役立ちます。

l 適切な選択肢がわからない場合は、Tableauで表示される既定の推奨設定を使用して

ください。既定値は安全に使用でき、分析中に正しい集計と結合が自動的に生成されま

す。基数や参照整合性がわからない場合は、これらの設定を変更する必要はありませ

ん。

l データの形状がわかっている場合は、必要に応じてこれらの設定を変更し、2つの表のレ

コード間の一意性と一致を表すことができます。

多くの分析シナリオでは、関係の既定の設定を使用すると、分析に必要なすべてのデータを得る

ことができます。シナリオによっては、パフォーマンスオプションの設定を調整してデータをより正確に

記述できます。リレーションシップを使用してデータを組み合わせて分析する詳細については、

「データの関連付け」とTableauブログ記事「リレーションシップ、パート1: Tableauに新しいデータ

モデリングを導入する」を参照してください。
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カーディナリティと参照整合性の設定の意味

カーディナリティオプション

カーディナリティの設定は、分析中にデータを自動的に結合する際の前後に表データを集計するか

どうかを決定します。

l フィールドの値が一意でない場合や一意かどうかわからない場合は、[Many (多 )]を選択し

ます。分析中に結合を形成する前に、関連データが集計されます。

l フィールド値が一意の場合は、[One (1)]を選択します。分析中、集計前に関連データが

結合されます。このオプションを設定すると、リレーションシップ内のフィールド値が一意の場

合にワークブック内のクエリが適切に最適化されます。ただし、フィールド値が一意でない場

合に[One (1)]を選択すると、ビューに重複する集計値が表示される場合があります。

注 : [1] を選択すると、各キー値が一意で、NULL値を持つ行が1つだけの場合と同様にレコード

が扱われます。

参照整合性オプション

参照整合性の設定では分析中にメジャーのディメンション値を取得するために使用する結合のタ

イプを決定できます。
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l フィールドの一部の値が他のテーブルの値と一致しない場合や、一致しているかどうかが不

明な場合は、[一部のレコードが一致する]を選択します。分析中、Tableauでは外部結

合を使用してメジャーのディメンション値が取得されます。一致しないメジャーを含むすべて

のメジャー値がビューに表示されます。

l フィールドの値が他のテーブルの値と確実に一致する場合は、[すべてのレコードが一致す

る]を選択します。この設定により、分析時に生成される結合は少なく、またシンプルにな

り、クエリが最適化されます。この表に一致しない値がある場合、分析中に表示される結

果が一貫しなくなる(一致しない値が削除されたりビューに表示されなかったりする)ことが

あります。

注 : [すべてのレコードが一致する] を選択すると、リレーションシップに使用されるフィールドに

NULL値が存在しない場合と同様にレコードが処理されます。分析中には、Tableauは内部結

合を使用してメジャーの値が取得されます。既定では、TableauはNULLキーを結合しません。

カーディナリティと参照整合性の概念の詳細については、「カーディナリティと参照整合性」を参照

してください。

結合について

データソースの物理レイヤー内のテーブル間では引き続き結合を指定できます。論理テーブルを

ダブルクリックして、結合キャンバスに移動します。

すべての最上位の論理テーブルには、少なくとも1つの物理テーブルが含まれています。論理テー

ブルを開くと、その物理テーブル間の結合を表示、編集、作成できます。論理テーブルを右クリック

し、[開く]をクリックします。テーブルをダブルクリックしても開くことができます。
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作成したデータソースには2つのレイヤーがあります。最上位のレイヤーは、データソースの論理レ

イヤーです。論理レイヤーでは、関係を使用して表間でデータを組み合わせます。

次のレイヤーは、データソースの物理レイヤーです。物理レイヤーでは、結合を使用してテーブル間

でデータを組み合わせます。詳細については、「データモデルの構造」を参照してください。
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パフォーマンスオプションの使用に関するヒント

データの形状がわかっている場合は、[パフォーマンスオプション]のオプション設定を使用して、テー

ブルのカーディナリティを互いに(1対 1、1対多、多対多など)確立し、参照整合性を示すことが

できます (1つのテーブルの値は常に他のテーブルに一致があります)。

[パフォーマンスオプション]の各設定の意味は、「はい」と「いいえ」ではなく、「はい」と「わからない」

と考えることができます。テーブルの値が一意であることが確実である場合は、[1]を選択します。

一方のテーブルの各レコードが、もう一方のテーブルの1つ以上のレコードと一致することを確認

する場合は、[すべてのレコードが一致する]チェックボックスをオンにします。それ以外の場合は、

既定の設定をそのまま使用します。

データの形状が不明な場合は、既定の設定を使用します。Tableauのデータ内でこれらの設定

を検出できない場合の既定の設定は、次のとおりです。

l カーディナリティ:多対多

l 参照整合性 :一部のレコードが一致す

Tableauがデータ内の主要なリレーションシップや参照整合性を検出すると、それらの設定が使

用され、「検出済み」として表示されます。

既定の設定を再適用するには、[既定値に戻す ]をクリックします。
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用語の定義

カーディナリティとは、フィールド(列 )やフィールドの組み合わせに含まれるデータの一意性を指しま

す。分析する表に多くのデータ行が含まれる場合、クエリに時間がかかる場合があります (および全

体的なデータソースのパフォーマンスが影響されます)。そのため、Tableauでは、表間の関連列の

カーディナリティに基づいてデータを組み合わせる方法を選択することをお勧めします。

l 低カーディナリティー:関連する列に多くの繰り返しデータがある場合。たとえば、[Products
(製品 )]というテーブルには、[Furniture (家具 )]、[Office Supplies (オフィス用品 )]、
[Technology (テクノロジー)]という3つの値を含む [カテゴリ]列が含まれる場合があります。

l 高基数 :関連する列に非常に一意なデータがある場合。たとえば、[Orders (注文 )]という

テーブルには、商品の注文ごとに一意の値を含む [Order ID (注文 ID)]列が含まれる場合

があります。

参照整合性とは、一方のテーブルの行に一致する行が常に他方のテーブルにも存在することを意

味します。たとえば、売上表の行には常に製品カタログの表に一致する行があります。

「データに聞く」 (Ask Data)機能を使用した自動

的なビューの構築

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Server

バージョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質

問や変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細に

ついては、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してくださ

い。

「データに聞く」を使用すると、一般的な言葉で質問を入力し、Tableauで即座に回答を得ること

ができます。回答は自動的なデータビジュアライゼーションの形で得られ、フィールドを手動でドラッ

グアンドドロップしたり、データ構造のニュアンスを理解したりする必要はありません。

「データに聞く」を使用すると、時系列分析や空間分析のような主要な分析概念をサポートし、

「去年」や「一番人気の」といった会話調のフレーズを理解することで、高度な質問を自然に行うこ

とができます。
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「データに聞く」レンズに移動する

「データに聞く」 (Ask Data)を使用してデータソースのクエリを実行する前に、Tableau作成者

は、まずレンズを作成して、レンズで使用するデータフィールドのサブセットを指定する必要があり

ます。

Tableauで「データに聞く」レンズにアクセスできる場所は次のとおりです。

l Tableau CloudまたはTableau Serverサイトのトップレベルにある[すべてのレンズ]ペー

ジ。
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l レンズを作成したデータソースの「データに聞く」タブ。
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l ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクト。

レンズページまたはダッシュボードオブジェクトから「データに聞く」

レンズに移動して、データをもっと詳しく知る

1. レンズに移動するには、Tableauサイトの [すべてのレンズ]ページ、データソースの [データに

聞く]タブ、ダッシュボードの [データに聞く]オブジェクトなどを選択します。

2. (オプション) [Recommended Visualizations (ビジュアライゼーションの候補 )]で、エントリ

をクリックすると、レンズの作成者が組織用に作成した視覚化がすばやく表示されます。

推奨事項が現在のデータ分析のニーズに対応していない場合は、クエリを作成して独自

の質問を作成してください。

3. 左側の [データ]ペインで、各フィールドにカーソルを合わせると、そこに含まれるデータの詳

細が表示されます。
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幅が狭いダッシュボードオブジェクトでは、[データ]ペインが非表示になっている場合がありま

すが、[フィールド]ドロップダウンメニューをクリックすると同様の情報を表示できます。

テキストを入力してクエリを作成する

1. [フィールドまたは値を検索してビジュアライゼーションを作成する]というボックスに入力しま

す。
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2. 入力すると、「データに聞く」 (Ask Data)はデータフィールド、関数、および文字列値を検

索し、結果をドロップダウンリストに表示します。リスト内のアイテムをクリックして、検索ボッ

クスの上に表示されている現在のエントリに追加します。現在のエントリを使用してVizを
自動的に作成するには、任意の時点でEnter キーを押します。
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フィールドと分析関数を検索してクエリを変更する

A現在のエントリB.現在のフィルターC.検索ボックスD.返されたフィールドE.返された分析

関数 F.返されたフィールド値

提案されたフレーズを追加してクエリを作成する

Tableauは、あなたのレンズや組織内の他のユーザーから尋ねられた、よくある問い合わせに基づ

いてフレーズを提案します。レンズを開くと、よくある質問にすばやく答えられるような提案が表示さ
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れます。

これらの提案をクリックすると、クエリに追加できます。クエリにフレーズを追加すると、より関連性の

高いフレーズで提案が動的に更新されます。選択するたびに、自動的にビューが構築されます。

フィールドとフィルターを追加してクエリを作成する

1. [フィールドの追加 ]または [フィルターの追加 ]をクリックします。

2. 目的のフィールドをクリックします。(長いリストを絞り込むには、最初に[検索フィールド]ボッ

クスに入力します。)
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3. サブオプション(数値フィールドの集計タイプ、文字列フィールドと日付フィールドのグループ化

など)を設定します。

4. フィールドまたはフィルターをさらに追加するには、プラス記号をクリックします。

クエリの要素がどのように適用されているかを確認する

クエリの要素がどのように適用されているかを確認するには、テキストボックスまたはその上の解釈

にカーソルを合わせます。使用されていない単語はグレー表示されているため、「データに聞く(Ask

Data)」に伝わりやすくなるようにクエリのフレーズを変更できます。
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質問のフレーズの変更

ユーザーインターフェイスでオプションやデータフィールド、フィルターなどをクリックすることによって、

質問のフレーズを変更することもできます。

Vizタイプの変更

既定のVizからデータの十分な情報が取得できない場合は、右上隅にあるメニューをクリックし、

以下のサポートされているVizタイプから選択します。

l 棒グラフ

l ガント棒

l ヒートマップ

l ヒストグラム

l 折れ線グラフ

l マップ

l 円グラフ

l 散布図

l 積み上げ棒グラフ

l テキストテーブル

l ツリーマップ
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注 :特定のVizタイプを自動的に作成するため、「データに聞く」 がエントリに [レコード数 ]など

のフィールドを追加する場合があります。

フィールド、フィルター、表示データを変更する

「データに聞く」 (Ask Data)により、フィールド値の表示方法をいくつかの方法で微調整できます。

l 縦軸と横軸で使用するフィールドを切り替えるには、Viz選択メニューの左にある[軸の交

換 ]ボタン をクリックします。

l フィールドを変更するには、最初にクエリエントリでフィールドをクリックしてから、下のフィール

ド名をクリックします。(差の計算に使用されるフィールドを変更するには、「時間の経過によ

る差異の比較」を参照してください。)
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l フィールドの集計タイプまたはグループ化タイプを変更 (平均から合計に変更するなど)する

には、テキストボックスのフィールド名をクリックしてから、別の集計タイプまたはグループ化タ

イプを選択します。

l カテゴリフィルターの場合は、以下の例の「米国を除外」のように、値をクリックして特定の

値を変更するか、ワイルドカードパラメーターを入力します。
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l 数値範囲を調整するには、「高い」、「中間」、「安い」などの単語をクリックします。

l フィールドやフィルターを削除するには、カーソルを合わせて「X」をクリックします。

日付フィルターの調整

日付フィルターを調整するには、「最後の」、「前の」などの単語をクリックします。その後、次のいず

れかをクリックします。

l [特定の日付 ]をクリックして、特定の期間または日付の値を入力します。

l [相対日付 ]をクリックして、現在の日付を基準にした日付範囲を表示します。
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l [日付範囲 ]をクリックして、特定の開始点および終了点を入力します。

[特定の日付 ]では、[日付の詳細 ]メニューで次のような固有のオプションが提供されます。

l [期間 ]オプションでは、連続した日付の範囲が1つ表示されます。

l [日付の値 ]オプションでは、複数の期間で繰り返すことができる複数の範囲が表示されま

す。たとえば、複数年にわたる第 1四半期の売上実績を組み合わせる場合は、[日付の

値 ]で [四半期 ]を選択します。
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時間の経過による差異の比較

「データに聞く」を使用すると、「前年比」や「四半期比」などの語句を使用して期間を比較できま

す。結果は、「データに聞く」から保存したワークブックの差分または差の割合表計算として表示さ

れます。

テキストボックスで差分計算をクリックして、他のフィールド、集計方法、および期間を選択しま

す。
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単純計算を適用する

「データに聞く」 (Ask Data)では2つのメジャー間の単純計算がサポートされており、以下の記号を

使用して適用できます。

+メジャーを合計する

-メジャーの差を計算する

*乗算を行う

/除算を行う

「データに聞く」 (Ask Data)で保存されたワークブックでは、これらの計算は計算フィールドになる代

わりに [列 ]、[行 ]、[マーク]シェルフでアドホック計算になります。
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他のVizを含むシートを追加する

レンズから複数の異なるVizをすばやく作成するには、「データに聞く」 (AskData)でシートを追加

します。

Webページの一番下で、次のいずれかを実行します。

l 名前付きシートの右側にある[Add Sheet (シートの追加 )]アイコンをクリックします。

l シート名を右クリックし、[Duplicate (複製 )]または [削除 ]を選択します

(「データに聞く」 (Ask Data)からシートの名前を変更するには、新しいワークブックに保存す

る必要があります)。
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メール、Slack、またはリンクを介して「データに聞く」 (Ask Data)の
Vizを共有する

「データに聞く」 (AskData)のVizは、レンズにアクセスできる人なら誰とでもすばやく共有できます。

1. ブラウザーの右上隅にある[Share (共有 )]アイコンをクリックします。

2. 次のいずれかを実行します。

l メールまたはSlackでVizを共有するには、テキストボックスに特定のユーザー名を

入力します。(メールとSlackの統合は、Tableau管理者によって事前に構成されて

いる必要があります。)
l カスタムメールやその他のメッセージに貼り付けることができるURLをコピーするには、

[リンクのコピー]をクリックします。

レンズ所有者にフィードバックを送信する

レンズの構造や「データに聞く」の活用方法について質問がある場合、作者に直接フィードバックを

送信できます。(このオプションは既定で有効になっていますが、レンズ作成者はそれを無効にする

ことができます)。

1. 「データに聞く」のクエリボックスの左側にある[「データに聞く」のヒント]のアイコンをクリックしま

す。

2. ヒントダイアログの下部にある[レンズ作成者に連絡 ]をクリックします。

Tableau Software 1183

Tableau Cloudヘルプ



クエリを正常に実行するためのヒント

「データに聞く」 (Ask Data)に対する質問を組み立てるときに、次のヒントを活用すると、より良い

結果が得られます。

l キーワードを使用する-たとえば、「これらの空港がある国をすべて表示したい」ではなく「空

港と国」で試してみてください。

l フィールド名や値の正確な文字列を使用する—たとえば、レンズに"Airport Code (空港

コード)"、"Airport Name (空港名 )"、"Airport Region (空港の地域 )"フィールドが含まれる

場合、これらを名前で指定します。

l ランク付けされたリストを表示する- 「データに聞く」では、「最高」や「最低」といった用語は

それぞれ上位 1位と下位 1位にマッピングされています。より広い範囲のランキングを表示

する場合は、代わりに「高」や「低」を使用します。たとえば、「低価格の家」と入力します。

l 表計算のクエリ—表計算フィールドのクエリ式では、「前年差」をフィルター、制限、または

含めることはできません。

l 通常よりも長い値を引用符で囲む—行の改行、タブ、11個以上の単語を含む長い

フィールド値を分析する場合は、それらを引用符で囲みます。パフォーマンスを向上させる

ため、「データに聞く」 (Ask Data)は、その長さのフィールド、または最初の200,000の一意

のフィールド値を超えるフィールドにはインデックスを作成しません。

特定の対象者に焦点を当てた「データに聞く」のレンズを作成す

る

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Server

バージョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する

質問や変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳

細については、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照して

ください。
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多くの人は、データソースにある全ての情報を必要としているわけではなく、自分の職務、たとえ

ば、販売、マーケティング、サポートなどに関連するデータについての視覚化を望んでいます。

Tableau作成者は、このようなさまざまな対象者の「データに聞く」 (Ask Data )を最適化するため、

選択したフィールドのサブセットに対してクエリを実行する個別の「データに聞く」 (Ask Data)レンズを

作成します。選択したフィールドには、フィールドの名前や値の同義語を指定することができます。

たとえば「ロサンゼルス」を「LA」と言うように、レンズの利用者が一般的な言葉で使う用語を織り込

んでおくことができます。レンズ作成者は、「データに聞く」 (Ask Data)のクエリボックスの下に表示さ

れるビジュアライゼーションの候補をカスタマイズすることもできます。ビジュアライゼーションの候補を

利用すると、ユーザーは1回のクリックで答えを得ることができます。

注 : 「データに聞く」レンズは、Tableauサイトに個別にパブリッシュされたデータソースに対して

のみ作成できます。ワークブックに埋め込まれたデータソースや仮想接続を使用するデータ

ソースに対しては、レンズを作成することはできません。

Tableauサイトでレンズのページを作成または構成する

Tableauサイトには、レンズごとに個別のページがあります。そのページで、ユーザーは「データに聞

く」に問い合わせることができ、作成者はレンズのフィールドや同義語、質問の候補などを構成でき

ます。
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Tableauサイトのレンズページ

1. Tableauサイトにレンズページを作成するには、データソースページに移動し、[新規 ] >
[「データに聞く」 (Ask Data) レンズ]を選択します。

既存のレンズを構成するには、サイトのレンズページに移動します。(または、ダッシュボード

の「データに聞く」 (Ask Data)オブジェクトで上隅のポップアップメニューをクリックし、[レンズ

ページに移動 ]を選択します。)

2. 新しいレンズを作成する場合は、名前、説明、プロジェクトの場所を入力して、[レンズのパ

ブリッシュ]をクリックします。

3. 左側の [フィールド]ペインの上部で、鉛筆のアイコンをクリックします。レンズのユーザーに関

係のあるフィールドを選択し、[保存 ]をクリックします。
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4. 左側で、個々の表またはフィールドにカーソルを合わせ、鉛筆アイコンをクリックします。

その後、次のいずれかを実行します。

l 右側の鉛筆アイコンをクリックして、より代表的な名前を付けます。
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l レンズユーザーがクエリに入力できるフィールド名と値の一般的な同義語を追加し

ます。

l ユーザーがフィールドにカーソルを合わせたときに表示される説明を編集します。

推奨ビジュアライゼーションのリストを変更する

レンズユーザーからの一般的なクエリに対処するために、クエリボックスの下に表示される推奨ビ

ジュアライゼーションをカスタマイズできます。

推奨ビジュアライゼーションを追加または置換する

1. テキストボックスにクエリを入力し、EnterキーまたはReturnキーを押します。

2. ビジュアライゼーションが表示されたら、ツールバーのピンアイコンから、[Pin to
Recommended Visualizations (推奨ビジュアライゼーションにピン留めする)]または

[Replace Recommendation (推奨を置換する)]を選択します。

3. 推奨を新たに追加する場合は、名前を入力し、それを表示するセクションを選択します。

推奨を置換する場合は、上書きする既存の推奨を選択してください。

セクションのタイトルと推奨ビジュアライゼーションの名前を編集するか、推奨を削除する

l セクションタイトルを編集するには、タイトルの右にある鉛筆アイコン をクリックします。

l 既存の推奨を変更するには、カーソルを合わせて鉛筆アイコン をクリックします。推奨
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を削除するには、[X]をクリックします。

ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加する

ダッシュボードに「データに聞く」のオブジェクトを追加して、パブリッシュされたデータソースをTableau

サイトのレンズでクエリできるようにします。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでダッシュボードを編集しているときに「データに聞く」

のオブジェクトをキャンバスにドラッグします。

注 : Tableau Desktopでも、「データに聞く」のオブジェクトをキャンバスにドラッグして、配

置することもできます。ただし、レンズを選択するには、Tableau CloudまたはTableau

Serverにパブリッシュし、そこでオブジェクトを編集する必要があります。
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2.

3. 以前にワークブックに接続されたパブリッシュ済みのデータソースを選択します。

4. 既存のレンズを使用するには、レンズを選択して、[レンズを使用 ]をクリックします。

新しいレンズを作成するには、次のいずれかの操作を行います。

l データソースのレンズがない場合は、[データソースのページに移動 ]をクリックしま

す。

l レンズがすでにある場合は、ダイアログの下部にあるデータソース名をクリックします。

5. (新しいレンズのみ) Tableauサイトでレンズのページを作成または構成するの手順を実施

します。

6. [Toolbar Options for Lens Users (レンズユーザーのツールバーオプション)]で、ユー

ザーが使用できるボタンを選択します。

l [Add Visualization to Pins (ビジュアライゼーションをピンに追加 )]を使用すると、

ユーザーはクエリボックスのすぐ下に表示される推奨ビジュアライゼーションのリストに

追加できます。

l [Publish as Workbook (ワークブックとしてパブリッシュ)]を使用すると、ユーザーは

Tableauサイトにビジュアライゼーションをワークブックシートとして保存できます。

l [Share Visualization (ビジュアライゼーションの共有 )]を使用すると、ユーザーは

メール、Slack、またはリンクを介して共有できます。

レンズでは、パブリッシュ(保存アイコン)、ピン留め、共有のオプションが右上隅に表

示されます。
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7. (新しいレンズのみ)レンズを作成したら、ダッシュボードの [レンズ]オブジェクトに戻り、[更新 ]
をクリックします。次に、新しいレンズを選択し、[レンズを使用 ]をクリックします。

ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクトに別のレンズを適用する

1. オブジェクトの上部のポップアップメニューから、[構成 ]を選択します。

2. ダッシュボードに「データに聞く」レンズを追加するに移動し、手順 2以降を繰り返します。

レンズの名前、説明、プロジェクトの場所を変更する

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでレンズのページに移動します。

2. ページ上部のレンズ名の右側にある3つのドット(...)をクリックし、[ワークブックの編集 ]を選

択します。

3. [レンズの詳細を編集 ]をクリックします。
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レンズを通した「データに聞く」の利用状況を確認する

データソースの所有者またはレンズ作成者である場合は、「データに聞く」 (Ask Data)のダッシュ

ボードで、よく利用されるクエリやフィールド、ビジュアライゼーションがクリックされた回数などの有用

な情報を確認できます。フィルターを使用して、特定のユーザーや時間範囲にデータを絞り込むこ

とができます。これらの統計情報を活用してレンズをさらに最適化すると、ユーザーの体験を向上

できます。

注 : Tableau Serverを使用している場合は、Tableau Serverリポジトリでこのデータにアクセ

スすることができ、カスタムダッシュボードを作成できます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudで、レンズのページに移動します。

2. 「データに聞く」(Ask Data)テキストボックスの左側にある[Ask Data tips (「データに聞く」

(Ask Data)のヒント)]アイコンをクリックします。

3. ヒントダイアログの左下隅にある[使用状況分析 ]をクリックします。

ユーザーがレンズに関する質問をメールで送信できるようにします。

レンズ所有者は、ユーザーがデータ構造や期待される結果などに関する質問をメールで送信でき

るようにすることもできます。このオプションは既定でオンになっていますが、以下のステップを使用し

てオフにすることができます。

1. Tableau ServerまたはTableau Cloudで、レンズのページに移動します。

2. 上記のレンズを通した「データに聞く」の利用状況を確認する]に表示されている、「データ

に聞く」(Ask Data)テキストボックスの左側の [i]をクリックします。
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3. ヒントダイアログの下部で、[Contact the Lens Author (レンズ作成者に連絡 )]の横にある目

のアイコンをクリックして、フィードバックを有効または無効にします。
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レンズのパブリッシュと表示のパーミッション

ダッシュボードの「データに聞く」オブジェクトについては、パーミッションを変更する必要はありませ

ん。デフォルトで、既存のワークブック作成者がレンズを作成でき、既存のダッシュボード利用者が

レンズを表示できます。ただし、データソースページを介したダッシュボードと直接アクセスについて

は、必要なレンズのパーミッションについて、概要を参考までに以下に示します。

レンズの作成とパブリッシュに必要な権限 :

l 作成者またはエクスプローラーのユーザーロール

l データソースに対するレンズ作成パーミッション(デフォルトでは接続パーミッションから継承さ

れます)
l レンズをパブリッシュする親プロジェクトに対する書き込みパーミッション

パブリッシュされたレンズへのアクセスと操作に必要な権限 :

l 閲覧者以上のロール

l データソースに対する接続パーミッション

l レンズに対する閲覧パーミッション

注 :デフォルトでは、閲覧などのレンズのパーミッションは、ワークブックに対するプロジェクトの

パーミッションが反映されます。Tableau管理者がデフォルトのレンズのパーミッションを変更し

たい場合、各プロジェクトに対して個別に変更することも、パーミッションAPIを使用して一括

で変更することもできます。

サイトでの「データに聞く」 (Ask Data)機能の無効化または有効

化

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Server

バージョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する

質問や変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳
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細については、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してく

ださい。

既定で「データに聞く」 (Ask Data)はサイトに対して有効になっていますが、Tableau管理者はそれ

を無効にすることができます。

1. [全般 ]サイト設定に移動します。

2. (Tableau Serverのみ) [Web 作成 ]セクションで、[Let users edit workbooks in their
browser (ユーザーが自分のブラウザーでワークブックを編集するのを許可する)]を選択しま

す。

3. [Availability of Ask Data (「データに聞く」の可用性 )]セクションで、次のオプションから選

択します。

l [有効 ]にすると、パブリッシュされたすべてのデータソースに対して「データに聞く」 (Ask

Data)のレンズを作成できます。

l [無効 ]にすると、サイト全体で「データに聞く」 (Ask Data)が非表示になりますが、以

前作成したレンズに関する情報は保持されるため、「データに聞く」 (Ask Data)を再

度有効にする場合はレンズを復元できます。

「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化

「データに聞く」とメトリクスへの重要な変更点

「データに聞く」機能とメトリクス機能は、2024年 2月のTableau CloudおよびTableau Server

バージョン2024.2で廃止されます。自然言語技術の進歩に伴い、Tableauは、データに関する質

問や変更点の把握をより簡単に行えるように、インターフェイスの改善に取り組んでいます。詳細に

ついては、「Tableau AIとTableau Pulseによるデータエクスペリエンスの再構築」を参照してくださ

い。

データソースを管理してパブリッシュする際、以下のいくつかのヒントは「データに聞く」 (Ask Data)を

ユーザーがさらに上手に使用するのに役立ちます。このプロセスに少し時間を割くと、組織の幅広

い人員がデータ分析を使用し始めることができ、自主的に答えを得たり、より深い洞察を得たりす

るのに役立ちます。
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「データに聞く」 (Ask Data)機能でのデータの最適化

データソースの所有者は、「データに聞く」 (Ask Data)インターフェイスの左側にある[データ]ペイン

で、フィールドの同義語を追加したり、無関係な値を除外したりすることができます。

データソースまたはレンズレベルでの設定の変更

「データに聞く」 (Ask Data)の [データ]ペインで設定を変更するときは、データソースレベルとレン

ズレベルのどちらで変更するのかをしっかり確認してください。(詳細については、「特定の対象者

に焦点を当てた「データに聞く」 (Ask Data)のレンズを作成する」を参照してください。)

l データソースレベルでは、左上隅に円筒形のデータソースアイコンが表示されます。[デー

タ]ペインで行った変更内容は、既定で、その後に作成されるすべてのレンズに適用されま

す。

注 :抽出の場合、シリンダーが2つ表示されます。
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l 個々のレンズについては、左上隅に引用符アイコンが表示されます。[データ]ペインで行った

変更内容は、このレンズにのみ適用されます。

フィールドの名前と値に対応する同義語の追加

データソースにある用語と同じ用語を使用しないユーザーもいるかもしれません。このため、データ

ソース所有者やTableau管理者は、特定のデータフィールドの名前と値に対応する同義語を追

加できます。入力する同義語は組織全体が使用するため、全員がデータ分析をすばやく簡単に

行えるようになります

検索結果から特定のフィールド値を除外する

「データに聞く」 (Ask Data)における検索結果の有用性を向上させるために、特定のフィールド値

をインデックス作成から除外することができます。「データに聞く」 (Ask Data)では、インデックスが作

成されていない値は検索結果に追加されませんが、関連する値は引き続きビジュアライゼーション

に表示されます。たとえば、検索結果に不要な詳細が追加されないようにするため、"製品"フィー

ルドの値からインデックスを作成しない場合でも、「データに聞く」 (Ask Data)では結果データのビ

ジュアライゼーションに"iPhone 12"などの値が表示されます。また、ユーザーは、インデックスが作

成されていない値を引用符で囲んでクエリに手動で追加できます ("iPhone 12"を含む製品の売

上など)。
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注意 :データソースのインデックス作成設定の値が [無効 ]に設定されている場合、このフィー

ルドレベルの設定は無視されます。フィールド名と関連する同義語には、常にインデックスが

作成されます。

1. データソースまたは個々のレンズの [「データに聞く」 (Ask Data)]タブに移動します。

2. 左側のソースフィールドにカーソルを合わせ、[フィールドの詳細を編集 ]アイコン(鉛筆 )をク

リックします。

3. [Index field values (フィールド値のインデックス作成 )]の選択を解除します。

表示されるテキストボックスをクリックしてデータソースのインデックスをもう一度作成する

か、通常のインデックス作成スケジュールに基づいてインデックスをもう一度作成します。

データソースを最適化する

「データに聞く」 (Ask Data)で最適なエクスペリエンスが得られるようにするには、元のデータソース

を最適化します。

注 : 「データに聞く」では、多次元キューブデータソースや、Googleアナリティクスのようなリ

レーショナルデータソースではないデータソース、仮想接続を使用するデータソースはサポー

トされていません。

「データに聞く」 (Ask Data)のインデックス作成を最適化する

データソースの所有者は、「データに聞く」 (Ask Data)のフィールド値のインデックス作成の頻度を

変更して、システムパフォーマンスを最適化することができます。
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1. [データソース]ページの上部で [詳細 ]アイコンをクリックします。

2. 「データに聞く」 (Ask Data)セクションで、[編集 ]をクリックします。

3. フィールド値のインデックス作成のオプションを選択します。

l [自動 ]にすると、ライブの場合、更新された抽出がある場合、または再パブリッシュさ

れた場合に、変更があるかを24時間ごとに確認し、データソースを分析します。この

オプションは、「データに聞く」 (Ask Data)を使用することが多いデータソースで選択

し、ユーザーがクエリを発行する前に使用できるようにしてください。

l [手動 ]にすると、Tableau作成者がデータソースページにインデックス作成をトリガー

する場合にのみ、データソースを分析します。このオプションは、データソースに頻繁

に変更があるものの、ユーザーがたまにしか「データに聞く」 (Ask Data)を使用してクエ

リを発行しない場合に選択してください。

手動のインデックス作成をトリガーするには、[データソース]ページに移動して、左側

の [データ]ペインで円で囲まれた"i"をクリックし、[Reindex Data Source (データ

ソースのインデックス再作成 )]をクリックします。
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l [無効 ]にすると、値ではなくフィールド名のみが分析されます。

4. [保存 ]をクリックします。

データ抽出を使用してパフォーマンスを向上させる

パフォーマンスを向上させ、大規模なデータセットをサポートするには、ライブデータソースではな

く、パブリッシュされた抽出と共に「データに聞く」を使用します。詳細については、「抽出の作成」を

参照してください。

ユーザーがデータソースにアクセスできるようにする

ユーザーが「データに聞く」 (Ask Data)を使用するには、個々のデータソースに接続するための

パーミッションが必要です。データソースに行レベルのパーミッションがある場合、それらのパーミッ

ションは「データに聞く」 (Ask Data)にも適用されますが、安全な値は認識されず、関連する統計

的な推奨事項もありません。

サポートされていないデータソース機能に注意する

「データに聞く」 (Ask Data)では、以下を除くすべてのTableauデータソース機能がサポートされて

います。データソースにこれらが含まれている場合、「データに聞く」 (Ask Data)のユーザーは関連

フィールドのクエリを実行できません。

l セット

l 組み合わせフィールド

l パラメーター
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ユーザーの質問を予測する

ユーザーがしそうな種類の質問を予測し、以下の技術を使用して、これらの質問に合わせてデータ

ソースを最適化します。

l Tableau Prepや類似ツールでデータをクリーニングまたは加工します。

l データを結合し、ある表でユーザーが質問を持つかもしれないすべてのフィールドを含め、パ

フォーマンスを向上させます。

l ユーザーのよくある質問に回答する計算フィールドを追加します。

l ヒストグラムまたはビニングされた別の形状としてユーザーが表示する可能性が高い定量的

変数に対し、適切なサイズのビンを作成します。

データを簡素化する

ユーザーと「データに聞く」 (Ask Data)の両方がデータを理解しやすくなるよう、データ準備プロセス

で可能な限りデータソースを簡素化します。

1. パフォーマンスを向上させるため、不要なフィールドは削除します。

2. 各フィールドに固有の意味のある名前を付けます。

l たとえば、冒頭に“Sales… (売上高 …)”が付くフィールド名が5つある場合、「デー

タに聞く」 (Ask Data)が “sales (売上高 )”という用語を適切に解釈できるよう、適切

な区別を付けておきます。

l “Number of records (レコード数 )”という名前も、より分かりやすいものに変更します。

たとえば、各レコードが地震であるデータソースでは、“Number of earthquakes (地
震数 )”を使用します。

l フィールド名が数字、日付、ブール (“true”または “false”)値にならないようにします。

l “Sales in 2015 (2015年の売上高 )”や “Average Products Sold (平均販売製品

数 )”などの分析表現に類似した名前は使わないようにします。

3. 意味のあるフィールド値の別名を作成し、ユーザーが会話で用いる用語を反映させます。

フィールドの適切な既定の設定

「データに聞く」 (Ask Data)がデータを正しく分析できるよう、既定のフィールド設定が各フィールドの

コンテンツを反映するようにしてください。

l テキスト、時刻、日付、地理的値、他の値に対してデータ型を設定します。

l 適切なデータの役割を割り当てます:ディメンションまたはメジャー、連続または不連続。

l Tableau Desktopで各メジャーに対し、色、並べ替え順序、数値形式 (パーセンテージ、通

貨など)、集計関数などの適切な既定の設定を割り当てます。たとえば、"Sales (売上 )に
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はSUMが適切ですが、"Test Score (テストスコア)"にはAVERAGEが既定としてより適し

ている場合があります。

ヒント:既定のコメントではユーザーが「データに聞く」 (Ask Data)でフィールドにカーソル

を合わせると説明情報が表示されるため、各フィールドで既定のコメントを設定すると

特に役立ちます。

地理的フィールドとカテゴリーフィールドでの階層の作成

時刻データでは、Tableauは自動的に階層を作成するため、ユーザーは簡単にVizをドリルアップ

およびドリルダウンすることができます (日から週、月など)。ただし、地理的データおよびカテゴリー

データでは、カスタム階層を作成して、フィールド間の関係を反映するビジュアライゼーションを

「データに聞く」 (Ask Data)が生成しやすくすることをお勧めします。「データに聞く」 (Ask Data)で

はデータペインに階層が表示されません。

「データに聞く」 (Ask Data)は階層名のインデックスを作成せず、階層内のフィールド名でのみイン

デックスを作成します。たとえば、[Location (場所 )]という名前の地理的階層に [Country (国 )]

フィールドと[City (市区町村 )]フィールドが含まれている場合、ユーザーは「データに聞く」 (Ask

Data)の質問に、「Country (国 )」と「City (市区町村 )」を入力する必要があります。

「データの説明を見る」を使用して、インサイトを

より早く発見する

データガイドの「データの説明を見る」を使用すると、データを検索する際に、Viz内のマークを調

査しながら新たな発見を得て、データを深く掘り下げることができます。「データの説明を見る」を

使用して、ダッシュボード、シート、または選択したマークを分析し、参照元データに異常値や相

関関係がある可能性があるかどうかを確認することができます。「データの説明を見る」を実行す

ると、統計モデルが構築され、現在のビューで使用されていないデータソースの潜在的な関連

データなど、Viz内の個々のマークについて考えられる説明が提供されます。

「データの説明を見る」の実行と説明の探索については、「データの説明を見る」を使い始めるを

参照してください。
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注 :このトピックでは、Tableau 2021.2以降のバージョンで「データの説明を見る」がどのように

機能するかについて説明します。以前のバージョンのTableauを使用している場合は、「デー

タの説明を見る」のヘルプのバージョン2021.1 でこのトピックをお読みください。

さまざまなビューを構築するときに「データの説明を見る」を出発点として使用すると、データをさらに

深く検索してより良い質問をするのに役立ちます。詳細については、「データの説明を見る」を使用

して分析を強化する参照してください。「データの説明を見る」で使用するデータソースをより興味

深くするための特性については、「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項を参

照してください。

「データの説明を見る」へのアクセス

デフォルトでは、「データの説明を見る」はサイトレベルで有効になっています。サーバー管理者

(Tableau Server)とサイト管理者 (Tableau Cloud)は、サイトで「データの説明を見る」を使用でき

るかどうかを制御できます。詳細については、サイトに対する「データの説明を見る」の無効化また

は有効化を参照してください。

ワークブックの編集が可能で、かつ、ワークブックの「データの説明を見る」の実行権限を持っている

作成者は、編集モードで「データの説明を見る」を実行できます。「データの説明を見る」の実行権

限をを持つすべてのユーザーは、Tableau CloudおよびTableau Serverの表示モードで「データの

説明を見る」を実行できます。

サイト管理者によって許可されている場合は、他のTableau CloudやTableau Serverユーザーと

メールやSlackを介して説明を表示モードで共有することができます。詳細については、「ユーザー

がメールやSlackを介して説明を共有できるようにTableauを構成する」を参照してください。

作成者は、「データの説明を見る」の設定を使用して、[データガイド]ペインに表示される説明のタ

イプを制御できます。

「データの説明を見る」、説明タイプ、およびフィールドへのアクセスの制御については、「データの説

明を見る」へのアクセスの制御を参照してください。
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「データの説明を見る」を使用して分析を強化する

「データの説明を見る」は、データ内の関係を明らかにし、説明するツールです。関係の原因や

データの解釈方法は教えてくれません。あなたこそがデータのエキスパートです。ドメインに関する

知識や直感を持つことで、さまざまなビューを使用しながらさらに深く探索できる興味深い特性を

決定することができます。関連情報については、「データの説明を見る」のしくみおよび「データの

説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項 を参照してください。

「データの説明を見る」のしくみと、分析を強化するために「データの説明を見る」を使用する方法

に関する詳細情報については、Tableau Conferenceのプレゼンテーションを参照してください。

l アナリストから統計学者へ:実際の「データの説明を見る」 (1時間 )
l 「データの説明を見る」の活用 (45分 )

「データの説明を見る」を使い始める

Vizのマークを詳しく調べるときは、分析のフローで「データの説明を見る」を使用します。「データの

説明を見る」は、[Data Guide (データガイド)]ペインが開いているときに自動的に実行され、現在

の選択 (ダッシュボード、シート、またはマーク)に基づいて更新されます。

「データの説明を見る」を使用する

l ダッシュボード、シート、マークで「データ

の説明を見る」を実行する

l 説明を掘り下げる

l 分析したフィールドを表示する

l 説明での用語と概念

l 説明のタイプ

ワークブックの作成とアクセスの制御

l 「データの説明を見る」を使用する場

合の要件と考慮事項

l 「データの説明を見る」設定の変更

(作成者のみ)
l 「データの説明を見る」へのアクセスの

制御

l サイトに対する「データの説明を見る」

の無効化または有効化

l 「データの説明を見る」のしくみ

ダッシュボード、シート、マークで「データの説明を見る」を実行する

Tableau Desktop、Tableau Cloud、Tableau Serverで「データの説明を見る」を実行するための

基本的な手順は次のとおりです。
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1. ワークブックでダッシュボードまたはシートを開きます。

2. ナビゲーションツールで、[データガイド] を選択し、[データガイド]ペインを開きます。

3. ダッシュボードが開いている場合は、「データの説明を見る」が外れ値があるかどうかを分析

します。

ダッシュボードでシートを選択している場合、「データの説明を見る」がそのシートのマークを

分析し、外れ値を検出します。
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ダッシュボードでマークを選択している場合、「データの説明を見る」がそのマークだけを分析

して説明します。

説明されているマークは、対応する説明を選択するとVizで強調表示されます。
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必要に応じて、Viz内のマークを選択し、マークにカーソルを合わせることができます。ツールヒントメ

ニューで、[データガイド] を選択します。

Tableau Publicで、ツールヒントメニューの電球を選択して、「データの説明を見る」を実行します。

分析されたマークの値について考えられる説明は、[Data Guide (データガイド)]ペインに表示され

ます。別の説明名を選択して詳細を展開し、探索を始めます。

説明を見るために必要な「データの説明を見る」のパーミッション

[検出された外れ値 ]が「Vizの所有者に連絡してください」という注記とともに表示される場合、こ

れらのタイプの説明を表示するにはパーミッションが必要になります。所有者名を選択して、所有

者のメールアドレスが記載されたTableauコンテンツページに移動します。所有者に連絡して、

ワークブックまたはビューの「データの説明を見る」のパーミッションを付与するよう依頼してください。

ワークブックの所有者である場合、パーミッションの設定の詳細については、「「データの説明を見

る」を使用できるユーザーとユーザーが表示できる内容の制御」を参照してください。

「データの説明を見る」を使用するためのヒント

l 複数のマークを選択して、相互に比較することができます。

l ビューには、SUM、AVG、COUNT、COUNTD、AGGなどの計算フィールドを使用して集計

されたマークを含める必要があります。

Tableau Software 1207

Tableau Cloudヘルプ



l 「データの説明を見る」では、選択されたマークのタイプを分析できない場合、その理由を

示すメッセージが表示されます。詳細については、「「データの説明を見る」が使用できない

状況」 を参照してください。

l データは、単一のプライマリデータソースから取得する必要があります。「データの説明を見

る」は、ブレンドされたデータソース、またはキューブデータソースでは機能しません。

l 「データの説明を見る」で使用するデータソースをより興味深くするための特性については、

「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項を参照してください。

説明を掘り下げる

1. [データガイド]ペインで、説明名を選択して詳細を表示します。

説明を選択すると、詳細を展開したり、折りたたんだりすることができます。

2. スクロールすると、説明の詳細が表示されます。

3. 解説のチャートにカーソルを合わせると、各データポイントの詳細が表示されます。[開く]

アイコンを選択すると、Vizの拡大版を表示できます。

CreatorまたはExplorerが編集のためにビューを開いた場合は、[開く] アイコンを選択す

ると、新しいワークシートでVizが開き、より詳しくデータを調べることができます。

注 :編集権限を持つCreatorとExplorerは、「データの説明を見る」の設定を制御す

ることもできます。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの制御を参照

してください。

4. ヘルプアイコン にカーソルを合わせると、説明のためのツールヒントのヘルプを参照できま

す。ヘルプアイコン を選択して、ツールヒントを開いたままにします。[詳細 ]リンクを選択

すると、関連するヘルプトピックが開きます。

分析したフィールドを表示する

1. ダッシュボード、シート、マークで「データの説明を見る」を実行する。
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2. [データガイド]ペインの [Explore underlying values for (基になる値の探索 )]で、対象の

メジャー名を選択します。
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3. ペインの下部にある[number-of-fields (フィールド数 )]リンクを選択します。

作成者は、「データの説明を見る」の設定を開いて、分析に含めるフィールドを制御することもでき

ます。詳細については、「統計分析に使用するフィールドの変更」を参照してください。

説明での用語と概念

説明では、以下の用語や概念が頻繁に登場します。「データの説明を見る」におけるこれらの意

味を理解しておくと役立つ場合があります。

マークとは

マークとは、参照元のデータの中からいくつかのレコードの値を集約したものであり、選択可能な

データポイントとして表示されます。1つのマークは、1つのレコード、または複数のレコードをまとめ
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て作られています。Tableauでは、線、図形、棒、セルテキストなどのさまざまな方法でマークを表

示できます。

Tableauは、ビュー内のフィールドの交差に基づいて、マークを作り上げるレコードを取得します。

分析されたマークとは、「データの説明を見る」で分析された、ダッシュボードやシートのマークを指し

ます。

マークの詳細については、「マーク」を参照してください。

予測とは

マークの予測値は、Vizの参照元データの予測範囲の中央値です。予測範囲は、分析された

マークに対して統計モデルが予測する15パーセンタイルから85パーセンタイルまでの値の範囲で

す。Tableauは、選択したマークに対して統計分析を実行するたびに、予測範囲を算出します。

期待値の概要で、マークが予想よりも低いか予想よりも高いと説明されている場合、集計済みの

マーク値が、統計モデルがマークで予測している値の範囲外にあることを意味します。予測値の概

要で、マークが予測よりもわずかに低いか予測よりもわずかに高いと説明されているか、自然変動

幅の範囲内にあると説明されている場合は、集約されたマーク値は予測範囲内にあるが、中央

値よりも低いか高いことを意味します。

詳細については、「予測範囲とは」を参照してください。

ディメンションとメジャーとは

データベースの各列名はフィールドです。たとえば、製品名と売上は、それぞれフィールドです。

Tableauでは、製品名などのように、データを分類するフィールドはディメンションと呼びます。いっぽ

う、売上などのように、定量化できるデータを持つフィールドはメジャーと呼びます。Tableauは、メ

ジャーをビューにドラッグすると、デフォルトでメジャーを集計します。
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いくつかの説明では、参照元のレコードの値とそれらの値を集計したものが、分析されたマークの

値にどのように影響しているかを説明しています。別の説明では、分析されたマークのディメンショ

ン全体で、値がどのように分布しているかを説明しています。

マーク上で「データの説明を見る」を実行すると、ビューに表示されていない、データソースのディメ

ンションとメジャーについても分析で考慮されます。それらのフィールドは、非視覚化ディメンションや

非視覚化メジャーと呼びます。

ディメンションとメジャーの詳細については、「ディメンションとメジャー」を参照してください。

集計や集約とは

集計や集約とは、要約したり、合計したりした値です。Tableauでは、メジャーを行、列、マーク

カードオプション、ビューなどにドラッグするたびに、SUMやAVGなどの集計値を自動的に計算し

ます。たとえば、メジャーがSUM(売上 )やAVG(売上 )などと表示されていると、メジャーがどのよう

に集計されているかを示しています。

「データの説明を見る」を使用するには、SUM、AVG、COUNT、COUNTD、AGGなどで集計さ

れたメジャーをビジュアライゼーションで使用している必要があります。

集計の詳細については、「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

レコードの値とは

レコードは、データベーステーブルの行です。行には、各フィールドに対応する値が含まれていま

す。この例では、カテゴリ、製品名、売上などがフィールド(または列 )です。家具、フロアランプ、

96ドルなどが値です。

カテゴリ 製品名 売上

家具 フロアランプ $96.00

分布とは
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分布とは、データが取り得るすべての値 (または間隔 )のリストです。各値が発生する頻度 (発生

頻度 )も示します。

「データの説明を見る」の説明タイプ

Tableauは、vizやダッシュボードで新しいマークを選択して「データの説明を見る」を実行するたび

に、そのマークとワークブックの参照元データを使用して新たな統計分析を行います。考えられる説

明は、[データガイド]ペインの展開可能なセクションに表示されます。「データの説明を見る」が説

明を分析して評価するしくみについては、「「データの説明を見る」のしくみ」を参照してください。

基になる値を探索する

このセクションには、説明可能な各メジャー (ターゲットメジャーと呼ばれます)の説明が一覧表示さ

れます。一覧表示される各説明は、分析されたマーク上で調べたターゲットメジャーの値との関係

を説明しています。実世界でそのデータが実用的にどのような意味を持つかに基づいて、「データの

説明を見る」で検出された関係に意味があり、確認する価値があるかどうかを判断します。
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この例では、走行距離がターゲットメジャーです

基になる特性

この説明では、ビュー内のマークの参照元レコードが、説明されているメジャーの集計値にどのよう

に影響している可能性があるかを解説しています。マークの属性には、そのマークの極値、Null

値、レコード数、平均値などがあります。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念」を参照して

ください。

極値

この説明タイプでは、1つまたは複数のレコードの値が、ほとんどのレコードと比べて大幅に高いか

低いかを説明します。説明しているモデルがある場合は、分析されたマークのターゲットメジャーに

極値が影響を与えていることを示します。

マークに極値が含まれていても、ただちに、それらの値は外れ値である、または、ビューからそれらの

レコードを除外する必要がある、という意味ではありません。選択すべき内容は分析に応じて異

なります。説明は、単にマークの極値について指摘しているだけです。たとえば、バナナの価格が

10セントではなく10ドルであるレコードであれば、誤って入力された値だとわかるかもしれません。

または、特定の営業担当者がある四半期に優れた成績を収めていたことが明らかになるかもしれ

ません。

注 :パブリッシュされたワークブックの表示モードで説明を表示するには、作成者がその説明の

表示を有効にする必要があります。詳細については、「データの説明を見る」へのアクセスの

制御を参照してください。
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この説明では以下を示します。

l 分析されたマークの参照元レコード

の数。

l ターゲットメジャーの値に影響する

1つまたは複数の極値。

l マーク内の値の分布。

l 各値の分布に対応するレコードの

詳細。

探索オプションを以下に示します。

l グラフの円にカーソルを合わせると、

対応する値を表示できます。

l 詳細リストの下にある左矢印または

右矢印を選択すると、レコードの詳

細をスクロールできます。

l 利用可能な場合は、[フルデータを

表示 ]を選択してから、[フルデータ]
タブを選択すると、テーブル内にある

すべてのレコードを表示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l レコード数が少ない場合は、それら

の値を極値と比較して調べてくださ

い。

l 極値が他のレコード値よりも大幅に

高いまたは低い場合は、極値を除

外すると、分析されたマークの値が

どのように変化するか確認してくださ

い。

l 極値がある場合とない場合のデー

タを検討するときは、そのデータにつ

この例では、463時間というレンタル時間

の1つの極値が、予測よりも高い613時

間という総レンタル時間に影響していま

す。

この高い値の理由としては、誰かが自転

車を返却したときにドッキングするのを忘

れた可能性が考えられます。このような場

合は、作成者は将来の分析のためにこの

値を除外することをお勧めします。
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いての実用面での知識を活用する

必要があります。

違いを視覚化する

このセクションでは次のことを示していま

す。

l 極値を除いた場合の分析された

マーク値の変化。

探索オプションを以下に示します。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

l 極値がある場合とない場合の違い

を調べます。

l 作成者は、ビューを新しいシートと

して開き、フィルターを適用して極

値を除外できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

この例では、483という極値を除外する
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l 極値が他のレコード値よりも大幅に

高いまたは低い場合は、極値を除

外すると、分析されたマークの値が

どのように変化するか確認してくださ

い。

l 極値がある場合とない場合のデー

タを検討するときは、そのデータにつ

いての実用面での知識を活用する

必要があります。

と、分析されたマークは、ビュー内の他の

マークと比較してとくに高くないことがわかり

ます。他のマークが目立つようになりまし

た。自転車のレンタル時間が他のいくつか

の場所で長く、作成者はその理由を確認

しようとして、他のマークを調べたいと考え

るでしょう。

Null値

Null値の説明タイプは、想定よりも多くの欠落データがマーク内にあることを示しています。これは、

Nullであるターゲットのメジャーバリューの割合と、Null値がそのメジャーの集計値にどのように寄与

しているかを示しすものです。

この説明では以下を示します。

l 分析されたマーク(青色の円 )の
ターゲットメジャーのNull値の割合

探索オプションを以下に示します。

l 散布図の各円にカーソルを合わせ

ると、詳細を表示できます。

l スクロールすると、グラフをさらに表

示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l 必要に応じて、マークのNull値を

除外し、分析を進めます。

この例では、ターゲットメジャーのNull値

の割合が青色の円で示されています。
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レコード数

この説明タイプでは、参照元レコードの数が合計に影響を与えている場合を説明します。この分

析では、マークに集計されているレコードの数と、マークの実際の値との関係を確認します。

当たり前に思えるかもしれませんが、この説明タイプを利用すると、分析されたマークの値が、レ

コードの値に影響を受けているのか、レコードの数に影響を受けているのかを確認できます。

この説明では以下を示します。

l 分析されたマーク(濃い青色の

バー)のターゲットメジャーのレコー

ド数。

l ソースのビジュアライゼーションの他

のマーク(薄い水色のバー)のター

ゲットメジャーのレコード数。

探索オプションを以下に示します。

l 各バーにカーソルを合わせると、詳

細を表示できます。

l スクロールすると、グラフをさらに表

示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l 個々のレコードの値が低いか高い

か、または分析されたマークのレ

コード数が少ないか多いかを比較

します。

l レコードの数が多すぎるとわかった

場合は、作成者はデータを正規化

する必要があるかもしれません。

この例では、元のビジュアライゼーションの

ディメンションである乗車月ごとに、走行

距離のレコード数が一覧表示されていま

す。8月は総走行距離の値が最も高く

なっています。

8月に走行距離の値が最も高くなってい

るのは、8月には多くの人が乗車したから

か、それとも一部の人が長く走行したから
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かを確認することができます。

マークの平均値

この説明タイプでは、メジャーの平均が合計に影響を与えている場合を説明します。平均値が低

いか高いか、またはレコード数が少ないか多いかを比較できます。

この説明では以下を示します。

l ソースのビジュアライゼーションで使

用しているディメンションの各値の

ターゲットメジャーの平均。

探索オプションを以下に示します。

l 各バーにカーソルを合わせると、詳

細を表示できます。

l スクロールすると、グラフをさらに表

示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l 平均値が低いか高いか、またはレ

コード数が少ないか多いかを比較

できます。たとえば、利益が大きかっ

たのは、たくさんの商品を販売した

からか、または高価な商品を販売

したからか。

l 分析されたマークの平均値が大幅

に高いまたは低い理由を確認しま

す。

この例では、8月の平均走行距離は、ほ

かの月と比べて大幅に高くも低くもありま

せん。これは、8月は乗車時間が長い人

がいたからではなく、乗車回数が多かった

ため、8月の総走行距離が長かったことを

示しています。
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関連する単一の値

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

この説明タイプでは、視覚化されていないディメンションの単一の値が、分析されたマークの集計

値に影響している可能性がある場合を説明します。視覚化されていないディメンションとは、デー

タソース内に存在するが、現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。

この説明では、ディメンションの参照元レコードがすべて同じ値である場合や、分析されたマークに

対して多くのレコードまたは少数のレコードが同じ値であるためにディメンション値が目立つ場合に

ついて示しています。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念」を参照して

ください。
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この説明では以下を示します。

l ソースのビジュアライゼーションのす

べてのマーク(灰色のバー)に対する

分析されたマーク(青いバー)につい

て、ディメンションの単一値のレコー

ド数のパーセント。

l ソースのビジュアライゼーションのす

べてのマーク(灰色のバー)に対する

分析されたマーク(青いバー)につい

て、ディメンションの他のすべての値

のレコード数のパーセント。

l 分析されたマーク(青いバー)とすべ

てのマーク(灰色のバー)について、

ディメンションの単一値のターゲット

メジャーの平均。

l ソースのビジュアライゼーションのす

べてのマーク(灰色のバー)に対する

分析されたマーク(青いバー)につい

て、ディメンションの他のすべての値

のターゲットメジャーの平均。

探索オプションを以下に示します。

l 各バーにカーソルを合わせると、詳

細を表示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l この説明を使用すると、分析された

マークを構成するレコード値の構成

を確認できます。

l この説明で明らかになった視覚化さ

れていないディメンションを分析する

この例では、統計分析により、多くの乗車

がバック湾の駅周辺から行われていること

が明らかになりました。「駅周辺」は視覚

化されていないディメンションであり、ビジュ

アライゼーションの参照元データの走行距

離と何らかの関係があることがわかりま

す。
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ために、作成者は新しいビジュアラ

イゼーションを作成したいと思うかも

しれません。

影響を及ぼしている上位値

この説明を使って、分析されたマークの中で最も大きな割合を占める値を確認してください。

COUNT集計の場合、影響を及ぼしている上位値には最も多くのレコードを持つディメンジョン値

が表示されます。SUMの場合、この説明には、部分和が最も大きいディメンションの値が表示さ

れます。

関連するディメンション

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

この説明タイプでは、視覚化されていないディメンションの分布が、分析されたマークの集計値に

影響している可能性があることを説明します。この説明タイプは、ターゲットメジャーの合計、カウ

ント、平均に使用します。視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在するが、

現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念」を参照して

ください。
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この説明では以下を示します。

l ソースのビジュアライゼーションのす

べてのマーク(灰色のバー)のディメ

ンションのすべての値に対する、分

析されたマーク(青いバー)のディメ

ンションのすべての値のレコード数の

パーセント。

l すべてのマーク(灰色のバー)のディ

メンションのすべての値に対する、分

析されたマーク(青いバー)のディメ

ンションのすべての値のターゲットメ

ジャーの平均。

探索オプションを以下に示します。

l 各バーにカーソルを合わせると、詳

細を表示できます。

l スクロールすると、グラフをさらに表

示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l この説明を使用すると、分析された

マークを構成するレコード値の構成

を確認できます。

l この説明で明らかになった視覚化さ

れていないディメンションを分析する

ために、作成者は新しいビジュアラ

イゼーションを作成したいと思うかも

しれません。

この例では、統計分析により、全体的な

乗車のマークと比較して、サウス駅とMIT

からの乗車が多く、チャールズサークル駅

とケンダル駅からの乗車が少ないことが明

らかになりました。

「駅名」は視覚化されていないディメンショ

ンであり、ビジュアライゼーションの参照元

データの走行距離と何らかの関係がある
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ことがわかります。

関連するメジャー

この説明タイプでは、視覚化されていないメジャーの平均が、分析されたマークの集計値に影響

している可能性があることを説明します。視覚化されていないディメンションとは、データソース内

に存在するが、ビューでは現在使用していないディメンションを指します。

この説明により、視覚化されていないメジャーとターゲットメジャーの間の線形関係または二次関

係が明らかになります。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念」を参照して

ください。

この説明では以下を示します。

l ビュー内の分析されたマーク(青い

円 )とすべてのマーク(灰色の円 )に
ついて、ターゲットメジャーの合計と

視覚化されていないメジャーの平

均との関係。

l 視覚化されていないメジャーの平

均値が高いまたは低いために、ター

ゲットメジャーの合計が高いまたは

低い場合。

探索オプションを以下に示します。

l 各円にカーソルを合わせると、詳細

を表示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。
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さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l この説明で明らかになった視覚化

されていないメジャーを分析するた

めに、作成者は新しいビジュアライ

ゼーションを作成したいと思うかもし

れません。

この例では、走行距離が長い理由の1

つとして、平均合計レンタル時間が長い

ことが考えられます。

その他の探索項目

このセクションには、分析されたマークが一意的または異常であると考えられる理由が示されていま

す。これらの説明については、以下の点に注意してください。

l このマークがなぜその値であるかは説明していません。

l ソースの視覚化におけるメジャーの値とは関係がありません。

l ターゲットメジャーを考慮していません。

その他の興味深いディメンション

この説明を使用すると、分析されたマークを構成するレコード値の構成を確認できます。

分析されたマーク内の視覚化されていないディメンションの分布は、ビュー内の他のすべてのマーク

の値の分布と比較して異常です。視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在

するが、現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。

注 :説明で使用する一般的な用語の定義については、「説明での用語と概念」を参照してく

ださい。
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この説明では以下を示します。

l ソースのビジュアライゼーションのす

べてのマーク(灰色のバー)のディメ

ンションのすべての値に対する、分

析されたマーク(青いバー)のディメ

ンションのすべての値のレコード数

のパーセント。

探索オプションを以下に示します。

l 各バーにカーソルを合わせると、詳

細を表示できます。

l スクロールすると、グラフをさらに表

示できます。

l [開く] アイコンを選択すると、Viz

の拡大版を表示できます。

さらなる分析のための手順を以下に示し

ます。

l この説明を使用すると、分析され

たマークを構成するレコード値の構

成を確認できます。

l この説明で明らかになった視覚化

されていないディメンションを分析す

るために、作成者は新しいビジュア

ライゼーションを作成したいと思うか

もしれません。

この例では、高い割合のレコードが曇りの

天気に関連付けられています。データは

ボストンでのレンタサイクルに関するもので

あり、分析されたマークは8月の走行距

離であるため、通常、天気は暖かくて湿

度が高いと推測できます。暑さを避けるた

めに、曇りの日には自転車がより頻繁に

借りられたかもしれません。8月は曇りの

日が多かった可能性もあります。

「データの説明を見る」の分析済みフィールド

「データの説明を見る」は、ダッシュボードやシート上で統計分析を行い、異常値となっているマー

クや、選択した具体的なマークを検索します。また、現在のビューには表示されていない、データ

ソースの関連するデータポイントの可能性も考慮されます。
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「データの説明を見る」の分析では、データソースのすべての列が含まれるわけではありません。多く

の場合、特定の種類のフィールドは自動的に分析から除外されます。詳細については、既定で除

外されるフィールドを参照してください。

注 : 500を超える一意の値を持つディメンションは、分析の対象とは見なされません (「データの

説明を見る」の設定で作成者によって許可されている場合を除く)。

すべてのユーザーは、現在の分析に含まれるフィールドまたは除外されるフィールドに関する情報を

表示できます。編集パーミッションを持つCreatorとExplororは、「データの説明を見る」で使用す

るフィールドを編集して、統計分析に使用することができます。

「データの説明を見る」によって分析されたフィールドを表示する

マークの値に寄与するメジャーの説明を展開すると、分析で考慮されるフィールド数を示すリンクが

[データガイド]ペインの下部に表示されます。
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リンクをクリックして、現在の統計分析に含まれるフィールドのリスト、または現在の統計分析から

除外されるフィールドのリストを表示します。

データソースに含まれるディメンションやメジャーのうちビジュアライズされていないものが1,000個を

超える場合、「データの説明を見る」でさらにフィールドを考慮するかどうかを尋ねるアラートが表示

されることがあります。[すべて説明 ]をクリックして、フィールドをさらに含めて分析を実行します。分

析が完了するまで時間がかかる場合があります。

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを表示するには

1. ダッシュボード、シート、マーク上で「データの説明を見る」を実行します。

2. [データガイド]ペインの [値への寄与 ]で、メジャー名をクリックします。
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3. ペインの下部にある[number-of-fields (フィールド数 )]リンクをクリックします。
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統計分析に使用されるフィールドを変更する

編集パーミッションを持つCreatorとExplorerは、[「データの説明を見る」]ダイアログボックスの

[フィールド]タブで、統計分析に含めるフィールドまたは統計分析から除外するフィールドを選択で

きます。
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データソース内のディメンションに一意の値が多数含まれる場合 (500個まで)、それらのフィールド

は分析対象とは見なされません。

「データの説明を見る」が統計分析に使用するフィールドを編集するには

分析済みフィールドの設定は、データソースレベルで適用されます。

1. ビューを編集するときに、マーク上で「データの説明を見る」を実行します。

2. [データガイド]ペインで、ペインの下部にある設定のアイコンをクリックします。または、

[Analyzed Fields (分析済みフィールド)]ビュー (分析済みフィールドを開く方法 )の [編集 ]ボ
タンをクリックします。
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3. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで [フィールド]タブをクリックします。

4. フィールド名の横にあるドロップダウン矢印をクリックし、[Automatic (自動 )]または[Never
Include (含めない)]を選択して、[OK]をクリックします。

分析に含めるには、フィールドの一意の値が500個未満である必要があります。
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既定で除外されるフィールド

既定で除外されるフィールド 除外の理由

データソースに1,000を超えるメジャーが

あるときの、すべてのビジュアライズされて

いないメジャー。

データソースに1,000を超えるディメン

ションがあるときの、すべてのビジュアライ

ズされていないディメンション。

1,000個を超えるビジュアライズされていないメ

ジャーやディメンションの説明を計算すると、計算に

時間がかかり、場合によっては数分かかることがあ

ります。これらのフィールドは初期分析では規定に

より除外されますが、さらに分析するためにそれらを

含めるよう選択することができます。

このような場合は、「データの説明を見る」で複数の

フィールドを考慮するかどうかを確認するアラートが

表示されることがあります。詳細を表示するには、

アラートのリンクをクリックします。[すべて説明 ]をク

リックして、フィールドをさらに含めて分析を実行し
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既定で除外されるフィールド 除外の理由

ます。

ジオメトリ、緯度、または経度を使用する

フィールド

ジオメトリ、緯度、経度だけでは説明にはなりえま

せん。緯度や経度を説明として呼び出す説明は、

偽の相関関係によるものであり、確実な説明では

ない可能性が高いです。

濃度の高いディメンション(500人を超え

るメンバーを持つディメンション)
高濃度のディメンションは、計算に時間がかかりま

す。ディメンションに500個を超える一意の値が含

まれる場合は、分析対象として見なされません。

グループ、ビン、またはセット 現在サポートされていません。

表計算 表計算がビューとは異なる詳細レベルにある場合

は、表計算を分析することはできません。

平均化できないビジュアライズされていな

いメジャー

平均化できないビジュアライズされていないメジャー

には、計算式に集計が含まれる計算フィールドであ

るメジャーが含まれます (シートに追加するとAGG()
フィールドとして表示されます)。

非連続メジャーと連続ディメンション 現在サポートされていません。

非表示のフィールド 利用できません。

エラーのある計算フィールド 分析する値がありません。

「データの説明を見る」を使用する場合の要件と考慮事項

Tableau Desktopの作成者は、いつでも「データの説明を見る」を使用できます。

Tableau CloudおよびTableau Serverでは、「データの説明を見る」がサイトに対して有効になっ

ている場合、適切なパーミッションを持つCreatorとExplorerは、ワークブックを編集する際に

「データの説明を見る」を実行できます。適切な権限を持つすべてのユーザーは、パブリッシュされ

たワークブックの表示モードで「データの説明を見る」を実行できます。詳細については、「データの

説明を見る」へのアクセスの制御を参照してください。
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「データの説明を見る」の使用に最適なVizとは

「データの説明を見る」は、要約されたデータを伝達するインフォグラフィックスタイルの説明的なViz

ではなく、より深い調査と分析を必要とするビジュアライゼーションで使用するのが最も適していま

す。

l 「データの説明を見る」がデータのモデルを作成し、説明を生成するには、行レベルのデータ

が必要です。参照元データの行レベルのデータを含むVizで、視覚化されていないフィール

ドに関係が存在する可能性がある場合は、「データの説明を見る」を実行する絶好の機会

です。

l 事前に集計されたデータに基づくVizで、行レベルのデータにアクセスできない場合は、

「データの説明を見る」によって実行される統計分析には適していません。

「データの説明を見る」に最適なデータ

ワークシートで「データの説明を見る」を使用する場合は、「データの説明を見る」は以下と連携す

ることを覚えておいてください。

l 単一のマークのみ:「データの説明を見る」は単一のマークを分析します。複数のマークの分

析はサポートされていません。

l 集計データ:ビューには、SUM、AVG、COUNT、またはCOUNTDを使用して集計された1

つ以上のメジャーを含める必要があります。少なくとも1つのディメンションがビューに存在す

る必要があります。

l 単一のデータソースのみ:データは単一のプライマリデータソースから抽出する必要がありま

す。「データの説明を見る」は、ブレンドされたデータソース、またはキューブデータソースでは

機能しません。

ワークブックのデータソースを準備する際、分析時に「データの説明を見る」を使用する場合は、次

の点に注意してください。

l 十分に広域な参照元データを含むデータソースを使用します。理想的なデータセットに

は、説明を行う1つまたは複数の集計メジャーに加えて、10 ～ 20以上の列が含まれてい

ます。

l 列 (フィールド)にわかりやすい名前を付けます。
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l 冗長な列とデータ準備アーティファクトを排除します。詳細については、統計分析に使用さ

れるフィールドを変更するを参照してください。

l データソース内の視覚化されていない列は破棄しないでください。「データの説明を見る」

では、マークを分析するときに、参照元データのフィールドが考慮されます。

l カーディナリティディメンションが低い方が適切に機能します。カテゴリーディメンションの説

明は、基数が高すぎない方が解釈しやすくなります (20カテゴリー未満 )。ディメンションに

500個を超える一意の値が含まれる場合は、分析対象として見なされません。

l 原則として、データは事前に集計しないでください。ただし、データソースが大規模な場合

は、データを適切な詳細レベルに事前に集約することを検討してください。

l ライブデータソースに対しては抽出を使用します。抽出は、ライブデータソースよりも速く

実行されます。ライブデータソースを使用すると、説明を作成するプロセスで多数のクエリ

(各候補の説明ごとに約 1つずつ)が作成されるため、説明の生成により長い時間がか

かってしまいます。

「データの説明を見る」が使用できない場合

データソースやビューの特性によっては、「データの説明を見る」を選択したマークで使用できない

場合があります。「データの説明を見る」で選択したマークを分析できない場合、「データの説明を

見る」アイコンとコンテキストメニューコマンドは使用できません。

「データの説明を見る」は、以下を

使用するビューでは実行できませ

ん。

l マップの座標フィルター

l ブレンドされたデータソース

l パラメーターを含むデータソース

l AccessなどのCOUNTD構文またはCOUNT
(DISTINCT...)構文をサポートしないデータソー

ス。

l 集計メジャーのフィルター

l 非集計メジャー

「データの説明を見る」は、以下を

選択した場合は実行できません。

l 複数のマーク

l 軸

l 凡例

l 総計

l 傾向線またはリファレンスライン

l 非常に少ない数のマークを含むビュー内のマーク

「データの説明を見る」は、以下の l SUM、AVG、COUNT、COUNTDを使用して集
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説明に使用されるメジャーでは実

行できません。

計されません

l 表計算です

l メジャーバリューで使用されます

「データの説明を見る」は、以下の

場合にディメンションの説明を提供

できません。

l 計算フィールド

l パラメーター

l メジャーネームとメジャーバリューで使用される

場合

l 500個を超える一意の値が含まれるフィールド。

ディメンションに500個を超える一意の値が含ま

れる場合は、分析対象として見なされません。

「データの説明を見る」へのアクセスの制御

「データの説明を見る」へのアクセスは、サイトロールととコンテンツパーミッションによって異なります。

Tableau Desktopの作成者は、いつでも「データの説明を見る」を使用できます。適切なパーミッ

ションを持つ作成者は、Tableau CloudおよびTableau Serverの編集モードで「データの説明を

見る」を実行できます。

また、作成者は、パブリッシュされたワークブックの表示モードで「データの説明を見る」を表示するか

どうか、およびどの説明タイプを表示するかを制御できます。

「データの説明を見る」では、ビューに表示されていないデータソースのディメンションとメジャーから値

を表示することもできます。作成者は、「データの説明を見る」を実行し、結果として表示される説

明を確認して、公開されたワークブックに機密データが公開されていないことをチェックする必要があ

ります。

「データの説明を見る」にアクセスできるユーザー

デフォルトでは、「データの説明を見る」はサイトレベルで有効になっています。サーバー管理者

(Tableau Server)とサイト管理者 (Tableau Cloud)は、サイトで「データの説明を見る」を使用でき

るかどうかを制御できます。詳細については、サイトに対する「データの説明を見る」の無効化また

は有効化を参照してください。
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モード アクセスできるユーザー

表示モード TableauのViewer、Explorer、Creator ([Run Explain Data
(「データの説明を見る」を実行 )]パーミッション機能を持つ)は、

「データの説明を見る」の説明を表示モードで実行および探索で

きます。

編集モード TableauのCreatorは、Tableau Desktop、Tableau Cloud、

Tableau Serverでビューを編集するときに「データの説明を見る」

を実行できます。[Run Explain Data (「データの説明を見る」を実

行 )]パーミッション機能と編集権限を持つExplorerは、Tableau

CloudまたはTableau Serverでワークブックを編集するときに

「データの説明を見る」を実行できます。

Creatorと編集権限を持つExplorerは、新しいワークシートを開

いてさらに分析することができます。

また、「データの説明を見る」の設定を使用して、「データの説明

を見る」を使用できるユーザーと表示内容を制御することもできま

す。

「データの説明を見る」を使用できるユーザーとユーザーが表示できる内容

の制御

Tableau CloudおよびTableau Serverの編集モードと表示モードで「データの説明を見る」を使

用できるようにするには、設定の組み合わせを有効にする必要があります。

編集モード

作成者が編集モードで「データの説明を見る」を実行したり、「データの説明を見る」の設定を編

集したりするための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで

有効に設定されています。

l サイトロール: CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )。
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l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ]に設定され

ている。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableau
バージョン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[Run Explain
Data (「データの説明を見る」を実行 )]を[許可 ]にリセットする必要があります。

注 : CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )の [すべてのデータのダウンロード]機能は、極

値の説明の [フルデータの表示 ]オプションを表示するかどうかを制御します。Viewerの場合、

[すべてのデータのダウンロード]機能が常に拒否されます。ただし、「データの説明を見る」の設

定で極値の説明のタイプが有効になっている場合は、すべてのユーザーがレコードレベルの詳

細を表示できます。

編集権限と[Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]パーミッション機能を持つCreator

とExplorerは、以下を制御するためのオプションを提供する[「データの説明を見る」の設定 ]にアク

セスできます。

l [データガイド]ペインに表示される説明タイプ

l 統計分析に含めるフィールドと除外するフィールド。

これらのオプションはワークブック全体に対する設定であり、[「データの説明を見る」の説明 ]ダイアロ

グボックスでのみ設定できます。

表示モード

すべてのユーザーが「データの説明を見る」を表示モードで実行するための要件は次のとおりです。

l サイト設定 : [「データの説明を見る」の可用性 ]が [有効 ]に設定されている。デフォルトで有

効に設定されています。

l サイトロール: Creator、Explorer、またはViewer。
l パーミッション: [Run Explain Data (「データの説明を見る」を実行 )]が [許可 ]に設定され

ている。既定では指定されていません。このパーミッションを使用したワークブック(Tableau
バージョン2022.1以前 )をTableauバージョン2022.2以降で開く場合は、[Run Explain
Data (「データの説明を見る」を実行 )]を[許可 ]にリセットする必要があります。
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注 :データガイドで検出された外れ値の説明を表示するには、Vizのユーザーは、ワークブック

またはビューに対して許可された「データの説明を見る」のパーミッションを持っている必要があ

ります。ワークブックの所有者は、Tableau ServerまたはTableau Cloudでこのワークブックの

パーミッション設定を開き、そのユーザーに「データの説明を見る」のパーミッションを許可する

必要があります。

「データの説明を見る」の説明のダイアログボックスを開く

1. [分析 ]メニューから、[「データの説明を見る」の設定 ]を選択します。または、[データガイド]
ペインで、設定のアイコン(右下 )をクリックします。

「データの説明を見る」の表示に説明タイプを含めるか除外する

Creatorと編集権限を持つExplorerは、すべてのワークブックユーザーに表示する説明タイプを、

除外するか含めるか選択できます。

1. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで、[説明のタイプ]タブをクリックします。
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2. 説明タイプのリストで、説明タイプを選択またはクリアします。

3. [OK]をクリックします。

公開されたワークブックを保存して閉じ、ワークブックから表示モードでビューを開くことにより、設定

をテストします。通常、極値の説明があるマークを選択し、「データの説明を見る」を実行して説明

の結果を確認します。

統計分析に使用するフィールドを含めるか除外する

Creatorと編集権限を持つExplorerは、分析の対象とするフィールドを、除外するか含めるか選

択できます。

1. [データガイド]ペイン(右下 )で、設定のアイコンをクリックします。または、[分析フィールド

ビュー]の [編集 ]ボタンをクリックします。
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2. [「データの説明を見る」の設定 ]ダイアログボックスで、[フィールド]タブをクリックします。

3. [含める]の下のフィールドのリストで、ドロップダウン矢印をクリックして[自動 ]を選択し、そ

のワークブックで「データの説明を見る」が実行されるたびに適格なフィールドが含まれるよう

にします。

分析に含めるには、フィールドの一意の値が500個未満である必要があります。
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特定のフィールドを明示的に除外するには、[含めない]を選択します。

フィールドを考慮せずにデータの統計分析を実行するには、[含めるものがない]を選択しま

す。

デフォルト設定に戻すには、[リセット]を選択します。

4. [OK]をクリックします。

公開されたワークブックを保存して設定をテストします。マークを選択して「データの説明を見る」を

実行し、説明の結果を確認します。

ユーザーがメールやSlackを介して説明を共有できるようにTableauを構成

する

Tableau管理者は、メールまたはSlackを介して説明を表示モードで他のTableauユーザーと共

有できるかどうかを制御できます。
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次の手順に従って、Tableau CloudまたはTableau ServerでメールおよびSlackを介して通知や

共有を行うことを許可します。

1. [設定 ]をクリックします。

2. [全般 ]タブで、[通知の管理 ]セクションまでスクロールします。

3. コラボレーションの場合、[Tableau 上 ]、[メール]、および [Slack]を介した[共有 ]を選択し

ます。

Slackを介して説明を共有するには、TableauアプリがSlackワークスペースに設定されている必

要があります。Tableau Cloudでは、Slackを介した説明の共有が既定で有効になっています。

Tableau Serverでは、管理者がTableau Slackアプリを設定する必要があります。詳細について

は、「TableauとSlackワークスペースの統合」を参照してください。

「データの説明を見る」のしくみ

「データの説明を見る」は、データをより詳細に探索するための増分出発点として使用します。

データが生成する説明によって、ビュー内の分析済みマークを構成する値や関連する値など、さ

まざまな値を表示できるようになりますこれにより、データソース内のデータポイントの特性、および

統計モデリングを使用したデータの関連付け方法 (相関性 )について説明できるようになります。こ

れらの説明では、データを調査したり次に探索する内容についての興味深いヒントを見つけたりす

るための別のツールが提供されます。

注 : データの説明を見るは、データ内の関係を明らかにし、説明するツールです。関係の原因や

データの解釈方法は教えてくれません。あなたこそがデータのエキスパートです。さまざまなビューを

使用してさらに深く掘り下げていこうと興味がわく特性を判断する鍵となるのは、ドメインに関する

あなたの知識や直感です。

「データの説明を見る」のしくみと、分析を強化するために「データの説明を見る」を使用する方法

に関する関連情報については、Tableau Conferenceのプレゼンテーションを参照してください。

l アナリストから統計学者へ:実際の「データの説明を見る」 (1時間 )
l 「データの説明を見る」の活用 (45分 )
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「データの説明を見る」であるもの (および「データの説明を見る」ではないも

の)

「データの説明を見る」とは次のものを指します。

l ドメインの専門知識を活用するツールとワークフロー。

l データの関係を明らかにし、次にどこを見るべきかを推奨するツール。

l データ分析を迅速化しより広範なユーザーがデータ分析にアクセスしやすくするためのツール

とワークフロー。

「データの説明を見る」とは次のものを指しません。

l 統計テストツール。

l 仮説を証明または反証するツール。

l データの因果関係について、回答を与えたり、何かを教えるツール。

マークで「データの説明を見る」を実行するときは、次の点に注意してください。

l データの形状、サイズ、およびカーディナリティを考慮する。「データの説明を見る」は小さな

データセットで使用できますが、十分な幅と、モデルを作成するための十分なマーク(粒度 )

が含まれている必要があります。

l 因果関係を想定しない。相関関係は因果関係ではありません。説明はデータのモデルに

基づいていますが、因果関係を説明するものではありません。

相関関係があるとは、いくつかのデータ変数の間 (たとえばAとBの間 )に関係があることを

意味します。データの関連性を見ただけで、Aが原因でBになった、Bが原因でAになっ

た、またはもっと複雑な何かが実際に起きていることは断定できません。データのパターン

は、それぞれの場合で全く同じであり、アルゴリズムによりそれぞれの場合の違いを示すこと

はできません。2つの変数が一緒に変化すると思われるというだけで、必ずしも一方が他方

の変化の原因であるとは限りません。3つ目の要素がその両方の変化の原因の可能性も

あれば、それが偶然で全く因果関係がない場合もあります。

とはいえ、どういうことかを特定するのに役立つ、データに含まれていない外的知識がある場

合があります。一般的な類の外的知識と言えば、実験でデータを収集した状況がありま
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す。コイン投げでBが選択されたことを知っているなら、Aの違いの一貫したパターン(単な

るランダムノイズではない)はBが原因でなければいけません。これらの概念の詳細な説明

については、Hal Varianの記事「Causal inference in economics and marketing」を参照

してください。

説明の分析および評価方法

「データの説明を見る」は、ダッシュボードやシート上で統計分析を行い、異常値となっているマー

クや、選択した具体的なマークを検索します。また、現在のビューには表示されていない、データ

ソースの関連するデータポイントの可能性も考慮されます。

「データの説明を見る」では、最初にビジュアライゼーションに存在するデータのみを使用してマーク

の値を予測します。次に、データソース内のデータ(現在のビューではない)が考慮され、モデルに

追加されます。モデルによって、予測されるマーク値の範囲が決まりますが、これは予測値の1標

準偏差以内です。

予測範囲とは

マークの予測値は、Vizの参照元データの予測範囲の中央値です。予測範囲は、分析された

マークに対して統計モデルが予測する15パーセンタイルから85パーセンタイルまでの値の範囲で

す。Tableauは、選択したマークに対して統計分析を実行するたびに、予測範囲を算出します。

考えられる説明は、統計モデルを使用して説明能力が評価されます。説明ごとに、期待値と実

際の値とが比較されます。

値 説明

予測より高い / 予測

より低い

期待値の概要で、マークが予想よりも低いか予想よりも高いと説明さ

れている場合、集計済みのマーク値が、統計モデルがマークで予測し

ている値の範囲外にあることを意味します。予測値の概要で、マーク

が予測よりもわずかに低いか予測よりもわずかに高いと説明されてい

るか、自然変動幅の範囲内にあると説明されている場合は、集約さ

れたマーク値は予測範囲内にあるが、中央値よりも低いか高いことを

意味します。

予測値 マークに予測値がある場合、その値が、そのマークの統計モデルが予
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値 説明

測している予測値の範囲内にあることを意味します。

ランダムな変動 分析されたマークのレコード数が少ない場合、「データの説明を見る」

で使用できる十分なデータがないため、統計的に有意な説明が作成

されない可能性がありますマークの値が予測範囲外の場合、この予

期しない値がランダムな変動によるものなのか、参照元レコードの意

味のある違いによるものなのかを「データの説明を見る」で判断できま

せん。

説明なし 分析されたマーク値が予想範囲外で、「データの説明を見る」で使用

する統計モデルに適合しない場合、説明は生成されません。

分析に使用されるモデル

「データの説明を見る」はビュー内のデータに関するモデルを作成してマークの値を予測し、そのモデ

ルを踏まえ、マークが予測より高いか低いかを判断します。次に、データソースからビューへの列の

追加やレコードレベルの外れ値のフラグ付けといった追加の情報を潜在的な説明として検討しま

す。潜在的な説明ごとに、「データの説明を見る」で新しいモデルを適合させ、新しい情報を踏まえ

てマークがどの程度想定外であったかを評価します。説明が必要となる変動性の大きさに対して

複雑性 (データソースから追加される情報の量 )をトレードオフすることで、説明が採点されます。

わかりやすい説明とは、変化のある説明よりも簡単であることです。

説明のタイプ 評価

極値 極値は、視覚化されたマークのモデルに基づく、外れ値となる集計マー

クです。選択したマークは、レコード値がデータで期待値分布の端にあ

る場合に極値を含むと見なされます。

極値は、極値がある場合とない場合の集計マークを比較することに

よって決定されます。値を削除してもマークがあまり減らなければ、高い

得点が得られます。

マークに極値が含まれていても、ただちに、それらの値は外れ値であ
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説明のタイプ 評価

る、または、ビューからそれらのレコードを除外する必要がある、という意

味ではありません。選択すべき内容は分析に応じて異なります。説明

は単にマーク内の興味深い極値を示しています。たとえば、バナナの価

格が10セントではなく10ドルであるレコードであれば、誤って入力され

た値だとわかるかもしれません。または、特定の営業担当者がある四

半期に優れた成績を収めていたことが明らかになるかもしれません。

レコード数 レコード数は、個数を集計する観点から集計の合計をモデル化して説

明したものです。いっぽう、レコードの平均値は、平均を集計する観点

からモデル化しています。モデルが合計をより適切に説明するほど、スコ

アは高くなります。

ここでは、数が多いまたは少ないか、平均が高いまたは低いことが原因

で合計が興味深いかどうかについて説明します。

マークの平均値 このタイプの説明は、合計を表す集計マークで使用されます。集計す

る個数または平均の観点から、SUM(X) = COUNT(X) * AVG(X)の関

係を踏まえて、そのマークが他のマークと一致しているかどうかを説明し

ます。

ここでは、数が多いまたは少ないか、平均が高いまたは低いことが原因

で合計が興味深いかどうかについて説明します。

関連するディメンショ

ン

この説明は、視覚化されていないディメンションのカテゴリ間の分析とい

う観点から、分析されたマークのターゲットメジャーをモデル化します。こ

の分析により、モデルの複雑さとマークの説明のバランスを取ることがで

きます。

視覚化されていないディメンションとは、データソース内に存在するが、

現在ビューでは使用されていないディメンションを指します。このタイプの

説明は、合計、カウント、平均に使用されます。

非視覚化ディメンションのモデルは、説明する列の分類値に従ってマー
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説明のタイプ 評価

クを分割してから、ソースのビジュアライゼーションに含まれるすべての

データポイントが含まれた値を使用してモデルを構築し、作成されま

す。行ごとに、モデルが各マークを形成する個々のコンポーネントの復

元を試みます。分析では、視覚化されていないディメンションの値が不

明なモデルを使用した場合と比べて、視覚化されていないディメンショ

ンに対応するコンポーネントをモデル化して合計すると、モデルがマーク

をより適切に予測するかどうかを示します。

集計ディメンションの説明では、マークの値が条件を指定せずにどの程

度詳しく説明されているかを調べます。次に、潜在的な説明となる各

列の値にモデルが条件を付けます。説明の列の分布に条件を付ける

ことによって、より優れた予測が得られます。

関連するメジャー この説明は、視覚化されていないメジャーの観点から、視覚化された

ディメンション全体で平均を集計してマークをモデル化します。視覚化

されていないディメンションとは、データソース内に存在するが、ビューで

は現在使用していないディメンションを指します。

関連するメジャーの説明によって、視覚化されていないメジャーとター

ゲットメジャーの間の線形関係または二次関係が明らかになります。

サイトに対する「データの説明を見る」の無効化または有効化

既定で「データの説明を見る」はサイトに対して有効になっていますが、Tableau管理者はそれを

無効にすることができます。

1. [全般 ]サイト設定に移動します。

2. (Tableau Serverのみ) [Web 作成 ]セクションで、[Let users edit workbooks in their
browser (ユーザーが自分のブラウザーでワークブックを編集するのを許可する)]を選択しま

す。

3. [Availability of Explain Data (「データの説明を見る」の可用性 )]セクションで、次のオプ

ションから選択します。
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l 有効にすると、適切なパーミッションを持つCreatorとExplorerが「データの説明を

見る」を編集モードで実行できるようになります。表示モードが有効になっている場

合、適切な権限を持つすべてのユーザーが「データの説明を見る」を実行できます。

l 無効にすると、すべてのユーザーが「データの説明を見る」を実行したり、ワークブック

の「データの説明を見る」設定にアクセスしたりできなくなります。

アクセラレーターを使用してデータを迅速に可視

化する

Tableau Acceleratorは、データ分析を迅速に開始できるように設計された、事前に構築済みの

ダッシュボードです。アクセラレーターは、特定の業界や企業のアプリケーションに合わせて、サンプ

ルデータで構築されています。自社のデータに置き換えると、最小限の設定でインサイトを得るこ

とができます。

SalesforceのSales Cloudのパイプラインアクセラレーター
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アクセラレーターの入手先

Tableau ExchangeとTableau Desktopで、すべてのアクセラレーターにアクセスできます。また、

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に、厳選されたアクセラレーターを使用することができま

す。

Tableau ExchangeのWebサイトの場合

1. Tableau ExchangeのWebサイトのアクセラレーターページにアクセスします。アクセラレー

ターは、適用する業界や、接続するデータの種類でフィルタリングして検索することができま

す。

2. Tableau ExchangeのWebサイトにサインインします。アカウントをお持ちでない場合は、ア

カウントを作成してください。

3. 使用したいアクセラレーターが見つかったら、[ダウンロード]をクリックしてTWBXファイルを取

得します。

アクセラレーターは単にパッケージ化されたワークブックなので、ダウンロードしたファイルは

Tableau Desktopで開くか、Tableau Cloud上のサイトやTableau Serverにアップロードす

ることができます。ワークブックのアップロードの詳細については、「Tableauサイトへのワーク

ブックのアップロード」を参照してください。

Tableau Desktopの場合

1. Tableau Desktopのスタートページで、[その他のアクセラレーター]を選択します。

2. このリストにあるアクセラレーターは、Tableau ExchangeのWebサイトに表示されているも

のと同じですが、Tableau Desktopを離れることなくアクセラレーターを開くことができるという
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利便性が追加されています。

3. 使用したいアクセラレーターが見つかったら、[開く]を選択して作業を開始します。

Tableau Cloudの場合

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に使用できるアクセラレーターの数には制限がありま

す。これらのアクセラレーターは、Salesforce、ServiceNow ITSM、LinkedIn Sales Navigator、

Marketo、Oracle Eloquaなどのクラウドベースのデータに接続します。

1. Tableau CloudのCreatorである場合は、[ホーム]または [検索 ]ページに移動し、[新規 ]
ボタンをクリックして[ワークブック]を選択します。

注 :サイト管理者は、ホームページの [アクセラレーター]とラベル付けされたセクションか

らアクセラレーターにアクセスすることもできます。

2. [データへの接続 ]ウィンドウの上部にある[アクセラレーター]を選択すると、Tableau Cloud
で接続できるアクセラレーターを参照することができます。
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Tableau ExchangeからTableau Cloudにアクセラレーターをアップロードすると、Tableau Desktop

の場合と同様に使用することができます。ただし、Tableau Cloudの手順ではなく、Tableau

Desktopの手順に従ってデータをアクセラレーターに取り込む必要があります。

Tableau Exchangeからアクセラレーターを使用する

Tableau ExchangeのWebサイトからダウンロードしたアクセラレーターや、Tableau Desktopから

開いたアクセラレーターを使用するには、このセクションの手順に従います。Tableau Cloudでワーク

ブックを作成する際にアクセラレーターを使用する手順については、「Tableau Cloudでアクセラレー

ターを直接使用する」を参照してください。

Tableau Desktopでアクセラレーターにデータを追加する

データマッパーを使用する

Tableau Desktop 2023.1の限定された数のアクセラレーターにデータマッピングが導入されました。

2023.2以降、データマッパーに以下の機能が追加されました。

l データマッパーを閉じると選択内容が保存され、中断したところから再開できます。

l 接続されているさまざまなデータソースを切り替えることができます。

l 数多くのアクセラレーターに対応します。

データマッパーを使用すると、データに接続して、アクセラレーターに必要なフィールドにデータ内の

フィールドをマッピングすることができます。ダウンロードしたアクセラレーターがデータマッパーをサポー

トしている場合は、作業を開始するためのプロンプトが表示されます。データマッパーをサポートす

るアクセラレーターを見つけるには、Tableau ExchangeWebサイトで [データマッピングが有効 ]フィ

ルターを選択します。

データマッパーをサポートしていないアクセラレーターの場合は、「データを手動で追加する」の手順

に従ってください。

1. アクセラレーターを開くと、データマッパーが開きます。[Get started (開始する)].を選択しま

す。
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データマッパーを閉じた場合、[データ]メニューから[データマッパーを開く]を選択すると、い

つでももう一度開くことができます。

2. 既にデータに接続している場合は、マッピングに使用するデータソースを選択します。それ

以外の場合は、[データに接続 ]を選択し、アクセラレーターで使用するファイルまたはクラウ

ドベースのデータを選択します。

3. テーブルが複数ある、パブリッシュされていないデータソースの場合、データをキャンバスに追

加して、Tableauがフィールドにアクセスできるようにする必要があります。データを設定する

プロンプトが表示された場合は、1つ以上のテーブルまたはシートをデータソースキャンバス

にドラッグします。追加したデータが、アクセラレーターにマッピングできるようになります。

データソースの構築の詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用する」を

参照してください。
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4. データを追加すると、データマッパーの [宛先 ]列にフィールドが表示されます。アクセラレー

ターの各フィールドに対して、データと同じデータ型のフィールドを選択します。フィールドに

カーソルを合わせると、詳細が表示されます。

データ内のフィールドが間違った型としてマークされていることに気付いた場合は、データ型を

変更してマッピングします。詳細については、「データ型」を参照してください。

データマッピングに使用するデータソースを切り替えるには、[宛先 ]の後にデータソース名を

選択し、接続している他のデータソースを選択するか、[新しいデータソース]を選択しま

す。データソースを切り替えると、選択した内容はクリアされます。

5. データマッパーの左下にあるインジケーターは、割り当てたフィールドの数を示します。割り当

てを完了したら、[データの置換 ].を選択します。
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マッピングされていないフィールドがあると、それらのフィールドを使用するダッシュボードが壊

れる原因になります。これは、データを置き換えると、すべてのサンプルデータがアクセラレー

ターから削除されるためです。

6. アクセラレーターのサンプルデータをユーザーのデータに置き換えます。データマッパーを閉じ

る前に、ダッシュボードをチェックして、データが期待どおりにマッピングされていることを確認し

てください。データに問題がある場合は、[Make Changes (変更を加える)]を選択すると、

割り当て画面に戻ります。調整後、もう一度データを置換します。

Tableau Desktop 2023.2以降、データマッパーを閉じた後に調整を行う場合は、[データ]、[デー

タマッパーを開く]の順に選択し、対象を絞り込みます。Tableau Desktop 2023.1では、選択した

内容は保持されず、データマッパーをもう一度開いた場合、データソースを追加してフィールドごと

に割り当てるプロセスを繰り返す必要があります。

データを手動で追加する

アクセラレーターにデータを追加する方法には、データソースを新しいデータソースに置き換える方

法 (1)と、既存のデータソースに新しい接続を追加する方法 (2)の2つがあります。

方法 1 方法 2

複数のテーブルを持つデータソー

スで使用できる。

物理テーブルを1つしか持たないデータソースで使用で

きる。

Tableau Desktopでフィールド名

を変更して、アクセラレーターと一

致させることができる。

Tableau Desktopではフィールド名を変更できないため、

データソースのフィールド名とアクセラレーターのフィールド

名が一致している必要がある。

アクセラレーターのフォルダー構造

が保持されない。

アクセラレーターが使用するフィールドを整理するための

フォルダー構造を保持します。

方法 1:データソースを置き換える

複数のテーブルを含むデータソースを追加する場合は、この方法を使用します。

1. Tableau Desktopでアクセラレーターを開いた状態で、[データ] > [新しいデータソース]を
選択します。
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2. 使用するデータに接続します。詳細については、「データへの接続」を参照してください。

Salesforce Acceleratorを使用している場合、アカウントにSalesforceインスタンスへのAPI

アクセス権があることを確認します。

3. [データソース]タブで、テーブルをキャンバスにドラッグして、新しいデータソースを構築しま

す。詳細については、「複数テーブルのデータ分析に関係を使用する」を参照してください。

4. ダッシュボードに移動し、リストされているいずれかのシートの [シートに移動 ]アイコンを選択

します。

置き換えできるのは、ワークシートからのデータのみで、ダッシュボードやストーリータブからの

データは置き換えできません。ワークブック内のシートの種類の詳細については、「ワークブッ

クとシート」を参照してください。
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5. [データ] > [データソースの置換 ]を選択します。詳細については、「データソースの置換」を

参照してください。

6. [置換 ]で、追加したデータソースを選択し、[OK]をクリックします。

7. [データ]ペインで元のデータソースを右クリックし、[閉じる]を選択します。詳細については、

「データソースを閉じる」を参照してください。

壊れた参照の修正

新しいデータソースに元のデータソースと同じフィールド名がない場合、アクセラレーターの一部が

空白になります。壊れた参照を置き換えて、新しいデータソースの正しいフィールドが使用される

ようにします。
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1. ダッシュボードに移動し、リストされているいずれかのシートの [シートに移動 ]アイコンを選択

します。

2. [データ]ペインで、アクセラレーターの必須フィールドを特定します。Tableau Exchangeのア

クセラレータページで、説明セクションにこれらのフィールドがリストされます。

3. 赤い感嘆符でマークされているすべてのフィールドのフィールド参照を置き換えます。

詳細については、「フィールド参照の置換」を参照してください。

方法 2:データソースを編集する

アクセラレーターの物理テーブルを直接置き換えることができる物理テーブルが1つしかないデータ

ソースがある場合は、この方法を使用します。
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1. Tableau Desktopでアクセラレーターを開いた状態で、[データソース]タブを選択します。

2. [接続 ]の横にある[追加 ]を選択します。使用するデータに接続します。詳細については、

「データへの接続」を参照してください。

3. データソースキャンバスで、論理テーブルをダブルクリックして、物理テーブルを開きます。論

理テーブルと物理テーブルの詳細については、「データモデルのレイヤー」を参照してくださ

い。
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4. 追加したデータソースのテーブルをドラッグして、既存の物理テーブルにドロップすると、サンプ

ルデータが置き換わります。データソースは、1つの物理テーブルのみである必要がありま

す。

5. [接続 ]でサンプルデータの接続を右クリックし、[削除 ]を選択します。
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Tableau Cloudでアクセラレーターを直接使用する

Tableau Cloudでワークブックを作成する際に使用できるアクセラレーターの数には制限がありま

す。これらのアクセラレーターを使用すると、データを手動で追加するのではなく、クラウドベースの

データソースに直接接続するように促されます。

1. Tableau Cloudで、新しいワークブックを作成します。

2. [データに接続 ]ウィンドウの上部にある[アクセラレーター]を選択します。

3. あらかじめ作成されているデザインのリストから、必要なデータソースやビジネスメトリクスを

反映しているオプションを見つけ、[ダッシュボードを使用 ]を選択します。

4. サンプルデータを使用したワークブックの外観をすばやく表示するには、[サインインせずに続

行 ]を選択します。独自のデータを使用してワークブックを作成するには、[続行 ]を選択し

ます。

5. 名前とそのワークブックに含むプロジェクトを指定します。

6. ユーザーのデータを使用してワークブックを作成する場合は、ユーザーのデータソースに接

続します。Tableauはユーザーのデータの抽出を準備しますが、レイアウトを確認できるよう

にサンプルデータが表示されます。

注 : Tableau Cloudにアップロードする目的でTableau Exchangeからアクセラレーターをダウ

ンロードした場合、「Tableau Exchangeからアクセラレーターを使用する」の説明に従って

データを置き換える必要があります。

アクセラレーターを同僚と共有するようにパーミッションを変更する

機密データが晒されてしまうことのないよう、アクセラレーターのワークブックは既定で作成者と管理

者のみに表示されます。アクセラレーターを同僚と共有するには、以下のステップに従ってください。

1. Tableau Cloudでアクセラレーターのワークブックに移動します。

2. ワークブックで、[アクション] > [権限 ].の順に選択します。
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3. ダッシュボードを表示する必要があるユーザーまたはグループに対し、ビューパーミッションを

付与します。詳細については、Tableau Cloudヘルプの「パーミッションの編集」を参照してく

ださい。

サンプルデータをユーザーのデータに置換する

ダッシュボードにサンプルデータを使用することを選択した場合でも、いつでもそれを自分のデータに

置換できます。

1. Tableau Cloudでアクセラレーターのワークブックに移動します。

2. [データソース]タブでデータソースを選択します。[アクション]メニューから[接続の編集 ]を選

択します。

3. 認証に関しては [接続に埋め込まれた認証資格情報 ]を選択し、既存のユーザーアカウン

トを選択するか、新しいアカウントを追加します。[保存 ].を選択します。

4. [更新スケジュール]タブでスケジュールを選択します。[アクション]メニューから[今すぐ実行 ]
を選択します。

フィールド名の置換による灰色ビューの修正

組織がクラウドベースシステムのデータ構造をカスタマイズした場合、データをアクセラレーターに読

み込んだ後、それらの変更をアクセラレーターで一致させる必要があります。たとえば、組織が

Salesforceのフィールド名を「アカウント」から「顧客」に変更した場合、以下のようにアクセラレー

ターで対応する変更を行い、ビューが灰色にならないようにする必要があります。
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フィールド参照を置き換えて、破損したフィールドを修正します。

1. ダッシュボードで [編集 ]を選択します。

2. 灰色のシートに直接移動します。

3. 左側にある[データ]ペインでフィールド名の隣にある赤い感嘆符 (!)を探します。この感嘆

符は組織が別の名前を使用していることを示します。

4. これらのフィールドをそれぞれ右クリックし、[参照の置換 ]を選択します。その後、正しい

1264 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/environ_workbooksandsheets_sheets_hideshow.htm#Temporar


フィールド名をリストから選択します。

既定のデータ範囲の変更による空のダッシュボードの修正

ダッシュボードが完全に空に見える場合、原因として、既定の日付範囲がソースデータの日付と

対応していないことが考えられます。

1. ワークブックをダウンロードしてから、Tableau Desktopで開きます。

2. [データソース]タブを選択します。
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3. 左上隅にあるデータソース名の隣の矢印をクリックし、[接続の編集 ]を選択します。その

後、サインインします。

4. データに含まれる日付を反映する日付範囲を指定し、[接続 ]を選択します。

5. [サーバー] > [データソースのパブリッシュ]を選択し、Tableau Cloudのデータの抽出を更

新します。

ダッシュボードの拡張機能の使用

拡張により、固有の機能をダッシュボードに追加したり、Tableau以外のアプリケーションに直接統

合できます。拡張の追加は簡単です。他のダッシュボードオブジェクトと同じようにダッシュボードの

レイアウトに組み込みます。

拡張によりダッシュボードの機能は、サードパーティー開発者により作成されたWebアプリケーショ

ンで改善しました。ユーザーが開発者であり、独自の拡張を作成したい場合は、GitHubの

「Tableau拡張 APIドキュメンテーション」 を参照してください。

注 : Tableau管理者は、Tableau Desktop、Tableau Server、およびTableau Cloudのダッ

シュボードの拡張機能をオフにすることができます。
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拡張機能をダッシュボードに追加する

1. Tableauワークブックで、ダッシュボードシートを開きます。

2. [オブジェクト]セクションから、[拡張機能 ]をダッシュボードにドラッグします。

3. [Add an Extension (拡張機能の追加 )]ダイアログボックスで、次のいずれかを実行します。

l 拡張機能を検索して選択します。

l [Access Local Extensions (ローカルの拡張機能にアクセス)]をクリックして、先ほ

どダウンロードした .trexファイルを開きます。

4. プロンプトが表示されたら、ワークブックにあるデータへのダッシュボードの拡張機能のアクセス

を許可または拒否します。詳細については、データセキュリティ、ネットワーク対応、およびサ

ンドボックス拡張機能を参照してください。

アクセスを許可する場合は、画面上の指示に従って拡張機能を設定します。

注 : Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用している場合、拡張機能オブジェク

トは、印刷物、PDF、およびダッシュボードの画像 (登録メールの画像を含む)で空白

表示されます。
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ダッシュボードの拡張機能の構成

機能をカスタマイズできる構成オプションを提供するダッシュボードの拡張機能もあります。

1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[構成 ]をクリックし

ます。

2. 画面上の指示に従って拡張機能を構成します。

ダッシュボードの拡張機能の再読み込み

ダッシュボードの拡張機能が応答しなくなったら、再読み込みする必要があります。これは、ブラウ

ザーでWebページを更新するのと似ています。

1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[再読み込み]をク

リックします。

ダッシュボードの拡張機能が更新され、その元々の状態に設定されます。

2. 拡張機能を再読み込みしても使用できる状態に復元できない場合は、ダッシュボードから

削除して再度追加してみてください。
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データセキュリティ、ネットワーク対応、およびサンドボックス拡張

機能

ダッシュボード拡張機能は、次の2つの形式のWebアプリケーションです。

l ネットワーク対応拡張機能は、ローカルネットワークの外部にあるWebサーバーで実行され

ます。

l サンドボックス化された拡張機能は、Web上の他のリソースやサービスにアクセスすることな

く、保護された環境で実行されます。

ネットワーク対応拡張機能の追加または、拡張でダッシュボードを表示する前に、それをホストして

いるWebサイトが信頼できるか確認します。デフォルトにより、ダッシュボードの拡張機能は

HTTPSプロトコルを使用します。これにより、データの送受信用の暗号化チャネルが保証され、あ

る程度のプライバシーとセキュリティが保証されます。

ダッシュボードの拡張機能を使用する際のデータセキュリティの詳細については、「拡張機能のセ

キュリティ-展開に関するベストプラクティス」を参照してください。

ネットワーク対応拡張機能へのデータアクセスの許可または拒否

拡張機能の設計に応じて、ビュー内の表示データ、または参照元データ全体、データソースからの

表およびフィールド名、さらにデータソース接続についての情報のいずれかにアクセスできます。拡張

機能を追加、または拡張機能でダッシュボードを表示する場合は、拡張機能の実行およびデータ

へのアクセスを許可または拒否する機会があります。

フルデータアクセスを必要とするがアクセスが拒否されている拡張機能を含むダッシュボードを表示

している場合は、拡張機能の代わりにメッセージが表示されます。拡張機能を信頼しこれを使用

したい場合は、パーミッションをリセットして拡張機能の実行を許可します。
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1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[パーミッションのリ

セット]をクリックします。

2. [許可 ]をクリックして拡張機能を実効しデータにアクセスするか、または [拒否 ]をクリックし

て拡張機能の実行を防ぎます。

Tableau DesktopでJavaScriptが有効になっていることを確認する

ダッシュボードの拡張機能は JavaScriptライブラリであるTableau拡張 APIライブラリを使用して

データを操作します。拡張機能を使用する場合は、ダッシュボードのセキュリティ設定で

JavaScriptが有効になっていることを確認します。

[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス] > [ダッシュボードWeb 表示セキュリティ] > [JavaScript を有効

にする]を選択します。

拡張機能がTableau CloudまたはTableau Serverで実行して

いることを確認する

拡張機能を、Tableau Desktopからパブリッシュするワークブックに追加したり、Tableau Cloudお

よびTableau ServerのWeb作成モードに直接追加したりすることが可能です。Tableau管理者

は、拡張のサイトでの実行を可能にし、ネットワーク対応拡張を安全なリストに追加する必要が

あります。管理者は、テスト済で信頼できる拡張だけを許容すべきです。
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ダッシュボードの拡張機能をTableau CloudまたはTableau Serverで使用する場合は、管理者

に「ダッシュボードの拡張機能をTableau Cloudで管理」または「ダッシュボードの拡張機能を

Tableau Serverで管理」を参照するように指示します。

サンドボックス拡張機能でサポートされるWebブラウザー

サンドボックス拡張機能は、Internet Explorer 11を除くすべてのブラウザーでサポートされている

Tableau ServerとTableau Cloudで実行されます。

サンドボックス拡張機能でサポートされているバージョンのTableau Server

サンドボックス拡張機能は、Tableau Server 2019.4以降で使用できます。

ダッシュボードの拡張機能についてのサポートを得る

拡張機能のヘルプを得るには、それを作成した開発者か企業に連絡する必要があります。

1. 拡張機能をダッシュボードで選択し、右上隅のドロップダウンメニューから[拡張機能につい

て]をクリックします。

2. [サポートを得る]をクリックして拡張機能の開発者のサポートページに進みます。
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注 : Tableauは、拡張 APIとインターフェイスする拡張や他のプログラムはサポートして

いません。ただし、Tableau開発者コミュニティに質問を送信してアドバイスを求めるこ

とができます。

外部アクションの統合

注 : Tableauの外部アクションは、Salesforceフローから提供される機能を使用しています。

この機能は、選択したデータを、別個のSalesforceインフラストラクチャで実行されている

Salesforceフローに送信します。Salesforceフローとその他のSalesforce製品およびサービ

スの使用には、Salesforceとの契約が適用されます。

Tableauでデータを確認して理解したら、次は何をするのでしょうか。通常、データから得られるイ

ンサイトをもとにアクションを起こすには、あるアプリケーションから別のアプリケーションに移動し、
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データをコピー＆ペーストしますが、途中で文脈を失うことがよくあります。Tableau外部アクション

機能を使用すると、直接 Tableauダッシュボードからデータ駆動型ワークフローを作成して操作

し、Salesforceフローを使用して次のステップを自動化することができます。

Salesforceフローについて

Salesforceフローは、プロセスを自動化して時間を節約できるノーコードのツールです。フローは、

Salesforce組織でデータを収集し、アクションを実行するSalesforceフローのコンポーネントです。

Salesforceフローで利用可能なフロータイプはいくつかありますが、Tableauの外部アクションワー

クフローは、自動起動フローにのみ対応しています。

注 : フローの詳細については、Trailheadの「Flow Builderを使用したフローの構築」を参照し

てください。

外部アクションのしくみ

TableauダッシュボードのVizに外部アクションワークフローを設定すると、対応するVizにカスタマ

イズされたボタンが使用できない状態で表示 (グレー表示 )されます。Vizで該当するマークを選択

すると(1)、ボタンが使用可能になります。次に、そのボタンをクリックすると(2)、選択したマークの

データがSalesforceフローで作成および構成されたフローに直接送信されます (3)。

外部アクションワークフローの作成者として、以下を定めます。

l どのフローにデータを送信するのか

l どのダッシュボードからデータを取得するのか
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l ワークフローをトリガーするダッシュボードボタンのテキストと外観

注 :ダッシュボードには複数の外部アクションワークフローを追加できますが、対応する各フ

ローは同じSalesforce組織に展開する必要があります。

外部アクションワークフローを使用する方法

外部アクションワークフローを使用して組織内の既存のプロセスを自動化する方法は無限にあり

ます。たとえば、経理担当者が未払い注文を追跡するために使用しているダッシュボードから、直

接顧客に請求書を送信できるワークフローがあると、労力を節約できるでしょう。あるいは、サポー

トチームの案件管理を効率化する方法を探しているかもしれません。サポートチームのメンバーが

案件を追跡するために使用しているるダッシュボードから、直接案件をエスカレーションできるワー

クフローがあると、時間を大幅に節約できる可能性があります。外部アクションワークフローを使用

すると、ユーザーの業務フローを維持しつつ、組織が効率化の恩恵を受けることができるようになり

ます。

外部アクションワークフローを作成すると、Tableauのあらゆる種類のデータソースとSalesforce

のフローを接続するブリッジを構築することになります。ワークフロー自体がその接続を作成するた

め、データソースとSalesforceデータベースを接続する必要はありません。複数のグループが別々

のデータソースを使用して、同じプロセスの異なるステップを完了する場合、このワークフローは特

に有用です。

たとえば、顧客がeコマースサイトで注文するときに、さまざまなチームとツールが関与しているとし

ます。この場合、販売担当者はSalesforceを使用して、売上を追跡し、サプライチェーンマネー

ジャーはサプライチェーン管理ツールを使用して、顧客が購入したアイテムを製品在庫全体から

差し引きます。さらに、サポートチームは、Salesforceにログインしたり、Tableauダッシュボードで

分析したりして、顧客が製品を受け取るときに発生する問題をトラブルシューティングします。外

部アクションワークフローを使用すると、これらの各チームからのデータをすべて接続して、プロセス

を合理化したり、場合によっては、既存のステップの一部を自動化したりすることができます。
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外部アクションワークフロー作成者向けのベストプラクティス

重要 :外部アクション機能を使用して、Salesforceフローに組み込まれているフローにダッシュ

ボードデータを接続するダッシュボード作成者は、フローを作成したSalesforceの管理者や

アーキテクトと緊密に連携する必要があります。

Salesforceフローに組み込まれているフローは、高度なビジネス自動化プログラムです。これらの自

動化により組織は大きなメリットを得ることができますが、フローを利用する外部アクションワークフ

ローを展開する前に、フローの仕組みを理解することが重要です。TrailheadのSalesforceフロー

トレーニングを完了し、フローに関するドキュメントを確認してください。設計では「フローのベストプ

ラクティス」を考慮し、「フローの制限および考慮事項」を念頭に置いてください。

注 : Salesforceフローで利用可能なフロータイプはいくつかありますが、外部アクションワークフ

ローは、自動起動フローにのみ対応しています。

外部アクションワークフローを注意深く実装して、Salesforceフローに組み込まれているフローの

アーキテクチャに関する制約に適合させる必要があります。フローは強力ですが、リソースを大量に

消費したり、複雑になったりする可能性があります。ライセンス発行、実行スロットル、同時実行の

潜在的な問題について検討し、データベースの読み取り/書き込み制限を評価およびテストする必

要があります。

また、フローに関連する重要なセキュリティ上の検討事項があります。フローを管理するパーミッショ

ンを持つユーザーは、対応するSalesforce組織のすべてのデータとリソースを表示および変更でき

ます。フローを実行するパーミッションを持つユーザーは、Salesforce組織のほぼすべてのアクティブ

フローを実行できます。アクセスをリクエストしたユーザー (ダッシュボード作成者やワークフローユー

ザー)のみにアクセスを制限するために、Salesforce管理者は、フローの既定の動作を上書きする

設定を有効にすることができます。詳細については、「フローセキュリティの仕組み」を参照してくださ

い。

外部アクションワークフローを作成するダッシュボード作成者は、望ましくない結果を防ぐために、

ワークフローを実装する前にSalesforce管理者と相談する必要があります。
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ワークフローの作成

ダッシュボード作成者は外部アクションワークフローを作成する前に、Salesforce管理者と協力し

て、ニーズを満たすフローを見つけたり、作成したりする必要があります。たとえば、経理チームが

未払い注文のダッシュボードから請求書を直接送信できるようにすることが目標であるとします。こ

の目標を達成するには、顧客の連絡先情報と注文の詳細をダッシュボードから取得し、請求書

に入力できるフローが必要です。

使用するフローが決定したら、次のステップでは、フローを接続するダッシュボードを特定します。

ユーザーは、適切に機能する既存のダッシュボードをすでに使用している可能性があります。ただ

し、必要に応じて、新しいダッシュボードを作成できます。

適切なフローと適切なダッシュボードを念頭に置いて、ダッシュボードのデータタイプとフローの必須

入力フィールド(変数と呼ばれる)との互換性について考える必要があります。たとえば、未払い注

文のダッシュボードには、顧客の請求書を送信するために必要なすべての関連する注文の詳細

を含むVizが含まれている必要があります。これらの詳細には、注文日、顧客の名前と連絡先

情報、商品の説明と金額、支払い金額などの情報が含まれる場合があります。

必要なコンポーネントがダッシュボードにすべて揃ったら、ワークフローオブジェクトを追加します。

1. Tableauワークブックで、既存のダッシュボードを開くか、新しいダッシュボードを作成します。

2. [ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]セクションから、[ワークフロー]をダッシュボードのViz
にドラッグします。
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3. プロンプトが表示されたら、フローに関係するSalesforce組織のログイン認証資格情報を

入力します。

注 :ワークフローが設定されたダッシュボードにユーザーがアクセスする場合、ユーザー

は、自分のSalesforce認証資格情報を入力する必要があります。ユーザーがダッシュ

ボードを表示しているときに、Salesforce認証資格情報の有効期限が切れた場合

は、もう一度認証を行うように促されます。

4. [ワークフローの構成 ]をクリックします。

5. [ワークフローの追加 ]ダイアログで、フロー名またはフロー作成者をもとにフローを検索しま

す。

6. フローを選択して、フローが必要とするVizからの入力 (Salesforce変数 )を含む詳細を表

示します。[戻る]をクリックして別のフローを選択するか、[次へ]をクリックして続行します。

7. [シートの選択 ]ドロップダウンから、ユーザーが選択してフローに送信するマークが含まれた

シート(ワークシート、ダッシュボード、またはストーリー)を選択します。

注 :フローの必須入力にマッピングするエンコードされたフィールドが含まれたマークがあ

るシートを選択してください。たとえば、フローのforecast_revenue変数をTableau

のSUM(Sales)フィールドにマッピングする場合、Sum(Sales)フィールドでエンコード

されたマークがあるシートを選択する必要があります。

8. [次へ]をクリックします。

9. フローの各必須入力 (Salesforce変数 )に対して、[シートの選択 ]ステップで選択した

Tableauシートから適切なフィールドを選択します。

注 :各入力では、Salesforce変数のデータ型とTableauフィールドが一致する必要が

あります。

10. [次へ]をクリックします。

11. 外部アクションワークフローをトリガーするためにユーザーがクリックするボタンの外観を設定し

ます。ボタンのタイトル、背景の色、枠線の色を指定します。プレビューを確認して、ボタンの

外観を確定します。
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注 :ユーザーは、[シートの選択 ]ステップで選択されたVizからマークを選択する必要

があることに注意してください。マークが選択されるまで、ボタンは利用できません。ユー

ザーがどのVizを操作するのか、ボタンをクリックすると何が起こるかを正確に把握でき

るように、ダッシュボードにガイド文を追加することを検討してください。

12. [完了 ]をクリックしてワークフローを作成し、対応するボタンをダッシュボードのVizに追加し

ます。

ワークフローの使用

ワークフローユーザーとして使用を開始するには、ワークフローがダッシュボード作成者によって追

加されているダッシュボードを開きます。ワークフローボタンが表示されていれば、ワークフローを使

用できます。ダッシュボード作成者がボタンの名前と書式設定をカスタマイズしますが、ユーザーが

ボタンをクリックしたときのアクション(「データの送信」や「レコードの更新」など)をボタンで明確に示

す必要があります。ダッシュボードのVizから当該のマークを選択し、ボタンをクリックしてワークフ

ローを開始します。

ワークフローボタンをクリックするとデータの送信がトリガーされ、選択したマークによって送信される

データが決まります。そのため、マークを選択するまでボタンは使用できません (グレー表示されま

す)。マークを選択してもボタンがまだ使用できない場合は、ワークフローの有効なVizでマークを

選択したか確認してください。どのVizが有効かわからない場合は、ダッシュボード作成者に問い

合わせてください。
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構成によっては、一部のワークフローの実行に長い時間がかかり、すぐに完了しない場合がありま

す。選択したワークフローが期待どおりに機能しているかどうかを判断できない場合は、ダッシュボー

ド作成者またはSalesforce管理者に問い合わせてください。

ワークフローのトラブルシューティング

外部アクションワークフローの問題を解決するときは、次のトラブルシューティングガイダンスが役立

ちます。

アクセスに関する問題

l Tableau Desktop を使用しているダッシュボード作成者の場合 :ワークフローオブジェクトが

[ダッシュボード]ペインの [オブジェクト]セクションに表示されない場合は、Tableau Serverま
たはTableau Cloudサイトにサインインしていることを確認してください。サインインしていない

場合は、ワークフロー拡張機能にアクセスできません。

l ダッシュボード作成者の場合 :ワークフローオブジェクトが [ダッシュボード]ペインの [オブジェク

ト]セクションに表示されない場合は、Tableau管理者に問い合わせて、拡張機能がオンに

なっていることを確認してください。

l すべてのユーザーの場合 :
l Salesforce管理者が接続アプリケーションを作成していない場合は、外部アクション

機能は動作しません。SalesforceでTableau Server向けに接続アプリケーションを

作成するようにSalesforce管理者に依頼してください。

l ダッシュボードに表示されたワークフローボタンをクリックできない場合は、ワークフロー

の有効なVizでマークを選択していることを確認してください。どのVizが有効かわか

らない場合は、ダッシュボード作成者に問い合わせてください。

認証に関する問題

l Tableau Cloud または Tableau Server のユーザーの場合 :ブラウザーでダッシュボードを

更新します。

l すべてのユーザーの場合 :外部アクションワークフローが追加されたSalesforce組織にサイ

ンインしていることを確認してください。必要に応じて、ダッシュボード作成者に問い合わせ

て、正しいSalesforce組織を確認してください。
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エラーメッセージ

エラーメッセージ 説明と解決方法

このサイトでワークフローがオフ

になっています。詳細について

は、Tableau管理者にお問い

合わせください。

Tableau管理者がサイト向けのワークフローダッシュボード

拡張機能をオフにしているため、拡張機能を使用できませ

ん。Tableau管理者に問い合わせて、拡張機能へのアクセ

スをオンにすることについて相談してください。

Tableau Readerではワークフ

ローがサポートされていません。

ワークフローダッシュボード拡張機能と外部アクション機能

は、Tableau Cloud、Tableau Desktop、またはTableau
Serverバージョン2022.3以降を使用してデータをフローに

送信する場合にのみ使用できます。

フローに1つまたは複数のサ

ポートされていないデータ型が

含まれています。前のステップに

戻って、別のフローを選択する

か、このフローからサポートされ

ていないデータ型を削除するよ

うにSalesforceフロー管理者に

依頼してください。

選択したフローが、Tableauダッシュボードで使用できない

データ型入力を要求しています。または、そのフローには外

部アクションワークフローとの互換性がありません。適切な

代替フローがある場合は、別のフローを選択するか、

Salesforce管理者に問い合わせて、次のステップを確認し

ます。

入力フィールドのマッピングに

データ型の不一致が1つまたは

複数存在します。

入力変数フィールドにマッピングされる1つまたは複数のダッ

シュボード値のデータ型が同じではありません。

たとえば、フローが収益の数値変数を要求しているが、ダッ

シュボードからマッピングされる値がテキスト文字列である場

合があります。この問題を解決するには、シナリオに応じて2
つのオプションがあります。TableauのRevenue (収益 )
フィールドのデータ型をテキスト文字列から数値に変更でき

ます。または、数値データ型が含まれているダッシュボードか

ら別のフィールドをマッピンするようにワークフローの構成を編

集します。

Salesforceフローにデータを送

信できません。

外部アクションワークフローでデータをダッシュボードからフ

ローに送信しようとしたときに、不明なエラーが発生しまし

た。ダッシュボード作成者に問い合わせて、トラブルシュー
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エラーメッセージ 説明と解決方法

ティングしてください。

エラーが発生しました:
<exception code>。Salesforce
フロー管理者にお問い合わせく

ださい。

フローインタビュー (フローの実行中のインスタンス)が失敗し

ました。例外コードをSalesforce管理者と共有して、対応

するエラーに関するメールを見つけ、それに応じてトラブル

シューティングします。

ワークフローが失敗しました。

Salesforceフロー管理者にお

問い合わせください。

ダッシュボードで選択したマークのデータはフローに送信され

ましたが、そのデータをフローに変換する際に問題が発生し

ました。Salesforce管理者に問い合わせて、トラブルシュー

ティングしてください。

フローにデータを送信できませ

ん。ワークフロー作成者にお問

い合わせください。

ダッシュボードで選択したマークのデータがフローに送信され

ませんでした。ダッシュボード作成者に問い合わせて、トラブ

ルシューティングしてください。

フローに関する問題

l 一部のフローは非同期的に実行されるため、外部アクションワークフローの一部であるフ

ローが正常に実行されたかどうかがすぐにわからない場合があります。フローが失敗して、詳

細なフィードバックを即座に提供せずに、変更をロールバックすることがあります。ただし、フ

ローが失敗した場合、エラーに関する詳細なメールがワークフローユーザー、ダッシュボード

作成者、Salesforce管理者に送信されます。フローエラーに関するメールを受け取ったワー

クフローユーザーは、ダッシュボード作成者に問い合わせる必要があります。ダッシュボード作

成者とSalesforce管理者は協力して、エラーをトラブルシューティングして解決することがで

きます。フローに関する問題のトラブルシューティングの詳細については、「フローのトラブル

シューティング」を参照してください。

ライセンスに関する問題

l ダッシュボード作成者の場合 : Tableau側では、ワークフローをダッシュボードに追加するため

に特別なパーミッションは必要ありません (サイトで外部アクションが有効になっている限り)。
Salesforce側では、フローを管理するパーミッション(Salesforceプロフィールに追加された)
が必要になります。
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l ワークフローユーザーの場合 : Tableau側では、ワークフローが含まれたダッシュボードにアク

セスできるすべてのユーザーがワークフローを実行できます。Salesforce側では、フローを実

行するパーミッション(Salesforceプロフィールに追加された)が必要になります。

外部アクションをオンまたはオフにする

Tableau 2022.3より、外部アクション機能は既定でオンになっています。Tableau管理者が

Tableau外部アクションに対する組織全体のアクセスを構成する方法の詳細については、「外部

アクションワークフロー統合の構成」を参照してください。

アニメーションの書式設定

ビジュアライゼーションをアニメーション化すると、データの変化パターンをより良く強調表示して、ス

パイクや外れ値を明らかにしたり、データポイントのクラスタリングや分離の様子を確認したりできま

す。

アニメーションは、フィルター、並べ替え、ズームの設定、さまざまなページ、ならびにフィルター、パラ

メーター、設定アクションに対する変更をビジュアルで移行します。これらの変化に応じてビジュアラ

イゼーションがアニメーション化するため、ユーザーはデータの違いをより明確に認識して、情報に

基づいた意思決定を行うことができます。

同時および連続したアニメーションを理解する

アニメーションを作成する場合、2つの異なるスタイル (同時または連続するスタイル)を選択可能

です。それぞれの種類の例を次に示します。

同時アニメーション

デフォルトの同時アニメーションは、より簡単なチャートやダッシュボードで値の変化を示すときに高

速になり、正しく機能します。
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上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

連続したアニメーション

連続したアニメーションは時間がかかりますが、複雑な変更を段階的に表示することで明確にしま

す。

上の画像をクリックするとアニメーションが再生されます。

ワークブックのビジュアライゼーションをアニメーション化する

新しいワークブックを作成すると、Tableauでは既定でVizのアニメーションが有効になります。ユー

ザーおよびワークブックのレベルでアニメーションのオンとオフを切り替えることができます。
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1. [書式設定 ] > [アニメーション]を選択します。

2. すべてのシートをアニメーション化する場合は、[ワークブックの既定値 ]で [オン]をクリックしま

す。その後、次を実行します。

l [継続時間 ]で、プリセットを選択するか、最大 10秒のカスタム時間を指定します。

l [スタイル]では、[同時 ]を選択してすべてのアニメーションを一度に再生するか、[連
続 ]を選択してマークをフェードアウトし、アニメーションを移動して並べ替えてから

フェードインします。

3. 特定シートに対するワークブック規定値を無効にするには、[選択したシート]の設定を変

更します。

注 : [選択したシート]セクションで、「(デフォルトが)」関連するワークブックのデフォルト設

定を自動的に反映する設定を示します。
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アニメーションを再生するには、ツールバーの [再生 ]ボタンをクリックします。[再生 ]ボタンから、アニ

メーションを再生する速度 (実際の速度、2倍速、または1/2速度 )を選択することができます。

ワークブックのアニメーション設定をリセットする

アニメーションをリセットして、ワークブック全体を既定のアニメーション設定に戻すことができます。こ

れを行うとアニメーションは既定でオフになる点に注意してください。

1. [書式設定 ] > [アニメーション]を選択します。

2. [アニメーション]ペインの中央にある[すべてのシートをリセット]をクリックします。

すべてのアニメーションを完全に無効にする

既定では、新しいワークブックを作成すると、Vizのアニメーションが有効になります。ビジュアライ

ゼーションを表示しているときにアニメーションが気が散る場合は、それらが再生されないように完

全に無効にすることができます。(これはシステム全体の設定ではなく、それぞれのユーザーが個別

に適用する必要があります。)

l Tableau Desktopで、[ヘルプ] > [設定とパフォーマンス]を選択し、[アニメーションを有効に

する]の選択を解除します。

l Tableau CloudまたはTableau Serverで、ブラウザーの右上隅にあるお使いのプロファイル

画像またはイニシャルをクリックし、[マイアカウント設定 ]を選択します。次に、ページの一

番下までスクロールし、[アニメーションを有効にする]をオフにして、[変更の保存 ]をクリック

します。

注 :アニメーションが無効になっている場合、オーサリングモードで [フォーマット] > [アニメーショ

ン]を選択して設定を調整することはできますが、効果はありません。
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軸のアニメーションの小数点を書式設定する

メジャーの小数点が既定で設定されている場合、軸のアニメーションで表示される小数点以下の

桁数が、アニメーションの再生中に変動する可能性があります。これを回避するには、メジャーに表

示される小数点以下の桁数を書式設定します。詳細については、「数値とNull値の書式設定」

を参照してください。

アニメーションが再生されない理由

サーバーレンダリング

Vizがサーバーでレンダリングされている場合、アニメーションは再生されません。Vizがクライアント

PCやモバイルデバイスでレンダリングされるようにするには、次の方法を使用します。

l Vizの作成者は、Vizの複雑さを減らします。

l Tableau Server管理者は、クライアント側レンダリングの複雑さのしきい値を大きくします。

注 :処理能力の低いコンピューターでは、アニメーションが途切れることがありますが、ユーザー

は応答性を低下させることなく、引き続きビジュアライゼーションを操作できます。

サポートされていないブラウザーと機能

アニメーションは、Internet Explorerを除くすべてのWebブラウザーでサポートされています。

次のTableau機能はアニメーション化を行いません。

l Webブラウザーのマップ、多角形、密度マーク

l 円グラフとテキストマーク

l ヘッダー

l 予測、傾向、および参照ライン
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l ページ履歴のトレイル (Vizにこれらが含まれている場合は、予期しない動作を避けるため

にアニメーションをオフにします)。

支援技術を使用したビジュアライゼーションの移

動

Tableau 24.1以降では、キーボードやその他の支援テクノロジを使用して、ビジュアライゼーション

内のテキスト表にあるマーク間を移動できるようになりました。

ビュー内でテキスト表を移動する(Tableau Cloud)

1. このエクスペリエンスを有効にするには、ビュー内のテキスト表に移動し、Enterを押します。

2. マーク間を移動するには、もう一度 Enterを押します。

3. ヘッダー、列、行の間を移動するには、矢印キーを使用します。

4. テキスト表の外に移動するには、Escを押します。

[データの表示 ]ペインでマークを移動する

1. [データの表示 ]ペインを開くには、カーソルをVizに移動して、Shift を押しながらEnter を
押します。

2. ヘッダー、列、行の間を移動するには、矢印キーを使用します。

3. [データの表示 ]ペインを閉じるには、ALT を押しながらF4 (Windows)またはCmd を押し

ながらW (Mac OS)を押します。

Tableauでのキーボードナビゲーションの詳細については、「Tableauビューのキーボードアクセシビ

リティ」を参照してください。
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URLアクション

URLアクションは、Tableauの外部にあるWebページ、ファイル、または他のWebベースリソースを

指すハイパーリンクです。URLアクションを使用すると、メールのほか、データに関する追加情報へ

のリンクを作成することができます。データに基づいてリンクをカスタマイズする場合は、URLにフィー

ルド値をパラメーターとして自動的に入力できます。

ヒント: URLアクションも、ダッシュボードのWebページオブジェクトで開くことができます。詳細につ

いては、「アクションとダッシュボード」を参照してください。

URLアクションは、ツールヒントメニューから実行されます。リンクには、ターゲットURLではなく、アク

ション名が反映されます。

URLアクションでWebページを開く

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードから[ダッシュボード]
> [アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[URL に移動 ]を選択し

ます。

3. 次のダイアログボックスで、アクションの名前を入力します。名前にフィールド変数を入力す

るには、[名前 ]ボックスの右側にある[挿入 ]メニューをクリックします。

Tableau Software 1289

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/actions_dashboards.htm


注 :ツールヒントのリンクテキストは、URLではなく、アクションの名前なので、そのアク

ションにはわかりやすい名前を付けます。たとえば、製品の詳細情報にリンクしている

場合、「詳細を表示する」などが適切な名前になります。

4. ドロップダウンリストを使用して、ソースシートまたはデータソースを選択します。データソー

スまたはダッシュボードを選択する場合、それに含まれる個々のシートを選択できます。

5. ユーザによるアクションの実行方法を選択します。

このオプショ

ンを選択し

た場合

ユーザーが次の操作を行ったときにアクションが実行される

ポイント

する

ビューのマークをポイントする。このオプションは、ダッシュボード内のハイライト

アクションに対して最適に機能します。

選択する ビュー内のマークをクリックする。このオプションは、すべてのタイプのアクション

に対して有効に機能します。

メニュー ビュー内の選択したマークを右クリック(MacではControlを押しながらクリッ

ク)して、ツールヒント(メニュー)のオプションを選択します。このオプションは、

URLアクションに対して特に有効に機能します。

6. URLターゲットでは、リンクで以下を開く場所を指定します。

l Web ページオブジェクトが存在しない場合の新しいタブ—Webページオブジェクト

が存在しないシート上で、そのURLがブラウザで開くようにします。これは [ソース

シート]が [すべて]またはデータソースに設定されている場合に良い選択肢となりま

す。
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l 新しいブラウザタブ—デフォルトのブラウザで開きます。

l Web ページオブジェクト— (Webページオブジェクトを含むダッシュボードでのみ使用

可能 )選択したWebページオブジェクトで開きます。

7. URLを入力します。

l URL は次のいずれかのプレフィックスで開始する必要があります:http, https, ftp,
mailto, news, gopher, tsc, tsl, sms, or tel

注 :プレフィックスが入力されていない場合、先頭にhttp://が自動的に追加

され、Tableau DesktopでURLアクションが機能するようになります。ただし、プ

レフィックスがないURLアクションがTableau ServerまたはTableau Cloudにパ

ブリッシュされると、ブラウザでURLアクションが失敗します。ダッシュボードがパブ

リッシュされる場合は、アクションに完全修飾 URLを常に指定してください。

注 : FTPアドレスの指定は、ダッシュボードにWebオブジェクトが含まれていない

場合にのみ行うことができます。Webオブジェクトが存在する場合、FTPアドレ

スは読み込まれません。

l Tableau Desktopは、C:\Example folder\example.txtのようなローカルパ

スやファイルURLアクションもサポートしています。

l URLにフィールド値とフィルター値を動的な値として入力するには、URLの右側にあ

る[挿入 ]メニューをクリックします。ビューで参照フィールドを使用する必要があること

に注意してください。詳細については、URLにおけるフィールド値およびフィルター値の

使用を参照してください。
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入力したURLの下にはハイパーリンクが付いている例があり、クリックしてテストすることがで

きます。
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8. (オプション) [データ値 ]セクションで、次のオプションのいずれかを選択します。

l URL でサポートしていないデータ値をエンコードする-ブラウザがURLで許可してい

ない文字の値がデータに含まれている場合、このオプションを選択します。たとえば、"
売上高 &金融"など、データ値の1つにアンパサンドが含まれている場合、アンパサ

ンドは、ブラウザが認識する文字に変換する必要があります。

l URL パラメーターで複数の値を許可する-値のリストをURL内のパラメーター経由

で受け取ることのできるWebページにリンクしている場合、このオプションを選択しま

す。たとえば、ビューでいくつかの製品を選択し、Webページでホストされている各製

品の詳細を表示するとします。サーバーが識別子 (製品 IDまたは製品名 )のリスト

に基づいて複数の製品の詳細を読み込むことができる場合、複数選択を使用して

識別子のリストをパラメーターとして送信できます。

複数の値を許可した場合は、区切り文字となるエスケープ文字も定義する必要が

あります (コンマなど)。この文字は、リスト内の各項目を区切る文字であり、コンマな

どが使用されます。また、区切り文字エスケープも定義する必要があります。区切り

文字がデータ値で使用されている場合にこれを使用します。

URLアクションを使用したメールの作成

1. ワークシートで [ワークシート] > [アクション]を選択します。ダッシュボードから[ダッシュボード]
> [アクション]を選択します。

2. [アクション]ダイアログボックスで、[アクションの追加 ]をクリックして、[URL に移動 ]を選択し

ます。

3. [ソースシート]ドロップダウンリストで、送信先の電子メールアドレスが入ったフィールドが含

まれるシートを選択します。

4. [URL]ボックスで、次の操作を実行します。

l 「mailto:」と入力し、右側の [挿入 ]メニューをクリックして、電子メールアドレスを含

むデータフィールドを選択します。

l 「?subject=」と入力し、[件名 ]行のテキストを入力します。

l 「&body=」と入力し、右側の [挿入 ]メニューをクリックして、メールの本文に含める情

報のフィールドを選択します。

次の例では、"Email (メール)"フィールドにメールアドレスが含まれ、件名は "City

Information (市区町村の情報 )"であり、メールの本文はメールアドレスに関連した市区町

村と州のデータで構成されています。
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:

5. (オプション)ワークブックからのデータを、メールの本文で既定の横方向リストの代わりに縦

方向リストとして表示できます。たとえば、"シカゴ、パリ、バルセロナ"という横方向リストを、

次のように縦方向に表示すると想定します。

シカゴ

パリ

バルセロナ

リストを垂直方向にするには、[データ値 ]セクションで次を実行します。

l [URL でサポートしていないデータ値をエンコードする]の選択をクリアします

l [URL パラメーターで複数の値を許可する]を選択します。
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l [値の区切り文字 ]テキストボックスに「%0a」と入力して、リスト内の各項目の間に改

行を追加します(これは改行を表すURLエンコード文字です)。

URLにおけるフィールド値およびフィルター値の使用

ユーザーが選択したマークからURLアクションをトリガーすると、Tableauはフィールド値、フィルター

値、およびパラメーター値をURL内の変数として送信できます。たとえば、URLアクションがマッピン

グWebサイトにリンクしている場合、アドレスフィールドを挿入して、現在選択されているアドレスを

Webサイトで自動的に開くことができます。

1. [URLアクションの編集 ]ダイアログボックスで、リンクのURLを入力します。

2. フィールド値、パラメーター値、またはフィルター値を挿入する場所にカーソルを置きます。

3. テキストボックスの右側にある[挿入 ]メニューをクリックして、挿入するフィールド、パラメー

ター、フィルターなどを選択します。変数は山括弧内に表示されます。必要な数だけ変数を

追加できます。

注 :ビューで参照フィールドを使用する必要があります。そうでない場合、[リンクのテス

ト]をクリックしたときにリンクが機能したとしても、リンクがVizに表示されません。
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集計フィールドを含める

使用可能なフィールドのリストには、非集計フィールドのみが含まれます。集計フィールド値をリン

クパラメーターとして使用するには、まず関連する計算フィールドを作成し、そのフィールドをビュー

に追加します(ビジュアライゼーションに計算フィールドが必要ない場合は、計算フィールドを[マー

ク]カードの [詳細 ]にドラッグします)。

パラメーター値を挿入する

パラメーター値を挿入すると、URLアクションは既定で [表示名 ]値を送信します。代わりに、実際

の値を送信するには、パラメーター名の後に文字 ~naを追加します。

たとえば、IPアドレスを含むパラメーターがあり、その実際の値の文字列が10.1.1.195で、表示名

の文字列がComputer A (10.1.1.195)などのわかりやすい値だとします。実際の値を送信

するには、URLのパラメーターをhttp://<IPAddress~na>/page.htmのように修正します。
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ビューまたはワークブックへのサブスクリプションの

作成

サブスクリプションにより、ビューやワークブックのイメージまたはPDFスナップショットが定期的にメー

ルで送信されます。Tableau Cloudにサインインする必要はありません。

注 : Tableau Catalogがサイトに対して有効になっている場合、管理者は関連するアップストリーム

のデータ品質に関する警告をサブスクリプションメールに含めるかどうかを判断することができます。

Tableau Catalogはデータ管理 製品に含まれています。詳細については、「Tableau Catalogにつ

いて」を参照してください。

Tableau Cloud SMTPアドレス

サブスクリプションメールが正常に配信されるようにするには、会社のセキュリティソフトウェアとポリ

シーで、@cloudmail.tableau.comおよび IPアドレス54.240.86.205と54.240.86.204からの

メールが許可されていることを確認します。配信できないサブスクリプションは、Tableauに拒否エ

ラーを返し、受信者を一時的にブロックする場合があります。

自分または他のユーザー向けのサブスクリプションの設定

ビューをTableau Cloudで開いたときに、ツールバーにサブスクリプションアイコン( )が表示される

場合は、そのビューまたはワークブック全体をサブスクライブできます。ワークブックを所有している場

合、適切なサイトロールを持つプロジェクトリーダーの場合、または管理者の場合は、コンテンツを

表示するパーミッションを持つ他のユーザーをサブスクライブできます。

注 :データの更新によって開始されるサブスクリプションは、ビューやワークブックが、データを最

新の状態に保つためにBridgeを使用しているデータソースに依存する場合は、サポートされ

ません。
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1. サイトの [検索 ]セクションから、[すべてのワークブック]または [すべてのビュー]を選択する

か、サブスクライブするビューが含まれるプロジェクトを開きます。

2. ビューを直接、または含まれているワークブックを開いてから開きます。

3. ビューのツールバーで、[Watch (視聴 )] > [サブスクリプション]を選択します。
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4. サブスクリプションを受信するTableauユーザーまたはグループを追加します。サブスクリプショ

ンを受け取るには、ユーザーに[表示 ]および [画像 /PDF のダウンロード]パーミッションが必

要です。

ワークブックを所有している場合は、[自分をサブスクライブする]を選択します。

注 : グループをサブスクライブする場合、各ユーザーはサブスクリプションの作成時に個別

に追加されます。もっと多くのユーザーを後でグループに追加する場合は、サブスクリプ

ションを受信するために、それらの新しいユーザーでグループを再度サブスクライブする必

要があります。同様に、グループから後で削除されるユーザーでは、サブスクライブしてい

るビューへのパーミッションが削除されない限り、サブスクリプションは自動的に削除され

ません。

5. サブスクリプションメールに現在のビューを含めるか、ワークブック全体を含めるかを選択しま

す。高優先度の情報が存在するときにのみビューにデータを含める場合は、[ビューが空の

時は送信しない]を選択します。

6. スナップショットの形式 (PNG画像、PDF添付ファイル、またはその両方 )を選択します。

l PDFの場合は、出力する用紙サイズと向きを選択します。

7. サブスクリプションメールをわかりやすくするために、件名行をカスタマイズしてメッセージを追

加します。
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注 :サブスクリプションメッセージを更新するには、既存のサブスクリプションの登録を解

除し、別のメッセージを使用して新しいサブスクリプションを作成する必要があります。

詳細については、「サブスクリプションの更新またはサブスクライブ解除」を参照してくだ

さい。

8. ワークブックでパブリッシュされた接続で1つのデータ抽出を使用する場合、その頻度を選

択できます。

l データ更新時 :ビューまたはワークブックのデータが、更新スケジュールの実行によって

更新されたときにのみ送信されます。

l 選択したスケジュール:サブスクリプションのスケジュールを選択します。

9. 頻度が [データの更新時 ]に設定されていない場合は、現在の設定の左側にあるドロップ

ダウン矢印をクリックして、スケジュールを選択します。

サブスクリプションメールをいつでも好きなときに送信できるカスタムスケジュールを指定しま

す。(サーバー負荷が高い場合は、厳密な配信時刻は異なる場合があります)。

タイムゾーンを変更するには、「タイムゾーン」リンクをクリックしてアカウント設定ページに移

動してください。

10. [サブスクライブ]をクリックします。
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サブスクリプションメールを受信し、イメージ (またはPDFサブスクリプションのメッセージ本文に含ま

れるリンク)を選択すると、Tableau Cloudのビューまたはワークブックに移動することができます。

サブスクリプションの更新またはサブスクライブ解除

既存サブスクリプションをサブスクライブ解除したり、サブスクリプションの形式、スケジュール、件名、

または空のビューモードを変更することができます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、Tableau Cloudのアカウント設定にアクセスします。

l サブスクリプションメールの下にある[自分のサブスクリプションの管理 ]をクリックしま

す。

Tableau Software 1301

Tableau Cloudヘルプ



l Tableau Cloudにサインインします。ページ上部で自分のユーザーアイコンを選択し

てから、[マイコンテンツ] を選択します。

2. [サブスクリプション]をクリックします。

3. サブスクライブを解除するビューの横にあるチェックボックスを選択し、[アクション]、[サブスク

ライブ解除 ]の順にクリックするか、変更したいサブスクリプションオプションを選択します。

一時停止したサブスクリプションの再開または削除

ブックに問題があるか、ビューの読み込みで問題が発生しているために、サブスクリプションが失敗

する場合があります。サブスクリプションの失敗が5回を超えると、サブスクリプションが一時停止し

た旨の通知メールを受信します。サブスクリプション所有者または管理者は、いくつかの方法で、

一時停止したサブスクリプションを再開することができます。

l Tableau Webページの [マイコンテンツ]エリアの [最終更新 ]列に、サブスクリプションが一

時停止していることを示すアイコンが表示されます。[...]> [サブスクリプションの再開 ]を選

択して再開します。

l 影響が出ているワークブックの [サブスクリプション]タブで、[前回更新 ]列に、サブスクリプショ

ンが一時停止になっていることを示すアイコンが表示されます。[...]> [サブスクリプションの再

開 ]を選択して再開します。

サブスクリプションが再び機能している場合、通知メールが送信されます。
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関連項目

Tableau DesktopとWeb作成のヘルプの「サブスクリプション設定の変更」。

Tableau Cloudヘルプの「プロジェクトレベルの管理」では、どのサイトロールで完全なプロジェクト

リーダー権限が許可されるかを確認できます。

ビューの高速化

CreatorまたはExplorerのライセンスを持つ管理者とワークブックの所有者は、ワークブックを高速

化することができます。管理者は、個々のビューを中断したり、サイトの高速化をオフにしたりするこ

とができます。ビューの高速化では、バックグラウンドプロセスでワークブックのデータを事前に計算し

て取り出しておくことで、ビューを高速に読み込みます。ビューを読み込む際の潜在的なボトルネッ

クは2つあります。

1. クエリ(データソースからのデータの取り出し)。
2. レンダリング(図形の描画やマップのレンダリングなどのビジュアルの作成 )。

ワークブックの読み込み時間は、この2つのステップにかかる合計時間によって決まります。ただし、

すべてのビューを高速化できるわけではありません。ビューの高速化によって、最初のステップ(クエ

リ)のパフォーマンスが向上します。ビューの読み込みがクエリ以外の理由で遅い場合、ビューの高

速化ではワークブックのパフォーマンスは向上しません。

ユーザーが高速化されたビューの上にカスタムビューを作成すると、最も使用される10個のカスタ

ムビューが自動的に事前計算されます。これらの高速化されたカスタムビューは、ビューの制限数

にはカウントされません。過去 14日間アクセスされていないカスタムビューは高速化されません。カ

スタムビューを直接高速化すると、元のビューとカスタムビューの両方が高速化されます。

ビューの高速化

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでサイトにサインインします。

2. [ホーム]ページまたは [探索 ]ページから、高速化したいビューに移動します。
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3. [アクセラレート]アイコンを選択し、[アクセラレート].に切り替えます。

次の3つの方法のいずれかで、ワークブックページからビューを高速化することもできます。

1. 目的のビューを選択し、[アクション]メニューから[高速化 ]、[オン]の順に選択します。
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2. 目的のビューの [その他のオプション] (...)メニューを選択し、[高速化 ]、[オン]の順に選択し

ます。

3. ワークブック内のすべてのビューを高速化するには、[その他のオプション] (...)メニューから[高
速化 ]、[オン]の順に選択します。

注 : ビューの高速化は、Tableau Desktopでは使用できません。
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ビューの高速化が利用できない、停止している、効果がない理

由

ビューの高速化を利用できない

ビューの高速化を利用できないシナリオがいくつかあります。

問題 解決策

ビューには、クエリの実行に

必要な時間の履歴データ

がありません。

ビューが読み込まれるたびに、vizデータが使用可能になるまでに

数分かかります。新しく作成したビューの場合は、ビューを読み込

んでから数分間待って高速化を試みます。

ビューのクエリの実行にか

かる過去の時間は2秒未

満です。

このようなビューでは、高速化によってビューのパフォーマンスが大

幅に向上するわけではないため、高速化はサポートされていませ

ん。

ビューには認証資格情報

が埋め込まれていません。

データを事前に計算するには、Tableauはユーザーによる操作を

必要とすることなく、バックグラウンドで自動的にデータソースに接

続する必要があります。その結果、ビューの高速化を利用できる

のは、接続の認証資格情報が埋め込まれているワークブックのみ

です。

ビューにユーザーベースの

関数が含まれているか、

ビューにユーザーベースの

関数を含むデータソース

があります。

現在、Tableauはそのようなビューの高速化をサポートしていませ

ん。ユーザーベースの関数の例としては、USERDOMAIN()や
USERNAME()があります。

ビューの所有者が非アク

ティブです。

データを事前に計算するには、ビューの所有者がアクティブなユー

ザーである必要があります。Tableauは、所有者が非アクティブな

ビューの高速化をサポートしていません。Tableau管理者に連絡

して、所有権をアクティブユーザーに変更してください。

ビューのデータ鮮度ポリ

シーが2時間未満です。

頻繁に更新されるビューの高速化はコストが高くなる可能性があ

り、Tableauはサイトのパフォーマンスに過負荷をかけることを望ん

でいません。詳細については、「データ鮮度ポリシーの設定」を参

照してください。
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サイトが高速化できる

ビュー数の制限に達しまし

た。

詳細については、「ビューの高速化の容量」を参照してください。

ビューの高速化が停止している

高速化が停止するシナリオがいくつかあります。

問題 解決策

ビューの高速化がサイト管理

者によって停止されました。

管理者に連絡して、ビューの高速化をもう一度有効にしてくだ

さい。

ビューのデータを事前に計算

するためにバックグラウンドで

高速化ジョブが実行されてい

ます。

ジョブが定期的に失敗すると、ビューは自動的に一時停止しま

す。次のような場合、ジョブは失敗する可能性があります。

l ビューの認証資格情報の有効期限が切れています。

Tableau管理者に連絡して、認証資格情報を更新し

てください。

l ビューの所有者が非アクティブになります。Tableau管理

者に連絡して、所有権を移してください。

l ビューのデータソースが削除されました。ビューの所有者

に連絡して、データソースを更新してください。

l データを事前に計算するジョブに時間がかかりすぎてタイ

ムアウトになります。ビューの高速化の最長実行時間は

30分です。ビューの所有者に連絡して、ワークブックを最

適化してください。

ビューの高速化の効果がない

ビューの高速化により、ビューのクエリの実行にかかる時間が短縮されます。クエリの実行にかかる

時間がvizの読み込み時間のボトルネックになっていない場合、vizの読み込みでパフォーマンスが

大幅に向上することはありません。加えて、ビューには通常、多くのクエリが含まれます。now()など

の一時的な関数や相対日付フィルターを使用するクエリは、高速化することができません。一時的

な関数に長時間を要するクエリがビューにある場合、vizの読み込みでパフォーマンスの向上は得ら

れません。
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高速化されたビューの更新

高速化されたビューのイベントベースの更新

抽出を含むワークブックでは、抽出更新が完了すると、すべての高速化されたビューが更新されま

す。ワークブックが再パブリッシュまたは名前変更されると、ワークブック内のすべての高速化された

ビューが更新されます。

高速化されたビューのスケジュールベースの更新

高速化されたビューを更新するスケジュールを設定できるのは、ワークブックに少なくとも1つのライ

ブデータソースがある場合です。

ライブデータソースを利用するワークブックの高速化されたビューは、ワークブックのデータ鮮度ポリ

シーに基づいて更新されます。データを更新するスケジュールが設定されていない場合は、デフォ

ルトのデータ鮮度ポリシーが使用されます。詳細については、「ワークブックのデータ鮮度ポリシーの

編集」を参照してください。

サイトのビューの高速化を管理する

ビューの高速化は既定で許可されます。

1. Tableau Cloudのサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[ビューの高速化 ]セクションまでスクロールします。

4. CreatorとExplorerがワークブックでビューを高速化できるように、チェックボックスをオンにし

ます。サイトのビューの高速化をオフにするには、チェックボックスをオフにします。

お勧めビューをアクセラレートする

ワークブックのクエリ時間と使用量に基づいて、Tableauは、速度が遅くなっている人気のビューや

ダッシュボードのパフォーマンスを向上させるためにアクセラレーションを推奨することがあります。
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ビューでアクセラレーションが利用できる場合、ユーザーは、30日ごとにビューのアクセラレーションを

推奨できます。

ユーザーがビューにアクセスすると、サイト管理者またはワークブック所有者にアクセラレーションを推

奨するオプションが表示されます。

サイト管理者またはワークブック所有者が同じビューにアクセスすると、ビューを高速化するオプショ

ンに加えて、高速化を推奨しているユーザーの数が表示されます。

アクセラレーションが推奨されているビューを管理する

サイト管理者は、Tableauがビューのアクセラレーションをいつ推奨したかを確認できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[タスク]を選択します。

3. [Acceleration status (アクセラレーションのステータス)] 列から、[Recommended (推奨 )]
ステータスを持つビューを確認します。右側のペインの [フィルター]を使用して、[推奨 ]ス
テータスを持つビューをフィルターすることもできます。

ワークブック所有者または管理者としてアクセラレーションの推奨をパーソナライズできます。
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1. Tableauサイトにサインインします。

2. ページの右上から、アカウントメニューのアイコンを選択します。

3. [マイコンテンツ]を選択します。

4. [パフォーマンス]タブを選択します。

5. [アクション]列から[アクセラレート]を選択します。

リソースを節約するためにアクセラレーションを自動的に一時停

止する

リソースを節約するために、管理者は常に失敗しているビューのアクセラレーションを自動的に一

時停止できます。管理者は、アクセラレーションを自動的に一時停止する前に、1日、1週間、ま

たは1か月あたりのアクセラレーションタスクの失敗回数のしきい値を設定できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[ビューの高速化 ]セクションまでスクロールします。

4. 1日、1週間、または1か月あたりに許可される最大失敗回数を設定します。

5. [保存 ]を選択します。

高速化されたワークブックの表示と管理

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[タスク]を選択します。

3. [アクセラレートされたビュー]タブを選択します。

4. [アクション]メニュー (...)を選択して、選択した1つまたは複数のビューの高速化を再開ま
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たは一時停止します。

ビューの高速化の通知を管理する

管理者は、ビューが自動的に一時停止された場合の通知を受け取るかどうかを管理できます。

1. Tableauサイトにサインインします。

2. 左側のペインで、[設定 ]を選択します。

3. [全般 ]タブで、[通知の管理 ]セクションまでスクロールします。

4. 自動的に一時停止されたビューの通知を受け取るには、[ビューの高速化 ]のチェックボック

スをオンにします。

5. [保存 ]を選択します。

ビューが自動的に一時停止された場合、サイト管理者とサーバー管理者に通知が送られます。

通知には、ビューが一時停止された理由とその時間に関する情報が含まれます。通知を選択する

と、[タスク]ページの [アクセラレートされたビュー]タブに移動します。管理者は、このページでアクセ

ラレーションのステータスをフィルターして、自動的に一時停止されたビューを見つけることができま

す。

事前に計算を行うためのユーザーコンテキストを理解する

高速化を有効にしたワークブックの事前計算は、ユーザー1人によるユーザーコンテキストで実行

されます。このユーザーは次のいずれかです。

l ワークブックの所有者 (ワークブックまたはデータソースにユーザーフィルターがない場合、また

はデータソースにユーザーフィルターはあるが、データソースがパブリッシュされている場合 )。
-または -

Tableau Software 1311

Tableau Cloudヘルプ



l 前回ワークブックをパブリッシュしたときに、サムネイルの生成のために選択したユーザー

(ワークブックにユーザーフィルターがあり、データソースがパブリッシュされていない場合 )。

カスタムビューの使用

カスタムビューは、フィルターの選択や並べ替えなど、公開済みVizに対する特定の操作状態へ

のショートカットです。カスタムビューは、参照元のコンテンツには影響を与えません。Vizを見るた

びに同じフィルターを設定したり、同じデータに注目して閲覧したりするのであれば、カスタムビュー

は良い選択肢になります。

カスタムビューは、Web編集とは異なり、参照元の公開済みコンテンツ自体に変更を加えませ

ん。「WebでのTableauビューの編集」を参照してください。

カスタムビューがフィルター設定専用である場合は、共有 URLにフィルターパラメーターを埋め込

むことを検討してください。「データスクール」の「URLを編集して公開済みダッシュボードをフィルタ

リングする」を参照してください。

カスタムビューに関する注意事項

l カスタムビューは、元のコンテンツを変更しません。

l 元のコンテンツを削除すると、そのカスタムビューも削除されます。

l 元のコンテンツが更新または再パブリッシュされると、カスタムビューも更新されます。

ヒント:元のコンテンツに変更を加えると、カスタムビューが壊れる可能性があります。カスタ

ムビューを使用したコンテンツの変更に関するベストプラクティスについては、「カスタム

ビューを使用したコンテンツの維持」を参照してください。

l ユーザーがサイトから削除されると、ユーザーが所有していた共有カスタムビューも失われま

す。

l カスタムビューに基づくサブスクリプションは、元のコンテンツに基づくサブスクリプションよりも

脆弱になる可能性があります。
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注 : 2022.3リリースから、TableauはカスタムビューURLのユーザー名をIDに置き換えまし

た。ブックマークされたURLは引き続き機能しますが、新しいURLスキーマにリダイレクトされ

ます。今回の変更は、企業やユーザーのデータ保護をより強化するためのものです。

カスタムビューの作成

まず、個別のビューに移動します。マークの選択、データのフィルタリング、並べ替えの変更など、カ

スタムビューで取り込みたい変更を加えます。

1. ツールバーで、[表示 ]アイコンを選択します。ツールバーに空きがある場合は、閲覧している

カスタムビューの名前が表示されます。
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2. [カスタムビュー]ダイアログで、カスタムビューの名前を入力します。

3. (オプション) [デフォルトにする]を選択します。

4. (オプション) [他の人に見えるようにする]を選択します。これにより、元のコンテンツを表示で

きるすべてのユーザーがカスタムビューを利用できるようになります。しかし、以下のように、

このオプションが使えない場合もあります。

l ユーザーのサイトロールがViewerである。

l サイトの [ユーザーの表示状態 ]が [Limited (制限 )]に設定されている。

l パーミッションの機能 [カスタマイズの共有 ]がワークブックで拒否されました。

5. [保存 ]をクリックします。
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カスタムビューを変更するような方法でビューを操作すると、アイコンにアスタリスクが表示され、

ビューが変更されたことがわかります。それらの調整を保持したい場合は、新しいカスタムビューを

保存すると調整を反映できます。

カスタムビューの検索

ビューから

Vizを表示しているときに、ツールバーの [表示 ]アイコンを選択すると、別のカスタムビューに変更で

きます。

自分が作成したすべてのカスタムビューと、他のユーザーが作成したカスタムビューのうち表示でき

るものが、リストに表示されます。
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ワークブックから

ワークブックレベルでコンテンツを表示している場合は、[カスタムビュー]タブを使用すると、そのワー

クブックで使用可能なすべてのカスタムビューを表示できます。
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デフォルトのカスタムビューの設定

検索したり作成したりしたカスタムビューは、Vizを開いたときに表示されるデフォルトのビューに設

定できます。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [デフォルトにする]オプションをオンにします。

3. 保存します。

次回そのVizを開くと、そのカスタムビューが表示されます。

カスタムビューの共有

デフォルトでは、カスタムビューはプライベートであり、カスタムビューを作成したユーザーにのみ表示

されます。
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注 : Viewerのサイトロールを持つユーザーは、カスタムビューを他のユーザーに表示させること

はできません。ただし、URLをコピーして共有することで、カスタムビューを共有できます。

Explorer以上のサイトロールを持つユーザーは、カスタムビューを他のユーザーに表示するように

設定できます。この設定により、元のコンテンツにアクセスできるすべてのユーザーがそのカスタム

ビューを表示できるようになります。

既存のプライベートカスタムビューを他のユーザーに表示されるように変更するには (または表示さ

れているビューをプライベートにするには)、次の操作を行います。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [ビューの管理 ]を選択します。

3. 目のアイコンを希望する状態に切り替えます。

4. ダイアログを閉じて保存します。
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スラッシュのある目 は、ビューがプライベートであることを示します。目のアイコン は、ビュー

が他のユーザーに表示できることを示します。

カスタムビューの削除

カスタムビューを削除するには、次の操作を行います。

1. ツールバーの [表示 ]アイコンを選択します。

2. [ビューの管理 ]を選択します。

3. ゴミ箱アイコンを選択します。

4. ビューを削除することを確認します。

削除時の注意

他のユーザーに表示されるカスタムビューの所有者である場合は、カスタムビューを削除すると、す

べてのユーザーに対して削除されることに注意が必要です。

カスタムビューを削除すると、そのカスタムビューを基にしたサブスクリプションも削除されます。

カスタムビューの管理

管理者は、カスタムビューのオーナーシップを変更したり、他のユーザーが作成したカスタムビューを

削除したりできます。

カスタムビューは、コンテンツまたは特定のユーザーに対して管理できます。

1. ワークブックまたはユーザーの [カスタムビュー]タブに移動します。

2. アクションメニューを使用して、所有者を変更するか、カスタムビューを削除します。
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ヒント:ユーザーに属するカスタムビューをサイトから削除する前に、カスタムビューの所有権を変

更することをお勧めします。ユーザーを削除すると、他のユーザーが使用しているパブリックビューを

含むカスタムビューも削除されます。

カスタムビューを含むコンテンツの安全な変更

カスタムビューを含むビュー (またはビューの基となっているデータソース)を変更する必要がある場

合、変更の内容によってはカスタムビューが壊れる可能性があることに注意が必要です。詳細に

ついては、「カスタムビューを含むコンテンツの維持」を参照してください。

ビューをSalesforceにパブリッシュする

ビューをCRM AnalyticsアプリまたはSalesforce Lightningページにパブリッシュすることにより、

ビューをTableau CloudまたはTableau ServerからSalesforceエコシステムに直接取り込むこと

ができます。
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詳細については、Salesforceヘルプの「TableauコンテンツをCRM Analyticsにパブリッシュする」を

参照してください。

前提条件

必要なライセンス、アカウント設定、パーミッションなど、前提条件の完全なリストについては、

Salesforceヘルプを参照してください。

ビューをSalesforceにパブリッシュする

ダッシュボード、シート、ストーリーなど、1つ以上のビューを選択します。次に、編集または管理す

るアクセス権を持つCRM Analyticsアプリのリストから宛先を選択します。

1. Salesforceにパブリッシュするビューを選択します。

注 : Salesforceにパブリッシュするビューは、一度に最大 25個まで選択できます。

2. [アクション]で、[Publish to Salesforce (Salesforce にパブリッシュ)]を選択します。

3. パブリッシュに使用するSalesforce認証資格情報を選択します。

4. パブリッシュする宛先アプリを選択します。表示できるのは、Salesforceユーザーとしてサイン

インして編集または管理できるアプリのみです。
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5. [パブリッシュ]をクリックします。

Salesforceにパブリッシュしたビューを表示できるユーザー

ビューをSalesforceにパブリッシュすると、選択したCRM AnalyticsアプリまたはLightningページ

にアクセスできるユーザーは誰でもコンテンツが存在することを確認できます。ただし、ビューを表示

できるのは、既存のTableauパーミッションを使用してサインインしているユーザーのみです。

データクラウド用のセグメントの作成

TableauビューLightning Webコンポーネントの

シームレス認証

Salesforceのお客様は、手動で認証する必要なしに、埋め込みビューをTableau Cloudまたは

Tableau ServerからSalesforce Lightningページにドラッグ&ドロップすることができます。
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TableauビューLightning Webコンポーネント(LWC)のシームレスな認証を使用すると、接続済み

アプリの信頼できるトークンを使用して、サインインせずにTableauコンテンツを表示できます。

Salesforce設定の構成

次の手順は、Salesforce管理者が1回だけ完了する必要があります。

1. Salesforceアプリで、右上隅にある歯車を選択し、[設定 ]を選択します。

2. 左側のナビゲーションペインで、[Quick Find (クイック検索 )]検索バーに「Tableau」と入力

します。

3. [Tableau Embedding (Tableau 埋め込み)]設定ページを選択します。

4. [Tableau ビューLightning Web コンポーネントをオンにする]のチェックボックスと[トークン

ベースのシングルサインオン認証をオンにする]のチェックボックスを選択します。

5. [Select Tableau User Identity field (Tableau ユーザーアイデンティティフィールドの選

択 )]では、組織レベルのユーザーフィールドを設定して、Tableauでユーザーを認証できるよ

うにします。Tableauユーザー名に対応するSalesforceユーザーフィールドを選択する必要

があります。ドロップダウンには現在のユーザーのフィールド値が表示され、値が定義されてい

ない場合はNullが表示されます。Tableauユーザー名と一致するユーザーフィールドがない

場合は、空のフィールド(フェデレーションIDやカスタムフィールドなど)を選択します。次に、

空のフィールドにユーザーのTableauユーザー名を入力します。

注 : Tableauユーザーアイデンティティフィールドの設定はすべてのユーザーに適用さ

れ、個別に設定する必要はありません。

6. 変更内容を保存します。

7. Experience Cloudのみ: Tableauサイト名とURLをコンテンツセキュリティポリシー (CSP)
信頼済みサイトとして設定します。詳細については、Salesforceヘルプの「CSP信頼済み

サイトの管理」を参照してください。

8. Tableau管理者の場合は、次のセクションでTableau設定を構成する間、Salesforce設

定の [Tableau 埋め込み]タブを開いたままにしておきます。管理者ではない場合は、発行

URLとJWKS URIをTableau管理者と共有します。
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Tableau設定 の構成

1つのタブで、Salesforce組織の [Tableau埋め込み]設定ページを開きます。別のタブで、

Tableauサイトに移動し、次の手順に従って接続済みアプリを設定します。

Tableau Serverの場合は、以下の手順を実行します。

1. Tableau Server管理者として、Tableauサービスマネージャー (TSM)のWebインターフェ

イスにサインインします。

2. [ユーザー ID とアクセス]に移動し、[認可サーバー]タブを選択します。

3. [埋め込みコンテンツのOAuth アクセスを有効にする]チェックボックスをオンにします。

4. [発行者 URL]と[JWKS URI]を入力します。これらは、Salesforce組織の [Tableau埋

め込み]設定ページにあります。Salesforce組織の設定ページにある[コピー]ボタンを使

用して、発行者 URLの値をコピーし、それをTSMWebインターフェイスに貼り付けます。

JWKS URIの値に対してもこのプロセスを繰り返します。

注 : TSMWebインターフェイスでは JWKS URIフィールドはオプションとしてマークされて

いますが、この値はTableau LWCシームレス認証を使用するために必要です。

5. [保留中の変更を保存 ]を選択します。

6. ページの右上隅にある[保留中の変更 ]を選択し、[変更を適用して再起動 ]を選択し

て、Tableau Serverを停止してから再起動します。

詳細については、「EASをTableau Serverに登録する」を参照してください。

Tableau Cloudの場合は、以下の手順を実行します。

1. Tableauの [設定 ]ページを開き、[接続済みアプリ]タブを選択します。

2. [新しい接続済みアプリ]のドロップダウンから[OAuth 2.0 信頼 ]を選択します。

3. [接続済みアプリの作成 ]ダイアログで、[発行者 URL]と[JWKS URI]を入力します。これ

らのURLとURIは、Salesforce組織の [Tableauビュー埋め込み]設定ページにあります。

Salesforce組織の設定ページにある[コピー]ボタンを使用して、発行元 URLの値をコ

ピーし、それをTableau設定ページに貼り付けます。JWKS URIの値に対してもこのプロセ

スを繰り返します。
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重要 : [接続アプリの作成 ]ダイアログでは、JWKS URIフィールドがオプションとして示されて

いますが、この値はTableau LWCシームレス認証を使用するために必要です。

4. [接続済みアプリを有効にする]のチェックボックスをオンにします。

5. [作成 ]を選択します。

注 :接続済みアプリには、外部認証サーバーという名前が付けられます。

詳細については、「EASをTableau Cloudに登録する」を参照してください。

シームレスな認証でTableauビューLWCを使用する

セットアップが完了したので、次の手順に従ってシームレス認証でTableauビューLWCを使用しま

す。

1. Salesforce組織の左側のナビゲーションペインで、[Quick Find (クイック検索 )]検索バーに

「Lightning App Builder」と入力します。

2. [新規 ]を選択し、ダイアログの指示に従って、ホーム、アプリ、またはレコードページを作成し

ます。

3. コンポーネントリストで「Tableau」を検索し、[Tableau ビュー]コンポーネントをページにド

ラッグします。

4. 新しいタブを開き、埋め込むTableauビューを見つけます。[共有 ]を選択してから、[リンク

のコピー]を選択します。

注 : URLはワークブックではなくビューのものである必要があります。

5. 新しいLighteningページに戻ります。右側のTableauビューのプロパティペインで、リンクの

コピーを[Tableau ビューのURL]フィールドに貼り付けます。

6. [既定の認証トークン]のチェックボックスをオンにします。

7. Tableau Cloudの場合は、[Tableauビュー共有 ]ダイアログのあるタブに戻り、[サイトID の

コピー]を選択します。次に、新しいLightningページに戻ります。Tableauビューのプロパ

ティペインで、サイトIDを[サイトID]フィールドに貼り付けます。

Tableau Serverの場合は、[サイトID]フィールドを空白のままにします。

8. オプションのフィールド:
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9.

l カスタム認証トークン: 1回限りのJWTトークンのテストに使用します。テスト後は、

動的に生成されたJWTを使用する必要があります。

l タブを表示 :ワークブック内の他のタブを表示するには、このボックスをチェックします。

l ツールバーを表示 :ユーザーがツールバーを操作して、元に戻す、やり直し、共有、

エクスポートを実施できるようにします。

l カスタムクエリパラメーター:このフィールドを使用してワークブックをフィルタリングしま

す。

l デバッグモード:チェックすると、トラブルシューティングのためにログがコンソールに出力

されます。

l 強制更新切り替え: Tableau構成を変更する場合、このボックスをチェックすると

Tableauビューの更新を切り替えることができます。

[保存 ]を選択します。これで更新をプレビューまたはパブリッシュできるようになりました。

複数のTableauビューの埋め込み

すべてのビューが同じサイトからのものである限り、Salesforce Lightningページに複数のTableau

ビューを埋め込むことができます。Tableauは1つのセッションのみをサポートしており、そのセッショ

ンはサイトに固有です。最後に許可されたセッションにより、以前のセッションは消去されます。

複数のサイトからのTableauビューを埋め込むには、サイト固有の別のLightningページを作成す

る必要があります。

モバイルでのTableauビューLWCシームレス認証

モバイルユーザーで問題が起こるのを防ぐために、次のベストプラクティスを検討してください。

l Lighteningページのタイプ:モバイルユーザーはアプリページとレコードページにアクセスでき

ますが、ホームページにはアクセスできません。

注 :レコードページは、特定のタイプのレコードに関連付ける必要があります。

l デスクトップとモバイルの両方のユーザーに同じページを使用する場合は、[有効化 ]を選択

して、Lightningページがデスクトップとモバイルの両方のフォームファクターの組織のデフォル

トとして設定されていることを確認します。
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l カスタマイズされたビジュアル体験を提供するために、デスクトップとモバイル用に個別の

Lightningページを作成することを検討してください。Tableauビューコンポーネントの高さは

固定されており、さまざまな画面サイズに合わせて動的に調整されません。

l スクロールバーをビューに追加するには、Tableauビューコンポーネントのプロパティペインか

ら[ツールバーの表示 ]を選択します。

l アプリページのタイプでは、[有効化 ]を選択して[Lightning エクスペリエンス]タブを選択し

ます。ページをLightningBoltリストに追加すると、モバイルでページが見つけやすくなります。

l モバイルでは、iOSはデフォルトでサイト間のトラフィックをブロックします。モバイルの設定を開

き、Salesforce設定を選択して、[Web サイト間のトラッキングを許可する]をオンにします。

詳細については、「Webサイト間のトラッキングの有効化」を参照してください。

TableauビューLWCシームレス認証のトラブルシューティング

SalesforceとTableauの構成を検証する

発行者 URLとJWKS URIの値がSalesforce設定とTableau設定の両方で一致し、JWKS

URIが id/keysで終わっていることを確認します。

l Tableau Cloudの場合は、1つのタブで [Salesforce設定 ]の [Tableau埋め込み]ページを

開きます。別のタブで、[Tableau設定 ]の [接続済みアプリ]タブを開きます。[接続済みアプ

リ]タブで、[外部認証サーバー]を選択し、[編集 ]を選択します。[発行者 URL]と[JWKS
URI]の値が一致し、JWKS URIが id/keyで終わっていることを確認します。

l Tableau Serverの場合は、1つのタブで [Salesforce設定 ]の [Tableau埋め込み]ページを

開きます。次に、Tableauサービスマネージャー (TSM) Webインターフェイスにサインインし、

[ユーザー ID とアクセス]に移動して、[認可サーバー]タブを開きます。

Salesforce組織のコンポーネントを検証する

TableauビューLightning Webコンポーネントを含むページで歯車アイコンを選択し、[ページの編

集 ]を選択します。

1. [Tableau ビューのURL]フィールドに、Tableauビュー (ワークブックではない)の有効なURL
が含まれていることを確認します。Tableauビューの [共有 ]ダイアログを開き、[リンクのコ

ピー]を選択します。

2. [デフォルトの認証トークン]のチェックボックスを選択する必要があります。

3. サイトIDフィールドを確認します。
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l Tableau Cloudの場合、埋め込まれたTableauビューの [共有 ]ダイアログからコピーしたサ

イトIDをフィールドに入力する必要があります。

l Tableau Serverの場合、フィールドは空白にする必要があります。

JWTトークンを検証する

[デバッグモード]を選択して、JWTトークンが期待どおりに動作していることを確認します。

1. コンソールログを開き、トークンをコピーします。

2. jwt.io Webサイトに移動し、トークンを[エンコード済み]フィールドに貼り付けます。

3. 次のことを確認してください。

l 件名 (「sub」)はTableauユーザー名と一致しています。

l Tableau Cloudの場合、対象ユーザー (「aud」)は「tableau+SiteID」です。スコープ

(「scp」)は、実行したい内容に対して正確です (たとえば、

「tableau:views:embed」)。
Tableau Serverの場合、対象ユーザー (「aud」)は「tableau」です。

l スコープ(「scp」)は、実行したい内容に対して正確です (たとえば、

「tableau:views:embed」)。
l 発行者 (「iss」) EASサーバーは正確です。

ページの有効化を確認する

場合によっては、ユーザーがLightningページを作成しても、有効化されていない、またはどこにも

割り当てられていないため、ユーザーがそれを見つけることができないことがあります。[有効化 ]を
選択して、Lightningページが目的のフォームファクターの組織のデフォルトとして設定されているこ

とを確認します。

ヒント:デバッグするときは、リッチテキストコンポーネントをページにドラッグアンドドロップし、ページ

タイプと埋め込むビューのURLの簡単な説明を追加すると便利です。これにより、エンドユーザー

が表示しているページが管理者が編集しているページであることを確認できます。

TableauビューLWCがシームレス認証なしで動作していることを確認する

1. Lightningページの [Tableauビュー]ペインで、[デフォルトの認証トークン]のチェックボックス

をオフにします。

2. Cookieに関する問題を回避するために、ゲストブラウザー (FirefoxプライベートやChrome
ゲストなど)を使用して新しいブラウザーを開きます。
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注 : Chrome Incognitoはこのテストには使えません。

3. ゲストブラウザーでSalesforce組織にサインインします。[Tableau にサインイン]を選択し、

Tableauの認証資格情報を入力します。サインインすると、Tableauビューが読み込まれる

はずです。

注 :ビューが読み込まれない場合は、シームレスな認証に留まらない広範な問題があ

ることを示しています。

4. [既定の認証トークン]のチェックボックスをオンにします。

5. [保存 ]を選択し、ゲストブラウザーのウィンドウを閉じます。

6. ゲストブラウザーで新しいウィンドウを開き、Salesforce組織にもう一度サインインします。こ

れで、埋め込まれたTableauビューが、シームレス認証を使用して自動的に表示されるよう

になりました。

エラー: LWCコンポーネントのバージョンはサポートされなくなりました

このエラーを解決するには、次の手順に従ってください。

1. [コンポーネント]リストで「Tableau」を検索し、新しい [Tableau ビュー]コンポーネントをペー

ジにドラッグアンドドロップします。

2. 古いコンポーネントの [Tableauビュー]ペインからすべてのプロパティをコピーして、新しいコン

ポーネントに上書きします。

3. 古いコンポーネントの削除アイコンを選択します。

関連項目

接続済みアプリのトラブルシューティング
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Tableau App for Slackを使用した通知の受

信、検索、共有

Tableau App for Slackを使用すると、Slackの作業環境で作業やコラボレーションを行うことがで

きます。Tableau 2023.1以降では、Tableau App for Slackからビューやワークブックを検索した

り、お気に入りのTableauコンテンツや最近表示したTableauコンテンツに簡単にアクセスできま

す。Tableau App for Slackを使用すると、ビジュアライゼーションのスナップショットを表示すること

ができ、Tableauサイトに戻るリンクを使用してさらに探索することもできます。一部の機能 (Slack

からのTableauコンテンツの共有や検索など)は、Tableau Serverではまだ利用できません。現

在、Tableau Serverユーザーは通知を受け取ることができます。

Tableau 2021.3以降では、データドリブンアラート、共有アクティビティ、コメントのメンションについ

て、SlackでTableau通知を受け取ることができます。通知にアクセス可能なビューまたはワーク

ブックが含まれている場合、通知には視覚的なスナップショットも含まれます。

管理者はTableauサイトをSlackワークスペースに接続して、組織全体でTableau App for

Slackを有効にすることができます。詳細については、Tableau CloudまたはTableau Serverヘル

プの「TableauとSlackワークスペースの統合」を参照してください。

Tableau管理者がTableauサイトをSlackワークスペースに接続した後、以下を実施します。

1. Tableau App for Slackを追加します。

2. [Tableau に接続 ]を選択します。

3. Tableauサイトにログインします。

4. [許可 ]を選択してアプリを承認します。

注 :プライバシーについては、「プライバシーポリシー」を参照してください。
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Slackからの検索、共有、最近使用したアイテムやお気に入りへ

のアクセス

Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、Tableau Cloudサイトのビューとワークブックを検索でき

ます。

探しているTableauコンテンツを見つけたら、Tableauコンテンツの名前を選択してTableauで直

接開くか、[共有 ]を選択してコンテンツを個人またはSlackチャネルに送信します。共有する

Tableauコンテンツに関するコンテキストを提供するために、カスタムメッセージを作成することもでき

ます。

メッセージにTableauコンテンツのプレビュー (開けるSlackリンク)を含めるには、[スナップショットで

共有 ]を選択します。データアクセスを制限するフィルター (行レベルセキュリティなど)がTableauコ

ンテンツに含まれていない場合は、スナップショットを共有できます。スナップショットは、アクセスレベ

ルに関係なく、共有しているすべてのユーザーに表示されます。
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また、Slackを離れることなく、最近表示したTableauコンテンツやお気に入りのTableauコンテン

ツにアクセスできます。Tableau App for Slackの [ホーム]タブから、最近アクセスした5つの

Tableauビューまたはワークブックを表示できます。お気に入りの5つのTableauビューまたはワーク

ブックにもアクセスできます。

Tableauビューまたはワークブックの名前を選択してTableauで直接開くか、その他のアクションメ

ニュー (...)を選択して、お気に入りや最近表示したTableauコンテンツを共有します。

SlackでのTableau通知の受信

コメント

コメントでメンションされたときに通知を受け取り、会話を続けることができます。詳細については、

「ビューのコメント」を参照してください。
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共有

チームメイトが、ビューやワークブックなどを含むTableauアセットをいつ送信するかを確認します。

共有の詳細については、「Webコンテンツの共有」を参照してください。
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データドリブンアラート

データのしきい値を指定して、しきい値に達したときにアラートを受け取ることができます。詳細につ

いては、「Tableau CloudまたはTableau Serverからのデータドリブンアラートの送信」を参照し

てください。
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SlackのTableau通知を管理

Tableauサイト管理者は、サイト全体のすべての通知をオンまたはオフにすることができます。

Tableau管理者とSlackワークスペース管理者は、TableauサイトをSlackと統合し、サイトユー

ザーが通知を受信できるかどうかを制御します。有効になっていて、Tableauサイト管理者が通知

を許可している場合、すべてのサイトユーザーは、Tableau App for Slackを通じてSlackで通知

を受け取ることができます。通知に影響を与えるその他の設定がサイトで設定されているために、

通知設定が利用できないことがあります。

Slackワークスペースに表示される通知を制御したり、Slack通知をオフにしたりするには、ページの

上部でプロフィール画像またはイニシャルをクリックし、[マイアカウント設定 ]を選択します。
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[通知 ]で、コメントのメンション、共有、データアラートに対して、[Slack]の下にあるチェックボックス

をオンまたはオフにします。

[変更を保存 ]を選択します。

詳細については、「アカウント設定の管理」の「通知設定の変更」を参照してください。

Tableauでデータを操作する

このチュートリアルでは、Tableau Serverにおけるデータビジュアライゼーション(ビュー)の表示と操

作の基本について説明します。

Tableauをツールとして使用すると、パブリッシュされたビジュアライゼーションを操作して、インサイト

を探索したり、質問を投げかけたり、データを把握したりすることができます。使い方は次のとおりで

す。
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どうぞ、クリックしても安全です

Tableauは操作されることを考慮して構築されています。ビジュアライゼーションを操作しても、差し

当たり、自分のビジュアライゼーションの外観しか変わりません。

他の人には、オリジナルのビジュアライゼーションが表示されています。ビジュアライゼーションの表示

に使用したデータも、同じ状態に保たれています。

1: Tableauサイトとは

Tableauサイトは、データやデータビジュアライゼーションをチームで互いに共有できる場所です。み

んながパブリッシュして利用できるようにしたものを探索できます。

Tableauサイトにサインインすると、ホームページが表示されます。

2: vizの検索

Tableauサイト上のビジュアライゼーションをビューと呼びます。ワークブックは、複数のビューを1つの

ファイルにまとめたものです。検索機能で、ビューまたはワークブックを検索します。
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検索結果には、クエリに応じて、さまざまなコンテンツタイプがすべて表示されます。
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探していたものがクイックサーチのビューにない場合は、[すべて表示 ]を選択してすべての検索結

果を表示するか、[探索 ]ページで閲覧して回ります。Tableauサイトでホストできるさまざまな種類

のコンテンツがすべて表示されています。

3:コンテンツの操作

パブリッシュされたビューをキャンバスとして使用すると、データを操作して理解することができます。

参照元のデータを破損したり変更したり、他の人に表示されているものを変更したりすることはあり

ません。

ツールボックスには以下のようなツールがあり、データからインサイトを得るために利用できます。

詳細表示とデータの並べ替え

データをクリックできることがわかったので、チェックしてみます。

ビューの中でマウスを移動すると、各データポイント(マーク)の詳細を示すツールヒントが表示される

でしょう。複数のマークを選択することもできます。
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表をアルファベット順や数値順に並べ替えるには、列のヘッダーにカーソルを合わせて並べ替えのア

イコンをクリックします。

データのフィルター

表示されるデータを特定の領域、日付、カテゴリなどにトリミングしたり制限したりすることができま

す。
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元に戻す

すべてを除外するのではなく、1つの領域だけを除外するつもりだった、ということがあるかもしれませ

ん。[ひとつ前に戻す (Udno)]をクリックすると最後の変更を取り消し、[元に戻す (Revert)]を使用

するとすべての選択を元に戻すことができます。
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4:最新化

ビューは新しいデータで自動的に更新されるため、新しいチャートを検索して最新の情報を取得

する必要はありません。星形のアイコンをクリックしてお気に入りに追加して、ビューを手元に置いて

おくことができます。

すべてのお気に入りは、ナビゲーションパネルの [お気に入り]ページに追加されます。最近調べた

ダッシュボードやビューもホームページに表示され、次回も利用できます。

これらは基本機能の一部であり、Tableau Serverでできることはたくさんあります。詳細について

は、「Tableau Webビューでできること」を参照してください。

探索してみてください。
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Tableau Pulseでメトリクスを作成する(英語の

み)
Tableau Pulseベータ版は、2023年 12月からTableau Cloudに導入されました。Tableau Pulse

ベータ版への参加に興味がある場合は、このフォームに記入してください。

Tableau Pulseは、定義したメトリクスに基づいてデータに関するインサイトを提示します。メトリクス

を作成した後、組織のメンバーをフォロワーとして追加すると、そのメンバーはデータに関するダイジェ

ストをメールまたはSlackで定期的に受け取ることができます。このダイジェストでは傾向、外れ

値、その他の変化が明らかになり、フォロワーは自分の仕事に関連するデータを常に最新の状態

で把握することができます。これらのユーザーはTableau Cloud上でメトリクスを調べて、どのような

要因がデータの変化に影響を与えたのかを確認することで、データについて詳しく知ることができま

す。これらのインサイトにより、Tableauで複雑な分析を行わなくても、データに基づいた意思決定

を行うために必要な情報が得られます。
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メトリクス定義と関連するメトリクス

Tableau Pulseのすべてのメトリクスにはメトリクス定義があります。Viewerがメトリクスを操作しま

す。メトリクス定義では、それらのメトリクスのコアメタデータを指定します。
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メトリクス定義 :メタデータのセットであり、このメタデータのセットに関連するすべてのメトリクスの信

頼できる唯一の情報源として機能します。Creator、サイト管理者 Explorer、またはExplorer (パ

プリッシュ可能 )のサイトロールを持つユーザーによって定義されます。次の表は、メトリクス定義に

よって取り込まれるメタデータの例を示しています。
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定義フィールド 値の例

メトリクス名 スーパーストアの売上

メジャーと集計 売上合計

時間のディメンション オーダー日

調整可能なメトリクスフィルター 地域、カテゴリ

数値形式 通貨

値が上がるのは 好ましい

スーパーストアの売上におけるメトリクスの定義

メトリクス:定義の前に置かれる対話型オブジェクトです。ユーザーがフィルターを調整したり、時間

のコンテキストでオプションを調整したりするときに作成されます。つまり、定義に関連するメトリクス

は多数存在する可能性があります。ユーザーはインサイトを得るためにメトリクスをフォローして調

べます。次の表は、関連するメトリクスに対して設定されたオプションの例を示しています。これらの

オプションは、メトリクス定義で指定されたコア値に加えて適用されます。

メトリクスオプション 値の例

時間の粒度 四半期初来

時間の比較 前年との比較

フィルター カテゴリ:情報技術

スーパーストア売上の関連メトリクス-情報技術

メトリクスオプション 値の例

時間の粒度 年初来

時間の比較 前年との比較

フィルター カテゴリ:事務用品

スーパーストア売上の関連メトリクス-事務用品
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Tableau Pulseを使い始めるには、追跡したいコア値を取り込むメトリクス定義を作成します。最も

基本的なレベルでは、この値は時間ディメンションに基づいて追跡される集計メジャーです。この定

義では、Viewerがフィルターに使用できるディメンション、値の書式設定方法、表示されるインサイ

トの種類などのオプションも指定します。

この定義を作成すると、Tableauによって最初の関連メトリクスが自動的に作成され、そのメトリク

スのページが表示されます。定義に対して作成された最初のメトリクスにはフィルターが適用されて

いませんが、自分または組織内の他のメンバーが新しい方法でメトリクスフィルターや時間のコンテ

キストを調整するたびに、Tableau Pulseにより追加の関連するメトリクスが作成されます。

組織内の人は、メトリクス定義ではなく、メトリクスをフォローします。個別のメトリクスをフォローする

ことで、その人にとって重要なディメンションに特有のインサイトが得られます。メトリクス定義は、親

となる唯一の定義から関連するメトリクスのデータを管理できるようにするために存在します。データ

ソース内のフィールドが変更された場合は、メトリクス定義を更新してその変更を反映できます。そ

の定義に関連するすべてのメトリクスにも変更が反映されます。

あなたが販売部門のメンバーであり、その部門ではさまざまな地域や製品ラインにわたるメトリクス

を追跡する必要があるとします。Tableau Pulseで、日次売上の合計をコア値として含み、地域お

よび製品ラインごとに調整可能なメトリクスフィルターを使用できるメトリクス定義を作成します。次

に、各地域と製品ラインに関連するメトリクスを作成します。最後に、どこで何が売れたかがわかる

メトリクスに、組織のメンバーをフォロワーとして追加します。

Tableau Pulseの特長

Tableau Pulseではメトリクス定義を簡単なフローで作成できるため、これまでのTableau vizオー

サリングで作るには通常複雑な計算が必要となる定義を、いくつかの選択だけで作成できます。

組織のメンバーは、そのメトリクス定義を出発点として使用し、別々のディメンションや時間のコンテ

キストに基づいてデータを切り取ることで、自分のニーズに関連したメトリクスを作成することができ

ます。それらのメトリクスについてのインサイトはフォロワーに直接送信されるため、同僚は仕事の流

れの中で必要なデータを手に入れることができます。

Tableau Pulseを使用すると、ユーザーはセルフサービスの簡単な方法で、ガイド付きのデータ探

索に参加することができます。提案された質問をすると、さまざまなディメンションがデータにどのよう

な影響を与えているかを確認できます。従来のTableau vizオーサリングではより自由な形式の分

Tableau Software 1347

Tableau Cloudヘルプ



析を行えますが、このガイド付き探索によってその分析を補完することができ、Tableauでの分析

に慣れていないユーザーでもデータを理解できるようになります。

Tableau Pulseの一部は他のTableau機能と似ていますが、Tableau Pulseはメトリクスとインサ

イトをまったく新しいエクスペリエンスに組み合わせています。Tableau Pulseのリリース後、「データ

に聞く」とTableauの従来のメトリクス機能は、Tableau CloudおよびTableau Serverバージョン

2024.2で2024年 2月に廃止されます。「データに聞く」と同様、Tableau Pulseではデータについ

て質問できるため、表示された数字の背後にあるしくみと理由を知ることができます。Tableau

Pulseでは、従来のメトリクス機能と同様にメトリクスを作成して追跡することもできますが、

Tableau Pulseのメトリクスは単独で存在するものではありません。これらのメトリクスは、データに

関するインサイトの源となります。

メトリクス定義のデータソース要件

メトリクス定義を作成するには、パブリッシュされたデータソースに接続します。作業しているデータ

ソースが次の基準を満たしていることを確認してください。
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l 単一のパブリッシュされたデータソースである。これは、抽出でもライブ接続でも構いません。

ワークブックに埋め込まれたデータソースには接続することはできません。また、データソース

をパブリッシュする前にデータを結合しなければ、複数のデータソースに接続したり、データブ

レンドを使用したりすることはできません。

l データソースに接続できるパーミッションがある。

l データソースに以下が含まれる。

l 合計、平均、中央値、最大値、または最小値として集計されるメジャー、あるいは、

カウントまたはカウント(個別 )として集計されるディメンション。

l メトリクスの時系列に対する時間のディメンション。Tableau Pulseは経時的にデータ

をモニタリングするため、単一の時点の値では有効なメトリクスが得られません。時系

列でサポートされている粒度は、日、週、四半期、年です。より細かい粒度レベル

(時または分 )を必要とするデータは、Tableau Pulseには適していません。

l データとインサイトのフィルタリングに使用できる少なくとも1つのディメンション。

メトリクス定義の作成

データソースがTableau Pulseで利用できることを確認したら、定義の作成を始めます。

ビデオを見る: Tableau Pulseで新しいメトリクス定義を作成する方法をご覧ください。
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メトリクス定義を作成するには、Tableau CloudのCreator、サイト管理者 Explorer、Explorer

(パブリッシュ可能 )のサイトロールが必要です。Viewerサイトロールの場合は、メトリクスをフォロー

してインサイトを見つけることはできますが、メトリクス定義を作成することはできません。

1. Tableau Pulseのホームページから、[新しいメトリクス定義 ]を選択します。

2. 接続するデータソースを選択し、[接続 ]を選択します。

3. [名前 ]には、他のメトリクス定義で使用されていない名前を入力します。この名前は関連

するすべてのメトリクスに表示されるため、他の人が理解しやすい名前を選択してください。
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4. [説明 ] (オプション)には、他の人がデータを理解できるように簡単な説明を入力します。説

明は定義ページに表示されます。

メトリクス値の定義

1. [メジャー]で、フォローするフィールドを選択します。メジャーまたはディメンションを選択できま

すが、ディメンションは追跡可能なメジャーとなるように、カウントまたはカウント(個別 )として

集計する必要があります。

2. [集計 ]で、追跡しているフィールドをTableau Pulseが集計する方法を選択します。より複

雑な集計が必要な場合は、詳細定義の作成 (オプション)を参照してください。

3. [現在までのスパークライン値を表示 ]で、メトリクスグラフ上のポイントを累計値として表示

するか、非累計値として表示するかを選択します。メトリクスの上部に表示される現在の値

は、常に追跡している期間の累計です。この設定は、スパークライン、概要の折れ線グラ

フ、および該当するインサイトに適用されます。

4. [定義フィルター] (オプション)で、メトリクスデータを制限する値を選択します。定義レベルで

追加したフィルターは、定義に関連するすべてのメトリクスのデータに影響を与え、Viewerが
調整することはできません。[オプション]の [調整可能なメトリクスフィルター]で、他のユー

ザーが変更できる表示フィルターを追加できます。詳細については、メトリクスオプションの定

義を参照してください。定義フィルターとして追加するフィールドは、メトリクスの意味に関連

している必要があります。たとえば、純売上を定義するために、返品されたオーダーを除外

する定義フィルターなどです。データのセグメント化に使用されるフィールドは、調整可能なメ

トリクスフィルターである必要があります。

5. [時間ディメンション]で、時系列を定義するフィールドを選択します。

詳細定義の作成 (オプション)

従来のTableau vizオーサリング環境での作業の柔軟性を好む場合、またはメトリクスを定義する

ために計算フィールドを作成する必要がある場合は、高度な分析エディターを使用してください。

1. 定義パネルで、[詳細定義の作成 ]を選択します。

2. フィールドをメジャー、時間ディメンション、およびフィルターシェルフに追加します。これらの

シェルフに追加したフィールドまたは計算のみがエディターによって保存されます。

3. [適用 ]を選択します。エディターで追加したフィールドは、定義パネルの同等のフィールドを

置き換えます。これらのフィールドを編集するには、エディターをもう一度開きます。定義パネ

ルの高度な分析エディターで設定したフィールドは編集することはできません。
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メトリクスオプションの定義

1. [調整可能なメトリクスフィルター]で、少なくとも1つのオプションを追加します。このフィル

ターオプションは関連するメトリクスに表示され、ユーザーはニーズに合わせてデータの範囲

を絞り込むことができます。これらのフィルターを調整すると、定義から追加のメトリクスが作

成されます。調整可能なメトリクスフィルターとして追加したフィールドによって、データに関

するインサイトを生成するために使用されるディメンションも決まります。

2. [数値形式 ]で、値に表示するカスタムの単位を指定したり、値を通貨やパーセンテージと

して表示するように設定したりできます。

インサイトの設定

1. [インサイト]タブを選択します。

2. [インサイトディメンション]のフィールドは、調整可能なメトリクスフィルターとして追加した

フィールドと同じです。Tableau Pulseは、インサイトプレビューに示されているように、データ

をモニタリングするときにこれらのディメンションを使用して、関連するインサイトを明らかにし

ます。

3. [値が上がるのは]で、変化が中立か、好ましいか、好ましくないかを選択します。このオプ

ションは、変化値の色を制御します。中立の場合は青、好ましい場合は緑、好ましくない

場合は赤です。また、変化に言及するインサイトで使用される言語にも影響します。

4. [インサイトの種類 ]で […]メニューを選択し、[オフにする]を選択して、表示されるインサイ

トの種類を調整します。情報アイコンの上にカーソルを置くと、各タイプの説明が表示され

ます。

5. メトリクスとインサイトのプレビューが期待どおりに表示されていることを確認し、[定義の保

存 ]を選択します。Tableau Pulseによって、調整可能なメトリクスフィルターが適用されて

いないメトリクス定義が、最初の関連するメトリクスとともに作成されます。

関連するメトリクスの作成

メトリクス定義を作成すると、その定義に関連する最初のメトリクスが表示されます。この定義は、

後でTableau Pulseホームページの [メトリクスの参照 ]タブで見つけることができます。

1. 定義の関連するメトリクスで、[調整 ]を選択します。フィルターのラベルがインタラクティブに

なります。

2. ボタンを選択して、期間、時間比較、またはフィルターのオプションを変更します。

3. チェックマークのボタンを選択します。そのフィルターの組み合わせを持つ関連メトリクスがま

だ存在しない場合は、Tableau Pulseによって作成されます。
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Viewerがこれらのメトリクスを操作する方法については、Tableau Pulseでメトリクスを探索する

(英語のみ)を参照してください。

メトリクス定義の編集

データソースが変化し、それに基づくメトリクスが壊れた場合は、その変化を考慮してメトリクス定

義を編集します。定義に加えた変更は、関連するすべてのメトリクスに影響します。

1. 編集したい定義に関連するメトリクスを開きます。

2. [アクション]メニューを選択し、[定義の編集 ]を選択します。

フィルターの編集が関連するメトリクスに与える影響

定義を編集するときに、調整可能なメトリクスフィルターを削除したり、メトリクスフィルターで使用

する値を除外する定義フィルターを追加したりしても、そのフィルターを使用しているメトリクスは削

除されません。これらのメトリクスのフォロワーは、影響を受けるフィルターを調整したり、他のフォロ

ワーを追加したりできますが、メトリクスを閲覧しているユーザーは、それらのメトリクスを自分でフォ

ローすることはできません。

削除されたフィルターに基づくメトリクスがユーザーに表示されなくなるようにするには、それらのメトリ

クスからフォロワーを削除します。あるいは、定義の関連メトリクスを削除する場合は、定義を削除

して関連するメトリクスをすべて削除します。

フォロワーの管理

フォロワーは、メトリクス定義全体にではなく、関連する各メトリクスに固有です。このようにして、組

織内の個人は、自分にとって重要なメトリクスのみに関するインサイトを得ることができます。関連

するメトリクスを新しく作成するたびに、フォロワーを追加する必要があります。フォロワーは、以前に

参照していたメトリクスから引き継がれません。

Tableau Software 1353

Tableau Cloudヘルプ



フォロワーの追加

1. フォロワーを追加したいメトリクスを開きます。

2. [フォロワー]ボタンを選択します。

3. 検索ボックスに、追加したいユーザーまたはグループの名前を入力します。

4. [追加 ]を選択します。

ユーザーがグループの一部としてメトリクスに追加された場合、ユーザーは自分自身を個別に削

除できません。ユーザーがフォローするメトリクスを自分で制御できるようにしたい場合は、ユーザー

を個人として追加します。

フォロワーの削除

1. フォロワーを削除したいメトリクスを開きます。

2. [フォロワー]ボタンを選択します。

3. フォロワーの名前の横にある[削除 ]を選択します。

ダッシュボードの推奨メトリクスを確認する

ダッシュボードに表示される推奨メトリクスのリストからメトリクスを作成すると、メトリクス定義を手

際よく作成することができます。

1. メトリクス定義の作成元となるダッシュボードを表示しているときに、ツールバーの [データガ

イド]ボタンを選択します。

2. ダッシュボードで、使用するデータのあるvizを選択します。データガイドには、このVizに推

奨される指標が表示されます。Viz内のデータがメトリクスの要件にどの程度適合している

かによっては、推奨されるメトリクスが表示されない場合もあります。データガイドが完全な

メトリクスを推奨できない場合は、推奨されるメジャーまたはディメンション、または接続先と

して使用するプライマリデータソースが表示されます。
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3. 推奨事項を選択して、Tableau Pulseで設定します。

4. 推奨事項は、Tableau Pulse定義ペインに事前に入力されています。定義の設定を完了

するには、メトリクス定義の作成を参照してください。
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Tableau Pulseでメトリクスを探索する(英語の

み)
Tableau Pulseベータ版は、2023年 12月からTableau Cloudに導入されました。Tableau

Pulseベータ版への参加に興味がある場合は、このフォームに記入してください。

Tableau Pulseを使用すると、フォローしているメトリクスに関するインサイトを受け取ることができ、

仕事の流れの中でデータに基づいた意思決定を行うことができるようになります。たとえば、メトリク

スについて定期的にレポートを行うと、データの重要な変化に関するインサイトをTableau Pulse

から受信することができます。Tableau Pulseを使用すると、Creator、サイト管理者 Explorer、ま

たはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持つユーザーはメトリクス定義を作成して、関

連するすべてのメトリクスのメタデータを取得することができます。すべてのユーザーは、コアとなる定

義とオプションのフィルターを使用して、対象者や目的に合わせてデータを絞り込んだメトリクスを

フォローし、操作することができます。メトリクスをフォローすると、データに関するインサイトが仕事を

している場所 (メールまたはSlack)に直接配信されます。

各ダイジェストには、フォローしているメトリクスに関する状況に応じたインサイトが含まれており、

個々のメトリクスを調査するとさらなるインサイトを得ることができます。Tableau AIの詳細について

は、「TableauのEinstein生成 AI」を参照してください。

ビデオを見る: Tableau Pulseツアー
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Tableau Pulseを使い始める

1. Tableau Cloudホームページで左側のペインを展開し、[Pulse]を選択します。

2. メトリクスをまだ作成していない場合は、Tableau PulseからTableau Pulseでメトリクスを

作成する(英語のみ)を選択します。

3. [検索 ]バーまたは [メトリクスの参照 ]タブを使用して既存のメトリクスを検索し、[フォロー]を
選択して特定のメトリクスに関するインサイトの受け取りを開始します。
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4. メトリクスカードの [その他のアクション]メニュー (...)から、フォロワーの管理、詳細の表示、

または関連するメトリクスの表示を行うことができます。関連するメトリクスとは、コアとなるメ

トリクス定義を共有する、さまざまなフィルターや時間コンテキストを持つメトリクスです。

メトリクス定義と関連するメトリクスの仕組みの詳細な説明と例については、メトリクス定義と関連

するメトリクスを参照してください。

メトリクスを詳しく調べ、時間の範囲を調整するか、フィルターを

適用する

[インサイト探索 ]ページから、次のようなメトリクスを一目で確認できます。

l 現在のメトリクス値。

l 比較対象となる前の期間からの変化率。

l メトリクス定義に適用したフィルター。

l そのメトリクスに関するインサイト。

メトリクスページで [調整 ]を選択して、分析する期間を変更します。メトリクスに適用されるフィル

タリングされた値を調整することもできます。

すべてのユーザーは、フィルター値を調整し、同じメトリクスの異なるバージョンをフォローすることが

できます。ユーザーがメトリクスをフォローすると、期間とフィルターの選択がホームページとダイジェ

ストに保存されます。

[概要 ]タブには、メトリクスの傾向の方向を含む、メトリクスのパフォーマンスの折れ線グラフが表

示されます。折れ線グラフのさまざまな点にカーソルをあてると、それらの時点でのメトリクス値が表

示されます。
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[内訳 ]タブには、メトリクスのさまざまな値が合計値にどのように寄与しているかが表示されます。ま

た、メトリクスの内訳を表示するディメンションを選択することもできます。たとえば、このメトリクスで

は既定で地域が表示されますが、地域マネージャーまたはセグメントごとにメトリクスの内訳を表示

することもできます。

Tableau Pulseは、メトリクスに対して検出された各インサイトへの質問を明らかにすることで、デー

タを探索するためのパスを提供します。データに関して提案された質問をクリックすると、参照元の

データについてのインサイトを含む回答が、読みやすいグラフで表示されます。
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メトリクスをフォローする

メトリクス定義を作成したら、それに関連するメトリクスをフォローできます。関連するメトリクスと

は、コアとなるメトリクス定義に調整可能なフィルターを適用することで作成できるバージョンのメト

リクスです。メトリクスをフォローすると、そのメトリクスがTableau Pulseホームページに表示されま

す。Tableau PulseダイジェストをSlackやメールで受信する頻度を選択することもできます。これ

らのダイジェストには、データの重要な変化に関するインサイトが含まれているため、常に最新の状

況を把握することができます。デフォルトでは、ダイジェストは毎週 Slackとメールの両方で送信さ

れます。

複数のメトリクスをフォローすると、関心のあるメトリクス全体の最新のインサイトをすぐに確認でき

る概要がTableau Pulseで表示されます。利用可能な場合、このインサイトの概要はダイジェス

トとTableau Pulseホームページに表示されます。

注 :インサイトの概要を利用するには、Tableau管理者がTableau AIを有効にする必要が

あります。

メトリクスのフォローを解除するには、メトリクス探索ページに移動し、「フォロー中」をクリックします。

メトリクスカードの [その他のアクション]メニュー (...)を選択し、[フォローを解除 ]を選択します。メ

トリクスのフォローを解除すると、そのメトリクスはTableau Pulseホームページにもダイジェストにも

表示されなくなります。ユーザーグループの一部としてメトリクスをフォローしている場合は、そのメト

リクスのフォローを解除することはできません。グループをフォロワーリストから削除する必要がありま

す。その後、個人でメトリクスをフォローまたはフォロー解除できます。
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Tableau Pulseダイジェストを管理する

1. Tableau Pulseの右上隅にあるアイコンを選択し、[設定 ]を選択します。

2. ダイジェストの受信方法 (Slackとメール)を選択します。

3. ダイジェストを受信する頻度 (毎日、毎週、または毎月 )を選択します。

4. [保存 ]を選択します。

メールとSlackのダイジェストは、Tableauサイトに関連付けられたメールアドレスに送信されます。

Tableau PulseダイジェストをSlackで受信するには、管理者はまずTableauとSlackワークス

ペースの統合必要があります。ユーザーは、Tableau App for SlackでTableau Pulseダイジェスト

を自動的に受信します。ただし、Tableau App for Slackが提供するすべての機能 (Vizの検索、

Vizの共有、通知の受信など)を体験するには、Tableau App for SlackをTableauサイトに接続

する必要があります。Slack用 Tableauアプリの詳細については、Tableau App for Slackを使用し

た通知の受信、検索、共有を参照してください。

メトリクスをフォローすると、Slack用 Tableauアプリの [メッセージ]タブのSlackでTableau Pulseダ

イジェストを受け取ります。

Tableau Pulseのトラブルシューティング

Tableau PulseはTableau Cloudでのみ使用できます。Tableau Pulseの概要にAIによって生成

されたインサイトがない場合は、管理者がサイトでその機能を有効にしていない可能性がありま

す。詳細については、Tableau Pulse用にサイトをセットアップする(英語のみ)を参照してください。

Tableau Pulseダイジェストを受信するには、希望するチャネル (Slackとメール)がオンになっている

ことを確認します。メールとSlackのダイジェストは、Tableauアカウントに関連付けられたメールア

ドレスに送信されます。ダイジェストを受け取っていない場合は、アカウントに関連付けられている

メールアドレスを確認してください。Thunderbirdや古いバージョンのOutlookなどの特定のメール

クライアントを使用している場合、Tableau Pulseのメールダイジェストは適切にフォーマットされな

い可能性があります。

Tableau Pulseの設定をチェックして、ダイジェストがSlackやメール経由で希望の頻度 (毎日、毎

週、または毎月 )で送信されていることを確認することもできます。Tableau Pulseダイジェストの準

備が間に合わなかった場合は、Tableau Pulseホームページでメトリクスを表示できます。
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フォローしたメトリクスがダイジェストまたはTableau Pulseホームページに存在しなくなった場合、

そのメトリクスは削除されています。

メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )

従来のメトリクスの廃止

この記事は、Tableauの従来のメトリクス機能について説明しています。この機能は、Tableau

Cloudでは2024年 2月に廃止され、Tableau Serverではバージョン2024.2では廃止されま

す。2023年 10月に、TableauはTableau CloudおよびTableau Serverバージョン2023.3に従

来のメトリクスを埋め込む機能を廃止しました。

Tableau Pulseでは、メトリクスを追跡する新しい方法が導入されています。Tableau Pulseで

は、作成したメトリクスを使用してデータに関するインサイトを生成します。これらのデータのインサ

イトは、メトリクスをフォローするユーザーに直接送信されるため、ユーザーは仕事の流れの中で

データの変化を知ることができます。詳細については、「Tableau Pulseでメトリクスを作成する」を

参照してください。

引き続き利用したい従来のメトリクスがある場合は、それらのメトリクスのデータソース、メジャー、

時間ディメンションをメモし、Tableau Pulseで再作成します。従来のメトリクスはTableau Pulse

に自動的に移行されません。

メトリクスを利用すると、データについての情報をいつも入手していることができます。メトリクスは自

動的に更新され、コンテンツのグリッドビューやリストビューに現在の値が表示されるため、気にな

る主要な数値をすべて数秒で確認できます。
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基本的なレベルのメトリクスでは、売上の合計など、メジャーの集計値を示します。より複雑なメト

リクスでは、タイムライン、比較、ステータスなどを含めることができます。これにより、前の時点や定

義した値と比較して、パフォーマンスの状況をわかりやすく示すことができます。

定期的にチェックする一連のダッシュボードがある場合、監視したい数値のメトリクスを作成して、お

気に入りやコレクションに追加したり、同じプロジェクトで作成したりしておくと、まとめて追跡すること

ができます。そうすれば、データを深く掘り下げたいとき以外は、ダッシュボードを読み込んでフィル

ターリングする必要がなくなります。

サイト内のメトリクスを検索する

Tableauサイトでメトリクスを見つけるには、いくつかの方法があります。閲覧権限があるすべてのメ

トリクスを参照するには、[探索 ]ページに移動し、コンテンツタイプメニューから[すべてのメトリクス]
を選択します。

特定のビューまたはワークブックに関連するメトリクスを探している場合は、そのコンテンツの接続済

みメトリクスを確認します。ビューの接続済みメトリクスを表示するには、ビューを開き、ビューのツー

ルバーの [Watch (視聴 )] > [メトリクス]をクリックします。表示されるメトリクスは、最新の作成日か

ら最も古い作成日の順に並べられます。
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ワークブック内のすべてのビューの接続済みメトリクスを表示するには、ワークブックに移動し、[接
続済みメトリクス]タブをクリックします。[並べ替え]メニューを使用すると、これらのメトリクスを並べ

替えることができます。

1364 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



メトリクスのコンポーネント

メトリクスを定義するために必要なデータは、メジャーの集計だけです。メトリクスはビュー内のマーク

から作成され、そのマークに関連付けられたメジャーでメトリクスを定義します。集計されていない

マークは時間が経過しても変化しないため、メジャーは集計されている必要があります。Tableau

のディメンションとメジャーについては、「ディメンションとメジャー、青と緑」を参照してください。

メトリクスは、オプションで日付ディメンションによって定義することもでき、メトリクスの比較とステータ

スを設定することもできます。これらの各コンポーネントは、メトリクスカードに表示されるデータにコ

ンテキストを追加します。

メトリクスを定義するメジャーのみを持つメトリクスは、単一の数値として表示されます。この数値は

データが更新されると更新されますが、カードにタイムラインは表示されません。
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タイムライン

マークを選択してメトリクスを定義するとき、そのマークに日付ディメンションが関連付けられている

場合、そのディメンションはメトリクスの定義の一部になります。日付ディメンションを持つメトリクス

はタイムラインを表示し、メトリクスの履歴比較を設定できます。デフォルトでは、履歴比較は前の

マークと比較されます。

メトリクスの詳細ページを開くと、タイムラインは、例えば日次売上や月間 ユーザーなど、日付ディ

メンションの粒度に基づくメジャーの値を表示します。履歴の値を表示するには、タイムライン上の

点にカーソルを合わせます。
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比較

メトリクスに対して設定できる比較には、履歴比較と定数比較の2種類があります。履歴比較

は、メトリクスに日付ディメンションが関連付けられている場合にのみ設定できますが、定数比較

は、任意のタイプのメトリクスに設定できます。

履歴比較は、現在の値と、数時間前、数日前など、指定された時間単位の以前の値との相対

的な比較です。たとえば、月間売上の現在の値を12か月前の値と比較するように設定できま

す。履歴比較は、データがメトリクスに追加されるたびに、新しいデータの日時に基づいて修正され

ます。
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定数比較は、新しいデータが追加されても変化しない単一の値に対する比較です。たとえば、納

期達成率 90%を維持する必要がある場合など、あるしきい値を上回ることがわかるように比較

を設定できます。または、毎月の月間売上目標など、目指している累積的な目標を定めてもよ

いでしょう。
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ステータス

定数比較を行うメトリクスの場合、比較値より上、下、またはその値であることが、良いこと、悪い

こと、または中立であるのかを定義できます。「良い」ステータスのメトリクスは、比較値の横にチェッ

クマークが表示され、メトリクスカードの上部に緑色の帯が表示されます。「悪い」ステータスのメト

リクスは、比較値の横にXが表示され、メトリクスカードの上部に赤い帯が表示されます。「中立」

ステータスのメトリクスは、ステータスインジケーターのないメトリックと同じように表示されます。アイコ

ンや色はカードに適用されません。
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ビューからメトリクスを作成する

CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールを持っているユーザーや、関連するワー

クブックで [Create/Refresh Metric (メトリクスの作成 /更新 )]機能を使用できるユーザーは、

Tableau CloudまたはTableau Serverでメトリクスを作成できます。

メトリクスを作成する前に、ビューの接続されたメトリクスをチェックして、作成しようとしているメトリ

クスがすでに存在していないことを確認してください。メトリクスを重複して作成する代わりに、既存

のメトリクスを開いてお気に入りとして追加します。

マークを選択してメトリクスを定義する

1. メトリクスを作成するビューに移動します。

2. ビューのツールバーで、[Watch (視聴 )] > [メトリクス]を選択します。

メトリクスペインが開きます。

3. 接続済みメトリクスがペインに表示されている場合は、[作成 ]ボタンを選択すると、オーサリ

ングモードに入ります。
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4. マークを選択します。エラーが発生したら、メトリクスを作成できない場合を参照してくださ

い。

このマークに関連付けられたメジャーで、メトリクスが定義されます。このマークに適用される

フィルターは、メトリクスにも適用されます。このマークに日付ディメンションが関連付けられて

いる場合、その日付ディメンションでもメトリクスが定義され、メトリクスにはタイムラインが表

示されます。

メトリクスペインにメトリクスのプレビューが表示されます。プレビューの値はメトリクスの最新の

値であり、選択したマークの値とは、時系列で最新ではない場合、異なる可能性がありま

す。プレビューは、さまざまな設定を試すと更新されます。
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メトリクスの説明と設定

メトリクスの設定に使用できるオプションは、選択したマークや比較のタイプによって異なります。

1. 名前フィールドは選択したマークに基づいて事前に入力されています。メトリクスに別の名

前を付けることもできます。メトリクスは、それが属するプロジェクト内で一意となる名前をつ

けなければなりません。

2. [説明 ]には、他のユーザーがメトリクスを理解するのに役立つオプションのメッセージを入力

します。たとえば、メトリクスに適用されるフィルターを説明したり、メトリクスで使用される

データソースを示したりします。

3. 日付範囲 (日付ディメンションを持つメトリクスの場合のみ)には、デフォルトのオプションから

1つ選択するか、カスタム範囲を設定します。メトリクスにマークが大量にある場合、日付

範囲に制限を設けるとタイムラインが読みやすくなります。

4. メトリクスの比較タイプ(履歴または定数 )を選択します。

5. 履歴比較の場合 :
l どれくらい前と比較したいかを入力します。比較するための時間の単位は、時間や

月数など、データの粒度と同じです。

l [比較行の表示 ]を選択すると、タイムライン上に比較期間を示す2行目が表示さ

れます。

6. 定数比較の場合 :
l 比較する値を入力します。このフィールドにはコンマや記号を含めないでください。

パーセンテージを入力するは、パーセント記号を除いた数値を入力します。たとえ

ば、目標が25%の場合は0.25ではなく25と入力します。有効なターゲット値を入

力すると、プレビューが更新され、現在の値がターゲット値よりどれだけ大きいか、ま

たは小さいかが表示されます。

l 比較のステータスを設定して、比較値より上、下、またはその値であることが、良い

こと、悪いこと、または中立であるのかを定義します。デフォルトでは、ステータスは中

立に設定されています。メトリクスをプレビューすると、ステータスの違いによってメトリ

クスがどのように変わるか確認できます。

1372 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



7. [定義 ] > [メジャー]で、定義に使用するメジャーをドロップダウンリストから選択します。この

オプションは、選択したマークに複数のメジャーが関連付けられている場合にのみ表示され

ます。

メトリクスを完成させる

1. [プロジェクト]で [場所の変更 ]を選択すると、メトリクスの場所を変更できます。既定では、

メトリクスはビューが属するプロジェクトに追加されます。

プロジェクト内のすべてのメトリクスには、一意に名前を付ける必要があります。メトリクスの

名前とプロジェクトは最初に選択したマークに基づいて設定されるため、別のユーザーがすで

にそのマークからメトリクスを作成している場合、メトリクスを保存しようとすると競合が発生

する可能性があります。別のプロジェクトや名前をメトリクスに選択するか、既存のメトリクス

を上書きする場合は「メトリクスの上書き」を参照してください。

2. [作成 ]ボタンをクリックします。

追加したプロジェクトのメトリクスへのリンクを含むメッセージが表示されます。

3. [パーミッションの設定 ]のガイドに従って、メトリクスのパーミッションが正しいことを確認しま

す。
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デフォルトでは、メトリクスは作成されたプロジェクトの権限を継承します。メトリクスにアクセ

スできるユーザーは、接続されたビューまたはデータソースにアクセスするパーミッションがなく

ても、メトリクスのデータを表示できます。

メトリクスを作成すると、Tableauサイト上の他の独立したコンテンツを管理するのと同じ方法でメ

トリクスを管理できるようになります。メトリクスはビューから作成されますが、データ駆動型のアラー

トやサブスクリプションとは異なり、そのビューとは独立して存在します。接続されたビューを移動せ

ずに、メトリクスを別のプロジェクトに移動できます。Tableauサイトでのコンテンツの管理について

は、「Webコンテンツの管理」を参照してください。

メトリクスを上書きする

メトリクスを一度作成したら、メトリクスの名前、説明、構成を変更することはできますが、メトリク

スの定義方法を変更することはできません。メトリクスが使用するデータを変更する場合は、メトリ

クスを上書きする必要があります。メトリクスを上書きするには、メトリクスの所有者であるか、操

作できる適切なパーミッションが付与されている必要があります。

1. メトリクスを上書きするには、上書きするメトリクスと同じ名前のメトリクスを同じプロジェクト

に作成します。

[メトリクスの上書き]ダイアログボックスが表示されます。

2. [上書き]ボタンをクリックします。

メトリクスを上書きしても、そのメトリクスをお気に入りに追加したユーザーに対して引き続き表示さ

れ、以前のメトリックのアクセス許可に加えられた変更は新しいメトリクスに適用されます。

メトリクスを作成できない場合

メトリクスに対応していないチャートでマークを選択すると、メトリクスを作成できない理由を説明す

るエラーメッセージが表示されます。次の表は、これらのシナリオをまとめたものです。

理由 シナリオ

正しいパーミッションがありませ

ん。

l ワークブックの所有者または管理者が、

[Create/Refresh Metric (メトリクスの作成 /更新 )]機
能を拒否しました。詳細については、「パーミッション」
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理由 シナリオ

を参照してください。

完全なデータにアクセスできま

せん。

l 行レベルのセキュリティやユーザーフィルターにより、表

示できるデータが制限されています。詳細について

は、「データ行レベルでのアクセスの制限」を参照してく

ださい。

ワークブックのデータソースのパ

スワードが埋め込まれていない

か、有効でなくなりました。

l ワークブックがパスワードを要求します。詳細について

は、「パブリッシュされたデータにアクセスするための認

証資格情報を設定する」を参照してください。

データの粒度が正しくありませ

ん。

l グラフのデータは集計されません。メトリクスは、合計

や平均などの集計を使用します。詳細については、

「Tableauでのデータ集計」を参照してください。

l データブレンドの結果として、データのセルごとに複数

の値があります。詳細については、「データブレンドのト

ラブルシューティング」を参照してください。

日付ディメンションはサポートさ

れていません。

l チャートに日付部分と日付値の両方が含まれていま

す。詳細については、「日付レベルの変更」を参照し

てください。

l 日付ディメンションでは、標準のグレゴリオ暦ではなく

ISO 8601暦を使用します。詳細については、「週ベー

スの ISO-8601暦」を参照してください。

l 日付ディメンションは、月 /年または月 /日 /年のカスタム

レベルで集計されます。詳細については、「カスタム日

付」を参照してください。

メトリクスの構成を編集する

2022.2から、メトリクスの構成を変更できます。メトリクスの構成には、比較、日付範囲、およびス

テータス指標が含まれます。使用可能な構成オプションは、メトリクスのタイプによって異なります。

タイムラインを使用したメトリクスを使用すると、履歴比較または定数比較を設定できます。単一

数値のメトリクスでは、定数比較のみがサポートされます。
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メトリクスの構成には、メトリクス定義 (メトリクス値を生成するメジャーと日付ディメンション)は含ま

れていません。定義を変更する場合は、メトリクスを新しいメトリクスで上書きします。

メトリクスの構成を編集するには、メトリクスの上書き機能が必要です。

1. 編集するメトリクスのメトリクス詳細ページを開きます。

2. 構成セクションにカーソルを合わせます。セクションの任意の場所をクリックすると、編集モー

ドになります。

3. タイムラインメトリクスの場合、メトリクスカードと詳細に表示する日付範囲を設定します。

4. 比較タイプを選択します。定数比較の場合は、比較値とステータスを設定します。履歴比

較の場合は、どれくらい前の値と比較するかを設定し、タイムライン上に比較線を表示す

るかどうかを選択します

5. [保存 ]をクリックします。構成の変更内容は、メトリクスを閲覧するすべてのユーザーに表

示されます。

メトリクスの更新方法

メトリクスの更新時には、接続されたビュー (メトリクスの作成元のビュー)に新しいデータがないか

どうかがチェックされます。データが変更されていない場合もあるため、更新の実行時にメトリクスの

値が更新されるとは限りません。

メトリクスは、抽出の更新スケジュールに基づく頻度 (あるいは、ライブデータの場合は、60分ごと)

で更新されます。最後の更新時刻がメトリクスに表示されます。
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失敗した更新の修正

メトリクスが接続されているビューやその参照元データにアクセスできない場合、更新は失敗しま

す。メトリクスの更新に失敗すると、失敗の時刻と影響を受けたメトリクスについての通知を受信し

ます。

メトリクスの更新は、次のいずれかの理由で失敗する場合があります。

l 接続されているビューが削除または変更されました。

l 接続されているビューのパーミッションが変更されました。

l データソースのパスワードが埋め込まれなくなったか、有効でなくなりました。

l メトリクスの所有者がメトリクスの更新に必要なサイトロールを持っていません。Creatorまた

はExplorer (パブリッシュ可能 )のサイトロールが必要です。

l 一時的な接続の問題が起きています。この場合は時間が過ぎると解決されます。

障害の原因を特定するには、[メトリクスの詳細 ]を調べてください。メトリクスの所有者がメトリクス

の更新に必要なサイトロールを持っていることを確認してください。次に、[接続済みビュー]を調べ

ます。
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接続済みビューがまだ一覧にある場合

ビューを開いて、エラーの原因を調査します。

ビューが読み込まれる場合は、メトリクスを定義するメジャーと(オプションの)日付ディメンションが

ビューにまだ存在することを確認します。

l ビューが変更されていないようである場合は、ビューからメトリクスを更新するパーミッションが

ない可能性があります。コンテンツ所有者またはTableau管理者が [Create/Refresh

Metric (メトリクスの作成 /更新 )]パーミッション機能を変更できます。詳細については、

「パーミッション」を参照してください。
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l メジャーが存在しない場合は、ビューが変更されているため、更新に必要なデータにメトリク

スが接続できません。コンテンツ所有者またはTableau管理者がリビジョン履歴を確認し、

以前のバージョンを復元できます。詳細については、「リビジョン履歴の表示」を参照してくだ

さい。

ビューが読み込まれず、代わりにパスワードの入力を求められるか、データソースへの接続時にエ

ラーが表示される場合は、データソースのパスワードが埋め込まれていないか、無効になっていま

す。コンテンツ所有者またはTableau管理者がデータソース接続を編集し、パスワードを埋め込む

ことができます。詳細については、「接続の編集」を参照してください。

接続されているビューが一覧にない場合

ビューが削除されたか、ビューにアクセスするためのパーミッションがなくなりました。支援を受けるに

は、Tableau管理者にお問い合わせください。

一時停止された更新の再開

更新の失敗が一定の回数に達すると、更新は一時停止されます。メトリクスの更新が一時停止

されると、通知を受信します。

メトリクスの更新が一時停止されると、Tableauではそのメトリクスについて新しいデータが取得され

なくなります。更新が一時停止されたメトリクスでは、引き続き過去のデータが表示されます。

失敗の原因が修正された場合は、更新を再開できます。

1. 影響を受けたメトリクスを開きます。

2. 警告メッセージで、[更新の再開 ]をクリックします。

Tableauで更新が試行されます。この試行が成功すると、通知が送信され、更新はスケジュール

に従って実行されるようになります。試行が成功しなかった場合、更新は一時停止されたままにな

ります。

接続されているビューがまだ使用可能な場合は、メトリクスを上書きしてみてください。詳細につい

ては、「メトリクスを上書きする」を参照してください。それ以外の場合は、過去のデータの参照用に

メトリクスを保持するか、メトリクスを削除できます。
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注 :更新に必要なサイトロールがないためメトリクスの更新が一時停止されている場合、更

新を再開したり、メトリクスを削除したりすることはできません。

Tableau Catalogでのメトリクスの表示

2019.3以降、Tableau Catalogは、Tableau CloudとTableau Serverに対するデータ管理

で使用できます。Tableau Catalogが環境で有効になっている場合、Catalogの系列ツール

でメトリクスを確認でき、データ品質に関する警告の影響を受けるメトリクスにそれらの警告

が表示されます。Tableau Catalogの詳細については、Tableau ServerまたはTableau

Cloudのヘルプの「Tableau Catalogについて」を参照してください。

監視する数値に対してメトリクスを定義している場合は、そのメトリクスが依存するデータが何らか

の影響を受けているかどうかを知ることが重要です。これを知るためにCatalogを使用する方法が

いくつかあります。まず、メトリクスに基づくデータに設定されたデータ品質に関する警告は、メトリク

スに表示されます。これらの警告は、Tableau Mobileでメトリクスを開くと表示されるほか、

Tableau ServerおよびTableau Cloudで、次に示すように、グリッドビューおよびメトリクスの詳細

ページでメトリクスにカーソルを合わせると表示されます。
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詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudのヘルプの「データ品質に関する警告の

設定」を参照してください。

Tableau Catalogの系列ツールを使用して、メトリクスが依存しているアップストリームソースを確認

することもできます。インパクト分析を行うときに、特定の列またはテーブルが変更されているか非推

奨になっている場合、または特定のワークブックが削除されている場合に影響を受けるメトリクスを

確認できます。メトリクスを系列に含めると、Catalogでは、変更が環境内のアセットに及ぼす影響

の全体像が示されます。
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詳細については、Tableau ServerまたはTableau Cloudのヘルプの「インパクト分析での系列の

使用」を参照してください。

クエリキャッシュとビューの高速化のデータ鮮度ポ

リシーの設定

クエリキャッシュのデータの鮮度を理解する

ワークブックを作成し、チームがそのワークブックを気に入っているとします。しかし、最新のデータを

Vizに表示するには、[更新 ]ボタンをクリックする必要がある場合があります。ライブ接続を使用し

てワークブックを作成したのに、なぜデータを更新する必要があるのでしょうか。その答えはパフォー

マンスです。
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パフォーマンスを向上させるために、Tableauはデータのフェッチに使用されたクエリの結果をキャッ

シュします。これにより、以降のアクセスで、キャッシュされたデータをより迅速に再利用して返すこと

ができます。[更新 ]ボタンをクリックすると、更新されたデータを取得できますが、パフォーマンスコス

トが増大する可能性があります。

データのパフォーマンスと鮮度のバランスをとるには、ワークブックのデータ鮮度ポリシーを設定しま

す。データ鮮度ポリシーを設定すると、指定した時間にデータが更新されます。Tableauは、キャッ

シュに保存されたデータが設定した鮮度ポリシーを満たしていない場合、そのデータを視覚化しま

せん。

ビューの高速化のデータの鮮度を理解する

ビューの高速化機能では、Tableauは選択したワークブックを事前に計算してビューを生成し、読

み込み時間を大幅に短縮します。事前計算スケジュールは、選択したワークブックに設定したデー

タ鮮度ポリシーまたは抽出スケジュールに基づいて作成され、パフォーマンスと鮮度の両方を備えた

データを提供します。

リソースの消費を少なくするために、実行できる事前計算ジョブの数は1日あたり12ジョブに制限

されています。たとえば、データ鮮度ポリシーが2時間未満に設定されている場合、ビューの高速

化によるパフォーマンスの利点が得られるのは1日の最初の12回の更新に限られます。

ワークブックに最適なデータを選択する

データをキャッシュに保存せずに、常に最新のデータを表示することを望むユーザーがいる一方で、

オーバーヘッドを削減してワークブックのパフォーマンスを向上させるために大きなキャッシュを望む

ユーザーもいます。データ鮮度ポリシーを設定する最初のステップは、ビジネスに適したデータを決

定することです。

Tableau Cloudでは、キャッシュに保存されたデータが既定で12時間ごとに更新され、ワークブック

の所有者はワークブックレベルでデータ鮮度ポリシーを設定できます。

Tableau Serverでは、サーバー管理者はサーバー上のすべてのサイトに既定のキャッシュポリシー

を設定でき、ワークブックの所有者はワークブックレベルでデータ鮮度ポリシーを設定できます。
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注 :データ鮮度ポリシーは、Tableau Desktopまたは抽出とファイルベースのデータソースを使

用するワークブックでは使用できません。

ワークブックのデータ鮮度ポリシーを編集する

ワークブックのデータ鮮度ポリシーを編集するには、ワークブックの所有者であることに加えて、デー

タソースへのライブ接続がワークブックに必要です。

1. Tableau CloudまたはTableau Serverでサイトにサインインします。

2. [ホーム]または [探索 ]ページから、ポリシーを設定するワークブックに移動します。

3. 詳細アイコン をクリックします。

4. [ワークブックの詳細 ]ダイアログで、[Edit Data Freshness Policy (データ鮮度ポリシーの

編集 )]をクリックします。

5. 次のいずれかのオプションを選択します。

Site default (12 hours) (サイトの既定値 (12時間 ))
Always live (Tableau will always get the latest data) (常にライブ(Tableauは常に最新の

データを取得します))
Ensure data is fresh every (データの更新頻度 )
Ensure data is fresh at (データの更新日時 )

6. [OK]をクリックします。
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[Site default (サイトの既定値 )]では、12時間ごとにデータが更新されます。オーディエンスがダッ

シュボードを定期的に使用しているが、最新のデータ鮮度を必要としない場合に最適なオプション

です。

[Always live (常にライブ)]では、常に最新のデータが提供されるため、読み込み時間が長くなる

可能性があります。

[Ensure data is fresh every (データの更新頻度 )].では、データを更新する頻度を、分、時間、

日、または週単位で指定できます。

[Ensure data is fresh at (データの更新日時 )]では、データを更新する日時をスケジュールできま

す。毎週月曜日、水曜日、金曜日の午前 9時 (太平洋時間 )に重要な会議がある場合は、毎
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週月曜日、水曜日、金曜日の午前 8時 45分にデータを更新するように設定すると、会議の開

始時に最新のデータを用意することができます。

ワークブックオプティマイザー

ワークブックオプティマイザーは、ワークブックが特定のパフォーマンスベストプラクティスに従っている

かどうかを識別するツールです。ベストプラクティスのガイドラインは、ワークブックのメタデータから解

析でき、ルールエンジンのアルゴリズムで評価できるものに限定されています。その推奨事項のす

べてが、すべてのワークブックに適用でき、適切であるとは限りません。パフォーマンスにはオプティマ

イザーでは捉えきれない多くの側面がありますが、その中には簡単に対処できるものもあります。

詳細については、「ワークブックの合理化」とホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの

設計」を参照してください。

ワークブックオプティマイザーの実行

1. [ファイル]メニューから、[パブリッシュ]または [名前を付けてパブリッシュ]を選択します。また

は、[パブリッシュ]の横にあるドロップダウンをクリックします。

2. [オプティマイザーの実行 ]をクリックします。ワークブックオプティマイザーの新しいダイアログが

開きます。

3. ワークブックはガイドラインに照らして自動的に評価され、結果は3つのカテゴリ「アクション

の実行」、「レビューが必要」、「合格」(または「合格および無視」)のいずれかで表示されま

す。

l 表示されるカテゴリは3つに満たない場合があります該当するガイドラインがない場

合、そのカテゴリは表示されません。

l 各カテゴリを展開して、ガイドラインを確認します。各ガイドラインを展開すると、それ

が推奨される理由の詳細を確認することもできます。ワークブックに固有の追加情

報があるものもあります。

l ガイドラインのいずれかに対処するか、対処しないかを選択できます。オプティマイ

ザーの実行はパブリッシュプロセスにおいて任意のステップであるため、パブリッシュで

きなくなるわけではありません。

4. ダイアログを閉じてワークブックに戻るには、[閉じる]をクリックします。

5. ダイアログを閉じてパブリッシュダイアログに戻る(またはダイアログを開く)には、[パブリッシュ]
をクリックします。
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オプティマイザーのカテゴリ

オプティマイザーでは、ガイドラインが3つのカテゴリ(アクションの実行、レビューが必要、合格 )に分

類されます。

アクションの実行は、これらのベストプラクティスに従うようにワークブックを更新しても、ワークブックの

機能への影響は最小限か、まったくないことを示します。おそらく、これらの変更を避ける理由はな

いでしょう。

レビューが必要は、これらのベストプラクティスに従うために、データソースの再構築やダッシュボード

の簡素化など、関与の程度がより高い方法でワークブックを修正する必要があることを示します。

l これらのガイドラインについては、適切な見識に基づいて、可能な対処や現実的な対処を

決定してください。

l 一部の推奨事項では、パフォーマンスをほんの少し向上させるために多大な労力が必要に

なり、その労力に値しない場合があります。

l パフォーマンスベンチマークを取得するには、パフォーマンスの記録を使用すると便利な場合

があります。

l 一部の推奨事項は、意図的に選択される場合があります。

作成者は、ワークブックを可能な限り効率的にすることに関して、最終的な権限を持っています。

コンテンツを効果的に配信するには、一部のベストプラクティスに従わない場合もあります。パ

フォーマンスを向上させるために、ワークブックの目標と変更を常に比較検討してください。

合格は、ガイドラインが満たされ、ワークブックがその領域のベストプラクティスに既に従っていること

を示します。ただし、オプティマイザーでは捉えきれないパフォーマンスの側面も多くあります。このカ

テゴリの名前は、ワークブックのガイドラインが無視された場合、合格および無視に変更されます。

ガイドラインを無視する

ガイドラインが常に状況に当てはまるとは限りません。たとえば、他のユーザーが使用できるようにテ

ンプレートのワークブックをパブリッシュしようとしており、未使用のフィールドとデータソースを保持す

る必要があるとします。オプティマイザーがこれらのガイドラインについて通知し続けるのは望ましくあ

りません。

ワークブックに対するガイドラインを無視することは可能です。
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1. 特定のガイドラインで、[無視 ]ボタンをクリックします。

l ガイドラインはミュートされ、[合格および無視 ] セクションに移動します。オプティマイ

ザーをもう一度実行しても、そのガイドラインは [アクションの実行 ]または [レビューが

必要 ]のセクションに表示されません。

2. ガイドラインの評価を再開するには、[合格および無視 ]セクションでその行を見つけて、[無
視 ]ボタンをもう一度クリックします。

l オプティマイザーが再び実行され、ガイドラインが評価されます。オプティマイザーが実

行されるたびに、引き続きチェックされます。

ガイドラインの自動修正

ワークブックオプティマイザーからのいくつかの提案は、ユーザー入力なしで実装できます。これらの

ガイドラインには、ルールを自動修正するボタンがあります。ボタンが表示されない場合は、手動で

問題に対処する必要があります。

特定のガイドラインで、[自動修正 ]ボタンをクリックします。

l 推奨されるアクション(未使用のデータソースを閉じるなど)がバックグラウンドで実行され、

ガイドラインが [合格 ]セクションに移動します。

l 自動修正が何らかの理由で失敗した場合は、通知が表示され、手動で問題を解決する

ように求められます。

l ボタンが使用できない場合、そのガイドラインは自動で修正できず、手動で対処する必要

があります。

ガイドライン

すべてのガイドラインには、パフォーマンスへの影響に対処できる可能性がある方法を提案する

「検討」ステートメントが含まれています。これらは必然的に一般的な内容であり、すべての状況

に当てはまるとは限りません。これらの提案は出発点にすぎません。常に、環境とワークブックの目

標に照らして意思決定を形作ってください。

注 :すべての提案がブラウザーで実行可能なわけではなく、Tableau Desktopでの編集が必

要になる場合があります。
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次の文字でガイドラインに移動します。ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

計算の長さ

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :計算 [My calculation (マイ計算 )]の長さが600文字です。

複雑な計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

計算を分割してデータベースに可能な限り移動するか、分析前にTableau Prepを使用して計算

を作成することを検討してください。

追加情報

複雑で長い計算は、単一の計算で記述することも、ネストして記述することもできます。ネストする

と、一部のコンポーネントは独立した計算として記述し、より大きな計算で利用することができま

す。ネストされたコンポーネントを使用して計算を作成すると、トラブルシューティングと保守が容易

になる場合がありますが、さらに複雑になり、処理が増加する可能性があります。可能であれば、

これらのコンポーネントをデータソースにプッシュすると、パフォーマンスが向上します。

計算のコメントは長さに数えられるため、長くて複雑な計算ではなく、長いコメントがこのガイドライ

ンで指摘される要因になる場合があります。

計算に複数のデータソースを使用

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソースのサプライチェーンには、別のデータソースのフィールドを使用し

た17の計算が含まれています。

計算で複数のデータソースのフィールドを使用する場合、Tableauは最適化を利用できず、ローカ

ルで計算する必要があります。

Tableau Prepを使用して計算を作成し、抽出を使用することを検討してください。
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追加情報

クロスデータベース計算をデータレイヤーに移動すると、ユーザーがダッシュボードを要求する前で

も処理を実行できます。詳細については、「データの結合」および「詳細レベルとランク計算の作

成」を参照してください。

条件によっては、パラメーターがこのガイドラインで指摘される要因になる場合があります。計算で

複数のデータソースを使用しないことがわかっている場合は、パラメーターがあるかどうか、そのパラ

メーターを簡略化できるかどうかを確認してください。

ダッシュボードのサイズが固定されていません

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボード[Q3 分析 ] は固定サイズではありません。

固定サイズのダッシュボードは予測可能なサイズであるため、キャッシュできます。ダッシュボードの

自動サイズ設定を使用する場合は、ユーザーの画面によって設定が異なるため、ダッシュボードを

毎回レンダリングする必要があります。ダッシュボードをレンダリングすると、多くの場合、パフォーマ

ンスが低下します。

ダッシュボードの固定サイズを使用することを検討してください。

追加情報

Webデザインにおいては応答要素はベストプラクティスですが、ダッシュボードのサイズを変更する

と、コンテンツのレイアウトが歪んだり、再レンダリングによるパフォーマンスへの影響が生じる場合が

あります。Tableauのビジュアライゼーションでは、ダッシュボードの固定サイズやデバイス固有のダッ

シュボードを使用して、さまざまなデバイスや画面サイズに対応できるようにすることをお勧めしま

す。
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フィルターは条件付きロジックを使用します

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :フィルター [Sample Type (サンプルタイプ)]は、条件付きロジックを使用しま

す。

ディメンションのフィルタリングは、値の一覧、ワイルドカードによる一致、条件付きロジックの使用な

ど、さまざまな方法で実行できます。条件付きロジックは低速になることがあります。

条件付きロジックを使用しないようにフィルターを変更することを検討してください。必要に応じて、

最も頻繁な結果が最初に得られるようにロジックのテストを行い、可能な場合はELSEIFまたは

CASEを使用するようにしてください。

追加情報

フィルタリングの詳細については、「データのフィルター」を参照してください。

フィルターは "関連する値のみ"を使用します

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :フィルター [Sample Type (サンプルタイプ)]は、"関連する値のみ"を使用し

ます。

フィルターが "関連する値のみ"を使用する場合、インタラクティブなフィルターコントロールには、

ビューの現在の状態に応じて適用可能なオプションのみが表示されます。他のフィルターに変更を

加えるたびに、表示される値のリストをもう一度クエリする必要があります。この操作は、パフォーマ

ンスに影響を与えます。

代わりに、ダッシュボードのフィルターアクションを使用することを検討してください。エンドユーザーが

この機能を使用する利点を得られる場合は、データの抽出と抽出の最適化を検討してください。

追加情報

扱いにくいフィルターリストを回避するために、"関連する値のみ"を使用する必要がある場合があり

ます。そのような場合は、インタラクティブフィルターを使用する代わりに、アクションフィルターを使用
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してみてください。たとえば、カテゴリ、サブカテゴリ、製品 IDのカスケードフィルターがあり、製品 ID

が「関連する値のみ」を表示するように設定されているダッシュボードを考えますこの制限を削除す

ると、製品のリストが大幅に拡張されます。フィルターを使用する代わりに、単純なビジュアライ

ゼーション(カテゴリとサブカテゴリの棒グラフなど)を作成して、それをフィルターとして使用することが

できます。ユーザーが棒グラフをクリックすると、アクションフィルターがダッシュボードの残りのビジュア

ライゼーションに適用されます。詳細については、「ダッシュボードアクション」を参照してください。

ライブデータ接続

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]は抽出ではありません。

Tableau抽出は、分析で使用できるように、可能な限り効率的に設計されています。抽出の使

用は、データソースによってパフォーマンスを向上させる最も簡単な方法の1つです。抽出には、

最適化するための多くのネイティブ機能もあります。

データソースの抽出を検討してください。

追加情報

抽出を取得すると、Tableau ServerまたはTableau Siteのリソースに望ましくない負担がかかる

場合があります。Tableau管理者と協力して、最善の対処方針を決定してください。

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」には、抽出とそれらをパフォーマンスに

利用する方法に関する広範な情報が含まれています (ホワイトペーパーにアクセスするには、サイ

ンインが必要になる場合があります)。

データソース内の複数の接続

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]が複数のデータ接続を使

用しています。

接続を複数含むデータソースは、ローカルで計算できません。
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Tableau Prepでデータソースを組み合わせ、分析に抽出を使用することを検討してください。

追加情報

詳細については、「データの結合 (Prep)」を参照してください。

ネストされた計算

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :計算 [My Calculation (マイ計算 )]が別の計算を参照しています。

ネスト計算は、特に IFステートメントやその他のパフォーマンス重視の関数で使用すると、計算が

複雑になったり、追加の処理が必要になったりする可能性があります。

計算をデータソースにプッシュするか、抽出でマテリアライズすることを検討してください。

追加情報

このルールは、Viz自体にはないが、Viz内の計算によって参照される計算に対してトリガーされる

かもしれません。たとえば、次の4つのフィールドがあるとします。

1. 獲得ポイント(データソース内のフィールド)
2. 試験の点数 = [Points earned]*10

3. 曲線グレード= [Quiz score]*1.05

4. 文字グレード=IF [Curved grade] >= 90 THEN "A" ELSEIF [ Curved

grade] >= 80 THEN "B" ELSEIF [Curved grade] >=70 THEN "C"

ELSEIF [Curved grade] >=60 THEN "D" ELSE "F" END

試験の点数は、フィールドを参照するだけの、ネストされていない計算です。曲線グレードと文字グ

レードは、他の計算への参照が含まれているため、ネストされた計算です。Vizで文字グレードのみ

が使用されている場合でも、曲線グレードはネストになった計算ルールもトリガーします。これは文

字グレード内で使用されているためです。

抽出で計算をマテリアライズする方法 (今すぐ計算 )については、「抽出での計算のマテリアライズ」

を参照してください。

Tableau Prepで計算を構築する方法については、「Tableau Prepでの計算」参照してください。
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マテリアライズされていない計算

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]が事前計算されていませ

ん。

計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。

可能であれば、計算をデータソースにプッシュすることを検討してください。抽出を使用する場合

は、計算をマテリアライズして、その結果を事前計算します。

追加情報

抽出またはバックエンドのデータソースでデータと計算を事前に計算します。この追加処理をデー

タレイヤーに移動すると、ユーザーがダッシュボードを要求する前でも処理が完了します。

データの鮮度と一部の機能にはトレードオフがありますが、データを抽出すると、パフォーマンスが

向上することがよくあります。抽出のオプションの詳細については、「データの抽出」を、計算のマテ

リアライズの詳細については、「抽出での計算のマテリアライズ」を参照してください。

データの抽出 : [データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右クリックし、[データの抽出 ]を
選択します。構成ダイアログで、「今すぐ計算」 を選択します。

データソースの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには17個のデータソースが含まれています。

各データソースは、Tableauがワークブックの読み込みとレンダリングに費やす時間に影響を与え

ます。

特に粒度のレベルが同じであるか、同じ分析がサポートされている場合、可能であれば、データ

ソースを組み合わせることを検討してください。
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追加情報

データソースの組み合わせの詳細については、「データの関連付け」を参照するか、Tableau Prep

を使用することを検討してください。

ただし、データソースの過剰な組み合わせには注意してください。ワークブックは、適切に設計され

たデータソースから各分析タイプが構築されている場合に最高のパフォーマンスを発揮します。デー

タソースを組み合わせるのが難しい場合は、ワークブックをより対象を絞った複数のワークブックに

分割する必要があることを示している可能性があります。

分析を複数のワークブックに分割するには、次のいずれかの方法を試してください。

l ワークブックのコピーを保存し、不要なシート、ダッシュボード、データソースを各ワークブック

から削除します。詳細については、「ワークブックの合理化」を参照してください。

l 特定のシートを新しいワークブックにコピーします。ダッシュボードを新しいワークブックにコピー

すると、そのダッシュボードに必要なものだけが引き継がれるため、この方法はより効率的で

す。ただし、すべての書式設定オプションが転送されるわけではありません。詳細について

は、「ワークブック間での情報のコピー」を参照してください。

フィルターの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :シート[Classroom Distribution (クラスルーム分布 )]には17個のフィルター

が含まれています。

ビューのフィルターが多すぎると、クエリが複雑になります。

フィルターの数を減らし、可能な限りフィルターアクションを使用することを検討してください。フィル

ターのすべてのタイプと書式設定がパフォーマンスの観点から同じように作成されているわけではな

いため、必要なフィルターを最適化することを検討してください。

追加情報

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」には、フィルターに関する完全なセク

ションがあり、さらに詳細に説明されています。概要は次のとおりです。
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l フィルターの数を全体的に減らします。

l 複数のワークシートに適用されたフィルターは、変更のたびに複数のクエリをトリガーします。

l [Show only relevant values (関連する値のみを表示 )]の使用を制限します。抽出を使

用すると、この機能が必要な場合に最適化することができます。

l 高カーディナリティを含める/除外するフィルターの使用を回避します。

l [適用 ]ボタンを使用して、ユーザーがフィルターを操作するときに複数回更新しないように

します。

l ビューに存在するフィールドでフィルターを適用します。

l 不連続な日付フィルターではなく、連続日付フィルターを使用します。

l コンテキストフィルターは、パフォーマンスを向上させるためだけに使用するべきではありませ

ん。

フィルターアクションは、ダッシュボードを介してユーザーをガイドする効率的な方法です。詳細につ

いては、「フィルターアクション」を参照してください。

レイアウトコンテナの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボードQ3 分析には42個のレイアウトコンテナ―が含まれています。

レイアウトコンテナによって、ダッシュボードのレンダリングが複雑になる可能性があります。

不要なレイアウトコンテナを削除し、ダッシュボードのデザインを簡素化することを検討してくださ

い。

追加情報

レイアウトコンテナとレイアウトペインの詳細については、「レイアウトコンテナを使用してアイテムを

グループ化する」を参照してください。

LOD計算の数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには42個のLOD計算が含まれています。
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複雑な計算の結果を算出する場合、パフォーマンスに影響を与える可能性があります。多くの場

合、LODは、分析前に処理できるデータソースの粒度の問題に対処するためにオンザフライで使

用されます。

多くのLODが必要にならないように、分析に合わせてデータソースを調整することを検討してくださ

い。

追加情報

詳細レベルの計算は強力なツールですが、コストが高くなります。必要な場合にのみ詳細レベルの

計算を使用してください。

本番環境のデータベースは、大きなクエリ負荷を処理するように設計されており、処理をTableau

から移動するための優れたオプションです。FIXED LOD計算は、データベースによって実行される

場合があります。Tableau Prepでは、FIXED LOD計算もサポートされています。詳細について

は、「データの結合」および「詳細レベル、ランク、タイルの計算の作成」を参照してください。

ダッシュボード内のビューの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ダッシュボード[Q3 analytics (Q3 分析 )]には17個のビューが含まれていま

す。

ダッシュボードに要素を表示する前に、すべての要素をダッシュボードに読み込む必要があります。

ダッシュボードに含まれるビューが多いほど、読み込みに時間がかかります。多くの場合、再設計が

必要になりますが、ダッシュボード内のビュー数を減らすことが、ダッシュボードの効率を高める最良

の方法であることがよくあります。

ビュー、フィルター、およびその他の要素の数を減らして、ダッシュボードをできるだけ効果的かつシン

プルにすることを検討してください。あらゆる要素をすぐに削除できます。ダッシュボードの乱雑さを減

らす他の方法については、「ワークブックの合理化」を参照してください。
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追加情報

大幅な再設計が必要な場合は、すべてのビューがパフォーマンスに同等の影響を与えるとは限り

ません。マーク、フィルター、またはその他の複雑さが最も多いシートに焦点を合わせます。最初の

ダッシュボードをサマリー情報に限り、ユーザーが要求した場合にのみ追加の詳細を提供すること

をお勧めします。この種のガイド付きドリルダウンには、次のような多くの戦略があります。

l アクションフィルターを使用します。詳細については、「フィルターアクション」を参照してくださ

い。

l [表示 /非表示 ]ボタンがあるレイアウトコンテナを使用して、コンテナの詳細ビューを非表示

にします。詳細については、「ボタンのクリックによるオブジェクトの表示と非表示」を参照し

てください。

l ダッシュボードを複数のダッシュボードに分割して、ナビゲーションボタンを使用します。詳細

については、「ナビゲーションオブジェクトおよびダウンロードオブジェクトの詳細オプション」を

参照してください。

ワークブックシートの数

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :ワークブックには42個の表示可能なシートが含まれています。

ワークブックの全体的なサイズは、処理と表示にかかる時間に影響を与えます。Tableauがワーク

ブックまたはビューを表示する前に、表示可能なすべてのシートを読み込む必要があります。シー

ト数を減らすと、読み込み時間を短縮できます。

不要なシートを閉じるか、ダッシュボードで使用されているシートを非表示にするか、分析を複数

のワークブックに分割して、ワークブックのシート数を減らすことを検討してください。

追加情報

分析に不要なシートを削除する:ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[削除 ]を選

択します。
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使用中のシートを非表示にする:ダッシュボードまたはストーリーで使用されているワークシートは削

除できませんが、非表示にすることができます。詳細については、「ダッシュボードとストーリーでの

シートの管理」を参照してください。

l ダッシュボードのすべてのシートを非表示にする:ワークブックの下部にあるダッシュボードのタ

ブを右クリックし、[すべてのシートを非表示 ]を選択します。

l 特定のシートを非表示にする:ワークブックの下部にあるシートのタブを右クリックし、[非表

示 ]を選択します。

すべてのシートが必要な場合は、分析をより対象を絞った複数のワークブックに分割できるかどうか

を判断します。

l ワークブックのコピーを保存し、不要なシート、ダッシュボード、データソースを各ワークブック

から削除します。詳細については、「ワークブックの合理化」を参照してください。

l 特定のシートを新しいワークブックにコピーします。ダッシュボードを新しいワークブックにコピー

すると、そのダッシュボードに必要なものだけが引き継がれるため、この方法はより効率的で

す。ただし、すべての書式設定オプションが転送されるわけではありません。詳細について

は、「ワークブック間での情報のコピー」を参照してください。

使用していないデータソース

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]がワークブックで使用されて

いません。

各データソースは、Tableauがワークブックの読み込みとレンダリングに費やす時間に影響を与えま

す。

使用していないデータソースを閉じることを検討してください。

追加情報

データソースが使用されていない場合は、[データ]ペインの上部にあるデータソースの名前を右ク

リックし、[閉じる]を選択します。
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使用していないフィールド

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply Chain (サプライチェーン)]には使用されていない42

個のフィールドが含まれています。

使用していないフィールドを非表示にすると、フィールドが不用意にクエリされるのを防ぎ、抽出の

サイズを減らすことができます。

データソースが抽出であるかどうかに関係なく、使用していないフィールドを非表示にすることを検

討してください。

追加情報

使用していないフィールドを非表示にする

l Tableau Desktopの場合 : [データ]ペインの上部にあるドロップダウンメニューを開き、[使用

していないフィールドをすべて非表示 ]を選択します。

l Web作成の場合 :使用していないフィールドを右クリックして、[非表示 ]を選択します。

Web作成では、使用していないフィールドを一括で非表示にする方法はありません。フィー

ルドを個別に非表示にすることが禁止されている場合は、ブラウザーで作業するのではな

く、Tableau Desktopで編集することを検討してください。

データブレンドを使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :シート[Classroom Distribution (クラスルーム分布 )]はデータブレンドを

使用します。

データブレンドのパフォーマンスは、リンクフィールドの一意のメンバーの数によって決まります。

可能な場合は関係を使用することを検討してください。ブレンドが必要な場合は、カーディナリティ

の低いリンクフィールドを使用してみてください。
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追加情報

複数のソースからデータを組み合わせるには、いくつかの方法があります。データブレンドでは、2つ

の異なるデータソースに2つの異なるクエリが送信され、その結果がVizにまとめて表示されます。

これらのクエリは、リンクフィールドのレベルにあり、結果はTableauのメモリにマージされます。大規

模なクエリ結果では、最終的なVizを生成するためにさらに処理が必要になります。

ヒント:データブレンドを使用していないが、ワークブックオプティマイザーがこのルールに失敗した場

合は、ワークブックでクロスデータソースフィルタリングが使用されているかどうかを確認してください。

データソース全体をフィルタリングすると、フィールドのカーディナリティに関する同様のパフォーマンス

の問題が発生します。

日付計算を使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]には17個の日付計算が含

まれています。

日付ロジックが複雑になる可能性があります。Tableauで実行する必要のある日付の計算と変換

の量を最小限に抑えます。

他のメソッドを試す前にDATEPARSEとMAKEDATEを使用することを検討し、可能な場合は

DATEDIFF()などの組み込み関数を使用するようにしてください。日付でフィルタリングする場合

は、個別のフィルターの代わりに、相対的な日付フィルターまたは連続した日付フィルターを使用し

ます。

追加情報

Tableauで計算を計算すると、特に日付関数など、パフォーマンスに大きな影響を与える可能性

があります。抽出して計算をマテリアライズするか、計算をデータソースにプッシュすることを検討して

ください。Tableau Prepで計算を作成する方法については、「Tableau Prepで計算を作成する」

を参照してください。
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注 :日付計算が他の計算の中にネストされている場合、親計算がVizで使用されている

フィールドであっても、オプティマイザーはネストされた日付計算にフラグを立てます。

グループ化を使用する

ワークブックオプティマイザーから

出力メッセージの例 :データソース[Supply chain (サプライチェーン)]には17個のグループ化され

たフィールドが含まれています。

Tableauのネイティブグループ化機能は、フィールドのドメイン全体を読み込むため、パフォーマン

スに影響を与える可能性があります。

計算フィールドを、グループではなく1つまたは複数のCASEステートメントで使用することを検討

してください。

追加情報

ホワイトペーパー「効率的に作業できるワークブックの設計」によると、実施されたテストでは、

CASEおよびセットを使用したグループ化が、ネイティブグループ機能よりも優れたパフォーマンスを

示しました。

CASE関数を使用してグループを作成できます。データに一組のトランプが含まれているシナリオ

を想像してみてください。トランプの値 (2-10、J、Q、K、A)のフィールドがありますが、分析では絵

柄カードと数字カードを比較する必要があります。そのグループ化を行うためのcaseステートメン

トは以下のとおりです。

CASE [Value]

WHEN "J" THEN "Face card"

WHEN "Q" THEN "Face card"

WHEN "K" THEN "Face card"

ELSE "Number card"

END
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セットには、セットアクションの利点が追加されており、従来のグループ化よりも強力で柔軟性が向

上しています。詳細については、「セットの作成」と「セットアクション」参照してください。
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開発者向けリソース

Tableauコミュニティにある[Developer Portal]では、Tableauの拡張と自動化に関連するすべて

のものを探すことができます。そこでは、下記へアクセスすることができます :

l JavaScript API—Tableauの視覚化をユーザー自身のWebアプリケーションに統合しま

す。

l REST API—HTTPを経由すると、Tableau ServerまたはTableau Cloudでプロビジョニ

ング、パーミッション、パブリッシュを管理できます。[REST API]を使用すると、データソー

ス、プロジェクト、ワークブック、サイトユーザー、およびサイトの機能にアクセスできます。この

アクセスを使ってカスタムアプリケーションを作成したり、サーバーリソースとの相互作用をス

クリプトしたりできます。

l Tableau SDK—C、C++、JavaまたはPythonを使って任意のデータから抽出を作成し、

抽出したものをパブリッシュします。

l Tableau メタデータAPI—GraphQLを使用すると、Tableauコンテンツと関連する外部ア

セットとメタデータを検出してクエリを実行できます。詳細については、「Tableauメタデータ

API」を参照してください。

l Web データコネクター—JavaScriptでTableau接続を作成し、HTTP経由でアクセス可

能なほぼすべてのデータへ接続できます。これには、内部 Webサービス、JSONデータ、

XMLデータ、REST APIおよびその他多くのリソースが含まれる場合があります。

l ODBC コネクター—ODBC (Open Database Connectivity)を使って接続を作成します。

ODBCは、データソースの幅広い配列でサポートされているデータアクセスプロトコルで

す。Tableau Desktopでは、ODBC内蔵のコネクタを使用して、任意のODBC準拠の

ソースに接続することができます。

これらのリソースに加え、完全なドキュメントやサンプルの入手や、Tableau開発者コミュニティとの

コラボレーションが可能になります。

1404 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ

https://community.tableau.com/s/topic/0TO4T000000QF8eWAG/developers
https://help.tableau.com/current/api/metadata_api/ja-jp/index.html
https://help.tableau.com/current/api/metadata_api/ja-jp/index.html


Tableau Cloudユーザーに対する注意事項

o Tableau Cloudに対するREST API呼び出しを開始するときは、サイトが存在するインスタ

ンス上でURLを使用する必要があります。たとえば、https://10ay.online.tableau.com/

詳細については、「URIを使用してリソースを指定する」の「Tableau Cloud のリソースを指

定する」を参照してください。

o Tableau REST APIで提供されているすべての方法がTableau Cloudに適用される訳では

ありません。詳細については、「APIリファレンス」のカテゴリ別 APIリストを参照してください。

[Developer Portal]へどうぞ
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データ管理 について

データ管理 は、顧客がTableau ServerまたはTableau Cloud環境でTableauコンテンツやデー

タアセットを管理する際に役立つ機能のコレクションです。

Tableau Server 2019.1より、Tableau Prep ConductorはオンプレミスのTableau Server展開で

使用できるようになりました。また、バージョン2019.3では、Tableau Prep ConductorをTableau

Cloud展開で使用できるようになりました。Tableau Prep Conductorを使用すると、フローのスケ

ジュールや監視ができます。

Tableau 2019.3より、データ管理 にTableau Catalogが追加され、データ管理領域でさまざまな

追加機能を使用できるようになりました。Tableau Catalogを使用すると、データの検出、データ

アセットのキュレーション、データ品質の伝達、インパクト分析の実施、およびTableauコンテンツで

使用されるデータ系列の追跡を実行できます。

Tableau 2021.4より、データ管理 にガバナンス機能とセキュリティ機能 (仮想接続とデータポリ

シー)が追加されました。仮想接続エディターを使用して、以下を作成できます。

l 共有可能なデータへの中央アクセスポイントを提供する仮想接続

l 接続レベルで行レベルのセキュリティを適用するデータポリシー

Tableau Catalog、Tableau Prep Conductor、仮想接続、およびデータポリシーは、データ管理

を通じてライセンスされます。ライセンス発行の詳細については、「データ管理 のライセンス」を参照

してください。

データ管理 を購入する場合は、アカウントマネージャーに問い合わせてください。

データ管理 の機能

次の表にデータ管理 の機能を示します。次のものが含まれます。

l Tableau Catalog
l Tableau Prep Conductor
l 仮想接続

l データポリシー
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Tableau Catalog

これらの機能を使用するには、有効化されたTableau Catalogを使用するデータ管理 が必要で

す。

機能 説明

メタ

データ

に対す

るパー

ミッショ

ン

Tableau Catalogでは、パーミッションを設定することで、外部資産を表示および管理

できるユーザーや、系列を通じて表示されるメタデータを制御できます。

接続

エクス

ペリエ

ンスの

拡張 -
データ

検出

WebまたはTableau Desktopのいずれかで作成するかにかかわらず、Tableau
ServerまたはTableau Cloudサイト上のパブリッシュ済みのデータソースやワークブッ

クで使用される特定のデータベースと表を検索し、それらに接続できるようになりまし

た。

拡張

検索

Tableau Catalogでは、検索を拡張して、列、データベース、およびテーブルに基づい

て結果が表示されるようになりました。

外部

アセッ

トのタ

グ付け

Tableau ServerおよびTableau Cloudのアイテムをタグで分類すると、ユーザーは外

部アセット(データベース、ファイル、テーブル、および列 )をフィルターできます。

データ

ベース

と表の

認証

データベースと表の認証を行うと、設定した基準を満たす信頼できるデータをユーザー

が見つけやすくなります。

データ

品質

に関す

警告を設定し、古いデータや廃止データなどデータ品質の問題に関してユーザーにア

ラートを出すことができます。
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機能 説明

る警

告の

設定

系列と

影響

分析

系列ツールは、データのソースをトレースします。お使いのデータに対する変更の影響

を分析したり、影響を受ける可能性のあるユーザーを特定したり、データ関連の更新

について、ワークブック、データソース、フローの所有者にメールを送ったり、あるいは

データベースや表の連絡先に電子メールを送信したりできます。

データ

の詳

細

使用するデータに関する情報を表示することで、ユーザーがパブリッシュされたビジュア

ライゼーションを理解しやすくします。

資産

に説

明を

追加

する

データベース、表、および列に説明を追加することで、ユーザーが探しているデータを

見つけやすくします。

開発

者向

けリ

ソース

Tableau REST API -メタデータ

メソッド

外部アセットをプログラムによって追加、更新、削

除し、Tableauコンテンツや説明などの外部アセッ

トにメタデータを追加します。

TableauメタデータAPI Tableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッ

シュされたコンテンツからメタデータに対するクエリを

プログラムによって実行できます。Tableau Server
REST APIで「メタデータメソッド」 を使用して、特

定のメタデータをプログラムで更新します。

注 : データ管理 はメタデータAPIでは必要ありませ

ん。

GraphiQL GraphiQLと呼ばれるインタラクティブなブラウザー

内ツールを使用して、メタデータAPIスキーマに対

するクエリを調査およびテストします。

注 : データ管理 はGraphiQLでは必要ありませ

ん。
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Tableau Prep Conductor

以下の機能を使用するには、Tableau ServerまたはTableau Cloudで有効になっている

Tableau Prep Conductorを使用したデータ管理 が必要です。

機能 説明

Tableau Cloudまたは

Tableau Serverのヘルプでフ

ロータスクをスケジュールしま

す。

スケジュールされたフロータスクを作成して、特定の時間また

は定期的にフローを実行できます。

フローの正常性とパフォーマン

スの監視

フローが失敗したらサイトまたはサーバーレベルでメール通知

を設定し、中断されたフロータスクを表示して再開し、エラー

とアラートを表示します。

フローの管理ビュー 管理ビューを使用して、フロー、パフォーマンス履歴、および

サーバーレベルまたはサイトレベルで使用されるディスク空き

容量に関連するアクティビティを監視します。

Tableau REST API -フローメ

ソッド

プログラムによってフローをスケジュールします。

仮想接続とデータポリシー

これらの機能にはデータ管理 が必要です。

機能 説明

仮想接続の作成 キュレートされたデータへの共有可能かつ再利用可能な接

続を作成できるTableauコンテンツタイプ

行レベルのセキュリティに使用

するデータポリシーの作成

仮想接続エディターを使用して、接続レベルのデータに行レ

ベルのセキュリティを適用するポリシー条件を含むデータポリ

シーを作成します。

[ユーザーとしてプレビュー]を使

用して、行レベルのセキュリティ

[ユーザーとしてプレビュー]を使用して、データポリシーをテス

トし、ユーザーが自分のデータのみを表示できることを確認し
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機能 説明

をテストする ます。

仮想接続の抽出更新のスケ

ジュールを設定する

接続内のテーブルの抽出更新スケジュールを作成し、その仮

想接続を使用するコンテンツのデータが最新であることを確

認します。

データ管理 のライセンス

データ管理 には、Tableau Catalog、Tableau Prep Conductor、仮想接続、およびデータポリ

シーが含まれます。データ管理 を購入するには、アカウントマネージャーに問い合わせてください

(またはTableau価格 ページに移動してください)。

Tableau Prep Conductor

データ管理 を購入してライセンスを取得すると, Prep Conductorは自動的にTableau Cloudサイ

トで有効になります。詳細については、「お使いのTableau CloudサイトでTableau Prep

Conductorを有効にする」を参照してください。

l Tableau CloudでTableau Prep Conductorを使用するには、リソースブロックが少なくとも

1つ必要です。リソースブロックの詳細については、リソースブロックを参照してください。

l データ管理 がライセンス認証され有効になっていると、Tableau ServerまたはTableau
Cloudでフローのスケジュールや監視ができます。

l データ管理 が削除されているか、非アクティブ化されている場合、またはデータ管理 のライ

センスの期限が切れている場合は、フローをスケジュールする機能が無効になります。

l Tableau ServerまたはTableau Cloudのライセンスがまだアクティブで有効な場合は、

Tableau Server REST APIを使用してフローをダウンロードできます。詳細については、「フ

ローメソッド」を参照してください。

Tableau Catalog

Tableau Cloudのデータ管理 を購入してライセンスを取得すると、カタログが自動的に有効にな

ります。
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l データ管理 がライセンス認証され有効になっていると、Tableau Catalogを使用して、データ

の検出、データ資産の整理、インパクト分析の実施、およびTableauコンテンツで使用され

るデータの系列追跡を実行できます。

l データ管理 が削除されたり、非アクティブ化されたり、ライセンスが期限切れになっても、情

報はサーバーに残ります。このとき、Tableau Catalog固有の情報はTableauのメタデータ

APIを使用してのみアクセスでき、製品には表示されなくなります。詳細については、「メタ

データAPI」を参照してください。

l データ管理 が削除されるか、非アクティブ化されるか、ライセンスが期限切れになると、すべ

ての新規 Tableau Catalog情報 (表の説明、データ品質に関する警告、列の説明など)
用の書き込みAPIが無効になります。情報はメタデータAPIを使用して引き続き読み取る

ことができますが、表やデータベースに対するパーミッションを製品で明示的に管理することは

できません。

仮想接続とデータポリシー

Tableauのデータ管理 を購入してライセンスを取得すると、仮想接続とデータポリシーが自動的

に有効になります。

l データ管理 がライセンス認証され有効になっている場合は、仮想接続を使用して、データ

への中心的なアクセスポイントを提供する共有可能なリソースを作成できます。また、一元

的な行レベルのセキュリティを使用して、ユーザーのデータをフィルターできるデータポリシーを

作成することもできます。

l データ管理 が削除されるか、非アクティブ化されるか、ライセンスが有効期限切れになると、

情報はサーバーに残りますが、アクセスすることはできません。

l データ管理 が再度アクティブ化されると、情報はサーバーに復元され、アクセス可能になりま

す。

リソースブロック

リソースブロックは、Tableau Cloudにおける計算能力の単位です。Tableau Prep Conductorフ

ローはリソースブロックによって実行されます。各リソースブロックによって一度に1つのフローを実行

できるため、同時に実行できるフローの数はリソースブロックの数と同じになります。

データ管理 のライセンスをTableau Cloud用に使用する場合は、少なくとも1つのリソースブロック

を購入する必要があります。リソースブロックを追加購入するには、アカウントマネージャーに問い

合わせてください (詳細については、Tableauの価格ページをご覧ください)。
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Tableau Prep Conductor
Tableau Prep Conductorを使用すると、Tableau Cloudで利用可能なスケジュール調整機能お

よび追跡機能を活用して、フローを自動的に実行してフロー出力を更新できます。Tableau Prep

Conductorはデータ管理 の一部であり、フローの実行をスケジュールするために有効にする必要

があります。

注 :スケジュールに従ってフローを実行するか、メール通知を設定する場合にのみデータ管理

が必要になります。フローを公開し、Web上で手動で実行するためにデータ管理 ライセンス

は必要ありません。作成者は、フローの作成と編集をサーバー上で直接行うこともできます。

Web上でのフローの作成の詳細については、Web上のTableau Prepを参照してください。

Tableau Prep Builderで作成されたフローは、その実行をスケジュールする前にTableau Cloudに

パブリッシュする必要があります。フローのパブリッシュは、データソースやワークブックのパブリッシュに

似ています。フローでファイルをパッケージ化するか、データソースへの直接接続を指定して、デー

タの変更に応じてフロー入力を更新できます。フローがデータベースに接続する場合は、認証タイ

プを指定し、データにアクセスするための認証資格情報を設定します。

フローをパブリッシュして他のユーザーと共有したり、Web上で編集を続けたりすることもできます。

たとえば、不完全なフローをTableau Cloudにパブリッシュしてから、編集モードでWeb上でフロー

を開き、作業を続行します。また、入力ステップ(適切に構成されている)のみでフローを作成して

同僚と共有すると、その同僚は、フローをコンピューターにダウンロードし、独自のフローを作成して

パブリッシュできます。

フローを実行するには、フローに出力ステップが含まれていて、エラーや互換性のない機能が含ま

れていないようにする必要があります。フローのパブリッシュの詳細については、「Tableau Serverま

たはTableau Cloudへのフローのパブリッシュ」を参照してください。非互換性の詳細については、

「Tableau Prepとのバージョン互換性」を参照してください。

次の表は、Tableau Prep Conductorが有効になっているときにデータ管理 がある場合とない場

合のフロー管理機能を示しています。
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データ管理 とTableau Prep Conductor が有効に

なっている場合

データ管理 がない場合

l [Content (コンテンツ)]ページでの最近のアク

ティビティなど、フローに関する詳細を表示およ

び監視します。

l フローを編集します (バージョン2020.4以降 )。

l [実行履歴 ]タブにフロー実行の結果とエラーを

表示します。

l [管理ビュー]を使用して、フローのパフォーマン

ス履歴を追跡する新しいビューなど、サーバー

とサイトのアクティビティを監視します。

l 失敗したフロー実行の詳細なアラートを表示

します。

l フローの実行に失敗したことやその理由を通

知するメールをフロー所有者に送信するよう

に、メール通知アラートを設定します。

アラートの設定の詳細については、「フローの

状態およびパフォーマンスの監視」を参照して

ください。

l [Content (コンテンツ)]ページで

の最近のアクティビティなど、フ

ローに関する詳細を表示しま

す。

l フローを編集します (バージョン

2020.4以降 )。

l [接続 ]タブで接続を表示および

編集します。

Tableau CloudでのTableau Prep Conductorの有効化

データ管理 を購入してライセンスを取得した後、Tableau CloudでPrep Conductorを有効にする

必要があります。詳細については、Tableau Prep ConductorのTableau Cloudサイトでの有効化

およびデータ管理 のライセンスを参照してください。
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フローのワークスペースについて

フローをパブリッシュした後、Tableau Cloudでタスクまたはリンクされたタスク(バージョン2021.3以

降 )をスケジュールすると、フローを定期的に自動で実行して、出力データを最新の状態に保つこ

とができます。フローはいつでも手動で実行できます (データ管理 は必要ありません)。

Tableau Prep Conductorは、Tableau CloudでTableau Desktopからのワークブックやデータ

ソースを管理するための機能と同じような、フロー管理の機能を多く活用します。たとえば、抽出

更新と同じように、スケジュールされたフロータスクやオンデマンドフローの実行はバックグラウンドタ

スクとしてキューに入れられます。ただし、フローの操作に関しては、いくつかの違いがあります。

フローの [概要 ]ページ

フローの [概要 ]ページは、メインのランディングページです。このページでは、フローに関するデータ

を表示し、フローのスケジュール、監視、保守を行うことができます。データ管理 がない場合は、

別のオプションがあります。

リスト内のフローをクリックして、フローの [概要 ]ページを開きます。[コンテンツ] > [探索 ] > [すべて

のフロー]から、またはフローを含むプロジェクトを開くことで、そこに移動できます。
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A. ヘッダーには、フロー名、フロー所有者、フローの最後更新日がリストされます。バージョン

2020.4以降では、[編集 ]をクリックすると既存のフローを編集できます。

フローをお気に入りに追加したり、[その他のアクション] メニューから、フローの編集、実

行、ダウンロード、権限設定、フロー所有者の変更、以前のバージョンのフローへの復元な

どを行うこともできます。

B. フローの説明を表示および編集し、タグを設定して、他の人がそのフローを検索して見つけ

られるようにします。

C. フローの出力ステップを、フローに適用されたパラメーター (バージョン2021.4以降 )、最終更

新のステータス、出力が割り当てられたスケジュール、および最後のフロー実行におけるエ

ラーとともに表示します。[実行 ] ボタンをクリックして、すべての出力ステップまたは個々の

出力ステップをオンデマンドで実行します。

パラメー

ター

フローにパラメーターが含まれている場合、フローで最後に実行されたパラメー

ター値が表示され、生成されたすべての出力が [出力 ]列に表示されます。

フローが実行されると、パラメーター値を入力するように求められます。

システムパラメーター (バージョン2023.2以降 )はフロー実行時に自動的に

生成され、システムパラメーターのタイプが [パラメーター]列に表示されます。

フローに最後に適用されたシステムパラメーター値を確認するには、フローを

編集します。

フローでパラメーターを使用する方法の詳細については、Tableau Prepヘル

プの「フローでパラメーターを作成して使用する」を参照してください。

ステータ

ス

フローが正常に実行されると、データソースである出力がリンクになり、クリック

して[データソース]ページを開き、データソースに関する詳細情報を表示し

たり、フロー入力接続を編集したりできます。

スケ

ジュール

[スケジュール]フィールドで、出力ステップを割り当てているスケジュールされた

タスクを表示します。フロー出力は、1つまたは複数のタスクに割り当てること

ができます。
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スケジュールがまだ割り当てられていない場合は、[新しいタスクの作成 ]をク

リックして、出力ステップをスケジュールに追加します。フローをすぐに実行して

特定の出力ステップを更新するには、行の左側にある[実行 ] ボタンをク

リックします。

エラー フローにエラーがある場合、フローの実行は失敗します。接続エラーは、フロー

の [接続 ]タブに移動し、入力接続を編集することで直接解決できます。

その他のフローエラーを解決するには、フローを編集してからパブリッシュし直

して、フローの実行をもう一度試行します。以前のバージョンのTableau Prep
Builderを使用している場合は、[その他のアクション] メニューから、

Tableau Prep Builderでフローをダウンロードして開き、パブリッシュし直してフ

ローの実行をもう一度試すこともできます。

D. フローのイメージを表示します。

データ管理 のないフロー概要ページ

サーバーにデータ管理 がインストールされていなくても、フローをTableau Cloudにパブリッシュでき

ますが、フローを管理するためのオプションは少ししか表示されません。
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フロー接続ページ

フローの入力場所と出力場所、接続タイプ、認証設定、入力ステップと出力ステップ、および接続

エラーを表示します。フローをパブリッシュするときは認証を設定できます。詳細については、「フロー

のパブリッシュ」を参照してください。

データベース入力タイプの場合、入力接続の [その他のアクション] メニューをクリックすると、接

続を編集してサーバー名、ポート、ユーザー名、パスワードを変更することができます。

フローのスケジュールされたタスクのページ (データ管理必須 )

フローが割り当てられているスケジュール、それらのスケジュールに含まれている出力、およびフローに

適用されているパラメーターを表示します (バージョン2021.4以降 )。管理者は、スケジュールのリン

クをクリックして[スケジュール]ページを開くと、そのスケジュールに割り当てられているフローのリスト

を表示できます。フローをスケジュールに割り当てる方法の詳細については、Tableau Cloudまたは

Tableau Serverヘルプの「フロータスクのスケジュールを設定する」を参照してください。

スケジュール上の出力や、リンクされたタスク(バージョン2021.3以降 )に割り当てられたタスクを表

示するには、[スケジュールの種類 ]列のリンクをクリックします。

このページから、新しいタスクを追加したり、既存のタスクを管理したりすることもできます。既存のタ

スクに対してアクションを実行するには、タスクカードのチェックボックスを選択し、[アクション]ドロップ

ダウンメニューをクリックしてタスクを実行、編集、または削除します。

5回連続してフロータスクを実行できなかった場合、フローは自動的に中断されます。
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そのステータスは、[概要 ]タブとこのタブで確認できます。中断されたタスクは、このメニューから再

開できます。

中断されたフロータスクの詳細については、エラーを表示して解決するを参照してください。

注 : フローの [スケジュールされたタスク]ページは、バージョン2021.3で再設計されました。

サーバーのバージョンによって、ビューが異なる場合があります。

スケジュールページ

[スケジュール]ページで、スケジュールに割り当てられたフローと、フロー実行の詳細を表示できま

す。スケジュールにリンクされたタスクが含まれている場合 (バージョン2021.3以降 )、リンクされたタ

スクに含まれるフローの数が表示されます。

スケジュールをオンデマンドで実行し、スケジュールに割り当てられたすべてのフローを実行できま

す。1つまたは複数のフローを選択してから、[アクション]メニューを使用して、フローのスケジュール

または優先度を変更したり、スケジュールから選択したフローを削除したり、中断されたフローを再

開したりすることもできます。
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フロー実行履歴 (データ管理必須 )

フローの実行履歴のリストを表示、検索、および並べ替えます。このページには、実行タイプ、各フ

ロー実行に含まれるフローに適用されるパラメーター値 (バージョン2021.4以降 )、生成された行の

期間と数など、フロー実行に関する詳細も含まれています。

フロー出力にエラーがある場合、エラーにカーソルを合わせるとメッセージを表示できます。該当する

場合は、エラーメッセージ内の [接続に移動 ]リンクをクリックし、[接続 ]ページに移動して接続エ

ラーを修正します。フローを直接編集してエラーを修正することも、[フローのダウンロード]をクリック

してTableau Prep Builderでフローエラーをダウンロードして修正し、フローをもう一度パブリッシュし

てTableau Prep Conductorで管理を継続することもできます。

注 : フローの実行履歴は、フローが削除されない限り保持されます。
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フローリビジョン履歴

フローを以前のバージョンに戻す必要がある場合は、そのフローの [その他のアクション] メニュー

で、[リビジョン履歴 ]を選択します。[リビジョン履歴 ]ダイアログで、元に戻したいフローバージョンを

リストから選択します。

実行可能なユーザー

サーバー管理者は、データ管理 ライセンスキーを認証できます。

サーバー管理者は、Tableau Prep Conductorを有効にできます。

Creatorは、フローを手動で作成、編集、および実行できます。データ管理 がインストールされて

いる場合、Creatorはスケジュールに従ってフローを実行できます。
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Tableau Prep ConductorのTableau Cloudサイトでの有効化

データ管理 を購入すると、Prep ConductorがTableau Cloudサイトで自動的に有効になります。

データ管理 を購入する方法の詳細については、アカウントマネージャーに問い合わせてください。

Tableau Prep Conductorが有効であることの確認

1. Tableau Prep Builderから、[サーバー] > [サインイン]の順に選択してTableau Cloudにサ

インインします。

サイトがTableau認証を使用するよう設定されている場合は、Tableau Cloudで使用する

ユーザー名 (メールアドレス)とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします。Tableau認

証で多要素認証 (MFA)が有効になっている場合、MFA登録プロセス中に選択した検証

方法を使用して IDを検証するように求められます。Tableau Cloudにサインインする場合、

または初めてMFAを登録する場合は、「多要素認証への登録」を参照してください。

IDが検証されたら、サイトにリダイレクトされます。

2. いずれかのフローを開きます。

3. [スケジュールされたタスク] タブがあるかどうかを確認します。タブが表示されている場合は、

Prep Conductorが有効になっています。

フロータスクのスケジュール

Tableau Prep Conductorを使用して、Tableau Cloudでフローを実行するようにスケジュールを設

定することができます。Prep Conductorは、導入ごとにデータ管理 を介してライセンスが設定され

ます。フローをWebに公開するためにデータ管理 ライセンスは必要ありません。作成者は、フロー

の作成と編集をサーバー上で直接行うこともできます。Web上でのフローの作成の詳細について

は、Web上のTableau Prepを参照してください。

フローを単一のタスクとして実行したり、フローの実行をリンクして次々に実行したりすることができま

す。フローの実行をスケジュールした後に、フローのパフォーマンスを監視および表示できます。「フ

ローの正常性とパフォーマンスの監視」を参照してください。
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パラメーターを含むフローのスケジュール設定

フローにユーザーパラメーターを含めて、フローをより動的にすることができます。フローを実行する

と、パラメーター値を入力するように求められます。スケジュールに沿ってフローを設定する場合は、

その時点でパラメーター値を指定します。

必須のパラメーターの場合は、パラメーター値を指定する必要があります。オプションのパラメー

ターの場合は、その値を入力することも、パラメーターの現在の (デフォルト)値を受け入れることも

できます。パラメーターを使用してフローを実行する方法については、Tableau Prepヘルプの「フ

ローでパラメーターを作成して使用する」を参照してください。

日付または時刻のシステムパラメーターを、ファイルおよびパブリッシュされたデータソースの出力タ

イプのフロー出力名に適用できます。フローを手動で実行するか、スケジュールを使用して実行す

ると、開始時刻がフロー出力名に自動的に追加されます。

注 : 管理者は、Tableau Cloudでパラメーターを含むフローを実行する前に、サーバーとサイ

トのフローパラメーター設定をサーバーで有効にする必要があります。詳細については、

「Web上でのフローの作成と操作」を参照してください。

REST APIを使用したフローのスケジュール設定

フロータスクREST APIメソッドを使用して、スケジュールに従ってフローを実行するか、フローメ

ソッドの「リンクされたタスクのクエリ」、「リンクされた単一タスクのクエリ」、および「リンクされたタスク

を今すぐ実行」を使用してリンクされたタスクを実行します。詳細については、Tableau REST API

ヘルプの「フローメソッド」を参照してください。

フロータスクのスケジュールを設定する

1. 単一タスクのスケジュールを作成するには、次のいずれかを実行してください。

l フローの [概要 ]ページの [スケジュールされたタスク]タブで、[新しいタスク]をクリック

するか、ドロップダウンをクリックして[単一のタスク]を選択します。
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l [探索 ]ページの [リスト]ビューの [アクション]メニューで、[フローのスケジュール設定 ]、
[単一タスク]の順に選択します。リストでフローを選択すると、上部の [アクション]メ
ニューを使用することもできます。

2. [新しいタスク]ダイアログの [単一のタスク]タブで、[スケジュールの定義 ]をクリックします。
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3. タスクの頻度を入力し、[保存 ]をクリックします。

実行頻度は、毎時、毎日、毎週、および毎月に設定できます。時間と曜日の間隔は、

次に示すように、選択する繰り返し頻度によって異なります。

l 毎時 :利用可能な頻度は、特定の時間から特定の時間までの1時間ごとです。つ

まり、指定した時間範囲でタスクが1時間ごとに実行されます。

l 毎日 :利用可能な頻度は、2時間、4時間、6時間、8時間、12時間ごと、また

は1日 1回です。開始時刻と終了時刻に加えて、曜日を1つまたは複数選択す

ることもできます。つまり、毎日 1日 1回、または特定の曜日に指定した時間間隔

でタスクを実行できます。

l 毎週 :利用可能な頻度は、1週間のうち1つの曜日または複数の曜日の特定の

時刻ごとです。つまり、特定の複数の曜日、または週に一度の特定の時刻にタスク

を実行することができます。

l 毎月 :これは2つの異なる方法で設定できます。

l 頻度間隔として[日 ]を選択すると、月の特定の日付を選択できます。たとえ

ば、毎月 2日、15日、28日の午後 2時 45分にタスクを実行するように選

択できます。

l また、第 1曜日、第 2曜日、第 3曜日、第 4曜日、第 5曜日、および最

終曜日の特定の時間を選択することもできます。たとえば、毎月第 2水曜

日の午後 2時 45分にタスクを実行するように設定できます。

4. 以下のいずれかのオプションを選択します。

l このフローのすべての出力ステップを自動的に含める: (既定 )このオプションを選択す

ると、このフローの現在および今後のすべての出力ステップをスケジュールタスクに含

めます。時間の経過とともにフローに新しい出力ステップが追加されると、実行時に

自動的にスケジュールに含まれます。
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l このタスクに含める出力ステップを選択 :このオプションを選択して、スケジュールされた

タスクに含める出力ステップを手動で選択します。

すべての出力ステップをフロータスクに含めるには、[出力ステップ]の横にあるチェック

ボックスをオンにします。[このフローのすべての出力ステップを自動的に含める]ラジオ

ボタンを選択した場合は、この領域は編集できません。このセクションを有効にするに

は、他のラジオボタンを選択してください。

5. [更新タイプ]を選択します。これらの設定についての詳細は、「増分更新を使用したフロー

データの更新」を参照してください。

注 :ある入力が増分更新を使用するように構成され、その入力が複数の出力に関連

付けられている場合は、同じ更新タイプを使用してそれらの出力を同時に実行する必

要があります。そうしなければ、フローは失敗します。

l 完全更新 (既定 ):すべてのデータを更新し、フローの出力設定に基づいてテーブルに

データを作成または追加します。

l 増分更新 :新しい行のみを更新し、フローの出力設定に基づいてテーブルにデータを

作成または追加します。増分更新は、増分更新を使用するようにフローを設定して

いる場合にのみ選択できます。

注 : Tableau Prep Conductorでは、既存の出力が見つからない場合、選択し

た実行オプションに関係なく、すべての出力に対して完全更新が実行されます。

後続のフローを実行するときは、増分更新の構成データが欠落していないか、

既存の出力を削除していない限り、増分更新プロセスを使用して、新しい行の

みを取得して処理します。
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6. (オプション)フローの所有者である場合は、[完了時にメールを送信 ]を選択して、フローが

成功したときにユーザーに通知します。フロー実行時にメール通知を送信する方法につい

ては、「フロー実行の成功をユーザーに通知する」を参照してください。

7. フローにパラメーターが含まれている場合は、必須またはオプションのパラメーター値を入力

します。フローを実行するために必要な値を入力する必要があります。
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8. [タスクの作成 ]をクリックして、スケジュールタスクを作成します。

リンクされたタスクのスケジュール

リンクされたタスクの機能は既定で有効になっています。サーバーとサイトの管理者は、[設定 ]ペー

ジおよび [スケジュール]ダイアログのフロースケジュールでこの機能をオフにできます。

[リンクされたタスク]オプションを使用して、最大 20件のフローを次々に実行するようにスケジュール

できます。フローの一覧はスケジュールを選択することにより簡単に設定でき、次に後続のフローを

選択することにより、選択した順序でフローを実行することができます。

個々のリンクされたタスクの継続時間は、フローランタイム制限の合計にカウントされます。フロータ

スクの実行時にランタイム制限に達すると、フロータスクはタイムアウトになり、リンクされたタスクは

失敗し、ダウンストリームフローは実行されません。詳細については、「ジョブランタイム容量」を参

照してください。

フロー実行に含める出力を選択し、前のフロー実行が失敗したときにスケジュール内の残りのフロー

をどう処理するかをTableauに指示する設定を行います。
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1. リンクされたタスクのスケジュールを作成するには、次のいずれかを実行してください。

l フローの [概要 ]ページの [スケジュールされたタスク]タブで、[新しいタスク]をクリックし

て[リンクされたタスク]タブを選択するか、ドロップダウンをクリックして[リンクされたタス

ク]を選択します。

l [探索 ]ページの [リスト]ビューの [アクション]メニューで、[フローのスケジュール設

定 ]、[リンクされたタスク]の順に選択します。リストで複数のフローを選択した場合

は、上部の [アクション]メニューを使用することもできます。
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出力ステップがタスクに割り当てられていない場合は、[概要 ]ページから新しいタスク

を作成することもできます。このページの [スケジュール]フィールドで、[タスクを新規作

成 ]をクリックします。

2. [新しいタスク]ダイアログの [リンクされたタスク]タブで、[スケジュールの定義 ]をクリックしま

す。

3. タスクの頻度を入力し、[保存 ]をクリックします。

4. [出力ステップの選択 ]ドロップダウンをクリックして、実行するフロー出力を選択します。デフォ

ルトでは、すべてのフロー出力が含まれています。特定の出力を選択するには、[このフロー

の現在および将来のすべての出力ステップを含める]チェックボックスをオフにします。

タスクを開始するフローは、実行する最初のフローとして自動的に設定されますが、フローの

実行順序は、リストに他のフローを追加した後でもメニューを使用して変更できます。

5. 次のオプションから更新タイプを選択します。
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注 :ある入力が増分更新を使用するように構成され、その入力が複数の出力に関連

付けられている場合は、同じ更新タイプを使用してそれらの出力を同時に実行する

必要があります。そうしなければ、フローは失敗します。

l 完全更新 (既定 ):すべてのデータを更新し、フローの出力設定に基づいてテーブル

にデータを作成または追加します。

l 増分更新 :新しい行のみを更新し、フローの出力設定に基づいてテーブルにデータ

を作成または追加します。増分更新は、増分更新を使用するようにフローを設定し

ている場合にのみ選択できます。詳細については、「増分更新を使用したフロー

データの更新」を参照してください。

注 :既存の出力が見つからない場合、Tableau Prep Conductorは、選択した

実行オプションに関係なく、すべての出力に対して完全更新を実行します。後

続のフロー実行では、増分更新の構成データが欠落していたり、既存の出力

が削除されていない限り、増分更新プロセスを使用して、新しい行のみを取得

して処理します。

6. (オプション)フローの所有者である場合は、[完了時にメールを送信 ]を選択して、フローが

成功したときにユーザーに通知します。フロー実行時にメール通知を送信する方法につい

ては、「フロー実行の成功をユーザーに通知する」を参照してください。

7. フロー障害のオプションを設定します。

l データ品質警告の追加 :チェックボックスを選択すると、フローに警告メッセージを設

定することにより、データの利用者が問題を認識できるようになります。メッセージ

は、フローが正常に実行されるまで残ります。データ品質警告がすでにフローに設定

されている場合、このオプションは選択済みと表示され、オフにすることはできませ

ん。
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l 残りのタスクの停止 :このオプションを選択すると、リスト内の後続タスクが実行キュー

に入らないようにできます。

l メール通知 :フローが失敗したり、一時停止したり、キャンセルされた場合に、フローの

所有者とリンクされたタスクの作成者に自動的にメール通知が送られます。

8. フローにパラメーターが含まれている場合は、必須またはオプションのパラメーター値を入力し

ます。フローを実行するために必要な値を入力する必要があります。
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9. 2番目のタスクのドロップダウンをクリックして、次のフローを追加します。前のフローの出力を

使用するフローが自動的に表示されていない場合は、[すべてのフローを表示 ]をクリックし

て使用可能なすべてのフローを表示します

10. 1つまたは複数のフローを選択して[追加 ]をクリックするか、[次のタスクの追加 ]をクリックし

てフロー実行タスクをリストに追加します。

フローを実行する権限がない場合は、フローをリストに追加する前に、フローの所有者に連

絡して権限を付与される必要があります。

11. ステップ4 ～ 6を繰り返して、フロー実行オプションを構成します。

12. (オプション)番号の付いたタスクの横にあるドロップダウンをクリックしてメニューを開くと、フ

ロータスクの順序を変更したり、既存のタスクの間に新しいタスクを挿入したりすることがで

きます。
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13. [タスクの作成 ]をクリックして、リンクされたタスクのスケジュールを作成します。

実行可能なユーザー

l サーバー管理者は、サーバー内のすべてのサイトでこれを実行できます。サイト管理者は、

自身がアクセス権を持つサイトの設定で、タスクのパブリッシュおよびスケジュールをユーザー

に許可している場合、これを実行できます。

l リンクされたタスクの場合、サーバー管理者は、リンクされたタスクのスケジュールをユーザーに

許可しているすべてのサイトで、これを実行できます。サイト管理者は、自身がアクセス権を

持つサイトの設定で、リンクされたタスクのスケジュールをユーザーに許可している場合、これ

を実行できます。

l フロー所有者およびプロジェクトリーダーは、自身が所有するフローまたはプロジェクトのフ

ロータスクをそれぞれ作成できます。

フロー実行の成功をユーザーに通知する

Tableau Prep Builderバージョン2021.4.1以降、Tableau ServerおよびTableau Cloudバージョ

ン2021.4以降でサポートされています。この機能を使用するにはデータ管理 が必要です。

フローの所有者は、自分自身、個々のユーザー、およびグループをサブスクライブして、スケジュール

されたタスクについてフローが正常に実行されたことをメールで通知できます。メールには、Tableau

環境内のデータへのリンクが含まれているほか、オプションでフロー実行の詳細をExcelファイルや

CSVファイルで添付することができます。

フローサブスクリプションは、フローのスケジュールされたタスクに追加されます。フローサブスクリプショ

ンは、新しいフロータスクを作成するときに、または既存のフロータスクに対して追加できます。スケ

ジュールされたタスクが正常に完了すると、メール通知が送信されます。
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フローサブスクリプションのサイト設定を構成する

デフォルトでは、フローサブスクリプションのサイト設定は、メール通知を送受信するように有効に

なっています。

l [フロー出力データを含むメールの送受信をユーザーに許可する]オプションを使用すると、

フローの所有者は、ユーザーとグループをサブスクライブして、フローが正常に実行されたこと

を知らせる通知を受け取れるように設定できます。ユーザーは、通知メールをもとにして、

完全なデータソースにアクセスしたり、Tableau内からフローの詳細を表示したりできます。

l (非推奨 ) [.csv および.xlsx フロー出力ファイルの添付 ]オプションを使用すると、フロー所

有者は通知メールにファイルを添付できます。メールの受信者をTableauサーバーまたはサ

イトに追加する必要がありますが、ファイルにはデータソースが含まれており、Tableauシス

テムの外部に漏えいする可能性があります。このオプションは、オンプレミス環境でのみ使

用できます。

フローをパブリッシュする

フロー出力をファイル、データベース表、またはデータソースとしてパブリッシュします。フローを保存

するときは、次の点を考慮してください。

l (オンプレミスのみ)パブリッシュする場合、出力をファイルまたはデータベース表として保存

し、.csvまたは .xlsxのファイルタイプでメールに添付することを選択できます。

l パブリッシュされたデータソースとして出力を保存すると、メール通知でTableauのフローへ

のリンクを提供できます。メールにファイルを添付することはできません。
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l ファイル出力として保存することを選択する場合は、ネットワーク共有を使用する必要があ

り、出力と入力の場所がセーフリストに含まれている必要があります。詳細については、「手

順 4 -入力場所と出力場所をセーフリストに登録する」を参照してください。

l フローサブスクリプションはWindowsとLinuxでサポートされています。Linuxのフローサブス

クリプションには、次の制限が適用されます。

l ファイル出力は、Windowsサーバーに出力する必要があります。

l ファイルに出力するフローの場合、パスには次のUNC形式を使用します:
\\server\path\filenameローカルドライブ文字は使用しないでください。

l マウントされたパスは許可リストに登録されている必要があります。

l メールにファイルを添付する場合、Tableau Cloudでのファイルサイズの制限は約 25 MBで

す。オンプレミスのTableau Serverを使用する場合は、添付ファイルサイズの制限を設定し

ます。

フローサブスクリプションを追加する

1. フローの所有者は、Tableau ServerまたはTableau Cloudでパブリッシュされているフローか

ら、メール通知のサブスクリプションを追加したいフローを選択します。

2. サブスクリプションは、新しいタスクまたは既存のタスクに追加できます。

l 新しいタスクにサブスクリプションを追加する場合 :
1. [スケジュールされたタスク] > [新しいタスク]をクリックします。

2. [新しいタスク]ダイアログの [スケジュールの選択 ]ドロップダウンリストから、フ

ローを実行するスケジュールを選択します。

3. [完了したらメールを送信 ]を有効にします。

l 既存のタスクにサブスクリプションを追加する場合 :
1. [サブスクリプション] > [サブスクライブ]をクリックします。

2. [フローサブスクリプションの追加 ]ダイアログで、[頻度 ]ドロップダウンリストから

スケジュールを選択します。

3. [送信先 ]フィールドに、本文に挿し込むユーザーまたはグループの名前を入力します。通知

を送りたいユーザーとグループを選択します。
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ユーザーとグループは、管理者がTableau環境に追加する必要があります。

4. (オプション)自分を通知に含めるには、[自分に送信 ]チェックボックスをオンにします。

5. (オプション) [件名 ]フィールドで、フロー実行通知のデフォルトのメール件名をカスタマイズし

ます。

6. (オプション)フロー実行に関する情報を[メールメッセージ]テキストボックスに追加します。

7. [出力データを含める]をクリックして、メールに含める出力のタイプを選択します。

l フローをファイルまたはデータベース表の出力としてパブリッシュした場合は、データ

ソースを含む .csvまたは .xlsxのファイルをメールに添付することを選択できます。た

だし、データがTableauシステムの外部に漏えいする可能性があるため、推奨しま

せん。

l フローをデータソースとしてパブリッシュした場合は、データソースへのリンクを含めるこ

とを選択できます。メールへのファイルの添付はサポートされていません。

8. 既存のタスクにサブスクリプションを追加する場合は、[サブスクライブ]をクリックします。

フローのサブスクリプションを解除する

メール通知の配信を停止するには、次の手順を行います。

1. 登録メールの下にある[サブスクリプションの解除 ]をクリックします。

2. フローの所有者として、Tableau ServerまたはTableau Cloudにサインインします。ページ

の上部で、[通知 ]アイコンをクリックします。

3. [...]メニューを展開し、[通知の解除 ]を選択します。

フロー所有者としてサブスクリプションを解除して削除するには、次の手順を行います。
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1. [サブスクリプション]をクリックします。

2. Tableau ServerまたはTableau Cloudでパブリッシュされたフローを開きます。

3. フローサブスクリプションの一覧から、サブスクリプションを解除するフローの選択ボックスをク

リックします。

4. [アクション] > [サブスクリプションの解除 ]を選択します。

サブスクリプションを表示する

現在のフローサブスクリプションは、Tableau ServerまたはTableau Cloudで表示できます。

l フローの [概要 ]ページの [サブスクリプション]タブから、現在のサブスクリプションの一覧を確

認できます。

l [タスク]ページの [サブスクリプション]タブから、ワークブックのサブスクリプションといっしょにサブ

スクリプションの一覧を確認できます。

一時停止したフローサブスクリプションの再開

フローの問題が原因でサブスクリプションが失敗する場合があります。サブスクリプションの失敗が5

回を超えると、スケジュールされたフロータスクが一時停止したことを通知するメールを受け取りま

す。

フローの [概要 ]ページから、スケジュールされたフロータスクがいつ失敗したか確認できます。

一時停止したフロータスクを再開する方法はいくつかあります。フロー所有者の場合 :
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l Tableau Webページの [マイコンテンツ]エリアの [最終更新 ]列に、サブスクリプションが一

時停止していることを示すアイコンが表示されます。[...] > [スケジュールされたタスクの再

開 ]を選択して再開します。

l [スケジュールされたタスク]ページの [最終更新 ]列に、サブスクリプションが一時停止してい

ることを示すアイコンが表示されます。フローを選択し、[アクション] > [再開 ]をクリックしま

す。

通知メールからフローデータにアクセスする

フロー通知の設定によっては、通知メールからデータソースや添付ファイルにアクセスできます。

l [フローを表示 ]をクリックして、Tableau ServerまたはTableau Cloudでフローを開きます。

l 添付ファイルをクリックすると、フローデータが表示されます。
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実行可能なユーザー

l フローの所有者は、自分が所有するフローに対してフロー通知サブスクリプションを作成でき

ます。

l 通知を受け取るには、管理者がユーザーとグループをTableau環境に追加する必要があり

ます。

詳細については、次の記事を参照してください。

l Windows: 「ユーザーのサイトロールの設定」および「コンテンツのパーミッションと所有権」

l Linux: 「ユーザーのサイトロールの設定」および「コンテンツのパーミッションと所有権」
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フローの管理

フローをTableau ServerまたはTableau Cloudにパブリッシュしたら、フローを管理し必要に応じ

て変更することができます。このトピックでは、フローを管理するために実行できるさまざまなアクショ

ンについて説明します。

注 :このトピックの内容はTableau ServerとTableau Cloudの両方に適用され、例外があれ

ば具体的に明示されます。

フローの管理

以下は、フローを管理するために実行できるアクションの一覧です。

l フローの作成 :バージョン2020.4以降、作成者はWeb上で直接フローを作成できます。

ホームページで [作成 ] > [フロー]をクリックするか、[探索 ]ページで [新規作成 ] > [フロー]
をクリックします。詳細については、「Web上のTableau Prep」を参照してください。

l フローの編集 : バージョン2020.4以降、作成者はWeb上で直接フローを編集できます。

フローのリストに移動し、[アクション]を選択して[フローの編集 ]をクリックするか、フローを開

いて[編集 ]ボタンをクリックします。

フローを編集すると、変更した内容は下書きの状態に移ります。編集を完了したら、フロー

をパブリッシュして変更をコミットし、新しいバージョンのフローを作成します。詳細について

は、自動保存と下書き作業」を参照してください。

l フローの実行 :特定の時刻に実行されるスケジュール済みのフロータスクの作成に加えて、

手動でフローを実行できます。

l

注 :データ管理 は、フローを手動で実行する場合は必要ありませんが、フローをスケ

ジュール設定して実行する場合は必要です。
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l フローのリストに移動し、実行するフローを1つまたは複数選択します。[アクション]を選択

し、[今すぐ実行 ]をクリックします。

l タグ:タグは、コンテンツの検索、フィルター、および分類に役立つフローに対して作成できる

キーワードです。作成者は、フローを公開するときにタグを追加できます。ただし、タグをアク

セス権限のある.twb、表示、またはデータソースに追加したり、さらに追加したタグを削除し

たりすることもできます。タグをフローのリストに追加できます。

フローのリストに移動し、タグ付けする項目を1つまたは複数選択します。[アクション]を選

択し、[タグ]をクリックします。タグを特定のフローに追加するには、前述のフローのリストから

そのタグを実行します。[フロー]を開き、[概要 ]タブから[アクション]を選択して、[タグ]をクリッ

クします。

l 所有者の変更 : 管理者とフローの所有者は、所有者を自分自身にのみ変更できます。

l 権限 :ユーザーの権限を設定し、保存操作、ダウンロード操作、別のプロジェクトへの移動

や削除のような、編集操作を実行できるかどうかを指定できます。さらに、フローを表示およ

び実行できるユーザーを指定することもできます。

l ダウンロード: Tableau Prepを使用すると、フローをダウンロードして表示または変更できま

す。フローをダウンロードするには、ダウンロード権限が必要です。所有者であればデフォルト

により上記を備えていますが、他のユーザーに対しては追加する必要があります。

l リビジョン履歴 :フローに変更を加え、同じ名前の同じプロジェクトに対してパブリッシュする

と、フローの新しいバージョンが作成されます。リビジョン履歴は、[アクション]メニューから[リビ

ジョン履歴 ]を選択して表示できます。フロー所有者には、以前のバージョンのフローを復元

する権限があります。

l 移動 :プロジェクト間でフローを移動できます。フローを移動するには、[移動 ]権限が必要で

す。所有者であればデフォルトにより上記を備えていますが、他のユーザーに対しては追加

する必要があります。

l 名前の変更 :フローの名前を変更できます。フローの名前を変更するには、ユーザーには保

存権限が必要です。既定では、自分が所有するフローに対しての権限はありますが、他の
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ユーザーに対して追加する必要がある場合があります。

l 削除 :フローを削除できます。フローを削除するには、ユーザーには削除権限が必要です。

所有者であればデフォルトにより上記を備えていますが、他のユーザーに対しては追加する

必要があります。

実行可能なユーザー

Tableau Serverの管理者

すべてのサイトで次のタスクを実行できます。

l フローの作成

l パブリッシュ済みのフローの編集

l フローの下書きの一覧表示

l フローの実行

l フローの削除

l フローのダウンロード

l 所有者の変更

l 権限の変更

l プロジェクトの変更

l タグの追加と削除

l 説明の変更

l 名前の変更

l フロータスクの更新

l フロータスクの削除

1442 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



l フロータスクの作成*

l バージョン管理*

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるのは

サーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

Tableauサイト管理者

サイト管理者を務めるサイトに公開されているフローに次のタスクを実行できます。

l フローの作成

l パブリッシュ済みのフローの編集

l フローの下書きの一覧表示

l フローの実行

l フローの削除

l フローのダウンロード

l 所有者の変更

l 権限の変更

l プロジェクトの変更
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l タグの追加と削除

l 説明の変更

l 名前の変更

l フロータスクの更新

l フロータスクの削除

l フロータスクの作成*

l バージョン管理*

以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるの

はサーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

プロジェクトリーダー

プロジェクトリーダー権限を持つプロジェクトにパブリッシュされたフローに次のタスクを実行できま

す。

l フローの作成

l パブリッシュ済みのフローの編集
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l フローの実行

l 削除

l ダウンロード

l 権限の変更

l プロジェクトの変更

l タグの追加と削除

l 説明の変更

l 名前の変更

l フロータスクの更新

l フロータスクの削除

l フロータスクの作成*

l バージョン管理*

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるのは

サーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

プロジェクト所有者
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所有するプロジェクト宛に発行されたフローに次のタスクを実行できます。

l フローの作成

l パブリッシュ済みのフローの編集

l フローの実行

l 削除

l ダウンロード

l 権限の変更

l プロジェクトの変更

l タグの追加と削除

l 説明の変更

l 名前の変更

l フロータスクの更新

l フロータスクの削除

l フロータスクの作成*

l バージョン管理*

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるの

はサーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :
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l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

フロー所有者

所有するフローに次のタスクを実行できます。

l フローの作成

l 下書き(所有するフロー)とパブリッシュ済みフローの編集

l フローの実行

l フローの削除

l フローのダウンロード

l 所有者の変更

l 権限の変更

l プロジェクトの変更

l タグの追加と削除

l 説明の変更

l 名前の変更

l フロータスクの更新

l フロータスクの削除

l フロータスクの作成*

l バージョン管理*

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。
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l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるの

はサーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

Creatorライセンスを持つユーザー

次のタスクを実行できます。

l フローの作成

l 下書き(所有するフロー)とパブリッシュ済みフローの編集

l フローの実行 (フローの実行権限により)

l 削除 (削除権限により)

l ダウンロード(ダウンロードまたは名前をつけて保存、および読み取り権限 )

l 権限の変更 (変更権限により)

l プロジェクトの変更 (移動権限、および移行先プロジェクトに対する書き込み権限による)

l タグの追加と削除 (読み取り権限による)

l 説明の変更 (保存権限による)

l 名前の変更 (保存権限による)

l フロータスクの更新 (実行権限による)
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l フロータスクの削除 (実行権限による)

l フロータスクの作成*(実行権限による)

l バージョン管理*(表示、読み取り、名前を付けて保存、ダウンロード権限による)

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるのは

サーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

Explorerライセンスを持つユーザー

次のタスクを実行できます。

注 :バージョン2020.4以降、ExplorerライセンスのユーザーはTableau Server上でフローを

実行できなくなりました。

l Explorerライセンスのユーザー (フロー実行のパーミッションを持つ)は、Tableau Cloudでフ

ローを実行できます。

l 削除 (削除権限により)

l ダウンロード(ダウンロードまたは名前をつけて保存、および読み取り権限 )

l 権限の変更 (変更権限により)
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l プロジェクトの変更 (移動権限および移行先プロジェクトに対する書き込み権限による)

l タグの追加と削除 (読み取り権限による)

l 説明の変更 (保存権限による)

l 名前の変更 (保存権限による)

l フロータスクの更新 (実行権限による)

l フロータスクの削除 (実行権限による)

l フロータスクの作成*(実行権限による)

l バージョン管理*(表示、読み取り、名前を付けて保存、ダウンロード権限による)

*以下のアクションには、追加の条件が適用されます。

l フロータスクを作成するには:

l フロースケジュールが利用可能である必要があります。スケジュールを作成できるの

はサーバー管理者だけです。

l このフローには少なくとも1つの出力ステップが必要です。

l このフローバージョンは、Tableau Serverバージョンと互換性がある必要があります。

l バージョン管理 :

l サイトでリビジョン履歴を有効にする必要があります。

l ユーザーロールがプロジェクトへのパブリッシュが可能である必要があります。

ビューワーライセンスを持つユーザー

ビューワーはフローを管理することはできません。ただし、フローおよび別のバージョンのフローを表示

することはできます。

フローに設定できるフル機能の詳細については、パーミッションの機能を参照してください。
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フローの正常性とパフォーマンスの監視

フローをパブリッシュし、定期的な実行スケジュールを設定したら、フローが予想どおりに実行された

ことや、問題の発生時にどのように解決したかを確認できます。また、フローを監視してそのパフォー

マンスを確認することもできます。

このトピックでは、Tableau Cloudをフローの監視に役立てるためのさまざまな方法について説明し

ます。

発生した問題を検出して解決する

Tableau Cloudでは、フローが失敗するとメール通知が自動的に送信されます。[アラート]メニュー

を使用するか、目的のフローのフローページを確認して、サーバー上のエラーを検索して確認する

こともできます。このタイプの監視では、問題が発生したときにそれを検出することができます。

フローが失敗したときに通知を受け取る

Tableau Cloudでは、サイトのメール通知は、既定で有効に設定されています。この設定は、[設
定 ] > [全般 ]ページに移動すると確認できます。

エラーを表示して解決する

注 :バージョン2020.4.1以降では、Tableau ServerおよびTableau Cloudでフローの作成と

編集を行えるようになりました。このセクションの内容は、特に記載がない限り、すべてのプラッ

トフォームに適用されます。Web上でのフローの作成の詳細については、Web上のTableau

Prepを参照してください。

フローの実行中は、次のようなエラーが発生する場合があります。

l 接続エラー:接続エラーは通常、Tableau Cloudが1つ以上のデータ入力に接続できない

場合、または1つ以上の出力ステップで接続できない場合に発生します。

l 入力接続エラーの場合は、[接続 ]タブの [接続の編集 ]オプションを使用して接続の

詳細を変更してから、フローを再度実行します。
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l 出力接続エラーの場合は、フローの出力ステップが出力する場所を確認します。フ

ローの出力がネットワーク共有で実行される場合は、出力ステップで安全な場所を

指定していることを確認してください。変更を行うと、フローが再パブリッシュされ、実

行が再試行されます。

注 :ファイルまたはネットワーク共有に出力されるフローの出力接続エラーを修

正するには、フローをTableau Prep Builderにダウンロードしてから、フローを

サーバーにもう一度パブリッシュします。パブリッシュされたデータソースまたは

データベースに出力されるフローは、Web上で直接編集できます。

l フロー内のエラー:フローの1つ以上のステップでエラーがある場合、エラーメッセージが表示

されます。フローは、Web上で直接編集してもう一度パブリッシュできます。フローを

Tableau Pre Builderにダウンロードしてエラーを解決し、フローをサーバーにパブリッシュし直

して、もう一度実行します。

l フロータスクの中断 : スケジュールされたフロータスクの実行が構成した回数失敗すると、こ

のフロータスクは中断されます。既定では、フロータスクが5回連続して失敗すると、中断

されます。

1つのフローに複数のスケジュールタスクを割り当てることができますが、失敗したタスクのみ

が中断されます。他のすべてのフロータスクは、エラーが発生しない限り引き続き実行され

ます。中断したタスクを再開するには、エラーを確認して問題を解決してから、フローをオン

デマンドで実行するか、割り当てられたスケジュールに基づいて自動的にフローを実行する

ようにします。

エラーは、次のページで確認することができます。

フローの [概要 ]ページ

このページでは、最新のフロー実行とエラーのステータスを確認できます。エラーテキストにカーソル

を合わせて、エラーの詳細を確認します。スケジュールタスクが中断された場合は、警告アイコン

がスケジュールの横に表示されます。アイコンにカーソルを合わせるとステータスが表示されます。
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フローの失敗やタスクの中断の原因となったエラーを解決したら、フローを手動で実行するか、割り

当てられたスケジュールに基づいてフローを実行できます。フロータスクの中断の場合は、中断した

タスクのツールヒントで [スケジュールされたタスクに移動 ]リンクをクリックして[スケジュールされたタス

ク]ページに移動し、[スケジュールされたタスクの再開 ]ボタンをクリックして中断したタスクを再開し

ます。

[接続 ]ページ

[接続 ]ページには、最新のステータスと関連するすべての接続エラーが表示されます。入力エラー

を修正するには、入力接続の [その他のアクション] メニューをクリックして接続を編集し、サー

バー名、ポート、ユーザー名、パスワードを変更します。

出力接続のエラーを修正するには、Tableau Prep Builderでフローを直接変種するか、フローをダ

ウンロードしてファイルパスを修正し、フローをもう一度パブリッシュして実行します。
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[スケジュールタスク]ページ

注 :このタブを表示するには、データ管理 が必要です。

フローに割り当てられている、スケジュールタスクが表示されます。スケジュールタスクが中断してい

る場合は、そのタスクのステータスが表示され、このページから手動でフロータスクを再開できま

す。中断しているタスクを再開する前に、フローにあるすべてのエラーを解決してください。

このページにはエラーの詳細は表示されませんが、[概要 ]ページまたは [実行の履歴 ]ページでエ

ラーの詳細を確認できます。[スケジュールの種類 ]列のリンクをクリックして、スケジュールされた内

容の詳細を表示したり、タスクを編集したりすることもできます。

フローの接続を編集するか、フロータスクを手動で実行すると、中断したスケジュールタスクは、フ

ロータスクが再パブリッシュされた時点で自動的に再開されます。中断したタスクを手動で再開す

るには、[スケジュールされたタスク]ペインで [スケジュールされたタスクの再開 ]をクリックします。この

操作により、中断していたすべてのフローのタスクが再開されます。

タスクを個別に再開するには、スケジュールされたタスクの [その他のアクション] メニューをクリッ

クして、[再開 ]を選択します。[今すぐ実行 ]をクリックして、フローのすべてのタスクをすぐに実行す

ることもできます。

[実行の履歴 ]ページ

注 :このタブを表示するには、データ管理 が必要です。
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[実行の履歴 ]ページには、完了済みおよび処理中のすべてのフロー実行の詳細が、出力ごとに

表示されます。[エラー]列のエラーにカーソルを合わせると、エラーの詳細が表示されます。[時間 ]

列には、フローの実行時間が表示されます。

注 :バージョン2020.2.1以降では、[実行タイプ]フィールドに出力の更新タイプが表示されま

す。以前のリリースでは、このフィールドに、出力をスケジュールに従って実行したか、オンデマン

ドで実行したかが示されていました。出力の更新タイプの設定についての詳細は、「増分更新

を使用したフローデータの更新」を参照してください。

アラート

フローが失敗すると、[アラート]メニューに、フローの再実行や、フローをダウンロードしてトラブル

シューティングを行うオプションと共にエラーの詳細が入力されます。

注：フローの所有者、サーバーまたはサイトの管理者は、このメニューを表示できます。

Tableau Software 1455

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_incremental_refresh.htm
https://help.tableau.com/current/prep/ja-jp/prep_incremental_refresh.htm


実行可能なユーザー

l Tableau サイト管理者は、以下を実行できます。

l サイトレベルでメール通知を設定する

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する

l アラートを表示する

l フローの所有者、プロジェクトリーダー、およびフローを表示する権限が付与されているすべ

てのユーザーは、以下を実行できます。

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する

l アラートを表示する(フローの所有者 )

フローの管理ビュー

管理ビューを使用すると、フロー、パフォーマンス履歴、ディスク使用量に関連するアクティビティを

監視できます。[ステータス]ページにはさまざまな管理ビューを備えたTableauワークブックが埋め

込まれており、これらのビューを利用するとさまざまな種類のサーバーやサイトのアクティビティを監

視することができます。

実行可能なユーザー

Tableauサイト管理者は、管理ビューの表示と操作を行うことができます。
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すべてのユーザーによるアクション

このビューを使用すると、フローがどのように使用されているかについての洞察を収集できます。これ

には、パブリッシュ、ダウンロード、フロー実行などのアクションが含まれます。ビューは、アクション、サ

イト、時間範囲などでフィルターリングできます。[合計ユーザー数 ]は、アクションを実行したユー

ザー数を表します。この値は、フィルターリングの影響を受けません。アクティブユーザー数は、選択

した期間中にアクティブであり、選択したアクションのいずれかを実行したユーザーの数を示します。

特定のユーザーによるアクション

このビューを使用すると、個々のユーザーがフローをどのように操作しているかについての洞察を収

集できます。ビューは、ユーザー名、アクションの種類、および時間範囲でフィルターリングできます。
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最近のユーザーによるアクション

このビューを使用すると、過去 24時間にまたはTableau Cloudでアクティブであったユーザーが表

示されます。

サーバー上でメンテナンス作業を行う必要がある場合、どのユーザーにどれくらいの影響があるか、

さらにはそれらのユーザーが何をしているのかについて知るのに役立ちます。

このビューには、最近 またはTableau Cloudにサインインした、[アクティブ]、[最近アクティブ]、およ

び [アイドル]のユーザーが表示されます。

このビューでは、アクティブなユーザーとは直近の5分間にアクションを実行したユーザー、最近アク

ティブなユーザーとは直近の30分間にアクションを実行したユーザー、アイドルなユーザーとは、最

後にアクションを実行してから30分以上が経過したユーザーを指します。

ユーザーを選択すると、そのユーザーが最近実行したアクションのみを表示できます。アクションの

詳細を表示するには、アクションの上にマウスを置きます。
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バックグラウンドタスクの遅延

このビューには、抽出更新タスク、サブスクリプションタスク、フロータスクの遅延が表示されます。こ

の遅延は、タスクの実行がスケジュールされていた時刻から、実際に実行された時刻までの時間の

長さです。このビューを使用すると、タスクスケジュールの分散やタスクの最適化によってサーバーの

パフォーマンスを改善できる余地がどこにあるかを特定できます。

遅延の考えられる原因と遅延を小さくする方法には、次のものがあります。
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l 多くのタスクが同時にスケジュールされている。

ビューの例では、長い遅延を示すタスクは毎日同時にクラスター化されています。これによ

り、待機時間の急増が生じます。[タイムライン]フィルターを1日に設定すると、タスクの遅

延が時間ごとに表示されるので、多くのタスクが同時にスケジュールされている時間帯を特

定できます。1つの解決策は、タスクをオフピークの時間帯に分散して、サーバーの負荷を

軽減することです。

抽出以外のバックグラウンドタスク

バックグラウンドタスクは、スケジュールされたフローやアドホックのフローを実行するためにも作成さ

れます。このビューを使用すると、サイト上で成功または失敗したフロータスクの数を確認できま

す。タスクの詳細を確認するには、タスクのアイコンにカーソルを合わせてください。

フロー実行のパフォーマンス

このビューは、サイト上のすべてのフローのパフォーマンス履歴を表示するために使用します。フロー

名、出力ステップ名、フロー所有者、実行タイプ(スケジュールまたはアドホック)、およびフロー実行

の開始時刻でフィルターリングすることができます。
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このビューを使用すると、次のような質問に答えることができます。

l 現在スケジュールされているフロータスクは何か? –これを確認するには、[開始時刻 ]フィル

ターを使用して、調べたい時間枠を選択します。たとえば、今後 3時間でスケジュールされ

ているフロータスクを表示するには、[時間 ] -> [今後 ]を選択し、「3」と入力します。

l フロータスクの期間はどの程度か? -これに回答するには、ビュー内のマークをクリックし、タス

ク実行期間を含む詳細を表示します。

l アドホックで実行されたフローの数、スケジュールされた実行の数はいくつか? -これに回答す

るには、[実行タイプ]フィルターを使用し、[アドホック]または [スケジュールされています]を選

択します。

このビューでは、次の情報も表示されます。

l 実行頻度が最も高いフローには、最も多くのマークが表示されます。

l 現在同時に実行されているフローを表示するには、[進行中 ]または [保留中 ]と表示されて

いるマークにカーソルを合わせて[保持のみ]を選択すると、現在実行中のすべてのフローを

フィルターにかけることができます。

l 特定の期間帯に同時に実行されているフローを確認するには、[開始時間 ]フィルターで範

囲を選択します。たとえば、[今後 3 時間 ]を選択すると、今後 3時間にどのフローが実行

されるかを確認することができます。

領域使用量の統計

このビューを使用すると、サーバー上で最も多くのディスク容量を使用しているフロー出力を特定で

きます。ディスク容量の使用率は、ユーザー別、プロジェクト別、フロー出力のサイズ別に表示さ
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れ、最も近い整数に切り捨てられます。

[最小サイズ]フィルターを使用して、占有するスペースの量に基づいて、どのフロー出力を表示す

るか制御します。フローにはオブジェクトタイプフィルターを使用します。

l 最もスペースを使用しているユーザーは誰か -このセクションでは、(フローをフィルターにかけ

た時点で)最も多くのスペースを消費しているフローの所有者を表示します。ユーザー名を

クリックすると、次の2つのグラフをそのユーザーでフィルターできます。

l 最もスペースを使用しているプロジェクトは何か -このセクションでは、(フローをフィルターにか

けた時点で)最も多くのスペースを消費しているフローを持つプロジェクトを表示します。

l 最もスペースを使用しているワークブック、データソース、フローは何か–このセクションでは、

(フローをフィルターにかけた時点で)最も多くのスペースを消費しているフローを表示します。

実行可能なユーザー

l Tableau サイト管理者は、以下を実行できます。

l サイトレベルでメール通知を設定する

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する

l アラートを表示する

l フローの所有者、プロジェクトリーダー、およびフローを表示する権限が付与されているすべ

てのユーザーは、以下を実行できます。

l エラーを表示する

l 中断したタスクを再開する
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l アラートを表示する(フローの所有者 )

Tableau Catalogについて

データのボリュームや形式、重要性が増しているため、環境はさらに複雑になりつつあります。デー

タが変化するペースが急速であることから、そのデータとそのような複雑な環境での使用方法を追

跡するのが困難になることがあります。それと同時に、さまざまな場所にあるデータをより多く求める

ユーザーが増えているため、ユーザーが適切なデータを見つけるのは難しくなっています。こうしたこと

から、ユーザーは適切なソースを使用しているか、それが最新かどうかを疑問に感じており、最終的

にデータの信頼性が損なわれています。

Tableau Catalogは、系列、インパクト分析、データディクショナリ、データ品質に関する警告、検

索などの機能をTableauアプリケーションに統合し、これらの問題をスタンドアロンのカタログと異

なった方法で解決するのに役立ちます。ITとエンドユーザーの両方に重点が置かれているため、

Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用しているすべてのユーザーはデータの可視性と信頼

性だけでなく、検出可能性も高めることができます。Tableau Catalogは組織で使用されている

Tableauコンテンツからカタログを構築し、次のような包括的な機能を使用できるようにします。

l インパクト分析と系列。

l 管理している表またはデータソースの特定の列やフィールドを利用するワークブックな

どのTableauコンテンツを表示できます。データを変更する必要がある場合は、影響

を受けるTableauの作成者にメールで通知できます。

l ワークブック作成者は、系列を使用して、利用するフィールドを追跡できます。

l ユーザーはTableauのビジュアライゼーションを使用する場合、ビューの作成に使用さ

れたデータの由来を表示することができます。

l キュレーションと信頼。データ案内人は、説明や証明書など有用なメタデータを追加し、

ユーザーが適切なデータを見つけるようにすることができます。データ品質に関する警告の設

定、[データの詳細 ]ペインでのデータ詳細の表示、資産の認証、カタログからの資産の削除

を行うことができます。

l データディスカバリ。Tableau DesktopまたはTableau Web作成では、Tableau Catalogを

使用して、Tableauで分析を行うデータベース、テーブル、データソース、および仮想接続を

検索し、検索結果からそれらに接続することができます。
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2019.3以降、データ管理 はTableau ServerとTableau CloudのTableau Catalogの一部とし

て使用できます。プロダクトキーがアクティブで有効になっている場合、上記のカタログ機能は使

用中の製品に統合されているため、見つけた場所でデータを操作することができます。

Tableau Catalogのしくみ

Tableau Catalogはサイト上のすべてのコンテンツ(ワークブック、データソース、シート、仮想接

続、およびフロー)を検出してインデックスを作成し、コンテンツに関するメタデータを収集します。メ

タデータよりデータベースと表 (外部資産とも呼ばれます)が特定されます。Tableauがコンテンツと

外部アセットとの関係を理解すると、コンテンツと外部アセットの系列を表示できるようになります。

また、Tableau Catalogを使用すると、ユーザーはTableau ServerまたはTableau Cloudを使用

して外部資産に接続できます。

サイトのユーザーは、コンテンツのパブリッシュや削除、データ品質に関する警告や認証の添付、サ

イト上のコンテンツやそのメタデータの変更などを行うことができ、Tableau Catalogはそれに応じて

情報を更新します。

Tableau Catalogを使用して組織のデータガバナンスをサポートする方法については、Tableau

Blueprintヘルプの「Tableauのガバナンス」を参照してください。

Tableau Catalogの主要な用語

l メタデータ。データに関する情報。

l Tableauコンテンツ。Tableauで作成されたコンテンツ(ワークブック、データソース、仮想接

続、およびフローなど)
l 外部資産。Tableau ServerまたはTableau CloudにパブリッシュされたTableauコンテンツ

で使用されるデータベースやテーブルに関するメタデータ

Tableau Catalogのライセンス

Tableau Catalogはデータ管理 を通じてライセンスされています。データ管理 のライセンスのしくみ

については、「データ管理 のライセンス」を参照してください。
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Tableau Catalogの有効化

Tableau ServerまたはTableau Cloudをデータ管理 でライセンスした後、次のいずれかの作業を

行うとTableau Catalogを有効にできます。

l Tableau Cloud の場合、アクションは必要ありません。Tableau Catalogは既定でオンで、

派生パーミッションを使用するように構成されており使用準備ができています。派生パーミッ

ションの詳細については、メタデータに対するパーミッションを参照してください。

l Tableau Server の場合、サーバー管理者はまずtsm maintenance metadata-

servicesコマンドを使用し、TableauメタデータAPIを有効にする必要があります。詳細

については、Tableau Catalogの有効化を参照してください。

メタデータAPIを有効にした後、Tableau Catalogは既定でオンで、派生パーミッションを使

用するように構成されており使用準備ができています。派生パーミッションの詳細について

は、メタデータに対するパーミッションを参照してください。

特長と機能

Tableau Catalogで使用できる機能の詳細については、次のヘルプ記事を参照してください。

データディスカバリ

l Tableau Desktopの [接続 ]ペインで [データの検索 ]より[Tableau Server]を選択し、

Tableau ServerまたはTableau Cloudを使用してデータに接続します。Tableau Catalog
が有効になっている場合は、接続先のパブリッシュ済みデータソースを検索するだけでなく、

Tableau ServerまたはTableau Cloudサイト上のパブリッシュ済みのデータソースやワーク

ブックで使用される特定のデータベースと表を検索し、それらに接続できるようになりました。

l Tableau Catalogを有効にすると、検索が拡張され、列、データベース、およびテーブルに基

づいて検索結果が表示されるようになります。

l Webで作成する場合、パブリッシュされたデータソースに加えて、データベースやテーブルに

接続することもできます。

l Tableau PrepをWebで使用する場合、データベースやテーブルなどの外部アセットに基づ

いて新しいフローを作成できます。
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キュレーションと信頼。

l データ資産を認証し、信頼でき推奨されるデータをユーザーが見つけるのを助けます。

l データ品質に関する警告を設定し、古いデータや廃止データなどデータ品質の問題に関し

てユーザーにアラートを出します。

l タグを使用してTableau ServerおよびTableau Cloudでアイテムを分類すると、ユーザー

は外部アセットをフィルターできます。

l [データの詳細 ]タブを使用してパブリッシュ済みのビジュアライゼーションについての理解を深

め、使用されているデータの詳細を確認します。

l データベース、表、列に説明を追加し、ユーザーが探しているデータを見つけるのを助けま

す。

系列とインパクト分析

l 系列を使用してデータの出所を追跡し、データに対する変更の影響に関する分析や影響

を受ける可能性があるユーザーの特定を行います。

l ワークブック、データソース、またはフローの所有者にメールを送信するか、データ関連の更

新に関してデータベースや表の連絡先にメールを送信します。

開発者向けリソース

Tableau REST APIのメタデータメソッドを使用すると、プログラムによって特定のメタデータを更新

することができます。メタデータメソッドの詳細については、Tableau Server REST APIの「メタデー

タメソッド」を参照してください。

REST APIに加えて、TableauメタデータAPIを使用すると、Tableau ServerまたはTableau

Cloudにパブリッシュされたコンテンツからプログラムによってメタデータに対するクエリを実行すること

ができます。メタデータAPIは高速で柔軟性が高く、メタデータとその構造との関係について特定

の情報を見つけようとしている場合に最適です。GraphiQLと呼ばれるインタラクティブなブラウザー

内ツールを使用して、メタデータAPIに対するクエリを調査およびテストします。

注 :メタデータAPIまたはGraphiQLの使用にはデータ管理 は必要はありません。
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仮想接続とデータポリシーについて

仮想接続は、データソース、ワークブック、フローと並ぶTableauコンテンツタイプの1つであり、

データを表示し理解するのに役立ちます。仮想接続は、データへのアクセスポイントを一元化する

ものです。仮想接続で導入されたもう1つの重要な機能は、データポリシーです。データポリシー

は、ワークブックやデータソースのレベルではなく、行レベルのセキュリティを接続レベルで提供しま

す。行レベルのセキュリティのためのデータポリシーは、仮想接続を使用するすべてのワークブック、

データソース、フローに適用されます。

仮想接続は、複数のデータベースにまたがる複数のテーブルにアクセスすることができます。仮想接

続では、データの抽出とセキュリティを接続レベルで一元管理できます。

行レベルのセキュリティオプションについては、Tableauの「Tableauの行レベルのセキュリティオプ

ションの概要」を参照してください。

すべての仮想接続に、関連するデータポリシーがあるわけではありません。また、仮想接続は、単

に接続の認証資格情報を管理するための一元的な場所として使用することもできます。

重要な用語

l 仮想接続。データへのアクセスポイントを一元化する共有可能なリソースです。
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l 接続データへのアクセスに使用するサーバー名、データベース、認証資格情報仮想接続

には、1つまたは複数の接続が含まれます。各接続は、1つのデータベースまたはファイルに

アクセスします。

l 仮想接続テーブル。仮想接続内のテーブルです。

l データポリシー。ユーザーのデータをフィルターリングするために仮想接続の1つまたは複数

のテーブルに適用されるポリシーです。たとえば、データポリシーを使用して、仮想接続の

テーブルに行レベルのセキュリティを適用します。

l ポリシーテーブル。フィルターリングされたデータポリシーのファクトまたはデータテーブルで

す。

l ポリシー列。ポリシーテーブルのデータをフィルターリングするために使用する列。ポリシー列

は、ポリシーテーブルまたは資格テーブルに含めることができます。

l 資格テーブル。ポリシーテーブルのフィルターリングに使用できるポリシー列と、ポリシーテー

ブルの列に関連付ける(マッピングする)ことができる別の列の両方を含むテーブル。

l ポリシー条件。クエリ時に各行に対して評価される式または計算。ポリシー条件がTRUE
のとき、その行はクエリに表示されます。

仮想接続とデータポリシーのライセンス

仮想接続とデータポリシーは、データ管理 を介してライセンスされます。データ管理 のライセンスの

しくみについては、「データ管理 のライセンス」を参照してください。

仮想接続とデータポリシーの有効化

仮想接続とデータポリシーは、データ管理 を使用してTableau ServerとTableau Cloudで自動

的に有効になります。

パーミッション

仮想接続のパーミッションは、他のTableauコンテンツのパーミッションとほぼ同様に機能します。

仮想接続をパブリッシュすると、誰でもその接続を表示できるようになります。ただし、接続の作成

者がそれ以上のパーミッションを明示的に付与するまで、その接続を使用してデータにアクセスで

きるのは接続の作成者と管理者に限られます。

仮想接続を作成するときは、他のユーザーが仮想接続を使用してデータに接続できるように、接

続機能のパーミッションを設定する必要があります。Connect機能により、仮想接続の共有が可

能になるため、ユーザーはその接続に関するクエリを実行することができます。接続権限を持つ
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ユーザーは、仮想接続でテーブルを表示し、そのテーブルを使用したコンテンツを作成することがで

きます。詳細については、「仮想接続でのパーミッションの設定」 を参照してください。

パーミッションとデータポリシー

パーミッションは、Tableauのコンテンツでユーザーが実行できる操作と実行できない操作を定義し

ます。パーミッションは、コンテンツの表示、Web編集、データソースのダウンロード、コンテンツの削

除などを実行する機能で構成されています。パーミッションルールは、コンテンツでユーザーまたはグ

ループに対して許可または拒否される機能を定義します。ライセンスレベル、サイトロール、および

複数のパーミッションルール間での相互作用には、最終的に決定されたユーザーが実行できる操

作とできない操作、つまり、有効なパーミッションが反映されています。詳細については、「パーミッ

ション」を参照してください。

データポリシーは、仮想接続でデータをフィルターし、表示されるべきデータのみがユーザーに表示

されるようにします。データポリシーを適用すると、データはTableauコンテンツ(ワークブックやフロー

など)で表示するときにフィルターされます。データポリシーのポリシー条件は、データへのアクセスを

定義する計算または式です。ユーザー関数は、多くの場合、ユーザーまたはグループへのアクセスを

制限するために使用されます。アクセスは、ユーザー名、ユーザーが属するグループ、または地域の

値に基づいて行うことができます。詳細については、「行レベルのセキュリティに使用するデータポリ

シーの作成」を参照してください。

アクセスには、パーミッションとデータポリシーの両方が適用されます。簡単に言えば、パーミッション

が、表示、アクセス、使用、または作成できるコンテンツを決定し、データポリシーが、表示できる

データを決定します。

パーミッションとデータポリシーが連携するしくみ

Tableauのパーミッションは、最初にTableauコンテンツに適用されます。ユーザーはTableauコン

テンツで実行できる機能しか実行できません。データポリシーはTableauのパーミッションを上書き

しません。パーミッションが評価された後に、データポリシーが適用され、ポリシー条件に基づいて、

仮想接続内で表示できるデータが決定されます。

次の例では、給与データを含む仮想接続に対するパーミッションとデータポリシーの影響について

説明します。
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l 仮想接続はHRプロジェクト内にあり、HRグループのTableauユーザーに制限されていま

す。HRグループ外のユーザーは、HRプロジェクトのコンテンツを表示できません。つまり、仮

想接続を参照、接続、または表示することはできません。

l 仮想接続には、HRビジネスパートナーグループのメンバーにのみ付与される接続パーミッ

ションがあります。HRグループ内の他のすべてのユーザーは、仮想接続が存在することを

確認できますが、仮想接続に含まれるデータを表示することはできません。その仮想接続

を使用するワークブックを表示しても、データは表示されません。

l 仮想接続には、個々のユーザーに基づいて給与データをフィルターするデータポリシーも含

まれているため、HRビジネスパートナーは、ビジネスユニット内の従業員に関連する行の

みを表示できます。その仮想接続を使用するワークブックを表示すると、ビジネスユニットの

データのみが表示されます。

特長と機能

データの管理者にとっての仮想接続の利点は以下のとおりです。

l 安全に管理されたサービスアカウント。「サービスアカウント」モデルを使用する場合、その

データにアクセスしたいユーザーとサービスアカウントの情報を共有することなく、仮想接続

の作成権限を与えられた少数のアナリストに限ってサービスアカウントの認証資格情報を

付与できるようになります。

l アジャイルな物理データベース管理。データベースの変更 (たとえば、フィールドの追加や

テーブル名の変更 )は、データを使用するコンテンツごとに行うのではなく、仮想接続で1回

だけ行う必要があります。

l データの増殖を抑制。抽出更新のスケジュールを一元管理することにより、更新をスケ

ジュールするのは1回だけとなり、その仮想接続からデータにアクセスするすべてのユーザー

に新しいデータが表示されるようになります。

l 一元管理された行レベルのセキュリティ。行レベルのセキュリティを接続レベルで適用する

データポリシーを、Tableau抽出とライブクエリの両方に作成できます。データポリシーは、

仮想接続を使用するすべてのワークブック、データソース、またはフローに適用されます。

注 :データポリシーはフロー入力データには有効ですが、フロー出力データには有効ではありま

せん。フロー出力データにアクセスできるユーザーには、自分に関係のあるデータのサブセット

だけではなく、すべてのデータが表示されます。

データのユーザーは、仮想接続を使用すると次の恩恵を受けることができます。
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l 行レベルのセキュリティがすでにデータに適用されているため、見るべきデータのみが表示され

る適切なアクセス。

l 整理され保護されたデータを使用できる柔軟性。仮想接続は、接続情報を保存し、共有

します。必要なのは、ニーズに特化したデータモデルを持つデータソースを作成することで

す。

l 抽出更新のスケジュールがすでに設定されているため、データが新鮮である信頼性。

l データポリシーが常に適用されるため、セキュリティを危険にさらすことなく、コンテンツを自由

に共有できる機能。

仮想接続エディターのワークフロー

仮想接続エディターを使用すると、次を作成できます。

l 仮想接続。データへの一元化されたアクセスポイントを共有できる、Tableauコンテンツタイ

プの1つです。

l データポリシー。行レベルのセキュリティを接続レベルでサポートします。

仮想接続とそれに関連するデータポリシーを作成したら、それをパブリッシュして、他のユーザーと共

有するためのパーミッションを設定できます。抽出更新をスケジュールすると、仮想接続を使用する

すべてのコンテンツが新しいデータにアクセスできるようになります。

次の図は、仮想接続を作成するためのワークフローを示しています。プロセス中はいつでも接続の

ドラフトをパブリッシュまたは保存できますが、抽出更新をスケジュールしたり、仮想接続を使用 (ま

たは編集 )したりするには、事前に接続をパブリッシュする必要があります。また、他の人が接続を

使用できるようにするには、事前にパーミッションを設定する必要があります。
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プロセスのステップをクリックして、そのヘルプトピックに移動します。

次のステップ

最初のステップは、「仮想接続の作成」です。

仮想接続の作成

仮想接続は、データへの共有可能な中央アクセスポイントを提供し、接続レベルで行レベルのセ

キュリティをサポートするTableauコンテンツタイプです。仮想接続は複数ステップのプロセスで作

成します。このトピックでは、共有するデータへの接続と、仮想接続エディターの [テーブル]タブでの

作業について説明します。
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データへの接続

Tableau CloudまたはTableau Serverで仮想接続を作成するには、次の手順を実行します。

1. [ホーム]または [探索 ]ページで、[新規 ] > [仮想接続 ]をクリックします。

2. [データに接続 ]ダイアログボックスで、データのコネクタを選択します。仮想接続でサポートさ

れているコネクタのリストについては、Tableau DesktopおよびWeb作成ヘルプの

「Creators:データへの接続」を参照してください。

3. 要求された情報を入力します。入力した認証資格情報は仮想接続に保存されるため、

接続ユーザーは、データに接続するために認証資格情報を入力する必要はありません。

4. プロンプトが表示されたら、[サインイン]をクリックします。別の接続を追加するには、 をク

リックしてコネクタを選択し、認証資格情報を入力してサインインします。

1つの仮想接続は複数の接続を持つことができます。各接続は、1つのデータベースまたはファイル

にアクセスします。

注 : Tableau Cloudの場合、プライベートネットワークデータに接続する仮想接続では、

Tableau Bridgeを使用して、データを最新に保ちます。Tableau Bridgeの構成については、

「Bridgeクライアントプールの構成と管理」を参照してください。サポートされる接続について

は、「Bridgeを使用した接続」を参照してください。

別の接続の追加

必要に応じて、仮想接続に別の接続を追加し、[接続 ]の横にある をクリックして複数のデータ

ベースに接続します。別のサーバーやデータベース、または同じサーバーやデータベースへの接続を

追加できます。

複数の接続では、次のことができます。

l 他の接続やデータベースからテーブルを保護するデータポリシーで、任意の接続またはデー

タベースのテーブルを資格テーブルとして使用できます。

l 仮想接続のテーブルを別のデータベースのテーブルに追加または置換できます。たとえば、あ

るデータベースから別のデータベースにデータを移行するとします。仮想接続エディターで、2
番目のデータベースへの接続を追加し、最初のデータベースの既存のテーブルを2番目の

データベースのテーブルに置き換えることができます。
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l 同じサーバーまたはデータベースに複数の接続を追加できます。これは、たとえば、同じ

データベースのデータに異なる認証資格情報でアクセスする必要がある場合に役立ちま

す。

l 物理的な場所に関係なく、関連するテーブルのグループ、または一緒に使用することを意

図したテーブルのグループを共有できます。たとえば、複数のデータベースから、従業員の

情報に関連するテーブルをグループ化することができます。

仮想接続を開いて編集する場合、プロンプトが表示されたら、接続を順番に認証する必要があ

ります。いずれかの接続で認証に失敗した場合、仮想接続を編集できません。

接続に含めるテーブルの選択

必要に応じて、データベースを選択してその中のテーブルを表示します。

1. 左側の [テーブル] でテーブルを選択してクリックするか、右側の [テーブル]タブにドラッグしま

す。さまざまな接続からのテーブルを含めることができます。資格テーブルを使用している場

合は、それを含めます。

2. (オプション) [新しいカスタムSQL] をクリックして、カスタムテーブルスキーマを作成します。

注 :仮想接続は、空間データ型のテーブルをサポートしていません。

テーブルのライブモードと抽出モードの選択

複数の接続からのテーブルかどうかにかかわらず、同じ仮想接続の中で個々のテーブルをライブ

モードまたは抽出モードに設定することができます。

l ライブ-テーブルはデータベースから直接クエリされます。(ライブがデフォルトです)。
l 抽出 -テーブルは抽出され、Tableauに保存されます。

たとえば、一部のテーブルを抽出モードに設定することで、レポート生成や大量の顧客トラフィック

に影響されないようにすることができます。

[テーブル]で、モードを変更したいテーブルを複数選択し、[アクション]、[Change to Live (ライブ

に変更 )]、または [Change to Extract (抽出に変更 )]を選択します。
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テーブルデータの抽出

1つまたは複数のテーブルがライブから抽出に変更されたが、まだ抽出されていない場合は、[Run
Pending Extracts (保留中の抽出を実行 )]をクリックして保留中の抽出を実行します。すべての

保留中の抽出を実行したら、[Run All Extracts (すべての抽出を実行 )]をクリックして、その時点

のすべてのテーブルデータを抽出します。

保留中の抽出がある場合は、仮想接続をパブリッシュする前に実行する必要があります。抽出が

生成されている間は、接続を編集することはできません。

接続をパブリッシュしたら、仮想接続ページで仮想接続内のテーブルの抽出更新のスケジュールを

設定します。「仮想接続の抽出更新のスケジュールを設定する」を参照してください。

テーブルの表示状態の設定

[テーブル]タブの表示切替トグルを使用して、テーブルとそのデータをユーザーに表示または非表示

にします。

ユーザーはテーブルデータを表示できます。どのデータをユーザーに表示するかを管理する

データポリシーを作成できます。(表示がデフォルトです)。

ユーザーはテーブルデータを表示できません。非表示のテーブルはデータポリシーで使用で

き、資格テーブルとして使用できます。

テーブルの詳細の確認

[テーブル]タブの上部にあるテーブルをクリックすると、その詳細が表示されます。[テーブルの詳細 ]

セクションで、テーブル名の変更、列の非表示または名前変更、データ型の変更など、簡単な編

集を行うことができます。

次のアイコンを使用して、表示されるテーブル情報を切り替えます。

テーブル内の列のリストと各列のデータ型。

各列のサンプルデータと、可能な場合はリンクされたキー。リンクされたキーは、どの列が他

のテーブルにリンクしているかを示します。リンクされたキーは、データベースに主キーと外部

キーの情報がある場合にのみ表示されます。
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選択した各列のヒストグラムの値の範囲。

データベースからデータを更新する

ツールバーの更新アイコン をクリックして、仮想接続内のすべての接続についてデータベースから

最新のデータを取得します。これには以下が含まれます。

l データベース、テーブル、および列のリスト。仮想接続に含まれるテーブルと含まれないテー

ブルの両方が更新されます。
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l テーブルとヒストグラムのデータ。

ライブモードのテーブルの場合、更新すると、データベース、テーブル、および列の最新リストと、最

近のテーブルおよびヒストグラムデータが取得されます。抽出モードのテーブルの場合、更新する

と、テーブルと列の更新されたリストが取得されます。ただし、最近のテーブルとヒストグラムデータを

表示するには、新しい抽出を開始する必要があります。たとえば、データベーステーブルに新しい

列があり、更新アイコンをクリックすると、新しい列がエディターに表示されますが、そのデータは表示

されません。最新のデータを表示するには、新しい抽出を開始する必要があります。

データを更新すると、現在キャッシュされているデータが無効になります。エディターを閉じて再度開

いたり、抽出モードからライブモードにテーブルを切り替えたり、ユーザー名やパスワードなどの接続

の認証資格情報を変更しても、データが更新されます。

実行可能なユーザー

仮想接続を作成するには、次の認証資格情報とロールを持っている必要があります。

l 仮想接続が接続するデータベースにサインインするための認証資格情報

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreator

次のステップ

[テーブル]タブでテーブルを追加して構成した後、行レベルのセキュリティに使用するデータポリシー

の作成するか、仮想接続のパブリッシュとパーミッションの設定を行うかを選択できます。

関連項目

PROPERTIESファイルを使用してJDBC接続をカスタマイズする—JDBCベースの接続をカスタ

マイズする場合は、PROPERTYファイルでカスタマイズすることもできます

行レベルのセキュリティに使用するデータポリシーの作成

データポリシーを使用すると、仮想接続内の1つまたは複数のテーブルに行レベルのセキュリティを

適用できます。データポリシーは、データをフィルターリングし、ユーザーに表示されるべきデータのみ

が表示されるようにします。データポリシーは、ライブ接続と抽出接続の両方に適用されます。
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データポリシーについて

データポリシーには、3つの主要な要素があります。

1. ポリシーテーブルと呼ばれる、適用対象のテーブル。これらはフィルターされるテーブルです。

2. マッピングされた列。テーブル間の関係 (たとえば、資格テーブルとファクトテーブル間の関

係 )、およびテーブル列とポリシー列間の関係を定義するものです。ポリシー列は、データの

フィルターに使用される列です。

3. ポリシー条件。クエリの実行時にすべての行に対して評価される式または計算です。ポリ

シー条件がTRUEのとき、その行はクエリに表示されます。

データポリシーを作成するときは、データのフィルターリングに使用できる列が必要です。この列は

ポリシー列と呼ばれます。データは、通常 USERNAME()やFULLNAME()などのユーザー関数を

使用して、ポリシー条件でフィルターリングします。

ポリシーテーブルにフィルターリング可能な列が含まれている場合は、その列をポリシー列として使

用します。

ポリシーテーブルにそのような列が含まれていない場合は、データのフィルターリングに使用できる

列を持つ資格テーブルを使用します。資格テーブルには、ポリシーテーブルのフィルターリングに使

用できるポリシー列と、ポリシーテーブルの列に関連付ける(マップする)ことができる別の列の両

方が含まれます (上のデータポリシーの例の画像を参照 )。

ポリシーテーブルのポリシー列でフィルターリングする

データをフィルターリングする最も一般的な方法は、フィルターリングするデータを含むテーブルの列

を使用することです。その列をポリシー列として使用してから、適切なテーブル列をポリシー列に

マップします。

1478 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



ポリシー列を使用してデータをフィルターリングするには、まず、左側のペインからポリシーにテーブル

を追加します。テーブルを追加するには、次のいずれかの操作を行います。

l テーブル名をダブルクリックします。

l テーブル名の近くにあるドロップダウン矢印をクリックして、[Manage table with policy (ポリ

シーを使用してテーブルを管理 )]を選択します。

l または、テーブルを右にドラッグして、[ポリシーテーブルとして追加 ]にドロップします。

ポリシーにテーブルが追加されると、シールドアイコン が左側のペインのテーブル名の右側に表示

され、ポリシーテーブルであることが示されます。

次に、列をマッピングして、テーブルの列名とポリシー列名の間にリレーションシップを作成します。

データポリシー条件のポリシー列名を使用して、ユーザーがデータにアクセスできる権限を行レベル

で制御します。

1. [+マッピングする列を追加 ]をクリックして、データのフィルター処理に使用する1つまたは複

数の列を追加します。

2. ポリシー列に名前を付けます。この名前はポリシー条件で使用します。

3. ポリシーを適用するテーブルごとに、ドロップダウンメニューを使用して、ポリシー列にマッピング

するテーブル列を選択します。

4. ポリシー条件で使用するポリシー列の数だけこのプロセスを繰り返します。
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ヒント: [+マッピングする列を追加 ]ボタンを使用する代わりに、ポリシー条件領域に計算の入力を

開始し、オートコンプリートを使用して列名を選択すると、手順 1でポリシー列の情報が入力され

ます。
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ポリシーテーブルのポリシー列を使用した例

A. "営業"テーブルには [セールスパーソン]列があり、"地域"テーブルには [営業担当 ]列があ

ります。セールスパーソンと営業担当のデータは、サイト上のTableauユーザーのフルネーム

と一致します。

B. "セールスパーソン"で "営業"と"地域"のデータをフィルターリングしたいので、ポリシー列に"
セールスパーソン"という名前を付けてから、"営業"の "セールスパーソン"列と"地域"の "
営業担当"列を"セールスパーソン"ポリシー列にマッピングします。

C. 次に、両方のテーブルをフィルターリングするためのポリシー条件を記述します。[セールス

パーソン]ポリシー列とFULLNAME()ユーザー関数を使用して、各ユーザーが自分のデー

タのみを表示できるようにします。

資格テーブルのポリシー列でフィルターリングする

資格テーブルは、ポリシーテーブルにフィルターリングできる列が含まれていない場合に使用しま

す。資格テーブルを使用すると、データテーブルの列を資格テーブルの列にマッピングできます。次

の点に注意してください。

l 資格テーブルは、仮想接続のテーブルとして必ず含めてください。接続またはデータベース

のテーブルを、他の多くのデータベースのテーブルを保護する中央の資格テーブルとして使

用できます。場合によっては、保護しているテーブルと同じデータベースにある資格テーブル

により従業員データが公開される可能性があるため、その資格テーブルが潜在的なセキュ

リティリスクになる可能性があります。また、資格テーブルを別のデータベースに配置すると、

たとえば、データベースへのアクセス権の付与など、パーミッションの制御が容易になります。

l 仮想接続ユーザーに資格テーブルを表示させたくない場合は、[テーブル]タブの [表示 ]列
の設定を切り替えて非表示にすることができます。非表示にした資格テーブルは、引き続

きポリシーフィルタリングに使用できますが、Vizやワークブックのデータソースでは使用でき

ません。
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注 :資格テーブルでは、フロー出力 (.hyperファイル)への直接接続はサポートされていません。

フロー出力は、データベースに直接書き込む必要があります。

資格テーブルを使用してデータをフィルターリングするには、次の操作を行います。

1. まず、データポリシーを適用したいデータテーブルを追加します。次のいずれかを実行しま

す。

l テーブル名をダブルクリックします。

l テーブル名の近くにあるドロップダウン矢印をクリックして、[Manage table with
policy (ポリシーを使用してテーブルを管理 )]を選択します。

l または、テーブルを右にドラッグして、[ポリシーテーブルとして追加 ]にドロップします。

2. ポリシーにテーブルが追加されると、シールドアイコン が左側のペインのテーブル名の右側

に表示され、ポリシーテーブルであることが示されます。

3. 資格テーブルを選択して、次のいずれかを選択します。

l ドロップダウン矢印をクリックして、[Use as entitlement table (資格テーブルとして使

用 )]を選択します。

l または、テーブルを右にドラッグして、[資格テーブルとして追加 ]にドロップします。

4. ポリシーを適用するテーブルごとにドロップダウンメニューをクリックして列を選択し、ポリシー
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テーブルを資格テーブルにマッピングします。
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資格テーブルのポリシー列を使用した例

A. フィルターリングするデータにはEMP_ID列がありますが、従業員名の列はありません。ただ

し、EMP_IDと従業員のFULL NAMEの両方の列を含む2番目のテーブルがあります。ま

た、従業員のFULL NAME列の値は、サイトのTableauユーザーのフルネームと一致しま

す。

B. 従業員テーブルを資格テーブルとしてポリシーに追加してから、ポリシーテーブルの列名

EMP_IDを各テーブルの資格の列名 EMP_IDにマッピングできます。

C. 次に、ポリシー条件でFULLNAME()関数を使用して、Tableau Serverユーザーのフルネー

ムを資格テーブルの [FULL NAME]列 (ポリシー列 )と照合し、各ユーザーが自分のデータの

みを表示できるようにします。

ポリシー条件を記述する

データポリシーを作成する最後のステップは、ポリシー条件を作成することです。これは計算または

式であり、行レベルのアクセス権限を定義するために使用します。ポリシー条件は、ユーザー機能

を通じてユーザーまたはグループへのアクセスを制限するためによく使用されます。

ポリシー条件は、

l データポリシーで必要です。

l trueまたは falseに評価できる必要があります。

l ポリシー条件が trueの場合に行を表示します。

ポリシー条件の例

[地域 ]列の値が "北部"である行のみを表示します。

[Region] = "North"
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サインインしたユーザーが、ユーザーの名前がEmployeeNameの値と一致する行を表示できるよ

うにします。

FULLNAME() = [EmployeeName]

[マネージャー]グループのメンバーがすべての行を表示できるようにしますが、ユーザーはユーザー名

が [employee_name]列の値と一致する行のみを表示できます。

ISMEMBEROF('Managers') OR USERNAME() = [employee_name]

注 : ポリシータブを閉じても、作業内容は破棄されません。

ポリシー条件でサポートしているTableau関数

ポリシー条件は、一部分のTableau関数をサポートします。

l 論理 (Null関連を除く)
l 文字列

l ユーザー

l 日付

l 数字 : MIN、MID、MAX

サポートしている機能を具体的に確認するには、仮想接続エディターの [データポリシー]タブで、

右側にある[参照 ]パネルを参照してください。

実行可能なユーザー

データポリシーを作成するには、次のことが必要です。

l 仮想接続が接続する先のデータベースへの認証資格情報を持っている。

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreatorである。

次のステップ

データポリシーを作成したら、次のステップは、期待どおりに機能することを確認することです。

「[ユーザーとしてプレビュー]を使用して、行レベルのセキュリティをテストする」を参照してください。
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または、仮想接続とデータポリシーを他のユーザーと共有する準備ができている場合は、「仮想接

続のパブリッシュとパーミッションの設定」を参照してください。

リソース

計算の詳細については、Tableau DesktopおよびWebオーサリングヘルプの「Tableauでの計算

を理解する」を参照してください。

ユーザー関数の詳細については、Tableau DesktopおよびWeb作成ヘルプの「ユーザー関数」を

参照してください。

Tableauのその他の行レベルのセキュリティオプションについては、Tableau Serverヘルプの

「Tableauの行レベルのセキュリティオプションの概要」を参照してください。

[ユーザーとしてプレビュー]を使用して、行レベルのセキュリティをテ

ストする

[ユーザーとしてプレビュー]を使用して、データポリシーをテストします。ユーザーに表示されるデータ

を表示して、行レベルのセキュリティが期待どおりに機能していることを確認します。このテストは、

データポリシーによってテーブル内の行が表示されなくなっている場合 (たとえば、営業担当者だけ

が行を表示でき、あなたは営業担当者ではない場合など)に役立ちます。

データポリシーが適用されたときにデータをプレビューするには:

1. テーブルを選択します。

2. [テーブルの詳細 ]セクションで、[ポリシーを適用 ]チェックボックスをオンにします。

3. [ユーザーとしてプレビュー]をクリックして、[グループ] (オプション)と[ユーザー]を選択します。

4. ポリシーに、テーブルの詳細にあるユーザーの正しいデータが表示されていることを確認しま

す。

5. 必要に応じて、他のユーザーに対してこの手順を繰り返します。

ヒント: [テーブルの詳細 ]で、 をクリックして、表示する値やデータポリシーによって除外する値な

ど、列の値の範囲を表示します。ポリシーがデータを正しくフィルターしていることを示す適切な指標

となる1つまたは2つの列を選択します
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実行可能なユーザー

仮想接続をテストするには、以下が必要です。

l 仮想接続が接続する先のデータベースへの認証資格情報を持っている。

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreatorである。

次のステップ

データポリシーをテストした後、仮想接続を他のユーザーと共有する準備ができたら、「仮想接続

のパブリッシュとパーミッションの設定」を参照してください。

仮想接続のパブリッシュとパーミッションの設定

仮想接続エディターで作業する場合、作業中の変更は下書きとして自動的に保存されます。新

しい仮想接続を他のユーザーと共有するには、パブリッシュする必要があります。

下書きの保存

接続の下書きを手動で保存するには、ツールバーで保存アイコン をクリックするか、メニューから

[ファイル] > [下書きを保存 ]を選択します。

パブリッシュされた仮想接続を編集する場合でも、他のユーザーは、現在パブリッシュ状態にある

接続を引き続き使用できます。エディターで接続を処理している間、更新を下書きとして保存で

きます。仮想接続への更新を他のユーザーと共有するには、更新をパブリッシュする必要がありま

す。

進行中の下書き

パブリッシュされた仮想接続の更新中にエディターを閉じた場合、次の7日以内にエディターで接

続を開いたときに、既存の下書きを引き続き編集するか、新しい下書きを開始するか、[キャンセ

ル]をクリックして、現在パブリッシュ状態にある接続を開くかを選択できます。
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パブリッシュされていない仮想接続の下書きバージョンに戻るには、エディタを閉じる前に、下書きの

URLを手動で保存する必要があります。次の7日以内に接続を処理するときに、そのURLを使

用して、エディターで下書きを開くことができます。例 :

https://yourserver.test.com/published-connection-

editor/?draft=d1789edc-5d9f-40ae-988d-9fc879f37a98

接続のパブリッシュ

新しい接続をパブリッシュするには、次の手順を実行します。

1. エディターの右上隅にある[パブリッシュ]ボタンをクリックするか、メニューから[ファイル] > [パブ

リッシュ]を選択します。

2. [パブリッシュ]ダイアログボックスで次の手順を実行します。

a. [名前 ]フィールドに接続の名前を入力します。

b. 接続を保存するプロジェクトを選択します。

3. [パブリッシュ]をクリックします。

更新された接続をパブリッシュするには、エディターの右上隅にある[パブリッシュ]ボタンをクリックす

るか、メニューから[ファイル] > [パブリッシュ]を選択します。

仮想接続でのパーミッションの設定

仮想接続をパブリッシュした後、他のユーザーが使用できるようにパーミッションを設定する必要が

あります。デフォルトでは、すべてのユーザーが接続を表示できます。つまり、Tableauで [仮想接

続 ]の下に接続が表示されますが、接続機能を許可に設定しない限り、仮想接続を使用できる

のは自分と管理者だけになります。Connect機能の詳細については、「パーミッション」を参照してく

ださい。

パーミッションを設定するには、次の手順を実行します。
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1. 仮想接続に移動します。

2. [アクション]メニュー (...)を開いて[パーミッション]をクリックします。

3. [接続 ]アイコンの下のボックスをオンにして、すべてのユーザーに接続を許可します。

ヒント:特定のユーザーまたはグループのみにパーミッションを付与する場合は、ルールを追

加できます。

4. [保存 ]をクリックします。

Tableauコンテンツのパーミッションに関する詳細は、パーミッションを参照してください。仮想接続

を使用するデータソースやワークブックなどのTableauコンテンツをパブリッシュするときにパスワード

を埋め込む方法については、Tableau Serverヘルプの「仮想接続」を参照してください。

実行可能なユーザー

仮想接続をパブリッシュしたり、パーミッションを設定したりするには、以下が必要です。

l 仮想接続が接続する先のデータベースへの認証資格情報を持っている。

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreatorである。

次のステップ

仮想接続をパブリッシュして、そのパーミッションを設定した後、仮想接続を使用するできます。

仮想接続の抽出更新のスケジュールを設定する

仮想接続のメリットの1つは、同じ抽出を何回も再利用することにより、データの急増を減らし、

冗長な抽出更新ジョブを削除できることです。仮想接続を使用するすべてのコンテンツで抽出
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データを新鮮な状態に保つために、接続をパブリッシュした後に、接続のテーブルの抽出更新スケ

ジュールを作成することができます

また、仮想接続を使用するデータソースとワークブックの抽出更新のスケジュールを設定することも

できます。「Tableau Cloudでの更新のスケジュール」と「定期的なデータ更新」(Tableau Server)

を参照してください。

テーブルを抽出する

「テーブルデータの抽出」を参照してください。

Tableau ServerまたはTableau Cloudで抽出更新をスケジュールする

1. 仮想接続のページに移動します([ホーム]または [探索 ]ページで、ドロップダウンメニューから

仮想接続をクリックし、仮想接続を選択します。)
2. [テーブル]タブの [Data is (データは)]列には、[抽出 ]が値として含まれている必要がありま

す。そうでない場合は、ブラウザーを更新してください。

3. [スケジュールされたタスク]タブを選択し、[+New Task (+新しいタスク)]をクリックします。

4. [Create Scheduled Task (スケジュールされたタスクの作成 )]ダイアログボックスには、製品に

応じてさまざまなオプションがあります。

Tableau Server で次の手順を実行します。

a. ドロップダウンメニューからスケジュールを選択します。

b. すべての抽出更新の同期を維持するか (1つの更新が失敗した場合は、すべての更

新が失敗します)、個別に更新するか (抽出は個別に成功または失敗します)を選

択します。

c. [Add or Edit Tables (テーブルの追加または編集 )]クリックして、更新するテーブル

を選択します。仮想接続は完全更新のみをサポートします。

d. [OK]をクリックします。
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e. [Create Scheduled Task (スケジュールされたタスクの作成 )]をクリックします。

Tableau Cloud で次の手順を実行します。

a. 更新頻度を、ドロップダウンメニューの [Repeats (繰り返し)]、[Every (間隔 )]、[At
(時刻 )]の中から選択します。[On (曜日 )]の下で更新する曜日を選択します。

b. すべての抽出更新の同期を維持するか (1つの更新が失敗した場合は、すべての

更新が失敗します)、個別に更新するか (抽出は個別に成功または失敗します)を

選択します。

c. [Add or Edit Tables (テーブルの追加または編集 )]クリックして、更新するテーブル

を選択します。仮想接続は完全更新のみをサポートします。

d. [OK]をクリックします。

e. [Create Scheduled Task (スケジュールされたタスクの作成 )]をクリックします。
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プライベートネットワークデータに接続する仮想接続では、Tableau Bridgeを使用し

て、データを最新に保ちます。詳細については、「Bridgeクライアントプールの構成と

管理」を参照してください。

更新の抽出の時間制限

実行時間の長い更新タスクがすべてのシステムリソースを消費して、サイト上の他の抽出の更新

を妨げてしまうことがないようにするため、仮想接続の抽出更新には2時間の時間制限が設けら

れています。更新タスクのタイムアウト制限に関する詳細とこれらのエラーを解決するための推奨事

項については、「抽出更新の時間制限」を参照してください。ただし、仮想接続では完全更新の

みがサポートされ、増分更新はサポートされないことに注意してください。
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実行可能なユーザー

仮想接続をパブリッシュしたり、パーミッションを設定したりするには、次の認証資格情報とロールを

持っている必要があります。

l 仮想接続が接続する先のデータベースへの認証資格情報を持っている。

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreatorである。

次のステップ

仮想接続用の抽出更新をスケジュールした後、仮想接続を使用する。仮想接続を使用する

仮想接続を使用する

仮想接続をパブリッシュして、パーミッションを設定すると、ユーザーは仮想接続を使用して、

Tableauのすべてのデータにアクセスするのと同じ方法でデータに接続できるようになります。仮想

接続または接続のデータポリシーを編集する必要がある場合 (参照元スキーマを変更する場合

など)は、仮想接続エディターで接続を開き、変更を加えて、更新を保存またはパブリッシュしま

す。ワークブック内の既存のデータソースを仮想接続に置き換えることもできます。

仮想接続に接続する

Tableau CloudまたはTableau ServerでWebを作成するには、次の手順を実施します。

1. [ホーム]または [探索 ]ページで、[新規 ]をクリックします。

2. 作成するコンテンツのタイプ(ワークブック、フロー、またはパブリッシュされたデータソース)を
選択します。

3. [データへの接続 ] > [このサイト上 ] > [コンテンツタイプ]ドロップダウンメニューで、[仮想接

続 ]を選択します。

4. 接続の名前を選択し、[接続 ]をクリックします。

Tableau DesktopとTableau Prep

1. [接続 ]ペインの [データの検索 ]で、[Tableau Server]をクリックします。

2. サーバー名を入力して[接続 ]をクリックするか、[Tableau Cloud]をクリックします。

3. 求められた情報を入力します。

4. [データの検索 ]ダイアログボックスの [コンテンツタイプ]ドロップダウンメニューから、[仮想接

1494 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



続 ]を選択します。

5. 接続の名前を選択し、[接続 ]をクリックします。

注 :仮想接続を使用して接続する場合は、認証資格情報を入力する必要はありません。

データにアクセスするための認証資格情報は接続に埋め込まれています。

仮想接続またはデータポリシーを編集する

パブリッシュされた仮想接続を編集する場合でも、他のユーザーは、現在パブリッシュ状態にある接

続を引き続き使用できます。詳細については、仮想接続のパブリッシュとパーミッションの設定を参

照してください。

接続を編集するには、[探索 ]ページから接続に移動します。データベースの認証資格情報が接

続に埋め込まれている場合でも、データベースの認証資格情報を持つユーザーのみが仮想接続

に変更を加えることができることに注意してください。

1. ドロップダウンメニューから[すべての仮想接続 ]を選択し、編集する接続を選択します。

2. [仮想接続を編集 ]をクリックします。

3. 接続のために求められた情報を入力します。接続を編集するには、データにアクセスするた

めに必要な認証資格情報を入力する必要があります。

4. [サインイン]をクリックします。

5. 仮想接続エディターで変更を加えてから、下書きを保存するか、接続をパブリッシュします。

参照元スキーマの変更に対応する

仮想接続の参照元スキーマが変更された場合 (たとえば、テーブルが追加または削除された場

合、列が追加または列の名前が変更された場合など)、スキーマの変更を反映するように仮想接

続を編集してから、接続をもう一度パブリッシュする必要があります。(接続に抽出がある場合は、

必ず抽出を更新してください。)このように、新しいデータがすべてのユーザーに公開される前に、接

続のテーブル、列、およびポリシーを追加または編集することができます。

仮想接続のリビジョン履歴を操作する

仮想接続をパブリッシュすると、Tableau CloudまたはTableau Serverのリビジョン履歴にバージョ

ンが保存されます。いつでも前のバージョンに戻すことができます。
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リビジョン履歴にアクセスするには、Creatorサイトロールと表示および上書きのパーミッションが必

要です。

仮想接続のリビジョン履歴を表示するには、仮想接続のアクションメニューをクリックします (。。)

[リビジョン履歴 ]をクリックします。

仮想接続リビジョンを復元または削除する

仮想接続リビジョンを復元するには、リビジョンを選択し、[開く]をクリックします。次に、既存の

バージョンの接続を破棄するように求められます。[Discard and Continue (破棄して続行 )]をク

リックすると、選択したリビジョンが現在の接続のバージョンになります。

リビジョンを削除するには、リビジョンのアクションメニューから(。。.)、[削除 ]をクリックします。
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ワークブック内の既存のデータソースを仮想接続に置き換える

Tableau CloudまたはTableau ServerでWebを作成するには、次の手順を実施します。

1. ワークブックをダウンロードします。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「ビューとワー

クブックのダウンロード」を参照してください。

2. Tableau Desktopでワークブックを開き、既存のデータソースを仮想接続に置き換えます。

詳細については、Tableau Desktopヘルプの「データソースの置換」を参照してください。

3. Tableau Desktopで、ワークブックをTableau CloudまたはTableau Serverサイトにアップ

ロードします。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「Tableauサイトへのワークブック

のアップロード」を参照してください。

4. Tableau CloudまたはTableau Serverで [パブリッシュ]をクリックして、変更をサーバーに保

存します。

Tableau Desktopの場合 :

1. ワークブックを開き、既存のデータソースを仮想接続に置き換えます。詳細については、

Tableau Desktopヘルプの「データソースの置換」を参照してください。

2. ワークブックをもう一度パブリッシュします。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「ワー

クブックをパブリッシュする簡単な手順」を参照してください。

実行可能なユーザー

仮想接続を使用するには、サーバー管理者、サイト管理者、またはCreatorである必要がありま

す。

Tableau Software 1497

Tableau Cloudヘルプ

https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/export.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/export.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/connect_basic_replace.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/upload.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/upload.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/connect_basic_replace.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/publish_workbooks_share.htm
https://help.tableau.com/current/pro/desktop/ja-jp/publish_workbooks_share.htm


仮想接続またはデータポリシーを編集するには、次の認証資格情報とロールを持っている必要が

あります。

l 仮想接続が接続するデータベースにサインインするための認証資格情報

l サーバー管理者、サイト管理者、またはCreator

既存のコンテンツを移行して仮想接続を使用するには、次のロールを持っている必要があります。

l サーバー管理者またはサイト管理者

l データソースの所有者でもあるCreator

クイックヘルプの概要

注 :この機能は現在、Tableau ServerおよびTableau Cloudの仮想接続の試験的な機能

として利用できます。

製品で提供されるクイックヘルプには、現在の場所やTableauでの作業に基づいて、関連するヘ

ルプコンテンツがジャストインタイムで表示されます。概念的な内容から段階的な手順まで、製

品から離れなくても、クイックヘルプから必要な答えを得ることができます。

Tableauのクイックヘルプにアクセスする方法
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l 画面右上のヘルプ ボタンをクリックします

l ツールバーの [ヘルプ]メニューをクリックします

クイックヘルプが開き、タスクのヘルプコンテンツが表示されます。製品に合わせて、ウィンドウを移

動したり、サイズを変更したりすることができます。

ページの新しい領域に移動したり、ページを変更したりする場合は、[更新 ] ボタンをクリックして

コンテンツを更新するか、ウィンドウの下部にある関連タスクをクリックして関連トピックに移動しま

す。

[ホーム] ボタンをクリックして、「はじめに」のチュートリアルや、トレーニングビデオなど、利用可能な

すべてのコンテンツのオプションを探索します。

このセクションのクイックヘルプコンテンツは、製品で利用できるものと同じコンテンツです。製品を使

用しているときにクイックヘルプで必要なものが見つからない場合、またはトピックをさらに詳しく調べ

たい場合は、製品のオンラインヘルプを確認してください。

注 :この製品のクイックヘルプにアクセスするには、インターネット接続が必要です。オフラインの場

合、またはインターネットにアクセスできない場合は、Tableauヘルプのページから各製品のヘルプ

セットのPDFコンテンツをダウンロードしてください。

Tableau Software 1499

Tableau Cloudヘルプ

https://www.tableau.com/ja-jp/support/help


Tableau Cloud上のTableau
Advanced Managementについて

Tableau Advanced Managementは、Tableau Cloud展開において、セキュリティ、管理性、拡

張性を強化するために設計された機能の集合体です。

Advanced Managementのライセンス

Advanced Managementは、展開ごとにライセンスが付与されます。

l Advanced ManagementはTableau Cloud展開でのみ使用できます。既存のTableau

Cloud展開で使用するAdvanced Managementを購入する方法については、アカウント

マネージャーにお問い合わせください。

l 展開でAdvanced Managementを削除または非アクティブにすると、Advanced

Managementに関連付けられている機能を使用できなくなります。

機能テーブル

次の表は、Advanced Managementに含まれる機能の一覧です。

機能 説明 機能を使用する要件

Content
Migration
Tool

Content Migration Toolを使用すると、

Tableau Cloud展開のTableauプロジェク

ト間でコンテンツを簡単にコピーまたは移行

できます。

詳細については、「Tableau Content

Migration Toolについて」を参照してくださ

い。

l Content Migration Tool
は、.NET 4.6.1をサポート

するバージョンの

Microsoft Windows
(Windows 7以降、

Windows Server 2008R2
以降 )にインストールする

必要があります。
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機能 説明 機能を使用する要件

アクティビ

ティログ

アクティビティログはログイベントをAmazon
Simple Storage Service (S3)に送信でき、

それらを使用してさらに監査と分析を行うこ

とができます。

詳細については、「アクティビティログ」を参

照してください。

l アマゾンウェブサービス

(AWS)アカウント。

l データを受信するための

Amazon Simple Storage

Service (S3)バケット。

l AWS Key Management

Service (KMS)キー。

管理者イン

サイトのデー

タ保持

管理者インサイトのデータソースは、最大

365日間のサイトデータを保持します。

詳細については、管理者インサイトを使用

したカスタムビューの作成を参照してくださ

い。

カスタマー

管理の暗

号化キー

カスタマー管理の暗号化キーは、顧客が管

理するサイト固有のキーを使用してサイト

データ抽出を暗号化できるようにすること

で、セキュリティをさらに強化します。詳細に

ついては、「カスタマー管理の暗号化キー」

を参照してください。

サイト容量

の拡大

Advanced Managementを使用すると、ラ

イセンスを取得したサイトで次のように容量

が増加します。

l 最大 1テラバイトのストレージ

l 最大ファイルサイズ25ギガバイト

l 最大 25の同時抽出更新

サイト容量の詳細については、「Tableau

Cloudサイトの容量」を参照してください。
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アクティビティログ

Tableau CloudでAdvanced Managementを使用すると、アクティビティログを構成して、ログイ

ベントをAmazon Simple Storage Service (S3)に送信し、さらに分析および監査することができ

ます。アクティビティログを使用すると、次のことができます。

l Tableau Cloudの詳細なイベントデータを表示する

l コンプライアンス情報を取得し、Tableauサイトで誰が何をしているのかを追跡する

l 次のようなパーミッションの変更を監査する

l ユーザーをグループに追加、またはグループから削除する

l コンテンツをプロジェクト間で移動する

l コンテンツに対するパーミッションを明示的に変更する

Tableau環境に堅牢なブックコントロールを実装するには、パーミッション変更イベントを追

跡することが不可欠です。これらのコントロールは、コンプライアンスの使用事例に役立ちま

す。

管理者インサイトと管理ビューが提供する情報を補足して、サイトのアクティビティと使用状

況のメトリクスを追跡します。

すべてのイベントには、タイムスタンプと、イベントを実行したアクターの IDが含まれます。必

要に応じて、イベントには影響を受けるコンテンツの IDが含まれます。

SplunkやAmazon Cloudwatchなどのツールを使用して、アクティビティログを調べることが

できます。これらのツールを使用して、ログフィールドにクエリを実行し、次のような質問に答

えることができます。

l 特定のユーザーが最後に実行した10個のアクションは何か。

l コンテンツに対して最後にイベントを実行したのは誰か。

l コンテンツに対して最後に実行されたアクションは何か。
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アクティビティログの設定

アクティビティログには導入したTableauの詳細なイベントが含まれており、コンプライアンス、モニタ

リング、監査に使用できます。アクティビティログを使用するには、次の手順を踏む必要がありま

す。

前提条件

アクティビティログを使用するには、以下が必要です。

l Tableau Cloud with Advanced Management

l アマゾンウェブサービス(AWS)アカウント

l これらのステップを完了するには、自分のAWSアカウントが必要です。

l また、Amazon Simple Storage Service (S3)バケットでアクティビティログを受信する

には、以下のステップ3でTableau AWSアカウント番号 (061095916136)が必要

です。

l データを受信するためのAmazon Simple Storage Service (S3)バケット

l セットアッププロセスの一環としてAmazon S3バケットを作成します。現在サポートし

ているデータ配信オプションはAmazon S3のみです。

l Amazon S3バケットは、Tableau Cloudサイトがホストされているのと同じAWSリー

ジョンに作成する必要があります。データの場所の詳細については、「クラウドでのセ

キュリティ」と「データプロバイダー認可用 Tableau Cloud IPアドレス」を参照してくださ

い。

l セットアップ中に作成するAmazon S3バケット用のAWS Key Management Service

(KMS)のシングルリージョンキー。

ステップ1.AWSアカウントの作成

アマゾンウェブサービス(AWS)アカウントをまだお持ちでない場合は、AWSWebサイトでAWSア

カウントにサインアップできます。

Tableau Software 1503

Tableau Cloudヘルプ

https://portal.aws.amazon.com/billing/signup?nc2=h_ct&src=header_signup&redirect_url=https%3A%2F%2Faws.amazon.com%2Fregistration-confirmation#/start/email
https://portal.aws.amazon.com/billing/signup?nc2=h_ct&src=header_signup&redirect_url=https%3A%2F%2Faws.amazon.com%2Fregistration-confirmation#/start/email


ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定

1. ログデータを受信するためのAmazon S3バケットを作成します。詳細については、AWSの

ウェブサイトの「バケットの作成」を参照してください。

2. 次の設定でAmazon S3バケットを設定します。

a. [オブジェクトの所有権 ]で [無効になっているACL] (推奨 )を選択します。これによ

り、バケットの所有者が、バケットに書き込まれるすべてのオブジェクトの所有者にな

ります。

b. [バケットのリビジョン管理 ]で [有効にする]を選択します。オブジェクトを複製するに

は、バケットのリビジョン管理を有効にする必要があります。

c. [デフォルトの暗号化 ]で [有効にする]を選択します。

d. [AWS Key Management Service (SSE-KMS)]を選択します。

e. [AWS KMS キーのARN を入力 ]を選択します。

f. 表示される[キーの作成 ]ボタンをクリックして、新しいAWS Key Management

Service (KMS)キーを作成します。

注 : KMSのマルチリージョンキーはサポートされていません。

g. [対称キー]タイプを選択し、[暗号化および復号化のキーの使用 ]を選択します。

h. キーにエイリアス名を付けて、[レビュー]ページまでクリックします。

i. Keyポリシー内の [ステートメントリスト]に次のステートメントを追加して、Tableau

がS3バケット内のオブジェクトを暗号化できるようにアクセス権を付与します。
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注 : このステートメントにより、Tableau IAMロールでAmazon S3バケットに配置

されたオブジェクトを暗号化できるようになります。「kms:GenerateDataKey」は、

オブジェクトのレプリカを暗号化するデータキーを生成するために使用されます。

「kms:Encrypt」は、ターゲットのS3バケットで作成されたオブジェクトのレプリカを

暗号化するために使用されます。「Resource:*」は、KMSキーの権限をレプリ

ケーションロールにのみ付与し、ロールがその権限を昇格することを許可しませ

ん。詳細については、AWSWebサイトの「AWS Key Management Service

(SSE-KMS)でサーバー側暗号化を使用したデータの保護」を参照してくださ

い。

{

"Sid": "AllowTableauS3ReplicationSourceRoleToUseTheKey",

"Effect": "Allow",

"Principal": {

"AWS": "arn:aws:iam::061095916136:role/prod-replication-

rule-role"

},

"Action": [

"kms:GenerateDataKey",

"kms:Encrypt"

],

"Resource": "*"

}

j. [完了 ]をクリックして、KMSキーを作成します。
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k. [バケットの作成 ]をクリックして、Amazon S3バケットを作成します。

3. Amazon S3バケットポリシーの権限を更新します。

a. Amazon S3バケットを開き、[権限 ]タブをクリックします。

b. [バケットポリシー]セクションで [編集 ]をクリックします。

c. バケットポリシーの [ステートメントリスト]に以下を追加します。[S3-BUCKET-
NAME]をバケットの名前に置き換えます。

注 : このステートメントにより、Tableau IAMロールはオブジェクトをバケットに複

製できるようになります。「*」と「<path>/*」を使用して、指定されたバケット内の

すべてのプレフィックスとバケット内のパスにそれぞれアクセス権を付与します。

「s3:ReplicateObject」権限と「s3:ReplicateDelete」権限は、オブジェクトを正

常に複製してマーカーを削除するために必要な最小限の権限です。AWS

Webサイトの「レプリケーション元とレプリケーション先のバケットが異なるAWS

アカウントによって所有されている場合の許可の付与」を参照してください。

{

"Sid": "TableauS3ReplicationRoleAccess",

"Effect": "Allow",

"Principal": {

"AWS":

"arn:aws:iam::061095916136:role/prod-replication-rule-

role"

},

"Action": [
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"s3:ReplicateObject",

"s3:ReplicateDelete"

],

"Resource": [

"arn:aws:s3:::S3-BUCKET-NAME",

"arn:aws:s3:::S3-BUCKET-NAME/*"

]

}

d. 任意の項目です。宛先バケットに、アクセスをAmazon Virtual Private Cloud (VPC)

エンドポイント経由に制限するポリシーがある場合、追加した

TableauS3ReplicationRoleAccessに加えて、そのバケットポリシーを変更する必要

があります。詳細については、AWSウェブサイトの「特定のVPCエンドポイントまたは

IPアドレスを使用してAmazon S3バケットへのアクセスを制限するにはどうすればよ

いですか?」を参照してください。

現在のバケットポリシーに次のようなVPC制限が含まれている場合 :

{

"Sid": "Restricted VPC Access",

"Effect": "Deny",

"Principal": "*",

"Action": "s3:",

"Resource": [

"arn:aws:s3:::<S3-BUCKET-NAME>",

Tableau Software 1507

Tableau Cloudヘルプ

https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/block-s3-traffic-vpc-ip/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/block-s3-traffic-vpc-ip/
https://aws.amazon.com/premiumsupport/knowledge-center/block-s3-traffic-vpc-ip/


"arn:aws:s3:::<S3-BUCKET-NAME>/*"

],

"Condition": {

"StringNotEquals": {

"aws:SourceVpc": "vpc-<ID>"

}

}

}

「条件」リストを編集して、以下を含めます。

"StringNotLike": {

"aws:userId": ["AROAQ4OMZWJUBZG3DRFW5:*"]

}

注 : Tableau IAMロールには "AROAQ4OMZWJUBZG3DRFW5" RoleIdを使用す

る必要があります。

編集後のポリシーは、以下のようになります。

{

"Sid": "Restricted VPC Access",

"Effect": "Deny",

"Principal": "*",

"Action": "s3:",

"Resource": [
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"arn:aws:s3:::<S3-BUCKET-NAME>",

"arn:aws:s3:::<S3-BUCKET-NAME>/*"

],

"Condition": {

"StringNotLike": {

"aws:userId": ["AROAQ4OMZWJUBZG3DRFW5:*"]

},

"StringNotEquals": {

"aws:SourceVpc": "vpc-<ID>"

}

}

}

このポリシーは、Tableau IAMロールをReplicateObjectとReplicateDeleteに明示

的に許可し、さらに既存の明示的なVPC拒否ステートメントから除外します。

e. [変更を保存 ]をクリックします。

ステップ3.Tableau Cloudの構成

1. Tableauサイトに移動します。

2. [設定 ]ページで [統合 ]タブを選択します。

3. [アクティビティログ]セクションで [有効にする]ボタンを選択します。

4. [接続の設定 ]ダイアログボックスで次の情報を入力します。
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a. [AWS アカウント番号 ]ボックスに、12桁のAWSアカウント番号を入力します。これ

は、Amazon S3バケットの場所に関連付けられたAWSアカウント番号です。

b. [S3 バケット名 ]ボックスに、アクティビティログが配信されるAmazon S3バケットの名

前を入力します。これは、ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定 ス

テップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定「ステップ2.Amazon S3バケット

の作成と権限の設定」で作成したAmazon S3バケットです。これは、AWSバケット

名の要件に従って有効な名前である必要があります。

c. [KMS キーのARN]ボックスに、ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定

ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定「ステップ2.Amazon S3バケッ

トの作成と権限の設定」で作成したAmazon S3バケットです。ARNのアカウント番

号は、提供されたAWSアカウント番号と一致し、有効な形式である必要がありま

す (arn:aws:kms:<region>:<account-id>:key/<key-id>)。

5. [送信 ]をクリックします。

システムが接続をテストするためにターゲットのAmazon S3バケットにテキストファイルを複

製しようとすると、接続ステータス列に「進行中」と表示されます。

ファイルがターゲットのAmazon S3バケットに正常に複製されると、接続ステータス列に「確

認待ち」と表示され、「テストファイルの内容」を入力するウィジェットが表示されます。更新

を表示するには、ページを更新する必要がある場合があります。

セキュリティファイルのレプリケーションの確認

1. ターゲットのAmazon S3バケットに移動し、siteLuidで始まるフォルダーを見つけます (名

前の残りの部分はサイトの一意の識別子です)。

2. SECURITY_VERIFICATION_FILE.txtという名前のテキストファイルを検索します。

3. テキストファイルをダウンロードして開きます。

4. ファイル内のテキストの内容をコピーします。
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5. [設定 ]ページに戻り、テキストの内容を[テキストファイルの内容 ]の入力フィールドに貼り付

けて、[送信 ]をクリックします。

6. 送信されたコンテンツが正しい場合、接続ステータスは [アクティブ]に変わります。これでアク

ティビティログが有効になり、データがターゲットのAmazon S3バケットに複製され始めます。

7. 送信されたコンテンツが正しくない場合は、エラーメッセージが表示されます。コンテンツが余

分な文字やスペースなしで正しくコピーされたことを確認してください。

トラブルシューティング

セキュリティ検証ファイルが表示されない

l Amazon S3の制限により、ファイルがターゲットのAmazon S3バケットに表示されるまでに

最大 15分かかる場合があります。

接続ステータスが「進行中」の場合、ファイルはまだ複製を試みています。詳細については、

AWSWebサイトの「レプリケーションのトラブルシューティング」を参照してください。

l 接続ステータスが「失敗」の場合、ファイルを正常に複製できなかったことを意味します。

Amazon S3バケットポリシーとAWS Key Management Service (KMS)キーポリシーの権

限に適切なステートメントが含まれていることを確認します。詳細については、AWSWebサ

イトの次のトピックを参照してください。

l レプリケーションのトラブルシューティング

l ソースバケットと宛先バケットが異なるアカウントで所有されている場合のレプリケー

ションの構成

l バケット間にレプリケーションを設定したが、新しいオブジェクトがレプリケートされな

い。どうすればこれをトラブルシューティングできますか?

ログファイルをAmazon S3バケットに到達させるために必要なその他の設定

l Amazon S3バケットで、[バケットのバージョニング]が有効になっていること([プロパティ] > [バ

ケットのバージョニング])。
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l Amazon S3バケットで、[すべてのパブリックアクセスをブロックする]が有効になっていること

([パーミッション] > [パブリックアクセスをブロックする (バケット設定 )])。

l Amazon S3バケットで、以下のACLパーミッションが「バケット所有者」に対してのみ設定

されていること([パーミッション] > [アクセス制御リスト(ACL)])。

l オブジェクト:リスト、書き込み

l バケットACL:読み取り、書き込み

l KMSキーのパーミッションポリシーに、ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定

ステップ2.Amazon S3バケットの作成と権限の設定「ステップ2.Amazon S3バケットの作

成と権限の設定」のステップ2. i.のステートメントが含まれていること([プロパティ] > [デフォル

トの暗号化 ]の [AWS KMS キーのARN]でARNをクリックして、KMSキーポリシーに移

動します)。

l Amazon S3バケットで、デフォルトの暗号化が有効で、バケットキーが有効になっているこ

と([プロパティ] > [デフォルトの暗号化 ])。

l Amazon S3バケットのパーミッションポリシー ([アクセス許可 ] > [バケットポリシー])が、手順

にあるものと正確に一致していること。サンプル値「S3-BUCKET-NAME」を、作成した

Amazon S3バケットに置き換えたことを確認します。

アクティビティログを使用した権限の監査

権限の監査により、システム管理者は、どのユーザーがTableauコンテンツへのアクセス制御を変

更したかを監視できます。アクセス制御を変更するには2つの方法があります。明示的な変更

(プロジェクトやコンテンツアイテムのパーミッション機能の変更 )と、効果的な変更 (ユーザーのサイ

トロールやグループメンバーシップの変更、コンテンツの移動など)です。これらの変更はすべて記

録されるため、管理者はセキュリティとアクセス制御が維持されていることを証明できます。

パーミッションルールの評価方法の詳細については、「有効なパーミッション」を参照してください。
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ログの形式

ユーザーまたはグループがコンテンツへアクセスできる権限を変更すると、すべてのアクションはログエ

ントリに記録されます。各ログエントリは、さまざまな情報を表す特定のキーを使用して、JSON形

式で構造化されています。ログエントリには、次の2つの部分が含まれます。

l メタデータ:アクションが発生した日時と場所、およびアクションを実行したユーザーに関する

情報が含まれます。

l アクション:コンテンツのどの部分の権限が変更されたか、どの機能が変更されたか、その機

能の値がどのように変更されたかに関する情報が含まれます。

注 :アクティビティログには、パーミッションのダイアログUIおよびREST APIを介して行われた

変更が記録されます。APIメソッドの詳細については、「パーミッションメソッド」を参照してくだ

さい。

アクティビティログのエントリはフォーマットされておらず、キーはログ内で特定の順序でソートされて

いません。パーミッションを監査する場合、アクティビティログデータを管理者インサイトなどの他の

データソースと組み合わせ、IDを名前にリンクして、イベントを解釈しやすくすることができます。

例

以下は、あるグループがデータソースへの接続を許可されたことを示すログエントリの例です。

{

event: {

actorUserId: 39872

actorUserLuid: “4e6b42bf-9040-4e60-b326-1c56a4fb96f8”

authorizableType: “DATASOURCE”

capabilityId: 32

capabilityValue: “connect”

contentId: 2099835

contentName: “Superstore ExtractNeal3”

eventTime: “2023-01-31T22:44:23.650058Z”

granteeId: 22

granteeLuid: “dae0717a-d524-436d-b469-fadeaa22a5dd”
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granteeType: “Group”

granteeValue: “GROUP_ALLOW”

initiatingUserId: 39872

initiatingUserLuid: “4e6b42bf-9040-4e60-b326-1c56a4fb96f8”

isError: false

metadata: {

applicableToOnline: true

applicableToServer: true

comment: “Update Permissions”

customerAccessible: true

eventCategory: “security”

eventType: “update_permissions”

eventVersion: “1.0”

internalAccessible: false

}

permissionType: explicit”

siteLuid: “b45e272d-10c7-49d5-9037-e53ce47dbf4e”

}

traceUuid: “3a108a2f-c0ac-4ac7-a5f8-29zf7e064ae1”

}

ログエントリには、次のような、イベントに関する重要な情報が記録されます。

l eventTypeは、パーミッションの更新イベントが発生したことを示します

l permissionTypeは、パーミッションに対する明示的な変更を示します

l contentIdは、変更されたコンテンツの IDを示します

l authorizableTypeは、コンテンツタイプ(この場合はデータソース)を示します

l capabilityValueは、変更された機能を示します

l granteeIdは、影響を受けた、権限の被付与者を示します

l actorUserIdは、変更を行ったユーザーの IDを示します

l eventTimeは、変更の日時を示します
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イベント

ログエントリには、コンテンツ所有者が変更された場合のcontent_owner_change、またはコン

テンツに対する明示的なパーミッションルールが削除されたときのdelete_permissionsなど、

権限変更に関するさまざまなイベントタイプが含まれます。イベントタイプ、属性、記録されるタイミ

ングについての詳細は、「アクティビティログイベントタイプリファレンス」を参照してください。

アクティビティログイベントタイプリファレンス

アクティビティログのイベントタイプと属性を次の表で説明します。

イベントタイプの詳細

次のコンテンツでは、アクティビティログの各イベントタイプについて説明します。右側にあるアルファ

ベット順に並べられたイベントタイプのリストを使用するか、Ctrl/cmd-Fを使用して、目的のキー

ワードに直接移動します。

共通の属性

次の表には、すべてのアクティビティログイベントに共通の属性が含まれています。イベント固有の

属性については、個々のイベント表を確認してください。

属性名 タイプ 説明

actorUserId 整数 イベントを開始するアクションを実行したユーザーの ID

actorUserLuid 文字

列

イベントを開始するアクションを実行したユーザーのLUID

eventTime 文字

列

イベントが発生したときのタイムスタンプ

initiatingUserId 整数 開始ユーザーの ID。擬装の場合、これは擬装を開始した

管理ユーザーの IDです。標準ログインの場合、この値は

userIdと同じです。

initiatingUserLuid 文字

列

開始ユーザーのLUID。擬装の場合、これは擬装を開始し

た管理ユーザーのLUIDです。標準ログインの場合、この値

Tableau Software 1515

Tableau Cloudヘルプ



はuserLuidと同じです。

licensingRoleName 文字

列

イベント発生時のユーザーのライセンス発行ロールの名前

siteLuid 文字

列

イベントが発生したTableauサイトのLUID

siteRoleId 整数 ユーザーのサイトロールID。値が0 = SiteAdministrator (サ
イト管理者 )、1 = SupportUser (サポートユーザー)、2 =
Publisher (パブリッシャー)、3 = Interactor (インタラクター)、4
= ViewerWithPublish (パブリッシュできるビューアー)、5 =
Viewer (ビューアー)、6 = UnlicensedWithPublish (パブリッ

シュできるライセンスなし)、7 = Guest (ゲスト)、8 =
Unlicensed (ライセンスなし)、9 = BasicUser (基本ユー

ザー)

systemAdminLevel 整数 ユーザーがシステム管理者であるかどうかを示します。値が

10 =サイト管理者、0 =サイト管理者でない

add_delete_user_to_group

add_delete_user_to_groupイベントは、ユーザーがグループに追加、またはグループから削

除されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

groupId 整数 グループの ID

groupLuid 文字列 グループのLUID

groupOperation 文字列 グループ操作 :ユーザーをグループに追加またはグループから

削除する

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

userId 整数 ユーザーの ID
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userLuid 文字列 ユーザーのLUID

content_owner_change

content_owner_changeイベントは、コンテンツの所有者が変更されたときにログに記録されま

す。

属性名 タイプ 説明

contentId 整数 所有者が変更されたコンテンツの ID

contentLuid 文字列 所有者が変更されたコンテンツのLUID

contentName 文字列 所有者が変更されたコンテンツの名前

contentType 文字列 データソース、ワークブック、ビューなどのコンテンツタイプ

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗した

かどうかを示します

newOwnerId 整数 新しいコンテンツ所有者の ID

newOwnerLuid 文字列 新しいコンテンツ所有者のLUID

oldOwnerId 整数 古いコンテンツ所有者の ID

oldOwnerLuid 文字列 古いコンテンツ所有者のLUID

create_delete_group

create_delete_groupイベントは、グループが作成または削除されたときにログに記録されま

す。

属性名 タイプ 説明

groupDomain 文字列 ローカルなどのグループのドメイン

groupId 整数 グループの ID
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groupLuid 文字列 グループのLUID

groupName 文字列 パーミッションが変更されたグループの名前

groupOperation 文字列 グループ操作 :作成または削除

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

create_permissions

create_permissionsイベントは、新しい明示的なパーミッションルールが作成されたときにロ

グに記録されます

属性名 タイプ 説明

authorizableType 文字

列

プロジェクトやワークブックなど、パーミッションが変更されたコ

ンテンツのタイプ

capabilityId 整数 機能の ID機能とは、コンテンツに対して、表示、フィルター、

ダウンロード、削除などのアクションを実行する機能のことで

す

capabilityValue 文字

列

機能の説明

contentId 整数 パーミッションが更新されたコンテンツの ID

contentLuid 文字

列

コンテンツアイテムのLUID

contentName 文字

列

パーミッションが更新されたコンテンツの名前

granteeId 整数 被付与者の ID

granteeLuid 文字

列

被付与者のLUID

granteeType 文字 被付与者のタイプ:ユーザーまたはグループ
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列

granteeValue 文字

列

'ユーザー許可 'または ‘グループ許可 ’など、更新されたパー

ミッションの値

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

delete_all_permissions

delete_all_permissionsイベントは、コンテンツに対する明示的なパーミッションルールがす

べて削除されたときにログに記録されます (通常はコンテンツが削除されたときに記録されます)。

属性名 タイプ 説明

authorizableType 文字列 プロジェクトやワークブックなど、パーミッションが変更されたコ

ンテンツのタイプ

contentId 整数 パーミッションが更新されたコンテンツの ID

contentLuid 文字列 コンテンツのLUID

contentName 文字列 パーミッションが更新されたコンテンツの名前

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

delete_permissions

delete_permissionsイベントは、コンテンツの明示的なパーミッションルールが削除されたとき

にログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

authorizableType 文字

列

プロジェクトやワークブックなど、パーミッションが変更されたコン

テンツのタイプ

capabilityId 整数 機能の ID機能とは、コンテンツに対して、表示、フィルター、ダ

ウンロード、削除などのアクションを実行する機能のことです
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capabilityValue 文字

列

機能の説明

contentId 整数 パーミッションが更新されたコンテンツの ID

contentLuid 文字

列

コンテンツのLUID

contentName 文字

列

パーミッションが更新されたコンテンツの名前

granteeId 整数 被付与者の ID

granteeLuid 文字

列

被付与者のLUID

granteeType 文字

列

被付与者のタイプ:ユーザーまたはグループ

granteeValue 文字

列

'ユーザー許可 'または ‘グループ許可 ’など、更新されたパー

ミッションの値

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

delete_permissions_grantee

delete_permissions_granteeイベントは、ユーザーに対する明示的なパーミッションルール

がすべて削除されたときにログに記録されます (通常はユーザーが削除されたときに記録されま

す)。

属性名 タイプ 説明

granteeId 整数 被付与者の ID

granteeLuid 文字

列

被付与者のLUID

granteeType 文字 被付与者のタイプ:ユーザーまたはグループ
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列

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗したか

どうかを示します

display_sheet_tabs

display_sheet_tabsイベントは、ワークブックの "タブ付きビュー"の値が更新されたときにログに

記録されます。

属性名 タイプ 説明

displayTabs ブール

値

ワークブックのシートがタブとして表示されるかどうかを示します

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗したか

どうかを示します

workbookId 整数 ワークブックの ID

hist_access_datasource

hist_access_datasourceイベントは、ユーザーがデータソースにアクセスしたときにログに記

録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します
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name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_access_datasource_remotely

hist_access_datasource_remotelyイベントは、ユーザーがTableau DesktopやREST

APIなどのリモートクライアントからデータソースにアクセスしたときにログに記録されます。
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属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前
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size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_access_view

hist_access_viewイベントは、ユーザーがビューにアクセスしたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

actorExternalId 文字

列

アクティブなユーザーの外部 IDこれはアクタータイプに依存する

不透明な識別子です。たとえば、ユーザーのメールである可能

性があります。オンデマンドアクセスを通じてコンテンツにアクセ

スするユーザーの識別子を表示することもできます。

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説

明フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイ

ンデックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字 ビュー所有者の名前
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列

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューのい

ずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_append_to_datasource_extract

hist_append_to_datasource_extractイベントは、データがデータ抽出に追加されると、ロ

グに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由
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datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

details 文字

列

メッセージの文字列

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

isFailure ブール

値

アクションが失敗したかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。
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siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

taskLuid 文字

列

関連タスクのLUID

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_change_datasource_ownership

hist_change_datasource_ownershipイベントは、データソース所有者が変更されたときに

ログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

newOwnerLuid 文字

列

新しいデータソース所有者のLUID

newOwnerName 文字

列

新しいデータソース所有者の名前
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oldOwnerLuid 文字

列

以前のデータソース所有者のLUID

oldOwnerName 文字

列

以前のデータソース所有者の名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します
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hist_change_flow_ownership

hist_change_flow_ownershipイベントは、フロー所有者が変更されたときにログに記録され

ます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加

します。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

newOwnerLuid 文字列 新しいフロー所有者のLUID

newOwnerName 文字列 新しいフロー所有者の名前

oldOwnerLuid 文字列 以前のフロー所有者のLUID

oldOwnerName 文字列 以前のフロー所有者の名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_create_datasource_trigger

hist_create_datasource_triggerイベントは、データソースが作成された原因を特定しま

す。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID
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description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します
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hist_create_flow_trigger

hist_create_flow_triggerイベントは、フローが作成された原因を特定します。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_delete_datasource

hist_delete_datasourceイベントは、データソースを削除したときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前
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ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_delete_datasource_trigger

hist_delete_datasource_triggerイベントは、データソースが削除された原因を特定し

ます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字 データソースの認証ステータスの理由
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列

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )
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usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_delete_flow

hist_delete_flowイベントは、フローが削除されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_delete_flow_trigger

hist_delete_flow_triggerイベントは、フローが削除された原因を特定します。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前
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size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_delete_view

hist_delete_viewイベントは、ビューがサイトから削除されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説明

フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイン

デックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。
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sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューのい

ずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_download_datasource

hist_download_datasourceイベントは、データソースがサイトからダウンロードされたときにロ

グに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール データソースが認証されているかどうかを示します
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値

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_download_flow

hist_download_flowイベントは、フローがサイトからダウンロードされたときにログに記録されま

す。
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属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_issue_refresh_token

hist_issue_refresh_tokenイベントは、更新トークンまたはパーソナルアクセストークン

(PAT)が発行されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

refreshTokenGuid 文字列 更新トークンまたはPATの一意の ID

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

hist_login

hist_loginイベントは、ユーザーがサイトにサインインしたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

actorExternalId 文字

列

アクティブなユーザーの外部 IDこれはアクタータイプに依存する

不透明な識別子です。たとえば、ユーザーのメールである可能

性があります。オンデマンドアクセスを通じてコンテンツにアクセス

するユーザーの識別子を表示することもできます。

groupNames 文字

列

サインイン中にオンデマンドアクセスを持つユーザーに割り当てら

れたグループ名のリスト
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siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

hist_login_with_pat

hist_login_with_patイベントは、ユーザーがパーソナルアクセストークン(PAT)を使用して

サインインしたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

clientId 文字列 PATに使用されます。クライアントIDは通常、Tableau UI
に表示されるPAT名です。

createdAt 文字列 PATが最初に作成されたときのタイムスタンプ(ISO 8601
UTC)

expiresAt 文字列 PATの有効期限が切れたときのタイムスタンプ(ISO 8601
UTC)

lastUsedAt 文字列 PATが最後に使用されたときのタイムスタンプ(ISO 8601
UTC)

refreshTokenGuid 文字列 PATの一意の ID

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

hist_logout

hist_logout eventは、ユーザーがサイトからログアウトしたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

siteName 文字列 Tableauサイトの名前
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hist_move_datasource

hist_move_datasourceイベントは、パブリッシュされたデータソースが新しいプロジェクトに移

動されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

destinationProjectLuid 文字

列

移行先プロジェクトの一意の ID。

destinationProjectName 文字

列

移行先プロジェクトの名前

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前
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remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

sourceProjectLuid 文字

列

移行元プロジェクトの一意の ID

sourceProjectName 文字

列

移行元プロジェクトの名前

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_move_flow

hist_move_flowイベントは、フローが新しいプロジェクトに移動されたときにログに記録されま

す。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ず

つ増加します。

説明 文字列 フローの説明

destinationProjectLuid 文字列 移行先プロジェクトの一意の ID。
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destinationProjectName 文字列 移行先プロジェクトの名前

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

sourceProjectLuid 文字列 移行元プロジェクトの一意の ID

sourceProjectName 文字列 移行元プロジェクトの名前

hist_publish_datasource

hist_publish_datasourceイベントは、データソースがサイトでパブリッシュされたときにログ

に記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID
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ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_publish_flow

hist_publish_flowイベントは、フローがサイトでパブリッシュされたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明
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flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_publish_view

hist_publish_viewイベントは、ビューがサイトでパブリッシュされたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説

明フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイ

ンデックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前
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repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューの

いずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_redeem_refresh_token

hist_redeem_refresh_tokenイベントは、更新トークンまたはパーソナルアクセストークン

(PAT)が引き換えられるときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

refreshTokenGuid 文字列 更新トークンまたはPATの一意の ID

siteName 文字列 Tableauサイトの名前
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hist_refresh_datasource_extract

hist_refresh_datasource_extractイベントは、データ抽出が更新されるとログに記録さ

れます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

details 文字

列

メッセージの文字列

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

isFailure ブール

値

アクションが失敗したかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前
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remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

taskLuid 文字

列

関連タスクのLUID

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_rename_datasource

hist_rename_datasourceベントは、データソースの名前が変更されたときにログに記録され

ます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

formerName 文字 データソースの以前の名前
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列

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します
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hist_rename_flow

hist_rename_flowイベントは、フローの名前が変更されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

formerName 文字列 フローの以前の名前

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_replace_datasource_extract

hist_replace_datasource_extractイベントは、データ抽出が置き換えられたときにログに

記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

details 文字

列

メッセージの文字列
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isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

isFailure ブール

値

アクションが失敗したかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

taskLuid 文字

列

関連タスクのLUID

usingRemoteQueryAgent ブール データソースがリモートクエリエージェントを使用する
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値 かどうかを示します

hist_revoke_refresh_token

hist_revoke_refresh_tokenイベントは、更新トークンまたはパーソナルアクセストークン

(PAT)が取り消されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

refreshTokenGuid 文字列 更新トークンまたはPATの一意の ID

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

hist_run_flow

hist_run_flowイベントは、フローが手動で実行されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_run_flow_scheduled

hist_run_flow_scheduledイベントは、フローがスケジュールから実行されたときにログに記録

されます。
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属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

taskLuid 文字列 関連タスクのLUID

hist_save_flow

hist_save_flowイベントは、フローが保存されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_send_data_driven_alert_email

hist_send_data_driven_alert_emailイベントは、データに基づいたアラートメールまた

は通知が正常に送信されたときにログに記録されます。
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属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説明

フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイン

デックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューのい

ずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前
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title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_send_failing_data_alert_email

hist_send_failing_data_alert_emailイベントは、データに基づくアラートメールまたは

通知が失敗したときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説

明フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイ

ンデックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前
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ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューの

いずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_send_subscription_email_for_view

hist_send_subscription_email_for_view eventは、ビューのサブスクリプションメール

が正常に送信されたときにログに記録されます。
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属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説

明フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。

index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイ

ンデックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

scheduleLuid 文字

列

スケジュールのUUID。REST APIで使用されます。

scheduleName 文字

列

スケジュールの名前

sheetId 文字

列

ワークシートの ID
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sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューの

いずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前

hist_send_suspended_data_alert_email

hist_send_suspended_data_alert_emailイベントは、データに基づくアラートが一時停

止したときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

caption 文字

列

ワークブックの定義に基づいてワークシート用に構成された説明

フレーズ

説明 文字

列

ビューの説明

fields 文字

列

ワークブック.twbファイルから抽出されたフィールドの一覧

firstPublishedAt 文字

列

ビューが最初にパブリッシュされたときのタイムスタンプビューを含

むワークブックをもう一度パブリッシュしても、値は変更されませ

ん。
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index 整数 各ビューには、そのワークブックに属するビュー全体で一意のイン

デックスが含まれています。

name 文字

列

ビューの名前

ownerLuid 文字

列

ビュー所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

ビュー所有者の名前

repositoryUrl 文字

列

ビューを一意に識別し、URLでビューを参照するときに使用さ

れます。値は、ビュー名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

ビューのリビジョン番号1.0から始まり、新しいバージョンが公開

されるたびに0.1ずつ増加します。

sheetId 文字

列

ワークシートの ID

sheettype 文字

列

ワークシートの種類ストーリー、ダッシュボード、またはビューのい

ずれか

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

title 文字

列

ワークブック.twbファイルのワークシートタイトル

viewLuid 文字

列

ビューのLUID

workbookLuid 文字

列

ビューを含むワークブックのLUID

workbookName 文字

列

ビューを含むワークブックの名前
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hist_update_datasource

hist_update_datasourceイベントは、データソースが更新されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字

列

データソースを含むプロジェクトのLUID

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソースを

参照するときに使用されます。値は、データソース名

のASCII文字から派生します。

revision 文字 データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい
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列 バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_update_datasource_trigger

hist_update_datasource_triggerイベントは、データソースが更新された原因を特定し

ます。

属性名 タイプ 説明

certificationNote 文字

列

データソースの認証ステータスの理由

datasourceLuid 文字

列

データソースのLUID

description 文字

列

データソースの説明

isCertified ブール

値

データソースが認証されているかどうかを示します

name 文字

列

データソースの名前

ownerLuid 文字

列

データソース所有者のユーザーLUID

ownerName 文字

列

データソース所有者の名前

projectLuid 文字 データソースを含むプロジェクトのLUID
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列

projectName 文字

列

データソースがパブリッシュされたプロジェクトの名前

remoteQueryAgentName 文字

列

データソースが使用するリモートクエリエージェント名

repositoryUrl 文字

列

データソースを一意に識別し、URLでデータソース

を参照するときに使用されます。値は、データソース

名のASCII文字から派生します。

revision 文字

列

データソースのリビジョン番号1.0から始まり、新しい

バージョンが公開されるたびに0.1ずつ増加します。

siteName 文字

列

Tableauサイトの名前

size 整数 データソースのサイズ (バイト単位 )

usingRemoteQueryAgent ブール

値

データソースがリモートクエリエージェントを使用する

かどうかを示します

hist_update_flow

hist_update_flowイベントは、フローが更新されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前
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size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

hist_update_flow_trigger

hist_update_flow_triggerイベントは、フローが更新された原因を特定します。

属性名 タイプ 説明

contentVersion 文字列 フローファイルのバージョンパブリッシュするたびに1ずつ増加し

ます。

説明 文字列 フローの説明

flowLuid 文字列 フローの一意の ID

name 文字列 フローの名前

siteName 文字列 Tableauサイトの名前

size 整数 フローのサイズ (バイト単位 )

metric_subscription_change

metric_subscription_changeイベントは、ユーザーがPulseメトリクスのサブスクリプション

を追加または削除したときに記録されます。

属性名 タイプ 説明

actorGroupLuid 文字

列

メトリクスをフォローまたはフォロー解除したグループのグ

ループLUID。ユーザーが、範囲が指定されているメトリ

クスを変更すると、actorGroupLuid値は空になり、

actorUserLuidが代わりに入力されます。

scopedMetricId 文字

列

サブスクリプションが変更されている範囲指定されたメト

リクスの ID

subscriptionOperation 文字

列

サブスクリプション操作 (「メトリクスのフォロー」または「メト

リクスのフォロー解除」など)
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move_content

move_contentイベントは、プロジェクト間でワークブックを移動させるなど、コンテンツを移動した

ときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

contentId 整数 所有者が変更されたコンテンツの ID

contentLuid 文字列 所有者が変更されたコンテンツのLUID

contentName 文字列 所有者が変更されたコンテンツの名前

contentType 文字列 データソース、ワークブック、ビューなどのコンテンツタイプ

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗

したかどうかを示します

newContainerLuid 文字列 新しいコンテナーのLUID

newContainerType 文字列 新しいコンテナータイプ(プロジェクトなど)

oldContainerLuid 文字列 以前のコンテナーのLUID

oldContainerType 文字列 プロジェクトなどの以前のコンテナータイプ

project_lock_unlock

project_lock_unlockイベントは、プロジェクトのパーミッションがロックされたとき、またはロック

が解除されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

controllingProjectLuid 文字列 ネストされたプロジェクトのパーミッションを制御するプロ

ジェクトのLUID

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失

敗したかどうかを示します

projectLuid 文字列 プロジェクトのLUID
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projectOperation 文字列 プロジェクト操作 :ロックまたはロック解除

update_permissions

update_permissionsイベントは、コンテンツアイテムに対して明示的なパーミッションルールが

更新されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

authorizableType 文字

列

プロジェクトやワークブックなど、パーミッションが変更されたコ

ンテンツのタイプ

capabilityId 整数 機能の ID機能とは、コンテンツに対して、表示、フィルター、

ダウンロード、削除などのアクションを実行する機能のことで

す

capabilityValue 文字

列

機能の説明

contentId 整数 パーミッションが更新されたコンテンツの ID

contentLuid 文字

列

コンテンツのLUID

contentName 文字

列

パーミッションが更新されたコンテンツの名前

granteeId 整数 被付与者の ID

granteeLuid 文字

列

被付与者のLUID

granteeType 文字

列

被付与者のタイプ:ユーザーまたはグループ

granteeValue 文字

列

'ユーザー許可 'または ‘グループ許可 ’など、更新されたパー

ミッションの値

isError ブール 監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し
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値 たかどうかを示します

permissionType 文字

列

パーミッションのタイプ:明示的または未指定

update_permissions_template

update_permissions_templateイベントは、プロジェクトのパーミッションテンプレートが更新

されたときにログに記録されます。

属性名 タイプ 説明

authorizableType 文字

列

プロジェクトやワークブックなど、パーミッションが変更されたコン

テンツのタイプ

capabilityId 整数 機能の ID機能とは、コンテンツに対して、表示、フィルター、ダ

ウンロード、削除などのアクションを実行する機能のことです

capabilityValue 文字

列

機能の説明

contentId 整数 パーミッションが更新されたコンテンツの ID

contentLuid 文字

列

コンテンツのLUID

contentName 文字

列

パーミッションが更新されたコンテンツの名前

granteeId 整数 被付与者の ID

granteeLuid 文字

列

被付与者のLUID

granteeType 文字

列

被付与者のタイプ:ユーザーまたはグループ

granteeValue 文字

列

'ユーザー許可 'または ‘グループ許可 ’など、更新されたパー

ミッションの値

Tableau Software 1565

Tableau Cloudヘルプ



isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

permissionType 文字

列

パーミッションのタイプ:明示的または未指定

templateType 文字

列

ワークブックやデータソースなど、パーミッションを変更するため

に使用するパーミッションテンプレートのタイプ

user_create_delete

user_create_deleteイベントは、ユーザーが作成または削除されたときにログに記録されま

す。

属性名 タイプ 説明

forUserName 文字列 アカウントの作成、更新、削除を行ったユーザーの名前

isError ブール

値

監査シナリオが正常に完了したか、またはエラーにより失敗し

たかどうかを示します

siteRole 文字列 ユーザーのサイトロールユーザーがサイト上で持つことができる

最大アクセスレベルを決定します

targetUserId 整数 アカウントの作成、更新、削除を行ったユーザー ID

targetUserLuid 文字列 アカウントの作成、更新、削除を行ったユーザーLUID

userOperation 文字列 作成、削除、サイトロールの変更など、ユーザーに対して実行

されるアクション

カスタマー管理の暗号化キー

カスタマー管理の暗号化キーは、顧客が管理するサイト固有のキーを使用してサイトデータ抽出

を暗号化できるようにすることで、セキュリティをさらに強化します。SalesforceのKey

Management System (KMS)インスタンスには、サイトで暗号化を有効にするユーザー向けに、デ

フォルトのサイト固有の暗号化キーが格納されます。
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暗号化プロセス

暗号化プロセスは、キー階層に従います。まず、Tableau Cloudが抽出を暗号化します。次に、

Tableau Cloud KMSがキーキャッシュを確認して適切なデータキーを探します。キーが見つからな

い場合は、キーに関連付けられたキーポリシーで付与されたパーミッションを使用して、KMS

GenerateDataKey APIによってキーが生成されます。AWS KMSはCMKを使用してデータキーを

生成し、プレーンテキストのコピーと暗号化されたコピーをTableau Cloudに返します。Tableau

Cloudはデータキーのプレーンテキストのコピーを使用してデータを暗号化し、暗号化されたキーの

コピーを暗号化されたデータと一緒に保存します。

暗号化を有効にする

暗号化を有効にすると、Tableau Cloudはサイト上のすべての抽出が暗号化されるようにジョブを

作成します。これらのジョブは最低の優先度です。以前に設定済みの抽出ジョブは、暗号化され

た抽出ジョブよりも前に実行されます。リソースに余裕がある場合、これらのジョブは、更新する必

要なしにすべての抽出に対して暗号化を実行します。

暗号化を有効にするには、次の手順を実行します。

1. [全般 ]タブを選択します。

2. [抽出の暗号化 ]で、[抽出更新の暗号化を有効にする] の横にあるチェックボックスを選択

します。

3. 確認メッセージを読み、[OK]を選択して続行します。

4. [保存 ]を選択します。確認メッセージまたはエラーメッセージが表示されます。

注 : 抽出の暗号化をオフにするには、アカウントマネージャーに連絡してください。

キーを生成してローテーションする

セキュリティを強化するために、会社のスケジュールに合わせてキーを順番に変えることできます。

キーをローテーションすると、元のキーに基づいて新しいキーが作成されます。
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注 :更新間隔が長い場合、または抽出が更新されない場合は、抽出は新しいキーではなく

最後のアクティブなキーを使用して暗号化されます。

キーをローテーションするには、次の手順を実行します。

1. [全般 ]タブを選択します。

2. [抽出の暗号化 ] の [アクション]で、[キーの生成とローテーション]を選択します。

3. [キーの生成とローテーション]または [キャンセル]を選択します。確認メッセージが表示され

ます。

暗号化を無効にする

アカウントマネージャーに連絡して、暗号化をオフにすることができます。Advanced Management

ライセンスが認証されていない場合、もう一度ライセンス認証されるまで抽出は復号化されたまま

になります。

キーを削除する(回復不可能なデータ抽出 )

警告 :キーを削除した場合、データ抽出へのアクセスを回復することはできません。

重大なセキュリティインシデントが発生した場合にのみ、キーを削除してください。キーを削除する

と、データ抽出にアクセスできなくなります。削除されたキーに関連付けられたデータ抽出は、二度

と利用できません。

注 : 暗号化を無効にしてキーを保持する場合は、「暗号化を無効にする」を参照してくださ

い。

キーを削除するには、次の手順を実行します。

1. [全般 ]タブを選択します。

2. [抽出の暗号化 ] の [アクション] で、[削除 ] を選択します。

3. テキストフィールドに「Delete Key」と入力します。
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警告 :キーを削除すると、データ抽出にアクセスできなくなります。重大なセキュリティインシデントが

発生した場合にのみ、キーを削除してください。

4.[暗号化キーの削除 ]または [キャンセル] を選択します。確認メッセージまたはエラーメッセージが

表示されます。

監査ログ

監査ログをダウンロードすると、作成、ローテーション、削除、復号化、ログのダウンロードなど、キー

に関して実行された操作を確認できます。監査ログには、次の情報も含まれています。

l 日付と時刻

l イベントタイプ

l 成功または失敗

l 呼び出すサービスの認証された ID
l ユーザー

l キー名

よくある質問 (FAQ)

質問 :

Advanced Managementライセンスを更新しなかった場合どうなりますか。

答え:

Advanced Managementライセンスを更新しなかった場合、カスタマー管理の暗号化キーは自動

的に無効な状態に変わります。

質問 :

Tableau Cloud顧客でなくなった場合、キーデータはどうなりますか。

答え:

Tableau Cloudデータポリシーに従って、キーデータが削除されるまでに90日間の待機期間があ

ります。
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質問 :

別のTableau Cloudリージョンに移動した場合はとどうなりますか。

答え:

キーデータは、Tableau Cloudポッドと同じリージョンにあるSalesforce (KMS)インスタンスにありま

す。別のリージョンに移動する場合は、機能をオフにして、最初に抽出を実行する必要がありま

す。

Tableau Content Migration Toolについて

この一連の記事では、Tableau Content Migration Toolのセットアップ、使用、およびメンテナンス

について順を追って説明します。

Content Migration Toolとは

Content Migration Toolを使用すると、プロジェクト間でコンテンツを簡単にコピーまたは移行でき

ます。Content Migration Toolユーザーインターフェイスでは、1回使用するか、複数の移行のテ

ンプレートとして使用できる「移行計画」の作成に必要な手順を順を追って説明します。

注 : Tableau Server展開がある場合、Tableau ServerインストールとTableau Cloudサイト

のプロジェクト間でコンテンツを移行できます。両方の展開には有効なAdvanced

Managementライセンスが必要です。

コンテンツを移行する前に、Tableau Blueprintヘルプの「コンテンツのガバナンス」セクションを確認

することをお勧めします。

ヘルプとサポート

このドキュメントで解決できない問題がある場合は、Tableauテクニカルサポートにお問い合わせく

ださい。
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Tableau Content Migration Toolの使用開始

この記事は、Tableau Content Migration Toolの使用を開始するときに役立ちます。Content

Migration Toolをインストールする前に準備する必要がある情報に関するその他の記事へのリンク

と、移行計画を設計し、既存のインストールをアップグレードする手順が含まれています。

インストール前

インストール要件

Content Migration Toolは、Windowsオペレーティングシステムにのみインストールできます。インス

トール前に、Content Migration ToolがインストールされるコンピューターからTableauソースサイト

(移行元のサイト)と展開先サイト(移行先のサイト)に接続できる必要があります。展開元サイト

と展開先サイトの両方に、有効なAdvanced Managementライセンスが必要です。Content

Migration Toolのインストールとアップグレードの詳細については、「Tableau Content Migration

Toolのインストール」を参照してください。

Tableau Cloudとの互換性

Content Migration Toolバージョン2022.2.1以降では、すべてのTableau Cloudの展開でコンテ

ンツの移行がサポートされています。最新の機能と修正を活用できるように、Tableau Advanced

Managementのダウンロードページから最新バージョンをインストールすることをお勧めします。

Tableau Serverとの互換性

Content Migration Toolでは、Tableau Serverバージョン2019.3以降のコンテンツの移行がサ

ポートされています。

この表は、インストールされているContent Migration Toolのバージョンに基づいて使用可能な

Tableau Serverのバージョンを示しています。

CMT バージョン Tableau Server バージョン

2023.1.x 2021.2.x ～ 2023.1.x

2022.4.x 2021.1.x ～ 2022.4.x
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CMT バージョン Tableau Server バージョン

2022.3.x 2020.4.x ～ 2022.3.x

2022.2.x 2020.3.x ～ 2022.2.x

2022.1.x 2020.2.x ～ 2022.1.x

2021.4.x 2020.1.x ～ 2021.4.x

2021.3.x 2019.4.x ～ 2021.3.x

2021.2.x 2019.3.x ～ 2021.2.x

2021.1.x 2019.3.x ～ 2021.1.x

2020.4.x 2019.3.x ～ 2020.4.x

2020.3.x 2019.3.x ～ 2020.3.x

注 : Tableau Server展開がある場合、Tableau ServerインストールとTableau Cloudサイト

のプロジェクト間でコンテンツを移行できます。両方のサイトには有効なAdvanced

Managementライセンスが必要です。

Tableauコンテンツとの互換性

Content Migration Toolでは、過去 8つのバージョンのTableauで保存されたワークブックとパブリッ

シュされたデータソースを移行できます。既存のデータソースは移行できますが、移行中に変更

および修正できるのは、以下の表に示す接続のタイプを使用するデータソースのみです。詳細に

ついては、移行計画 :ワークブックと移行計画 :パブリッシュ済みデータソースに記載されている

「データソースの変換」を参照してください。

Actian Matrix

Actian Vectorwise

Amazon Athena

Googleドライブ

HortonWorks Hadoop

Hive

Pivotal Greenplum Database

PostgreSQL

Progress OpenEdge
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Amazon Aurora

Amazon EMR

Amazon Redshift

Apache Drill

Aster Database

Box

Cloudera Hadoop

タブ区切りテキストファイ

ル

EXASOL

Firebird

Googleアナリティクス

Google BigQuery

Google Cloud SQL

HP Vertica

IBM DB2

IBM Netezza

Map R Hadoop Hive

Microsoft Access

Microsoft Analysis

Services

Microsoft Excel

Microsoft Excel Direct

Microsoft OneDrive

Microsoft SQL Server

MySQL

OData

Oracle

Oracle Essbase

Salesforce

SAP HANA

SAP Sybase ASE

SAP Sybase IQ

Snowflake

Spark SQL

統計ファイル

Tableau抽出

Tableauのパブリッシュされたデータ

ソース

Teradata

テキストファイル

Webデータコネクタ

その他のデータベース(ODBC)

インストール後

コンテンツ移行に伴う制限事項

開始する前に、Content Migration Toolを使用するコンテンツ移行に伴う制限事項について理解

しておいてください。詳細については、移行に関する制限事項を参照してください。
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移行計画を作成する

Content Migration Toolでは、単一サイト上のプロジェクト間、同じTableau Serverインスタンス

上の新しいサイト、異なるTableau Serverインスタンスに存在するサイトにコンテンツを移行する

方法について説明します。作成したプランは保存し、今後の移行に再利用できます。詳細につい

ては、「移行計画の概要」を参照してください。

Tableau Content Migration Toolのインストール

Tableau Content Migration Toolのインストールは単純で簡単です。

インストール要件

Content Migration ToolツールはWindowsコンピューターから実行され、有効なAdvanced

ManagementライセンスがあるTableau CloudサイトとTableau Server 19.3以降に接続できま

す。互換性のあるバージョンの詳細については、Tableau Content Migration Toolの使用開始を

参照してください。

Content Migration Toolのインストール先のコンピューターは、以下の要件を満たしている必要が

あります。

l Microsoft Windows 10以降 (x64)
l Intel Core i3またはAMD Ryzen 3 (デュアルコア)
l 4 GB以上のメモリ

l ソースサイトと展開先サイトに接続できる。コンテンツを移行するには、両方のサイトに有

効なAdvanced Managementライセンスが必要です。

l 2 GB以上のHDD。\tempフォルダーを置くドライブには、1回の移行で移行されるすべて

のコンテンツのコピーを保持するのに十分なディスク容量が必要です。すべてのコンテンツは

ディスクにローカルに保存され、移行が完了すると削除されます。

l アプリケーションとログを保持する十分な空きディスク領域がある。

さらに、Tableau ServerでREST APIが有効になっていることを確認します (これが既定です)。有

効かどうかを確認するには、tsm configuration get -k api.server.enabledコマン

ドを使用します。戻り値 true は、REST APIが有効であることを意味します。REST APIを有

効にするには、tsm configuration setコマンドを使用します。詳細については、Tableau

Serverヘルプの「api.server.enabled」を参照してください。
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Content Migration Toolのインストール

Content Migration Toolをインストールするには

1. TableauAdvanced ManagementダウンロードページからContent Migration Toolインスト

ローラー (Tabcmt-64bit-<version>.exe)をダウンロードします。

2. Content Migration Toolセットアッププログラムを実行します。

注 : Content Migration Toolセットアッププログラムを実行すると、以前のバージョンが上

書きされます。

3. EULAを読んだ後、[I agree to the license terms and conditions]を選択し、[Install]
をクリックします。

4. [ユーザーアカウント制御 ]ダイアログが開く場合は、[Yes]をクリックし、インストーラーによる

変更を許可します。

Content Migration Toolのアップグレード

最新バージョンのContent Migration Toolにアップグレードすると、新しいバージョンに含まれる最新

機能と修正を利用できます。

重要 :

l Content Migration Toolセットアッププログラムを実行すると、以前のバージョンが上書きされ

ます。

l Content Migration Toolでは、以前のバージョンのサイドバイサイドインストールはサポート

されていません。

Content Migration Toolをアップグレードするには:

1. Content Migration Toolがインストールされているマシンにログオンします。開いている

Content Migration Toolのインスタンスがある場合は、移行計画を保存して、アプリケーショ

ンを終了します。

2. 「インストールContent Migration Tool」に記載されているステップに従って、最新のインストー

ラーをダウンロードし、アップグレードを完了します。
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コマンドラインからのContent Migration Toolのインストール

マシンのローカル管理者は、コマンドラインからContent Migration Toolをインストールできます。

スイッチのインストール

インストーラーのコマンドラインに1つ以上のスイッチを指定します。例 :

Tabcmt-64bit-2022-3-0.exe /quiet /norestart

スイッチ 説明 コメント

/install |
/repair |
/uninstall |
/layout

"<directory>"

セットアップを実行して

Content Migration Tool

をインストール、修復、ま

たはアンインストールする

か、/layoutを使用し

て、指定したディレクトリに

インストールバンドルの完

全なローカルコピーを作

成します。

既定では、UIとすべてのプロンプトをインス

トールして表示します。新規インストールで

ディレクトリが指定されていない場合は、

C:\Program

Files\Tableau\Tableau Content

Migration Toolが使用されます。

Content Migration Toolが既にインストール

されている場合、セットアップは現在のインス

トールと同じ場所を使用します。

/passive 最小限のUIを使用して

セットアップを実行しま

す。プロンプトは表示され

ません。

Content Migration Toolは、/passiveモー

ドでインストールされている場合、自動的に

起動しません。Content Migration Toolを起

動するには、アプリケーションを手動で開きま

す。

/quiet |
/silent

無人の完全なサイレント

モードでセットアップを実

行します。UIもプロンプト

も表示されません。

Content Migration Toolは、/silentモー

ドまたは/quietモードでインストールされて

いる場合、自動的に起動しません。Content
Migration Toolを起動するには、アプリケー

ションを手動で開きます。
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注 : /silentまたは/quietのいずれ

か (両方ではない)を使用します。

/norestart 再起動が必要な場合で

も、Windowsを再起動

せずにセットアップを実行

します。

注 :まれに、このオプションを使用しても

再起動を抑制できない場合がありま

す。これは、他のソフトウェアのインス

トール中など、以前のシステムの再起

動がスキップされた場合に生じる可能

性が最も高くなります。

実行可能なユーザー

マシンで管理者アクセス権を持つユーザー。

Tableau Content Migration Toolの使用

以下の手順は、Tableau Content Migration Toolの使い方について説明しています。

l 移行計画の概要

l 移行計画 :サイト

l 移行計画 :ソースプロジェクト

l 移行計画 :ワークブック

l 移行計画 :パブリッシュ済みデータソース

l 移行計画 :パーミッションと所有権

l 移行計画 :移行スクリプト

l 移行計画 :計画のオプション

l Tableau Content Migration Toolコンソールランナーの使用

Tableau Content Migration Toolの使用事例

Tableau Content Migration Toolは名前が示すように、主にプロジェクト間でTableau Cloudコン

テンツを移動するために使用されます。ただし、このツールには、コンテンツの移行とメンテナンスに関

Tableau Software 1577

Tableau Cloudヘルプ



連するいくつかのタスクを実行するのに最適な多くの機能が含まれています。

注 :多くの使用事例では、環境、サイト、またはプロジェクト間のコンテンツの移動を説明する

ときに移行という用語を使用します。ただし実際には、Content Migration Toolではコンテンツ

がコピーされるだけで、元のコンテンツやソースコンテンツの自動的な削除やアーカイブは行わ

れません。

以下の情報は、Content Migration Toolを活用できる場合の一般的ないくつかの使用事例につ

いて説明しています。

コンテンツの昇格

Content Migration Toolを使用して、開発プロジェクト用のコンテンツを作成してから、定期移行

を実行し、サイトでコンテンツをステージングプロジェクトまたは本番プロジェクトに昇格することがで

きます。

コンテンツを本番プロジェクトに移行するには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。この例では、同じサイト上のプロ

ジェクト間の移行について説明しているため、移行先と同じTableauサイトを選択します。

詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクションを参照して

ください。

同じサイト上の2つのプロジェクト間でワークブックを移行する場合、移行元と移行先のサ

インイン認証資格情報が似ているか同じである場合があります。このシナリオでは、接続を

再利用しやすくするために、個人用アクセストークンを使用することをお勧めします。詳細

については、個人用アクセストークンを参照してください。

2. 移行するコンテンツを含む開発プロジェクトを選択します。プロジェクト全体、特定のワーク

ブックとデータソース、ユーザーパーミッションを選択できます。詳細については、「移行計画

の概要」トピックの「計画」を参照してください。

1578 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



この移行中にコンテンツに変更や変換を加える必要がある場合は、計画のステップで変更

や変換を行う必要があります。このプロセスはマッピングと呼ばれます。

3. [Add Mapping (マッピングの追加 ]メニューから[プロジェクトの変更 ]を選択して、プロジェク

トマッピングを追加します。開発プロジェクトをソースとして、本番プロジェクトを移行先として

それぞれ選択するか、[新規追加 ]をクリックして新しいプロジェクトを作成します。

他のタイプのマッピングには次のものがあります。

l ワークブックに対する変更 :ワークブック名の変更や移行先プロジェクトの変更が含ま

れます。ワークブックの変換の完全なリストについては、「移行計画 :ワークブック」を参

照してください。

l データソースに対する変更 :テーブル名またはスキーマ名の置き換え、計算式の設

定、および接続情報の設定が含まれます。データソースの変換の完全なリストにつ

いては、「移行計画 :ワークブック」(埋め込みデータソース)および「移行計画 :パブ

Tableau Software 1579

Tableau Cloudヘルプ



リッシュ済みデータソース」(パブリッシュされたデータソース)を参照してください。

l ユーザーに対する変更 :移行先のドメイン、ユーザー、およびグループ名の変更が含

まれます。

4. 準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックして計画段階を終了し、計画

の実行を準備します。

5. この操作を定期的に実行するようにスケジュールを設定するには、Content Migration Tool

Runnerを使用して操作をジョブとしてスクリプト化し、操作のスケジュールを設定します。

Content Migration Tool Runnerの使用については、「Tableau Content Migration Toolコ

ンソールランナーの使用」を参照してください。

顧客向けコンテンツの調整

コンサルティングシナリオで作業する場合は、Content Migration Toolを使用して、各顧客のコン

テンツをカスタマイズできます。各ワークブックは移行計画のテンプレートとして機能するため、スタイ

ル (テキストや画像など)を適用したり、特定の顧客のデータソースを置き換えたりすることができ

ます。
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この例では、テンプレートを保存する内部プロジェクトと顧客と共有する外部プロジェクト間の移行

について説明します。

顧客のコンテンツをカスタマイズするには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。移行先と同じTableauサイトを

選択します。詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクション

を参照してください。

同じサイト上の2つのプロジェクト間でワークブックを移行する場合、移行元と移行先のサイ

ンイン認証資格情報が似ているか同じである場合があります。このシナリオでは、接続を再

利用しやすくするために、個人用アクセストークンを使用することをお勧めします。詳細につ

いては、個人用アクセストークンを参照してください。

2. 移行するテンプレートコンテンツを含む内部プロジェクトを選択します。プロジェクト全体、特

定のワークブックとデータソース、ユーザーパーミッションを選択できます。詳細については、

「移行計画の概要」の「計画」を参照してください。

この移行中にコンテンツに変更や変換を加える必要がある場合は、計画のステップで変更

や変換を行う必要があります。このプロセスはマッピングと呼ばれます。

3. [Add Mapping (マッピングの追加 ]メニューから[プロジェクトの変更 ]を選択して、プロジェク

トマッピングを追加します。内部プロジェクトをソースとして、本番プロジェクトを移行先として

それぞれ選択するか、[新規追加 ]をクリックして新しいプロジェクトを作成します。

4. 移行計画のワークブックステップで、ワークブックのマッピングと変換を使用してコンテンツをカ

スタマイズします。頻繁に使用される変換の2つの例を以下に示します。ワークブックの変換

の完全なリストについては、「移行計画 :ワークブック」を参照してください。

l コンテンツをパーソナライズする場合は、[画像の置換 ]変換と[テキストの置換 ]変換

を使用して、ワークブックを顧客の会社名とロゴで更新できます。

l データソースに関しては、[テーブル/スキーマ名の置換 ]変換または [カスタムSQL の

設定 ]変換を使用して、顧客のコンテンツを変更できます。
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5. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

環境間の移行

Content Migration Toolを使用して、有効なAdvanced ManagementライセンスがあるTableau

Cloud環境とTableau Server環境の間でコンテンツを移行できます。

Tableau 展開間でコンテンツを移行するには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、移行元のサイトをソースとして選択します。詳細については、「移行計画の

概要」トピックの計画の作成に関するセクションを参照してください。

2. ソースサイトから移行するコンテンツを選択します。プロジェクト全体、特定のワークブックと

データソース、ユーザーパーミッションを選択できます。

3. ユーザーパーミッションのマッピングを作成して、コンテンツをカスタマイズしてセキュリティで保

護します。詳細については、「移行計画 :パーミッションと所有権」を参照してください。
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4. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

ヒント

-環境間の移行を実行する前に、Content Migration Toolを使用する際の「移行に関する制限

事項」を理解しておいてください。

-最終的な移行が完了する前に、コンテンツを段階的に移行し、コンテンツをテストして検証できま

す。

- Content Migration Toolを使用した移行では、埋め込みの認証資格情報、サブスクリプション、

およびカスタムビューは処理されません。これらは手動で移行する必要があります。

外部コンテンツの共有

Content Migration Toolを使用すると、プロジェクトへのアクセスを許可することなく、外部の共同

作業者と内部コンテンツを共有できます。これにより、データのセキュリティが保たれ、選択したワー

クブックとデータソースのみをパブリッシュできます。コンテンツを共有すると、共同作業者はTableau

Cloudサイトにサインインし、内部プロジェクトに保存されているコンテンツに影響を与えることなく、

コンテンツを表示したり、変更したりできます。

続行する前に、共有しているコンテンツが内部プロジェクトと外部プロジェクトの間で互換性がある

ことを確認してください。

コンテンツを外部で共有するには、次の手順に従ってください。

1. 内部コンテンツを準備します。ベストプラクティスとして、ロックされたパーミッションと厳格なガ

バナンスルールを使用して、内部プロジェクトのコンテンツを分離することをお勧めします。

ワークブックとデータソースには、コンテンツが外部で使用されることを示す明確なラベルを付

ける必要があります。詳細は、「プロジェクトを使用したコンテンツへのアクセスの管理」を参

照してください。

注 :外部プロジェクトと共有されるコンテンツは、データソースが公的にアクセス可能で

ない限り、データ抽出を使用する必要があります。抽出の作成とデータソースの置換
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の詳細については、Tableau Desktopヘルプの「データの抽出」と「データソースの置

換」を参照してください。

行レベルのセキュリティを実装している場合は、これらのデータソースを更新して、外部プロ

ジェクトのユーザーフィルターやその他の詳細が反映されるようにする必要があります。行レ

ベルのセキュリティに関する詳細については、Tableau Desktopヘルプの「データ行レベルで

のアクセスの制限」を参照してください。

2. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。移行先と同じTableauサイトを

選択します。詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクショ

ンを参照してください。

同じサイト上の2つのプロジェクト間でワークブックを移行する場合、移行元と移行先のサ

インイン認証資格情報が似ているか同じである場合があります。このシナリオでは、接続を

再利用しやすくするために、個人用アクセストークンを使用することをお勧めします。詳細

については、個人用アクセストークンを参照してください。

3. 移行するテンプレートコンテンツを含む内部プロジェクトを選択します。プロジェクト全体、

特定のワークブックとデータソース、ユーザーパーミッションを選択できます。詳細について

は、「移行計画の概要」の「計画」を参照してください。

この移行中にコンテンツに変更や変換を加える必要がある場合は、計画のステップで変更

や変換を行う必要があります。このプロセスはマッピングと呼ばれます。

4. [Add Mapping (マッピングの追加 ]メニューから[プロジェクトの変更 ]を選択して、プロジェ

クトマッピングを追加します。内部プロジェクトをソースとして、外部プロジェクトを移行先と

してそれぞれ選択するか、[新規追加 ]をクリックして新しいプロジェクトを作成します。

5. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。
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データベースの移行の検証

この使用事例では、参照元データベースの移行後にコンテンツを検証します。データベースの移行

の一例として、SQL ServerからSnowflakeへの移行があります。CMTは、移行を完了する前に、

両方のデータソースから構築されたコンテンツが同一であることを検証するのに役立ちますが、デー

タベースの移行を実際に実行することはできません。

データベースの移行を検証するには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。移行先と同じTableauサイトを

選択します。詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクション

を参照してください。

2. データソースまたはデータベース接続を変更するコンテンツを選択します。

3. 移行を構成し、コンテンツを新しいプロジェクトにコピーします。ソースプロジェクトをプロジェク

トAと呼び、新しいプロジェクトまたは移行先プロジェクトをプロジェクトBと呼ぶことにしま

す。

l ワークブックに対する変更 :ワークブックのマッピングを作成して、プロジェクトAをプロ

ジェクトBに変更します。ワークブックの変換の完全なリストについては、「移行計画 :

ワークブック」を参照してください。

l データソースに対する変更 :データソースのマッピングを作成して、プロジェクトAをプ

ロジェクトBに変更します。データソースの変換の完全なリストについては、「移行計

画 :パブリッシュ済みデータソース」を参照してください。

4. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

5. プロジェクトBのコンテンツを新しいデータベース接続で更新するか、データソースを置き換

えます。これは、オーサリングによって手動で行う必要があります。

6. プロジェクトAの各ワークブックをプロジェクトB内のコピーでテストし、データソースの変更に

よるデータの不整合がないか確認します。
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7. すべてが期待どおりに動作していることを確認したら、プロジェクトAのコンテンツをプロジェク

トBの更新されたコンテンツで上書きします。

注 :コンテンツが移行先プロジェクトに既に存在していて、[新しい方のワークブックを上

書きする]オプションと[新しい方のデータソースを上書きする]オプションを選択しない

場合、コンテンツは移行先プロジェクトにコピーされません。

メンテナンスタスク

Content Migration Toolを使用して、さまざまなメンテナンスタスクを実行できます。

古くなったコンテンツのタグ付け

Content Migration Toolを使用すると、古いコンテンツのアーカイブを管理できます。たとえば、[古

いコンテンツ]とタグ付けされたコンテンツを自動的に選択して [アーカイブ]プロジェクトに移動する、

定期的なスケジュールで実行される計画を作成できます。一定の時間が経過すると、このプロ

ジェクト内のコンテンツをシステムから削除できます。詳細については、「移行計画 :ワークブック」を

参照してください。

コンテンツの復元

Content Migration Toolを使用して、バックアッププロジェクトからのコンテンツが含まれるプロジェク

トから削除された(誤ってまたは意図的に)コンテンツを復元できます。

バックアッププロジェクトからコンテンツを復元するには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。移行先と同じTableauサイトを

選択します。詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクショ

ンを参照してください。

2. バックアッププロジェクトから復元するコンテンツを選択します。

3. 移行を構成し、バックアッププロジェクトからコンテンツを復元します。ここでは、バックアップ

プロジェクトをプロジェクトA、復元先のプロジェクトをプロジェクトBと呼びます。
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l ワークブックに対する変更 :ワークブックのマッピングを作成して、プロジェクトAをプロ

ジェクトBに変更します。変換の完全なリストについては、「移行計画 :ワークブック」

を参照してください。

l データソースに対する変更 :データソースのマッピングを作成して、プロジェクトAをプ

ロジェクトBに変更します。データソースの変換の完全なリストについては、「移行計

画 :パブリッシュ済みデータソース」を参照してください。

4. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

5. 本番サイトのコンテンツを確認します。

部分的なバックアップ

プロジェクトをバックアップしたら、Content Migration Toolを使用して、新しいコンテンツを本番環境

からバックアッププロジェクトに転送します。

注 :
-部分的なバックアップを実行する前に、Content Migration Toolを使用する際の「移行に関

する制限事項」を理解しておいてください。

- Content Migration Toolを使用してサイト全体をバックアップしないでください。最も必要なコ

ンテンツを優先することをお勧めします。

コンテンツを部分的バックアップするには、次の手順に従ってください。

1. 計画を作成し、ソースとして使用するサイトを選択します。移行先と同じTableauサイトを

選択します。詳細については、「移行計画の概要」トピックの計画の作成に関するセクション

を参照してください。

2. 本番プロジェクトから復元するコンテンツを選択します。プロジェクト全体、特定のワークブッ

クとデータソース、ユーザーパーミッションを選択できます。新しいコンテンツのみを移行する

には、パブリッシュオプションの [新しい方のワークブックを上書きする]と[新しい方のデータ
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ソースを上書きする]を選択していないことを確認してください。詳細については、「移行計

画 :ワークブック」を参照してください。

3. 移行を構成し、コンテンツをバックアッププロジェクトにコピーします。ここでは、ソースプロ

ジェクトをプロジェクトA、バックアッププロジェクトをプロジェクトBと呼びます。

l ワークブックに対する変更 :ワークブックのマッピングを作成して、プロジェクトAをプロ

ジェクトBに変更します。変換の完全なリストについては、「移行計画 :ワークブック」

を参照してください。

l データソースに対する変更 :データソースのマッピングを作成して、プロジェクトAをプ

ロジェクトBに変更します。データソースの変換の完全なリストについては、「移行

計画 :パブリッシュ済みデータソース」を参照してください。

4. 計画を確認して実行します。準備ができたら、[Run Migration (移行の実行 )]をクリックし

て計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

5. この操作を定期的に実行するようにスケジュールを設定するには、Content Migration Tool

Runnerを使用して操作をジョブとしてスクリプト化し、操作のスケジュールを設定します。

Content Migration Tool Runnerの使用については、「Tableau Content Migration Toolコ

ンソールランナーの使用」を参照してください。

移行計画の概要

Tableau Content Migration Toolでは、プロジェクト間でのTableauコンテンツの移行に使用でき

る合理化されたプロセスが作成されます。この移行計画はわかりやすく、監査や反復使用が可

能で、バッチ処理により作業を行うため、ワークブックやデータソースの数を問わず、シンプルかつ

効率的なプロセスで移行することができます。

Content Migration Toolでは、移行計画の作成または編集を順を追って説明するヒントが表示さ

れます。移行元サイトと移行先サイトを選択すると、移行の概要が次のように画面の上部に表

示されます。
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コンテンツ移行に伴う制限事項

開始する前に、Content Migration Toolを使用するコンテンツ移行に伴う制限事項について理解

しておいてください。詳細については、移行に関する制限事項を参照してください。

暗号化キー

各移行計画ファイルは、その計画を作成したアプリケーションに固有の暗号化キーと共に生成され

ます。ファイルの生成に使用したものと異なるアプリケーションを使用して移行計画を実行する必要

がある場合は、暗号化キーを共有できます。暗号化キーを共有する際は、移行計画の実行に使

用するアプリケーション内の既存のキーを上書きする必要があります。暗号化キーを表示するに

は、[Help] > [Settings]を選択します。

移行計画にContent Migration Toolコンソールランナーを使用する場合は、計画を実行する前に

tabcmt-runner encryptionコマンドを使用して暗号化キーを指定する必要があります。詳

細については、Tableau Content Migration Toolコンソールランナーの使用を参照してください。

移行プロセス

ステップ1:開始

移行プロセスの中核部分は計画を作成することです。この計画は保存しておいて将来の移行で

再利用することもできますし、必要に応じて変更や更新を行うこともできます。最初の手順は新し

い計画を作成するか、以前保存した計画を選択するかを選択することです。

Tableau Software 1589

Tableau Cloudヘルプ



新しい計画を作成するには、[Create New Plan]をクリックします。移行計画を既に作成済みで

それを使用する場合は、[Browse for a Plan]をクリックします。

既定では、保存された移行計画はすべて、[マイドキュメント]フォルダー内の [Tableau

Content Migration Tool Plans]フォルダーに保存されます。すべての移行プランは拡張

子 .tcmxにより保存され、最近アクセスしたプランは個別にリストされ、簡単に選択できます。

最近アクセスした計画を選択し、それを複製して変更し、新しい計画として保存することができま

す。コピーする計画を選択し、[Duplicate]をクリックします。

ステップ2: 計画の作成

Content Migration Toolでは6つの手順で移行計画を作成または編集する方法を説明します。

詳細な方法については、各手順をクリックしてください。

l 移行計画 :サイト

l 移行計画 :ソースプロジェクト

l 移行計画 :ワークブック

l 移行計画 :パブリッシュ済みデータソース

l 移行計画 :パーミッションと所有権

l 移行計画 :移行スクリプト

l 移行計画 :計画のオプション
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ステップ3: 移行

計画が完了したら、移行のバッチ処理を実行する準備が整っています。移行の最終手順まで来

ると、確認のために計画概要が表示されます。

計画のいずれかの点を変更する場合は、左側のサイドバーのセクションをクリックし、その段階に直

接移動することができます。準備ができたら、[Run ]をクリックして移行を実行します。

[Run]をクリックすると、移行ツールにより、計画の未保存の要素に関するメッセージが表示されま

す。既定では、[Yes]をクリックすると未保存の要素が保存されます。移行プロセスの開始段階で

以前の計画を複製することで、変更を加えない状態でいつでも保持できることに留意してくださ

い。

移行計画が実行され、計画全体の進捗状況と展開先サーバーに送信される各ワークブックには

ステータスバーが表示されます。
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計画の実行が終了したら、画面下部にあるタブをクリックすると移行の詳細を確認できます。

パブリッシュされたワークブック

Published Workbooks 新しくパブリッシュされたワークブックと、それらが移行されたプロジェクトに

ついて記載されています。

パブリッシュされたデータソース

Published Data Sources新しくパブリッシュされたデータソースと、それらが移行されたプロジェク

トについて記載されています。

出力

[Output ]タブには、計画の移行ログについて記載されています。
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このログを保存するには、[Save Log]をクリックします。

エラーと警告

[Errors and Warnings]タブは移行中に発生した問題を強調しています。

これらは修正して計画を再実行することができます。移行が完了して計画を保存したら、[Done ]
をクリックして終了します。
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実行可能なユーザー

Tableauサイトのユーザー (Explorer以上の役割を持つ)。コンテンツを移行するには、移行元イト

のワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行

先サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要があ

ります。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行に関する制限事項

Tableau Content Migration Toolを使用した移行には特定の制限事項があります。移行計画を

作成する前に、以下のセクションを確認して、バージョンの互換性と移行されないコンテンツについ

て学習してください。

Tableauコンテンツとの互換性

Content Migration Toolでは、過去 8つのバージョンのTableauで保存されたワークブックとパブリッ

シュされたデータソースを移行できます。CMTでは、バージョン2018.1.xより前に保存されたワー

クブックとパブリッシュされたデータソースは、サポートされていません。詳細については、Tableau

Content Migration Toolの使用開始を参照してください。

構成

次の構成は、Content Migration Toolを使用したときに移行先サイトに移行されません。

l ユーザー

l グループ

l サイト設定 (カスタムロゴ、ビューの推奨事項など)

データ接続

既存のデータソースは移行できますが、移行中に変更および修正できるのは、以下の表に示す

接続のタイプを使用するデータソースのみです。詳細については、「移行計画 :ワークブック」と「移
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行計画 :パブリッシュ済みデータソース」に記載されている「データソースの変換」を参照してくださ

い。

Actian Matrix

Actian Vectorwise

Amazon Athena

Amazon Aurora

Amazon EMR

Amazon Redshift

Apache Drill

Aster Database

Box

Cloudera Hadoop

タブ区切りテキストファイル

EXASOL

Firebird

Googleアナリティクス

Google BigQuery

Google Cloud SQL

Googleドライブ

HortonWorks Hadoop Hive

HP Vertica

IBM DB2

IBM Netezza

Map R Hadoop Hive

Microsoft Access

Microsoft Analysis Services

Microsoft Excel

Microsoft Excel Direct

Microsoft OneDrive

Microsoft SQL Server

MySQL

OData

Oracle

Oracle Essbase

Pivotal Greenplum Database

PostgreSQL

Progress OpenEdge

Salesforce

SAP HANA

SAP Sybase ASE

SAP Sybase IQ

Snowflake

Spark SQL

統計ファイル

Tableau抽出

Tableau Serverデータソース

Teradata

テキストファイル

Webデータコネクタ

その他のデータベース(ODBC)

サポートされないコンテンツ

次のコンテンツは、Content Migration Toolを使用したときに移行先サイトに移行されないため、追

加の構成が必要です。

Tableau Software 1595

Tableau Cloudヘルプ



コンテン

ツ

必要なアクション

「データ

に聞く」

レンズ

ユーザーは、移行先サイトで「データに聞く」レンズをもう一度作成する必要がありま

す。詳細については、「特定の対象者に焦点を当てた「データに聞く」のレンズを作

成する」を参照してください。

コレク

ション

ユーザーは、移行先サイトでコレクションをもう一度作成する必要があります。詳細

については、Tableau Desktopヘルプの「コレクション」を参照してください。

コメント ユーザーは、宛先先サイトでビューにコメントをもう一度追加する必要があります。

詳細については、Tableau Desktopヘルプの「ビューのコメント」を参照してください。

カスタム

ビュー

ユーザーは、移行先サイトでカスタムビューをもう一度作成する必要があります。詳

細については、Tableau Desktopヘルプの「カスタムビューの使用」を参照してくださ

い。

データの

役割

ユーザーは、移行先サイトでデータの役割をもう一度作成する必要があります。詳

細については、Tableau Prep Builderヘルプの「データの役割を使用したデータの検

証」を参照してください。

データ

ソース

認証

次のサイトロールと機能がある場合は、移行先サイトでデータソースを認定できま

す。

l サイト管理者 Creator

l データソースが含まれたプロジェクトでプロジェクトリーダー機能を持つ

CreatorまたはExplorer (パブリッシュ可能 )

詳細については、「ユーザーが信頼できるデータを見つけられるように認証を使用す

る」を参照してください。

データ

主導ア

ラート

ユーザーは、移行先サイトでダッシュボードとビューのデータ主導アラートをもう一度

作成する必要があります。データ主導アラートが作成されると、ビューにアクセスでき

るすべてのユーザーが既存のアラートに自分自身を追加できます。

詳細については、Tableau Desktopヘルプの「Tableau CloudまたはTableau

Serverからのデータ主導アラートの送信」を参照してください。
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ワーク

ブックお

よびデー

タソース

の説明

コンテンツアイテムを所有しているか、適切なパーミッションがあれば、移行先サイト

でアイテムの説明を編集できます。詳細については、Tableau Desktopヘルプの

「説明の追加または編集」を参照してください。

埋め込

み認証

資格情

報

セキュリティ上の理由から、Tableau Serverではダウンロードプロセス中にデータ

ソースから埋め込みの認証資格情報が削除されます。

l Tableau ServerからTableau Cloudへの移行時に埋め込みの認証資格

情報を含めるには、[Migrate Embedded Credentials for Workbooks (ワー

クブックの埋め込み認証資格情報を移行 )]および [Migrate Embedded

Credentials for Data Source (データソースの埋め込みの認証資格情報を

移行 )]パブリッシュオプションを使用します。詳細については、「認証資格情

報が埋め込まれたワークブックとデータソースの移行」を参照してください。

l Tableau Serverサイトへのパブリッシュ時に埋め込みの認証資格情報を含

めるには、Set Connection Info (接続情報の設定 )データソース変換を使

用します。詳細については、移行計画 :パブリッシュ済みデータソースを参照

してください。

注 : CMTは、OAuth接続での埋め込みの認証資格情報の移行をサポートし

ていません。OAuth認証資格情報を移行するには、Set Connection Info (接

続情報の設定 )データソース変換を使用します。

外部資

産

外部資産のカスタマイズされた属性は、移行先サイトに移行されません。たとえば、

タグ、証明書、データ品質に関する警告、説明、パーミッション、ユーザーの連絡

先、テーブル、列をもう一度作成する必要があります。詳細については、「外部資

産でのパーミッションの管理」を参照してください。

抽出更

新スケ

ジュール

抽出更新スケジュールは、Tableau Cloud移行先サイトに移行できません。

Tableau Cloudでデータを更新するには、抽出更新を手動で実行するか、新しい

抽出更新スケジュールを作成します。詳細については、Tableau Cloudでの更新

のスケジュールを参照してください。
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お気に

入り

ユーザーは、移行先サイトでお気に入りのコンテンツをもう一度選択する必要があ

ります。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「お気に入りとしてマークする」

を参照してください。

フロー フローをスケジュールに従って実行するには、ユーザーはTableau Prepを使用して

フローを移行先サイトにもう一度パブリッシュする必要があります。詳細については、

Tableau Prepヘルプの「Tableau ServerまたはTableau Cloudへのフローのパブ

リッシュ」を参照してください。

増分抽

出の更

新

移行先サイトで、増分抽出の更新が完全抽出の更新に変更されました。ユー

ザーは、Tableau Desktopで増分更新を再設定し、移行後に移行先サイトに抽

出したデータをパブリッシュする必要があります詳細については、Tableau Desktop
ヘルプの「抽出の更新」を参照してください。

メトリク

ス

メトリクスの履歴値はビューから削除されるため、ユーザーは移行先サイトでメトリク

スをもう一度作成する必要があります。詳細については、メトリクスの作成とトラブル

シューティング(廃止 )を参照してください。従来のメトリクス機能は、Tableau

Serverバージョン2024.2と2024年 2月のTableau Cloudで廃止されます。詳細

については、「メトリクスの作成とトラブルシューティング(廃止 )」を参照してください。

リビジョ

ン履歴

以前のバージョンのワークブックを移行先サイトに移行するには、ユーザーは保持し

たいバージョンをダウンロードして、ワークブックを移行先サイトにもう一度パブリッシュ

する必要があります。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「コンテンツのリビ

ジョンの操作」を参照してください。

サブスク

リプショ

ン

ユーザーは、移行先サイトでビューとワークブックをもう一度サブスクライブする必要

があります。詳細については、「ビューまたはワークブックへのサブスクリプションの作

成」を参照してください。

ワーク

ブックと

ビューの

サムネイ

ル

Content Migration Toolを使用して移行されたワークブックとビューは、移行計画に

ビューが異なる方法でレンダリングされる変換が含まれている場合でも、元のサムネ

イルを保持します (データ接続が変更される場合など)。

サムネイルを更新するには、展開先サイトでワークブックまたはビューを編集し、もう

一度保存します。詳細については、Tableau Desktopヘルプの「Webでの

Tableauビューの編集」を参照してください。
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仮想接

続

ユーザーは、移行先サイトで仮想接続をもう一度作成する必要があります。詳細

については、「仮想接続の作成」を参照してください。

移行計画 :サイト

Tableau Content Migration Toolで移行計画を作成するときの最初のステップは、展開元サイトと

展開先サイトにサインインすることです。

計画フェーズの [Sites]セクションで、展開元サイトと展開先サイトにサインインします。使用する

ユーザー認証資格情報の権限によって、移行計画を作成するときに表示されるサイトとプロジェク

トを管理します。ユーザーがアクセスできるコンテンツのみを移行できます。

必要なパーミッションとライセンス

展開元サイトと展開先サイトにサインインするために使用するユーザーアカウントには、Explorer以

上のロールに加え、移行するコンテンツに対する次の権限が必要です。

l ビュー

l ワークブックのダウンロード/コピーを保存

l オプション:管理者 (ワークブックを選択する、ユーザーリストにアクセスする)
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展開元サイトと展開先サイトの両方に、有効なAdvanced Managementライセンスが必要で

す。詳細については、Tableau Cloud上のTableau Advanced Managementについてを参照して

ください。

ステップ1:ソース

移行の開始点です。Tableau Cloudにサインインし、展開元として使用するサイトを選択しま

す。サイトは、選択したユーザーに関連するコンテンツをグループ化するためにTableau内で作成

したものであり、ワークブック、データ、ユーザーリストなどを集めた専用の場所です。コンテンツを移

行できるのは、一度に1つのサイトのみです。

展開元サイトへのサインイン

次の手順を実行して、Tableau CloudまたはTableau Serverにサインインします。シングルサイン

オンやTableau多要素認証 (MFA)を使用してTableau Cloudにサインインする方法について

は、「Tableau Cloudへのサインイン」を参照してください。

1. [Tableau にサインイン]をクリックします。

2. [接続の選択 ]ダイアログウィンドウで、保存された接続を選択して [続ける]をクリックしま

す。
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利用できる接続がない場合は、[保存された接続の追加または編集 ]をクリックして、新しい

接続を作成します。詳細については、「保存された接続」を参照してください。

3. ユーザー名とパスワードを入力し、[サインイン]をクリックします。

サーバーをSAMLまたはシングルサインオンで構成している場合は、IDプロバイダーのサイン

インページにリダイレクトされ、認証プロセスを完了します。

4. 使用するサイトを選択します。

ソースサーバーを変更したり、サイトの選択を更新したりするには、[別のソースを選択 ]をクリックし

ます。

ステップ2:展開先

展開先サイト(コンテンツの移行先であるサイト)でもサインインプロセスを繰り返します。

同じTableauサイト上の2つのプロジェクト間でワークブックを移行する場合、展開元サイトと展開

先サイトのサインイン認証資格情報は、サーバーのURLとサイト名も含め、同一です。

保存された接続

保存された接続を使用すると、再利用可能なサーバー接続を作成することができ、展開元サイト

と展開先サイトにすぐにサインインできるようになります。保存された接続を追加するには、ご利用

のサイトで利用したいサインイン方式を指定する必要があります。

Content Migration Toolは次のサインイン方式をサポートしています。
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l 個人用アクセストークン:長期間有効な認証トークンを作成することにより、セキュリティの

向上、監査、移行計画の自動化などが可能になります。個人用アクセストークンを使用

すると、ユーザーはContent Migration Toolで対話式のログインを繰り返さなくてもサインイ

ンできるようになります。詳細については、個人用アクセストークンを参照してください。

l ブラウザーベースのサインイン:ユーザーは、組み込みのWebブラウザーを介して認証資格

情報を入力し、認証を完了します。このオプションは、通常 Tableauに対して認証する方

法と似ています。

l ユーザー名とパスワードによるサインイン:ユーザーは、組み込みのブラウザー画面ではなく、

Content Migration Toolを使用して認証します。このオプションは、Tableau REST APIを

使用してサーバーに認証資格情報を渡します。ユーザー名とパスワードによるサインインを

使用すると、ブラウザーベースのサインインを使用できない問題をトラブルシューティングする

ことができます。

保存されている接続の追加または編集

「Add or edit saved connections」へのリンクは、Content Migration Toolの下部に、展開元サ

イトや展開先サイトにサインインするときに表示されます。このリンクをクリックすると、[Manage
Tableau Connections]ウィンドウが開きます。
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保存された接続を追加するには、以下の手順を使用します。

1. [Tableau 接続の管理 ]ウィンドウで [新しい接続 ]をクリックするか、既存の接続を選択して

変更を加えます。

2. [接続名 ] (サーバーを説明する名前 )と[サーバーURL]を入力します。

サーバーURLのプレフィックスを含めなければ、Content Migration Toolはhttp://を使

用します。

3. 接続のサインイン方式を選択します。

個人用アクセストークンを使用している場合は、「個人用アクセストークンを使用して保存

された接続を追加する」を参照してください。

4. [保存 ]をクリックします。
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保存された接続を作成すると、展開元サイトや展開先サイトに次回サインインするときに [接続の

選択 ]ウィンドウに表示されます。

個人用アクセストークンを使用して保存された接続を追加する

個人用アクセストークンを使用して保存された接続を追加するには、他のサインイン方式よりも

多くの情報が必要です。開始するには、展開元サイトと展開先サイトで新しい個人用アクセス

トークンを作成する必要があります。個人用アクセストークンは、アプリケーション間で共有しない

でください。詳細については、個人用アクセストークンを参照してください。

個人用アクセストークンの作成

1. WebブラウザーでTableauサイトにサインインします。

2. ページの一番上でプロファイル画像またはイニシャルをクリックし、[アカウント設定 ]を選択し

ます。

3. [個人用アクセストークン]の下の [トークン名 ]フィールドにトークンのわかりやすい名前を入

力し、[新しいトークンの作成 ]をクリックします。

4. 結果のウィンドウで [クリップボードにコピー]をクリックし、ウィンドウを閉じます。

5. トークンシークレットをファイルに貼り付けます。ファイルを安全な場所に保存します。

個人用アクセストークンの追加

1. Content Migration Toolで、[保存された接続の追加または編集 ]をクリックします。

2. [Tableau 接続の管理 ]ウィンドウで、接続名とサーバーURL を入力します。

Tableau Cloudに接続している場合は、サイトの完全なポッドURLを入力する必要があり

ます。たとえば、https://10ay.online.tableau.comと入力します。Tableau

Cloudにサインインすると、サイトURLの最初の部分にポッドが表示されます。
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3. 前のセクションで個人用アクセストークンを作成したときに取得した、個人用アクセストーク

ン名と個人用アクセストークンシークレットを入力します。

4. [サイト名 ]フィールドに、URLに表示されているとおりのサイト名をスペースなしで入力しま

す。これは、フレンドリーなサイト名とは異なります。たとえば、「サイトA」は、ブラウザーの

URLでは「sitea」になります。

5. [保存 ]をクリックします。

ステップ3:次のステップに進む

展開元サイトと展開先サイトの両方に正常にサインインした後、[Next]をクリックして、計画フェー

ズの [移行計画 :ソースプロジェクト]セクションに進みます。

実行可能なユーザー

Explorer以上の役割を持つTableauサイトユーザー。コンテンツを移行するには、移行元イトの

ワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先サ

イトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行計画 :ソースプロジェクト

Tableau Content Migration Toolで移行計画を作成する次の手順は、ソースプロジェクトを選択

することです。ソースプロジェクトとは、ワークブックとパブリッシュ済みデータソースの移行元となるプ

ロジェクトです。選択するプロジェクトによって、移行計画の次のステップでどのワークブックを移行に

使用できるかが決まります。

ステップ1:ソースプロジェクトを選択する

ソースプロジェクトを選択する際には、[ All Projects]と[Specific Projects]の2つのオプションが

あります。
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[All Projects]オプションでは、サーバーステップで指定したソースサイトからすべてのプロジェクトを

選択します。[Specific Projects]オプションを使用すると、ソースサイトから特定のプロジェクトを

選択することができます。

注 :ソースプロジェクトには、ワークブックまたはデータソースが含まれている必要があります。

Content Migration Toolでは、空のプロジェクトは移行されません。

各プロジェクトを個別に選択することも、[Select All]ボタンを使用してから追加しないプロジェクト

の選択をオフにすることもできます。この手順でソースサイトに変更を加える場合は、[Refresh ]

ボタンを使用してプロジェクトリストを更新できます。

ステップ2:プロジェクトオプションを選択する

ソースプロジェクトを選択したら、移行先の場所に適用するプロジェクトオプションを選択します。

ソースの場所からプロジェクトパーミッションと所有権をコピーすることに加えて、存在しないプロジェ

クトを作成するオプションがあります。ユーザーマッピングに基づいて新しいコンテンツの所有権を割

り当てるには、[ユーザーマッピングを適用 ]を選択します。
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l [移行先プロジェクトを作成 ]:移行先の場所に存在しないプロジェクトを自動的に作成しま

す。Content Migration Toolでは、ソースプロジェクトが空の場合、またはワークブックやデー

タソースが選択されていない場合、移行先プロジェクトは作成されません。デフォルトでは、

存在しないプロジェクトに移行しようとすると、移行が失敗します。

l [プロジェクトのパーミッションをコピー]:ソースプロジェクトのパーミッションを可能な限り厳密に

コピーします。

l [プロジェクトの所有者をコピー]:プロジェクトの所有権設定をソースの場所からコピーして、

プロジェクトの所有者を割り当てます。

l [ユーザーマッピングを適用 ]:ユーザーマッピングを適用して、移行先の場所にプロジェクトの

コンテンツ所有権を割り当てます。移行先のプロジェクトがすでに存在する場合、コンテンツ

の所有権は適用されません。詳細については、移行計画 :パーミッションと所有権を参照し

てください。

ステップ3:次のステップに進む

ソースプロジェクトを選択したら、[Next]をクリックし、計画段階の移行計画 :ワークブックセクション

に進みます。同じTableauサイト上の2つのプロジェクト間でワークブックを移行する場合は、次の

セクションで移行先プロジェクトを選択します。

実行可能なユーザー

Tableauサイトのユーザー (Explorer以上の役割を持つ)。コンテンツを移行するには、移行元イト

のワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先

サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。
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移行計画 :ワークブック

展開元サイトと展開先サイト、および選択したプロジェクトに正常にサインインしました。次の手順

では、移行用のワークブックを準備します。

注 :ワークブックまたはデータソースに抽出が含まれている場合は、抽出を使用するワークブッ

クとデータソースの移行に記載された情報を読んで理解しておいてください。

ステップ1:ワークブックの選択

展開元サイトと選択したプロジェクト内にあるすべてのワークブックが [Workbook Selection]画
面に表示されるようになります。
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この手順でソースサイトに含まれるワークブックに変更を加える場合は、[Refresh ]をクリックして、

ワークブックのリストから更新できます。これらのワークブックを選択する方法はいくつかあります。

特定のワークブックの選択

[Specific ]セクションには3つのボタンがあります。[基本 ]セクションから選択すると、移行計画用

に選択したワークブックが即時に追加されます。または、各ワークブックをクリックして個別に選択す

ることもできます。
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すべて選択

このボタンによって、サイト内のすべてのワークブックが選択または選択解除されます。計画を保存

した後でサイトにワークブックを追加しても、次に計画に使用したときに自動的に追加されることは

ありません。

表示 :

サムネイル

既定のビューではサムネイルプレビューでワークブックが表示されるため、各ワークブックを区別する

のに便利です。このビューでサムネイルにマウスカーソルを合わせると、ワークブック内のその他の

ワークシートとダッシュボードのプレビューが表示されます。

リスト

リストビューは、ワークブック名、プロジェクト、Tableauのバージョン、最終変更日などの追加情報

を提供する、より簡潔なリストです。

列ヘッダーのいずれかをクリックすると、ワークブックが適切に並べ替えされます。また、ワークブックに

マウスカーソルを合わせると、そのワークブック内のワークシートとダッシュボードの浮動プレビューも

表示されます。リストビューは、1つのサイト内に大量のワークブックがある場合に特に便利です。

ルールベースの選択

特定の条件に基づいてワークブックを選択するには、Rule Basedの選択を使用できます。ルール

ベースのオプションを使用すると、移行計画の実行時に使用されるワークブックの選択条件が作

成されます。[Rule Based]オプションのいずれかで "すべて"を選択することは、[Specific
Workbooks]を選択することとは異なります。ルールベースの "すべて"を選択すると常にすべての

ワークブックが含まれるため、新しく追加されたワークブックが今後の移行に含められます。
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[Rule Based]ラジオボタンでは、次のオプションを使用してワークブックを選択できます。

Workbooks in projects

このメニューでは、特定のプロジェクトからワークブックを選択できます。

Workbooks tagged with

このメニューでは、タグ別にワークブックを選択できます。

Workbooks published by

このメニューでは、作成者別にワークブックを選択できます。

各オプションで、各エントリの横にあるオプションをオンにすることで個別または複数のワークブックを

選択できます。選択したワークブックは、すべて [Selection Description]ボックスに表示されます。

すべてのワークブックの選択

最後のオプションは、[All Workbooks]ラジオボタンを選択することです。これによりサイト内のすべ

てのプロジェクトにあるすべてのワークブックを選択します。

[All Workbooks]ラジオボタンを使用することは、[Specific Workbook]方式を使用してすべて

のワークブックを選択することとは異なります。これは、今後移行計画を使用するたびに展開元サイ

ト内のすべてのワークブックを使用するようになるためです。
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ワークブックの選択に満足している場合には、[Next]をクリックします。

ステップ2:ワークブックのマッピング

これで、選択したワークブックをソースファイルから展開先ファイルにマッピングできるようになりまし

た。マッピングによって、ソースワークブックを移行するときに名前を変更したり別の展開先を選択

したりできます。また、マッピングを追加してワークブックのプロジェクト、プレフィックス、またはサフィッ

クスを変更することもできます。プロジェクトをこのセクションの展開先にも追加することができます。

ここで変更しない場合、選択したワークブックは、同じ名前を使用してソースと同じプロジェクトに

移行されます。プロジェクトを展開先サイトで定義していない場合は、デフォルトのプロジェクトに

移行されます。ワークブックのマッピングを追加するには、[Add Mapping (マッピングの追加 )]ボタ

ンをクリックします。マッピング領域に次のオプションが表示されます。

ワークブック名の変更
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この変換により、[Source ]プロジェクトでフィルタリングし、名前を変更する対象のワークブックを選

択できるようになります。[Destination ]フィールドでワークブックの送信先となるプロジェクトを選択

し、所望の名前を入力します。

プロジェクトの変更

既定では、ワークブックが展開先の同じプロジェクトに移行されます。このマッピングにより、ソースプ

ロジェクトのすべてのワークブックで展開先プロジェクトを変更できます。

Add Project (プロジェクトの追加 )

ワークブック名を変更する際、またはプロジェクトを変更する際に [Add New]オプションを使用する

と、展開先のサイトにサインインしてプロジェクトを手動で作成することなく、展開先プロジェクトを作

成できます。[Add New ]ダイアログボックスを使用すると、プロジェクトおよびネストされたプロジェク

トを作成できます。
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プレフィックスの変更

1つまたはすべてのソースプロジェクトからワークブックのプレフィックスを削除または置換できます。

サフィックスの変更

プレフィックスのマッピングと同様に、1つまたはすべてのソースプロジェクトからワークブックのサフィッ

クスを削除または置換できます。
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ステップ3:ワークブックの変換

変換ステップを使用してワークブックを変更できます。

変換により指定された方法でワークブックが変更されます。追加の変換をプラグインを使用して組

み込むことができます。また、今後のアプリケーションバージョンにも追加される予定です。[Add
Transformation (変換の追加 )]ドロップダウンメニューをクリックして、現在選択可能な変換を確

認します。

いずれかの変換を選択すると[Edit Transformation (変換の編集 )]ウィンドウが表示され、選択し

たワークブックにカスタマイズできるようになります。すべての変換は、上から下に記載された順序で

完了します。

さまざまなタイプの変換がありますが、基本的なステップは2つです。まず、変換の選択を行いま

す。ここでは、変換するワークブックを選択します。選択領域は、計画段階の「ワークブックの選択」
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セクションと似ていて、[Basic selection (基本的な選択 )]ラジオボタンのすべての機能を使用しま

す ([Select/Unselect All (すべて選択 /選択解除 )]、[更新 ]、[サムネイル]表示、[リスト]表示 )。

リストの上部で、[Select All]を選択できます。これは、今後の変換ですべてのワークブックを自動

的に選択するオプションです。また、ワークブックの表示ウィンドウを更新して、ソースサイトへの変

更や更新を反映させることもできます。

2番目のステップとして、[オプション]タブを使用して、選択したすべての変換に対し特定の選択内

容を入力します。
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[オプション]タブで各ワークブックの変換に異なる値を入力すると、編集しようとしている変換に応

じ、タブに異なる名前が付けられます。

アクションURLの置換

この変換を使用して、ワークブック内の一部またはすべてのURLアクションを置換します。[オプショ

ン]タブで、一致させる必要のあるテキストとその置換値を入力します。

例 :

URL: www.exampledev.com
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一致 : dev

置換 : Prod

結果 : www.exampleProd.com

パラメーター値の設定

新しいパラメーターを定義します。[オプション]タブで、パラメーターの名前、データ型 (ドロップダウン

メニューから選択 )、および値を入力します。

イメージの削除

[オプション]タブでファイル名を入力して、選択したワークブックのイメージ (透かしなど)を削除しま

す。イメージが見つからない場合に移行時に警告を受信する追加のチェックボックスもあります。

ツールヒントコマンドの削除

選択したワークブックからすべてのツールヒントコマンドを削除します。この変換で定義する追加の

オプションはありません。

イメージの置換

選択したワークブックに埋め込まれているイメージを置換します。[オプション]タブで、現在のイメー

ジと置換するイメージのファイル名を入力します。ローカルファイルパスまたはURLを使用して、イ

メージを置き換えることができます。
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例 :

ファイル名 : image.png

置換するイメージのURL: https://www.exampledev.com/replacementImage.png

ズームコントロールの表示

ドロップダウンメニューから表示モードを設定します ([オプション]タブの [自動 ]、[ポイント時に表

示 ]、[非表示 ])。

WebページURLの置換

この変換を使用して、ダッシュボードで使用されるWebページURLの一部または全部を置き換え

ます。[オプション]タブで、一致させる必要のあるテキストとその置換値を入力します。

例 :

URL: www.exampledev.com

一致 : dev

置換 : Prod

結果 : www.exampleProd.com
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ステップ4:データソースの変換

企業環境への移行でワークブックを計画する次のステップは、データソースの変換です。この機能

は、ワークブックの変換ステップに似ています。これらはワークブック内にパッケージ化されたデータ

ソース向けです。パブリッシュされたデータソースは、プロセス内の別のステップで処理されます。

[Add Transformation (変換の追加 )]ドロップダウンメニューをクリックすると、次のオプションが表

示されます。

いずれかのデータソースの変換を選択すると[Edit Transformation (変換の編集 )]ウィンドウが表

示され、選択したデータソースにカスタマイズできるようになります。すべての変換は、上から下に

記載された順序で完了します。

さまざまなタイプのデータソース変換がありますが、基本的なステップは2つです。まず、目的の

データソースで [Match Criteria (一致条件 )]に条件を入力します。[Match Criteria (一致条

件 )]タブには、選択する接続タイプに応じて、表示されるフィールドが追加されます。
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[Preview Source Connections (ソース接続のプレビュー)]をクリックして、入力した条件に一致

する接続を見つけます。
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2番目のステップとして、[オプション]タブを使用して、選択したすべての変換に対し特定の選択内

容を入力します。
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[オプション]タブで、各データソースの変換に異なる値を入力します。

Set Calculation Formula (計算式の設定 )

[オプション]タブで、列の計算を置き換えることができます。

Set Connection Info (接続情報の設定 )

[New Connection Values (新しい接続値 )]タブで、新しいデータソースの認証方法と接続の詳

細を入力します。選択した接続タイプに応じて、追加のフィールドが表示されます。
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CMT を使用してパブリッシュされたデータソースを変更する

ワークブックのパブリッシュされたデータソースを変更するには、[Tableau Server (パブリッシュされ

たデータソース)]の接続タイプを選択します。これにより、ワークブックをプロジェクト間で移行すると

きに必要となる手動のステップ(コンテンツを開発環境から実稼働環境に昇格させるなど)を減ら

すことができます。

パブリッシュされたデータソースを変更するには、ドロップダウンメニューからデータソースを選択し、

認証に使用するTableau ユーザー名を入力します。ユーザーは、展開先サイトに存在し、パブ

リッシュされたデータソースの接続機能を持っている必要があります。

l ファイルベースのデータソースの場合、ユーザーはワークブックにアクセスし、指定された

Tableauユーザーのパーミッションに基づいてデータを表示します。

l 他のすべてのデータソースの場合、ビューまたはワークブックが読み込まれると、ユーザーは

独自のデータベースの認証資格情報を入力するよう求められます。

Tableauユーザー名が指定されていない場合、接続機能を持つユーザーのみがワークブックの

データを表示できます。

Set Custom SQL (カスタムSQLの設定 )

[新しいカスタムSQL]タブで、変更するカスタムSQLクエリの名前を[クエリ名の一致 ]に入力しま

す。クエリ名は、データソースの物理レイヤーのカスタムSQLクエリ名と一致する必要があります。

これらの名前が一致しない場合、変換は失敗します。データモデリングと物理レイヤーの詳細に

ついては、Tableauデータモデルを参照してください。

クエリ名を入力したら、目的のカスタムSQLをテキストフィールドに入力します。カスタムSQLを

不適切に使用した場合、ワークブックのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があることに注

意してください。
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Remove Extract (抽出の削除 )

この変換に [オプション]タブはありません。[Match Criteria]に情報を入力するだけで、移行時に抽

出が削除されます。

さらに、各変換について、[Edit Transformation]ウィンドウの左側にある[Comments ]セクション

にメモを入力できます。

保存済み認証資格情報の適用

バージョン2022.3で非推奨になりました。代わりに、Set Connection Info (接続情報の設定 )デー

タソース変換を使用してください。

[オプション]タブで、データ接続に使用するTableau ユーザー名と、それに対応する保存済み認証

資格情報ユーザー名を入力します。保存した認証資格情報は、Tableauサイトの [アカウント設

定 ]ページで既存のデータ接続にのみ適用できます。詳細については、データ接続のために保存さ

れた認証資格情報の管理を参照してください。

ステップ5:パブリッシュオプション

ワークブック段階の最終ステップでは、パブリッシュオプションを選択して、タグの変換、抽出の更新

スケジュール、およびパーミッションを作成します。
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Reset Dashboard Selections (ダッシュボードの選択をリセットする)

このオプションを選択すると、ダッシュボード上のすべてのオブジェクトが選択解除されます。

Overwrite Newer Workbooks (新しい方のワークブックを上書きする)

このチェックボックスをオンにすると、ワークブックの移動と同時に作成されたか、それよりあとに作成

されたワークブックを上書きすることになってもワークブックを移行します。

Copy Workbook Permissions (ワークブックのパーミッションをコピーする)

このオプションを選択すると、移行ツールは、展開元ワークブックのパーミッションにできる限り一致

させようと試みます。

抽出更新スケジュールのコピー

このオプションを選択すると、移行ツールは、展開先ワークブックの抽出更新スケジュールを展開

元ワークブックの名前と一致するスケジュールに設定しようと試みます。
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注 : 抽出更新スケジュールは、Tableau Cloudで作成することはできません。展開先が

Tableau Cloudサイトの場合、このオプションは使用できません。詳細については、移行に関

する制限事項を参照してください。

ワークブックの認証資格情報をコピーする

ワークブックに埋め込まれたデータソースの埋め込みの認証資格情報をコピーします。Tableau

ServerからTableau Cloudサイトへの移行時にのみ使用できます。詳細については、「認証資格

情報が埋め込まれたワークブックとデータソースの移行」を参照してください。

注 : CMTは、OAuth接続での埋め込みの認証資格情報の移行をサポートしていません。

OAuth認証資格情報を移行先サイトに移行するには、Set Connection Info (接続情報の

設定 )データソース変換を使用します。

Copy Workbook Owners (ワークブックの所有者をコピーする)

ワークブックの所有者設定をソースの場所からコピーして、ワークブックの所有者を割り当てます。

選択されていない場合、Content Migration Toolのユーザーには、展開先の場所にあるワークブッ

クの所有権が与えられます。

ユーザーマッピングの適用

ユーザーマッピングを適用して、コンテンツの所有権を割り当てます。展開先の場所でユーザー名

の構文に違いがある場合は、このオプションを選択します。詳細については、移行計画 :パーミッ

ションと所有権を参照してください。

オプションの追加

[Add Option]ドロップダウンメニューをクリックして、追加できる変換のタイプを選択します。
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さまざまなタイプの変換がありますが、基本的なステップは2つです。まず、変換の選択を行いま

す。ここでは、変換するワークブックを選択します。選択領域は、計画段階の「ワークブックの選

択」セクションと似ていて、[基本 ]セクションのラジオボタンの機能をすべて使用します

([Select/Unselect All]、[Refresh]、[Thumbnail Display]、[List Display])。リストの上部で、

[Select All]を選択できます。これは、今後の変換ですべてのワークブックを自動的に選択するオ

プションです。また、ワークブックの表示ウィンドウを更新して、ソースサイトへの変更や更新を反映

させることもできます。
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2番目のステップとして、[オプション]タブを使用して、選択したすべての変換に対し特定の選択内

容を入力します。注 : [オプション]タブには、編集しようとしている変換に応じ、異なる名前が付けら

れます。

Add Tags (タグの追加 )

これにより、1つ以上のタグをワークブックに追加できます。以前に入力したタグにカーソルを合わせ

ると、青字で「X」と表示され、削除できるようになります。
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Remove Tags (タグの削除 )

これにより、1つ以上のタグをワークブックに追加できます。以前に入力したタグにカーソルを合わせ

ると、青字で「X」と表示され、削除できるようになります。展開元または展開先のワークブックから

タグを削除することもできます。
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Apply Extract Refresh Schedules (抽出更新スケジュールの適用 )

ここでは、展開先の抽出更新スケジュールを、移行したワークブックに適用できます。生成済みス

ケジュールのリストは、展開先から取得されます。

注 : 抽出更新スケジュールは、Tableau Cloudで作成することはできません。展開先が

Tableau Cloudサイトの場合、このオプションは使用できません。詳細については、移行に関

する制限事項を参照してください。
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パーミッションの設定

この変換によって、選択したワークブックのパーミッションを編集します。[グループ]または [ユーザー]

内に値を入力し、[Add]をクリックします。必要に応じてパーミッションを調整してください。パーミッ

ションの許可 ([Allow ])、パーミッションの拒否 ([Deny ])、継承 ([Inherit])、ソース値の保持

([Source Value])の4種類のオプションがあります。
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Set Generate Thumbnail As (名前を付けてサムネイルの生成を設定 )

これにより、移行後にワークブックのサムネイルでユーザー固有のデータを生成するために使用され

る[ユーザー]または [グループ]を設定できるようになります。各オプションに、目的のユーザーまたは

グループを選択するドロップダウンがあります。
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ステップ6:次のステップに進む

ワークブックと環境設定を選択した後、[Next ]をクリックして、計画フェーズの [移行計画 :パブリッ

シュ済みデータソース]セクションに進みます。

実行可能なユーザー

Explorer以上の役割を持つTableauサイトユーザー。コンテンツを移行するには、移行元イトの

ワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先

サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行計画 :パブリッシュ済みデータソース

Tableau Content Migration Toolでの移行計画作成の次のステップでは、パブリッシュされたデー

タソースを選択し、マッピングを実行した後、変換を追加します。このプロセスはワークブックの計

画段階のステップによく似ています (特にデータソースのマッピングステップ)。
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注 :ワークブックまたはデータソースに抽出が含まれている場合は、抽出を使用するワークブッ

クとデータソースの移行に記載された情報を読んで理解しておいてください。

ステップ1:選択

移行計画のパブリッシュ済みデータソースの段階を開始する際に、移行計画に含めるデータソー

スを選択します。

データソースの選択を行うのは、移行の時点でのみです。2種類の選択方法があります。

Specific Data Sourcesを使用して、1つまたは複数のパブリッシュされたデータソースを選択しま

す。[Refresh ]をクリックして、パブリッシュされたデータソースのリストを再度読み込みます。

2つ目のオプションはAll Data Sourcesを使用することであり、展開元サイト内のすべてのデータ

ソースを選択します。

ステップ2:マッピング

次に、展開元データソースを新しい展開先にマッピングします。これはワークブックのマッピングと似

ています。
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ここで変更を行わないと、選択したデータソースが単にソースと同じ名前およびプロジェクトで展開

されます。データソースのマッピングを追加するには、[Add Mapping]をクリックします。マッピング

領域に次のオプションが表示されます。

エントリには次のオプションがあります。

削除

[Delete ]リンクをクリックすると、このマッピングエントリが削除されます。

名前

[Name ]メニューでは、マッピングするデータソースを選択します。[(All Selected Data Sources)]
を選択すると、すべてのデータソースを選択できます。

プロジェクト

[Project ]は、関連付けられたデータソース名のプロジェクトです。

展開先名

既定では、Content Migration Toolは同じ[Destination Name] ([(Same As Source)])を使用

し、ソースファイルにある元の名前を保持しますが、展開先フォルダーの新しい名前を入力するこ

ともできます。

展開先プロジェクト

展開先プロジェクトがサイト上にすでに作成されている場合は、移行したワークブックを配置するプ

ロジェクトを選択するか、[Add New]をクリックして新しいプロジェクトを作成することができます。個
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別のデータソースに対して、異なる展開先プロジェクトを作成できます。

ほとんどの場合、1つのデータソースに対して複数のマッピングエントリが存在する場合は、検証エ

ラーが表示され、続行するには修正の必要があります。ただし、重要な例外として、1つのデータ

ソースが特定の選択範囲とプロジェクト全体のマッピングエントリの両方に一致することは可能で

す。この場合、より具体的なエントリが使用されます。

必要なデータソースマッピングがすべて完成したら、[Next ]をクリックして続行します。

ステップ3:データソースの変換

変換オプションを使用して、データソースを変更できます。Add Transformationをクリックすると、

使用可能な変換の一覧が表示されます。
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いずれかのデータソース変換を選択すると、[Edit Transformation]ウィンドウが開きます。これは

選択したデータソースをカスタマイズするときに使用します。変換は、上から下に記載された順序

で実行されます。

ほとんどのデータソース変換には2つの基本的な手順があります。まず、目的のデータソースで

[Match Criteria]に条件を入力します。選択した接続タイプによっては、[Match Criteria]タブに

追加のフィールドが表示されます。
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2つ目の手順は、追加する変換タイプによって異なります。2つ目のタブで、各データソースの変換

に異なる値を入力します。

追加する各変換の [Edit Transformation]ウィンドウの左側にある[Comments ]セクションに注

記を追加できます。

表 /スキーマ名の置換

[Options]タブでは、表またはスキーマ名の全部または一部を置き換えることができます。

Set Calculation Formula (計算式の設定 )

[New Calculation Formula]タブで、列の計算式を置き換えることができます。
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Set Connection Info (接続情報の設定 )

[New Connection Values (新しい接続値 )]タブで、新しいデータソースの認証方法と接続の

詳細を入力します。選択した接続タイプに応じて、追加のフィールドが表示されます。

Set Custom SQL (カスタムSQLの設定 )

[新しいカスタムSQL]タブで、変更するカスタムSQLクエリの名前を[クエリ名の一致 ]に入力しま

す。クエリ名は、データソースの物理レイヤーのカスタムSQLクエリ名と一致する必要があります。

これらの名前が一致しない場合、変換は失敗します。データモデリングと物理レイヤーの詳細に

ついては、「Tableauデータモデル」を参照してください。

クエリ名を入力したら、目的のカスタムSQLをテキストフィールドに入力します。カスタムSQLを

不適切に使用した場合、ワークブックのパフォーマンスに悪影響を及ぼす可能性があることに注

意してください。

Remove Extract (抽出の削除 )

この変換に [Options]タブはありません。[Match Criteria]の情報を入力すると、移行時に抽出

が削除されます。
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Tableau Bridgeの使用

この変換に [Options]タブはありません。[Match Criteria]の情報を入力すると、プライベートネッ

トワーク内のデータソース(パブリックインターネットにはアクセスできません)をTableau Bridgeを使

用して更新できます。

データソースを移行する前に、移行先サイトTableau CloudでTableau Bridgeを構成する必要が

あります。Tableau Bridgeの詳細については、Tableau Cloudヘルプの「Tableau Bridgeの使用」

を参照してください。移行後、Tableau Cloudを通じてデータソースに更新スケジュールを割り当て

る必要があります。

保存済み認証資格情報の適用

バージョン2022.3で非推奨になりました。代わりに、Set Connection Info (接続情報の設定 )デー

タソース変換を使用してください。

[オプション]タブで、データ接続に使用するTableau ユーザー名と、それに対応する保存済み認証

資格情報ユーザー名を入力します。保存した認証資格情報は、Tableauサイトの [アカウント設

定 ]ページで既存のデータ接続にのみ適用できます。詳細については、データ接続のために保存さ

れた認証資格情報の管理を参照してください。

ステップ4:パブリッシュオプション

パブリッシュされたデータソースの段階の最後のステップは、パーミッションとタグ用の変換を作成し、

データソースに固有のパブリッシュオプションをファイナライズすることです。
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より新しいデータソースの上書き

これを選択すると、より最近更新されたデータソースが上書きされた場合でもデータソースがパブ

リッシュされます。

データソース権限のコピー

これを選択すると、移行ツールは、展開元のパブリッシュされたデータソースの権限にできる限り一

致させようと試みます。

抽出更新スケジュールのコピー

これを選択すると、移行ツールは、展開先データソースの抽出更新スケジュールを展開元の名

前と一致するスケジュールに設定しようと試みます。

注 : 抽出更新スケジュールは、Tableau Cloudで作成することはできません。展開先が

Tableau Cloudサイトの場合、このオプションは使用できません。詳細については、移行に関

する制限事項を参照してください。
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データソースの埋め込みの認証資格情報をコピーする

パブリッシュされたデータソースの埋め込みの認証資格情報をコピーします。Tableau Serverから

Tableau Cloudサイトへの移行時にのみ使用できます。詳細については、「認証資格情報が埋め

込まれたワークブックとデータソースの移行」を参照してください。

注 : CMTは、OAuth接続での埋め込みの認証資格情報の移行をサポートしていません。

OAuth認証資格情報を移行先サイトに移行するには、Set Connection Info (接続情報の

設定 )データソース変換を使用します。

データソース所有者のコピー

データソース所有者の設定を展開元の場所からコピーして、データソース所有者を割り当てま

す。選択されていない場合、Content Migration Toolユーザーには、展開先の場所にあるデータ

ソースの所有権が与えられます。

ユーザーマッピングの適用

ユーザーマッピングを適用して、コンテンツの所有権を割り当てます。展開先の場所でユーザー名

の構文に違いがある場合は、このオプションを選択します。詳細については、移行計画 :パーミッ

ションと所有権を参照してください。

オプションの追加

[Add Option]ドロップダウンメニューをクリックして、追加できる変換のタイプを選択します。
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さまざまなタイプの変換がありますが、基本的なステップは2つです。まず、変換の選択を行いま

す。この場合は、変換するデータソースを選択します。リストの上部で [Apply to all published
data sources]オプションを選択すると、将来の変換ですべてのデータソースが自動的に選択さ

れます。また、[Refresh ]を選択して、展開元サイトの変更や更新を反映するようにデータソース

表示ウィンドウを更新することもできます。

2番目のステップは、選択した変換に固有の選択内容を入力することです。
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Remove Tags (タグの削除 )

タグを削除するデータソースを選択したら、削除するすべてのタグを下部のフィールドに入力し、

[Add]をクリックします。この画面では、展開元データソースと展開先データソースのどちらから削

除するかを選択することもできます。以前に入力したタグを削除する場合は、そのタグをクリックして

Deleteキーを押します。

Add Tags (タグの追加 )

目的のデータソースを選択したら、割り当てるタグを下部のフィールドに入力し、[Add]をクリックし

て追加します。タグを削除する場合は、そのタグをクリックしてDeleteキーを押します。
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さらに、各変換について、[Edit Transformation (変換の編集 )]ウィンドウの左側にある

[Comments ]セクションにメモを入力できます。

Apply Extract Refresh Schedules (抽出更新スケジュールの適用 )

この変換により、移行されたデータソースに展開先の抽出更新スケジュールが適用されます。生

成済みスケジュールのリストは、展開先から取得されます。

注 : 抽出更新スケジュールは、Tableau Cloudで作成することはできません。展開先が

Tableau Cloudサイトの場合、このオプションは使用できません。詳細については、移行に関

する制限事項を参照してください。
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パーミッションの設定

最後のタイプの変換は、選択したデータソースに関するパーミッションの編集です。[グループ]または

[ユーザー]内に値を入力し、[Add]をクリックします。必要に応じてパーミッションを調整してくださ

い。パーミッションの許可 ([Allow ])、パーミッションの拒否 ([Deny ])、継承 ([Inherit])、ソース値の

保持 ([Source Value])の4種類のオプションがあります。
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ステップ5:次のステップに進む

準備ができたら、[Next]をクリックし、計画段階の移行計画 :パーミッションと所有権 セクションに

進みます。

実行可能なユーザー

Explorer以上の役割を持つTableauサイトユーザー。コンテンツを移行するには、移行元イトの

ワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先

サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行計画 :パーミッションと所有権

Content Migration Toolを使用すると、さまざまなユーザーにワークブックおよびデータソースのパー

ミッションをレプリケートできます。コンテンツを移行先の場所にパブリッシュした後、ユーザーパーミッ

ションのマッピングを作成して、コンテンツをカスタマイズしてセキュリティで保護することができます。

[Apply User Mappings (ユーザーマッピングを適用 )]に加えて、[Copy Project

1648 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



Permissions]、[Copy Workbook Permissions]、または [Copy Data Source Permissions]
が選択されている場合、マッピングが適用されます。

詳細については、移行計画 :ソースプロジェクト、移行計画 :ワークブック、移行計画 :パブリッシュ

済みデータソースを参照してください。

マッピングの制限事項

l 移行先の場所でマッピングされたユーザーまたはグループが見つからない場合、Content

Migration Toolはその移行プロセスを停止します。最初のエラーが発生した後に後続のユー

ザーパーミッションまたはグループパーミッションのマッピングはチェックされないため、この計画

を再実行する必要があります。

l ソースコンテンツに同じ名前の複数のユーザーおよびグループに対するパーミッションがある

場合、Content Migration Toolはパーミッションをレプリケートできません。これは、別のドメイ

ンをソースとする重複したユーザー名またはグループ名がある場合にのみ発生します。

ステップ1:マッピングを追加する

ユーザーパーミッションのマッピングを追加するには、[Add Mapping]をクリックし、ドメイン、ユー

ザー、グループの名前を変更するか、コンマ区切りの値 (CSV)ファイルからマッピングをインポートす

るかのどちらかを選択します。Content Migration Toolが移行先の場所にある許可に一致できない

場合、ソースコンテンツは移行されません。
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ドメインマッピング

ドメインパーミッションのマッピングは、移行先の場所にあるすべてのユーザーとグループに適用され

ます。ソースドメインまたは移行先ドメインが不明な場合は、Tableauサイトでユーザーページと

グループページを確認できます。ローカルユーザープロビジョニングが選択されている場合は、その

ドメインをlocalとして指定する必要があります。

ユーザーマッピング

ユーザーパーミッションのマッピングでは、構文 domain\userを使用して、移行元と移行先の場

所からユーザーのリストが自動的に生成されます。存在しないユーザーの名前を入力して保存す

ることはできません。

注 :同じサイトのプロジェクト間で移行する場合、移行先の場所とユーザーのリストは同じに

なります。マッピングを使用して、サイトでコンテンツの所有権をUser_AからUser_Bに更新

できます。
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グループマッピング

グループパーミッションのマッピングでは、構文 domain\groupを使用して、移行元と移行先の場

所からユーザーのリストが自動的に生成されます。存在しないグループの名前を入力して保存する

ことはできません。

CSVファイルからマッピングをインポート

バージョン2021.4以降、ドメイン、ユーザー、およびグループのマッピングを含むCSVファイルをイン

ポートして、データの移行を迅速に準備できるようになりました。マッピングをインポートすると、

Content Migration Toolの外部でマッピングを一括で作成および編集できるため、移行計画の実

行に必要な手動によるステップを減らすことができます。マッピングをインポートするには、[Add

Mapping (マッピングの追加 )]メニューから[Import from File (ファイルからインポート)]を選択しま

す。

CSVファイル形式の要件

マッピングをインポートするためのCSVファイルを作成する場合は、ファイルが次の要件を満たして

いることを確認してください。

l ファイルに列ヘッダーが含まれていない。Tableauは、すべての行がマッピングを表すものとみ

なします。

l ファイルには、行ごとに3つのコンマ区切り値 (マッピングタイプ、移行元ドメイン/ユーザー/グ

ループ、および移行先ドメイン/ユーザー/グループ)が含まれている。

l サーバーがActive Directory認証を使用する場合は、ユーザー名とグループのドメインを含

め、ローカルアイデンティティストアが使用される場合は "local"を含める。
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次の表に示すように、マッピングタイプには "ドメイン"、"ユーザー"、または "グループ"を指定する必

要があります。移行元列と移行先列には、Active Directoryとローカルアイデンティティストアの構

文例が示されています。CSVファイルの実際の値は、組織によって異なります。

マッピングタイプ 移行元 移行先

ドメイン <domain> <domain>

ユーザー <domain>\<user name>

local\<user name>

<domain>\<user name>

local\<user name>

グループ <domain>\<group name>

local\<group name>

<domain>\<group name>

local\<group name>

ユーザーパーミッションのマッピングをインポート

Content Migration Toolでユーザーパーミッションのマッピングをインポートするには:

1. [Add Mapping (マッピングの追加 )]をクリックしてから、[ファイルからインポート]を選択しま

す。

2. ダイアログウィンドウで、[Export CSV (CSV のエクスポート)]をクリックして、すべてのユー

ザーとグループを含む .csvファイルをソースサイトからエクスポートします。結果のファイルを

テキストエディタで編集して、移行先サイトのマッピングを追加します。

マッピングファイルがすでにある場合は、ステップ3に進みます。

注 :エクスポートされたCSVファイルには、ソースサイトのドメインは含まれていません。

ドメインのマッピングを作成するには、ドメインをCSVに手動で追加する必要がありま

す。

3. [Import Mappings (マッピングのインポート)]をクリックして、インポートするマッピングファイ

ルを選択します。
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Content Migration Toolは、ファイルをインポートする際のマッピングのエラーを検証します。エラーが

検出された場合は、CSVファイルの各エラーを修正してから、もう一度インポートする必要がありま

す。

CSVインポートの例

次の例は、複数のマッピングタイプを含むCSVファイルを示しています。

user,local\hwilson,companyx.lan\henry.wilson

user,local\jjohnson,companyx.lan\janna.johnson

user,local\mkim,companyx.lan\michele.kim

user,local\fsuzuki,companyx.lan\fred.suzuki

user,local\awang,companyx.lan\alan.wang

user,local\snguyen,companyx.lan\susan.nguyen

user,local\lrodriguez,companyx.lan\laura.rodriguez

user,local\agarcia,companyx.lan\ashley.garcia

group,local\All Users,companyx.lan\All Users

group,local\Finance Team,companyx.lan\Finance Group

domain,dev.mycompany,prod.mycompany

CSVのインポート中にプレビューウィンドウが表示され、マッピングが削除、追加、更新、変更され

ていない、および無視されたことが示されます。マッピングの変更が正しいことを確認し、[Accept
(承認 )]をクリックします。
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マッピングが正常にインポートされると、ステップ2の説明に従って、マッピングの順序を編集、削

除、または変更できます。

ステップ2:マッピング順序の変更

パーミッションのマッピングを作成した後、UpまたはDownオプションを使用して、移行時にマッピン

グを処理するタイミングを決定する順序を変更できます。ドメイン、ユーザー、またはグループがパー

ミッションのマッピングで処理される場合、そのソースドメイン、ユーザー、またはグループに対するそ

れ以降のマッピングは無視されます。

次の例では、User_AのパーミッションがUser_Bにマッピングされています。Content Migration

Toolは、User_Aが既に処理されているため、2番目のマッピングを無視します。

次の例では、パーミッションの最初のマッピングにより、すべてのユーザーのドメインがprodに関連

付けられます。Content Migration Toolは、User_Aのドメインが既に処理されているため、パーミッ

ションの2番目のマッピングを無視します。

ステップ3:次のステップに進む

準備ができたら、[Next ]をクリックし、計画段階の移行計画 :移行スクリプトセクションに進みま

す。

実行可能なユーザー

Explorer以上の役割を持つTableauサイトユーザー。コンテンツを移行するには、移行元イトの

ワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先サ
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イトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行計画 :移行スクリプト

Tableau Content Migration Toolでの移行計画作成の次のステップは、移行前後に計画で実行

するスクリプトを作成することです。

ステップ1:移行前

画面の [Run Pre Migration]セクションは、移行前に実行するスクリプト専用です。

各フィールドには、カーソルを合わせると情報が得られるヘルプアイコンがあります。移行前のスクリ

プトを開始するには、[Enable]を選択して以下のフィールドをアクティブ化します。

Working Directory

これは、スクリプトの作業ディレクトリです。既定のディレクトリは、移行計画と同じフォルダーです。

[参照 ]ボタンをクリックして別のフォルダーを選択します。Reset ボタンを押すと、現在の移行計画

フォルダーが作業ディレクトリとして復元されます。

Run

このドロップダウンを使用して、カスタムスクリプトを実行するか、パラメーターを使用した実行可能

ファイルを実行するかを選択できます。
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Command Executable

[Run ]メニューから[Executable with Parameters]を選択した場合に、このフィールドが表示され

ます。これは、移行前に実行する実行可能なコマンドへのファイルパスです。パスを直接入力する

か、[参照 ]ボタンを使用して実行可能ファイルを見つけます。これは必須フィールドです。

Command Parameters

[実行 ]ドロップダウンメニューで [Executable with Parameters]を選択した場合に、このフィールド

が表示されます。実行可能なコマンドで使用するには、コマンドラインパラメーターをここに入力し

ます。

スクリプト

[実行 ]メニューから[Custom script]を選択した場合は、ここに移行前スクリプトを入力します。

*.cmdファイルとして実行されます。これは必須フィールドです。

ステップ2:移行後

[Run Post Migration]画面の半分は、移行後に実行されるスクリプト専用です。

各フィールドには、カーソルを合わせると情報が得られるヘルプアイコンがあります。移行後のスクリ

プトを開始するには、[Enable]を選択して以下のフィールドをアクティブ化します。
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Working Directory

これは、スクリプトの作業ディレクトリです。既定のディレクトリは、移行計画と同じフォルダーです。

[参照 ]ボタンをクリックして別のフォルダーを選択します。Reset ボタンを押すと、現在の移行計画

フォルダーが作業ディレクトリとして復元されます。

Run

このドロップダウンを使用して、カスタムスクリプトを実行するか、パラメーターを使用した実行可能

ファイルを実行するかを選択できます。

Command Executable

[Run ]メニューから[Executable with Parameters]を選択した場合に、このフィールドが表示さ

れます。これは、移行前に実行する実行可能なコマンドへのファイルパスです。パスを直接入力

するか、[参照 ]ボタンを使用して実行可能ファイルを見つけます。これは必須フィールドです。

コマンドパラメーター

[Run ]メニューから[Executable with Parameters]を選択した場合に、このフィールドが表示さ

れます。実行可能なコマンドで使用するには、コマンドラインパラメーターをここに入力します。

スクリプト

[Run ]メニューから[Custom script]を選択した場合は、移行後のスクリプトをここに入力しま

す。*.cmdファイルとして実行されます。これは必須フィールドです。

ステップ3:次のステップに進む

準備ができたら、[Next]をクリックします。
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実行可能なユーザー

Tableauサイトのユーザー (Explorer以上の役割を持つ)。コンテンツを移行するには、移行元イト

のワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先

サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

移行計画 :計画のオプション

Tableau Content Migration Toolで移行計画を作成する最後のステップは、計画のオプションを構

成することです。

ステップ1:オプションの構成

[Plan Name]は、Content Migration Toolに表示される計画の名前です。計画名にはわかりやす

い名前を付けることをお勧めします。

以下のオプションを利用できます。

l Refresh Extracts After Migration:このオプションを選択すると、Content Migration Tool

で移行時にデータ抽出が変更された可能性があることが検出された場合、移行後すぐに

データ抽出が更新されます。Filter リンクをクリックして、特定の抽出物を除外します。詳細

については、「抽出更新の除外」を参照してください。

l Automatically create Extract Refresh Schedules that do not Exist:存在しない展

開先の抽出スケジュールを自動的に作成します。オフにすると、展開先 サイトに存在しない
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展開元のスケジュールはコピーされません。

l Continue Migration if Workbook or Data Source Fails:チェックをオンにすると、ワーク

ブックまたはデータソースを移行するときにエラーが発生しても、移行は停止しません。エ

ラーがログに記録され、移行が続行されます。バージョン管理中のエラーの場合は、必ず

移行が停止します。

l Continue Migration if Permission or Ownership Mapping Fails (パーミッションまた

は所有権のマッピングが失敗した場合に移行を続行する):チェックをオンにすると、パーミッ

ションまたは所有権のコピー中にエラーが発生しても、移行は停止しません。エラーがログに

記録され、移行が続行されます。

抽出更新の除外

[移行後に抽出を更新する]の横にある[フィルター]をクリックすると、自動的に更新されないワー

クブックまたはパブリッシュされたデータソースを選択できます。矢印ボタンを使用して除外する項

目を選択し、OKをクリックします。
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ステップ2:バージョン管理

これらのオプションを使用すると、展開先のサイトで移行済みのワークブックに置き換えられる可能

性のある既存のワークブックが消失されるのを回避できます。
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Enable を選択して、コンテンツの以前のバージョンを保存します。ワークブックおよび/またはパブ

リッシュされたデータソースをアーカイブするかどうかを選択できます。バージョン管理を有効にした

ら、Archive Toメニューからプロジェクトを選択する必要があります。このメニューには、サイトにあ

るすべてのプロジェクトが一覧表示されています。バージョン管理されたコンテンツを保存するため

のアーカイブプロジェクトを別途作成することをお勧めします。サイトで追加または変更されたプロ

ジェクトを表示するには、更新ボタンをクリックします。

ステップ3:計画の保存

計画オプションを選択したら、Save Planをクリックして、後で使用できるように計画を保存しま

す。計画は、ローカルマシンのDocuments\Tableau Content Migration Tool Plans

フォルダーに保存されます。

ステップ4:次のステップに進む

準備ができたら、Verify & Runをクリックして計画段階を終了し、計画の実行を準備します。

実行可能なユーザー

Tableauサイトのユーザー (Explorer以上の役割を持つ)。コンテンツを移行するには、移行元イト

のワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行

先サイトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要があ

ります。詳細については、パーミッションを参照してください。

1662 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



抽出を使用するワークブックとデータソースの移行

Tableau Cloudユーザーは、元のデータのコピーまたは一部である抽出をパブリッシュすることができ

ます。これらの抽出は、ワークブックやデータソースに埋め込むことができます。既定では、Tableau

Content Migration Toolを使用して抽出を含むワークブックやデータソースを移行すると、その抽出

もワークブックやデータソースと共に移行されます。Content Migration Toolでは、以下の動作を制

御するいくつかのオプションを利用できます。

l ライブ接続への切り替え

[Remove Extract (抽出の削除 )]変換を移行計画に追加し、移行中にワークブックまたは

データソースから抽出を削除することができます。通常どおり、展開元のワークブックやデー

タソースは変更されません。展開先のプロジェクトに移行されたワークブックやデータソース

のコピーからは、抽出が削除されます。これにより、データ接続がライブ接続へと効率的に切

り替えられます。

l 移行後の抽出の更新

移行計画で [Refresh Extracts After Migration (移行後に抽出を更新 )]オプションを有

効にすると、ワークブックまたはデータソースの移行後に抽出更新タスクを直ちにスケジュー

ルすることができます。

移行計画で [接続情報の設定 ]変換を使用し、データ接続が異なるデータのセット(例え

ば、異なるデータベースサーバーやデータベースなど)を指すようにデータ接続を変更する場

合、[移行後に抽出を更新 ]オプションを使用することはお勧めしません。異なるデータを指

すように接続情報を変更し、[Refresh Extracts After Migration (移行後に抽出を更

新 )]オプションを使用すると、セキュリティ上の問題となる可能性がある方法でデータが不用

意に公開される場合があります。

詳細については、「オプション:移行後に抽出を更新」を参照してください。

抽出を使用するデータ接続の変更

Tableauデータ接続は、データソースを直接クエリするライブ接続であるか、データソースの抽出で

す。抽出は、元のデータのコピーまたは一部で、ワークブックまたはデータソースに埋め込むことがで
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きます。存在する場合には、ビューは参照元データソースではなく抽出からデータのクエリを実行し

ます。

通常、移行中にデータソース接続を変更して、展開先プロジェクトで展開元プロジェクトとは異な

るデータベースを指すようにします。

たとえば、ワークブックをステージング環境のプロジェクトから実稼働環境のプロジェクトに移行する

には、ワークブック内のデータ接続を更新して実稼働環境のデータベースに接続します。これを実

装するには、移行計画で [Set Connection Info (接続情報の設定 )]変換を使用します。これ

により、ワークブックをステージング環境から本番環境にコピーし、本番環境のデータベースを指す

ようにデータ接続を更新する移行計画が作成されます。

ワークブックで抽出を使用する場合は、追加の作業が必要です。このシナリオでは、ワークブックが

移行され、ライブデータ接続が更新されます。ただし、ビューには、ステージングデータベースの

データが引き続き表示されます。これは、展開元 (ステージング)プロジェクトからコピーされたス

テージングデータベースの抽出が含まれているためです。これにはいくつかの対処方法があります。

オプション1:パブリッシュ済みデータソースの使用

代わりにパブリッシュ済みデータソースを使用するようにワークブックを変更することができます。この

方法を使用すると、抽出はパブリッシュ済みデータソースの一部として管理され、ライブデータベー

スやデータ抽出への接続に関して心配する必要がなくなるので、そのデータソースを使用するワー

クブックへの更新の移行を簡略化することができます。

オプション2:移行中に抽出を削除

移行計画に[Remove Extract (抽出の削除 )]変換を追加することができます。これにより、ワー

クブックから抽出が削除され、データソースからライブ接続への切り替えが効率的に行われます。

オプション3:移行後に抽出を更新

移行計画で [Refresh Extracts After Migration (移行後に抽出を更新 )]オプションを使用で

きます。これを使用すると、抽出がワークブックと共に移行されますが、移行の完了後にはその

ワークブックの抽出更新タスクが直ちにスケジュールされます。
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このオプションを[Set Connection Info (接続情報の設定 )]変換と組み合わせて使用すると、セ

キュリティ上の問題が生じる可能性があるため、通常はお勧めしません。

問題とは、移行の完了から抽出更新タスクの完了までの間に、の展開先プロジェクトに移行され

たワークブックに、古い (移行元の)抽出データが表示されたままになることです。抽出の更新タスク

が失敗する場合、古い/展開元の抽出データは、抽出が更新されるまで残ります。

ステージング環境から本番環境への移行という上記のようなシナリオではこれが許容される場合が

ありますが、留意すべき点として、ワークブックが最近移行されたばかりで抽出がまだ更新されてい

ないために、ワークブックに古い/ステージング環境のデータが表示されていることにワークブックのユー

ザーが気付かない場合があることです。

[Set Connection Info (接続情報の設定 )]を使用してデータ接続を変更し、顧客またはクライア

ントのデータの異なるセットを指す他のシナリオでは、移行後に抽出を更新するまでワークブックの

抽出に別のクライアントや顧客のデータが含まれるという深刻なセキュリティ上の問題が発生する

可能性があります。

この問題を軽減する1つの方法は、2段階の移行を実装する方法です。この方法では、2つの移

行計画 (下記の各手順に対して1つずつ)を作成する必要があります。これにより、ワークブックと

データソースにアクセスできるようになる前に、それらの抽出が最新状態になります。

l 段階 1:管理者のみがアクセス権を持つ展開先サイト上のプロジェクトにコンテンツを移行し

ます。この移行では、抽出更新に失敗しても許可を受けていないユーザーが古いデータを

表示する機会はないため、[Refresh Extracts After Migration (移行後に抽出を更新 )]
オプションと[Set Connection Info (接続情報の設定 )]変換を使用してデータ接続を更

新することができます。

l 段階 2:段階 1が完了して抽出更新が成功したことを確認した後に、2番目の移行計画

を実行し、段階 1の展開先からエンドユーザーに表示される最終的な展開先にコンテンツ

を移行します。

実行可能なユーザー

Explorer以上の役割を持つTableauサイトユーザー。コンテンツを移行するには、移行元イトの

ワークブックに対して[表示 ]および [ダウンロード/コピーの保存 ]機能を持っていて、かつ、移行先サ
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イトのターゲットプロジェクトに対して[表示 ]および [パブリッシュ]機能を持っている必要がありま

す。詳細については、パーミッションを参照してください。

認証資格情報が埋め込まれたワークブックとデータソースの移行

バージョン2023.1以降、承認されたユーザーは、認証資格情報が埋め込まれたワークブックとパ

ブリッシュされたデータソースをTableau ServerからTableau Cloudに移行することができます。

Content Migration Toolで移行する前に、追加の設定が必要です。

注 : Content Migration Toolは、OAuth接続の埋め込み認証資格情報の移行をサポートし

ていません。詳細については、「移行に関する制限事項」を参照してください。

概要

Content Migration Tool (CMT)を使用した埋め込み認証資格情報の移行は、Tableau Server

をソースサイトとし、Tableau Cloudを宛先サイトとした接続時に使用できます。どちらのサイトも、

Advanced Managementのライセンスが必要です。

要件について確認したので、移行のしくみについて説明します。Tableau Cloudのサイト管理者と

TSM管理者 (場合によっては同じ人 )と緊密に連携し、機能の許可と、サイトユーザーの承認を

行う必要があります。機能がアクティブ化された後、許可されたサイトユーザーは移行計画を作

成し、パブリッシュのオプション(「ワークブックの埋め込み認証資格情報の移行」と「データソースの

埋め込み認証資格情報の移行」)を選択します。

移行計画を実行すると、必要なすべてのコンテンツの認証資格情報が暗号化されたコンテンツ

マニフェストでTableau ServerからTableau Cloudに送信されます。CMTがコンテンツをパブリッ

シュするとき、宛先のTableau Cloudサイトは、一致した認証資格情報をマニフェストからコンテン

ツ(ワークブックまたはパブリッシュされたデータソース)に安全に埋め込みます。移行中に発生した

問題は、CMTの [エラーと警告 ]タブに表示されます。詳細については、「移行計画の概要」を参

照してください。

1666 Tableau Software

Tableau Cloudヘルプ



埋め込み認証資格情報の移行を許可する

Tableau ServerからTableau Cloudへの埋め込み認証資格情報の移行を許可するには、次の

手順を使用します。

Tableau Cloud

1. ブラウザーウィンドウを開き、サイト管理者としてTableau Cloudにサインインします。

2. [設定 ]、[一般 ]の順に選択し、[コンテンツ移行の管理 ]まで下にスクロールします。

3. [新しいキーを作成 ]をクリックし、暗号鍵ペアを生成します。

注 :公開鍵は一度だけ表示されます。設定を完了する前にキーを紛失した場合は、

新しいキーを生成する必要があります。

4. 結果のウィンドウで [クリップボードにコピー]をクリックし、ウィンドウを閉じます。

5. 公開鍵をファイルに貼り付けて、安全な場所に保管します。TSM管理者は、公開鍵を使

用して移行を許可します。公開鍵の有効期限は [設定 ]ページで確認できます。

TSMコマンドラインインターフェイス

1. 使用しているオペレーティングシステムに応じて、次のいずれかを実行します。

l Tableau Server Windowsの場合 :クラスター内のノードで、管理者グループのメン

バーアカウントを使用してWindowsコマンドプロンプトを開きます。

l Tableau Server Linuxの場合 :クラスター内のノードで、tsmadminグループのメン

バーアカウントを使用してコマンドプロンプトを開きます。
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2. tsm security authorize-credential-migrationを使用して、Tableau

Cloudサイトへの埋め込み認証資格情報の移行を許可します。詳細については、

Tableau Serverヘルプの「tsmセキュリティ」を参照してください。

tsm security authorize-credential-migration --source-site-url-

namespace <Tableau Server site ID> --destination-site-url-

namespace <Tableau Cloud site ID> --destination-server-url

<Tableau Cloud site url> --authorized-migration-runner

<username> --destination-public-encryption-key <public key>

注 :リモートノードからTSMコマンドを実行する場合は、tsm security

authorize-credential-migrationを実行する前にtsm loginを使用し

て、Tableau Server Administration Controllerサービスでセッションを認証します。

3. (オプション)付与した権限を取り消すには、tsm security cancel-credential-

migrationsを使用します。デフォルトでは、移行の承認は7日または--

expiration-time-in-daysオプションで指定された日数で有効期限が切れます。

Content Migration Tool

1. Content Migration Toolを開き、[新しいプランを作成 ]または [プランを参照 ]を選択しま

す。

2. [サイト]ページで [Tableau にサインイン]をクリックし、[Tableau Server]をソース、[Tableau

Cloud]を宛先として接続します。埋め込み認証資格情報の移行は、Tableau Serverか

らTableau Cloudへ移行する場合にのみ実施できます。

3. 移行計画を作成し、次のパブリッシュオプションを選択します。

l [ワークブックのパブリッシュオプション]ページで、[ワークブックの埋め込み認証資格

情報の移行 ]を選択します。詳細については、「移行計画 :ワークブック」を参照して

ください。
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l [データソースのパブリッシュオプション]ページで、[データソースの埋め込み認証資格

情報の移行 ]を選択します。詳細については、「移行計画 :パブリッシュ済みデータ

ソース」を参照してください。

4. 準備ができたら、[検証と実行 ]をクリックして、移行を開始します。

選択したワークブックとパブリッシュされたデータソースはTableau Cloudサイトに移行され、認証を

求められることはありません。埋め込まれた認証資格情報の移行中に問題が発生した場合は、

「トラブルシューティング」を参照してください。

トラブルシューティング

このセクションでは、発生する可能性のある一般的な移行の問題と、それらを解決するための提

案を記載しています。

埋め込み認証資格情報を移行するオプションがない

埋め込み認証資格情報のみを、Tableau ServerからTableau Cloudサイトへ移行できます。

Tableau ServerとContent Migration Toolは、バージョン2023.1以降を実行している必要があり

ます。詳細については、「Tableau Content Migration Toolのインストール」を参照してください。

埋め込み認証資格情報の移行に失敗した

CMTの [エラーと警告 ]タブに、埋め込み認証資格情報の移行に失敗したことを示すエラーが表

示される場合があります。これは、移行の承認に使用された公開鍵の有効期限が切れた場合に

発生する可能性があります。

Tableau Cloudのサイト管理者は、[設定 ]ページに移動して、公開キーが有効であることを確認し

てください。公開鍵の有効期限が切れている場合は、新しい暗号化ペアを作成して移行を承認

する必要があります。詳細については、「埋め込み認証資格情報の許可」を参照してください。

実行可能なユーザー

l Tableau Cloudのサイト管理者とTSM管理者は、埋め込まれた認証資格情報の移行を

許可する必要があります。
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l 許可されたサイトユーザーには、Explorer以上の役割が必要です。また、ソースサイトの

ワークブックに対する表示権限およびコピーのダウンロード/保存権限と、宛先サイトのター

ゲットプロジェクトに対する表示権限およびパブリッシュ権限が必要です。

詳細については、パーミッションを参照してください。

Tableau Content Migration Toolコンソールランナーの使用

Tableau Content Migration Toolには、移行を実行するためのコマンドラインユーティリティ

tabcmt-runner.exeが含まれています。このユーティリティはインストールフォルダーにあります。

既定のインストールフォルダーは%PROGRAMFILES%\Tableau\Tableau Content

Migration Toolです。

注 : tabcmt-runner.exeユーティリティは、Content Migration Toolグラフィカルアプリケー

ションの構成に使用されるtabcmt.cmdコマンドラインユーティリティとは異なります。

tabcmt.cmdの詳細については、Tableau Content Migration Toolコマンドラインインター

フェイスの使用を参照してください。

使用方法 :

l tabcmt-runner [options] <plan_file.tcmx>
l tabcmt-runner license --remove
l tabcmt-runner license <new license key>
l tabcmt-runner license <license file path> [--passphrase=<license file passphrase>]
l tabcmt-runner encryption --reset
l tabcmt-runner encryption <new_key>
l tabcmt-runner improvement [on|off]
l tabcmt-runner --help
l tabcmt-runner --version
l tabcmt-runner script-warning [on|off]

オプション:

l --version
l --help
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l --quiet
l --info
l --logfile=VALUE
l --src-user=VALUE
l --src-password=VALUE
l --dest-user=VALUE
l --dest-password=VALUE
l --https=VALUE
l --allow-scripts

計画の実行

移行計画を直ちに実行します。

tabcmt-runner [options] <plan file>

使用可能なオプション:

l --logfile=<file name>:ファイル名を設定し、出力をログに記録します

l --https=<secure|legacy>: HTTPSモードを設定します

l --quiet : stdoutへのログの記録を無効にします

l --src-user=<username>:ソース接続のユーザー名を設定します

l --src-password=<password>:ソース接続のパスワードを設定します

l --dest-user=<username>:移行先接続のユーザー名を設定します

l --dest-password=<password>:移行先接続のパスワードを設定します

終了コード:

l 0:移行が正常に完了したことを示します。

l 1:移行が成功したが警告メッセージがログに記録されたことを示します。

l 2:移行が失敗したことを示します。具体的なエラーはログ出力に含まれます。

計画の概要を表示

移行計画の概要を表示してから、終了します。

tabcmt-runner --info <plan file>

help

コマンドラインユーティリティの使用情報を表示します。
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tabcmt-runner --help

version

現在のアプリケーションのバージョン情報を表示します。

tabcmt-runner --version

encryption

暗号化キーをリセットするか、新しいキーを指定します。Content Migration Tool UIで既に実行し

ている場合でも、tabcmt-runnerユーティリティを使用する前に暗号化キーを指定する必要が

あります。

tabcmt-runner encryption <new_key> | --reset

改善

既定値 : on

アプリケーションによる匿名での使用状況情報の収集を有効または無効にします。この情報は完

全に匿名であり、定期的にTableauへ送信されるため、Content Migration Toolの改善に役立

ちます。

例

改善プログラムが有効か無効かを表示する場合 :

tabcmt-runner improvement

改善プログラムを有効または無効にする場合 :

tabcmt-runner improvement <on|off>

license

2022年 7月に廃止済み

このコマンドは、レガシーライセンスにのみ適用されます。現在のユーザーのレガシーアプリケーショ

ンライセンスを管理します。レガシキーを使用している場合にtabcmt-runnerユーティリティを
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使用するには、ライセンスが既にContent Migration Tool UIで認証済みであっても、このコマンドを

使用してライセンスを認証する必要があります。

例

現在のライセンス情報を表示する場合 :

tabcmt-runner license

シリアルキーまたはオフラインライセンスキーを設定 /ライセンス認証する場合 :

tabcmt-runner license <key>

現在のライセンスを削除 /認証解除する場合 :

tabcmt-runner license --remove

ライセンスファイルを使用して設定 /ライセンス認証する場合 :

tabcmt-runner license <file path> [--passphrase=<password>]

script-warning

既定値 : on

移行スクリプトを含む移行計画を実行すると、警告メッセージが表示されます。

注 :このコマンドは、[設定 ]ページでの選択を更新します。詳細については、「Tableau

Content Migration Toolの設定」を参照してください。

例

スクリプト警告がオンかオフかを表示します。

tabcmd-runner script-warning

スクリプト警告をオンまたはオフにします

tabcmd-runner script-warning <on|off>
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オンになっている場合は、オプション--allow-scriptsを含めて移行計画を実行する必要が

あります。

tabcmd-runner --allow-scripts <plan file>

実行可能なユーザー

コンソールランナーを使用するには、次のものがすべて必要です。

l Content Migration Toolマシンでの管理者権限。

l Tableauサイトのユーザーアカウント(Explorer以上の役割を持つ)。
l ソースサイトでのワークブックのダウンロード/コピーを保存パーミッション。

l 展開先サイトのパブリッシュ権限。

例 :移行計画のスクリプト作成

注 :このトピックには、ニーズと環境を満たす複数の移行計画に対するスクリプトを作成する

ための基礎として使用できるサンプルスクリプトが含まれています。このスクリプトは、サンプル

としてのみ使用され、実際にそのまま使用することはできません。コンソールランナーの使用

手順に関する詳細については、Tableau Content Migration Toolコンソールランナーの使用

を参照してください。

移行の実行にTableau Content Migration Toolコマンドラインユーティリティを使用して、外部ス

ケジューラ(Windowsのタスクスケジューラなど)またはカスタムスクリプトから移行計画の実行を

自動化できます。コンソールランナーでは、.edtファイルに保存された移行計画を一度に1つのみ

実行します。グループとして実行する移行計画のグループがある場合は、Content Migration Tool

コンソールランナーと組み合わせたカスタムスクリプトを使用することができます。

次の例はPowerShellで記述されており、コンソールランナーを使用して移行計画のリストをグ

ループとして実行します。

次の例では、コードが以下の内容を示します。

l コンソールランナーを使用して、グループとして複数の移行計画を実行する。

l グループ内の移行が1つでも失敗すると、計画グループの展開を直ちに停止する(オプショ

ン)。
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l コンソールランナーの終了コードを使用して、移行が失敗したか、警告がログに記録された

かを判断する。

# List of migration plans to execute as a group.

$planFiles = @(

'customer 1.tcmx',

'customer 2.tcmx'

)

# True of false whether to continue with the next plan if a

migration fails.

$continueOnFailure = $false

# Path to the CMT console runner executable

$runnerExe = 'C:\Program Files (x86)\Tableau\Tableau Content

Migration Tool\tabcmt-runner.exe'

# Store the exit code from the previously run migration plan.

$lastResult = -1

# Loop through and run each migration plan one at a time.

$planFiles | % {

$file = $_

if ($lastResult -ge 2 -and -not($continueOnFailure)) {

Write-Warning "Skipping plan because previous migration failed.

`nSkipped plan: $file"

return

}

Write-Verbose "Running migration plan: $file"

& $runnerExe $file

$lastResult = $LASTEXITCODE

if ($lastResult -ge 2) {
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Write-Error "Migration failed. See output or log file for error

details.`nPlan: $file" -ErrorAction 'Continue'

}

elseif ($lastResult -eq 1) {

Write-Warning "Migration completed with warnings. See output or

log file for warning details.`nPlan: $file"

}

}

実行可能なユーザー

移行計画のスクリプトを作成するには、次のものがすべて必要です。

l Content Migration Toolマシンでの管理者権限。

l Tableauサイトのユーザーアカウント(Explorer以上の役割を持つ)。
l ソースサイトでのワークブックのダウンロード/コピーを保存パーミッション。

l 展開先サイトのパブリッシュ権限。

Tableau Content Migration Toolコマンドラインインターフェイス

の使用

Tableau Content Migration Toolには、コマンドラインインターフェイス、tabcmt.cmdがインス

トールフォルダーに含まれています。既定のインストールフォルダーは

%PROGRAMFILES%\Tableau\Tableau Content Migration Tool (32ビットの

Windows)または%PROGRAMFILES(x86)%\Tableau\Tableau Content Migration

Tool(64ビットのWindows)です。

注 : tabcmt.cmdユーティリティは、Content Migration Toolコンソールランナーである

tabcmt-runner.exeと同じではありません。コンソールランナーは、コマンドラインから移

行を実行するために使用する、独立したコマンドラインユーティリティです。Content

Migration Toolコンソールランナーの使用については、Tableau Content Migration Toolコン

ソールランナーの使用を参照してください。

tabcmtコマンドラインで使用できるコマンドは、次のとおりです。
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l migrate
l help
l update
l version

migrate

移行計画ファイルをGUIの移行ステップに開きます。

tabcmt migrate <plan file>

help

コマンドラインインターフェイスと使用可能なコマンドに関する一般的なヘルプを示します。

例

使用可能なコマンドをすべて表示する場合 :

tabcmt help

特定のコマンドのヘルプおよび使用状況情報を表示する場合 :

tabcmt help <command>

license

2022年 7月に廃止済み

このコマンドは、レガシーライセンスにのみ適用されます。現在のユーザーのアプリケーションライセン

スを管理します。

例

現在のライセンス情報を表示する場合 :

tabcmt license

現在のライセンスを削除 /認証解除する場合 :

edt license remove
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シリアルキーまたはオフラインライセンスキーを設定 /ライセンス認証する場合 :

tabcmt license <key>

ライセンスファイルを使用して設定 /ライセンス認証する場合 :

tabcmt license <file path> [--passphrase=<password>]

update

アプリケーション更新のオプションを管理します。

例

現在の更新設定を表示する場合 :

tabcmt update

自動更新通知を有効または無効にする場合 :

tabcmt update --disabled=<true|false>

URLを設定して更新情報を検出またはダウンロードする場合 :

tabcmt update --url=<url>

ベータ版の更新プログラムの表示を有効または無効にします。安定したリリースの更新プログラム

のみを表示するには、falseに設定します。

tabcmt update --beta=<true|false>

version

現在のアプリケーションのバージョン情報を表示します。

tabcmt version

実行可能なユーザー

コマンドラインインターフェイスを使用するには、次のものがすべて必要です。

l Content Migration Toolマシンでの管理者権限。

l Tableauサイトのユーザーアカウント(Explorer以上の役割を持つ)。
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l ソースサイトでのワークブックのダウンロード/コピーを保存パーミッション。

l 展開先サイトのパブリッシュ権限。

Tableau Content Migration Toolの設定

Tableau Content Migration Toolは既定の設定でほとんどの場合に動作しますが、必要がある場

合や、Tableauサポートと協力しておりサポートから変更を行うよう依頼がある場合には、設定を

変更することができます。

Content Migration Toolの設定を表示または更新するには、以下を実行します。

1. Content Migration Toolを開きます。

2. Help > Settings.をクリックします。[設定 ]ダイアログが開きます:
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Diagnostics— [Open Log Folder]をクリックしてログがある場所を開きます。ここでは、ロ

グを表示したり、ログをTableauに送信する必要がある場合にzipファイルに圧縮したりす

ることができます。詳細については、Tableau Content Migration Toolログファイルを参照し

てください。
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サポートと協力しており、ログにネットワークトレースを含めるように依頼がある場合には

[Enable Network Tracing]を選択します。このオプションをオフにするか、Content

Migration Toolを再起動するまで適用されます。

Security—暗号化キーがインストール時に自動的に生成されます。暗号化キーを変更す

ると、以前のキーで作成された埋め込みパスワードを含む移行計画は開くことができませ

ん。Tableau Content Migration Toolの複数のインストールがあり、移行計画を共有する場

合には、ツールの各インスタンスが使用する暗号化キーが同じであることを確認する必要が

あります。

Migration Scripts—既定では、移行スクリプトまたは実行可能ファイルを含む移行計画

を実行すると、警告が表示されます。他のユーザーはこれらのファイルを編集できるため、移

行を実行する前にファイルが安全であることを確認してください。この設定のオンとオフを切り

替えると、コンソールランナーの警告設定も更新されます。詳細については、「Tableau

Content Migration Toolコンソールランナーの使用」を参照してください。

Tuning—ほぼすべての場合、これらは既定に設定したままでかまいません。サポートと協力

している場合、サポートよりこの設定を変更するように依頼される場合があります。

Temporary Files—既定を変更する場合は、一時ファイルの場所を選択します。この場

所は、移行時にコンテンツがコピーされる場所です。既定の場所に移行されたコンテンツを

一時的に保持する十分な領域がない場合は、この場所を変更する必要があるかもしれま

せん。

Networking— [Allow Legacy HTTPS Connections]を選択すると、以前のHTTPS構

成 (SSL v3など)を使用して実行しているTableau Serverインストールに接続できます。こ

れは推奨されません。

実行可能なユーザー

通常、上記のタスクは、Content Migration Toolがインストールされているマシンで管理者アクセス

権を持つユーザーのみが実行できます。
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Tableau Content Migration Toolログファイル

Tableau Content Migration Toolは移行の実行時にログファイルを生成します。これらのログファ

イルは問題のトラブルシューティングに役立つ場合があります。

注 : Content Migration Toolのすべての設定については、Tableau Content Migration Toolの

設定を参照してください。

Content Migration Toolログファイルの場所

Content Migration ToolからContent Migration Toolログファイルを検索するには、以下を実行し

ます。

1. Content Migration Toolを起動します。

2. [Help ]および [Settings]をクリックします。

3. [Settings ]ダイアログで [Open Log Folder]をクリックします。
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ログファイルを含むウィンドウが開きます。

Tableauサポートと協力しており、サポートよりログファイルの送信を求められる場合は、ファイルの

送信前にzipファイルに圧縮してください。Tableauへのログファイルの送信の詳細については、

「Tableauナレッジベース」を参照してください。

実行可能なユーザー

通常、上記のタスクは、マシンで管理者アクセス権を持つユーザーのみが実行できます。
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